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          287 人間は自分の運命を左右できるか
        

        	
          288 神は人の世の不義を正す
        

        	
          289 神は人間の苦難を経験する
        

        	
          290 神の計画が変わったことはない
        

        	
          291 神が来たときに神を知るのは誰か
        

        	
          292 神の救いを人は知らない
        

        	
          293 神は人類が生き続けるのを願っている
        

        	
          294 神の憐みにより人は今日まで生存することができた
        

        	
          295 最初の人類は霊をもつ生き物であった
        

        	
          296 堕落した人類の悲哀
        

        	
          297 人類はもはや神が望むような存在ではない
        

        	
          298 サタンによって堕落させられた人間の実状
        

        	
          299 人間の性質はこの上なくひどくなった
        

        	
          300 このような穢れた地に住む人々
        

        	
          301 人は神の真の顔を知らない
        

        	
          302 人はキリストを普通の人間と見なす
        

        	
          303 キリストへの真の信仰があるのか
        

        	
          304 人の子の到来はすべての人を暴露する
        

        	
          305 そのような理知ではあなたは神に接するに値しない
        

        	
          306 堕落した人類はキリストを見るに値しない
        

        	
          307 これがあなた方の信仰なのか
        

        	
          308 あなたがたの真の信仰はどこに
        

        	
          309 キリストへの真の信仰と愛があるのか
        

        	
          310 キリストへの不信仰の要素が多すぎる
        

        	
          311 人にはキリストへの真の信仰がない
        

        	
          312 神は真面目にキリストに仕える者だけを称賛する
        

        	
          313 誰も受肉の神を知らない
        

        	
          314 神に逆らう悪者とは誰
        

        	
          315 キリストについての観念を抱くことは神に逆らうこと
        

        	
          316 あなたがたの心には不義しかない
        

        	
          317 神は人の言動を密かに見ている
        

        	
          318 人々のどんな言動も神の目から逃れられない
        

        	
          319 人間の言動は神の火を免れられない
        

        	
          320 あなたがたの言動は神の目には穢れている
        

        	
          321 神の言葉に背く者をどうして神は赦せようか
        

        	
          322 神は人から何を得るのか
        

        	
          323 神を神として扱わない人
        

        	
          324 人間の神への信仰の背後にある卑劣な意図
        

        	
          325 神への人間の信仰は見るに堪えない
        

        	
          326 人類の神への信仰で最も悲しい点
        

        	
          327 自分の終着点のために神を喜ばせようとする人間の醜さ
        

        	
          328 人は断じて心を神に捧げていない
        

        	
          329 神は人の真心を望む
        

        	
          330 神のあなたがたへの期待を感じたことがあるか
        

        	
          331 肉の中で生きることは神の意志か
        

        	
          332 四つの格言
        

        	
          333 神は人が神の言葉に対して誠実であることを望む
        

        	
          334 神の日が到来するとき
        

        	
          335 神の言葉の根源を知る者はいない
        

        	
          336 あなたがたは真理のために生きていない
        

        	
          337 神に何を捧げたのか
        

        	
          338 神への忠誠の表現はどこに
        

        	
          339 あなたは誰に忠実なのか
        

        	
          340 神のあなたがたへの働きはとても貴重
        

        	
          342 神は人々の間にある感情を憎む
        

        	
          343 神を知らない人は神に敵対する
        

        	
          344 観念で神を測る者はみな神に抵抗している
        

        	
          345 なぜそんなに高慢なのか
        

        	
          346 あなたがたは自分の地位を知らない
        

        	
          347 人の本来の身分と価値
        

        	
          348 地位を重宝することに何の価値があるのか
        

        	
          349 これがサタンの典型的な姿である
        

        	
          350 堕落した人間には神を表せない
        

        	
          351 神に味方する人はあまりにも少ない
        

        	
          352 誰が神と一致するのか
        

        	
          353 神と融和している証拠はどこに
        

        	
          354 誰も積極的に神を理解しようとしない
        

        	
          355 あなた方は何を神に報いたのか
        

        	
          356 誰が神の心を理解できるだろう？
        

        	
          357 誰も神の意志を理解しない
        

        	
          358 神が悲しまないことがあろうか
        

        	
          359 人々は心で神の言葉に近づこうとしない
        

        	
          360 あなたがたは真に神の言葉の中に生きているのか
        

        	
          361 神を欺すことが人の行為にあまねく行き渡っている
        

        	
          362 神は被造物が神を欺くことを許さない
        

        	
          363 人は自分の卑劣さを知らない
        

        	
          364 あなたがたは反抗的すぎる
        

        	
          365 あなたがたの本性はあまりに堕落している
        

        	
          366 神の働きについて来れない者は排除される
        

        	
          367 神は地上における地獄の生活から人を救い出す
        

        	
          368 幾時代にも及ぶ憎しみは忘れられたのか
        

        	
          369 闇の中にいる者は起き上がるべきだ
        

        	
          370 何よりも神を悲しませるもの
        

        	
          371 神の意志を気づかえるのは誰
        

        	
          372 誰が神の心を理解したことがあるのか
        

        	
          373 なぜ人は心から神を愛さないのか
        

        	
          374 あなたがたはまだ神から多くを得ていないのか
        

        	
          375 神の民の一員になるに本当に値するのか
        

        	
          376 神に服従しない者は神を裏切る
        

        	
          377 神を信じながら神に抵抗する者の結末
        

        	
          378 裏切りこそ人の本性
        

        	
          379 神を裏切ることは人間の本性
        

        	
          380 神を裏切ることの危険な行く末
        

        	
          381 どのような人が救いようがないのか
        

        	
          382 あなたの結末はどうなるのか
        

        	
          383 誰が神の光の到来から逃れられるのか
        

        	
          384 神への信仰の本当の意味
        

        	
          385 神の采配の背後にある人のための目的
        

        	
          386 信仰において人が持つべき目的
        

        	
          387 信仰への鍵は神の言葉を命の現実として受け入れること
        

        	
          388 真理の実践が神への信仰の鍵
        

        	
          389 全人類は神を礼拝すべき
        

        	
          390 信者のための行動原則
        

        	
          391 神への信仰において優先すべきもの
        

        	
          392 神を畏敬する心で神を信じるべき
        

        	
          393 信仰において聖霊の導く道を歩みなさい
        

        	
          394 神への信仰を第一にするべきだ
        

        	
          395 真の信者の責任
        

        	
          396 神は人が真の信仰を持つことを願う
        

        	
          397 神への信仰とは神を知ろうとすること
        

        	
          398 信仰において神を愛そうとするべき
        

        	
          399 神を信じる道とは神を愛する道
        

        	
          400 神を信じる者が探し求めるべきこと
        

        	
          401 神を信じる意義はとても奥深い
        

        	
          402 真の信仰を持つ者だけが神の承認を受ける
        

        	
          403 あなたは信仰ゆえにとても多くのものを得た
        

        	
          404 神の信者が得るべき最も大事なもの
        

        	
          405 これが神への真の信仰なのか
        

        	
          406 あなたがたの信仰はいったいどのようなものか
        

        	
          407 長年の信仰から何かを得たか
        

        	
          408 信仰において本当にいのちを捧げたか
        

        	
          409 人は神を真に信じていない
        

        	
          410 あなたがたの信仰はまだ混乱している
        

        	
          411 神を信じていながら真理を受け入れないことは非信者になること
        

        	
          412 信仰を軽く扱うとどうなるか
        

        	
          413 神が称賛しない信仰
        

        	
          414 神への信仰において人が失敗する理由
        

        	
          415 成功するか失敗するかは人の追求次第
        

        	
          416 真の祈り
        

        	
          417 神は人の叫びを聞いて必要なものを与える
        

        	
          418 祈りの意義
        

        	
          419 真の祈りに入るには
        

        	
          420 真の祈りの効果
        

        	
          421 聖霊の働きを持つために祈りの中であなたの心にあることを話しなさい
        

        	
          422 従順と理知に満ちた祈りが大いに重要
        

        	
          423 真の祈りなしには真の奉仕はない
        

        	
          424 神を仰ぎ見て神にすがるのが最も偉大な知恵
        

        	
          425 神の前で静まる者だけがいのちに集中する
        

        	
          426 あなたは神の前で心を静めるように注意すべきだ
        

        	
          427 神と協力する者に神は倍の報いを与える
        

        	
          428 神の前で静まるには
        

        	
          429 神の前で心を静める方法
        

        	
          430 神の前に静まることの実践
        

        	
          431 神の前で心を静めることの効果
        

        	
          432 常に神の前で静まる者は敬虔な人
        

        	
          433 あなたの心を神に捧げる時
        

        	
          434 心を神に立ち返らせて神の麗しさを感じよ
        

        	
          435 神を信じるなら神の前で心を捧げなさい
        

        	
          436 あなたの心は神に立ち返ったか
        

        	
          437 神を愛せるよう心を完全に神に向けよ
        

        	
          438 あなたが神に心を開く時
        

        	
          439 神をあなたの心に迎え入れて
        

        	
          440 常に正しい霊的生活を維持しなければならない
        

        	
          441 神との正しい関係の築き方
        

        	
          442 神と正常な関係を持つことが重要
        

        	
          443 神の言葉に従い人との正常な関係を
        

        	
          444 あなたには神との正常な関係があるか？
        

        	
          445 神に用いられる人のあるべき姿
        

        	
          446 完全になるために神と正しい関係を持ちなさい
        

        	
          447 正常な状態とは何か
        

        	
          448 正常な状態はいのちの急速な成長につながる
        

        	
          449 聖霊の働きの表われ
        

        	
          450 あなたは神への信仰の正しい軌道に乗ったか
        

        	
          451 聖霊の働きは普通で実際的だ
        

        	
          452 聖霊の働きの原則
        

        	
          453 聖霊の働きには原則がある
        

        	
          454 聖霊は完全にされることを切望する者に働く
        

        	
          455 神は聖霊の働きを持つ人々を完全にする
        

        	
          456 聖霊の働きによりいのちに入りなさい
        

        	
          457 聖霊の働きは人を積極的に前進させる
        

        	
          458 聖霊が人に働くとき
        

        	
          459 聖霊の働きに気をつけよ
        

        	
          460 聖霊の働きに従い完成への道を歩みなさい
        

        	
          461 神は全ての望みを人に置く
        

        	
          462 神は御心を行うできる者を切望している
        

        	
          463 人間への神の期待は変わったことがない
        

        	
          464 人の真の信仰と愛を得ることを神は望む
        

        	
          465 神は彼に耳を傾け従うものを大切にする
        

        	
          466 神の切なる願いは人が神に聞き従うこと
        

        	
          467 神の言葉は人が歩むべき道である
        

        	
          468 神の言葉は人のいのちに必要なものをすべてもたらす
        

        	
          469 神の言葉の重要性
        

        	
          470 神の言葉：人の生存の唯一の原則
        

        	
          471 神の言葉は永遠に変わらない真理である
        

        	
          472 真理はあらゆる人生の格言の最高峰
        

        	
          473 真理だけが人の心を安らげる
        

        	
          474 あなたは真理のために全てを捨てるべきだ
        

        	
          475 最も有意義な人生
        

        	
          476 若者たちが追い求めるべきもの
        

        	
          477 神の言葉を行いの基礎としなさい
        

        	
          478 神の言葉への接し方
        

        	
          479 神の言葉に対して持つべき態度
        

        	
          480 あなたの生活を神の言葉で満たしなさい
        

        	
          481 人はどのようにして神の道をたどるべきか
        

        	
          482 神の言葉を大切にする者は祝福される
        

        	
          483 大小あらゆることにおいて神の道に従いなさい
        

        	
          484 神への真の信仰は神の言葉の実践と経験
        

        	
          485 神の働きの経験は神の言葉と切り離せない
        

        	
          486 神の言葉を備えることが最優先
        

        	
          487 神の言葉なくしていのちの追求はできない
        

        	
          488 神の言葉の現実の中に入るには
        

        	
          489 あなたの状態について神の言葉を読みなさい
        

        	
          490 神の言葉の実践に力を尽くしなさい
        

        	
          491 知識は現実に取って代われない
        

        	
          492 人間への神の助言
        

        	
          493 あなたは神の喜びのための実になりたいか
        

        	
          494 神の言葉を実践することでのみ現実を得られる
        

        	
          495 真の変化のために真理を実践しなさい
        

        	
          496 真理を実践すればするほどいのちの成長が早くなる
        

        	
          497 真理を実践するには真の代価が必要である
        

        	
          498 真理を実践する者だけが試練の中でも証しできる
        

        	
          499 真理を実践すれば性質が変わる
        

        	
          500 肉に背くことは真理を実践すること
        

        	
          501 肉を捨てることの実践
        

        	
          502 肉に背くことの意義
        

        	
          503 肉に背いて神の愛らしさを見る
        

        	
          504 真理の実践のために苦しむのは最も有意義なことである
        

        	
          505 真理の実践のために苦しむ者は神の称賛を勝ち取る
        

        	
          506 真理をもっと実践し神にもっと祝福されなさい
        

        	
          507 現実を生きることによってのみ、あなたは証しすることができる
        

        	
          508 真理の実践に集中して完全にされよ
        

        	
          509 神のものとされた人々には真理の現実がある
        

        	
          510 すべてにおいて神を証しなければならない
        

        	
          511 すべてにおいて神を証し神を満足させなさい
        

        	
          512 神の言葉を基礎にして初めて実践の道がもたらされる
        

        	
          513 万事において真理を求めよ
        

        	
          514 真理追求の道
        

        	
          515 真理を求めて困難を解決せよ
        

        	
          516 神の言葉を受け入れて経験を深めなさい
        

        	
          517 万事において真理を求め進歩せよ
        

        	
          518 真理の理解は簡単なことではない
        

        	
          519 真理を得るとは何か
        

        	
          520 神は心から真理を追求する者を祝福する
        

        	
          521 真理を追い求める者だけが神により完全にされる
        

        	
          522 神の言葉に生きて聖霊の働きを得よ
        

        	
          523 神の言葉に従えば道に迷うことはない
        

        	
          524 神の言葉は本当にあなたのいのちとなったか
        

        	
          525 真に神を崇拝する人になることを求めよ
        

        	
          526 真理あるところに力あり
        

        	
          527 誰も神の言葉の真の意味を理解しない
        

        	
          528 神の言葉をどうしても人は実践しない
        

        	
          529 神が寛容であろうと自分を甘やかしてはならない
        

        	
          530 神が最も忌み嫌うのは人が頑固に同じ悪を重ねることだ
        

        	
          531 人間はとても救いがたい
        

        	
          532 神の言葉を実践しない人は取り除かれるだろう
        

        	
          533 真理を実践しない者はみな淘汰される
        

        	
          534 真理を追求しなければ必ず泣きわめいて歯ぎしりする
        

        	
          535 真理を追求しない者は後悔する
        

        	
          536 真理を追求しない者は最後まで従えない
        

        	
          537 死の床で真理に目覚めても遅すぎる
        

        	
          538 人はサタンの影響から抜け出すとき救われる
        

        	
          539 サタンの権力は真理の追求なしに振り払えない
        

        	
          540 暗闇の影響を捨て去り神のものとなりなさい
        

        	
          541 神の言葉に従い暗闇の影響から脱しなさい
        

        	
          542 今日の真理はそれを慕い求める者に与えられる
        

        	
          543 真理を愛して初めて真理を実践できる
        

        	
          544 真理を愛する人が真理を得る
        

        	
          545 あなたの性質を変えるために神の言葉によって生きなさい
        

        	
          546 神は真理を追求する者たちを好む
        

        	
          547 真理を愛する人を神は救う
        

        	
          548 神は決意のある者を好む
        

        	
          549 すべての問題は真理を追い求めることで解決できる
        

        	
          550 生存者になることを追求すべきです
        

        	
          551 真理の追求に必要な決意
        

        	
          552 真理をあきらめなければあなたは救われる
        

        	
          553 神を本当に渇望する者を神は見捨てない
        

        	
          554 無関心は破滅をまねく
        

        	
          555 あなたは肯定的な進歩を追い求めるべきだ
        

        	
          556 真理を実践する人だけが神に救われる
        

        	
          557 あなたは自分の本性を認識しているか
        

        	
          558 神の言葉を基に自分を認識するべきである
        

        	
          559 己を知るために自分の真の状態を理解しなさい
        

        	
          560 どのようにして人間の本性を認識すればよいか
        

        	
          561 自分の本性を分析するには
        

        	
          562 重要なのは自分の思いと視点を知ること
        

        	
          563 本性を解決する基本原則
        

        	
          564 このように自分を省みることが鍵である
        

        	
          565 自分を真に知って初めて自分自身を憎める
        

        	
          566 神は誠実な者を祝福する
        

        	
          567 神の栄光が人のあいだでこの上なく重要
        

        	
          568 あなたはすべてのことにおいて神の吟味を受け入れるべきだ
        

        	
          569 人の運命は最後にどうなるのか
        

        	
          570 正直な人でいることをどう実践するか
        

        	
          571 人の心は裏切りに満ちている
        

        	
          572 神のことを疑い憶測する者は最も不正直
        

        	
          573 人の本分は被造物としての召命である
        

        	
          574 本分において真理を実践することが鍵
        

        	
          575 神が重点を置くのは人の心である
        

        	
          576 本分を尽くすとは全力を尽くすこと
        

        	
          577 神から託されたことを成し遂げるために身も心も捧げよ
        

        	
          578 神から託された任務をどう扱うか
        

        	
          579 いかにして本分を尽くすべきか
        

        	
          580 神の言葉を実践し神を満足させることが第一
        

        	
          581 原則をもって行動しなければ立派に本分を尽くせない
        

        	
          582 誠実な人だけが本分を十分尽くせる
        

        	
          583 神を満足させ神の心を安らがせる者になれ
        

        	
          584 神の働きにあなたの全てを捧げよ
        

        	
          585 神によってより容易に完全にされるようもっと重荷をにないなさい
        

        	
          586 機会を逃せば永遠に後悔する
        

        	
          587 心から神のために尽くす者は幸い
        

        	
          588 立ち上がれ 神とともに働こう
        

        	
          589 神はずっと前人類のために全てを備えた
        

        	
          590 万事において神の旨を求めなければならない
        

        	
          591 神の家で忠誠心を捧げなさい
        

        	
          592 軽率に働くことは本分を尽くすことではない
        

        	
          593 善悪を測る神の基準
        

        	
          594 神は本分を守らない者を嫌って棄てる
        

        	
          595 あなたの本分を尽くすことだけが神を満足させることができる
        

        	
          596 本分を守らなければならない
        

        	
          597 本分を良く尽くせば証しに立つことができる
        

        	
          598 すべてのことにおいて神の吟味を受け入れるべきだ
        

        	
          599 本分を尽くすために生きるのは有意義なことである
        

        	
          600 成功か失敗かは歩む道しだい
        

        	
          602 神への信仰における成功への道
        

        	
          603 真理を追い求めなければパウロの道を歩む
        

        	
          604 神を信じる者が追求すべきこと
        

        	
          605 神のものとされることはあなた自身の追求にかかっている
        

        	
          606 神は人の本性を使ってその人を測る
        

        	
          607 神に仕える人の最低条件
        

        	
          608 神の意志に一致して仕えるには
        

        	
          609 神と親しい者だけが神に仕えるに値する
        

        	
          610 主イエスにならいなさい
        

        	
          611 神に奉仕するために心を捧げなさい
        

        	
          612 神に仕える人となるには何が必要か
        

        	
          613 教会を導くには何が必要か
        

        	
          614 入りこそあなたがたの働き
        

        	
          615 どうすれば神に用いられるに相応しい者になれるのか
        

        	
          616 リーダーと働き人が把握しなければならない二つの原則
        

        	
          617 神は人に思い起こさせる
        

        	
          618 イスラエル人のように仕えなさい
        

        	
          619 真理のために良き戦いを戦いなさい
        

        	
          620 心を捧げ神の旨を行う
        

        	
          621 性質が変化しない限り人は神に仕えることができない
        

        	
          622 神への熱心な奉仕の行く末
        

        	
          623 このような性質は神への奉仕にふさわしいか
        

        	
          624 神はパウロのように仕える者を称賛しない
        

        	
          625 神を知らないならあなたはたやすく神に背く
        

        	
          626 人間性のない者は神に仕えるに値しない
        

        	
          627 宗教的観念を固守することはあなたを滅ぼすだけ
        

        	
          628 神によって完全にされるために宗教観念を捨て去りなさい
        

        	
          629 宗教的観念を放棄したか
        

        	
          630 人を経営する神の働きについての真実
        

        	
          631 神の刑罰と裁きは人の救いの光
        

        	
          632 神の刑罰と裁きは愛であることを知りなさい
        

        	
          633 神の裁きは愛である
        

        	
          634 あなたがたは刑罰と裁きを受けることにより守られる
        

        	
          635 神の裁きを経験しサタンの影響から脱しなさい
        

        	
          636 あなたは刑罰と裁きを得たか
        

        	
          637 世界はあなたの安息の場なのか
        

        	
          638 神の裁きを逃れたらどうなるのか
        

        	
          639 神がこの一群の人々を選んだ意義は非常に大きい
        

        	
          640 あなたがたは大きな祝福を享受した
        

        	
          641 神はモアブの子孫たちを引き上げる
        

        	
          642 モアブの子孫がなすべき決意
        

        	
          643 モアブの子孫への神の働きの意義
        

        	
          644 引き立て役として奉仕することは一生の祝福だ
        

        	
          645 失敗と挫折は神からの祝福
        

        	
          647 私たちが救われるのは神が私たちを選んだから
        

        	
          648 真理を実践すれば変化できる
        

        	
          649 神の意志を失望させることはできない
        

        	
          650 現在受けている苦しみの意味を理解せよ
        

        	
          651 困難に苦しむことには深い意義がある
        

        	
          652 君たちは神の嗣業を受け取る者
        

        	
          653 神の言葉の裁きを受け入れるには
        

        	
          654 どのように真理を受け入れるのか
        

        	
          655 神が完全にするのは信仰である
        

        	
          656 試練の苦しみは神からの祝福
        

        	
          657 試練には信仰が求められる
        

        	
          658 真の信仰とは何か？
        

        	
          659 患難の中で証しに立つ者たちは勝利者だ
        

        	
          660 勝利者たちの歌
        

        	
          661 心から神に付き随う者は試練の中で堅く立てる
        

        	
          662 試練の中で人間が保持すべきもの
        

        	
          663 試練が降りかかるとき神の側に立つべき
        

        	
          664 神が人間の信仰を試すとき
        

        	
          665 試練の中で神が求めるのは人の真の心だ
        

        	
          666 神の言葉によって試されることは祝福されること
        

        	
          667 人間は神の善意を理解しない
        

        	
          668 神による人間の精錬は最も意義深い
        

        	
          669 苦しい試練を通してのみ神の麗しさを知ることができる
        

        	
          670 苦難と試練を通してのみ真に神を愛することができる
        

        	
          671 試練の中で証しするなら神はあなたに現れる
        

        	
          672 神が人に試練を与えるのは人を清めるため
        

        	
          673 神による人間の試練と精錬の意味
        

        	
          674 神が為すのは人を完全にし愛することだけ
        

        	
          675 神の精錬の働きの目的
        

        	
          676 精錬から信仰が生まれる
        

        	
          677 精錬の中でも神を愛するには
        

        	
          678 苦難と精錬を通してのみ神に完全にされる
        

        	
          679 精錬とは神が人を完全にする最良の方法
        

        	
          680 精練の苦しみを経て初めて、人の愛は純粋になる
        

        	
          681 神は人を完全にするために試練と精錬を与える
        

        	
          682 神は様々な方法で人間を完全にする
        

        	
          683 神の恵みを享受しても神を知ることはできない
        

        	
          684 真心で神を求める者はみな神の祝福を得られる
        

        	
          685 人が為すべきことを保持しなさい
        

        	
          686 神の救いを得る者だけが生きている
        

        	
          687 失敗は自分を知る最高の機会
        

        	
          688 神が何をしようと、それはひとえに人を救うため
        

        	
          689 刈り込みと取り扱いを経験するのは最も有意義なこと
        

        	
          691 病気の始まりは神の愛
        

        	
          692 試練に対する人の態度
        

        	
          693 神は最後に真理をもつ人を得る
        

        	
          694 刑罰と裁きのペテロの認識
        

        	
          695 試練へのペテロの態度
        

        	
          696 神の働きをいかに経験するかを知りなさい
        

        	
          697 実際の神への信仰から得られるものはすばらしい
        

        	
          698 神の裁きは私たちにいのちをもたらす
        

        	
          699 神に最も貴い犠牲を捧げる
        

        	
          700 性質の変化とは主に本性の変化である
        

        	
          701 性質の変化とは何か
        

        	
          702 性質の変化には聖霊の働きが必要とされる
        

        	
          703 性質の変化は自分の本性を認識することから始まる
        

        	
          704 自分の本性を知ることが性質を変える鍵
        

        	
          705 性質の変化のみが真の変化
        

        	
          706 神は人の性質の変化をどのように測定するか
        

        	
          707 性質の変化は真の生活から切り離せない
        

        	
          708 性質の変化の過程
        

        	
          709 真理を求めて性質を変化させよ
        

        	
          710 あなたの性質は神の働きに従わなければ変化しない
        

        	
          711 良い行いは性質の変化と同じではない
        

        	
          712 性質が変化した人の表現
        

        	
          713 性質の変化の特徴
        

        	
          714 性質が変化した人は人間らしく生きられる
        

        	
          715 これが真の人間らしさである
        

        	
          716 真理をもつ人だけが真の人生を生きられる
        

        	
          717 神を証しするには性質の変化がなければならない
        

        	
          718 性質の変化を信じよ
        

        	
          719 神の働きに真に従う者は神のものになれる
        

        	
          720 神は人間の真の服従を望んでいる
        

        	
          721 神に従わない者は神に敵対する
        

        	
          722 肉となった神に従う者だけが完全にされる
        

        	
          723 人が神に服従するための基準
        

        	
          724 神に従うための秘訣は最も新しい光を受け入れること
        

        	
          725 神の現在の言葉に従って完全にされよ
        

        	
          726 造られた者は神の意思に自らを委ねるべきだ
        

        	
          727 被造物は創造主に従うべき
        

        	
          728 あなたがたは本当に神の采配に服従できるか
        

        	
          730 神の権威に服従するには
        

        	
          731 人は神に多く要求しすぎる
        

        	
          732 人はなぜいつも神に要求するのか
        

        	
          733 人には少しも理知がない
        

        	
          734 神に要求するとき人は神に逆らい易い
        

        	
          735 神を畏れ悪を避けるために必要な道
        

        	
          736 神を畏れる事によってのみ悪を避ける事が出来る
        

        	
          737 人は神を畏れる心を持つべき
        

        	
          738 神の基準に目を向けて神を満足させなさい
        

        	
          739 神を畏敬する者はすべてにおいて神を誉め讃える
        

        	
          740 神を畏敬する者だけが試練においても証しできる
        

        	
          741 神を畏れて神の守りを得なさい
        

        	
          742 神を畏れる者だけが幸福
        

        	
          743 神を畏れる人だけが尊厳を持って生きる
        

        	
          744 ヨブがサタンに勝利した証拠
        

        	
          745 ヨブの証しがサタンを打ち負かした
        

        	
          746 ヨブの義なる行いがサタンを打ち負かした
        

        	
          747 どうしてヨブは神を畏敬することができたのか
        

        	
          748 ヨブの真の信仰と神への従順
        

        	
          749 神の祝福へのヨブの態度
        

        	
          750 ヨブが神の称賛を勝ち取った理由
        

        	
          751 ヨブは神を知ろうと生涯を費やした
        

        	
          752 ヨブの生涯の価値
        

        	
          753 神のなすことはすべて人を救うため
        

        	
          754 神はサタンに完全に打ち勝つ者だけを得る
        

        	
          755 サタンを打ち負かす者だけが救われる
        

        	
          756 神のものとされるために真理によってサタンを打ち負かしなさい
        

        	
          757 後世へのヨブの証しの警告
        

        	
          758 神を愛する者は幸いである
        

        	
          759 あなたは神への真の愛を求めるべきだ
        

        	
          760 汚れなき純粋な愛
        

        	
          761 あなたに神への真の愛はあるか
        

        	
          762 あなたがたは神を真に愛していない
        

        	
          763 神の愛を実生活で味わなければならない
        

        	
          764 神を愛するには神の愛らしさを体験しなければならない
        

        	
          765 神の働きを経験し神の愛らしさを発見しなさい
        

        	
          766 神を愛する者の座右の銘
        

        	
          767 神を信じていながら愛さないのは無駄な人生
        

        	
          768 神の御心を行うために生きることは最も意義あること
        

        	
          769 神を愛する者には完全にされる機会がある
        

        	
          770 神は人が心と思いと力を尽くして神を愛することを望む
        

        	
          771 神は神を愛する者を守る
        

        	
          772 神を満足させるほど更に祝福される
        

        	
          773 あなたは喜んで心の中の愛を神に与えるのか？
        

        	
          774 ペテロの神への愛の表現
        

        	
          775 あなたの苦しみがどんなに大きくても神を愛することを求めよ
        

        	
          776 ペテロは真の信仰と愛を固守した
        

        	
          777 ペテロの経験を手本とせよ
        

        	
          778 有意義な人生を生きることを追い求めるべき
        

        	
          779 神は人が神を知り理解することを願っている
        

        	
          780 神を真に認識している人を神は獲得しようと望む
        

        	
          781 神を知ることは人類への最後の要求
        

        	
          782 神を知るためには神の働きの三段階を知らなければならない
        

        	
          783 神を知ることは被造物の最高の栄誉
        

        	
          784 神の働きを知ることでのみ最後まで従うことができる
        

        	
          785 神を知るには神の言葉を知らなければならない
        

        	
          786 神の言葉を経験して人は神を知る
        

        	
          787 真に神を理解しているか
        

        	
          788 人間は神の意志を理解していない
        

        	
          789 その働きを通して神を知るべきだ
        

        	
          790 神の意志はいつも全ての人に明らかである
        

        	
          791 神の万物の統治を通して神を知りなさい
        

        	
          792 神を知ろうと心から望むなら
        

        	
          793 観念や想像は決して神を知る助けにならない
        

        	
          794 神の統治を知る者は神の統治に服従する
        

        	
          795 神の統治を知ることで自由を得る
        

        	
          796 神の性質を理解することの効果
        

        	
          797 神の働きは測り知れない
        

        	
          798 真の信仰は神を知ってのみ得られる
        

        	
          799 神の業が達成しようとする最終効果
        

        	
          800 神を知りさえすれば人は神を畏れ悪を避けることができる
        

        	
          801 神を知ることによってのみ人は神を愛するようになる
        

        	
          802 神を知る者だけが神を得ることができる
        

        	
          803 神を知ることによってのみ真に神を礼拝できる
        

        	
          804 神を知ることによって達成された効果
        

        	
          805 神を知る者だけが神のために証しできる
        

        	
          806 神の性質を知らないとどうなるか
        

        	
          807 ペテロに倣いなさい
        

        	
          808 ペテロは神を一番よく知っていた
        

        	
          809 ペトロの道をたどる方法
        

        	
          810 ペテロは神を知ることをいつも追求した
        

        	
          811 ペテロの追求が神の旨に最もかなっていた
        

        	
          812 ペテロは神を実際に知ることに集中した
        

        	
          813 ペテロのイエスに関する認識
        

        	
          814 あなたは自分の使命を知っているだろうか
        

        	
          815 神の意志を理解しなさい
        

        	
          816 神のために証しすることは人の本分である
        

        	
          817 神の唯一の願い
        

        	
          818 あなたは神を証しする者になりたいか
        

        	
          819 神の働きの目的と意義を知っているか
        

        	
          820 人が立てるべき証し
        

        	
          821 信仰において神を証しするには
        

        	
          822 実際的効果を得るにはどのように神を証しすべきか
        

        	
          823 神の業を知ることでのみ真に神を証しすることができる
        

        	
          824 征服された人がもつべき理知
        

        	
          825 神は証しするようにだけ人に勧める
        

        	
          826 信者としての本分は神のために証しすること
        

        	
          827 勝利者とは神のために圧倒的な証しをする者たちである
        

        	
          828 あなたは赤い大きな竜の前で神を証しできるか
        

        	
          829 神のために証することに本当に自信があるか
        

        	
          830 あなたはヨブとペテロの証しに達しなければならない
        

        	
          831 神が必ず人を完全にすることを信じなさい
        

        	
          832 神はこの一団の人々を完成させようと決心していた
        

        	
          833 完全にされるために満たすべき条件
        

        	
          834 神を真に愛する者を神は完全にする
        

        	
          835 神は真に神を愛する者のみを完全にする
        

        	
          836 完全にされた人がもつもの
        

        	
          837 完全な者とされるには
        

        	
          838 誰にでも完全にされるチャンスがある
        

        	
          839 神はすべての人が完全にされることを願う
        

        	
          840 完全にされるには決意と勇気を持たなければならない
        

        	
          841 神によって完全にされる道
        

        	
          842 すべての事において神に完全にされることを追求すべき
        

        	
          843 あなたは神により完全にされることを追い求める者か
        

        	
          844 ペテロの道を歩めば神はあなたを完全にする
        

        	
          845 神に完全にされた者だけが真に神を愛せる
        

        	
          846 神の言葉で完全にされた人たち
        

        	
          847 真理を追い求めることは完全にされる唯一の機会
        

        	
          848 完全にされた人の表明
        

        	
          849 完全にされた人への神の約束
        

        	
          850 神の現実性と麗しさ
        

        	
          851 人にとって神の愛が如何に重要なことか
        

        	
          852 神は人をかけがえのない存在として見守る
        

        	
          853 全ての者に及ぶ神の完全なる配慮
        

        	
          854 神の本質は本当に存在する
        

        	
          855 創造主だけがこの人類にあわれみを持つ
        

        	
          856 人への神のあわれみ
        

        	
          857 人間への神の憐れみは止んだことはない
        

        	
          858 人間に対する創造主の真情
        

        	
          859 神の愛と本質にはいつも私欲がない
        

        	
          860 人に対する神の愛は真実にして現実である
        

        	
          861 人類への神の愛
        

        	
          862 受肉の神は最も愛すべき方
        

        	
          863 受肉した神は人のもとで長い間暮らしてきた
        

        	
          864 神が受ける大きな苦痛とは
        

        	
          865 神は人類の悪と堕落を悲しむ
        

        	
          866 イエスの復活後の出現の意義
        

        	
          867 神は人の永遠の支え
        

        	
          868 受肉した神は静かに救いの業を為す
        

        	
          869 神は人を救うために大いに苦しむ
        

        	
          870 神は人を救うために大いなる苦しみを耐え忍ぶ
        

        	
          871 神の謙りはとても素晴らしい
        

        	
          872 神は大きな屈辱に耐える
        

        	
          873 神の働きはなんと辛いことか
        

        	
          874 神が人のためになすことはすべて誠実
        

        	
          875 神は受肉して人の代わりに苦しむ
        

        	
          876 神が人の痛みを経験することには深い意義がある
        

        	
          877 神は大きな屈辱に耐えて人間を救う
        

        	
          878 神の働きのすべての段階は人のいのちのため
        

        	
          879 最も人を愛するのは神だけである
        

        	
          880 神は傷つきながら人を愛する
        

        	
          881 神は人を救うために苦心する
        

        	
          882 神は全ての愛を人類に与えた
        

        	
          883 神が肉となって初めて人は救いの機会を得る
        

        	
          884 神の愛は最も真実である
        

        	
          885 神は苦心して働き人を救う
        

        	
          886 どんな被造物も神の愛は持っていない
        

        	
          887 神は静かにすべての人を満たす
        

        	
          889 人を救うからには神は人を完全に救う
        

        	
          890 キリストの本質は愛である
        

        	
          891 神は神が救う者たちのことを最も気に掛ける
        

        	
          892 神が救う人々は神の心の中で最も大切な者たち
        

        	
          893 神は真理といのちを無償で人類に授けます
        

        	
          894 神は人間を救うために人間のもとに来る
        

        	
          895 神の人類への意志は決して変わらない
        

        	
          896 神は人が戻ってくるのを待っている
        

        	
          897 神はできるだけ多くの人々を救いたいと願っている
        

        	
          898 人が過ちから立ち返るとき神は慰められる
        

        	
          899 人を救う神の意図は変わることがない
        

        	
          900 神は人を最大限度まで救う
        

        	
          901 あなたが神から離れない限り
        

        	
          902 神自身の本性と位置
        

        	
          903 神の権威は独特なもの
        

        	
          904 神の権威は神の身分の象徴
        

        	
          905 神の権威を知るための道
        

        	
          906 神の権威は測り知れない
        

        	
          907 真に具現化された創造主の権威
        

        	
          908 神の権威はいたるところにある
        

        	
          909 神の権威は真実で本物
        

        	
          910 死者を復活させる神の権威
        

        	
          911 創造主の権威は不変である
        

        	
          912 神の権威は誰も取って代われない
        

        	
          913 神の権威と力は誰にも測り知ることができない
        

        	
          914 万物は創り主の権威の顕れ
        

        	
          915 創造主の権威のもとにある万物は完全
        

        	
          916 創造主の権威と力は無限
        

        	
          917 万物は神の権威により生き、滅びる
        

        	
          918 創造主の権威と身分は共に存在する
        

        	
          919 創造物は神の権威に従うべきである
        

        	
          920 万物は神の支配に従う
        

        	
          921 全ての創造物は神の支配の下に来なければならない
        

        	
          922 どんな人間や物も神の権威と力を超越できない
        

        	
          923 神の権威をサタンは決して越えられない
        

        	
          924 サタンの本質は残忍で邪悪
        

        	
          925 神が救いたい人をサタンが意のままに害することを神は許さない
        

        	
          926 神の権威の下ではサタンは何も変えられない
        

        	
          927 神の権威はサタンが越えられない天の律法
        

        	
          928 人類はサタンによって堕落させられ惑わされたが
        

        	
          929 人類は依然として神が造られた人類と同じである
        

        	
          930 万物は神が定めた原則と法則によって生きている
        

        	
          931 万物を管理する神の奇しき業
        

        	
          932 神は天地万物を人のために創造した
        

        	
          933 人間は神が造った万物を大切にするべき
        

        	
          934 神は万物の支配者
        

        	
          935 神の本質は全能で実際的である
        

        	
          936 神は万物の生存法則を司る
        

        	
          937 人の命は神の統治なくしては存在できない
        

        	
          938 神の性質は崇高で偉大である
        

        	
          939 神の性質の象徴
        

        	
          940 神の義なる性質は真実で鮮明
        

        	
          941 神の義の性質は特有である
        

        	
          942 神の溢れるいつくしみと計り知れない怒り
        

        	
          943 神の性質は憐み、愛、義、威厳
        

        	
          944 神は義なる性質によって人間を存続させる
        

        	
          945 神の怒りの象徴
        

        	
          946 神の怒りは神の義なる性質の表れ
        

        	
          947 神がソドムを滅ぼしたのは人類への警告
        

        	
          948 終わりの日の人々は神の怒りを見たことがない
        

        	
          949 神の怒りの象徴的な意味
        

        	
          950 神の本質は尊厳に満ちている
        

        	
          951 神の性質は侵害を許さない
        

        	
          952 人の背きは神を怒らせる
        

        	
          953 神の怒りの光景
        

        	
          954 災いが襲うとき
        

        	
          955 神の業の目的と原則は明瞭
        

        	
          956 人間に対する神の姿勢
        

        	
          957 神は人が心から悔い改めることを望む
        

        	
          958 神の業の原則は変わらない
        

        	
          959 神の性質を怒らせるとどうなるか
        

        	
          960 神の性質に背かない方法
        

        	
          961 神が人を懲罰する日が迫っている
        

        	
          962 神の義なる性質は一切の背きを許さない
        

        	
          963 神は侵害を容赦しない
        

        	
          964 神が行うすべてのことは義である
        

        	
          965 神の義なる性質を真に認識しているか
        

        	
          966 神はあらゆる人に対して義である
        

        	
          967 神の本質は聖である
        

        	
          968 神の性質は聖く完璧
        

        	
          969 神の本質は無私
        

        	
          970 神の聖なる本質を理解することは極めて重要
        

        	
          971 人は神の保護の下で成長する
        

        	
          972 神は人類の生活を常に導く
        

        	
          973 神の言うこと為すことは全て真理である
        

        	
          974 新しい時代の戒め
        

        	
          975 新時代の戒めは極めて意義深い
        

        	
          976 行政命令十項を守り神の意志に従え
        

        	
          977 神に承認されることを求めなさい
        

        	
          978 人間への神の警告
        

        	
          979 神は人間の行いをどう思うか
        

        	
          980 神の要求からどれだけ離れているのか
        

        	
          981 神は人が明るい道を得ることを望む
        

        	
          982 人間の過ちの行く末
        

        	
          983 あなたがたの今の毎日が決定的
        

        	
          984 悪を行なう者はみな懲罰の対象
        

        	
          985 ほんの短い間も人は自分の肉を忘れられないのか
        

        	
          986 肉は終着点を台無しにできる
        

        	
          987 神の栄光の表明になろうとしなさい
        

        	
          988 神を信じてもいのちを得ていないなら懲罰を受ける
        

        	
          989 神が人に報復するときの神の態度を理解しているか
        

        	
          990 罪に捕らえられた悔い改めない人々は救いようがない
        

        	
          991 あなたは自分の言葉と行いをどのように扱うべきだろうか
        

        	
          992 神が人間に与える３つの忠告
        

        	
          993 神の栄光の日を尊びなさい
        

        	
          994 神は人々を正しい人生の道に導いている
        

        	
          995 今日の祝福を大切にしなければならない
        

        	
          996 道の最終行程をしっかり歩むには
        

        	
          997 神が羊飼いを打つ時
        

        	
          998 神のメッセージ
        

        	
          999 真理を実践しない者はみな、必ずや滅びに遭う
        

        	
          1000 別れの時
        

        	
          1001 神の言葉は人にとって最善の訓戒
        

        	
          1002 神がシオンに戻るとき
        

        	
          1003 神がシオンに戻った後
        

        	
          1004 付き従う人に対する神の要求
        

        	
          1005 人間に対する神の最後の要求
        

        	
          1006 神が人を完全にする四つの条件
        

        	
          1007 人間の結末への神の采配
        

        	
          1008 人が真理を持っているかどうかによって神は人の行く末を決定する
        

        	
          1009 神の道に従わない者は罰されなければならない
        

        	
          1010 各々の人の結末のための神の采配
        

        	
          1011 神は人の結末をその人の本質によって決定する
        

        	
          1012 信者と非信者は相容れない
        

        	
          1013 神は悪人を救わない
        

        	
          1014 神の国の美しさ
        

        	
          1015 神が人に授ける最高の祝福
        

        	
          1016 神の国が完全に降臨する時
        

        	
          1017 神の人類への最後の約束
        

        	
          1018 神の勝利の象徴
        

        	
          1019 神は人類のためにより美しい明日を創造する
        

        	
          1020 神の全ての民は心から感情を表現する
        

        	
          1021 神が人類のために用意するものは想像を超えている
        

        	
          1022 人類はかつての聖さを取り戻す
        

        	
          1023 神と人間の異なる安息の場所
        

        	
          1024 洗い清められた者だけが安息に入れるだろう
        

        	
          1025 終わりの日の神から人への約束
        

        	
          1026 神は人類に種類ごとに適切な采配をする
        

        	
          1027 人類が安息に入ったとき
        

        	
          1028 安息の中にある生活
        

        	
          1029 いのちの水の川
        

        	
          1030 人類が永遠の終着点に入るとき
        

      

      

      	
        教会讃美歌
      
        	
          1 人の子が地に降りて来る
        

        	
          2 人の子が現れた
        

        	
          3 初めであり終わりであられる全能神
        

        	
          4 全能神、終わりの日のキリスト
        

        	
          5 全能神が世界の東に現われた
        

        	
          6 終わりの日のキリストは人類の救い
        

        	
          7 聖なる神の国が現れた
        

        	
          8 キリストの御国が地に降臨した
        

        	
          9 キリストの義の国が実現した
        

        	
          10 キリストの御国は人間の間で実現する
        

        	
          11 神の国が地に降臨した
        

        	
          13 唯一の真の神が肉において現れた
        

        	
          14 終わりの日のキリストが東方に現れる
        

        	
          15 義と全能と実践の神
        

        	
          16 全能神、栄光の王
        

        	
          17 神は御座に就かれる
        

        	
          18 裁きのトランペットが鳴った
        

        	
          19 神の国の眺めは常に新しい
        

        	
          20 千年神の国が現れた
        

        	
          21 全人類よ、来て神を礼拝せよ
        

        	
          22 全能神が来られたとは何と素晴らしいことか！
        

        	
          23 神の言葉は奇跡を生む
        

        	
          24 全能神よあなたは真に栄光ある方
        

        	
          25 私たちは神に賛美を捧げて歌います
        

        	
          26 全能神へ賛美を歌おう
        

        	
          27 私たちを救うのは全能神
        

        	
          28 私たちは神を讃美するために喜び集う
        

        	
          29 天の御国が地上に実現した
        

        	
          30 感謝と賛美が全能神にありますように
        

        	
          31 神の民は精一杯神を讃える
        

        	
          32 受肉された全能神よ 私たちはあなたを崇めます
        

        	
          33 全能神の勝利を賛美しよう
        

        	
          34 御座のまわりを踊り巡ろう
        

        	
          35 立ち上がって神のために踊れ
        

        	
          36 大声で全能神を誉め讃えよ
        

        	
          37 神の大いなる業が完了しました
        

        	
          38 栄光を得られた神を讃美しよう
        

        	
          39 宇宙は神様への賛美で鳴り響く
        

        	
          40 神に向かって讃美の歌を永遠に歌う
        

        	
          41 全能神への讃美は止むことがない
        

        	
          42 神の偉大なる働きの完成 を賛美しよう
        

        	
          43 シオンに戻って来られる神への讃美
        

        	
          45 私たちは共に教会に集う
        

        	
          46 キリストの御国は温かい我が家
        

        	
          47 教会生活の何という喜び
        

        	
          48 教生活は真に素晴らしい
        

        	
          49 この空の青さよ
        

        	
          50 神の愛は私たちを互いに近づける
        

        	
          51 我らの生活は終わりのない喜び
        

        	
          52 神は私たちの間におられる
        

        	
          53 神のもとへ返るのは真の幸福
        

        	
          54 この心の憧れ
        

        	
          55 神の到来を迎えられて幸いだ
        

        	
          56 再臨
        

        	
          57 あなたは私の心の中に
        

        	
          58 家に帰る
        

        	
          59 真理を受け入れることは賢いおとめであること
        

        	
          61 神の愛による励まし
        

        	
          62 神の御前で静まる
        

        	
          63 いつも神の前に静まれ
        

        	
          64 神の真の愛
        

        	
          65 神の愛は私の心を包む
        

        	
          66 神の国での新しい生活のために賛美しよう
        

        	
          67 歌とダンスで神を讃美せよ
        

        	
          68 カナンの地にある喜び
        

        	
          70 一心に神を賛美しよう
        

        	
          71 最高の幸福とは神を真に愛すること
        

        	
          72 神への愛の歌を歌うことを止められない
        

        	
          73 神を立派に証しするのは誰か
        

        	
          74 あぁ、私の愛する方よ、私はあなたを求めています
        

        	
          75 神の愛は世界中に広がる
        

        	
          77 全能神、最も愛らしいお方
        

        	
          78 私たちの最愛の方
        

        	
          79 全能神 私たちの最愛の方
        

        	
          80 神の愛に報いることと神の証人となること
        

        	
          81 ああ神様、あなたなしではいられない
        

        	
          82 私は神を愛することを追求する
        

        	
          83 神の愛
        

        	
          84 私はより深く神を愛したい
        

        	
          85 この道が果てるまであなたと共に
        

        	
          86 私を愛しているのは全能神
        

        	
          87 神の愛は世界に満ちあふれる
        

        	
          88 神の愛に感謝
        

        	
          89 神の御業はまことに奇しい
        

        	
          90 神の我らへの愛は最も真実なもの
        

        	
          92 我らが愛する全能神
        

        	
          93 なぜ真の愛はこの世では見つけにくいのだろうか
        

        	
          95 愛の献身
        

        	
          96 神は多大な代価を払った
        

        	
          97 神は今まで働いてきたのに、あなたは何故わからないのか
        

        	
          98 神の愛は永遠に讃えられる
        

        	
          99 人の間の真の愛
        

        	
          100 愛は見守り続ける
        

        	
          101 もし神によって救われなかったら
        

        	
          102 神が私達の霊を再び動かして下さるように
        

        	
          103 新しい生活をほめたたえよ
        

        	
          104 私は神の御前で生きる
        

        	
          105 神の前に生きる私は幸せ
        

        	
          106 神の愛を得てまことに幸せだ
        

        	
          108 神を信じることは何という喜び
        

        	
          109 新しい人の生活
        

        	
          110 人生の正しい道を歩む
        

        	
          111 私は御国への道を歩んでいます
        

        	
          112 創られた者の心の声
        

        	
          113 私の心は神の言葉を貴ぶ
        

        	
          114 神の民の祈り
        

        	
          115 神の言葉の真理は貴い
        

        	
          116 正直な人々だけが人間の姿を持つ
        

        	
          117 心から神を愛する者は皆誠実である
        

        	
          118 天の御国の民
        

        	
          119 正直者になれてとても嬉しい！
        

        	
          120 神の愛は常に私たちの間にある
        

        	
          121 神を愛する者の姿
        

        	
          122 神を愛し、光の中で生きよ
        

        	
          123 神を愛する者は真に幸いである
        

        	
          124 神を愛する者は祝福される
        

        	
          125 私は神の愛を見た
        

        	
          126 神を愛する者は光の中に生きる
        

        	
          127 神の心を知る友でありたい
        

        	
          128 私の心は神を恋慕う
        

        	
          129 私は心の全てを言い表せない
        

        	
          130 神の恵みは海のように深い
        

        	
          131 後悔する心
        

        	
          132 名残惜しい別れ
        

        	
          133 私たちはいつの日かまた必ず再会する
        

        	
          134 永久に神と共に
        

        	
          135 私の心は神を恋慕う
        

        	
          136 神と毎日共にいられたら
        

        	
          137 神を永遠に愛する
        

        	
          138 あなたがどこへ行こうと私はあなたについて行く
        

        	
          139 ああ神よ、私はどれほどあなたを慕っているか
        

        	
          140 おお神よ、あなたを恋しく思います
        

        	
          141 全能神に想い焦がれて
        

        	
          142 常に神の愛を心に
        

        	
          143 ああ神よ 私の心は永遠にあなたを慕う
        

        	
          144 私の心からの願いは神を愛すること
        

        	
          145 風雨の中をあなたと共に進む
        

        	
          146 風と雨の中も共にいて、死に至るとも忠心を尽くす
        

        	
          147 心のふれあいの歌
        

        	
          148 神を愛する時代に入る
        

        	
          149 あなたが私の前に現われる時 あなたの笑顔を歓迎します
        

        	
          150 全能神よ 私の心は貴方のもの
        

        	
          151 シオンに集う
        

        	
          152 甘美なる愛の歌
        

        	
          153 神に救われる我らの喜び
        

        	
          155 すべての国々があなたの光のもとへ来る
        

        	
          156 神に対する私の愛は決して変わらない
        

        	
          157 そうした人々の一群がある
        

        	
          158 誰が神様の心を思いやるのか？
        

        	
          161 クリスチャンの心の中の言葉
        

        	
          162 光の道へ向かって走る
        

        	
          163 歴代の聖徒達は復活する
        

        	
          164 患難を通して神への愛が強まる
        

        	
          165 誠実な人になろうと志す
        

        	
          166 神の美しさを我々が知りますように
        

        	
          167 神の愛があるから、恐れない
        

        	
          168 悔いのない選択
        

        	
          170 いのちの証し
        

        	
          171 魂の呼びかけ
        

        	
          172 使命を果たそう
        

        	
          173 私の決意は迫害によって強まる
        

        	
          174 しっかり神につき従う
        

        	
          178 別れの時
        

        	
          179 闇と弾圧のただ中で立ち上がる
        

        	
          180 死を賭して忠心を尽くし神に従う
        

        	
          181 私は神に従うことを心に固く決めた
        

        	
          182 聖徒たちは勝利する
        

        	
          183 神が栄光を得る日を見ることを望む
        

        	
          184 神の国
        

        	
          185 私は神を見た
        

        	
          186 最も美しく善良な神の心を見た
        

        	
          187 私は神の愛に報いよう
        

        	
          188 神に忠誠を尽くす志し
        

        	
          189 裁きを通して目覚める
        

        	
          190 裁きが心を目覚めさせた
        

        	
          191 神の言葉が私の心を目覚めさせた
        

        	
          192 神の裁きは私を罪から救う
        

        	
          193 神の憐みが私を甦らせた
        

        	
          194 神の言葉に清められる
        

        	
          195 万事において神の指揮に従う
        

        	
          196 神を愛することに後悔や不満はない
        

        	
          197 ペテロの例に倣って神を愛することを追い求める
        

        	
          198 真理を理解し自由になれ
        

        	
          199 もうろうとした中で目覚めて
        

        	
          200 神の言葉は光
        

        	
          201 真理の追求には大きな意義がある
        

        	
          202 神の愛が私の魂を目覚めさせる
        

        	
          204 ご機嫌取りの目覚め
        

        	
          205 足かせ
        

        	
          206 二度と神から離れない
        

        	
          207 これからは心に後悔を残さない
        

        	
          208 神の裁きは祝福である
        

        	
          209 裁きを経験して後悔する
        

        	
          210 心から悔い改めたい
        

        	
          211 私の心の奥の痛み
        

        	
          212 心からの悔い改め
        

        	
          213 心から悔い改めたい
        

        	
          214 神様に仕えることは私たちの幸運
        

        	
          215 モアブの子孫の神への賛美
        

        	
          216 おお、神よ、私は貴方を離れられない
        

        	
          217 この心の深い後悔
        

        	
          218 帰って来た放蕩息子の歌
        

        	
          219 ああ神よ 私は本当にあなたの愛に値しない
        

        	
          220 昔の生き方に戻って再び神を傷つけるのは嫌だ
        

        	
          221 新たな人となる
        

        	
          222 私は神の麗しさを見た
        

        	
          223 かけがえのない人生
        

        	
          224 忠実に神を満足させることを決意する
        

        	
          225 神に愛を捧げる
        

        	
          226 神を信じる人が求めるべきもの
        

        	
          227 神を信じて真理を得ることは貴重である
        

        	
          228 過去が剣のように私を刺しとおす
        

        	
          229 自分を省みれば行くべき道が開ける
        

        	
          230 神の言葉から離れると行き詰まる
        

        	
          231 真理を追い求めなければ必ず失敗する
        

        	
          232 神は長い間待っていた
        

        	
          233 最後の瞬間を惜しむ
        

        	
          234 新しい人となり神の心を慰めよ
        

        	
          235 悔い改め新たにやり直す
        

        	
          236 人間らしく生きる
        

        	
          237 神の愛らしさをいつも思っている
        

        	
          238 真理の貴さを知った
        

        	
          239 私を救ってくださったのは神
        

        	
          240 神の愛は私に救いを与えてくれる
        

        	
          241 神の愛はいつも私の心の中にある
        

        	
          242 私は神の愛を大いに楽しんだ
        

        	
          243 私の心は他に何も求めない
        

        	
          244 神による人の救いはまさに現実的
        

        	
          245 生涯神を愛することだけを求める
        

        	
          246 真理を追求して初めていのちを得られる
        

        	
          247 ああ神よ、私の心はすでにあなたのものです
        

        	
          248 神の真実の愛
        

        	
          249 あぁ神よ、あなたは私をこんなにも愛して下さる
        

        	
          250 神の愛はとても現実的
        

        	
          251 神を愛する機会を大切に
        

        	
          252 神に真心を捧げる
        

        	
          253 私は神が満足されることだけを求めます
        

        	
          254 悔い改め
        

        	
          255 いつも神の愛を切望する
        

        	
          256 失われた救いをどうやって取り戻せばいいのでしょうか
        

        	
          257 神の心はまだなだめられていない
        

        	
          258 私は神を愛すると決心する
        

        	
          259 私は取るに足りない被造物
        

        	
          260 私が求めるのは心の中で神を愛することだけ
        

        	
          261 私は一生涯を神に捧げたい
        

        	
          262 神の刑罰と裁きから私は非常に多くのものを得ます
        

        	
          263 刑罰と裁きに神の愛を見た
        

        	
          264 神の刑罰と裁きがなければ生きていけない
        

        	
          265 私は神の裁きと刑罰とともに一生を過ごす
        

        	
          266 神に対するペテロの愛
        

        	
          267 神の裁きは神を愛する私の心を更に清純にした
        

        	
          268 私は喜んで神の働きに服従する
        

        	
          269 十字架にかけられたペテロの祈り
        

        	
          270 神様への忠実な心
        

        	
          271 私は奮起して立ち上がる
        

        	
          272 生きるために人は真理を持たなければならない
        

        	
          273 真理を得るまで私は休まない
        

        	
          274 キリストが永遠に真理であることを認める
        

        	
          275 優しい警告の歌
        

        	
          276 常に神に従う
        

        	
          277 神に従う決意
        

        	
          278 我々は自分自身の道を選ばなければならない
        

        	
          279 私はあなたに創られ、あなたのものです
        

        	
          280 あなたは私の真のいのち
        

        	
          281 時
        

        	
          282 神への信仰の格言
        

        	
          283 私はやっと神を愛することができる
        

        	
          284 神を愛する道を邁進する
        

        	
          285 悔いなく神を愛する歌
        

        	
          286 神を愛する道で勇敢になりなさい
        

        	
          287 私たちは終わりの日のキリストの証し人
        

        	
          288 神は今なお私たちを愛している
        

        	
          289 神はずっと人を見守ってきた
        

        	
          291 最も純粋な全能神の愛
        

        	
          292 神の愛が私の心を溶かした
        

        	
          293 神のみが最善のお方
        

        	
          294 あなただけが私を救うことができる
        

        	
          295 親友達を探して
        

        	
          296 神の心より良い心はない
        

        	
          297 悲惨な世界への哀歌
        

        	
          298 誰が神の悲しみを理解できようか？
        

        	
          299 神の良い知らせを待ち望みます
        

        	
          301 いつも私の心に宿るあなた
        

        	
          302 神の御業は測り知れない
        

      

      

    

  


御言葉讃美歌


1 神の国の讃歌
（Ⅰ）神の国がこの世に降臨する


伴奏：あまたの民がわたしに喝采を送り、わたしを賛美する。万民が唯一の真なる神の名を呼ぶ。神の国がこの世に降臨する。

1 あまたの民がわたしに喝采を送り、わたしを賛美する。万民が唯一の真なる神の名を呼び、わたしの業を仰ぎ見る。神の国が人の世に降臨し、わたしの本体は豊かで充実している。誰がこれを喜ばないのか。誰が歓喜のあまり踊らないのか。ああ、シオンよ。勝利の旗を掲げてわたしを祝え。勝利の歌を歌いあげ、わたしの聖なる名を広めよ。

2 地の果てまでも存在するすべての被造物よ。直ちに自らを清めてわたしへの捧げ物となれ。大空の星よ。直ちにもとの位置に戻り、わたしの全能なる力を天空に示せ。わたしは地上の民の声に耳を傾ける。わたしへの無限の愛と畏れを歌に注ぐ民の声に。すべての被造物が蘇るこの日、わたしは人の世に降臨する。この瞬間、まさにこの節目、すべての花が一斉に咲き乱れ、すべての鳥が声を揃えて歌い、すべてのものが喜びに打ち震える。神の国の礼砲が鳴り響くと、サタンの国はよろめき倒れ、神の国の賛歌がとどろく中で滅び、二度と立ち上がることはない。

3 地上の誰があえて立ち上がり抵抗するというのか。地に降り立つわたしは焼き尽くす火をもたらし、怒りをもたらし、ありとあらゆる災難をもたらす。地上の国々はいまやわたしの国である。空の雲は激しく動いて渦を巻き、地の湖と川はうねりをあげ、感動的な旋律を喜んで奏でる。休んでいた動物はねぐらから現われ、万民はわたしにより眠りから呼び覚まされる。万民の待ち望んでいた日がついに来た。彼らは最も美しい歌をわたしに捧げるのだ。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、神の国の賛歌」（『言葉』第1巻）より編集


2 神の国の讃歌
（Ⅱ）神が来た、神が治める

この美しい瞬間、心躍る時に

天と地の万物は讃美を歌う

心躍らぬ者や喜ばない者や泣かない者がいようか

空は古い空ではなく神の国の空

地は以前の地ではなく聖なる地

豪雨が去り、汚れた古き世はすべてが変わる

山々も水も人びとも変わる

全てのものは変わる

静かな山よ、神のため踊れ

よどんだ水も流れよ

まどろむ人も起きて追え

神が来た、神が治める

みな神の顔を見て 神の声を聞き

そして神の国で生きていく

何と甘美で素晴らしく 忘れがたいのか

神の燃えるような怒りの中で

赤い大きな竜はもがく

神の威厳ある裁きにより悪魔は正体を現す

神の厳しい言葉で人は恥じ隠れようとする

神をあざけり、自分を誇示し

神に逆らったことを思い出し

みな泣いて悔やむ

全宇宙は涙で一杯になり

比類ない喜びと笑いで溢れる

小雨はぱらぱらと降り、大雪は吹雪く

雲は空を漂い 海は沸き立つ

人は悲喜こもごもで

笑いと涙と歓声が混じる

みな忘れたようだ 霧雨の春か

花咲く夏か 豊かな実りの秋か

寒さに凍る冬か 誰も知らない

神の子たちは手を振り 人々は踊る

天使たちは働き 人々を牧する

地の人々は働き 生き物は増え広がる

空は古い空ではなく神の国の空

地は以前の地ではなく聖なる地

豪雨が去り、汚れた古き世はすべてが変わる



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、神の国の賛歌」（『言葉』第1巻）より編集


3 神の国の讃歌
（Ⅲ）すべての民よ、歓呼せよ

1

神の光に人は再度光を見る

御言葉の中に良いものを見つける

神は東の方からやって来る

その栄光は輝き

全ての国を照らし全ての国を照らす

全てが照らされ、何も闇に残らない

神の国で神と

共にいる民は幸せだ

祝福された民の暮らしに海は踊り

山々は民と豊かさを楽しむ

皆尽力し

忠実に神に仕え、

反乱も抵抗ももはやないもう反乱や抵抗もない

天と地は頼りあい

神と人は親密になり

生活は蜜の如く甘い

神は正式に天での生活を始め

サタンに

煩わされず、民は安息に入る



2

全宇宙で

選民は神の栄光に住み

比類ない祝福を受ける

（人との）人との生活でなく

神と共に住む（共に住む）。

サタンの堕落と

人生の甘苦を味わった

光の中、喜べない者はいるか？

この美しい時を逃せようか？

神に歌い踊れ

心を捧げよ

太鼓を打ち、奏でよ

神は全宇宙を喜びで満たし

人に栄光の顔を示す

神は轟き、宇宙を超える

神は王となり！高く挙げられる！



3

民は青空を漂う神に伴ない

心底喜び、歌は雲を震わす

もはや宇宙に霧も、泥も汚水も無い

全宇宙の聖なる民の真の顔が神により露わになる

彼らは汚れに満ちておらず

ヒスイのような聖者

皆神の愛する人

神の喜び

万物は甦り

全ての聖者は天で仕え

神に温かく抱かれ、涙も憂いもない

神に献身し

故郷なる神の家に帰り、神を愛す

いつまでも変わることなく

悲しみも涙も、肉も（どこにもない）



4

地はなくなり、天が永続する

神は全ての民に現れ

万民が神を讃える

美しい（美しい）、この生活（生活）

ずっと、永遠に不変だ

神の国の（これが神の、国の生活）

生活だ（これが神の、国の生活）



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、汝ら民よ、みな喜びなさい！」（『言葉』第1巻）より編集


4 讃美がシオンに到来した

讃美がシオンに到来し

神の住まいが現れた

全ての者が神の聖なる名を讃えて歌い

その声が広がる

全能神よ！宇宙の頭 終わりの日のキリスト

輝く太陽が宇宙で最も荘厳なシオンの山から昇る

全能神よ！我らはあなたに歓呼し、歌い、踊っている

あなたは正に我らの救い主であり

宇宙の王である



1

あなたは勝利者の一群を作り

経営計画を完成した

全ての民がこの山に戻り

玉座の前でひざまずき祈る

あなたは唯一の真の神であり

栄光に満ちた尊い方

全ての栄光と賛美と権威はあなたの玉座に属している

いのちの泉は玉座から流れ

民を潤し養い いのちは変化する

新しい光と啓示が伴い

神の新たな識見が与えられる

経験によって神を確かめよ

神の言葉は現れる

絶えず正しい人の中に現れ

我らは祝福されている

日々神と顔を合わせ

すべてにおいて神と交わる

神に全てを決めてもらい

神の言葉を思い巡らしなさい

心は静まって神の内にあり

神の前で光を受ける

生活、言動、思考において

神の言葉に生きれば識別できる



2

神の言葉は針に糸を通し

隠されたものが露わになる

すぐに神と心通わせなさい

思考は神により露わにされる

絶えず裁きを経験して生きなさい

すべてキリストの玉座の前で

我らの肉体のあらゆる部分が

まだサタンの支配下にある

神の権威を取り戻すために

神の神殿は清められねばならない

我らが神のものとなるためには

生死をかけた闘いが必要である

古い自分を十字架にかけよ！

復活したキリストのいのちが主権を取り戻し

聖霊が我らの体の各部に突き進み 闘い始める

我らが喜んで犠牲を払い

神と協力すれば

神はその光で我らを照らし

内側から我らを清める

神により完全にされるために

サタンの虜になっていた

全てのものを取り戻すため

一時も無駄にしてはならない

神の言葉に生き

聖徒たちと共に建て上げられなさい

神の国に入り

神と共に栄光の中へ入りなさい



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第一章」（『言葉』第1巻）より編集


5 人の子が栄光と共に現れた

1

神の出現は既に諸教会の中に現れている

語るのは霊で

彼は燃え盛る火であり

威厳をもって裁く

彼はまことに人の子で

足まで垂れた衣を着ている

胸には金の帯

頭と髪は羊の毛のように白い

彼の目は炎

足は炉の中の真鍮のようで

声は大水のように轟く

右手に七つの星

口には両刃の剣

顔は太陽のように輝く

全能なる神は

頭からつま先まで

血も肉もない霊の体で現れる

宇宙を超越し

第三の天にある高き

栄光なる玉座から全てを支配する



2

人の子が証しされ

神は全ての者に明らかにされる

太陽が燦燦と輝くように神の栄光が現れる

神の栄光なる顔は眩しく輝き目をくらませる

反抗的な者はなく

抵抗する者は必ず死ぬだろう

思いや言葉、行動において抵抗しようと

憐れみは全く示されない

そしてあなた方は見ることになるだろう

得るのは裁きだけであることを



3

宇宙にある万物は神の手中にあり

神が語れば事は起こり

神が定めればそれは成る

サタンは足の下

底なしの穴の中にいる

神はすべての悪に打ち勝ったのだ

神の声で世界は無に帰り

天と地が過ぎ去り

万物は新たになるだろう

これは変えられない

神は世界に打ち勝ち

今ここに座り語っている

耳のある者はそれを聞き

生ける者はそれを受け入れるべきだ

全能なる神は

頭からつま先まで

血も肉もない霊の体で現れる

宇宙を超越し

第三の天にある高き

栄光なる玉座から全てを支配する



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十五章」（『言葉』第1巻）より編集


6 全能神は義の太陽として現れる

おお 全能神よ アーメン

あなたの中では全てが解放され 自由で開かれ

明るく露わで何も隠されていない

あなたは受肉した全能神



1

あなたは公の王として支配し

奥義ではなく 永遠に解かれている

義の太陽として神が現れた

明けの明星の時代は終わり

隠れたままのものは何もない

神の働きは稲妻のよう

素早く閃いて一瞬で終わる

全能神は義の太陽として現れる

あなたは神と共に

いつまでも栄光と祝福を受けるだろう

この言葉は真実で

もうすでに成就し始めている



2

神は約束を全て全うするだろう

神の言葉は真実で空しくはない

この良き祝福はあなたのもの

誰にも奪うことはできない

神と一つで行った奉仕の実

神の言葉を信じなさい

宗教観念・疑念に促されるな

全能神は義の太陽として現れる

あなたは神と共に

いつまでも栄光と祝福を受けるだろう

この言葉は真実で

もうすでに成就し始めている



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第五十一章」（『言葉』第1巻）より編集


7 全能神の聖なる霊の体が現れた

全能神が栄光の体を現し

神の聖なる体が現れた

彼は神自身であり 真の神である

世界は変わり 肉もまた変わった

神の変容は神の真の姿である

金の冠を冠り

白い衣まとい

金の帯 胸に巻く

世界の万物は神の足台

神の眼は炎のようで

口には諸刃の剣

右手には七つの星

神の国の道は無限で明るく

神の栄光が輝く

山と川は喜び

太陽 月 星は巡り

秩序ある配置の中で

唯一の真の神 六千年の救いの計画を果たし

勝利と共に戻る神を歓迎するのだ！

皆が神を歓呼して喜び踊る

全能神は栄光の座に座る

神の聖なる名を賛美しよう！

勝利の旗がシオンの山に昇った

国々は歓呼し

万民は高らかに歌う

シオンの山は喜び

そして神の栄光が現れる！

会えるとは夢にも思わなかった

彼に今日会うことができた

日々神と顔を合わせ 心の全てを明かす

神は私の飲食の源と全てを与えてくれる

生活 言葉 行い 思い 考えを一歩ずつ

神が導くにつれ

神の栄光がそれらの全てを照らす

もしも誰かの心が不従順であれば

裁きがすぐにやってくるのだ

神と共に食べ 生きて 暮らし 楽しみ 歩む

栄光と恵みを受け 神の国の中で共に治める

何という喜び！甘美さ！

日々神と顔を合わせ

話し 語り 啓示を受けて

新しい事に気づく

霊の眼を開こう！

奥義が明らかにされる

聖なる生活を生きることは自由だ

さあ 足を止めないで！

素晴らしい生活へ進み続けるのだ！

甘さを味わうだけでは十分ではないから

神の場所へ走り続けるのだ！

神は全てを包み満ち溢れて

私たちに欠けるもの 全て神の手の中にあるから

盛んに協力して

神の中に入れば 何もかもが変わるだろう

私たちの生活はすべてを超越し

どんな人間も 何事も

私たちを妨げることはないだろう



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十五章」（『言葉』第1巻）より編集


8 全能神は王として統べ治める

1 全能の神、とこしえの父、平和の君、わたしたちの神は王である。全能神はオリーブ山に降り立つ。何と美しいことか。聞きなさい。わたしたち見張り人は、声を張り上げて共に歌う。神がシオンに戻られたからだ。わたしたちはこの目でエルサレムの荒廃を見る。歓喜して共に歌え、神がわたしたちに慰めをもたらし、エルサレムを贖ったのだから。神はすべての国々の眼前にその聖なる腕を現し、まことの神の本体が姿を現した！　地の隅々に至るまで、あらゆるものがわたしたちの神の救いを見たのだ。

2 ああ、全能神よ！　あなたの玉座から七つの霊がすべての教会へ遣わされ、あなたの奥義をすべて露わにしています。あなたは栄光の玉座に座り、あなたの国を治め、公平と義によってしっかりと安定させ、あなたの前にすべての国々を従わせました。ああ、全能神よ！　あなたは王たちの腰帯を解き、都の門をあなたの前に大きく開いて、二度と閉じないようにされました。あなたの光が到来し、あなたの栄光が昇って輝きを放っているからです。

3 暗闇が地を覆い、濃い闇がすべての国民の上に垂れています。おお、神よ！　しかしあなたはわたしたちに姿を現され、わたしたちをあなたの光で照らされました。あなたの栄光はわたしたちの上にあらわされるでしょう。すべての国はあなたの光のもとへ、王たちはあなたの輝きのもとへとやって来ます。あなたが目を上げて辺りを見回すと、息子たちがあなたの前に集まります。彼らは遠くからやって来るのです。あなたの娘たちは、腕に抱えられ運ばれてきます。おお、全能神よ！　あなたの大いなる愛はわたしたちをとらえました。あなたの国へと続く道で、わたしたちの歩みを導くのはあなたであり、わたしたちに浸透するのはあなたの聖なる言葉なのです。ああ、全能神よ！　わたしたちは感謝し、あなたを讃美します。わたしたちは誠実で落ち着いたひたむきな心であなたを見上げ、証しし、崇め、そして歌います。わたしたちが心を一つにして、共に築き上げられんことを。そしてあなたがすぐにわたしたちを、あなたの心に適う者、あなたに用いられる者へと変えてくださいますように。あなたの旨が妨げられることなく、全地で成し遂げられますように。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第二十五章」（『言葉』第1巻）より編集


9 全能神は栄光の御座に座っている

1 勝利を収めた王は、栄光の玉座に着く。王は贖いを成し遂げ、自らの民をすべて導いて、栄光の中に出現させた。王は万物をその手中にしており、その神聖な知恵と力によってシオンを堅く打ち立てた。王はその威厳をもって、罪深い世界を裁く。すべての国々と民とを裁き、地と海とそこに住むあらゆる生き物を裁き、淫乱の葡萄酒に酔いしれた者たちにも裁きを下したのだ。神は必ずや彼らを裁き、必ずや彼らに怒りを示すだろう。

2 神は必ずや彼らを裁き、必ずや彼らに怒りを示すだろう。そこに神の威厳があらわされる。神の裁きは一瞬のうちに、遅れることなく下される。神の怒りの炎は必ずや彼らの凶悪な犯罪を焼き尽くし、災いはいつでも彼らに降り注ぐだろう。そのとき彼らは、逃げ道も隠れる場所もないことを知り、涙を流して歯ぎしりし、自らに破滅をもたらすだろう。神に愛された勝利の子らは、確かにシオンに留まり、決してそこを離れることはない。群衆は神の声にじっと耳を傾け、神の行いを注意深く見守り、讃美の声は絶えることがない。唯一の真の神が現れたのだ！　世界の終わりがわたしたちの目前で明らかになりつつあるのだ。群衆は神の声にじっと耳を傾け、神の行いを注意深く見守り、讃美の声は絶えることがない。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第三章」（『言葉』第1巻）より編集


10 神の国が地上に現れた

1

全能なる真の神 玉座に座る王は

全宇宙を統治する

全ての国と民族に向かって

神の栄光は光り輝く

宇宙の至る所で

生きるものは皆見るべきだ

湖 川 海 地 山 生きとし生けるものは

神の臨在の光の中に現れる

生き返り 夢から目覚め

芽を出しながら！

ああ！世界に姿を現した

ただ唯一の真なる神

反抗するものは誰か？

全てのものは恐れおののき

確信し 憐れみを乞う

全ての人は神にひれ伏し

神を誉め讃える



2

世界中の全ての場所

地上の全てのものは

神への賛美を止めない

春とともに心地よいそよ風が絶え間なく

春の雨をもたらす

悲しみや喜び 自己非難の涙を流す

人々のように小川は波打ち音を立てる

川 湖 海の波と大波は歌う

真の神の聖なる名を誉め讃えながら！

ああ！彼らの賛美する音

なんと澄んだ賛美の音よ！

サタンによって堕落したもの

彼らは全て新しくされる

全て新しくされる

新しくされ 変えられ

全く新しい状態に入る



3

聞け！聖なるラッパが鳴り響く

その音はなんと美しいことか！

玉座から発せられた言葉は

全ての国と民族に告げる

時は来た！

これが終わりの日の最後

救いの計画は終わりを迎えた

神の国が地上に現れ

世界は神の国に変わった

神の七つのラッパが玉座から鳴り響き

驚くほど素晴らしいことが起こるだろう

神は民を見守り

民は神の声を聞く

あらゆる国と場所から民が来て集う

ああ！人々は真の神を賛美し踊らずにはいられない

全世界へ神を証しせよ！

その声は大水の音のようにとどろき渡るだろう

人々は神の国に押し寄せる

神の国に

神の国に



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第三十六章」（『言葉』第1巻）より編集


11 わたしたちは玉座の前に引き上げられた

1 わたしたちは玉座の前に引き上げられた。これはひとえに神の恵みと憐れみによる。神への愛が無数の聖徒たちの心に生じ、聖徒たちは霊の旅路においてよろめくことがない。聖徒たちは、唯一の真の神が肉となり、その神はすべてを司る宇宙の頭であるという信仰を固守する。それは聖霊によって確証され、山のように揺るぎない！　そしてそれが変わることはない！　ああ、全能神よ！　今日あなたはわたしたちの霊の目を開き、盲人を見えるようにし、足の不自由な者を歩けるようにし、重い皮膚病の者を癒やした。あなたは天の窓を開き、わたしたちに霊の世界の奥義を見せた。あなたの聖なる言葉に満たされ、サタンに堕落させられた人間性から救われること。これがあなたの計り知れないほど偉大な働き、計り知れないほど偉大な憐れみである。わたしたちはあなたの証人である！

2 あなたは長きにわたり、沈黙して謙虚に隠れていた。あなたは死からの復活と磔の苦しみ、人間として生きる喜びと悲しみ、迫害と苦難を経験した。人の世の痛みを経験してそれを味わい、時代に見捨てられた。受肉した神は神自身である。あなたは神の旨のためにわたしたちを汚物の山から救い、右手でわたしたちを持ち上げ、思うままにわたしたちに恵みを施した。労を惜しまず、わたしたちにあなたのいのちを注いだ。あなたが血、汗、涙で払った代価は聖徒たちの上に凝縮している。わたしたちはあなたの血のにじむような努力の産物であり、あなたが払った代価である。ああ、全能神よ！　あなたの慈愛と憐れみ、義と威厳、聖さと謙遜ゆえに、すべての民はあなたの前にひれ伏し、永遠にあなたを拝する。

3 今日、あなたはあらゆる教会、フィラデルフィアの教会を完全なものとし、それにより六千年にわたる経営（救いの）計画を実現した。聖徒たちはあなたの前で謙虚に従うことができ、霊において互いに繋がり、愛の中で互いに伴い、泉の源に繋がっている。いのちの生ける水は絶え間なく流れ、教会の汚れた泥水をすべて洗い流し、あなたの神殿を再び清くする。わたしたちは霊において神に至高の統治を委ね、神と歩み、それにより超越を得、世に打ち勝ち、わたしたちの霊は自由になって羽ばたく。それが、全能神が王になったときの結果である。積極的に神に協力し、協調して奉仕を行ない一つになり、全能神の旨を満たし、急いで聖い霊の体となり、サタンを蹂躙し、サタンの運命を終わらせなさい。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第二章」（『言葉』第1巻）より編集


12 神は東方へその栄光をもたらした

1

神はイスラエルに栄光を与え

それをそこから取り去り

イスラエル人と全ての人を東方へ連れてきた

神は彼らをみな光へと導いた

再び１つとなり光と交わるために

これからはもう光を探し求めなくていいように

神は求める人全てに

再び光とイスラエルの栄光を見せるだろう

見よ 神が人々のところへ白い雲に乗って来るのを

見よ 白色の雲を

たわわな実を

見よ イスラエルの神ヤーウェを

見よ ユダヤ人たちの主を

見よ 待ち望んでいたメシアを

いつの時代も王たちに迫害されてきた神の完全なる出現を



2

神は全宇宙に働きかけ

偉大な業を為すだろう

終わりの日 神の全ての栄光と業を人に示し

その顔の栄光全てを現すだろう

何年も神を待ち続けた人々に

神が白い雲に乗って来るのを待ち焦がれた人々に

神が再び現れるのを

切望したイスラエル

神を迫害する人類に

神がずっと昔にその栄光を取り去り

それを東方へもたらしたことを

全ての人々は知るだろう

神の栄光はユダヤにない

何故なら終わりの日が来たからだ

神は東方へその栄光をもたらした

神の完全なる出現を



『神の出現と働き』「七つの雷が轟く――神の国の福音が宇宙の隅々まで広まることを預言」（『言葉』第1巻）より編集


13 神の栄光が東から輝く

1 わたしは新たな天地へと進むときに初めて、わたしの栄光のもう一つの部分を、まずカナンの地で現す。すると夜の真っ暗闇の底に沈んだ全地にかすかな光が輝き、全地がその光のもとに集まる。地上のすべての人々がその光から力を得て、わたしの栄光は増大しすべての国々に新たに現れるだろう。わたしがはるか昔から人間の世に現れており、はるか昔にわたしの栄光をイスラエルから東方へともたらしたことを、すべての人々に気づかせよう。わたしの栄光は東方から輝きを放つのであり、恵みの時代から今日へともたらされたからだ。しかしわたしが出発した地はイスラエルであり、そこから東方に到着した。

2 東方の光が徐々に白く変わって初めて、地上の暗闇は光に変わり始める。その時初めて、人はわたしがはるか昔にイスラエルを去っており、東方で新たに現れようとしていることを知るだろう。わたしは一度イスラエルへと下り、その後そこから立ち去ったため、再びイスラエルに生まれることはできない。なぜならわたしの働きは全宇宙を導くからであり、さらに稲妻は東から西へとひらめき渡るからだ。だからわたしは東方へと下り、カナンの地を東方の人々にもたらしたのである。わたしは全地の人々をカナンの地へ連れて行きたいと願っている。それゆえ全宇宙を支配するため、カナンの地で声を発し続ける。現在、カナンの地以外のどこにも光はなく、すべての人々は飢えと寒さにさらされている。

『神の出現と働き』「七つの雷が轟く――神の国の福音が宇宙の隅々まで広まることを預言」（『言葉』第1巻）より編集


14 神は栄光と共に世界の東に現れた

1

神は全宇宙で業を為している

東で絶えず轟く音が全ての宗派と教派を揺さぶっている

神の声は皆を導き征服し

彼らはこの流れに落ち 神に従う

神は昔 地で栄光を取り戻し

東からそれを再び放った

それを見たいと望まないのは誰か

熱心に神の帰りを待たず

神の再来を渇望せず

その素晴らしさを恋慕わないのは誰か

光に来ず カナンの富を見ない者は誰か

贖い主が戻って来るのを切望せず

全能の神を讃えないのは誰か



2

神の声は全地に広まるべきだ

選民への神の言葉は更にある

山河を震わす雷のように

神は宇宙と人類全てに語り

その言葉は皆に愛される宝となる

稲妻が東から西へ真直ぐ走る

皆神の言葉を手放したくない

それは計り知れず、喜びをもたらす

生まれたての乳飲み子のように

喜び神の到来を祝う

神の声が人を神の前に惹きつける

今後神は正式に人の間に入る

皆が神を礼拝し

栄光と言葉ゆえ

神の前で東に光る稲妻を見る



3

神は東のオリーブ山に降り立った

長く地にいる

神はもはやユダヤ人の子でなく

東の稲妻である

神は人の元を去ったが

今栄光に満たされて再び現れた

神は幾時代も前に崇められ

イスラエルに見捨てられた乳飲み子

栄光ある現代の全能神！

これこそ神の成し遂げたいこと

神の計画の終結と絶頂

業の目的は人々が玉座の前で

神の顔と業を見てその声を聞くこと

こうして全ての国は神を拝み認める

皆が神を信頼し神に従う！



『神の出現と働き』「七つの雷が轟く――神の国の福音が宇宙の隅々まで広まることを預言」（『言葉』第1巻）より編集


15 神は勝利と共に戻って来た

1

神自らが宇宙に顔を向け

神の真の姿が東に現れた！

誰がひざまずき神を崇めず

真の神と呼ばないだろうか？

誰が畏れの心で神を見上げず

喜び賛美しないだろうか？

神の民は神の声を聞く

おお、シオンよ！喜び歌え！

神は勝利と共に戻って来た！

人々よ、列をなせ！

地の創造物よ、静まれ！



2

神は畏れと賛美を皆に求める

これは神の6000年にわたる経営計画の最終目的だ

これこそ神が決めたことだ

神の民はみな神の山へ戻り、服する

なぜなら神は威厳と裁きと権威を持っているからだ

おお、シオンよ！喜び歌え！

神は勝利と共に戻って来た！

人々よ、列をなせ！

地の創造物よ、静まれ！



3

どんなことも神にとっては簡単だ

神の言葉は全てを滅ぼすことも

完全にすることもできる

これこそ神の力と権威だ

誰も神の歩みを止められない

神は全てを征服し

反乱者を打ち負かした

山と川は歓喜する

誰も退き、去ろうとしない

あえて抵抗するものなどどこにもいない

これこそが神の驚異と力だ！

おお、シオンよ！喜び歌え！

神は勝利と共に戻って来た！

人々よ、列をなせ！

地の創造物よ、静まれ！

神は勝利と共に戻って来た！



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第一百二十章」（『言葉』第1巻）より編集


16 神の幕屋が世に降臨した

1 わたしが再来するとき、国々はわたしの燃えさかる炎がつくった境界線に沿ってすでに分断されているであろう。そのときわたしは焼けつく太陽として、人類の前に新たに現われ、人間がかつて見たことのない聖なるものの姿で公然と彼らに自分自身を示し、ちょうどわたし、ヤーウェがかつてユダヤの諸部族のあいだを歩いたように、無数の諸民族のあいだを歩く。それ以降、わたしは地上における人類の生活を導く。そこで人々は必ずやわたしの栄光を見、また空中に雲の柱が一本、彼らを生活において導くためにあるのを見る。わたしは聖なる場所に出現するからである。人間はわたしの義なる日を、またわたしの栄えある出現を見る。わたしが地球全体を統治し、わたしの多くの息子たちを栄光に至らせるとき、それは起こる。

2 地上のいたるところで人々はひれ伏し、わたしの幕屋は人類のただ中に、わたしが今日行なう働きの岩の上に堅固に打ち立てられる。人は神殿においてもわたしに仕える。祭壇は汚らしくおぞましいもので覆われており、わたしはそれを粉々に打ち砕き、新たに建てる。生まれたばかりの子羊と子牛が聖なる祭壇の上に積み上げられる。わたしは今日の神殿を打ち倒し、新しい神殿を建てる。今日ある神殿は嫌悪すべき人々で溢れており、それは崩れ落ちる。わたしが建てる新しい神殿は、わたしに忠実なしもべで溢れる。彼らはわたしの神殿の栄光のために再び立ち上がり、わたしに仕える。あなたがたは、わたしが大いなる栄光を受ける日を、またわたしが神殿を倒して新しい神殿を建てる日を必ずや見るであろう。さらに、わたしの幕屋が人間の世界に到来する日を必ずや見るであろう。わたしは神殿を壊すと同時に、あたかも人間がわたしの降臨を見るかのように、わたしの幕屋を人間の世界にもたらす。

3 あらゆる国々を打ち砕いた後、わたしはそれらを新たに集め、その時からわたしの神殿を建て、わたしの祭壇を築くことで、あらゆる者がわたしに生贄を捧げ、神殿でわたしに仕え、異邦人の諸国におけるわたしの働きに忠実に献身できるようにする。彼らは現代におけるイスラエルの民のようになり、祭司の式服と冠をまとう。わたし、ヤーウェの栄光が彼らのただ中にあり、わたしの威厳が彼らの頭上において彼らとともに留まっている。異邦人の諸国におけるわたしの働きもまた、同じ方法で実行される。異邦人の諸国におけるわたしの働きは、イスラエルにおけるわたしの働きと同様である。なぜなら、わたしはイスラエルでの働きを拡大させ、それを異邦人の諸国に広めるからである。

『神の出現と働き』「福音を広める働きはまた人間を救う働きでもある」（『言葉』第1巻）より編集


17 神の現れが持つ意義

1

神の現れとは業のため神降ること

神の方法で身分も性質も保ちながら

時代を始めまた幕引くため神は降る

神の現れはしるしや絵画ではなく

奇跡でも大いなる幻でもない

ましてや宗教的な儀式でもない

それは実際に見て触れることのできる事実である

神の現れは

業の手順踏むためや早く終わらせるためではない

それはむしろ神の救いの計画の一つなのだ



2

神の現れには必ず何かの意味があり

救いの計画にいつも繋がりを持っている

それは人を導いたり説き悟らせるものではない

神の現れは

その時代それぞれで偉業を働くためである

それはどの時代とも異なっていて

人には経験も想像もできない 想像さえも

神の現れは新しい時代の幕を開けまた幕を引くため

新しい、一歩進んだ、人類を救う働き

人を新しい時代へと導いてゆく

これが神の現れの意義

これが神の現れの意義



『神の出現と働き』「附録1：神の現れによる新時代の到来」（『言葉』第1巻）より編集


18 神の国を迎える祝砲が鳴り響くとき

1 結局のところ、神の国の時代は過去の時代と異なっている。それは人間の行いとは関係ない。むしろ、わたしが地上に降りて自ら働きを行ったのであり、それは人には理解できず、成し遂げるのも不可能なことである。神の国の建設が始まると、わたしは受肉して正式に職分を始める。つまり、神の国の王が正式に王権を握るのである。このことから、神の国が人間界に降りて来るのは、単に文字上のことなどではなく、実際の現実の一つなのは明らかである。世界中で、すべての人間はわたしの慈悲と愛情の中にいるが、同時にすべての人間はわたしの裁きの中におり、同じく試練に晒されている。すべての人間がある程度堕落していたときでさえ、わたしは人間に対して慈悲深く、愛情深くあった。すべての人間がわたしの玉座の前でひれ伏したときでさえ、わたしは人間に刑罰を下した。しかし、わたしが下した苦しみと精錬の中にいない人間が、誰かいるのか。

2 神の国を迎える祝砲が鳴り響くとき、これはまた七つの雷が轟くときでもあるのだが、この音は天地を激しく揺さぶり、天空を震わせ、すべての人間の心の琴線を震わせる。神の国の讃歌が赤い大きな竜の地で厳かに鳴り渡り、わたしがその国を破壊し、わたしの国を建てたことを証しする。さらに重要なのは、わたしの国が地上に建てられることである。このとき、わたしは我が天使たちを世界のすべての国々に遣わし、わたしの子ら、わが民を牧養できるようにする。これはまた、わたしの働きの次なる段階にとって必要なことを満たすためである。しかしわたしは、赤い大きな竜がとぐろを巻いて横たわる場所に自ら赴き、それと対決する。すべての人間が受肉したわたしを知るようになり、肉におけるわたしの業を目の当たりにできるとき、赤い大きな竜のねぐらは灰となり、跡形もなく消え去る。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十章」（『言葉』第1巻）より編集


19 神の国の王は勝利した

1 東から稲妻が走るときこれはまた、わたしがわたしの言葉を口にし始める、まさにその瞬間である――稲妻が光るそのとき、天空全体が照らされ、すべての星々に変化が起こる。全人類はあたかも選り分けられ、整理されたかのようである。東からの光芒の下、人間はみな本来の形を現し、目がくらみ、混乱し、動きがとれずにいる。まして、自らの醜い顔を隠すことができない。人間はみな仰天し、みなじっと待ち、みな見守っている。わたしの光の出現により、みな自分の生まれた日を喜び、同様に、みな自分の生まれた日を呪う。対立する感情は表現し難い。自己懲罰の涙が川と流れ、勢いの早い流れに運ばれ、瞬く間に跡形もなくなる。

2 再び、わたしの日が人類の上に迫り、再び、人類を目覚めさせ、人類は新たな始まりを迎える。わたしの心臓が拍動し、その鼓動にしたがって、山々が喜びに飛び上がり、水が喜びに踊り、波が律動し、岩礁を叩く。わたしの心にあるものを言い表すのは困難だ。わたしは、わたしの視線ですべての穢れたものが燃えて灰となり、不従順の子らがみな、わたしの目の前から一掃され、もはや存在しなくなることを望む。わたしは赤い大きな竜のすみかに新たな始まりをもたらしたばかりではなく、全宇宙で新たな働きを始めた。間もなく、地上の国々がわたしの国となる。間もなく地上の国々はわたしの国故に永遠に存在しなくなる。わたしがすでに勝利を得たのだから。わたしが勝利のうちに戻ったのだから。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十二章」（『言葉』第1巻）より編集


20 神の国の王の顔は比類なき栄光に輝く

1

神はこの地で新しく始め

この地で栄光を受ける

最後の美しい光景で

神は心の情熱を伝える



2

神の鼓動にしたがって

水は踊り、山は動き

波は岩礁に打ち付ける

神が心を語るのは難しい



3

計画通りに神は行った

それは神により定められ

神が人々に見せ経験して欲しいと思っていることだ

神の国の前途は何と美しいのだろう

神の国の王は勝利者

頭からつま先まで

血や肉の痕はなく

その全ては神聖だ



4

雅歌の最愛の方のように

神は聖徒たちより美しく

昔の聖徒たちより高貴だ

神は人類の中の模範だ



5

神と人は比べられない

人は神を見上げることにもふさわしくなく

神の顔にも姿や形象にも達せない

神の体は聖なる栄光で輝き

人の考えで汚されていない

その全身は天の霊気と義で溢れ

美しい香りが流れ出す

神の国の前途は何と美しいのだろう

神の国の王は勝利者

頭からつま先まで

血や肉の痕はなく

その全ては神聖だ



『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第十二章」（『言葉』第1巻）より編集


21 神の国は人類の間に打ち建てられる

1

神の知恵は地と宇宙に現れている

それは万物と人間の中で、良い実を結んでいる

全ては神の国の産物のようだ

人は牧場の羊のように神の天のもとで憩う

神はシオンで再び休み、人は神に導かれる

神の手中で人は全てを治め、そして取り戻す

知恵と元の姿を

彼らがもう汚れなく翡翠のように純粋で

聖者の顔をしてるのは

神の国が人の間に建てられたから



2

神は辺りをじっと見つめ、人々の上を歩む

何一つ古いものはなく、誰もが新しくなっている

神は玉座で休み、全宇宙に横たわる

すべては聖さを取り戻し、神は満足する

神はシオンで再び休み、人は神に導かれる

神の手中で人は全てを治め、そして取り戻す

知恵と元の姿を

彼らがもう汚れなく翡翠のように純粋で 

聖者の顔をしてるのは

神の国が人の間に建てられたから



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十六章」（『言葉』第1巻）より編集


22 神の国が地上で実現するとき

秦の国が地上で実現するとき――つまり、神の国が実現するとき――地上ではもう戦争は起こらないだろう。二度と再び飢饉も疫病も地震も起こらず、人々は武器の生産をやめ、すべての人は平和と安定の中に暮らし、人同士はに普通に関わり合い、国同士も普通に関わり合うだろう。だが、現在の状態はこれとは比べものにならない。天の下のすべては混乱しており、各国でクーデターが徐々に起こり始めている。神が声を発するにつれて、人々は徐々に変わっていき、国内では、各国がゆっくりとばらばらになりつつある。バビロンの揺るぎない基礎は砂上の城のように揺れ始め、神の心が変わるにつれて、気づかないうちに激しい変化が世界に生じる。そしてあらゆる種類の兆候が常に現れ、人々に世界の終りの日が来たことを示す。これが神の計画であり、これらは神が働く一連の段階であり、各国は確実にばらばらにされ、古いソドムは再度滅ぼされるだろう。そこで神は次のように言う。「世界は崩壊しつつある。バビロンはまひしている。」

『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第二十二章と第二十三章」（『言葉』第1巻）より編集


23 神は神の国で王権を振るう

神は神の国で治め、宇宙を統べ治める

神は神の国の王、宇宙の頭



1

今より先、神は集める

選ばれてない者たちを

今より先、神は働く

異邦人の中で

全宇宙に神は告げる

行政命令を次の働きを順調に進めていくために



2

今より神は、刑罰により

異邦人に業を広める

今より神は、選民の中で働く間

異邦人に武力を使う

神の民が権力をふるう時

地の全ては征服され

安息した神が現れる

神は神の国で治め、宇宙を統べ治める

神は神の国の王、宇宙の頭

神は聖なる国に現れ

汚れた地から隠れる

征服され従う者は

神の顔を見られる

その目で神を見て

その耳で声を聞く

これが終わりの日に生まれし者への神の祝福

神は神の国で治め、宇宙を統べ治める

神は神の国の王、宇宙の頭



3

神が巻物を開く日は

人々を罰する日

巻物を開くと世界中の人が神の試練に遭い

神の業が頂点に達し

全てのものが光の無い地に住み

その環境に怯えて暮らす

神は神の国で治め、宇宙を統べ治める

神は神の国の王、宇宙の頭

神の日が目前で

誰が恐れないだろうか？

そして喜ばないだろうか？

穢れた都バビロンは終わり

新しい世界が来て

天地の全ては新たになる



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十九章」（『言葉』第1巻）より編集


24 七つの雷鳴を放つ方

1 全能神は七つの霊の神である。彼はまた、七つの目と七つの星を持っている。神は七つの封印を解き、巻物全体が広げられた。そして七つのラッパが鳴らされ、七つの鉢と七つの疫病が彼の掌中にあり、彼の思いのままに解き放たれる。ああ、長く封印されてきた七つの雷よ。その封印を解く時が来た！　七つの雷を放つ方が、すでにわたしたちの目の前に現れたのだ！全能神よ！　あなたにあっては、すべては解放されており自由で、困難なことはなく、すべてが円滑に流れる。あなたを邪魔したり妨げたりするものはなく、すべてがあなたに従う。従わないものはすべて死ぬのだ！

2 全能神、七つの目を持つ神よ！　すべては完全に透き通っており、すべてが明るく、何も隠されたものはない。すべてが暴かれ、露わにされている。全能神においてはすべてが一点の曇りもなく明瞭であり、それは神自身だけでなくその子らも同様だ。彼とその子らの前では、人も物事も何一つとして隠れていることはできないのだ。全能神の七つの星は明るく輝いている。教会は彼によって完全にされており、彼は自身の教会の使者を立て、すべての教会が彼の施しの中にある。彼は七つの封印をすべて解き、自らの経営（救いの）計画とその旨を全うする。巻物は彼の経営（救いの）計画に関する神秘的な霊の言葉であり、神はそれを開いて露わにしたのだ。すべての民は神の七つのラッパの大音響に耳を傾けなければならない。彼にあってはすべてが明らかに示され、二度と隠されることはなく、悲しみももはや存在しない。すべてが露わにされ、すべてが勝利に満ちているのだ！

3 全能神の七つのラッパは、公然と栄光に満ちた勝利のラッパである。そしてまた、彼の敵を裁くラッパでもある。勝利のただ中で、彼の角が掲げられている。彼は宇宙全体を支配するのだ！　彼はすでに七つの疫病の鉢を用意しており、それを敵めがけて激しく降り注ぐ。敵は神の燃え盛る怒りの炎で焼き尽くされることになる。全能神は自らの力強い権威を示し、敵はみな滅びる。最後の七つの雷は、もはや全能神の前に封印されてはおらず、すべて開かれている。すべて開かれているのだ。彼は七つの雷で敵を打ち殺し、地を安定させて、その地を自らに仕えさせる。二度と地が荒廃することがないように。義なる全能神よ！　わたしたちはあなたを永遠に賞賛します。あなたは終わりのない賛美に値し、止むことのない歓呼と賞賛に値する方！

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第三十四章」（『言葉』第1巻）より編集


25 七つの雷鳴が玉座から発せられる

七つの雷が玉座から発せられ、宇宙を揺るがし、天と地をくつがえし、その響きは空を貫く。

1 轟音は耳をつんざき、人々は逃げることも隠れることもできない。稲妻と雷鳴が発せられると、たちまち天地は変化し、人々は死の淵に立たされる。すると電光石火の速さで、宇宙全体が天から降り注ぐ激しい暴風雨に包まれる。雷鳴の轟きは輝く稲妻のように不気味な閃光を放ち、人々を恐怖に震え上がらせる。鋭い諸刃の剣は反逆の子らを打ち倒す。それに続いて泣き叫ぶ声が波のように響き渡る。一部の者たちは眠りから覚め、ひどく驚いて自分の心の奥を探り、急いで玉座の前に戻る。彼らは見境のない策略や非道な行いをやめる。そのような者たちが目覚めるのにまだ遅くはない。

2 わたしは玉座から見ている。そして人々の心の奥深くを覗く。わたしは心から熱心にわたしを求める者を救い、そのような者たちに憐れみをかける。わたしが救って永遠へと招き入れるのは、心の中で他の何にも増してわたしを愛する者たち、わたしの旨を理解する者たち、そして道の終わりまでわたしに従う者たちである。偉大な白い玉座の裁きが大衆に公に露わにされ、裁きが始まったことがすべての人に告げられる。語る言葉が心からのものでない者、疑いを抱いて確信を持とうとしない者、ただ無為に時間をつぶし、わたしの願いを知りながら実践しようとしない者――そうした者たちは間違いなく、みな裁かれなければならない。玉座から宇宙と地の隅々に至るまで、七つの雷が響き渡る。大勢の人々が救われ、わたしの玉座の前にひれ伏すだろう。

3 このいのちの光に続いて、人々は生き残る術を求め、わたしの元へ来るしかなくなり、跪いて礼拝し、その口で全能なる真の神の名を呼び、哀願を声に出す。地の果てにいる者たちに、わたしが義であり、誠実であり、慈愛であり、憐れみであり、威厳であり、燃え盛る炎であり、そして究極的に容赦ない裁きであることを知らしめなさい。すべての人々は心から納得し、もう二度とわたしに抵抗しようとはせず、再びわたしを裁いたり中傷したりしようともしない。全宇宙と地の隅々に、すべての家庭に、そしてすべての人に知らしめるのだ、全能神こそが唯一の真の神であることを。すべての国とすべての人々は、わたしの前に永遠に服従するのだ。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第三十五章」（『言葉』第1巻）より編集


26 神の七つのラッパが再び響き渡る

1 わたしの七つのラッパは鳴り響き、まどろむ人々を目覚めさせる。早く起きなさい、まだ間に合う。自分のいのちに目を向けなさい。目を開けて、今何時か見てみなさい。何を探し求めるべきか。何を考えるべきか。そして何にこだわるべきか。わたしのいのちを得ることと、自分が愛しこだわるものをすべて得ることの、価値の違いを考えたことがないのか。わがままをやめ、遊び回るのもやめなさい。この機会を逃してはならない。この時は二度とやって来ない。今すぐ立ち上がり、自分の霊を鍛える努力をしなさい。さまざまな手段でサタンのあらゆる企みやごまかしを見抜いて阻止し、サタンに打ち勝つことで、いつもわたしの足跡をたどれるようになりなさい。落胆せず、気弱にならず、まっすぐに道の果てまで一歩一歩絶えず前進しなさい。

2 七つのラッパが再び鳴り響くとき、それは裁きへの呼び出しである。それは反逆の子らに対する裁きであり、すべての国と民に対する裁きであり、各国は神の前にひれ伏すことになる。神の輝かしい顔貌は、必ずやすべての国と民の前に示されるだろう。誰もが完全なる確信を抱き、真の神に向かっていつまでも叫ぶことだろう。全能の神の栄光はますます輝き、わたしの子らはその栄光を分かち合い、王の尊厳をわたしと共有し、すべての国と民を裁き、悪人を罰し、わたしに属する人々を救って憐れみをかけ、神の国に堅固さと安定をもたらすだろう。七つのラッパの音を通じ、大勢の人が救われ、わたしの前に戻ってひざまずき、絶えず褒め称えつつ崇拝するだろう！

3 七つのラッパがもう一度鳴り響くとき、それは一つの時代の最終章であり、悪魔サタンに対する勝利を示すラッパの大音響が、地上の神の国において開かれた生活が始まったことを告げる礼砲となる。その気高い音は玉座の周りで反響し、天地を揺るがすこのラッパの大音響は、わたしの経営（救いの）計画の勝利を象徴すると同時にサタンの裁きとなり、この古い世界に完全な死と底なしの穴への逆戻りを宣告する。このラッパの大音響が意味するものは、恵みの門が閉まりつつあること、そして地上で神の国の暮らしが始まることであり、それは正しく正当なことだ。神を愛する人々を神は救う。彼らが神の国に戻ると、地上の人々は飢饉と疫病に直面し、神の七つの鉢と七つの疫病が次々に効力を生じることになる。天と地は消え去るが、わたしの言葉は決して消え去らない！

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第三十六章」（『言葉』第1巻）より編集


27 稲妻が東から閃くとき

1 すべての人々が注意を払い、すべてのものが再び新たにされて復活し、あらゆる人がためらわずに神に服従し、神の重荷の重い責任を負おうとするとき、東から稲妻が現れ、東から西を照らし、この光の到来で地のすべてを畏怖させるのである。この瞬間、神は再び神の新しい生活を始める。つまり、この瞬間、神は地上で新しい働きを始め、宇宙すべての人々にこう布告する。「東から稲妻が走るとき──これはまた、わたしが話し始める、まさにその瞬間である──稲妻が光るその瞬間、天空全体が照らされ、すべての星々が変化し始める」。

2 東の世界では、神自身が証しされ始める時から、神が働きを始め、神性が地上で主権を発揮し始めるまでである。これは東の稲妻の輝く矢であり、宇宙全体をいつも照らしていた。世の国々がキリストの国になる時は、宇宙全体が照らされる時である。東の稲妻が現れ、受肉した神が働きを始め、さらには神性の中で直接語るのは今である。神が地上で語り始めるときは、東の稲妻が現れるときと言える。正確に言えば、生ける水が玉座から流れるとき――玉座から言葉が発せられ始めるとき――それはまさに七つの霊の言葉が正式に発せられ始めるときである。

3 このとき東の稲妻が出現し始め、その継続時間から照らしの程度も変わり、その輝きの範囲にも限界がある。しかし、神の働きが進むにつれ、神の計画が変わると、つまり、神の子らや神の民への働きが変わるにつれ、稲妻は次第にその本来の機能を果たし、宇宙すべてのものが照らされ、くずやかすは残らない。これは神の六千年間の経営（救いの）計画の結晶であり、神が享受した果実である。神からの光の矢がすべての地を照らすと、天と地のすべてのものが様々に変化し、空の星もまた変わり、太陽と月は新しくなり、地上の人々もその後新しくなるだろう。これは天と地の間で神によって行われたすべての働きである。

『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第十二章」（『言葉』第1巻）より編集


28 神の羊は神の声を聞く

1 この日は終わりを迎え、世のすべてのものは無に帰る。そして、すべてのものが新たに生まれ変わる。このことを覚えておきなさい。忘れてはならない。何一つ曖昧であってはならない。天地は滅びるが、わたしの言葉は滅びることがないのだ。再びあなたがたに忠告する。無駄に走り回ってはならない。目を覚ましなさい。悔い改めなさい、救いはもうすぐそこまで来ている。わたしはすでにあなたがたの間に現れ、声を上げた。

2 わたしの声はあなたがたの前で上げられ、日々あなたがたと直接対峙しており、いつも新鮮で新しい。あなたはわたしを見、わたしはあなたを見る。わたしは絶えずあなたに語りかけ、直接向き合っている。それにもかかわらず、あなたはわたしを拒んでおり、わたしを知らない。わたしの羊はわたしの声に聞き従うが、あなたがたはまだ躊躇している。そう、躊躇しているのだ。あなたの心は鈍くなっており、あなたの目はサタンによって盲目にされ、わたしの栄光ある顔貌を見ることができない。あなたは何と、何と惨めなことか。

3 わたしの玉座の前の七つの霊は、地の隅々にまで遣わされている。わたしはわたしの使者を遣わして、諸教会に語らせる。わたしは義であり、誠実であり、人の心の奥底を調べる神である。聖霊は諸教会に語りかける。耳のある者はみな聞きなさい。生ける者はみな受け入れなさい。ただそれを飲み食いしなさい。そして疑ってはならない。わたしの言葉に従い、耳を傾ける者はみな、大いなる祝福を受ける。

4 わたしの顔を真剣に求める者はみな、必ずや新たな光と新しい啓示、そして新たな識見を得るだろう。すべてが新鮮に、新しくなるのだ。わたしの言葉はいつでもあなたに示され、あなたの霊の目を開く。それによってあなたは霊的領域のあらゆる奥義を知り、神の国が人間の中にあることを目にするようになるのだ。避け所に入りなさい、そうすればすべての恵みと祝福が与えられ、飢饉や疫病はあなたに触れることができず、狼や蛇、虎や豹もあなたを害することはできなくなる。あなたはわたしと共に行き、わたしと共に歩き、わたしと共に栄光へと入ることになるのだ。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十五章」（『言葉』第1巻）より編集


29 全能神が巻物を開く

1

神の手には七つの星がある

神は七つの霊と七つの目を持ち

七つの封印を解いて巻物を開く

神は七つの災害をもたらし

七つの鉢を持っている

神の無数の創造物と

神が完成させた全てのものが

神に賛美と栄光を帰し

その玉座を高く上げる

全能神、栄光ある真の神は

全てであり、全てを完全にする

全能神、栄光ある真の神よ！

あなたは全てを成し遂げて

全てのものを完全にする

全ては明るく、自由になり

全ては強く、解放されている

全能神、栄光ある真の神よ！

どんな秘密も神の前では隠せずに明らかになる



2

神は七つの雷を轟かせ

長らく七つのラッパを鳴らしてきた

神は豊かさに溢れ、とこしえに渡り

常に生きており

全てのものは心から神への賛美を歌う

全能神よ、あなたは敵に裁きを下して

怒りと威厳を示す

あなたはかつてない栄光を現し

それは永久に尽きることがない

全能神、栄光ある真の神よ！

誰もが目覚め、歓喜して歌い

栄光ある真の神に力の限り

全ての賛美を捧げるべきだ

神は全能で、真なる方だ

全ては明るく、自由になり

全ては強く、解放されている

全能神、栄光ある真の神よ！

どんな秘密も神の前では隠せずに明らかになる

全能神、全てを成し遂げる完全に真なる全能の神よ！



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第三十四章」（『言葉』第1巻）より編集


30 全ての奥義が明らかにされた

義なる全能神、全能者よ！

あなたの中では何も隠されていない

それぞれの奥義は、永遠に、まだ明示されてないが

あなたには明白明瞭である



1

追い求め、探らなくていい

あなたの真の姿が表され

あなたは明らかにされた奥義、生ける神自身

私たちと顔を合わせ

あなたの真の姿を見ることは

霊の領域の奥義を全て見ることだから

誰もそれを想像出来ない

今日あなたは私たちの間や中にいる

身近すぎて言い表せない

無限なる奥義よ！

義なる全能神、全能者よ！

あなたの中では何も隠されていない

それぞれの奥義は、永遠に、まだ明示されてないが

あなたには明白明瞭である



2

全能神は救いの計画を完結した

神は勝利した宇宙の王

物事は皆神の手中にある

全ての民が跪いて礼拝し

真の神の名を呼ぶ、全能者よ！

神の言葉によって全てなされる

義なる全能神、全能者よ！

あなたの中では何も隠されていない

それぞれの奥義は、永遠に、まだ明示されてないが

あなたには明白明瞭である

義なる全能神、全能者よ！@あなたの中では何も隠されていない

それぞれの奥義は永遠に、まだ明示されてないが@あなたには明白明瞭である



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第四十七章」（『言葉』第1巻）より編集


31 すべての国家すべての民族への神の裁き

わたしの国は完全に実現されており、公然とこの世に降りてきた。このことは、わたしの裁きが完全に下されたことを一層示しているのだ。

1 あらゆる災害が次々に襲ってきて、すべての国、すべての土地が惨禍を経験するだろう。疫病、飢饉、洪水、干ばつ、地震が至るところで発生する。こうした災害は一か所や二か所だけで起こるのではなく、一日や二日だけ起こるのでもなく、広大な領域にわたって広がり、次第に激しさを増していく。そしてあらゆる虫害による疫病が次々に発生し、人同士の相食む現象があらゆる場所で起こるだろう。これはすべての国家、すべての民族に下すわたしの裁きなのだ。

2 すべての者がわたしの聖なる名を知り、わたしを知ることができるよう、わたしの名はあらゆる方向へ、あらゆる場所へと広がらなければならない。災害に続いてわたしの名が広く伝えられ、あなたがたは注意していないと自分の正当な取り分を失うことになる。怖くはないのか。わたしの名はあらゆる宗教、あらゆる職業および地位、あらゆる国々、あらゆる宗派の人々に広がる。これはわたしの働きが秩序正しく、緊密な連結の中で行われているということであり、すべてはわたしの賢い采配によって生じる。わたしはただあなたがたが一歩一歩、わたしの歩みにぴったりと従って前進できることを願うのみだ。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第六十五章」（『言葉』第1巻）より編集


32 神は裁きとともに降臨する

1

神は赤い大きな竜の国に降りて来たが

顔を宇宙に向けている

すると全世界は震え始めた

神の裁きを受けない場所などあるだろうか？

災難のもとにない場所はあるだろうか？

どこに行こうと 神は天災の種をばら撒く

しかしそれを通して救いを与え

神の慈愛を示す

神は更に多くの人々が

神を知り見ることを望んでいる

人はもう長らく神を見てないが

今はとても実際的な神を畏れるようになる



2

神は赤い大きな竜の国に降りて来たが

顔を宇宙に向けている

すると全世界は震え始めた

神の裁きを受けない場所などあるだろうか？

災難のもとにない場所はあるだろうか？

どこに行こうと　神は天災の種をばら撒く

しかしそれを通して救いを与え

神の慈愛を示す

神は更に多くの人々が

神を知り見ることを望んでいる

人はもう長らく神を見てないが

今はとても実際的な神を畏れるようになる



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十章」（『言葉』第1巻）より編集


33 神の裁きのすべてがあらわになる

1

大きな声が響き 宇宙を揺らした

人々の耳をつんざき、とてもそこから逃れられない

殺される者 滅ぼされる者 また裁かれる者がいる

誰もこんな光景を見たことはない

聞け、雷鳴と共に泣き声がする

その声はハデスから、地獄から来る

それは神に裁かれた者たちの泣き声だ

反逆の子らの声だ

神の言うことを聞かず

神の言葉を実践しない者たちは

厳しく裁かれ

怒りの呪いを受ける

神の声は裁き、怒り

容赦せず誰も憐れまない

彼は義なる神自身

怒りに満ち、焼き尽くし、清め、滅ぼす

神は何も隠さず感情的でなく

全てが開かれ、義であり、公平だ



2

彼の長子たちは今 玉座に就き

彼と共にあらゆる国と人々を治めているので

不正で不義な物事や人々に対する

神による裁きは始まっている

神はそれらを一つずつ調べ

何も見逃さず、みな露わにする

神の裁きは全て明らかにされ、開かれ

何一つ残されない

神は心に適わぬものを投げ捨て

滅ぼし、底なしの穴で焼き尽くす

これこそ神の義、また公正である

誰もこれを変えられない 全て神の命令による

神の言うことを聞かず

神の言葉を実践しない者たちは

厳しく裁かれ

怒りの呪いを受ける

神の声は裁き、怒り

容赦せず誰も憐れまない

彼は義なる神自身

怒りに満ち、焼き尽くし、清め、滅ぼす

神は何も隠さず感情的でなく

全てが開かれ、義であり、公平だ



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第百三章」（『言葉』第1巻）より編集


34 神の義なる裁きが全宇宙に迫る

1 義なる裁きがまもなく全宇宙に差し迫るにつれて、すべての人は臆病になって怯える。人間界では誰も義について聞いたことがないからである。義の太陽が現れると、まず東方が、次に全宇宙が照らされ、すべての人に光が届く。人が本当にわたしの義を実行することができれば、恐れるものなどあるだろうか。わたしの民はみなわたしの日の到来を待っている。みなその日を心待ちにしている。彼らは、わたしが義の太陽としての役割に従って、すべての人類に報いをもたらし、人類の終着点を采配するのを待っている。わたしの国は全宇宙の上で形をなしつつあり、わたしの玉座は何億もの人々の心を統治する。天使たちの助けを借りて、わたしの偉業はまもなく実現される。

2 わたしの子らとわたしの民は、みなわたしが戻るのを待ち切れず、自分たちが二度と切り離されないよう、わたしと再会することを切望している。わたしの国の多くの民が、わたしが自分たちと共にいるのを祝い喜んで、互いに駆け寄らずにはいられまい。これは代価を支払う必要のない再会なのだろうか。わたしはすべての人の目に尊敬すべき者として映り、すべての人の言葉にのぼる。そのうえ、わたしは戻るとき、すべての敵の力を征服する。時は来た。わたしは自分の働きを始動させ、人々の王として支配する。わたしは今まさに戻る。そしてわたしはまもなく立ち去る。これはすべての人が望んでいること、彼らが希望することである。わたしは全人類にわたしの日の到来を見させよう。すると彼らはみな、わたしの日の到来を喜びのうちに歓迎するはずだ。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十七章」（『言葉』第1巻）より編集


35 全宇宙に及ぶ神の開かれた執政

1 古い世界が存続する間、わたしは国々の上に怒りを投げつけ、わたしの行政命令を全宇宙に公布し、違反する者には刑罰を下す。わたしが全宇宙に向かって話すと、人間はみなわたしの声を聞き、そこで、わたしが全宇宙で行なってきた業を見る。わたしの心に逆らう者、つまり、人間の行いでわたしに敵対する者は、わたしの刑罰を受けて倒れる。わたしは天の多くの星々を取ってそれらを新しくし、わたしにより、太陽と月は新たになる――空はもはや以前のものではない。地上の無数の物事が新たになる。すべては、わたしの言葉により完全になる。全宇宙の多くの国々は新たに区切られ、わたしの国に置き換わる。それにより、地上の国々は永遠に消え去り、すべてがわたしを崇める一つの国になる。地上のすべての国々は破壊され、存在しなくなる。

2 全宇宙の人間のうち、悪魔に属する者はみな、滅ぼし尽くされる。サタンを礼拝する者はみな、わたしの燃える炎に倒れる――つまり、今、流れの中にいる者以外は、灰になるのだ。わたしが多くの民を罰するとき、宗教界にいる者は、わたしの業に征服され、程度の差はあれ、わたしの国に戻る。彼らは聖なる方が白い雲の上に乗って降臨するのを見たからである。人間はみな、種類に従い、それぞれの行いに応じて刑罰を受ける。わたしに敵対した者たちは、みな滅びる。地上での行いがわたしと関わりのなかった人たち、その人たちは、自分たちの行いによって、地上にわたしの子らとわが民の支配下で存在を続ける。わたしは無数の人々と無数の国々にわたしを現し、わたしは自ら声を発して地上にわたしの大いなる働きの完了を告げ、全人類が自分たちの目でそれを見られるようにする。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十六章」（『言葉』第1巻）より編集


36 神の新たな働きは全宇宙に及ぶ

1

神は多くの業のしるしで

天の領域を満たす

その至高の権勢のもと

すべてがひれ伏すように

世を統一する計画を遂げ

人々は彷徨うことなく

いく場所をすぐ見つける

神は天地で新たに働き

その突然の現れに

人々はおののき唖然とし

その視野はかつてなく広がる

これがまさに今日の様



2

人々が憂鬱のない

平安と幸福の地に

住めるように神は思いやり

計画は地に成就する

人はそこに存在し

栄光の現れとして

神は世界に自身の国を建てる

神は天地で新たに働き

その突然の現れに

人々はおののき唖然とし

その視野はかつてなく広がる

これがまさに今日の様

神は天の街を整え

全地を新たにし

そして神は統一する

天地のすべてを

これが神の（最後の時代に遂げる神の計画）

誰にも邪魔はさせない



3

神は全宇宙の人を

玉座の前に伏させ

そして裁き 家族ごとに分類し

これによってそむく者はいなくなって

誰一人 勝手に動かず

神の指示で振り分けられる

神は天地で新たに働き

その突然の現れに

人々はおののき唖然とし

その視野はかつてなく広がる

これがまさに今日の様



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第四十三章」（『言葉』第1巻）より編集


37 宇宙における神の業の動き

地の人々は天使のように神に伏し、従い

神に逆らおうとはしない

これが全宇宙の神の御業



1

神が幾年も人といたことに気づいた者はいない

神を知るに至っていない

今、御言葉は言う、神はここだと

神は人を御前に招く

賜物を受けるように

しかし人は神から離れ

誰も神のことを知らない



2

宇宙を神が駆け巡る時

人々は反省する

神の前でひざまずき

神を礼拝する

これは神の栄光の日

再来と出発の日

これは神の栄光の日

再来と出発の日



3

人の間で業は始まり

全宇宙のいたるところで始まった

最後の計画に注目しない者は罰せられる

神が冷たいからではなく

計画の段階に過ぎない

みな神の計画の段階

誰にも変えられない事実だ

地の人々は天使のように神に伏し、従い

神に逆らおうとはしない

これが全宇宙の神の御業



4

神が業を始めた時

人々は皆、神を追い

宇宙は神と勤しみ、歓喜し

人は神に率いられる

赤い大きな竜は狂い

望みを追うこともできず

自分の意に反して神により従わされる



5

この竜は神の引き立て役

神の敵、また僕だ

業を果たすため

神は竜のねぐらで受肉し

竜を意のままにする

つまり竜を征服して

神の計画を成し遂げる

神の心を喜ばせるため

天使たちは神と共に戦う

最終段階で神を喜ばせるため

これは神の栄光の日

再来と出発の日

これは神の栄光の日

再来と出発の日



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十九章」（『言葉』第1巻）より編集


38 神自身がこの世界に来るとき

1 わたしの働きの結果、我が民がわたしとともに栄光を得るまさにその瞬間、赤い大きな竜のすみかが暴かれ、泥とごみがきれいに一掃され、長い年月の間にたまった汚水がわたしの燃える炎で残らず干上がり、もはや存在しなくなる。すると、赤い大きな竜は火と硫黄の池で死ぬ。あなたがたは竜にさらわれないよう、本当にわたしの愛ある気遣いを受けたいのか。欺瞞に満ちた竜の策略を、あなたがたは本当に憎んでいるのか。誰がわたしのために力強い証しをできるのか。わたしの名のために、わたしの霊のために、わたしの経営計画全体のために、誰が持てる力をすべて捧げることができるのか。

2 今日、神の国が人間世界にある時こそ、わたしが自ら人のあいだに来た時である。そうでなければ、臆することなくわたしの代わりに戦場へ臨める者が誰かいるだろうか。神の国が形をなすように、わたしの心が満ち足りるように、そしてさらに、わたしの日が来るように、無数の被造物が生まれ変わり、豊かに育つ時が来るように、人間が苦しみの海から救われるように、明日が来るように、その明日が素晴らしく花開き、豊かに生い茂るように、そしてさらに、未来の享受が実現するように、すべての人間が、わたしのために惜しみなくすべてを犠牲にして、全力で進む。それが、わたしがすでに勝利し、わたしの計画が完了したしるしなのではないか。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十五章」（『言葉』第1巻）より編集


39 神は人を新しい時代に導き入れた

神の業は全宇宙を導き

稲妻は東から西へと真っ直ぐに閃く



1

神はその業を異邦人の国々に広めてゆく

神の栄光は全宇宙に輝き渡る

神の意志は散らされた人びとの中に宿り

神の手で全て導かれ 託された仕事を行う

神は今 新しい時代に入り

全ての人を別の世界へと導く

これは 今は新しい時代であるということであり

神は新しい業をもたらす

さらに多くの人を新しい時代に導き入れ

排除するべき人びとを投げ捨てる

これは新しい時代であるということである



2

神は「故郷」に帰った時

人がより深く神を知れるよう

最初の計画の別の部分を始めた

神は宇宙の全体をくまなく見渡し

その業を行うのにふさわしい時を見極める

神は急いであちこちを行き巡り

人の上に新しい業を行う

これは 今は新しい時代であるということであり

神は新しい業をもたらす

さらに多くの人を新しい時代に導き入れ

排除するべき人びとを投げ捨てる

これは新しい時代であるということである



3

赤い大きな竜の国で

神は計り知れない業を行う

そのために人びとは風に揺らぎ

多くの者は音もなく過ぎ去る

これは神が清める打ち場である

これが神の計画であり

神が切望することである



『神の出現と働き』「七つの雷が轟く――神の国の福音が宇宙の隅々まで広まることを預言」（『言葉』第1巻）より編集


40 世界は崩壊しバビロンは麻痺している！

1 全宇宙の人々は、わたしの日の到来を祝い、天使たちがすべてのわたしの民たちの間を歩く。サタンが問題を起こすと、天使たちが天での仕えにより、いつでもわが民を助ける。彼らは人間の弱さのせいで悪魔に欺かれることはないが、闇の勢力の攻撃の結果、よりいっそう霧の中で人生を経験しようと努める。民たちはみな、わたしの名の下に従い、誰もけっして公然とわたしに敵対しようと立ち上がらない。天使たちの働きにより、人間はわたしの名を受け入れ、みな、わたしの働きの流れの中にいる。

2 世界は崩壊しつつある。バビロンは麻痺している。あぁ、宗教界よ。どうしてこれが、わたしの地上の権威により破壊されないことがあろう。誰がまだわたしに逆らい、敵対しようとするのか。律法学者たちか。すべての宗教関係者か。地上の支配者や権力者か。天使たちか。誰がわたしのからだの完全さと豊かさをたたえないだろう。すべての民の中で、誰がわたしの讃えをやむことなく歌わず、誰がいつでも幸福でないのか。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十二章」（『言葉』第1巻）より編集


41 世界が崩れ、神の国が形作られる

1

あなた方は御言葉が優しくなるのを待っているが

考えてみよ、それは誰を扱うかによる

愛する者への口調は優しく、いつも慰めだが

あなた方には厳しく批判的 刑罰と怒りもある

日ごとに世界は崩れ

日ごとに人は滅び

神の国が形作られ

神の長子は成長する

神は一層怒り

刑罰は厳しくなる

御言葉は厳しさを増す

日ごとに、日ごとに



2

世界各国で状況はより緊迫している

日々崩壊と混乱がある

支配者たちは最後に権力を勝ち取ろうとしている

自分たちに神の刑罰が下るのも知らずに

神の権力を奪おうなど、彼らの妄想だ

日ごとに世界は崩れ

日ごとに人は滅び

神の国が形作られ

神の長子は成長する

神は一層怒り

刑罰は厳しくなる

御言葉は厳しさを増す

日ごとに、日ごとに



3

神だけが支配者に相応しく

全ては神にかかっている

御業はここまで来たから

神は神を詮索する者をただちに打ち

毎日新しい啓示と光がある

全てが一層完全になりつつある

ついにサタンの最期が迫っている

かつてなく、より近くはっきりと

日ごとに世界は崩れ

日ごとに人は滅び

神の国が形作られ

神の長子は成長する

神は一層怒り

刑罰は厳しくなる

御言葉は厳しさを増す

日ごとに、日ごとに



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第八十二章」（『言葉』第1巻）より編集


42 失われた時は二度と戻ってこない

1

目覚めよ！兄弟姉妹たち！

神の日は遅れることがない

時は命、時をとらえることは命を救い

その時は近い

試験なら、落ちたとしても

学び直し、再挑戦できるが

神の日は決して遅れないことを

あなたは知らなければならない



2

覚えておくように

神のこれらの良い言葉は

あなたを促すためにある

終わりは目前で

災害が近づいている

大切なのはあなたの命か

それとも食べ物や衣服だろうか

今、熟考するべき時が来たのだ



3

人類は何と惨めで

貧しく盲目で、残酷なのか！

神の言葉は耳のそばを吹きゆく

風のようなものなのか

神の話は無駄だろうか

何故あなたはまだ怠慢なのか

神がこれらを誰に言っているのか

一度も考えたことはないのか？

神を信じなさい

神はあなたの救い主

そして全能者なのである

見張り続けよ

失われた時は戻らず

後悔に効く薬はない

神はどのようにあなたに告げるのか？

神の言葉は熟考に値しないのか？



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第三十章」（『言葉』第1巻）より編集


43 万象は神の手の中にある

1

神はかつて言った

神の言葉は作用し必ず成就する

かつて神はそう言った

誰にもそれは変えられない

過去の言葉も未来の言葉も

全ての言葉が成就される

神が宇宙の万象を定めることを

全ての者が見ることが出来る

神の手の中に無いものがあるか

神が言った事は全て成し遂げられるだろう

誰が神の意志を変えられるか

神の計画の進行を妨げる物は無い

神は常に働いている

万物は神の手の中にある



2

神は常に救いの計画に携わる

誰が妨げられよう

神は今も全てを指揮する

現在の物事の状態は

神の計画と展望の中

神が宇宙の万象を定めることを

全ての者が見ることが出来る

神の手の中に無いものがあるか

神が言った事は全て成し遂げられるだろう

誰が神の意志を変えられるか

神の計画の進行を妨げる物は無い

神は常に働いている

万物は神の手の中にある



3

それは神が予め定めていたこと

かつて神が言ったこと

神の民は神の声を聞く

神を真に愛している者は

みな神の座の前に戻る

神が宇宙の万象を定めることを

全ての者が見ることが出来る

神の手の中に無いものがあるか

神が言った事は全て成し遂げられるだろう

誰が神の意志を変えられるか

神の計画の進行を妨げる物は無い

神は常に働いている

万物は神の手の中にある



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第一章」（『言葉』第1巻）より編集


44 神の業が広大な宇宙全体を満たす

1

神は高いところから

万物を見下ろし支配する

それと同時に

神はこの地に救いをもたらしてきた

神は隠れた場所から常に

人間のあらゆる行動と言動を見ている

神は自分の手のひらのように人間を知っている

その隠れた場所に神は住み

天空は神が横になるベッド

サタンの力は神に届かない

神は威厳と義と裁きに満ちているのだから



2

神は万物を自分の足台とし

まなざしを全宇宙に向けている

そして神は人の間を歩き

苦楽を味わってきた

人間世界であらゆるものを味わったが

人間は真に神を認識することもできず

また神が地を巡り歩いてもまるで気付かなかった

なぜなら神は沈黙し

超自然的な業を行わなかったから

それゆえ真に神を見た者は居なかった

しかし今はかつてとはちがう

神は業を行うが

それはすべての時代を通して

誰も見た事の無い業である

神は言葉を述べるが

それはすべての時代を通して

誰も聞いた事の無い言葉である

なぜなら神は人類すべてが

肉となった神を知ることを求めているから



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第五章」（『言葉』第1巻）より編集


45 神は天におり、地にもいる

1

地にいる時の神は

人の心の中の実際の神

天にいる時の神は

あらゆる被造物の支配者

かつて神は山と海を巡り

人類の間をそっと歩んで来た

誰が逆らえよう 実際的な神に

誰が逃れられよう その支配から

誰が言い切れよう 神は天にいるのだと

誰が言い切れよう 神は地にいると

誰も言い切れない 神の居場所など



2

天にいる時の神は超越的な神

それだけなのか

地にいる時の神は実際的な神

それだけなのか

神がすべて支配するというだけで

人の痛みをも味わうというだけで

誰が決められよう 神は実際的だと

誰が言い切れよう 神は天にいるのだと　

誰が言い切れよう 神は地にいると

神は天におり、地にもいる

全ての物の間に神は存在し

全ての人の間に神は存在する

人はどんな時も神と交われるのだ

人はどんな時も神に会えるのだ



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十五章」（『言葉』第1巻）より編集


46 全能神だけが人を救うことができる

偉大で奇しい全能神の業よ

七つのラッパと雷鳴が響き

七つの鉢が注がれる

それは公に示され疑う余地はない



1

己を完全に捧げる者は

神に大いに祝福され

助かろうとする者は命を失う

全ては全能神の手の中

これ以上踏みとどまってはいけない

天地には大きな異変が起こる

人は隠れる場所もなく

悲痛に泣くよりほかはない

神は日々我らを愛し

全能神だけが我らを救える

我らの不幸も祝福も全能神次第

人間は口をはさめない



2

聖霊の今の働きに従い

神の業がどの段階にあるかを

誰の説明にもよらず

己の中で明確にせよ

頻繁に全能神の前に出て

全てを神にたずねれば

必ずあなたを内から啓き

重大な時には守るだろう

神は日々我らを愛し

全能神だけが我らを救える

我らの不幸も祝福も全能神次第

人間は口をはさめない



3

恐れるな あなたの全ては神のもの

神はあなたを守り配慮する何を恐れよう？

神意は間もなく成就する

霊の目を開け、天は変わる

なぜ恐れる？神が静かに手を動かすと

天地は一瞬で滅ぼされる

思い煩いが何になるのか

全ては常に神の手の中

神は日々我らを愛し

全能神だけが我らを救える

我らの不幸も祝福も全能神次第

人間は口をはさめない

天地は神の命令で変わり

我らも完全にされる

思い煩わず、静かに進め

だが注意を払い 用心せよ

神意が為され業が終わり

計画は成功したから

子らは御前で

全能神と共に全ての国と民を裁く

神は日々我らを愛し

全能神だけが我らを救える

我らの不幸も祝福も全能神次第

人間は口をはさめない

教会を迫害し 神の子らを傷つける者は

必ず重罰を受ける

神に心捧げる者は全てを守り

とわに変わることなく愛される



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第四十二章」（『言葉』第1巻）より編集


47 全能神だけが永遠の復活したいのち

1 山や河は移り変わり、水は進路に沿って流れ、人間の命は天地のようには永続しない。唯一全能神だけが、復活の永遠のいのちであり、世代を超えてとこしえに生き続ける。すべての物とすべての出来事は神の手中にあり、サタンは神の足の下にあるのだ。今日神がわたしたちをサタンの魔の手から救ったのは、神が予め定めた選択による。神はまことにわたしたちの贖い主である。復活したキリストの永遠のいのちが、まさにわたしたちの内に形造られているので、わたしたちは神のいのちに繋がるよう運命づけられており、まさに神と向き合うことができ、神を食い、飲み、享受することができるのだ。これは神が心血を注いで行なった、無私無欲の施しなのだ。

2 季節が移り変わる中、風と霜とを経て、幾多の人生の苦痛や迫害や患難、この世の拒絶と中傷、また政府による数々の偽りの告発に直面しても、神の信念と決意はほんの少しも衰えることがない。神はその旨のため、そしてその経営と計画を成し遂げるため、全身全霊を捧げ、自らの命も顧みない。自らのすべての民のため、彼はどんな苦労も惜しまず、心を配って彼らに糧と水を与える。わたしたちがどんなに無知であろうと、どんなに強情だろうと、必要なのはただ彼に従うことであり、そうすればキリストの復活のいのちが、わたしたちの古い本性を変えてくれるだろう。……彼はたゆむことなく労し、食事も休息もとらない。幾日も幾夜も、焼け付くような暑さや凍える寒さもいとわず、彼は一心にシオンで見守っているのだ。

3 彼はこの世も、家庭も、仕事も、何もかもを自ら喜んで捨て去り、この世のどんな享楽とも関わりを持たない。……彼の口から発せられる言葉はわたしたちを突き刺し、心の奥底に隠していたことを露わにする。どうして確信せずにいられるだろうか。彼の口から発せられる一句一句は、いつでもわたしたちの中で実現される。わたしたちが何をしようと、それが神の前でであれあるいは神に隠れてであれ、彼が知らないこと、理解していないことは何一つない。わたしたち自身の計画や采配に関わらず、すべてはまさに彼の前に露わにされるのだ。

4 彼の前に座し、自らの霊の中で喜びを感じ、穏やかにくつろいでいながら、絶えず空しさと神への負い目を感じている。これは想像もできない奇跡であり、成し遂げるのは不可能である。聖霊は全能神が唯一の真の神であることの証明として十分であり、それは議論の余地のない証明だ。わたしたちの一団は言い尽くせないほど祝福されている。神の恵みと憐みがなければ、わたしたちは地獄に行ってサタンに従うしかない。唯一全能神だけが、わたしたちを救うことができるのだ。おお、全能神よ！　わたしたちの霊の目を開かれたのはあなたであり、その結果、わたしたちは霊的世界の奥義をこの目で見た。神の国の展望は果てしない。わたしたちは油断なく待っていよう。その日はもう遠くはない。

5 戦火は巻き起こり、銃口からの煙が辺りに充満し、天候は温暖化し、気候は変動し、疫病が広がる。そして人々はただ死なねばならず、わずかな生存の希望もない。おお、全能神、実践の神よ！　あなたはわたしたちの堅固な要塞であり、わたしたちの避け所です。あなたの翼の下で身を寄せ合えば、わたしには災いが及びません。これがあなたの神聖な加護と配慮なのです。わたしたちはみな声を張り上げて賛美を歌い、賛美の歌がシオン中に響きわたる。全能神、実践の神はわたしたちに、あの栄光に満ちた終着点を用意してくださった。注意して、油断なく見張っていなさい。今ならまだ遅くない。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第五章」（『言葉』第1巻）より編集


48 全宇宙が一新した

1

神の国の中で神の言葉が発せられ

神はこの地の至る所を歩く

そして神はこの世の全ての地と

あらゆる汚れ 穢れた地で勝利を収めた

天だけでなく地も変わり

すぐに地は新たにされるだろう

全宇宙は神の栄光の中では真新しい

何と驚くべき光景だろう！

それは人がサタンの魔の手と攻撃から解放され

想像通りの天に住むようだ！



2

神の命令により宇宙の遥か高くで

無数の星が空に配置される

その光を天の領域に投射して

暗闇の時間にあるこの世界を照らす

不従順な考えを抱こうとする者はいない

全宇宙は神の栄光の中では真新しい

何と驚くべき光景だろう！

それは人がサタンの魔の手と攻撃から解放され

想像通りの天に住むようだ！

神の聖なる行政により

宇宙は完全な秩序を保っている

それを乱すものは何もなく

それは壊されることのない統一だ

全宇宙は神の栄光の中では真新しい

何と驚くべき光景だろう！

それは人がサタンの魔の手と攻撃から解放され

想像通りの天に住むようだ！



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十五章」（『言葉』第1巻）より編集


49 全地は喜び神を賛美する

1

宇宙の万物を治める唯一の真の神は

全能のキリストだ！

それは聖霊の証し

聖霊は至る所で証するために働いている

だから、誰も疑わないだろう

勝利した王、全能神は

この世に打ち勝った

神は罪を克服し 贖いを成し遂げた

勝利した宇宙の王を賛美しなさい

全地は喜ぶだろう！

賛美されるべき全能神よ！

栄光と権威はあなたのものだ

宇宙の偉大な王よ！



2

宇宙の万物を治める唯一の真の神は

全能のキリストだ！

それは聖霊の証し

聖霊は至る所で証するために働いている

神は堕落した私たちを救い

完全にし、御心を行う

神は全地を統べ治め、サタンから取り返し

サタンを底なしの穴に追い込む

全地は喜ぶだろう！

賛美されるべき全能神よ！

栄光と権威はあなたのものだ

宇宙の偉大な王よ！

神はこの世を裁く

誰も神の手から逃れられない

神は永遠に王として統べ治める

全地は喜ぶだろう！

賛美されるべき全能神よ！

栄光と権威はあなたのものだ

宇宙の偉大な王よ！

全地は喜ぶだろう！

賛美されるべき全能神よ！

栄光と権威はあなたのものだ

宇宙の偉大な王よ！



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第二十七章」（『言葉』第1巻）より編集


50 全能神の名はすべての国で証しされる

1

全能神、神の国の王が証しされて

その経営計画の範囲が全宇宙に広がった

中国だけでなく

各国で神の出現が証しされた

彼らは聖なる名を呼んで

神の意志をつかみ、教会で共に仕え

何としても神と交わろうとする

聖霊は不思議な働き方をする

全能神、神の国の王が証しされてきた

まことに全能神の名が

あらゆる国と地で証しされてきた



2

国によって言葉は違うが

ただ一つの霊は全ての教会を結び

神と一つである

それは疑いのない事実だ

聖霊の呼ぶ声が彼らを起こす

神の憐れみはその声だ

彼らはみな全能神の聖なる名を呼び

賛美して歌う

聖霊の働きは道を逸れない

みな正しい道を歩み

全く退かない

不思議なことが重なる

人は想像もできず 計り知れないことだ

全能神、神の国の王が証しされてきた

まことに全能神の名が

あらゆる国と地で証しされてきた

全能神は宇宙の生命の王だ！

栄光の座に座り、全世界を裁き

全ての国を支配し治める

全ての民は膝を折り

神に祈り、近づく

どれだけ長く神を信じてきたか

地位や、年の功に関わらず

心の中で神を拒むなら

必ず神に裁かれる

あなたは苦し気に神に乞うだろう

これは実に自業自得だ

この嘆きは火と硫黄の池からの苦悶の声だ

それは神に鉄の杖で懲らしめられる時の叫び

これこそキリストの御座の前の裁きだ

全能神、神の国の王が証しされてきた

まことに全能神の名が

あらゆる国と地で証しされてきた

まことに全能神の名が

あらゆる国と地で証しされてきた



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第八章」（『言葉』第1巻）より編集


51 人類と神は共に至福を分かち合う

1 わたしは世界中でわたしの働きに着手した。世界の人々は突然目を覚まし、わたしの働きである核心の回りを動き、わたしが彼らの中を「旅する」時、すべての人はサタンの束縛を逃れ、サタンの苦痛の中で苦しむことがなくなる。わたしの日が到来するので、すべての人々は幸福感に満たされ、心の中の悲哀は消え失せ、空の悲しみの雲は空中で酸素に変わり、そこに浮かんでいる。この時、わたしは人間と共にいることの幸せを享受する。

2 人の行動は趣を感じさせるから、わたしはもはや悲嘆に暮れない。そして、わたしの日の到来に伴って、地上の活力あるものが存在の根を再び手に入れ、地上のすべての物事は再び活気づき、その存在の基礎としてわたしを受け止める。わたしがすべての物事をいのちで輝かせ、一方では、すべてを無言のうちに消滅させるからである。このように、すべてのものはわたしの口から発せられる命令を待ち、わたしが行うこと、語ることによって喜びを得る。

3 万物の中でわたしは至高である──にもかかわらず、わたしはすべての人々と共に住み、人の行動を天地創造の現れとして使う。人々がわたしを大いに褒め称える時、わたしはすべてのものの中で賛美される。こうして、地上の花は熱い太陽の下で一層美しく成長し、草はさらに青々と茂り、雲間の空は青々と晴れる。

4 わたしの声を聞いて、人々はあちらこちらを走り回る。今日、わたしの国の人々の顔は喜びで満たされ、彼らのいのちは成長する。わたしはわたしの選民すべての中で働き、わたしの働きが人間の考えによって汚染されるのを許さない。わたしは直接わたしの働きを実行しているからである。わたしが働く時、天と地、その中にあるすべてのものは変化し、再び新しくなり、わたしが働きを完了すると、人は完全に新しくなり、もはやわたしの求めるもののために苦悩しながら生きることはない。幸福の響きが世界中に聞こえるからであり、わたしはこの機会を利用して人々の中にわたしが与える祝福を授ける。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第三十三章」（『言葉』第1巻）より編集


52 神は勝利して帰って来た

1

6000年に及ぶ神の働きを通して

神はサタンを滅ぼし　全人類を救う業を示した

天の全てのもの 地と海のあらゆるもの

全ての創造物に神の業と無敵の力を見せる

サタンの敗北によって人類は神の業を見るのだ

彼らは神を賛美しそして神の知恵を崇める

地の全てのもの 天の全てのもの

海深く棲むあらゆるものよ

神に栄光を帰せよ！

全てのものよ

神の大能の力をほめたたえよ

その力をほめたたえよ！

あらゆるものが神の業を讃美する

神の聖なる名を叫べ

神の聖なる名を叫べ！



2

このような賛美はサタンの敗北の証拠

またこのような賛美は神が敵を征服した証拠である

このような賛美は神が一人一人を救い

神の創造した全人類を救ったことを証明する

全ての創造物が賛美する

神が敵を倒したのだ

神は勝利してやって来る

彼こそが偉大なる王！

地の全てのもの 天の全てのもの

海深く棲むあらゆるものよ

神に栄光を帰せよ！

全てのものよ

神の大能の力をほめたたえよ

その力をほめたたえよ！

あらゆるものが神の業を讃美する

神の聖なる名を叫べ

神の聖なる名を叫べ！



『神の出現と働き』「あなたは全人類がこれまでどのように発展してきたかを知らねばならない」（『言葉』第1巻）より編集


53 神は全ての国々の民を征服する

1

創世以来 神は定めた

最後の時代に地上での働きが終わり

大空に神の業が現われると

地上の人にその業を知らせ

「裁きの座」の前に業が証明され

全ての人が認め

全地の人が屈服する

神は全ての民を征服し

猛獣を手なづける

赤い大きな竜は彼らのように服従する

地上の敵は全て征服され

天における敵はみな敗退する

これが神の計画だ

全ての業の奇しさ



2

神はどの時代にも

為さなかった事業に着手する

今から神は一步一步

自身の知恵と奇しき業が

社会の至る所で認められ証明されるよう

その業を明らかにする

神は全ての民を征服し

猛獣を手なづける

赤い大きな竜は彼らのように服従する

地上の敵は全て征服され

天における敵はみな敗退する

これが神の計画で

全ての業の奇しさ

神の業は様々な社会で認められ

この時神は地上で全ての栄光を得る

この時神は人に現われ

もはや隠されていない

神の業は最高潮に達していない

神の働きは前進する

それが頂点に達する時が来る

その時 神は働きを完成させる

その時 その働きは終わる

神は全ての民を征服し

猛獣を手なづける

赤い大きな竜は彼らのように服従する

神は全ての民を征服し

猛獣を手なづける

赤い大きな竜は彼らのように服従する 

地上の敵はすべて征服され

天における敵はみな敗退する

これが神の計画で

全ての業の奇しさ

これが神の計画で

全ての業の奇しさ



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第四十二章」（『言葉』第1巻）より編集


54 終わりの日のキリストは神の国の時代をもたらした

1

イエスが人の世に来て

律法の時代は終わり

恵みの時代がもたらされた

神が終わりの日に再び肉となって

恵みの時代は終わり

神の国の時代が来た

サタンの堕落した影響から人を救うには

イエスが罪の生贄となるだけでなく

サタンに汚された人の性質を取り除くという

神のより偉大な業が必要だ

神の二度目の受肉を受け入れる者は皆

神の国の時代に招かれ

神に導かれる

イエスは人の中で働き人類を贖い

自ら人の罪の犠牲となったが

人の性質はまだ堕落している



2

神は人の罪を赦した後

新しい時代へ導くため肉体に戻った

それは刑罰と裁きの時代であり

人をさらに高い領域へ引き上げる

神の支配に従う者は皆

より高い真理とさらに大きな祝福を刈り取るだろう

ああ、彼らは光の中で生きて

そして道と真理といのちを得ることだろう！

神の二度目の受肉を受け入れる者は皆

神の国の時代に招かれ

神に導かれる

イエスは人の中で働き人類を贖い

自ら人の罪の犠牲となったが

人の性質はまだ堕落している



『神の出現と働き』「序文」（『言葉』第1巻）より編集


55 終わりの日に神は言葉で人を裁き清める

1 終わりの日の働きは言葉を語ることである。言葉により、大きな変化が人の中で生じ得る。現在、それらの言葉を受け入れた人たちに生じる変化は、恵みの時代にしるしや不思議を受け入れた人たちに生じた変化よりもはるかに大きい。と言うのも、恵みの時代において、悪霊は按手と祈りによって人から追い出されたが、人の中の堕落した性質が依然残っていたからである。人は病を癒され、罪を赦されたが、人の中にある堕落したサタン的性質がいかに清められるかについて言えば、その働きはまだなされていなかったのである。人は信仰のゆえに救われ、罪を赦されただけで、人の罪深い本性は根絶されず、依然としてその内面に残っていた。人の罪は神の受肉を通じて赦されたが、それはその人の中にもはや罪がないという意味ではない。

2 したがって、その段階の働きが終わったあとも、依然として裁きと刑罰の働きが残っているのである。この段階は言葉によって人を清めるものであり、それによって人に従う道を与える。罪の捧げ物を通じ、人は罪を赦されてきた。なぜなら、十字架の働きがすでに終わり、神はサタンに勝利したからである。しかし、人の堕落した性質は依然として人の中に残っており、人は依然として罪を犯し、神に抵抗することができ、よって神はまだ人類を得ていない。そのため、神はこの段階の働きにおいて、言葉を用いて人の堕落した性質を暴き、人に正しい道に沿って実践させるのである。この段階は前の段階よりもさらに有意義であり、いっそう有益である。と言うのも、今、人に直接いのちを施し、人の性質を完全に一新させられるのは言葉だからである。それははるかに徹底的な働きの段階である。ゆえに、終わりの日における受肉は神の受肉の意義を完成させ、人を救う神の経営計画を完全に終わらせたのである。

『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


56 裁きの働きは人の堕落を清めるため

1 人が贖われる前、サタンの害毒の多くがすでに人の中に植え付けられていた。そしてサタンによって何千年も堕落させられてきた人間には、神に抵抗する本性がすでに定着していた。だからこそ、人が贖われたとき、それは人が高い代価で買い取られるという贖い以上のものではなく、人の中の害毒に満ちた本性は取り除かれていなかった。ここまで汚れた人は、神に仕えるのにふさわしくなる前に変化を経なければならない。この裁きと刑罰の働きによって、人は自分の中の汚れて堕落した本質を完全に知るようになる。そして完全に変わり、清くなることができる。この方法でしか、人は神の玉座の前へと戻るのにふさわしくなることができない。

2 今日なされるすべての働きは、人が清められて変わるためのものである。言葉による裁きと刑罰、そして精錬を通じ、人は自分の堕落を一掃して清められることが可能になる。この段階の働きを救いの働きと考えるよりは、むしろ清めの働きと言ったほうが適切だろう。事実、この段階は救いの働きの第二段階であるとともに征服の段階でもある。人は言葉による裁きと刑罰を通じて神のものとされる。また言葉を用いて精錬し、裁き、露わにすることで、人の心にある汚れ、観念、動機、そして個人的な願望がすべて完全に暴かれる。

3 人は贖われ、罪を赦されたが、それによって見なし得るのは、神は人の過ちを記憶せず、その過ちに応じて人を取り扱わないということだけである。しかし、肉体において生きる人間が罪から解放されていないと、人は罪を犯し続けることしかできず、堕落したサタン的性質をどこまでも示し続ける。人類の大多数は昼間に罪を犯し、夜になると告白するだけである。このように、たとえ罪の捧げ物が人のために永久に有効だとしても、それで人を罪から救うことはできない。救いの働きは半分しか完成していない。人にはいまだ堕落した性質があるからである。人が自分の罪に気づくのは容易なことではない。人には自分に深く根ざした本性を認識する術がなく、そうするには言葉による裁きに頼らなければならない。そうして初めて、人はその時点から次第に変わってゆくのである。

『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


57 終わりの日のキリストの裁きを受け入れて清められなさい

1

あなたは終わりの日にイエスが来ると知っているが

どう来るのか？

贖われても完全でない罪人が

神の心に適うのか？

古い自分のまま、イエスに救われ

神の救いにより罪人とされない

罪がないという意味ではない

変わらないのに聖くなれるのか？

第二の受肉は罪の捧げ物でなく

罪から贖われた者を完全に救うため

赦された者が清められ 罪を脱し

性質が変わり サタンから解放され

玉座の前に戻るため

そうしないと人は完全に清められない



2

穢れに悩み 利己的で卑しいのに

イエスとの降臨を望む

そんな幸運があるか

信仰の一歩をとばし

贖われただけで変わっていない

神の心に適うには

神があなたを変え清めなければならない

第二の受肉は罪の捧げ物でなく

罪から贖われた者を完全に救うため

赦された者が清められ 罪を脱し

性質が変わり サタンから解放され

玉座の前に戻るため

そうしないと人は完全に清められない



3

贖われただけで聖くなれず

神の祝福を共有できない

人を変え完全にする

神の経営の重要な一歩をとばしたから

贖われた罪人のあなたは

神の嗣業を受けられない

第二の受肉は罪の捧げ物でなく

罪から贖われた者を完全に救うため

赦された者が清められ 罪を脱し

性質が変わり サタンから解放され

玉座の前に戻るため

そうしないと人は完全に清められない



『神の出現と働き』「呼び名と身分について」（『言葉』第1巻）より編集


58 人の罪深い本性を変えるには

1 人の罪は、罪の捧げ物を通じて赦されることができたものの、どうすれば人がこれ以上罪を犯さないようになり、その罪深い本性が完全に根絶され、変化するかということについて言えば、人にはその問題を解決する術がないのである。人の罪は神による磔刑の働きゆえに赦されたが、人は以前の堕落したサタン的性質の中で生き続けた。そのため、人は堕落したサタン的性質から完全に救われなければならない。そうすることで、その人の罪深い本性が完全に根絶され、二度と芽生えなくなり、かくして人の性質が変わるのである。

2 そのためにも、人はいのちの成長の筋道、いのちの道、そして性質を変える道を把握しなければならない。さらに、人はこの道に沿って行動することが求められる。その結果、人の性質は次第に変わり、その人は光の輝きの下で生き、何事も神の旨に沿って行ない、堕落したサタン的な性質を捨て去り、サタンの闇の影響から自由になることができ、それにより罪から完全に抜け出せるのである。このとき初めて人は完全なる救いを受けることになる。

3 そのため、神はこの段階の働きにおいて、言葉を用いて人の堕落した性質を暴き、人に正しい道に沿って実践させるのである。この段階は前の段階よりもさらに有意義であり、いっそう有益である。と言うのも、今、人に直接いのちを施し、人の性質を完全に一新させられるのは言葉だからである。それははるかに徹底的な働きの段階である。ゆえに、終わりの日における受肉は神の受肉の意義を完成させ、人を救う神の経営計画を完全に終わらせたのである。

『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


59 裁きと刑罰の働きは贖いの働きよりも深い

1 今、時代は変わり、神の働きはさらに前進した。そして刑罰と裁きを通じ、人の反抗的態度や、人の中の汚れたものは取り除かれる。当時は贖いの段階だったので、神はそのように働きを行ない、人が享受するのに十分な恵みを示して、人が罪から贖われ、また恵みによって罪が赦されるようにすることを求められたのである。現在の段階は、刑罰、裁き、言葉の打撃、そして言葉による懲らしめと暴露を通じて人の中の不義を暴き、それによって人が後に救われるためのものである。これは贖いよりもさらに深い働きである。

2 恵みの時代の恵みは、人が享受するのに十分だった。この恵みをすでに経験した今、人がそれを享受することはもはやない。そのような働きは時代遅れであり、もはやなされることはない。今、人は言葉の裁きを通じて救われる。裁かれ、罰せられ、精錬されたあと、人の性質は変わる。これはすべて、わたしが語った言葉のゆえではないのか。各段階の働きは、人類全体の進歩と時代に合わせて行なわれる。すべての働きに意義があり、どれも最後の救いのためになされる。それは、人類が将来良い終着点を得られるようにするためであり、人類が最終的に種類に応じて分類されるようにするためである。

『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


60 神の義なる終わりの日の裁きは人類を分類する

1 時代を終わらせる神の最後の働きにおいて、神の性質は刑罰と裁きであり、神はその中で不義なるすべてのものを暴き、それによってすべての人を公然と裁き、真摯な心で神を愛する人たちを完全にする。このような性質だけが時代を終わらせることができる。終わりの日はすでに来ている。すべての被造物は種類ごとに選り分けられ、その本性を基にして異なる種類に分けられる。その瞬間、神は人の結末と終着点を明らかにする。もし人が刑罰と裁きを受けなければ、その人の不従順と不義を暴く術はない。刑罰と裁きを通じてでなければ、すべての被造物の結末を明らかにすることはできない。罰せられ、裁かれて初めて、人は本当の姿を示す。悪は悪と共に、善は善と共に置かれ、すべての人は種類ごとに選り分けられる。

2 刑罰と裁きを通じ、すべての被造物の結末が明らかにされ、それによって悪人は罰せられ、善人は報いられる。そして、すべての人が神の支配に従属することになる。この働きのすべては義なる刑罰と裁きを通じて達成されなければならない。人の堕落は頂点に達し、人の不従順は極度に深刻になってしまったので、おもに刑罰と裁きから成り、終わりの日に明らかにされる神の義なる性質だけが、人をすっかり変えて完全な者とすることができる。この性質だけが悪を暴き、よってすべての不義なる者を厳しく懲罰することができる。したがって、このような性質には時代の意義が吹き込まれており、神の性質はそれぞれの新しい時代における働きのために顕示され、表出される。

3 終わりの日に人の結末を明らかにする中で、神が依然として人に無限の憐れみと愛を授け、相変わらず人に愛情深く、人を義なる裁きにさらさず、むしろ寛容、忍耐、赦しを示し、人がどんなに深刻な罪を犯してもそれを赦し、義なる裁きが少しもないのであれば、神の経営のすべてはいったいいつ終わりを迎えるだろうか。このような性質がいつ人々を導き、人類の正しい終着点へと連れ出せるだろうか。終わりの日には、義なる裁きだけが人を種類ごとに選り分け、新しい領域に連れて行くことができる。このように、裁きと刑罰から成る神の義なる性質を通じ、時代全体に終わりがもたらされるのである。

『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（３）」（『言葉』第1巻）より編集


61 終わりの日における神の裁きの業の意義

1 終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。

2 神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる。

3 裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである。この働きが神による裁きの働きである。

『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」（『言葉』第1巻）より編集


62 玉座の前に出るすべての人を神は裁いて清める

終わりの日の働きとは、すべての人をその性質に応じて区分し、神の経営（救いの）計画を締めくくることである。時が近づき、神の日が来たからである。神の国に入る人すべて、すなわち神に最後の最後まで忠実な人すべてを、神は神自身の時代に連れて行く。しかし、神自身の時代が来る前は、神の働きは人間の行いを観察したり、人間の生活について調べたりすることではなく、人間の不服従を裁くことである。神の玉座の前に来る人すべてを、神は清めなければならないからである。今日まで神の足跡に従ってきた人はすべて神の玉座の前に来る人であり、これゆえに、最終段階の神の働きを受け入れる人の一人ひとりは神の清めの対象である。言い換えれば、最終段階における神の働きを受け入れる人は誰もが、神の裁きの対象なのである。

『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」（『言葉』第1巻）より編集


63 神の裁きは人間を完全にする主要な方法

神は義の性質で人を完全にする

神の主な性質は義と威厳 怒り

呪いと裁きであり

神は裁きで人を完全にする



1

神の業が分からない人は尋ねる

「なぜ裁きと呪いでしか人を完全にできないのか？

神に呪われたら死ぬじゃないか？」と



2

裁かれたら罪に定められないのか？

それで完全にされうるのか？

これが神の働きを知らない人の問いだ

神は義の性質で人を完全にする

神の主な性質は義と威厳 怒り

呪いと裁きであり

神は裁きで人を完全にする



3

神が呪うのは人の不従順で

神が裁くのはすべての罪だ

神の厳しく激しい言葉が

人の内なる本質を暴く

裁きで人は肉の本質を知り

神に従うようになる

神は義の性質で人を完全にする

神の主な性質は義と威厳 怒り

呪いと裁きであり

神は裁きで人を完全にする

肉は罪深くサタンに属し

反抗的で罰せられる

己を知るためには裁きの言葉が必要で

精錬によって初めて

神の働きは実を結ぶ

裁きは人を完全にする最上の方法



Chorus

神は義の性質で人を完全にする

神の主な性質は義と威厳 怒り

呪いと裁きであり

神は裁きで人を完全にする



『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」（『言葉』第1巻）より編集


64 征服の働きの内なる意味

1 人の征服の秘められた意味は、サタンの化身、つまりサタンに堕落させられた人間が征服に引き続いて造り主に戻ることであり、これにより人はサタンを見捨て、完全に神に戻る。このようにして、人は完全に救われるだろう。したがって、征服の働きはサタンとの戦いにおける最後の働きであり、サタンを打ち負かすための、神の経営における最終段階である。この働きがなくては、人の完全な救いは最終的には不可能で、サタンの完全敗北もまた不可能になるであろう。そして、人類は決して素晴らしい終着点に入ることができず、サタンの影響から自由になることもできないだろう。従って、人の救いの働きを、サタンとの戦いが終結する前に完了することはできない。というのは神の経営の働きの核心は人類の救いであるからである。

2 最初の人類は神の手の中にあったが、サタンによる誘惑と堕落によって、人はサタンに縛られ、悪しき者の手中に落ちてしまった。すなわち、人間はサタンの虜となった後に連れ戻されなければならないのである。かくして、サタンは、人間の古い性質の変化、人間の本来の理知を回復する変化によって打ち負かされなければならず、こうして、虜となっていた人間をサタンの手から取り戻すことができる。もし人がサタンの影響や束縛から自由になると、サタンは辱められ、人は最終的に取り戻され、サタンは打ち負かされるであろう。そして人はサタンの暗闇の影響から解放されたので、人はこのすべての戦いの戦利品となり、この戦いが終わるとサタンは懲罰の対象となるそのとき、人類を救う働きのすべてが完了するのである。

『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


65 神の裁きの働きの目的

1 現在なされている働きは、人々に古い祖先であるサタンを捨て去らせるためのものだ。言葉による裁きはすべて、人間の堕落した性質を明らかにし、人々に人生の本質を理解させることを目的としている。繰り返されるこれらの裁きはすべて、人々の心を貫き通す。一つ一つの裁きは人々の運命に直接関連しており、人々の心を傷つけるためのものだ。その結果、彼らはそれらすべてを手離し、それによって人生を知り、この汚れた世界を知り、神の知恵と全能性を知り、そしてサタンに堕落させられた人類を知ることができるからだ。この種の刑罰や裁きを受ければ受けるほど、人の心は傷つき、霊は目覚めることができる。

2 こうした極端に堕落し、最も深く騙されている人々の霊を目覚めさせることが、この種の裁きの目標である。人には霊がなく、すなわち人の霊はとうの昔に死んでしまっていて、人は天が存在することも神が存在することも知らず、自分が死の淵で葛藤していることなど知るよしもない。自分がこの邪悪な地上の地獄に生きていることなど、どうして知ることができようか。自分のこの腐った屍が、サタンによる堕落のため黄泉の国に落ちたのだと、どうして知ることができようか。地上のすべてはもうずっと前から、人類によって修復不能なほどに破壊されてしまっていることを、どうして知ることができようか。そして今日、創造主が地上に到来し、救うことができる堕落した人々を探していることを、どうして知ることができようか。

3 ありとあらゆる精錬と裁きを体験した後でさえ、人の鈍った良心はほとんど奮い立つこともなく、事実上まったく反応しない。人間はいかに堕落していることか！　この種の裁きは空から降って来る残酷な雹のようなものだが、人にとっては甚大な利益がある。人々がこのように裁かれなければ、何の成果も得ることはできず、人々を苦悩の淵から救い出すのはまったく不可能だろう。この働きがなければ、人々が黄泉の国から這い上がることは非常に難しいだろう。彼らの心ははるか昔に死んでおり、彼らの霊ははるか昔にサタンに踏みにじられてしまったからだ。堕落の底に沈み込んでしまったあなたがたを救うには、熱心にあなたがたに呼びかけ、熱心に裁くことが必要であり、そうして初めてあなたがたの凍りついた心を呼び覚ますことができるのだ。

『神の出現と働き』「完全にされた者だけが意義ある人生を生きられる」（『言葉』第1巻）より編集


66 終わりの日の征服の働きの内幕

1

堕落した人は神を知らず敬わない

アダムとエバが造られた時

ヤーウェの栄光が地に満ちていたが

人は堕落して神に背き畏れず

栄光と証しをなくした

今日の働きは栄光を取り戻すため

皆が神を拝し

被造物の間で証しする

それがこの段階の

終わりの日の征服の働き



2

人はどう征服されるのか？

言葉の働きが人を裁き、罰し

呪い、従わせ、納得させる

人の背きを暴き

抵抗を裁いて

不義と汚れを示し

神の義を現す

今日の働きは

栄光を取り戻すため

皆が神を拝し

被造物の間で証しする

それがこの段階の

終わりの日の征服の働き



3

言葉は人を征服し納得させる

征服を受ける者は言葉の裁きを受ける

己の道を行かず

この言葉に従うなら

神の言葉によって征服されるだろう

今日の働きは

栄光を取り戻すため

皆が神を拝し

被造物の間で証しする

それがこの段階の

終わりの日の征服の働き

終わりの日の征服の働き



『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」（『言葉』第1巻）より編集


67 最終段階の征服は人々を救うため

1

最後の征服は人々を救う

彼らの結末を明らかにし

裁きによって堕落をあらわにする

そして悔い改め、立ち上がり

命と人生の正しい道を追求するのを助ける

最後の征服は麻痺した人の心を覚まし

裁きによってその反抗心を示す

悔い改めず

堕落を捨てて 人生の正しい道を追求出来なければ

人は救われず

サタンに呑み込まれてしまうだろう



2

終わりの日とは

征服によって万物が分類される時だ

終わりの日の働きは人々を征服して

彼らの罪を裁くことなのだ

それは全宇宙の人々を分類する

あらゆる人々が征服の働きにより

裁きの座の前に来るだろう

征服の意義は

人々を救いその結末を示すこと

良かれ悪しかれ、救いも呪いも全て

征服の働きが明らかにする



3

全ての被造物は分類され

裁きの座の前で裁かれる

何ものもこの裁きから逃れられず

何ものもこの分類から逃れられない

全てのものが分類される理由は

万物の終わりが近づいているからだ

天と地の全ては終局を迎える

征服の意義は

人々を救いその結末を示すこと

良かれ悪しかれ、救いも呪いも全て

征服の働きが明らかにする



『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」（『言葉』第1巻）より編集


68 征服の働きの主な目的

1

あなたたちは暗闇に落ち

深く害を受けた

あなたたちが人の本性を知り

真理を生きることが

神の働きの目的だ

もしあなたが暗闇から逃れて

汚れたものから離脱し

聖なるものとなるならば

その時こそあなたが

真理を持っていることを意味する

あなたが真理を持つことを

だから征服の主な目的は

人を清め 人が真理を持つこと

人の理解は余りに乏しいから

彼らに征服の働きを行うことは

最も意義深いこと



2

それはあなたの本性が変わるというのではなく

真理を実践できるようになり

肉に背くことこそが

清められた者にできること

真理を持ち 真理を生きる人だけが

完全に神のものになれる

ペテロの模範を生きる者が

完全にされた人で

他の者は征服された人だ

他は征服された人だ

だから征服の主な目的は

人を清め 人が真理を持つこと

人の理解は余りに乏しいから

彼らに征服の働きを行うことは

最も意義深いこと



3

征服された者すべてに行われる働きは

呪いの言葉・刑罰・怒りから成る

彼らは義と呪いを受け

人々に対する働きは

内にある堕落をあらわにして

彼らがそれを認識し

十分に納得するため

人が従順になると

ほとんどの人が真理を求めずとも

征服の働きは終わる

だから征服の主な目的は

人を清め 人が真理を持つこと

人の理解は余りに乏しいから

彼らに征服の働きを行うことは

最も意義深いこと



『神の出現と働き』「完全にされた者だけが意義ある人生を生きられる」（『言葉』第1巻）より編集


69 征服の働きの実質

1

人の最大の問題は

自分の運命しか考えず

前途を偶像とし

そのために神を追い求めること

人は神への愛で神を礼拝しない

とても利己的で欲深く

礼拝の妨げになるものは

すべて取り除く必要がある

そのとき人の征服の効果が達成される

征服の働きは

人の運命と前途を取り除き

反抗的な性質を裁き罰して効果を挙げる

人と取引し 恵みと祝福を与えるのではなく

人の自由と前途を取り除くことで

彼らの忠誠を明らかにする

それこそが征服の働きだ



2

最初の人の征服では

人の野望や致命的な弱さ

それらを取り除くことが最も重要で

これを通して

人の神への愛が明らかにされて

人生観と神の見方

そして存在の意味が変わる

このように人の神への愛が清められて

心が真に征服される

征服の働きは

人の運命と前途を取り除き

反抗的な性質を裁き罰して効果を挙げる

人と取引し 恵みと祝福を与えるのではなく

人の自由と前途を取り除くことで

彼らの忠誠を明らかにする

それこそが征服の働きだ



3

だがすべての被造物への神の態度は

征服のための征服はない

むしろ神は自身の栄光のため

人本来の姿を回復すべく

人を征服し我が物とする

征服の働きは

人の運命と前途を取り除き

反抗的な性質を裁き罰して効果を挙げる

人と取引し 恵みと祝福を与えるのではなく

人の自由と前途を取り除くことで

彼らの忠誠を明らかにする

それこそが征服の働きだ



『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


70 征服の働きには人を分類する

1 現在の征服の働きは、人間の結末がどのようになるかを明らかにすることを意図する。なぜわたしは今日の刑罰と裁きは、終わりの日における大いなる白い玉座の前での裁きだと言うのか。なぜ征服の働きは最終段階なのか。これはまさしく、それぞれの種類の人間が最後にどうなるかを明らかにすることではないのか。それは、刑罰と裁きとによる征服の働きの過程において、あらゆる人が自分のありのままの姿をあらわし、その後それぞれの種類に分類されるようにするためではないのか。人類の征服というよりも、これはむしろ各種の人間がどのような最後を迎えるのかを示すことだと言った方が良いくらいである。つまり、これは人の罪を裁き、それから人の様々な種類を明らかにし、それにより、人が悪であるか義であるかを判定することである。

2 征服の働きの後に、善に報い悪を罰する働きが続く。完全に従う人々、つまり、完全に征服された人々は、神の働きを全宇宙に広める次の段階に配置される。征服されなかった者は闇の中に置かれ、災厄に遭う。このように人間はその種類によって分類され、悪を行う者は悪として分類され、二度と陽の光を浴びることがない。義人は善として分類され、光を受け、永遠に光の中で生きる。それぞれの種類の人間の異なる結末は、あらゆるものの終わりが近づいた時に明らかにされる。それは全宇宙の征服の働きの間に行われる。この全人類の終わりの明示は、裁きの座の前で、刑罰と終わりの日の征服の働きの過程で行われる。

『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」（『言葉』第1巻）より編集


71 征服の働きが達成すること

1 初めに、アダムとエバが創造された時、ヤーウェの栄光と証しは常に存在していた。しかし、人間は堕落させられた後、その栄光と証しを失った。なぜなら、誰もが神に反抗し、神を畏れ敬うことをすっかりやめてしまったからである。なぜ人類は証しを失ったのか。それは誰も神を信じず、もはや人の心には神の居場所がなくなったからである。人類の征服とは、人類にこの信仰を回復させることである。人は常にこの世に向こう見ずに突き進み、あまりにも多くの望みを胸に抱き、将来にあまりにも多くの期待をかけ、あまりにも多くの途方もない要求をする。人はいつも自分の肉のことを考え、肉のために計画しているが、神を信じる道を求めることにはまったく興味がない。人の心はサタンの虜となり、神を畏れ敬う心を失い、サタンに執着している。しかし、人間は神に創られた。こうして、人間は証しを失ってしまった。つまり、神の栄光を失ったということである。人類を征服する目的は、人間の神への畏敬による栄光を取り戻すことである。

2 征服の働きで達成される成果は、まず何よりも人間の肉がもはや反抗しないことである。つまり、人間の知性が神についての新たな認識を得、人間の心が完全に神に従うようになり、人間が神のために存在することを望むようになることである。人の性格や肉体が変わっても、その人が征服されたとは言えない。人の考え、意識、理知が変化すれば、つまり、精神的な態度全体が変われば、神に征服されたのである。従うことを決意し、新たな心的態度を自分のものとし、もはや神の言葉や働きに独自の観念や意図を持ち込まず、頭脳が普通に考えることができるならば、つまり、神のために心を尽くして努力できるなら、このような人は完全に征服された人である。

『神の出現と働き』「征服の働きの内幕」（『言葉』第1巻）より編集


72 征服の働きには最も深い意義がある

1 あなたがたに行われる征服の働きはもっとも意義深い。ある見方では、この働きの目的は一つの集団を完全にすることである。つまり、この人たちを完全にすることであり、彼らは完全にされた最初の一群、言わば初穂として勝利者の集団となる。別の見方では、それは被造物に神の愛を享受させ、神の完全で最も偉大な救いを受けさせ、人間が憐れみと慈愛を享受するだけではなく、さらに重要なことに、刑罰と裁きをも享受させることなのである。創世の時から今日に至るまで、神がその働きで行ったことはすべて愛であり、人間への憎しみは欠片ほどもない。あなたの見た刑罰と裁きでさえ愛であり、それはさらに真実で現実的な愛であり、人を人生の正しい道へと導く愛である。

2 また別の見方では、これはサタンの前で証しすることである。そしてもうひとつの見方では、それは将来の福音の働きを広めるための基礎を築くことである。神が行ったすべての働きは、人を人生の正しい道へと導くことがその目的であり、それにより人間として正常な生き方ができるようにする。なぜなら人間はどのように人生を歩むべきか知らないからである。この導きがなければ、虚しい人生しか送れない。あなたの人生は価値のない無意味なものになり、正常な人間でいることなどまったくできない。これが人間を征服することの最も深い意義である。

『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（４）」（『言葉』第1巻）より編集


73 裁きと刑罰は神の救いを明かす

1 今日、神はあなたがたを裁き、あなたがたを罰し、あなたがたを罪に定めるが、罪に定めることの要点はあなたが自分を知るためであることを知らなければならない。神は罪に定め、のろい、裁き、刑罰を与えるが、これはあなたが自分を知るため、あなたの性質が変わるためである。そしてさらに、あなたが自分の価値を知り、神の行動はすべて義であり、それは神の性質と神の働きが要求することに適っていること、神は人を救う計画に従って働くこと、神は人を愛し、救い、裁き、罰する義なる神であることを理解するためである。

2 もしあなたが、自分は地位が低く、堕落して、不従順であることだけを知り、神が今日あなたに行う裁きや刑罰を通して救いを明らかにしようと望んでいることを知らないならば、あなたは経験を得るすべがなく、ましてや前に進み続けることはできない。神は人を殺したり、滅ぼしたりするためにではなく、裁き、のろい、罰し、救うために来た。神の六千年の経営（救いの）計画が終了するまで、つまり神が範疇ごとの人間の結末を明らかにするまでは、地上における神の働きは人の救いのためであり、その目的は神を愛する人を純粋にすっかり完全にし、神の統治の下に服従させることである。

『神の出現と働き』「地位の祝福は脇に置き、人に救いをもたらす神の心意を理解するべきである」（『言葉』第1巻）より編集


74 神の裁きと刑罰は人を救うため

1 神は堕落した人類を救うために地上で働きに来た。このことに嘘はない。もしあれば、神が働きを行うために自ら来ることは絶対になかっただろう。過去において、神の救いは最大限の慈愛と憐れみを見せることで、神は全人類と交換するために自らのすべてをサタンに与えたほどであった。現在は過去とはまったく違っている。今日、あなたがたに与えられる救いは終わりの日に、各人を種類ごとに分類するときに起こる。あなたがたの救いの手段は愛や憐れみではなく、人が徹底的に救われるための刑罰と裁きである。

2 従って、あなたがたが受けるのは刑罰、裁き、容赦のない鞭だけである。知りなさい。この無情な鞭打ちの中に罰はほんの少しもない。わたしの言葉がどんなに辛辣であったとしても、あなたがたに降りかかるのは、あなたがたにはまったく無情だと思われるかもしれないほんの数語だけであり、わたしがどれほど怒っていようとも、あなたがたに注がれるのは教えの言葉であり、わたしはあなたがたに危害を加えるつもりはないし、あなたがたを殺すつもりもない。これはすべて事実ではないのか。

3 義の裁きは人を清めるためにもたらされ、無情な精錬は人を浄化するために行われる。厳しい言葉、あるいは懲らしめはどちらも純化のためであり、救いのためである。このような刑罰と裁きに直面して、あなたがたは何と言うのか。あなたがたはいつも、初めから終わりまで救いを享受してきたのではなかったのか。あなたがたは受肉の神を見たし、神の全能と知恵も悟った。そのうえ、あなたがたは繰り返し鞭打たれ、訓練も経験した。しかし、あなたがたは最高の恵みも受けたのではないのか。

4 あなたがたの祝福は他の誰のものより大きくないのか。あなたがたの恵みはソロモンが享受した栄光や富よりも遥かに豊富である。考えてもみなさい。もしわたしが来た意図があなたがたを救うことではなく、罪に定め、罰することであったなら、あなたがたはこのように長く生き続けていただろうか。もしわたしの目的がただあなたがたを罰するためであったなら、なぜわたしは肉となり、そのような大きな事業に着手していたのか。ただの人間にすぎないあなたがたを罰するには、わずか一言発するだけで済んだのではないのか。わたしはあなたがたをわざわざ罪に定めた後でもなお滅ぼす必要があるのだろうか。あなたがたはわたしのこの言葉をまだ信じないのか。

『神の出現と働き』「地位の祝福は脇に置き、人に救いをもたらす神の心意を理解するべきである」（『言葉』第1巻）より編集


75 神の言葉による裁きは人を救うため

1

神が語った刑罰や裁きについての多くの言葉は

あなたに下ることはなかった

そう、確かに下ることはなかった

神は業を為し、語るために来た

神の言葉が厳しいのは

あなたの堕落と反抗を裁くためなのだ

神の目的は人を害することではなく

サタンの支配から救うことである

神の言葉が厳しいのは成果を得るためだ

その言葉の働きによってのみ

人は自らを知り

反抗的な性質から抜け出すことができる

神の言葉が厳しいのは

人を救うため

神はただ話すだけで

人の肉を罰してはいない

言葉は人を光の中で生かし

光が存在し、貴重であることを

また言葉は有益で

神は救いであることを知らせる



2

言葉の働きは意義深い

つまり人は真理を知って実践し

性質を変え

自分自身と神の業について知ることができる

言葉によってのみ神と人は繋がれ

真理は説き明かされる

それが人を征服する最良の方法だ

言葉以外に

全ての真理と神の業を人によりよく知らせるものはない

神は業の最終段階で語り

未知の真理と奥義を明らかにし

人に真理の道と命を与え

そして神の心を満たすのだ

神の言葉が厳しいのは

人を救うため

神はただ話すだけで

人の肉を罰してはいない

言葉は人を光の中で生かし

光が存在し、貴重であることを

また言葉は有益で

神は救いであることを知らせる



『神の出現と働き』「地位の祝福は脇に置き、人に救いをもたらす神の心意を理解するべきである」（『言葉』第1巻）より編集


76 受肉した神は全宇宙の働きをする

受肉した神は

その働きを全人類に広めるため

自ら一群の人に働きかける

裁きもそれと同じである



1

神は特定の人ではなく

全人類を代表する一群の人を裁く

いかに神に抵抗し不義であるかを裁く

それが終わりの日の征服の働き



2

人々が見た受肉した神の働きと言葉は

終わりの日の白い玉座の前の裁きだ

かつて人が考えた働きを

受肉した神が今行っている

今の受肉した神は

終わりの日に全人類を裁く

この肉と働きと言葉と性質が神の全て

この働きには限りがあり

全宇宙には及ばないが

その本質は全人類を裁く

神の働きは中国の選民のためだけでも

少数の人だけのためでもない



3

神の肉における働きが終わると

それはすぐに全宇宙に広められる

イエスの福音がその復活と昇天の後

世界の隅々まで広まったように

それが霊の働きであれ

肉の働きであれ

範囲は限られるが

全宇宙の働きを代表する

今の受肉した神は

終わりの日に全人類を裁く

この肉と働きと言葉と性質が神の全て

この働きには限りがあり

全宇宙には及ばないが

その本質は全人類を裁く

神の働きは中国の選民のためだけでも

少数の人だけのためでもない



『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


77 神の裁きは神の義と聖さを明らかにする

1 わたしが今日語る言葉は、人の罪を裁き、人の不義を裁き、人の不従順を呪うためである。人の狡猾さや不実さ、人の言葉や行ないなど、神の旨にそぐわないものはどれも裁きの対象にされなければならず、人の不従順は罪として非難されなければならない。神の言葉は裁きの原則を中心としており、神は人の不義を裁き、人の反抗心を呪い、人の醜い顔を暴くことで神自身の義なる性質を明らかにする。聖さは神の義なる性質の表われの一つであり、神の聖さとは実のところ神の義なる性質なのである。あなたがたの堕落した性質が今日の言葉の背景であり、わたしはそれを用いて語り、裁き、征服の働きを実行する。それだけが実際的な働きであり、それだけが神の聖さを完全に光り輝かせる。

2 まさにこの裁きのために、神が義なる神であること、神が聖い神であることをあなたがたは理解できたのである。まさに神の聖さと義のために、神はあなたがたを裁き、あなたがたに怒りを解き放つのである。神は人の反抗心を見ると義なる性質を表わすことができ、人の汚れを見ると聖さを表わすことができるので、これは神が神自身であり、聖く汚れがない存在でありながら、不浄の地で暮らしていることを示すのに十分である。人が誰かと悪事にふけり、聖いところも義なる性質もなければ、その人に人間の不義を裁く資格はなく、人間の裁きを実行するのにもふさわしくない。互いに同じくらい汚れている人たちに、どうして自分と似た者を裁く資格があるだろうか。聖い神自身だけが汚れた人類全体を裁けるのである。

『神の出現と働き』「征服の働きの第二段階の効果はいかにして成し遂げられるのか」（『言葉』第1巻）より編集


78 裁きと刑罰において人の子の姿を見る 

1 刑罰と裁きを連発する中で、人の子は言葉を話すことによって本来の性質を表現し、その刑罰と裁きを受け入れるすべての人々が人の子の本当の顔、ヨハネが見た人の子の顔の忠実な描写である顔を見ることを認める。（もちろん、このすべては神の国の時代の神の働きを受け入れない人々には見えないだろう。）神の本当の顔は人間の言葉では十分明確に表現することはできないので、神はその本来の性質の表現を用いて人に本当の顔を示す。すなわち、人の子の本来の性質を経験した人々はすべて、人の子の本当の顔を見たのである。神はあまりに偉大なので、人の言葉で十分明確に表現することができないからである。

2 いったん神の国の時代における神の働きの各段階を経験したら、ヨハネが燭台の明かりの中にいる人の子について語った言葉の意味を人は知るだろう。「そのかしらと髪の毛とは、雪のように白い羊毛に似て真白であり、目は燃える炎のようであった。その足は、炉で精錬されて光り輝くしんちゅうのようであり、声は大水のとどろきのようであった。その右手に七つの星を持ち、口からは、鋭いもろ刃のつるぎがつき出ており、顔は、強く照り輝く太陽のようであった」。その時、あなたは、これほどの多くの言葉を語ったこの普通の人間が、本当は二度目の受肉した神であることをまったく疑う余地なく知るだろう。そしてあなたは自分がいかに祝福されているかを本当に感じ、自分がもっとも幸運であると感じるであろう。あなたはこの恩恵を受け入れたくないだろうか。

『神の出現と働き』「序文」（『言葉』第1巻）より編集


79 裁きの働きは神自身によってなされなければならない

1 裁きの働きは神自身の働きであり、そのため当然ながら神が自ら行わなければならない。それは神の代わりに人が行うことはできない。裁きとは真理を用いて人類を征服することなので、この働きを人のあいだで行うために神が受肉した姿で再び現れることは疑いもないことである。つまり、終わりの日においてキリストは真理を用いて世界各地の人々を教え、彼らにあらゆる真理を知らしめる。これが神の裁きの働きである。

2 多くの人が神の二度目の受肉について悪い感情をもっている。神が肉になって裁きの働きを行うということが、人には信じがたいからである。それでも、しばしば神の働きは人間の期待を大幅に超え、それは人間の知性には受け入れがたいことである、とわたしは言わなければならない。人は地上の蛆虫にすぎないが、一方、神は宇宙を満たす至高の存在であるからである。人の知性は蛆虫だけを生み出す汚水のたまった穴に似ており、一方、神の考えが指揮する働きの各段階は神の知恵の結晶である。

3 人は常に神に敵対しようとしているが、これに関しては、最後に誰が負けるかは自明であると、わたしは言う。自分のことを黄金より価値があるとみなさないように、わたしはあなたがたに強く勧める。もし他人が神の裁きを受け入れられるなら、なぜあなたにはできないのか。他人に比べてあなたはどれくらい高位に立っているのか。もし他人が真理の前に頭を垂れるなら、なぜあなたもそうできないのか。神の働きには止めることのできない勢いがある。あなたのした「貢献」のためだけに神は裁きの働きを繰り返すことはなく、このような好機を逃すと、あなたは無限の後悔に苛まれることになる。

4 もしわたしの言葉を信じないなら、天空にある偉大な白い玉座があなたに裁きを下すのを待っていなさい。すべてのイスラエル人がイエスを拒絶し否定したが、それでもイエスによる人類の贖罪の事実は全宇宙に、そして地の果てまで広がったことを知らなければならない。これは神がはるか昔に成し遂げた一つの現実ではないのか。もしイエスがあなたを天に引き上げるのをいまだに待っているのなら、あなたは頑固な一片の枯れ木であるとわたしは言う。あなたのような真理に不忠実で、祝福だけを求める偽信者をイエスは認めることはない。それどころか、何万年も焼かれるように火の湖にあなたを投げ入れるのに憐れみを一切見せないであろう。

『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」（『言葉』第1巻）より編集


80 裁きを避けることの結果

1

裁きと真理が何であるか

あなたは解かりますか？

もし解かっているのなら

神は裁きに従うよう勧める

そうしなければ神から称賛され

神の国に入る機会を失うだろう

忠誠を誓いながら裏切る者を

神は容赦しない

霊と魂・肉体において罰するだろう

これは神の義の現れ

人を裁き露わにする神の目的ではないか



2

裁きを受け入れるだけで清められない者

裁きの業から逃げる者は

永遠に神から拒絶される

彼らの罪はパリサイ人よりひどい

神を裏切り反抗する者だから

仕えるに値しない人は

未来永劫厳しい罰を受けるだろう

忠誠を誓いながら裏切る者を

神は容赦しない

霊と魂・肉体において罰するだろう

これは神の義の現れ

人を裁き露わにする神の目的ではないか



『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」（『言葉』第1巻）より編集


81 終わりの日の裁きとは時代を終わらせる働きである

1

律法や恵みの時代とは違い

終わりの日の業はイスラエルではなく

異邦人に為され

玉座の前で彼らを征服する

全宇宙は栄光に満ち

地の被造物はその栄光を

全ての国と世代に伝える

天地の被造物がみな

神が地で得た栄光を見られるように

終わりの日の業は征服の業

その時、全ての時代は終わる

神の六千年もの計画は終わる

そして何千年もの地の人々の苦難も終わる



2

その業は地の人の生活や

人類を新時代に導かない

人の生活は続かない

それは神の経営計画や人間存在に無意味だ

神の業と悪による支配が続くのは

六千年だけだ

終わりの日の業は征服の業

その時、全ての時代は終わる

神の六千年もの計画は終わる

そして何千年もの地の人々の苦難も終わる

時は来た

神はサタンを負かし

栄光と神に属する魂を取り戻し

苦しみから解き放す

こうして地での神の業は終わる



3

二度と神は地で肉にならず

神の霊も地で働かない

神はただ人類を作り直す

聖なる人類、忠実な地の住まいへと

終わりの日の業は征服の業

その時、全ての時代は終わる

神の六千年もの計画は終わる

そして何千年もの地の人々の苦難も終わる

ああ、苦難は、終わる、終わる



『神の出現と働き』「血肉に属する者は誰も怒りの日から逃れられない」（『言葉』第1巻）より編集


82 人類が安息に至る唯一の道

1

懲らしめと裁きによる

神の最後の聖めの中立つ者は

最後の安息に入る

サタンから解き放された者は

神のものとなり最後の安息に至る

裁きと懲らしめの真髄は

最終の安息に備え人を清めること

この業がなければ

全人類は種類で分類されない

それが安息に入る唯一の道



2

清めだけが不義を消す

この裁きと懲らしめは

人の不従順を明るみに出し

救われる人と滅ぼされる人

残る人と残らない人と分ける

最後に神は悪しきを罰し

良きものに報いを与え

人類を完全に清め 永遠の安息にともなう

これは神の業完成のための最後の重要な段階

邪悪な者が残れば

人は安息に入れない

一度神がその業を成し遂げれば

全人類が聖いものとなり

神は平穏に安息の中に住める

裁きと懲らしめの真髄は

最終の安息に備え人を清めること

この業がなければ

全人類は種類で分類されない

それが安息に入る唯一の道



『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


83 終わりの日の神の働きの奥義

1 あなたがたは、神の旨を見ることができなければならず、また神の働きが天地と万物の創造ほど簡単なものではないことを知らなければならない。それというのも、今日における働きとは、感覚が麻痺しきっている堕落した人間を変えることであり、創造されながらサタンによって加工されてしまった人たちを清めることだからである。それはアダムとエバの創造でもなければ、まして光やあらゆる動植物の創造でもない。神は、サタンに堕落させられたものを清めたあと、それらを新たに自分のものとする。それらは神に属するものとなり、神の栄光となる。これは人が想像するようなことではなく、天地とそこにある万物の創造、あるいはサタンを奈落の底に突き落とす呪いの働きほど簡単なことでもない。むしろ、それは人を変える働きであり、否定的で神に属さないものを、肯定的で神に属するものへと変えるのである。

2 あなたがたは、神の旨を見ることができなければならず、また神の働きが天地と万物の創造ほど簡単なものではないことを知らなければならない。むしろ、それは人を変える働きであり、否定的で神に属さないものを、肯定的で神に属するものへと変えるのである。これが、現段階における神の働きの背後にある真実である。あなたがたはこのことを理解し、物事を過度に単純化することを避けなければならない。神の働きは普通の働きとは違う。その素晴らしさと知恵は人の知性を超えている。現段階の働きにおいて、神が万物を創造することはないものの、万物を破壊することもない。代わりに、自身が創造した万物を変え、サタンに汚された万物を清める。神はこのようにして偉大な事業へと乗り出すのであり、それが神の働きの全体的な意義である

『神の出現と働き』「人が想像するほど神の働きは簡単なものか」（『言葉』第1巻）より編集


84 終わりの日に神は言葉によって人を裁き完全にする

1

この時代 神は人の命を言葉で満たすために働く

人の本性と実質

人の堕落した性質を明らかにする

また神は宗教的固定観念や封建的な思想 

そして 時代遅れな考えや

文化や知識を終わらせるために働く

これら全ては神の言葉によって明らかにされ

清められなければならない

終わりの日に

神は奇跡としるしによってではなく

言葉によって人を露わにし

裁き 懲らしめ 完全にする

そして神の言葉の中に

人は神の麗しさと神の知恵と神の性質を認識する

そして神の言葉を通して神の働きを見るのである



2

この時代 神は人の命を言葉で満たすために働く

人の本性と実質

人の堕落した性質を明らかにする

また神は 宗教的固定観念や封建的な思想

そして 時代遅れな考えや

文化や知識を終わらせるために働く

これら全ては神の言葉によって明らかにされ

清められなければならない

終わりの日に

神は奇跡としるしによってではなく

言葉によって人を露にし

裁き 懲らしめ 完全にする

そして神の言葉の中に

人は神の麗しさと神の知恵と神の性質を認識する

そして神の言葉を通して神の働きを見るのである



『神の出現と働き』「今日の神の働きを知ること」（『言葉』第1巻）より編集


85 言葉による裁きは神の権威をよりよく示す

1

終わりの日の神の業では

言葉はしるしや奇跡より強い

その権威はほかの権威を越え

人の堕落を暴く

自分で分からずに

言葉で明らかにされるなら

それに気づき、否定せず

あなたは確信する

これが言葉の権威なのだ

言葉の業によって今日達成されたもの

そう、御言葉が果たせること

つまり、しるしや癒しや

悪魔祓いだけが神の権威と力ではなく

言葉による裁きが

神の権威と全能をより明らかにするのだ



2

裁きと罰は汚れ堕落した本質を人に示し

人を完全に変えて清める

これが玉座の前に戻る資格を得る唯一の方法

言葉による裁きと罰が

人を神のものにしてくれる

言葉による裁き

その精錬と暴露を通し

人の心の観念、動機、希望

不純なもの全て露わになる

つまり、しるしや癒しや

悪魔祓いだけが神の権威と力ではなく

言葉による裁きが

神の権威と全能をより明らかにするのだ

あなたがたの得る果実は

全て言葉によりもたらされる

十字架の死や癒し、悪魔祓いだけではなく

言葉の裁きを通じ

神自身の栄光と権威は

もっとはっきりする

つまり、しるしや癒しや

悪魔祓いだけが神の権威と力ではなく

言葉による裁きが

神の権威と全能をより明らかにするのだ

つまり、しるしや癒しや

悪魔祓いだけが神の権威と力ではなく

言葉による裁きが

神の権威と全能をより明らかにするのだ



『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


86 終わりの日に神は言葉を通して全てを成し遂げる

1

終わりの日に神は肉体となり

言葉を通して全てを成し遂げ

言葉を通して全てを啓示する

彼の言葉の中でのみ人々は

彼の全てと

彼が神自身であるという事を見る事が出来る

神の言葉を話すためだけに肉体となった

神が地上に来る　

言葉だけで充分であるので

しるしはもう示される事はない

言葉によって

人は神の働きを知るようになる

神の性質と人の本質と

そして人が入るべきところを知るのである

言葉によって

神が言葉の時代に為そうとしている全ての事が

成し遂げられる

そして人は顕わにされ取り除かれ試される

神の言葉を

人々はその目で見て その耳で聞き

そして今まさに神の言葉の存在を知った

それゆえ人は

神の存在と神の全能と神の知恵を信じる

人を愛し救いたいと願う神の心も

人々は信じる



2

神の言葉が神の権威と力を示す時

古代から今この時までに

神が語った全ての事は必ず起こり

その一つひとつが為されるのである

やがて栄光が地上の神を訪れ

神の言葉はそこで崇高なるものとして統治を行う

神の口から語られる言葉は

全ての悪い人々を懲らしめ

一方で全ての正しい人々には祝福を与える

言葉によって

全てが打ち立てられ 完成される

奇蹟ではなく

言葉によって

神は全てを為し遂げ 真実をもたらす

神の国の時代を通して

神はその働きを成し遂げる為 言葉を使う

そして神は言葉によって

その働きの成果を得る

奇蹟も行わず

唯一言葉を通して神は働く



『神の出現と働き』「すべては神の言葉が達成する」（『言葉』第1巻）より編集


87 終わりの日の受肉した神は言葉で人を完全にする

1 神はおもに言葉を話すために地上に来た。あなたが関りをもつのは神の言葉である。あなたが知るのは神の言葉である。あなたが聞くのは神の言葉である。あなたが従うのは神の言葉である。あなたが経験するのは神の言葉である。そしてこの肉となった神は、人を完全にするのにおもに言葉を用いる。しるしや奇跡を示さず、イエスが過去に行った働きは特に行わない。どちらも神であるが、肉でもある。両者の職分は同一ではない。今日、神はおもに「言葉が肉において現れる」という働きを完成するために、言葉を用いて人を完全にするために、そして人が言葉による取り扱いと精錬を受け入れるように、肉になった。

2 神の言葉において、あなたは神に施され、いのちを与えられる。神の言葉において、あなたは神の働きと業を見る。神はあなたを罰し精錬するために言葉を用いる。したがって、もしあなたが苦難に会うなら、それはまた神の言葉によるものである。今日、神は事実でなく言葉を用いて働く。神の言葉があなたに届いてはじめて、聖霊はあなたの中で働きをすることができ、あなたに苦痛を感じさせたり甘美さを感じさせたりすることができる。神の言葉だけが、あなたを現実に至らせることができ、神の言葉だけが、あなたを完全にすることができる。

3 終わりの日に神が行う働きはおもに言葉を用い、すべての人を完全にし、人を導くことであることを、せめてあなたは理解しなければならない。神はその働きのすべてを言葉を通じて行なう。神はあなたを罰するために事実を用いない。時には神に抵抗する人もいる。神はあなたに大きな不快感をもたらさず、あなたの肉は罰せられず、あなたは苦痛を味わうことはない。しかし、神の言葉があなたに届き、あなたを鍛錬するようになるとただちに、それはあなたにとって耐えられないものになる。このように、神が肉となる終わりの日には、神はすべてを成し遂げ、すべてを明らかにするためにおもに言葉を用いる。

『神の出現と働き』「すべては神の言葉が達成する」（『言葉』第1巻）より編集


88 終わりの日の受肉の神はおもに言葉の業を為す

1

終わりの日

受肉の神は惠みの時代を終わらせ

人を照らし 完全にする言葉を語る

神について曖昧な観念を

人の心から取り除く言葉を

イエスは異なる働きをした

奇跡を行い病人を癒した

天の国の福音を告げた

全ての人を贖うため十字架にかけられた

ゆえに人は神は常にそうだろうと考えた

終わりの日　受肉の神は

全てを言葉で成就し啓示する

彼の言葉の中にあなたは見る

彼が何者であるのかを

そう 神であることを



2

終わりの日　受肉の神は

神についての曖昧な観念を

人の心から取り除く

神は言葉と業を通して

全ての人々の間で働く

曖昧な神を信じないよう

人が現実の神を知るように

肉となった神の言葉を通し

神は人を完成させて

全てを成就する

これは終わりの日に神が達成する成し遂げる業

終わりの日 受肉の神は

全てを言葉で成就し啓示する

彼の言葉の中にあなたは見る

彼が何者であるのかを

そう 神であることを

肉となった神は言葉だけを話す

それは彼の地上での働き

彼の言葉で神の全てを見ることができる

神は力強く謙遜で至高の方である

終わりの日 受肉の神は

全てを言葉で成就し啓示する

彼の言葉の中にあなたは見る

彼が何者であるのかを

そう 神であることを



『神の出現と働き』「今日の神の働きを知ること」（『言葉』第1巻）より編集


89 神の働きは言葉を通して成し遂げられる

1

あなたがしばらく経験を積み

神の業とその各段階について知り

神の言葉が何を実現させ

なぜ多くは果たされずにいるのかを知るなら

また明確なビジョンを持ち

これらすべてによく精通していたら

心配も不安もなく大胆に前進できる

神の働きの多くはどう成し遂げられるのか？

それは神の言葉による

神の言葉を通して全人類は精錬され

彼らの全ての観念は変わる



2

全ての苦しみ、精錬と啓示と

内なる取り扱いを神の言葉は成し遂げる

人は何ゆえ神に従うのか？

人は神が語る言葉によって従う

神の言葉は奥義に満ち

心を震わせ、人の内なる秘密を明かし

彼らが未来も過去も見通せるようにする

神の働きの多くはどう成し遂げられるのか？

それは神の言葉による

神の言葉を通して全人類は精錬され

彼らの全ての観念は変わる



3

神の言葉ゆえに人は痛みや苦しみに耐え

神の言葉によって

人は完全にされ、従い始める

人は神の言葉を受け入れるべきだ

やはり神の言葉が人を完全にする

または精錬する鍵だ

これこそ人が知るべき神の業とビジョンだ

神の働きの多くはどう成し遂げられるのか？

それは神の言葉による

神の言葉を通して全人類は精錬され

彼らの全ての観念は変わる

彼らの全ての観念は変わる

Oh、彼らの観念は変わる



『神の出現と働き』「神を知る者だけが神に証しをすることができる」（『言葉』第1巻）より編集


90 神の言葉は権威と裁き

多くの人はわたしの言葉を

ただの言葉だと無視して

事実でないと思っている

彼らは盲目だ

わたしが忠実なる神自身であると知らないのか？

わたしの言葉と事実は同時に起こる

それはほんとうに真実ではないのか？

誰もわたしの裁きや威厳を変えられない

それはわたしの行政命令の一つの側面であり

わたしが見守るすべての人を裁くための方法だ

わたしが万物を創造したとき

世界を滅ぼすとき

長子たちを完全にすることを選ぶとき

そのすべてはわたしの一つの言葉により成就される

わたしの言葉は裁きと権威そのものだからだ

わたしの目にはすべての人や物が映る

それらはわたしの裁きの下にあるので

勝手にする人や物はなく

すべてはわたしの言葉に従って

行わなければならない

わたしの言葉を疑いけなす者は

滅ぼされ地獄に落ちる

すべてに言葉を使い

指一本動かすことはない

これこそがわたしの全能を明らかにする

わたしが万物を創造したとき

世界を滅ぼすとき

長子たちを完全にすることを選ぶとき

そのすべてはわたしの一つの言葉により成就される

わたしの言葉は裁きと権威そのものだからだ

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第百三章」（『言葉』第1巻）より編集


91 終わりの日の働きは主に人間にいのちを与えるため

1 この最後の段階の働きにおいて、成果は言葉によって達成される。人は言葉を通じ、多くの奥義や、過去の世代を通じて神が行なってきた働きを理解するようになる。人は言葉を通じて聖霊に啓かれ、過去の世代が解明し得なかった奥義、昔の預言者たちや使徒たちの働き、そして彼らの働きの原則を理解するようになる。人は言葉を通じて神自身の性質を理解するようになると同時に、人の不従順や反抗心を理解し、自分の本質を認識するようになる。これらの働きの段階と、語られたすべての言葉を通じ、人は霊の働き、神の受肉した肉体の働きを知り、さらにはその性質全体を知るようになる。

2 六千年以上にわたる神の経営の働きについても、あなたはそれに関する認識を言葉によって得た。自分の以前の観念を知ったのも、それを脇にのけることができたのも、言葉を通じてではなかったのか。前の段階で、イエスはしるしや不思議の働きを行なったが、この段階にしるしや不思議はない。なぜ神がしるしや不思議を示さないのかという理解も、言葉を通じて得られたのではないのか。よって、この段階で語られる言葉はかつての世代の使徒たちや預言者たちによってなされた働きを越えている。預言者たちによる預言でさえも、このような成果を挙げることはできなかった。この段階で語られる言葉には預言と真理があるものの、それらはおもに人にいのちを授けるためのものである。

『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


92 終わりの日、神は言葉を通してすべてを成し遂げる

1 働きのこの段階はあなたに対し、ヤーウェの律法とイエスの贖いを明確にするだろう。この働きはおもに、あなたが神の六千年にわたる経営（救いの）計画の全体像を理解し、六千年の経営計画の意義と本質をすべて理解し、イエスによってなされたすべての働きとイエスが語った言葉の目的、そして聖書に対するあなたの盲目的な信頼と崇拝さえも理解するためである。それにより、あなたはそのすべてを完全に理解できるだろう。イエスによってなされた働きと今日の神の働きの両方を理解するようになるだろう。すべての真理、いのち、そして道を理解し、目の当たりにするだろう。

2 イエスによってなされた働きの段階で、イエスはなぜ締めくくりの働きを行なわずに去ったのだろうか。それは、イエスによる働きの段階が完了の働きではなかったからである。イエスが十字架に釘付けにされたとき、イエスの言葉もまた終わりを迎えた。磔刑の後、イエスの働きは完全に終わったのである。現段階は違う。言葉が最後まで語られ、神の働きの全体が完了したあと、そこでようやく神の働きは終わる。イエスによる働きの段階の期間、多くの言葉が語られないままだったか、あるいは明確に述べられなかった。しかしイエスの職分は言葉による職分ではなかったため、イエスは自分が何を語って何を語らなかったかは気にかけず、そのため、十字架にかけられた後に去って行った。この現段階の働きは、基本的には完了すること、片づけること、そしてすべての働きを終結させるためのものである。もし言葉が最後の最後まで語られないなら、この働きを終える術はないだろう。この段階の働きにおいて、すべての働きは言葉を用いて終わり、達成されるからである。

3 最終的に、この現段階は神の働きを完全に終わらせ、その終結をもたらすだろう。すべての人が神の経営計画を理解し、知るようになるだろう。人の中にある観念、意図、間違った理解、ヤーウェとイエスの働きに関する観念、異邦人についての見方、そしてその他の逸脱と間違いは正されるだろう。そして人は人生の正しい道、神によってなされた働き、および真理をすべて理解するだろう。そうなったとき、この段階の働きは終わりを迎える。

『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（２）」（『言葉』第1巻）より編集


93 神の国の時代に言葉はすべてを成し遂げる

1 神の国の時代、神は言葉を用いて新たな時代の到来を知らせ、その働きの方法を変え、その時代全体の働きを行う。これが言葉の時代における神の働きの原則である。神はさまざまな視点から語るために肉となって、肉に現れた言葉である神を人間が真に目のあたりにし、神の知恵と驚くべき素晴らしさを目にできるようにした。このような働きは人間を征服し、完全にし、淘汰するという目的をより効果的に達成するために行われており、それが言葉の時代に言葉を用いて働きを行うことの真の意味なのである。

2 こうした言葉を通して、人々は神の働き、神の性質、人間の本質、そして人間が何に入るべきかを知るようになる。言葉を通して、神が言葉の時代に行おうとしている働きの全体が実を結ぶのだ。こうした言葉を通して、人間は明らかにされ、淘汰され、試される。人々は神の言葉を目にし、その言葉を聞き、その言葉の存在を認識した。その結果、人間は神の存在、神の全能性と知恵、そして神の人間への愛と、人間を救いたいという願望とを信じるようになった。「言葉」という語は単純でごく普通かもしれないが、受肉した神の口から出る言葉は宇宙全体を揺るがし、人々の心を変革し、人々の観念と古い性質を変革し、世界全体の古い現れ方を変革する。

3 多くの時代の中で、今日の神だけがこのように働いてきており、そして今日の神だけがこのように語り、このように人間を救いに来る。これ以降、人間は言葉の導きの下に生き、神の言葉により牧され、施しを受けることになる。人々は神の言葉の世界で、神の言葉の呪いと祝福の内に生きている。そしてさらに多くの人々が、神の言葉の裁きと刑罰との下に生きるようになっている。これらの言葉とこの働きはすべて人間の救いのため、神の旨を成就するため、そして過去の創造による世界の元来の状況を変えるためである。神は言葉をもって世界を創造し、言葉をもって全宇宙の人々を導き、言葉をもって彼らを征服し救う。そして最終的に、神は言葉をもって古い世界全体を終わらせ、その経営（救いの）計画全体を完了させる。

『神の出現と働き』「神の国の時代は言葉の時代である」（『言葉』第1巻）より編集


94 神の国の時代には神は言葉によって人を完全にする

1

この時代に神は

皆が神の真理を実行し

神の言葉によって生き

心を尽くして神を愛することを

あなたたちの中で実現する

神の言葉は生活の基盤ゆえ

皆神を畏れ

神の言葉に従い

共に支配し治める事を実現する

神の言葉のみ人に命を与える

実践の道を指し示しながら

神の言葉のみ人に光をもたらす

神の国の時代にはこれがより現実のものとなる



2

神の言葉、それは人を治め

そして食物であり、力である

それを食べると気分が良くなり

食べないと行き先を失う

「人はパンだけでなく

神の口から出る言葉によって生きる」と

聖書にあるように

神は今あなたの中でこれを実現する

神の言葉のみ人に命を与える

実践の道を指し示しながら

神の言葉のみ人に光をもたらす

神の国の時代にはこれがより現実のものとなる

この時代では

神がおもに言葉によって全てを治める

人々は裁かれ完全にされ

神の国に入ることができる

全ては神の言葉のおかげで

神の言葉のみ人に命を与える

実践の道を指し示しながら

神の言葉のみ人に光をもたらす

神の国の時代にはこれがより現実のものとなる

日々神の言葉を飲み、そして食べよ

その中の真理から離れなければ

あなたは完全にされる



『神の出現と働き』「神の国の時代は言葉の時代である」（『言葉』第1巻）より編集


95 言葉が肉において現れることの実際の意義

「初めに言があった。言は神と共にあった。言は神であった。そして言は肉となった」。

1 神の国の時代には、肉となった神は、神を信ずるすべての人たちを征服するために、言葉を用いる。これが、「言葉が肉において現れる」ということである。神は、この働きをするために終わりの日にやって来た。つまり、神は、言葉が肉において現れることの実際の意義を成し遂げるためにやって来た。神は言葉を話すだけであり、事実の到来は稀である。これがまさに、言葉が肉において現れることの実質である。そして肉となった神が自身の言葉を話すとき、これが肉における言葉の出現であり、肉へ入り来る言葉である。

2 このこと（言葉が肉において現れるという働き）が、終わりの日に神が成し遂げるだろう働きであり、自身の全経営計画の最終章である。したがって、神は地上に来て、肉の中で自身の言葉を表さなければならない。今日行われること、未来において行われるであろうこと、神によって成し遂げられるであろうこと、人の終着点、救われるであろう人々、滅ぼされるであろう人々、等々、最後に成し遂げられるべきこのような働きはすべて、明確に述べられてきた。そしてこれらはすべて、言葉が肉において現れることの実際の意義を成し遂げることを目的にしている。

3 かつて発行された行政命令や憲法、滅ぼされるであろう人々、安息へ入るであろう人々、これらの言葉はすべて成就されなければならない。これが、終わりの日を通じて、肉となった神によっておもに成し遂げられた働きである。神は、神によって運命づけられた人々はどこに属し、運命づけられない人々はどこに属するか、神の民や息子たちはどのように分類されるか、イスラエルに何が起こるか、エジプトに何が起こるかを人々に理解させる。未来には、これらの言葉のすべてが成し遂げられる。神の働きの歩調は加速している。神は、あらゆる時代に何がなされるべきか、肉となった神によって終わりの日に何が行われるよう予定されているか、そして行われるべき神の職分が何であるかを、人に明らかにするための手段として言葉を用いる。これらの言葉はすべて、言葉が肉において現れることの実際の意義を成し遂げるためのものである。

『神の出現と働き』「すべては神の言葉が達成する」（『言葉』第1巻）より編集


96 言葉の働きを通して人々は神をよりよく知る

1

終わりの日の神は

しるしや奇跡で押さえつけたり説得したりしない

神はおもに言葉により人を完全にする

しるしや奇跡は神の力を説明できないから

しるしと奇跡だけでは

神の実在性を明らかに出来ず

人を完全にもできない

神は言葉で人を潤し、牧し、従順にさせ

人が神を知るようにする

これが業と言葉の目的

それは精錬、取扱い、刈り込み

言葉による満たしなど

違う視点で語り人を完全にし

業と知恵と奇しさの認識を更に与える



2

今日なされる神の業は実際の業であり

何のしるしも奇跡もない

なぜならそれらは神の実際の業を混乱させ

なすことができなくなるからである

人を完全にするため

言葉と同時にしるしや奇跡を示せば

信仰が本物か分かるだろうか？

だから神はそうしない

人間は宗教でいっぱいだ

人の宗教的観念と非現実的な事柄を取り除き

神の現実を教えるため

抽象的で空想的な

実在しない神のイメージを除くため

神は終わりの日に来た

だから今、唯一大切なのは

現実の認識をもつことだ

神への信仰において真理を探究し

しるしや奇跡よりも、いのちを求める

神を信じる者はみなそれを目指すべきだ



『神の出現と働き』「すべては神の言葉が達成する」（『言葉』第1巻）より編集


97 神は終わりの日に言葉を用いて全宇宙を征服する

1

人々には神の働きが多くはないと見えるかもしれないが

もし神が言葉を発すれば

人々は納得し唖然とするだろう



2

彼らは事実がないと叫び声を上げるが

神の言葉で静まりかえる

ある事実を達成することが

長い間神が持っていた計画である

地上に神の言葉が来るという事実を神は成し遂げる

神は肉を通してではなく

言葉を用いて宇宙を征服する

肉により語った言葉を通して

神は全世界を征服する

これこそが言葉が肉となり

言葉が肉として現れることである



3

千年神の国が到来し

新しいエルサレムが降臨する

それは神の言葉が天からやって来て

人の間に住むことである



4

人の行動と深い思いの全てに神の言葉が伴うことが

神の完成させることであり

それは神の国の素晴らしい光景となる

これは神が定めた計画である

千年に渡り神の言葉が現れ

すべての業を明らかにし

地上でのすべての働きを完成させ

その後人類のこの段階はついに終わるだろう

終わるだろう！

地上に神の言葉が来るという事実を神は成し遂げる

神は肉を通してではなく

言葉を用いて宇宙を征服する

肉により語った言葉を通して

神は全世界を征服する

これこそが言葉が肉となり

言葉が肉として現れることである



『神の出現と働き』「千年神の国が到来した」（『言葉』第1巻）より編集


98 誰も神の言葉から離れられない

1 将来の方向性は次のようになる。神の口から言葉を得る者は、地上で歩むべき道を知っており、ビジネスマンや科学者であれ、あるいは教育者や実業家であれ、神の言葉のない人には、一歩進むことさえ難しく、彼らは真の道を求めることを余儀なくされるだろう。「真理とともに世界中を歩む。真理なくしては、どこへも至ることができない」とはこのことを言うのである。事実はこうである。神は道（つまり神の言葉全て）で全宇宙を支配し、人を治め征服する。聖霊は人々に感覚を与える。神の言葉を読んだ後、人々の心は揺るがず、安らかであり、一方で神の言葉を得ない人は虚しさを感じる。これは神の言葉の力である。人々はそれらを読まねばならない。読後には豊かになり、神の言葉を読むことは人々に力を与える。それらを読まなければ、物憂げになるが、読後は直ちに「病床」から立ち上がる。これが、神の言葉が地上で力をふるい、神が地上で支配するということである。

2 一部の人は立ち去りたがるか、神の仕事にうんざりしている。それでも彼らが神の言葉から離れることはできない。人々がどれほど弱いものであっても、神の言葉によって生きなくてはならず、どんなに反抗的であっても、あえて神の言葉から離れようとはしない。神の言葉が真にその力を示すときは、神が支配し、権力を行使するときであり、このように神は働く。結局のところこれが、神が仕事を行う手段であり、誰もそれを離れることはできない。神の言葉は無数の家に広がり、すべてのものに知られるようになり、このようにしてのみ、神の仕事は全宇宙に広まる。神の栄光の日に、神の言葉はその力と権威を示すだろう。大昔から今日まで神が語ってきたすべての言葉が成就し、現実となるだろう。このようにして、栄光は地上で神のものとなる。つまり、神の言葉が地上で全てを支配するようになる。

『神の出現と働き』「千年神の国が到来した」（『言葉』第1巻）より編集


99 すべては神の言葉で成就する

すべては神の言葉で成就する

神が実行する働きに誰も加わることはできず

それをなすこともできない



1

神は全地の空気をきれいにし

地上から悪霊どもを消し去る

神は赤い竜のいる場所で刑罰を始めた

神の刑罰が宇宙全体に降りかかるのが見える

赤い竜とけがれた霊は逃げられない

神が全地を見張っているから

すべては神の言葉で成就する

神が実行する働きに誰も加わることはできず

それをなすこともできない



2

地上での神の働きが完成し

裁きの時が終わりを迎えると

神は赤い大きな竜を正式に罰する

神の民は竜に対する刑罰を見て賛美し

神の義のゆえに

その聖なる名をとこしえに誉め讃えるだろう

よってあなたは正式に本分を尽くし

全地で永遠に神を賛美するだろう

すべては神の言葉で成就する

神が実行する働きに誰も加わることはできず

それをなすこともできない



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十八章」（『言葉』第1巻）より編集


100 神は創造物をもとの状態に回復する

1 わたしの話が深くなる中で、わたしはまた宇宙のありさまも見ている。わたしの言葉によって、無数の被造物がみな新たになる。天は変わり、地も変わる。人間は本来の形を現し、ゆっくりと、それぞれ同じ種類のものたちと共に、それと知らぬ間に家族のもとに戻っていく。そこで、わたしは大いに喜ぶだろう。わたしは妨げられることなく、わたしの大いなる働きは知らぬ間に成し遂げられ、無数の被造物は変化する。わたしが世界を創ったとき、わたしはすべてのものをそれぞれに創った。すべての形あるものをそれぞれの種類に集まるようにした。わたしの経営（救いの）計画が終わりに近づくと、天地創造当初の状態を回復させ、すべてを本来の姿に戻す。すべては大きく変わり、すべてはわたしの計画の内に戻る。時は来た。わたしの計画の最後の段階が終わろうとしている。ああ、不浄な古き世界。必ずや、わたしの言葉に倒れる。必ずや、わたしの計画で無になる。ああ、無数の被造物たち。あなたがたは、みな、わたしの言葉の内で新たないのちを得る。あなたがたには主を持つのだ。ああ、純粋でしみ一つない新たな世界。必ずやわたしの栄光の中でよみがえる。ああ、シオンの山よ。もはや沈黙するな。わたしは勝利の内に帰ってきた。被造物の中から、わたしは全地を調べる。地上で、人間たちは新たな生活を始め、新たな希望を得た。

2 ああ、わが民よ。どうして、あなたがたがわたしの光の中で復活しないでいられようか。どうして、あなたがたがわたしの導きの下、喜びに跳ね上がらないことがあろうか。地は歓喜の声を上げ、水は楽しい笑い声を響かせる。ああ、よみがえったイスラエルよ。わたしの定めをどうして誇りに感じないことがあろう。誰が泣いたのか。誰がうめき声を上げたのか。かつてのイスラエルは、もうない。そして、今日のイスラエルは立ち上がった、塔のようにまっすぐに、この世に、すべての人間の心の中に立ち上がった。今日のイスラエルは必ずや、わが民を通じて存在の源を得る。ああ、忌まわしいエジプトよ。まことに、もうわたしに敵対はしないだろう。どうしてわたしの憐れみを利用してわたしの刑罰を免れようとするのか。どうしてわたしの刑罰の内に存在できないのか。わたしの愛する者はみな、必ず永遠に生き、わたしに敵対する者はみな、必ず永遠に刑罰を受ける。わたしはねたみ深い神だから、わたしは人間の行いを軽々しく赦さない。わたしは地上すべてを観察し、世界の東に義と威厳、怒り、刑罰をもって現れ、すべての人間たちにわたしを現す。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十六章」（『言葉』第1巻）より編集


101 神の救いの業の目的

1

神には6000年に渡る救いの計画があり

それは３つの段階に分かれている

律法の時代

次に恵みの時代

そして最後の段階は神の国の時代と呼ばれている

それぞれの段階で神の業は違うが

全ては人類に必要であり

神と戦う サタンの企みに対処するもの

神の業の目的は神の知恵と全能を現し

サタンの企みを暴き打破すること

そしてサタンの支配から人を救うこと



2

神の知恵と全能を現し

サタンの堕落を暴き

創られたものに善悪を教えること

万物の支配者は神であると知り

サタンは人の敵であり

邪悪で堕落した者だと分かること

そうすれば人は善と悪

真理と偽り 聖さと穢れ

偉大なものと下劣なものを

区別することができる

神の業の目的は神の知恵と全能を現し

サタンの企みを暴き打破すること

そしてサタンの支配から人を救うこと

無知な人類に神を証しさせよ！

人を堕落させたのは神ではなく

神のみが全てを与え救うことができる

これは神が万物の支配者であり

サタンは神の創造物の一つで

神に歯向かうものだと知るため



3

神の計画が３つの段階に分かれているのは

神の創造物を証し人とし

神の意志と神が真理であることを知らせるため

神の業の目的は神の知恵と全能を現し

サタンの企みを暴き打破すること

そしてサタンの支配から人を救うこと



『神の出現と働き』「贖いの時代における働きの内幕」（『言葉』第1巻）より編集


102 神の働きの三段階が人類をすっかり救った

1 神の経営の六千年の働きは、律法の時代、恵みの時代、神の国の時代というように三段階に分かれている。これら三段階の働きはすべて人類の救いのためである。すなわち、それらはサタンによってひどく堕落させられてきた人類の救いのためである。けれども、それは同時に、神がサタンと戦うためでもある。したがって、ちょうど救いの働きが三段階に分かれているように、サタンとの戦いも三段階に分かれおり、この二つの側面の神の働きが同時に行われる。サタンとの戦いは実際、人類の救いのためであり、また、人類の救いの働きは一つの段階ではうまく完成できるものではないから、サタンとの戦いもまた段階と期間に分けられている。そして戦いは、人間の必要とサタンによる人間の堕落の程度に応じて、サタンに対して遂行される。

2 人の救いの働きは三段階で実行された。すなわち、サタンとの戦いは、サタンが完全に打ち負かされる前に三段階に分割されたということである。しかし、サタンとの戦いにおける全ての働きに秘められた真理は、人に恵みを施し、人の罪祭となり、人の罪を赦し、人を征服し、人を完全にするといういくつかの段階を通してその効果が達成されるということである。サタンとの戦いは、サタンに武器を持って立ち向かうものではなく、人の救い、人のいのちへの働き、人の性質を変えることであり、それにより人が神を証しすることである。サタンはこのようにして打ち負かされるのである。人の堕落した性質を変えることを通してサタンは打ち負かされる。サタンが敗北すると、つまり、人が完全に救われると、そのとき辱めを受けたサタンは完全に縛られ、こうして人は完全に救われることになる。

3 ゆえに、人の救いの実質はサタンとの戦いであり、サタンとの戦いはおもに人の救いに反映される。人が征服される終わりの日の段階は、サタンとの戦いの最終段階であり、また、人をサタンの領域から完全に救う働きでもある。もし人がサタンの影響や束縛から自由になると、サタンは辱められ、人は最終的に取り戻され、サタンは打ち負かされるであろう。そして人はサタンの暗闇の影響から解放されたので、人はこのすべての戦いの戦利品となり、この戦いが終わるとサタンは懲罰の対象となるそのとき、人類を救う働きのすべてが完了するのである。

『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


103 人間を救う働きとはサタンを打ち破る働きである

1

裁きであれ刑罰であれ

神の全ての働きは人間を救い

サタンを打ち破るためである

その目的は最後までサタンと戦うことである

サタンに勝利するまで神は休むことがない

なぜなら神の働きはサタンに向けられ

堕落した者はサタンの支配のもとにあるからである

神がサタンとの戦いを始めず

人がサタンと決別しないなら

人は神のものにならない

人がサタンの虜となり

神のものにならないなら

サタンが打ち負かされた証拠にならず

敗北しなかったことになる

神の六千年にわたる働きの本質とは

赤い大きな竜との戦いであり

人を救う働きもまた

サタンを打ち負かす働きである



2

神は人を新しい領域に連れて行くために

六千年に渡り戦い働いてきた

サタンが打ち負かされると人は完全に自由になる

それぞれの段階は実際の人の必要に適っているので

神はサタンを倒せる

神は救いの計画において

第一段階では律法の働き

第二段階では恵みの時代の働きを為し

第三段階では人類を征服する

この働きはサタンが人を堕落させた度合いにより為され

その目的はサタンを打ち負かすこと

この三段階はそのためにある

神の六千年にわたる働きの本質とは

赤い大きな竜との戦いであり

人を救う働きもまた

サタンを打ち負かす働きである



『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


104 神のものとされた人々は永遠の祝福を楽しむ

1 わたしの働きは六千年しか続かない。そしてわたしは、悪い者による全人類の支配もまた六千年より長くは続かないと約束した。それゆえもうその時は来ている。わたしはこれ以上続けたり遅らせたりはしない。終わりの日に、わたしはサタンを打ち負かし、わたしの栄光をすべて取り戻し、わたしに属する地上のすべての魂を取り戻して、これらの苦悩する魂が苦しみの海から逃れられるようにする。これにより地上におけるわたしの働きがすべて完了するのである。これより後、わたしは地上で再び受肉することは決してなく、すべてを支配するわたしの霊が地上で働くことは二度とない。わたしが地上で行うのはただひとつ、わたしは人類を、聖なる人類に造り直す。それは地上におけるわたしの忠実な都である。

2 しかし、わたしは世界全体を滅ぼしたり、人類すべてを滅ぼしたりはしないことを知るべきである。わたしはその人類の残りの三分の一、わたしを愛し、完全にわたしに征服された人類の三分の一を保ち、イスラエル人が律法の下でそうであったように、この三分の一を、多くの羊と家畜、そして地のすべての豊かさにより育み、繁栄させる。この人類はわたしのもとに永遠にとどまるであろう。ただし、それは現在のどうしようもなく汚れた人類ではなく、わたしに得られたすべての人々の群としての人類である。このような人類はサタンにより破壊され、混乱させられ、包囲攻撃されることはなく、わたしがサタンに勝利した後も地上に存在する唯一の人類となる。それは今日わたしに征服され、わたしの約束を得た人類である。

3 それゆえ、終わりの日に征服された人類は、残され永遠に続くわたしの恵みを受ける人類でもある。これはサタンに対するわたしの勝利の唯一の証拠であり、サタンとの戦いの唯一の戦利品である。これらの戦利品はサタンの支配下からわたしにより救われたのであり、わたしの六千年にわたる経営計画の唯一の結晶であり実りである。彼らはあらゆる国家と教派から、また全宇宙のあらゆる場所と国から来る。彼らはさまざまな民族、さまざまな言語、風習、肌の色の者であり、地球のあらゆる国家と教派、そして世界の隅々にまで広がっている。最終的に、彼らは完全な人類、サタンの勢力が及ばない人間の集団を形成するために集まって来る。

『神の出現と働き』「血肉に属する者は誰も怒りの日から逃れられない」（『言葉』第1巻）より編集


105 働きの三段階は神の人類経営についてすべてを伝える

1

人類を経営する神の働きは三段階あり

人を救う働きも三段階となる

神の創世の働きは含まれず

これは律法、恵み、神の国の時代という三段階だ

働きの三段階は神による人類経営の内幕であり

全宇宙の福音の到来で

人類における最大の奥義

福音伝道の基盤でもある



2

創世の働きは人類を形成するもので

人類を救うためではなかった

世界が創られたとき

人類はサタンに堕落させられておらず

人類を救う必要がなかった

働きの三段階は神による人類経営の内幕であり

全宇宙の福音の到来で

人類における最大の奥義

福音伝道の基盤でもある



3

神による人類の経営は創世の働きからでなく

人類を救う働きから始まった

人が堕落した性質を持ったとき初めて

人類経営の働きが形を為した

働きの三段階は神による人類経営の内幕であり

全宇宙の福音の到来で

人類における最大の奥義

福音伝道の基盤でもある

人類経営は四つの段階や時代ではなく

三つからなる

これが唯一正しい表現だ

最後の時代が終わると

人類経営の働きも終わり

人を救う働きが完了して

人の旅も終わる

人は被造物として神に造られたことや

堕落の源と救われる方法を知らねばならない

いのちの単純な真理に集中して

この奥義に気づかないなら

いのちはただの飾りにすぎず

傷ついたものではないか？

働きの三段階は神による人類経営の内幕であり

全宇宙の福音の到来で

人類における最大の奥義

福音伝道の基盤でもある

福音伝道の基盤でもある



『神の出現と働き』「神の三段階の働きを認識することは、神を認識する道である」（『言葉』第1巻）より編集


106 神の代わりにその働きをできる者はいない

1

神は自ら、経営計画を為す

第一に世界を創った

人を造れたのは神だけ

第二に彼らを贖った

その計画を遂げたのは神だけ

第三に全ての業を終える

代わりなどいない、終始ずっと

神だけが為せる その働きを

唯一神が異なる地や時代に業を為した

人が知るべき、最も偉大なビジョン

神にしかできない

神にしかできない

神にしかできない



2

神は自ら人を経営する

贖い、征服し、完全にする 人を

サタンを打ち、人を獲得し

正しい生活を与える そのために

人の間で働き導く

神自ら経営するべきだ

代わりなどいない、終始ずっと

神だけが為せる その働きを

唯一神が異なる地や時代に業を為した

人が知るべき、最も偉大なビジョン

神にしかできない、神に

ヤーウェは人を造り、分類した

終わりの日にも全てを分類する

誰も神に代われない

神の導きを示す３段階が

実現するとみな神の権威に伏す

代わりなどいない、終始ずっと

神だけ為せる その働きを

唯一神が異なる地や時代に業を為した

人が知るべき、最も偉大なビジョン

神にしかできない

神だけの働きだ



『神の出現と働き』「神の三段階の働きを認識することは、神を認識する道である」（『言葉』第1巻）より編集


107 唯一の神が行う三段階の働き

1

神の性質は全て

恵みの時代や律法の時代 終わりの日だけでなく

六千年の救いの計画により明らかにされた

終わりの日の働きは裁き 怒り 刑罰だ



2

終わりの日の働きは

律法の時代や恵みの時代の働きと替えられないが

この三つは結びつき一体となる

これらは神が別々の時代に行ったことだ

始まりは律法の時代の働き

贖いは恵みの時代の働き

そして終わりの日の働きが全てを締めくくる

異なる時代 異なる場所の三段階の働きは

唯一の神と一つの霊の働きであり

それらを分割する者は神に敵対する者だ



3

ヤーウェからイエス

そして今に至るまでの三段階は

切れない一本の糸のように

神の救いの計画の全域に及び

全て一つの霊により行われる働きだ

世界の創造以来

神はいつも人間を導いてきた

神は始めであり終わりであり

神は最初であり最後であり

神によって一つの時代が始まりそして終わる

始まりは律法の時代の働き

贖いは恵みの時代の働き

そして終わりの日の働きが全てを締めくくる

異なる時代 異なる場所の三段階の働きは

唯一の神と一つの霊の働きであり

それらを分割する者は神に敵対する者だ



『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


108 働きの三段階は神の救いを完全に表す

1 三つの段階の働きは、神の経営全体の核心にあるもので、その三つの段階の中に、神の性質、そして神であるものが表されているのである。神の三段階の働きを知らない者は、神がどのようにしてその性質を表現するかを理解できないだけでなく、神の働きの英知も知らず、そして神が人類を救う様々なやり方や、人類全体に対する神の心を知らないままでいる。三つの段階の働きは、人類を救う働きの完全な表明といえる。三つの段階の働きを知らない人々は、聖霊の働きの様々な手段や原則を知らないままでいる。

2 つまり、一つの段階の働きからそのまま残っている教義に厳格にこだわる人々は、神を教義に限定する人たちであり、神に対する彼らの信仰は曖昧で不確かである。そのような人たちは、決して神の救いを得ることがないだろう。神の三段階の働きだけが神の性質の全てを余すところなく表せるのであり、人類全体を救う神の意図、そして人類の救いの全過程を完全に示すことができるのである。これは、神がサタンを打ち負かし人類を取り戻したということの証拠であり、神の勝利の証拠であり、そして神の性質全体の表明でもある。

『神の出現と働き』「神の三段階の働きを認識することは、神を認識する道である」（『言葉』第1巻）より編集


109 救いの働きのすべて

1 三つの段階の働きは、神の働きすべての記録であり、神の人類の救いの記録であり、そしてそれは架空のものではない。もしあなたがたが、神の性質全体を認識することを真剣に追い求めるのであれば、神によって為された働きの三段階を知らなければならず、しかもどの段階も欠けてはならない。これは神を知ろうと努力する人たちが達成しなければならない最低限のことである。人は思いつきのように独自で本当に神を知ることはできない。それは人が自分で想像できるものでもなければ、聖霊が特定の人に特別に恩恵を授けた結果でもない。むしろそれは、人が神の働きを経験した後に得る認識であり、神の働きの事実を経験した後にだけ訪れる神に対する認識なのである。そのような認識は、ふと思いついて得ることはできないし、教えられるものでもない。それは完全に個人的な体験に関係することなのだ。

2 これらの三つの段階の働きの核心には、神の人に対する救いが在るが、この救いの働きの中には幾つかの働き方と、神の性質を表す手段が含まれている。これは、人がもっとも識別し難いことであり、また理解するのが難しいことである。時代の区分、神の働きの変化、働きの場所の変化、この働きの受益者の変化等、これら全てが三つの段階の働きに含まれている。特に、聖霊の働き方の違い、神の性質、姿、名前、身分、その他の変化など、これら全てが三つの段階の働きの一部である。三つの段階の働きが人類を救う神の働きの全てなのだ。人は、人類を救う働きの中で、神の働き、そして神の性質を認識しなければならず、この事実なしには、あなたの神に対する認識は、ただ無意味な言葉でしかなく、机上の空論にすぎない。

『神の出現と働き』「神の三段階の働きを認識することは、神を認識する道である」（『言葉』第1巻）より編集


110 神の三段階の働きの内なる真実

1 神の三段階の働きの最初のものは、霊が直接行ったもので、肉によるものではなかった。しかしながら、神による働きの三段階のうち、最後の働きは受肉した神が行うもので、霊が直接行うものではない。中間段階の贖いの働きもまた、神が受肉して行った。全経営計画を通して、最も重要な働きは人間をサタンの影響から救う働きである。重要な働きは堕落した人間を完全に征服することで、それによって、征服された人間の心に本来あった神への畏敬の念を回復し、正常な生き方ができるようにする。つまり、神の被造物として正常な生き方ができるようにするのだ。この働きは最も重要なもので、経営の働きの核心である。

2 この二つの段階は全経営の計画の中でまことに重要なものであるため、神が受肉してこの二つの段階を実行する。こう言ってもいいだろう――神の二回の受肉の働きがなければ、経営の計画全体は停止し、人類の救いの働きは空虚な言葉でしかなかっただろう。この働きが重要であるかどうかは、人間の必要、人間の堕落の現実の状態、サタンの甚だしい不服従、それが働きを妨げている程度による。この任務にふさわしい者は、それが行う働きの性質とその働きの重要性によって決まる。

3 各段階の働きには意味と根拠がある。それらは根拠のない想像ではなく、また、恣意的に行われたことでもない。そこにはある種の知恵が働いている。それが神の働きの背後にある真実である。霊の働きであろうと、受肉した神の働きであろうと、いずれも神の働きの計画を含んでいる。神は無意味に働きをせず、取るに足りない働きもしない。霊が直接働く時、神の目的を伴っている。神が働きのために人間になるときは、それ以上に目的があってのことである。そうでなければ、どうして進んで身分を変えるだろう。そうでなくて、どうして進んで卑しくみなされ迫害される人になるのか。

『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


111 神は六千年に及ぶ救いの計画における支配者である

1 神は初めであり終わりである。神の働きを始動させるのは神自身なのだから、前の時代を終わらせるのも神自身でなければならない。それは、神がサタンを打ち負かし、世界を征服する証拠である。神自身が人々のもとで働くたび、それは新しい戦いの始まりとなる。新しい働きの始まりがなければ、当然古い働きの終わりもない。そして古い働きの終わりがなければ、サタンとの戦いがまだ終結していないことを証明している。神自身が来て人のあいだで新しい働きを実行して初めて、人は完全にサタンの支配から自由になり、新しい生活、新しい始まりを得ることができる。そうでなければ、人は永遠に古い時代に生き、永遠にサタンの古い影響下で生きることになる。

2 神の働きは神自身によってなされる。神の働きを始動させるのは神であり、それを終わらせるのも神である。働きを計画し、経営するのも神であり、それ以上に、働きを結実させるのも神である。聖書に、「わたしは初めであり、終わりである。蒔く者であり、刈る者である」と書かれている通りである。神の経営の働きに関連することはすべて神自身によって行なわれる。神は六千年にわたる経営計画の支配者で、誰も神の代わりにその働きを行なうことはできず、神の働きを終わらせられる者もいない。なぜなら、すべてをその手に掌握しているのは神だからである。世界を創造した神は、全世界が神の光の中に生きるよう導き、全時代を終わらせ、それにより自身の計画をすべて成就させるだろう。

『神の出現と働き』「受肉の奥義（１）」（『言葉』第1巻）より編集


112 神は始まりであり、終わりである

1

新たな時代を迎えるために

神は敢えて肉となると同時に

新たな時代を迎える時

その前の時代を終わらせた

神は始まりであり終わりである

神の業を行うのは神自身であり

前の時代を終わらせたのも神自身である

それはサタンに勝利して世界を征服した証拠である

神が人の中で業を行う時

それは新たな戦いの始まりである

新たな業の始まりが無ければ

それ以前の時代の終わりはない

前の時代の終わりが無いことは

サタンとの戦いがまだ終わっていないことの証である

神は始まりであり

終わりであり

また種まく者であり

刈り取る者である



2

神自身が人の間に来て

新たな業を行うことで

人はサタンの領域から解放され

新たな生活と新たな始まりを得ることができる

さもなければ人は永遠に以前の時代に

そして以前のサタンによる影響の下で@永遠に生きるだろう

サタンによる影響の下で

神が導くすべての時代において

人は部分的に解放され

そして人間は神の働きとともに

新たな時代へと進んでゆく

神の勝利は一つの勝利であり

神に従うすべての者にとって一つの勝利である

神は始まりであり

終わりであり

また種まく者であり

刈り取る者である



『神の出現と働き』「受肉の奥義（１）」（『言葉』第1巻）より編集


113 人を救う神の働きの意義

1

神の救いは神を礼拝し従う人を得るため

サタンにより堕落したが

父と呼ばない もう二度と

人はサタンの忌わしさを知っているから

サタンを拒め

サタンを拒め

人は受け入れる 神の前で罰と裁きを

人は知っている

どちらが忌わしくまた聖いのかを

神の偉大さとサタンの邪悪さを



2

このような人類は

サタンのため骨を折ることも礼拝することもない

何も捧げない もう二度と

なぜなら、真に神のものとされた人たち

神が得た人たちだから

これが神が人間を救う意義

なぜなら、真に神のものとされた人たち

神が獲得した人たちだから

これが神が人間を救う意義



3

神が支配する今

サタンのねらいは人の堕落

人が神の救いの対象で

神とサタンの戦いは人を得るため

神は業の過程でサタンの手から着実に人を取り戻す

そして、人はより神に近づく

なぜなら、真に神のものとされた人たち

神が得た人たちだから

これが神が人間を救う意義

これが神が人間を救う意義



『神の出現と働き』「附録3：神の経営の中でのみ人は救われる」（『言葉』第1巻）より編集


114 神は人間創造の意味を回復する

1

神は人類を創造し地上に住まわせ

現在まで導いた

神は罪の供え物として仕え

そのことで人を救った

最終的に人類を征服すべきで

人を本来の状態に回復する

これは初めから神が取り組んできた業

神は神の国を打ち立て

人の本来の状態と同様に

神の権威も地上に回復する

神は創造した全てに神の権威を回復する



2

サタンによって堕落し

人は神への畏敬の念を失った

創造物が持つ機能を失った

人は神の敵となり

サタンの指図と領域の配下に生きる

神は人の従順と畏敬を失った

人々には神の業は成し遂げられない

神は神の国を打ち立て

人の本来の状態と同様に

神の権威も地上に回復する

神は創造した全てに神の権威を回復する



3

神に造られた人は神を崇めるべき

だが人は神に背を向け サタンを崇めた

サタンは人の中で偶像になり

神は人に対する地位を失った

それは人を創造する意味の喪失

この意味を回復させる為

人は元の状態に戻るべきで

堕落した性質を取り除かなければならない

神は神の国を打ち立て

人の本来の状態と同様に

神の権威も地上に回復する

神は創造した全てに神の権威を回復する



4

サタンから人を取り戻す為

神は人を罪から救わなければならない

その時初めて

神は人の本来の機能を徐々に回復し

最終的に神の国を回復する

不従順の子は滅ぼされる

人が正しく神を礼拝し

この地上でより良く生きるようになる為に



『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


115 神の経営は常に前進する

1

ヤーウェの働きの後

人の間で働くためにイエスが肉となった

彼の働きは孤立したものではなく

ヤーウェの働きの上に建てられた

それは神が律法の時代を終えた後の

新たな時代のための働きだった

そして、イエスの働きが終わった時

神は次の時代へと進んだ

神の経営は常に前進する

旧い時代が過ぎる時、新たな時代がくる

古い働きを終えた時、神の新しい働きが生まれる

旧い時代が過ぎる時、新たな時代がくる



2

イエスが働きを終えた後、神は再び肉となった

しかし、それは孤立して起こるわけではなく

律法の時代、恵みの時代に続くのだ

神の働きの新しい段階ごとに

新たな始まりと時代がもたらされる

神の性質、神の名

また神が働く場所と方法も変わるだろう

神の経営は常に前進する

旧い時代が過ぎる時、新たな時代がくる

古い働きを終えた時、神の新しい働きが生まれる

旧い時代が過ぎる時、新たな時代がくる

神の経営は常に前進する

旧い時代が過ぎる時、新たな時代がくる

古い働きを終えた時、神の新しい働きが生まれる

旧い時代が過ぎる時、新たな時代がくる



『神の出現と働き』「序文」（『言葉』第1巻）より編集


116 神は人を導くために常に働いてきた

1

救いの計画を始めてからずっと

神はその働きに専念してきた

姿は見えなくても

いつも人に寄り添い

神の本質を持って導いてきた

神の力 知恵と権威によって働きかけ

その性質を示し

律法の時代 恵みの時代

そして神の国の時代をもたらした

神の実体は隠されていても

神の性質と意志と持ってるもの

神そのものが示されているから　

人は神を見る事が 感じる事が出来る

神の本質と神の性質は

確かに神の現れである

神の本質と神の性質は

確かに神の現れである



2

その働き方に関わらず

神は神自身として人に接し働きかける

そして神は常に言うべき事を言い

為そうとする事を行ってきた

しかし神は時に肉体として

時に天から時に人として

心を尽くし 思いを持って語り

隠し偽る事は決してない

神の実体は隠されていても

神の性質と意志と持ってるもの

神そのものが示されているから

人は神を見る事が 感じる事が出来る

神が働く時は神は自分の言葉と性質

そして神そのものを現す

神は人々に全てを惜しむ事なく現してくれる



3

神自身の命 神の存在

神が所有しているものによって

神は人々を導く 導いてゆく

神は人々を導く 導いてゆく

神の本質と神の性質は

確かに神の現れである

神の本質と神の性質は

確かに神の現れである



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


117 終わりの日の神の働きはさらに奥深い

1 今日の働きは恵みの時代の働きを推し進めてきた。すなわち、六千年にわたる経営（救いの）計画全体における働きが前進したのである。恵みの時代は終わったが、神の働きはさらに前進している。今の段階の働きは恵みの時代と律法の時代を基礎にしていると、わたしが繰り返し言うのはなぜか。これは、今日の働きが恵みの時代に行われた働きの延長であり、律法の時代に行われた働きを向上させたものだからである。これら三つの段階は密接に結びついており、それぞれがその次の段階に繋がっている。

2 この段階がイエスによってなされた働きの上に築かれたのでなければ、この段階でもう一つの磔刑が起きていなければならず、過去の段階における贖いの働きも一からやり直す必要があるはずだ。これは無意味なことだろう。従って、働きは完全に終わったのではなく、時代が前進し、働きの水準が以前に比べていっそう高まったということである。今の段階の働きは律法の時代を基礎とし、イエスの働きという岩盤の上に築かれると言うことができるだろう。神の働きは段階ごとに築かれ、今の段階は新しい始まりではない。三段階の働きが結合して初めて六千年にわたる経営（救いの）計画とみなすことができる。

『神の出現と働き』「二度の受肉が、受肉の意義を完成させる」（『言葉』第1巻）より編集


118 三段階の働きを知ることでのみ、神の性質全体を見ることができる

1 六千年にわたる経営計画は三段階の働きに分けられる。どの一段階も、それだけで三つの時代の働きを表わすことはできず、全体の一部しか表わせない。それぞれの時代は神の性質の一部だけを表わすのである。これら三つの時代を一つの全体として統合して初めて、神の性質の全体を表わすことができる。これら三段階をすべて知って初めて、人はそれを完全に理解することができるのである。この三段階のどれも省略することはできない。これら三段階の働きを知るようになると、神の性質全体を見ることができる。

2神が律法の時代における働きを完成させた事実は、神が律法の下の神でしかないことを証明するものではなく、また神が贖いの働きを完成させた事実は、神が永遠に人類を贖うことを意味するものではない。これらはすべて人間によって引き出された結論である。恵みの時代はすでに終わりを迎えたが、神は十字架のものでしかなく、十字架だけが神の救いを表わすと言うことはできない。そのように言うのであれば、神を定義していることになる。現在の段階において、神はおもに言葉の働きを行なっているが、神は人に対して憐れみ深かったことなどなく、神がもたらしたのは刑罰と裁きだけだなどと言うことはできない。

3 終わりの日の働きはヤーウェの働きとイエスの働き、そして人には理解されていないすべての奥義を明らかにする。これは人類の終着点と終わりを示し、人類のあいだにおける救いの働きを残らず終わらせるためである。終わりの日におけるこの段階の働きはすべてを終わらせる。人に理解されていなかったすべての奥義が解明され、人がその奥義を徹底的に解き明かし、心の中で完全にはっきり理解できるようにしなければならない。その時初めて、人類を種類に応じて分類することができるのである。六千年にわたる経営計画が完成されて初めて、人は神の性質全体を理解できるようになる。なぜなら、神の経営はその時すでに終わっているからである。

『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


119 神が中国で征服の働きをする意義

1 ヤーウェの働きは世界の創造であり、始まりだった。この段階の働きは働きの終わりであり、終結である。最初に、神の働きはイスラエルの選民のあいだで実行され、最も聖なる地における新しい時代の夜明けだった。最後の段階の働きは、世界を裁き、時代を終わらせるために最も汚れた国で実行される。この最も汚れた、最も暗い場所にいる人々が征服され、すべての人が神の存在と誰が真の神であるかを認め、あらゆる人がすっかり確信したとき、この事実は征服の働きを全宇宙で行なうのに用いられるだろう。この段階の働きは象徴的である。ひとたびこの時代の働きが終わると、六千年にわたる経営の働きは完全に終わりを迎える。

2 ひとたび最も暗いこの場所にいる人々が征服されると、他のあらゆる場所でもそうなることは言うまでもない。そのように、中国における征服の働きだけが、象徴としての意味をもつ。中国は闇のすべての勢力を具現化しており、中国の人々は肉なる者、サタンの者、そして血肉による者を表わしている。赤い大きな竜によって最も堕落させられ、神に最も反抗し、人間性が最も卑しく汚れているのは中国人である。だから彼らは堕落した全人類の典型なのである。中国の人々は単にひとつの例にされたというだけである。征服されたとき、彼らは模範、見本となり、他の人々の参考として役立つだろう。

3 あなたがたはわたしの経営計画の付属物であると、わたしが常に言ってきたのはなぜか。堕落、汚れ、不義、敵対、そして反抗が最も完全に現われ、あらゆる形で示されているのは、中国の人々においてである。中国人は素質に乏しい一方、中国人の生活と考え方は遅れており、習慣、社会環境、そして生まれ育った家族など、すべてが劣っており、最も遅れている。地位もまた低い。この場所での働きは象徴的で、この試験的な働きがすべて実行された後、神の次の働きはもっと順調に進むだろう。もしこの段階の働きが完了し得るなら、次の働きもそうなるのは言うまでもない。この段階の働きが達成されたなら、大いなる成功がおさめられ、全宇宙におよぶ征服の働きは完全に終わりを迎えるだろう。

『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（２）」（『言葉』第1巻）より編集


120 赤い大きな竜の国での神の終わりの日の働きの意義

1 神は赤い大きな竜の国の異邦人の中で終わりの日に受肉することで、すべての被造物の神としての働きを成し遂げる。神は経営（救い）の働き全体を完成させ、赤い大きな竜の国で、神の働きの中心となる部分を完了する。前の二つの時代の働きは、異なる人間の観念に従って行われた。しかし今回の段階は、人間の観念を完全に排除し、それによって完全に人々を征服する。モアブの子孫を征服することと、モアブの子孫の間で行う働きを通して、神は全宇宙の人々をすべて征服することになる。これが神の働きのこの段階の最も深い意味であり、神の働きのこの段階の最も尊い側面である。

2 神の働きのうち前の二つの段階は、イスラエルで行われた。もし、終わりの日における神の働きのこの段階がやはりイスラエル人の間で行なわれるなら、イスラエル人だけが神の選民なのだと全ての被造物が信じてしまうだけでなく、神の経営計画全体も望ましい効果を上げることはできないだろう。神の働きの二つの段階がイスラエルで行われていた時期、異邦人の諸国では新しい働きは全く行われず、新しい時代を始める働きも行われなかった。現在の、新しい時代を開始する働きの段階は、まず異邦人の諸国で行われるだけでなく、まずモアブの子孫の間で行われ、それによってその時代全体が開始される。

3 神は人の観念にこめられていた認識をすっかり打ち砕き、ひとかけらも残ることを許さなかった。神はその征服の働きにおいて、人間の観念、その古い従来の認識方法を打ち砕いた。神は人々に、神に規則はなく、神について古いものは何もなく、神が行う働きは完全に解放されていて自由であり、そして神はその行う事すべてにおいて正しい、ということを理解させる。彼は働きを行い、その働きの対象者と場所とを、その働きの意味と目的に従って選択する。働きにおいて彼は、過去の規則には固着せず、古い常套手段にも従わない。そうではなく、働きの意義に従ってその働きを計画する。最終的には、働きの真の効果と予期された目的とを達成する。

『神の出現と働き』「神はすべての被造物の主である」（『言葉』第1巻）より編集


121 終わりの日における神の働きの目的

1 終わりの日における神の働きが行われるのは、これまでわたしが何度も述べてきたように、大いなる傷を受けた人間の心が一新されるように各人の霊を変化させ、魂を変化させるためであり、それより邪悪に深く傷ついた人間の霊を救うためである。それは人間の魂を目覚めさせ、凍えた心を温め、それらが活力を取り戻せるようにするためである。これが神の偉大な心意である。人間のいのちと経験がどれほど高尚で深淵かといった話はさておき、人間の心が目覚め、夢から醒めて、赤い大きな竜が与えた傷を十分に理解した時、神の職分の働きは完了している。神の働きが完了する日は、神を信じる正しい道へと、人間が正式に足を踏み出す日でもある。その時、神の職分は終わりを迎えている。肉にある神の働きはあますところなく完了し、人間は正式に尽くすべき本分にとりかかる。これが神の働きの諸過程である。

2 なぜなら、神の働きは、贖われた人間、いまだ闇の力の下で生き、目覚めていない人間を、この悪魔の集会場から完全に救うことだからである。それにより、人間が数千年の罪から解放されて神に愛され、赤い大きな竜を完全に打ち倒して神の国を建て、早く神の心を安らげるようにである。また、あなたがたの胸を満たしている憎しみを遠慮することなくぶちまけ、かび臭い菌を根絶し、牛や馬同然の生活から脱出し、もはや奴隷ではなく、赤い大きな竜に意のままに踏みつけられたり支配されたりすることがなくなるためである。もはやあなたがたは、この失敗した民族のものではなく、凶悪な赤い大きな竜に属さず、赤い大きな竜に奴隷とされることはない。この悪魔の巣窟は確実に神により粉砕され、あなたがたは神の傍らに立つ。あなたがたは神に属すのであり、この奴隷の帝国には属さない。

『神の出現と働き』「働きと入ること（８）」（『言葉』第1巻）より編集


122 神の民が成熟するにつれ赤い大きな竜は崩壊する

人々が皆完全にされ

全ての地の国々がキリストの王国となる時

七つの雷が轟く

今がまさにその段階への大きな一歩であり

今こそ来たるべき日に向かって歩き出す時だ

これが神の計画であり 近い将来実現される

それは近い将来実現される

神の計画を確かに成功させるために

天使たちが地上に舞い降り

受肉した神自身は敵と戦うために戦場についた

神は言ったこと全てをすでに成し遂げたので

地の国々は明らかに砂上の楼閣に過ぎず

押し寄せる高潮に揺らいでいる

終わりの日は迫り

赤い大きな竜は神の言葉の下に倒れる

受肉の神が現れるところはどこでも

敵は滅ぼされる

まず初めに神の手によって 中国が廃墟となる

赤い大きな竜が崩壊しつつある証拠は

人の成熟に見られる

これが敵の滅ぶしるしであり

戦うこと 戦うことの意味である

全人類が肉において神を知り

全人類が神の業を見る時

赤い大きな竜の住みかは灰となり

跡形もなく消え去る



『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第十章」（『言葉』第1巻）より編集


123 神は中国で勝利者の一団を完成させた

1 神は多くの場所において、秦の地で勝利者の一団を得るだろうと預言してきた。勝利者が得られるのは世界の東方なので、神が二度目の受肉で降り立つ場所は間違いなく秦の地であり、それはまさに赤い大きな竜がとぐろを巻いているところである。その地において、神は赤い大きな竜の子孫たちを自分のものにし、それによって竜は完全に敗れ、辱められる。神は重い苦しみを背負ったこれらの人々を目覚めさせ、完全に目が覚めるまで立ち上がらせて、彼らが霧の外へと歩み出て、赤い大きな竜を拒むようにさせるつもりである。彼らは夢から目覚め、赤い大きな竜の正体を認識するとともに、自分の心を残らず神に捧げ、闇の勢力の圧迫から身を起こし、世界の東方で立ち上がり、神の勝利の証しになれるだろう。そうすることでのみ、神は栄光を得る。

2 わたしは以前、東方から勝利者たちを獲得する、彼らは大きな苦難のただ中からやって来ると言ったことがある。それは、このような神のものとされた人たちは、裁きと刑罰、取り扱いと刈り込み、そしてあらゆる種類の精錬を経た後に、ただ真に従順であったということを意味する。そのような人の信仰は漠然としておらず、抽象的でもなく、本物である。彼らはしるしや不思議、そして奇跡も見たことがない。彼らは難解な文字や教義あるいは深遠な洞察について話さない。その代わり、彼らには実在性さらに神の言葉、そして神の実在についての本物の認識がある。そのような集団は、神の力を一層明らかにすることができないであろうか。

『神の出現と働き』「すべては神の言葉が達成する」（『言葉』第1巻）より編集


124 赤い大きな竜の国における神の働きの意味

1 中国はすべての国のなかで最も後進的で、赤い大きな竜がとぐろを巻いている国であり、偶像を崇拝し妖術に携わる人が最も多く、寺院も最も多く、不潔な悪霊が住む場所である。あなたはそこから生まれ、それに教育され、その影響にすっかり染まっている。それに堕落させられ、苦しめられてきたが、目覚めてからは、それに背を向け、完全に神のものとされる。これは神の栄光であり、そのためにこの段階の働きには偉大な意義がある。神はそれほどの大規模な働きをなし、多くの言葉を語り、最終的にはあなたがたを完全に自分のものとする。これは神の経営の働きの一部であり、あなたがたは神のサタンとの戦いにおける「戦利品」である。

2 あなたがたが真理を理解すればするほど、そして教会生活がよくなるにつれて、赤い大きな竜はいっそう屈従させられる。これはみな霊的世界のことであり、霊的世界の戦いであり、神が勝利する時、サタンは辱められ、倒れる。この段階の神の働きは非常な重要性を持つ。神がこのように大規模な働きを行い、完全にこの集団の人たちを救うのは、あなたがサタンの影響から逃れ、聖なる土地に暮らし、神の光の中で生き、その光に導かれ助けられるようにである。そこで生きることには意義がある。

『神の出現と働き』「実践（２）」（『言葉』第1巻）より編集


125 神は完全に栄光を受けた

1 イエスが地上にいたのは三十三年半であり、十字架の働きを成し遂げるために地上に来た。イエスの磔刑を通して、神は栄光の一部分を受けた。神が肉となって来た時、へりくだり、目立たず、途方もない苦しみに耐えることができた。彼は神自身であったが、それでもあらゆる辱めと悪口雑言に耐え忍び、また贖いの働きを完了するために十字架に釘付けにされるという激痛に耐えた。この段階の働きが終了した後、人々は神が大いなる栄光を受けたのを見たが、それは神の栄光のすべてではなかった。それは神の栄光のほんの一部分であり、神はそれをイエスから得たのである。イエスは、あらゆる困難に耐え、へりくだり、目立たず、神のために磔刑につくことを成し遂げたが、神は栄光の一部を得ただけで、その栄光はイスラエルで得た。神にはさらに別の栄光がある。それは、地上に来て実際に働き、人々の一集団を完全にすることである。

2 人々が神によって完全にされ、神の前に身を委ねることができ、完全に神に従うことができ、自分たちの将来性や運命を神の手に委ねることができる日が来る時、神の栄光の第二部が完全に獲得されたことになる。つまり、実際の神による働きが完結した時、中国本土における神の働きは終了する。言い換えれば、神によって予め定められ選ばれた人々が完全にされた時、神は栄光を受ける。神は、栄光の第二部を東方にもたらしたと語ったが、これは肉眼では見ることはできない。神はその働きを東方にもたらした。神はすでに東方に到来したこと、これは神の栄光である。今日、神の働きはまだ完成していないが、神が働くことを決めたので、それは必ず成し遂げられるであろう。神はこの働きを中国で完了させると決め、あなたがたを完成させようと決意した。従って、神はあなたがたに逃れる道を与えない。神はすでにあなたがたの心を征服した。だから、あなたは、望もうが望むまいが、進み続けなければならない。そして、あなたがたが神のものとなる時、神は栄光を受ける。

『神の出現と働き』「『千年神の国が到来した』についての短い話」（『言葉』第1巻）より編集


126 終わりの日のキリストは神の経営計画の奥義を明かす

1

神の六千年の計画の働きのビジョンは

人には秘められた奥義なので

悟れる者はいない



2

人が聖書にどんなに見識を持っていたとしても

それは文字にすぎない

何故なら人はその本質を知らないからだ

この六千年の働きは

あらゆる預言より神秘的で

天地創造から今に至るまで最大の奥義である

全世界、全時代の預言者の誰一人として

この奥義を解き明かせた者はなく

それは終わりの日に現れる



3

六千年の計画は深く秘められた奥義で

人には測り知れず

誰も神の心を理解できない

神が語り啓示しない限り

それは神秘であり続け

宗教家は言うまでもなく

伝えられなければ

あなた方も知ることはない

聖書を読めば

人は幾つかの真理を理解し

字句を解釈し

章を調べるかもしれないが

意味は解き明かせない

人に見えるのは

ヤーウェやイエスの働きではなく

死んだ言葉だけで

その全ての働きの奥義を解き明かす術は無い

この六千年の働きは

あらゆる預言より神秘的で

天地創造から今に至るまで最大の奥義である

全世界、全時代の預言者の誰一人として

この奥義を解き明かせた者はなく

それは終わりの日に現れる



『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


127 終わりの日に神は自らの性質の全てを現した

1

神の霊は世界の始まりからずっと

大いなるわざを行ってきた

神はあらゆる国と時代に

それぞれ異なるわざを行ってきた

神のそのさまざまな性質を

あらゆる時代に人々は見る

その性質はさまざまな働きを通して

全ての人にありのままに示される

神は、憐みに満ち、思いやりに満ちた方

神は罪を贖う捧げもの

そして羊飼いであられる

しかし神は人に、裁きと懲らしめを与える

それは呪いの言葉である



2

二千年より長く 神は人を導き

堕落した者の罪を贖った

神は神を知らない人々に

打ち勝ち服従させることができる

終わりに神は世界中の人のけがれと不義を焼き尽くす

人は神が聖なる驚くべき方であり

まさに裁きの神なのだと知るだろう

神は、憐みに満ち、思いやりに満ちた方

神は罪を贖う捧げもの

そして羊飼いであられる

しかし神は人に、裁きと懲らしめを与える

それは呪いの言葉である



3

悪人に向かう

神は焼き尽くす炎だ

神は裁きそのものである

神は人の罪を裁いて

彼らに罰を下すことができる

完全にされる者にとって

神は苦難と試練、刈込む方

慰めと支え、そして言葉を与えていく方

取り除かれる者にとっては、懲罰である

神は、憐みに満ち、思いやりに満ちた方

神は罪を贖う捧げもの

そして羊飼いであられる

しかし神は人に、裁きと懲らしめを与える

それは呪いの言葉である



『神の出現と働き』「二度の受肉が、受肉の意義を完成させる」（『言葉』第1巻）より編集


128 神の業は前進し続ける

1

神の業は前進し続ける

目的は変わらないが

神の業の手段は常に変化する

だから神に従う者も常に変わり続ける

神の業が現れる程

更に多くの人が神を完全に知ることになり

神の業に応じて

人の性質もますます変わってくだろう

神の業は前進し続ける

神の業は前進し続ける

神の業は常に新しく古びない

神は古い業を絶対に繰り返さない

以前現れたことのない業のみ行われる



2

神は同じ業を続けない

絶えず変化し

あなたへと毎日新しい言葉で語りかけてくれる

あなたのため新しくなされる業と同じ

これこそ神が成す業

鍵となる言葉「不思議な」「新しい」「驚くべき」

「神は変わることがない 永遠に神である」

これらはまさに本当の言葉

神の業は前進し続ける

神の業は前進し続ける

神の業は常に新しく古びない

神は古い業を絶対に繰り返さない

以前現れたことのない業のみ行われる



3

神の業は変化し続ける

聖霊の働きや 真理を知らない馬鹿げた人々は

最終的に神の敵になってしまうだろう

神の本質は永遠に神で決してサタンにはならないだが

神の業は変化し続ける

なぜ「神は不変」なのに「常に古びない」のか？

神の業は拡大・変化を続け

人の前に現れ 心を示し 人に知らしめる

神の業は前進し続ける

神の業は常に新しく古びない

神は古い業を絶対に繰り返さない

以前現れたことのない業のみ行われる



『神の出現と働き』「自己の観念で神を規定する人がどうして神の啓示を受けられるのか」（『言葉』第1巻）より編集


129 神の働きは繰り返さない

1 終わりの日の受肉した神の語る言葉は、人間の本性の実質、人間の行動、および人間が今日入るべきことに沿って語られる。神の言葉は現実的かつ普通のものである。神は明日のことは話さない。また、昨日を振り返ることもない。今日入って行き、実践し、理解するべきことについてだけ話す。この時代に、しるしや不思議を起こし、悪霊を追い払い、病人を癒やし、多くの奇跡を行える人が現れて、またその人が自分は再来したイエスであると主張したなら、それはイエスのまねをしている邪霊による偽物である。

2 これを覚えておきなさい。神は同じ働きを繰り返さない。イエスの段階の働きはすでに完了し、神は二度と再びその段階の働きをしない。もし終わりの日に神がいまだにしるしや奇跡を示し、まだ悪霊を追い払ったり病人を癒やしたりしていたら、神がイエスとまったく同じようにしたならば、神はイエスと同じ働きを繰り返していることになり、イエスの働きは無意味で無価値ということになる。だから、神は時代ごとにひとつの段階の働きをするのである。ひとたびその段階の働きが完了すれば、すぐさまそれを邪霊がまねをし、サタンが神のすぐ後ろをついてくるようになれば、神は方法を変更する。

終わりの日に神が働きの別の部分、つまり経営（救いの）計画の部分を表す働きをしてはじめて、人間は神についてより深い認識を得ることができるのであり、そうしてはじめて神の経営計画は完了するのである。

『神の出現と働き』「今日の神の働きを知ること」（『言葉』第1巻）より編集


130 時代が変われば神の業も変わる

終わりの日「言葉は肉となる」ということが

神によって達成されるということ

それは主なる事実である



1

地上での実際の働きを通して

神は人が神を知り 神と関わり

人に神の実際の業を見るようにさせる

時に神はしるしや奇跡を行うが

そうしない時もあることを人にはっきり見せる

これはその時代によるのである

神にはしるしや奇跡を

現す力があることを示しているが

業や時代によって神はその働き方を変える

時代が異なり

神の働きの段階が異なるので

神が明らかにする業も異なる

神への信仰はしるしや奇蹟の業にあるのではなく

新しい時代の神の実際の業にある



2

神は今の段階の働きでは

しるしや奇跡を現さない

イエスの時代には現したが

それは今の働きと違ってたからだ

今 神はその業を行わないので

神にはそれができない

彼は神ではないと考えることは誤りではないか？

神はしるしや奇跡を現すことが出来るが

神は違う時代に働いてるので

そのような業はしないのだ

時代が異なり

神の働きの段階が異なるので

神が明らかにする業も異なる

神への信仰はしるしや奇蹟の業にあるのではなく

新しい時代の神の実際の業にある



3

神の働き方を通して人は神を知るようになる

この認識が神への信仰

つまり神の働きと業への信仰を人の中に創りだす



『神の出現と働き』「今日の神の働きを知ること」（『言葉』第1巻）より編集


131 神は新しい時代に新しい働きをもたらす

1 主イエスは働きを始めた際、律法の時代の「束縛」をすでに捨て去っており、その時代の規制や原則を打破していました。イエスには、律法に関連する部分がまったく見られませんでした。律法を完全に捨て去り、もはやそれを守らず、また律法の遵守を人に要求することもなかったのです。ゆえにここで、主イエスが安息日に麦畑を歩いていたこと、およびその日に休まなかったことがわかります。主イエスは外に働きに出て休まなかったのです。主イエスによるこの行動は人々の観念に衝撃をもたらし、イエスがもはや律法の下で暮らしていないこと、およびイエスが安息日の束縛を離れ、新たな姿で、新たな働き方を携えて人類の前に現われたことを人々に伝えました。

2 またイエスによるこの行動は、彼が新たな働きを携えてきたことを人々に示しました。それはつまり、律法の支配と安息日を離れることから始まる働きです。新たな働きを行なう際、神はもはや過去に固執せず、律法の時代の規則を気にかけることもありませんでした。また過去の時代の働きに影響されることもなく、他の各曜日と同じく安息日であっても働きを行ない、かくして弟子たちは空腹となったとき、麦の穂を摘んで食べることができました。これはどれも、神の目にはごく普通のことでした。神にとって、自身が行なおうとしている新たな働きや、言おうとしている新たな言葉の大部分について、それらが新たに始まるのは許されることなのです。神は何か新しいことを始めるとき、以前の働きに触れることも、それを続けることもありません。

3 神の働きには原則があるので、神が新たな働きを始めようとしたら、それは自身の働きの新たな段階に人類を連れ出すとき、自身の働きがより高次の段階に入るときなのです。人々が旧来の言い習わしや規則に従って行動し続けたり、それらに固執し続けたりした場合、神はそれを記憶することも讃えることもしません。なぜなら、神はすでに新たな働きをもたらし、働きの新たな段階へと入ったからです。神は新たな働きを始めるとき、人々が神の性質や神が所有するものと神そのものの様々な側面を見て取れるよう、まったく新しい姿で、まったく新しい角度から、まったく新しい方法でもって、人類の前に現われます。これが神による新たな働きの目的の一つです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


132 神の働きと言葉が人にもたらすものはすべていのちである

1

神は前例や常識に囚われず

神の業と言葉に制限はない

全ては自由、何の制限もなく

神は自由と解放をもたらす

神は実在する生ける神

操り人形や偶像ではない

生命力に満ち

言葉と業は命と光

自由をもたらす

神には真理、そしていのちと道があるから

神の言葉と業において何の制約も受けない



2

人の言うことや評価に関わらず

神は迷わず業を為す

人の観念や批判に構わずに

強い反抗にも躊躇しない

神の行いは、人の道理や想像や

知識や倫理では量れない

誰もその業を貶めたり妨げたりはできない



3

なにものもこの新しい御業を

禁じたり制約したりしない

どんな敵も妨げられない

神は永遠に勝利の王だ

どんな敵も、人類の邪説も

神の足台で踏みにじられる

新たな段階の業が何であれ

人々に広がり発展し

宇宙で妨げなく為されるべきだ

大いなる御業が完成するまで

これが全能性、知恵と力

全能なる神に制限はない

神の業に原則はあるが制限はない

神が真理、道、いのちだから



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


133 神は各時代に新しい働きを行なう

1 時代の移り変わりに応じて、神は人に対し、自身だけがもつ固有の性質、すなわち神そのものを明らかにする。一つの時代の働きで神の性質全体を表現することはできない。だから「神は常に新しく、決して古くない」という言葉は神の働きを指しているのであり、また「神は不変である」という言葉は、神が本来所有するものと神そのものを指しているのである。神は人が想像するほど単純ではないし、神の働きが一つの時代に留まることもあり得ない。たとえば、ヤーウェは常に神の名前を表わすわけではない。神はイエスの名のもとでも働くことができる。そのことは、神の働きが常に前へと進んでいることのしるしである。

2 神の知恵、神の素晴らしさ、神の義、そして神の威厳は決して変わることがない。神の本質、神が所有するものと神そのものは決して変わることがない。しかし、神の働きについて言えば、それは常に前へと進んでおり、絶えず深化している。神は常に新しく、決して古くないからである。神は時代ごとに新しい名前を名乗り、時代ごとに新しい働きを行ない、また時代ごとに、被造物に対して自身の新しい旨と新しい性質を見せる。新しい時代において、もし人々が神の新しい性質の表われを見られなければ、彼らは永遠に神を十字架にかけるのではないだろうか。またそうすることで、神を定義するのではないだろうか。

3 歴史は常に前進しており、神の働きは常に前進している。六千年にわたる神の経営計画が終わりを迎えるには、前方へと進み続けなければならない。毎日、神は新しい働きを行なわなければならず、毎年、神は新しい働きを行なわなければならない。神は新しい道を切り開き、新しい時代を始め、新しくさらに偉大な働きを開始し、それらとともに新しい名前と新しい働きをもたらさなければならない。神の霊は刻一刻と新しい働きを行なっており、古いやり方や規則に固執することは決してない。また、神の霊の働きが止まったことは一度もなく、どの瞬間にも生じている。

『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（３）」（『言葉』第1巻）より編集


134 神の本質は不変

1 それは正しいが、そのことは神の性質と本質が変わらないことを指している。神の名前と働きの変化は、神の本質が変わったことを証明しているのではない。言い換えるなら、神は常に神であり、これは決して変わらない。神の働きは決して変わらないと言うのなら、神が六千年にわたる自身の経営（救いの）計画を終えることはできるだろうか。あなたは神が永遠に不変であることしか知らないが、神は常に新しく決して古くないことを知っているのか。神の働きが決して変わらないなら、神は人類を現代までずっと導くことができただろうか。神が不変なら、すでに二つの時代の働きを行なったのはなぜか。神の働きは止まることなく前進している。つまり、神の性質が徐々に人間に明かされており、そして明かされているのは神の本来の性質である。

2 最初のころ、神の性質は人から隠されていて、神は決して自身の性質を人に公然と明かさず、人は神についての認識がまったくなかった。そのため、神は働きを用いて自身の性質を徐々に人に明かした。しかし、そのように働くことは、神の性質が時代ごとに変化するという意味ではない。神の旨が常に変わるために、神の性質が絶えず変化しているということではない。むしろ、神の働きの時代が異なるため、神は自身の本来の性質全体を一つひとつ人に明かし、それによって人は神を知ることができるのである。しかしそれは、神がもともと特有の性質をもたないことの証明でも、神の性質が時代と共に徐々に変わっていったことの証明でもない。そのような理解は間違いだと言えよう。

3 時代の移り変わりに応じて、神は人に対し、自身だけがもつ固有の性質、すなわち神そのものを明らかにする。一つの時代の働きで神の性質全体を表現することはできない。だから「神は常に新しく、決して古くない」という言葉は神の働きを指しているのであり、また「神は不変である」という言葉は、神が本来所有するものと神そのものを指しているのである。いずれにせよ、六千年の働きを一点に絞ることはできないし、死んだ言葉で限定することもできない。そのようなことは人間の愚かさである。神は人が想像するほど単純ではないし、神の働きが一つの時代に留まることもあり得ない。

『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（３）」（『言葉』第1巻）より編集


135 神の業は常に新しく決して古くならない

1

かつてイエスは言った

ヤーウェの業は恵みの時代に古くなったと

今日イエスの業は古くなったとわたしが言うように

恵みの時代がなく

律法の時代しかなかったら

イエスは十字架につけられず

人類を贖えなかっただろう

神は同じ業を繰り返さず 変化させ

新たな言葉を語り

新たな業を為す

これがわたしの為す業であり

鍵となる言葉は

「新しい」と「奇しい」である



2

律法の時代だけなら

今日のように人は進歩できただろうか

歴史が進むのは神の業の掟ではないのか

宇宙で神が人を経営する描写ではないのか

神の意志は変化し続け

歴史と神の業は前進する

神の業は常に新しく

同じ業を六千年も続けない

一度は十字架にかかったが

この働きを永遠に続けられるのか？

二度十字架にかかるだろうか？

それは愚かな人間の見方だ



3

「神は変わらず常に神である」

これはまさに真実だ

神の本質は変わらず

サタンにはなり得ない

本質同様神の働きは常に同じではない

「神は不変だ」と言うなら

神が新しいことをどう説明するのか

神は同じ業を繰り返さず 変化させ

新たな言葉を語り

新たな業を為す

これがわたしの為す業であり

鍵となる言葉は

「新しい」と「奇しい」である

神の業は常に広がり変化する

神の意志は人に知らされ明示される



『神の出現と働き』「自己の観念で神を規定する人がどうして神の啓示を受けられるのか」（『言葉』第1巻）より編集


136 神の働きは停滞しない

1 神の意図は、自身の働きを、古いものや死んだものではなく、常に新しく生き生きとしたものとし、人の拠りどころとなるものが時代や期間に合わせて変化し、永遠に続くものであったり不変のものであったりしないことである。彼は人を生かし新たにさせる神であり、人を死に至らせ古くする悪魔ではないからである。あなたがたはまだこれが分からないか。あなたは心を閉ざしているので、神について持っている観念を手放すことができない。神の働きが理不尽だからでも、人間の願望と合致していないからでもなく、無論神がいつも自分の義務に怠慢だからなどでもない。あなたが自分自身の観念を手放すことができないのは、あなたが不従順すぎるからであり、そしてあなたに神の被造物らしさが少しもないからで、神があなたに対してことを難しくしているのではない。全てはあなたに起因していて、神とは関係ない。全ての苦しみと不幸は人が引き起こしている。

2 神の意思はいつも良いもので、彼はあなたに自らの観念を作り出してほしいと願ってはいない。あなたに時代とともに変わり、新しくなってほしいと願っている。それでもあなたは大切なことを見極めることができず、いつも調査か分析をしている。神があなたに対してことを難しくしているのではなく、あなたが神への畏れを持っておらず、あなたがあまりに不従順なだけだ。かつて神に与えられたもののほんの一部を取り、それから身を翻して神を攻撃しようとする小さな被造物は、人の不従順ではないのか。人には神の前で自分の考えを表明する資格がまったくなく、ましてや悪臭を放つ無意味で腐った美辞麗句を好きなようにひけらかす資格などないと言える。カビの生えたような観念など言うまでもない。それらはもっと価値のないことではないか。

『神の出現と働き』「今日の神の働きを知る者だけが、神に仕えてもよい」（『言葉』第1巻）より編集


137 神の働きはすべて最も現実的

1 神はその働きにおいて、神の存在そのものを直接的に表現するのであり、知恵を絞って計画を練り上げるのではない。神の働きはすべて、最も現実的な働きである。神はそれぞれの時代の進展に従って自身の働きを遂行し、物事の変化をその働きの基盤とする。神にとって働きを行うことは、薬を用いて病気を治療することに似ている。神は自身の働きを行う際、観察をし、その観察に従って働きを続行する。神は自らの働きのどの段階においても、その豊かな英知と能力を表現できる。神はどの時代においても、その時代の働きに合わせて自らの豊富な知恵と権威を露わにし、その時代に神によって連れ戻された者すべてが、神の性質の全体を目にできるようにする。

2 神はそれぞれの時代に実行されるべき働きに基づいて人々の必要を満たし、自身のなすべき働きを実行する。神は人々がサタンに堕落させられた程度に応じて、人々の必要を満たす。それゆえ、神は世界の創造以来ずっと新しい働きに携わっており、その働きの各段階はこれまで一度も繰り返されたことはない。サタンは継続的に策略を実行しており、人間はサタンに堕落させられ続けていて、ヤーウェ神は休むことなくその賢明な働きを遂行している。神は一度も失敗したことがなく、世界の創造以来一度も働きをやめたこともない。人間がサタンによって堕落させられた後、神は人間の堕落の根源であるその敵を打ち負かすため、人々の間で働き続けてきた。その激しい戦いは創世のときから行われており、世界の終わりまで続くだろう。

3 こうしたすべての働きを行う中で、ヤーウェ神はサタンに堕落させられた人間が自らの素晴らしい救いを得られるようにしてくれただけでなく、自らの知恵、全能性、そして権威も目のあたりにさせてくれた。そして最終的には、自らの義なる性質も明らかにし、邪悪な者を罰して正しい者に報いることになる。神は今日までサタンと戦ってきて、一度も負かされたことはない。それは神が知恵に満ちており、サタンの策略に基づいてその知恵を発揮しているからだ。それゆえ神は天のあらゆるものを自らの権威に従わせるだけでなく、地上のすべてのものを自身の足台の下に置き、そしてなによりも人間を侵害し悩ませる邪悪な者に神の刑罰を受けさせる。こうしたすべての働きの結果は、神の知恵によってもたらされる。

『神の出現と働き』「あなたは全人類がこれまでどのように発展してきたかを知らねばならない」（『言葉』第1巻）より編集


138 神の働きの各段階で人は神に証ししなければならない

1 神の経営全体は、三段階に分割され、各段階において、人間に対して適切な要求が為される。さらに、様々な時代が経過し進行してゆくにつれ、全人類に対する神の要求はより高くなる。このようにして、この神の経営の働きは、人間が「言葉は肉として現れる」という事実を目の当たりにするまで、段階ごとに進んで絶頂に達する。また、そのようにして人間に対する要求と、人間が証しすることへの要求はさらに高度化する。真に神と協力することが可能であればあるほど、一層人間は神に栄光を帰す。人間の協力とは、人間が行うよう要求される証しであり、人間が行う証しは、人間による実践である。

2 過去において、人間は律法と戒めに従うことを要求され、忍耐強く謙遜であることを要求された。現在、人間は神の采配の全てに従い、神への至高の愛を備えることを要求されており、最終的には患難のただ中でも神を愛することが要求されている。これら三つの段階こそが、神が自身の経営全体にわたって、段階ごとに人間に要求することである。神の働きの各段階は、その前の段階よりも一層深くなり、各段階における人間に対する要求は、その前の段階よりも一層深遠であり、神の経営全体はそのようにして次第に形成される。人間の性質が神によって要求される基準に常に近づいてゆく理由は、正確に言うと、人間に対する要求がさらに高くなってゆくからであり、その時初めて、神の働きが完了し、全人類がサタンの影響から救われるまで、人類は次第にサタンの影響から離れてゆく。

『神の出現と働き』「神の働きと人間の実践」（『言葉』第1巻）より編集


139 神の働きと人の働きの違い

1 神自身の働きは全人類の働きを含み、時代全体の働きも表す。すなわち、神自身の働きは聖霊の働きにおけるあらゆる動態と傾向を表す一方で、使徒の働きは神自身の働きの後に来てそれに続き、時代を導くことも一つの時代全体における聖霊の働きの傾向を表すこともない。彼らは人がなすべき働きをするだけで、それは経営の働きとは何の関係もない。

2 神自身の働きは、経営の働き内の事業である。人の働きは用いられている人たちの本分でしかなく、経営の働きとは何の関係もない。正体と働きの表すものが異なるため、どちらも聖霊の働きであるという事実にもかかわらず、神自身の働きと人の働きの間には明確で実質的な違いがある。さらに、異なる正体をもつ対象への聖霊の働きの程度もさまざまである。これらが聖霊の働きの原則と範囲である。

『神の出現と働き』「神の働きと人の働き」（『言葉』第1巻）より編集


140 神は異なる名前で異なる時代を表す

1 それぞれの時代、神は新しい働きを行ない、新しい名で呼ばれる。どうして神が異なる時代に同じ働きを行なえるのか。どうして神が古いものにしがみつけるというのか。一つの名前で神の全体を表わすことができるのだろうか。神は異なる時代に異なる名前で呼ばれなければならず、名前を使って時代を変え、時代を表わさなければならない。なぜなら、一つの名前だけで神を完全に表わすことはできず、それぞれの名前はある時代における神の性質の一時的な側面しか表わせないからである。必要なのは、神の働きを表わすことだけである。

2 神は時代全体を表わすために、どんな名前であれ自身の性質に合う名前を選ぶことができる。ヤーウェの時代であれ、イエスの時代であれ、それぞれの時代は名前によって表わされている。恵みの時代の終わりに最後の時代が来て、イエスはすでに到来した。それなのに、神はどうしていまだにイエスと呼ばれ得るのか。どうして人々のあいだでイエスの姿をとれるのだろうか。イエスは人類の贖い主でしかなかったことを忘れたのか。どうしてイエスが終わりの日に人を征服し、完全にする働きに取り組めるというのか。

3 終わりの日、人間はそこまで堕落してしまったので、この段階の働きは裁きと刑罰を通じてでなければ行なうことができない。この方法によってのみ、働きは達成され得る。これは複数の時代の働きだった。つまり、神は自らの名前、働き、そして異なる神の姿を使って各時代を区切るとともに、それらを移り変わらせるのである。神の名前と働きは、神の時代と各時代における神の働きを表わすのである。それぞれの時代で神が行なう働き、神が呼ばれる名前、神がとる姿、すなわち今日に至るまでの各段階で神が行なう働きは、一つの規律に従うものではないし、いかなる制限を受けることもない。

神はヤーウェであり、しかしイエスでもあり、メシヤ、全能神でもある。神の働きは徐々に変わることができ、それにあわせて神の名も変化する。どの一つの名も神を完全に表わすことはできないが、神が呼ばれるすべての名は神を表わすことができ、神が各時代に行なう働きは神の性質を表わしている。

『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（３）」（『言葉』第1巻）より編集


141 神の性質はその働きの各段階に見られる

1 したがって、それぞれの時代で神自身によってなされる働きは神の真の性質の表現を含んでおり、神の名前と神の行なう働きはいずれも時代とともに変わり、それらはすべて新しい。律法の時代、人類を導く働きはヤーウェの名のもとになされた。そして第一段階の働きは地上で始められた。この段階において、働きは神殿と祭壇を建てること、および律法を用いてイスラエルの人々を導き、彼らのさなかで働くことから成っていた。この拠点から、神は自身の働きをイスラエルの外に拡張させた。すなわち、イスラエルを皮切りに、自身の働きを外に向けて拡張したのである。それにより、後の世代は徐々に、ヤーウェが神であること、天地と万物を造ったのがヤーウェであること、そしてすべての被造物を造ったのもヤーウェであることを知るようになった。神はイスラエルの人々を通じ、自身の働きを外に向けて広めた。それが律法の時代の働きだった。

2 恵みの時代、神の名はイエスであり、それはつまり、神は人類を救う神であり、憐れみと慈愛に満ちていたということである。神は人と共にいた。神の愛、神の憐れみ、そして神の救いは一人ひとりに伴っていた。イエスの名前と存在を受け入れることでのみ、人は平安と喜びを得ることができ、神の祝福、無数の大いなる恵み、そして救いを受け取ることができたのである。イエスの磔刑を通じ、イエスに従うすべての人が救いを受け、その罪が赦された。終わりの日、神の名は全能神、すなわち全能者であり、自身の力で人を導き、人を征服し、人を自分のものとし、最終的にはその時代を終わらせる。どの時代でも、また神の働きのどの段階でも、神の性質は明らかである。

『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（３）」（『言葉』第1巻）より編集


142 神の名前は決して変わらないとあえて主張するのか

1

神の名は不変というが

何故「ヤーウェ」が「イエス」になったのか？

メシアが来ると預言されたが

何故イエスという人が来て

神の名が変わったのか？

神は新たな業が出来ないのか？

神はいつも神

業と名が変わっても

性質と知恵は変わらない

神はいつも神

業と名が変わっても

性質と知恵は変わらない

変わらない



2

過去の業は変えられる

イエスの業はヤーウェから続き

他の業がイエスに続き

ヤーウェの名がイエスに変われるなら

イエスの名も変われるのではないか？

おかしくはない

人の思考が単純なだけ

神はいつも神

業と名が変わっても

性質と知恵は変わらない

神はいつも神

業と名が変わっても

性質と知恵は変わらない

神はイエスとしか呼べないと思うなら

知識が狭い

イエスが永遠に変わらぬ神の名だと

律法の時代を終わらせたイエスの名が

最後の時代も終わらせると言うのか？

イエスの恵みが時代を終わらせると誰が言えるのか？

神はいつも神

業と名が変わっても

性質と知恵は変わらない

神はいつも神

業と名が変わっても

性質と知恵は変わらない

変わらない

変わらない



『神の出現と働き』「自己の観念で神を規定する人がどうして神の啓示を受けられるのか」（『言葉』第1巻）より編集


143 被造物が神の名前を決められるのか

1 神は多くの名前をもっているが、これらの多くの名が神の性質を余すところなく明確に表現することはできない。なぜなら、神の性質はあまりにも豊かで、神に関する人の認識能力を完全に越えているからである。人が人間の言語を使うことで、神を完全な形で要約することはできない。神の性質について自分たちが知っているすべてのことを要約するにあたり、人間には限られた語彙しかない。ある一つの特定の言葉や名前では、神の全体を表わすことができない。そうであれば、神の名は固定され得るとあなたは考えているのか。神は極めて偉大で聖いのに、神がそれぞれの新しい時代に名前を変えるのを許さないつもりなのか。

2 神は自ら働きを行なうそれぞれの時代に、自身が行なおうとしている働きを要約するため、その時代に合った名前を用いるのである。神はその時代における自身の性質を表わすために、一時的な意義を有する特定の名前を用いる。これは、神が自身の性質を表現するために人間の言語を用いるということである。神がヤーウェ、イエス、あるいはメシアと呼ばれない日がやって来るだろう。神はただ創造主と呼ばれるのである。その時、神が地上で名乗ったすべての名前は終わりを迎える。なぜなら、地上における神の働きが終わり、その後神の名はなくなるからである。

3 万物が創造主の支配下に入るとき、神がどうして適切ではあるが不完全な名前をもつ必要があるのか。あなたは今なお神の名を求めているのか。神はヤーウェとしか呼ばれないとあえていまだに言うつもりか。神はイエスとしか呼ばれないとあえていまだに言うつもりか。神を冒涜する罪を背負えるのか。神は本来どんな名前ももたなかったということを知るべきである。神には行なうべき働きがあり、人類を経営しなければならなかったのだから、一つや二つの、あるいは多くの名前を名乗っただけのことである。どのような名で呼ばれるにしても、神はそれを自ら自由に選んだのではないか。神がそれを決めるのに、被造物の一つであるあなたを必要とするだろうか。

『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（３）」（『言葉』第1巻）より編集


144 神の名の意義

各時代、各段階の働きにおいて、わたしの名前は根拠のないものではなく、代表的意味を持っている。それぞれの名前は一つの時代を表す。

1 ヤーウェ、イエス、メシアはすべてわたしの霊を表すが、これらの名前は単にわたしの経営計画の異なる時代を示すものであり、わたしの全体を表すものではない。地上の人々がわたしを呼ぶ名前のどれも、わたしの性質全体、わたしであるすべてを明確に示すことはできない。それらは単に異なる時代にわたしが呼ばれる異なる名前にすぎない。だから最後の時代――終わりの日の時代――が来た時、わたしの名前はまた変わるのである。わたしはヤーウェやイエスとは呼ばれないし、ましてやメシアとは呼ばれないが、力ある全能の神自身と呼ばれ、この名前の下でわたしは時代全体を終らせるだろう。

2 わたしはかつてヤーウェとして知られていた。わたしはメシアとも呼ばれ、また、人々はかつてわたしを救い主イエスとも呼んだ。わたしを愛し、尊敬したからである。しかし、今日わたしは人々が過去に知っていたヤーウェでもイエスでもない。わたしは終わりの日に戻ってきた神、時代を終らせる神である。わたしは、わたしの全性質を余すところなく顕し、権威、名誉、栄光に満ちて地の果てから立ち上がる神自身である。

3 人々は一度もわたしと関わったことがなく、わたしを知ったことがなく、ずっとわたしの性質に無知であった。天地創造から今日に至るまで、わたしを見たことがある者はひとりとしていなかった。これは終わりの日に人の前に現れるが、人々の間に隠れている神なのである。神は真実で現実的に、照りつける太陽や燃え立つ火のように、力に満たされ、権威にあふれて人々のあいだに存在する。わたしの言葉によって裁きを受けない人や物は一人として、一つとしてない。燃える火によって浄化されない人や物は一人として、一つとしてない。

4 最終的には、あらゆる諸国はわたしの言葉のために祝福され、わたしの言葉のために粉々に砕かれもする。このようにして、終わりの日にすべての人は、わたしが戻ってきた救い主であり、人類のすべてを征服する全能神であり、かつては人のための罪の捧げものであったが、終わりの日にはすべてを焼き尽くす太陽の炎にもなり、またすべてのものを露わにする義の太陽でもあることを理解するだろう。それが終わりの日のわたしの働きである。

5 わたしはこの名前を名乗り、この性質を持ち、すべての人がわたしが義の神であり、照りつける太陽、燃え立つ火であることが理解できるようにする。そうするのはすべての人が唯一の真の神であるわたしを崇め、わたしの本当の顔を見ることができるようにである。わたしはイスラエル人たちの神であるだけではなく、贖い主であるだけでもなく、天、地、海の至る所にあるすべての創造物の神である。

『神の出現と働き』「救い主はすでに『白い雲』に乗って戻ってきた」（『言葉』第1巻）より編集


145 神の知恵はサタンの策略の上に表される

1

人類がどれほど堕落しても

蛇に誘惑されても

ヤーウェには尚、知恵があった

だから、創世以来、新たな業をしてきた

その段階は決して繰り返されない

その段階は決して繰り返されない

サタンと戦い、決して負けない

知恵ある神は負けない

神はサタンの策略を見抜き

それを基に神の知恵が表される



2

サタンは絶えず策略を巡らす

人は絶えずサタンの働きにより堕落させられるが

ヤーウェは賢明な神として働き続ける

決して失敗せず、決して止めない

創世からずっと働きを止めない

サタンと戦い、決して負けない

知恵ある神は負けない

神はサタンの策略を見抜き

それを基に神の知恵が表される



3

全ての業を為す時

神は、人が堕落にも関わらず

救いを得て、神の知恵と権威と力を見て

その上ついには義の性質を知ることを許す

悪人を罰し、善人に報いる義の性質だ！

サタンと戦い、決して負けない

知恵ある神は負けない

神はサタンの策略を見抜き

それを基に神の知恵が表される

神は天の万物を自身の権威に従わせ

地の全てのものを足の下で休ませる

人を悩ます悪人たちは刑罰を受けるだろう

天地の万物は

神の全能と知恵と多くの現実性を見るだろう

サタンと戦い、決して負けない

知恵ある神は負けない

神はサタンの策略を見抜き

それを基に神の知恵が表される



『神の出現と働き』「あなたは全人類がこれまでどのように発展してきたかを知らねばならない」（『言葉』第1巻）より編集


146 神の名が異邦人に広がるであろう

1 わたしの裁きが果たす役割は、人間がわたしによりよく従えるようにすることであり、わたしの刑罰が果たす役割は、人間がより効果的に変化できるようにすることである。わたしが行なうことはわたしの経営（救い）のためであるものの、わたしはこれまでに人間に有益でないことを行なったことはない。それは、イスラエルの外にわたしが足場をもてるよう、イスラエルの外のあらゆる民族をイスラエル人と同じくらい従順にし、彼らを真の人間にしたいからである。これがわたしの経営であり、わたしが異邦人の諸国のあいだで成し遂げている働きである。

2 今でさえ、多くの人が依然わたしの経営を理解していない。そのようなことに関心がなく、自分自身の将来と終着点だけを気にかけているからである。わたしが何を言おうと、人々はわたしの行なう働きに無関心なままで、その代わりに将来における自分の終着点だけに集中している。このままであれば、どうしてわたしの働きが拡大できるだろうか。どうしてわたしの福音が世界中に広まるだろうか。わたしの働きが広まるとき、わたしはあなたがたを散り散りにし、ちょうどヤーウェがイスラエルの諸部族の一つひとつを撃ったようにあなたがたを撃つことを、あなたがたは知るべきである。これはすべて、地球のいたるところにわたしの福音が広まり、異邦人の諸国のもとに届き、わたしの名が大人にも子供にも賛美され、わたしの聖なる名があらゆる国々、あらゆる民族の人々の口から褒め称えられるようにするためである。

3 それは、この最後の時代において、わたしの名が異邦人の民族のあいだで賛美され、わたしの業が異邦人たちに見られ、わたしの業ゆえに彼らがわたしを全能者と呼び、わたしの言葉がまもなく実現されるようにするためである。わたしはイスラエル人の神であるだけでなく、わたしが呪った民族をも含むあらゆる異邦人の民族の神であることを、わたしはすべての人々に知らしめる。わたしがすべての被造物の神であることを、わたしはあらゆる人々に知らしめる。これがわたしの最も大きな働き、終わりの日に向けた働きの計画の目的、そして終わりの日に成就される唯一の働きである。

『神の出現と働き』「福音を広める働きはまた人間を救う働きでもある」（『言葉』第1巻）より編集


147 すべての被造物は創造主の支配下に戻る

1 三つの段階の働きは、神自身にしかできなかったことであり、誰も神の代わりにできることではなく、要するに、初めから今日まで神自身の働きは神にしかできないのである。神の経営の一切が終わりに近づくとき、神は万物を種類に応じて分類する。人は創造主の手で造られたのだから、最後には神が人を神の支配のもとに戻さなければならないのである。これが三つの段階の働きの終結である。終わりの日の働きの段階と、イスラエルとユダヤにおける前の二つの段階は、全宇宙における神の経営計画である。これは誰にも否定できないし、そしてこれが神の働きの事実である。人々はまだこの働きのほとんどを経験もしていなければ見てもいないが、事実は事実であり、人はだれもこれを否定できない。

2 もしあなたが一つの特定の段階の働きだけを認識して、他の二段階の働きを理解せず過去の神の働きも理解しないならば、あなたは神の全経営計画の真相を語ることはできないし、あなたの神の認識は偏ったものである。神への信仰においては、あなたは神を知らず、理解していないために、あなたには神を証しする資格がないのである。あなたの現時点でのこれらの事柄に関する認識が深かろうと浅かろうと、最後には、あなたがたは認識を持ち完全に納得するようになるはずであり、あらゆる人が神のすべての働きを目にして、神の支配の下に服従するようになるのである。この働きの終わりには、全ての宗教が一つにまとまり、全ての神の被造物が創造主の支配の下に戻り、唯一の真の神を礼拝して、全ての邪悪な宗教は無に帰して、二度と現れることはない。

『神の出現と働き』「神の三段階の働きを認識することは、神を認識する道である」（『言葉』第1巻）より編集


148 受肉した神は人間性と神性を兼ね備えている

1 受肉というのは、神が肉の体で現れることで、神が自分の創った人間のもとで働くために人間の姿で来るのである。さて、神が受肉するというのは、まず肉の体、普通の人間性を備えた肉体でなくてはならず、それが最も基本的な前提条件である。実際、神が受肉するということは、神が肉体において生き働くということ、その本質において肉となり、ひとりの人になるということを意味する。

2 受肉した神の人間性は、肉体的な本質のために存在するのである。人間性なくして肉は存在しない。また、人間性のない人は人間ではない。このように、神の肉の人間性は、受肉した肉のなくてはならない性質である。「神が肉となっても、神は完全に神であり、まったく人間ではない」と言うのは瀆神行為である。なぜなら、このような発言はまったく存在せず、受肉の原理に反しているからである。

3 働きをする者は、人間性に宿る神性である。働いているのは神の人間性ではなく神性だが、それは人間性の中に隠れた神性である。神の働きは、つまるところ、完全な神性が行うのであって、人間性によるのではない。しかし、働きを実践するのは神の肉である。このような神は、人間でありかつ神であると言えるだろう。神は肉の体で生きる神となり、人間の姿と人間の本質をもつが、また神の本質をも備えているからである。神の本質を備えた人間だから、被造物であるどの人間、神の働きを行うことのできるどの人間よりも上位に位置する。

4 このような人間の姿をした者たちの中で、人間性をもつすべての者の中で、彼だけが受肉した神そのものである。他はみな、被造物である人間である。受肉した神と人間の双方に人間性があるが、被造物である人間には人間性以外には何もない。ところが、受肉した神は違う。受肉した神は、その肉体において人間性だけではなく、さらに重要なことに神性をも備えている。神が人間になると、その本質は人間性と神性の合わさったものである。この組み合わせが神そのものと呼ばれる、地上における神そのものなのである。

『神の出現と働き』「神が宿る肉の本質」（『言葉』第1巻）より編集


149 受肉の意義

1

受肉とは神の霊が肉となり

神自身が肉となることを意味する

肉としての神の働きは

肉において実現され 表される霊の働きだ

神の肉以外

何も受肉の神の職分を果たせず

神の受肉の体

この正常な人間性のみが神の働きを表す

神の受肉の意義は普通の人が神の働きを行い

人間性の内に神としての働きを行い

サタンを打ち破るということだ



2

肉の中に入ることで

神は今肉であることをサタンに示す

神は今 正常で普通の人であるが

勝ち誇り世界を治めることができる

神は今肉であることをサタンに示すが

サタンを打ち破ることができる

そして神は人類を贖い 征服することができる



3

サタンの目的は人類を堕落させることで

神の目的は人類を救うことだ

サタンは奈落の底で人を捕らえるが

神はそこから人を救い出す

サタンは全ての人に自分を崇拝させるが

神は人を神の支配に服従させる

何故なら神は全ての創造物の主であるから

主であるから



4

この働きは神の二度の受肉により行われ

神の肉は人間性と神性の結合であり

正常な人間性を備えている

神の受肉の意義は普通の人が神の働きを行い

人間性の内に神としての働きを行い

サタンを打ち破るということだ



『神の出現と働き』「神が宿る肉の本質」（『言葉』第1巻）より編集


150 キリストの本質は神

1

肉体となった神がキリスト

人に真理を授けるキリストは神よ

決して大げさじゃない

神の本質を持つものだから

その働きに神の性質と知恵がある

人には届かない

自らキリストと名乗っても行えぬは偽物なり

キリストは単なる神の顕現なんかじゃない

神のまとう特別な肉体

人の中で業を行い 完成させるため

身にまとう特別な肉体



2

代わりになれる者は誰もいない

この肉体だけが神の業を行える

この肉体だけが

神の性質を表し

神を象徴する

そして人に命授ける

キリストと名乗ってもやがて倒れるだろう

本質を伴っていないから

キリストの真偽の答えは

人には決められない

神自ら答え決めること

キリストの真偽の答えは

人には決められないものだと

神は言う

もしも命の道を求めること心から望むなら

まず認めなさい

神はこの地上に降りて

命の道を人に授けると

神の性質を表し

神を象徴する

過去じゃなく今ここで

今ここで起こってる

キリストは単なる神の顕現なんかじゃない

神のまとう特別な肉体

神の性質を表し

神を象徴する

過去じゃなく今ここで

今ここで起こってる

キリストの真偽の答えは

人には決められない

神自ら答え決めること

キリストは神の顕現なんかじゃない

神のまとう特別な肉体

特別な肉体



『神の出現と働き』「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」（『言葉』第1巻）より編集


151 肉と聖霊の業は、同じ本質から成る

1 受肉した神をキリストと呼ぶ。キリストは神の霊が肉をまとった姿である。この肉はいかなる肉ある人間とも異なる。キリストは肉と血でできているのではなく、神の霊が受肉したものだからである。キリストは普通の人間性と完全なる神性の両方を持っている。キリストの神性はいかなる人も持っていないものである。キリストの普通の人間性は肉的な活動のすべてを支え、キリストの神性は神自身の働きを遂行する。

2 キリストの人間性も、神性も父なる神の心に従うものである。キリストの本質は霊、すなわち神性である。ゆえに、その本質は神自身のものである。この本質は神自身の働きを妨げることはなく、キリストが神自身の働きを破壊するようなことは決してありえず、神の心に逆らう言葉を語ることも決してない。ゆえに、受肉した神は神自身の経営（救い）を妨げるような働きは絶対に行わない。このことをすべての人が理解すべきである。

3 聖霊の働きの本質は人を救うことであり、また神自身の経営のためである。同様に、キリストの働きは人を救い、神の心を行うためのものである。神が肉となったため、キリストは自身の肉において神の本質を実現し、よってキリストの肉は神の働きを引き受けるに充分になる。神の霊の働きはすべて受肉の期間にキリストがなす働きに取って代わられる。受肉の期間を通してすべての働きの核心となるのがキリストの働きである。そこにほかのどの時代の働きが混ざり合うこともない。

4 神は霊であり、救いの働きができるように、受肉した神も救いの働きをなすことができる。いずれにしても、神自身が神自身の働きをする。神は阻止することも、干渉することもせず、まして互いに対立する働きをすることはない。霊と肉は働きの本質が似ているからである。霊も肉も一つの心を行い、同じ働きを管理するために働くからである。両者は性質が異なるが、本質は同じである。どちらも神自身の本質と、神自身の身分を持っている。

『神の出現と働き』「キリストの本質は父なる神の旨への従順さである」（『言葉』第1巻）より編集


152 キリストの本質は天の父の旨に従う

1 キリストの本質は霊、すなわち神性である。ゆえに、その本質は神自身のものである。この本質は神自身の働きを妨げることはなく、キリストが神自身の働きを破壊するようなことは決してありえず、神の心に逆らう言葉を語ることも決してない。ゆえに、受肉した神は神自身の経営（救い）を妨げるような働きは絶対に行わない。神自身は不従順の要素を持たない。神の本質は良きものである。神はあらゆる美と善と、すべての愛の現れである。肉の姿であっても、神は父なる神に逆らうようなことは行わない。自身の命を犠牲にしてでも、神は心底から父なる神に従い、他の選択はしない。

2 神には独善や尊大さといった要素も、うぬぼれや横柄さといった要素もない。神は不正な要素を持たない。どんなに働きが困難で、肉が弱くても、キリストは肉のうちに生きながら、神自身の働きを阻止するようなことは決してせず、ましてや不従順な行いで父なる神の心を無視するようなことはない。キリストは父なる神の心に逆らうくらいなら肉の痛みを受けることを選ぶだろう。人は選択をするが、キリストはそうしない。彼は神自身の身分を持っているが、肉ある神として、なお父なる神の心を求め、父なる神から委ねられた任務を果たす。これは人には不可能なことである。

3 キリスト以外の人間はみな神に反する行いをすることができ、神に委ねられた働きを直接引き受けられる者はひとりもおらず、神の経営を自分自身がなすべき本分と考えられる者もひとりもいない。父なる神の心に服従することはキリストの本質である。そして神への不従順はサタンの特性である。この二つの性質は相容れないものであり、サタンの特質を持つ者はキリストと呼ばれ得ない。人がキリストに代わって神の働きを行えないのは、神の本質がまったく備わっていないからである。人は自己の利益と将来の前途のために神に尽くすが、キリストは父なる神の心を行うために働く。

『神の出現と働き』「キリストの本質は父なる神の旨への従順さである」（『言葉』第1巻）より編集


153 キリストの身分は神自身

1 そして神が肉となるのであるから、神は肉としての働きをする。神は肉の形をとって来るので、自身のなすべき働きを肉となった姿で成し遂げる。神の霊も、キリストも神自身であり、神はしかるべき働きをし、しかるべき職分を果たす。彼はどのように働いても、神に敵対するような行為はしない。人に何を要求しても、人がなしえる以上の要求はしない。彼のすることはひたすら神の心を行うことであり、神の経営のためである。

2 キリストの神性はすべての人を超越するもので、ゆえに彼はあらゆる被造物の最高の権威である。この権威はキリストの神性、すなわち神自身の性質と存在そのものであり、それは彼の身分を決定する。よって彼の人間性がいかに普通であっても、神自身の身分を持っていることは否定できない。彼がどのような観点から語り、どのように神の心に従っても、神自身ではないと言うことはできない。

『神の出現と働き』「キリストの本質は父なる神の旨への従順さである」（『言葉』第1巻）より編集


154 キリストの働きと表現が彼の本質を決定する

1

キリストの本質は

彼の働きと表現によって決定される

キリストは真の心で彼に委ねられた事を成し遂げ

天の神を敬い

父なる神の意志をも探し求めるのである

これらは全て

キリストの本質により決められるものであり

彼の生まれ持った啓示も同じである

何故ならば

彼の表現は模倣ではなく

長年に渡る人間の教養や

教育から来るものではないからである

それらの事は

教えられたり自己の経歴ではなく

生まれ持ったものである

それらの事は

教えられたり自己の経歴ではなく

生まれ持ったものである



2

人々はキリストの働き 表現や人間性

そして普通の人間性を持つキリストの生涯をも

否定するかもしれない

しかし天の神を崇める時のキリストの真の心を

否定する事は誰にも出来ないのだ

キリストは天の父の意志を為し遂げる為に

ここにいるのであり

父なる神を求める誠実さを否定する事は出来ない

彼の姿は多くの人に

快い印象を与えないかもしれない

彼の語り方は多くの人を

驚かせるような感じはないかもしれない

彼の働きは人々が想像の中で信じている

天地を揺るがすようなものではないかもしれない

父の意志を真の心と完全なる服従と

そして命がけの従順さで成し遂げるのがキリスト

それがキリストなのだ

彼の本質はキリストの本質であり

信じ難いが

確かに存在する真実なのである

それは信じ難いが

確かに存在する真実なのである



『神の出現と働き』「キリストの本質は父なる神の旨への従順さである」（『言葉』第1巻）より編集


155 神の肉と霊は全く同じ本質を持つ

1 神の霊が纏っている肉は神自身の肉である。神の霊は至高であり、全能で、聖く、義である。同様に、神の肉も至高であり、全能で、聖く、義である。

2 このような肉は、人間にとって義であり有益なこと、聖いこと、栄光あること、そして力あることしか行えず、真理や道義に反することはできず、ましてや神の霊を裏切るようなことはできない。神の霊は聖なるものであるため、神の肉はサタンが堕落させることのできないものであり、人間の肉とは本質が異なる。

3 サタンにより堕落させられているのは人間であって神ではないため、サタンが神の肉を堕落させることは一切できない。このため、人間とキリストは同じ空間にあるにもかかわらず、人間だけがサタンにより占有され、利用され、囚われている。それに対し、キリストはサタンによる堕落の影響を永久に受けることがない。なぜならサタンが最も高い場所に昇れることは決してなく、神に近付くことも決してできないからである。

『神の出現と働き』「極めて深刻な問題――裏切り（２）」（『言葉』第1巻）より編集


156 キリストは聖霊のあらゆる有様を表す

1

受肉した神は人間の本質を知り

全ての人の行い

とりわけ人の堕落した性質と

反抗的な行為を露わにする

神は俗人と生活しないが

その本性と堕落を知っている

これこそ神の存在そのもの

神はこの世を取り扱わないが

処世の規則を知っている

なぜなら神は人類とその本性を

完全に理解しているから



2

神は今日と過去における霊の働きを知っている

その働きは人の目に見えず

また人の耳にも聞こえない

それは不思議で理解できず

哲学ではない知恵を表す

これこそ神の存在そのもの

人に現れ また隠されている

神の表現は並外れた人の表現のようでなく

本来の霊とその特質によるものだ



3

神は世界を旅せずとも

この世の全てのことを知っている

神は知識や洞察のない人と会うが

神の言葉は偉人を凌ぐ

愚かで鈍感で人の道も生き方も知らぬ人の中で

神は生きる

神は彼らがどれほど下劣か暴きながら

真の人生を生きるように求めることが出来る！

これこそが血や肉より高尚な神の存在そのものだ

人を裁き露わにすることは

神の経験からくるのではない

神は人の不従順を知り 憎み

不義を明らかにする

神の性質と神そのものを人に示す

このような働きは

キリスト以外のどの肉も為すことは出来ない



『神の出現と働き』「神の働きと人の働き」（『言葉』第1巻）より編集


157 受肉した人の子は神自身である

1

神の神性が実在の血肉となった時

神はおぼろげでなく

人が見て近づける存在となった

人は人の子の言葉、業、行いを通じ

ご意志を吟味し

神の神性を理解できた

人間性を通し人の子は神の意志と神性を示した

そして神の意志と性質を見せて

触れられず見えない霊の世界の神を示した

人びとは肉と実在を持つ神を

見ることが出来るようになった



2

だから受肉した人の子は神の身分や地位、性質を

人間らしく形あるものにしたのだ

人間性、神性、どちらにしても

人の子が神の地位や身分を示すことを否定できない



3

この期間、ずっと神は肉を通して業を行い語った

人の子としての身分で人類の前に立ち

人間の間に御言葉と業をもたらし

神の神性と卑しさの中にある偉大さを知らせた

人は神の現実性を感じ実在を体験する

人はそれらの意味を把握する

人間性を通し人の子は神の意志と神性を示した

そして神の意志と性質を見せて

触れられず見えない霊の世界の神を示した

人びとは肉と実在を持つ神を

見ることが出来るようになった

主イエスの働き、やり方、語りの視点は

霊の世界での神の真の姿とは異なるが

今まで見られなかった神の姿を現した

これは否定できない



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


158 人としての神の働きの方法と原則

1 神がいまだ受肉していなかったとき、人々は神が言うことのほとんどを理解していませんでした。神の言葉が完全な神性から発せられていたためです。神の言葉の観点と背景は、人間が見ることも触れることもできないものでした。それは、人には見えない霊の領域から発せられていたのです。肉において生きる人間にとって、霊の領域に立ち入ることは不可能でした。しかし神は受肉したあと、人間性の観点から人に対して語り、霊の領域から出てそれを超えました。神は自身の神性、旨、および姿勢を、人間が想像できる物事や、生活の中で見たり遭遇したりする物事を通じ、人間が受け入れられる方法を用い、人間が理解できる言葉で、また人間が把握できる知識で表わしました。そうすることで、人間が神を知って理解し、人間の能力の範囲内で、そして人間に可能な程度まで、神の意図と神が求める基準を理解できるようにしたのです。これが、神の人間性における働きの方法と原則でした。

2 神が人間性において働きを行なうとき、神の方法、言葉、真理の多くが人間的な方法で表わされるということです。しかし同時に、神の性質、神が所有するものと神そのもの、そして神の旨も、人々が知って理解できるように表わされました。人々が知って理解したのはまさに神の本質であり、神が所有するものと神そのものなのであって、それらは神自身に固有の身分と地位を示しています。つまり、受肉した人の子は神自身に固有の性質と本質を、最大限度まで、かつ可能な限り正確に表わしたのです。人の子の人間性は、人間と天なる神との意思疎通や相互交流の障害および障壁にならなかったのみならず、実際には人間が創造主とつながる唯一の経路、架け橋でした。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


159 キリストの人間性は神の神性に支配されている

1 キリストの人間性はキリストの神性によって支配されている。キリストは肉の姿をしているが、その人間性は肉を持った人間とまったく同じものではない。キリストは特有の性格を持っており、これもキリストの神性によって支配されている。キリストの神性は弱さを持たない。キリストの弱さはキリストの人間性に起因する。この弱さはある程度キリストの神性を制限するが、そのような制限は一定の範囲と時間内のものであり、無限大ではない。キリストが神性による働きをする時が来ると、それはキリストの人間性とは関係なく行われる。キリストの人間性は完全にその神性の指示を受ける。キリストの人間性による普通の生活の他に、人間性によるほかの行動もすべて、キリストの神性の影響、働きかけ、指示を受ける。

2 キリストは人間性を持っているが、それは神性による働きを邪魔するものではない。キリストの人間性がキリストの神性の指示を受けているからこそである。キリストの人間性は、ほかの人々の前ではその行いにおいて成熟していないが、それはキリストの神性のなす普通の働きに影響を与えることはない。キリストの人間性は堕落していないとわたしが言うのは、キリストの人間性はその神性に直接指示され、普通の人のそれよりも理知が高度であるということである。彼の人間性は働きにおいて神性によって指示されることに最も適している。キリストの人間性は神性による働きを現し、神性による働きに服従する能力が何よりも高い。神が肉の姿で働きをなす時、神は肉を持つ人が果たすべき本分を決して見失わない。彼は天にいる神を真心で礼拝することができる。彼は神の本質を持ち、その身分は神自身のそれと同じである。

『神の出現と働き』「キリストの本質は父なる神の旨への従順さである」（『言葉』第1巻）より編集


160 実践的な神を知る方法

1 実際の神についてあなたが知るべきことは何だろうか。実際の神自身は、霊、人、そして、言葉から成り立っている。これが実際の神自身の本当の意味である。実際の神を知ることには、神の言葉を知り、経験すること、聖霊の働きの規則と原則を理解すること、そして、神の霊が肉の内でどのように働くかを把握することが含まれる。その中には更に、肉となった神のすべての行為は聖霊によって支配されており、彼が語る言葉は聖霊が直接表現したものであるということを理解することも含まれている。したがって、あなたが実際の神を知りたいと願うならば、人間性においてまた神性において、神がどのように働くかをまず知らなければならない。そのことはすべての人々が関係している霊の表現というものにつながってゆく。

2 霊の表現には何が含まれるのだろう。神は人間性において働くこともあれば神性において働くこともある。しかし、全体としてどちらの場合も霊が支配している。聖霊は普通に働くが、霊による支配には2つの部分がある。その一つは人間性における働きであり、もう一つは神性を通しての働きである。あなたはこのことをはっきり知るべきである。聖霊の働きは状況により変化する。人間性による働きが必要な場合、聖霊は人間性を支配してこの働きを行い、神性の働きが必要な場合は、神性が直接現れて実行する。神は肉において働き、肉において現れるので、人間性においても、また神性においても働く。

3 神が肉において現れることは、神の霊の働きと言葉のすべてが、神の持つ普通の人間性、および神の受肉を通して行われることを意味する。言い換えれば、神の霊は人間性の働きを指揮し、肉において神性の働きを実行する。そして受肉した神の中にあなたは人間性における神の働きと同時に、完全なる神性の働きも見ることができる。これが、実際の神が肉において現れることの真の意義である。総括すると、実際の神の意義とは、人間性の働きと神性の働きは同じ霊によって支配され、肉体を通して表されるということである。それを通して人々は、神が鮮やかに生きているようであり、現実的で、実在していることを見ることができるのだ。

『神の出現と働き』「実際の神は神自身であることを知るべきである」（『言葉』第1巻）より編集


161 人のキリストに対する抵抗と不従順の根源

1

キリストの神性は全ての人類にまさっている

キリストのその権威は

被造物すべての中で最高の権威だ

これこそまさにキリストの神性である

これこそ神自身の性質存在そのものである

これらは彼が神であると決定づけるものである

キリストは普通の人間性を持ち

様々な角度から語る

キリストは一心に神に従う

それでも彼は、疑いなく神自身である



2

キリストの人間性を愚か者は欠点とみなす

キリストが神性を示しても

愚か者はキリストを認めようとしない

キリストが従順で謙遜であるほどに

愚か者は彼を見下す

キリストを排除し

偉大な人物を拝むことを望んでいる者さえいる

普通で真の人間性を持ち

受肉した神は神の意志に従う

このことが人が神を拒み

人が神に反逆する根源なのだ

キリストは普通の人間性を持ち

様々な角度から語る

キリストは一心に神に従う

それでも彼は、疑いなく神自身である



『神の出現と働き』「キリストの本質は父なる神の旨への従順さである」（『言葉』第1巻）より編集


162 神は我々のところに静かに到来する

神は黙っている

今まで我々の前に現れたことはない

それでも神の業は止まらない

神はすべての国に目を注ぐ

神はすべてのものを支配する

神は人々の言葉と行為に全て注意を払う

神の営みは段階があり 計画にそって行う

神の業は天地が劇的に震えることなく

静かに進行する

それでも神の歩みはより人類に近づく

神の裁きの座は光の速さで宇宙に据えられる

そして直ぐに我々のところに神の玉座が降りてくる

何と荘厳な光景だ

何と威厳で厳かな情景だ

聖霊は鳩のように

吼える獅子のように

我々のところに来る

神は知恵があり 公正で威厳がある

権力があり 愛とあわれみに満ちて

我々のところに静かに到来する

愛とあわれみに満ちて



『神の出現と働き』「附録4：神の裁きと刑罰に神の出現を見る」（『言葉』第1巻）より編集


163 キリストが地上に来て働きを行なった理由

1 キリストは地上で神自身の代わりに働くが、肉となった姿を人々に見せようと来るのではない。すべての人が彼を見るために来るのではない。自身の手によって人が導かれ、新たな時代へ入ることができるように来るのである。キリストの肉の役割は、神自身、つまり肉における神の働きを果たすことであり、人にキリストの肉の本質を十分理解させることではない。キリストがいかに働いても、それは肉に実現可能なことを超えるものではない。キリストがいかに働いても、普通の人間性を持つ肉において働くのであり、神の真の姿を人に全て明らかにしてはいない。それに加えて、キリストの働きは、人間が思うような超自然的なものでも、計り知れないものでもない。

2 キリストは肉において神自身を現わし、神自身のするべき働きを自ら遂行するけれども、天の神の存在を否定したり、自身の業を大々的に公表したりしない。むしろ、謙虚に自身の肉のうちに隠れたままでいる。キリスト自身以外でキリストを偽って名乗る者はみな、キリストの性質を持ってはいない。そのような偽キリストの高慢で自画自賛的な性質をキリストの性質と比べたならば、キリストの肉がどのようなものであるかは明白である。偽りの多い偽キリストであればあるほど自分自身を誇示し、人を欺くしるしや不思議を多く行うことができる。偽キリストたちは神の属性を持っていない。キリストは偽キリストの要素で汚されてはいない。

神は肉の働きを全うするためだけに肉となるのであり、単に人間が神を見ることができるように肉となるのではない。むしろ、彼は働きを通して彼の身分を明確にし、彼の現すものによって彼の本質を証明する。彼の本質は根拠のないものではない。彼の身分は自身の手によって握られてはいなかった。それは彼の働きと本質によって決定される。

『神の出現と働き』「キリストの本質は父なる神の旨への従順さである」（『言葉』第1巻）より編集


164 終わりの日の神の受肉の背後にある目的

1

創世から今に至り　終わりの日に

神は大いなる業為すため肉となって来た

神は苦痛に耐え自らを謙らせ人となった

なのに神の働きは決して遅れることがなかった

計画に沿い今も神はその働きをしてる

これらの業の目的は人々が獲得され救われ

神を証しするようになるため

そして神の栄光は受けられる



2

神は人を征服するため肉となり

愛する者たちを完全にする

彼らが神を証しするのをその目で見たいと願う

そのような人々は多くない 一人、二人でもない

異なる国から　民族から来る

計画に沿い今も神はその働きをしている

これらの業の目的は人々が獲得され救われ

神を証しするようになるため

そして神の栄光は受けられる

それが目的　目的　目的　目的



3

神の裁き、業、言葉、神の奥義は

完全にされるわずかな者のため

真理を告げ、いのちの中への入り方を教える

肉となり与える、約束と恵みを

神は真理を悪者ではなく、彼らに与える

真理を実行し　神のため尽くせる者へ

神は真理を悪者ではなく、彼らに与える

真理を実行し　神のため尽くせる者へ

尽くせる者へ

神は今もその働きをしている

神は今も計画に沿って

これらの業の目的は人々が獲得され救われ

神を証しするようになるため

そして神の栄光は受けられる　受けられる

それが目的、目的

その目的、目的



『神の出現と働き』「実践に集中する者だけが完全にされることができる」（『言葉』第1巻）より編集


165 誰も神の到来に気づいていない

1

誰も神の到来に気づかず

誰も歓迎しない

まして神の為そうとする

全てのことを知らない

そう、誰も知らない

人の生活は変わらず

同じ心で日常を過ごす

神は平凡な人のように

最もささいな信徒、ありふれた信者として

私たちの間に住む

彼には自分の追求と目標がある

そして人にはない神性がある

誰もその神性の存在に気が付かず

また、誰も神と人の本質の違いに気が付いていない



2

私達は神と共に生きる

拘束も恐れもなく

それは私たちが彼を

ささいな信者に過ぎないと見なしているから

彼は私たちの動きの一つ一つを見守り

私たちの思いと考えの全てが

彼の前であらわになる

彼の前であらわになる

誰も神の存在に興味を持たず

彼の役割を想像もせず

まして何者なのかと疑いもせず

私たちは神と関係ないかのように

自分の追求を続ける



『神の出現と働き』「附録4：神の裁きと刑罰に神の出現を見る」（『言葉』第1巻）より編集


166 二千年に及ぶ切望

1 神の受肉はあらゆる宗教や各界に衝撃波を送り、宗教界の本来の秩序を「混乱に陥れ」、神の出現を待ち望むすべての人の心を揺るがした。慕わない者がいるだろうか。神に会うのを待ち焦がれない者がいるだろうか。神は長年にわたり自ら人間のもとにいるが、人間はまだそれに気づかない。現在、神自身が現われ、大衆に自らの身分を示した。それが人間の心に喜びをもたらさないことが、どうしてあり得ようか。神はかつて喜びや悲しみを人間と共にし、現在は人間と再会して、過ぎ去った日々の話を人間と分かち合っている。

2 神がユダヤから去った後、人々は神の消息をまったく掴めなくなった。彼らは神との再会を待ち望んでいるが、今日すでに神と再会し、再び神と共にあることをほとんど知らない。このことが過去の思いを呼び起こさないことがどうしてあり得ようか。二千年前の今日、ユダヤ人の末裔シモン・バルヨナは救い主イエスを目の当たりにし、同じ食卓で食事をとり、長年にわたって付き従った後、主に対していっそう深い愛慕を抱いた。シモンは心の底から深く主イエスを愛した。神は長年にわたり自ら人間のもとにいるが、人間はまだそれに気づかない。現在、神自身が現われ、大衆に自らの身分を示した。それが人間の心に喜びをもたらさないことが、どうしてあり得ようか。神はかつて喜びや悲しみを人間と共にし、現在は人間と再会して、過ぎ去った日々の話を人間と分かち合っている。

『神の出現と働き』「働きと入ること（10）」（『言葉』第1巻）より編集


167 彼は真理であり道でありいのちである

1 その言葉は生命力を備えており、わたしたちが歩むべき道を示し、真理とは何かを理解させてくれる。わたしたちはその言葉に引き付けられるようになり、その口調や話し方に注目し始め、そして無意識のうちに、この目立たない人の心の内に関心を持ち始める。彼はわたしたちのために労力を惜しまず、わたしたちのために睡眠も食欲もなくし、涙を流し溜息をつき、病気に苦しみ、わたしたちの終着点と救いのために屈辱を耐え忍び、わたしたちが鈍感で反抗的なために心から涙と血を流している。このような存在とその持てるものは、普通の人を超えているし、堕落した人間が誰一人として所有も到達もできないものだ。彼には普通の人にない寛容と忍耐力が備わっており、その愛はどんな被造物にも授けられていないものなのだ。

2 わたしたちの考えをすべて知り、わたしたちの本性や本質をこれほど明確かつ完全に把握し、人類の反抗的で堕落した性質を裁き、天国の神の代理としてわたしたちに語りかけ、このように人の間で働くことができる人は、この人をおいて他にいない。彼以外に神の権威、英知、そして威厳を授けられている者はいない。この人からは神の性質、そして神が所有するものと神そのものが、あますところなく発せられている。この人以外に、わたしたちに道を示し、光をもたらせる者はいない。彼以外に、神が天地創造から今日まで明かしてこなかった奥義を明らかにできる者はいない。彼以外に、わたしたちをサタンの束縛やわたしたち自身の堕落した性質から救える者はいない。

3 彼は神を体現しており、神の心の奥底にあるものと訓戒、そして全人類に対する神の裁きの言葉を表現している。彼は新しい時代、新しい紀元を開き、新たな天地と新しい働きを到来させた。そして彼はわたしたちに希望をもたらし、漠然としていたわたしたちの生活を終わらせ、わたしたちの全存在をもって救済の道を完全にはっきりと目撃できるようにしてくれたのである。彼はわたしたちの存在そのものを征服し、わたしたちの心を得た。その瞬間からわたしたちの心は覚醒しており、霊が生き返ったように思われる。この平凡で取るに足らない人物、わたしたちの間で生きながらも長年わたしたちに拒否され続けてきたこの人こそ、わたしたちが寝ても覚めても絶えず思い続け、日夜待ち望んできた主イエスではないだろうか。そう、彼なのだ。実際そうなのだ。この人こそがわたしたちの神なのだ。彼こそが真理であり、道であり、いのちである。

『神の出現と働き』「附録4：神の裁きと刑罰に神の出現を見る」（『言葉』第1巻）より編集


168 終わりの日のキリストは人が神の国に入るための門

1 今回は、神は霊体ではなく、まったく普通の体で働きを行うために来る。それは神の二度目の受肉の体というだけではなく、神がそれをまとって戻ってくる体でもある。それはごく普通の肉体である。この体の中に、他の人々と異なるものは何も見受けられないが、あなたは、今までに聞いたこともない真理をこの人から受け取ることができる。この取るに足らない肉体は、神から来る真理の言葉のすべてを具現化したものであり、終わりの日の神の働きを引き受けるもの、また人が知るようになる神の全性質の表現である。あなたは天の神を見ることを大いに望んでいるではないか。あなたは天の神を理解することを切に願っているではないか。あなたは人類の終着点を見ることを大いに欲しているではないか。この人は、今まで誰ひとりとしてあなたに語ることのできなかった秘密の全てをあなたに語るだろう。また、あなたが理解していない真理についても語るだろう。この人は、あなたにとっての神の国への入り口の門であり、新しい時代への導き手である。

2 このような普通の肉が多くの計り知れない奥義を握っているのである。この人の行いはあなたには測り知れないかもしれないが、その人が行うすべての働きの目標は、この人が人々が思うような単なる肉ではないことを理解するのに充分である。なぜならこの人は、終わりの日に人類に神が示す配慮及び神の意志を表しているからである。あなたは天地を揺るがすような彼の言葉を聞くことはできず、燃え上がる炎のようなその目を見ることもできず、また、鉄の杖のような神の懲らしめを感じることもできないが、その言葉から神の怒りを聞き、神が人類に示す憐れみを知ることができる。あなたは神の義なる性質と神の知恵を見ることができ、更に神が全人類に対して持つ配慮をはっきり理解することができる。

『神の出現と働き』「あなたは知っていたか。神が人々のあいだで偉大な業を成し遂げたことを」（『言葉』第1巻）より編集


169 堕落した人類には受肉の神の救いが必要である

1 神が受肉したのは、その働きの対象がサタンの霊や肉体を持たない何かではなく、人間、つまり肉体をもち、サタンに堕落させられた存在だからである。人間の肉体が堕落しているからこそ、神は肉体をもつ人間を働きの対象とした。さらに、人間は堕落の対象であるため、神は救いの働きの全段階で、人間をその働きの唯一の対象としている。人間は死すべき存在で、生身の体をもっているが、人間を救える唯一の存在は神なのである。そこで、その働きでよりよい成果が得られるよう、神は働きを行うために人間と同じ属性をもつ肉体をもたなければならない。神がその働きを行うために受肉しなければならないのは、人間が肉体をもっていて、罪を克服することも、肉体を捨て去ることもできないためだ。

2 神が受肉して働いている時、神は実際はサタンと肉において戦っている。神が肉において働くとき、神は霊的領域の働きをしており、霊的領域での働きのすべてを地上で現実的なものにする。征服される者は神に逆らう人間であり、打ち負かされる者はサタンの体現者（もちろん、これもまた人間）、神に敵対する者であり、最終的に救われる者もまた人間である。このように、神が被造物の外形をもつ人間になることがますます必要なのは、神がサタンと真の戦いを行えるようにであり、それにより神に対して不服従で神と同じ姿をもつ人間を征服し、神と同じ姿をもちサタンによって損なわれた人間を救うためである。神の敵は人間、その征服の対象は人間、救いの対象も神の被造物である人間だ。そこで、神は人間とならなければいけない。そのほうが、ずっと働きをしやすくなるのだ。神はサタンに勝利し、人間を征服し、そのうえ、人間を救うことができる。

『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


170 人類には神の二度の受肉が必要だ

1 終わりの日の働きが受肉によってなされなければ、それはほんの少しも成果を挙げることができず、罪人たちを完全に救うことができない。もしも肉にならなければ、神は人には見ることも触れることもできない霊のままだろう。人は肉の被造物であり、人と神は二つの異なる世界に属し、違う性質を有している。神の霊は肉でできた人と相容れることができず、両者の間に関係を築く術はなく、また言うまでもなく、人が霊になることはできない。そうであれば、自身本来の働きを行なうべく、神の霊は被造物の一つにならなければならない。神は最も高い場所に昇ることもできれば、へりくだって人間という被造物になり、人類のあいだで働きを行ない、その中で暮らすこともできる。しかし、人は高みに昇って霊になることができず、ましてや最も低い場所に降りることなどできない。神が肉となって自身の働きを実行しなければならないのは、それが理由である。

2 同じように、最初の受肉の際、受肉した神の肉体だけが磔刑を通じて人類を贖えたのであり、その一方、神の霊が人のための捧げ物として十字架にかけられることは不可能だったに違いない。神は直接肉になり、人のための捧げ物となることができたが、人が直接天に昇り、神が人のために用意した罪の捧げ物を受け取ることはできなかった。そういうわけで、可能なのは天地を何度か行き来するよう神に求めることだけで、人間を天に昇らせ、その救いを受け取らせるのは不可能だろう。と言うのも、人はすでに転落しており、またそれ以上に、人が天に昇ることは到底できず、まして罪の捧げ物を得るなど不可能だからである。よって、イエスが人類のあいだに来て、人には到底成し遂げられない働きを自ら行なうことが必要だった。神が肉となるたび、絶対にそうする必要がある。もしもいずれかの段階が神の霊によって直接行なわれることができたなら、神が受肉という屈辱に耐えることはなかっただろう。

『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


171 受肉した神は救いの働きによりふさわしい

1 終わりの日、神は受肉した体で働くために出現する。裁かれるのは人間、肉の体をもち堕落した人間であり、直接裁かれるのはサタンの霊ではなく、裁きの働きは霊的世界ではなく、人間の間で行われる。人間の肉体の堕落を裁くのには、受肉した神以上に相応しいものはおらず、受肉した神以上に資格のあるものもいない。もし神の霊が直接裁いたならば、それはすべてを含むものではないであろう。そのうえ、そうした働きは人間には受け入れがたいものだったろう。なぜなら、霊は人間と直接会うことができず、そのため効果は即座に見られるものでもない。まして、人間が神の侵しがたい性質をより明確に目にすることはできないであろう。

2 もし受肉した神が人間の堕落を裁くなら、はじめてサタンを完全に打ち負かせる。受肉して普通の人間性をもった神は、直接人間の不義を裁くことができる。これが神本来の聖さ、すばらしさである。神だけが人間を裁く資格があり、その地位にいる。神には真理と義があるから、人間を裁くことができる。真理と義のない者には他人を裁くことができない。この働きが神の霊によって行われたなら、それはサタンに勝利したことにはならないだろう。霊は本来、死すべき者たちよりも高い地位にあり、神の霊は本質的に聖く、肉に優る。もしこの働きを霊が直接行ったならば、神は人間の不服従のすべてを裁くことができず、人間の不義をすべて露わにすることもできないだろう。

3 裁きの働きもまた人間の神についての観念を通して行われるからである。人間は霊について何の観念も抱いたことがない。そのため霊には、人間の不義をよりよく露わにすることができないし、まして、そうした不義を完全に明らかにすることもできない。受肉した神は、神を知らない者すべての敵である。人間の観念と神への敵対を裁くことで、神は人間のあらゆる不服従を明らかにする。受肉した神の働きの成果は、霊の働きよりも明らかである。そのため、すべての人間の裁きは霊が直接するのではなく、受肉した神の働きなのである。人間の体をもつ神は、人間が目で見、触れることができる。また、受肉した神は完全に人間を征服できる。この受肉した神と人間との関係において、人間は敵対から従順、迫害から受容、観念から認識、そして、拒否から愛へと変わっていく。これが受肉した神の働きの成果である。

『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


172 その業を為すために神は肉とならなければならない

神の霊は堕落した人間を

サタンの影響から直接救えない

それは神の霊がまとう肉体

つまり神の受肉によって可能となる



1

この肉体は普通の人間性と同時に

完全な神性を持つ

それは霊ではないが

人を救うのは肉なる神、霊と肉だ

神の働きには三段階あり

ひとつの段階は霊が直接行うが

他の二つの段階は受肉した神が行い

霊は直接行わない

肉なる神だけが

人の親友、牧者、時に適った助けになれる

過去でも今日でも

受肉の必要性はこのことにある



2

霊による律法の働きは

人間の堕落した性質を変えることや

人間が神を知ることと関係がなかった

恵みの時代、神の国の時代の神の肉の働きは

人の堕落した性質と神についての認識に関わり

人を救うため重要で不可欠だ

だから、堕落した人間に

肉なる神が救いと直接的な働きを与え

牧し支え、水と糧と裁きと刑罰と

さらに多くの恵みと贖いを与えなければならない

肉なる神だけが

人の親友、牧者、時に適った助けになれる

過去でも今日でも

受肉の必要性はこのことにある



『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


173 受肉した神の働きの最良のこと

1 受肉した神の働きで最もよい点は、神に従う人々に正確な言葉と勧告、人類へのな旨を残せるため、受肉した神の働きと全人類に向けられた心とを、後に信者たちがこの道を受け入れる人々により正確に、具体的に伝えられる点にある。受肉した神の人間の間での働きだけが、神が人間と共に存在し、生きている事実を真に確立できる。この働きだけが、神の顔を見たい、神の働きに立会い、神の直接的な言葉を聞きたいという人間の欲求を満たす。受肉した神は、ヤーウェの後ろ姿だけが人間に示された時代を終わらせ、また、漠然とした神への人間の信仰の時代を終わらせる。

2 とりわけ、最後に受肉した神の働きは、すべての人間により現実的で実践的な快い時代をもたらす。神は律法と教義の時代を終わらせるだけではなく、もっと重要なことに、現実的で正常で、義であり聖なる神、経営計画を明らかにし奥義と人類の運命を示す神、人間を創り、救いの働きを完了し、数千年にわたって隠されていた神を人類に明らかにするのだ。神は漠然の時代を完全に終わらせ、全人類が神の顔を求めても見つけられなかった時代を終わらせる。神は、すべての人間がサタンに仕えた時代を終わらせ、すべての人間をまったく新たな時代へと完全に導く。これはみな神の霊ではなく、受肉した神の働きの結果なのだ。神が受肉して働くと、神に従う者たちは、もはや存在するようでいて存在しないようでもあるものを手探りで求める事をせず、漠然の神の心を推測することをやめる。

3 霊は人間には触れることのできないもので、人間には不可視で、霊の働きは神の働きのそれ以上の証拠も事実も人間に残せない。人間はけっして神の本当の顔を見ないだろうし、存在しない漠然とした神をいつまでも信じているだろう。人間はけっして神の顔を見ないし、また、直接神が語る言葉を聞くこともない。人間の想像するものは、結局のところ、むなしく、神の真の顔に取って代われない。神の本来の性質、神自身の働きは、人間がまねる事ができない。目に見えない天の神とその働きは、受肉した神が自ら人間の間で働いて、はじめて地上にもたらされる。これが、神が人間に姿を現す最も理想的な方法であり、この方法により人間は神を見て、神の真の顔を知る。そして、これは受肉しない神では不可能なことだ。

『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


174 受肉の神だけが人を完全に救うことができる

1

神は人間を救うために来るが

それは霊を通してではなく

また霊としてでもない

霊は目に見えず、触ることもできない

もし神が創造物なる人ではなく

霊として人を救ったら

誰も神の救いを得られない

そう誰も救われない

神は創造された人となり

その肉に神のことばを宿す

神のことばが神に従う者全てに伝わり

人が神のことばを聞き、見て、受け入れられるように

そうして、人は罪からまことに救われる



2

もし神の受肉がなかったとしたら

肉なる人が救われることはない

神の偉大な救いを

誰一人として受けることはないだろう

神の霊が人の間で働けば

人はみな打たれてしまい

そして人は霊に触れないから

サタンに囚われてしまうだろう

神は創造された人となり

その肉に神のことばを宿す

神のことばが神に従う者全てに伝わり

人が神のことばを聞き、見て、受け入れられるように

そうして、人は罪からまことに救われる

人は天国への祈りではなく

神の受肉により救いを得る

肉である人には霊は見えず近づけないから

人が共に交われるのは受肉された神だけである

全ての真理の理解と救いは彼がもたらす



『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


175 受肉した神のみが人類を救うことができる

1 神が受肉した唯一の理由は、堕落した人間が必要としているからである。救われるべき者たちにとって、霊の使用価値は、肉にはるかに劣る。霊の働きは、全宇宙、すべての山々、川、湖、大海に及ぶ。しかし、肉の働きで神は、触れるすべての人と効果的に交流できる。そのうえ、触れることのできる形をもつ神の体は、人間には理解しやすく、信頼しやすく、神についての人間の認識を深めることができ、神の実際の業の深い印象を植え付けられる。

2 霊の働きは神秘に包まれていて、死すべき人間には理解し難く、見ることはそれ以上に難しい。だから、無意味な想像に頼るしかない。しかしながら、肉の働きは正常で、現実に基づいており、豊かな知恵を含み、人間の肉眼で見ることのできる事実である。人間はその身で神の働きの知恵を経験できるから、豊かな想像力を働かせる必要もない。これが受肉した神の働きの正確さ、本物の価値である。

3 霊には、人間の目に見えず、想像しにくいことしかできない。こうしたものは感動あるいは漠然とした意味しか提供せず、言葉による指示を与えられない。しかしながら、受肉した神の働きは、大いに異なる。言葉を用いて正確な導きができるし、明確な意図、そして、目指すべきはっきりとした目標がある。

4 堕落した人間にとって最も価値ある働きは、正確な言葉と目指すべき明確な目標を与え、そして見て触ることのできるものである。実際の働きと時宜にかなった導きだけが人間の嗜好に合う。そして、現実の働きだけが人間をその堕落した邪悪な性質から救える。これを成し遂げられるのは受肉した神だけである。受肉した神だけが、人間をかつて堕落した邪悪な性質から救えるのだ。

『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


176 人の必要のために神は肉となって働きを行なった

1 神が受肉した唯一の理由は、堕落した人間が必要としているからである。人間が必要としているのであって、神が必要としているのではない。神のすべての犠牲と苦しみは人間のためであって、神自身のためではない。神には賛否も報奨もない。神はもともと自分のものであるもの以外、将来何らかの収穫を得るわけではない。神が人間のためにすること、犠牲とすることはすべて、何か大きな報酬を得るためではなく、純粋に人間のためである。受肉した神の働きには想像を超える困難が数多く伴うのだが、それが最終的に達成するものは、霊による直接の働きの成果をはるかに超える。

2 肉の体の働きは多くの困難を伴う。肉体は霊のような偉大な身分をもたないし、霊のような超自然的な業は行えない。まして、霊と同じ権威をももたない。しかし、この平凡な肉の行う働きの本質は、霊が直接行う働きの本質をはるかに上回る。そしてこの肉自体が、全人類の必要に応えるものなのだ。真理を求め、神の現れを待ち望む者すべてにとって、霊の働きは感動と啓示、理解不能で想像もできない不思議な感覚、偉大で超越的で崇めるべきものであるが誰にも達成できず手に入れることのできないものという感覚だけを与える。

3 肉の働きは求めるべき真の目標、明確な言葉、そして、神が現実的かつ正常で謙虚で普通であるという感覚を人間に与える。人間は神を恐れはするだろうが、たいていの人は神と心安く付き合える。人間は神の顔を見、神の声を聞くことができるし、遠くから見る必要はない。この肉体は人間にとって近づきやすいように思われる。遠くの不可思議な存在ではなく、目に見え、触れられるのだ。この肉体は人間と同じ世界にあるのだから。受肉した神の働きには想像を超える困難が数多く伴うのだが、それが最終的に達成するものは、霊による直接の働きの成果をはるかに超える。

『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


177 神の受肉の必要性

1 人間の肉はサタンによって堕落し、最も深く盲い、まことに深く損なわれた。神自らが受肉して働く最も根本的な理由は、救いの対象が肉の体をもつ人間であり、サタンもまた人間の肉を用いて神の働きを妨げているためである。サタンとの戦いは、実は人間を征服する働きであり、同時に、人間はまた、神による救いの対象でもある。このように、受肉した神の働きは不可欠なのだ。

2 サタンは人間の肉を堕落させ、人間はサタンの体現者となり、神に打ち負かされるべき存在となった。このように、サタンと戦って人類を救う働きは地上で行われ、神はサタンと戦うために人間にならなければいけない。この働きは極めて実際的なものだ。

3 神が受肉して働いている時、神は実際はサタンと肉において戦っている。神が肉において働くとき、神は霊的領域の働きをしており、霊的領域での働きのすべてを地上で現実的なものにする。征服される者は神に逆らう人間であり、打ち負かされる者はサタンの体現者、神に敵対する者であり、最終的に救われる者もまた人間である。このように、神が被造物の外形をもつ人間になることがますます必要なのは、神がサタンと真の戦いを行えるようにであり、それにより神に対して不服従で神と同じ姿をもつ人間を征服し、神と同じ姿をもちサタンによって損なわれた人間を救うためである。

4 神の敵は人間、その征服の対象は人間、救いの対象も神の被造物である人間だ。そこで、神は人間とならなければいけない。そのほうが、ずっと働きをしやすくなるのだ。神はサタンに勝利し、人間を征服し、そのうえ、人間を救うことができる。

『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


178 受肉した神は人間の救いという最も重大な働きをする

1

受肉した神の働きは最も偉大で

神の全ての働きの中で最も奥深い

働きの３段階のうち ２つが最重要だ

これら２つの段階が受肉した神の働きだ

神の働きは肉におけるものが最重要だ

全ての人の救いは

肉において為されるべきだ

受肉した神など無関係と思っても

実は全人類の運命と生存に関わる

彼の最重要の働きとして



2

人の堕落は受肉した神の働きを阻む

環境は厳しく

人の素質は乏しい

終わりの日の働きは特に難しい

だが働きの終わりには

望ましい成果を得るだろう

神の働きは肉におけるものが最重要だ

全ての人の救いは

肉において為されるべきだ

受肉した神など無関係と思っても

実は全人類の運命と生存に関わる

彼の最重要の働きとして



3

神の働きは最良の成果を挙げる

何の不備もなく達成するだろう

これこそ肉の働きの効果であり

霊の働きより説得力をもつ

働きの３段階は受肉した神が終わらせる

働きの３段階を終わらせるのは

受肉した神以外にない

神の働きは肉におけるものが最重要だ

全ての人の救いは

肉において為されるべきだ

受肉した神など無関係と思っても

実は全人類の運命と生存に関わる

彼の最重要の働きとして



『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


179 神が肉となった時だけ人は神の親しい友となる

1

計り知れない程 神が大いなる霊である時

どうしたら人は神の友になれるのか

神が自らへりくだった時だけ

神は自ら肉となり 側にいる

それは人が神の親しい友となれる時

人が神の深い友となれる時なのだ

計り知れない程 神が大いなる霊である時

どうしたら人は神の友になれるのか

人と同じように神が肉となった時にだけ

神を理解できる

神のものとなれる



2

喜び 悲しみ 苦しみさえ分かち合い

神は自ら肉となり 語り働く

そして側で人を守り 導き 清める

人が神の祝福と救いを得られるように

計り知れない程 神が大いなる霊である時

どうしたら人は神の友になれるのか

人と同じように神が肉となった時にだけ

神を理解できる

神のものとなれる



3

人がこうして神の意志を理解することが

唯一神の深い友となれる道なのだ

実体のない神と友になど

どうやってなれよう

その様な教えはただ虚しいだけ

計り知れない程 神が大いなる霊である時

どうしたら人は神の友になれるのか

人と同じように神が肉となった時にだけ

神を理解できる

神のものとなれる

神が肉となった時だけ

人は神の親しい友となる



『神の出現と働き』「神とその働きを知る者だけが神の心にかなう」（『言葉』第1巻）より編集


180 神の受肉は主に神の言葉を表すため

1

実際の神と受肉の意味を

人はほとんど知らない

神の肉については

神の働きと言葉を通して

人は神の霊が豊かで壮大だと知る

霊が肉に来る本当の意味は

人が神と交わり

神に頼り

神の知識を得ること



2

あなたはこの人を崇めているが

実際は神の霊を崇めている

神の受肉について人が知るべき最低限のこと

肉を通して霊の本質を知り

神の神性と人性の働きを知り

霊の言葉を受け入れ

霊が肉を指揮して

肉が神の力を示す様を見ながら

肉が神の力を示す様を見ながら

霊が肉に来る本当の意味は

人が神と交わり

神に頼り

神の知識を得ること



3

肉を通して言葉を表し

霊の働きを完成させるため

神は天から地に来た

霊と人の間に神の出現を

人は肉を通して知るようになり

観念的で漠然な神を一掃する

人は実際の神を賛美し さらに従う

神性と肉の人性の働きを通して

牧会と啓示と性質の変化を得る

霊が肉に来る本当の意味は

人が神と交わり

神に頼り

神の知識を得ること



『神の出現と働き』「実際の神は神自身であることを知るべきである」（『言葉』第1巻）より編集


181 神の受肉の権威と意義

1

人の霊的器、認識、愛、忠誠、従順さ

そして人が見る全てのものは

神の言葉による裁きからきた

あなたの信仰は、神の言葉の上に成り立ち

それを通して神の驚くべき業を見る

業は理解を超えたものばかり

また大いなる奥義と奇跡で溢れる

そう、だから多くの者が服従した

神の言葉による裁きをしのぐ者も

彼の権威にまさる闇も無い

神の受肉と権威

そして言葉による裁きの故に人は服従する



2

神の言葉の前では

かつて服従したことのない者さえ跪く

神の言葉による裁きの前に彼らはひれ伏し

その言葉を詮索せず

自らの舌で裁くこともしない

神の肉を見ると

まるで神が平凡であるかのよう

だが、神の言葉は人に見せる

彼が権威に満ち溢れていることを

彼が神自身であることを言葉は表す

彼に背ける者はいない

彼は肉なる神そのものである



3

受肉の神は言葉を語る

耳のある者全てが聞き 彼の裁きを受けるために

神は霊の姿で人をおびえさせて服従などさせない

人の奥深くの隠れた古い性質が

この真実で類ない業により明示される

人がそれを認め 自分を改めるために

神の裁きは実践的で言葉により下される



4

これが神の受肉の権威と重要性だ

これが神の受肉の権威と重要性だ

神の言葉による裁きをしのぐ者も

彼の権威にまさる闇も無い

神の受肉と権威

そして言葉による裁きの故に人は服従する



『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


182 神の受肉の権威

1 受肉した神の肉体は平凡かつ普通の人間性の外形だが、受肉した神が権威に満ちており、神自身であり、その言葉が神自身の表現であることを人に示すのは、彼の言葉が挙げる成果である。この手段により、受肉した神が神自身であること、肉となった神自身であること、誰にも犯されないこと、そして誰も言葉による彼の裁きを超えることはできず、いかなる闇の勢力も彼の権威に打ち勝てないことが、全人類に示される。人間が受肉した神に完全に服従するのは、ひとえに彼が肉となったことばであるため、彼の権威のため、そして言葉による彼の裁きのためである。受肉した神の肉体がもたらす働きは、彼のもつ権威である。

2 神が肉になるのは、肉もまた権威をもつことができ、また受肉した神が現実的な方法で、つまり人が見たり触れたりできるような方法で、人類の間で働きを行なうことができるからである。その働きは、すべての権威を所有する神の霊によって直接なされる働きよりもはるかに現実的で、その成果も明らかである。これは、受肉した神の肉体が実践的な方法で語り、働きを行なえるからである。受肉した神の肉の外形は権威をもたず、人が近づけるものである。一方、受肉した神の本質は権威を伴うが、その権威は誰にも見えない。受肉した神が語り、働きを行なうとき、人は彼の権威の存在を感じ取れない。それにより、受肉した神は実際的な性質をもつ働きを容易に行なえる。

3 その実際的な働きはすべて成果を挙げることができる。受肉した神が権威をもつことに誰も気づかなかったとしても、あるいは彼が誰にも犯されないことや、彼の怒りを誰一人知らなかったとしても、ヴェールに包まれた自身の権威、隠された怒り、そして自身が公然と語る言葉を通じ、彼は意図していた自身の言葉の成果を挙げる。言い換えると、受肉した神の口調、言葉の厳しさ、そして彼の言葉のあらゆる知恵を通じて、人は完全に納得するのである。このようにして、人は一見何の権威もないかのような受肉した神の言葉に服従し、それによって人の救いという神の目的を成就させるのである。これが受肉の意義のもう一つの側面である。つまり、より現実的に語り、自身の言葉の現実が人に効果を発揮するようにして、その結果、人は神の言葉の力を目の当たりにできる。

『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


183 肉となった神が現れた時に示す権威と力

1

「神の言葉が肉となる」という意味は

「神の言葉が肉体から発される」ということ

この事実を成し遂げるために

神は地上に降りたのだ

旧約聖書のモーセの時代に神が天から語るのとは違う

それは千年の神の国の時代で実現し

全ての人々がその目で

そのとおりの成就を見られる

これは神が肉になる深遠なる意味

聖霊の働きは肉と言葉で成し遂げる

「言葉が肉となる」、「言葉が肉に現れる」

この言葉の真の意味である



2

神だけが聖霊の思いを語れる

肉となった神だけが聖霊に代わって話せる

言葉は受肉の神として現れ

全ての者は導かれる

誰もこれを逸れることはできずに

この境界の中で生きている

人々はこの言葉から理解を得る

この言葉を通さなければ

天から言葉を受けることは

誰ひとり夢見ることさえできない

これが肉となった神が示した権威である

それにより一人ひとりが確信するように

肉となった神によって示された



『神の出現と働き』「千年神の国が到来した」（『言葉』第1巻）より編集


184 神はサタンを打ち負かし人を救うために肉となった

1

神が肉体として地上にいる間

人々の間で神の業を行なう

全ての業にはたった一つの目的がある

それは悪魔サタンを打ち倒すこと

神は人を征服することでサタンを倒す

また人々を完全な存在にすることで

世界に鳴り響くような証しとするならば

これもサタンの敗北のしるし

神はサタンを打ち倒して人類を救うため肉体となった



2

悪魔のサタンを打ち倒すためには

まず人を征服し完全なものにする

本質的にサタンを打ち破ると同時に

神は人を苦悩の世界から救う

この業を為すのが中国でも全宇宙でも

すべてサタンを倒し人々を救うために

人々が安息の地へ入ることができるように

神は人類を救おうとする

神はサタンを打ち倒して人類を救うため肉体となった

神が普通の肉体に宿たのは

サタンを打ち倒すためである

この受肉の神の業は

天の下で神を愛する全ての者を救うこと

人類を征服してサタンを打ち破るため

人類を救うためにサタンを倒すことは

神の業全ての真髄から切り離せない

神は全人類を救うため

神はサタンを打ち倒して人類を救うため肉体となった



『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


185 神は人類をどのように見ているのか

1 罪に暮らす人々の生活を経験して目の当たりにした後、主イエスの心中には強い願望が生じました。罪の中で悪戦苦闘する生活から、人間を自由にさせるという願望です。イエスはその願望により、一刻も早く十字架にかけられて人類の罪を背負わなければならないと、ますます強く感じるようになりました。これが、人々と暮らし、罪における彼らの生活の惨めさを見聞きし、感じた後の、当時の主イエスの考えなのです。

2 受肉した神は人類に対してこのような旨をもち、このような性質を表わして明らかにすることができたのですが、それは普通の人間にでき得たことでしょうか。受肉した神は外見こそ人間とまさに同じで、人間の知識を学んで人間の言語を話し、ときには人間自身の方法や話し方を通じて自身の考えを表わしますが、人間や物事の本質に対する見方は、堕落した人々のそれらに対する見方と絶対に同じではありません。受肉した神の視点と立っている高さは、堕落した人間には決して到達できないものなのです。

3 と言うのも、神は真理であり、神がまとう肉もまた神の本質を有しており、神の考え、および神の人間性によって表わされるものも真理だからです。受肉した神の肉体がいかに平凡でも、いかに普通でも、いかに卑しくても、さらには人々がどのような軽蔑の眼で受肉した神を見下そうと、人類に対するその考えと姿勢は、人間には備えることも真似ることもできないものです。受肉した神は常に神性の視点から、そして創造主としての立場の高さから、人類を観察します。神の本質と心構えを通じて絶えず人類を見るのです。神が一般的な人間と同じ低さから、あるいは堕落した人間の視点から人類を見ることはあり得ません。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


186 受肉した神を通して人はもっと神を知ることができる

1 人々の心にある漠然とした神の表象は、言葉だけではさらけ出したり、消し去ったり、完全に除いたりすることはできない。そうしてみても、人間の中に深く根付いているものを消し去るのは不可能だろう。実践の神と神の真の姿を、そうした漠然とした超自然的なものと入れ替え、人々にそれらを徐々に知らしめることによってのみ、目指すべき結果が得られるのだ。人間は、過去に求めていた神が漠然とした超自然なものであったことに気づく。これを成し遂げるのは、霊による直接の導きではなく、まして、特定の個人の教えでもなく、受肉した神なのである。

2 受肉した神が本格的にその働きを行うとき、人間の固定観念が露わになる。なぜなら、受肉した神の正常さと現実性は、人間の想像の中にある漠然とした超自然な神とは正反対なものだからだ。受肉した神と比較することなしには、人間の固定観念は明らかにならない。言い換えれば、現にそこにあるものと比較しなければ、漠然とした物事は明らかにならない。言葉によってこの働きのできる者は誰もいない。また、言葉によってこの働きを明確に表現できる者は誰もいない。

3 ただ神自身がその働きができるのであって、ほかの誰も神に代わってその働きをすることはできない。人間の言語がどんなに豊かであろうと、神の現実性と正常性を言い表すことはできない。神が人間のもとで自ら働き、自分の姿と実在とをすっかり示してはじめて、人間はもっと実際的に神を知ることができ、もっとはっきり神を見られるのだ。肉体をもつ人間には、この成果を成し遂げられない。もちろん、神の霊もまた、これを成し遂げることはできない。

『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


187 受肉した神は人類にとってとても重要である

肉となった神は人にはできない業を為せる

何故なら彼の内なる本質が人のものとは違うから

肉となった神は人を救うことができる

何故なら彼の身分は人のものとは違うからである



1

受肉の神は人と同じだが

神の霊ができない業を為すことができるので

どんな人よりも重要である

神自身について霊よりもさらなる証しができ

霊よりも完全に人間を得ることができる

それ故 この肉は平凡でも

人類への貢献と人の存在意義のため

この肉は極めて貴く

真の価値と意味は

誰にも量ることができない

人類にとってこの肉はとても重要である

何故なら彼は人であり

とりわけ彼は神だからである

人ができない業を為し

共に地上に住む堕落した人間たちを

救うことができるからである



2

この肉は直接サタンを滅ぼすことはできないが

彼の業はサタンを負かし

人を征服することができる

そしてサタンを完全に彼の支配に服させ

この肉を通して神はサタンを負かし人を救う

神は直接サタンを滅ぼさないが

業を為すため肉となり

堕落した人を征服する

だから神は被造物の間で自らをよりよく証しし

堕落した人を救える



3

受肉した神がサタンを負かすことは

神の霊が直接サタンを滅ぼすより

偉大な証しで説得力がある

彼は人が創造主を知る手助けができ

被造物の間でより神自身を証しすることができる



『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


188 神が地上で願う唯一のこと

今 神が肉として来るのは

招きによるもの

人の状態を考えて

必要なものを与えるため



1

神が来るのは

人がどんな素質・教養であっても

神の言葉を見て

神の存在と現れを見るためで

言葉で神が与える完全さを受け入れるためだ

神が望むのは

人がその思想と観念を変えること

そうすれば神の本当の顔が

人の心に植えつけられるだろう

これが神が地上で願う唯一のこと



2

人の本性がいかに偉大でも

本質が貧しくても

神は目を留めない

人の過去の行いがどうであれ

心にある神の姿を変えることを

神は望んでいる

神が望むのは

人がその思想と観念を変えること

そうすれば神の本当の顔が

人の心に植えつけられるだろう

これが神が地上で願う唯一のこと



3

神は人が人の本質を知り

見解を変えることを望む

人が神を深く慕い

永遠の愛情を抱くことを望む

これは神が人に求める全て

神が望むのは

人がその思想と観念を変えること

そうすれば神の本当の顔が

人の心に植えつけられるだろう

これが神が地上で願う唯一のこと



『神の出現と働き』「働きと入ること（７）」（『言葉』第1巻）より編集


189 神は肉による働きでのみ人を獲得できる

1

実践的な神の言葉を通して

人の欠点と反抗心が裁き明かされる

人は必要とするものを受けて

神が人の世界に来たことを見る

実践的な神の業は

サタンの影響下からもれなく全ての者を救い

穢れと悪魔で堕落した性質から解放するため

神のものとされるとは

人の完全な模範として神に従うこと

実践的な神に従い

正常の人間性を生き

神のことば・要求・語ることを十分守り

彼の求めることをやり遂げれば

その時あなたは神のものとされる



2

人が神の行いを見られるように

神は肉として地上に降りてきた

人が神に触れることができるよう

神の霊が肉の姿となった

神を見つめ知るようになる

実践的な方法のみ

神は人を完全にする

彼により人生を送り

彼の心に従える

神のものとされるとは

人の完全な模範として神に従うこと

実践的な神に従い

正常の人間性を生き

神のことば・要求・語ることを十分守り

彼の求めることをやり遂げれば

その時あなたは神のものとされる



3

もし神が天から語ることしかせず

地上に降りてこなかったとしたなら

人はどのように神を知れるだろう

神の業についての虚しい言葉で

現実の神の言葉でないならば

神は人の模範として地上に降りてくるので

人は神を見て

「触れること」「神のものとなること」ができる

神のものとされるとは

人の完全な模範として神に従うこと

実践的な神に従い

正常の人間性を生き

神のことば・要求・語ることを十分守り

彼の求めることをやり遂げれば

その時あなたは神のものとされる



『神の出現と働き』「実際の神は神自身であることを知るべきである」（『言葉』第1巻）より編集


190 神の働きを知っているか

1

肉にある神の業は

華やかでも神秘でもない

1＋1=2であるように現実的で

秘密も裏表もない

見るものすべてが

手にする真理や認識が本物である

業が終わる時神への認識は新たになるだろう

真に神を求める者の観念は全てなくなる

これは中国人だけに限られた業の効果じゃない

全人類征服の業を示している

全人類征服の業を



2

この肉の働きと全てが

征服の業のためになる

他の何よりそれらは益となる 今日も明日も

この肉は全人類を征服し獲得するのだ

神を見上げ、従い、認識する

それ以外素晴らしい働きはない

真に神を求める者の観念は全てなくなる

これは中国人だけに限られた業の効果じゃない

全人類征服の業を示している

全人類征服の業を



『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


191 神の二度の受肉は一つの源から来た

1 イエスがしたことは、神の肉の体での働きの一部分だけであった。イエスは贖いの働きだけを行い、完全に人間を得る働きはしなかった。そのため、神は終わりの日に再度受肉したのである。この段階の働きはまた、普通の人間の体で、すっかり通常の人間によって、その人間性が少しも超越的でない存在によって行われる。つまり、神は完全な人間になったのであり、身分は神である人、完全な人間、完全な肉の体が働きをする。人間の目には、神はまったく超越的ではない、ただの人間に見える。ごく普通の人物で天の言葉を話すことができ、奇跡的なしるしは何も見せず、何の奇跡も行わず、まして、大きな集会場で宗教についての内的な真理を明らかにしたりはしない。

2 三段階の働きの間に神は二度受肉し、いずれのときも受肉した神は新たな時代を開き、新しい働きをもたらした。二度の受肉は相補うのである。人間の目では、二つの肉の体が同じ源から来ていると見極めることは不可能である。言うまでもなく、これは人間の目や心の能力を超えている。しかし、両者の本質は同じである。二人の働きは同じ霊に発しているからである。

3 受肉した二つの体が同じ源から発しているかどうかを判断できるのは、二人の生まれた時代と場所やそのような他の要素によるのではなく、二人の表す神性の働きによるのである。受肉しての二度の働きは別々のものだが、肉の本質とその働きの源は同一である。ただ、どちらも二つの異なった段階の働きをするために存在し、二つの別の時代に来るということである。いずれにしろ、受肉した神の肉は同じ本質と由来をもつ。これは誰も否定できない真理である。

『神の出現と働き』「神が宿る肉の本質」（『言葉』第1巻）より編集


192 神の二度の受肉は神を表すことができる

1 神による各段階の働きには実際的な意義がある。男性であろうと女性であろうと、それが神の受肉した肉体である限り、どちらも神を表せるのである。当時、イエスは男性として来たが、今回来る際、神は女性である。このことから、神は自身の働きのために男性と女性の両方を造ったが、神には性の区別がないことがわかる。神は二度肉となったが、終わりの日における受肉が最後であることは言うまでもない。神は自身のすべての業を知らしめるために来た。人が目撃できるように自ら働きを行うべく、今の段階で神が受肉していなければ、人は永遠に、神は男性でしかなく、女性ではないという観念に固執するだろう。

2 最初に人類を創造したとき、ヤーウェは二種類の人間、すなわち男性と女性の両方を造った。従って、受肉した神の肉体にも男女の区別があった。神が二度にわたり受肉したのはひとえに、神が最初に人類を造った時の考えに沿って決定された。つまり、神は堕落する以前の男性と女性に基づき、二度にわたる受肉の働きを完成させたのである。あなたは過去に理解しなかったが、今も神の働きを、とりわけ受肉した神を冒涜し続けられるのか。このことをはっきり理解できないならば、自分の愚かさや無知が明らかにされ、醜さが暴露されないよう、発言にはせいぜい気をつけなさい。

『神の出現と働き』「二度の受肉が、受肉の意義を完成させる」（『言葉』第1巻）より編集


193 神はすべての人に義なる性質を現わす

1 肉となった神は、その働きを自ら実行する間、自分に付き従う人にだけ自身を示すのであり、すべての被造物に示すのではない。神は働きの一段階を完成させるためにだけ肉となったのであり、人に自身の姿を見せるためではない。神が大衆に示すのは、神の義なる性質と神のすべての業だけで、二度肉となったときの姿ではない。なぜなら、神の姿は神の性質を通じてのみ示すことができ、受肉した肉体の姿がそれに取って代わることはできないからである。神の肉体の姿は限られた数の人たちにだけ、つまり神が肉において働く際、神に付き従う人たちにだけ示される。これこそ今、働きが秘かに行われている理由である。

2 二度肉となった際の姿を、神が公然と大衆に示すことはないのである。人類のあいだで神が行なう働きは、神の性質を人々に理解させることである。そのすべてが様々な時代の働きを通して人に示されるのである。それはイエスの顕現を通してというより、むしろ神が知らしめた性質や、神が行なった働きを通して達成される。すなわち、神の姿は受肉した姿を通して人に知らされるのではなく、むしろ、姿と形をもつ受肉した神によって行なわれる働きを通して知らされ、彼の働きを通して神の姿が示され、神の性質が知らされる。これが、神が肉において行なおうと望む働きの意義である。

『神の出現と働き』「受肉の奥義（２）」（『言葉』第1巻）より編集


194 神の受肉とは簡単なことなのか

1 人々の間で、わたしは見ることのできない霊、決して接触することのできない霊であった。地上におけるわたしの三段階の働き（天地創造、贖い、破壊）のために、わたしは異なる時代に人々の真っただ中に現れ、彼らの間でわたしの働きを行う。わたしが最初に彼らの中に出現したのは贖いの時代であった。もちろんわたしはユダヤ民族の中に出現した。わたしがこの働きを直接行なった理由は、わたしの贖いの働きの中で罪の捧げものとして、人となったわたしの肉体を使いたかったからである。そこでわたしを最初に見たのは恵みの時代のユダヤ人たちであった。わたしが肉体で働きを行なったのはそれが初めてであった。

2 神の国の時代では、わたしの働きは征服し、完全なものにすることであるので、わたしはふたたび肉体の形で羊飼いとしての働きを行う。これはわたしが肉体の形で行う二回目の働きである。働きの最後の二段階では、人々が接触するものは、もはや目に見えない、触れることのできない霊ではなく、霊が肉体として実現化された人である。従って、人の目には、わたしはふたたび人になり、神の容貌も雰囲気も持たない。そのうえ、人々が見る神は男性だけでなく女性でもあるので、彼らには非常に驚異的で不可解である。再三再四、わたしの途方もない働きは、長年にわたり抱かれていた古い信念を粉砕し、人々は動転している。

3 神は、聖霊、霊、７倍に強化された霊、すべてを包み込む霊であるだけでなく、人、普通の人、ことのほか平凡な人でもある。神は男性だけでなく、女性でもある。彼らはどちらも人間に生まれたという点で同じであるが、一人は聖霊によって受胎され、もう一人は生まれながらに人間であるが、霊から直接生じているという点で異なっている。彼らはどちらも神の肉体化した形で、父なる神の働きを実行するという点で同じであるが、一人は贖いの働きを行い、もう一人は征服の働きを行うという点で異なっている。どちらも父なる神を表すが、一人は親愛の情と慈悲に満たされた贖い主であり、もう一人は怒りと裁きに満たされた義の神である。一人は贖いの働きを開始するための最高司令官であり、もう一人は征服の働きを完了させる義の神である。

『神の出現と働き』「神に対するあなたの認識はどのようなものか」（『言葉』第1巻）より編集


195 神はあなたが言うほど単純なのか

1 長い年月のあいだ、人々が見てきたものは霊だけでなく、また人間、男性だけでなく、人間の観念と合致しない多くのことでもあり、従って、人々は決して十分にわたしを理解することはできない。彼らは、あたかもわたしは確かに存在するが、幻想的な夢でもあるかのように、半ば信じ、半ば疑い続ける。そういうわけで今日まで、人々は神が何であるかをまだ知らない。あなたは単純な一文でわたしを要約することが本当にできるのか。本当に「イエスは他ならぬ神であり、神は他ならぬイエスである」とあえて言うのか。本当に大胆にも「神は他ならぬ霊であり、霊は他ならぬ神である」と言うのか。「神は肉を着ている人にすぎない」と抵抗なく言えるのか。「イエスの姿はまさに神の偉大な姿である」と断言する勇気が本当にあるのか。あなたの言葉の能力を頼りにして神の性質と姿を完全に説明することができるのか。

2 さて、あなたは本当に神が何であるか知っているのか。神は人間だろうか。神は霊だろうか。神は本当に男性だろうか。イエスだけがわたしのしたい働きを完成させることができるのか。わたしの本質を要約するために上記のうちひとつしか選ばないとしたら、あなたは非常に無知で忠実な信者であろう。わたしが一度、しかもたった一度だけしか受肉して働かないなら、あなたがたはわたしの境界を定められるだろうか。あなたは本当に一目見て、わたしを完全に理解することができるのか。生きている間に経験したものだけに基づいてわたしを本当に完全に要約できるのか。そして二回の受肉でわたしが同じ働きをすれば、あなたがたはわたしをどのように認識するのだろうか。永久にわたしを十字架に釘で打ち付けたままにしておくのだろうか。神はあなたが言うほど単純なものなのだろうか。

『神の出現と働き』「神に対するあなたの認識はどのようなものか」（『言葉』第1巻）より編集


196 二度の受肉が神の肉における働きを完成させる

1 最初に受肉した神は、受肉の働きを完了しなかった。神が肉においてするべき働きの最初の段階を完了しただけである。だから、受肉の働きを完了するために、神は再び肉の体に戻り、肉体のもつすべての正常性と現実を生きている。つまり、神のことばが完全に普通の平凡な肉の体として現れ、それにより、肉においてやり残した働きを完了しようというのである。二度目に受肉をした体は、本質的には最初と変わらないが、もっと現実的で、最初よりもさらに普通なものだ。

2 十字架につけられたのはイエスの肉、罪のための捧げ物としてイエスが捧げた肉体である。普通の人間性をもつ肉体という手段によってイエスはサタンに勝利し、人間を完全に十字架から救った。そして、二度目に受肉した神が征服の働きを行い、サタンを打ち負かすのは、完全な肉の体としてである。完全に普通で現実的な肉だけが征服の働きをその全体におよんで行い、力強い証しを示すことができる。

3 この受肉した神の職分は、話すことであり、それによって人間を征服し、完全にすることにある。つまり、肉として現れた霊の働き、肉の務めは、話すことで、それによって人間を征服し、顕示し、完全にし、淘汰することである。だから、肉における神の働きが完全に達成されるのは、征服する働きにおいてである。最初の贖いの働きは、受肉の働きの始まりに過ぎなかった。征服の働きをする肉は、受肉しての働きを完了させるであろう。

『神の出現と働き』「神が宿る肉の本質」（『言葉』第1巻）より編集


197 神の二度の受肉は人類の救いのため

神が二度肉となったのは

よく人を救い、サタンを負かすため

霊としてか肉としてかに関わらず

神だけがサタンと戦える



1

サタンと戦うのは天使でも

ましてや人でもない

天使は無力で

堕落した人には太刀打ちできないから

人のいのちと人に働きかけたいなら

神は肉の姿をとり

救いのため本来の身分とわざにより来るのだ

神が二度肉となったのは

よく人を救い、サタンを負かすため

霊としてか肉としてかに関わらず

神だけがサタンと戦える



2

サタンと戦えるのは神だけ

人では戦えない

人の本分は服従することで

新たな時代は開けない

神の指揮のもとで

創造主を満足させること

そうすればサタンは必ず負ける

それだけが人に為しえること

神が二度肉となったのは

よく人を救い、サタンを負かすため

霊としてか肉としてかに関わらず

神だけがサタンと戦える

働きが神の霊か人の手で為したら

戦いが成果を遂げ 終わることはない

新たな戦いと時代の働きが始まるたび

神が働きを為し

全時代を導き

人類の新たな道を開く

時代の幕開けはサタンとの戦いの新しい始まりで

人はより美しい

神が導く新たな時代に入る

神が二度肉となったのは

よく人を救い、サタンを負かすため

霊としてか肉としてかに関わらず

神だけがサタンと戦える



『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


198 神の二つの受肉の意義

1 最初の受肉は人を罪から贖うもの、つまりイエスの肉体によって人を罪から贖うものだった。言い換えると、イエスは十字架から人を救ったが、堕落したサタン的性質が依然として人の中に残っていたのである。二度目の受肉はもはや罪の捧げ物として仕えるためのものでなく、罪から贖われた人たちを完全に救うものである。そうすることで、赦された人は罪から解放され、完全に清められる。そして変化した性質を獲得することでサタンの闇の影響から自由になり、神の玉座の前に戻るのである。この方法でしか、人は完全に清められない。

2 神は肉となることでのみ、人と共に生き、世の苦しみを経験し、普通の肉体で生きることができるのである。神はそうすることでのみ、人が被造物として必要とする実践の道を施すことができる。人が神から完全な救いを受けるのは、神の受肉を通じてであり、祈りへの回答として天から直接受けるのではない。なぜなら、人は肉の存在であり、神の霊を見ることができず、ましてや神の霊に近づく術などないからである。人が接触できるのは神の受肉した肉体だけであり、この手段を通じてでなければ、人はすべての道と真理を理解し、完全なる救いを受けることができない。

3 第二の受肉は人の罪を一掃し、人を完全に清めるのに十分である。よって、第二の受肉とともに、肉における神の働き全体が終わりを迎え、神の受肉の意義が完成される。その後、肉における神の働きは完全に終了する。第二の受肉の後、神は自身の働きのために三度肉となることはない。神の経営全体がすでに終わっているからである。終わりの日の受肉は、神の選ばれた人を完全に自身のものとし、終わりの日の人類は残らず種類に応じて分類されている。神はもはや救いの働きを行なわず、またいかなる働きであっても、それを実行すべく肉に戻ることもない。

『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」（『言葉』第1巻）より編集


199 受肉の意義は終わりの日の受肉が全うする

1 イエスが行なった働きの段階は、「言は神と共にあった」という言葉の内容を満たしたに過ぎない。神の真理は神と共にあり、そして神の霊は肉と共にあって、その肉と不可分だった。つまり受肉した神の肉は神の霊と共にあったのであり、それは受肉したイエスが神による最初の受肉だったことのより大きな証拠である。この段階の働きはまさに「言葉が受肉した」という表現の内なる意味を実現し、「言は神と共にあった。言は神であった」という表現に一層深い意味を添えたのであり、「初めに言があった」という言葉を堅く信じさせるものである。

2神は創造の時に言葉をもっており、神の言葉は神と共にあり、神と不可分だった。そして最後の時代、神は自身の言葉の力と権威を一層明らかにし、人が神のすべての道を目にできるようにする。すなわち、神のすべての言葉を聞けるようにするのだ。それが最後の時代の働きである。あなたはこうした事柄を完全に知り尽くす必要がある。それは肉を知るという問題ではなく、肉と言葉をいかに理解するかという問題なのだ。これがあなたの行なわねばならない証しであり、すべての人が知らなければいけないことである。それは二度目の受肉の働きであり、そして神の最後の受肉であるため、この働きは受肉の意義を完全なものとし、神の肉におけるすべての働きを完全に遂行して明らかにし、神が肉にある時代の幕を閉じることになるのだ。

『神の出現と働き』「実践（４）」（『言葉』第1巻）より編集


200 終わりの日の受肉した神は神の経営を終える

1

神はよりよく人に接し征服するため

肉として働き、語る

神は最初に肉となった時

人を贖い、その罪を赦した

今は、それは征服の働きであり

人類を獲得するものだ

最後の受肉において

終わりの日の働きを完了し

人を種類に応じて分類する

神はその経営を終了し

肉としての全ての働きを終える

地上での働きが終わると、彼は勝利する



2

受肉した神が人を完全に征服して

自分のものとした時は

彼の経営の終わりなのではないか

神が肉での働きを終わらせ

勝利して治める時

サタンは負け

人を堕落させる機会もない

これこそが、神自身が行う肉の働きだ

最後の受肉において

終わりの日の働きを完了し

人を種類に応じて分類する

神はその経営を終了し

肉としての全ての働きを終える

地上での働きが終わると、彼は勝利する

彼は勝利し、勝利する



『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


201 肉なる神は生けるいのちの泉

1

堕落した人間にとって

最も価値ある働きとは

正確な言葉と追求すべき目標を与えることで

それは見て触れることができる

現実的な働きと時に適った導きとは

人の好みに相応しいもので

真実の働きだけが

腐敗と堕落した性質から人を救う

受肉した神のみがこれを実現でき

かつての腐敗し堕落した性質から人を救える

彼は人に受肉の働きの重要性を示す

人が人間の存在意義そのものへの

この肉の重要性を理解し

いのちの成長に関わる

彼の真の価値を知るように

そして人はこの肉が生けるいのちの泉

いのちの泉となることも知るだろう

人はその泉からどうしても離れられない



2

多くの人がこの肉ゆえに神の敵となるが

神が終わりの日にすべての働きを終えるとき

敵になることをやめ

抵抗しなくなる

それどころか人々は彼の証し人となり

皆彼に征服され

彼の心に適うようになり

彼から離れられなくなる

離れられなくなる

受肉した神のみがこれを実現でき

かつての腐敗し堕落した性質から人を救える

彼は人に受肉の働きの重要性を示す

人が人間の存在意義そのものへの

この肉の重要性を理解し

いのちの成長に関わる

彼の真の価値を知るように

そして人はこの肉が生けるいのちの泉

いのちの泉となることも知るだろう

人はその泉からどうしても離れられない



『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


202 神の受肉はあなたがたにとって極めて重要だ

1 今回は、神は霊体ではなく、まったく普通の体で働きを行うために来る。それは神の二度目の受肉の体というだけではなく、神がそれをまとって戻ってくる体でもある。それはごく普通の肉体である。この体の中に、他の人々と異なるものは何も見受けられないが、あなたは、今までに聞いたこともない真理をこの人から受け取ることができる。この取るに足らない肉体は、神から来る真理の言葉のすべてを具現化したものであり、終わりの日の神の働きを引き受けるもの、また人が知るようになる神の全性質の表現である。この人は、あなたにとっての神の国への入り口の門であり、新しい時代への導き手である。このような普通の人は、あなたの信頼や敬愛を受けるに値しないだろうか。

2 終わりの日の神の働きのすべてはこの普通の人を通して行われる。この人はすべてのものをあなたに授け、その上、あなたに関わるすべてのことを決定することができる。このような人が、あなたがたが思っているように、言及する価値もないほど取るに足りないということがあろうか。この人の真理はあなたがたを完全に納得させるのに十分ではないのか。その行いによる証しは、あなたがたを完全に確信させるには充分でないというのか。あるいは、この人があなたがたを導き入れる道は、あなたがたがついて行く価値がないということか。あなたがたがこの人に反感を抱き、見捨て、避ける理由は何であろうか。真理を表すのはこの人であり、真理を供給するのはこの人であり、あなたがたに進むべき道があるようにするのもこの人である。あなたがたはまだ、これらの真理の内に神の働きの足跡を見つけることができないなどということがあり得ようか。

3 イエスの働きがなければ、人類は十字架から降りることはできなかったであろうが、今日の受肉がなければ、十字架から降りる人々は神に称賛されることは決してないし、新しい時代に入ることもできない。この普通の人の到来がなければ、あなたがたには神のほんとうの顔を見る機会も資格も全くない。何故ならあなたがたは皆ずっと前に滅ぼされているはずの人々だからである。神の二度目の受肉の到来の故に、神はあなたがたを赦し、あなたがたに憐れみを示した。いずれにしても、最後にわたしがあなたがたに言い残さなければならない言葉はやはりこうである。神の受肉であるこの普通の人は、あなたがたにとって極めて重要である。これこそが、神が人々の間で成し遂げた偉大なることである。

『神の出現と働き』「あなたは知っていたか。神が人々のあいだで偉大な業を成し遂げたことを」（『言葉』第1巻）より編集


203 受肉した神を受け入れない者はみな滅ぼされる

1 目に見えず、触れることもできない神を誰もが愛し、歓迎する。もし神が人間の目には見えない、ただの霊であるならば、人間が神を信じることは容易である。人間は自分の想像力を自由に働かせることができる。神の姿として、どんな姿でも好きなものを選び、それで喜んで満足していられる。このように、人間は自分の神が最も好むこと、この神が人に望むとおりのことなら何でも、何のとがめもなく行うことができる。さらに、人間は、自分よりも神に忠実で信心深い者は誰もいない、他の人はみな異邦の犬で、神に背いていると信じている。

2 人間は自分の信仰がいいかげんなものであっても気にとめない。そして、好きなように神を信じている。これは誰も妨げることのできない「人間の権利と自由」の一つなのだ。なぜなら人間は他の誰のものでもない、自分の独自の神を信じているからである。これは私有財産であって、ほとんど誰でも、こうした私有財産をもっている。人間はこれを自分の貴い宝だとみなしているが、神にとっては、これ以上卑しく無価値なものはない。この人間の私有財産以上にはっきりと神に敵対するものはないからである。

3 なぜなら、神が受肉してその働きを行うため、神は触れることのできる形を持ち、人が見、触れることのできる肉体になるからである。神は形のない霊ではなく、人間がさわり、見ることのできる肉体である。しかしながら、人々の信じる神々のほとんどは、生身の体をもたず、形がなく、不定形である。このように、受肉した神は、神を信じる者ほとんどの敵となり、同様に、受肉した神という事実を受け入れることのできない人々も、神の敵となった。

4 人間は考え方や反抗心からではなく、この私有財産のために観念にとらわれているのだ。この私有財産のせいで、たいていの人は死に、この漠然とした、触れることができず、目にも見えない、実際に存在しない神のために、人間のいのちは損なわれている。人間のいのちが失われるのは、受肉した神のためではなく、まして、天の神のせいでもなく、人間が思い描いている神のせいなのである。神が受肉した唯一の理由は、堕落した人間が必要としているからである。人間が必要としているのであって、神が必要としているのではない。神のすべての犠牲と苦しみは人間のためであって、神自身のためではない。

『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」（『言葉』第1巻）より編集


204 全ての国々が全能神を礼拝する

1 終わりの日の神の働きは、天の神が地上で人々の間で生きていることを人に見せることであり、また人が神を知り、神に従い、神を畏敬し、神を愛することができるようにすることである。これが神が再び肉に戻った理由である。今日人が見るものは人と同じ姿の神、一つの鼻と二つの目を持つ神、目立たない神であるが、最終的には神はあなたがたに次のことを示すだろう。この人の存在がなければ、天と地は膨大な変化にさらされ、この人の存在がなければ、天は薄暗くなり、地上は混沌に陥り、全人類は飢饉と疫病の中で暮らすことになるということを。終わりの日における受肉の神による救いがなければ、神はずっと前に全人類を地獄で滅ぼし尽くしていたはずであるということを、神はあなたがたに示すであろう。またこの肉の存在がなければ、あなたがたは永遠にずっと罪人のかしらと死体のままであろうということを神は示すであろう。

2 この肉の存在がなければ全人類は避けることのできない災難に直面し、終わりの日の神の人類への一層厳しい懲罰から逃れることはできないことをあなたがたは知るべきである。この普通の肉の誕生がなければ、どのように求めようとも、あなたがたにはみな生も死も到来しない状態に陥るだろう。この肉の存在がなければ、今日、あなたがたは真理を受け取り神の玉座の前に来ることもできないだろう。それどころか、あなたがたの深い罪ゆえに罰せられるだろう。あなたがたは知っているか。神の肉への再来がなければ、誰にも救いの機会はないのである。また、この肉が来なければ、神はずっと以前に古い時代を終わらせていたはずである。神が肉の中で生きている故に、あなたがたにも生きる機会がある。このすべての恩恵はこの普通の人の故に獲得されたのである。

3 最後にはすべての国々はこの普通の人を礼拝し、この取るに足りない人に感謝し、従うだろう。全ての人類を救い、人と神の対立を和らげ、両者の距離を縮め、神と人の考えをつなげたのは、この人がもたらした真理、いのち、道だからである。一層大きな栄光を神にもたらしたのもこの人である。このような普通の人は、あなたの信頼や敬愛を受けるに値しないだろうか。このような普通の肉はキリストと呼ばれるに相応しくはないだろうか。このような普通の人が人々の間で神の表出となれないことなどあろうか。人類が災難を免れる手助けをするこのような人は、あなたがたに愛され、あなたがたが抱きしめる価値がないなどということがあろうか。最後にはすべての国々はこの普通の人を礼拝し、この取るに足りない人に感謝し、従うだろう。

『神の出現と働き』「あなたは知っていたか。神が人々のあいだで偉大な業を成し遂げたことを」（『言葉』第1巻）より編集


205 神は真理、神はいのち

神自身がいのちであり、真理であり、神のいのちと真理は共存している。真理を得られない者がいのちを得ることは決してない。真理による導き、支え、施しがなければ、あなたは文字と教義、そして何より死しか得られない。神のいのちは常に存在し、神の真理といのちは共存する。真理の源を見つけられなければ、いのちの糧は得られない。いのちの施しを得られないなら、真理を一切得られないことは間違いなく、ゆえに想像と観念を除けば、あなたの全身はただの肉、臭い肉でしかない。書物の言葉がいのちに数えられることはなく、歴史の記録が真理として敬われることはなく、過去の規則が神によって今語られている言葉の記録になることはないと知りなさい。神が地上に来て、人の間で生きているときに表わすものだけが真理であり、いのちであり、神の旨であり、神が現在働く方法である。

『神の出現と働き』「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」（『言葉』第1巻）より編集


206 神だけがいのちの道を持っている

1 いのちの道は誰でも持てるものではなく、また誰にとっても簡単に得られるものではない。いのちは神からしか生じ得ないからである。つまり、神自身のみがいのちの本質を有しており、神自身のみがいのちの道をもっている。ゆえに、神のみがいのちの源であり、永遠に流れつづけるいのちの生ける泉なのである。世界を創造してからずっと、神はいのちの活力に関する多くの働きを行ない、人にいのちをもたらす多くの働きを行ない、人がいのちを得られるよう多大な代価を払ってきた。神自身が永遠のいのちであり、そして神自身が、人が復活する道だからである。

2 神が人の心にいないことは決してなく、常に人の中に生きている。神は人の生活の原動力であり、人の存在の根幹であり、誕生後の人の存在にとっての豊かな鉱床である。神は人を生まれ変わらせ、人が自分のすべての役割をしっかり生きられるようにする。神の力と、消えることのない神のいのちの力のおかげで、人は何世代も生きてきた。その間ずっと、神のいのちの力は人の存在の支えであり、神は普通の人間が誰も払ったことのない代価を払ってきた。

3 神のいのちの力は、いかなる力にも勝る。そのうえ、いかなる力をも超越する。神のいのちは永遠であり、神の力は非凡であり、神のいのちの力はいかなる被造物や敵の力によっても圧倒されない。時や場所に関係なく、神のいのちの力は存在し、明るい輝きを放つ。天地は激変するかもしれないが、神のいのちは永遠に不変である。万物は過ぎ去るかもしれないが、神のいのちは依然として残る。神は万物の存在の源であり、それらの存在の根幹だからである。

『神の出現と働き』「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」（『言葉』第1巻）より編集


207 あなたは永遠のいのちの源を知っているか

1

神は人の命の源であり

天と地は神の力によって生きている

命ある全てのものたちは

神の支配と権威から逃れられない

あなたが何者であったとしても

人々は神に従わなくてはならない

そしてまた人は

神の支配と神の命令に服従しなければならない

あなたは熱意を持って

命と真理を探しているかもしれない

永遠の命を受けるために

信頼できる神を探しているかもしれない

もしもあなたが永遠の命を得たいのなら　

その源と神のいる場所を見つけなさい

神は決して変わることない命であり

神だけが命の道を持っている

神が命の道であるがゆえに

神は永遠の命への道そのものである



2

神は終りの日に新たな業を行う

神は宇宙の支配者である

あらゆる人々の心の支えであり

人々と共に生きている

そして神は新しい命をもたらし

人々を命の道へと導いてゆく

命を得て存在出来るように

神は地上に来て人々と共に生きている

神は宇宙を導き

救いのための取り計らいに仕えさせる

天と人の心の中だけでなく

神はこの世界にも確かに住んでいるのだ

もしもあなたがこの真理を否定するならば

真理の道も命への道ももたらされる事はない

もしもあなたが永遠の命を得たいのなら　

その源と神のいる場所を見つけなさい

神は決して変わることない命であり

神だけが命の道を持っている　

神が命の道であるがゆえに　

神は永遠の命への道そのものである

神は宇宙を導いてゆく

神だけが永遠の命への道なのである



『神の出現と働き』「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」（『言葉』第1巻）より編集


208 終わりの日のキリストは永遠のいのちの道をもたらす

1 終わりの日のキリストはいのちをもたらし、変わることなく永遠に続く真理の道をもたらす。人はこの真理を通していのちを得ることができ、この真理を通してのみ、神を知り、神に良しと認められる。終わりの日のキリストが与えるいのちの道を求めないなら、あなたは決してイエスに良しと認められず、天国の門をくぐる資格も得られない。なぜなら、あなたは歴史の操り人形であり、歴史に囚われた人だからである。

2 規則や文字に支配され、歴史に束縛される者は、決していのちを得ることができず、永遠のいのちの道も得られない。と言うのも、彼らがもっているのはどれも、玉座から流れるいのちの水ではなく、何千年も執着してきた汚水だからである。いのちの水を施されない者は永遠に死体であり、サタンの玩具であり、地獄の子である。

3 キリストが語る真理に頼ることなくいのちを得たいと望む者は、地上で最も愚かな者であり、キリストがもたらすいのちの道を受け入れない者は、幻想の世界で迷子になった者である。ゆえにわたしは、終わりの日のキリストを受け入れない者は神から永遠に嫌われると言う。キリストは、人が終わりの日に神の国へと入る門であり、それを迂回できる者は誰一人いない。キリストを通してでなければ、誰も神によって完全にされることはない。

『神の出現と働き』「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」（『言葉』第1巻）より編集


209 真の道を追求するための原則

1 真の道を探求する上での最も基本的な原則は何だろう。あなたは、この道に聖霊の働きがあるかどうか、それらの言葉が真理を述べているかどうか、誰について証しされているのか、それが何をもたらすか、といったことを調べなければならない。真の道と偽りの道とを判別するには、いくつかの基本的な知識が必要だ。最も基本的なことは、そこに聖霊の働きがあるかどうか、ということである。人間の神への信仰の真髄は神の霊を信じることであるからだ。そして、受肉した神への信仰でさえ、その肉が神の霊の体現であることに基づいている。だから、そうした信仰はなおも聖霊への信仰であるということになる。霊と肉の間には違いがある。しかし、この肉体は霊から来たものであり、肉となった言葉であるのだから、人間が信じるのは、なおも神に内在する実質なのだ。

2 そこで、それが真の道であるかどうかを区別するには、何よりもまず、そこに聖霊の働きがあるかどうかを見て、その後で、その道に真理があるかどうかを見るのだ。この真理は正常な人間性のいのちの性質である。つまり、神がはじめに人間を創造した時に人間に要求したこと、すなわち、（人間の理知、見識、知恵そして、人間であることの基本的な知識を含む）正常な人間性すべてである。即ち、この道が人間を正常な人間性の生活に導けるのかどうかを見極めなければならない。述べられている真理が正常な人間性の現実において必要なものかどうか、この真理が実用的で現実的であるかどうか、また、それは最も時宜にかなったものであるかどうか、といったことを見極めなければならない。

3 もし真理があるのなら、それは人間を普通の現実的経験へと導くことができるはずだ。更に、人間はいっそう正常になり、人間としての理知はより完全になる。人間の肉体における生活と霊的生活とはさらに秩序あるものとなり、喜怒哀楽はより正常なものとなる。もうひとつの原則がある。それは、人間は神についてより多くの認識をもっているかどうか、そのような働きと真理を経験することは神への愛を呼び起こすかどうか、その人をより親密に神のもとへ近づけるかどうかということだ。このことによって、その道が真の道であるかどうか見定めることができる。最も基本的なことは、この道が超自然的なものではなく、現実的なものであるかどうか、また、それが人間にいのちを与えるものであるかどうかということだ。もしそうした原則にかなうものであれば、この道が真の道であると結論づけられる。

『神の出現と働き』「神とその働きを知る者だけが神の心にかなう」（『言葉』第1巻）より編集


210 神の足跡を探すなら

1

神の足跡を探すなら

探さねばならない

神の御心、神の御言葉、神の御声

神の新しい御言葉の中

神の御声がある

神の足跡があるところには

神の御業がある

神の印があるところ

そこには神が現れる

神の現れるところには

真理、道、命がある



2

神の足跡を探す時

神の真理、生きる道、命さえも見失ったら

見つけることはできない

神の足跡

そして神の現れに気づくことはできない

なんとそれは大きな過ちだろう

神は人の思いを遥かに超えて

人の思うようには現れない

神には自身の選択がある

神が働くときに

神には自身の目的がある

神の御業がある

神は誰にも話さない

神は誰にも伝えない

それが神の性質

人は気づかなければ



3

神の現れを望むなら

そして神の足跡を探すなら

自分を超えて求めてはならない

自分の望みを神を自分の心に閉じ込めないで

自分の世界に閉じ込めないで

神の足跡を探し求め

神の現れを受け止めて

神の新しい御業に従い

それがあるべき道

人はみな誰も真理ではなく

真理を持たず

人は真理ではなく

真理を持たず

だから探し求め、受け入れながら

探し求めて受け入れて

真理に身を委ねる



『神の出現と働き』「附録1：神の現れによる新時代の到来」（『言葉』第1巻）より編集


211 終わりの日のキリストの出現と働きを知るには

1

神が肉とされた時

彼は自分に与えられた働きをもたらす

神が何者か現すため

彼は全ての人々に真理をもたらし

いのちを与え行くべき道を指し示す

神の本質を内に秘めていないなら

どんな肉体でも神の受肉ではありえない

神の受肉は神の本質と表現を具現化する



2

神の性質と言葉と業によって

神の受肉と真理の道を確証しなさい

彼の本質を注視しなさい

神の外見ばかりに目を奪われるのは

無知で愚かなことである

内なるものを外見では判断できない

神の業は人の思いと一致するものではない



3

イエスの外見は

人々の期待とは違っていたのではないか

彼の姿や身なりは

本当の姿を隠していたのではないか

パリサイ人たちはそのことが原因で

彼に敵対したのではないだろうか

彼らはイエスの外見だけに目を奪われ

イエスの発した言葉には耳を傾けなかった



4

神の出現を求める兄弟姉妹が

歴史を繰り返さないことを神は望んでいる

パリサイ人たちの例にならい

神をまた十字架に打ちつけてはならない

だからよく考慮しなさい

再臨するイエスをどう迎え入れたらよいか

どう真理に従うか明瞭な意見を持ちなさい

それはイエスの再臨を待つ全ての者の義務である



『神の出現と働き』「序文」（『言葉』第1巻）より編集


212 真理を受け入れる者だけが神の声を聞くことができる

1

神が現れるところには

真理の表明と神の声がある

真理を受け入れる者だけが

神の声を聞き、出現を見る

「それはありえない！」などと思わないで

不可能と思えることほど起こるものだ

神の英知は天より高く

神の思いは人智を越えている

不可能に見えるもの程

探すべき真理がそこにあり

人の思考を越えるもの程

神の意志が含まれている

どこに現れようと

神は依然として神であり

その本質は出現の場所になど左右されない

あなたの観念を捨て

心を静め

これらの言葉を読みなさい

あなたが真理を求めるなら

神はあなたに意志と言葉を教えるだろう



2

神の性質は変わらない

どこに歩み残そうと神は人類（ヒト）の神

イエスは全イスラエル、アジア、ヨーロッパ

そして全宇宙の神である

神の言葉から意志を探して

神の出現を見つけ、足跡に従いなさい

神は真理と道といのちで

神の言葉、出現は、同時に存在する

神の性質と足跡は常に人々に認知される

兄弟姉妹よ

これらの言葉に神の出現を見ることを望みなさい

神に従い新時代へと向かい

新たな天地に入りなさい

そこは神の出現を待つ皆へ すでに用意されている

あなたの観念を捨て

心を静め

これらの言葉を読みなさい

あなたが真理を求めるなら

神はあなたに意志と言葉を教えるだろう



『神の出現と働き』「附録1：神の現れによる新時代の到来」（『言葉』第1巻）より編集


213 聖霊が話すのを聞いたことがあるか

1

神は終わりの日に言葉で業を為し

肉となり言葉を話す

それは聖霊の言葉

神は霊であり

肉になれるから



2

聖霊の言葉は天から下り

人に届くと信じる愚か者たちがいるが

彼らは神の業を知らない

事実 肉となった神が聖霊の言葉を語る

聖霊が教会に言うことを

耳のある者に聞かせなさい

聖霊の言葉を聞いたか？

神の言葉が届いたのが

聞こえるだろうか？

聞こえるだろうか？



3

肉の神を否定する者は

業の原則も霊も知らない

今が聖霊の時代と知りつつ

新たな業を拒む者は

曖昧な信仰で

聖霊の業を受けられない

聖霊の言葉と業を望んでも

受肉の神の言葉と業を拒否する者は

新しい時代に入れず

完全に救われることはない

聖霊が教会に言うことを

耳のある者に聞かせなさい

聖霊の言葉を聞いたか？

神の言葉が届いたのが

聞こえるだろうか？

聞こえるだろうか？

聖霊もヤーウェも

人に直接語ることはなかった

律法の時代でさえ

律法の時代でさえ

今はなおさら語ることはない

語り働くため

神は肉にならないと

目的を達成できない

聖霊が教会に言うことを

耳のある者に聞かせなさい

聖霊の言葉を聞いたか？

神の言葉が届いたのが

聞こえるだろうか？

聞こえるだろうか？

聞こえるだろうか？

聞こえるだろうか？



『神の出現と働き』「自己の観念で神を規定する人がどうして神の啓示を受けられるのか」（『言葉』第1巻）より編集


214 神は神、人は人

1 あなたは研究のため、あるいは受け入れるつもりでこの本を開いたのかもしれない。あなたの態度がどうであれ、わたしはあなたがこの本を最後まで読み、簡単に脇に押しやってしまわないことを希望する。おそらく、これらの言葉を読んだ後、あなたの態度は変わるだろうが、それはあなたの動機と理解度次第である。しかし、あなたが知っておくべきことが一つある。神の言葉は人の言葉として語ることはできないし、ましてや人の言葉は神の言葉としては語ることはできない。神に使われる人間は受肉した神ではなく、受肉した神は神に使われる人間ではない。ここに実質的な違いがある。

2 これらの言葉を読んだ後、あなたはこれらが神の言葉であることを受け入れず、ただ啓示を受けた人の言葉として受け入れるかもしれない。そうだとすれば、あなたは無知ゆえに目が見えなくなっているのだ。どうして神の言葉が啓示を受けた人間の言葉と同じでありえようか。人の姿になった神の言葉は新しい時代を開始し、人類全体を導き、奥義を明らかにし、人に新しい時代に向かう方向を示す。人が獲得する啓示は単純な実践、あるいは認識にすぎず、人類全体を新しい時代に導くことはできないし、神自身の奥義を明らかにすることもできない。

3 神は結局神であり、人は人である。神は神の本質を持っており、人は人の本質を持っている。神によって語られた言葉を単に聖霊による啓示と見なし、使徒や預言者の言葉を神自らが語る言葉として受け取るならば、それは間違っている。とにかく、あなたは決して正しいものを誤りとするべきではないし、高いものを低いものとして話すべきではないし、深いものを浅いものとして話すべきではない。とにかく、あなたは真理であると知っていることを決して故意に論駁するべきではない。神の存在を信じる人はすべてこの問題を正しい観点から考察すべきであり、神の新しい働きと新たな言葉を神の被造物の観点から受け入れるべきである――さもないと神に淘汰されるであろう。

『神の出現と働き』「序文」（『言葉』第1巻）より編集


215 神の栄光の日

1 いつか全宇宙が神に戻るとき、全宇宙における神の働きの中心は神の発する言葉に従うだろう。他の場所では、ある人は電話で、ある人は飛行機に乗って、ある人は船で海を渡って、またある人はレーザーを使って、神の発する言葉を受け取るだろう。誰もがあこがれ、渇望し、神に近づき、神の前に集い、そして神を礼拝する。これらすべてが神の業なのである。覚えておきなさい。神がどこかよそで新しく始めることは決してない。神はこの事実を成し遂げる。彼は全宇宙のすべての人々を彼の前に迎え、地上の神を礼拝させる。他の場所での神の仕事は終わり、人々は真の道を求めなければならなくなるだろう。

2 宗教界全体が深刻な飢餓に苦しみ、今日の神のみが、人の喜びのために提供される、枯れることのない生ける水の泉であり、人々は彼のもとに来て彼を頼るだろう。神の国全体が喜ぶ時は、神の栄光の日であり、あなたがたのもとに来て神のよい知らせを受ける者は皆神によって祝福され、これらの国々とこれらの民は神によって祝福され、顧みられるだろう。将来の方向性は次のようになる。神の口から言葉を得る者は、地上で歩むべき道を知っており、ビジネスマンや科学者であれ、あるいは教育者や実業家であれ、神の言葉のない人には、一歩進むことさえ難しく、彼らは真の道を求めることを余儀なくされるだろう。「真理とともに世界中を歩む。真理なくしては、どこへも至ることができない」とはこのことを言うのである。

3 神の言葉は無数の家に広がり、すべてのものに知られるようになり、このようにしてのみ、神の仕事は全宇宙に広まる。つまり、神の仕事を全宇宙に広げるには、神の言葉が広められなければならない。神の栄光の日に、神の言葉はその力と権威を示すだろう。大昔から今日まで神が語ってきたすべての言葉が成就し、現実となるだろう。このようにして、栄光は地上で神のものとなる。つまり、神の言葉が地上で全てを支配するようになる。悪者はすべて神の口から語られる言葉によって罰せられ、義人はすべて神の口から語られる言葉によって祝福され、すべては神の口から語られる言葉によって確立され成就される。すべてが言葉によって成就され、言葉は事実を生み出すだろう。

『神の出現と働き』「千年神の国が到来した」（『言葉』第1巻）より編集


216 神の新しい業を受け入れる者は祝福される

1

聖霊の今の言葉に従えば

誰もが祝福される

聖霊がどう働きかけたかや

過去がどうであろうと

この日に御業を受け入れる者は

誰より祝福される

この日に御業を受け入れずいれば

ふるい落とされる

今 新しい光を受け入れよう

今 神の御業を受け入れよう

神は待っておられる

御業を受け入れる者を



2

純潔な乙女になるべき訳は

御業を求められるから

乙女こそ古い観念を新たに

御業に今日も従う

今 新しい御業に従う者は

今 神の御業に従う者は

神に定められた者

最も祝福を受ける者

今 神の御声をあなたは聞き

今 神の御姿をあなたは見る

全ての時や世代天地で

これ程祝福された者はいないだろう



『神の出現と働き』「神の最新の働きを知り、神の歩みに従え」（『言葉』第1巻）より編集


217 神の賞賛を得るために聖霊の新しい働きに従いなさい

1

聖霊の業に従うとは

今日の神の意志を理解すること

要求に沿って行動し

今日の神に従うこと

神が今望むことに従い

神の新たな言葉により真の道に入ること

そのような人々が聖霊の業に従う

彼らは聖霊の流れの中

神を見て賞賛を得る

彼らは神の性質

人の観念や不従順さ 性質や本性を知り

彼らの性質は神に仕える過程で変化する

このような人々だけが神を得ることができる

このような人々だけが

唯一の真の道を見出した者たち



2

神の最新の業の認識を得るのは容易ではないが

もし意図的に神の業に従い、探し求めるなら

神を見るチャンスと聖霊の新たな導きを得て

彼らの性質は神に仕える過程で変化する

このような人々だけが神を得ることができる

このような人々だけが

唯一の真の道を見出した者たち

神の業に敢えて逆らうものは

聖霊の啓示や神の導きを受けられない

神の最新の業を受けることができるかどうかは

神の恵みと彼らの追求と意図次第である



『神の出現と働き』「神の最新の働きを知り、神の歩みに従え」（『言葉』第1巻）より編集


218 最後までついて行くために聖霊の働きに従いなさい

1

聖霊の働きは日々変化し

より大きな啓示とともに段階ごとに高くなる

こうして神は働き 人類を完全にするが

ついて来れない人はとり残されるだろう

進んで従う心なしに

人々は最後までついて行くことはできない

生まれつき不従順で意志に逆らう者は

神の働きが速まるにつれ とり残されるだろう

喜んで謙り 従う者だけが

道の終りまで 終わりまで 進むことが出来る



2

先の時代は過ぎ去り 新時代の到来とともに

新しい働きをしなければならない

神が人を完全にする最後の時代に

神は非常に速く働き新しい業を行う

だから従順な心なしに

神について行くのは何と困難なことか！



3

神の働きは不変でもなく

規則に縛られず

常に新しくより高いものである

それは段階ごとに実践的で

より人類の実際の必要に沿ったものとなる

この働きを経験した時

遂に人の性質は変わることが出来る



4

命についての人の知識は増し

神は自らの働きを高める

そのように神は人を完全にし

神の用途に相応しいものにする

神の働きは人の観念と闘い 正し

より高く現実的な信仰の高き領域へと導く

そうして神の意志が果たされるように

生まれつき不従順で 意志に逆らう者は

神の働きが速まるにつれ とり残されるだろう

喜んで謙り 従う者だけが

道の終りまで 終わりまで 進むことが出来る



『神の出現と働き』「真心で神に従う者は、必ずや神のものとされる」（『言葉』第1巻）より編集


219 賢い者よ、すぐ目覚めなさい

1 聖霊の現在の働きはまさに、人々には想像し難いものであり、すべては現実に入る。それについて無思慮でいるのは実によろしくない。心と考えが正しくなければ、前途は見つからないだろう。最初から最後まで常に注意深くあり続け、怠慢にならぬよう用心しなければならない。常に注意し、待ち望み、わたしの前で静まっている者は幸いだ。いつも心の中でわたしを仰ぎ見て、注意深くわたしの声に耳を傾け、わたしの行動に注意を払い、わたしの言葉を実践する者は幸いだ。時はまさにこれ以上の遅れが許されず、あらゆる疫病が蔓延し、どう猛な血まみれの口を開けて、洪水のようにあなたがたを皆呑み込もうとしている。わたしの子らよ、時は来た。もう考え込んでいる暇はない。あなたがたをわたしの庇護のもとへと導く唯一の道は、わたしの前に戻ってくることだ。

2 賢い者は早く真理に目覚めねばならない。手放したくないものすべてを棄て去りなさい。もう一度言うが、それらのものは本当にあなたのいのちに有害であり、何の益もないのだ。あなたがわたしに拠り頼んで行動できることを願っている。さもなければ、前途にあるのは死の道だけだ。それでどこへいのちの道を探しに行くのか。外面的なことにばかりに勤しみたがる心を断ちなさい。他の人たちに逆らう心を断ちなさい。いのちが成熟できず見捨てられれば、あなたは自らを躓かせたことになるのではないか。聖霊の現在の働きは、あなたが想像しているようなものではない。自分の観念を放棄することができなければ、大きな損失を被るだろう。働きが人間の観念と一致しているなら、あなたの古い本性や観念を明るみに出すことができるだろうか。あなたは自分自身を知ることができるだろうか。あなたはおそらくまだ自分が何の観念も持っていないと思っているのだろうが、今回はあなたのさまざまな醜い面がすべてはっきりと明るみに出されるのだ。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十四章」（『言葉』第1巻）より編集


220 神の歩調に信者はしっかり従わなければ

1 神を信じているのであれば、人間は神の歩調に遅れることなく、一歩一歩ついて行かなければならない。人間は「子羊が行く所はどこへでもついて行く」べきである。彼らだけが真の道を求める人々であり、聖霊の働きを知っている者である。奴隷のように文字や教義に従う人々は聖霊の働きによって既に排除された者である。各期間において、神は新たな働きを開始し、各期間において、人間には新たな始まりがあるであろう。人間が「ヤーウェは神である」または「イエスはキリストである」というような一つの時代のみに該当する真理に従うだけであれば、人間は聖霊の働きに遅れずついて行くことは決してできず、聖霊の働きを得ることは永遠にできないであろう。最後まで子羊の足跡を追う者のみが、最終的な祝福を得ることができるのだが、最後までついて行けないにもかかわらず、自分が全てを得たと信じている「賢い人々」は神の出現を証しすることができない。

2 最後まで従わない者、聖霊の働きに追いつけない者、旧来の働きにしがみ付く者は、神への忠誠を果たせなかったどころか神に逆らう者となり、新たな時代から拒否され、罰を受ける者となっている。これ以上哀れなことがあるだろうか。奴隷のように律法を守っている人々は皆、律法に対して至高の忠誠を示している。そして律法に対してこのような忠誠を示せば示すほど、彼らは一層神に逆らう反逆者となる。というのは、今は律法の時代ではなく、神の国の時代であり、現在の働きと過去の働きを同じ言葉で語ることはできず、過去の働きを現在の働きと比較することもできないからである。神の働きは既に変化したので、人間の実践もまた変化した。それは、律法を守ることでも、十字架を負うことでもない。だから律法や十字架への人間の忠誠は、神の承認を得ないであろう。

『神の出現と働き』「神の働きと人間の実践」（『言葉』第1巻）より編集


221 あなたは神の現在の働きに従うのか

1

もし今日の光に従えないなら

あなたと神の間には距離がある

その絆は切れて

霊的生活が正常にできなくなるかもしれない

神との正常な関係は

今日神の言葉を受け入れて成り立つ

あなたは正常な霊的生活と

神との正しい関係を持っているか？

聖霊の流れに従っているか？

消極的な状態から抜け出したか？

神の言葉を信じ 働きを基礎とし

今日 聖霊の光に従う者は

聖霊の流れの中にいる



2

聖霊の働きに従うのか？

今日の神の光に従うことができ

神の意志を把握し 言葉に入れば

聖霊の流れに従うだろう

その流れに従わないなら

あなたは真理を追い求めていない

向上心なしに聖霊は働かず

人は消極的で力を出せない

聖霊の流れに従っているか？

消極的な状態から抜け出したか？

神の言葉を信じ 働きを基礎とし

今日 聖霊の光に従う者は

聖霊の流れの中にいる

神の言葉が真実だと信頼し

神が何を言おうとその言葉を信じるなら

あなたは神の働きに入ろうとしている

このようにして神の意志を満足させる



『神の出現と働き』「神の最新の働きを知り、神の歩みに従え」（『言葉』第1巻）より編集


222 あなたがたは真理を受け入れる人になるべきだ

1

自分自身の道を選びなさい

真理を拒んだり聖霊を冒瀆せずに

無知にならないで、傲慢にならないで

聖霊の導きに従いなさい

イエスの再臨は

真理を受け入れる全ての人にとって

大いなる救いだ

イエスの再臨は

真理を受け入れられない人を罪に定める

Oh…



2

真理を渇望し、求めなさい

あなたのためになる唯一の道だから

真理を聞いてもそれを鼻であしらう者は

とても愚かで無知だ

イエスの再臨は

真理を受け入れる全ての人にとって

大いなる救いだ

イエスの再臨は

真理を受け入れられない人を罪に定める

Oh…真理を受け入れる

Oh…真理を受け入れる



3

神への信仰の道を軽やかに歩みなさい

勝手に結論を下さずに

神への信仰において、いい加減にならないで

神を信じる人は敬虔で謙虚であるべきだ

真理を聞いても勝手に結論を下したり

真実を罪に定める者は傲慢だ

イエスの再臨は

真理を受け入れる全ての人にとって

大いなる救いだ

イエスの再臨は

真理を受け入れられない人を罪に定める

キリストを信じる者には

他人を呪ったり咎めたりする資格はない

あなたは理性を備え、真理を受け入れるべきだ

イエスの再臨は

真理を受け入れる全ての人にとって

大いなる救いだ



『神の出現と働き』「あなたがイエスの霊体を見る時、神はすでに天地を新しくしている」（『言葉』第1巻）より編集


223 真理への態度が極めて重要

あなたがたの忠誠心は言葉の中のみにあり、あなたがたの認識は単に知的で観念的であり、あなたがたの労働は天国の祝福を受けるためのものであるが、それではあなたがたの信仰はどのようなものでなければならないのか。今日なお、あなたがたは真理の言葉の一つ一つに対し、耳を貸そうとしない。あなたがたは神が何かを知らない。キリストが何かを知らない。あなたがたはヤーウェを畏れる方法を知らない。どのように聖霊の働きに入っていくのかを知らない。あなたがたは神自身の働きと人の惑わしの区別の仕方を知らない。ただ、自分の考えに沿わない、神が表した真理の言葉を非難することだけを知っている。あなたの謙虚さはどこにあるのか。あなたの従順はどこにあるのか。あなたの忠誠心はどこにあるのか。真理を求める気持ちはどこにあるのか。あなたの神への畏敬はどこにあるのか。わたしはあなたがたに言う。しるし故に神を信じる者は、滅ぼされる部類であることは確かである。肉に戻ったイエスの言葉を受け入れることができない者は、地獄の子孫であり、天使長の末裔であり、永遠の破滅を逃れることのできない部類である。

『神の出現と働き』「あなたがイエスの霊体を見る時、神はすでに天地を新しくしている」（『言葉』第1巻）より編集


224 真理を受け入れぬ者は救いを受けるに相応しくない

1

いのちの言葉と真理を聞く際に

何万とある言葉の中のたったひとつだけが

あなたの考えと聖書に一致していると思うかもしれない

あなたは万分の一の言葉の中に真理を求めるべきだ

己惚れないように

自信過剰にならないように

神はあなたに・・あなたに謙遜を教える

明確に語られた真理を受け入れられないなら

あなたは神の救いに相応しくないのではないか？

玉座に座る神の前に戻るという幸運を

逃す者ではないか？

神の前に戻るという幸運を



2

神に払うほんのわずかな畏敬でも

あなたに大きな光をもたらす

これらの言葉に思いを巡らせれば

真理であり いのちであることが分かるはずだ

終わりの日に偽キリストが現れても

無闇に神の言葉を非難してはならない

正道から外れることを恐れるあまり

聖霊を冒涜してはならない



3

多くを求め調べた後で

これらの言葉が真理でも

正しい道でも

神の表現でもないと考えるなら

あなたは懲罰を受け 祝福を失うだろう

明確に語られた真理を受け入れられないなら

あなたは神の救いに相応しくないのではないか？

玉座に座る神の前に戻るという幸運を

逃す者ではないか？ 

神の前に戻るという幸運を



『神の出現と働き』「あなたがイエスの霊体を見る時、神はすでに天地を新しくしている」（『言葉』第1巻）より編集


225 パリサイ人たちがイエスに反抗した理由の根拠

1

あなたは何故パリサイ人たちが

イエスに反抗したのか知りたいか？

彼らの本質が何であるのか知りたいか？

彼らはメシアへの幻想と

メシアの到来を信じるだけで

いのちの真理は求めていなかった

彼らは救い主を待っているが

まだ真理やいのちの道を知らない



2

これ程愚かで頑なで無知な彼らが

神の祝福を得られようか？

メシアをその目で見ることなどありえようか？

彼らがイエスに背いたのは

イエスが彼らに語った真理の道を知らなかったからだ

彼らはメシアまたは聖霊の働きを

理解していなかったのだ

彼らはメシアを見たことも

一緒にいたこともないまま

メシアの名に虚しい敬意を払い

その一方であらゆる手段を使って

メシアの本質に抵抗した



3

不従順で頑なで傲慢な彼らは

「あなたの説教は深遠で高い権威があるが

もしメシアと呼ばれていないなら

あなたはキリストではない」と信じていたが

これらのことは嘲笑すべきたわ言であり

誇大妄想である

今 神は問いかけている

あなたはパリサイ人たちの過ちを

繰り返すのではないか？

イエス・キリストを理解していないのに

真理の道を見極められるのか？

聖霊の働きについて行くことができるのか？

あなたはキリストに逆らわないと保証できるのか？

できないなら

いのちではなく死が間近に迫っているのだ



『神の出現と働き』「あなたがイエスの霊体を見る時、神はすでに天地を新しくしている」（『言葉』第1巻）より編集


226 三位一体は存在するのか

1 あなたがたの中の誰かが三位一体は実際存在すると言うならば、この三位格で一つの神とは一体何か説明してみたまえ。聖なる父とは何か。子とは何か。聖霊とは何か。ヤーウェは聖なる父なのだろうか。イエスは子なのだろうか。それでは聖霊についてはどうか。父は霊ではないのだろうか。子の本質も霊ではないのだろうか。イエスの働きは聖霊の働きではなかったのだろうか。当時のヤーウェの働きはイエスの働きと同じ霊によって行われたのではなかったのだろうか。神はいくつの霊を持つことができるのだろうか。

2 あなたの説明によると、父、子、聖霊の三位格は一つである。もしそうなら、三つの霊がいることになるが、霊が三ついるということは神が三ついることを意味する。となると唯一の真の神はいないことになる。こんな神がどうして神の本来備え持つ本質を持つことができるだろう。神は一つであることを受け入れるならば、神はどうして子を持ち、父であることができるのか。これらはすべて観念にすぎないのではないか。神は唯一で、この神の中には唯一の位格しかなく、神の霊は唯一である。聖書に「唯一の聖霊、唯一の神のみがいる」と書かれている通りである。

3 あなたの言う父と子が存在するかどうかにかかわらず、結局は唯一の神のみがあり、あなたがたが信じる父、子、聖霊の本質は聖霊の本質である。言い換えれば、神は一つの霊であるが、すべての上に立つことができるのはもちろん、肉体になり、人々の中で暮らすこともできる。神の霊はすべてを含んでおり、どこにでも存在する。神は同時に肉体の形になり、全宇宙に、そしてその上に存在することができる。すべての人々が神は唯一の真の神であると言うので、神は一つだけで、誰も意のままに分けることはできない。神は唯一の霊で、唯一の位格である。そしてそれが神の霊である。

『神の出現と働き』「三位一体は存在するのか」（『言葉』第1巻）より編集


227 聖書は全て神の霊感によって書かれたのか

1 今日、聖書は神であり、神は聖書であると人々は信じている。また、聖書のすべての言葉は神が語った唯一の言葉であって、それらはどれも神によって述べられたと信じている。神を信じる人々は、旧約と新約の六十六書はすべて人間が書いたものだが、みな神から霊感を受けており、聖霊の発言を記録しているとさえ考えている。これは人の誤った理解であって、事実とまったく一致していない。実際、預言書を別にして、旧約の大半は歴史的記録である。新約の書簡の中には、人々の経験に由来するものもあれば、聖霊の啓きに由来するものもある。

2 たとえば、パウロの手紙は一人の人間の働きから生まれたもので、どれも聖霊による啓きの結果だった。また、それらの手紙は諸教会のために書かれたもので、諸教会の兄弟姉妹への勧告と激励の言葉だった。聖霊の語る言葉ではなかったのであり、パウロが聖霊の代わりに語ることはできなかったのである。また、彼は預言者でもなかったし、ましてヨハネが目の当たりにした幻を見てもいない。パウロの手紙はエペソ、フィラデルフィア、ガラテヤ、およびその他の教会に向けて書かれた。彼が述べたことはどれも人々にとって啓発的であり、肯定的であって、いずれも正しかったが、それは聖霊の発する言葉を代弁していたのではないし、神を表わすこともできなかった。一人の人間による経験の記録や手紙を、聖霊が諸教会に向けて語った言葉として扱うのは、言語道断な解釈であり、ひどい冒瀆である。

『神の出現と働き』「聖書について（３）」（『言葉』第1巻）より編集


228 聖書を用いて神を断罪する者はみなパリサイ人である

1 ユダヤのパリサイ人は、モーセの律法に基づいてイエスを罪に定めた。彼らは当時のイエスとの融和を求めず、律法に文字通りに忠実に従うあまり、イエスが旧約の律法に従っておらず、またメシヤでもないという罪で、ついに無実のイエスを十字架につけたのである。彼らの本質は何であったのか。彼らは真理と融和する道を求めていなかったのではないか。彼らは聖書の一字一句にこだわり、わたしの心とわたしの働きの手順や方法には無関心でいた。

2 彼らは真理を求めた人々ではなく、あくまで言葉に固執した人々であった。彼らは神を信じたのではなく、聖書を信じていた。つまるところ、彼らは聖書の番犬であった。聖書の影響力を擁護するため、聖書の権威を維持するため、聖書の評判を守るため、彼らは慈悲深いイエスを十字架につけることまでした。彼らは、ただ単に聖書を守るため、人々の心の中にある聖書の一字一句の地位を維持するために、そうしたのである。だから、彼らは未来と罪のための捧げ物を見捨て、聖書の教義に従わなかったイエスを罪に定めて殺したのである。彼らは聖書の一字一句に隷属していたのではないか。

『神の出現と働き』「あなたはキリストと相容れる道を探さなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


229 聖書は人間が神の新しい働きを受け入れることの障害

1 今日、誰もが終わりの日の働きについての預言を聖書に見出し、終わりの日に神がどのような働きを行なうのか、終わりの日についてどんな前兆があるのかを突き止めようとしている。このように、聖書に対する人々の崇拝はますます熱を帯び、終わりの日に近づくほど、よりいっそう聖書の預言、とりわけ終わりの日についての預言に盲目的な信頼をおく。そうした聖書への盲信、そうした聖書への信頼があるために、その人たちは聖霊の働きを探し求める欲求をもたない。人々は自分の観念の中で、聖書だけが聖霊の働きをもたらせると考えている。つまり、神の足跡は聖書の中でしか見出せず、神の働きの奥義が隠されているのも聖書の中だけであり、神のすべてと神の働きの全体を明確にできるのも聖書だけであって、他の書物や人々にはそれができないというわけだ。聖書は天の働きを地にもたらすことができ、また時代の始まりと終わりをもたらすことができる。

2 こうした観念があるので、人々には聖霊の働きを探し求めようとしない。そのため、聖書が過去どれほど人々の役に立とうとも、それは神の最新の働きの妨げになっている。聖書がなくても、人々は別の場所で神の足跡を探せる。しかし今日、神の足跡は聖書によって封じ込められている。だから、神の最新の働きを広げることは二倍難しくなり、かつ困難なことになっている。これはみな、聖書の有名な章句のせいであり、また聖書のさまざまな預言のせいである。聖書は人々の心の中で偶像となり、人々の頭脳の中の謎となった。人々は、神が聖書の外で働けることをどうしても信じられず、聖書の外で神を見つけられることも信じられずにいる。まして、神が最後の働きのさなかに聖書を離れ、新しく始められるなどとは到底信じられない。それは人々にとって考えられないことであり、彼らには信じられないし、想像することもできない。聖書は人々が神の新たな働きを受け入れる上で大きな障害になり、神がこの新たな働きを広めるのを困難にしてしまった。

『神の出現と働き』「聖書について（１）」（『言葉』第1巻）より編集


230 聖書がどうして人々を新たな時代へ導けるのか

1 聖書はパウロの手紙やペテロの手紙といった、いのちの言葉の書の一部を収めているし、人々はこれらの書から施しや支えを得られるものの、これらの書はやはり時代遅れで、過去の時代に属するものである。どれほど優れていても、一つの時代にだけ通用するもので、永遠のものではない。神の働きは常に進展しており、単にパウロやペテロの時代で止まったり、イエスが十字架にかけられた恵みの時代にいつまでもとどまったりすることはできない。したがって、これらの書は恵みの時代にのみふさわしいものであって、終わりの日の神の国の時代にはふさわしくない。これらは恵みの時代の信者にのみ施せるのであって、神の国の時代の聖徒に施すことはできない。いかに優れていても、それらはやはり過去のものである。

2 ヤーウェによる創造の働きやイスラエルでの働きも同じである。その働きがいかに偉大でも、それはやはり時代遅れになり、廃れる時がきっと来る。神の働きもまた同じであり、それは偉大だが、終わる時が来る。いつまでも創造の働きにとどまることはできないし、磔刑の働きにとどまっていることもできない。磔刑の働きがいかに説得力をもち、サタンを打ち負かすにあたって効果的でも、結局、働きはやはり働きであり、時代もまた時代なのである。働きがいつまでも同じ基礎の上にとどまることはできないし、時代が決して変わらないということもあり得ない。なぜなら創造があり、また必ず終わりの日があるからである。これは決して避けられない。

3 ゆえに、今日、新約のいのちの言葉、つまり使徒たちの手紙や四福音書は歴史的な書となり、古い年鑑となった。古い年鑑がどうして人々を新たな時代に導けるだろうか。それらの年鑑がどれほど人々にいのちを施すことができたとしても、あるいは人々を十字架に導くことができたとしても、それらは時代遅れではないのか。価値がないのではないか。それゆえ、盲目的にそれらの年鑑を信じるべきではないと言うのだ。それらはあまりに古く、あなたを新たな働きに至らせることができず、重荷にしかならない。新たな働き、新たな入りに至らせることができないばかりか、古い宗教的な教会へと至らせる。そうなれば、神への信仰において退歩していることにならないか。

『神の出現と働き』「聖書について（４）」（『言葉』第1巻）より編集


231 聖書を正しく扱わなければならない

1 数千年間にわたり、聖書は人間の歴史の一部だった。さらに、人は聖書を神のように扱い、そのため終わりの日、聖書は神の座についてしまうほどで、神はそれを嫌悪している。よって時間が許す時に、聖書の内幕と起源を明確にしなければならないと神は感じた。神がそうしなければ、聖書が人々の心の中で神の座を占め続けただろうし、人々は聖書の言葉を使って神の業を測り、断罪したはずだ。ここで神が人に伝えんとする真理は、どのような理論や事実も今日の神の働きと言葉に取って代わることはできず、神の代わりになれるものは何もないということである。

2 聖書の落とし穴を逃れることができなければ、神の前に出ることは決してできない。神の前に出たいと願うならば、まずは神に取って代わり得るものを心の中から一掃しなければならない。そうすれば、神を喜ばせることができる。ここで神は聖書についてのみ説明しているが、聖書以外にも人々が本気で崇拝している誤ったものが多数あることを忘れてはならない。人々が崇拝しないのは、真に神から来るものだけである。神は聖書を単に例として用いることで、人々が誤った道を歩まないよう、また神を信じてその言葉を受け入れながら、再び極端に走って混乱に陥ることがないよう、彼らに念押ししているにすぎない。

『神の出現と働き』「諸教会を歩くキリストの言葉、序論」（『言葉』第1巻）より編集


232 終わりの日に神は異邦人の間でより偉大で新しい働きをなした

1

律法の時代の業や

イスラエル人がどう神の道を歩んだかを

知りたいなら旧約聖書を

恵みの時代の業を知るには

新約聖書を読むべきだ



2

終わりの日の業を知りたいなら

今日の神の導きを受け入れ

今日の業に入るべきだ

これは聖書にはない新たな業だから

今や神は中国で肉となり民を選び

恵みの時代に続いて彼らを通して働く

イスラエルと預言者の言葉を超える偉大で

新たな神の業を人は知らない

ああ何と奇しい、預言を超えた

人の想像を絶する神の業 神の業



3

今の神の業は人にとって未踏の道

かつて地で為されていない最新の業

誰がそれを余さず予め

聖書に記せただろうか



4

誰が慣習を破る

偉大な業をあの古臭い本に記せたか

今の業は歴史ではない

新たな道を歩みたいなら

聖書から離れ

預言書や歴史書を超えよ

あなたはこうして道を正しく歩み

新たな境地と新たな業に入れる

イスラエルと預言者の言葉を超える偉大で

新たな神の業を人は知らない

ああ何と奇しい、預言を超えた

人の想像を絶する神の業 神の業

イスラエルと預言者の言葉を超える偉大で

新たな神の業を人は知らない

ああ何と奇しい、預言を超えた

人の想像を絶する神の業

人の想像を絶する神の業 神の業



『神の出現と働き』「聖書について（１）」（『言葉』第1巻）より編集


233 聖霊の働きであれば受け入れるべき

1 当時のユダヤ人はみな旧約聖書を読んでいて、男の子が飼い葉桶の中で生まれるというイザヤの預言を知っていた。それではなぜ、これを知っていたにもかかわらず、彼らはイエスを迫害したのか。彼らの反抗的本性と聖霊の働きについての無知のためではないだろうか。当時、パリサイ人は、イエスの働きは預言された幼児について彼らが知っていることとは違っていると信じていた。今日の人が神を受け入れないのは、肉となった神の働きが聖書と一致しないからである。彼らの神に対する反抗の本質はまったく同じものではないだろうか。あなたは聖霊のすべての働きを疑いなく受け入れることができるか。もしそれが聖霊の働きなら、それは正しい流れである。あなたは何を受け入れるべきか選別するよりも、むしろそれをほんのわずかな疑念も抱かずに受け入れるべきである。

2 神からさらなる洞察を得て、神に対してさらに用心するのであれば、それは無用な行為ではないだろうか。あなたがするべきなのは、聖書からさらに実証を求めたりせず、聖霊の働きである限り、いかなるものも受け入れることである。あなたが神を信じるのは神に従うためであり、神を調べるためではないからである。わたしがあなたの神であることを示すためにわたしに関するさらなる証を探し出すべきではなく、むしろわたしがあなたのためになるかどうかを見定めるべきである。それが鍵である。たとえ聖書の中に疑うべくもない証拠を見つけたとしても、それによってあなたが完全にわたしの前に来られることにはならない。あなたはわたしの前ではなく、聖書の制約の中で生きているのである。聖書はあなたがわたしを知る助けにはならないし、わたしへのあなたの愛を深めることもできない。

3 各時代の神の働きには明確な境界がある。神は現在の時代の働きだけを行い、次の段階の働きを前もって行うことは決してない。このようにしてのみ、神の各時代の代表的な働きは前面に引き出される。イエスは終わりの日のしるし、いかに忍耐するか、いかにして救われるか、いかに悔い改め、告白するか、また、いかに十字架を負い、苦しみに耐えるかについてしか語らず、終わりの日に人はどのように進入すべきか、どのように追求すれば神の心を満足させるかについては語らなかった。したがって、終わりの日の神の働きを聖書の中に捜し求めるのは誤った考えに基づく行為ではないだろうか。手に聖書を携えているだけでなにを見分けることができるのか。聖書の解釈者であれ説教者であれ、誰が今日の働きを予知することができようか。

『神の出現と働き』「自己の観念で神を規定する人がどうして神の啓示を受けられるのか」（『言葉』第1巻）より編集


234 神の信者は神の現在の旨を求めるべき

1 聖書を理解して解釈できることは、真の道を見つけるのと同じことだと多くの人が信じている。しかし、物事は本当にそれほど単純だろうか。聖書の実情を知る人はいない。つまり、聖書は神の働きに関する歴史的記録に過ぎず、神による以前の二段階の働きについての証しであること、また聖書は神の働きの目的について何も教えていないことを、誰も知らないのである。聖書を読んだことがある人はみな、そこには律法の時代と恵みの時代における二段階の神の働きが記録されていることを知っている。旧約はイスラエルの歴史と、創造から律法の時代の終わりに至るヤーウェの働きを記録している。また新約では、地上におけるイエスの働きが四福音書に記されており、それとともにパウロの働きも記録されている。これらは歴史的記録ではないのか。

2 聖書を理解するだけで、神が今日行なおうとしている働きについて何も理解しないのなら、また、神を信じていながら聖霊の働きを求めないのなら、あなたは神を求めることが何を意味しているのかわかっていない。イスラエルの歴史を学ぶために、神の天地創造の歴史を研究するために聖書を読むのなら、あなたは神を信じていない。しかし今日、あなたは神を信じていのちを追い求めているのだから、また神の認識を追い求め、死んだ文字や教義、あるいは歴史の理解を追い求めているのではないのだから、今日の神の旨を求め、聖霊の働きの方向を探さなければならない。もしもあなたが考古学者なら、聖書を読んでもよいだろう。しかし、あなたは考古学者ではなく、神を信じる者の一人なのだから、今日の神の旨を探し求めるのが最善である。

『神の出現と働き』「聖書について（４）」（『言葉』第1巻）より編集


235 人の思考は保守的すぎる

1 神の働きは前進を続けており、その目的が変わることはないが、神の働きの実行手段はたえず変化しており、それによって神に従う人々も変化していく。神の働きが増えれば増えるほど、人はさらに徹底的に神を知るようになり、それに応じて人の性質も神の働きとともに変化する。しかし、神の働きがたえず変化しているため、聖霊の働きを知らない人々や真理を知らない愚かな人々は神の敵対者になる。神の働きは人が抱く観念とは決して一致しない。神の働きはいつも新しく、決して古くないからである。神は古い働きを決して繰り返さず、むしろこれまでなされたことのない仕事をたゆみなく行う。

2 神はその働きを繰り返すことはなく、人は例外なく神の過去の働きに基づいて神の今日の働きを判断するので、神が新しい時代の働きの各段階を実行するのは困難を極める。人はあまりにも多くの妨げとなる物を突きつける。人の考えは偏狭すぎる。誰も神の働きを知らないのに、誰もがその働きを定義する。神から離れたら、人はいのちも真理も神の祝福も失ってしまうのに、人はいのちも真理も受け入れず、ましてや神が人類に与えるさらに大きな祝福も受け入れない。彼らは、律法の下の神、人間のために十字架につけられた神だけが神のはずであると考えている。また、神は聖書を超えるべきではないし、超えることはできないとも考えている。まさにこうした考えが彼らを古い律法に堅く縛りつけ、厳しい規定に束縛し続けてきた。

3 さらに多くの人々が、神の新しい働きがどのようなものでも、預言による裏付けがなければならず、その働きの各段階で、本心で神に従うすべての者には啓示が示されなければならない、そうでなければそれは神の働きではありえないと信じている。人が神を知るようになるのはただでさえ決して容易なことではない。さらに、人の愚かな心、ならびにうぬぼれという反抗的な本性を考慮すると、人が神の新しい働きを受け入れるのはなおさらむずかしい。人は神の新しい働きを入念に調べることも、謙遜して受け入れることもない。むしろ、軽蔑的な態度をとり、神の啓示と導きを待つ。これは神に反抗し、敵対する人の行動ではないだろうか。そのような人たちがどうして神の承認を得ることができようか。

『神の出現と働き』「自己の観念で神を規定する人がどうして神の啓示を受けられるのか」（『言葉』第1巻）より編集


236 聖霊の新たな働きを受け入れない者は神の出現を見られるのか

1 神の働きは一度も停止したことがなく、神の歩みは止まったことがない。また神の経営の働きが完成する前、神は常に忙しく、休んだことがない。しかし、人間は異なる。人間は、ほんの少し聖霊の働きを得ただけで、あたかもそれが決して変わらないかのように扱う。人間は、わずかに知識を得ただけで、より新しい神の働きの足取りに進んでついて行こうとしない。人間は、わずかに神の働きを見ただけで、すぐに神を一種の木の人形のように決めつけ、神は常に人間の見る形のままであり、過去も未来も常にそのような形であると信じる。そして聖霊の働きの一つの段階について確信するあまり、神の新たな働きを宣べ伝えるのがどのような人であれ、人間はそれを受け入れない。彼らは聖霊の新たな働きを受け入れることができない人々である。彼らは保守的過ぎて、新しい事を受け入れられない。これらの人々は神を信じてはいるが、神を拒んでいる者たちである。

2 最後まで子羊の足跡を追う者のみが、最終的な祝福を得ることができるのだが、最後までついて行けないにもかかわらず、自分が全てを得たと信じている「賢い人々」は神の出現を証しすることができない。彼らはみな自分が地上で最も賢い人間だと信じており、何の理由もなく神の働きの継続的な発展を中断させ、「神に至高の忠誠を示し、神に従い、神の言葉を守る」自分たちこそを神は天に引き上ると、絶対の確信を持っているようである。彼らは、神が語った言葉に対して「至高の忠誠」があるにもかかわらず、彼らの言動は極めて忌まわしい。なぜなら、彼らは聖霊の働きに逆らい、欺瞞や悪を犯すからである。最後まで従わない者、聖霊の働きに追いつけない者、旧来の働きにしがみ付く者は、神への忠誠を果たせなかったどころか神に逆らう者となり、新たな時代から拒否され、罰を受ける者となっている。これ以上哀れなことがあるだろうか。

『神の出現と働き』「神の働きと人間の実践」（『言葉』第1巻）より編集


237 宗教的観念を捨て神の足跡をたどりなさい

1 あなたが神を信じることにおいて、どのように神を知ればよいだろうか。あなたは、逸脱したり誤った考えを持つことなく、今日の神の言葉と働きに基づいて神を知るようにするべきであり、何よりまず神の働きを知るべきである。これが神を知る基礎である。神の言葉の純粋な理解に欠けるこれらの誤った考えはみな宗教的な観念であり、逸脱し、誤った理解である。宗教家は、過去に受け入れられた神の言葉を取って、今日の神の言葉と照合する技術に長けている。過去に聖霊により照らされたことにしがみついたまま今日の神に仕えようとするなら、あなたの奉仕は妨害をもたらし、あなたの行いは古いただの宗教儀式となってしまう。

2 宗教的な観念を持った人々は、聖霊の働きの歩みについていくことができず、一歩そしてまた一歩と遅れをとる。これらの宗教的な観念が人を非常にひとりよがりで傲慢にしてしまうからだ。神は自らが語ったことや過去に行なったことについて懐旧を抱くことはなく、それがすたれたものであれば、それを取り除く。まことにあなたは、あなたの観念を手放すことができるのではないか。あなたがもし過去に神が語った言葉にすがりついているならば、神の働きを知っているということの証明になるだろうか。もしあなたが今日の聖霊の光を受け入れることができず、過去の光にしがみついているとしたら、神の足跡に従っている証明になるだろうか。あなたはまだ宗教的な観念を手放すことができていないだろうか。もしそうであれば、あなたは神に反対する人になってしまうだろう。

3 もし人が宗教的な観念を手放すことができれば、その人は自分の考えを使って今日の神の言葉や働きを測ったりせず、直接従うだろう。今日の神の働きが過去のものと明らかに違っていても、あなたは過去の見方から離れて今日の神の働きに直接従うことができる。神が過去にどのように働いたかということに関係なく、今日の神の働きに最も重きをおくべきだということを知っていれば、あなたは自分の観念を捨て、神に従い、そして神の働きと言葉に従い神の足跡についていくことのできる人である。これにより、あなたは真に神に従う人になれるのである。

『神の出現と働き』「今日の神の働きを知る者だけが、神に仕えてもよい」（『言葉』第1巻）より編集


238 「救い主イエス」が天から降臨するのをどうして人が見られるのか

1 もし人がいつまでもわたしをイエス・キリストと呼び、わたしが終わりの日に新しい時代を始め、新しい働きに着手していることを知らず、いつまでも取りつかれたように救い主イエスの到来を待つならば、わたしはこのような人々をわたしの存在を信じない人々と呼ぶだろう。彼らはわたしを知らない人々で、わたしへの信仰は偽りである。このような人々が救い主イエスの天からの再来に立ち会うことができるだろうか。彼らが待っているのはわたしの到来ではなくユダヤ人の王の到来である。彼らはこの不純な古い世界をわたしが絶滅させることを切望しているのではなく、その代わりにイエスの再来を望み、それにより罪から贖われることを願っている。彼らはイエスがこの汚れた、よこしまな地から全人類をもう一度贖うことを切望している。どうしてこのような人々が終わりの日にわたしの働きを完成させる人々になれるだろう。

2 人の願望はわたしの望みを達成することも、わたしの働きを完成させることもできない。人はわたしが以前になした働きを賞賛し、大切にするだけで、わたしがいつも新しく、決して古くならない神自身であることにまったく気づかないからである。人はわたしがヤーウェでイエスであることを知っているだけで、わたしが最後に来る人類を終らせるものであることに少しも感づいていない。人が熱望し知っているすべては、自分の観念に関するものや、自分の目で見ることができるものに過ぎない。それはわたしの働きと一致しておらず、調和していない。わたしの働きが人の考えに従って行なわれるとしたら、いつ終わるだろう。いつ人類は安息に入るだろう。そしてわたしはどうしたら７日目の安息日に入ることができるだろう。わたしは、わたしの計画に従って、わたしの目的に従って働くのであり、人の意図に従っては働かない。

『神の出現と働き』「救い主はすでに『白い雲』に乗って戻ってきた」（『言葉』第1巻）より編集


239 神は勝利者の一群のもとに降りて来た

1 数千年もの間、人は救い主の到来に立ち会えることを熱望してきた。何千年も救い主イエスを切望し、渇望してきた人々のもとにイエスが白い雲に乗って直接降りてくるのを見ることを望んできた。救い主が戻って来て人々と再会すること、すなわち、救い主イエスが何千年もの間離れていた人々のもとに戻ってくることを望んできた。そしてイエスがユダヤ人の間で行なった贖いの働きをもう一度実行すること、人に対して憐れみ深く愛情にあふれていること、人の罪を赦し、人の罪を負い、人のすべての過ちさえ引き受け、人を罪から救うことを望んでいる。

2 救い主イエスはそうはしなかった。彼は人が心に抱いたこととは反対のことをした。イエスはその再来を切望していた人々のもとには到来せず、白い雲に乗ってすべての人の前に現れもしなかった。彼はすでに来ていたが、人は彼を知らず、彼に気づかないままである。人は虚しく彼を待つだけで、彼がすでに白い雲（彼の霊、言葉、全性質、そして彼のすべてである雲）に乗って降臨し、今や終わりの日に彼が作る勝利者の一団のもとにいることに気づいていない。

3 人はこのことを知らない。聖なる救い主イエスは人に対して慈しみと愛に満ちているが、どうして彼が腐敗と不純な霊が宿っている「神殿」で働くことができようか。人はイエスの到来をずっと待っているが、不義の者の肉を食べ、不義の者の血を飲み、不義の者の衣服を着る人々、イエスを信じるが彼を知らない人々、絶えず彼からだまし取る人々の前にどうしてイエスが現れることができようか。

4 人は救い主イエスが愛と憐れみに満ちており、贖いに満ちた罪の捧げものであることしか知らない。しかし、イエスは同時に神自身であり、義、威厳、怒り、および裁きにあふれており、権威を所有し、尊厳に満ちていることはまったくわかっていない。そこで、たとえ人が贖い主の再来をしきりに切望し、天が人の祈りによって動かされたとしても、救い主イエスは、彼の存在は信じても、彼のことを知らない人々の前には現れない。

『神の出現と働き』「救い主はすでに『白い雲』に乗って戻ってきた」（『言葉』第1巻）より編集


240 終わりの日のキリストを見捨てる者は永遠に罰を受けるだろう

人々は神が語ることに気を留めないかもしれないが

イエスに従う聖徒全てに神は伝えたいことがある



1

イエスが雲に乗って降りてくるのを目にする時

それは義の太陽の公の現れである

あなたはイエスの降臨を見て

心躍らせるかもしれないが

それは地獄の罰を受ける時でもあると知るだろう

それは神の救いの計画の終わりを予告するものであり

神は善人に報いるが悪人には罰を与える

なぜなら 人々がしるしを見る前

すなわち真理の表現しかない時に

神の裁きは終わったから

終わったからである



2

しるしを求めるのではなく

真理を受け入れる人は清められ

神の玉座の前に戻り

神に抱かれる

しかし白い雲に乗って来ないイエスは偽者だと

未だに信じている者は永遠に罰を受けるだろう

なぜなら彼らはしるしを見せるイエスだけを信じ

厳しく裁き 真のいのちの道を示すイエスを

信じないからである

だから白い雲に乗って公に再来する時イエスは

彼らを取り扱うしかない

イエスは白い雲に乗って



『神の出現と働き』「あなたがイエスの霊体を見る時、神はすでに天地を新しくしている」（『言葉』第1巻）より編集


241 終わりの日のキリストを否定することは聖霊を冒涜する

1

神を真に信じる人々が命を得られるよう

キリストは終わりの日に現れた

キリストが為した業により

旧い時代は終わり、新しい時代が来た

これは新しい時代に入る者が皆選ぶべき道である

神を認められず

むしろ神を非難し 冒涜し迫害するなら

あなたは永遠に火で焼かれることになり

決して神の国には入れない

キリストは聖霊と神の表れ

また神が業を地上で為すよう委ねた方

だから終わりの日にキリストが為した事を

受け入れられないなら

それは聖霊を冒涜することだと神は言う

そして、その時受ける報復は全ての者に明らかだ



2

終わりの日のキリストにあえて逆らい否定するなら

その結果を負うのは他でもない

あなた自身だと神は言う

この日以来、神の承認を得る機会はない

自らを贖おうとしても

もう二度と神の顔は見られない

あなたが逆らっているのは人ではなく

否定しているのは

小さな存在ではなくキリストだからである

あなたはこの結果に気づいているか？



3

あなたが犯したのは小さな過ちではなく

忌むべき犯罪なのである

だから真理の前に牙を剥きだしたり

軽率な批判をしたりしてはならない

真理だけがあなたに命を与え

生まれ変わらせ、神の顔を見るようにするからだ



『神の出現と働き』「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」（『言葉』第1巻）より編集


242 終わりの日のキリストを拒絶することは聖霊を冒瀆すること

1 あなたは真理の道を識別することはできるのか。あなたがキリストに逆らわないとあなたは本当に請け合えるか。あなたは聖霊の働きに従うことができるのか。メシアを理解しなかった人々は皆、イエスに逆らい、イエスを拒絶し、イエスを中傷することができた。イエスを理解しない人々は皆、イエスを否定し、イエスをののしることができる。そればかりか、彼らはイエスの再臨をサタンの惑わしとして見ることができ、さらに多くの人が受肉し再来したイエスを非難するであろう。これらのことのせいで、あなたがたは恐ろしくならないのか。あなたがたが直面することは聖霊に対する冒涜であり、諸教会に向けた聖霊の言葉を台無しにし、イエスが表した全てをはねつけることとなる。それほど混乱しているのなら､イエスから何を得られるというのか。あなたがたが頑なに自分の間違いに気づくのを拒絶しているのならば、イエスが白い雲に乗って肉に戻ってくる時にイエスの働きをどのようにしてあなたがたが理解できるというのか。

2 真理を受け入れず白い雲に乗ったイエスの再臨を盲目的に待つ人々は、確実に聖霊を冒涜することになり、彼らは滅ぼされる種類である。あなたがたは単にイエスの恵みを望んでおり、この上なく幸せな天国を楽しみたいだけであるが、イエスの語る言葉に従ったことはなく、肉に戻ったイエスが表した真理を受け入れてこなかった。あなたがたはイエスが白い雲に乗って戻るという事実と引き替えに何を差し出すのか。あなたがたが繰り返し罪を犯しては何度もその罪を告白するという誠意か。白い雲に乗って戻ってくるイエスへの捧げ物としてあなたがたは何を差し出すのか。自らを称賛する長年の仕事という資本だろうか。あなたがたは戻ってきたイエスに信用してもらうために何を差し出すのだろうか。それはあなたがたの、いかなる真理にも従わない傲慢な本性だろうか。

『神の出現と働き』「あなたがイエスの霊体を見る時、神はすでに天地を新しくしている」（『言葉』第1巻）より編集


243 終わりの日のキリストを拒絶することの結果

1 終わりの日のキリストはいのちをもたらし、変わることなく永遠に続く真理の道をもたらす。人はこの真理を通していのちを得ることができ、この真理を通してのみ、神を知り、神に良しと認められる。終わりの日のキリストが与えるいのちの道を求めないなら、あなたは決してイエスに良しと認められず、天国の門をくぐる資格も得られない。なぜなら、あなたは歴史の操り人形であり、歴史に囚われた人だからである。規則や文字に支配され、歴史に束縛される者は、決していのちを得ることができず、永遠のいのちの道も得られない。と言うのも、彼らがもっているのはどれも、玉座から流れるいのちの水ではなく、何千年も執着してきた汚水だからである。いのちの水を施されない者は永遠に死体であり、サタンの玩具であり、地獄の子である。そのような者がどうして神を目にできようか。ひたすら過去にしがみつき、足踏みしながら現状を維持しようとし、現状を変えて歴史を棄てようとしないなら、あなたは絶えず神に反することになるのではないか。

2 神の働きの歩みは、押し寄せる波や轟く雷鳴のごとく広大で力強い。それでも、あなたは自分の愚かさに固執して何もしないまま、座して滅びを待っている。このままで、あなたは小羊の足跡に従う者だと見なされようか。あなたが神として固執するものが、常にあたらしく古びない神だと正当化できようか。あなたの黄ばんだ本の言葉があなたを新しい時代に運んでくれることがあろうか。神の働きの歩みをたどれるよう導いてくれようか。そして、それらがあなたを天国に引き上げられるだろうか。あなたがその手でつかんでいる物は、つかの間の慰めを与えられる文字でしかなく、いのちを与えられる真理ではなく、ましてやあなたを完全にするよう導く道などではない。この食い違いを見て、あなたはよく考えてみようとは思わないのか。そこに含まれる奥義をあなたに理解させることはないのか。あなたは、自分で自分を天に引き上げ、神に会わせることができるのか。今働いているのが誰かを見よ。今、終わりの日に人を救う働きをしているのが誰かを見よ。そうしなければ、あなたが真理を得ることは決してなく、いのちを得ることも決してない。

『神の出現と働き』「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」（『言葉』第1巻）より編集


244 神に反抗すれば、その結末は懲罰だけ

1 神は数千年を費やして神の経営を完成させ、幾つかの時代を経て人類を経営してきた。神が一番見たくないのは、神が救おうとしている人類が神に逆らうことであり、以前に神の恵みを享受した人々が神を裏切るというような出来事は、なおさら見ることを望まないのである。神が為すあらゆることは、更に多くの人々を救い、神の旨を理解し、神と心を一つにして神の国に入り、神の約束を享受するもっと多くの人々を獲得するためである。

2 従って、神が最も忌み嫌うのは、人々が神の家の中で神に反抗することである。そして、これらの人々を取り扱うことへの神の姿勢において、懲罰と呪い以外に何か良い策があるだろうか。懲罰を受ける者たちには、他にどんな選択があるというのか。神を反抗し、神を冒瀆し、神を裏切ることの結果は懲罰しかない。これが神の性質であり、それは神が邪悪な人々を取り扱う最も良い方法なのだ。これを避けることができた者はかつて一人もいない。それは過去にもこのように為されたし、現在もこのように為されているし、未来にもこのように為されるのであって、これは決して変わることのない事実である。

『全能神に抵抗することによる懲罰の代表的な事例』「あとがき」より編集	


245 神は人がパリサイ人にならないことを望む

1 神の出現を求める兄弟姉妹には歴史の悲劇を繰り返さないで欲しい。あなたがたは、現代のパリサイ人になって神を再び十字架につけるようなことをしてはならない。あなたがたは神の再来をどのように歓迎するか慎重に考え、真理に服従する人になるにはどうしたらよいか、はっきりした考えを持つべきである。これが、イエスが雲に乗って再臨するのを待っているすべての人の責任である。

2 わたしたちは霊的な目をこすり、非現実的な考えに満ちた言葉の餌食になってはならない。わたしたちは神が現実に行う働きについて考え、神の実際的な面を見るべきである。イエスをまったく知らず、見たこともなく、イエスの旨をどう行ったらよいかわからないあなたがたを引き上げるために、主イエスが突然雲に乗ってあなたがたのもとに降りて来る日をひたすら楽しみにしながら、調子に乗ったり、空想にふけって自分を見失ったりしてはいけない。現実的な事柄を考えているほうがよい。

『神の出現と働き』「序文」（『言葉』第1巻）より編集


246 神はより多くの人が救いを得ることを願う

1

より多くの人が神の言葉と業に出会った時

よく調べ

神に適う心で重要な言葉に臨むことを神は願う

罰を受ける者を真似てはならない

真理の道をはっきり知りつつも

故意に背き 罪のための捧げものを失った

パウロのようであってはならない

神の新しい業を受け入れ

神が与える真理を受けなさい

そうすれば神の救いを得られる



2

神はさらに多くの人が罰せられることを望まず

逆により多くの人が救われることを願う

そしてより多くの人が遅れずに

神の足跡をたどり

神の国に入ることを望む

神の新しい業を受け入れ

神が与える真理を受けなさい

そうすれば神の救いを得られる



3

神は人の年齢・地位・苦しみに関係なく

全ての人を公平に扱う

神の性質は永遠に変わらず

それらの事に関わらず 義である

神は誰もえこひいきしないが

もし全てを捨て

神の真理と新しい業を受け入れるなら

その人を思い遣る

神の新しい業を受け入れ

神が与える真理を受けなさい

そうすれば神の救いを得られる



『全能神に抵抗することによる懲罰の代表的な事例』「あとがき」より編集	


247 キリストと相容れる道を求めよ

1 ユダヤのパリサイ人は、モーセの律法に基づいてイエスを罪に定めた。彼らは当時のイエスとの融和を求めず、律法に文字通りに忠実に従うあまり、イエスが旧約の律法に従っておらず、またメシヤでもないという罪で、ついに無実のイエスを十字架につけたのである。では、今日の人々はどうだろう。キリストは真理を解き放つために来た。しかし、人々は天に入って恵みを受けるために、キリストを人間の間から追い出したいくらいなのである。彼らは聖書の権益を守るために真理の訪れを完全に否定し、聖書の永続を確実にするため、再び肉となったキリストをもう一度十字架に釘付けにしたいくらいなのである。あれほど悪意に満ちた心をもち、わたしに対してあれほど敵意のある本性をもつ人間が、どうしてわたしの救済を受けられるのか。

2 わたしは人間の間に生きているが、人間はわたしの存在を知らない。わたしが人間に光を照らしても、人間はわたしの存在を知らずにいる。わたしが怒りを人間の上に放つと、人間はますます強くわたしの存在を否定する。人間は言葉、聖書との融和は求めるが、真理と融和しようとわたしの前に来る者はただの一人もいない。人間は天のわたしを見上げ、天にいるわたしについて、とりわけの関心を向けるが、肉におけるわたしを心にかける者は誰一人いない。人間の間で生きるわたしがあまりに平凡だからである。

3 聖書の言葉に合致するものだけを求める人々、漠然とした神に合致することだけを求める人々は、わたしには哀れに見える。それは、その人たちが崇めているのは死んだ言葉と、計り知れない宝を与えられる神だからである。その人々が崇めているのは、人間の思いのままになる神なのだが、それは存在しない。では、そうした人々はわたしから何を得られるのか。人間はただ言いようもなく低劣である。わたしに敵対する人々、わたしに限りない要求をする人々、真理を愛さない人々、わたしに反抗心をもつ人々――どうしてそんな人々がわたしと融和できるのか。

『神の出現と働き』「あなたはキリストと相容れる道を探さなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


248 人を罪に定める神の根拠

1 神がまだ肉になっていなかったころ、人が神に反対しているか否かの尺度は、人が天国にいる目に見えない神を崇拝し、尊敬しているか否かに基づいていた。そのころ、神への反対の定義の仕方はそれほど現実的ではなかった。なぜなら、人には神が見えず、神の姿がどのようなものか、神がどのように働き、語るのかを知らなかったからである。人には神についての観念が一切なく、神はまだ人のところに現れていなかったので、神を漠然と信じていた。したがって、人がいかに想像で神を信じていたとしても、人には神が全く見えなかったので、神は人を断罪したり、過多な要求を突きつけたりすることはなかった。

2 神が肉になり、人の間で働くようになると、すべての人が神を見、神の言葉を聞き、神がその肉体の内側から為す業を見る。そのとき、人の観念はすべて泡となる。神が肉に現われるのを見た人は、喜んで神に従うならば断罪されることはないが、意図的に神に敵対する人は神の反対者とみなされる。そのような人は反キリストであり、故意に神に対抗する敵である。神についての観念を抱いていながらも神に従うことをいとわない人は断罪されない。神は人の意図や行動に基づいて人を断罪するのであり、決して人の思いや考えのためではない。もし神が人の思いや考えに基づいて断罪するなら、一人として神の怒りの手から逃れることはできない。

3 受肉した神に故意に対抗する人は、その不従順ゆえに罰せられる。神に故意に対抗するそのような人が神に反対するのは、神についての観念を抱いていることに由来し、それが神の働きを妨害する行動をその人にとらせるのである。この人は意図的に神の働きに抵抗し、破壊する。単に神についての観念があるだけでなく、神の働きを妨害する活動にも携わり、この理由ゆえにこのような人は断罪されるのである。神の働きを故意に妨害しない人々は、罪人として断罪されることはない。喜んで従うことができ、妨害や混乱を引き起こす活動に従事することができないからである。このような人は断罪されない。

『神の出現と働き』「神を知らない人はすべて神に反対する人である」（『言葉』第1巻）より編集


249 トマスの逸話は人への警告

「あなたはわたしを見たので信じたのか。見ないで信ずる者は、さいわいである」。

1 主がトマスの前に現われたときに述べた、聖書に記されているこの言葉は、恵みの時代のあらゆる人にとって大いに役立つものです。主がトマスのもとに現われたことと、主が彼に語った言葉は、その後何世代にもわたる人々に極めて大きな影響を与え続け、そこには不朽の意義があります。トマスは神を信じながら神に疑念を抱く類の人間を代表しています。このような人は疑い深い性格であり、心に悪意があり、不忠であり、神が成し遂げられる業を信じません。神の全能と支配も、受肉した神も信じません。しかし主イエスの復活は、このような人に平手打ちをくらわせたようなものでした。つまり、自分の疑いに気づいてそれを認識し、自分の不忠を認め、それによって主イエスの実在と復活を心から信じる機会を与えたのです。

2 トマスの身に起きた出来事は後の世代の人々への警告であり、より多くの人がトマスと同じ疑う人にならないよう自戒し、もし疑いで一杯になれば、必ずや闇に落ちると自分を戒めるようにするためのものでした。神に付き従いながら、トマスのように主のわき腹や釘あとに触れ、神が存在するかどうかを憶測し、確かめることをいつも望むのであれば、神はあなたを見捨てるでしょう。それゆえ、主イエスは人々に対し、自分の目で見ることのできる物だけを信じたトマスのようにならず、純粋で正直な人間となり、神に対して疑念を抱かず、神を信じて付き従うことを求めているのです。このような人は祝福されています。これは主イエスが人々に行なうごくささやかな要求であり、また自分に付き従う人に対する警告でもあるのです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


250 神の業は誰にも推し測れない

1 神と人を同等なものとして語ることはできない。神の本質と神の働きは人にとって最も深遠で理解しがたい。神が人の世で自ら働きを行わず、言葉を話さなかったら、人は決して神の旨を理解することはできないし、全生涯を神に捧げてきた人々でさえ、神の承認を得ることはできない。神の働きがなければ、人の行いがどんなによくても無駄である。神の考えはいつも人の考えより高く、神の英知は人にとって測り知れないものだからである。そのため、神と神の働きを「完全に理解している」と主張する人たちは無能な輩で、皆自惚れていて無知だとわたしは言う。

2 人は神の働きを決め付けるべきではないし、その上、人は神の働きを決め付けることはできない。神の目には人は蟻よりも小さいのに、どうして人が神の働きを推し測ることなどできようか。わたしたちは皆、肉なる人々は残らずサタンによって堕落させられていることを知るべきである。神に反抗するのは彼らの本性であり、彼らは神と同等ではなく、ましてや神の働きに助言することなどできない。神が人をいかに導くかは神自身の働きである。人は服従するべきであり、これこれしかじかの意見を持つべきではない。人はちり芥にすぎないのだから。

3 わたしたちは神を見つけようとしているのであり、神が考慮するべき神の働きの上に自分たちの観念を重ね合わせるべきではないし、神の働きに故意に反対するために自分たちの堕落した性質を用いることなどもってのほかである。そのような行為はわたしたちを反キリストにさせるのではないだろうか。どうしてそのような人々が神を信じているなどと言えるだろう。わたしたちは神の存在を信じているので、神を満足させ、神を見たいと望んでいるので、真理の道を求め、神と融和するための道を探すべきである。わたしたちはかたくなに神に反抗するべきではない。そのような行動に何の益があるだろう。

『神の出現と働き』「序文」（『言葉』第1巻）より編集


251 想像で神の出現を規定してはならない

1 神が形式や国の制約を受けずに現れる目的は、その計画どおりに働きを完成させることである。それはちょうど神がユダヤの地で肉となったときと同じである。神の目的は全人類をあがなうことで十字架の働きを完成させることであった。しかし、ユダヤ人は神がそれを行うのは不可能だと考えた。神が肉となって、主イエスの姿をとるのは不可能だと考えたのである。この「不可能」が、ユダヤ人が神を罪に定め、神に敵対する根拠となった。そして、最終的にはイスラエルの破滅へとつながった。今日、多くの人が同じような間違いを犯している。神は今すぐにでも現れると強く主張しながら、同時に神の現れを断罪している。その「不可能」が再び、神の現れを自分たちの想像できる範囲に押し込めているのである。

2 神の言葉に出会うと、多くの人が騒々しく大笑いするのをわたしは見てきた。しかし、その笑いはユダヤ人による神への断罪と冒涜とどこか違うであろうか。あなたがたは真理を目の前にしても敬虔さがなく、ましてや真理を慕い求める態度もない。ただ手あたり次第に研究し、気楽に待っているだけである。そのように研究し、待っていることで得られるものは何なのか。神から直に導きを受け取ることができると思っているのか。神の発言を聞き分けることができないなら、どうして神の現れをその目で見る資格があるというのか。神が現れるところでは、真理が表され神の声がある。真理を受け入れることができる人だけが神の声を聞くことができる。そしてそういう人だけが神の現れを見ることができる。

『神の出現と働き』「附録1：神の現れによる新時代の到来」（『言葉』第1巻）より編集


252 国籍と民族の観念を打ち破り神の現れを求めよ

1

ああ！国籍と民族の観念を打破し

神の現れを求めよ

国籍がどこでも踏み出し

自分を乗り越えるべきだ

被造物の視点から神の働きを見れば

あなたは神の歩みを制限しないだろう

今では多くの人が

神が特定の国や民族に現れないと思っている

神の働きの意義は深遠で

神の現れはなんと重要だろう！

観念と思いで何故それを測ることができるだろう

ああ！国籍と民族の観念を打破し

神の現れを求めれば

考えに縛られず

神の現れを喜んで迎えられる

さもないと永遠に暗闇の中に留まり

決して神に認められないだろう



2

神は全人類の神であり

いかなる国にも所有されず

その働きを計画通りに行い

どんな形式や国にも縛られない

あなたはこの形式を想像したことがなく

拒絶するかもしれない

あるいは神が現れる国や民族は

差別される国かもしれない

だが神は知恵を持っていて

偉大な力と真理、性質で勝ち取った

神と心を合わせ

神が完成させる人の群れを神に征服され

あらゆる試練 患難に耐え

最後まで神に従うことができる者たちの群を

ああ！国籍と民族の観念を打破し

神の現れを求めれば

考えに縛られず

神の現れを喜んで迎えられる

さもないと永遠に暗闇の中に留まり

決して神に認められないだろう



『神の出現と働き』「附録1：神の現れによる新時代の到来」（『言葉』第1巻）より編集


253 神はすべての被造物の主

1 わたしはかつてヤーウェとして知られていた。わたしはメシアとも呼ばれ、また、人々はかつてわたしを救い主イエスとも呼んだ。わたしを愛し、尊敬したからである。しかし、今日わたしは人々が過去に知っていたヤーウェでもイエスでもない。わたしは終わりの日に戻ってきた神、時代を終らせる神である。わたしは、わたしの全性質を余すところなく顕し、権威、名誉、栄光に満ちて地の果てから立ち上がる神自身である。これは終わりの日に人の前に現れるが、人々の間に隠れている神なのである。神は真実で現実的に、照りつける太陽や燃え立つ火のように、力に満たされ、権威にあふれて人々のあいだに存在する。わたしの言葉によって裁きを受けない人や物は一人として、一つとしてない。燃える火によって浄化されない人や物は一人として、一つとしてない。

2 終わりの日に救い主が到来する時、まだイエスと呼ばれていたら、そしてもう一度ユダヤで生まれ、そこで働きを行なったら、これはわたしがイスラエルの人々だけを造り、イスラエルの人々だけを贖い、異邦人とは関係がないことの証明になるだろう。これは「わたしは天と地、すべてのものを造った主である」というわたしの言葉と矛盾しないだろうか。わたしはユダヤを離れ、異邦人のもとで働きを行なう。なぜならわたしはイスラエルの人々の神というだけでなく、すべての創造物の神だからである。わたしは終わりの日には異邦人のもとに現れる。なぜならわたしはヤーウェ、つまりイスラエルの人々の神であるだけでなく、さらに、異邦人の中でわたしが選んだ者すべての創造主だからである。

『神の出現と働き』「救い主はすでに『白い雲』に乗って戻ってきた」（『言葉』第1巻）より編集


254 あなたはどのようにしてイエスの再臨を迎えるのか

1神の今回の受肉において、神の働きは主に刑罰と裁きを通して神の性質を表すことである。これを基礎として、神は人により多くの真理をもたらし、より多くの実践方法を示し、こうして人を征服し、堕落した性質から人を救うという神の目的を達成する。これが神の国の時代における神の働きの背後にあるものである。人々が恵みの時代に留まっていれば、彼らは堕落した性質を決して免れないし、ましてや神の本来の性質を知ることはない。人々がいつも豊かな恵みの中に生きていても、神を知り、神を満足させることを可能にするいのちの道がなければ、いくら神を信じても決して本当に神を得ることはないだろう。それはなんと哀れな形の信仰ではないか。

2神の国の時代における受肉した神の働きの各段階を経験した時、あなたは長年の希望がついに実現されたことを感じるだろう。あなたはそのとき初めて本当に神を直接見たと感じるだろう。初めて神の顔をじっと見つめ、神自らの発言を聞き、神の働きの英知を正しく理解し、神がなんと現実的で全能かを本当に感じるだろう。あなたは過去の人々が決して目にしたり、所有したりしたことのない多くの事柄を獲得したことを感じるだろう。この時、あなたは神を信じるとは何か、神の心に従うとは何かをはっきりと知るだろう。

3あなたが過去の考えに執着し、神の二度目の受肉の事実を否定、あるいは拒絶するならば、あなたがたは手ぶらなままでとどまり、何も獲得せず、ついには神に反抗するという罪を犯すだろう。真理に従い、神の働きに服従する人々は再び受肉した神――全能者の名の下に集うだろう。彼らは神自らの導きを受け入れ、さらに多くの高い真理を手に入れ、本当の人生を受けるだろう。あなたは自分の堕落した性質を排除したいのか。あなたはより高い真理を獲得したいのか。あなたは価値のある生涯を送りたいのか。あなたは神によって完全にされたいのか。そうならば、あなたはどのようにイエスの再来を歓迎するつもりなのか。

『神の出現と働き』「序文」（『言葉』第1巻）より編集


255 万物の主権を握るお方

広大な宇宙と天空において、数えきれない被造物が生き、再生し、生命の周期の法則に従い、一つの不変の規則を守っている。あらゆる物事の間と天において、永遠から永遠にすべてを支配しているのは、ただお一方だけだからである。

1 死ぬ者は生きる者の物語を抱えて行き、生きている者は死んだ者と同じ悲劇的な歴史を繰り返す。そこで、人類は自問せずにはいられない。なぜわたしたちは生きるのか。そして、なぜわたしたちは死ななければいけないのか。誰がこの世界を支配しているのか。そして、誰がこの人類を創ったのか。人類はほんとうに大自然の生み出したものなのか。人類はほんとうに自分の運命を支配しているのだろうか。人類は、宇宙と万物の支配者が誰であるかをまったく知らないし、ましてや人類の始まりも未来も知らない。人類はこの法則の中で否応なしにただ生きている。誰一人、逃れることができないし、誰もこれを変えることはできない。あらゆる物事の間と天において、永遠から永遠にすべてを支配しているのは、ただお一方だけだからである。

2 それは、かつて人間が見たことがないお方、人類が知ることもないお方、その存在を人類は信じたこともない。しかし、それは人類の祖先に息を吹き込み、人類にいのちを与えたお方である。人間の生存のために施し、養い、今日まで導いて来たお方である。さらに、人類が生き残るために依存する唯一のお方なのである。彼は万物を支配し、天の下のすべての生ける物を支配している。彼は四季を支配し、風と霜、雪、雨を呼ぶ。彼は人類に陽光を与え、夜の訪れをもたらす。天と地とを整え、人間に山々と湖、川、すべての生き物を与えたのは彼である。

3 彼の業はあらゆるところにある。その力はいたるところにある。その知恵はいたるところにある。その権威はいたるところにある。その法則や規則の一つひとつは彼の業の具現であり、その一つひとつが彼の知恵と権威とを明らかにしている。誰が彼の支配を免れることができようか。また、誰が彼の采配から逃れることができようか。万物は彼の眼差しの下にあり、さらに、彼の支配の下で生きている。彼の業と力の前に人類は、彼が実際に存在し、万物を支配していると認めざるを得ない。

4 人類は神の目の下で生き、死ぬ。人類は神の経営のために生きているのであり、その目が最期に閉じる時もまた、神の経営のためなのである。人間は何度も何度も来ては去り、行き来を繰り返す。例外なく、これはすべて神の支配し、定めていることである。神の経営は常に前進しており、やむことがない。神は人類に自身の存在を知らせ、神の支配を信じさせ、神の業を見させ、神の国に戻らせる。これが神の計画であり、何千年にもわたって神が行なってきた働きなのである。

『神の出現と働き』「附録3：神の経営の中でのみ人は救われる」（『言葉』第1巻）より編集


256 このように神は全てを統べ治める

1

産声を上げ

この世に生まれた時から

人は自分の義務を行う　

神の計画と采配の中

自分の役割を担い

人生の旅を始める

どんな経歴・旅路があろうと

誰も天にある指揮と采配を逃れられない

誰も運命をコントロールできない

全てを統べ治める方のみ

全て為すことができる



2

人間が存在するようになった日から

神の業はゆるがない

この宇宙を営みを

万物の変転と運行を見守り指揮している

全ての被造物と同じように

人は知らずに甘美な滋養・雨・露を神から受け

全ての被造物と同じように

人は知らずに神の指揮のもと生かされているのだ



3

人の心と霊は神の手の中にある

神の目は人の全生涯を見通しているのだ

それをあなたが信じようと信じまいと

生きているもの 死んでいるもの

あらゆるものが神の意思により移り変わり

新たになり

そしてやがて消えてゆく

いつもこのように神は全てを統べ治めている



『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」（『言葉』第1巻）より編集


257 創造されたすべての存在物の命は神から来る

1 神が人に授けたいのちは無限であり、肉体、時間、空間により制限されないということである。これこそが神によって人に授けられたいのちの奥義であり、いのちが神から来た証拠である。多くの人はいのちが神から来たことを信じないかもしれないが、神の存在を信じるか否定するかにかかわらず、人間は神から出る全てのものを必然的に享受する。ある日突然、神が心変わりし、世界に存在する全てのものを取り返し、自らが与えたいのちを取り戻すことを望むならば、万物は存在しなくなる。

2 神は自らのいのちを用いて全てのもの、生きているもの生きていないものの両方に施し、神の力と権威により全てを秩序正しく整える。これは誰にも想像することも理解することもできない真実であり、これらの理解し難い真実は、まさに神のいのちの力の表れであり、証しである。今あなたに秘密をひとつ告げよう。神のいのちの偉大さとその力は、いかなる被造物にとっても計り知れないものである。過去と同様、現在もそうであり、来たるべき未来もそうである。

3わたしが伝える第二の秘密はこうである。形や構造がどのように異なっていようとも、全ての被造物のいのちの源は神である。あなたがどのような生命体であっても、あなたは神によって定められたいのちの軌道に逆らうことはできない。いずれにせよ、わたしが唯一望むのは、人間が次のことを理解することである。神の配慮、加護、施しがなければ、人間はどれほど勤勉に努力しても、どれほど熱心に奮闘しても、人が受けるように定められている全てのものを受けることはできない。神からのいのちの施しがなければ、人間は生きる価値や命の意義を失ってしまう。

『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」（『言葉』第1巻）より編集


258 神の生命力の体現

1 この世に生まれて来る人間は皆、生と死を通らなければならない。そして、その大多数は死と再生の周期を経てきた。生きている者はやがて死に、死者もやがて戻ってくる。これは全て生きものそれぞれのために神によって用意された命の過程である。けれども、この過程と周期こそが人が目を向けるようにと神が願っている真実である。それは、神が人に授けたいのちは無限であり、肉体、時間、空間により制限されないということである。これこそが神によって人に授けられたいのちの奥義であり、いのちが神から来た証拠である。

2 多くの人はいのちが神から来たことを信じないかもしれないが、神の存在を信じるか否定するかにかかわらず、人間は神から出る全てのものを必然的に享受する。ある日突然、神が心変わりし、世界に存在する全てのものを取り返し、自らが与えたいのちを取り戻すことを望むならば、万物は存在しなくなる。神は自らのいのちを用いて全てのもの、生きているもの生きていないものの両方に施し、神の力と権威により全てを秩序正しく整える。これは誰にも想像することも理解することもできない真実であり、これらの理解し難い真実は、まさに神のいのちの力の表れであり、証しである。

『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」（『言葉』第1巻）より編集


259 人を救おうとする神の切実な願いを知る者はいない

1 神はこの世界を創造し、神が命を授けた生きものである人間を世にもたらした。次に、人間は両親と親族を持つようになり、もはや孤独ではなくなった。人間は、最初にこの物質的世界に目を向けて以来、神の予定の中で存在するように定められてきた。神から出る命の息は、成人へと成長する間ずっとあらゆる生きものを維持する。この過程で、人は神の配慮のもとに成長していると感じる者はいない。むしろ、人は両親の愛情のこもった世話のもとで成長し、人の成長を促すのは自身の生命本能だと思う。それは、人間は誰が自分に命を授けてくれたのか、どこからそれが来たのかを知らず、ましてや、生命本能がどのようにして奇跡を生み出すのかなど知るよしもないからである。

2 人は食物が生命維持の基礎であり、根気が人間生存の源であり、頭の中にある信念が人間の生存を左右する資本であるということだけを知っている。神の恵みと施しにはまったく気づかないので、神によって授けられた命を人は浪費する……。神が日夜世話しているこの人類のうち、一人として自主的に神を礼拝しようとはしない。神は計画通りにひたすら人に働きかけ続けるだけで、人には何も期待しない。人がある日夢から覚めて、命の価値と意義、人に与えた全てのもののために神が支払った代価、そして人が神のもとへ戻ってくるのを待つ神の切なる心遣いを突然悟ることを願いつつ、神は働き続けている。

『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」（『言葉』第1巻）より編集


260 神は人のいのちのためにすべての苦痛に耐える

人間の生命の起源と存続をつかさどる奥義を探究した者はいない。これら全てを理解している神だけが、神からあらゆるものを受け取ったにもかかわらず感謝することもない人間から受ける傷や打撃に黙って耐える。人間は命がもたらす全てのことを当然のことと考えている。そして同様に、神が人間によって裏切られ、忘れられ、ゆすり取られるのも「当然のこと」とする。神の計画が本当にこれほど重要であると言えるだろうか。人間、すなわち神の手から出たこの生きものが本当にそれほど重要だと言えるだろうか。神の計画は確かに重要である。しかし、神の手で創造されたこの生きものは、神の計画のために存在する。それゆえ、この人類に対する憎しみ故に神は自らの計画を台無しにすることはできない。神が全ての苦痛に耐えるのは、神の計画のためであり、また神が吐いた息のためであり、人間の肉のためではなく、人間のいのちのためである。神がそうするのは、人の肉ではなく、神が吐き出したいのちを取り戻すためである。これこそが神の計画である。

『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」（『言葉』第1巻）より編集


261 神は人の将来を嘆き悲しむ

1 この広大な世界で、数え切れないほどの変化が起こっている。大海は変じて田園となり、田園は変じて大海となり、これが何度も繰り返されている。宇宙の万物を統治する方を除いては、この人類を導き案内できる者はいない。この人類のために労したり備えたりできる力ある者は存在せず、ましてや人類を光の終着点へと導き、この世の不正から解放できる者などいるはずもない。神は人類の未来を嘆き、人類の堕落を悲しみ、人類が一歩一歩、滅びと戻ることのできない道に向かって進んでいることに心を痛めている。神の心を引き裂き、神を棄てて邪悪な者を求めた人類、このような人類がどこに向かっているのかを考えたことのある者がいるだろうか。

2 まさにこれこそが、誰も神の怒りを感知せず、誰も神を喜ばせる道を求めようともせず、神のもとへ近づこうとすることもなく、さらには、誰も神の悲しみと痛みを理解しようとしない理由である。神の声を聞いた後でさえ、人は自分の道を歩み続け、頑なに神のもとから離れ去り、神の恵みと配慮を避け、神の真理を避けて、神の敵であるサタンに自身を売ることの方を好む。そして、人がこのまま頑なであり続けるなら、後ろを振り向くこともなく神を見捨てたこの人間に対して神がどのようにふるまうかについて、誰が考えたことがあるのか。

3 神が繰り返し人に思い起こさせ、勧告する理由は、人間の肉体と魂にはとうてい耐えられないような、未だかつてない災難を神はその手に準備しているからだということを知る者はいない。この災難は単に肉体の懲罰だけではなく、魂の懲罰でもある。あなたは知らなければならない。神の計画が無駄になり、神の喚起と勧告に反応が無いなら、神はどのような怒りを注ぐであろうか。それは今までどんな被造物も経験したことも聞いたこともないようなものである。だからわたしは、この災難は前例がなく、二度と繰り返されることはないと言う。なぜなら、神の計画とは今回一度だけ人類を創造し、一度だけ人類を救うことだからである。これが最初であり、また最後である。それゆえ、今回人類を救おうとする神の苦心や切なる期待を理解できる者は一人もいない。

『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」（『言葉』第1巻）より編集


262 全能者がため息をつくのを聞いたことがあるか？

1 夜明けが到来すると、明けの明星が東に輝きだす。それは以前にはそこになかった星で、静寂な星空を照らし、人々の心の中で消された光を再び燃え立たせる。人々はこの光のおかげでもはや孤独ではない。この光はあなたも他人も同様に照らす。しかし、あなただけが暗夜に眠りについたままである。あなたには音も聞こえず光も見えない。あなたは新天新地、新しい時代の到来にも気付かない。なぜなら、あなたの父が、「我が子よ、起きなくてよい。まだ早い。外は寒い。外に出るな。剣や槍があなたの目を射抜かないように」とあなたに言うからである。あなたは自分の父の忠告だけを信じる。なぜなら父はあなたより年を取っており、あなたを心から愛しているので、父だけが正しいと信じているからである。

2 そのような忠告と愛があるために、あなたはもはや世界には光があるという言い伝えを信じなくなり、世界にまだ真理があるかどうかを気にかけなくなる。あなたはもはや全能者からの救済を望むなどということはしない。あなたは現状に満足していて、もはや光の到来を期待しないし、言い伝えられる全能者の出現に注意することもない。あなたに関する限り、あらゆる美しいものは復活させることができず、存在することもできない。あなたの目には、人類の明日、人類の未来は消滅し、跡形もなくなっている。あなたは父の衣に必死になってしがみつき、共に苦しむことを気にせず、あなたの旅の友、長旅の方角を失うことをひどく恐れている。広大でもやの掛かった人の世があなたがたの多くを作り上げ、この世の様々な役割を満たすことにひるまず屈せず立ち向かうようにさせた。それにより、死を全く恐れない多くの「戦士」が作り出された。さらには、自らの創造の目的さえ知らない無感覚で麻痺した人間の群れが次々に生まれた。

3 全能者の目はこの苛酷な苦しみにある人類の一人ひとりを眺めている。全能者に聞こえるのは苦しむ人々の泣き叫ぶ声であり、全能者に見えるのは苦しめられた人々の恥知らずな有様であり、全能者が感じるのは救いの恩恵を失った人類の無力と不安である。人類は全能者の配慮を拒絶し、自らの道を歩くことを選び、全能者の目による詮索を避けようとする。彼らはむしろ深海の苦さを、最後の一滴まで、かの敵とともに味わう方を好む。全能者のため息は人類にはもはや聞こえない。全能者の手はもはやこの悲劇的な人類に進んで優しく触れることはない。全能者は何度も何度も奪還し、何度も何度も失う。このように全能者の働きは繰り返される。その瞬間から全能者は疲れ、うんざり感じ始め、その掌中にある働きを止め、人々の間をさまよい歩くのを止める……。人間はこのような変化の一切、このような全能者の行き来にも、全能者の悲しみと憂いにもまったく気づかない。

『神の出現と働き』「全能者のため息」（『言葉』第1巻）より編集


263 あなたの心の中の秘密

1 あなたの心の中には非常に大きな秘密がある。あなたはそのことにまだ気がついていない。なぜなら光のない世界でずっと生きてきたからである。あなたの心と霊はあの悪い者に取上げられてしまった。あなたの目は暗闇のせいで見えなくなり、空の太陽も夜のきらめく星も見ることができない。あなたの耳は欺瞞的な言葉で塞がれ、ヤーウェのとどろきわたる声も玉座から流れる水の音も聞こえない。

2 あなたは正当にあなたのものであるすべて、全能者があなたに与えたものすべてを失った。あなたは終わりのない苦しみの海に入った。救出する力もなく、生き残る希望もなく、ただもがき駆け回ることしかできず……。その瞬間から、あなたはあの悪い者に苦しめられるように運命づけられ、全能者の祝福から遠く離れ、全能者の施しの届かないところにおり、後戻りできない道を歩いている。百万回の呼び声もあなたの心と霊を奮い起こす見込みはない。あなたはあの悪い者の手の中で深い眠りについている。悪い者は境界も、方向も、道しるべもない広大な領域へとあなたを誘惑した。

3 それ以来、あなたは本来の純粋さと無邪気さを失い、全能者の気づかいを避けるようになった。あなたの心の中では、あの悪い者があらゆることにおいてあなたを操縦し、あなたのいのちになった。あなたはもはや悪い者を恐れることも、避けることも、疑うこともしない。代わりにあなたは悪い者を心の中で神として扱う。あなたは悪い者を祀り、礼拝するようになる。あなたと彼は物体とその影のように切り離せなくなり、生においても死においても互いに委ねあっている。あなたは自分がどこから来て、なぜ生まれ、なぜ死ぬのか全く知らない。

4 あなたは全能者を見知らぬ人として見る。あなたは全能者の起源を知らず、ましてあなたのために全能者が行なった全てのことなど知るよしもない。全能者から来るあらゆることがあなたにとって憎むべきものになった。あなたはそれを大事にしないし、その価値も知らない。全能者からあなたが施しを受けた日から、あなたはあの悪い者とともに歩いている。あなたは悪い者とともに何千年もの風雨を耐え抜いてきて、悪い者とともにあなたのいのちの源であった神に立ち向かう。あなたは悔い改めを一切知らず、ましてや自分が滅亡の淵に達したことなど知りもしない。

5 あなたは悪い者があなたを誘惑し苦しめてきたことを忘れてしまった。あなたは自分の起源を忘れてしまった。そのようにしてきょうこの日まで、一歩一歩悪い者はあなたに害を与えてきた。あなたの心と霊は麻痺し、腐敗してしまった。あなたはもはや人の世の苦悩について不満を言うこともなく、世の中が不公平であるとは信じない。まして、全能者が存在するかどうかなど気にかけることもない。このようになったのは、あなたが随分前に悪い者を真の父と思うようになり、もはや彼から離れることはできないからである。これがあなたの心の中の秘密である。

『神の出現と働き』「全能者のため息」（『言葉』第1巻）より編集


264 全能者の超越性と偉大さ

1

いつも神の意のまま

神の見守る中

雷光のような速さで

この世界は変わることがある

人が夢にも思わなかったことが到来するだろう

人が長らく手にしていた物は

消え去ってしまうだろう

神の足跡を知る者は誰もいない

誰も彼の力の偉大さを把握できない

人に見えないものを感知するのが神の超越性

人が彼を拒んでもなお人を救う

これこそが神の偉大さ



2

生と死の意味を

生の法則を

全て知っている彼は

人類生存の拠り所だ

偉大な贖い主である彼は、人を復活させる

神は幸せな心を重くし

悲しむ心を軽くする

神の足跡を知る者は誰もいない

誰も彼の力の偉大さを把握できない

人に見えないものを感知するのが神の超越性

人が彼を拒んでもなお人を救う

これこそが神の偉大さ

彼はこのすべてを

彼の計画 彼の手による業のために行う

神の足跡を知る者は誰もいない

誰も彼の力の偉大さを把握できない

人に見えないものを感知するのが神の超越性

人が彼を拒んでもなお人を救う

これこそが神の偉大さ



『神の出現と働き』「全能者のため息」（『言葉』第1巻）より編集


265 神の導きを失った人類の行く末

1

社会科学の幕開けで

人は科学と知識に囚われ

そして支配され

神を崇める条件も余地も残っていない

心の中に神は沈んだ

神の居場所がない 心は暗く

空虚で希望がないから

歴史家や科学者は神の人間創造を否定することで

人の心を埋めようとした

神の創造を信じる者は減り

進化論を信じる者が増している

多くの人が神の業の記録や

旧約聖書の神の言葉を神話や物語として扱う



2

人は神の偉大さと威厳

存在と万物支配に関心を失った

快楽を求めて空しく生き

人の生存や国家民族の命運など意味がなく

神がどこで働き

人の終着点をどう支配し采配するか

探求しない

文明は人の望みを満たせない

この世界で生きる人は死んだ人より不幸だと感じ

かつて高度な文明があった国の人でさえ

今や悲しみを訴える

神の導きがなければ

支配者や社会学者が文明を保とうとしても

役に立たず

空虚な心を埋められない

誰も人のいのちにはなれず

社会理論も人を空虚さから自由にできない



『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」（『言葉』第1巻）より編集


266 神のいのちの施しが人類には必要

1 心の中に神が無いまま、人間の内面世界は暗く、希望も無く、空虚である。なぜなら、神の導きなしには、支配者や社会学者が人類の文明を維持するためにどんなに頭を悩ませても何の役にも立たないからである。誰も人の心の中の空洞を埋めることはできない。誰も人のいのちとなることはできず、どのような社会学的理論も人を悩ませる虚しさから人を解放することはできないからである。科学、知識、自由、民主主義、余暇、快適さなどは、人間につかの間の慰めしかもたらさない。これらのものがあっても、人は必然的に罪を犯し、社会の不公正を嘆く。これらのものは、人の探求への渇望や欲求を抑えることはできない。

2 人は神によって造られたからであり、人の無意味な犠牲や探索はさらなる苦悩につながるだけで、人類の将来にどのように向き合うべきか、目の前にある進路にどのように対峙すべきか分からないまま人を常に恐怖に怯えたままにさせるからである。人は科学や知識を恐れるまでになり、空虚感をそれ以上に恐れるようになる。この世であなたが自由な国に住んでいようと、人権のない国に住んでいようと、人類の運命から逃れることは決してできない。あなたが支配者であろうと、被支配者であろうと、人類の運命、奥義、そして終着点を探求したいという願望から逃れることは到底できない。ましてや、途方にくれるほどの空虚感から逃れることなどできない。

3 全人類に共通するこの現象を社会学者は社会現象と呼んでいる。しかし、このような問題を解決できる偉人が現れることはない。人間は結局、人間に過ぎず、神の地位といのちに取って代われる人間はいない。誰もが食べる物があり、平等で自由で公平な社会だけが人類に必要なのではない。人類に必要なのは神の救いと神によるいのちの満たしである。神の救いといのちの満たしを受けて初めて、人間の必要、探究心、そして霊的空虚感が解決されるのである。一つの国や民族の人々が神の救いや配慮を得ることができなければ、その国や民族は暗黒に向かって、破滅への道を突き進み、神によって滅ぼされる。

『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」（『言葉』第1巻）より編集


267 サタンは名声と富で人々の思考を操る

1 サタンは名声と利得を用いて人間の思想を支配し、人間が名声と利得しか考えられないようにします。人間は名声と利得のために奮闘し、名声と利得のために苦労し、名声と利得のために恥辱に耐え、持てるすべての物事を犠牲にし、名声と利得のためにすべての判断と決断を下します。このようにして、サタンは目に見えない足かせを人間にかけ、人間にはそれを外す力も勇気もありません。したがって、無意識のうちに人間は足かせをかけられ、大変苦労しながら歩んでゆきます。この名声と利得のために、人類は神を避け、神を裏切り、ますます邪悪になります。このようにして世代を追うごとに人間はサタンの名声と利得の只中で破壊されてゆきます。

2 あなたがたはいまだに人は名声と利得なくしては生きてゆけないと考えているので、サタンの邪悪な動機を見抜くことができないかも知れません。名声と利得を捨て去ったら、将来が見えなくなり、目標を見失い、将来が暗く陰鬱になってしまうと人は考えています。しかし、ゆっくりとではありますが、名声と利得はサタンが人間を束縛するために用いる非常に重い足かせであると、やがてあなたがた皆が気づく日が来ます。その日が来れば、サタンの支配と、サタンがあなたを束縛するために使う足かせをあなたは徹底的に拒否します。サタンがあなたに吹き込んだあらゆる物事を捨て去りたいと望む時が来ると、あなたはきっぱりサタンと訣別し、サタンがあなたにもたらしたものすべてを心から嫌悪します。その時になって初めて、人は神への真の愛と思慕をもつのです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」（『言葉』第2巻）より編集


268 サタンは社会動向により人間を堕落させる

1 サタンが人間を堕落させる最後の方法は、社会動向をとおしてです。ここでは、社会動向が人間にもたらす考えや、社会動向が人間に世の中での行動にどう影響するか、そして社会動向が人間にもたらす人生の目標や人生観についてのみ話し合います。これらは人間の精神状態を支配し、影響を与えることがあるので、極めて重要です。社会動向は次々と生まれ、それぞれに人間を堕落させ続け、良心、人間性、理知を失わせ、道徳や人格をどんどん低下させる邪悪な影響があり、それゆえ現在、大部分の人には誠実さや人間性、良心などなく、さらには理知さえ欠如しているとさえ言えるほどです。

2 サタンはこうした社会的動向を用いて、少しずつ人間を誘惑して悪の巣窟へと導き、社会的動向に捕らわれた人間は気付かぬうちに金銭や物欲、邪悪と暴力を擁護するようになります。ひとたびこうした物事が人間の心に入ると、人間はどうなりますか。人間は邪悪なサタンと化すのです。なぜですか。なぜなら、人間の心にはどのような心理的傾向がありますか。人間は邪悪と暴力を好むようになり、美や善を喜ばず、またそれ以上に平和を嫌います。人間は正常な人間性による質素な生活を送ろうとせず、高い地位や大きな富を楽しむことを望み、肉の享楽に耽溺し、自分の肉を際限も制約もなく満足させるために努力を惜しまず、したいことならば何でも行ないます。

3 人間がこうした動向に没頭した場合、取得した知識は人が自分を解放するのに役立ちますか。このように、人間はますます邪悪で、傲慢で、尊大で、自己中心的で悪意に満ちてゆきます。もはや人間の間にも家族の間にも愛情はなく、親戚や友人の間に理解もなくなり、人間関係は暴力に満ちたものとなっています。誰もが暴力的方法で世間を生きていこうとして、自分自身の生活を確保するために暴力を使います。地位や利益を得るためにも暴力を用い、また乱暴で邪悪な方法でしたい放題です。このような人類は恐ろしくありませんか。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」（『言葉』第2巻）より編集


269 神はあなたの心と霊を捜し求めている

1

全能者の命の供給を離れ

生きる意味知らずに

死をまた恐れ

支えはなく、救いもないが

それでも目を閉じようとせずに

魂の感覚のない肉体を支え

無理をして良心をごまかして生きている

誰も彼もが望みはなく

目標もなく生存している

伝説の聖なる者だけが救う

彼の到来を待ち

苦しみの中で呻く人々を救うのに

この信念は知覚のない人には

実現されるのは遥か遥か遠い

なのに、誰もがただ待ち望んでいる



2

全能者は憐れむ、苦しむ人々を

また全能者は嫌う 知覚のない人々を

長き時待たなければ

人からの答えを得ることができないから

彼は捜す、あなたの心と霊を

水と食べ物を与えようとして

それはあなたを生き返らせる

あなたが飢え渇かないため

あなたが疲れを感じ

あなたが世間の物寂しさを

少しでも感じた時

困惑も、泣くこともない

全能神はあなたの到来を抱擁する



3

彼は見守り、あなたが立ち返り閃いて

大切なこと思い出す日待っている

それはあなたが神のうちから離れ出てしまって、気づけば

行く先を見失い

意識を失って

違うものを「父」としたことを知り

更にあなたは知るのである

遥か長い時

全能者は待っている

あなたの帰りを待っている



4

彼は待ちわびている

こたえのないこたえを

彼は見守っている

その見守りは

人の価値でははかれなく

人の霊と心のための

この見守りは永遠なのか

既に見守りは終わったのか

でもあなたの知るべきこと

心と霊はどこに、どこに



『神の出現と働き』「全能者のため息」（『言葉』第1巻）より編集


270 神の出現を渇望する人を神は求めている

1 それでは現代に目を向けてみなさい。ノアのように神を礼拝し、悪を避けることのできる義人はいなくなってしまった。それでもなお、神はこの人類に恵み深く、この終末の時代においても人類の罪を赦す。神の現われを切望する人々を神は探し求める。神の言葉を聞くことができる人々、神の任務を忘れず、心と体を神に捧げる人々を神は探し求める。神の前で赤子のように従順で、神に抵抗しない人々を神は探し求める。あなたが何の勢力にも妨げられずに神に献身するならば、神はあなたを好意の眼差しを注ぎ、祝福を授ける。

2 たとえあなたが地位が高く、名声があり、知識が豊富で、有り余るほどの資産の持ち主で、多くの人々の支持を得ていたとしても、それらのものが、あなたが神の前に出て神の召命と任務を受け、神の命じることを行う妨げにならないならば、あなたの為すことはすべて地上で最も意義深い行いであり、人類の最も義なる事業となる。もしあなたが地位や自分自身の目標のために神の召命を拒むならば、あなたの為すことはすべて神にのろわれ、さらには忌み嫌われるであろう。

3 あなたは大統領かもしれない、あるいは科学者、牧師、長老かもしれないが、あなたの地位がどんなに高くても、自分の知識と能力を頼りにして事業に着手するならば、あなたは必ず失敗し、必ず神の祝福をのがすことになる。神はあなたの為すことは何も受け入れず、あなたの事業が義であるとは認めず、あなたが人類の益のために働いているとは見なさないからである。あなたの為すことはすべて、人類の知識と力を用いて人から神の保護を奪い、神の祝福を否定するために行われると神は言う。あなたは人類を暗闇の方向へ、死の方向へ、人が神と神の祝福を失ってしまった終わりなき存在の始まりへ導いていると神は言う。

『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」（『言葉』第1巻）より編集


271 神を崇め悪を避ける者を神は救う

1

ノアの時代に

人類は迷って堕落をし

神の祝福を失った

もはや神の配慮は得られずに

神の約束は失われた

神の光りを失くした

彼らは暗闇の中で生き

ふしだらな性質になり

恐ろしい堕落へと身を任せた

ノアだけが悪を避け神を崇めたので

神の声と指示を聞くことができ

神の命令に従って箱舟を作った

彼はあらゆる種類と形の生き物を集めた

全ての準備が整った時に

神は世界の破滅をもたらした



2

堕落した彼らは

神の約束を受けることができなくなった

神の顔を見るにも

神の声を聞くにも相応しくなかった

何故なら神を見捨て

神が与えたものを放棄したからで

やがて神の全ての教えから離れ忘れてしまった



3

彼らはあまりに道から外れて

理性と人間性を失った

悪は卑劣になり

それ故 より死へと近づき

神の道から離れて行った

彼らは神の罰と怒りを受けた

ノアだけが悪を避け神を崇めたので

神の声と指示を聞くことができ

神の命令に従って箱舟を作った

彼はあらゆる種類と形の生き物を集めた

全ての準備が整った時に

神は世界の破滅をもたらした



4

ノアと彼の家族だけが生き延びて

彼と７人の家族だけが生き残った

それはノアが悪を避け

ヤーウェを崇めたからだ

ノアが悪を避け

ヤーウェを崇めたからだ



『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」（『言葉』第1巻）より編集


272 神は世界に人類の終わりをもたらす

1 終わりの日には、わたしの働きは特定の人のためではなく、わたしの本来の性質を明示するためだからである。しかし、無数の理由から、おそらく時間が足りないとか仕事に忙殺されているなどの理由で、人はわたしの性質からわたしについて何か知るようにはならなかった。ゆえに、わたしは新しい計画、最後の働きに着手し、働きにおける新しいページを開く。それにより、わたしを見る人はみな、わたしの存在ゆえに胸をたたいて、とめどなく泣くことになる。

2 それは、わたしがこの世に人類の最後をもたらし、その時から、わたしの性質をすべて人類の前にあらわにするからである。そうして、わたしを知る人みな、そしてわたしを知らない人もみな、その目を喜ばせ、確かにわたしが人間の世界に、全てのものが増える地上に来たことを知るのである。これがわたしの計画であり、人類の創造以来の唯一のわたしの「告白」である。あなたがたは、わたしの一挙一動を集中して見守るように。わたしの杖が再び人類に向けて、わたしに敵対する者すべてに向けて迫りつつあるからである。

『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」（『言葉』第1巻）より編集


273 全人類の生存は神にかかっている

1

神の最後の業は

ただ人を罰することでは無く

人の終着点を定め

神が人のため為したことを 全ての人が承認すること

神が成し遂げたことは正しく

全ては神の性質の表れだと

あらゆる者に理解してほしいと神は望む

人を創るのは人の業ではなく

まして自然が創ったのでもない

万物の中生きるあらゆる霊を養い生かすのは神

人の唯一の救い・希望は神

全人類の生存は神にかかっている

神により為された業に代われる者は誰もいない

神の唯一の願いは人が善い行いで神に報いること



2

神なくして人は滅び

災いに苛まれるほか無く

緑あふれる世界や

太陽と月の美しさを再び見る者は居ないだろう

人類はただ凍える夜と冷酷な死の影の谷に向かう

神なくして人はもう先へ進めないだろう

神がいなければ人は苦しみ

神を気に留める者はいないにもかかわらず

あらゆる悪霊に踏みつけられるしかない

人の唯一の救い・希望は神

全人類の生存は神にかかっている

神により為された業に代われる者は誰もいない

神の唯一の願いは人が善い行いで神に報いること



『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」（『言葉』第1巻）より編集


274 人類が神を礼拝すれば人々は幸運を得ることができる

1

神はこの世を創造し 神はこの人類を創造した

そして古代ギリシャ文化と人間の文明を築いたのも

また神である

神だけがこの人類を慰め

昼も 夜も いつでも

この人類のことを思いやるのは神だけである

人間の発展と進歩は

神の支配と切り離すことはできない

人類の歴史は神の計画から切り離せず

人類の未来もまた神の計画から切り離せない



2

もしあなたが真のキリスト教徒であるなら

いかなる国であれ民族であれ

その興亡は神の計画によって起こるということを

確信するだろう

神だけがある国やある民族の運命を知っている

神だけが人類の辿るべき路を知っている

もし人類やある国が幸運を手に入れたいと願うなら

神の前にひれ伏し 神を礼拝しなければならない

そして罪を悔い改め 告白しなければならない

さもないと人の運命とその行き先は

破滅に終わるしかない

人の運命とその辿り着く終着点が

悲劇的な破滅に終わることを避けられないだろう



『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」（『言葉』第1巻）より編集


275 神は全ての国と民の運命を支配する

一つの国や民族の興亡は、その支配者が神を崇拝しているかどうか、その国民が神に近づき、神を崇拝するように導いているかどうかにより決まる。

1 あなたの国は今のところ繁栄しているかもしれない。しかし、国民が神から離れていくことを許すなら、その国はますます神の祝福から遠ざかることになる。あなたの国の文明はどんどん踏み躙られ、やがて人々は神に反対して立ち上がり、天を呪うことになる。こうして一国の運命は人の知らないうちに破滅する。神は強大国々を興して神に呪われた国々を取り扱い、さらには、そうした国々を地球上から一掃することさえあり得る。

2 確かにこの世界には義なる勢力が存在するが、神が人の心の中で何の地位も占めていない統治は脆弱である。神の祝福がなければ、政治の舞台は混乱に陥り、攻撃を受けやすくなってしまう。人類にとって神の祝福がないことは、太陽がないようなものである。どんなに熱心に支配者が国民のために働こうが、どれほど多くの義なる会議を人類が開催しようが、どれも事態を方向転換させることはなく、人類の運命を変えることはない。

3 人々が衣食に困らない国、平和に共に暮らす国はよい国であり、良い指導者の国だと人は考える。しかし、神はそうは思わない。神は、神を崇拝する者のいない国は滅ぼすべき国であると考えている。人の考え方は、神の考え方とはあまりにも食い違っている。だから、もし国の長が神を崇拝しなければ、その国の運命は悲劇的なものとなり、その国に終着点はない。

4 神は人間の政治に参加しないが、国または民族の運命は神に支配されている。神はこの世界と全宇宙を支配している。人の運命と神の計画は密接に関連しており、誰もどの国も民族も神の統治から免れない。人間の運命を知りたいなら神の前に来なければならない。神に従い、神を崇拝する人々を神は繁栄させ、神に抵抗し、拒絶する人々に衰退と絶滅をもたらす。

『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」（『言葉』第1巻）より編集


276 全ての者よ、人類の運命に注意を払え

1

神は全ての民族

全ての国々や産業界にさえ呼びかける

神の声を聞き 彼の業を見なさい

人類の運命に注意を払いなさい

神を敬い聖なる方とし

崇高で唯一礼拝されるべき存在とせよ

そして全ての人々が

神の祝福のもと生きられるようにせよ

アブラハムの子孫が

ヤーウェの約束のもとで生きたように

エデンの園で神の創造物である

アダムとエバが生きていたように

神は全ての民族

全ての国々や産業界にさえ呼びかける

神の声を聞き 彼の業を見なさい

人類の運命に注意を払いなさい



2

神の業は激しく押し寄せる

波のごとく誰も彼を立ち止まらせたり

引き止められない

ただ言葉を聞き彼を追い求める事で

彼の足跡は辿られ 約束を受け取れるのだ

他のすべての人々は完全なる絶滅に直面し

当然の罰を受けるであろう

神は全ての民族

全ての国々や産業界にさえ呼びかける

神の声を聞き 彼の業を見なさい

人類の運命に注意を払いなさい

すべての人類の運命に注意を払いなさい



『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」（『言葉』第1巻）より編集


277 神の性質を挑発する者は罰されなければならない

1 神は人間の政治に参加しないが、国または民族の運命は神に支配されている。神はこの世界と全宇宙を支配している。人の運命と神の計画は密接に関連しており、誰もどの国も民族も神の統治から免れない。人間の運命を知りたいなら神の前に来なければならない。神に従い、神を崇拝する人々を神は繁栄させ、神に抵抗し、拒絶する人々に衰退と絶滅をもたらす。

2 神がソドムを滅ぼしたときの聖書の場面を思い出してみるがよい。また、ロトの妻がどうして塩の柱になったかも考えてみるがよい。ニネベの人々が荒布をまとい、灰の中に座していかに罪を悔い改めたかを思い返し、二千年前にユダヤ人たちがイエスを十字架に釘づけにしたあと何が起きたかを思い起こしてみるがよい。ユダヤ人はイスラエルから追放され、世界中の国々に逃亡した。多くは殺され、全ユダヤ民族は前例を見ない破壊を受けた。

3 彼らは神を十字架に釘付けにし――凶悪な罪を犯し――そして神の性質を侵害した。彼らは自分たちが為したことの代価を払い、その行動の責任の一切を取らなければならなかった。彼らは神を罪に定め、神を拒絶したので、たどる運命は一つしかなかった。すなわち、神の罰を受けたのである。これが彼らの支配者たちがその国と民族にもたらした苦い結果と災害であった。

『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」（『言葉』第1巻）より編集


278 どんな権力も神が成し遂げようと願っていることを妨げられない

神は業を為すためにこの世界に再来した

最初に留まったのは独裁者たちの集まり 中国

それは無神論の要塞だ

知恵と力によって神は一群の人々を得た

この間中国共産党は

あらゆる方法で神を狩り出そうとした

休む場所なく 苦しみに耐えながら

声を発し 福音を広め

神は為すべき業を続ける

神の全能の力を推し量れる者はいない

神を敵と見なす中国のような国で

神は業をやめようとはしなかった

神は業を為すことを決してやめようとはしなかった

ますます多くの人々が

神の業と言葉を受け入れるようになった

なぜなら神は人々を救うために

一人一人を救うために

神はできること全てを為すからである

神が成し遂げたいと願っていることは

どんな国も権力も妨げられない

神の働きを妨げ 神の言葉に逆らい

計画を混乱させる者は神に罰せられる

誰かが神の業を拒むなら

神はその人を地獄へ投げ込むだろう

国が神の業を拒むなら

神はその国を滅亡させるだろう

民族が神の業に抗うなら

神はその民族を地上から消し去るだろう

神が成し遂げたいと願っていることは

どんな国も権力も妨げられない

神の働きを妨げ 神の言葉に逆い

計画を混乱させる者は神に罰せられる



『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」（『言葉』第1巻）より編集


279 神はニネベの王の悔い改めを賞賛した

「ヨナはその町にはいり、初め一日路を行きめぐって呼ばわり、『四十日を経たらニネベは滅びる』と言った」は、神がニネベの人々に伝えるために直接ヨナに託した言葉です。つまり、当然ながら、ヤーウェがニネベの人々に伝えたかった言葉です。

1 ニネベの王が知らせを聞いたとき、王は王座から立ち上がって朝服から荒布に着替え、灰の中に座りました。そして王は、町の人々全員に、全員何をも味わってはならない。人間も家畜も同様に荒布を身にまとい、人々は熱心に神に懇願しました。また王は、各人が悪の道を離れ、その手にある強暴を捨てよ、と宣言しました。このような一連の行動から判断すれば、ニネベの王は心から悔い改めていました。これら一連の行動により、ニネベの王は支配者が真に達成すべきことを達成したのです。王が取った一連の行動は、人類史上においてどの王にとっても困難なことであり、他に同様のことを成し遂げた王はいませんでした。これらの行動は、人類史上で前例のないことであったと言え、称賛され、人類が倣う価値のあることです。

2 人類の黎明以来、王は皆、臣民が神に抵抗し、反対するように導いていました。それまで、それぞれの悪に対して神に贖いを求めるよう臣民を祈らせ、ヤーウェ神の赦しを得て、喫緊の罰を免れるように導いた王はいませんでした。しかしニネベの王は、その臣民に、神に立ち返り、各人が悪の道を離れ、その手にある強暴を捨てるように導くことができました。加えて、ニネベの王は自らの王位を脇へやることができ、そのためヤーウェ神は思い直して後悔し、怒りを撤回し、ニネベの町の人々が滅びを免れ、生き残ることができるようにしました。ニネベの王の行動は、人類史上希にみる奇跡というほかなく、また、堕落した人類が神の前で悔い改め罪の告白を行なった模範とさえ呼べます。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


280 神は人の運命の唯一の支配者

1

あなたが人生でどれだけ遠くにきても

今何歳でも

あなたの進路にいつまで留まるにしても

神の権威を認め

神が唯一の主人だと本気で知らなければならない

人の能力が素晴らしくても

他人の運命に影響を与えたり

指揮や、変更、支配などできない

ただ神のみが人のために万物をつかさどり

人の運命を支配する権威を持ち

人の主人なのだ



2

運命を制御する神をはっきりと認識することが

人生を知り、真理を得る鍵

日々、神を知るための訓練だ

この目標に達する近道はない

人の能力が素晴らしくても

他人の運命に影響を与えたり

指揮や、変更、支配などできない

ただ神のみが人のために万物をつかさどり

人の運命を支配する権威を持ち

人の主人なのだ



3

あなたは神の支配から逃れられない

神は唯一の主で

人の運命の唯一の主人だ

だから、人は自分の運命を決めたり

越えたりできない

人の能力が素晴らしくても

他人の運命に影響を与えたり

指揮や、変更、支配などできない

ただ神のみが人のために万物をつかさどり

人の運命を支配する権威を持ち

人の主人なのだ



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


281 人類は自分自身の運命を支配できない

1

あなたは毎日どこへ行き

何を言い、何をし、何と出会うのか？

これら起こることすべてを予測し

どうなるのかを制御できるのか？

いや、あなたにはできないし

あなたには見えはしない多くの出来事は

あなたの予想どおりには起こらない



2

日常の出来事やそれらが

どのように発展していくのか

また、それが生じた後の傾向は

すべて無作為には起こらないこと

その発展過程とすべての必然性は

人の意志によって変えられないということを常に

人類に思い起こさせる

些細なことから人の一生の運命まで

創造主の計画と統治を明らかにしないものはない

創造主の権威を超えるものはない

その権威が至高であることは永遠なる真理である



3

あらゆる出来事は

人間に対する創造主の訓戒や

人間は自らの運命を支配できないことを伝えている

同時に自らの運命を掌握しようとする人間の

大それたそして無意味な野望や願望への反証でもある

それらは人類への激しい平手打ちである

誰が最終的に彼らの運命を統治し支配するのかを

皆に再考するよう促す

欲望は粉砕され

野望は妨げられる

彼らは自らの運命と全ての現実

天の意志と創造主の統治を受け入れるしかない

些細なことから人の一生の運命まで

創造主の計画と統治を明らかにしないものはない

創造主の権威を超えるものはない

その権威が至高であることは永遠なる真理である



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


282 神は遥か昔に人の運命を定めた

1

運命に関しては誰もが独立していて

自分自身の運命がある

親はその人の運命を阻むことも

人生で果たす役割にわずかな影響を及ぼすこともできない



2

自分の家族や成長する環境は

使命を成し遂げるための前提条件でしかない

何らかの形でそれらが人の運命や宿命の中で

使命を果たすかを定めることはない



3

使命を果たすことを親が助けたり役割を担うのを

親戚が助けることはできない

使命を遂げる方法も役割を果たす環境も

運命で定められていて誰も制御できない

創造主の予定以外に

人の運命に影響を与えるものはなく

誰も将来を制御することはできない

それははるか昔に定められ

親でさえ変えることはできない



4

創造主だけが定めた使命に影響を与えられる

客観的な条件は他にはない

すべての人が自分に特有の環境や成長のしかたによって

ひとりで大人になる

一歩ずつ自分の道を歩み始め

計画された運命を成就し

一歩ずつ人の大海原に入り

人生の役割を担い責任を果たす

すべては創造主が予め定めたことのために

一歩ずつ意図せずにすべてを行う

すべては創造主の支配のために

神ははるか昔に人の運命を定めた！

創造主の予定以外に

人の運命に影響を与えるものはなく

誰も将来を制御することはできない

それははるか昔に定められ

親でさえ変えることはできない



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


283 人の一生は完全に神の支配下にある

1

人は運命だけ信じても

創造主による運命の支配を知らずに

認識もしなければ

ああ、運命だけ信じても

創造主による運命の支配に従わず

受け入れもしないなら

人生は悲劇となり

そして無駄になり

空虚になるだろう

彼らは神の支配に従えず

被造物という言葉が真に意味するものにもなれず

日々創造主の承認も得られない

神の支配を知る人は

積極的であるべきだ

神の支配を見る人は

消極的であってはならず

全てを運命と認め

その正しい定義

つまり人生は全て

神の支配下にあると知っている



2

人は歩んだ道を振り返り

旅の行程を回想する時

苦楽を問わず

全ての歩みを神が導いていたことを知る

神は入念な準備をして計画し

今日まで人は知らずに導かれてきた

創造主に救われ、その支配を受けるのは

何という幸運だろう、ア～

神の支配を知る人は

積極的であるべきだ

神の支配を見る人は

消極的であってはならず

全てを運命と認め

その正しい定義

つまり人生は全て

神の支配下にあると知っている



3

神の支配を理解するなら

人は神の全ての計画にさらに熱心に従い

全ての采配に従いたくなるだろう

そして神への反抗を止め

その指揮を受け入れる

決意と確信を得るだろう

神の支配を知る人は

積極的であるべきだ

神の支配を見る人は

消極的であってはならず

全てを運命と認め

その正しい定義

つまり人生は全て

神の支配下にあると知っている



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


284 人類の苦痛はどのように生じるのか

1 人々は神の指揮と統治を認識していないので、常に挑戦的かつ反抗的な態度で運命に立ち向かい、神の権威や統治、待ち受ける運命を捨て去ることを願い、現状を変え、運命を改変するという儚い望みを抱いています。しかし、人間は決してそれに成功することはなく、事あるごとに挫折します。こうした葛藤は、人の魂の奥底で生じ、骨身に沁みるほどの並々ならぬ苦痛を伴うものであり、人はその間絶えず自分の命を浪費しています。

2 この痛みの原因は何でしょうか。結局は人々が進む道、人々が選択する人生の過ごし方が原因となっています。こうした物事を認識していない人々もいるかもしれません。しかし、神が人間の運命を統治していることをあなたが真に知り、それを真に認め、自分のために神が計画し、決定したあらゆる物事が大きな利益であり、大いなる保護であるということを真に理解した場合、その痛みが次第に緩和され、心身共にくつろいだ気持ちになり、自由になり、解放されます。

3 人間の悲劇は、人間が幸せな人生を望むことや、富や名声を望むこと、霧の中で自分の運命に立ち向かうことではなく、創造主の存在を知り、創造主が人間の運命を統治しているという事実を知ってなお、自分自身のあり方を正し、泥沼から抜けるということができず、心を頑なにして自分の過ちを押し通そうとすることです。人間は、すべてにおいて悔恨の欠片もなく、泥の中でのたうち回り、創造主の統治に対して頑固に対抗し続け、苦々しい結末を見るまで抗い続けます。うちひしがれ、重傷を負って倒れた時、やっと諦めて戦いを止めるのです。これが、人間の本当に悲しい性です。ですから、わたしは言います。服従することを選ぶ人々は賢者であり、苦闘して逃れることを選ぶ人々は実に愚か者です。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


285 神のいない日々は苦しみに満ちる

1

運命が分からず

神の統治を理解せず

霧の中を、勝手に模索し

躓き、よろめきながら歩むならば

旅は困難だ

霧の中の旅は心苦しい

神のいない日々は苦しみばかり

もし、創造主の統治を受け入れ

その全ての采配に従い

真の人生を求めるなら

心の痛みやあらゆる苦痛から自由になり

人生の空しさを振り払える

人生の空しさを振り払える



2

人に神がなく、神が見えず

神の統治に気付けない時

毎日が惨めで

何の価値も意味もない

人のいる場所や仕事が何であれ

生き方や目標が何であれ

神がいなければ

悲しみに終わりはなく

苦しみは取り除けない

神のいない日々は苦しみばかり

もし、創造主の統治を受け入れ

その全ての采配に従い

真の人生を求めるなら

心の痛みやあらゆる苦痛から自由になり

人生の空しさを振り払える

人生の空しさを振り払える

神による人の運命の統治を認識できる時

賢い者はそれを知り受け入れ

自らの手で良い人生を築こうとしていた

辛い日々と別れる

彼らはもう運命に抗わず

いわゆる「目標」を追わない

神のいない日々は苦しみばかり

もし、創造主の統治を受け入れ

その全ての采配に従い

真の人生を求めるなら

心の痛みやあらゆる苦痛から自由になり

人生の空しさを振り払える

人生の空しさを振り払える



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


286 真理を愛する者たちが追求すべきこと

1

神の定めと真理をどう考えるかにより

あなたに心と霊があるかが分かる

そしてあなたが神の権威を

理解できるかどうかが決まる

神の定めを感じたことや

神の権威を認めたことがなければ

あなたは神に拒まれるだろう

その場所へあなたの道と選択が導く

神の試練と定めを受け入れ

人生の中で神の言葉を実感せよ

あなたは神の権威を知り

創造者に従い、そして救われる

創造者に従い、そして救われる



2

神の定めを知ってそれを受け入れる者は

神が全ての人々の運命を

支配しているという事実を

認めてそれに従っている

神の試練と定めを受け入れ

人生の中で神の言葉を実感せよ

あなたは神の権威を知り

創造者に従い、そして救われる

創造者に従い、そして救われる



3

死に面しても、選択も要求もせず

彼らは恐れず全てに従う

彼らは帰ってくることができる

真の人として創造主のもとへ

神の試練と定めを受け入れ

人生の中で神の言葉を実感せよ

あなたは神の権威を知り

創造者に従い、そして救われる

創造者に従い、そして救われる



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


287 人間は自分の運命を左右できるか

1 今日、わたしがこの時点まで導いてきたのだから、わたしには適切な計画があり、わたし自身の目的がある。もしわたしがそれらについて今日語るなら、あなたがたは、ほんとうにそれがわかるだろうか。わたしは、人間の考え方と、人間が心に望むこととをよく知っている――自分で逃げ道を探したことがない人などいるだろうか。自分の行く末について何も考えたことがない人などいるだろうか。しかし、人間は豊かで多彩な知性を持っているが、長い時の果てに現在がこのようになるとは、誰が予想しただろう。これが、ほんとうにあなたの主観的努力の成果なのか。これが、あなたの疲れを知らぬ努力の報いなのか。これが、あなたが心に描いた美しい情景なのか。

2 もしわたしがすべての人々を導かなければ、誰がわたしの定めから離れて別の出口を見出せるだろう。今日まで人間を導いてきたのは、人間の想像や願いなのか。多くの人は生涯、願いをかなえることなく生きる。これはほんとうに、その人たちの考えが間違っているせいだろうか。多くの人の生は、思いがけない幸福と満足で満たされている。これはほんとうに、彼らが多くを期待しないせいなのか。すべての人間の中で、誰が全能者の目に見守られていないのか。誰が全能者の定めの中で生きていないのか。人間の生死は自分の選択で生じるものなのか。人間は自分の運命を左右できるのか。

3 多くの人は死を求める。しかし、それは彼らからは遠い。多くの人は人生において強くありたいと願い、死を恐れる。しかし、彼らの知らないところで死の時は近づいてきて、彼らを死の淵に陥れる。多くの人は空を見て、深い溜め息をつく。多くの人は激しく叫び、泣いて嘆きの声を上げる。多くの人は試練の中に倒れ、多くの人は誘惑に囚われる。わたしは姿を現して人間にはっきり見られるようにはしないが、多くの人はわたしの顔を見ることを恐れ、わたしが彼らを打ち倒すのではないか、彼らを消し去るのではないかとひどく恐れる。人間はほんとうにわたしを知っているのか、知らないのか。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十一章」（『言葉』第1巻）より編集


288 神は人の世の不義を正す

1 わたしは人間世界の不正な行為を正すつもりである。わたしは自分の手でわたしの働きを世界中で行い、サタンがわたしの民を再び害するのを許さないし、敵が何でも好き勝手に行うことを許さない。わたしは地上の王になり、玉座をそこに動かし、わたしのすべての敵を地面に倒し、わたしの前で彼らの罪を告白させる。わたしの悲しみに怒りが混じり合い、わたしは全宇宙を踏みつけて平らにし、誰も見逃さず、敵の心に恐怖を抱かせる。わたしは全世界を廃墟とし、敵をその廃墟に落とし入れるので、これ以降敵が人類を堕落させることはない。

2 わたしの計画はすでに決定しており、誰も、何者であろうとも、それを変えてはならない。わたしが全宇宙の上方を堂々と荘厳に歩き回るとき、全人類は新しくなり、すべては復活する。もはや人が嘆くことはなく、助けを求めてわたしに叫ぶこともなくなる。そのとき、わたしの心は大いに喜び、人々はわたしを祝うために戻って来る。そして全宇宙が上から下まで喜びに湧きかえる……今日、世界の国々で、わたしは成し遂げるべく着手した働きを行っている。わたしは人類の間で動き回り、わたしの計画にある働きを残らず行っており、全人類はわたしの旨に従って各国を解体している。

3 地上の人々は自分自身の終着点にしっかり注意を向けている。その日が実際に近づきつつあり、天使たちがラッパを吹き鳴らしているからである。これ以上遅れることはなく、すべての被造物がすぐに歓喜して踊り始める。誰がわたしの日を自分の意志で引き延ばせるのか。地球の人間だろうか。それとも空の星だろうか。それとも天使だろうか。わたしがイスラエルの民の救いを始めようと声を発するとき、わたしの日は全人類の上にのしかかる。すべての人はイスラエルが戻るのを恐れる。イスラエルが戻るとき、それはわたしの栄光の日であり、すべてが変化し、新しくされる日でもある。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十七章」（『言葉』第1巻）より編集


289 神は人間の苦難を経験する

1 水が人間をそっくり呑み込むと、わたしは淀んだ水から救い出し、新たに生きる機会を与える。人間が生きる自信を失うと、死の瀬戸際から引き戻し、生きる勇気を与え、わたしを存在の基礎とするようにする。人間がわたしに不服従であるとき、わたしはその不服従の中でわたしを知るように仕向ける。人間の古い本質を考慮し、わたしの哀れみにより、人間を死に至らしめるよりは、悔い改めて新たに始めさせる。人間が飢饉に苦しむと、一息でも残っていれば、わたしは彼らを死から奪い、サタンの罠に陥らないようにする。

2 何度、人々はわたしの手を見ただろう。何度、人々はわたしの親切な顔、笑顔を見、何度、わたしの威厳、わたしの怒りを見ただろう。人間は、けっしてわたしを知らないのだが、わたしは彼らの欠点につけ込んで無用な厄介事を引き起こしはしない。人間の困難を経験したため、わたしは人間の弱点に同情する。人間の不服従、忘恩に対してだけ、わたしは程度に応じて刑罰を下す。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十四章」（『言葉』第1巻）より編集


290 神の計画が変わったことはない

1 計画を立てた当初から、わたしは計画を一切変更していない。人間に関する限り、わたしが言葉を伝える対象は、わたしが本当に認める人と同様に、その数が減っているように見えるだけである。しかし、わたしの計画は決して変わっていないことを主張する。むしろ、常に変わったり、弱ったりしているのは人間の信仰と愛であり、そのため人はわたしにへつらっていたかと思うと、わたしに対して冷たくなったり、あげくにはわたしを捨てたりすることさえできてしまうほどである。

2 あなたがたに対するわたしの態度は、うんざりして嫌悪感を抱くまでは熱くも冷たくもなく、最終的には懲罰を与えることとなる。しかし、懲罰の日、わたしは依然としてあなたがたを見るが、あなたがたはもはやわたしを見ることはできない。あなたがたと一緒の生活はわたしにとってすでに退屈でつまらないものとなっているため、言うまでもなく、違った生活の環境を選んだ。それはよりあなたがたの悪意に満ちた言葉による痛みを避け、あなたがたの耐え難く卑劣なふるまいを避け、あなたがたがもはやわたしを騙したりいい加減に扱ったりすることがないようにするためである。あなたがたから去る前に、わたしは真理に沿わないことをしないようにと依然として熱心に勧めなければならない。むしろ、あなたがたはすべての人が喜ぶようなこと、すべての人に益をもたらすこと、自分自身の終着点に益をもたらすことをするべきである。さもなければ、災いの只中で苦しむのは、他ならぬあなた自身となる。

『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」（『言葉』第1巻）より編集


291 神が来たときに神を知るのは誰か

  1 わたしの目には、人間は万物の支配者だ。わたしは人間に少なからぬ権威を与えた。地上の万物を扱わせた――山々の草、森の動物たち、そして、水の中の魚。しかし、それで幸福でいるどころか、人間は不安にとらわれている。人間の生涯は苦しみに満ち、走り回り、むなしさに楽しみを加え、全生涯に何の発明も創造もない。誰一人、このむなしい人生から自由になることができず、誰一人、意味ある人生を見出せず、誰一人、真の人生を経験していない。

2 今日の人々はみな、わたしの輝く光の下で生きているが、天での生活について、何も知らない。もしわたしが人間に対して憐れみ深くなくて、人間を救うことをしなければ、すべての人はむなしく生まれることになり、地上で無意味に生き、何一つ誇りに思うことなしに、無益に死んでいく。あらゆる宗教、社会の領域、国家、宗派はみな、地上のむなしさを知っており、彼らはみな、わたしを求め、わたしの戻るのを待っている――しかし、わたしが到着したとき、誰がわたしを知ることができるのだろう。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十五章」（『言葉』第1巻）より編集


292 神の救いを人は知らない

1 わたしが人間のもとに来る目的と意味は、全人類を救い、全人類をわたしの家に連れ帰り、天と地を再び一つにし、天地のあいだで人間に「合図」を伝えさせることである。それが人間本来の役目だからである。人類を創ったとき、わたしは人類のためにすべてを準備しており、後に、人類がわたしの要求に応じて、わたしの与える豊かさを受け取れるようにした。だからこそ、わたしの導きのもと、全人類が今日に至ったのだとわたしは言う。そして、これはすべてわたしの計画である。

2 全人類のうち、無数の人がわたしの愛の加護の下で存在し、無数の人がわたしの憎しみの刑罰の下で生きている。人はみなわたしに祈るが、それでも現状を変えられずにいる。ひとたび希望を失うと、自然のなすがままとなり、わたしに逆らうのをやめる。人間にはそれしかできないからである。人間の生活状況について言えば、人間はいまだ真の人生を見出しておらず、世の不公平、荒廃、惨めな状態を見通していない。そのため、災いの到来がなければ、大半の人は依然として母なる自然を信奉し、「人生」の味わいにひたっていることだろう。これが世の現実ではないのか。これが、わたしが人間に向けて語る救いの声ではないのか。

3 人類の誰一人として、真にわたしを愛したことがないのはなぜか。人間が、刑罰と試練のさなかにあるときだけわたしを愛し、わたしの加護の下にあるときは、誰もわたしを愛さないのはなぜか。わたしは何度も人類に刑罰を与えた。人間はそれを見ても無視し、その時にそれを調べることも、深く考えることもしない。そのため、人間には無慈悲な裁きだけが下る。これはわたしの働きの方法の一つに過ぎないが、それでも人間を変え、わたしを愛するようにさせるためのものなのだ。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十九章」（『言葉』第1巻）より編集


293 神は人類が生き続けるのを願っている

1

神は人を蔑んだ

人が神に敵対したから

でも神の心の中の

人への思いやり、心配、憐れみは変わらない

人間を滅ぼした時さえ

極みまで人が汚れ 不従順になっても

神はその性質と本質のゆえに原則に従い

人間を滅ぼさざるを得なかった

神はそれでもなお人類を憐れんだ

神の本質のゆえに

人類を贖うため様々な方法使うことさえ願った

彼らが生き続けられるように

彼らが生き続けられるように



2

それにもかかわらず

人は神に逆らい続けた

神の救いを受け入れるのを

神の善意を受けるのを拒んだのだ

どんなに神が彼らに呼びかけ

思い出させ、備え、助け、彼らに耐えても

人は理解も感謝もせず

心に留めることもなかった

神は苦しみの中でもなお

忘れず人に最大の忍耐を与えた

人が立ち返るのを待ちながら

神は限界に達した後

ただ為すべきことをした

言い換えれば神が人を滅す事を決め

その業の開始が公けになるまで

ある期間と過程があった

人を立ち返らせるために

それは神が人に与えた最後の最後のチャンスだった



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


294 神の憐みにより人は今日まで生存することができた

1人間はわたしの業を一つたりとも見たことがないし、わたしの発する言葉を一つも聞いたことがない。たとえわたしの業を見たとしても、何を見出しただろう。わたしが語るのを聞いたとしても、何を理解しただろう。世界中で、すべての人間はわたしの慈悲と愛情の中にいるが、同時にすべての人間はわたしの裁きの中におり、同じく試練に晒されている。すべての人間がある程度堕落していたときでさえ、わたしは人間に対して慈悲深く、愛情深くあった。すべての人間がわたしの玉座の前でひれ伏したときでさえ、わたしは人間に刑罰を下した。しかし、わたしが下した苦しみと精錬の中にいない人間が、誰かいるのか。

2 ゆえに、数多くの人が闇の中で光を求めて手探りし、試練の中でもがき苦しんでいる。ヨブには信仰があった。しかし、彼は自分の助かる道を求めていたのではないか。わが民は試練の中で堅く立つことができるものの、声に出すことなく、心の奥底に信仰をもつ者はいるだろうか。むしろ、心の中でいまだに疑いを抱きつつ、自分の信仰を口にしているのではないか。試練の中で堅く立ってきた者、試練の際に心から従う者は誰一人いない。わたしが顔を背けずこの世界をじっと見たなら、全人類はわたしの燃えるようなまなざしを受けて倒れるはずだ。わたしは人間に何も求めないからである。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十章」（『言葉』第1巻）より編集


295 最初の人類は霊をもつ生き物であった

1 初めにわたしは人類を創造し、すなわち人類の祖先であるアダムを造った。彼は形態と姿を与えられ、活力に溢れ、生命力に満ちて、その上わたしの栄光とともにあった。それはわたしが人を創造した輝かしい日であった。続いてエバがアダムの体から生み出され、彼女も人の祖先となった。こうしてわたしが生み出した人々は、わたしの息吹で満たされ、わたしの栄光に溢れていた。

2 アダムはもともとわたしの手から生まれ、わたしの姿を表現したものであった。したがって「アダム」の元来の意味は、わたしによって造られ、わたしの生命力を吹き込まれ、わたしの栄光を吹き込まれた、形態と姿を持ち、霊と息とを持つ者ということである。アダムは被造物の中で唯一霊を持つものであり、わたしを表し、わたしの姿を持ち、わたしの息吹を受け取れることができた。

3 当初エバは、息を吹き込まれた二番目の人であり、わたしがその創造を定めていたため、「エバ」の元来の意味は、わたしの栄光を持続する被造物であり、わたしの生命力で満たされ、さらにわたしの栄光が賦与された者、というものだった。エバはアダムから生まれたため、彼女もまたわたしの似姿をとっていた。彼女はわたしをかたどった二番目の人だったからである。「エバ」の元来の意味は、霊と肉と骨を持つ生きた人であり、わたしの二番目の証しであると同時に、人類におけるわたしの二番目の似姿、というものである。彼らは人類の祖先であり、人の純粋で貴重な宝であり、そして当初から霊を授けられている生き物であった。

『神の出現と働き』「本物の人とは何を意味するのか」（『言葉』第1巻）より編集


296 堕落した人類の悲哀

幾時代も神と共に歩みながら

一体誰が知っているだろうか

神が万物の運命を治め指揮し導いていることを

人が心に留めないのは

神の業が曖昧だからでも

計画が果たされていないからでもなく

人の心と霊が神から離れているからだ

彼らは神に従う時でさえ

気づかぬままサタンに仕えている

誰も神の足跡や現れを求めず

神の配慮と見守りを望まない

しかし彼らは進んで悪に頼り

この世とこの世の主義に順応しようとする

そして人の心と霊はサタンの手中に落ち

彼らはサタンに食い物にされる

見よ、サタンは今人の霊と心に 棲みつき

それを弄んでいる

人は徐々に理解を失い

もはや生きる目的や価値について理解できず

人であることの意味も分からない

彼らはもう神を求めず

心は神の契約と律法を無視する

時は経ち、神がなぜ人を造ったか

誰が語り、理解できるだろうか？

誰も神が語る言葉を理解できず

神から出るすべてのことを認識しない

彼らは神の全ての定めと律法に逆らい始め

すぐに心と霊も鈍る

こうして神は自ら造った人間を失い

人間は自分のルーツを失う

これが人類の悲劇的な悲哀だ

これこそ人類の悲劇的な悲哀なのだ



『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」（『言葉』第1巻）より編集


297 人類はもはや神が望むような存在ではない

人類は何年もかけ発展し

今日に至った

しかし神が創造した人類は

長い間堕落に沈んでいる



1

人は神の存在を信じない

神が来ることを歓迎しない

神の求めにいやいや同意し

人生の喜び 悲しみを

心から神と分かち合わなかった

人は神を不可解なものと見る

神に微笑むふりをし

へつらうような態度を示しているのは

神の働きや意志を知らないからだ

人類はもはや神が望むような存在ではない

彼らは「人」と呼ぶに値しない

むしろサタンの虜となった屑

サタンを宿した歩く屍だ



2

神は正直に言う

その日が来ると

神を礼拝する誰もが

あなた方が受ける苦難よりも

軽い苦難を受けるだろう

その信仰はヨブ パリサイ人に劣る

そのため炎の日が訪れると

あなた方の苦難は

パリサイ人やモーゼに反した指導者

滅びた時のソドムより深刻になる

人類はもはや神が望むような存在ではない

彼らは「人」と呼ぶに値しない

むしろサタンの虜となった屑

サタンを宿した歩く屍だ



『神の出現と働き』「本物の人とは何を意味するのか」（『言葉』第1巻）より編集


298 サタンによって堕落させられた人間の実状

1

長年に渡り

人が生きるための思想は

人の心を堕落させてきた

人をずるく、卑怯で、卑しい存在にした

人は意志も決意もなく

貪欲で、傲慢で、わがままだ

あまりに弱くて

自らを超え

暗闇の勢力の束縛を打ち砕く勇気がない



2

人の思いと生活は腐敗している

神への信仰についての人の見解は

未だにひどく 聞くに堪えない

人は意志も決意もなく

貪欲で、傲慢で、わがままだ

あまりに弱くて

自らを超え

暗闇の勢力の束縛を打ち砕く勇気がない



3

人は皆、卑怯で、無力で、卑しくて、脆い

暗闇の勢力を憎まず

光と真理を愛するどころか

追い出そうとする

人は意志も決意もなく

貪欲で、傲慢で、わがままだ

あまりに弱くて

自らを超え

暗闇の勢力の束縛を打ち砕く勇気がない

打ち砕く勇気がない



『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」（『言葉』第1巻）より編集


299 人間の性質はこの上なくひどくなった

1 数千年にわたる堕落の後、人は麻痺し、物分かりが悪くなり、神に反対する悪魔になり、神への人の反抗の歴史は「史記」に記録されるほどになり、人自身でさえその反抗的行いに完全な説明ができなくなってしまっている。人はサタンにより深く堕落させられ、惑わされてしまったので、どちらに向いたらよいかわからなくなっているのである。今日でさえ、人はまだ神を裏切っている。人は神を見ると裏切り、神が見えないときもやはり神を裏切る。神の呪いや怒りを目の当たりにしても、それでも神を裏切る人々さえいる。そこでわたしは、人の理知はその本来の機能を失い、人の良心も本来の機能を失ったと言う。わたしが目にする人は人の装いをした獣、毒のある蛇である。

2 人の性質はこの上なくひどくなり、理知はこの上なく鈍くなり、良心は悪い者によって完全に踏みにじられ、もともとの良心はずっと以前に途絶えてしまった。人は人類に多くのいのちと恵みを授けてくれた受肉の神に感謝しないばかりか、真理を与えたことで神をひどく嫌悪さえしている。真理に全く関心を持たないので、人は神をひどく嫌悪している。人は肉となった神のために命を捨てることができないだけでなく、神から利益を引き出そうとし、自分が神に預けたものの何十倍もの利息を神に要求する。そのような良心と理知を持つ人々はこれを大したことではないと思い、自分は神のためにずいぶん費やしたとか、神はあまりにも少ししか与えてくれないなどと依然信じている。そのような人間性や良心で、どうしてあなたがたはいのちを得ることを望めようか。あなたがたはなんと卑劣な悪党なのだろう。

『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」（『言葉』第1巻）より編集


300 このような穢れた地に住む人々

1

人は神から遠く離れ 神に逆らっている

何故なら人は穢れた地に生まれ 社会に毒され

封建的な倫理に左右されているからだ

また「高等教育」を受け

保守的な思想

腐敗した道徳

邪悪な哲学

価値のない存在

堕落した習慣 生活

卑しい人生観

それらによって人の心は侵害され

良心は攻撃されているので

人は神から遠く離れ 神に逆らっている

暗闇の中に生きる者は真理を聞いても実践せず

神の出現を見ても神を求めない

これほど堕落し腐敗した人類がどうして救われ

光の中で生きることが出来るのだろうか？



2

人間の性質は日々邪悪になっている

喜んで神に全てを投げ出し

神に従い神の出現を求める者は一人もいない

それどころか

人はサタンの支配下で快楽を追求し

汚泥の地で肉の堕落に自らを委ねることを選ぶ

暗闇の中に生きる者は真理を聞いても実践せず

神の出現を見ても神を求めない

これほど堕落し腐敗した人類がどうして救われ

光の中で生きることが出来るのだろうか？

光の中で生きることが出来るのだろうか？



『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」（『言葉』第1巻）より編集


301 人は神の真の顔を知らない

1 世界の創造以来、サタンによる人間の堕落から、人間が今日堕落している度合いに至るまで、人の目から見て、わたしはますます隠され、ますます計り知れないものになっていったのは、その堕落のためだった。人間はけっしてわたしの真の顔を見たことがないし、けっしてわたしと直接接することがなかった。人間の想像した「わたし」は、聞き伝えや神話の中にだけいた。だからわたしは、人間の想像力、つまり、人間の観念に合わせて、人間の考える「わたし」に取り組み、彼らが永きにわたって抱いていた「わたし」というものを変える。これがわたしの働きの方針だ。これを知り尽くすことのできた人間は、ただの一人もいない。

2 人間はわたしにひれ伏し、わたしの前に来て拝んだが、わたしはこのような人間の行いを喜ばない。人々が心に抱いているのはわたしの姿ではなく、わたし以外の者の姿だからである。ゆえに、彼らにはわたしの性質に関する認識がないので、わたしの素顔にまったく気づかない。したがって、わたしに抵抗したり、わたしの行政命令に違反したりしたとしても、わたしはやはり見ないことにする。そこで、人間の記憶では、わたしは人々を罰するのでなく、むしろ慈悲を示す神であるとか、言うことが当てにならない神自身だということになっている。そうしたことはみな人間の考えから生み出された想像であり、事実と一致していない。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十四章」（『言葉』第1巻）より編集


302 人はキリストを普通の人間と見なす

1 すべての人はイエスの真の顔を見たい、イエスと共にいたいと思っている。イエスを見たいとも、イエスと共にいたいとも思わない兄弟姉妹がいるとはわたしは思わない。イエスを見る前には、つまり、受肉した神を見る前には、たとえばイエスの外観、話し方、生き方などについて、あなたがたはあらゆる考えを抱くことであろう。しかし、ひとたび本当にイエスを見たら、あなたがたの考えはすぐに変わる。

2 人間の考えを見過ごすことはできないというのは本当である。しかしそれ以上に、キリストの本質は人間が変えることを許さない。あなたがたはキリストのことを仙人、あるいは賢人だと考えているが、誰一人としてキリストを神性の本質をもつ普通の人と見なしていない。したがって、昼も夜も神に会うことを切望している人の多くが実は神の敵であり、神と相容れないのである。これは人間側の間違いではないだろうか。これは、過去、現在、未来において、キリストと触れ合う人の多くが失敗したから、また失敗するからである。彼らは皆パリサイ人の役割を演じる。あなたがたの失敗の理由は何か。それはまさに、あなたがたの観念の中に立派で称賛に値する神がいることである。

3 しかし実際は人間が望むとおりではない。キリストは立派でないだけでなく、特に小柄である。キリストは人間であるというだけではなく、ごく普通の人間である。キリストは天に上ることができないだけでなく、地上を自由に動き回ることさえできない。そのため、人々はキリストを普通の人間として扱う。人々はキリストと共にいるときにキリストを気軽に扱い、不注意に話しかけ、そのあいだじゅう「真のキリスト」の到来をいまだに待っている。あなたがたは既に到来したキリストを普通の人間とみなし、その言葉を普通の人間の言葉とみなしている。このため、あなたがたはキリストから何も受け取っておらず、代わりに自らの醜さを完全に光にさらけ出しているのである。

『神の出現と働き』「キリストと相容れない人は疑いなく神の敵である」（『言葉』第1巻）より編集


303 キリストへの真の信仰があるのか

1 あなたがたの話すことと行ないのあらゆる部分が、あなたがたが内面に抱くキリストへの不信仰の要素を露呈する。あなたがたの行ないの動機と目的には、不信仰が浸み込んでおり、あなたがたのまなざしから発するその意図さえそのような要素で汚れている。つまり、あなたがた一人ひとりが、一瞬一瞬、不信仰の要素を抱いているのである。そうであれば、あなたがたの体の中を巡る血には、この肉となった神に対する不信仰が浸み込んでいるので、あなたがたはどの瞬間にもキリストを裏切る危険性があるということである。したがって、あなたがたが神への信仰の道に残す足跡には深さがないとわたしは言う。この神への信仰の道を行く旅路において、あなたがたはしっかりと地に足をつけておらず、単に動作を行なっているに過ぎない。

2 あなたがたはいつもキリストの言葉を完全に信じず、すぐに実践に移せないのである。これが、あなたがたにキリストへの信仰がない理由である。いつもキリストについて観念を持っていることが、あなたがたがキリストを信じないもうひとつの理由である。キリストの働きに対していつも懐疑心を持つこと、キリストの言葉に耳を傾けようとしないこと、キリストが行なう働きが何であれ、それにいつも意見を持ち、それを適切に理解できないこと、どんな説明を受けても、観念を手放すことに苦労することなど、これらはすべて、あなたがたの心の中に混入している不信仰の要素なのである。

3 あなたがたはキリストの働きに付き従い、決して遅れをとらないが、あなたがたの心の中にはあまりにも反逆が入り混じっている。この反逆は、あなたがたの神への信仰における不純物なのである。おそらくあなたがたは同意しないであろうが、もしあなたがその不純物から来る自らの意図を認識できないなら、あなたは間違いなく滅びる者の一人となる。なぜなら、神は、彼を本当に信じる者だけを完全にするのであり、彼に懐疑的な者、ましてや彼に渋々従ってはいても決して彼が神であるとは信じない者を完全にしないからである。

『神の出現と働き』「あなたは本当に神を信じる人なのか」（『言葉』第1巻）より編集


304 人の子の到来はすべての人を暴露する

1 キリストと触れ合う前に、あなたは自分の性質が完全に変化したと、自分はキリストの忠実な追随者であり、キリストの祝福を受けるに自分ほど値する人は他にいないと、多くの道を旅し、かなりの働きを行ない、多くの成果をもたらしてきたので、あなたは最後に栄冠を受ける人の一人になるに違いないと信じているかもしれない。しかし、あなたが知らないかもしれない真実が一つある。すなわち、人間の堕落した性質と反抗心と抵抗は、人間がキリストを見るときに暴露され、そのときに暴露される反抗心や抵抗は他のどの時よりも絶対的に完全に暴露される。

2 それは、キリストは人の子、すなわち普通の人間性をもつ人の子であるため、人間はキリストに栄誉を与えることも尊敬することもないからである。神が肉において生きているために、人間の反抗心は徹底的に、詳細まで鮮明に光にさらけ出される。それで、キリストの到来は人類の反抗心をすべて明るみに出し、人類の本性を際立たせた、とわたしは言うのである。これは「山から虎をおびき出す」、「洞窟から狼をおびき出す」と呼ばれる。あなたは自分は神に忠実であるとあつかましくも言うのか。自分は神に絶対的な服従を示しているとあつかましくも言うのか。自分は反抗的ではないとあつかましくも言うのか。

3 ひとたび本当にキリストと共に生きるようになると、あなたの独善性とうぬぼれは言葉と行動をとおして少しずつさらけ出され、あなたの行き過ぎた欲望、不服従な考え方、不満もまた自然に明らかになる。最終的には、あなたの傲慢はさらに大きくなり、水と油のように、あなたとキリストは相容れなくなり、そうなるとあなたの本性は完全に露わになる。しかし、そのときでさえ、あなたは自分の反抗心を認めることを否定し続け、代わりに、このようなキリストは人間には受け入れ難く、人間に対して厳し過ぎ、もしキリストがもっと優しければ完全に服従するだろうと考える。

4 あなたがたは自分の反抗心には正当な理由があり、キリストが自分に何かを強要しすぎるときだけキリストに反抗するのだと考える。あなたがたは自分がキリストを神として見ておらず、キリストに従う意志がないことを一度たりとも考慮したことがない。むしろ、キリストがあなたの望みどおりに働きを行なうことを執拗なまでに主張し、キリストがあなたの考え方と一致しないことを一つでもすれば、直ちにキリストは神ではなく、一人の人間だと考える。あなたがたの中には、このようにキリストと争ったことがある人が多くいるのではないのか。あなたがたが信じているのは結局のところ誰なのか。そして、あなたがたはどのように追い求めているのか。

『神の出現と働き』「キリストと相容れない人は疑いなく神の敵である」（『言葉』第1巻）より編集


305 そのような理知ではあなたは神に接するに値しない

1 あなたがたにとっては、自己を知るという真理にさらなる努力を捧げるのが最善であろう。なぜあなたがたは神に気に入られていないのか。なぜあなたがたの性質は神に嫌われるのか。なぜあなたがたの話す言葉は神にとっていまわしいのか。少々の忠実を示したとたんに、あなたがたは自分を称賛し、わずかな犠牲に対する褒美を要求する。ほんの少しの従順を示しただけで、他者を見下し、ささいな業を達成しただけで、神を軽蔑する。神を迎えもてなす代償として、金、贈り物、称賛を要求する。硬貨を一、二枚与えると、心が痛む。硬貨を十枚与えると、祝福と特別扱いを望む。あなたがたのそのような人間性は、話すのも聞くのも正に不快である。あなたがたの言動に何か称賛に価するものはあるのか。

2 自分は神を信じていると十分に知りつつ、あなたがたはそれでも神と相容れることができない。自分には全然とりえがないことを十分に知りつつ、それでも自慢することにこだわる。あなたがたはもはや自制心を持たないところまで自分の理知が劣化してしまったとは感じないのか。そのような理知しかなくて、どうして神と関わる資格があるのか。あなたがたはこの重大事に自分のことが心配ではないのか。あなたがたの性質は既に、神と相容れることができないところまで劣化している。このような状態で、あなたがたの信仰は滑稽ではないか。あなたがたの信仰はばかげていないだろうか。あなたは自分の未来にどのように向かって行くつもりなのか。歩くべき道をどのように選ぶつもりなのか。

『神の出現と働き』「キリストと相容れない人は疑いなく神の敵である」（『言葉』第1巻）より編集


306 堕落した人類はキリストを見るに値しない

1 あなたがたはキリストを見たいと常に思っているが、自分をそのように高く評価しないことをわたしは勧める。誰でもキリストを見ることができるが、誰もそうするに相応しくない、とわたしは言う。人間の本性は邪悪、傲慢、反抗心に満ちているため、キリストを見た瞬間にあなたの本性はあなたを破壊し、あなたを死に至らせる。何時でも、観念が根を張り、傲慢が芽を出し、反抗心はイチジクの実をつけるかもしれない。そのような人間性をもっていて、どうしてあなたがキリストと関わるに相応しくなれるのだろうか。

2 あなたは毎日、その一瞬一瞬に本当にキリストを神として扱うことができるのか。あなたは本当に神への服従という現実をもっているのか。あなたがたは心の中で立派な神をヤーウェとして礼拝しつつ、目に見えるキリストを人間とみなしている。あなたがたの理知はあまりに劣っており、あなたがたの人間性はあまりに卑しい。あなたがたはキリストを神として常に見ることができない。ときどき、そのような気分になったときだけ、あなたがたはキリストをひっつかまえて、神として礼拝する。このため、あなたがたは神の信者ではなく、キリストと戦う共犯者の集団である、とわたしは言うのである。

3 もしあなたが刈り込みや裁きを経験せずに神を見に行くのであれば、あなたは疑いなく神の敵になり、破滅することになる。人間の本性は元来神に敵対している。すべての人間はサタンの深遠なる堕落にさらされたからである。もし人間がその堕落の只中から神と関わろうとしても、そこから何一つ良いものが生まれないことは確実である。人間の言動は、事あるごとに人間の堕落を確実にさらけ出し、神との関わりにおいて、人間の反抗心はあらゆる面で明らかにされる。知らず知らずに、人間はキリストに反対し、キリストを欺き、キリストを拒絶するようになる。これが起こると、人間はますます危険な状態に陥り、これが続けば、人間は懲罰の対象になるであろう。

『神の出現と働き』「キリストと相容れない人は疑いなく神の敵である」（『言葉』第1巻）より編集


307 これがあなた方の信仰なのか

1

あなたは神の存在を信じているのに

何故神を敬わないのか？

まだ心の中で信じているなら

何故神を恐れないのか？

キリストは受肉の神

この事実を受け入れることができるなら

あなたは何故神のことを嘲るのか？

何故神を敬わないのか？

これがあなたがたの信仰の表れなのか？

あなたがたは毎分ごとに不信仰を抱いている

正にあなたがたの血さえ

受肉の神への不信仰で満ちているため

どの瞬間でもキリストを裏切る危険性がある

従ってあなたがたの信仰の道は確かではなく

地に足が着かず

半信半疑な信仰だと神は言う

神は言う



2

あなたは何故神のことを裁き

神の動きを観察するのか？

何故神の計画に服従せず

神の言葉に従わないのか？

何故神の捧げ物をゆすり盗むのか？

何故キリストの代わりに語るのか？

何故陰で神を冒涜し

神の働きと言葉を裁くのか？

これがあなたがたの信仰の表れなのか？

あなたがたは毎分ごとに不信仰を抱いている

あなたがたのあらゆる言動 動機と目標は

キリストを信じていないことを明らかにする

それは目つきにも表れ

そしてあなたがた一人一人が

絶えず不信仰を抱いている！

正にあなたがたの血さえ

受肉の神への不信仰で満ちているため

どの瞬間でもキリストを裏切る危険性がある

従ってあなたがたの信仰の道は確かではなく

地に足が着かず

半信半疑な信仰だと神は言う

神は言う



『神の出現と働き』「あなたは本当に神を信じる人なのか」（『言葉』第1巻）より編集


308 あなたがたの真の信仰はどこに

1 ニネベの住民はヤーウェの怒りの声を聞いた後、すぐに荒布をまとい灰の中で悔い改めた。それは、彼らは神の言葉を信じたからであり、ゆえに恐れおののいて荒布と灰の中で悔い改めたのである。今日の人と言えば、わたしの言葉を信じながらも、そしてそれだけでなく、ヤーウェが今日ふたたびあなたがたのもとに来たことを信じながらも、あなたがたの態度は不遜以外の何ものでもない。まるでユダヤに何千年も昔に生まれ、現在あなたがたの只中に降りてきたイエスをただ観察しているだけかのようである。

2 あなたがたの心の中にある欺瞞をわたしは深く理解している。あなたがたのほとんどは好奇心からわたしに従い、空虚からわたしを求めるようになった。あなたがたの第三の希望、平和で幸せな人生への願いが叶わなかった時、あなたがたの好奇心もまた消散する。一人ひとりの心の内にある欺瞞は、あなたがたの言動を通して明るみに出る。率直に話すならば、あなたがたはただわたしに好奇心を持っているだけで、恐れてはいない。言葉に気をつけず、行動を抑えることはさらにない。ならば、あなたがたには一体どのような信仰があるのか。それは純粋なものなのか。

3 あなたがたは心配をなくし、退屈を軽減するために、生活において余った空虚な時間を埋めるためにわたしの言葉をただ利用しているにすぎない。あなたがたのうちの誰がわたしの言葉を実践したのか。誰が純粋な信仰を持っているのか。あなたがたは、神は人の心を深く見通す神であると叫び続けているが、あなたがたが心で叫び続ける神はわたしといかに融和性があるのか。このように叫んでいるなら、なぜそんな風に行動するのか。もしかして、それがわたしに報う愛だということなのか。あなたがたの唇は非常に大きな献身を語るが、あなたがたの実際の捧げ物は、善行はどこにあるのか。わたしの耳に届くあなたがたの言葉のせいでなければ、わたしはどうしてあなたがたをこれほど憎むことができるのか。

『神の出現と働き』「若者と老人に向けた言葉」（『言葉』第1巻）より編集


309 キリストへの真の信仰と愛があるのか

1 あなたがたはみな、神の前で報われ、神の寵愛を受けたいと願っている。神を信じ始めた者は誰でもそのようなことを望むものである。誰もが高尚な物事を追い求めることに夢中になり、誰ひとり他者に後れを取りたくないからである。これが人というものである。まさにそれゆえに、あなたがたの多くが絶えず天の神の機嫌を取ろうとしているのだが、実際には、あなたがたの神に対する忠実さと正直さは、自分自身に対する忠実さと正直さに比べてずっと劣っている。

2 表面上は、あなたがたはみな地上のキリストに非常に従順なようだが、実質はキリストを信仰してもいなければ愛してもいない。つまり、あなたがたが本当に信じているのは自分自身の感情の漠然とした神であり、あなたがたが本当に愛しているのは、日夜恋い慕うものの直接会ったことがない神なのである。キリストに対するあなたがたの信仰はわずかでしかなく、愛はない。

3 信仰とは信じることと信頼することである。愛とは心の中で崇拝して敬慕し、決して離れないことである。しかし、今日のキリストに対するあなたがたの信仰と愛は、そこに遠く達していない。信仰について言えば、あなたがたはキリストをどのように信仰しているのか。愛について言えば、あなたがたは彼をどのように愛しているのか。あなたがたはただ彼の性質を全く理解しておらず、ましてや彼の実質などなおさら知らないのに、どのようにして彼を信仰するというのか。彼に対するあなたがたの信仰の実体はどこにあるのか。どのように彼を愛しているのか。彼に対するあなたがたの愛の実体はどこにあるのか。

『神の出現と働き』「どのように地上の神を知るか」（『言葉』第1巻）より編集


310 キリストへの不信仰の要素が多すぎる

1 今なお、あなたがたのうちに大いに不信仰がある。あなたがた自身の内側をよく見てみよ。そうすれば、必ず答えが見つかる。あなたが真の答えを見つけるとき、あなたは自分が神を信じる人ではなく、むしろ神を欺き、冒涜し、裏切る者であり、神に忠実でない者であることを認める。そのときあなたは、キリストは人ではなく、神であると悟る。その日が訪れると、あなたはキリストを畏敬し、恐れ、真に愛する。

2 今、信仰はあなたがたの心の30パーセントしか占めておらず、残りの70パーセントは疑いが占めている。キリストによってなされたいかなる行ないも、話されたいかなる言葉も、あなたがたにキリストについての観念や意見を形づくらせる。このような観念や意見は、キリストに対するあなたがたの完全な不信仰から生じるのである。あなたがたは天にいる目に見えない神だけを敬慕し惧れ、地上の生けるキリストを全く重んじないのである。これもあなたがたの不信仰ではないだろうか。あなたがたは、過去に働いた神だけを慕い、今日のキリストを直視しようとしない。このすべてが、あなたがたの心にいつまでも混ざり合い、今日のキリストへの信仰を欠いた「信仰」なのである。

3 わたしは決してあなたがたを過小評価しない。あなたがたの内にはあまりにも多くの不信仰があり、あなたがたには不純で、詳細に吟味されねばならないところが多すぎるからである。このような不純物は、あなたがたが全く信仰を持たないことのしるしである。このような不純物はあなたがたがキリストを放棄したことの目印であり、あなたがたにキリストの裏切り者の烙印を押す。このような不純物は、キリストについてのあなたがたの認識を覆い隠すベールであり、あなたがたがキリストのものとされることに対する障壁であり、あなたがたがキリストと相容れるのを妨げる障害物であり、そしてキリストがあなたがたを承認しないという証拠なのである。今こそあなたがたの人生のすべての部分を吟味するときなのである。そうすることは、想像し得るあらゆるかたちで、あなたがたに益をもたらす。

『神の出現と働き』「あなたは本当に神を信じる人なのか」（『言葉』第1巻）より編集


311 人にはキリストへの真の信仰がない

1

あなた方はキリストの謙りを敬わず

人目を引く偽りの羊飼いたちを敬う

あなた方はキリストの麗しさや知恵を好まず

卑劣なこの世の泥沼の中で生きる無法なやからを

慕っている

あなた方の心は今も彼らに向かい

サタンたちの間の地位と

その勢力と権力に向かっている

キリストの働きを拒み、抵抗するあなた方には

キリストを認める信仰がないと神は言う



2

あなた方は休む所のないキリストの痛みを笑い

捧げ物を盗む悪人たちの屍を崇める

キリストと共に耐えるのではなく

でたらめな反キリスト者たちの腕へ進んで飛び込む

肉や文字、支配しか得られないのに

あなた方の心は今も彼らに向かい

サタンたちの間の地位と

その勢力と権力に向かっている

キリストの働きを拒み、抵抗するあなた方には

キリストを認める信仰がないと神は言う



3

あなた方は強いられてキリストに従ってきた

あなた方の心は

彼らの高尚な心象や影響力のある言葉で満ちている

彼らは永遠に至高の英雄だ

だが今のキリストにとってはそうではない



4

あなた方の心の中では永久に

キリストは大切でなく

尊敬に値しない

なぜなら彼は

とても平凡で、影響力がなく高尚ではないから

つまりあなた方には信仰がないと神は言う

キリストを認める信仰がない、と神は言う



『神の出現と働き』「あなたは本当に神を信じる人なのか」（『言葉』第1巻）より編集


312 神は真面目にキリストに仕える者だけを称賛する

1 あなたがたは神に喜んでもらうことを切望するが、神から遠く離れている。何が問題なのか。あなたがたは神の言葉こそ受け入れるものの、神の取り扱い、神の刈り込みは受け入れず、まして神の采配の一つ一つを受け入れること、神を完全に信仰することなどできない。ならば何が問題なのか。つまるところ、あなたがたの信仰とは、ひよこが生まれることのない空っぽの卵の殻なのである。あなたがたの信仰は真理をもたらすこともいのちも与えることもなく、代わりに支えと希望という錯覚を与えてきた。

2 この支えと希望という錯覚こそが、あなたがたが神を信じる際の目標であり、真理やいのちが目的ではないのである。だからこそわたしは、あなたがたの神への信仰の流れが、盲従と無恥によって神の機嫌を取ろうとする行為以外の何物でもなく、決して真の信仰と見なすことはできない、と言うのである。このような信仰からどうしてひよこが生まれようか。言い換えれば、このような信仰が何を成しうるだろうか。あなたがたが神を信じる目的は、自分の目標を達成するために神を使うことである。これは神の性質に背いたことを表すさらなる事実ではないか。

3 あなたがたは天の神の存在は信じ、地上の神の存在を否定するが、わたしはあなたがたの見方を認めない。わたしは地に足を着け地上の神に仕える人だけを賞賛し、地上のキリストを認めようとしない人は決して賞賛しない。そのような人は、どれほど天の神に忠実であろうとも、最後は悪人を罰するわたしの手から逃れられない。このような人は悪人である。彼らは神に敵対し、キリストに喜んで従ったことのない邪悪な者たちである。無論、キリストを知らない者、さらにはキリストを認めない者もみなこれに含まれる。

『神の出現と働き』「どのように地上の神を知るか」（『言葉』第1巻）より編集


313 誰も受肉の神を知らない

1 人間はけっして光の中でわたしを認識しておらず、闇の世界でだけ、わたしを見ている。あなたがたは、今も同じ状況にあるのではないか。赤い大きな竜が最大の猛威を振るっているときに、わたしは働きを始めるために正式に受肉した。赤い大きな竜がその真の姿をはじめて現したとき、わたしは、わたしの名を証しした。わたしが人間の道を歩き回ったとき、ただ一つの生き物、ただ一人の人間も、驚いて覚醒することはなかった。だから、わたしが人間世界で受肉していたとき、誰もそれを知らなかった。しかし、わたしの受肉した体で働きを始めると、人間が目覚める。わたしの雷鳴のような声に驚いて夢から醒め、その瞬間から、わたしの導きのもとでの生活を始める。

2 人間は単に肉におけるわたしを知らないだけではなく、さらに悪いことに、肉の体をもつ自分というものを理解することができずにいる。何年もの間、人間はわたしを欺き、わたしをよそから来た客人として扱ってきた。何度も、人々はわたしを「彼らの家の戸口」で締め出した。何度も、わたしの前に立って、わたしを無視した。何度も、他の人々の間でわたしを拒んだ。何度も、悪魔の前でわたしを否定した。そして、何度も、口論する口でわたしを攻撃した。しかし、わたしは人間の弱点を記録していないし、また、わたしに逆らったからといって、「歯には歯で」という対応はしない。わたしがしたのは、人間がついにわたしを知るように、不治の病を癒すために人間の病に薬を用い、そうして健康にすることだ。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十二章」（『言葉』第1巻）より編集


314 神に逆らう悪者とは誰

あなたがたが神を信じる目的は、自分の目標を達成するために神を使うことである。これは神の性質に背いたことを表すさらなる事実ではないか。あなたがたは天の神の存在は信じ、地上の神の存在を否定するが、わたしはあなたがたの見方を認めない。わたしは地に足を着け地上の神に仕える人だけを賞賛し、地上のキリストを認めようとしない人は決して賞賛しない。そのような人は、どれほど天の神に忠実であろうとも、最後は悪人を罰するわたしの手から逃れられない。このような人は悪人である。彼らは神に敵対し、キリストに喜んで従ったことのない邪悪な者たちである。無論、キリストを知らない者、さらにはキリストを認めない者もみなこれに含まれる。

『神の出現と働き』「どのように地上の神を知るか」（『言葉』第1巻）より編集


315 キリストについての観念を抱くことは神に逆らうこと

1 あなたがたの頭の中では、天の神とは非常に立派で正しく偉大な、崇拝し敬慕する価値のあるものであり、一方、地上の神は天の神の単なる代役、単なる道具にすぎないということになっている。あなたがたは、この地上の神は天の神に等しいはずがない、まして天の神と比較するなど話にならないと信じている。神の偉大さと栄誉に関して言えば、これらは天の神の栄光に属するものだが、人間の本性や堕落となると、それらは地上の神もその一部を有している特質だというのである。

2 天の神は永遠に高貴だが、地上の神は永遠に取るに足りず、弱く、無能である。天の神は感情的になることなく、ひたすら義であるが、地上の神には利己的な動機しかなく、公平さも分別もない。天の神は少しも曲った所がなく永遠に誠実だが、地上の神には常に不正直な面がある。天の神は人間を深く愛するが、地上の神が人間に示す配慮は不十分で、人間を全く顧みないことすらある。このような誤った認識がもう長い間あなたがたの心の中にあり、将来にわたり永続する可能性もある。

3 あなたがたはキリストの全ての行いを不義な視点から見ており、キリストの働きの全ても、キリストの身分も実体も、悪人の視点から評価する。あなたがたは重大な過ちを犯し、先人の誰もがなさなかったことをなしてきた。つまり、あなたがたは頭に王冠を戴せた高貴な天の神だけに仕え、取るに足りないと見なすあまり自分の目には映らない地上の神のことは、決して留意しないのである。これはあなたがたの罪ではないか。神の性質に背くあなたがたの典型的な例ではないか。

『神の出現と働き』「どのように地上の神を知るか」（『言葉』第1巻）より編集


316 あなたがたの心には不義しかない

1 あなたがたはみな、自分たちは喜んで真理の代価を払うと信じているが、真理のために本当に苦しんだ者が、あなたがたの中にどれほどいるというのか。あなたがたの心の中には不義しかなく、そのため誰もが同じように不正直で心が曲がっていると思うのである。受肉した神が普通の人間のように優しい心や慈愛を持ち合わせていないこともありうる、と信じるに至るほどに。さらに、あなたがたは高潔さや憐れみ深く慈愛に満ちた性質は天の神にのみ存在すると信じている。あなたがたは、そのような聖人は存在せず、ただ闇と悪が地上を支配するのみだと信じているが、その一方で神とは、人々が善きものや美しきものに対する自らの切望を託す先であり、人々によって作られた伝説上の人物なのである。

2 あなたがたは天の神を崇拝する。あなたがたは高貴な像を崇拝し、雄弁で名高い者たちを尊ぶ。あなたは、その手を富で満たしてくれる神の命令には喜んで従い、望みを全て叶えてくれる神を渇望する。あなたが崇拝しない唯一のものは高貴でないその神であり、あなたが嫌う唯一のことは、誰からも高く評価されないその神と関わることである。あなたがやりたがらない唯一のことは、あなたに一銭ももたらさないその神に仕えることであり、あなたが恋い慕うよう仕向けることのできない唯一の者は、魅力のないその神である。この種の神はあなたの視野を広げられず、あたかも宝物を見つけたかのように感じさせることもできず、ましてやあなたの願いをかなえることもできない。ならば、なぜあなたは彼について行くのか。このような問いについて考えたことはあるのか。

『神の出現と働き』「どのように地上の神を知るか」（『言葉』第1巻）より編集


317 神は人の言動を密かに見ている

1 わたしが自らの豊かさを人間に与えるとき、人間はそれを懐で大切にせず、代わりに誰も気づかない場所に投げ捨てる。わたしの日が人間の上に降りるとき、人間はもはやわたしの豊かさを見つけることも、はるか前にわたしが人間に語った苦い真実の言葉を見つけることもできない。光の明るさを失い、暗闇に陥ったので、人間は泣き叫ぶ。あなたがたが今日見ているのは、わたしの口の鋭利な剣に過ぎず、わたしの手にある鞭も、わたしが人間を燃やす炎も見ておらず、そのため、あなたがたはいまだにわたしの面前でも不遜で不節制なのである。そのため、あなたがたはいまだにわたしの家でわたしと争い、わたしが自らの口で語ったことに人間の言葉で反論するのである。

2 人間はわたしを恐れず、今日までわたしと敵対し続けながら、それでもまったく恐れていない。あなたがたの口には不義なる者の舌と歯がある。あなたがたの言動はエバを罪へと誘惑した蛇のもののようで、互いに目には目を、歯には歯を要求しあい、わたしの前で地位、名声、利益を自分のものにしようと奮闘するものの、わたしが密かにあなたがたの言動を見張っていることを知らない。あなたがたがわたしの前に来る以前でさえ、わたしはあなたがたの心の奥底を調べていた。

3 人間はいつもわたしの手中から逃れ、わたしの目の観察を避けようと望んでいるが、わたしは人間の言動から離れたことがない。代わりに、それらの言動をわざとわたしの目に触れさせ、わたしが人間の不義さを罰し、人間の反抗に裁きを下せるようにする。このように、人間の密かな言動は絶えずわたしの裁きの座の前にあり、わたしの裁きは人間から離れたことがない。なぜなら人間の反抗は過度だからである。わたしの働きは、わたしの霊の面前で発せられ行なわれる人間のあらゆる言動を燃やして清めることである。こうすることで、わたしが地上を去るとき、人々は依然としてわたしへの忠誠を保ち、わたしの聖なるしもべがわたしの働きにおいてするようにわたしに仕え、それによりわたしの地上での働きはその完成の日まで続くのである。

『神の出現と働き』「福音を広める働きはまた人間を救う働きでもある」（『言葉』第1巻）より編集


318 人々のどんな言動も神の目から逃れられない

1 あなたがたの信仰はとても美しい。あなたがたは喜んで自分の一生をわたしの働きのために費やし、自分の生命をそのために捧げると言う。しかし、あなたがたの性質はあまり変わっていない。実際の振る舞いは惨めそのものなのに、あなたがたはただ傲慢に語る。まるで、人の舌と唇は天国にあるが、足は遥か下の地上にあるかのようで、それゆえ、人の言動と評判は依然ずたずたになったままである。あなたがたの評判は崩れ、行儀はひどく、話し方は卑しく、生活は嘆かわしい。あなたがたの人間性全体が卑しい低劣さに沈み込んでいる。

2 他人に対して心が狭く、些細なことの一つひとつにうるさいほどこだわる。自分の評判や地位のことで口喧嘩し、そのためには地獄や火の湖に落ちることすら辞さない。あなたがたの現在の言動だけで、わたしがあなたがたを罪深いと断定するのに十分である。わたしの働きに対するあなたがたの態度は、あなたがたを不義な人と判断するのに十分で、あなたがたのすべての性質は、あなたがたが忌まわしいものに満ちた穢れた魂であると指摘するのに十分である。あなたがたが示すものや表わすものは、あなたがたが穢れた霊の血をたっぷり飲んだと判断するのに十分である。

3 神の国に入ることの話になると、あなたがたは感情を露わにしない。今の自分のあり方が、天にあるわたしの国への門を通るに相応しいと信じているのか。自分の言動がまずわたしに試されなくても、自分はわたしの働きと言葉の聖なる地に入れると信じているのか。誰がわたしの目をうまく欺けるというのか。あなたがたの卑劣で下賤な行動や会話が、どうしてわたしの目から逃れられようか。わたしは両目であらゆる人の心を見守り続ける。人類を創造する遥か以前、わたしは自らの手中に人の心を掴んでいたからである。わたしは遥か昔に人間の心を見通していた。どうして人の思いがわたしの目から逃れられようか。わたしの霊に焼かれることから逃れるには遅すぎないということがどうしてあり得ようか。

『神の出現と働き』「あなたがたは人格が卑しすぎる」（『言葉』第1巻）より編集


319 人間の言動は神の火を免れられない

1 わたしはあなたがたの生活を、穢れた霊の血を飲み肉を喰らう生活だと判断した。なぜなら、あなたがたは毎日わたしの前で穢れた霊を模倣するからである。わたしの前で、あなたがたの振る舞いはとりわけひどかった。どうしてそれに嫌悪を抱かずにいることができようか。あなたがたの言葉には穢れた霊の不純さが含まれている。魔術を行なう者、または不義な者の血を飲む不実な者のように、あなたがたは騙し、隠し、お世辞を言う。人間の表わすものはどれも極めて不義である。それならば、義なる人のいる聖なる地にどうしてあらゆる人が置かれ得るのか。あなたの卑劣な振る舞いが、不義な人に比べてあなたが聖なる人であると区別できるとでも思うのか。

2 あなたの蛇のような舌は、破滅と嫌悪を引き起こすあなたのその肉体をやがて滅ぼす。穢れた霊の血で覆われたあなたのその手もまた、あなたの魂をやがて地獄へと引きずり込む。それなのになぜ、穢れに覆われた自分の両手を清めるこの機会に飛びつかないのか。なぜこの機会を利用して、不義の言葉を語るその舌を切り取らないのか。自分の手、舌、唇のために地獄の炎で苦しむ覚悟があるということなのか。わたしは両目であらゆる人の心を見守り続ける。人類を創造する遥か以前、わたしは自らの手中に人の心を掴んでいたからである。わたしは遥か昔に人間の心を見通していた。どうして人の思いがわたしの目から逃れられようか。わたしの霊に焼かれることから逃れるには遅すぎないということがどうしてあり得ようか。

『神の出現と働き』「あなたがたは人格が卑しすぎる」（『言葉』第1巻）より編集


320 あなたがたの言動は神の目には穢れている

1 わたしはこのようにあなたがたの間で働き、語った。わたしは多くの力と努力をつぎ込んだが、あなたがたは、わたしがはっきりと語った言葉にいつ耳を傾けただろうか。あなたがたは全能者であるわたしにどこでひれ伏したのか。あなたがたはなぜわたしをこのように扱うのか。なぜあなたがたが話すこと、することのすべてがわたしの怒りを呼び起こすのか。あなたがたがわたしのいけにえを盗み、わたしの財産をむやみに欲しがったとき、あなたがたはわたしヤーウェの目に既に見られていたことを知らないのか。あなたがたがわたしのいけにえを盗んだとき、それはいけにえが捧げられる祭壇の前であったことを知らないのか。このようにわたしをだませるほど自分たちが賢いなどとどうして思えるのか。あなたがたの憎むべき罪から、どうしてわたしの怒りが去るであろうか。どうしてわたしの燃える怒りが、あなたがたの悪行を行き過ぎるだろうか。あなたがたの悪行と悪しき言葉が、どうしてわたしの刑罰から逃れられるだろうか。

2 全能者であるわたしの目には、あなたがたの言葉と行いはけがれている。全能者であるわたしの目は、あなたがたの不義を無限の刑罰と見なす。どうしてわたしの義なる刑罰と裁きがあなたがたから離れるだろうか。あなたがたがわたしにこんなことをして、わたしを悲しませ怒らせるのに、どうしてあなたがたをわたしの手から逃れさせ、わたしヤーウェがあなたがたを罰して呪う日から離れさせることなどできようか。あなたがたがわたしを長い間怒りに煮えくり返るまま放置し、わたしの忍耐をずっと試してきたことを知らないのか。既にあなたがたがわたしの肉体をぼろぼろに傷つけたことを知らないのか。わたしはこれまで我慢してきたが、わたしはわたしの怒りを放ち、あなたがたをもう容赦しない。どうしてあなたがたは今日、心を鈍らせてしまったかのように、それほどまでに頑なで揺るぎないままなのか。あなたがたが今日犯す悪は、わたしが地上から去った後に来る怒りの日から、どうして逃れられるだろうか。

『神の出現と働き』「血肉に属する者は誰も怒りの日から逃れられない」（『言葉』第1巻）より編集


321 神の言葉に背く者をどうして神は赦せようか

1 わたしが天を拡げ、万物を創造したとき、わたしはどの被造物にも思いのままに介入することを許さず、ましてや、どんなに望もうと、何ものにもわたしの働きとわたしの経営を妨げさせたりなどしなかった。わたしは人間にも物にも容赦しなかった。わたしに対して残虐で非人道な者をどうして見逃せるだろうか。どうしてわたしの言葉に逆らう者を赦せるだろうか。どうしてわたしに対して不従順な者を見逃せるだろうか。あなたがわたしヤーウェに忠実であるのなら、わたしの祭壇のいけにえを取って自分のものとすることなどできるだろうか。あなたは毒のある舌を使って、わたしの聖なる名を冒涜できるだろうか。このようにわたしの言葉に反逆できるだろうか。わたしの栄光と聖なる名を悪い者であるサタンに仕える道具として扱えるのだろうか。

2 わたしのいのちは聖なる者たちの喜びのために与えられた。あなたの思いのままにわたしのいのちをもてあそび、それをあなたがた同士の争いの道具として使うのを、どうしてわたしが許せようか。どうして善を行うこととわたしに対する態度がそのように無慈悲で欠けが多いのか。わたしがすでにこれらのいのちの言葉にあなたがたの悪行を書き付けたことを知らないのか。あなたがたは、わたしがエジプトを罰する怒りの日から、どうして逃れることができようか。あなたがたがこのように何度もわたしに敵対して反逆すること、どうしてわたしが許せるだろう。わたしの忍耐はあなたがたの悪行のために用意されたのであり、その日のあなたがたの刑罰のために存在するのである。いったんわたしが忍耐の限界に達したら、怒りの裁きに苦しむことになるのはあなたがたではないのか。

3 すべてのことは全能であるわたしの手の中にあるのではないのか。天の下であなたがたがこのようにわたしに逆らうのを、どうして許すことができようか。あなたがたは、来ると言われていながら来なかったメシアに出会ったので、あなたがたの人生は非常に困難なものになるだろう。あなたがたは彼の敵ではないのか。イエスはあなたがたの友だったが、あなたがたはメシアの敵である。あなたがたがイエスの友であっても、あなたがたの悪行は忌み嫌われる者の器を満たしたことを知らないのか。あなたがたがヤーウェと非常に親しくても、あなたがたの悪しき言葉がヤーウェの耳に届き、ヤーウェの怒りを招いたことを知らないのか。どうしてヤーウェがあなたと親しくなれようか。悪行で満たされたあなたの器を、どうしてヤーウェが焼かずにいられようか。どうしてヤーウェはあなたの敵とならずにいられようか。

『神の出現と働き』「血肉に属する者は誰も怒りの日から逃れられない」（『言葉』第1巻）より編集


322 神は人から何を得るのか

1 つまり、神は人類を救うにあたり、愛と慈悲から、そして自身の経営のためにそうするのである。人類が神の救いを受けるのは、神が直接語らずにはいられないところまで人類が落ちたからである。人間が神の救いを受けるのは、最も偉大な恵みであり、また特別な好意でもある。つまり、神が直接声を出して言葉を発していなければ、人類は絶滅の運命を辿っていただろう。神は人類を忌み嫌うと同時に、依然として人間の救いのために代価を払う準備も覚悟もある。一方の人間は、神に対する自分の愛や、いかに自分がすべてを神に捧げているかをしつこく繰り返しつつ、神に反抗したり、あらゆる種類の恵みを神からゆすりとったり、同時に神を傷つけたり、言いようのない痛みを神の心に与えたりすらしている。これが神と人間との間における、利他心と利己心の際立った対照なのである。

2 つまり人にとって、神を被造物である人間の一人と捉えるのは簡単だ、ということである。人類が神に与える最大の痛みと屈辱はまさに、神が公然と出現し働いていても、いまだに人間に拒絶され、忘れられさえする、ということなのである。神は人類を救うべく、この最大の屈辱に耐える。すべてを与える神の目的は、人間を救い、人間に認識されることである。神がそのすべてのために払った代価は、良心をもつ人なら感じ取れるはずのものである。人類は神の言葉と働き、そして神の救いを得た。しかし同時に、では神が人類から得たものは何か、と尋ねようとは誰も考えたことがない。神の言葉の一つひとつから、人類は真理を得、変化することに成功し、人生の方向性を見出した。しかし、神が得たものは、人が神に対する負債を表現するために用いる言葉と、二、三のかすかな讃美のささやきだけである。まさかこれが、神が人間に求める恩返しではあるまい。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、序論」（『言葉』第1巻）より編集


323 神を神として扱わない人

1 誰もが心の中で常にそのような計算をし、自分の動機、野心、そして取引を好む心構えにかなう要求を神にします。つまり、人間は心の中で常に神を試み、神に関する計画を絶えず練り、自分個人の結末のために絶えず神に対して弁護を行ない、神からの弁明を引き出そうとし、自分のほしいものを神が与えられるかどうかを見ているのです。人間は神を追い求める一方で、神を神として扱いません。神と取引しようといつも試み、絶えず神に要求しつつ、一つ与えられればその次は十を取れるよう、事あるごとに神に強要さえします。

2 人間は神と取引しようと試みながら、同時に神と口論もし、中には試練が降りかかったり、ある種の状況に置かれたりするとしばしば弱くなり、働きの際に消極的になって怠けるようになり、神に対する不満で一杯になる人さえいます。人は神を信じ始めた時から、神を豊穣の角や万能ナイフのように考え、自分は神に対する最大の債権者だと見なしてきました。それはあたかも、神から祝福と約束を得ようとするのが自分の当然の権利と義務であり、神には人を守って労り、施す責任があると言わんばかりです。神を信じるすべての人にとって、「神を信じる」ということの基本的な理解はそのようなものであり、それが神への信仰の概念に関する最も根深い認識なのです。

3 人間の本性の本質からその主観的な追求に至るまで、神への畏れに関係することは一切ありません。人が神を信じる目的は、神を礼拝することとは何ら関係ないのです。つまり人は、神への信仰には神に対する畏れと神を礼拝することが必要だとは、考えもしないし理解もしないのです。人間の心は邪悪で、不実と偽りを抱き、公正と義、および肯定的なものを愛さず、卑劣で貪欲だということです。人間はこれ以上神に心を近づけることができません。神に心を捧げてなどいないのです。神が人の本当の心を見たことはなく、人間に礼拝されたこともまったくありません。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


324 人間の神への信仰の背後にある卑劣な意図

わたしの行いは海岸の砂の粒子より数が多く、わたしの知恵はソロモンの全ての子孫の知恵より偉大であるのに、人はわたしのことをただの医師や人の名もない教師としてしか思っていない。

1 何人もの人たちが、わたしが彼らを癒やすということだけを信じている。何人もの人たちが、わたしが自身の力で彼らの体から汚れた霊を追い出すということだけを信じている。そして何人もの人たちが、わたしから平安と喜びを受け取るということを単に信じている。何人もの人たちが、より多くの物質的富をわたしから要求するために、わたしを信じている。何人もの人たちが、平和にこの人生を生き、またこれから来る世で安全で穏やかに過ごすために、わたしを信じている。何人もの人たちが地獄の苦しみを避け、天国の祝福を受け取るためにわたしを信じている。何人もの人たちが一時的慰めのためだけにわたしを信じ、来世で何かを得ることなど求めずにいる。

2 わたしが激しい怒りを人にもたらし、人が本来持っていたすべての喜びと平安を押収したとき、人は疑い深くなった。わたしが人に地獄の苦しみを与え、天国の祝福を取り戻したとき、人の恥辱は怒りに変わった。人がわたしに癒してくれるように頼んだとき、わたしは彼を気にかけることもせず嫌悪を感じた。人は代わりに邪悪な医術や魔術という方法を求めてわたしから離れた。人がわたしに要求したものすべてを取り除いたとき、人は形跡も残さず消えた。だから、わたしがあまりにも多くの恵みを与え、わたしから得るものがあまりにも多くあるので、人はわたしに信仰を持っていると言おう。

『神の出現と働き』「あなたは信仰について何を知っているか」（『言葉』第1巻）より編集


325 神への人間の信仰は見るに堪えない

1神に付き従う者の多くは、ただ、どうして祝福を受けるかや、どうして災いを避けるかということだけに気をもんでいる。神の働きと神の経営と聞くと、彼らは口を閉ざし、興味を失う。彼らはそうした退屈な問題について知っていても、いのちに成長を与えるわけでも、これといった役に立つものでもないと思い込んでいるため、神の経営についての言葉を聞いてはいても、いい加減に扱うのである。そして、受け入れるべき大切なことだとは思わず、まして、自分たちのいのちの一部として受け取ることもない。そうした人々は、神に付き従うことにおいて、ただ一つの目的しかもっていない。その目的とは祝福を受けることである。このような人は、その目的に直接関係しない他の一切のことにわざわざ注意を払うことができない。

2 それは、人間の神との関係は単にむき出しの利己心によるものだということである。これは恵みの与え手と受け手との関係である。簡単に言うと、雇われ人と雇い主の関係のようなものである。雇われ人は雇い主から報酬をもらうためにだけ働く。この関係に愛情はない。ただの取引があるだけである。愛し愛される関係はなく、施しと憐れみとがあるだけである。理解はなく、抑圧された憤りと欺きだけがある。親しみはなく、越えられない溝があるだけである。物事がこういう状態に至ったとき、誰がこの傾向を元に戻せるだろうか。この関係がいかに絶望的なものになっているかを、どれほどの人がほんとうに理解できるだろうか。祝福を受ける喜びの中に浸っているとき、神とのそうした関係が、ばつの悪い、見苦しいものであるとは誰も想像できないはずである。

『神の出現と働き』「附録3：神の経営の中でのみ人は救われる」（『言葉』第1巻）より編集


326 人類の神への信仰で最も悲しい点

1 人類の神への信仰の最も悲しい点は、神の働きの只中に人間が自分なりの経営を行い、神の経営そのものには無関心なことである。人間の最大の失敗は、神に服従し神を礼拝することを求めると同時に、人間は自分なりの理想の終着点を打ち立て、どうしたら最大の祝福を得て最高の終着点に行けるかを計算しているところにある。たとえ自分がいかに憐れむべき、憎しみに満ちた哀れな存在かを理解したとしても、自分の理想や希望を簡単に捨て去ることのできる人がどれだけいるだろうか。また、誰が途中で足を止め、自分の事だけを考えるのをやめられるだろうか。

2 神と密接に協力して、その経営を完成する者を神は必要としている。神に服従するために、神の経営の働きに身も心も捧げる人を神は必要としている。神は毎日手を伸ばして神に物乞いする者は必要ではない。まして、わずかばかりを差し出して、その報酬を受けようと待っているような者は、無用である。わずかばかり貢献して自分の栄冠に満足するような者を神は嫌う。神の経営の働きを嫌がり、天国に行って祝福を得ることだけを話したがる心無い人を神は憎む。それにもまして、神が人類を救うために行なう働きがもたらす機会を通じて利を得ようとする人を、神は嫌う。

3 そうした人は、神が経営の働きで成し遂げ、獲得しようとしていることにはまったく無関心だからである。そういう人々は、神の働きがもたらす機会を利用していかに祝福を受けるかということだけに気をもんでいる。彼らは、神の心には無関心で、自分たちの未来と運命のことだけに没頭している。神の経営の働きを嫌い、神がどのように人類を救うかとか、神の心についてはまるで関心がない人は皆、神の経営の働きと無関係に好き勝手をしている。彼らの行動は、神によって記憶されず、認められず、まして神に喜ばれることなどない。

『神の出現と働き』「附録3：神の経営の中でのみ人は救われる」（『言葉』第1巻）より編集


327 自分の終着点のために神を喜ばせようとする人間の醜さ

1 終着点の話になると、いつもあなたがたは話をとりわけ真剣に受け止める。さらに、それはあなたがた全員が特に敏感になるである。好ましい終着点を得るために、地面に頭を打ち付けて神にひれ伏さずにはいられない人たちもいる。あなたがたが切望する気持ちはわたしにも理解でき、それを言葉で表すことは不要である。あなたがたは自分の肉が災いに陥ることは望まないということでしかないが、それでも永遠に続く罰を将来受けたくはないということである。あなたがたはもう少し自由に、もう少し気楽に生きたいだけである。

2 それゆえ、終着点の話になると、あなたがたはことさら動揺し、十分注意しないと神の怒りを買い、ゆえに然るべき報いを受けるかもしれないと深く恐れる。あなたがたは自分の終着点のためであれば、躊躇なく妥協してきた。また、あなたがたのうちかつて不従順で軽薄であった多くの人が突然極めて優しく素直になり、その素直さは他の人たちに寒気を起こさせる程である。

3 しかし、あなたがたには皆「素直な」心があり、不満であれ虚偽であれ、忠実心であれ、何ら隠しだてすることなく心のうちにある秘密をわたしに絶えず打ち明けてきた。要するに、あなたがたは本質的な本性の奥にあるそのような事柄を極めて腹蔵なくわたしに「告白」してきた。もちろん、わたしはそうした事を回避したことはない。なぜなら、それはわたしにはとても普通の事となったからである。あなたがたは毛髪を一束失うほどの心労の末に神の承認を得るよりも、むしろ終着点のために火の海に飛び込むほうが良いと考えているであろう。

『神の出現と働き』「終着点について」（『言葉』第1巻）より編集


328 人は断じて心を神に捧げていない

人間は神を信じているものの、その心に神はおらず、神をどう愛するかもわからず、神を愛したいとも思っていません。人間の心は神に近づいたことがなく、常に神を避けているからです。その結果、人間の心は神から離れているのです。

1 自分の心を神に捧げたり、神に示して見てもらおうとしたりする代わりに、自分の中に閉じ込めているのです。それにもかかわらず、中には「ああ神よ、わたしの心をご覧ください。わたしの考えるすべてのことをあなたはご存知です」としばしば祈る人もいれば、自分の心を神に見せると誓い、その誓いを破れば懲罰を受けても構わないと言う人さえいます。たとえ自分の心のうちを神に見えるようにしたとしても、それは人間が神の指揮と采配に従えるという意味でも、自分の運命や将来を手放し、自分のすべてを神の支配に委ねたという意味でもありません。したがって、あなたが神に立てる誓いや、あなたが神に宣言したことにかかわらず、神の目から見て、あなたの心は神に閉ざされたままです。なぜなら、あなたは神に自分の心を見せるばかりで、それを支配することは許していないからです。言い換えると、あなたは神に自分の心をまったく捧げておらず、神に対して聞こえのいい言葉を述べているに過ぎないのです。その一方、あなたは諸々の不誠実な意図に加え、陰謀、策略、計画を神から隠しており、また自分の将来と運命が神に取り上げられることを深く恐れ、それらを固く握りしめています。このように、神に対する人間の誠実さというものを、神は決して目にしません。

2 神は人間の心の奥深くを観察し、人間が心の中で考えていることや願っていること、および人間が心にしまい込んでいるものを見ることができますが、それでも人間の心は神に属しておらず、神の支配に委ねられてもいません。つまり、神には観察する権利があっても、支配する権利はないのです。人間は主観的な意識の中で、自分を神の采配に委ねることを望んでもいなければ、そうしようとも思っていません。自分を神から閉ざしてきただけでなく、どうしたら自分の心を覆い隠せるかを考える人さえいます。そのような人は聞こえのよい言葉とお世辞を並べて偽りの印象を生み出し、神の信頼を得て、自分の素顔を神の目から隠そうとします。神に見させまいとする彼らの目的は、自分が本当はどのような存在であるかを、神に知られないようにするためです。これが神から見た人間の心です。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


329 神は人の真心を望む

1

今の人は神を大切にしない

彼らの心の中に神はいない

苦難が訪れる日

人は神へ真の愛を示せるのか

神の業は人の心と交換するに相応しくないのか

何故人は神に心を捧げないのか

何故人は心を固く守り手放さないのか

人の心は喜びと平和を保証できるのか



2

人の正義に形などはなく

触れたり見たりすることは出来ない

一番貴重なのは神が望むもの 

つまり人の心

神の業は人の心と交換するに相応しくないのか

何故人は神に心を捧げないのか

何故人は心を固く守り手放さないのか

人の心は喜びと平和を保証できるのか



3

神が人に何かを求める時

何故人は神にちりを投げるのか

これは人の狡猾なたくらみなのか

神の業は人の心と交換するに相応しくないのか

何故人は神に心を捧げないのか

何故人は心を固く守り手放さないのか

人の心は喜びと平和を保証できるのか



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第三十六章」（『言葉』第1巻）より編集


330 神のあなたがたへの期待を感じたことがあるか

1

誰がこの終わりなき世で神に吟味されるのか？

誰が神の霊の言葉を聞いたのか？

誰がヨブに答えられるのか？

皆の中にペテロはいるか？

神はなぜ幾度もヨブとペテロのことにふれたのだろう？

皆、神からの期待に気づいたか？

もっと熟考することに時間を割くべきだ



2

大勢が闇の中を探り、逆境の中で祈る

大勢が空腹と寒さのため神へ向き

大勢がサタンに縛られる

どこを向けばいいのか分からず

大勢が幸せの中で神を裏切る

大勢が恩知らずで、サタンの企みに忠実だ

誰がヨブに答えられるのか？

皆の中にペテロはいるか？

神はなぜ幾度もヨブとペテロのことにふれたのだろう？

皆、神からの期待に気づいたか？

もっと熟考することに時間を割くべきだ

誰がヨブに答えられるのか？

皆の中にペテロはいるか？

神はなぜ幾度もヨブとペテロのことにふれたのだろう？

皆、神からの期待に気づいたか？

もっと熟考することに時間を割くべきだ



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第八章」（『言葉』第1巻）より編集


331 肉の中で生きることは神の意志か

1 人々を叱りつけたくはないが、彼らは皆、神をもてあそんでいる。もっとたくさんの栄養剤を取ることは知っていても、神のために不安を感じることはない。これが神に仕えるということなのであろうか。これが神を愛することなのであろうか。どうりで一日中のんきにぶらぶらと何もせず過ごしているわけである。そのようであっても、一部の人はまだ満足しきれず、自ら悲しみを作り出す。わたしは少々厳しすぎるのかもしれないが、これが自分自身について感傷的になるということなのである。あなたを悲しませているのは神なのであろうか。これこそ自分自身に苦しみをもたらす例なのではないか。神の恵みのいずれもあなたの幸福の源となり得ないのだろうか。これまでずっと、あなたは神の心に注意しなかった。悲観的で、弱々しく、悲しんでばかりいた。それはなぜか。

2 あなたを肉体のうちに生かせることは神の心なのか。あなたは神の心を理解していない。心の中に不安を抱え、不平不満を漏らし、一日中うなだれて過ごし、肉体の苦痛と苦悶に悩まされる。あなたは、他の人は刑罰のさなかに神を褒め称え、刑罰を乗り越えて、それに縛られないことを求めるのに、あなたは刑罰に陥り、それから逃れられない。董存瑞（とうそんずい）の「自己犠牲の精神」を見習うには何年もかかる。あなたが教えと教義を説くとき、恥を感じないだろうか。自分自身を知っているのだろうか。自分を脇に置いたのだろうか。心から神を愛しているだろうか。自分の将来の展望や運命を脇に置いたのだろうか。

『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第四十章」（『言葉』第1巻）より編集


332 四つの格言

1 人がわたしを「愛する」のは、彼らの愛が持って生まれたものだからではなく、刑罰を恐れているからである。人々のうちの誰が生まれつきわたしを愛しただろうか。わたしを自分の心臓を取り扱うようにわたしを取り扱う者はいるだろうか。そこでわたしはこのことを人間界のための格言とともに要約する。人々のうちにわたしを愛する者は誰もいない。わたしは人を永遠に愛することができ、永遠に嫌悪することもできる。わたしには忍耐があるゆえ、これは決して変わらない。しかし、人はこの忍耐力を持たず、わたしに対する態度をいつもころころと変え、わたしが口を開くときにはいつもさほど関心を示さず、わたしが口を閉ざして何も言わずにいると、広い世の中の波に紛れてしまう。従って、わたしはこれを別の警句にまとめよう。人には忍耐が足らないために、わたしの思いを果たすことができない。

2なぜ人が自らの義務を守らないのか、なぜ自らの霊的背丈がどれほどなのかを知らないのか、今でもわたしは分からない。人々はそれが数グラムなのか何両なのかさえ人々は知らない。それだから、彼らは依然としてわたしを騙す。あたかもわたしの働きがすべて無駄に終わり、わたしの言葉がただ大きな山々のこだまであるかのように、そしてわたしの言葉や発言の根源を誰も気が付かなかったかのようである。わたしはこれを三番目の警句を要約する基礎として使用する。人々にはわたしが見えないため、わたしを知らない。

3 人々はわたしの言葉によって泣き叫ぶが、彼らの嘆願にはいつもわたしの冷酷さに対する苦情が含まれている。まるで彼らはみな人間に対するわたしの本当の「愛」を探し求めているかのようだ――しかし、彼らがどうしてわたしの厳しい言葉の中にわたしの愛を見つけることなどできようか。その結果、彼らはいつもわたしの言葉によって希望を失う。人々が言葉を発する時、彼らがいつもわたしに対して文句を言うのはなぜだろう。このため、わたしは人間の暮らしに対して第四の格言をまとめる。すなわち、人々はわたしにほんの少ししか従わず、こうして、いつもわたしを嫌っている。

4 わたしが人々に要求すると、人々は仰天する。長年善意で優しかった神が、そのような言葉、無慈悲で不当な言葉を言うなど、人々は考えたこともなく、絶句する。このような時、わたしは人々がまた文句を言い始め、人々の心の中でわたしへの憎しみがまた高まるのに気づく。人々はいつも地上を非難して、天国に呪いをかける。それでも彼らの口から自らを呪う言葉は聞かれない。彼らの自己愛が強すぎるからだ。ここで人間生活の意味をまとめよう。人々は自己愛が強すぎるため、その全人生が苦悩に満ちた空虚なものになっている。わたしを憎むあまり自ら身を滅ぼす。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉」（『言葉』第1巻）より編集


333 神は人が神の言葉に対して誠実であることを望む

1

あなた方は終着点と運命が極めて重要で

注意しないと

どちらもだめになると信じている

終着点のために尽力しても

徒労に終わることに気づいているのか?

それは偽りであり 見せかけだ

終着点のために働く者は失敗するだろう

人々はその偽りのせいで

信仰において失敗するからだ

神はせがまれ へつらわれ

熱心に扱われることを嫌い

正直な者が真理と向き合い

期待に応えることを好む

そして全てを神に捧げ

神の心への注意と配慮を示すことを好む

ただこれだけが神の心を慰めるだろう



2

神は積極的な向上心を傷つけたり

本分を尽くす者のやる気を削ぐことを望まない

それでも神はあなた方の不足と

心の奥の汚れた魂のことを思い起こさせなければならない

神の言葉に真心で向き合うよう

神は望んでいる

神が忌み嫌い 蔑むのは

神を欺瞞により扱う者だからだ

最終段階の働きの中で

神はあなた方が中途半端ではなく

献身的な良き行いをすることを望む

神はあなた方の終着点が良いことを望むが

最善の選択をし

神に忠誠を尽くすことを要求する



『神の出現と働き』「終着点について」（『言葉』第1巻）より編集


334 神の日が到来するとき

1 ほとんどの人は神に対する奉仕の条件さえ口にする。そのような人は相手が神なのか、それとも人なのかを気にせず、自分の条件だけを話し、自分の欲望を満たすことだけを追い求める。わたしのために料理するとき、あなたがたはサービス料を要求し、わたしのために走るときは走る料金を要求し、わたしのために働くときは労賃を要求し、わたしの服を洗うときは洗濯代を要求し、教会に与えるときは休養費を要求し、話をするときは講演料を要求し、本を配布するときは配布料金を要求し、何か書いたときは執筆料を要求する。わたしが取り扱った人々はわたしから補償金さえ要求し、そのうえ、帰宅させられた人々は自分の名前が損なわれたことに対して補償を要求する。これがあなたがたの高尚で偉大な人間性であり、あなたがたの温かい良心に指図されたことである。あなたがたの理知はどこにあるのか。人間性はどこにあるのか。

2 わたしがあなたがたに背を向ける日はあなたがたが死ぬ日であり、暗闇があなたがたを襲う日であり、あなたがたが光に見捨てられる日である。わたしの日が来たら、わたしは燃える炎を、かつてわたしを強烈に激怒させた不従順な者たちの上に永遠に雨あられとふりかけ、かつてわたしに悪口雑言を投げつけ、わたしを見捨てたあの獣たちに永続的懲罰を課し、かつてわたしと共に食べ、暮らしたがわたしを信じず、わたしを侮辱し、裏切った不従順な息子たちを怒りの火でいつまでも焼く。

3 わたしは我が怒りを引き起こしたすべての人々に懲罰を与え、その怒りのすべてを、かつてわたしと対等の地位に立とうと望んだにもかかわらず、わたしを礼拝せず、従わなかった獣どもに雨あられと降り注ぐ。わたしが人を打つ鞭は、かつてわたしの顧みや、わたしが話した奥義を楽しみ、わたしから物質的楽しみを引き出そうとしたあの獣たちを攻撃する。わたしはわたしの地位を取ろうとする者は誰も許さない。わたしから食べものや衣服を奪おうとする者は誰も容赦しない。

『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」（『言葉』第1巻）より編集


335 神の言葉の根源を知る者はいない

世界の中で

神の恵みなしに生きている者などいるだろうか



1

もし神によって物質的な祝福が与えられなかったら

一体誰がこの世界で満ち足りて暮し

富を楽しむだろう

神の祝福とは

神の民としてふさわしい地位につくことのできる機会を

神があなた方に与えることだけなのだろうか

もしあなた方が神の民ではなく

ただの効力者だったら

神の祝福の中に生きていないことになるのか

あなた方のうち

誰も神の言葉の根源を理解していない



2

人は神から与えられた名を

大事にするにはほど遠い

多くの者は「効力者」と呼ばれると

心の中で怒りを覚える

そして「神の民」と呼ばれると

神を愛し始める者は多い

だから神を欺こうとするな

神の目は全てを見透かすのだ

あなた方の誰が進んで受け入れ

従順を尽くすのか

理解せよ

もし神の国の礼砲が響かないなら

それでもあなた方は

本当に最後まで従えるのか

人に何が行えるか

何を考え、どこまで行けるか

すべてを神は予め定めた

もしあなた方が神の民ではなく

ただの効力者だったら

神の祝福の中に生きていないことになるのか

あなた方のうち誰も

神の言葉の根源を理解していない



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十章」（『言葉』第1巻）より編集


336 あなたがたは真理のために生きていない

1 たとえ今日この刑罰を受け入れたとしても、あなたがたが追求しているのは真理を得ることでも、真理を生きることでもなく、ただ後で肉を超えた幸せな生活に入ることなのだ。あなたがたは真理を求めてもいないし、真理のために立ち上がってもおらず、真理のために存在しているわけでも一切ない。あなたがたはいつか必ず限りなく優しく憐れみ深い救い主がやって来て、この世の困難や試練に耐えた自分たちを救い出し、そして踏みにじられ抑圧されてきた自分たちに代わって報復してくれるのだと信じ続けている。あなたは罪に満ちてはいないのか。この世で苦しんだのはあなただけなのか。あなたは自分でサタンの領域に落ちて苦しんだのに、神があなたのあだ討ちをする必要があるだろうか。

2 もしあなたに真理があるのなら、あなたは神に従うことができる。神の言葉に生きているなら、神の言葉の顕れとなることができる。いのちを持っているなら、神の祝福を楽しむことができる。真理を持っている人々は、神の祝福を楽しむことができる。神は自らを心から愛し、困難や苦しみに耐えている人々には必ず救済を与えるが、自分自身のことしか愛さず、サタンの欺きの餌食となってしまった人々は救済しない。真理を愛さない人々に善がありえようか。肉しか愛さない人々に義がありえようか。義と善とはいずれも、ただ真理に関連して語られるものではないのか。それらは神を心から愛する人々だけのものではないだろうか。真理を愛さない人々や腐った屍でしかない人々――そうした人々はすべて、悪を心に抱いているのではないか。真理を生きることができない人々は、すべて真理の敵ではないだろうか。そして、あなたがたはどうだろうか。

『神の出現と働き』「完全にされた者だけが意義ある人生を生きられる」（『言葉』第1巻）より編集


337 神に何を捧げたのか

1 アブラハムはイサクを捧げた。あなたがたは何を捧げたのか。ヨブは全てを捧げた。あなたがたは何を捧げたのか。幾人もの人が、真の道を追求するために生命を捧げ、首を差し出し、血を流してきた。あなたがたはそのような代価を払ったのか。比べると、あなたがたにはそのような大きな恵みを享受する資格は全くない。自分を過大評価してはならない。あなたが自慢できることは何もないのである。このような大きな救いと豊かな恵みが、無償であなたがたに与えられている。あなたがたは何も犠牲にしていないのに、恵みをただで享受する。恥ずかしくないのか。

2 この真の道は、あなたがたが自分で求めて見つけたものなのか。あなたがたがこの道を受け入れるようにしたのは聖霊ではないのか。あなたがたに追い求める心があったことはなく、ましてや真理を追求し思慕する心があったこともない。あなたがたはただ座ってくつろぎながら楽しんでいるだけである。何の努力もせずに真理を得た。何の権利があって不平を言うのか。自分には最大の価値があるとでも思っているのか。命を犠牲にした者や、血を流した者に比べて、あなたがたは何に不満があるというのか。あなたがたには服従し従うこと以外に選択の余地はない。あなたがたは全く何にも値しない。

『神の出現と働き』「モアブの子孫を救うことの意義」（『言葉』第1巻）より編集


338 神への忠誠の表現はどこに

1 あなたがたは何年もの間わたしに従ってきたものの、忠実の片鱗さえわたしに示したことはない。そのかわりに、自分が愛する人々や自分の気に入るものの周りを回ってきただけである。そうするあまりに、いつでも、どこへ行こうとも、あなたがたはこれらを心に留め、見捨てたことはない。あなたがたが自分の愛する何か一つのことに夢中になったり情熱的になったりするのは、必ずわたしに従っているときや、さらにはわたしの言葉に耳を傾けているときである。それゆえ、わたしがあなたがたに求める忠実を、あなたがたは「愛玩物」に忠実であり、それを可愛がるために代わりに使っている、とわたしは言うのである。あなたがたはわたしのために犠牲の一つや二つ払うかもしれないが、それはあなたがたのすべてを表しておらず、あなたがたが本当に忠実なのはわたしであると示してもいない。

2 あなたがたは自分が情熱を感じる活動に関わる。息子や娘に忠実な人もいれば、夫や妻、富や仕事、上司、地位、女性に忠実な人もいる。自分が忠実なことについては、うんざり感じたり悩まされたりすることは決してない。それどころか、そういうものをさらに大量に、さらに高品質のものを所有することにますます熱心になり、決してあきらめない。わたしとわたしの言葉は、あなたがたの情熱の対象の後ろに押しやられる。それらは最下位に置かれるより他にない。この最下位をこれから発見し、忠実になるもののために空けておく人さえいる。そのような人の心の中にわたしの形跡がわずかでもあったことはない。

『神の出現と働き』「あなたは誰に忠実なのか」（『言葉』第1巻）より編集


339 あなたは誰に忠実なのか

1 もし今わたしがあなたがたの前に現金を置いて選択の自由を与えたならば、そしてその選択を理由にあなたがたを非難しないならば、あなたがたのほとんどが現金を選び、真理を放棄するであろう。あなたがたのうち優秀な人は現金をあきらめ、しぶしぶ真理を選ぶ。一方、中間の人は片手に現金をつかみ、もう片手に真理をつかむ。あなたがたの真の姿がこのように明らかになるのではないだろうか。真理と自分の忠実の対象のどちらかを選ぶとき、あなたがたは皆このような選択をするが、あなたがたの態度に変化はない。あなたがたのうちには正誤のあいだを揺れ動いた人が多くいるのではないのか。是と非、黒と白の対立において、家族か神か、子どもか神か、平和か分裂か、富か貧困か、地位か平凡か、支持されるか捨てられるかなどについて、あなたがたは自分がした選択を知っているはずである。

2 平和な家族と崩壊した家族では、あなたがたは前者を選び、躊躇することなくそのように選択した。富と本分でも、岸辺に戻る覚悟さえないまま再び前者を選んだ。贅沢と貧困でも前者を選んだ。息子、娘、妻、夫とわたしでも前者を選び、観念と真理でも再び前者を選んだ。あなたがたのありとあらゆる邪悪な行いに直面して、わたしはあなたがたへの信頼を完全に失った。あなたがたの心が柔和にされることにここまで抵抗するとは、わたしはただただ驚く。

3 長年の献身と努力は明らかにあなたがたの放棄と絶望しかわたしにもたらさなかった。しかし、あなたがたへのわたしの希望は日ごとに大きくなる。わたしの日はすべての人の面前に完全にさらけ出されているからである。それなのに、あなたがたは暗く邪悪なものを求めることに固執し、それを手離すことを拒否する。それでは、あなたがたの行く末はどうなるのか。あなたがたはこのことを注意深く考えたことがあるのか。もし再び選択するように言われたならば、あなたがたはどういう立場を取るのか。やはり前者を選ぶのか。やはりあなたがたは失望と痛ましい悲しみをわたしにもたらすのであろうか。やはりあなたがたの心には温かさはわずかしかないのであろうか。やはりあなたがたはわたしの心を慰めるために何をするべきか気づかないのであろうか。

『神の出現と働き』「あなたは誰に忠実なのか」（『言葉』第1巻）より編集


340 神のあなたがたへの働きはとても貴重

1 あなたがたのうちのほとんどが呼び出されたが、状況に強いられていなかったならば、あるいは呼ばれていなかったならば、あなたがたには出てくる気など毛頭なかったはずである。誰が自分からそのように物事を断念するのか。誰が自分から肉の快楽を捨て去るのか。あなたがたは皆、貪欲に安逸をむさぼり、贅沢な暮らしを求める人である。あなたがたは、これほど大きな祝福を受けたが、その上何か言うことがあるのか。どんな不満があるというのか。あなたがたは天の最大の祝福と恵みを享受することを許され、地上でこれまでに行われたことのない働きが今あなたがたに明らかにされている。これは祝福ではないのか。

2 あなたがたは神に抵抗し反逆したので、今はこのように刑罰を受けている。この刑罰のおかげで、あなたがたは神の憐れみと愛を知り、そして何よりも神の義と聖さを知った。この刑罰と人類の穢れゆえに、あなたがたは神の大いなる力を見て、神の聖さと偉大さを知った。これは最も希有な真理ではないのか。意義ある人生ではないのか。神が行なう働きは意味で満ち溢れている。したがって、あなたがたの地位が低ければ低いほど、あなたがたが神に高められていることと、神が今日あなたがたに行なう働きには大いなる価値があることがそれだけ一層明らかに証明される。それはまさしく、ほかでは得られない計り知れない価値のある宝である。

3 全時代を通してこれほど大きな救いを享受した者は一人もいない。あなたがたの地位の低さが、神の救いの偉大さを示しており、神が人間に忠実であること、すなわち、神は救うのであり、滅ぼすのではないということを示している。

『神の出現と働き』「モアブの子孫を救うことの意義」（『言葉』第1巻）より編集


342 神は人々の間にある感情を憎む

1 わたしは人々に感情を解き放つ機会を与えない。わたしには感情がないからであり、人々の感情を極度に嫌うようになったからだ。人々の間に感情があるから、わたしは横に押しのけられ、それでわたしは彼らの目に「よそ者」になった。人々の間に感情があるから、わたしは忘れられた。人間に感情があるから、人間はその機会をつかんで「良心」を拾う。人間に感情があるから、いつもわたしの刑罰にうんざりとしている。人間に感情があるから、人間はわたしが不公平で不正だと言い、わたしが人間の気持ちにお構いなく物事を進めると言うのだ。わたしも地上に身内がいるのか。

2 誰がわたしのように、食べ物や眠りのことを考えずにわたしの経営（救いの）計画全部のために日夜働いてきたのか。どうして人間が神に比肩しよう。どうして人間が神に味方することができるのか。どうして創造者である神が、被造物である人間と同類であり得よう。どうしてわたしは常に人間と共に地上に生き、行動できるのか。誰がわたしの心を案じるのか。それは人間の祈りだろうか。わたしはかつて人間と共に歩くことを承知した――そして、今日まで、人間はわたしの世話と守りを受けてきた。しかし、人間がわたしの世話から離れることができる日はいつか来るのだろうか。人間はけっしてわたしの心を案じたことはないが、誰が光のない世界で生きていけるのか。わたしの祝福があるからこそ、人間は今日まで生きてきたのだ。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十八章」（『言葉』第1巻）より編集


343 神を知らない人は神に敵対する

1 神の働きの目的を理解していない人は誰であれ、神に反対しているのであり、神の働きの目的を理解するようになっても神を満足させようとはしない人は、なおさら神の反対者とみなされる。わたしが言う神への反対とは、神を知らない人、口先では神を認めながらも神を知らない人、神の後ろをついては来るが神に従わない人、そして神の恵みを享楽するが神への証しを立てることができない人のことである。荘厳な教会で聖書を読み、一日中聖句を唱える人がいるが、そうした人は誰一人として神の働きの目的を理解していない。そうした人は誰一人として神を知ることができず、ましてや神の心意と一致することなど到底できない。

2 そのような人はみな、価値のない下劣な人であり、高い位置から神を説く。神を旗印に使いながらも、故意に神に反対する。神を信じていると断言しながらも、人の肉を食べ、人の血を飲む。そのような人はみな、人の魂を食い尽くす悪魔であり、正しい道を歩もうとする人をわざと邪魔する悪霊の頭であり、神を求める人を妨害するつまずきの石である。彼らは「健全な体質」をしているように見えるかもしれないが、神に対抗するように人々を導く反キリストに他ならないことを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか。彼らが人間の魂をむさぼり食うことを専門とする生きた悪魔であることを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか。

3 神の臨在において自分を高く評価する人は人間の中でも最も卑しいが、謙遜する人は最高の栄誉に浴する。そして、自分は神の働きを知っていると思っており、さらに、神を目の前に見ながらも神の働きを人々に大げさに宣言することができる人は、人間の中でも最も無知な人である。そのような人には神の証しがなく、傲慢でうぬぼれに満ちている。神の心意を理解していない人は、神の反対者である。神の心意を理解しているが、真理を実践していない人は神の反対者である。神の言葉を飲み食いしても神の言葉の本質に反する人は神の反対者である。肉となった神についての観念を持ち、さらに反乱に関与する心を持つ人は神の反対者である。神を批判する人は神の反対者である。そして、神を知ることができない人、神に証しをすることができない人は誰であろうと神の反対者である。

『神の出現と働き』「神を知らない人はすべて神に反対する人である」（『言葉』第1巻）より編集


344 観念で神を測る者はみな神に抵抗している

1 あなたがたが神に反抗し、聖霊の働きを邪魔するのは、あなたがた自身の観念と生まれつきの尊大さのせいである。それは神の働きが間違っているからではなく、あなたがたが元々あまりにも反抗的だからである。人によっては、神への信仰を持った後に、人がどこから来たのかということさえ確信をもって言えないのに、あえて聖霊の働きが正しいかそうでないかについて演説を行ったりする。彼らは、聖霊の新しい働きを持つ使徒たちに説教したり、意見したり、立場をわきまえないで余計な口を挟んだりさえする。彼らは人間性が非常に低俗で、思慮分別のかけらも持っていないのである。このような人が聖霊の働きによって拒絶され、地獄の火に焼かれる日が来るのではないか。彼らは、神の働きを認識しない代わりに、神の働きを批判し、しかも神に対して働き方の指図までする。このように理不尽な人たちがどうして神を知ることができるだろう。

2 人は、神を求め、経験する過程で、神に対する認識を得るようになる。つまり、気まぐれに神を批判する中で聖霊の啓発を受けて神を認識するのではない。神に対する認識が正しいほど、人は神に反発しなくなる。逆に、神への認識が少ないほど、人は神に逆らう。あなたの観念、古くからの本性、人間性、性格や道徳観は、あなたが神に逆らう「資本」であり、あなたが堕落して下劣で低俗であるほど、あなたはますます神の敵対者になる。欲深い観念の持ち主や独りよがりな性質の者は、さらに受肉した神の憎しみを買い、そのような人たちは反キリストである。もしあなたの観念が正されなければ、常に神に敵対することになり、永久に神と融和することができず、そしていつも神から離れていることになる。

『神の出現と働き』「神の三段階の働きを認識することは、神を認識する道である」（『言葉』第1巻）より編集


345 なぜそんなに高慢なのか

1 自分がすべてを理解していると考えてはいけない。言っておくが、あなたがこれまで目にし、経験してきたことはすべて、わたしの経営計画の千分の一を理解するのにさえ十分ではない。ならば、あなたはなぜそんなに傲慢なのか。あなたがもつほんのわずかな才能と最小限の認識では、イエスの働きの一秒に使用するのにさえ不十分である。あなたは実際どれほどの経験を有しているのか。あなたが生涯で見てきたもの、耳にしてきたすべてのもの、そして想像してきたことは、わたしが一瞬で行う働きより少ない。あら探しをしたり、欠点をみつけたりしないほうがよい。どんなに傲慢でも、あなたはアリ以下の被造物なのだ。

2 あなたが腹の中に抱えているすべてのものは、アリの腹の中にあるものよりも少ない。自分がいくらか経験を積み、歳を重ねたからといって、乱暴に振る舞ったり、自慢げに話したりする資格を得たと考えてはならない。あなたの経験と年功は、わたしが発した言葉の産物ではないのか。自分の労働や苦労と引き換えにそれらを獲得したと信じているのか。今日、あなたはわたしの受肉を見ており、ただそのために、あなたの中には有り余るほどの考えがあり、そこから果てしない観念が生じる。わたしの受肉がなかったら、たとえ並外れた才能があっても、あなたがこれほどの考えをもつことはないだろう。あなたの観念が生まれるのはそこからではないのか。

3 その最初の時にイエスが受肉していなければ、あなたは受肉について何を知っているだろうか。二度目の受肉を批判しようとする厚かましさがあなたにあるのは、一度目の受肉があなたに認識を与えたからではないのか。従順な追随者にならず、それを研究対象にしているのはなぜなのか。この流れに入って受肉した神の前に来たあなたに対し、どうして神が自身の研究を許すだろうか。あなたが自分の家族史を研究するのは結構なことだが、神の「家族史」を研究しようと試みるなら、今日の神はあなたに対し、そのような研究を許すだろうか。あなたは盲目ではないのか。あなたは自ら屈辱を受けようとしているのではないのか。

『神の出現と働き』「二度の受肉が、受肉の意義を完成させる」（『言葉』第1巻）より編集


346 あなたがたは自分の地位を知らない

あなたがた一人ひとりは、群衆の頂点に昇りつめた。あなたがたは昇りつめて群衆の祖先となった。あなたがたは極めて身勝手であり、蛆虫の間で暴れまわりながら、安らぎの場所を求め、自分よりも小さい蛆虫を貪ろうとしている。あなたがたの心は悪意に満ちて邪悪で、それは海底に沈んだ幽霊さえも超えるほどである。あなたがたは糞の底に住み、蛆虫を上から下まで邪魔して落ち着かせておかないほどで、争い合っているかと思えば静かになっている。あなたがたは自分の地位を知らないが、それでも糞の中で争い合う。そのような争いから何が得られるのか。あなたがたにわたしを真に畏敬する心があるならば、わたしの陰でどうして争い合うことができようか。身分がどれほど高くても、あなたはやはり糞の中にいる小さな臭い虫ではないのか。羽を生やして空を翔ける鳩になることができようか。

『神の出現と働き』「落ち葉が土に還る時、あなたは自分の行なったあらゆる悪事を後悔する」（『言葉』第1巻）より編集


347 人の本来の身分と価値

1 あなたがたは泥から取り出され、何であれ、くだらない汚物から選ばれたものでできており、それは不潔で神に嫌われている。あなたがたはサタンに属しており、かつてはサタンに踏みにじられ汚された。だから、あなたがたは泥から取り出されたと言われるのである。また、あなたがたは聖くあるどころか、長い間サタンの策略の対象であった人間ではない物である。これがあなたがたについての最適な評価である。魚や海老のように好ましい捕獲物とは対照的に、あなたがたは自分がもともとよどんだ水や泥の中にある不純物であることを知らなければならない。喜びをもたらすようなものは一切あなたがたから出ないからである。

2 あなたがたは低層社会における最も低劣な獣であり、豚や犬にも劣っている。率直に言えば、このようにあなたがたを呼ぶのは言い過ぎでも誇張でもなく、それは問題を単純に表現する。このように呼ぶのは、あなたがたに敬意を表する方法であるとさえ言うことができる。あなたがたの人としての見識、話し方、振る舞い、生活におけるあらゆる側面――泥の中におけるあなたがたの地位も含め――は、あなたがたの身分が「並外れている」ことを証明するのに十分である。

『神の出現と働き』「人に固有の身分と人の価値とはいったい何なのか」（『言葉』第1巻）より編集


348 地位を重宝することに何の価値があるのか

1 人々は、わたしの心をどう気にかけたらよいか、わからない。彼らには、わたしの行いは見えない。そこで、光の中を動き回って、光に照らされることができない。人間はいつもわたしの言葉を大事にしているが、サタンの欺きに満ちた策略を見通すことができない。人間は霊的背丈が足りないので、心で願うことが実行できないからだ。人間はわたしを心から愛したことがない。わたしが人間の地位を高めると、人間は自分がふさわしくないと感じるが、だからといって、わたしを満足させようと努力するわけではない。ただわたしの与えた「地位」を手にして、それをじっくり調べる。わたしの素晴らしさには気付かず、置かれた地位の恵みを貪ることに熱中する。これが人間の欠点ではないか。

2 山々が動くとき、あなたの地位を考慮して迂回するものだろうか。水が流れるとき、人間の地位があるからといって、止まるだろうか。天と地は、人間の地位次第で入れ替わるだろうか。わたしは、かつて人間に憐れみをかけた、何度も何度も――しかし、誰一人、それを胸に抱き宝ともしなかった。ただ、それを作り話として聞くか、小説として読むだけなのだ。わたしの言葉は本当に人間の心に触れないのだろうか。わたしの言葉は、ほんとうに何の効果もないのか。これは、誰一人わたしの存在を信じていないということだろうか。人間は自分自身を愛さない。かえって、サタンと組んで、わたしを攻撃し、サタンをわたしに仕えるための「資産」として用いる。わたしはサタンの欺きに満ちた策略全部を見通し、サタンの存在ゆえにわたしに敵対しないよう、地上の人々がサタンの欺きを受け入れるのを止める。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十二章」（『言葉』第1巻）より編集


349 これがサタンの典型的な姿である

パウロを特に偶像化する人がいます。出かけて行って演説をし、働きを行うのが好きで、集会に参加して説教することを好みます。人が自分の話を聞いてくれ、自分を崇拝してくれ、自分を取り囲んでくれるのが好きです。人の心の中に地位を持つのが好きで、自分が示すイメージを他の人に高く評価されると喜びます。このような振る舞いから、この人の本性を分析してみましょう。本当にこのように振る舞うなら、傲慢で思い上がっていることはそれで十分にわかります。神をまったく崇拝していないのです。高い地位を求め、人に対し権威を持ちたい、人を占有したい、人の心の中の地位が欲しいと願います。これは典型的なサタンの姿です。彼らの本性の際立った側面は、傲慢さと思い上がり、神を崇拝する気のなさ、そして人から崇拝されたいという願望です。このような振る舞いにより、その本性をはっきりと見極めることができます。

『終わりの日のキリスト講話集』「どのようにして人間の本性を知ればよいか」（『言葉』第3巻）より編集


350 堕落した人間には神を表せない

1 サタンの行いはすべて人に体現されている。人の行いは今やすべてサタンの表現であり、神を現すことはできない。人はサタンの化身であり、人の性質が神の性質を表すことはできない。中には良い性格の人たちもいて、神がそのような人たちの性格を通して何らかの働きを行うことはあるかもしれず、彼らの働きは聖霊によって導かれる。それでも、彼らの性質が神を体現することはできない。神が彼らに対して行う働きは、ただ彼らがすでに持っているものを用い、それを発展させるものにすぎない。昔の預言者や、神によって用いられた人たちも、誰一人神を直接体現することはできない。

2 神から直接もたらされるものはすべて肯定的である。しかし人の性質はサタンに操られており、神を体現することはできない。肉となった神の愛、苦難を受ける覚悟、義、従順、そして謙虚さと秘密性のみが、直接神を体現している。なぜなら彼が到来したとき、罪深い性質を持たず、神から直接やって来たからであり、サタンに操られていなかったからだ。イエスは罪深い肉のような姿を取っているだけで、罪を体現してはいない。そのため十字架を通した働きが達成されるまでのイエスの行動、行なった業、そして言葉は、すべて直接神を体現している。

イエスの例は、罪深い本性を持つ者は誰も神を体現できず、人の罪がサタンを体現していることを証明するに十分である。すなわち罪は神を体現しておらず、神には罪がない。聖霊により人の中で行われた働きでさえ、聖霊によって導かれたものと言えるだけで、人が神に代わって行ったと言うことはできない。人に関して言えば、その罪もその性質も神を体現してはいない。

『神の出現と働き』「堕落した人間は神を体現できない」（『言葉』第1巻）より編集


351 神に味方する人はあまりにも少ない

1

神は人に多くの働きを為した

人の救いのために

人が神に味方するために

神は多くを語った

しかし神は心を同じくする者を

ほんの少ししか得なかった

そこで神はこう言った

「人は神の言葉を大切にしない

それは人が神に味方しないからだ」

神の働きはただ 人が神を礼拝するためではない

より重要なのは人が神に味方すること

神の働きはただ 人が神を礼拝するためではない

より重要なのは人が神に味方すること



2

堕落した人は皆

サタンの罠と肉と私欲の中生きる

神に味方する人はいない

いると言う人もいるが

彼らは漠然とした偶像を崇める

神を聖なるものと認めるが

敵対する道を歩む

彼らは傲慢に語り自負している

なぜなら 神に反し味方しないから

神の働きはただ 人が神を礼拝するためではない

より重要なのは人が神に味方すること

神の働きはただ 人が神を礼拝するためではない

より重要なのは人が神に味方すること



『神の出現と働き』「あなたはキリストと相容れる道を探さなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


352 誰が神と一致するのか

1

神は無数の言葉と

神の意志と性質を表したが

人は神を信じ従うことができない

どうしたら神と一致するのか

神の敵にならないのかではなく

祝福と報いだけを考える

神は失望した

神が沢山与えたとしても

人から得るものは少ない

聖書の中に生きる人

十字架の上で生きる人

律法の中で生きる人

教義により生きる人

神の今日の働きの中で生きる人

この中の誰が神と一致するのか



2

人の傲慢・貪欲

派手な欲望・裏切り・不従順

この中のどれが神の注意を逃れられるか

人は神を辱めごまかし

騙し利用し犠牲を強要する

どうして神の罰を逃れられるか

人の悪行は神への敵意の証拠であり

人は神と不釣り合いだ

聖書の中に生きる人

十字架の上で生きる人

律法の中で生きる人

教義により生きる人

神の今日の働きの中で生きる人

この中の誰が神と一致するのか



『神の出現と働き』「あなたはキリストと相容れる道を探さなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


353 神と融和している証拠はどこに

1 あなたがたはひどく傲慢で、ひどく貪欲でひどくいい加減だ。あなたがたがわたしをばかにする手口は、とても狡猾で、愚かな意図や愚かしい手段をいろいろもっている。あなたがたの忠誠はごくわずかでしかなく、あなたがたの誠意はあまりに薄く、あなたがたの良心は、さらに乏しい。あなたがたの心にはあまりに多くの悪意があって、誰もあなたがたの悪意から逃れられない。わたしでさえ。あなたがたは、自分の子ども、夫、あるいは自己保存のためにわたしを締め出す。わたしのことを気にする代わりに、あなたがたは自分の家族、子供、地位、将来、自分の欲求充足を気にかけている。

2 あなたがたは、話し行動しながらわたしのことを考えたことがいつあったであろうか。寒いとき、あなたがたは自分の子供、夫、妻、あるいは親のことを思う。暑いときもまた、わたしはあなたがたの思いの内に入っていない。務めを果たしている時、あなたは、自分の利益、自分の身の安全、自分の家族のことを考えている。あなたがわたしのために何をしたことがあるというのか。あなたは、いつ、わたしのことを考えたのか。あなたは、わたしとわたしの働きのために惜しむことなく身を捧げたことがいつあったであろうか。あなたがわたしの味方である証拠はどこにあるのか。あなたのわたしへの忠誠はどこに実在しているのか。あなたのわたしへの従順さはどこに実在しているのか。あなたの意図が、わたしから祝福を受けるためではなかったことがいつあったであろうか。

3 あなたがたはわたしをだまし、欺き、真理を弄び、真理の存在を隠し、真理の本質を裏切る。あなたがたはわたしに敵対している。それでは、あなたがたの未来には何が待っているのか。あなたがたはただ、漠然とした神の心にかなおうとして、単に漠然とした信仰を追究しているが、あなたがたはキリストと融和しない。あなたがたの悪事は、邪悪な者たちが当然受けるものと同じ報復を受けるのではないか。しかしながら、キリストと融和する者は別である。その人たちは、まことに多くを失い、多くの苦難を経てきたが、わたしが人間に与える嗣業をみな受けるであろう。あなたがたは最後には、わたしだけが義なる神であり、わたしだけが人間を美しい終着点に導けるということを理解するであろう。

『神の出現と働き』「あなたはキリストと相容れる道を探さなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


354 誰も積極的に神を理解しようとしない

1

神が悲しむ時は

神に全く気を留めない人々

神に従い神を愛していると言いながら

神の感情を無視する人々に向き合う

これで神の心が傷つかないことがあろうか？



2

神は救いの業の中で

誠実に働き 語り

遠慮なく人と向き合うが

神に従う者たちは神から隔てられ

神に近づこうとも

神の心や気持ちを思いやろうともしない

神と心を分かち合う人間になりたいと@思っている者でさえ

神のそばに近づき@神を知ることを望んでいない

神を思いやることを望んでいない



3

神が喜ぶ時は誰もその幸福を分かち合わず

誤解される時神の心に慰めはない

神の心がその内側で傷つく時は

誰一人として神の告白を聞こうとはしない

神の数千年に及ぶ救いの業の中で

誰も神の気持ちを理解し察することもせず

神の喜びと神の悲しみを分かち合うために

神に寄り添うこともしない

神は・・神は寂しいのだ！

堕落した人間が神に背くからだけでなく

霊的であることや神を知ることを求める人々が

神の思いを理解しないことが

神は・・神は寂しいのだ！

自らの生涯を進んで神に捧げようとする人々でさえ

神の思いを理解しないことが

彼らは神の性質が分からない

彼らは神の気持ちが分からない



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


355 あなた方は何を神に報いたのか

1

幾つかの秋と春を経て

神はあなたがたの間にいる

神は長らくあなたがたと暮らしてきた

幾つの悪行が神の前を行き過ぎたのか

あなたがたの心の言葉は神の耳にこだまする

あなたがたは百万の願いを祭壇に置くのに

わずかな献身も誠意も供えない

あなたがたの信仰の実はどこにあるのか？

神の尽きぬ恵みを受け

あなたがたは天の奥義を見た

神が見せた天の炎が

あなたがたを焼き尽くすことはない

あなたがたはどれほど神に報い

喜んで捧げたか？



2

あなたがたは神からの食物を

「これは私が労して得た

報酬の全てだ」と言って神に捧げる

なぜ分からないのか

あなたが神に捧げる貢献はみな

神の祭壇から盗んだものだということが

今、それらを神に与えることは

神をだますことではないか？

神は、あなたの労苦の成果ではなく

祭壇の上のものを享受するのだ

神の尽きぬ恵みを受け

あなたがたは天の奥義を見た

神が見せた天の炎が

あなたがたを焼き尽くすことはない

あなたがたはどれほど神に報い

喜んで捧げたか？

わざと神を騙すあなたがたを

なぜ神は赦し、耐えられるのか

神は全てを与え、全てを開き

あなたがたの必要を満たし、目を開いた

だがあなたがたは良心を無視し神を欺く



『神の出現と働き』「あなたがたは人格が卑しすぎる」（『言葉』第1巻）より編集


356 誰が神の心を理解できるだろう？

1

地にいる神は常に黙し

人のどんな酷い行いも心にとめず

父に託された業を全うするのみ

誰が神の素晴らしさに気づくだろう

神の子以外の誰が父なる

神の重荷を気にかけその意志を知るだろう

人類よ いつになれば神の心を思い

神の意図を理解するのか

神は地に来て

人の世の苦難を受ける

なぜ罪の無い神が人と同じように苦しめられるのか

誰が神の心を理解するだろう

神は人に溢れる程与える

その心に人はどう報いよう



2

天にいる神の霊は案じる

地にいる神の子は父の意志を求め

頻繁に祈り 心配し 心裂かれる

父なる神が子に抱く愛を誰が知っているだろう

どんなに子が父を慕っているか

誰が知っているだろう

父と子は天と地に離れていても

霊においては近く見つめ合っている



3

父と子はいつも互いに依り頼むのに

なぜ天と地に離れて別れたのか

父と子は愛しあっている

なぜ神は気をもみ待ち侘びるのか

別れて間もないが

幾日も父は子の早い帰りを待ち焦がれている



4

神は見守り静かに座り

子の帰りを待つ

いつ地を彷徨う子と再会するのか

再会すれば永遠に一緒だが

天と地に別れている

幾千日をどうして忍べよう

神は地に来て

人の世の苦難を受ける

なぜ罪の無い神が

人と同じように苦しめられるのか

誰が神の心を理解するだろう

神は人に溢れる程与える

その心に人はどう報いよう



『神の出現と働き』「働きと入ること（４）」（『言葉』第1巻）より編集


357 誰も神の意志を理解しない

1

人の間で働いてきたが

十分の一も捧げられない

敬虔な者が捧げた１割は

悪い者に奪われる

皆、わたしから四散して

わたしを敵視していないか

どうしてあなた方の悪い行いを

大事なものと見なせよう？

わたしは無私に全てを与えたから

あなた方はたとえ苦しんでも

わたしが天から与える全てを得るが

あなた方は少しも捧げず

たとえ捧げても精算を求める

あなたが捧げたのは砂一粒

なのに大量の黄金を求める

ほとんど貢献していないのに

あなたは理不尽ではないか？



2

わたしの働きは実際誰のためか

わたしの権威を現すために

ただあなた方を打ち倒すためか

わたしの一言であなた方は生きられる

わたしはなぜ、言葉で教えるだけで

言葉を事実にして、人を殺さないのか

言葉と働きはただ人を倒すためか

潔白な人をむやみに殺すのか

今、何人が正しい道を求め

全存在をもってわたしの前に来るか

わたしの前でも心は遠く彷徨う

あなた方はわたしの業を知らないので

わたしから離れたがり

裁きなしの天国を求める

これは人が心から願うことではないか

わたしはもちろん強いてはいない

あなた方は自分で選んだ道を行く

今日の道には呪いと裁きがあるが

わたしがあなた方に授けるものは

裁きも刑罰も

危急の必要を満たし最良だと知れ



『神の出現と働き』「あなたがたは人格が卑しすぎる」（『言葉』第1巻）より編集


358 神が悲しまないことがあろうか

1

神は甘さ 酸っぱさ 苦さ 辛さ

人間体験のあらゆる味を味わい

風の中に来て雨の中を行く

神は家族の迫害や人生の浮き沈み

体から離れる時の苦痛も経験した

神が地上に来た時

受けた苦難のために

人は歓迎する代わりに

神の善意を「ていねいに」断った

どうしてそれが神を苦しませ

悲しませないことがあろうか



2

このように終わってしまう

そのためだけに神は肉となったのだろうか？

なぜ人は神を愛さないのだろうか？

なぜ人は神の愛に憎しみで報いるのか？

神がこのように苦しんでもよいのだろうか？

神が地上に来た時

受けた苦難のために

人は歓迎する代わりに

神の善意を「ていねいに」断った

どうしてそれが神を苦しませ

悲しませないことがあろうか



3

人々は神が地上で受けた苦難のゆえ

同情の涙を流し

神が受けた不幸な仕打ちに抗議した

誰が神の心を真に知っていただろうか？



4

誰が神の気持ちを察することができるだろうか？

かつて人は神に深い愛情を抱き

夢の中で神を慕った

しかし地上にいる者は

どうしたら神の意志を理解できるのだろうか？

神が地上に来た時

受けた苦難のために

人は歓迎する代わりに

神の善意を「ていねいに」断った

どうしてそれが神を苦しませ

悲しませないことがあろうか



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第三十一章」（『言葉』第1巻）より編集


359 人々は心で神の言葉に近づこうとしない

1

神はかつて人の前に現した

神聖な神の国の素晴らしい光景を

だが人は貪欲な目で見つめた

誰も本当にそこに入ろうと切望はしなかった

神はかつてこの地の様子を伝えた

人は神の言葉を聞いたが

心では向き合わなかった

神はかつて天の様子を伝えたが

人はそれらを物語だとし

神の言葉を心に留めなかった



2

人には神の国がきらめいて見えるが

誰がそれをくまなく探し求めただろうか

神の促しなしに夢は覚めない

人はこの地の生活に夢中なのか

高い水準はないのか

神はかつてこの地の様子を伝えた

人は神の言葉を聞いたが

心では向き合わなかった

神はかつて天の様子を伝えたが

人はそれらを物語だとし

神の言葉を心に留めなかった



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十五章」（『言葉』第1巻）より編集


360 あなたがたは真に神の言葉の中に生きているのか

1 時は過ぎ、瞬く間に今日が訪れた。わたしの霊の導きにより、すべての人はわたしの光の中で生き、もはや誰も過去のことを思わず、昨日のことを煩わない。誰が今を生きてこなかっただろう。誰が神の国ですばらしい月日を送らなかっただろう。誰が太陽の下で生きてこなかっただろう。神の国は人間たちの間に降りてきたが、誰一人、ほんとうにその暖かさを経験していない。人間はただ外観を見るだけで、その本質を理解していない。

2 わたしの国が形作られている間、誰がそのことを喜ばないだろう。地上の国々は、ほんとうに免れることができるだろうか。赤い大きな竜は、ほんとうにその狡猾さで逃れることができるだろうか。わたしの行政命令は全宇宙に公布され、それによってわたしの権威はすべての人の間に展開され、全宇宙で効力を発する。それでも、人間はけっして本当にこのことを知っていない。わたしの行政命令が全宇宙に示される時はまた、地上でのわたしの働きが完了する時でもある。わたしがすべての人間の間で支配し、力を振るい、唯一の神自身であると認められた時、わたしの国は完全に地上に降りてくる。

3 今日、すべての人は新たな道で新たな始まりを得る。人々は新たな生活を始めているが、しかし、誰一人ほんとうに地上で天のような生活を経験していない。あなたがたは、ほんとうにわたしの光の中で生きているだろうか。あなたがたは、ほんとうにわたしの言葉の中で生きているだろうか。誰が自分の前途について思いをいたさないだろう。誰が自分の運命を悲しまないだろう。誰が苦しみの海でもがかないだろう。誰が自由になりたいと願わないだろう。神の国の恵みは、人間の地上での厳しい労働の代償として得られるものだろうか。すべての人の願望は、そのとおりにかなうものだろうか。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十五章」（『言葉』第1巻）より編集


361 神を欺すことが人の行為にあまねく行き渡っている

1 多くの人は、ほんとうにわたしを愛したいと願うが、彼らの心が自分のものではないために、自身を制御できない。多くの人は、わたしの与える試練の中で、ほんとうにわたしを愛している。しかし、わたしが本当に存在することを把握できず、わたしの実在ではなく、単に空虚の中でわたしを愛しているに過ぎない。多くの人はわたしの前に心を差し出した後、自分の心に注意を払わない。そして、彼らの心は機会があるたびサタンに掠め取られ、その後はわたしを離れる。多くの人は、わたしが言葉を与えるとき、ほんとうにわたしを愛する。しかし、霊でわたしの言葉を愛するのではなく、公共物ででもあるかのように気安く用いて、気が向けばいつでも元の場所に投げ戻すのだ。

2 人間は苦痛の中でわたしを求め、試練の中にあって、わたしを探す。平和の時にはわたしを楽しみ、危険になると、わたしを否定する。忙しい時にはわたしを忘れ、暇な時には、わたしに対しておざなりな態度をとる。しかし、けっして誰も生涯を通じてわたしを愛しはしない。人間がわたしの前で熱心であればいいと思う。わたしに何かよこせとは言わない。ただ、すべての人がわたしを真剣に受け止め、わたしを騙すのではなく、誠意を人間の内に取り戻せるようにしたいのだ。

3 わたしの啓きや照らし、努力はすべての人にあまねく行き渡る。しかし、人間のあらゆる行動の真相も人々にあまねく行き渡り、それはわたしに対する欺きも同じである。わたしはけっして人間の巧みな言葉に惑わされたことはない。わたしはずっと以前に人間の本質を見抜いていたのだから。人間の血にどれほどの不純物が含まれているか、どれほどサタンの毒がその髄に潜んでいるか、誰が知っているのか。人間は日々にそれに慣れ、サタンのしわざに無感覚になり、「健康的な生き方」を見つけることには何の関心もない。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十一章」（『言葉』第1巻）より編集


362 神は被造物が神を欺くことを許さない

1 あなたはもうわたしに仕える決意を固めているので、わたしはあなたを手放さない。わたしは悪を嫌う神であり、人類に嫉妬する神である。あなたはすでに祭壇で誓ったのだから、あなたがわたしの目の前で逃げ出すことも、二人の主人に仕えることも許しはしない。わたしの祭壇で、わたしの目の前で誓った後に、二番目の愛する対象をもてると思ったのか。人がそのようにわたしを笑いものにすることを、わたしが許すことなどあろうか。あなたは自分の舌でわたしに軽々しく誓いを立てられるとでも思ったのか。

2 いと高き者であるわたしの玉座に誓いを立てることなどどうしてできたのか。誓いなどすでに消え去ったとでも思ったのか。あなたがたに言っておくが、たとえあなたがたの肉体が消え去ろうとも、あなたがたの誓いが消えることはあり得ない。最後にわたしは、あなたがたの誓いに基づいてあなたがたを断罪する。しかし、あなたがたは言葉をわたしの前に置くことでわたしに対処できると信じ、自分の心は穢れた霊と邪悪な霊に仕えることができると考える。わたしを騙すこうした犬や豚同然の人間を、どうしてわたしの怒りが容赦できようか。

3 わたしは行政命令を執行し、わたしを信じるこれらの堅苦しく「敬虔な」者たちを穢れた霊どもの手から奪い返さなければならない。そうすることで、彼らは規律正しくわたしに「仕え」、わたしの役牛となり、馬となり、わたしのなすがままに殺される。わたしはあなたに以前の決意を取り戻させ、もう一度わたしに仕えさせる。わたしを騙すどのような被造物も許さない。あなたはわたしにただ気まぐれに要求し、わたしの前で嘘をつくことができると思ったのか。あなたの言動をわたしが見聞きしていないとでも思ったのか。あなたの言動がわたしの目に触れないことなどあるはずがない。人がそのようにしてわたしを騙すことを、どうしてわたしが許せようか。

『神の出現と働き』「あなたがたは人格が卑しすぎる」（『言葉』第1巻）より編集


363 人は自分の卑劣さを知らない

1 ゆえに人の考えの中で、神は恩恵でなく、むしろ自分たちを常に呪う存在なのだ。そのため、人々は神を気に留めず、歓迎することもなく、いつも神に対して冷淡であり、常にそうあり続けてきた。人はこうした事柄を心に抱いているので、人類には理不尽で不道徳だと神は言い、人間が備えているはずの感情でさえ彼らの中に感じられないと言う。人は神の感情にまったく配慮を示さず、その代わりにいわゆる「義」を使って神に接する。

2 彼らは長年にわたってこのようであり、そのため神は彼らの性質は変化していないと言った。人間は自身を大切にしないので、価値のない見下げ果てた者だと言える。自分を愛することさえなく、それどころか自分を踏みにじるなら、自分に価値がないことを示しているのではないか。人類は自分をもてあそび、進んで他人に汚されようとする不道徳な女性のようである。たとえそうでも、人々は自分がどれほど卑しいかいまだにわからない。彼らは他人のために働くことや、他人と語らうことに喜びを感じ、こうして自ら他人の支配下に入る。これはまさに人類の汚さではないか。

3 人は自分自身を知らないので、その最大の欠点は、醜い顔つきを見せびらかしながら他人の前で自分の魅力を振りまこうとすることであり、これは神がもっとも嫌うことである。なぜなら、人間同士の関係が異常で、正常な人間関係が存在せず、ましてや人と神との正常な関係などないからである。神は多くを語ってきたが、そうする中で、神の主たる目的は人々の心の中に一定の場所を占めることであり、それによって人々がそこに巣くうすべての偶像を取り除けるようにすることなのだ。その結果、神はすべての人に力をふるい、地上に存在する目的を達成することができる。

『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第十四章」（『言葉』第1巻）より編集


364 あなたがたは反抗的すぎる

1 そしてあなたがたはあまりに反抗的だからであり、あなたがたの抵抗はあまりに強く、わたしをあまりに見下し、わたしに対してあまりに冷たく、わたしに対する愛はあまりに少なく、あまりにわたしを憎んだからである。あなたがたはわたしの働きと行いをひどく軽蔑した。あなたがたの服従の心はどこにあるのか。あなたがたの人格はどこにあるのか。あなたがたの愛はどこにあるのか。あなたがたはいつ自分の愛の要素を示したか。あなたがたはいつわたしの働きを真剣に受け止めたか。

2 あなたがたが今日何を行っているのか自覚したことがあるだろうか。世界中で暴れ回り、互いに陰謀を企て、騙し合い、こっそりと、恥じ入ることもなく不誠実に振舞い、真理も知らず、ひねくれて、人を欺き、お世辞を言い、自分は常に正しく他人よりも優れていると思い、自惚れ、山の野生動物のようにどう猛な振る舞いをし、獣の王のように荒っぽい。――これが人間の姿だと言えるのか。あなたがたは無礼で理不尽だ。あなたがたはわたしの言葉を宝としたことはなく、軽蔑的な態度をとった。

3 このようなことで、何かを達成することや、真の人生と美しい希望はどこからくるのか。あなたの過剰な想像力が、本当にあなたを虎の口から救うのか。本当にあなたを燃える炎から救うのか。わたしの働きを真に価値ある宝と見なしていたら、あなたはここまで堕落していただろうか。あなたの運命はほんとうに変えられないということだろうか。そのような後悔を抱いたまま死にたいと思うのか。

『神の出現と働き』「人の本質と身分」（『言葉』第1巻）より編集


365 あなたがたの本性はあまりに堕落している

1 神の心意を理解していない人は、神の反対者である。神の心意を理解しているが、真理を実践していない人は神の反対者である。神の言葉を飲み食いしても神の言葉の本質に反する人は神の反対者である。肉となった神についての観念を持ち、さらに反乱に関与する心を持つ人は神の反対者である。神を批判する人は神の反対者である。そして、神を知ることができない人、神に証しをすることができない人は誰であろうと神の反対者である。だからわたしはあなたがたに求める。もしあなたがたが本当にこの道を歩けると信じているなら、道に従い続けなさい。しかし、もしあなたがたが神への対抗をやめられないのなら、手遅れになる前に立ち去るがよい。そうでなければ、物事の展開があなたがたにとってひどくなる可能性が非常に高い。それは、あなたがたの本性があまりに堕落しきっているからである。

2 もしあなたがたが本当にこの道を歩けると信じているなら、道に従い続けなさい。しかし、もしあなたがたが神への対抗をやめられないのなら、手遅れになる前に立ち去るがよい。そうでなければ、物事の展開があなたがたにとってひどくなる可能性が非常に高い。それは、あなたがたの本性があまりに堕落しきっているからである。あなたがたには忠誠心や従順、義と真理を渇望する心、神への愛などみじんもない。神の前のあなたがたの状況は完全な修羅場であると言える。従うべきことに従うことができず、言うべきことを言うこともできない。実践すべきことを実践することに失敗し、果たすべき役割を果たすことができていない。持つべき忠誠心、良心、従順、決意を持たない。耐えるにふさわしい苦しみに耐えておらず、もつべき信仰もない。簡単に言うと、あなたがたには真価がまったくない。このまま生きていて恥ずかしくないのか。

3 あなたがたは神を信じていても神の心意を知らない。神の言葉を飲み食いしても、神が人に要求することを守ることができない。神を信じても神を知らず、努力する目標もなく、一切の価値も意味もないまま生きている。人間として生きていても、良心、品位、信頼性は少しもない。それでもあなたがたはまだ自分を人間と呼ぶことができるのか。神を信じていても神を欺く。さらに、神の金を取り、神への捧げ物を食い尽くす。それでも、結局のところ、神の気持ちを少しでも考えたり、神にわずかな良心を見せることもない。神のごく些細な要求さえも満たすことはできない。それでもまだ、あなたがたは自分を人間と呼ぶことができるのか。神が提供する食物を食べ、神が与える酸素を吸い、神の恵みを受けても、結局のところ、あなたがたは神を少しも知らない。それどころか、あなたがたは神に反対する無益者になった。それではあなたがたは犬よりも劣る獣になるのではないのか。あなたがたよりも悪意のある動物が他にあるだろうか。

『神の出現と働き』「神を知らない人はすべて神に反対する人である」（『言葉』第1巻）より編集


366 神の働きについて来れない者は排除される

1 あなたは今神の多くの業を目撃しているが、依然として抵抗し、反抗的で、服従していない。心の中に多くの考えを抱き、自分のしたいことをして、自分の欲望と好みに従っている。それはすべて反抗であり、抵抗である。肉のため、自分の欲望のため、さらに自分自身の好みのため、世間のため、そしてサタンのために神を信仰することは、不浄である。それは本質的に抵抗であり、反抗である。現在、さまざまな種類の信仰があり、ある者は災害からの避難所を求め、ある者は祝福を得ることを求め、ある者は奥義を理解することを望み、またある者はお金を得ようとしている。これらはみなさまざまな形での抵抗であり、すべて神への冒とくである。人が抵抗したり反抗したりするというのは、こうした態度を言うのではないか。

2 現在、多くの人々が不平を言い、不満を並べ、裁く。そうしたことはすべて、邪悪な者がすることであり、人間の抵抗と反抗の一例である。神のものとされる人々は、完全に神に従う人々であり、一度はサタンに堕落させられたものの、神の現在の働きによって救われ征服され、試練に耐えた人々であり、そして最終的に完全に神のものとされて、もはやサタンの領域で生きることなく、不義から解き放たれた結果、聖く生きることを望んでいる人々である。彼らは最も高潔な人々であり、実際に聖なる者たちなのだ。もしあなたの現在の行為が神の要求の一部にでも沿っていない場合、あなたは排除されるだろう。そのことに議論の余地はない。すべては今起こっていることにかかっており、あなたがあらかじめ運命づけられ選ばれていたとしても、あなたの結末は今日のあなたの行為によって決まるのだ。もし今あなたが遅れずについて来れないなら、あなたは排除されるだろう。

『神の出現と働き』「あなたは全人類がこれまでどのように発展してきたかを知らねばならない」（『言葉』第1巻）より編集


367 神は地上における地獄の生活から人を救い出す

1 数千年にわたり、中国人は奴隷生活を送ってきたため、考え方や観念、生活、言語、振る舞い、行動が大いに制限され、少しも自由がなかった。数千年にわたる歴史は、霊を備えた活気ある人々を捕らえて疲弊させ、霊のない屍も同然にした。多くの人がサタンの肉切り包丁の下で暮らし、獣の巣のような家に住み、牛や馬と同じものを食べ、「冥界」で感覚を失い、混乱した状態で横たわっている。人々の見た目は原始人と変わらず、彼らの安らぐ場所は地獄のようであり、ありとあらゆるけがれた悪魔や悪霊に囲まれている。

2 人間は外見こそ高等「動物」のように見えるが、実際にはけがれた悪魔と共に暮らしている。そうした人間を世話する者はおらず、人々はサタンが待ち伏せする中で暮らし、その網にかかり、そこから逃げ出す術をもたない。そのような人たちは、居心地のよい家で愛する者と共に暮らし、幸福で満たされた生活を送っていると言うよりも、陰府に住み、悪魔と取引し、悪霊と付き合っていると言うべきだろう。事実、人々は依然としてサタンに拘束されており、けがれた悪魔が集うところで生活し、それらけがれた悪魔に操られ、人々の寝床は屍が惰眠を貪る場所、居心地のよい巣のようである。人間は、この冥界で数十年、数世紀、あるいは数千年にわたって暮らし、朝早くに出かけて夜遅くに戻ってきた。神は人間を変え、救い、死の墓から救出すること、そして人間が陰府や地獄で送る生活から脱出できることを望んでいる。

『神の出現と働き』「働きと入ること（５）」（『言葉』第1巻）より編集


368 幾時代にも及ぶ憎しみは忘れられたのか

1 人間は不幸に遭遇しているが、それに気付かず、この暗黒社会において、次々と災難に見舞われるが、それに目覚めることがない。いつになったら人間は自分へのいたわりと奴隷的性質を捨て去るのか。なぜ人間は神の心に対してそれほどまで冷淡なのか。黙ってこの弾圧と苦難を容認するのか。闇を光に変えることができる日を望まないのか。義と真理への不正を再び取り除きたいとは思わないのか。人々が真理を捨て、事実を歪めるのを見て何もしないつもりなのか。この不当な処遇に耐え続けることに満足しているのか。奴隷になるつもりなのか。この亡国の奴隷とともに、神の手により滅ぼされるつもりなのか。あなたの決意はどこにあるのか。あなたの野望はどこにあるのか。尊厳はどこにあるのか。高潔はどこにあるのか。自由はどこにあるのか。あなたは自分の生涯のすべてを、魔王である赤い大きな竜のために進んで捨てるつもりなのか。あなたは赤い大きな竜に自分を死ぬまで折檻させて満足なのか。

2 淵のおもては混沌として暗く、庶民は苦悩のため天に向かって叫び、地に向かって苦痛を訴えている。いつになったら人間は堂々としていられるのか。人間はやせ細り、衰えている。どうしてこの残忍な暴君のような悪魔に対抗できようか。なぜできるだけ早く自らのいのちを神に捧げないのか。なぜいまだに躊躇しているのか。いつになったら人間は神の働きを完了できるのか。何の目的もなくそのようにいじめられ抑圧され、人間の生涯は結局無駄となる。なぜそれほど急いでやって来て、急いで去ってゆくのか。なぜ何か貴重な物を残しておいて神に捧げないのか。数千年におよぶ憎しみを忘れてしまったのか。あなたの決意はどこにあるのか。あなたの野望はどこにあるのか。尊厳はどこにあるのか。高潔はどこにあるのか。なぜ何か貴重な物を残しておいて神に捧げないのか。数千年におよぶ憎しみを忘れてしまったのか。

『神の出現と働き』「働きと入ること（８）」（『言葉』第1巻）より編集


369 闇の中にいる者は起き上がるべきだ

1

幾千年もこの地はひどく汚れ悲惨で

幽霊がうろつき 人を騙し欺き

根拠無く人を告発していた

彼らは冷酷で残忍で

この地を踏み荒らし死骸で汚す



2

腐敗した悪臭が充満する

厳重に守られている

この地で誰に空の向こうの世界が見えるのか？

ゴーストタウンの人々が

どうして神を見ることができようか？

彼らはかつて神の親愛と素晴らしさを

味わったことがあるだろうか？

彼らはこの世の事を分かってるのか？

彼らの中の誰が神の熱意を知ってるのか？

今がその時だ

この悪魔の醜い顔を引き裂くため

人は長きにわたり全力で取り組み

すべての代償を払ってきた

多くの苦難を受け盲目にされた人々は

苦痛から起き老いた悪魔に背を向ける



3

なぜ神の働きに障壁を置くのか？

なぜ神の民を騙すためいろいろ企むのか？

真の自由と合法的権利と公平はどこにあるのか？

慰めと温かみはどこにあるのか？

なぜ邪な計略で神の民を騙すのか？

なぜ神の来臨を弾圧するために暴力を使い



4

枕する所もなくなるまで神を追いつめるのか？

なぜ怒りを買わずに済むだろうか

心に溜まった何千年もの憎しみと

心に刻まれた千年の罪悪の全ては

嫌悪感をかき立てないか？

神の仇を打ち、神の敵を完全に終わらすのだ

今がその時だ

この悪魔の醜い顔を引き裂くため

人は長きにわたり全力で取り組み

すべての代償を払ってきた

多くの苦難を受け盲目にされた人々は

苦痛から起き老いた悪魔に背を向ける



『神の出現と働き』「働きと入ること（８）」（『言葉』第1巻）より編集


370 何よりも神を悲しませるもの

1 わたしが人間に捧げてきた努力は、人間を愛するわたしの本質を証明し、人がわたしの前で行なってきた一つひとつの行動は、真理を憎んでわたしに反抗する人間の本質を証明している。わたしはいつでも、わたしに従うすべての人を気にかけているが、わたしに従う人はいかなるときも、わたしの言葉を決して受け取ることができない。彼らはわたしの提案さえ受け入れることができない。これがわたしを何より悲しませることである。たとえわたしの態度が誠実で、わたしの言葉がやさしくても、誰一人わたしを理解できたことがないし、そのうえ、誰一人わたしを受け入れられたこともない。

2 誰もが、わたしにまかされた働きを、自分の考えにしたがって行おうとしている。わたしの旨を求めず、ましてやわたしが何を求めているかを尋ねることなどない。彼らはわたしに逆らいながら、依然としてわたしに忠実に仕えていると主張している。多くの人たちは、自分が受け入れられない真理、あるいは自分が実践できない真理は、真理ではないと信じている。そのような人たちの中で、わたしの真理は否定され、投げ捨てられるものになっている。それと同時に、人々は言葉でこそわたしを神として認めているが、わたしのことを真理でも、道でも、いのちでもない部外者だとも信じている。

『神の出現と働き』「あなたがたは自分の行いを考慮すべきである」（『言葉』第1巻）より編集


371 神の意志を気づかえるのは誰

1 人はわたしの暖かさを経験し、心からわたしに仕え、心からわたしの前で服従し、わたしの前でわたしのためにすべてを行ってきた。しかしそれは、今日の人々には成し遂げられないことである。あたかも飢えた狼に連れ去られたかのように霊の中で泣きわめくばかりで、どうすることもできずにただわたしを見て、絶えず泣き叫ぶことしかできない。だが結局、その苦境から逃れられないのである。

2 過去の人々が、わたしの親切に愛をもって報いると、わたしの前で約束し、わたしの前で天地に誓ったことを思い出す。彼らはわたしの前で悲しみも露わに涙を流し、その泣き声は悲痛で聞くに耐えないものであった。わたしはその決意のゆえに、しばしば人々に助けを与えた。人々は幾度となくわたしの前に出てわたしに服従したが、その素晴らしい態度は忘れがたい。人々は幾度となくわたしを愛したが、その忠誠心は揺るぎなく、誠実さは称賛に値した。

3 人々は幾度となく、自分の命をも犠牲にするほどわたしを愛し、我が身以上にわたしを愛したが、わたしはその誠実さを見て彼らの愛を受け入れた。人々は幾度となくわたしの前で自分を捧げ、わたしのために死を前にしても意に介さなかった。わたしは彼らの不安を和らげ、彼らの表情を注意深く見つめた。わたしが彼らを大切な宝物のように愛したことは無数にあったし、わたし自身の敵のように憎んだことも無数にあった。それにもかかわらず、人はわたしの心に何があるかを推し測れないままである。

4 人々が悲しんでいるとき、わたしはそばに来て彼らを慰め、彼らが弱い時にはそばに来て協力する。彼らが迷ったときには方向を示す。彼らが泣いているときには涙を拭き取る。しかし、わたしが悲しんでいるとき、誰が心からわたしを慰められるだろう。わたしがひどく心配しているとき、誰がわたしの気持ちを察してくれるだろう。わたしが悲嘆に暮れているとき、誰がわたしの心の傷を癒せるだろう。わたしが誰かを必要とするとき、誰がわたしに協力することを申し出るだろう。人々のわたしに対するかつての態度はいまや失われ、決して戻らないということなのか。それが何一つ彼らの記憶に残っていないのはなぜなのか。これらのことをすべて忘れてしまったのはどういうことか。それはひとえに、人類がその敵によって堕落させられたからではないのか。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十七章」（『言葉』第1巻）より編集


372 誰が神の心を理解したことがあるのか

1 彼は自分のすべてをあなたがたに与え、何一つ出し惜しみせず、この世の栄光や人間の温もり、人間の愛、あるいは人間の祝福を享受することもなかった。人々は彼に対して極めてさもしいのに、彼は地上の富を一切享受せず、誠実さと情熱に溢れた心を残らず人間に捧げ、また自身のすべてを人類に捧げた。では、彼に温もりを与えた者がかつていただろうか。誰がいまだかつて彼に慰めを与えたというのか。人間は彼にあらゆる圧力をかけ、すべての不幸をもたらし、人間の中で最も不幸な経験を押しつけ、あらゆる不義を彼のせいにし、そして彼はそれを無言で受け入れてきた。彼がいまだかつて誰かに反抗したことがあるのか。わずかな報いを誰かに求めたことがあるのか。彼に同情を示した者がかつていたのか。

2 普通の人間であるあなたがたのうち、ロマンに満ちた幼年期を過ごさなかった者がいるだろうか。色鮮やかな青春を過ごさなかった者がいるだろうか。愛する者の温もりを知らない者がいるだろうか。誰が親類や友人の愛を知らないというのか。誰が他人に尊敬されていないというのか。誰が暖かい家庭をもたないというのか。誰が心を通わせる者の慰めを知らないというのか。しかるに、神はそのどれかをかつて享受しただろうか。誰が彼に少しでも温もりを与えたというのか。誰が彼に少しでも慰めを与えたというのか。誰が彼に少しでも人間の倫理を示したというのか。誰が彼に対して寛容だったというのか。誰が困難な時に彼と共にいたというのか。誰が彼と共に困難な生活を送ったというのか。人間は彼に対する要求を緩めたことがない。人間は何の良心の呵責もなく、彼に対して要求を突きつけるだけであり、それはあたかも、人間の世界に来た彼は、人間の牛馬や囚人となって、自分のすべてを人間に与える必要があると言わんばかりである。霊に由来する受肉した神を、肉において生きる人間がどうして神として扱えようか。人間のうち、誰が神を知ることができるというのか。

3 真理は人間の中のどこにあるのか。真の義はどこにあるのか。誰が神の性質を知り得ようか。誰が天の神と争えようか。神が人間のもとに来た時、誰も神を知らなかったので、神が拒まれたのも無理はない。人間がどうして神の存在を容認できようか。光がこの世の闇を追い払うことを、どうして人間が許せようか。これらはどれも人による貴ぶべき献身ではないのか。人間の正しい入りではないのか。そして、神の働きは人の入りを中心にしているのではないのか。あなたがたが神の働きと人の入りを融合し、人間と神の良好な関係を築き、人間が行なうべき本分を全力で尽くすことを、わたしは望む。このように、神が栄光を受けることを結びとして、神の働きは完了するだろう。

『神の出現と働き』「働きと入ること（10）」（『言葉』第1巻）より編集


373 なぜ人は心から神を愛さないのか

1 わたしは万物を創った。わたしは人間を創り、今日、人間たちの間に降り立った。しかしながら、人間はわたしに殴り返し、仕返しをする。わたしが人間にしている働きは、人間のためになっていないのだろうか。わたしは、人間を満足させることができないのだろうか。なぜ人間はわたしを拒むのか。なぜ人間は、わたしに対してあれほど冷たく無関心なのか。なぜ地上は「死体」に覆われているのか。これは、わたしが人間のために創った世界の状態なのか。なぜ、わたしは人間に比類のない富を与えたのに、人間はお返しに空っぽの手を差し出すのか。

2 なぜ人間はほんとうにわたしを愛さないのか。なぜ人間はけっしてわたしの前に来ないのか。わたしの言葉はみな、ほんとうに無駄だったのか。わたしの言葉は水の熱のように消えたのか。なぜ人間は、わたしに協力したがらないのか。わたしの日の到来は、本当は人間の死の瞬間なのか。わたしはほんとうに、わたしの国が建てられるとき、人間を全滅することになるのか。なぜ、わたしの経営（救いの）計画の全体を通して、誰一人、わたしの意図を把握していないのか。

なぜ、人間は、わたしの口から出た言葉を大事にするのではなく、嫌い、拒むのか。わたしは誰をも罪に定めない。ただ、すべての人を穏やかにさせ、自省の働きをさせるだけだ。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十五章」（『言葉』第1巻）より編集


374 あなたがたはまだ神から多くを得ていないのか

1 ヤーウェの試練を経験したものの、ヨブはヤーウェを崇拝した義なる人にすぎなかった。あのような試練を受けたにもかかわらず、ヨブはヤーウェについて不満を言わず、神との出会いをいつくしんだ。現代人はヤーウェの臨在を大切にしないだけでなく、ヤーウェの出現を拒否し、嫌悪し、不平を言い、あざける。あなたがたは多少は何かを得たのではなかったのか。あなたがたの苦しみは本当にそれほど大きかったのか。あなたがたはマリアやヤコブよりも幸運ではなかったのか。そして、あなたがたの抵抗は本当にそれほど些末であったのか。わたしがあなたがたに要求したことや依頼したことが、あまりに偉大で過多であったとでもいうのか。

2 わたしの怒りはわたしに抵抗したイスラエル人に対して放たれただけであり、あなたがたに直接向けられてはいなかった。あなたがたが獲得したのは単にわたしの情け容赦のない試練と暴露であるとともに、執拗で熱烈な精錬でしかなかった。それにもかかわらず、人はわたしに抵抗し、わたしを否定し続け、そこには僅かの服従もない。わたしから離れ、わたしを否定する人までいる。そのような人はモーセに対立したコラとダタンの群れに劣る。人々の心はあまりに頑なで、彼らの性質はあまりに強情である。彼らは決してこれまでのやり方を変えない。このような性質の人が自分たちがヨブよりも百倍も幸運であったとどうして知ることができようか。

3 自分たちが享受しているのは祝福であり、それは時代を通じてかつて見られなかったようなものであり、誰もかつて享受したことがないものであることにどうして気づくことができようか。人の良心がどうしてこのような祝福を、罰を含む祝福を感じ取ることができようか。率直に言うならば、わたしがあなたがたに要求していることは、あなたがたがわたしの働きの模範、わたしの全性質とわたしの行為のすべての証人になれるようにするため、あなたがたがサタンの苦悩から解放されるようにするためでしかない。しかし人はいつもわたしの働きを不快に感じ、意図的にわたしの働きに敵対する。そのような人がどうしてわたしにイスラエルの律法を復活させ、わたしがイスラエルにもたらした怒りを彼らにもたらすようにあおらずにいられようか。

『神の出現と働き』「祝福をあなたがたはいかに理解しているか」（『言葉』第1巻）より編集


375 神の民の一員になるに本当に値するのか

1 わたしは全人類の堕落を憎むが、人類の弱さを憐れむ。わたしはまた、全人類の古い性質を取り扱ってもいる。中国にいるわたしの民の一人として、あなたがたもまた人類の一員ではないのか。わたしのすべての民の中で、また、わたしのすべての子らの中で、つまり、全人類の中からわたしの選んだ者の中で、あなたがたは最低の集団に属する。そのため、あなたがたに最大量の精力、最大量の努力を注いだ。あなたがたは、今日享けている幸いな生活を大切に思っているのではないのか。あなたがたは、まだ心を硬くして、わたしに逆らい、自分の計画を実行しようとしているのか。

2 わたしの憐れみと愛が続いていなければ、全人類はとうの昔にサタンに捕らえられ、その口で「おいしい食べ物」になってしまっていたであろう。今日、あらゆる人々の中で、わたしのためにほんとうに自己を費やし、ほんとうにわたしを愛す者は、いまだに片方の手で数えられるほど少ない。今日、「わが民」という称号は、あなたがたの私有財産となりうるであろうか。あなたの良心は、ただ氷のように冷たくなったのであろうか。あなたはほんとうに、わたしが要求する民となるにふさわしいであろうか。過去を振り返り、また今日を見て、どちらのあなたがわたしの心を満足させているであろうか。どちらが本当にわたしの思いを気づかったであろうか。わたしが促さなければ、あなたがたはいまだに目覚めず、冬眠しているかのように凍ったような状態のままでいたであろう。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十三章」（『言葉』第1巻）より編集


376 神に服従しない者は神を裏切る

1 わたしに完全に従うことができない行為は裏切りである。わたしに忠実であることができない行為は裏切りである。わたしをごまかし、嘘でわたしを騙すことは裏切りである。多くの観念を抱き、至る所でそれらを広めることは裏切りである。わたしの証しと利益を護れないことは裏切りである。心の中ではわたしから遠く離れていながら、作り笑いを浮かべるのは裏切りである。こうした行為はすべて裏切りであり、あなたがたはこれまでいつもこうした行為が可能だったし、これらはあなたがたの間で当たり前のこととなっている。あなたがたの誰一人として、これを問題だと考える者はいないが、わたしはそうは考えない。わたしは自分に対する誰かの裏切りを些細なこととして扱うことはできず、無視することもできない。今、わたしがあなたがたの間で働きを行っているときに、あなたがたはこのように行動している。いつの日かあなたがたを見守る者がいなくなったら、あなたがたは皆、王様を名乗る山賊になるのではなかろうか。そのときが到来し、あなたがたが大惨事を引き起こしたとき、誰がその後始末をするのだろうか。

2 あなたがたは、一部の裏切り行為は単なる一時的なもので、いつもそうしているわけではなく、そんなに深刻に捉えて、自分の自尊心を傷つけるには値しないと考えている。ほんとうにそう思っているのなら、あなたがたは正気でない。そのように考えることは、反逆の見本であり典型である。人間の本性とはその者のいのちであり、人が生存のために依存する原則で、人がそれを変えることはできない。裏切りの本性も同じであり、あなたが親戚や友人を裏切ることができるなら、それは裏切りがあなたのいのちの一部であり、生来の本性であることを証明している。このことは誰も否定できない。

『神の出現と働き』「極めて深刻な問題――裏切り（１）」（『言葉』第1巻）より編集


377 神を信じながら神に抵抗する者の結末

天地創造の時から今日まで、多くの人々がわたしの言葉にそむき、そのためにわたしの回復の流れからうち捨てられ、除かれた。最終的に彼らの体は滅び、その霊はハデスに投げ込まれる。今日でも彼らはいまだに重い罰を受けている。多くの人々がわたしの言葉に従ったが、彼らはわたしの啓きと照らしにそむき、そのためわたしに退けられ、サタンの支配下に落ち、わたしに敵対する者になった。（今日、わたしに真っ向から敵対する者は、わたしの言葉の表面にだけ従い、わたしの言葉の本質には逆らう。）また、わたしが昨日語った言葉だけを聞いて、過去のくずにしがみつき、今日の産物を重んじない者が大勢いる。そうした人々はサタンにとらわれているだけではなく、永遠の罪人になり、わたしの敵になり、真っ向からわたしに反対している。そのような人々は、わたしの怒りの極致におけるわたしの裁きの対象であり、今日、まだ目が見えず、いまだに暗い牢獄にいる（つまり、そのような人々は腐ったサタンに操られるしなびた死体なのであり、彼らの目はわたしが覆っているので、彼らは目が見えないと言うのである）。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第四章」（『言葉』第1巻）より編集


378 裏切りこそ人の本性

1 人間の本性はわたしの本質とまったく異なる。人間の堕落した本性はすべてサタンに由来しており、人間の本性はサタンに操られ堕落させられているからである。つまり人間は、サタンの邪悪と醜悪さの影響下で生きながらえている。人間は真理の世界や聖なる環境で育つものではなく、ましてや光の中で生きてはいない。ゆえに、誰も生まれつきその本性の中に真理を備えていることはあり得ず、ましてや神を畏れ神に従う本性を持って生まれることはあり得ない。その逆に、人間は神を拒み、神に反抗する本性を備えており、真理への愛は抱いていない。わたしが話したいのはこの本性、すなわち裏切りという問題についてである。

2 人間の存在の基本は、魂が繰り返し生まれ変わることである。言い換えれば、各人は魂が生まれ変わると、肉としての人間の命を得る。人の身体が生まれると、その命は肉が最終的に限界に達するまで、すなわち最後の瞬間まで続き、そして魂はその殻を離れる。この過程は何度も繰り返され、人間の魂は幾度となく行っては戻り、人類の存在が維持される。肉の命は人間の魂の命でもあり、人間の魂はその肉の存在を支えている。つまり各人の命はその者の魂に由来し、本来肉に宿っているものではない。したがって、人間の本性は人間の肉ではなく魂に由来する。

3 各人がサタンの誘惑や苦悩、堕落をどのように経験したかを知っているのは、各人の魂のみである。人間の肉がそれらを知る由はない。そのため人間は無意識のうちにますます汚れ、邪悪にかつ暗黒になってゆくと同時に、わたしと人間の間の距離もますます広がり、人間の日々もますます暗黒になってゆく。人間の魂はサタンに掌握されており、そのため人間の肉もまたサタンに占領されたのは言うまでもない。このような肉、このような人間が、どうやって神に反抗せずにいられようか。どうやって生来、神に適合する者であり得るだろうか。わたしがサタンを中空へと投げ落としたのは、サタンがわたしを裏切ったからだが、ならばどうして人間がその影響から逃れ得るだろうか。これが、人間の本性が裏切りである理由だ。

『神の出現と働き』「極めて深刻な問題――裏切り（２）」（『言葉』第1巻）より編集


379 神を裏切ることは人間の本性

1 したがって、人間の本性は人間の肉ではなく魂に由来する。各人がサタンの誘惑や苦悩、堕落をどのように経験したかを知っているのは、各人の魂のみである。人間の肉がそれらを知る由はない。そのため人間は無意識のうちにますます汚れ、邪悪にかつ暗黒になってゆくと同時に、わたしと人間の間の距離もますます広がり、人間の日々もますます暗黒になってゆく。人間の魂はサタンに掌握されており、そのため人間の肉もまたサタンに占領されたのは言うまでもない。このような肉、このような人間が、どうやって神に反抗せずにいられようか。どうやって生来、神に適合する者であり得るだろうか。わたしがサタンを中空へと投げ落としたのは、サタンがわたしを裏切ったからだが、ならばどうして人間がその影響から逃れ得るだろうか。これが、人間の本性が裏切りである理由だ。

2 その事実とは、神にどれだけ長く従っていようとも、あなたの本性はなおも神を裏切るということである。つまり、神を裏切るのは人の本性なのである。と言うのも、人はいのちにおいて絶対的な成熟に至ることができず、その性質には相対的な変化しか起こり得ないからである。この二章を通じて、いかにいのちが成熟していようとも、いかに深い経験をしていようとも、いかに強い確信を抱いていようとも、どこで生まれてどこに行こうとも、神を裏切るというあなたの本性はいつでもどこでも正体を現わしかねないということを、神はあらゆる人に気づかせる。神が一人ひとりに伝えんとしているのは、神を裏切るのはあらゆる人が生まれながらにもつ本性だということである。もちろん、神がこの二章を語る狙いは、人類を淘汰したり非難したりする口実を見つけることではなく、人々に人間の本性をもっと意識させ、彼らがいかなる時も神の前で心して生き、神の導きを受け取れるようにすることである。それにより、人が神の臨在を失い、引き返すことのできない道に足を踏み入れるのを止められる。

『神の出現と働き』「極めて深刻な問題――裏切り（２）」（『言葉』第1巻）より編集


380 神を裏切ることの危険な行く末

1 サタンにより堕落させられた魂はすべて、サタンの領域に囚われている。キリストを信じる者のみが分離され、サタンの軍勢から救われ、今日の神の国へと導かれた。これらの人々は、もはやサタンの影響下にはいない。それでもなお、人間の本性は人間の肉に根ざしている。つまり、あなたがたの魂は救われているが、あなたがたの本性は依然として昔のままであり、あなたがたがわたしを裏切る可能性はいまだに100パーセントである。このために、わたしの働きはこれほど長期に及んでいるのだ。あなたがたの本性が手に負えないからである。

2 現在あなたがたは皆、自分の本分を尽くすため全力を尽くして苦難に耐えているが、それでも一人一人がわたしを裏切り、サタンの領域、サタンの陣営に戻り、昔の生活へと戻る可能性がある。これは否定できない事実である。そのときあなたがたは、現在のように人間性や人間としての姿をわずかでも示すことはできないであろう。深刻な場合は神により滅ぼされ、さらに永遠に罪に定められ、厳罰に処されて、生まれ変わることも二度とないであろう。わたしの働きは人間の魂を救う働きである。あなたの魂がサタンの掌中に陥ったなら、あなたの身体も平安の中に生きることはできない。

3 わたしがあなたの身体を護っていれば、あなたの魂も確実にわたしの庇護を受ける。わたしがあなたを本気で忌み嫌ったなら、あなたの身体と魂は、即座にサタンの掌中に陥るであろう。そうなったときの自分の状況を想像できるか。もしいつの日か、わたしの言葉があなたがたにとって意味をなさなくなったら、わたしはあなたがたをすべてサタンに引き渡し、サタンはわたしの怒りが完全に消えるまであなたがたに激しい苦悶を与えるか、あるいはわたし自らが、救いようのないあなたがたに懲罰を与えることになる。あなたがたのわたしを裏切る心は変わりようがないからである。

『神の出現と働き』「極めて深刻な問題――裏切り（２）」（『言葉』第1巻）より編集


381 どのような人が救いようがないのか

1 救われるかどうかは、どれほど年長であるかや、何年間働いてきたかによって決まるものではなく、ましてやどれほどの経歴を積み重ねてきたかによって決まるものでもない。そうではなく、追求が実を結んだかどうかによるのである。何年も街中をぶらついてきたからといって、何の意味があろうか。あなたの証しはどこにあるのか。あなたの神への畏敬の念は、自己愛や好色な欲望よりもはるかに小さい。このような人は堕落者ではないのか。そのような人が、どうして救いの見本、模範となれるというのか。あなたの本性は矯正のしようがなく、あなたはあまりに反逆的で救いようがない。そのような人は排除されるのではないのか。わたしの働きが終わるのは、あなたの終わりの日が到来するときではないのか。

2 わたしはあなたがたのもとで多くの働きを行い、多くの言葉を語ってきたが、そのうちのどれほどが本当にあなたがたの耳に入ったのか。そのうちのどれほどに従ってきたのか。わたしの働きが終わるときは、あなたがわたしに対抗しなくなるときであり、わたしに立ち向かわなくなるときである。わたしが働いていても、あなたがたは常にわたしに逆らい、決してわたしの言葉に従わない。わたしはわたしの働きを行うが、あなたはあなたの「働き」をして、自分の小さな国を作り上げている。あなたがたは狐や犬の群れでしかなく、すべてをわたしに反抗して行なっている。そしていつも、自分を一心に愛してくれる者を自分の腕の中に引き入れようとしている。あなたがたの畏敬の念はどこにあるのか。あなたがたのすることはすべてが欺瞞である。従順も畏敬もなく、することはみな欺瞞と冒涜に満ちている。そのような人が救われることができるのか。

3 今日、この真理、この道、このいのちはあなたがたを惹きつけない。その反面、あなたがたは罪深さや金や地位や名声や利益に、肉の楽しみに、男の格好良さや女の魅惑に惹きつけられている。あなたがたはどんな資格があって、わたしの国に入れるというのか。あなたがたの姿は神の姿より偉大で、地位は神の地位よりも高く、人々の間での威信は言うに及ばず、あなたがたは人に崇められる偶像となっている。大天使になったのではないのか。人の結末が明らかにされるときは、救いの働きが終わりに近づくときでもあり、あなたがたの多くは救いのない屍となっており、排除されなければならない。

『神の出現と働き』「実践（７）」（『言葉』第1巻）より編集


382 あなたの結末はどうなるのか

1 それは、万物の終わりが近く、天と地にあるすべてが終結に至ったからである。どうして人間が己の存在の終結の日を逃れられようか。どうして神を畏れ敬い、神の現れを待ち焦がれている者たちが、神の義が出現する日を見られないのか。彼らがその善ゆえの最後の報酬を受けられないということが、どうしてあるのか。あなたは善を行う人なのか。それとも悪を行う人なのか。あなたは義なる裁きを受け入れて従う人なのか。それとも義なる裁きを受け入れて呪われる人なのか。光の中にある裁きの座の前で生きているのか。それとも闇に覆われたハデスで生きているのか。自分の終りが報酬を受けることになるのか、それとも罰を受けることになるのかを一番はっきり知っているのは、あなた自身ではないのか。神が義であることを一番はっきり知り、最も深く理解しているのは、あなたではないのか。それでは、あなたの行いと心は一体、どのようであるのか。あなたは、わたしのためにどれほどの犠牲を払ったのか。どれほど深くわたしを礼拝するのか。わたしに対して自分がどのようにふるまっているかをあなた自身が一番よく知っているのではないのか。自分が最終的にどのような結末を迎えるのかを、あなたは他の誰よりも良く知っているはずである。

2 わたしは、まことにあなたに告げる。わたしは人類を創造し、あなたを創造しただけである。わたしはあなたがたをサタンに手渡さなかった。あなたがたを意図的にわたしに逆らわせ反抗させて、そのためにわたしに罰されるように仕向けもしなかった。これらの災難や苦しみを招いたのは、あなたがたの心があまりにも頑なで、あなたがたの行いが極めて下劣であるからではないのか。だから、あなたがたが迎える結末は、自分自身が決定するものではないのか。自分がどのような最後を迎えるのかを、あなたがたは内心、他の誰よりもよく知っているのではないのか。わたしが人を征服する理由は、人を暴露するためである。またそれは、あなたの救いを確かなものにするためでもある。それは、あなたに悪を行わせるためでもなく、あなたを意図的に破滅の地獄に向かって歩ませるためでもない。その時が来れば、あなたの大いなる苦しみ、泣き叫び、歯ぎしりはすべて、あなたの罪ゆえではないのか。したがって、あなた自身の善あるいは悪が、あなたを最も正しく裁いてくれるのではないのか。それがあなたの終りがどうなるのかを示す最良の証拠ではないのか。

『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」（『言葉』第1巻）より編集


383 誰が神の光の到来から逃れられるのか

1 昏睡状態にある人類は、わたしの雷鳴のとどろく中、はじめて夢から醒める。目を開くと、多くの人は冷たい光が激しく輝くせいで目を痛め、方向感覚を失い、どこから来て、どこへ行くのかわからなくなる。ほとんどの人はレーザーのような光線に打たれ、嵐の中に折り重なるように倒れてしまう。彼らの体は激しい流れにさらわれ、あとかたも残らない。光の中、生存者はついにわたしの顔をはっきりと見ることができる。そのときはじめて、わたしの外貌の幾分かを知る。それゆえ、わたしがまた彼らの肉を罰し、呪うのではないかと深く恐れて、もはやわたしの顔をまともに見ようとしない。

2 多くの人が泣き叫び嘆き悲しむ。多くの人が絶望にくれる。多くの人が川のように血を流す。多くの人があてどなく漂う死体となる。多くの人が光の中に自分の場所を見出し、長い年月の不幸を思い、突然胸に痛みを覚え、涙を流す。多くの人が光のために、自らのけがれを告白し、自己を改めようと誓わずにはいられなくなる。多くの人が失明し、生きる喜びもすでに失い、そのため、もはや光に気づきもせず、よどんだままで終わりの時を待つ。そして、多くの人が生活の帆を揚げ、光の導きの下、明日を待ち望む。……今日、人類の誰がこの状態にいないというのか。わたしの光の中に誰がいないというのか。たとえ強くても、あるいは弱くても、わたしの光の到来をどうして免れることができようか。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十三章」（『言葉』第1巻）より編集


384 神への信仰の本当の意味

1 神を信じている人はたくさんいるが、神への信仰とは何を意味するか、神の心に従うためには何をしなければならないかを理解している人はほとんどいない。人々は「神」という言葉や「神の働き」のような語句はよく知っているが、神を知らないし、ましてや神の働きなど知らないからである。それなら、神を知らないすべての人々がでたらめな信仰に取りつかれているのは無理もない。人々は神への信仰を真剣には受け止めない。なぜなら神を信じることは彼らにとってあまりにもなじみのないものであり、あまりにも不慣れなことだからである。これでは、彼らが神の求めに応えることなどできない。言い換えれば、人々が神を知らなければ、神の働きを知らなければ、神に使われるには適さないし、ましてや神の望みに応じることなどできない。

2 「神への信仰」とは神の存在を信じることを意味し、これは神に対する信仰の最も単純な考えである。さらに、神の存在を信じることは、真に神を信じることと同じではない。むしろそれは強い宗教的含みを持つ単純な信仰である。神への真の信仰とは、神はすべてのことに支配権を持つという信念に基づいて神の言葉と働きを経験することを意味する。堕落した性質から解放され、神の望みに応じ、神を知ることができる。そのような道程を経てのみ、神を信じていると言える。しかし、人々はしばしば神に対する信仰を、何か単純で取るに足らないものだと考える。このような形で神を信じる人は、神を信じることの意義を失っており、最後の最後まで信じ続けるかもしれないが、神の承認を得ることは決してない。なぜなら、彼らは間違った道を歩んでいるからである。

3 今日でも、文字上でだけ、空しい教義上でだけ神を信じている人々がいる。彼らは自分たちの信仰には本質がないことや、自分たちが神の承認を得られないことに気が付かず、依然として平安と神からの十分な恩恵を願って祈っている。わたしたちは立ち止まって次のように自問するべきである。神を信じることは本当に地上で最も容易なことなのだろうか。神を信じることは神から十分な恩恵を得ることでしかないのだろうか。神を信じているが神を知らない人々、神を信じているが神に反抗している人々は本当に神の望みを満たすことができるのだろうか。

『神の出現と働き』「序文」（『言葉』第1巻）より編集


385 神の采配の背後にある人のための目的

1

もし神の支配を信じているなら

偶然は一つもないと知るべきだ

神は全てを定めている

何のためか 神の最終目標は何か

それはあなたを暴くのではなく

完全にして救うことなのだ

どのように神はあなたを完全にし、救うのか

それはあなたの堕落、性質、本質欠点を示すことによる

それらについて知れそうすれば捨て去れる



2

どのようにこの機会をとらえるか　

学び とらえるべきものだと知れ

いがみ合いや口論をせず　また抗うな

神があなたのために定めた全てのことに反論するなら

真理へ入りにくくなるだろう

どのように神はあなたを完全にし、救うのか

それはあなたの堕落、性質、本質欠点を示すことによる

それらについて知れそうすれば捨て去れる



3

従い、求め、祈り、神の前に来たれ

あなたの心境は変化し

真理が内面に造られるだろう

あなたは進歩し命の状態は変わるだろう

これが現実となる時

あなたは成長し命をもたらすだろう

どのように神はあなたを完全にし、救うのか

それはあなたの堕落、性質、本質、欠点を示すことによる

それらについて知れそうすれば捨て去れる



『終わりの日のキリスト講話集』「真理を得るには、近くの人や出来事や物事から学ばなければならない」（『言葉』第3巻）より編集


386 信仰において人が持つべき目的

1

神への信仰とは

神の言葉をいのちの現実として受け取り

神を真に愛するために

神の言葉から神を知ること

より明確に言うと

神に従い 神を愛し

神の被造物が為すべき本分を尽くすこと

これが神への信仰の目的

信仰で保つべきことは

神の愛らしさ 神が敬うに値すること

神が被造物をどのように救い完全にするのかを知ること

神を信じることは

奇跡やしるしを見るために何かをしたり

自分の肉のためであってはならない

神を知り従えるよう追い求めること

ペテロのように

死に至っても神に従うことが成し遂げること



2

神への信仰とは

自然のままの肉の生活から神を愛し

神の存在の中にある生き方へと変えられること

それはあなたがサタンの支配から脱して

神の守りと配慮のもとに生き

肉への従順ではなく

神への従順に達すること

神に心を捉えてもらい完全にされ

サタンの堕落から脱すること

神への信仰とは

神の力と栄光があなたに現れること

神を信じることは

奇跡やしるしを見るために何かをしたり

自分の肉のためであってはならない

神を知り従えるよう追い求めること

ペテロのように

死に至っても神に従うことが成し遂げること

それは神の力と栄光があなたの中に現れ

神の意志を行い

神の計画を成し遂げるため

そうすればサタンの前で神を証しできるだろう



『神の出現と働き』「すべては神の言葉が達成する」（『言葉』第1巻）より編集


387 信仰への鍵は神の言葉を命の現実として受け入れること

1

神を信じるということは

不思議やしるしを見るためではなく

自分の肉体のためでもなく

神を理解することを追求し

出来る限り神に従うこと

ペテロのように死ぬまで神に従いなさい

これが今達成すべきこと

神を信じるということは

神の言葉を命の現実として受け入れること

神の言葉を実行し

自身で実践しなさい

それが神の目標の達成



2

神の言葉を食べ飲むことは

神を知り満足させるため

神の言葉を食べ飲むことは

神について多く認識するため

その時初めて神に従い 愛すことが出来る

それを神への信仰の目標とするべきことだ

神を信じるということは

神の言葉を命の現実として受け入れること

神の言葉を実行し

自身で実践しなさい

それが神の目標の達成



3

神への信仰とは神によって完全にされ

神への忠誠を追求すること

不満なく神に従い 全ての望みを心に留め

ペテロのような背格好ならば

信仰は成功し あなたは神のものとなる

不思議としるしを見るだけならば

信仰の観点は間違っている

神を信じるということは

神の言葉を命の現実として受け入れること

神の言葉を実行し

自身で実践しなさい

それが神の目標の達成



『神の出現と働き』「すべては神の言葉が達成する」（『言葉』第1巻）より編集


388 真理の実践が神への信仰の鍵

1 神を信じる鍵は、真理を実行に移すこと、神の心を思いやり、神が受肉して来た時、神が人間に行なう働きと、神の語る言葉の原則を知ることだ。大衆に従ってはならない。自分が何をなすべきかについて信条がなければいけない。そして、それを堅持することだ。神によって明示された、あなたの内にあるものを堅持することが、あなたの助けとなる。もしそうしなければ、あなたは今日は道を逸れて、明日は別の方向に逸脱し、本当のものは何も得られないだろう。これでは、あなたのいのちに何の益もない。

2 神を信じ、神に関する認識を追求するのは、容易なことではない。それは、ただ寄り集まって説教を聞くだけでは達成されないし、熱情だけでは完全になれない。あなたは、経験し、知り、原則に基づいて行動し、聖霊の働きを獲得しなければいけない。経験を積めば、多くのことを判別できるようになる――善悪、正邪、何が血肉によるもので何が真理によるものであるかを区別できるようになるだろう。あなたは、こうしたことの区別ができなければいけない。そうすれば、どういう状況にあっても、迷うことはないだろう。これのみが、あなたの真の霊的背丈なのだ。

『神の出現と働き』「神とその働きを知る者だけが神の心にかなう」（『言葉』第1巻）より編集


389 全人類は神を礼拝すべき

1

神への真の信仰は

救いに関することでも

良い人であることでも

人間らしさを得ることでもない

それは神の存在を信じること以上のもので

神は真理、道、いのちであり

ただそれだけだと知ること以上のもの

あなたが神を受け入れ

神が万物の支配者で

創造主で、全能で、唯一無二で

至高であることを知るだけではない

真の信仰とはそれ以上のものなのだ

神の思いはあなたのすべてと

心を神にささげること

そして神に従い

ついて行くことである

あなたは神に使ってもらい

喜んで神に仕えるべきだ

そして神のためどんなことでもすべきだ



2

神を信ずるべきなのは

選ばれた民だけではなく

全人類が神を礼拝し

神を心に留め 従うべきである

なぜなら全人類は神の被造物だから

神の思いはあなたのすべてと

心を神にささげること

そして神に従い

ついて行くことである

あなたは神に使ってもらい

喜んで神に仕えるべきだ

そして神のためどんなことでもすべきだ



『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


390 信者のための行動原則

自分自身を見つめ、すべての行いにおいて義を実践しているかどうか、そしてすべての行動が神の監視を受けているかどうかを確かめなさい。これは神を信じる者が物事を行う際の原則である。神を満足させられること、神の世話と保護を受け入れることによって、あなたがたは義であるとされる。神の目から見れば、神の世話と保護、そして神に完全にされることを受け入れ、神のものとされるすべての人が義であり、神はそれらの人を皆かけがえのないものとみなす。神の現在の言葉を受け入れれば受け入れるほど、神の心意を受け取り理解することができるようになり、それによりさらに神の言葉を生き、神の求めを満たすことができるようになる。これがあなたがたに神が委ねる任務であり、あなたがたの誰もがこれを成し遂げることができなければならない。

『神の出現と働き』「悪人は必ず罰を受ける」（『言葉』第1巻）より編集


391 神への信仰において優先すべきもの

神が為すことを把握し

神の側に立って

神の言葉によってものを見よ

そうすればあなたの観点は正しくなる



1

あなたのどんな行いも

神との正常な関係という量りで調べよ

神との関係が正常で

あなたの意図が正しいなら、行え

神との正常な関係を保つため

どんな損失も恐れるな



2

あなたの中でサタンが優勢になり

サタンの手に弄ばれ

笑いものにされることがないよう決意することは

神との関係が正常なしるし

それは肉のためではなく

霊の平安のためだ

それは聖霊の働きを得て

神の意志を満たすということなのだ

神を信じる者は

神との良い関係を築くことを優先すべきだ

これは最も重要な務め

人生で一番大切なことと

皆が見なすべきだ



3

正しい状態に入るため

あなたは神との強い関係を築くべきだ

神への信仰の見方を正せ

それは神があなたを獲得し

あなたの中に神の言葉の実を現し

さらに啓示を与えるためだ

そうすれば正しい道に進めるだろう



4

神の今の言葉を食べ、飲み続けよ

今の聖霊の働きの道に入れ

古い習慣ややり方ではなく

今の神の要求に従い行動すれば

神との関係は正常になり

神を信じる正しい道を歩むだろう

神を信じる者は

神との良い関係を築くことを優先すべきだ

これは最も重要な務め

人生で一番大切なことと皆が見なすべきだ



『神の出現と働き』「あなたと神との関係はどのようなものか」（『言葉』第1巻）より編集


392 神を畏敬する心で神を信じるべき

1 神への信仰において、人間に神を敬い畏れる心と神に従順な心がなければ、神のために働くことができないだけでなく、反対に神の働きを阻害し、神に反抗する者となる。神を真に信じる人の心には常に神がいて、内には神を敬い畏れる心、神を愛する心が常にある。神を信じる人は注意深く慎重に物事を行い、すべての行動が神の要求に従い、神の心を満たせるものでなくてはならない。強情であってはならず、自分が望むままに行動してはならない。そのようなことは聖徒としての作法に不適である。

2 神を信じながら、神に従うことも神を敬い畏れることもせず、代わりに神に反抗することは、信者にとって最大の恥辱である。人間は神の旗印を誇示してあちらこちらを暴れ回ったり、いたるところで虚勢を張ったり、詐欺を働いたりしてはならない。これは最も反逆的な行為である。家族には決まりがあり、国家には法律があるのだから、神の家ではなおさらのことではないか。その基準はさらに厳格ではないのか。さらなる行政命令があるのではないか。人間には好きなことを行う自由があるものの、神の行政命令を思いのままに変えることはできない。神は人間による背きを許さず、人間を死に至らしめる神である。人はこのことをまだ知らないのか。

『神の出現と働き』「真理を実践しない人への警告」（『言葉』第1巻）より編集


393 信仰において聖霊の導く道を歩みなさい

1 あなたがたはまだ神の信者としての道のりのごくわずかしか歩んでおらず、未だに正しい道のりに入っていない。そのため、まだ神の基準を満たすにはほど遠い。現在のあなたがたの霊的背丈は神の要求を満たすには不十分である。あなたがたの素質と堕落した本性のせいで、あなたがたは常に神の働きを不注意に扱い、真剣に扱わない。これがあなたがたの最も深刻な欠点である。

2 聖霊の歩む道を見極めることは誰にもできない。あなたがたのほとんどはそれを理解せず、はっきり見ることもできない。さらに、あなたがたのほとんどはこれをまったく気に留めることもなく、ましてや心に留めることなどない。もしこのようであり続け、聖霊の働きを知らないまま生きるならば、神の信者としての歩みは無駄である。なぜならあなたがたは神の心を満たそうとして最善を尽くすことなく、神としっかりと協力しないからである。神があなたに働きかけなかったわけでもなく、聖霊があなたを動かさなかったというわけでもない。あなたがたがあまりに不注意で聖霊の働きを真剣に捉えていないのである。今すぐにでもこの状況を逆転させ、聖霊が人を導く道を歩むべきである。

3 この「聖霊が導く道」というのは、霊において照らしを得ること、神の言葉を認識すること、進む道が明らであること、一歩ずつ真理に入っていけること、神をさらに知るようになることである。聖霊が人を導く道とは、基本的に、神の言葉についてのさらに明確な理解に向かう道であり、そこにはずれや誤解がなく、またその道を歩む人はその道に沿ってまっすぐに進んでいく。これを達成するには、神と調和して働き、実践するべき正しい道を見出し、聖霊の導く道を歩む必要がある。つまり、神があなたがたに要求することを満たすために何をするべきか、そして神への信仰の正しい道に入るためにどのように振る舞うべきかということである。

『神の出現と働き』「正常な霊的生活は人を正しい道へ導く」（『言葉』第1巻）より編集


394 神への信仰を第一にするべきだ

1

もしもあなたが苦しみに耐えず努力しないなら

たとえ神を信じたくても

また神を得て 神を満足させたくても

これらを成し遂げることはできない

あなたはたくさんの説教を聞いたが

それでも言葉があなたのものであるとは限らない

それらを吸収し

自分のものに変えなければならない

もしもあなたがそれが人生で最高のものであり

飲食や着るものや地上の何よりも大切だと知ったなら

その時初めて

あなたは神への信仰から何かを得ることができる



2

これらの言葉をあなたの命と生活に適用し

あなたの生き方においてあなたを導かせ

本当の価値と意味をあなたの命にもたらしなさい

その時 これらの言葉を聞く価値があるだろう

もしも神の言葉があなたの生活に

好転と価値をもたらさないなら聞く意味はない

もしもあなたがそれが人生で最高のものであり

飲食や着るものや地上の何よりも大切だと知ったなら

その時初めて

あなたは神への信仰から何かを得ることができる



3

もしもあなたが時間のある時だけ信じ

信仰に全ての注意を払わず

ただ乱雑な働きで済ましているなら

得るものは何もない

もしもあなたがそれが人生で最高のものであり

飲食や着るものや地上の何よりも大切だと知ったなら

その時初めて

あなたは神への信仰から何かを得ることができる



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 X.」（『言葉』第2巻）より編集


395 真の信者の責任

1

本当に良心があるなら

重荷と責任感をあなたは持たなくてはならない

たとえ征服されようと

完全にされようと

しっかりこの段階の証しを担いなさい

神の被造物として

全く神に征服されて

最終的に神を満足させ

愛をもって神の愛に報い

神に全く献身する

それは人の責任だ

これが尽くすべき本分

彼らが負うべき重荷

この任務を果たすべきだ

こうして彼らは神の真の信者になる



2

この働きをみな経験し

もし人が征服され

そして真の認識を持つなら

前途や運命に関わらず

彼らは従順になれるだろう

こうして神の偉大な働きは全て実現するだろう

神の被造物として

全く神に征服されて

最終的に神を満足させ

愛をもって神の愛に報い

神に全く献身する

それは人の責任だ

これが尽くすべき本分

彼らが負うべき重荷

この任務を果たすべきだ

こうして彼らは神の真の信者になる

人の、人の責任

神に与えられた人の責任

神の真の信者

人が果たすべき責任

この任務を果たすべきだ

こうして彼らは神の真の信者になる



『神の出現と働き』「実践（３）」（『言葉』第1巻）より編集


396 神は人が真の信仰を持つことを願う

1

神は常に人に厳しさを求める

もしあなたの忠誠心が条件付きなら

神はその「忠誠心」を欲しない

神はわざと神を欺いたり

神に要求ばかりする人を嫌う

神が人に望むのは忠誠を誓い

誰にもまして神に忠実で

全てを信仰のために行い

信仰という一語を証明すること



2

あなたが神を喜ばせようとして

用いる甘い言葉を神は軽蔑する

神はいつも誠実にあなたを扱う

あなたが真の信仰をもって

神の前でふるまうことを望む

神が人に望むのは忠誠を誓い

誰にもまして神に忠実で

全てを信仰のために行い

信仰という一語を証明すること



『神の出現と働き』「あなたは本当に神を信じる人なのか」（『言葉』第1巻）より編集


397 神への信仰とは神を知ろうとすること

1 換言すると、何を求めようと、それは全て神に完全にされるため、神の言葉を経験するため、神の心を満足させるためである。何を求めようと、それは全て神の美しさを見出すためであり、現実の経験において実践する道を求めるためであり、その目的は反抗的性質を払拭し、自身の中で正常な状態を実現し、神の心に完全に一致できるようになることであり、それで正しい人間となり、あらゆる行いにおいて正しい動機をもつようになる。あなたがこうしたことを全て経験する理由は、神を知り、いのちの成長を達成するためである。

2 あなたが経験するのは神の言葉であり、実際の出来事であり、また周囲にある人や物事であるが、最終的にあなたは神を知り、神に完全にされることができる。現在、あなたが求めているのが神による完全化であろうと、神のために証しすることであろうと、全体的に見ると、それは全て最終的に神を知るためである。それはあなたの中で神が行う働きが無駄にならないようにするため、あなたが最終的に神の現実性を知り、神の偉大さを知り、そしてさらに、神の謙りと隠秘性を知り、神があなたにおいて行う多くの働きを知るためである。

『神の出現と働き』「実践に集中する者だけが完全にされることができる」（『言葉』第1巻）より編集


398 信仰において神を愛そうとするべき

1 神に仕える者は、神のためにどう苦しむべきかを知るだけでなく、それ以上に、神を信じる目的は神への愛を追い求めることだと理解しなければならない。神があなたを用いるのは、単にあなたを精錬したり、苦しませたりするためでなく、むしろあなたが神の業を知り、人生の真の意義、とりわけ、神に仕えることが容易な業ではないことを知るようにするためである。神の働きを体験することは、恵みを享受することでなく、むしろ神に対する自分の愛のために苦しむことに関係している。あなたは神の恵みを享受しているのだから、神の刑罰も享受しなければならない。そのすべてを経験しなければならないのである。あなたは自分の中における神の啓きを経験できるが、自分に対する神の取り扱いと裁きも経験できる。このように、あなたの経験は包括的なのである。

2 神はあなたに裁きと刑罰の働きを行なった。神の言葉はあなたを取り扱ったが、それだけでなく、あなたを啓いて照らしもした。あなたが否定的かつ弱くなったとき、神はあなたのことを心配している。この働きはどれも、人間に関するすべてのことが神の指揮下にあることをあなたが知るようにするためである。あなたは、神を信じるとは苦難を受けること、または神のためにありとあらゆることを行なうことだと考えているかもしれないし、神を信じる目的は自分の肉が平和であるため、人生において万事が順調に進むため、あるいは自分があらゆることにおいて快適かつ気楽でいられるためだと思っているだろう。しかし、これらの目的はどれも、神への信仰に付随させるべきではないものである。あなたがそうした目的のために信じているのであれば、あなたの見方は誤りであり、あなたが完全にされることは不可能である。

3 神の業、神の義なる性質、神の知恵、神の言葉、そして神の不思議と計り知れない性質は、どれも人々が認識すべきことである。そうした認識をもち、またそれを使うことで、自分の個人的な要求、希望、および観念を心の中から残らず取り除きなさい。これらのことを排除して初めて、あなたは神から求められる条件を満たすことができる。そうすることでのみ、あなたはいのちを得、神を満足させられるのである。神を信じる目的は、神を満足させ、神が求める性質を生きることで、神の業と栄光がこの無価値な人々の集団を通じて示されるようにすることである。これが神を信じる正しい観点であり、あなたが追求すべき目標でもある。

『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」（『言葉』第1巻）より編集


399 神を信じる道とは神を愛する道

神を信じる道は神を愛する道

神を信じるなら 神への愛を持つべきだ



1

神を愛するということは

ただ神の愛に報い

良心から神を愛することではなく

純粋に愛するということだ

良心では神への愛は目覚めない

神の美しさを感じると

あなたの霊は神に触れ

あなたの良心は本来の役割を果たすだろう



2

人の霊が神に動かされ

その心に認識が得られると

人は経験を得た後に

良心から神を愛せる

良心による愛は間違いではないが

それは次元の低い愛であり

神の恵みを公正に扱うだけ

霊的成長を促しはしない

神への真の愛は心の底から来る

その愛は神への真の認識に基づく



3

人が聖霊の働きを得て

神の愛を見てそれを味わい

神について認識するなら

神を真に愛せるようになる

神が愛されるに相応しい方で

またどんなに愛おしい方か分かれば

その時 人ははじめて神を真に愛することができる



4

神を理解しない

人の愛は観念や好みからのもので

それは真実の愛ではなく

心からのものでもない

人が神を理解するということは

心が神に向くということだ

心からの愛は真実で自発的

そんな人だけが心で神と一つになる

神への真の愛は心の底から来る

その愛は神への真の認識に基づく



『神の出現と働き』「神への真の愛は自発的なものである」（『言葉』第1巻）より編集


400 神を信じる者が探し求めるべきこと

1

神はどれだけ業を為しただろうか？

あなたはどれだけ体験し味わっただろうか？

神はあなたを試し、訓練し、業を行っている

神によって完全にされることを追求する者として

神の行いを表し、経験を分かち合い

業を為すために自分を捧げられるのか？

神の業を表すことを追い求め

神を表現し明示する者になりなさい

そして神に用いられるにふさわしい者となりなさい



2

証しするには経験と知識と苦難を通して

神の行いを表しなさい

これを探し求めれば神はあなたを完全にするだろう

あなたが神の恵みを得るためだけに

神によって完全にされることを求めるなら

それは神への信仰の見方が不純である証拠だ

神の業を表すことを追い求め

神を表現し明示する者になりなさい

そして神に用いられるにふさわしい者となりなさい

あなたは実生活の中で神の行いを見つけ出す方法や

神が意志を示す時 神を満足させる方法を探すべきだ

あなたは神が起こす奇跡と神の知恵を証しすることを求め

神の訓練と扱いの成果をどう示すかを学ぶべきだ



3

あなたの愛が栄光にあずかるためなら

神の要求に達することはないだろう

神の行いを証しし、その業を体験しなさい

痛みであれ、涙や悲しみであれ

全てのことを実践の中で体験しなさい

神の証し人となるため、務めを果たさなければならない

神の業を表すことを追い求め

神を表現し明示する者になりなさい

そして神に用いられるにふさわしい者となりなさい



『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」（『言葉』第1巻）より編集


401 神を信じる意義はとても奥深い

1 どれほど長く神を信じてきたとしても、あなたがたはまだ神を信じる意義をあますところなく理解していません。実は、神を信じる意義はとても深遠なので、人がそれを理解することはできません。最後、人々の内にあるサタン的なもの、人々の本性から来るものが変化しなければならないのであり、真理の要求することと両立するようにならなればいけないのです。そうすることでのみ本当に救いを得ることができます。あなたが宗教にいたときにしていたように、ただ教義の言葉をまくしたてたり、スローガンを叫んだりしても、また二、三の善行を行い、それよりほんの少しだけよい振る舞いを見せ、何らかの罪、何らかの明らかな罪を犯さなかったとしても、神を信じる正しい道に踏み出したことは意味しません。

2 規則に従えることは正しい道を歩いていることを指していますか。本性の中にあるものが変わっていなければ、結局まだ神に抵抗して背いているなら、それがあなたの最大の問題です。神への信仰の中でこの問題を解決しないなら、救われたとみなされることができますか。わたしはこう述べることで何を意味していますか。神への信仰は神の御言葉から、神から、また真理から切り離せられないことを、あなたがたすべてに心から理解させるためです。あなたは道をうまく選び、真理に努力を注ぎ、神の御言葉に努力を注がなければなりません。ただ生半可な認識や、多少の理解を得ただけで、それで済んだと考えてはいけません。自らを傷つけるだけです。

3 人は神への信仰において逸脱してはいけません。心に神がなく、本を手にしてざっと見るだけで、心の中に神の居場所をあけていなければ、結局その人は終わりです。「人間の神への信仰は、神の御言葉から切り離せない」と「神への信仰は神から切り離せない」という言葉と矛盾していますか。心の中に神の御言葉がなければ、どうやって心に神をもつことができますか。神を信じながら、神も、神の御言葉も、神のお導きも心になければ、あなたは完全に終わりです。

『終わりの日のキリスト講話集』「神への信仰では、正しい道を選ぶことが何よりも重要である」（『言葉』第3巻）より編集


402 真の信仰を持つ者だけが神の承認を受ける

1

モーセが岩を打って

神の恵みの水が溢れ出た時

それは信仰によって起きた

ダビデがヤーウェを讃えるため

音楽を奏でた時

ダビデの心は喜びで満ちあふれていた

それは信仰によって起きた

ヨブが家畜や財産を失い

身体が腫物で覆われた時

それは信仰によって起きた

それでもなおヤ－ウェの声を聞き

神の栄光を感知できた時

それは信仰によって起きた

他の何ものでもない

ただ単に信仰によって起きた



2

ペテロがイエスに従い

十字架に釘付けにされながらも

栄光ある証を述べた時

それは信仰によって起きた

終わりの日の啓示や

人の子の栄光の姿をヨハネが見た時

それは信仰によって起きた

業を行うため神が肉となり戻ることを

異邦人が知る時

それも信仰によって起きる

多くの人は信仰があるため

神の言葉に打たれ救われる

それは信仰によって起きた

他の何ものでもない

ただ単に信仰によって起きた

それは信仰によって起きた

他の何ものでもない

ただ単に信仰によって起きた

ラララ……



『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」（『言葉』第1巻）より編集


403 あなたは信仰ゆえにとても多くのものを得た

裁きの過程の中

神の創造の行く末と

創造主は愛されるべきことを知る

征服の働きにおいて

人生を完全に理解して

あなたは神の腕を見る



1

この征服において

あなたは「人間」の真の意味を知り

人生の正しい道を得る

神の義の性質 美しい栄光を見て

人の起源全てを学び

「不朽の歴史」を知る

「信仰」の言葉で大いに裁かれ呪われるが

真の信仰と最も真実で貴重なものを

あなたは得ている

真の信仰ゆえに



2

この征服において

あなたは先祖と堕落の元を知り

相応しい祝福・不運を得る

喜びと慰め

終わりなき懲らしめ・訓練

創造主から被造物への叱責を受ける

「信仰」の言葉で大いに裁かれ呪われるが

真の信仰と最も真実で貴重なものを

あなたは得ている

真の信仰ゆえに



3

全ては小さい信仰のゆえでないか

一度会得をすれば成長する

あなたは多くのものを得たのではないか

それが真実 信仰ゆえに



『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」（『言葉』第1巻）より編集


404 神の信者が得るべき最も大事なもの

1 では、神は自身のいのちを無償で人に与え、それが人のいのちになるようにしたと言えるでしょうか。それなら、人が神から得たものは何ですか。人が神から得たのは空虚な言葉でなく、神のいのちなのです。人が神から得るものは非常に貴重であり、しかも神はその何よりも貴重なものを人に授けながら、何も得ないのです。最大の受益者は人間です。人間の受け取る分が最も多く、人間が最大の受益者なのです。

２人が得たこのような素晴らしい恩恵を、人が神から与えられたと想像する約束や、人が望む幸運を比べるとき、人が最も必要とするのはどちらですか。祝福への願望と、神から授けられたいのちを真に生きることと、どちらがより重要ですか。神に嫌われ、捨てられ、罰されないよう、あなたが神の前に出て真に崇拝できるのは何のおかげですか。あなたが永遠に生きられるのは何のおかげですか。

３　神がもたらすいのちを受け入れることでのみ、あなたは自分の命を救えます。そのいのちを得れば、あなたの命は限りないものになります。それが永遠のいのちです。神からもたらされるいのちを得ていない人は必ず死を迎え、その人の命は限りあるものです。限りある命を永遠のいのちと呼べますか。あなたは神から永遠のいのちを得ます。祝福を求める願いがその代わりになり得ますか。その人を死から救えますか。

『終わりの日のキリスト講話集』「人間は神の経営計画の最大の受益者」（『言葉』第3巻）より編集


405 これが神への真の信仰なのか

1 人はただ恵みの獲得と平安の享受を信仰の象徴と見なし、祝福を求めることが自分の神への信仰の基礎であると考えている。神を知ることを求め、自分の性質の変化を求める人はごく僅かである。信仰において人が求めるのは、自分に適切な終着点と、自分に必要なあらゆる恵みを神が与えるようにさせ、神を召使にし、神に自分との平和で友好的な関係を維持させ、いかなるときも両者の間に決して対立がないようにさせることである。すなわち、聖書で読んだ「わたしはあなたがたのすべての祈りに耳をかたむける」という言葉通りに、人の神への信仰は、神が人のすべての要求を満たすことを約束し、祈り求めるものは何でも人に与えることを要求するのである。人は神が誰も裁かず、誰も取り扱わないことを期待する。神とはいつも憐れみ深い救い主イエスであり、いつでもどこでも人と良い関係を保つ方だからである。

2 いつも臆面もなく神に要求するばかりで、自分が反抗的であろうと従順であろうと、神はなんでも見境なく自分に授けてくれると信じている。絶えず神から「負債を回収」し、神はまったく抵抗せずに「返済」しなければならず、そのうえ二倍の額を払わなければならない。人から何かを得ていようといまいと、神はただ人に操られるだけで、思いのままに人を指揮することはできず、ましてや人の許可なく神が望む時に、長年隠されてきた神の英知や義なる性質を人に現すことはできない。人はただ自分の罪を神に告白し、神はただそれを赦すだけで、そうすることにうんざりもせず、これが永久に続くと信じている。人は神に命令するばかりで、神は自分にただ従うと信じている。あなたがたはいつもこのように信じてきたのではないのか。

『神の出現と働き』「地位の祝福は脇に置き、人に救いをもたらす神の心意を理解するべきである」（『言葉』第1巻）より編集


406 あなたがたの信仰はいったいどのようなものか

1 あなたがたの口は偽りと汚れ、裏切りと傲慢の言葉に満ちている。誠実な言葉をわたしに語ったこともなければ、聖なる言葉もなく、わたしの言葉を経験するにあたり、わたしへの服従の言葉を語ったこともない。最後には、あなたがたの信仰はどのようになるのだろうか。あなたがたの心の中には欲望と富しかなく、あなたがたの頭の中には物質的なことしかない。日々、あなたがたはわたしから如何にして何かを得ようかと計算している。日々、わたしからどれほどの富と幾つの物質的なものを得たかを数えている。日々、さらに多くの、もっと高水準のものを享受できるようにと、あなたがたにさらなる祝福が施されるのを待ちわびている。

2 あなたがたの思考の中にいつ何時も存在するのはわたしではなく、わたしからもたらされる真理でもなく、むしろあなたがたの夫や妻、息子、娘、あるいは食べるものや着るものなのだ。あなたがたは自分が如何にして、より多くの、より良い享楽を得られるかということを考えている。たとえ胃がはち切れんばかりに満腹したところで、あなたがたはやはり屍ではないのか。たとえ外見を豪華に着飾ったところで、あなたがたはやはり、いのちのない歩く屍ではないのか。あなたがたは食べ物のために、髪に白髪が交じるまで懸命に働くが、誰もわたしの働きのために毛一本として犠牲にすることはない。あなたがたは常に、体を酷使し頭を悩ませて、自分自身の肉体のため、息子や娘のために働き詰めだが、あなたがたのうちの誰一人として、わたしの意に憂慮することも気遣いを見せることもない。あなたがたがわたしから、なおも得ることを望んでいるものは何なのか。

『神の出現と働き』「招かれる者は多いが、選ばれる者は少ない」（『言葉』第1巻）より編集


407 長年の信仰から何かを得たか

わたしがなぜ、そして誰のために働きをしたかを知るべきである。あなたの愛にあるものは善なのか、それとも悪なのか。ダビデやモーセがわたしを知っていたように、あなたもわたしを知っているか。アブラハムがわたしに仕えたように、あなたもわたしに仕えるか。あなたは確かにわたしによって完全なものとされた。しかしあなたは、誰を表わしているか、誰と同じ結果を得るのかを知っておくべきだ。そしてわたしの働きを経験することにより、喜びに満ち、収穫の多い人生を送るのか。それは豊かで実り多いものか。あなたは自らを検証すべきである。あなたは長年わたしのために骨折って働いたが、果たして何か得たものはあるだろうか。変化したことや得たものはあるだろうか。困難の代償として、磔になったペテロや、打たれて倒れた時に光を受けたパウロのようになるだろうか。そのようなことを知るべきである。

『神の出現と働き』「人の本質と身分」（『言葉』第1巻）より編集


408 信仰において本当にいのちを捧げたか

1 神への信仰はどうなったのか。あなたは本当に自らのいのちを神に捧げたのか。あなたがたがヨブと同様の試練を受けたなら、今日、神に付き従うあなたがたのうち、揺るぎなく立つことができる者は一人もおらず、みな倒れるであろう。あなたがたとヨブの間には雲泥の差がある。今日自分の資産の半分でも差し押さえられたなら、あなたがたは神の存在さえ否定するであろう。自分の息子や娘が自分から奪い去られれば、不当だと叫びながら町中を走り回るであろう。生活に行き詰まったならば、神に挑んで文句をぶつけようとするであろう。わたしが最初になぜ多くの言葉を語って脅したのかと疑問に思うことであろう。このようなとき、あなたがたはどんなことでもする。

2 このことは、あなたがたがまだ真の識見も真の霊的背丈も得ていないことを示している。したがって、あなたがたの試練は大きすぎる。なぜなら、あなたがたは多過ぎるぐらいに知識はあるが、真に認識しているのは、気づいていることの数千分の一にも満たないからである。単に理解や知識を得ることに留まってはならない。どの程度を本当に実践でき、自分の労苦の汗がどれほどの聖霊からの啓きと照らしに結実し、自分の実践のうち幾つにおいて決意を実現したかを、検討してみるべきである。自分の霊的背丈と実践を真剣にとらえるべきである。神への信仰においては、誰かのために単に上辺だけの身振りをしようとしてはならない。最終的に真理といのちが獲得できるか否かは、あなた自身の追求により決まるのである。

『神の出現と働き』「実践（３）」（『言葉』第1巻）より編集


409 人は神を真に信じていない

1 わたしの何年もの働きのあいだ、人間は多くを得て、多くを捨ててきたが、それでもやはり人間は真にわたしを信じていないとわたしは言う。なぜなら、人間はわたしが神であることを口先では認めるものの、わたしが話す真理には異議を唱え、さらには、わたしが彼らに要求する真理を実践することなどないからである。つまり、人間は神の存在だけを認め、真理の存在は認めない。神の存在だけを認め、いのちの存在は認めない。神の名だけを認め、神の本質は認めない。その熱心さゆえに、わたしは人間を軽蔑している。人間はわたしを欺くために、耳に心地よい言葉を使うだけで、誰一人としてわたしを真に崇拝する者はいないからである。

2 あなたがたの言葉には、蛇の誘惑がある。さらに、それは極端なまでに不遜で、まさに大天使の宣言そのものである。その上、あなたがたの行いは不名誉なまでにぼろぼろに裂けてちぎれている。あなたがたの過度の欲望や貪欲なもくろみは聞くに堪えない。あなたがたは皆、わたしの家の蛾、強い嫌悪をもって捨て去られる対象になった。なぜなら、あなたがたの誰一人として真理を愛さず、それどころか、祝福されることを欲し、天に昇ることを欲し、キリストが地上でその力を振るう荘厳な光景を見ることを欲するからである。しかし、そこまで深く堕落し、神が何であるかを全く知らないあなたがたのような人が、どうして神に従うに値することがあり得ようか。それについて考えたことがあるのか。どうしてあなたがたが天に昇れようか。そのように荘厳な光景、その壮麗さにおいて前例のない光景を見るに値する存在に、どうしてあなたがたが成り得ようか。

『神の出現と働き』「招かれる者は多いが、選ばれる者は少ない」（『言葉』第1巻）より編集


410 あなたがたの信仰はまだ混乱している

1 今日まで多くの人々が躊躇なくわたしについてきた。またこの数年間、あなたがたは大変な疲労に苦しんできた。あなたがたひとりひとりの生来の気質や傾向を、わたしはすみずみまで明確に把握してきた。あなたがたのひとりひとりと関わり合うのはとてつもなく難儀である。遺憾なのは、わたしがあなたがたのことを大いに把握しているというのに、あなたがたはわたしのことを全く理解していないということである。事実、あなたがたはわたしの性質について何も理解せず、ましてやわたしが何を考えているのか洞察することなどなおさらできない。今日、あなたがたのわたしに関する誤解は雪だるま式に膨れ上がり、わたしに対する信仰は混乱した信仰のままである。

2 あなたがたはわたしを信仰しているのではなく、わたしの機嫌をとり、わたしにへつらおうとしていると言うのがより適切だろう。あなたがたの動機は非常に単純である。誰であれ、報いてくれるなら従うし、大きな災難を免れさせてくれるなら信じる。神でもいいし他の何らかの神でもいい。そのどれも自分には関係ない、というのである。このような人はあなたがたの中に大勢おり、この事態は非常に深刻である。もしいつの日か、キリストの実質を理解しているがゆえに彼を信仰しているという人があなたがたのうちどれほどいるかを調べたとしたら、おそらくわたしが納得できる人は一人としていないだろう。

3 したがってこの問いについてくらいは考えてもよかろう。あなたがたの信じる神はわたしと非常に異なっている。ならば、あなたがたの神への信仰の本質とは何か。あなたがたの神なるものを信じれば信じるほど、あなたがたはわたしからさらに逸れていく。ならば、この問題の本質とは何か。あなたがたのうち誰一人としてこのような問いについて考えたことがないのは明らかだが、そのことの重大さが頭に浮かんだことはあるのか。このような形で信じ続けた末の結果を考えたことはあるのか。

『神の出現と働き』「どのように地上の神を知るか」（『言葉』第1巻）より編集


411 神を信じていながら真理を受け入れないことは非信者になること

1 一部の人々は真理を喜ばず、裁きとなればもっと喜ばない。むしろ、人々は権力と富に喜びを見出すのであり、そのような人々は権力の亡者と呼ばれる。彼らはもっぱら、影響力を持つ世界中の宗派や、神学校出身の牧師や教師を探し求める。真理の道を受け入れたにもかかわらず、彼らはどこまでも懐疑的で、自分自身を完全に献げることができない。彼らは神のために犠牲を捧げることについて話しはするものの、その目は偉大な牧師や教師に注がれ、キリストは無視されている。彼らの心は名声、富、栄誉にばかり向けられている。彼らは、そのような取るに足りない人がそれほど多くの者を征服することができ、そのような平凡な人が人を完全にすることができるなどと全く信じない。塵と糞の中にいるこれらのとるに足りない人々が神に選ばれているとは信じないのである。

2 もしそのような人々が神の救いの対象であれば、天と地がひっくり返り、すべての人間が大笑いするだろうと彼らは信じている。彼らは、もし神がそのような取るに足らない人々を完全にするために選んだのであれば、先に挙げたような偉大な人たちは神そのものになると信じている。彼らの考え方は不信仰によって汚れている。実際のところ、不信仰どころか、彼らは、ばかげた獣である。なぜなら、彼らは地位、名声、権力だけに価値を置き、重要視するものは大組織や宗派であるからである。彼らはキリストに導かれる者のことを全く考慮しない。キリストに、真理に、そしていのちに背をむけた裏切り者でしかないのである。

3 いずれにしても、真理を重んじない者はすべて、不信者であり真理を裏切る者であるとわたしは言う。そのような人は決してキリストの承認を得ることはない。あなたのうちにどれほど多くの不信仰があるのか、どれほど多くのキリストへの裏切りがあるのか、あなたは今分かったのか。わたしはあなたに以下のことを熱心に勧める。あなたが真理の道を選んだのだから、誠心誠意献身すべきである。あいまいであったり、気のりのしない態度であったりしてはならない。神は世界にも、一人の人間にも属さず、本当に神を信じ、礼拝し、献身的で忠実なすべての人々に属することを知るべきである。

『神の出現と働き』「あなたは本当に神を信じる人なのか」（『言葉』第1巻）より編集


412 信仰を軽く扱うとどうなるか

1 神への信仰における成功は人の独自の行動の結果として達成されるということを知らなければならない。人が成功せずに失敗するのもまた、本人の行動が原因であり、他の要素には一切の影響はない。神を信じるよりも困難で苦労を伴う事柄を成し遂げるためなら、あなたがたは何でもするであろうし、それを極めて真剣に扱うであろうと思う。それゆえに過ちを許容することさえも嫌うであろう。これがあなたがた全員が自分の人生に注ぎ込んできた絶え間ない努力である。あなたがたは自分の家族であれば欺いたりしないであろう状況において、肉にあるわたしを欺くことすらできる。これがあなたがたの一貫した振る舞いであり、あなたがたが生きる原則である。

2 あなたがたが必要としているのは真理といのちではなく、行動原理でもなく、いわんやわたしが骨折って行う働きでもない。あなたがたが必要としているのは、富や地位、家族、結婚など、すべて肉において持っている物事である。あなたがたはわたしの言葉や働きを完全に軽視しているので、あなたがたの信仰をひとことで概括できる。それは「おざなり」である。あなたがたは自分が絶対的に専心しているものを達成するためなら何もいとうことはない。しかし、神への信仰に関する事のために同様にはしないであろうことをわたしは知った。むしろ、あなたがたは比較的に忠実で比較的に真剣なだけである。最大限に誠実な心のない者は神への信仰における失敗であるとわたしが言うのはこのためである。よく考えなさい。あなたがたのうちに失敗は多くあるのか。

3 最後に、あなたがた全員が自分の終着点のため真剣に努力することを望むが、努力には虚偽的な方法を用いるべきではない。さもなければ、あなたがたにわたしの心は落胆し続けることになる。そして、そのような落胆は何につながるか。あなたがたは自分をごまかしているのではないのか。自分の終着点のことを心配しつつそれを破滅させるのは、最も救いがたい人間である。たとえそのような者が憤慨し怒ったとしても、誰が同情するであろうか。とにかく、わたしは依然としてあなたがたが適切かつ良好な終着点を得ることを願っており、それにもまして、あなたがたのうち誰一人として災いに陥らないことを願っている。

『神の出現と働き』「終着点について」（『言葉』第1巻）より編集


413 神が称賛しない信仰

1 人が神に従えないのは、以前来たものにとりつかれているからである。以前来たものは、神についてのありとあらゆる観念と想像を人々に与え、それらが人々の心における神のイメージになってしまったのである。ゆえに、人々が信じているものは彼ら自身の観念であり、彼ら自身の想像の中の標準である。あなたがもし、今日実際の働きを行なっている神を、あなた自身の想像上の神と比較して推し測るなら、あなたの信仰はサタンに由来するものであり、自分の好みに汚されている。神はこのような信仰を望まない。

2 実績がどれだけ立派でも、どれだけ献身的でも、たとえ神の働きのために一生努力を捧げて殉教しようとも、神はこのような信仰をもつ者を誰も認めない。神は彼らにささやかな恵みを授けるだけで、ほんの束の間、彼らにそれを享受させるだけである。このような人は真理を実践することができない。聖霊は彼らの内では働かず、神は彼ら一人ひとりを順に排除する。老若を問わず、自身の信仰において神に従わず、間違った意図をもっている者は、神の働きに反抗してそれを邪魔する者であり、このような人は間違いなく神によって排除される。

『神の出現と働き』「神への信仰において、あなたは神に従うべきだ」（『言葉』第1巻）より編集


414 神への信仰において人が失敗する理由

1 人が神を信じるために最も基本的なことは、その人が誠実な心を持ち、完全に自分を捧げ、また本当に従うことである。人にとって最も困難なことは、真実なる信仰を得ることと引き換えに、自らの全人生を捧げることだが、それができれば、人は完全なる真理を得ることができ、被造物としての本分を尽くすことが出来るのである。これは、失敗した人たちは会得できないものであり、キリストに出会うことができない人にとっては更に到達できないことなのである。

2 人は、神にそのすべてを捧げることが得意でなく、創造主に対する本分を進んで尽くそうともせず、真理を知ったにも関わらずその道を避けて自分の道を行き、これまで失敗した人の道に沿って追い求め、常に天に背くことで常に失敗し、サタンの誘惑に負け、自らしかけた罠に落ちてしまうのである。

3 人はキリストを知らず、真理を理解し経験することに長けておらず、パウロを過剰に崇拝し、天国に入る欲求だけ強く、キリストが人に従うことを常に要求し、そしてひたすら神に対してもあれこれ指示をする。それだから、偉人と言われる人たちやこの世の苦難を経験した人たちでさえも死を免れず、神の刑罰により死ぬのである。

『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」（『言葉』第1巻）より編集


415 成功するか失敗するかは人の追求次第

1

人は被造物として本分を尽くし

他の選択をせず 神を愛すべき

神は人の愛に値する

神を愛そうとする人は

私益・私欲を求めるべきでない

これが正しい追求の道

あなたの「求め」「実践」が真理なら

もし「性質」が変化するなら

あなたの行く道は正しい

完全にされるか 取り除かれるかは

あなたの追求次第だ

成功するか失敗するかは

あなたの歩む道次第だ



2

もしあなたが肉の恩恵を求め

自分の観念で真理を実行し

自分の性質を変えず

肉なる神に従わず

まだ漠然と生きているなら

あなたが求めていることは

あなたを地獄へ連れてゆくだろう

なぜならあなたの歩む道は

必ず失敗に終わるから

完全にされるか 取り除かれるかは

あなたの追求次第だ

成功するか失敗するかは

あなたの歩む道次第だ



『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」（『言葉』第1巻）より編集


416 真の祈り

1

真の祈りは、心の言葉を神に話すこと

それは神の意志と言葉に基づくもの

そして神を目前に感じ

語るべき多くのことがあること

あなたの心は太陽のように輝き

神の麗しさに心動かされ

聞くものは喜びに満たされる

真の祈りには平安と喜びがある

そして神を愛する力が湧きあがり

神への愛の価値を感じる

これらはみな、あなたの祈りが真である証し



2

真の祈りは形式的なものではない

また手順が決まっているわけでもなく

暗唱するものでもない

そして他人をまねることではない

あなたの心の中にある本音を神に語りかけよ

そうして神があなたに触れるようにせよ

あなたの祈りを効果的にするために

神の言葉を読まなくてはならない

神自身の言葉の中での祈りだけが

啓示をもたらすのだ（Oh…）



3

真の祈りは

神が要求するものを切望する心と

またそれを果たし

神が嫌うものをみな

自分も嫌う意志によって示される

神の言葉を基礎として知識を積めば

神が語る真理はみな明らかになり

強い信仰と実践の道を持つ

これこそが真の祈り

そう、これこそが真の祈り

真の祈りには平安と喜びがある

そして神を愛する力が湧きあがり

神への愛の価値を感じる

これらはみな、あなたの祈りが真である証し

真の祈り

これこそ真の祈り



『神の出現と働き』「祈りの実践について」（『言葉』第1巻）より編集


417 神は人の叫びを聞いて必要なものを与える

神は人を創造した後

彼らに霊を授け、言われた

神に向かって叫ばなければ

神の霊と繋がれず

「天の交信」を地上で受けることは出来ないと

神は人類の叫びに応え 必要なものを与える

はじめは人の中に「住む」のではなく

彼らの叫び故に助けを与える

内なる力を得て彼らは逞しくなり

サタンの意のままにされることはない

人の霊の中に神がおらず

席が空いたままになっていると

サタンのつけ入る隙になるが

人が心で神と触れ合えば

サタンは慌てふためき

急いで逃げだそうとする

神は人類の叫びに応え 必要なものを与える

はじめは人の中に「住む」のではなく

彼らの叫び故に助けを与える

内なる力を得て彼らは逞しくなり

サタンの意のままにされることはない

神の霊とつながっていれば

サタンはあえて干渉しない

サタンが妨害しなければ

人々は普通に暮らせて

神は何にも邪魔されず 人の中で働ける

こうして神が望むことは

全て人類を通して達成される

神は人類の叫びに応え 必要なものを与える

はじめは人の中に「住む」のではなく

彼らの叫び故に助けを与える

内なる力を得て彼らは逞しくなり

サタンの意のままにされることはない

『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第十七章」（『言葉』第1巻）より編集


418 祈りの意義

1

祈りは人が神と結びつき

神の霊を呼び

神に触れられること

祈るほどにあなたは触れられ

啓示を受けて決意を強める

人々は間もなく完全にされる



2

祈らぬ者は霊がなく死んでいる

神が触れることはなく

業に従えない

霊的生活を断ち切った者よ　

神とのつながりも断った

神はもう彼らを認めない



3

祈れば祈るほど

あなたは触れられ

神の啓示を受け　決意を固める

人々は間もなく完全にされる

人々は間もなく完全にされる…

祈れば祈るほど

あなたは触れられ

神の啓示を受け　決意を固める

人々は間もなく完全にされる



『神の出現と働き』「祈りの実践について」（『言葉』第1巻）より編集


419 真の祈りに入るには

1

祈りの時 あなたは神の前で安らぎ

誠実でなければならない

そして真に心を通わせなさい

響き良い言葉で神を騙してはならない

そうすれば心は神の前で静まる

あなたのため決められた環境で

自らを知り 憎み 己を捨てるだろう

そしてあなたは神と正常な関係を持ち

真に神を愛する人となる



2

祈りは神が成就することを中心とする

より大きな啓示を求めなさい

状態・悩みを神の前に持って来て

神の前であなたの決意を告げなさい

そうすれば心は神の前で静まる

あなたのため決められた環境で

自らを知り 憎み 己を捨てるだろう

そしてあなたは神と正常な関係を持ち

真に神を愛する人となる



3

祈りは手順に従うことではなく

あなたの真心で神を求めること

あなたの心を守ってくれるよう神に祈りなさい

そうすれば心は神の前で静まる

あなたのため決められた環境で

自らを知り 憎み 己を捨てるだろう

そしてあなたは神と正常な関係を持ち

真に神を愛する人となる



『神の出現と働き』「祈りの実践について」（『言葉』第1巻）より編集


420 真の祈りの効果

1

正直に歩み

欺きを除くため祈れ

己を清めるために祈れ

祈り 神に触れられよ

さすればあなたの性質は変わるだろう

祈るにつれ人の性質は変わる

霊に触れられるにつれ

彼らはより従い

さらに積極的になるだろう

そして真の祈りで

彼らの心は次第に清められるだろう



2

真の霊的生活は祈りの生活

それは神に触れられる生活

神に触れられる過程とは

あなたが変わり性質が一変すること

祈るにつれ人の性質は変わる

霊に触れられるにつれ

彼らはより従い

さらに積極的になるだろう

そして真の祈りで

彼らの心は次第に清められるだろう



3

生活が霊に触れられなければ

それはただの宗教にすぎない

だが神から光を与えられ

いつも神に触れられたら

あなたは霊的な生活を送るだろう

祈るにつれ人の性質は変わる

霊に触れられるにつれ

彼らはより従い

さらに積極的になるだろう

そして 真の祈りで

彼らの心は次第に清められるだろう



『神の出現と働き』「祈りの実践について」（『言葉』第1巻）より編集


421 聖霊の働きを持つために祈りの中であなたの心にあることを話しなさい

1

誰も神との交わりを欠くことは出来ない

祈りがなければ肉の中で

サタンに束縛されて生きることになる

真の祈りがなければ

闇の中でしか生きられない

神は兄弟姉妹が日々

真の祈りを捧げることを願っている

これは教義への執着ではない

成果を出すことが必要なのだ

神が最低限求めていることは心を開くことだ

もし人が神に心を与え、本音を話すなら

神は喜んで人の中で働くだろう

神が望んでいるのはねじれた心でなく

純粋で正直な心だ

もし人が心を神に話さないなら

神は働かず、人の心を感動させることもない

祈りは極めて大切だ

霊の働きを祈りの中で受ける時

あなたの心は神に動かされ

神への愛の力が湧いてくるのだ

もしあなたが心を込めて祈らず

神に心を開かず

神と交わることをしないなら

神があなたの中で働くことはあり得ない



2

祈りにおいて本音を話すことは最重要だ

欠点や反抗を神に告げ

心を完全に開け

そうすれば神の関心を引くが

そうでなければ神は顔を隠す

神の前で心を静めよ

神からあなたの心をそらせてはならない

新しくより高い見地が得られない時は

退かないよう祈れ

退かないよう祈ることは

為すべき最小限のことだ

皆この現実の中へ入らなければならず

祈りの中で意識的に訓練すべきだ

ただ待つのではなく

自ら霊の感動を求めよ

これこそ真に神を求める者が為すことだ



『神の出現と働き』「祈りの実践について」（『言葉』第1巻）より編集


422 従順と理知に満ちた祈りが大いに重要

1 跪いて祈るときにさえ、人は実態の無い領域において神に語りかけているのですが、その祈りもまた聖霊が働きを行う経路のようなものであることを、はっきりと理解しなくてはなりません。正しい状態で祈り求めるとき、聖霊も同時に働いているのです。これは神と人との、異なる二つの視点からの調和のようなものです。言い換えるならば、人が何らかの問題に対処を神が助けているのです。これは神の前に来たときの人からの協力の一種です。そしてまた、神が人を救い清めるための方法の一種でもあります。さらには、人がいのちに適切に入っていくための道であり、儀式のようなものではないのです。祈りの意義は極めて深いのです。頻繁に祈るのであれば、そして祈り方を知っているのならば、つまり従順さと理知をもって頻繁に祈るのであれば、人の内面はとりわけ正常です。

2 頻繁に祈るのであれば、そして祈り方を知っているのならば、つまり従順さと理知をもって頻繁に祈るのであれば、人の内面はとりわけ正常です。

『終わりの日のキリスト講話集』「祈りの意義とその実践」（『言葉』第3巻）より編集


423 真の祈りなしには真の奉仕はない

1

祈りは儀式でなく、多くの意味を持つ

祈ることで神に直接仕えていることが分かる

もし祈りを儀式と見なすなら

あなたは十分には神に仕えないだろう

あなたは祈りなしには働けない

祈りは奉仕と働きをもたらす

たとえあなたが神に仕える人でも

本気にならず、祈りに専念しないなら

その奉仕は失敗するだろう



2

祈りが真実で真剣でなければ

神はあなたを見過ごし、無視され

聖霊はあなたの中で働かないだろう

あなたは祈りなしには働けない

祈りは奉仕と働きをもたらす

たとえあなたが神に仕える人でも

本気にならず、祈りに専念しないなら

その奉仕は失敗するだろう



3

よく神の元にきて祈るなら

それは神のことに真剣だという証しだ

もし自分だけで働き、祈らず

神に隠れてあれこれするなら

自分のことだけをしているのだ

神に仕えず、自分勝手な働きを為している

あなたは罪とされるのではないか？



4

神への冒涜や妨害には見えなくても

自分勝手なことをするのは邪魔することだ

性質的にあなたは神に抵抗する

あなたは祈りなしには働けない

祈りは奉仕と働きをもたらす

たとえあなたが神に仕える人でも

本気にならず、祈りに専念しないなら

その奉仕は失敗するだろう



『終わりの日のキリスト講話集』「祈りの意義とその実践」（『言葉』第3巻）より編集


424 神を仰ぎ見て神にすがるのが最も偉大な知恵

1 どれほど多くの真理を理解しているか、どれだけ本分を尽くしてきたか、本分を尽くす中でどれほど多く経験してきたか、霊的背丈の大小がどの程度か、自分がどのような環境にいるかにかかわらず、何をなすにしても神を仰いで神に頼ることが不可欠です。これこそがもっとも偉大な知恵なのです。数多くの真理を理解するようになったとしても、神に頼らなければ何の役に立ちますか。中には、少しだけ長く神を信じたあと、真理をいくつか理解するようになり、二、三の試練を受けた人がいます。そのような人は実際の経験を少しは積んだかもしれませんが、神に頼ることを知らず、いかに神を仰いで神に頼るべきかを理解していません。そのような人は知恵を有していますか。彼らはもっとも愚かな人であり、自分のことを賢いと思っているような人です。彼らは神を畏れず、悪を避けません。

2 言葉の文字どおりの意味を把握したり、多くの霊的な教義について話したりしても、真理の理解には達しませんし、ましてやあらゆる状況において神の旨を完全に理解することにもなりません。ゆえに、ここには学ぶべきとても重要な教訓があります。それは、万事において神を仰ぐ必要があるということ、万事において神を仰げば神を信頼できるということです。神に頼ることでのみ、人は辿るべき道をもちます。そこには深刻な問題があります。つまり、人は自分の経験、自分が理解した規則、あるいは何らかの人間的な想像力に依存して多くの物事を行なうのです。最高の成果は、神を仰ぎ神に祈って神の旨を理解すること、そうして神の働きと導きに頼ることから生じるものですが、人にはそうした成果を挙げることがほとんどできません。だからこそ、最大の知恵とは万事において神を仰ぎ、神に頼ることだとわたしは言うのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「神への信仰は世界の悪しき風潮を見通すことから始めなければならない」（『言葉』第3巻）より編集


425 神の前で静まる者だけがいのちに集中する

1

神の前で静まれる者は

世の束縛から解放された人であり

神に彼らを占めさせることが出来る

神の前で静まれない者は堕落していて

慎みがない人であり

彼らは身勝手でひどくわがままである

神の前で静まれる者は皆神を慕う

敬虔な人である

神の前で静まれる者は

いのちと霊の交わりを大切にする人であり

神の前で静まれる者は

神の言葉を渇望し

真理を追い求める人である



2

神の前で静まることを無視したり

それを実行しない者は

世に執着する虚栄心の強い人である

彼らは命を持たず

神を信じていると主張しても真実ではなく

口から出まかせの空しい言葉である

静まれる者を神は完全にし 完成させ

祝福を授ける

神の前で静まれる者は

いのちと霊の交わりを大切にする人であり

神の前で静まれる者は

神の言葉を渇望し

真理を追い求める人である



3

神の言葉をめったに食べ飲みしない者

いのちに入ることを気にかけず

外側のことに集中する者は偽善者であり

彼らに未来はない

神の民は神の前に静まり

神と心を通わせる人たちである

神の前で静まれる者は

いのちと霊の交わりを大切にする人であり

神の前で静まれる者は

神の言葉を渇望し

真理を追い求める人である



『神の出現と働き』「神の前で心を静めることについて」（『言葉』第1巻）より編集


426 あなたは神の前で心を静めるように注意すべきだ

1

神の前に静まった心は

世の中や人々人の行いや物にも煩わされることはない

神の前に静まるならば

観念や哲学 間違った考えや人間関係

ネガティブなものは全て消え去る

神の前に静まりなさい！

神の前に静まり

神の言葉を味わいなさい

賛美の歌を歌い

神の名を誉め讃えなさい

神があなたを完全にして

あなたのために働く機会を神に与えよ

聖霊の導きに従い 神の前に生きれば

神の意に叶うだろう

神の前に静まりなさい



2

どんな時も神の言葉に思いをめぐらせば

あなたの心は神のもとへと近づいてゆく

神の言葉で心を満たせば

新しいものは古いものに入り込む余地を与えない

ネガティブなものに心を留めるな！

それらを抑える必要はない！

神の言葉に生きて真理を分かち合い

神の啓示を受ければ

あなたの観念やプライドは消え去り

どのように神のために費やし 愛し

満足させるのかが分かる

神以外のことは全て忘れて

神の前に静まり

神の言葉を味わいなさい

賛美の歌を歌い

神の名を誉め讃えなさい

神があなたを完全にして

あなたのために働く機会を神に与えよ

神はあなたの心を得ることを望んでいる

そして神の霊はあなたの心を動かす

聖霊の導きに従い 神の前に生きれば

神の意に叶うだろう

神の前に静まりなさい



『神の出現と働き』「神の前で心を静めることについて」（『言葉』第1巻）より編集


427 神と協力する者に神は倍の報いを与える

1

もしあなたが毎日霊的生活を過ごすなら

時を経てより神に心を捧げるようになるだろう

あなたの霊は強く状態は良くなり

聖霊があなたの道を導き

多くの祝福が保証されるだろう

霊的生活とはただ規則を守るだけでなく

聖霊と共にいて神に協力し

あなた方自身を征服することであり

これが達成すべきことである

だからあなた方の全てをこれらのものに捧げなさい

これが神と協力する者に倍の報いを与えると

神が言う理由なのだ



2

努力をすればするほど心は神に向き

あなたがある状態に達した時

心は神に獲得されるだろう

誰もあなたの心を揺さぶったり盗むことはできない

あなたは完全に神のものであり

神は常にあなたに言葉を示し

分からないことを教えてくれるだろう

あなた方が協力すれば

これらの成果を得ることができる

これが神と協力する者に倍の報いを与えると

神が言う理由なのだ

あなた方が協力すれば

これらの成果を得ることができる

これが神と協力する者に倍の報いを与えると

神が言う理由なのだ



『神の出現と働き』「正常な霊的生活は人を正しい道へ導く」（『言葉』第1巻）より編集


428 神の前で静まるには

1 神の前にて真に平安な心でいたいと願うのであれば、意識して協力しなければならないのである。つまり、あなたがたひとりひとりが周りの人や物事を脇においてディボーションをする時間を持ち、神の前にて心を落ち着かせ静まるのである。各自は自分のディボーションの記録を取り、神の言葉についての認識や霊がどのように動かされたかを、内容の深い浅いに関係なく記録すべきである。誰もが意識して神の前で心を静めなければならない。

2 毎日一、二時間を真の霊的生活に捧げることができれば、その日あなたの生活は豊かになり心は明るく明晰になる。日々このような霊的生活を送るならば、あなたの心はますます神のものとなるように立ち返ることができ、あなたの霊はますます強くなり、あなたの状態は絶えずよくなり、聖霊の導く道を歩むことがさらに可能になり、神はますますあなたを祝福するようになる。始めはこの追求において立派な成果を達成できないかもしれないが、後戻りしたり、否定的になったりすることなく、全力で取り組み続けなければならない。

3 霊的生活を送れば送るほど、心は神の言葉で満たされ、このようなことを常に考えるようになり、常にその重荷をになうようになる。その後、霊的生活を通して心の一番奥にある真実を神に示しなさい。あなたに何をする覚悟があるのか、何を考えているのか、神の言葉の理解と見方を神に伝えなさい。小さなことであっても、何も隠してはいけない。心の中にある言葉を口にし、神に本当の感情を明らかにする練習をしなさい。心の中にあることであれば、必ず言いなさい。

4 このように話せば話すほど、あなたは神の素晴らしさを感じるようになり、あなたの心はますます神へと引き寄せられる。こうなると、あなたにとって神が誰よりも大切だと感じるようになる。何があっても決して神のそばを離れなくなる。このような霊的ディボーションを日々実践し、それをおろそかにすることなく、自分の人生における極めて重要なことと捉えるならば、神の言葉があなたの心を占領するようになる。これが聖霊に触れられるということなのである。それはあたかも心がずっと神のものであったかのようで、あなたが愛するものが常に心にあるようなものである。それを誰もあなたから取り上げることはできない。こうなると、神は真にあなたの内に生きていて、あなたの心には神のための場所が存在するようになるのである。

『神の出現と働き』「正常な霊的生活は人を正しい道へ導く」（『言葉』第1巻）より編集


429 神の前で心を静める方法

1 神の前で自分の心を静めることは、神の言葉に入る上で最も重要な段階の一つであり、現在すべての人が至急入る必要のある課題である。神の前で自分の心を静める境地に入る道は以下の通りである。外部の物事から自分の心を取り戻し、神の前で静まり、心を集中して神に祈る。神の前で静まった心で、神の言葉を飲み食いし、享受する。心で神の愛について黙想・沈思し、神の働きについて熟考する。まず祈ることから始めなさい。精神を集中して、決められた時間に祈りなさい。時間的にどれほど切迫していても、どれほど多忙でも、またどんなことがあっても、いつものように日々祈り、神の言葉をいつものように飲み食いしなさい。

2 普段から、外部の物事に心を乱されることなく、心の中で正常に神へと近づき、神の愛について黙想し、神の言葉を熟考しなさい。熟考できるほど心が安らいでおり、どのような環境にいようとも、心の中で神の愛について黙想し、本当に神に近づき、最終的に心の中で神を讃美する程度に達したなら、それは祈りにも勝ることであり、その点においてあなたはある程度の霊的背丈を有している。神の前で静まることができて初めて、人は聖霊によって感動し、聖霊から啓きと照らしを受けることが可能となる。またその時初めて真に神と交わることや、神の旨と聖霊の導きを把握することが可能となる。その際、人は自分の霊的生活において正しい道を歩きだしたことになる。

『神の出現と働き』「神の前で心を静めることについて」（『言葉』第1巻）より編集


430 神の前に静まることの実践

1

誰かと話したり歩いている時

「私の心は神に近づき

外側に気をひかれていない」と言うなら

神の前に静まっているということだ

心を外に引き付けること

神から引き離そうとする人と接してはならない

あなたが神でないものを追い求めるなら

完全な人間になれるチャンスはない

今日 神の言葉を聞くことができても

神の前に静まれないなら

それは真理と神を愛さない人々である

今 自らを捧げないなら

あなたはいつ全てを捧げるのか？

神に近付くことからあなたの気をそらすものは

何であっても捨てなさい

それを捨て去り遠ざけることは

あなたの命・・命にとって良いことなのである

聖霊は大いなる働きをし

今 神自身が人々を完全にする

神の前に静まれないなら

あなたはまだ神の玉座に戻っていないのだ



2

神の前で心を静めること

それは真の捧げものである

真に自分の心を捧げる者は

神によって完全にされるだろう

どう取り扱われ刈り込まれても

挫折や失敗に直面しても

あなたの心は常に乱れることなく

神の前に静まっているべきである



3

人々があなたをどう扱っても

迫害や試練に遭っても

全ての状況で神の前に心を静めなさい

これが完全に完全にされるための道である



『神の出現と働き』「神の前で心を静めることについて」（『言葉』第1巻）より編集


431 神の前で心を静めることの効果

1

神の前に来て

神の言葉をいのちとするには

まず神の前で静まらなければならない

静まる時だけ

神はあなたを啓き 理解させる

神の前で静まるほど

神の啓示から多くを得られるので

人は敬虔と信仰を持たなければならない

それが完全への唯一の道である

神の前で静まる時だけ

今日の神の言葉を理解し

聖霊の啓示を正しく実行し

神の意図を把握できる

神の前で静まる時だけ

奉仕での方向性を得て

聖霊の感動と導きを理解し

聖霊のもとで生きられる

これこそが神の前で静まることの効果である



2

霊的生活に入る鍵は

神の前で静まることで

それにより霊的訓練は効果的になる

静められないなら

聖霊の働きは受けられない



3

実行する方法がなく

神の意図も把握できず

神の言葉について曖昧で

実践の原則に欠けているのは

神の前で静まっていないからだ

神の前で静まる時だけ

今日の神の言葉を理解し

聖霊の啓示を正しく実行し

神の意図を把握できる

神の前で静まる時だけ

奉仕での方向性を得て

聖霊の感動と導きを理解し

聖霊のもとで生きられる

これこそが神の前で静まることの効果である

静まることの目的は真剣で実践的になることで

神の言葉を理解し

遂には真理を理解し

神を知ることである



『神の出現と働き』「神の前で心を静めることについて」（『言葉』第1巻）より編集


432 常に神の前で静まる者は敬虔な人

1 あなたは頻繁に神の前に出て、神の御言葉を飲食し、神の御言葉について熟考し、神による鍛えと導きを受け入れなくてはなりません。神があなたのために備えたあらゆる環境、人、物事に従うことができなくてはならず、完全に理解できない事柄に関しては、真理を求めつつ頻繁に祈らなければなりません。神の旨を理解して初めて、進むべき道を見つけることができるのです。あなたは神を畏れ、すべきことを慎重に行なわなければなりません。頻繁に神の前で平安でなくてはならず、放蕩であってはなりません。少なくとも、何かが自分に起こったなら、最初の反応は落ち着き、そしてすぐに祈ることであるべきです。祈り、待ち、求めることで、神の旨を理解するのです。

2 もし心の奥底で神を畏れ、神に従い、神の前に静まって神の旨を把握できるならば、そのような協調と実践により、あなたは守られます。試みに遭遇することも、神に背くことも、神の経営の働きを妨害することもなく、神の嫌悪をかき立てるようなことをすることもありません。心が常に神の前で生きていれば、抑制が働き、多くの物事において神を畏れます。行き過ぎることがなく、あるいは自堕落なことをすることもありません。神が嫌うことをせず、理知に欠けた言葉を語ることもありません。神の観察を受け入れ、神の鍛錬を受け入れれば、多くの悪事をしないようになります。このようにして、あなたは悪を避けるのではないでしょうか。

3 神への信仰において、戸惑いの状態にあることが多く、自分の心に神がいるかどうかが分からず、自分が心の中で何をしたいと望んでいるかを知らないのであれば、また神の前で心穏やかでいることができず、何かが起きたときに神に祈ったり真理を探し求めたりしないのであれば、さらに、自分の意志に従って行動することが多く、自分のサタン的性質に従って生き、傲慢な性質をあらわにするのであれば、そして神の精査や鍛錬を受け入れず、神に服従しないのであれば、こうした人々は常にサタンの前で生き、自分のサタン的性質に支配されます。よって、こうした人々は神への畏敬をこれっぽっちも持っていません。彼らは悪を避けることがどうしてもできず、たとえ悪事をしないにしても、考えることはみな悪であり、真理と結びついておらず、真理に反しています。彼らは悪をなすことを自分の権利だと考え、神への信仰を一種の題目、儀式の一形態として扱います。彼らは非信者です！

『終わりの日のキリスト講話集』「神への畏れがなければ、救いの道を歩むことはできない」（『言葉』第3巻）より編集


433 あなたの心を神に捧げる時

1 人間が神を信じ、愛し、そして満足させる方法というのは、自分の心で神の霊に触れ、それによって神の満足を獲得すること、そして自分の心で神の言葉に接し、神の霊に感動することである。人々が神への信仰の中で、自分の心を神に捧げず、心を神の中に置かず、神の重荷を自分自身のものとして扱わなければ、何をしようとそれは神を欺く行為、宗教人によく見られる行為となり、神の称賛を受けることができない。そのような人の中では、聖霊が働きを行なう機会がないだけでなく、その人には完全にされる価値すらない。神に心を注ぎ、神の前で心を静めていられるなら、あなたは聖霊に用いられ、聖霊の啓きと照らしを受ける機会と資格を得ることになり、そしてそれ以上に、聖霊に自分の欠点を補ってもらえる機会を得ることになる。

2 神に心を捧げると、肯定的な面では、より深い入りを成し遂げ、より高次の洞察を得ることができる。否定的な面では、自らの過ちや欠点が一層よくわかり、神の旨を満たすことを一層熱心に求めるようになり、受動的になることがなく、積極的に入るようになる。そうしてあなたは正しい人間になるのだ。性質を変化させるというのは、心を完全に神に捧げる過程、神の言葉から啓きと照らしを受ける過程である。自分の心を神に捧げられる段階に達すると、あなたは自分の霊の中の微妙な動きを一つ残らず感じ取れるようになり、神から受けたすべての啓きと照らしを認識する。それをしっかりと続けなさい。そうすれば、聖霊によって完全にされる道へと徐々に入ることになる。

『神の出現と働き』「神との正常な関係を築くことは極めて重要である」（『言葉』第1巻）より編集


434 心を神に立ち返らせて神の麗しさを感じよ

1 真理を実践して神を満足させられるなら、あなたの心は神に立ち返ります。神に祈り、神と交わるほど、神の麗しさを見いだします。神を満足させようと心の底から思っているなら、神はあなたに重荷を負わせます。するとあなたは神の究極の麗しさをさらに強く感じるのです。それによって一心に神を愛することができ、神はかくも麗しいのだと深く感じるでしょう。いったん心から神を愛せるようになれば、神の麗しさと、神が人の愛に値することを更に感じるでしょう。そうすればあなたは進んで神に服従し、神を崇拝できるのです。

2 その瞬間、あなたの心の底から神への賛美が生じます。神への賛美と、溢れんばかりの感謝の賞賛を歌いたくなるでしょう。自分の奥深くから神を讃え、あなたを止められる人はいません。神がどんなに麗しいかを感じるとき、神への感謝と敬服がますます膨らみ、神に関する観念や誤った考えは減っていきます。するとサタンはあなたに働きかける機会を失います。いったんこの段階に達すると、あなたはサタンによる死の勢力から完全に逃れ、あなたの心も完全に解放されて自由になります。

神の交わりより編集



435 神を信じるなら神の前で心を捧げなさい

1 あなたは神を信じているのだから、神の前で自分の心を差し出さなければならない。神の前で自分の心を捧げ、神に委ねるなら、精錬の間、あなたが神を否定したり、神から離れたりすることはあり得ない。このようにして、神との関係がより親密に、より正常になり、神との交わりもより頻繁になるだろう。いつもこのように実践すれば、あなたはさらに多くの時間を神の光の中で過ごし、神の言葉の導きの下でより多くの時間を生きるようになる。あなたの性質にもますます多くの変化が起き、認識は日々増えるだろう。

2 神の試練が突如降りかかる日が来ても、あなたは神の側に立つことができるだけでなく、神への証しも行なえる。その時、あなたはヨブのように、ペテロのようになるのである。神への証しを行なったあなたは、真に神を愛し、神のために喜んで命を差し出すだろう。あなたは神の証人であり、神に愛される者となるだろう。精錬を経た愛は強く、弱くはない。いつ、どのように神があなたを試練に晒そうとも、あなたは自分の生死に関する懸念を捨て去り、神のために喜んですべてをなげうち、神のためにどんなことでも耐えることができる。かくして、あなたの愛は純粋になり、信仰は本物になる。その時初めてあなたは真に神に愛される者、神によって真に完全にされた者となる。

『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」（『言葉』第1巻）より編集


436 あなたの心は神に立ち返ったか

神に立ち返った人の心とは、絶えず神に向かい、肉を捨て、神を熟慮できる心です。そのような人は言動と全てのふるまいにおいて、愛する神を満足させることができ、心にはいつも神の意志という重荷を負っています。心が神に立ち返ったとはそういう意味です。あなたの思いや考えが正しくないときは、自分の意志を捨て、代わりに神の意志にしたがって行動できます。このような経験をするほど、あなたの心は神に立ち返り、あなたは神を満足させ愛することができます。試練に見舞われてもなお神を愛することができ、投獄や病気、他人からの嘲りや中傷に遭っても、あるいは逃れる道がないように見えても、それでも神を愛することができるのです。これが、心が神に立ち返ったということです。

神の交わりより編集



437 神を愛せるよう心を完全に神に向けよ

1

あなたの心が求める全てが

神を愛し神を得るためなら

心は神に向けられ

未来を案ずることはない

あなたの心には

神とその言葉以外のものはない

心を神に向けることが

神を愛しその性質を知るための道

神と心を通わせ

心を完全に神に向けることが

神を愛する初めの一歩である



2

神の言葉を飲み食いし 日々祈り

神の意志と教会の働きを思い

神を愛し喜ばせれば

心は神のものになるだろう

真心を神に捧げるとき

いのちの体験が始まる

彼らの性質は変わり

神への愛と認識が成長する

神と心を通わせ

心を完全に神に向けることが

神を愛する初めの一歩である



3

神を愛し理解し

正しい軌道に乗る為に

初めにすべきことは

心を神に向けること

それは真に神を愛するための唯一の道だが

神への真の愛や神を愛する本分を

成し遂げることを示すものではない

神と心を通わせ

心を完全に神に向けることが

神を愛する初めの一歩である

神を愛する人は

いのちを求め真理を追求し

真に神を求める者である

神を愛する人は聖霊に啓かれ動かされ

神に導かれることができる

神を愛したいなら 心を神に向けなさい



『神の出現と働き』「神への真の愛は自発的なものである」（『言葉』第1巻）より編集


438 あなたが神に心を開く時

1

神の性質を知らず 

神を理解しなければ

神に心開くことはできない

神を理解できれば

信仰で神の心を知り

それを味わえるだろう

神の心を味わえば

日ごとに味わえば

心は神へと開くだろう

あなたが神に心を開くと

贅沢で利己的な願いを恥ずかしく思う

あなたが神に心を開けば

その心に驚くべき無限の世界を見出す



2

この驚くべき世界で闇、悪、欺瞞は過ぎ去り

真実、信仰、光が残る

神に心を開いたら

神の愛と哀れみで

人生は喜びで溢れる

神の知恵や力だけでなく

神の権威や愛がこの世界に溢れ出すだろう

神を心に受け入れれば

神が何に喜び

悩み悲しみ怒るのか

知ることができる



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


439 神をあなたの心に迎え入れて

心を開かなければ神は入れない

入れば、神が持つものや

その存在やあなたへの心意を見れる

だから心を開いて、心を開いて！



1

そのとき気づくだろう

神のすべてと

神が持つすべては貴いと

それに比べれば

人や物や暮らしも愛する人さえ

言及する価値もない

それらがどんなに卑小か分かるだろう

他の物はあなたを惹き付けることも

代価を求めることもない

神だけが、あなたを惹き付ける

心を開かなければ神は入れない

入れば、神が持つものや

その存在やあなたへの心意を見れる

だから心を開いて、心を開いて！



2

神の謙虚さに偉大さと優越がある

小さなことに神の無限の知恵と寛容と

あなたへの理解と寛容と忍耐を見出して

神への愛を抱くだろう



3

人は汚れた世で生き

人生の出来事、愛する人

彼らの愛や気遣いや守りさえ価値はない

神だけを愛すべきと感じるだろう

心を開かなければ神は入れない

入れば、神が持つものや

その存在やあなたへの心意を見れる

だから心を開いて、心を開いて！

神の愛は偉大で本質は聖い

欺きも悪も妬みも争いもない

ただ義と真実のみある

神の持つものと存在をただ慕い求めよ

心を開かなければ神は入れない

入れば、神が持つものや

その存在やあなたへの心意を見れる

だから心を開いて、心を開いて！



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


440 常に正しい霊的生活を維持しなければならない

1 神の働きにおいては、神が何を行なうか、どのような変化を生じさせるかを問わず、人々は最低限の正常な霊的生活を維持する必要がある。おそらくあなたは、現段階の霊的生活において気が緩んだことはないかもしれないが、それほど多くを得ることも、大きな収穫を得ることもなかった。こうした状況下でも、あなたはやはり規則に従わなければならない。自分のいのちを損なわないために、また神の旨を満たすために、それらの規則を守らなければならないのである。あなたの霊的生活が異常であれば、神による現在の働きを理解できず、それどころか、そうした働きは自分の観念にまったくそぐわないと常に感じ、神に進んで付き従っていても、内なる原動力に欠けている。

2 したがって、神が現在何を行なっていても、人は協力しなければならない。人が協力しなければ、聖霊はその働きを行なうことができない。また人に協力する心がなければ、聖霊の働きはほとんど得られない。自分の内部で聖霊の働きを得たいと望むなら、そして神に認められたいのであれば、神の目の前で自分の本来の忠誠心を保つ必要がある。現在、あなたがより深い理解や高度な理論といったことをもつ必要はなく、必要とされるのは、本来の基礎の上で神の言葉を保つことだけである。人が神に協力せず、より深い入りを求めなければ、人が本来もっていたものを神は残らず奪うだろう。

3 人は内面において、絶えず快適さを貪欲に求め、すでに用意されているものを享受することを好む。人間は代価を一切払うことなく、神の約束を得たいと望む。こうしたことは、人類が抱く途方もない考えである。代価を払わずいのちを得るなどと言うが、それほど容易なことがかつてあっただろうか。神を信じ、いのちへの入りと性質の変化を求めるとき、その人は代価を払い、神が何をしようといつも神に付き従う状態に達する必要がある。それが人の行なうべきことである。たとえ規則としてそのすべてに従っていたとしても、絶えずそれを守らなければならず、いかに試練が大きくても、神との正常な関係を手放してはならない。あなたは祈りを捧げ、教会生活を維持し、兄弟姉妹のもとを決して離れないでいられる必要がある。神があなたを試すとき、あなたはそれでも真理を求める必要がある。これが霊的生活における最低限の必要事項である。

『神の出現と働き』「あなたは神への忠誠を保たなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


441 神との正しい関係の築き方

1

神との正しい関係は

心を静めることからはじまる

たとえ理解できなくても

その使命を果たしなさい

神の意志が明らかにされ

それを為すに遅くない

神との関係が正しい時

他の関係も良くなる

神との正しい関係は疑いなく

それは神の業に逆らわない

正しく神の座の前に来なさい

自分をわきに置いて

神の探りを受け入れ 従い

神の家族に仕えるように努めれば

神との関係は正しくなる



2

全てが建て上げられる岩である

神の言葉を食し飲みなさい

要求に従い　反抗・妨害してはならない

兄弟姉妹の益とならないなら

行動してはならない

恥となることをせずに

全てを神に相応しく行いなさい

神との正しい関係は疑いなく

それは神の業に逆らわない

正しく神の座の前に来なさい

自分をわきに置いて

神の探りを受け入れ　従い　

神の家族に仕えるように努めれば

神との関係は正しくなる



3

肉が弱くとも神の家族に仕えられることを

最も大切なこととして損失を顧みず

私欲を捨て　義をもちなさい

神との正しい関係は疑いなく

それは神の業に逆らわない

正しく神の座の前に来なさい

自分をわきに置いて

神の探りを受け入れ 従い　

神の家族に仕えるように努めれば

神との関係は正しくなる



『神の出現と働き』「あなたと神との関係はどのようなものか」（『言葉』第1巻）より編集


442 神と正常な関係を持つことが重要

1 何をするにあたっても、常に自分の意図が正しいかどうかを吟味しなさい。あなたが神の求めに従って行動できるなら、あなたと神との関係は正常である。これが最低限の基準である。自分の意図を吟味した結果、間違った意図が出てきた場合は、それに背を向け、神の言葉に従って行動できるようになりなさい。そうすれば、あなたは神の前において正しい者となるだろう。それはあなたと神との関係が正常であること、そしてあなたの行なうすべてのことが自己のためでなく神のためであることを示す。

2 何かをしたり言ったりするときには、常に心を正して義にかなうように行動し、感情に流されたり、自分の意志に従って行動したりしないようにしなさい。これが、神の信徒が自らを律するべき原則である。人の意図や霊的背丈は小さな物事の中に現れるため、神により完全にされる道に入るためには、まず自分自身の意図と、神との関係を正す必要がある。

3 神との関係が正常になって初めて、神により完全にされることが可能になり、そうなって初めて、神によるあなたの取り扱い、刈り込み、鍛錬、精錬があなたの中で望ましい効果を上げられるようになる。それはつまり、人々が心の中に神を抱き、自己の利益を追求せず、自己の将来を考えず、いのちに入るための重荷を背負って、真理の追求に最善を尽くし、神の働きに従うことができるなら、あなたの追求する目標は正しく、あなたと神との関係は正常になるということだ。人の運命は神の手中にあり、神があらかじめ定めたもので、人が自分で変えることはできないが、あなたが神により完全にされうるかどうか、神のものとされうるかどうかは、あなたと神との関係が正常かどうかによって決まる。

『神の出現と働き』「あなたと神との関係はどのようなものか」（『言葉』第1巻）より編集


443 神の言葉に従い人との正常な関係を

1 神との間に正常な関係を築きたければ、自分の心を神に向けなければならない。それを土台として、他の人たちとも正常な関係をもてるようになる。神との正常な関係がなければ、他の人たちとの人間関係を維持するために何をしようと、どれほど努力しようと、どれほどの労力を費やそうと、それはやはり人間の処世哲学に属するものになる。あなたは人々から賞讃されるよう、人間の観点と哲学を通じて、人々の間における自らの地位を維持しているが、神の言葉に従う形で人々との正常な関係を築いてはいない。人々との関係に重点を置かず、神との正常な関係を維持していれば、そして自分の心を進んで神に捧げ、神に従うことを学ぼうとしていれば、すべての人との関係は自然と正常なものになるだろう。

2 このように、そうした関係は肉においてではなく、神の愛という土台の上に築かれるのである。そこに肉体的な交流はほとんどないが、霊における交わり、互いへの愛、相互の慰め、そして互いに対する施しがある。これらはすべて、神を満足させる心を基礎として行なわれる。このような関係は人間の処世哲学に依存することで保たれるのではなく、神のために重荷を負うことで自然と形成される。それは人為的な努力を必要としない。あなたは神の言葉の原則に従って実践するだけでよい。人々との関係に重点を置かず、神との正常な関係を維持していれば、そして自分の心を進んで神に捧げ、神に従うことを学ぼうとしていれば、すべての人との関係は自然と正常なものになるだろう。

『神の出現と働き』「神との正常な関係を築くことは極めて重要である」（『言葉』第1巻）より編集


444 あなたには神との正常な関係があるか？

1

完全にされ いのちの正道に入りたいなら

サタンに従ったり放蕩になったりせず

心は神の前に生きなければならない

サタンを働かせたり利用されてはならない

自身を神に委ね

全てを神に支配させよ

行動や思い、言葉を吟味し

実際の状態を理解して

聖霊の働く方法に従えば

神との絆が正常になるだろう



2

あなたはサタンに利用されしもべになりたいのか？

信仰は神によって完全にされるためか？

それとも神の働きの引き立て役になるためか？

神に得られて意味ある人生を生きたいのか？

価値のない虚しい人生を生きたいのか？

あなたは神に用いられたいのか？

それともサタンに利用されたいのか？

神の真理と言葉に満たされたいのか？

それとも罪とサタンに満たされたいのか？

神との関係を異常にする言葉や行いを把握し

正しい状態へ入りなさい



3

神との絆が正常かどうかをよく考え

自分の意図を改め

人間の本質と本性を知れば

あなたは自分を知ることができる

また現実の経験に入ることができ

あなたは真に自分を捨てて従いたいと願うだろう

神との絆が正しいかどうかを経験すれば

完全にされる機会を見つけ

聖霊の働きを把握し

多くのサタンの罠を見抜けるだろう

こうしてあなたは完全にされる

行動や思い、言葉を吟味し

実際の状態を理解して

聖霊の働く方法に従えば

神との絆が正常になるだろう



『神の出現と働き』「あなたと神との関係はどのようなものか」（『言葉』第1巻）より編集


445 神に用いられる人のあるべき姿

1

神が用いる人々は

他の人と違って見えるかもしれない

理性的でなく

他人と正常な関係を持っていないように見える

しかし彼らは不注意に話すことはなく

礼儀正しく話す

そして彼らの心はどのような時でも

神の前に静まっている

彼らは表面的な愛を見せたり

印象付けるために行動することはないが

霊的な話しをするときには心を開いている

自分を顧みることなく

神の前での実体験から得た啓示を

すべての人に与えることが神に愛を表し

神の意志を満足させる方法なのだ

彼らは快活で愛らしく無邪気だが

冷静な感覚も持っている

これが神に用いられる人のあるべき姿だ



2

神に用いられる人は中傷され嘲笑されても

外部の人や環境や物事に支配されずに

神の前で静まっている

このような人は独自の見解を持ち

他の人が何をしても

彼らの心が神から離れることはない

離れることは決してない

彼らは他の人が軽率にはしゃいでいるときでも

落ち着いたまま神に祈り

神の意図を求め

そして その言葉を熟考する

彼らは他人と正しい関係を保つ方法など考えないし

人生哲学があるようにも見えない



3

神が人を用いる基準は

神に心を向け

その言葉を渇望し

喜んで真理を求めることで

このような人は啓示を受け

聖霊の働きを得られる

彼らは快活で愛らしく無邪気だが

冷静な感覚も持っている

これが神に用いられる人のあるべき姿だ



『神の出現と働き』「神との正常な関係を築くことは極めて重要である」（『言葉』第1巻）より編集


446 完全になるために神と正しい関係を持ちなさい

1

神との関係が正しいときだけ

神によって完全になることができ

あなたへの神の鍛錬と精錬と刈り込みが

望ましい成果を挙げる

利益を求めず将来について考えず

心に神を抱くことができる

命に入る重荷を負い

神の働きに従い真理を求める

こうしてあなたが求める目的に誤りはなく

神との正しい関係を持つ

霊的な旅の第一歩は神との関係を正すことだ

人の運命は神の手中にあり

定められ変えることはできない

あなたが完全にされるか

神のものとされるかどうかは

神との関係が正しいかどうかにかかっている



2

あなたには弱く従順でないところがあるが

観点と動機が正しく神との関係が正しければ

神によって完全にされる資格があるだろう



3

神との関係が正しくなくて

あなたが家族や肉のため行動するとしたら

どれだけ熱心に働いても

それは何にもならず無価値であり

神との関係が正しいことは良いことであり

すべてはあるべきところに落ち着く

神はあなたの信仰の観点が正しいかどうか

誰を・・誰のために なぜ信じているのか

それだけを見ている

それをはっきりと見て正しい見解と実践があるなら

あなたのいのちは成長し正しい道を歩むだろう

霊的な旅の第一歩は神との関係を正すことだ

人の運命は神の手中にあり

定められ変えることはできない

あなたが完全にされるか

神のものとされるかどうかは

神との関係が正しいかどうかにかかっている



『神の出現と働き』「あなたと神との関係はどのようなものか」（『言葉』第1巻）より編集


447 正常な状態とは何か

1 正常な状態にある人は退くことも沈むこともありません。そのような人は心の中で神のことを思い、神を仰ぎ、神の言葉を渇望できます。頻繁に祈って神から離れず、自分のいのちに重荷を負うことができます。正常で規律ある生活を送り、心で神に触れることができます。心を悩ます状況に置かれても、祈り、神の言葉を飲み食いし、兄弟姉妹と交わることで、自分の状態をすぐに好転させることができます。弱気になるときや、肉の虜になるときがあっても、自由に生きることができ、肉に占められることはありません。

2 何かが降りかかると、肉の弱さを体験しますが、それに支配されることはありません。なおも自分の心を静め、神の前で祈り、神の旨を求め、賛美歌を歌い、踊り、教会生活を送ることができます。飽くことなく、ひたすら実践し続けます。消極的になったり、肉体が弱るときがあっても、いったんそれを認識すれば肉から自由になれます。消極的な状態にあっても神に祈り、神から離れずにいられるのです。これらはすべて正常な状況、正常な状態を形作るものです。

神の交わりより編集



448 正常な状態はいのちの急速な成長につながる

1 各段階における人の状態は、その人が真理にどの程度入ったか、真理をどれだけ得たかに直接関係しています。状態が比較的正常であれば、その人は幾つかの真理を理解して入ることができ、今度はある種の実際的な物事を神の言葉に基づいて理解できます。また他人に施し仕えることもできます。正しい状態にない人は、探し求め、読み、聞き、交わっても、結局、状態が正常な人に比べ少ししか得られません。

2 人間の不純、堕落した本性の表われ、観念と想像の不純物が常に存在するとすれば、人の内面は全く混濁するはずです。これは真理に入ることに影響しませんか。真理を理解できるのは心の清明な人だけであり、神を見られるのは清い心をもつ人だけです。自分を空にしなければ、容易に真理を受けることはできません。混乱した心では、真理を理解するのは容易ではありません。真理を理解する者だけが自分の状態を認識できるのであり、問題の本質を知って初めて自分の本性を認識できるのです。

3 状態が良く全く正常なら、その人には真の霊的背丈があります。すると、どんな問題に直面してもつまずいたり不平を言ったりすることが少なくなります。各段階でどのように、どんな状態で求めるかは無視できません。軽率さはやがて問題をもたらします。状態が正常であれば、正しい道を歩き、物事を正しく行ない、すぐに神の言葉へ入ります。このように求めることでのみ、あなたのいのちは成長できるのです。

神の交わりより編集



449 聖霊の働きの表われ

1 たいていの場合、聖霊は働きを行なって人を啓くとき、その人に神の働きに関する認識、およびその人の真の入りと状態に関する認識を授ける。またその人に対し、今日における神の切実な意図と人に対する要求を理解させ、その人がすべてを犠牲にして神を満足させ、たとえ迫害や逆境に遭っても神を愛し、またたとえそれが血を流すこと、あるいは自分のいのちを捧げることを意味しても、後悔することなく神への証しに立つ決意をするようにさせる。あなたにそうした決意があれば、それはあなたに聖霊の鼓舞と働きがあることを意味する。しかしどの瞬間にもそうした鼓舞があるわけではないことを知っておきなさい。

2 集会の際に祈り、神の言葉を飲み食いするとき、この上なく感動して鼓舞されることがある。他の人が神の言葉に関する経験や認識を交わると、それをとても新鮮だと感じ、心が完全に澄んで明るくなる。それはすべて聖霊の働きである。あなたが指導者で、教会に赴いて働きを行なうとき、聖霊があなたに並外れた啓きと照らしを与え、教会内の問題に対する洞察力を授け、真理に関する交わりをしてそれを解決する方法を知らしめ、また働きにおいてとてつもなく熱心で、責任感が強く、真剣にさせることがあれば、それはどれも聖霊の働きなのである。

『神の出現と働き』「実践（１）」（『言葉』第1巻）より編集


450 あなたは神への信仰の正しい軌道に乗ったか

1 多くの人が神を信じているが、神が望むものは何か、サタンが望むものは何かを知らない。彼らはばかげた、混乱した信じ方をし、ただ流れに乗るだけなので、クリスチャンとしての正常な生活を送ったことがない。さらに、彼らは正常な人間関係をもったことがなく、ましてや神との正常な関係をもったこともない。このことから、人間の問題と欠点、および神の旨を邪魔し得るその他の要因が数多くあることがわかる。そのことは、人がいまだ神への信仰の正しい軌道に乗っておらず、真の人生経験に入っていないことを証明するのに十分である。

2 では、神への信仰の正しい軌道に乗るとはどういうことか。正しい軌道に乗るとは、あなたが神の前で常に心を静め、神との正常な交わりを享受することができ、人間には何が欠けているかを次第に知るようになり、神に関するさらに深い認識を徐々に得ることである。これにより、あなたの霊は日々新たな洞察と啓きを得るのである。そしてあなたの切望も膨らみ、真理に入ることを求めるとともに、新しい光と認識が日々存在するようになる。この道を通じ、あなたは次第にサタンの支配から自由になり、いのちにおいて成長を遂げる。このような人は正しい軌道に入ったのである。

3 あなたは正しい軌道に乗っているか。どのような事柄において、サタンの足かせと支配から自由になったのか。いまだ正しい軌道に乗っていないなら、あなたとサタンのつながりは切れていない。そうであれば、神を愛そうと求めたところで、本物で、純真で、純粋な愛へと導かれるだろうか。神に対する自分の愛はゆるぎなく、心からのものだとあなたは言うが、あなたはまだサタンの足かせから自由になっていない。あなたは神をからかおうとしているのではないか。神に対する自分の愛が不純でない状態へと至り、完全に神のものとされ、神の国の民として数えられたいなら、あなたはまず自分自身を神への信仰の正しい軌道に乗せなければならない。

『神の出現と働き』「信者はどのような観点をもつべきか」（『言葉』第1巻）より編集


451 聖霊の働きは普通で実際的だ

1

聖霊の働きは普通で現実的だ

神の言葉を読んで祈るとき

心は揺るぎないものとなる

外の世界はあなたを妨げない

あなたの心はとても明るくなる

あなたは喜んで神を愛し

邪悪な世界を憎み

良いことを好む

これが神の内に生きることであり

一部の人が言うような

非常に楽しむという非現実的な話ではない

今日すべては現実から始まるべきだ

神が行うすべては実際的だ



2

あなたは経験において注意を払うべきだ

神を知り働く方法を求め

聖霊が人を悟らせ感動させる方法を求めることに

神の働きの足跡を探すべきだ

神の言葉を飲み食いして祈り

もっと実際的な方法で協力し

ペテロのように悪い方法を拒絶し

全時代の良さを吸収し

神に協力するため

できる限りのことを行う

耳で聞き 目で見て祈り

心の内で思い巡らすならば

神は必ずあなたを導くだろう

今日すべては現実から始まるべきだ

神が行うすべては実際的だ



『神の出現と働き』「現実をどのように知るか」（『言葉』第1巻）より編集


452 聖霊の働きの原則

1

聖霊は単独で働くわけではなく

また人も独りでは働けない

人と神の霊は共に手を取り合い

一緒に働きを成し遂げる

人の努力と聖霊の働きは神の言葉の理解をもたらす



2

人と聖霊が日々共に歩むことで

徐々に完璧な人間が創られる

聖霊から啓示を受け 明察を得るために

必要なことがある

聖霊に協力し活発に祈り 神を探求し

みもとに近づくことである



3

神は超自然的な事は行わず

すべてを引き受けるわけではない

だが御言葉を読まず、祈らず

ただ聖霊の働きを待つだけの者もいる

しかし理解している者は思う

「神の働きは私の振舞いによる」

「神の働きの効果は私次第」

「私は御言葉に適うよう尽くすべきだ」

人々が自らの役割について学び

神が求める基準に届くよう

一層努めるようになれば

聖霊の働きも一層大きなものとなる

聖霊から啓示を受け 明察を得るために

必要なことがある

聖霊に協力し活発に祈り 神を探求し

みもとに近づくことである



『神の出現と働き』「現実をどのように知るか」（『言葉』第1巻）より編集


453 聖霊の働きには原則がある

1 聖霊の働きには原則と条件があります。通常、聖霊はどのような人の中で働きますか。聖霊の働きを得るにあたり、人は何を有していなければなりませんか。人は自身の信仰において、少なくとも良心と正直な心をもつ必要があることをはっきり認識しなければなりません。正直な心に加え、人間性に備わっているべき良心と理知がある場合にのみ、聖霊はあなたに働きを行なうことができます。通常、心の正直な人が困難に見舞われ真理を求めているとき、聖霊はその人に働きを行ないます。人間の理知や良心をもたない人に対し、神はまったく注意を払いません。心から悔い改めなければなりません。

2 まずは神に心を開き、神から真理を求める必要があります。いったん真理を理解すると、それを実践できるようになります。そうして神の采配に服従し、神に自分を委ねることができるのです。そのような形でのみ、あなたは神のお褒めにあずかれます。あなたはまず面子と虚栄心を捨て、個人的利益を控えなければなりません。その後、自分の本分と神を証しする働きに全身全霊を傾けなさい。まずは自分を明け渡して神に心を開き、自分が愛し大切にしているものを捨てなければなりません。これらのものにしがみつきつつ神に要求するなら、聖霊の働きを得ることができますか。

3 聖霊の働きには条件があり、神は悪を憎む聖なる神なのです。これらのものに絶えずしがみつき、いつも神に心を閉ざして神の働きと導きを拒むなら、神はそのような人への働きをやめます。ゆえに、人間の理知や良心がない人は心から悔い改めなければなりません。さもないと聖霊はその人に働きを行ないません。

『終わりの日のキリスト講話集』「自分の心を神に捧げる中で、人は真理を得ることができる」（『言葉』第3巻）より編集


454 聖霊は完全にされることを切望する者に働く

1

今 あなたがたはいのちの性質を

変化させることを追求すべきだ

そうすれば地上で神の栄光の証しとなり

将来の神の働きの模範となる

今日追求することは将来の基礎を築き

神に用いられ証しするためだ

これを追求の目標とすれば

あなたには聖霊の臨在があるだろう

目標が高いほどより完全にされ

真理を求めるほどさらに聖霊が働く

熱心に追求するほどより多くを得る

心の状態に従って神は人を完全にする



2

ひとつの目標に集中すれば

神があなたを完全にするだろう

これが聖霊の行く道で

聖霊が導くこの道は

人が自ら追い求めることで成り立つ



3

完全にされ神のものとなることを望むほど

聖霊があなたの内に働く

追求せず消極的になると

聖霊は働くことができず離れていく



4

神によって完全にされ

神のものとなり用いられるために

すべてを為すことを求めるべきだ

あなたがたそれぞれの中に表される

神の業を宇宙の万物が見るために

あなたがたは万物の主人になる

その中であなたがたによって

神が証しされ栄光を受けることで

神を喜ばせなければならない

これが全世代の中で

あなたがたが最も祝福されている証拠だ

祝福されている証拠だ



『神の出現と働き』「性質が変化した人とは神の言葉の現実に入った人である」（『言葉』第1巻）より編集


455 神は聖霊の働きを持つ人々を完全にする

1

一部の人々の状態は良くなっている

聖霊が働けば働くほど 彼らはもっと確信を持つ

経験すればするほど 神の働きの深遠なる奥義を

より感じることができる

神は人が真理を得るために働く

あなたのいのちの追求は

神によって完全にされるためであり

いつの日かあなたが

神の役に立つに相応しい人になるためである



2

深く入れば入るほどさらに理解し啓示を受け

揺るがされることなく 神の大いなる愛を感じる

彼らは神の働きの知識を得た

聖霊はこのような人々の中で働く

神は人が真理を得るために働く

あなたのいのちの追求は

神によって完全にされるためであり

いつの日かあなたが

神の役に立つに相応しい人になるためである



3

神のために証しし 神の意志を満たすことは

人が神の言葉を追求しようとする意欲にかかっている

神は人が真理を得るために働く

あなたのいのちの追求は

神によって完全にされるためである

神は人が真理を得るために働く

あなたのいのちの追求は

神によって完全にされるためであり

いつの日かあなたが

神の役に立つに相応しい人になるためである



『神の出現と働き』「あなたは神への忠誠を保たなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


456 聖霊の働きによりいのちに入りなさい

1 したがって、あなたがたは聖霊の働きを受け取ると同時に、自分の入りをよりいっそう重視し、聖霊の働きとは何か、自分の入りとは何かを正確に見極めつつ、聖霊の働きを自分の入りに組み入れなければならない。そうすることで、あなたはより多くの点で聖霊によって完全にされ、聖霊の働きの実質があなたの中で形作られる。聖霊の働きを経験する過程において、あなたがたは聖霊と自分自身を知るようになり、そしてさらに、激しい苦しみが無数に繰り返される中で神との正常な関係を育み、あなたがたと神との関係は日を追うごとに近くなる。無数の刈り込みと精錬を経た後、あなたがたは神に対する真の愛を育む。

2 それゆえ、苦しみ、打撃、そして苦難を恐れるべきではないと気づく必要がある。恐れるべきなのは、自分に聖霊の働きがあるだけで、入りがないことである。神の働きが終わりを迎える日、あなたがたの苦労は無に帰している。神の働きを経験したにもかかわらず、聖霊を知ることも、自分の入りを得ることもなかったのである。聖霊が人間の中で働かせる啓きは、人間の情熱を維持するためのものではなく、人間の入りのために道を開き、人間が聖霊を認識できるようにするとともに、それ以降、神を畏れて敬愛する気持ちを育めるようにするためのものである。

『神の出現と働き』「働きと入ること（２）」（『言葉』第1巻）より編集


457 聖霊の働きは人を積極的に前進させる

1

聖霊は人の長所を活かして人を用い

同時に短所を補い

変えて完全にしてくれる

神に心を注いで御前で静まれるなら

静まれるなら

聖霊に用いられる資格を得るだろう

あなたは啓きを受けて

聖霊に照らされる

聖霊があなたの短所を補ってくれる

聖霊の啓きを受けると

人は消極的にならず

必ず進歩し

弱さに引きずられずに

命の成長は遅れず

御心を満足させたくなる

それは聖霊の臨在を得たことの証明

神に心を捧げると

より高い見地を得て深みに達し

自分の短所の見識を得られる

また、より熱心に神の意志を満たそうと

積極的になる

そして正しい人になれる



2

御前で静まれるなら

あなたが神を喜ばせ

聖霊に称賛されるか

積極的な取り組み次第

神の働きは人を積極的に入らせ

消極的なところを知り

取り除けるようにする

聖霊の啓きを受けると

人は消極的にならず

必ず進歩し

弱さに引きずられずに

命の成長は遅れず

御心を満足させたくなる

それは聖霊の臨在を得たことの証明

聖霊の臨在を得たことの証明



『神の出現と働き』「神との正常な関係を築くことは極めて重要である」（『言葉』第1巻）より編集


458 聖霊が人に働くとき

1 聖霊の働きは積極的な導きと肯定的な啓きの一種である。それは人々が受け身でいることを許さず、彼らに慰めをもたらし、信仰と決意を与え、彼らが神によって完全にされることを追求できるようにする。聖霊が働きを行なえば、人々は積極的に入ることができる。受け身でもなく、強制されることもなく、自分が主導権を握って行動するのである。聖霊が働きを行なうとき、人々は進んで従い、喜んで謙虚になる。内なる痛みや脆さがあっても、協力しようと決意し、喜んで苦しみ、従うことができる。そして人間の意志や人の考えによって汚されておらず、人間的な欲望や動機に汚されていないのは間違いない。

2 人々が聖霊の働きを経験するとき、彼らの内面は特に聖い。聖霊の働きを有する人たちは神への愛、兄弟姉妹への愛を生きており、神を喜ばせることを喜びとし、神の嫌うことを嫌う。聖霊は人の中で働きを行なうとき、正常な人々の必要に応じて彼らを導き、そして啓く。聖霊は人々の必要に応じて彼らに糧を施し、彼らに欠けているものに応じて、また彼らの欠点に応じて肯定的に導いて啓く。聖霊の働きは人々を現実の生活において啓き、導くことである。実生活の中で神の言葉を経験して初めて、人は聖霊の働きを見ることができる。

3 聖霊の働きに触れた人は正常な人間性をもち、常に真理を追い求め、人間性を自分のものにしている。聖霊の働きは正常かつ現実的であり、聖霊は人の通常生活の規則にしたがってその人の中で働きを行ない、正常な人々の実際の追求に応じて彼らを啓き、そして導く。日常生活において前向きな状態であり、正常な霊的生活を送っていれば、その人には聖霊の働きがある。そうした状態の中では、神の言葉を飲み食いすると信仰を得、祈ると鼓舞され、何かに突き当たっても受け身にならず、何かが起きるとその中から、神が彼らに学ぶよう求めている教訓を理解できる。彼らは受け身でもなければ弱ってもおらず、たとえ現実の困難を抱えていても、神のすべての采配に自ら従おうとする。

『神の出現と働き』「聖霊の働きとサタンの働き」（『言葉』第1巻）より編集


459 聖霊の働きに気をつけよ

1 聖霊に啓かれるのはどのような人ですか。思考が鋭敏で綿密な人です。そのような人は感覚や啓きを与えられると、それが聖霊によって与えられること、神がそのように働こうと望んでいることを認識できます。時には叱責されることもあり、それを感じ取るとすぐに自制します。これが聖霊に啓かれた人です。軽率で霊的理解に欠ける人は、感覚を与えられても悟ることができません。聖霊の働きに注意を払わないので、聖霊もそれ以上啓きません。三、四回続けて啓きを受け入れないと、聖霊はもう働きません。

2 中には思考が綿密でない人もいます。自分を知り、神の意志を理解するのは、外面の現象を通してではなく、真理と認識と経験を通してなすべきです。聖霊の働きは特に実際的です。真理を理解することしかできない人もいますが、聖霊の働きについて言えば、その人に経験はありません。将来、あなたがたは最も微妙な感覚、最もかすかな光に注意を払わなければなりません。何かが起きたときは真理の視点からそれを観察して対処すべきです。そうすれば徐々に正しい軌道に乗ります。

『終わりの日のキリスト講話集』「神への信仰では、真理を得ることが何よりも重要である」（『言葉』第3巻）より編集


460 聖霊の働きに従い完成への道を歩みなさい

1 完全にされる道には、聖霊の働きに従うことで到達する。あなたは、神がどのような人を通してあなたを完全にする働きをするかを知らず、どのような人、どのような出来事や物事を通してあなたを獲得し、あなたが識見を得るようにするかを知らない。あなたがこの正しい道を進むことができるのであれば、それはあなたには神によって完全にされる望みが大いにあるということを示している。もしあなたが正しい道を進むことができないのであれば、あなたの将来は暗く、光りがないということである。あなたが正しい道に入れば、全ての事において啓示が与えられる。聖霊が他の人たちに何を啓示するかを問わず、その人達の認識を基盤にして前進し、自らも経験するのであれば、それはあなたのいのちの一部となり、その経験を通して他の人たちに施すことができる。

2 聖霊が他の人たちに何を啓示するかを問わず、その人達の認識を基盤にして前進し、自らも経験するのであれば、それはあなたのいのちの一部となり、その経験を通して他の人たちに施すことができる。ただ言葉を真似て他の人たちに施す者は何の経験もない者である。まず他の人が受けた啓示や照らしを通して実践の方法を見つけ出し、それから自分の実際の経験や認識を語るようにしなさい。これはあなた自身のいのちに大いに益となる。あなたは、神から出る全ての事に従い、このように経験しなさい。万事において神の旨を求め、全てのことを教訓とし、あなたのいのちが成長するようにしなさい。このように実践するならば、極めて速い進歩が得られる。

『神の出現と働き』「真心で神に従う者は、必ずや神のものとされる」（『言葉』第1巻）より編集


461 神は全ての望みを人に置く

1

この世の始まりから

人は神と話せた

人だけが全ての神がお創りになった中で

人は聞く耳と見る目と

思考と言葉と自由意志を持つ

すべて与えてくださった

御声聞き 御心識り

その託された使命を受け入れるために

神は人に望み置き

友とすること望まれる

心と思いを通わせ

ともに歩むものを



2

救いの始まりから

神は待っておられる

人が心を捧げ

それを清め 備えるため

神の思い満たし 愛され

畏れ 悪を避け

神は待っておられる

いつも望まれている

神の思い満たし 愛され

畏れ 悪を避け

神は待っておられる

いつも望まれている



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


462 神は御心を行うできる者を切望している

1

神の働きと計画が進むと　

神は自らが創造した地を

二度と洪水によって滅ぼさないというしるしである虹

つまり契約を送った後に

神と心を一つにして

地上で神の意志を果たし

闇の力から抜け出す事ができる者を得たいと切に願った

神はサタンに縛られていない者を

神を証しする事ができる者を獲得したいと思っている

これが長く神が願い続けた事であり

全ての始まり以来ずっと神が待ち続けた事である



2

神の地上を滅ぼす洪水と 神の人との契約にかかわらず

神の心や考え　神の計画は同じままである

神がずっとやりたかった事

全ての創造以前から切に願っていた事は

神が得たいと願い

神の心と性質を知る者を得ることなのだ

神を賛美し　神を証しする事ができる者

彼らこそ神と心を分かち合える神の友である・・友である

神はサタンに縛られていない者を

神を証しする事ができる者を獲得したいと思っている

これが長く神が願い続けた事であり

全ての始まり以来ずっと神が待ち続けた事である



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


463 人間への神の期待は変わったことがない

1 イサクを捧げるアブラハムに、神は誠実さと従順さを見、彼が神の試練に耐えたことを知り、アブラハムの誠実さと従順さを受け入れましたが、それでも神の心を知る者となり、神を知り、理解し、神の性質を知るのに相応しくはなかったのです。神と思いを同じくし、神の旨をなす者にはほど遠かったのです。そのため、神は心の中で依然寂しく不安でした。その寂しさと不安が増せば増すほど、神はできるだけ迅速に自身の経営を続け、また経営計画を全うして自身の旨を一刻も早く成就させるべく、人々の集団を選んで自身のものとする必要がありました。それは神の切実な願いであり、初めのときから今日まで変わりません。

2 最初に人を創ったときから、神は勝利者の集団、つまり神とともに歩み、神の性質を認識し、知り、理解することのできる集団を切望してきたのです。神のこの願いは一度も変わったことがありません。どれほど待たなければならないとしても、その行く手がいかに困難でも、また神の切望する目標がどれほど遠くても、神は人間に対する期待を変えたり諦めたりしたことはありません。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


464 人の真の信仰と愛を得ることを神は望む

1

神があなたに望むのは

神の真の側面を知ること

あなたはもっと神と親しくなり

神の人への思いやりと愛を心から理解するだろう

神についてもはや疑うことなく

あなたは心を捧げ尽くすだろう

もはや何の猜疑心もなく

静かではあるが 神は人に全てを尽くす

神の真心と誠実さ 愛は静かに人にあたえられる

神は為した業を後悔しない

人から報いを求めることも

何か得ることも望まない

神が為す全ての業の目的は

人の真の信仰と愛を得るため



2

本当の神の性質を知り

本質を深く理解する時

神がすぐそばに居ることを

あなたは感じるだろう

それこそが真実

神は為した業を後悔しない

人から報いを求めることも

何かを得ることも望まない

神が為す全ての業の目的は

人の真の信仰と愛を得るため



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


465 神は彼に耳を傾け従うものを大切にする

1

人の階級を神は気にしない

神に耳傾け、従い、委ねば

神の業、計画、心に協力できる

神の心や計画妨げられず進む

このような行い

神の胸に留まり

神の祝福を得るに値する

このような人々を、神への愛を

神は大切にする

これが神の意向



2

人の階級を神は気にしない

神に耳傾け、従い、委ねば

神の業、計画、心に協力できる

神の心や計画妨げられず進む

このような行い

神の胸に留まり

神の祝福を得るに値する

このような人々を、神への愛を

神は大切にする

これが神の意向



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


466 神の切なる願いは人が神に聞き従うこと

1

数千年前　神が世界を創造してから

地上でたくさん働きをした

神は最もひどい人の拒絶を受け苦しみ

たくさんの侮辱を経験した

皆が神を冷たく無視した

地上へ降りた神を誰も歓迎しなかった

神は何千年も困難に苦しんだ

遠い昔 人の行いに神の心は引き裂かれた　

神はもう人の反抗には目を向けないが

人を創り変え清めることを考えた

神の切なる願いは人が神に聞き従うこと

肉となった神の前で自分を恥じ抵抗しないこと

今日神が人に望むことは

ただ神の存在を信じること



2

肉となった神はもう充分に嘲笑を浴び

疎外と十字架を体験した

神は最もひどい人の世の扱いにも耐えた

天の父は見るに耐えられず

神は顔をそむけ目を閉じて

自分の愛する子が戻って来るのを待った

神の切なる願いは人が神に聞き従うこと

肉となった神の前で自分を恥じ抵抗しないこと

今日神が人に望むことは

ただ神の存在を信じること

遥か昔には神は人に多くを望まなくなった

神が払った代価はあまりに高い

それなのに人はなお気楽でのんびりとしている

神の業には見ないふりをする　

皆が神を冷たく無視した

地上へ降りた神を誰も歓迎しなかった

神の切なる願いは人が神に聞き従うこと

肉となった神の前で自分を恥じ抵抗しないこと

今日神が人に望むことは

ただ神の存在を信じること



『神の出現と働き』「働きと入ること（４）」（『言葉』第1巻）より編集


467 神の言葉は人が歩むべき道である

1

どんな時代でも神は地上で業を行う時

人類に言葉を授け真理を伝える

それらの真理は人のため歩むべき道

また守るべき道として役立ち

神を畏れ悪を避けるように人を導く

神の言葉は、生活の中で実行すべきもの

人生の旅路において、固く守るべきものなのだ

それが神が言葉を人に授ける理由なのだ



2

それらの言葉は神が自ら人に授けるもの

人はそれを守るべきだ いのちを受けるために

神の言葉に従わず それを実行せず

日々の暮らしで生かさないなら

人は神の真理を実践していることにはならない

神の真理をもしも実践していないとするなら

人は神を畏れ、悪を避けることはできない

そういう人は神を満足させることはできない

そして神を満足させることができないのならば

人は神から賞賛を受けることなどない

そういう人は何ひとつ成果を残せないだろう



『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


468 神の言葉は人のいのちに必要なものをすべてもたらす

1 神が語る言葉は、外見上平易であるか深遠であるかに関わらず、すべて人がいのちに入るために欠くことのできない真理であり、人間が霊と肉の両方において生き延びることを可能にする、生ける水の泉なのです。神の言葉は、人間が生き続けるために必要なもの、日常生活を送るための原則と信条、救いを得るために進むべき道と目標と方向性、神の前に被造物として持つべきすべての真理、そしていかに神に服従し神を崇めるべきかについてのすべての真理を与えてくれます。神の言葉は人間の生存を保証するものであり、人間の日々のパンであり、人間が強くなり立ち上がることを可能にする頑強な支えでもあります。

2 神の言葉には、被造物である人類が生きるべき正常な人間性の真理の現実が豊かに含まれており、人間が堕落から解き放たれサタンの罠を避けるための真理も豊かに含まれており、さらに創造主が被造物である人間に与えるたゆみない教え、訓戒、励まし、慰めも豊富に含まれています。神の言葉は、肯定的なものすべてを理解できるよう人間を導き啓発する灯台であり、人間がすべての義なる良いことを実際に生きて所有するための保証であり、人々と出来事や物事が測られる基準であり、人間を救いや光の道へと導く道標でもあります。

『神を知ることについて』「序文」（『言葉』第2巻）より編集


469 神の言葉の重要性

1

神の信者は良い行いをすべきだ

大切なのは神の言葉を持つこと

何があってもそれから離れない

神の言葉を通し神を知り満足させる

あらゆる教派・国・宗派が

いつか言葉で征服されるだろう

神は人々に直接語り

彼らは神の言葉を握るだろう

これで人々は完全にされ

神の言葉は浸透するだろう

人はそれを語り実践する

神に用いられる者は

皆神の言葉を語ることができる

もしできないのなら

聖霊がまだ働かず

あなたが完全でない証拠

これが神の言葉の重要性



2

神の言葉を深く知る人は完全だ

神の意志を満足させ証しする人は

神の言葉を現実として持つ

千年神の国の時代として知られる

言葉の時代に入ることは

働きが今全うされていること

神の言葉について交わりなさい

神の言葉を食べ経験しながら

あなたは神の言葉を示せる

神の言葉と経験なしには

あなたは誰も説得できない

神に用いられる者は

皆神の言葉を語ることができる

もしできないのなら

聖霊がまだ働かず

あなたが完全でない証拠

これが神の言葉の重要性



『神の出現と働き』「神の国の時代は言葉の時代である」（『言葉』第1巻）より編集


470 神の言葉：人の生存の唯一の原則

1 神は真理を表現するときに、自身の性質と本質を表現します。神による真理の表現は、人類が認識している各種の肯定的な物事や所説の、人類による要約に基づいているわけではありません。神の言葉はあくまで神の言葉であり、神の言葉は真理です。それらは人類の存在の拠り所となるべき土台と法則であり、人間を出所とするいわゆる教義は、神によって断罪されます。それらが神から承認されることはなく、ましてや神が発する言葉の源、あるいはその土台となることなどあり得ません。神の表現によって生まれるすべての言葉は真理です。なぜなら、神には神自身の本質があり、神こそ肯定的な物事すべての現実だからです。

2 人類の伝統的な文化や存在のあり方が、時代の変化や時間の経過によって真理になることはありません。また、人類から非難を受けたとか、人類が忘れやすいなどという理由で、神の言葉が人の言葉になることもありません。この本質は不変であり、真理は常に真理なのです。ここにある事実が存在します。人類が要約するそうした言葉はすべてサタンに由来するのです。そうした言葉は人の想像や観念であり、人の肉から生じるもので、肯定的なものとは何ら関係がありません。他方、神の言葉には、神の本質と地位が表現されています。

3 神はなぜ言葉を発するのでしょうか。わたしはなぜそれが真理だと言うのでしょうか。それは、神が万物のすべての法則、原理、根本、本質、現実、そして奥義を支配しており、それらが神の手中にあり、神だけが、万物のすべての原理、現実、事実、そして奥義を知っているからです。神はこれらの由来を知っており、その根本が実際に何であるかを知っているのです。ですから、神の言葉で言及されている万物の定義だけが最も正確であり、また神の言葉の中で人類に求められていることこそが、人類にとって唯一の規準、すなわち、人類が存在の拠り所とする唯一の規準なのです。

『反キリストを暴く』「第9条（1）」（『言葉』第4巻）より編集


471 神の言葉は永遠に変わらない真理である

1

神の言葉は真理で永遠に変わることがない

神は命の与え主であり

人間の唯一の導き手である

神の言葉の価値と意義は

その本質で決定されるのであり

人間が言葉を受け入れたり

認めたりするかで決定されるのではない

たとえ地上で誰一人

神の言葉を受け入れなくても

その価値と人間への助けは計り知れない

神の言葉は真理で永遠に変わることがない

神は命の与え主であり

人間の唯一の導き手である



2

神の言葉に反抗し 反論・軽蔑する人々に

神の唯一の答えはこうだ

時と事実に証言させよ

神の言葉は真理であり道であり命であることを示せ

神が言ったことは全て正しく

人はそれを所有し従うべきだと示せ

たとえ地上で誰一人

神の言葉を受け入れなくても

その価値と人間への助けは計り知れない

神の言葉は真理で永遠に変わることがない

神は命の与え主であり

人間の唯一の導き手である



3

神に従う全ての人に神は事実を明かすだろう

神の言葉を受け入れられない

または実行できない者たち

言葉に目標を発見できず

救いを見いだせない

そんな人々を神の言葉は罪に定めてきた

彼らは神の救いを失ってしまった

神の罰は彼らから遠ざかることは決してないだろう

神は永遠に変わらず 命を満たす方である

神の言葉は真理で 永遠に変わることがない

神は命の与え主であり



『神の出現と働き』「あなたがたは自分の行いを考慮すべきである」（『言葉』第1巻）より編集


472 真理はあらゆる人生の格言の最高峰

1

あらゆる人生の格言のうち

「真理」は最も現実に根ざしている

真理は「全ての人の格言の最高峰」であり

「いのちの格言」と呼ばれている

何故ならば神が人に要求し

神が自ら為す業であるから

何かをまとめた習わしでも

偉人の名言でもない

真理は天と地にある万物の主が

人に対して発した言葉



2

人が寄せ集めた名言ではなく

神に内在する命　つまり神自身

真理は「あらゆる人生の格言の最高峰」

真理を実践することとは自分の使命を果たすことで

神の要求を満足させる

何かをまとめた習わしでも

偉人の名言でもない

真理は天と地にある万物の主が

人に対して発した言葉



3

この「要求」の真髄は

実はあらゆる真理のうち 最も現実に根ざし

実現不可能な虚しい教義ではない

何かをまとめた習わしでも

偉人の名言でもない

真理は天と地にある万物の主が

人に対して発した言葉



『神の出現と働き』「神とその働きを知る者だけが神の心にかなう」（『言葉』第1巻）より編集


473 真理だけが人の心を安らげる

1 ここまで交わってきた神の性質、および神が所有するものと神そのものは、どちらも真理です。その価値を物質的な物事で計るのは不可能であり、またそれがいかに貴重でも、その価値を金銭で数量化することもできません。なぜなら、それは物質的なものではなく、各人の心が必要とするものを満たすものだからです。神による救いを経験する過程において、性質の変化を追い求めながら、神の旨を理解することも、真理とは何かを知ることもなく、神の性質を知らなければ、あなたは極めて不安に感じませんか。心の飢えと渇きを強く感じませんか。そうした感覚によって心の安息が妨げられはしませんか。では、こうした心の飢えを解消するにはどうすればよいですか。

2 無力感を覚えたとき、あるいは真理や神の旨を実際に知ることができるよう、神の啓示を得たいと渇望するとき、あなたに一番必要なものは何ですか。大量の食事でも二、三の優しい言葉でもなく、ましてや束の間の慰めでも肉の満足でもありません。あなたに必要なのは、自分がすべきことは何か、それをどうすべきか、そして真理とは何かを、神から明瞭に直接伝えてもらうことです。ほんの少しでもそれを理解したら、良い食事を食べたときよりも心の中で満足感を覚えませんか。心が満たされたとき、心と自分の存在全体が真の安らぎを得られるのではないですか。

3 この文章が意味するのは、神から生じるもの、神が所有するものと神そのもの、および神に関する一切のことは、他の何より偉大だということです。そこには、あなたがそれまで最も貴重だと信じていた物事や人も含まれます。つまり、神の口から言葉を得られなかったり、神の旨を理解できなかったりすれば、その人は安らぎを得られないのです。神が行なうことはどれも真理であり、いのちです。この真理は人間のいのちに不可欠なものであり、それなしで生きることは決してできません。また、それは最も偉大なものだとも言えるでしょう。真理は見ることも触れることもできませんが、あなたに対する重要性を無視することはできません。それはあなたの心に安らぎをもたらす唯一のものなのです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


474 あなたは真理のために全てを捨てるべきだ

1

あなたは真理への道の途上苦しみ

自身を捧げなければならない

更なる真理を得るために屈辱に耐え

より大きな苦しみを受け入れなさい

美しいもの全てを追求し

良いこと全てを探し求めなければならない

意義深い人生の道を

真理のために全ての快楽と肉を捨てなさい



2

平和な家庭生活のためであっても

真理を手放してはいけない

品位と尊厳を保つこと

一時の快楽のため真理を投げ捨ててはならない

美しいもの全てを追求し

良いこと全てを探し求めなければならない

意義深い人生の道を

真理のために全ての快楽と肉を捨てなさい



3

享楽のため全ての真理を投げ捨ててはならない

もし何も追求せず卑しく生き続けるなら

人生は無駄ではなかろうか

美しいもの全てを追求し

良いこと全てを探し求めなければならない

意義深い人生の道を

真理のために全ての快楽と肉を捨てなさい



『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


475 最も有意義な人生

1

被造物として神を礼拝し

あなたは最も有意義な人生を追い求めねばならない

あなた方は正しい道を追い求め

進歩を求め

赤い大きな竜の国で立ち上がる

神が義と呼ぶ人々

それこそが最も有意義な人生ではないか



2

人として神のために費やし

あなたはあらゆる苦難の人生を耐えなければならない

あなた方は正しい道を追い求め

進歩を求め

赤い大きな竜の国で立ち上がる

神が義と呼ぶ人々

それこそが最も有意義な人生ではないか



3

僅かな苦痛を喜んで受け入れ

有意義な人生を生きるべきだ

ペテロやヨブのように

あなた方は正しい道を追い求め

進歩を求め

赤い大きな竜の国で立ち上がる

神が義と呼ぶ人々

それこそが最も有意義な人生ではないか



『神の出現と働き』「実践（２）」（『言葉』第1巻）より編集


476 若者たちが追い求めるべきもの

1

若者たちは偏見と偽りを持つべきではない

おそろしく破壊的な行動を

若者たちは行ってはいけない

大志を抱き前進するよう熱心に尽くし

将来に失望せず

生活や未来に希望を持つべきだ

若者たちは正しく判断し

正義と真理を探求すべきだ

美しいもの全てを追求し

現実を肯定的に捉えて

人生に責任を持て

これを軽視してはいけない



2

若者たちは真理の道を走り

神に生涯尽くせ

彼らは真理に欠けてはならず

偽りや不義を抱いてはいけない

正しく立て

あてもなくさまよってはならない

正義と真理のために

敢えて犠牲を払い戦うべきだ

若者たちは正しく判断し

正義と真理を探求すべきだ

美しいもの全てを追求し

現実を肯定的に捉えて

人生に責任を持て

これを軽視してはいけない



3

若者たちは闇の力の圧制に屈さず勇気を出し

己の生存意義を変えるべきだ

若者たちは逆境に負けず 心を開いて素直になり

兄弟姉妹を赦すべきだ

若者たちは正しく判断し

正義と真理を探求すべきだ

美しいもの全てを追求し

現実を肯定的に捉えて

人生に責任を持て

これを軽視してはいけない してはいけない



『神の出現と働き』「若者と老人に向けた言葉」（『言葉』第1巻）より編集


477 神の言葉を行いの基礎としなさい

わたしが望むのは

与えるものや労苦を無駄にせず

わたしの心を知り

わたしの言葉を生き方の基礎とすることである



1

喜んで聞ける言葉かどうか

受け入れられる言葉かどうかにかかわらず

真剣に受け止めなくてはならない

あなた方のずさんで無関心な態度が

わたしを悲しませ うんざりさせる

わたしが望むのは

与えるものや労苦を無駄にせず

わたしの心を知り

わたしの言葉を生き方の基礎とすることである



2

わたしの言葉を何千回も読み

そらんじられるようになることを

わたしはただひたすらに願っている

そうすればわたしの期待に応えられるが

誰もそのようには生活しない

わたしが望むのは

与えるものや労苦を無駄にせず

わたしの心を知り

わたしの言葉を生き方の基礎とすることである



3

あなた方はみな

飲み食いするだけの退廃した暮らしに浸っており

わたしの言葉を用いて

心と魂を豊かにする者はいない

だからわたしは人の真相は裏切りであると結論づける

人はわたしを裏切り

わたしの言葉に忠心を尽くす者はいない

わたしが望むのは

与えるものや労苦を無駄にせず

わたしの心を知り

わたしの言葉を生き方の基礎とすることである



『神の出現と働き』「極めて深刻な問題――裏切り（１）」（『言葉』第1巻）より編集


478 神の言葉への接し方

1

神は多くの警告を与えた

征服するため真理を与えた

疑って神の言葉を省いてはならない

神はそれを絶対に許さない

あなたがたは神とその言葉を疑い

神の言うことを決して受け入れない

だから神は真剣に言う

神の言葉を哲学や嘘と結び付けてはならない

さげすみの目で接してはならない

あなたがたが神の言葉一つひとつを

信じられるようになり

その深い意味を理解することを

神は願っている



2

神の言葉を裁き軽視したり

「神はいつも私たちを試す」

「言葉が正確ではない」と言ってはいけない

これらのことを神は容赦しない

あなたがたは神とその言葉を疑い

神の言うことを決して受け入れない

だから神は真剣に言う

神の言葉を哲学や嘘と結び付けてはならない

さげすみの目で接してはならない

あなたがたが神の言葉一つひとつを

信じられるようになり

その深い意味を理解することを

神は願っている



『神の出現と働き』「過ちは人間を地獄へ導く」（『言葉』第1巻）より編集


479 神の言葉に対して持つべき態度

1

わたしの言葉は誰であれ

皆に向けられる真理

真理のしもべになれ

真理と無関係のものに囲まれている

あなたに求める

真理のしもべになれ

これはわたしから、あなた方への警告

集中し素直にわたしの言葉を

真理の立場で受け

一つも無視するな

わたしの言葉を軽んじるな



2

邪悪さと醜さに捕らわれることなく

それらを捨て去り

真理のしもべになれ

真理を踏みにじったり

神の家の片隅も汚してはならない

真理のしもべになれ

これはわたしから、あなた方への警告

集中し素直にわたしの言葉を

真理の立場で受け

一つも無視するな

わたしの言葉を軽んじるな



『神の出現と働き』「三つの訓戒」（『言葉』第1巻）より編集


480 あなたの生活を神の言葉で満たしなさい

1

今日からあなたが話す時は

神の言葉について話しなさい

あなた達が集まる時には

真理による交わりを持ちなさい

神の言葉について知っていること

実行していること

そして聖霊の働きについて話しなさい

自由に過ごす時でも

神の言葉について語りなさい

無駄話はせず

あなたの生活を神の言葉で満たしなさい

その時こそあなたは真の信者なのです！



2

神の言葉の交わりを持つ時

聖霊が啓示を与えるだろう

神の言葉の世界を作るため

人は協力しなければならない

これに入らなければ

神は自分の業が出来ないし

あなたが語らないなら

神はあなたを照らすことができない

自由に過ごす時でも

神の言葉について語りなさい

無駄話はせず

あなたの生活を神の言葉で満たしなさい

その時こそあなたは真の信者なのです！



3

交わりが浅くても心配はない

「浅さ」がなければ「深さ」もないのだから

あなたには辿らねばならない過程がある

実践で聖霊の導きを理解し

神の言葉を食べ飲みする方法を知り

言葉の現実の中へと入るのだ

協力する意志があれば

あなたは聖霊の働きを受けるだろう

自由に過ごす時でも

神の言葉について語りなさい

無駄話はせず

あなたの生活を神の言葉で満たしなさい

その時こそあなたは真の信者なのです！



『神の出現と働き』「神の国の時代は言葉の時代である」（『言葉』第1巻）より編集


481 人はどのようにして神の道をたどるべきか

1

神の道をたどることは

規則を守ることではない

全てを神が定めたとすること

あなたに課せられた責任

委ねられたこと

神から与えられた試練として

神の道をたどること

決して神を怒らせないよう考慮すること

決して神の性質を侵害しないこと

何かに直面する時

一つの基準を備えていなければならない

それが神の手から来ることを知って

神の道をたどること

決して神を怒らせないよう考慮すること

決して神の性質を侵害しないこと



2

この事をどう取り扱うべきか

どうあなたの使命を果たし

神に忠実でいられるか考えなければならない

神の道をたどること

決して神を怒らせないよう考慮すること

決して神の性質を侵害しないこと

神の道をたどること

決して神を怒らせないよう考慮すること

決して神の性質を侵害しないこと



『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


482 神の言葉を大切にする者は祝福される

1

喜んで神の見守りを受け入れる者は

神への認識を追求する人である

彼らは喜んで神の言葉を受け入れ

神からの授かり物と祝福を得るだろう

彼らは最も祝福された者である

神は神のため場所を持たない者を呪い

罰を与え 見捨てる



2

神の言葉追求して大切にする者の中で神は働く

あなたが神の言葉を大切にすればするほど

神はもっと働き

あなたが完全にされるチャンスは大きくなる

神は真に神を愛する者を

神は神の前に心が静まる者を

完全にする

完全にする

もしもあなたが神の全ての働きを大切にして

神の啓示と臨在 守りを大切にするなら

そして 神の言葉を自分の現実

命の供給として大切にするなら

神の心に適った者である

あなたへの神の働きの全てを大切にするなら

神はあなたを祝福し

あなたのものはもっと増えるだろう



3

神の言葉があなたの現実となるよう努力を重ね

神を満足させ

神の心に適う者になりなさい

神の恵みを享受するためだけの努力はせずに

神の働きを受けて完全になり

神の意志を果たしなさい

これ以上に重要なことはない



『神の出現と働き』「神は自身の心にかなう者を完全にする」（『言葉』第1巻）より編集


483 大小あらゆることにおいて神の道に従いなさい

1

神の道に従うには

身の周りの出来事を見逃してはならない

たとえそれが小さなことでも

あなたが注意しようがしまいが

それらが起こる限りは

見逃してはならない

神からの試練だと思いなさい

その態度があれば証明される

あなたの心は神を畏れていて

全ての悪を避けたいのだと

あなたが神を満足させたいなら

神を畏れあらゆる悪を避ける生き方から遠くない



2

大きなことでも小さなことでも

神の道に従う時はまたっく違いがない

気にも留めず話しもしないことを

あなたは真理からほど遠いことだと思い

それらが起こる時には

考えず見逃してしまう



3

あなたが明確にすべきことは一つ何が起ころうとも

神を畏れ悪を避けることを学ぶ機会とし

神が何をするのかを知ること

あなたが神を満足させたいなら

神を畏れあらゆる悪を避ける生き方から遠くない

側であなたの言動と

心の変化を見守るのが神の働きだ

あなたが神を満足させたいなら

神を畏れあらゆる悪を避ける生き方から遠くない



『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


484 神への真の信仰は神の言葉の実践と経験

1 人間は神の言葉の実体験の中でのみ、真理といのちを施され、その中でのみ、正常な人間性とは何か、有意義な生涯とは何か、本物の被造物とは何か、神への真の服従とは何かを理解できるようになります。そしてその中でのみ、人間がいかに神を思いやるべきか、被造物としての本分をいかに尽くすべきか、真の人間らしさをいかに身につけるべきかを理解できるようになり、さらにその中でのみ、本物の信仰や本物の崇拝とは何を意味するのか、天地と万物の支配者が誰であるかを理解できるようになり、またその中でのみ、全ての被造物の主である方がどのような手段で万物を支配し、導き、養うかを理解できるようになり、さらにすべての被造物の主である方がいかに存在し、現れ、働きを行うかを理解し把握できるようになるのです。

2 神の言葉の実体験から離れれば、人が神の言葉と真理に関する真の認識と洞察を持つことはありません。そうした者はまさしく生きる屍であり、完全な抜け殻であり、創造主に関する認識はその者とは一切無関係です。神の目から見れば、そうした者は決して神を信じたことも神に従ったこともなく、そのため神はその人を信者とも従う者とも認めず、ましてや本物の被造物と認めることもないのです。

『神を知ることについて』「序文」（『言葉』第2巻）より編集


485 神の働きの経験は神の言葉と切り離せない

1 自分の経験がどの段階に達していようと、あなたは神の言葉や真理から離れることができず、神の性質についてあなたが理解していること、神が所有するものと神そのものについてあなたが知っていることはどれも、神の言葉の中に表わされています。それらには真理と切り離せないつながりがあるのです。神の性質、そして神が所有するものと神そのものは、それ自体真理です。真理は神の性質と、神が所有するものと神そのものを表わす真正なものです。それによって神が所有するものと神そのものは具体的なものになり、またはっきり述べられることになります。神が何を好むか、何を好まないか、あなたに何をしてほしいのか、あなたが何をするのを許すのか、どのような人を嫌ってどのような人に喜ぶかを、それはあなたにはっきり伝えるのです。

2 神が表わす真理の背景から、人々は神の喜び、怒り、悲しみ、幸福、そして神の本質を理解することができます。これが神の性質の現われです。神の言葉から神が所有するものと神そのものを知り、神の性質を理解することを除いて最も重要なのは、実践的な経験を通じてこの理解に達する必要性です。神を知るために自分を実生活から切り離せば、その人は神を知ることができません。神の言葉から何らかの理解を得られる人がいたとしても、その理解は教義や言葉に限られ、本当の神自身と差異が生じることになります。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


486 神の言葉を備えることが最優先

1

現実を知り 神のわざをはっきり見ることが

神の言葉の中に見えること

啓きを得られるのは神の言葉だけなので

より多くの神の言葉を備えよ

神の言葉から得た理解を分かち合いなさい

交わりにより皆が光を得て

道を示せるならそれは本物で実践的な道である

神があなたの環境を定める前に

優先すべきは神の言葉を備えること

まず初めにそれをしなさい



2

まずはじめに神の言葉を飲み食いすること

できないことは神の言葉から実践の道を見いだし

困難や問題への答えを神の言葉に求めよ

神の言葉をあなたの糧の源としなさい

困難を解決する助けとし

生活の中での助けとするには努力が求められる

神があなたの環境を定める前に

優先すべきは神の言葉を備えること

まず初めにそれをしなさい



3

神の言葉を飲み食いし成果を挙げ

神の前で心を静めることを学び

問題があるときは神の言葉により実践し

ないときは神の言葉を飲み食いせよ

そして時には祈り 神の愛について考え

神の言葉について知っていることを分かち合い

言葉の中にある啓きと言葉への反応を分かち合い

皆が歩むべき道を見つけるよう助けなさい

これこそがまさに実践的なことであり

その目的は神の言葉を

あなたの真の糧にすることである

神があなたの環境を定める前に

優先すべきは神の言葉を備えること

まず初めにそれをしなさい



『神の出現と働き』「神の実際性に絶対的に服従できる者は真に神を愛する者である」（『言葉』第1巻）より編集


487 神の言葉なくしていのちの追求はできない

いのちの追求においては二つのことに注意しなければなリません。一つは神の言葉の中にある真理を理解すること、もう一つは神の言葉の中で自分自身を知ることです。この二つは最も基本的なことです。神の言葉の外にはいのちも真理もありません。では、神の言葉に真理を求めないなら、それをどこで求められますか。この世のどこに真理がありますか。この世の書物はすべて、悪魔サタンの教義をまとめたものではありませんか。そこには真理のひとかけらも含まれていません。神の言葉の中の真理を理解する際に最も重要なのは、神の言葉の中で神を理解すること、人間の人生を理解すること、そして自分自身を真に認識することや神の言葉の中で人間の存在意義を見つけることといった、真理の全側面を理解することです。すべての真理は神の言葉の中にあります。神の言葉によらなければ、真理に入ることはできません。あなたが挙げるべき主要な成果は、神の言葉を理解し認識するとは何かを知ることです。神の言葉を真に理解すれば、真理を理解することができます。それが最も基本的なことです。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」（『言葉』第3巻）より編集


488 神の言葉の現実の中に入るには

1 神のために自分自身を真に費やす人は、自身の全存在を神の前に並べる。そうした人は神が発するすべての言葉に心から従い、神の言葉を実践することができる。また神の言葉を自分の存在の基礎とし、どの部分を実践すべきなのか突き止めるべく、神の言葉の中を真剣に探し求めることができる。これが真に神の前で生きる人である。あなたの行なうことが自分のいのちに有益であり、またいのちの性質が変わるよう、神の言葉を飲み食いすることを通じて内面的な要求や不十分な点を満たすことができるなら、それは神の旨を満たすだろう。

2 神の要求に応じて行動し、肉ではなく神の旨を満足させるなら、それは神の言葉の現実に入ったということである。神の言葉の現実へと入ることについてさらに現実的に語れば、それは自分の本分を尽くして神の要求を満たせることを意味する。この種の実践的な行動だけが、神の言葉の現実に入ることと呼べる。この現実に入れるなら、あなたは真理を自分のものにする。これが現実に入る端緒である。まずはその訓練を行ない、その後初めてさらに深い現実へと入ることができる。

『神の出現と働き』「神の実際性に絶対的に服従できる者は真に神を愛する者である」（『言葉』第1巻）より編集


489 あなたの状態について神の言葉を読みなさい

1 神の言葉を飲み食いするときは、自分自身の状態の現実を言葉に照らして判断しなければならない。つまり、実体験を通して自分の欠点に気づいたときは、実践の道を見つけ出し、自分の誤った動機や観念に背を向けることができなければならない。常にそうしたことを目指して努力し、それを達成することに精魂を傾けていれば、辿るべき道を得て、虚しさを感じなくなり、それによって正常な状態を保てるようになる。そのとき初めて、あなたは自分のいのちに重荷を抱えた、信仰を持つ人となる。

2 なぜ神の言葉を読んでもそれを実践に移せない人がいるのか。それは、もっとも重大なことを把握できないからではないのか。いのちを真剣に考えていないからではないのか。重大なことを把握できず、実践の道を得られないのは、神の言葉を読んでもそれと自分自身の状態を結びつけることができず、また自分の状態を掌握できないからである。たとえば肉の楽しみを捨て去る方法、独善を捨て去る方法、自分を変える方法、こうしたことに入る方法、自分の素質を高める方法、どの面から始めるべきかといったことである。しかし実際には、その堕落した性質は変わっておらず、それはあなたが実践の道を見出していないことを証明している。

3 自分自身の鍛錬を次のように始めなさい。まず神の言葉を読み、その中にある霊的な用語をよく学ぶ。その中にある重要なビジョンを見つけ出し、実践に関連する部分を特定する。これらの要素をすべて一つ一つ結び付け、経験においてそれらに入っていく。これらは把握するべき重要な事柄である。神の言葉を飲み食いするときに最大の鍵となる実践は、神の言葉を一章読んだら、ビジョンに関する主要部分を見つけ出し、かつ実践に関連する主要部分も見つけ出せねばならないということである。ビジョンを基盤とし、実践を生活の指針としなさい。

『神の出現と働き』「実践（７）」（『言葉』第1巻）より編集


490 神の言葉の実践に力を尽くしなさい

1 神の信仰において、人の最大の欠点は、言葉でしか信じないことであり、日常生活に神が完全に不在であることである。実際、人はみな神の存在を信じるが、神は日常生活の一部になっていない。人は口で神に多くの祈りを捧げるが、心に神の居場所はほとんどないので、神は何度も人を試す。人は不純であるため、人がこうした試練の中で恥ずかしく思い、自己を知ることができるように、神は人を試すしかない。そうでなければ、人類は大天使の子孫に姿を変え、ますます堕落するであろう。

2 神の信仰の過程では、神の絶え間ない浄化の下で、人はそれぞれの個人的な意図や目的の多くを捨て去る。そうでなければ、神は誰かを使うことも、神が為すべき働きを人において為すこともない。神はまず人を清め、この過程を通して、人は自身を知るようになり、神が人を変えることがある。そうしてはじめて、神はそのいのちを人に注ぎ入れ、そうすることでのみ、人の心は完全に神に向けられる。

3 神の視点からは、あなたに認識はあっても神の言葉をいのちとしていなければ、そして自分の認識だけに制限され、真理を実践することも神の言葉を生きることもできないなら、それはやはりあなたに神を愛する心がないことの証明であり、あなたの心が神のものではないことを示している。人は神を信じることで神を知ることができる。これが最終的な目標であり、人が追求するべき目標である。あなたの実践において神の言葉が実を結ぶように、神の言葉を生きる努力をしなければならない。教義的な認識しかなければ、あなたの神の信仰は無駄になる。あなたが神の言葉を実践し、神の言葉を生きる場合にのみ、信仰は完全で、神の心意に一致するとみなされる。

『神の出現と働き』「神を信じるなら真理のために生きるべきである」（『言葉』第1巻）より編集


491 知識は現実に取って代われない

1 なぜほとんどの人は、多大な労力を費やして神の言葉を読んでいながら、その後にもただ認識を得るだけで、現実の道について何も言うことができないのだろうか。認識を得れば、そのまま真理を得ることになると思っているのか。あなたは砂浜の砂粒ほど膨大な数の認識を語ることができるが、そのどれにも現実の道は含まれていない。あなたはその話で人々を欺こうとしているのではないか。理論が高尚で現実性が欠如していればいるほど、人々を現実に導くことはできなくなり、理論が高尚であればあるほど、あなたは神に背き反抗するようになる。最も高尚な理論を貴重な宝のように扱うのはやめなさい。そうした理論は悪質であり、何の役にも立たない。一部の人々は最も高尚な理論を語れるかもしれないが、そこには何の現実も含まれていない。彼らはそれを自分で経験しておらず、そのため実践の道を一切持っていないからだ。そのような人は他者を正しい道に導くことができず、道に迷わせるだけだ。

2 あなたは最低限として、人々の現在の問題を解決し、彼らに入りを成し遂げさせることができなければならない。それだけが献身と見なされるのであり、そうして初めてあなたは神のために働く資格を得ることになる。尊大で非現実的な言葉ばかり語ったり、多くの不適切な実践で人々を縛って自分に従わせたりしてはならない。そのようにしても何の効果もなく、彼らをますます困惑させるだけだ。そのようにしていると、数多くの教義が生み出され、それが原因で人々はあなたを嫌悪するようになるだろう。これは人間の欠点であり、極めて恥ずかしいことだ。だから、もっと実際に存在する問題について語りなさい。他人の経験を自分自身の財産として扱ったり、それを他人に見せびらかしたりしてはならない。一人一人が自分自身の解決策を探し出さねばならないのだ。それが、各人が実践するべきことなのである。

『神の出現と働き』「もっと現実に集中しなさい」（『言葉』第1巻）より編集


492 人間への神の助言

1 わたしはあなたがた一人一人が、理論を語るのをやめ、現実の物事や本物で実体のある物事について語るよう求める。少し「現代芸術」を研究し、現実的な話をし、何か実際の貢献をし、献身の精神を持つようにしなさい。語るときには現実と向き合い、非現実的で大袈裟な話に没頭して人を喜ばせたり、注目を浴びるよう努めたりしてはならない。そんなことに何の価値があるのか。人々に暖かく扱ってもらうことに何の意味があるのか。話をするときは少し「芸術的」になり、行動するときはもう少し公正に振る舞い、物事を扱うときはもう少し合理的になり、言うことはもう少し現実的にし、すべての行動において神の家に利益をもたらすことを考え、感情的になったときは自分の良心に耳を傾け、恩を仇で返したり恩知らずになったりしないようにし、偽善的にならないようにしなさい。そうでないと、あなたは悪い影響を及ぼすようになる。

2 神の言葉を飲み食いするときは、それをもっと密接に現実と結びつけ、交わりを持つときはもっと現実的なことを話すようにしなさい。人を見下してはならない。それは神を満足させない。他の人々と交流するときはもう少し忍耐強くなり、もう少し譲歩し、もう少し寛大になって、「宰相の精神」から学びなさい。良くない考えを抱いたときは、もっと肉を捨て去ることを実践しなさい。働くときはもっと現実的な道について語り、高尚になり過ぎないようにしなさい。高尚になり過ぎると、人々はあなたの言うことを成し遂げられなくなる。楽しみを減らし、貢献を増やして、無私な献身の精神を示しなさい。神の意図にもっと配慮し、自分の良心の声にもっと耳を傾け、もっと注意深くなり、神が毎日あなたがたに忍耐強く熱心に語りかけていることを忘れないようにしなさい。もっと祈りを捧げ、もっと頻繁に交わりを持ちなさい。そんなにぼんやりしていないで、少し理知を示し、少し見識を得なさい。罪の手が伸びたときは、その手を引き戻し、神から得るものは呪いだけになるので注意することだ。

3 他人に対しては憐れみの心を持ち、いつも武器を手にして攻撃するのをやめなさい。真理の認識についてもっと交わりを持ち、もっといのちについて語り、他人を助ける精神を持ち続けなさい。行動を増やし、語ることを減らしなさい。もっと実践に力を注ぎ、調査や分析は減らしなさい。もっと聖霊に動かされるようになり、神に完全にされる機会を増やしなさい。人間的要素をもっと排除しなさい。あなたがたはまだあまりに多くの人間的方法で物事を行なっていて、その表面的な行動や態度は他者にとって非常に不快だ。そうしたものをもっと排除しなさい。あなたがたの精神状態はまだあまりにも忌まわしいので、その是正にもっと多くの時間を費やしなさい。あなたがたはまだ人々に多くの地位を与えすぎているので、神にもっと高い地位を与え、そのように不合理であることをやめなさい。「神殿」は常に神のものであり、人間に占領されてはならないのだ。要するに、もっと義を重視し、感情を重視するのはやめなさい。最もよいのは肉を排除することだ。もっと現実を語り、認識を語るのは避けなさい。最もよいのは口を閉ざし、黙していることだ。もっと実践の道について語り、価値のない大袈裟な話は避けなさい。実践は今すぐ始めるのが一番だ。

『神の出現と働き』「もっと現実に集中しなさい」（『言葉』第1巻）より編集


493 あなたは神の喜びのための実になりたいか

1 わたしの民は常にサタンの狡猾な企みを警戒し、わたしの家の門をわたしのために守り、互いに支え合い、施し合わなくてはならない。そうすることで、あなたがたはサタンの罠に陥ることがなくなるだろう。その時は、もう後悔しても手遅れなのだから。なぜわたしはこれほど早急にあなたがたを訓練しているのか。なぜ霊の世界に関してあれこれ語るのか。なぜあなたがたに何度も思い出させ、熱心に忠告するのか。あなたがたはかつてこのことについて考えたことがあるだろうか。あなたがたは理解したことがあるだろうか。このように、あなたがたは過去の基盤に基づく熟練が必要なだけでなく、さらには今日のわたしの言葉に従って自分自身の中の不純物を追い出し、わたしの言葉の一語一語を根付かせ、あなたの霊において花咲かせ、さらに重要なことには、もっと多くの実を結ばせなくてはならない。

2 わたしが求めるものは明るく、繁茂した花ではなく、豊富な果実――さらには、悪くならない果実だからである。わたしの言葉の本当の意味がわかるだろうか。温室の花は星の数ほどあり、旅行者たちを惹きつけるが、いったん萎れるとサタンの偽りの計画のようにぼろぼろになり、誰も興味を示さなくなる。しかし、風に打たれ、太陽に照らされ、わたしに証しを立てる人々にとって、これらの花は美しくはないが、花が萎れると実がなる。これがわたしの要求だからだ。わたしが語るこれらの言葉を、あなたがたはどのくらい理解しているだろうか。いったん花が萎れ、実を結び、その実った実のすべてがわたしの喜びとして供されたならば、その時わたしは地上におけるわたしの働きのすべてを終え、わたしの英知の結晶を楽しみ始めるだろう。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第三章」（『言葉』第1巻）より編集


494 神の言葉を実践することでのみ現実を得られる

1 神の働きと言葉は、あなたがたの性質に変化を生じさせるためのものである。神の目標は、あなたがたに神の働きと言葉を理解させたり、知らしめたりするだけではない。それでは不十分である。人は、手に入るものを何でも吸収しようとただ待つのではなく、真理のあらゆる側面を詳細に経験し、それをさらに細かく探究し、追い求めなければならない。彼らは神の言葉を知っているが、それを実践しない。この種の人は真理を愛しておらず、最後に淘汰される。1990年代のペテロのようになるというのは、あなたがた一人ひとりが神の言葉を実践し、自分の経験において真の入りを得て、神と協力する中でさらに偉大な啓きをより多く得るべきだという意味であり、それによって自分のいのちがさらに支えられる。

2 たとえ神の言葉をたくさん読んでいても、文章の意味を理解するだけで、実際の経験を通じた神の言葉に関する直接的な知識がなければ、神の言葉を知ることはないだろう。あなたにとって、神の言葉はいのちではなく、いのちのない文字の羅列に過ぎない。そして、いのちのない文字を見つめながら生きるだけなら、神の言葉の真髄を把握することはできず、神の旨を理解することもないだろう。実体験の中で神の言葉を経験して初めて、神の言葉の霊的な意味があなたに明かされる。また経験を通じてでなければ、数多くの真理の霊的な意味を把握することはできず、神の言葉の奥義を解明することもできない。

3 あなたがそれを実践しなければ、神の言葉がいかに明瞭でも、あなたが把握したのは空虚な字義や教義だけであり、それらがあなたの宗教的規則になってしまったのだ。それはパリサイ人たちが行なったことではないのか。実のところ、神を信じる過程は、神によって獲得される過程であるとともに、あなたがたが神の言葉を体験する過程でもある。より明確に言うと、神を信じるというのは、神の言葉に関する認識と理解を得ること、そして神の言葉を体験し、それを生きることである。そうしたことが、あなたがたの神への信仰の背後にある現実である。自分の中にあるものとして神の言葉を実践することを求めないまま、神を信じ、永遠のいのちを望むのであれば、あなたがたは愚かである。

『神の出現と働き』「いったん真理を理解したら、それを実践すべきである」（『言葉』第1巻）より編集


495 真の変化のために真理を実践しなさい

1 現在のところ、あなたがたが入るべきことと実践すべきことはあまりに多い。そしてそれらは今さらに重層的で詳細になっている。もしこれらの真理について何の認識ももっていなければ、それは、あなたがまだ入っていない証拠である。たいていの場合、人間の真理についての認識はあまりに浅く、ある基本的な真理を実践することができず、ほんの些細なことでさえどう対処すればよいのか分からない。人間が真理を実践できないのは、その反抗的な性質のためであり、また、今日の働きについての認識があまりに表面的で一面的だからである。これでは人間が完全にされるのは、容易なことではない。あなたの反抗心は強すぎて、古い自己をあまりにも多くもち続けている。あなたは真理の側に立つことができず、最も明らかな真理でさえ実践できない。このような人間は救われることはできず、まだ征服されていない人々である。

2 もしあなたの入りに詳細も目標も欠けているなら、成長があなたに訪れるのは遅々とするだろう。もしあなたの入りにほんのわずかの現実性もなければ、あなたの追求は虚しく終わるだろう。もしあなたに真理の本質が分かっていないのなら、何も変わらないままだろう。人間のいのちの成長と人間の性質の変化はみな、現実に入ることにより、さらに、詳細な経験に入ることを通して達成される。もしあなたが入りの過程に多くの詳細な経験をし、実際の認識と入りを豊かにもつなら、あなたの性質は速やかに変化する。聖霊があなたの経験の中で導き示してはじめて、あなたは真理についてより深い理解を得て、より深く入れることができる。

『神の出現と働き』「受肉した神の職分と人間の本分の違い」（『言葉』第1巻）より編集


496 真理を実践すればするほどいのちの成長が早くなる

1

人が持つべき真理は神の言葉の中にある

何よりも全人類の為になり救いとなる真理だ

それはあなたに必要な栄養

人が身につけるべきもの

それは本来の人間性を呼び覚ます

神の言葉を実践すればするほど

あなたのいのちは早く成長し

神の言葉を実践すればするほど

真理はもっと鮮明になる



2

霊的レベルが高まれば

霊の世界がよりはっきり見え

サタンに打ち勝つ力が増す

神の言葉を実践すれば真理がわかる

神の言葉を読み理解するだけで

多くの人は満足する

パリサイ人のように教義にこだわり

実践の中で言葉の深みを体験しない



3

「神の言葉はいのちだ。」ということを

彼らは本当だと思うだろうか？

神の言葉を実践することだけが

人のいのちを成長させる

神の言葉を読むだけでは成長しない

神の言葉を読むだけでは成長しない

神の言葉を実践すればするほど

あなたのいのちは早く成長し

神の言葉を実践すればするほど

真理はもっと鮮明になる



4

神の言葉を理解することは

いのちと霊的レベルを持つことだと考えるなら

あなたの理解は歪んでいる

真理を実践した時初めて

神の言葉が本当に理解できる

理解せよ、真理とは

それを実践し初めて理解できる

理解せよ、真理とは

それを実践し初めて理解できる



『神の出現と働き』「いったん真理を理解したら、それを実践すべきである」（『言葉』第1巻）より編集


497 真理を実践するには真の代価が必要である

1

苦難が来た時は祈りなさい

「神よ　あなたを満足させたい

ぶつかる挫折がどんなに大きくても

困難に耐えあなたを喜ばせたい

たとえこの命を捨てようとも

あなたが満足するよう働きたい」

という決意で祈れば証しできる

真理が実践され

鍛錬され試みられ

神の業が人々の上に働く度

人々は大きな苦痛に耐える

これは試練であり内なる闘いであり

払うべき代価なのだ



2

もしあなたが何か言いたくても

内心正しくないと感じ

それが兄弟姉妹のためにならず

傷つけるだけなら　何も言うな

内心葛藤する方が良い

なぜならその言葉で神の心を

満足させることは出来ないから

真理が実践され　鍛錬され試みられ

神の業が人々の上に働く度

人々は大きな苦痛に耐える

これは試練であり内なる闘いであり

払うべき代価なのだ



3

心の葛藤は続くが

あなたは喜んで痛み　苦しみ

愛するものを諦め

困難に耐え 神を満足させ

肉に屈せず 神の心を満足させる

そうすればあなた自身も慰められる

これが神の望む代価を払うこと

真理が実践され

鍛錬され試みられ

神の業が人々の上に働く度

人々は大きな苦痛に耐える

これは試練であり内なる闘いであり

払うべき代価なのだ



『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


498 真理を実践する者だけが試練の中でも証しできる

1 そこで、将来しっかり立っていることができ、神をさらに満足させ、最後の最後まで神に従うことを望むなら、今日、あなたは強い基礎を構築しなければならない。すべてのことにおいて真理を実践することによって神を満足させ、神の旨を心に留めておかなければならない。いつもこのように実践していれば、あなたの中に基礎ができ、神はあなたに神を愛する心を生じさせ、あなたに信仰を与える。いつか、試練が本当にあなたに降りかかった時、あなたは多少の痛みに苦しみ、ある程度は取り乱し、自分が死んでしまったような痛烈な悲しみに苦しむ。しかし、あなたの神への愛は変わらず、一層深くなる。それが神の祝福である。

2 神が今日語り、行うすべてのことを従順な心で受け入れることができるならば、あなたは必ず神に祝福され、それであなたは神の祝福と約束を受ける人になる。今日、あなたが実践しなければ、いつか試練が降りかかる時、あなたには信仰も、愛する心もなく、その時、試練は誘惑になる。あなたはサタンの誘惑の真っただ中に投げ込まれ、脱出する手段はない。今日、小さな試練が降りかかる時、あなたはしっかり立っていられるかもしれないが、いつか大きな試練が降りかかる時、必ずしもしっかり立っていることはできないであろう。

『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


499 真理を実践すれば性質が変わる

1

真理の交わりとは　人に喜びを　与えるためのものではなく

実践と変化を　もたらすためのものである

真理を理解しても　実践しないなら　全ての理解は虚しく

あなたは真理を得て　救われる機会を逃す

真理の実践は　問題を解決しない　と言う人もいれば

真理は人間の　堕落を解決できない　と信じる人もいる

しかし真理に従い行動すれば　問題を解決できる

理解した真理を実践すれば　より多くの深い真理を得て

聖霊の啓きと導きそして　神からの救いを受けるだろう



2

あなた方の問題は　癌のようではなく　真理を実践すれば

それらの問題は　解決することができる

正しい道を歩み　真理を実践すれば　成功するが間違った道を

歩いているなら　全てが終わりになるだろう



3

ある人は自分の　心配事にとらわれて　すでに与えられた

真理を実践できず　祝福されているのに　実を味わっていない

苦しむよう生まれついた人々よ！　実践の道はそこにある

それを実践すれば　致命的な欠陥は変えられるが

慎重に注意して　より多くの困難に耐えなさい

神を信じること　それには慎重な心がいる

不用意に歩んで　しっかりと信じることができるのか？

理解した真理を実践すれば　より多くの深い真理を得て

聖霊の啓きと導きそして　神からの救いを受けるだろう

神からの救いを受けるだろう



『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


500 肉に背くことは真理を実践すること

1 神を信じるようになって以来、人は多くの間違った意図を心に抱いてきた。 真理を実践していない時、あなたは自分の意図はすべて正しいと感じているが、自分に何かが起こると、あなたは自分の中には間違った意図がたくさんあることがわかる。従って、神が人を完全にする時、神は神に関する人の認識を妨害する観念が人の中にはたくさんあることに気付かせる。自分の意図が間違っていることを認めた時、自分の観念や意図に従って実践するのをやめることができ、自分に起こるすべてのことにおいて神へ証しをすることができ、自己の立場を守ることができるなら、これはあなたが肉体に反抗したことの証明となる。肉体に反抗する時、あなたの中では必然的に戦いが生じる。サタンは人を肉体に従わせようとし、肉体の観念に従い、肉体の利益を維持させようとする。しかし、神の言葉は人を啓き、心の中に光を当てる。この時、神に従うか、サタンに従うかはあなた次第である。

2 神は人に真理を実践に移すよう要求するが、それは心の中の物事をおもに取り扱い、神の心に従っていない思いや観念を取り扱うためである。聖霊は人の心を感動させ、人を啓き、そして光を当てる。ゆえに、起こることすべての背後には戦いがある。人が真理を実践するたびに、あるいは神への愛を実践するたびに、激しい戦いがあり、すべては肉体にとってうまく行っているように見えるかもしれないが、実のところ、人の心の奥底では生と死の戦いが起こりつつあり、この激し戦いの後で初めて、膨大な熟考をした後ようやく、勝利か敗北かが決められる。人が苦しみや精錬に耐えるのはこの戦いのためである。これは本当の苦しみである。戦いになった時、本当に神の側に立つことができれば、あなたは神を満足させることができる。真理を実践する際、内なる苦しみを被ることは避けられない。

『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


501 肉を捨てることの実践

1

大小問わず

何かが起れば自己を放棄して

肉を最も卑しいものと見なしなさい

肉を満足させれば

それはより求めて勝手に振舞うようになり

更に欲望は増し、放蕩に耽る

肉はより深い観念を抱き

神に逆らい

おごり高ぶり

神の業に疑いをもつようにさえなる

苦難に耐えるべき時は

神の意志を理解し 心に留め

自分の満足は後にしなさい

肉ほど卑しいものはない

神を求めて満足させ

本分を尽くすべきと思っていれば

神は特別な啓きをもたらし

あなたの心は安らぐだろう



2

人間の肉は蛇のように命を傷つける

肉が思いのままに振舞ってしまえば

命は台無しになり

肉はサタンに属し

利己的で欲望を持っていて

快適さと享楽そして安楽と怠惰を欲している

肉をある程度まで満たすと

あなたは最終的に肉に食いつくされてしまうだろう

苦難に耐えるべき時は

神の意志を理解し 心に留め

自分の満足は後にしなさい

肉ほど卑しいものはない

神を求めて満足させ

本分を尽くすべきと思っていれば

神は特別な啓きをもたらし

あなたの心は安らぐだろう

あなたの心は安らぐだろう



『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


502 肉に背くことの意義

1 神の前でいのちを得られるかどうか、最終的結末はどうなるか、それはあなたが肉体にどのように反抗するかにかかっている。神はあなたを救い、選び、運命づけたが、その一方で、あなたが神を満足させたいとも、真理を実践したいとも、神を本当に愛する心を持ってあなた自身の肉体に反抗したいとも思わないならば、最後にはあなたは身を滅ぼし、それゆえ極度の痛みに耐えることになる。いつも肉体に迎合していると、サタンが次第にあなたを呑み込み、あなたを完全にいのちのない、あるいは神の霊との接触のない状態のままにしてしまい、ついには心の中が完全に暗黒になる日が来る。暗黒の中で生きていると、サタンのとりこになり、もはや心の中に神を持たなくなり、その時あなたは神の存在を否定し、神を離れる。

2 従って、神を愛したいなら、痛みの代償を払い、困難に耐えなければならない。熱心さや困難を表立って示すことも、読書量を増やしたり、さらに走り回ったりする必要はない。そうではなく、心の中にあるもの、つまり、途方もない思い、個人的利益、自己判断、観念、意図などを脇にどけるべきである。これが神の旨である。神は人に真理を実践に移すよう要求するが、それは心の中の物事をおもに取り扱い、神の心に従っていない思いや観念を取り扱うためである。人の心の中には神が使用するのに適さないものがたくさんあり、肉体の反抗的性質も多いので、人は肉体に反抗する教訓をもっと深く学ぶ必要がある。これが神が人に神と共に経験することを要求した苦しみである。

『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


503 肉に背いて神の愛らしさを見る

1 あなたが本当に神を愛し、肉体を満足させなければ、神の行いのすべては正しく、優れており、あなたの反抗に対する神の呪いやあなたの不義に対する神の裁きは正当であることがあなたにはわかる。神があなたを懲らしめたり罰したりする時や、あなたを鍛える環境を作りあげて、あなたを神の前に立たせる時がある。そしてあなたは神が行っていることは素晴らしいといつも感じるだろう。このように、あなたはあまり苦痛はないかのように、神はとても愛しいと感じる。

2 あなたが肉体の弱点に迎合し、神は行き過ぎたと言うなら、あなたはいつも苦痛を感じ、いつも意気消沈していて、神の働きのすべてについて曖昧になり、あたかも神は人の弱点にはまったく同情せず、人の困難には気付かないかのように感じられる。そのように、あなたはひどい不正に苦しんでいるかのように、みじめで孤独な気分になり、この時不平を言い始めるだろう。

3 このようにあなたが肉体の弱点に迎合すればするほど、ますます神は行き過ぎたと感じるようになり、ついに事態は悪化し、神の働きを拒絶し、神に反対し始め、まったく不従順になる。したがって、あなたは肉体に反抗しなければならず、迎合してはならない。「夫（妻）、子供たち、将来の見通し、結婚、家族など、これらはどれも重要ではない。わたしの心の中には神しかいない。わたしは神に満足していただくために最善を尽くさなければならず、肉体を満足させてはならない」。あなたはこのように決意しなければならない。

『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


504 真理の実践のために苦しむのは最も有意義なことである

1 神が自身の言葉をあなたがたに示したからであって、あなたがたの次なる段階はそれを実際に実践することである。あなたがたがそれらの言葉を実践する限り、神は啓きと導きの働きを行なう。それはこのようにしてなされる。あなたがたの目的の核心は、神の言葉が自分の中で効果を発揮するようにすることである。言い換えれば、自分が神の言葉を実践する中で、その言葉を真に理解することである。おそらく、あなたがたが神の言葉を理解する能力は乏しいだろうが、あなたがたが神の言葉を実践する時、神はこの欠点を直すことができる。そのため、あなたがたは数多くの真理を知るだけでなく、それらを実践しなければならない。これが無視することのできない最大の重点である。

2 イエスは三十三年半の生涯において数多くの恥辱と苦しみに耐えた。彼がかくも大いに苦しんだのは、ひとえに真理を実践し、あらゆることにおいて神の旨を行ない、神の旨しか大事にしなかったからである。この苦しみは、イエスが実践を経ずに真理を知っていたとすれば、決して受けたはずのないものである。イエスがユダヤ人の教訓に従い、パリサイ人に従っていたとすれば、彼は苦しまなかったことだろう。人間に対する神の働きの効果は人間の協力から生じるものであるということを、あなたはイエスの業から学ぶことができる。そしてそれは、あなたがたが認識しなければならないことである。イエスが真理を実践しなかったとしたら、彼はあのように十字架の上で苦しんだだろうか。イエスが神の旨に従って行動していなかったとしたら、あれほど悲痛な祈りを捧げていただろうか。それゆえ、あなたがたは真理を実践するために苦しむべきである。それが人間の受けるべき苦難である。

『神の出現と働き』「いったん真理を理解したら、それを実践すべきである」（『言葉』第1巻）より編集


505 真理の実践のために苦しむ者は神の称賛を勝ち取る

1 真理を実践するたびに、精錬を受けるたびに、試されるたびに、そして神の働きが人に及ぶたびに、人は激しい痛みに耐えなければならない。このすべては人への試練であり、そのためすべての人の心の中では戦いがある。 これは人が支払う実際の代償である。神の言葉をさらに読み、さらに走り回ることはその代償の一部分である。それは人がしなければならないこと、本分、果たすべき責任であり、心の中にあって脇にどけておくべきものは、脇にどけなければならない。さもなければあなたの外面的苦しみがいかに大きくても、走り回ろうとも、すべては無駄になる。

2 心の中を変えることだけがあなたの外面的困難に価値があるかどうかを決定することができる。あなたの内面的性質が変わり、あなたが真理を実践した時、あなたの外面的苦しみはすべて神の承認を得られる。内面的性質に変化がまったくなければ、いかに苦しみに耐えようとも、外面から見ていかに走り回ろうとも、神からの承認はない。そして神に認められない困難は無駄である。従って、払った代償が神に認められるかどうかは、あなたに変化があったかどうか、あなたが真理を実践して、神の旨の満足、神に関する認識、神への忠誠心を得るために自分の意図や観念に反抗するかどうかによって決定される。

『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


506 真理をもっと実践し神にもっと祝福されなさい

1 神はビジョンをもつ人、真理をもつ人、認識をもつ人、心から神を愛する人を祝福する。神の愛を目の当たりにしたければ、現実の生活において真理を実践し、進んで苦痛に耐え、愛するものを捨てて神を満足させ、たとえ涙することがあっても、神の旨を満足させられなければならない。そうすれば、神は必ずあなたを祝福する。そして、そうした困難を耐え忍ぶなら、聖霊の働きがそれに続く。現実の生活を通して、そして神の言葉を経験することで、人々は神の愛すべき素晴らしさを目の当たりにでき、神の愛を味わってはじめて、人は真に神を愛せるのである。

2 真理を実践すればするほど、より多くの真理が自分のものになる。真理を実践すればするほど、神の愛がますます自分のものになる。そして真理を実践すればするほど、神の祝福をさらに受ける。いつでもこのように実践するなら、ペテロが神を知るに至ったのと同じく、あなたに対する神の愛のおかげで、あなたは徐々に見えるようになる。ペテロは、神には天地と万物を創造する知恵があるだけでなく、それ以上に、人々の中で実際的な働きを行う知恵があると言った。神が人々の愛にふさわしいのは、天地と万物を創造したからだけではなく、それにもまして、人間を創り、人間を救い、人間を完全にし、人間に愛を授ける力があるからだと述べたのである。ゆえにペテロは、神には人間の愛にふさわしい点が数多くあるとも言うのである。

『神の出現と働き』「神を愛する人は永遠に神の光の中に生きる」（『言葉』第1巻）より編集


507 現実を生きることによってのみ、あなたは証しすることができる

1

真理を持っている人々は

経験の中で証しに固く立ち

神の側で自分の位置にしっかりと立ち

退かず死に至るまで従い

神を愛す人と正しい関係を持つ

実生活の実践と表現は

神への証しであり

人が生きるべきこと

真に神の愛を享受すること

あなたがこれに達する時

当然の成果が得られるだろう



2

あなたは生きることを備えており

全ての行いが尊敬される

身なりは質素だが敬虔な生活を送る

神の言葉を分かち合う時

あなたは神によって啓示を受けるだろう



3

あなたは言葉を通し神の意志を語る

現実を語り霊の奉仕を理解する

あなたは率直に語り

礼儀正しく高潔・静かで

自分の証しに固く立ち

神の計画に従うことができる

何が降りかかろうと落ち着いている

それは真に神の愛を見た人

実生活の実践と表現は

神への証しであり

人が生きるべきこと

真に神の愛を享受すること

あなたがこれに達する時

当然の成果が得られるだろう



『神の出現と働き』「神を愛する人は永遠に神の光の中に生きる」（『言葉』第1巻）より編集


508 真理の実践に集中して完全にされよ

1 神による人間の完全化には法則があり、それは、あなたの望ましい部分を用いて神はあなたを啓くということである。これは、あなたが実践の道を得てあらゆる消極的な状態と訣別できるようにするためであり、あなたの霊が解放され、あなたが神をさらに愛すことができるようにである。こうすることにより、あなたはサタンの堕落した性質を払拭できる。あなたは純朴で素直であり、自分を知って真理を実践することを望んでいる。神は必ずやあなたを祝福するので、あなたが弱く消極的な時、神はあなたを二倍啓き、あなたがさらに自分を知り、自分のために悔い改めることをさらに望むようになり、実践すべきことを実践できるようになるように助ける。あなたの心が落ち着き安らかになるには、この方法によるほかない。

2 神を知ること、自らを知ること、自らの実践に普段より注意する人は、神の働き、また神による導きや啓きを頻繁に授かることができる。そのような人は消極的な状態にあっても、良心の働きか、あるいは神の言葉による啓きにより、すぐに状況を好転させることができる。人の性質の変化は、人が自らの実際の状態と神の性質と働きを知ると必ず実現する。自らを知ること、そして自ら心を開くことを望む人は真理を実践できる。そうした人は神に忠実であり、神に忠実な人は、その理解が深かったり浅かったり、少なかったり豊富であったりするが、神を理解している。これが神の義であり、人間が得るものである。これは人間自らにとっての収穫である。

3 神に関する認識のある人は、基盤とビジョンがある。こうした人は神の肉、言葉、働きに関して確信している。神が働きを行う方法や話す方法、そして他人がどのように混乱を引き起こすかに関わらず、その人は自分の立場を強く守り、神の証しに立つことができる。人がこのようであればあるほど、理解した真理をさらに実行できる。常に神の言葉を実践しているので、神をさらに認識し、永遠に神の証しに立つ決意がある。

『神の出現と働き』「実践に集中する者だけが完全にされることができる」（『言葉』第1巻）より編集


509 神のものとされた人々には真理の現実がある

1

神は実際の神である

全ての業も、個々の言葉も

神が示した真理は、実際的である

他はみな空しく不健全である

聖霊は神の言葉の中へ人を導く

現実に入るために必要なのは

それを求め、知り、体験すること

現実を持ち、知る者こそ

神のものとされた人々

彼らは現実の体験から、神の業を知る

神と協力し、肉を律するほど

神はあなたに働きかけ、照らし

あなたは現実を得て、神の業を知る



2

現実を知るにつれ

人は他者の言葉が現実かどうか見分けられ

自分の観念を持たなくなる

経験を積むほど

神の業を更に知り

自らの腐敗を捨て去る

現実を得るほど神を知り

肉を憎んで真理を愛し、神の基準に近づく

現実を持ち、知る者こそ

神のものとされた人々

彼らは現実の体験から、神の業を知る

神と協力し、肉を律するほど

神はあなたに働きかけ、照らし

あなたは現実を得て、神の業を知る



3

神の光の中に生きれば

実践の道が開け

古い習慣や宗教的観念からも解放される

今は現実に焦点を合わせるべきだ

現実を得るほど

真理への認識と神の意志への理解が明確になる

あなたは現実を得て、神の業を知る

あなたは現実を得て、神の業を知る



『神の出現と働き』「現実をどのように知るか」（『言葉』第1巻）より編集


510 すべてにおいて神を証しなければならない

1 神が人において行う働きのあらゆる段階において、それはあたかも人の手配により、あるいは人の干渉から生まれたかのように、外面的には人々の間の相互作用のように見える。しかし舞台裏では、働きのあらゆる段階、起こるすべてのことは、神の面前でサタンが作った賭けの対象であり、人は神への証しにおいてしっかりと立つことが要求される。ヨブが試練に会った時のことを例にとってみよう。秘かにサタンは神と賭けをしており、ヨブに起こったことは人間の行為であり、人間による干渉であった。神があなたがたにおいて行う働きの各段階の背後にはサタンと神との賭けがある。その背後にはすべて戦いがある。

2 あなたが兄弟姉妹に対して偏見を持っているなら、あなたには言いたい言葉、神にとって不愉快かもしれないとあなたが感じる言葉があるだろうが、それを言わなければ心の中に不快を感じる。そしてこの時、あなたの心の中には戦いが始まる。従って、あなたが遭遇するすべての中に戦いがある。あなたの心の中に戦いがある時、あなたの実際の協力と実際の苦しみのおかげで、神はあなたの中で働く。結局、心の中であなたは問題を脇にどけておくことができ、怒りは自然に消滅する。これが、あなたが神に協力した結果である。人が行うすべては、その人が一定の代償を努力で支払うことを要求する。実際の苦難がなければ、人が神に満足してもらうことはできない。

3 神とサタンが霊的領域で戦う時、あなたはどのように神を満足させるべきか、どのように固く証しに立つべきであろうか。あなたは自分に起こることのすべては大いなる試練であり、その試練の時に神があなたの証しを必要とすることを知るべきである。外面的には重要ではないように見えるかもしれないが、これらのことが起こると、それはあなたが神を愛しているかどうかを示す。愛していれば、あなたは神への証しに固く立つことができるが、神への愛を実践に移していなければ、これはあなたが真理を実践しない人であること、あなたには真理もなくいのちもないこと、あなたは無用の物であることを示す。

『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


511 すべてにおいて神を証し神を満足させなさい

1 神があなたがたにおいて行う働きの各段階の背後にはサタンと神との賭けがある。その背後にはすべて戦いがある。人に起こるすべてのことは、人が神への証しに固く立つことを神が必要とする時に起こる。現在あなたには重要なことは何も起こっていないし、あなたは重大な証しはしていないが、あなたの毎日の生活の詳細はすべて神への証しに関連している。あなたが兄弟姉妹、家族、周囲のすべての人から称賛を得られたら、また、いつか未信者が来て、あなたの行うことのすべてを称賛し、神の行うことはすべて素晴らしいことがわかったら、その時、あなたは証しをしたことになるのである。

2 あなたには識見がないし、素質は乏しいが、神があなたを完全にすることによって、あなたは神を満足させて神の旨に留意することができ、神が最も素質の乏しい人に行ってきた働きの偉大さを他者に示せるようになる。その人々が神を知るようになり、サタンの前で勝利者になり、極めて神に忠実になると、この一群の人々ほど気骨を持っている人はいない。これが最大の証しである。あなたは偉大な仕事をすることはできないが、神を満足させることはできる。他の人々は自分の観念を脇にどけておくことができないが、あなたにはできる。他の人々は自分が実際に経験している間、神に証しをすることはできないが、あなたは実際の背丈と行動を使って神の愛に報い、神への響き渡るような証しをすることができる。これだけが実際に神を愛することとみなされる。

『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


512 神の言葉を基礎にして初めて実践の道がもたらされる

1 真理を追求することでのみ、性質の変化を遂げることができます。これは人が完全に把握し、理解する必要のある事柄です。真理を十分に理解していなければ、容易に過ちをおかして道に迷います。いのちの成長を望むなら、万事において真理を求めなければなりません。何をしていても、どう振る舞えば真理と一致できるかを探求し、それに反するどのような汚れが自分の中にあるかを突き止める必要があります。自分が何をしていようとも、そこに価値があるかどうかを考えるべきです。有意義なことならしても構いませんが、無意味なことはしてはいけません。してもしなくてもよいことについて言えば、放っておけるものならそうしなさい。そうでなければ、そうしたことをしばらく行ない、後で放っておくべきだと気づいたなら、素早く判断してすぐに捨てなさい。これがあらゆる行為においてあなたが従うべき原則です。

2 入りを求める際には、あらゆる物事を考察しなければなりません。すべての物事は神の御言葉と真理にしたがって徹底的に考える必要があり、そうすることで神の旨と完全に一致する形で物事を扱うにはどうすればよいかがわかります。すると、自分の意志から生まれる物事を捨て去ることができます。神の旨にしたがう形で物事を行なうにはどうすればよいかがわかり、実際にそのようにします。万事が自然に展開するかのように感じられ、極めて容易に見えるのです。これが真理を備える人による物事の行ない方です。その上で、自分の性質が本当に変化したことを他人に示せるようになり、他人はあなたが確かに善行をしていること、原則にしたがって物事を行なっていること、全ての行動が正しいことを理解します。それが真理を理解している人、実際に人間らしさをいくらか有する人です。確かに、神の言葉は人において成果を挙げたのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」（『言葉』第3巻）より編集


513 万事において真理を求めよ

1 神の承認は、あなたが最初に考え、取り組むべきものであり、自分の実践における原則および範囲になるべきです。自分の行動が真理と一致しているかを判断する必要があるのは、その行動が真理と一致していれば、それは間違いなく神の旨に従っているからです。判断しなければならないのは、その事柄の正誤、あるいはそれがあらゆる者の好みにかなっているかどうか、自分の願望と一致しているかどうかではありません。むしろ、その事柄が真理と一致しているかどうか、教会の働きや益に資するかどうかです。それらのことを考慮すれば、物事を行う際に神の旨とますます一致するでしょう。

2 それらの側面を検討せず、物事を行う際に自分の意志に従うだけなら、その行動が誤っていることは確実です。なぜなら、人間の意志は真理ではなく、また当然ながら神と相容れないからです。神の承認を得ようと望むのであれば、自分の意図ではなく、真理に従って実践する必要があります。物事の大小を問わずあなたが何をしていようとも、あるいは、それを行なうのが神の家における本分を尽くすためなのか、それとも自分の個人的な理由のためなのかを問わず、自分のしていることが神の旨にかなうかどうか、人間性をもつ人がすべきことなのかどうかを考えなければなりません。自分が行なうすべてのことにおいてそのように真理を求めているなら、あなたは真に神を信じる人です。すべての物事、すべての真理をこのような形で真摯に扱うなら、あなたは性質の変化を遂げることができます。

3 中には、何か個人的なことをするとき、真理を無視し、自分の好きなように、そして自分が幸せになれるよう、自分にとって有利になるようそれを行なう人がいます。そのような人は、それが神の家にどう影響を与えるかをまったく考えず、自分の行なっていることが聖なる品性にふさわしいかどうかも考慮しません。最終的に、ひとたび物事を済ませると、その人の内面は暗くなり、不快さを感じますが、なぜそうなるのかはわかりません。これはその人にふさわしい報いではないですか。神に認められないことを行なえば、神に背いたことになります。真理を愛さず、自分の意志にしたがって頻繁に物事を行なうのであれば、その人はたびたび神に背くことになります。通常、そのような人は自分の行ないを神に認めてもらえず、悔い改めなければ懲罰が待ち受けているでしょう。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


514 真理追求の道

1 実生活では、どの真理が、自分が遭遇した人や出来事や物事に関連しているかをまず考えなければなりません。自分が遭遇した物事について、真理のどの側面がそれと関連しているかを知ることなく、神の旨を直接求めにいったところで、そのような盲目的なやり方で成果を得ることはできません。真理を求めて神の旨を理解したければ、まずは自分にどのようなことが起きているのか、それが真理のどの側面と関連しているかを検討してから、神の言葉の中に、自分が経験したことに関連する特定の真理を探し出す必要があります。次に、その真理の中から自分にふさわしい実践の道を探します。そのようにすることで、神の旨に関する間接的な理解が得られます。

2 神の言葉の中に、自分が経験したことに関連する特定の真理を探し出す必要があります。次に、その真理の中から自分にふさわしい実践の道を探します。そのようにすることで、神の旨に関する間接的な理解が得られます。真理を探して実践することは、機械的に教義を適用することでも、公式に従うことでもありません。真理は公式のようなものでも、法則でもないのです。真理は死んだものではなく、いのちそのものであり、生きているものであり、被造物が人生において従うべき法則、生きる上でもたなければならない法則です。それは、あなたが経験によって可能な限り深く理解する必要があるものなのです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


515 真理を求めて困難を解決せよ

1 真理を実践したいなら、そして真理を理解したいなら、まず自分が直面している困難や身の回りで起こる物事の本質と、そうした物事の何が問題なのか、そしてそれが真理のどの側面に関連しているのかを理解しなければなりません。そうしたことを探求してから、その後で自分の実際の困難に基づいて、真理を求めなければならないのです。そのように徐々に経験を積む中で、自分に降りかかるすべての物事の中に神の手を見ることができるようになるだけでなく、神が何をしようとしているのか、自分の中でどんな成果を挙げたいと思っているのかも理解できるようになります。

2 集会に参加したり、神の言葉を読んだり、本分を尽くしたりするときに、真理や神の言葉に照らして自分自身をふり返ろうと。日常生活の中で起こる出来事、つまり家族や仕事、結婚、将来に関するさまざまな問題が真理とは関係ないと思い、人間的な方法でそれらを解決しているなら、またそれがあなたの経験の方法であるなら、真理を得ることは決してできないでしょう。神があなたの中で何をなそうと望んでいるのか、どのような成果を挙げようと望んでいるのかについても、決して理解することができないでしょう。

3 真理の追求は時間のかかる過程なのです。単純な面もあれば、複雑な面もあります。端的に言うと、わたしたちは身の回りで起こるすべての物事の中で真理を求め、神の言葉を実践して経験しなければならないのです。ひとたびそうしだすと、自分が神への信仰の中でどれだけの真理を求め、自分のものにしなければならないのかということ、そして真理が本当に現実でありいのちであるということに、ますます気づくようになります。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を追求する重要性とその追求の道」（『言葉』第3巻）より編集


516 神の言葉を受け入れて経験を深めなさい

神の言葉を受け入れれば受け入れるほど、人はより啓かれ、神を認識することの追求においてますます飢えと渇きを感じるようになる。神の言葉を受け入れる人だけが、より豊かで深遠な経験をすることができる。そしてそのような人は、いのちが胡麻の花のように成長し続けられる唯一の者たちである。いのちを追求する人はみな、それを自分の定職として扱うべきである。また、「神がおられなければ、わたしは生きられない。神がおられなければ、わたしは何も成し遂げられない。神がおられなければ、何もかもが空虚だ」と思わなければならない。そこで、そのような人は「聖霊の臨在がなければ、わたしは何もしない。神の言葉を読んでも効果がなければ、わたしは何かをすることに無関心だ」という決意も抱くべきである。自分を甘やかしてはならない。いのちの経験は神の啓きと導きから生じるのであって、それはあなたがたの主観的な努力の結晶である。あなたがたは自分自身に対し、「いのちの経験について言えば、わたしは自分の好きなようにすることはできない」と求めるべきである。

『神の出現と働き』「正常な状態へ入るには」（『言葉』第1巻）より編集


517 万事において真理を求め進歩せよ

1 神があなたのために特定の環境や人や物事を采配し、あなたを刈り込んで取り扱ったとき、あなたがそこから教訓を学び、神の前に出ることを学び、真理を求めるようになり、知らぬ間に啓かれ照らされ、真理を得たなら、あなたがこれらの環境において変化を経験し、報いを受け取り、進歩を遂げたなら、あるいは神の意図を少し理解し始め、不満を言うことをやめたなら、それはどれも、あなたがこのような環境の試練のなかでしっかり立ち、試練に耐えたことを意味します。このようにして、あなたはこの試練を経るのです。

2 試練に耐える人には真心があり、この種の苦しみに耐え、心の奥で真理を愛し求めます。神にこのように評価されているなら、あなたには霊的背丈といのちがあります。では、そのいのちはどうしたら得られますか。それは神から授けられます。神が自ら一椀の食べ物をもって来て、あなたの口にそれを直接運ぶのです。いったんそれを食べればあなたは満ち足り、強く立つことができます。これらはこのように理解すべきです。すると、神から来るあらゆるものに従順になれるのです。

3 あなたはこのような心構えと態度をもち、真理を求めることを学ばなければなりません。いつも外面的な原因を探し求め、自分の問題を他人のせいにするばかりではいけません。神の意図を知なければなりません。表向き、あなたについて意見があったり、偏見を抱いたりする人もいるでしょう。しかしあなたは、物事をそのように見てはいけません。間違った視点から物事を見ると他人と口論するだけで、何も得ることはできません。物事は客観的かつ公平に見なければなりません。そうすれば真理を求め神の意図を理解することができます。いったん視点と心構えが正されれば真理を得ることができます。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を得るには、近くの人や出来事や物事から学ばなければならない」（『言葉』第3巻）より編集


518 真理の理解は簡単なことではない

1 ひとたび本当に真理を理解すると、その人は自分の状態を識別し、複雑な問題を底まで見通し、正しく実践方法を知ることができます。真理を理解していなければ、自分の状態を識別することはできません。自分自身に反抗しようとするものの、どうすればよいのかも、自分が何に反抗しているのかもわかりません。また自分の意志を捨て去ろうとしても、自分の意志が真理にかなっていると考えるなら、どうしてそれを捨て去れるでしょうか。したがって、自分に真理がない人は、人間の不純、善意、見当違いな愛、そして人間の実践など、自分の意志から生じるものはどれも正しく、真理にかなっていると考えがちなのです。そうであれば、あなたはそれらの物事にどう反抗できるでしょうか。

2 真理を認識せず、真理の実践がどういう意味かも知らず、また目が曇っていて、自分がどちらを向いているかがわからないために、自分が正しいと思うことを基にしなければ物事を行なえないのであれば、あなたは道を踏み外した誤った行為に手を染めるでしょう。それらの行為の中には、規則に従っている行為、熱意から生じる行為、そしてサタンに由来し、妨害を引き起こす行為があります。真理を自分のものにしていない人は次のように振る舞います。左へ行ったかと思えば右へ行き、一瞬正しいと思ったら次の瞬間には間違っており、正確さなどまったくありません。真理を自分のものにしていない人は、物事に対して馬鹿げた見方を抱きます。そうであれば、どうして物事を正しく扱えるでしょう。問題をどう解決できるでしょう。

3 真理を理解するのは簡単なことではありません。神の言葉を把握できるかどうかは、真理を理解しているかどうか次第であり、人々が理解できる真理には限界があります。たとえ生涯にわたって神を信じていても、神の言葉に関する人々の理解はいまだに限られています。比較的経験を重ねた人でも、明らかに神に抵抗する物事を行なわず、明らかに悪いことを行なわず、誰の益にもならないことを行なわないようになるのが精一杯なのです。そのような人が、自分の意志を一切混じらせない状態に至るのは不可能です。しかし重要なのは、自身の意志のうち、神の言葉、真理、そして聖霊からの啓きに反する部分を識別することです。したがって、あなたは神の言葉を認識するよう努力しなければならず、真理を理解することでのみ識別できるようになるのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」（『言葉』第3巻）より編集


519 真理を得るとは何か

1 真理を得るということは、神が語る一つ一つの言葉を通して神の旨を理解することであり、また理解したなら神の言葉を実践し、自分を通してその言葉を実現し、それが自分の現実となるようにすることです。神の言葉を完全に理解して初めて、真理を本当に把握することができるのです。神の言葉は真理です。しかし神の言葉を読んだからといって、真理を理解しそれを得られるとは限りません。神の言葉を飲み食いしても真理を得られなければ、得られるものは字句や教義だけです。あなたは真理を得るということがどういうことかわかっていません。神の言葉を手にはするかもしれませんが、それを読んだ後もなお神の旨は理解できず、字句や教義を多少得られるだけです。

2 まず、神の言葉はそんなに単純ではなく、実に深遠なのだということを認識する必要があります。神の言葉のたった一文であろうと、十分に体験するには一生かかるでしょう。あなたは神の言葉を読んでも、神の旨を理解できず、神の言葉の意図、その起源、それが達成しようとしている効果や、何を成し遂げようとしているのかも理解できません。こうしたことを一つも理解できないなら、どうして真理を理解できるでしょうか。あなたは神の言葉を何度も読んでいるかもしれず、多くの節を暗唱さえできるかもしれませんが、それでも何も変わっておらず、何の進歩もしていません。あなたと神との関係は、相変わらず距離があり疎遠です。神との間には従来どおり壁があり、あなたは神に対して疑い深いままです。あなたは神を理解できないだけでなく、神に言い訳をし、神についての観念を抱いています。神に抗い、冒涜さえしているのです。それでどうして、真理を得たことになるでしょうか。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


520 神は心から真理を追求する者を祝福する

1 聖霊の懲らしめとは何か、人間の意志から生じる非難とは何か、聖霊による導きとは何か、環境の用意とは何か、内面的啓きをもたらす神の言葉とは何か。このような事柄を明瞭に理解していないならば、識別力を得られない。聖霊から来るものは何か、反抗的な性質とは何か、神の言葉にいかに従うべきか、自分の反逆性をいかに払拭するべきかを知るべきである。これらのことを経験から理解すれば、基礎が得られる。何かが起こっても、それを測る適切な真理とふさわしいビジョンを基礎としてもつ。何をするにも原則をもち、真理に従って行動できるようになる。そうなれば、あなたの生活は神の啓きと祝福で満たされる。

2 神の言葉を飲み食いしている際に、自らの真の状態を知ることや自らの実践、自らの認識に注意を払うことができるならば、問題に直面した時、啓きを授かり、実践的認識を得る。その後、あらゆることにおいて実践の道を得て、万事に関して識別力を得る。真理を身に付けた者は、惑わされたり、妨害行為をしたり、途方もない行動をとったりすることがほとんどない。真理のおかげでそうした者は守られ、またさらなる認識を得る。真理のおかげで実践へのさらなる道を得て、聖霊が自分の中で働く機会と、完全にされる機会をさらに多く得る。

神を真摯に求める者や神を生き、神を証しする者を神は決して不適切に扱わず、また真理を真摯に渇望することのできる者を決して呪わない。

『神の出現と働き』「実践に集中する者だけが完全にされることができる」（『言葉』第1巻）より編集


521 真理を追い求める者だけが神により完全にされる

1 日常の問題に関しては、人間が重大であると捉えることと、些細であるとみなすことがあります。人間はこうした大きな問題を極めて重要と考え、それが神に与えられたと考えます。しかし、こうした大問題が発生するにつれて、未熟な霊的背丈と貧弱な力量のせいで、人はしばしば神の心意に従うことができず、神の啓示や、価値のある実質的な認識がまったく得られないことが往々にしてあります。些細な問題については、人間に無視され、放置されて徐々に意識からなくなります。そのようにして、人間は神の前で神に検証され、試される数多くの機会を逃しています。神があなたのために采配したこのような人、出来事、物や状況にいつも気づかないとしたら、それは何を意味しますか。それは、毎日、それどころか瞬間瞬間に、神により完全にされることと神の指揮を放棄していることを意味します。

2 神があなたのために采配したこのような人、出来事、物や状況にいつも気づかないとしたら、それは何を意味しますか。それは、毎日、それどころか瞬間瞬間に、神により完全にされることと神の指揮を放棄していることを意味します。神があなたのために一つの状況を手配するたびに、神はあなたの心、思いや考え、どのように考えるかを密かに観察し、あなたがどのように行動するかを見届けようとしています。あなたが不注意な人、すなわち神の道、神の言葉、真理に真剣に取り組んだことがない人であれば、その状況をあなたのために手配したときに神が完全にしたいこと、あなたに要求していることに注意することも、配慮することもありません。また、あなたが遭遇する人、出来事、物が真理や神の心意にどのように関連するかを知ることもありません。

3 何度試練に遭遇しても、あなたの心は神を崇めず、神があなたのために采配した状況を、神からの試練であり試験としてそのまま受け入れていません。その代わり、神があなたに与えた機会を次々と拒否し、何度も逃がしています。それは人間の極端なまでの反抗ではありませんか。神が人間に与える試練や試験を人間が拒否するときや、人間がそれらを回避するとき、神が彼らに見せる態度はただ一つです。神は彼らを心の底から拒絶します。これが、神の道を歩んだことがなく、神を畏れ悪を避けたことがない人に対する神の最終的な判断です。

『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


522 神の言葉に生きて聖霊の働きを得よ

1

神の言葉を読んで生き　神の意志に気を配れば

神のものとなり神の　言葉の中に生きるだろう

神の言葉の中で　生きれば聖霊が働き

サタンの下で生きるなら　聖霊は働けない

あなたはサタンの支配を逃れ　神の光の中で生きたいのか？

神の言葉に生きるなら　聖霊がともにあり

聖霊の働きを得ることができる

神の言葉に生きないなら　サタンの束縛の下

堕落した性質の中で生きる

彼らには聖霊の臨在も働きもない



2

神が求める状態で　神の言葉に生きるなら

神のものとなり神の　働きがあなたに為される

神が求める状態で　生きないならあなたは

サタンの支配の下　堕落の下に生きている

あなたが神の言葉に生きるなら　心を全て神に捧げなさい

その時あなたは神を　満足させることができ

神の要求を満たせるだろう

神が言うようにし神の　言葉をあなたの基礎

そして生活の現実にしなさい

そうすればあなたは神のものとなるだろう

（転調）

神の言葉に生きるなら　聖霊がともにあり

聖霊の働きを得ることができる

神の言葉に生きないなら　サタンの束縛の下

堕落した性質の中で生きる

彼らには聖霊の臨在も働きもない



Outro

神の意志により実行すれば　神はあなたに働きを為し

神の祝福と御顔の　光の下で生きるだろう

聖霊の働きを理解し　神の臨在のよろこびを感じるだろう



『神の出現と働き』「暗闇の影響から脱すれば、あなたは神のものとされる」（『言葉』第1巻）より編集


523 神の言葉に従えば道に迷うことはない

1

神は望む

あなたが神の臨在の光の中

自分で神の言葉を食べ

それにしがみつくことを

神のそばに身を寄せれば

いつも神に話すことができる

神はあなたが迷わぬ様に助ける

神はあなたの困惑を晴らし

あなたを神の臨在の中へ保つ

神の言葉にただ従いなさい 言動の全てで

あなたがなす全てのことに神の言葉がしみ込むように

神の言うことにただ従えば

神はあなたを導き進ませる



2

何に直面しても 神の言葉が心に現れる

神の意志へとあなたを導き

神の言葉の中を歩める様に

あなたは迷わず

新しい光の中で生きる

そして神からますます啓示を受ける

神はあなたの困惑を晴らし

あなたを神の臨在の中へ保つ

神の言葉にただ従いなさい 言動の全てで

あなたがなす全てのことに神の言葉がしみ込むように

神の言うことにただ従えば

神はあなたを導き進ませる



3

自分の考えに頼らず 神の言葉による導きに従い

澄んだ心で神の前に静まり

神の言葉を熟考しなさい

理解出来ない事は

誠実な心と精神で神の前に持ってくればよい

神の言葉にただ従いなさい 言動の全てで

あなたがなす全てのことに神の言葉がしみ込むように

神の言うことにただ従えば

神はあなたを導き進ませる



4

神の全能を信じよ

サタンの弁解、意図、計略を拒絶せよ

強く望み 渇望して神を求めよ

絶望し弱気にならず

一心に神を求め 神を待ちなさい



神の交わりより編集



524 神の言葉は本当にあなたのいのちとなったか

1 人々はよく、神を自分のいのちにさせることを口にするが、彼らの経験はまだそこまで至っていない。あなたは単に、神は自分のいのちで毎日自分を導いてくれる、自分は毎日神の言葉を飲み食いしている、そして自分は毎日神に祈っているのだから、神が自分のいのちになったと言う。こうしたことを言う人の認識は極めて表面的である。多くの人には基礎がない。神の言葉は植えつけられたが、まだ芽を出しておらず、まして実を結んでなどいない。いつか、あなたの経験が一定のところに達した際には、神があなたを去らせようとしても、あなたはそうすることができないはずだ。あなたはいつでも、自分の中に神がなくてはいられないと感じるだろう。

2 神なしでいるのはいのちを失うようなもので、神なしでは生きていられないはずだ。あなたの経験がここまでになると、神に対するあなたの信仰は一定の基準に達したことになる。そして、このようにして、神はあなたのいのちとなり、あなたの生存の基礎となっている。あなたは二度と神から離れられない。この程度まで経験を積むと、あなたは真に神の愛を享受したことになり、また神との関係が十分親密になると、神があなたのいのちと愛になり、あなたは神にこう祈る。これが人の真の霊的背丈、そしてまことのいのちである。

3 あなたは、神が自分のいのちになり、自分の心から神を奪われたなら、それはいのちを失うようなものである、というところまで経験しなければいけない。神は自分のいのちであって、神から離れることはできないという状態にならなければならない。そうすれば、あなたは本当に神を経験したことになり、そのとき神を愛するなら、真に神を愛するのであって、それは唯一の純粋な愛である。いつの日か、自分のいのちがある程度に達するほど経験を積み、神に祈り、神の言葉を飲み食いしたとき、あなたは自分の中で神から離れることができず、たとえそうしたいと思っても、神を忘れることができない。

4 神があなたのいのちになったのである。世界を忘れることはできる。妻や夫や子供を忘れることもできる。しかし、神を忘れるのは難しい。そうすることは不可能であって、それがあなたの真のいのちであり、神への真の愛である。神への愛がある程度に達すると、神への愛に匹敵する愛はなくなり、神への愛が最優先となる。そのようにして、他のすべてを捨て去ることができるようになり、神によるすべての取り扱いと刈り込みを進んで受け入れるようになる。神への愛が他のすべてを超えるまでになると、あなたは現実の中で、神の愛の内に生きるようになる。

『神の出現と働き』「神を愛する人は永遠に神の光の中に生きる」（『言葉』第1巻）より編集


525 真に神を崇拝する人になることを求めよ

1 私たちは、神を真摯に崇拝する人になろうと追い求める観点をもたなければなりません。これ以上神を拒まず、神に嫌悪を催させず、神が私たちにいらだったり絶えず怒ったりしないようにし、神の心を安らげ、アブラハムのように神を真に崇拝する人となることが、私たちのもつべき人生観です。このような人生観と考え方が心に根付き、その方向に沿って追い求めるなら、この世の富、地位、評判に誘惑されることが少なくなります。

2 あなたの勤勉さや経験がこうした観点の達成に向けられているなら、気付かぬうちに神の言葉が自分の内なる座右の銘となり、生存の基礎となり、いのちとなり、自分の中で人生の道となります。その時、この世の物事はあなたにとってどれも重要ではなくなります。ゆえに、真理と人間性を備える者、良心と理知を備えて神を礼拝する者、すなわち真の人間になることを追い求めるというのが人のもつべき人生観であり、それが最適な追求です。

『終わりの日のキリスト講話集』「性質の変化に向けた実践の道」（『言葉』第3巻）より編集


526 真理あるところに力あり

1 家族を捨てて神のために自分を費やすことの意義と、自分がそうしたい理由を理解しなければならない。その理由が真理といのちを追い求めること、自分の本分を尽くして神の愛に報いることであれば、それは完全に義であり、肯定的なことであり、天の法と地の原則にかなうことである。そうすれば決して後悔せず、否定的になることもない。人に真理があるとき、その人には力がある。真理があるとき、その人は尽きせぬ活力に満ちている。真理があるとき、その人には意志がある。真理がなければ、その人は豆腐の滓のようなものだ。真理があれば、その人は剛健で勇気があり、自分がどれほどつらい思いをしようと、苦しみを苦しみと感じない。

2 神の性質について真の認識を有し、神の聖さと義を心から讃えることができるなら、その人は真に神を知り、真理を自分のものにしていることを意味します。そのとき初めて、彼らは光の中で暮らします。世界観と人生観が変わって初めて、その人は根本的な変化を経験します。人生の目標があり、真理に従って行動し、神に絶対的に服従して神の言葉によって生き、魂の奥底まで平安と照らしを感じ、心に闇がなく、神の前で完全に自由に、かつ制限されずに生きて初めて、真の人生を送り、真理を有する人になります。それに加え、あなたが有している真理はどれも、神の言葉と神自身から来たものです。全宇宙と万物の支配者たる至高の神があなたを、真の人生を送る真の人間として承認するのです。これが真理を有しているという意味なのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「どのようにして人間の本性を知ればよいか」（『言葉』第3巻）より編集


527 誰も神の言葉の真の意味を理解しない

1

人は苦しみと祝福との区別がつかず

神の手の中にある約束された祝福を享受できない

だから真の気持ちで神を求めていない

もし明日がないなら

神の前に立つあなた方のうち

誰が舞い散る雪のように白く

曇りのない翡翠のように純粋でいられるのか？

神へのあなたの愛を

美味なる食事や上等な衣服や

高給の高い地位と

取り代えることができるのだろうか？

他の人の愛となら 代えられるのだろうか？

それとも試練の故に

それを捨て去ることができるのか？

また苦難の故に

あなたは神の計画に不満を抱くのだろうか？



2

神の口の中にある剣を

本当に理解した者はいない

人は表面的な意味しか分からず

内にある意味を見つけ出すことができない

もし人が真に神の剣の

本当の鋭さを見たなら

彼らは鼠のように

慌てふためいて巣穴へと逃げ込むことだろう

神の言葉の真理を理解するにはあまりにも鈍く

神の言葉が持つ力も

どれほど自らの堕落が裁かれ

本性が露わにされるかも見当が付かない

神の言葉についての生半可な考えに頼り

ほとんどの者の態度は生ぬるい

ほとんどの者の態度は生ぬるい



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十五章」（『言葉』第1巻）より編集


528 神の言葉をどうしても人は実践しない

1 神はすでに言うべき言葉を語り終えているが、人間はそれにまったくついて行けずひどく遅れており、一つ一つの段階から離れずにいること、子羊の足取りにしっかりと付き従うことができずにいる。彼らは守るべきことを守っておらず、実践すべきことを実践しておらず、祈るべきことを祈っておらず、捨て去るべきことを捨て去っていない。こうしたことをいずれも行っていないのだから、宴に参加するなどという話は空虚であり、何の現実的な意味もなく、人々の空想の産物でしかない。今になってみると、人々は自らの本分をまったく果たしてきていないと言える。すべては神自身が行い語ることに依存しており、人間が果たしてきた役割はあまりにも小さい。人は神と協調することができない、役立たずの屑なのだ。

2 神は無数の言葉を語ってきたが、人はそのいずれも実践に移していない。神の言葉は、肉を捨てること、観念を捨て去ること、万事において神への服従を実践しつつ判断力を養い見識を得ること、心の中に人の居場所を作らないこと、心の中の偶像を消し去ること、不正な意図に抗うこと、感情に基づいて行動しないこと、物事を公平に偏見なく行うこと、語るときには神の利益と他者への影響にもっと配慮すること、神の働きのためになることをもっと多く行うこと、あらゆる行動において神の家の利益を念頭に置くこと、感情に行動を支配させないこと、自分の肉を喜ばせる物事を捨て去ること、自分勝手な旧来の観念を排除することなど、多岐に渡っている。

3 実際、人々は神が突きつけるこうした要求の一部を理解してはいるが、単にそれを実践に移す気がないのだ。神には他に何ができるだろうか。他にどんな方法で、人間を動かすことができるだろうか。神の目から見た反逆の子らは、どうやっていまだに厚かましくも神の言葉を取り上げ称賛することができるのか。どうやって厚かましくも神の食べ物を食べられるのか。人々の良心はどこにあるのか。彼らは自分が尽くすべき最低限の本分すら尽くしておらず、全力を注ぐことなど言うまでもない。彼らは夢想の中に生きているのではないか。実践なくして現実を語れるはずがない。それはこの上なく明白な事実である。

『神の出現と働き』「もっと現実に集中しなさい」（『言葉』第1巻）より編集


529 神が寛容であろうと自分を甘やかしてはならない

1 たとえわたしを知る者がごく少なくとも、そのために人類のうえに怒りをぶちまけたりはしない。なぜなら、人間にはあまりに多くの欠点があるため、わたしの望む高みに至ることができないからである。だから、数千年の長きにわたり、今日に至るまで、わたしは人間に寛容であった。しかし、わたしが寛容であるからといって、あなたがたは自分に対して寛容過ぎてはならない。そうではなくて、ペテロを通してわたしを知り、わたしを求めるように努め、ペテロの物語すべてから、これまでになかったやり方で啓示を受け、そうして、人類がかつて到達したことのない域に達することを目指すべきである。

2 宇宙と天空の至るところで、また天地のあらゆるもののあいだで、天地の万物がわたしの働きの最終段階に全力をささげている。まことに、あなたがたは傍観者でいて、サタンの勢力によってあちらこちらへ動かされていたくはないだろう。サタンはいつでも人間がわたしについて心にもつ認識をむさぼっている。そして、つねに牙と爪をむき出して、死闘の最期の苦しみの中にある。あなたがたは、今このときに、サタンの欺きに満ちた策略によって捕らえられたいのか。あなたがたは、わたしの働きの最後の段階が完成する瞬間に、いのちを断たれたいのか。まことに、あなたがたは再びわたしが寛容さを示すことを待っているのではあるまい。

わたしを知ろうとすることが肝要だが、実践に注意を注ぐことを怠ってはならない。わたしは、あなたがたがわたしの導きに従い、自分の願望や意図をこれ以上抱かないことを願って、自分の言葉の中であなたがたに直接識見を明かしているのである。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第六章」（『言葉』第1巻）より編集


530 神が最も忌み嫌うのは人が頑固に同じ悪を重ねることだ

1 人間の本性は変わらないままである。その心の中にあるものはわたしの旨と一致せず、わたしが必要とするものではない。わたしがもっとも嫌うのは人の頑固さと常習的な悪行であるが、人間はどのような力に突き動かされてわたしのことを知らずにい続け、いつもわたしと距離を置き、わたしの前で決してわたしの旨に従って行動せず、むしろ陰でわたしに反対しているのか。これが人の忠誠なのか。これがわたしに対する人の愛なのか。悔い改めて生まれ変わることができないのはなぜなのか。なぜ人々は泥のない場所に住もうとせず、いつまでも沼地に住もうとするのか。わたしが彼らを虐待してきたということなのだろうか。彼らを誤った方向に導いてきたということなのだろうか。彼らを地獄に導いているということなのだろうか。

2 誰もが「地獄」で生きようとしている。光が来るとたちまち目が見えなくなる。彼らの中のあらゆるものが地獄から来ているからである。しかし、人々はこのことに気づかず、これら「地獄の祝福」を享受するばかりで、宝物のように胸に抱きしめさえする。わたしがそれらを奪い取り、自分を「根無し草」のまま取り残してしまうのを恐れているのだ。人々はわたしを恐れ、だからこそ、わたしが地上にやって来ると、わたしから距離を置き、わたしに近づくことを嫌う。「自分が面倒に巻き込まれる」ことを好まず、むしろ家族の調和を維持し、それによって「この世の幸せ」を享受することを望むからだ。

3 わたしが到着した瞬間から、人の家庭に平安がなくなる。わたしは、人の家族は言うまでもなく、すべての国家を粉々に打ち砕くつもりである。誰がわたしの支配から逃れられよう。祝福を受ける人々が、気が進まないからといって逃れることなどできようか。そもそも刑罰に苦しむ人々が、怖がっているおかげでわたしの同情を得られることなどあり得ようか。人々はわたしのあらゆる言葉の中にわたしの旨と行為を見たが、自分自身の思考のもつれから誰が抜け出せようか。一体誰がわたしの言葉の中から、あるいはわたしの言葉のないところから抜け出す道を見つけられようか。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十七章」（『言葉』第1巻）より編集


531 人間はとても救いがたい

生涯にわたってこの道を歩み、真理を追求して人生を手に入れ、神を理解し、最後はペテロのように有意義な人生を送ろうとしている人はいません。ゆえに、人は途中で道を逸れて心の中に神の居場所をもたず、聖霊はもはやそのような人の中で働いていません。彼らは退化の道に足を踏み入れたのです。彼らが被ってきたすべての苦しみ、彼らが耳にしてきたすべての説教、彼らが信者だったすべての年月が無駄になってしまいました。それはかくも危険なことです！坂を下るのは簡単ですが、坂をのぼり、人が歩くべき正しい道を選ぶのは難しいことです。ほとんどの人は頭が混乱しています。正しい道と間違った道を区別できないのです。多くの説教を聞き、神の言葉を数多く読んで、人々は神が神であることを知っていますが、それでも神を信じません。それが真の道であると知りながら、依然としてその道を歩けません。人々に救いをもたらすのは何と難しいことでしょう！

『終わりの日のキリスト講話集』「神への信仰では、正しい道を選ぶことが何よりも重要である」（『言葉』第3巻）より編集


532 神の言葉を実践しない人は取り除かれるだろう

1

神の働きと言葉は

あなたの性質に変化をもたらすためにある

神の目的はそれを理解させ

認識させるだけでは十分ではなく

それが全てではない

神の言葉はほとんどが人の言語で書かれているため

あなたが受け入れるなら容易に理解できる

凡人であっても

神があなたに知って欲しいこと

行って欲しいことは理解すべきことだ

人は神の言葉のあらゆる真理を経験し

更に詳しく探求しなければならない

待っていて与えられたものを受け取るだけでは

ただの居候である

もし彼らが神の言葉の中の真理を知っているのに

実践しないとしたら

彼らは真理を愛してはおらず

最後には取り除かれるだろう



2

神が今語ることは

とても明白で分かりやすく明快である

神は人が思いもよらないことを指摘し

人が持ち得る様々な状態を明示する

神の言葉は全てを満月のように明るく包み

人は多くの問題を知ることができる

成し遂げるべきことは神の言葉の実践であり

これが人類に欠けていることだ

人は神の言葉のあらゆる真理を経験し

更に詳しく探求しなければならない

待っていて与えられたものを受け取るだけでは

ただの居候である

もし彼らが神の言葉の中の真理を知っているのに

実践しないとしたら

彼らは真理を愛してはおらず

最後には取り除かれるだろう



『神の出現と働き』「いったん真理を理解したら、それを実践すべきである」（『言葉』第1巻）より編集


533 真理を実践しない者はみな淘汰される

1 神を真に信じる人は、進んで神の言葉を実践し、進んで真理を実践する人である。本当に神への証しを立てられる人はまた、進んで神の言葉を実践し、本当に真理の味方となれる人でもある。はかりごとや不正を行う人はみな真理を欠いており、神に恥辱をもたらす。教会内で紛争を起こす人はサタンの僕であり、サタンの化身である。このような人はあまりにも悪意に満ちている。識見がなく、真理に味方できない人はみな邪悪な意図を抱き、真理を汚す。さらに、彼らは典型的なサタンの代表者である。彼らに贖いは及ばず、当然ながら淘汰される。

2 神の家は、真理を実践しない人や、意図的に教会を崩壊させる人が残ることを許さない。彼らにこれ以上無意味な働きが行われることはない。サタンに属する者は真理に味方できないが、真理を探し求める人にはそれができる。真理を実践しない人は、真理の道を聞く価値も、真理の証しに立つ価値もない。真理は彼らが聞くものでは決してなく、むしろ真理を実践する者に向けられている。真理を実践する人は、最後に真理のために救われ完全にされる。真理を実践しない人は、最後に真理のために滅びを自分自身にもたらす。これらが、真理を実践する人としない人を待ち受ける最後である。

『神の出現と働き』「真理を実践しない人への警告」（『言葉』第1巻）より編集


534 真理を追求しなければ必ず泣きわめいて歯ぎしりする

1 いのちを追い求めない人が大勢いて、たとえいのちを求める人がいたとしても、それは極少数である。人はもっぱら自分の将来のことに気をとられており、いのちのことにはまったく注意を払わない。神に逆らい、抵抗し、背後で神を裁き、真理を実践しない人もいる。今は、このような人は無視され、当分はこのような反逆の子たちについて何も行われない。しかし将来は、あなたは闇の中に住み、泣き叫んで歯ぎしりすることになる。光の中に生きているうちは、その貴重さを感じないだろうが、いったん暗夜の中に住めばそれに気づき、そのとき後悔する。今の時を大切にしないのは、現代における働きを理解していないからである。いちど全宇宙の働きが始まれば、すなわち、わたしが今日言っていることのすべてが現実となる時、多くの人が頭を抱えて悔し涙を流すことになる。これこそ、暗闇の中に落ち、泣き叫び、歯ぎしりすることではないのか。

2 心からいのちを追い求め、完全にされる人は役に立つことができる。一方、役に立たない反逆の子らは暗闇の中に落ちる。聖霊の働きを失い、何もかも意味がわからなくなる。彼らはこのように懲罰の中に陥り、呻いては泣き叫ぶのである。もしあなたがこの段階の働きにおいて充分に用意が整い、いのちにおいて成長しているなら、あなたは用いられるに相応しい。少しも用意が整っていないなら、たとえ次の段階の働きのために呼ばれたとしても、役に立つには不適格である。この時点でいくら自分を整えたくとも、次の機会はもうない。神はもう去ってしまっている。そうなれば、今あなたの目の前にあるような機会をいったいどこに行って見つけるのか。今、神自身が提供している訓練をいったいどこに行って受けようというのか。その時には、神が自ら語り声を発することはない。あなたにできるのは、今日語られていることを読むことだけである。どうして容易に理解できるであろうか。どうして後の生活が今より良いことがありえようか。その時点で、泣き叫び、歯ぎしりし、生き地獄そのものを苦しむことにならないのか。

『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」（『言葉』第1巻）より編集


535 真理を追求しない者は後悔する

1 現在、あなたはわたしが語る言葉を信じず、わたしの言葉を全く気にかけない。この働きが広まる日が来て、あなたがその全てを目にする時、あなたは後悔し、唖然とするであろう。祝福はあるが、あなたはそれを享受することを知らない。また真理はあるが、あなたはそれを追い求めない。あなたは、自分自身を侮辱しているのではなかろうか。極めて多くの働きと多くの真理があるのだが、それらには、あなたに知られる価値があるのではなかろうか。神の刑罰と裁きは、あなたの霊を目覚めさせることができないのであろうか。神の刑罰と裁きは、あなたに自分を憎ませることができないのであろうか。あなたは、サタンの影響の下で、平安と悦楽と、少しばかりの肉の享楽と共に暮らすことに満足しているのであろうか。あなたは全ての人々のうちで最も卑しい者ではなかろうか。

2 救いをその目で見たことがあるが、それを得るよう追求しない者よりも愚かな者はいない。そのような者は、肉を貪り食い、サタンを堪能する人々である。あなたは、神への自分の信仰が、どんな困難や患難も、あるいは僅かの苦難も招かないことを望む。あなたは、常にそれらの価値の無いものを追い求め、いのちの価値を全く認めず、自分の途方もない考えを真理よりも優先している。あなたには何の価値も無い。あなたは豚のように生きている――あなたと、豚と犬の間には、何か相違があるだろうか。真理を追求せずに肉を愛する者たちは皆、獣ではなかろうか。霊のない死んだ者たちは皆、生ける屍ではなかろうか。

3 あなたがたの間で語られた言葉は、一体いくつあるであろうか。あなたがたの間で行われた働きは、ほんの少しだろうか。わたしは、あなたがたの間で、どれくらい与えたであろうか。それなのに、あなたがそれを得ていないのは何故だろうか。あなたが不平を言うべきことは、何かあるだろうか。あなたが肉を愛しすぎているので、何も得られなかったということではなかろうか。また、その原因は、あなたの考えが突飛すぎるからではなかろうか。また、それはあなたが愚か過ぎるからではないか。あなたは、これらの祝福を得られない場合、自分が救われなかったことを、神のせいにするのか。わたしは、あなたに真の道を与えたが、あなたは未だにそれを得ていない。あなたは手ぶらである。あなたは、このような生活、つまり豚の生活を続けることを望んでいるのであろうか。このような人々が生きていることの意味は何であろうか。

『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


536 真理を追求しない者は最後まで従えない

神が人々の中で行なう働きはおもに、彼らが真理を得られるようにすることである。あなたに真理を追求させるのは、あなたを完全にするためであり、それはひとえに神によって用いられるのにふさわしくするためである。あなたが今追い求めているのは奥義を聞くこと、神の言葉に耳を傾けること、自分の目を楽しませること、そして何か目新しいことや動向があるかと周囲を見回し、そうして自分の好奇心を満足させることだけである。それがあなたの心にある意図であれば、あなたに神の要求を満たす術はない。真理を追い求めない者は最後まで付き従うことができない。現在、神が何もしていないというのではなく、むしろ人々が神の働きに飽きてしまい、そのため神に協力していないのである。そのような人は、神が祝福を授けるために語る言葉を聞くことしか望まず、神の裁きと刑罰の言葉を聞こうとはしない。その理由は何か。祝福を得たいという人々の願望が満たされておらず、それゆえ消極的になって弱っている、というのが理由である。人々が神に付き従うのを神がわざと許さないというのではなく、神が人類に対して意図的に打撃をもたらしているというのでもない。人々が消極的になって弱っているのは、ひとえに彼らの意図が正しくないからである。神は人にいのちを与える神であり、人を死に追いやることはできない。人々の消極性、弱さ、そして後退はどれも、彼ら自身の行ないによって引き起こされるのである。

『神の出現と働き』「あなたは神への忠誠を保たなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


537 死の床で真理に目覚めても遅すぎる

1 この道では、多くの認識を語ることができる人は多いが、彼らが死ぬ時、その目は涙で溢れ、人生を無駄にし、高齢まで無用に生きたことを恨む。彼らは単に教義を理解しているだけで、真理を実践することも、神に証しをすることもできない。代わりに、あちこちをハチのように忙しく駆け回るだけで、死の寸前でようやく真の証しがないこと、神を全く知らないことを悟る。これでは手遅れではないか。なぜ今を生き、愛する真理を追い求めないのか。なぜ明日まで待つのか。人生において真理を求めて苦しむことも、真理を手に入れようとすることもないなら、今際の際に後悔したいということではないのか。もしそうなら、なぜ神を信じるのか。

2 実際、ほんのわずかな努力をすれば、真理を実践し、それによって神を満足させることができる事柄は多くある。人の心が悪魔に取りつかれているからこそ、神のために行動することはできず、肉のために絶えず駆け回り、最終的に達成するものは何もない。このため、人は常に苦しみや困難に悩まされる。これはサタンによる責め苦ではないのか。これは肉の堕落ではないのか。あなたは調子のよいことを言って神をだまそうとするべきではない。むしろ、具体的な行動を取らなければならない。自分を欺くな。それに何の意味があるのか。自分の肉のために生き、利益と名声を得るために奮闘することで何を得ることができるのか。もしそうなら、なぜ神を信じるのか。

『神の出現と働き』「神を信じるなら真理のために生きるべきである」（『言葉』第1巻）より編集


538 人はサタンの影響から抜け出すとき救われる

1

人の肉はサタンのもの、反抗的で

とても不潔で汚れている

肉の快楽を欲し、その性質を示す

だから神は肉を忌み嫌う

肉の堕落を除き

その束縛から放たれるなら

救われないことがあろうか

サタンの汚れの中では、神を表せず

神のものを受け継げない

清められ、完全にされると

聖く正常になり神に喜ばれる



2

サタンの汚れたものを捨て去る時

人は神の救いを得るが

自身の汚れと堕落を取り除かないなら

まだサタンのもとで生きているのだ

肉の堕落を除き

その束縛から放たれるなら

救われないことがあろうか

サタンの汚れの中では、神を表せず

神のものを受け継げない

清められ、完全にされると

聖く正常になり神に喜ばれる

悪だくみと欺きはサタンのやり方

救いは人をこれらから解放する

神の業は正しく

人々を闇から救う

肉の堕落を除き

その束縛から放たれるなら

救われないことがあろうか

サタンの汚れの中では、神を表せず

神のものを受け継げない

清められ、完全にされると

聖く正常になり神に喜ばれる



『神の出現と働き』「実践（２）」（『言葉』第1巻）より編集


539 サタンの権力は真理の追求なしに振り払えない

1 神が人間を造った時、それは、人間が神の豊かさを享受し、神を真に愛せるようにするためだった。そのようにして、人間は神の光の中で生きるのだ。今日、神を愛することができず、神の重荷に気を配らず、自分の心を完全に神に捧げられず、神の心を自分の心とすることができず、神の重荷を自分のものとして背負えない者全員について言えば、神の光がそうした人たちを照らすことはなく、それゆえ彼らはみな暗闇の影響下で生きている。彼らは神の旨に真っ向から反する道を歩み、彼らが行なう一切のことには真理の片鱗さえない。彼らはサタンとぐるになって悪事を行ない、暗闇の影響下で生きる人である。神の働きを受け入れられない者、あるいは神の働きを受け入れながら神の要求を満たせない者はみな、暗闇の影響下で生きる人である。真理を追い求め、神の要求を満たせる者だけが、神から祝福を受けるのであり、またそうした者だけが暗闇の影響から脱する。

2 神を信じながら真理を追い求めない者はみな、サタンの影響から逃れる術をもたない。人生を正直に生きない者、人前での振る舞いが背後での振る舞いと違う者、上辺は謙虚で、忍耐と愛があるように見えるものの、その本質は陰険で、悪賢く、神への忠実さが一切ない者。こうした人たちは暗闇の影響下で生きる者の典型的な代表例である。彼らはへびの同類である。ひたすら自分の益のために神を信じるだけの者、独善的で横柄な者、自分を誇示する者、自分の地位を守る者は、サタンを愛し真理に反抗する人である。このような人たちは神に抵抗し、完全にサタンのものとされている。神の重荷に気を配らない者、心から神に仕えない者、常に自分や家族の利益ばかり考えている者、すべてを捨てて神のために自分を費やせない者、決して神の言葉によって生きようとしない者は、神の言葉の外で生きる人である。このような人たちが神の称賛を受けることはできない。

『神の出現と働き』「暗闇の影響から脱すれば、あなたは神のものとされる」（『言葉』第1巻）より編集


540 暗闇の影響を捨て去り神のものとなりなさい

1 暗闇の影響とは何か。このいわゆる「暗闇の影響」とは、サタンが人を騙し、堕落させ、束縛し、操る影響のことであり、サタンの影響は死の雰囲気を帯びた影響である。サタンの支配下で生きる者は残らず滅びる運命にある。神への信仰を得たあと、あなたはどのようにしてサタンの影響から逃れられるか。ひとたび心を込めて神に祈ると、あなたは自分の心を完全に神へと向け、この時点で、あなたの心は神の霊によって感動する。あなたは自分を残らず神に捧げたいとますます思うようになり、その瞬間、暗闇の影響から脱していることになる。人の行なうあらゆることが神を喜ばせ、神の要求にかなっているなら、その人は神の言葉の中で、神の気遣いと加護のもとで生きる人である。

2 人々が神の言葉を実践できず、神を騙そうと常に試み、神に対していい加減に振る舞い、神の存在を信じていないのであれば、それらはみな暗闇の影響下で生きている人である。神の救いを受けていない人たちはサタンの支配下で生きている。つまり、そのような人はみな暗闇の影響下で生きているのだ。神を信じない者はサタンの支配下で生きている。神の存在を信じている者でさえ、必ずしも神の光の中で生きているとは限らない。なぜなら、神を信じる者であっても、実際には神の言葉の中で生きておらず、神に従うこともできないかもしれないからである。

3 神に讃えられたいと望むなら、まずはサタンによる暗闇の影響から脱し、神に心を開き、完全に神のほうへ向けなければならない。あなたが現在行なっていることを、神は讃えるだろうか。あなたは心を神に向けたのか。あなたが行なってきたことは、神があなたに求めることなのか。それらの行ないは真理にかなっているのか。常に自分を検証し、神の言葉を飲み食いすることに集中しなさい。自分の心を神の前に曝け出し、誠実に神を愛し、自分自身を神のために忠実に費やしなさい。そのようにする人は、必ずや神の称賛を受けるだろう。

『神の出現と働き』「暗闇の影響から脱すれば、あなたは神のものとされる」（『言葉』第1巻）より編集


541 神の言葉に従い暗闇の影響から脱しなさい

1 暗闇の影響から脱するには、まず神に対して忠実であり、真理を追い求める熱意が心になければならない。そうして初めて、あなたは正しい状態になることができる。正しい状態で生きることが、暗闇の影響から脱する必要条件である。正しい状態にないというのは、神に忠実でなく、真理を求める熱意が心にないということであり、暗闇の影響から脱することなど問題外である。わたしの言葉は、人間が暗闇の影響から脱する基礎であり、わたしの言葉にしたがう形で実践できない人は暗闇の影響の束縛から逃れることができない。

2 正しい状態で生きるというのは、神の言葉の導きの下で生き、神に対して忠実な状態で生き、真理を求める状態で生き、神のために真摯に自分を費やす現実の中で生き、神を真に愛する状態で生きることである。このような状態、このような現実の中で生きる者たちは、真理の奥底に入るにつれて徐々に変化する。また彼らは、働きが深まるとともに変化して、最後は必ずや神に得られて心から神を愛する人になる。

3 暗闇の影響から脱した者たちは徐々に神の旨を確かめられるようになり、また徐々に神の旨を認識するようになって、やがては神の知己になることができる。彼らは神についての観念を抱くことも、神に反抗することもないだけでなく、以前に抱いていたそれらの観念や反抗心をますます憎み、神に対する真の愛が心の中に生じるようになる。神が求めるのは人間からの一途な愛、そして人間が神の言葉によって、神への愛に満ちた心によって占められることである。神の言葉の中で生き、自分が求めるべきものを神の言葉の中から探し、その言葉ゆえに神を愛し、神の言葉のために奔走し、神の言葉のために生きることこそ、人間が努力して成し遂げるべき目標である。

『神の出現と働き』「暗闇の影響から脱すれば、あなたは神のものとされる」（『言葉』第1巻）より編集


542 今日の真理はそれを慕い求める者に与えられる

1

神の多くの業を経験しても

あなたは変わらず、清められてもいない

まだサタンのもとで生きて

神に従っていない

征服されても完全にされていない

あなたはいのちも神の業への認識も追求せず

快楽と慰めを求めている

だからその性質は変わらず

創造の時の姿を取り戻していない

霊なき生ける屍だ

神はペテロのような人を欲する

完全にされることを求める人々を

今日の真理は求める者に与えられ

救いは願う者に授けられる

あなたがたが得るだけでなく

神があなたがたを得ることでもある

神に得られるため、神を得るのだ



2

聖さを得ることを少しも求めない者

霊的なことについての認識を求めない者

真理を求めず

消極的に征服されて満足して

真理を生きることも表すことも出来ず

聖い人となれない

これらの者は救われていない

神はペテロのような人を欲する

完全にされることを求める人々を

今日の真理は求める者に与えられ

救いは願うものに授けられる

あなた方が得るだけでなく

神があなたがたを得ることでもある

神に得られるため、神を得るのだ



3

今日神はこれらの言葉を全てあなた方に語った

それらを聞いたあなた方は

言葉に沿って実践すべきだ

あなた方がそれらを生きる時

言葉を通して神に得られるだろう

その時、あなた方はこれらの言葉を得るだろう

つまり、あなた方は最高の救いを得る

一度清められれば真の人間になるだろう

神はペテロのような人を欲する

完全にされることを求める人々を

今日の真理は求める者に与えられ

救いは願うものに授けられる

あなた方が得るだけでなく

神があなたがたを得ることでもある

神に得られるため、神を得るのだ



『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


543 真理を愛して初めて真理を実践できる

1 真理を求めて実践するのがこれほど難しいのはなぜなのか。まるで流れに逆らって舟を漕ぎ、漕ぐのをやめたら押し流されるようなものだ。それは、人の本性が神を裏切るものだからです。人の中ではサタンの本性が主導権を握っていますが、それは反動的な力です。神を裏切る本性の持ち主は、当然ながら神を裏切ることをとかく行ないがちで、肯定的な物事をするのは自然と困難です。それはひとえに人の本性と本質に左右されます。ひとたび本当に真理を理解し、心からそれを愛するようになれば、真理と合致する物事を行なう力が生まれます。すると、それが普通のことになり、努力もいらず楽しいことにさえなって、否定的な何かをするのはかなりの努力が必要だと感じるようになります。それはあなたの心の中で真理が主導権を握ったからです。

2 人生に関する真理やどのような人になるべきかの真理、つまり公明正大で率直な人、正直な人、神のために証しをして神に仕える人にどうすればなれるかを本当に理解すれば、神に背く悪事を行なうことはできなくなり、偽の指導者、偽の働き手、あるいは反キリストの役を演じることも二度となくなります。サタンがあなたを惑わそうと、悪人があなたをそそのかそうと、あなたがそうすることはありません。誰に強制されようと、あなたはそのように振る舞いません。人が真理を得て、真理がその人のいのちになったとき、その人は悪を憎み、否定的な物事に対して内なる嫌悪を感じることができるようになり、悪事を犯すのが難しくなります。それは、その人の性質が変わり、神によって完全にされたからです。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」（『言葉』第3巻）より編集


544 真理を愛する人が真理を得る

1 神による人類の救いは、真理を愛する人の救いであり、その人の意志と決意、および心の中での真理と義に対する切望の救いです。人の決意というのは、義と善と真理に対するその人の切望であり、良心を有しているその人の一部分なのです。神は人のその側面を救い、それを通じて彼らの堕落した性質を変え、それによって彼らが真理を理解して自分のものとし、彼らの堕落が清められ、いのちの性質が変わるようにします。真理への愛、あるいは義と光への切望があなたの中になければ、また悪に遭遇するたび、悪しき物事を捨てる意志も、苦しみに耐える決意もなければ、そしてさらに、あなたの良心が麻痺していて、真理を受ける能力が感覚を失っており、あなたが真理や実際の出来事を認識していなければ、また万事において識別力を欠き、自力で物事に対処したり解決したりすることができなければ、救われる術はありません。

2 問題が自分に降りかかったときは、冷静になって正しく取り組み、選択を行なわなければなりません。真理を用いて問題を解決できるようになるべきです。普段から多少の真理を理解しておくのは何のためですか。それは単にあなたの空腹を満たすためでも、ただあなたに話題を提供するためでもなく、他人の問題を解決するためでもありません。何より、真理は自分自身の問題、自分自身の困難を解決するためのものです。自分自身の困難を解決して初めて、他の人たちの困難を解決することができるのです。ペテロが実を結んだ者と言われているのはなぜですか。それは、彼の中に価値あるもの、完成させる価値のあるものがあったからです。ペテロは真理を求める決意をしており、固い意志がありました。理知があって苦難をいとわず、心の中で真理を愛し、降りかかるものをそのままにしませんでした。これらはすべて強みです。決意して真理を追い求める人だけが、それを得て神に完全にしてもらえるのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


545 あなたの性質を変えるために神の言葉によって生きなさい

1

あなたの中のあらゆる困難を神に頼って解決し

堕落した性質を終わらせ

自分の状態を真に理解しなければならない

自分が何をすべきか知り

理解をしていないことについて交わりなさい

自分自身を知らずにいることは許されない

あなたの病を治し

神の言葉を読んで熟考し

それらによって生活し行いなさい

家でも外でも 神に心の中を支配させ

神の言葉に主権を持たせなさい

肉と本性を捨て

あなたの性質を変えるため

神の言葉によって生きなさい



2

重要なのはいのちに集中し

神の言葉を飲み食いし

神の言葉を経験して知り

真にあなたのいのちとすることだ

神の言葉によって生きられないなら

どうして人のいのちが成長するだろうか？

神の言葉を生き

行動の基準としなければならない

そうすれば神が喜ぶ方法が分かり

別の方法は神が嫌うことだと感じるようになる

家でも外でも 神に心の中を支配させ

神の言葉に主権を持たせなさい

肉と本性を捨て

あなたの性質を変えるため

神の言葉によって生きなさい



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第二十二章」（『言葉』第1巻）より編集


546 神は真理を追求する者たちを好む

1

もしもあなたが神の求めるものを追求し

その道が正しければ

たとえあなたがほんの少しだけ道をそれたり

弱くなって転んでしまったとしても

神は気にしない

むしろ神はそこにいてあなたを支えてくれる

神はどんな人を好むのだろうか？

神が好むのは真理を追求し決意が固く

無知であっても正直な人

無知であっても正直な人である



2

あなたが無知で

弱く知恵が欠けているかどうかなど

神は憂慮しない

世と同じ人生観を持ち魂がなく

人生において追求するものがない人を神は忌み嫌う

このような信仰を持つ者を神は忌み嫌う

神はどんな人を好むのだろうか？

神が好むのは真理を追求し決意が固く

無知であっても正直な人

無知であっても正直な人である

無知であっても正直な人である 

『終わりの日のキリスト講話集』「性質の変化に向けた実践の道」（『言葉』第3巻）より編集


547 真理を愛する人を神は救う

1 日々生じる大小様々なことがあなたの決意を揺るがしたり、心を占めたり、本分を尽くして前進するのを妨げたりしますが、それらは注意深く取り扱う必要があり、丹念に検証して真理を求めなければなりません。それらはどれも人の経験の範囲内で起こることなのです。否定的なことが降りかかると自分の本分をあきらめ、躓くたびに這い上がれない人がいます。そうした人はみな真理を愛していない愚か者であり、信仰に生涯を捧げたとしても真理を得ることはないでしょう。そうした愚か者がどうして最後まで従えるでしょうか。

2 賢明な人、霊的な物事を理解する真の素質をもつ人こそ、真理を求める人です。何かが十回起きたとすれば、おそらくそのうち八回は、何らかの啓示を得て教訓を学び、啓きを得て多少の進化を遂げるでしょう。霊的な物事を理解しない愚か者に何かが十回起きても、一度たりともいのちに益をもたらさず、その人を変えることもなく、その人が自分の本性を理解できるようにもならないでしょうし、その人はそれで終わりです。何かが起きるたびに倒れ、倒れるたびに他の誰かの支えと慰めを必要とし、支えと慰めがなければ立ち上がれません。こうした役立たずが救われる他の根拠はあるでしょうか。

3 神による人類の救いは、真理を愛する人の救いであり、その人の意志と決意、および心の中での真理と義に対する切望の救いです。人の決意というのは、義と善と真理に対するその人の切望であり、良心を有しているその人の一部分なのです。神は人のその側面を救い、それを通じて人の堕落した性質を変え、それによって人が真理を理解して自分のものとし、人の堕落が清められ、いのちの性質が変わるようにします。真理への愛、あるいは義と光への切望が人の中になければ、この人は救いようがない。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


548 神は決意のある者を好む

我らは一つの決意をするべきだ

我らは一つの決意をするべきだ



1

たとえ状況や問題が厳しく 

消極的になったり弱くなったりしても

我らは古い性質の変化において

信仰を失ってはならない

神の語ってきた言葉の中で

確信を失ってはならない

神は人に約束を与えた

人がそれを受けるためには決意しなければならない

神は臆病者を好まず

決意のある者を好む



2

たとえ沢山の堕落を露わにし

幾つもの曲がりくねった道を通ったとしても

神に背き 過ちを犯し

心の中で冒涜し非難しても

神は目に留めることなく

あなたが変わるかどうかだけを見ている

母が子を知っているように神は人々を理解し

彼らの苦悩や弱さ 人々の必要を知っている

性質の変化において起こり得る挫折と問題を

神は完全に理解し

人々の心の内を見る

神は人に約束を与えた

人がそれを受けるためには決意しなければならない

神は臆病者を好まず

決意のある者を好む



3

決して神の名を捨ててはならない

あなたがどんなに弱くても

神から離れずこの道から外れなければ

あなたは変わる可能性があるだろう

もし我らの性質が変われば

生存することができるだろう

もし生存できるとしたら

救われるという希望がある



『終わりの日のキリスト講話集』「性質の変化に向けた実践の道」（『言葉』第3巻）より編集


549 すべての問題は真理を追い求めることで解決できる

今、現実とは、真理を追い求め、自分の堕落した性質を知り、その性質から解放されるために真理を理解し、神を満足させるよう本分を尽くせること、真理の現実に入り、真の人間らしく生きることです。現実とは、神を愛し、神に従い、神を証しすることです。これらは神が望んでいる成果です。触れることも見ることもできないものを探求することは無益です。それらは現実とも、神の働きの効果とも関係がありません。真に知的な人の態度はこうです。「神が何をなそうと、私をどう扱おうと、私がどれほど深く堕落していようと、私の人間性がどうであろうと、真理を追い求めて神を知ろうという私の決意は揺らぐことがない。」神を知ることによってのみ、人は自分の堕落した性質を解消し、神の意志を満たすために本分を尽くすことができます。これこそが人生の方向であり、人間が達すべきことであり、救いへの唯一の道です。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


550 生存者になることを追求すべきです

1私はあなたがたを一つ道、あなたがたの前途を保証する道へと導きます。それは生存することを追求する道です。将来どんな立場や地位にあるか案じてはいけません。生存しようとする際、何をすべきかだけを考えるべきです。これこそ人々が追求すべきことです。それは正当であり、贅沢な願いではありません。生き残る者は間違いなく良い人だからです。その人は必ず神のためによい証をし、神の意志を必ず満たすでしょう。だから、生存を追求するのは贅沢な願いではありません。むしろ誰もが目指すべきことです。これは神の救いの働きにとても適っています。

2あなたがたは、効力者、神の民の一人、神の子の一人、または地位の高い人として、将来生存するために、最も基本的な計画を立てるべきです。あなたが考えなければならないのは、神の承認を得て生存するには何をすべきかだけです。神はより多くの人を生存せることを願っているからです。これはあなたがたの追求を簡単にしないでしょうか。あなたがたは理解すべきです――正常な追求は贅沢な望みではありません。神への信仰において、人は贅沢な願いをもたず、正常な追求をすべきです。

神の交わりより編集



551 真理の追求に必要な決意

１　真理を理解して自分のものにし、最後は神によって完全にされる決意があなたがたにはありますか。どんな環境でも、決意が変わらない域に達しなければなりません。それが誠実であることの意味であり、またそれだけが真理を真に愛すること、そのような人になりたいと心から願うことなのです。何か問題や困難が生じるたび、立ちすくんだり消極的になったりして、決意を捨てるようではいけません。進んでいのちと身を危険にさらす者の強さをもたねばなりません。「何が起きようと、たとえ死ぬ必要があっても、決して決意を捨てない。この目標を諦めない」という言葉の通りにすれば、どんな困難もあなたを止めることはできません。神はあなたのために出来事を生じさせているのです。

２　何かが起きるたび、理解しなければいけません。「何が起きようと、それはすべて目標達成の一部であり、神の業だ。私には弱さがあるけれど、決して消極的になるまい。私に愛を授け、このような環境を整えてくださった神に感謝します。自分の願望と決意を捨ててはいけない。諦めることはサタンと妥協すること、自滅すること、神を裏切ることと同じだ」これがあなたのもつべき心構えです。他人が何と言おうと、どのように振る舞おうと、神があなたをどう扱おうと、決意が揺らいではなりません。

『終わりの日のキリスト講話集』「常に神の前で生きて初めて、神と正常な関係を持つことができる」（『言葉』第3巻）より編集


552 真理をあきらめなければあなたは救われる

1

自分の問題を正しく見なければ

神への認識に影響する

ある者は素質の無さを悟り

ある者は深刻な過ちをする

自暴自棄になり、希望を失くし

真理のために苦しもうとしない

自分は今まで変わらなかったと思い

性質を変えようとしない

今、神は言う

問題を正しく扱えば

希望を持て、消極的でなくなる

自分を正しく見よ

真理を諦めるな



2

実際に変わった者もいるが

自分では全く気づかない

自分の問題を眺めるだけで

神と協力する意欲をなくす

そのため正常な入りが遅れ

神への誤解が増え

さらに彼らの終着点に影響を与えてしまう

今、神は言う

問題を正しく扱えば

希望を持て、消極的でなくなる

自分を正しく見よ

真理を諦めるな



3

真理を求める者は弱い時も

運命を思わず忠実に尽くす

神は変化を見る

あなたもしっかり見れば

堕落が少し変わったと分かる

だが成長を最高の基準で測るなら

高みに届けず

自分の変化も否むだろう

それが人の過ちだ

今、神は言う

問題を正しく扱えば

希望を持て、消極的でなくなる

自分を正しく見よ

真理を諦めるな

本当に善悪を区別できるなら

自分の変化を吟味せよ

自分の変化だけでなく

実践すべき道も分かる

努力すれば

最後に救いの希望があると知るだろう

今、神は言う

問題を正しく扱えば希望を持て

消極的でなくなる

自分を正しく見よ

真理を諦めるな



『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


553 神を本当に渇望する者を神は見捨てない

もし、これらの卑劣な人間が途方もない欲望を打ち捨て、神のもとに戻ることができるならば、彼らにはまだ救いの機会はある。もし、人が本当に神を渇望する心を持つならば、神に見捨てられることはない。人が神を得ることができないのは、神が感情を持っているからでも、神が人に得られたくないからでもなく、人が神を得たくないからであり、人が切迫して神を探し求めないからである。本当に神を探し求める人がどうして神に呪われることがあり得ようか。健全な理知と繊細な良心を持つ人がどうして神に呪われることがあり得ようか。本当に神を礼拝し、仕える人がどうして神の怒りの火によって破壊されることがあり得ようか。喜んで神に従う人がどうして神の家から追放されることがあり得ようか。神をどれほど愛しても愛しきれない人がどうして神の懲罰の中で生きることになり得ようか。喜んですべてを神のために断念する人がどうして無一文な状態になることがあり得ようか。

『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」（『言葉』第1巻）より編集


554 無関心は破滅をまねく

受動的に神に従う者となってはならず、自分の好奇心をそそることを追求してはならない。あなたは冷たくも熱くもないので、あなたは自分を滅ぼし、いのちの成長を遅れさせるだろう。あなたは、真理を得て、それを実際に生きることができるように、このような消極性と不活発を取り除き、肯定的なことの追求と自分の弱さを克服することに熟達しなければならない。あなたの弱みについて、恐れることは一切なく、あなたの欠点はあなたの最大の問題ではない。あなたの最大の問題であり、最大の欠点であるのは、あなたが冷たくも熱くもなく、真理を追求する願望に欠けていることである。あなたがたすべての最大の問題は、臆病な精神によりことの現状に満足し、受動的に待っていることである。それがあなたがたにとって最大の障害であり、あなたがたが真理を追求することにおける最強の敵である。

『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


555 あなたは肯定的な進歩を追い求めるべきだ

人が神の意志を理解し

共通の理想のために

神を満足させるよう共に働き

神の国への道を共に進むことを

神は願っている

無用な観念を持つ必要などあるのだろうか？

今まで神のために存在しない者などいただろうか？

それなら悲しみも 嘆きも ため息も

何になるというのか？

これは誰のためにもならない

人の人生は神の手の中にあり

神の前で決意しないなら

誰が自ら進んで空虚な人の世に生きるだろう

慌しく生まれ来て

この世を去り

神のために何もしないのなら

人生の無駄ではないのか？

あなたの行いが言うに値しないと

神にみなされたとしたら

あなたは死ぬ時に満足の笑みを浮かべるだろうか？

あなたが肯定的な進歩を追い求め

否定的な後退を避けること

それが良い実践ではないのか？

あなたの行いが言うに値しないと

神にみなされたとしたら

あなたは死ぬ時に満足の笑みを浮かべるだろうか？

あなたが肯定的な進歩を追い求め

否定的な後退を避けること

それが良い実践ではないのか？



『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第三十九章」（『言葉』第1巻）より編集


556 真理を実践する人だけが神に救われる

１　神が過去の出来事を覚えていようといまいと、いまのあなたがたに希望がひとかけらでもある限り、このような心構えを保つべきです。「私は性質の変化と神を知ることを求めるべきだ。再びサタンに騙されたり、神の名に恥をもたらすことを絶対にしてはいけない」あなたが救われるかどうか、希望があるかどうかを決める鍵となるのは、説教を聞いたあとに真理を受けられるかどうか、真理を実践できるかどうか、変わることができるかどうかです。

２　後悔するばかりで、行動する時が来ても以前と同じ考え方にこだわって行動し、そのことについてまったく理解しておらず、ますます悪化するなら、あなたに希望はなく、間違いなく消し去られます。神と自分自身を理解すればするほど、自分を掌握することができます。自分の本性を十分に理解すればするほど、自分を更に掌握することができます。自分の経験をまとめ上げれば、そのことでまた失敗することはありません。

３　実は誰にも欠点があり、それはどれも傲慢やうぬぼれといったある種の堕落した性質をあらわし、何らかの過ちを犯したり、働きの中で間違いや失敗を犯したり、少しばかり反抗的だったりすることを示します。それは堕落した人間が避けられない事です。しかしいったん真理を理解すれば、あなたはきっとそれらを避け、過去の出来事に絶えず悩まされる必要はなくなります。恐れるべきは、理解した後も変わらないこと、間違いだと分かっていてもそうし続けること、間違いだと言われても同じ振る舞いを続けることです。そのような人は贖いの対象ではありません。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


557 あなたは自分の本性を認識しているか

1 誰でも自分の言葉や行動により、自分の本当の顔を表すことができる。この本当の顔とはもちろん、その者の本性である。もしあなたがひねくれた話し方をするなら、あなたはひねくれた本性をしている。あなたの本性が狡猾なら、あなたは狡賢く振る舞い、人々を容易に手玉に取る。あなたの本性が陰険なら、あなたの言葉は聞こえが良いかもしれないが、あなたの行動はその陰険さを隠せない。あなたの本性が怠惰なら、あなたの言う事はすべて自分のいい加減さや怠惰さの責任を逃れるためのものであり、あなたの行動は遅くおざなりで、真実を隠すことに長けている。

2 あなたの本性が同情的なら、あなたの言葉は合理的であり、行動もまた真理によく則したものになるだろう。あなたの本性が忠実なら、あなたの言葉は間違いなく誠実であり、あなたの行動のし方は堅実で、主人を不安にするようなことはない。あなたの本性が好色あるいは金銭に貪欲なら、あなたの心は大抵それらのことで一杯であり、人が簡単に忘れられず、かつ人に嫌悪感を与えるような、常軌を逸した不道徳な行動を無意識のうちにとるだろう。

『神の出現と働き』「極めて深刻な問題――裏切り（１）」（『言葉』第1巻）より編集


558 神の言葉を基に自分を認識するべきである

1 自身の本性に関する人の認識は過度に表面的で、神による裁きと暴きの言葉との間に大きな溝があります。人には根源的、本質的な自己認識がありません。その代わり、自分の行動や表に現われることに集中し、そこに精力を費やすのです。自分を認識することについて誰かが時々何かを言ったとしても、それはさほど深いものではありません。誰一人として、こんなことをしたから、あるいは何かを露呈したから自分はこのような人間だとか、このような本性をもっているなどと考えたことはありません。神は人の本性と本質を明らかにしましたが、人間は自分の物事のやり方や話し方に欠点があって不完全なのだと理解します。ゆえに、人が真理を実践するのは骨の折れることなのです。

2 人は、自分の過ちは一時的な表われに過ぎず、それが自分の本性の表われというよりは、不注意に露呈してしまったものだと考えます。自分をこのように見なす人は、真理を実践しません。真理を真理として受け入れることができず、真理を渇望しないからです。したがって、そのような人は真理を実践するとき、おざなりに規則に従うだけです。人は自分の本性があまりに堕落しているとは見なさず、滅ぼされたり罰せられたりするほど自分はひどくないと信じています。時々嘘をつくのは大したことでなく、自分は過去に比べてずっとよくなったと考えます。しかし実際のところ、そのような人は基準に達するにはほど遠い状態にあります。外面的には真理に背かない行動をとるだけで、実際には真理を実践していないからです。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


559 己を知るために自分の真の状態を理解しなさい

1 自分を認識しようとするなら、自分の本当の状態を理解しなければなりません。自分の状態を理解する上で最も重要なのは、自分の思いや考えを把握することです。あらゆる時代において、人の考えは一つの大きな事柄によって支配されてきました。自分の考えを把握できれば、その背後にあるものを把握できます。人は自分の思いや考えを支配できませんが、これらの思考がどこから生じるのか、それらの背後にある動機は何か、これらの思考がどのように生み出されるのか、それらを支配するものは何か、それらの本性は何かは知る必要があります。

2 性質が変化すると、思いや考え、心が追い求める欲望、追求に関する見方など、あなたの中で変化を遂げた部分から生み出される事柄は違ったものになります。あなたの中で変化を遂げていない部分から生じる思考、あなたがはっきり理解していない事柄、真理の経験に置き換えていない物事は、不潔で汚れていて醜いものです。数年にわたって神の働きを経験してきた今日の人には、これらのことに関する認識と感覚がいくらかあります。短期間しか神の働きを経験していない人はこれらのことをまだ理解していません。いまだに不明瞭なのです。そのような人は、自分のアキレス腱はどこなのか、どの方面で容易につまずきがちなのかを知りません。

3 あなたがたは今のところ、自分がどのような人間なのかを知らず、またあなたがどのような人間なのか、他人はある程度まで見ることができるにもかかわらず、あなたはそれを感じ取ることができません。自分の普段の考えや意図をはっきり認識しておらず、これらのことの本質は何かも明確に理解していません。一つの側面を深く認識すればするほど、あなたはその側面においてさらに変化します。そのようにして、あなたが行なう物事は真理と一致し、あなたは神の要求を満たすことができ、神の旨に近づきます。このように追い求めることでのみ、成果を挙げることができます。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


560 どのようにして人間の本性を認識すればよいか

1 人の本性を知ることについて言えば、最も重要なのは人の世界観、人生観、価値観からそれを見ることです。悪魔に属する人はみな、自分自身のために生きています。その人生観と座右の銘は、おもに「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」のようなサタンの言い回しから来ています。この世の魔王や偉人や哲学者の語る言葉が、まさに人のいのちになってしまったのです。特に、中国人に「聖人」として喧伝されている孔子の言葉のほとんどが、人のいのちとなっています。また、仏教や道教の有名なことわざや、様々な有名人物のよく引用される古典的な言葉もあります。これらはみな、サタンの哲学とサタンの本性の骨子です。これらはまた、サタンの本性を最もよく描写し、説明するものでもあります。

2 人の心に染み込んだこのような毒は、みなサタンから来ています。神から来ているものなど、そこにはひとかけらもありません。そのような嘘やたわ言は、神の言葉と正反対でもあります。肯定的な物事すべての現実は神から来るものであり、人を毒する否定的な物事はすべてサタンから来るものだということは、まったくもって明らかです。したがって、人の本性と、その人が誰に属しているのかは、その人の人生観と価値観から見極めることができるのです。人類はサタンによってあまりに深く堕落させられてきました。サタンの害毒がすべての人の血に流れており、人の本性は目に見えて堕落し、邪悪であり、反動的であり、サタンの哲学に満ちています。それは完全に神を裏切る本性です。人が神に抵抗し、神と敵対するのはそれが理由です。

『終わりの日のキリスト講話集』「どのようにして人間の本性を知ればよいか」（『言葉』第3巻）より編集


561 自分の本性を分析するには

1 自分の本性を認識するには、いくつかのことを成し遂げなければなりません。第一に、自分が何を好むかを明確に理解しなければなりません。これは食べ物や着る物の好みのことではありません。そうではなく、どのような物事を楽しみ、うらやましく思い、崇拝し、求め、心の中で注意を向けているかという意味です。人の本性には、その人の好む物事に共通する特徴があります。つまり、人は他者がその見た目ゆえにうらやむような人や出来事や物事を好み、美しく豪華に見える人や出来事や物事を好み、その外見ゆえに他者が崇拝してしまう人や出来事や物事を好むのです。人が好むこれらの物事は、偉大で目がくらむような、華麗で壮大なものです。人はみなこのようなものを崇拝します。人には真理が一切なく、また真正な人間と似ても似つかないことがわかります。このような物事を崇拝することには、ほんの少しの意義もありませんが、人はそれでもこのような物事が好きなのです。

2 あなたが何を好み、何に注目し、何を崇拝し、何をうらやみ、毎日心の中で何について考えているのかは、みなあなたの本性を表している。あなたの本性は不義を好み、深刻な場合はあなたの本性は邪悪で救い難いと証明するにはこれで十分だ。あなたはそのように自分の本性を分析すべきである。つまり、自分が生活において何を好み、何を捨てるのかを検証しなさい。人の本性を分析することでのみ、人の実質と堕落を真に知り、人が本当は何に属しているか、本当に欠けているものは何か、何を備えるべきか、どのように人間らしく生きるべきかを理解できます。人の本性を真に分析するのは簡単なことでなく、神の言葉を経験するか、真の経験を有していなければ不可能です。

『終わりの日のキリスト講話集』「性質の変化について知るべきこと」（『言葉』第3巻）より編集


562 重要なのは自分の思いと視点を知ること

自分を知るとは、自分の思いや視点の中で神に敵対するものは何か、真理とまったく相容れないものは何か、真理を含まないものは何かを知ることです。例えば人間の傲慢、独善、嘘、欺瞞などは、人が容易に認識できる、堕落した性質の中にある側面です。さらに、程度の差はあれ、誰にも傲慢さと欺瞞があります。だが、人の思いと視点は容易には知ることができません。それは人の性質を知るほど容易ではありません。それらは深く根ざしているものです。だから振る舞いや外面的な行動に少し変化を遂げたとしても、あなたの思い、観念、視点、そしてあなたが受けた伝統文化の教育には、神に敵対する側面、およびあなたがいまだ掘り起こしていない側面が数多くあります。それらは深く根ざした事柄であり、神への敵対心につながります。

『終わりの日のキリスト講話集』「自分の誤った考えを認識することでのみ真に変化できる」（『言葉』第3巻）より編集


563 本性を解決する基本原則

本性の問題を解決するのは肉を捨て去ることから始まりますが、肉を捨て去るにも原則をもつことが必要となります。困惑したままで肉を捨て去ることができるでしょうか。問題に遭遇した途端、あなたは肉に屈します。極めて重要な原則があります。それは、自分の問題を神の前に持ち出し、もっと探求することです。加えて毎晩、自分の状態を検証し、自分の振る舞いを吟味しなければなりません。あなたの行為のうち、真理にかなう形でなされたもの、原則に背いていたものは何ですか。これはまた別の原則で、最も重要なのは次の二点です。一つは問題が発生したときにそれを検証すること、もう一つは後で自己反省することです。第三の原則は、真理を実践するとは何を意味するのか、原則に基づいて物事に対処するとは何を指すかを完全に理解することです。これらの物事についてひとたび明瞭に理解すれば、物事に正しく対処できるでしょう。これら三つの原則を遵守することにより、あなたは自制を働かせることができるようになります。堕落した本性が露呈したり、再び現われたりすることもなくなります。これらはまた、人間の本性の問題を解決する基本的な原則でもあります。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


564 このように自分を省みることが鍵である

１　自己反省と自分を知ることの鍵については、以下の通りです。ある分野において自分がよくやってきた、あるいは正しいことをしてきたと感じれば感じるほど、または、自分はその分野で神の旨を満足させられるとか、自慢に値するなどと考えれば考えるほど、その分野で自分自身を知り、それを深く掘り下げ、自分の中にどんな不純なものがあるのか、自分の中の何が神の旨を満足させられないのかを認識する価値が増します。パウロを例にとりましょう。パウロはとりわけ知識があり、説教の働きにおいてとても苦しみました。多くの人が彼のことをとりわけ崇拝しました。その結果、パウロは多くの働きを成し遂げたあと、自分のために冠が取っておかれるだろうと思い込んでしまいました。そのせいでますます間違った道を進んでいき、最後は神によって罰せられたのです。

２　パウロは主イエスの言葉から真理を求めることに集中せず、自分の観念と想像を信じるだけでした。いくつかのよい行ないをし、よい振る舞いを示すかぎり、神に讃えられ報いられると考えていたのです。結局のところ、パウロの観念と想像は、彼の霊の目を塞ぎ、本当の顔を覆い隠しました。パウロに関するこの話は、神を信じるあらゆる人への警告となります。つまり、自分がとりわけよくできたと感じるときや、何らかの点でとりわけ才能に恵まれ、変わる必要も取り扱われる必要もないと信じるたび、その点についてさらに自分自身を知るよう努めなければなりません。それは、自分がよくできたと思う点について、実はそこに神への反抗が含まれているかどうかを確かめるべきです。

3　あなたのすべての動き、行い、その行いの方向、そしてあなたの目標は、実はあなたの考えと視点によって既に決定されています。偽装が非常にうまく、何らかの形で神に抵抗していることがはっきりしない人もいます。このような人は神に抵抗する発言すらしません。しかし人の心に深く根ざしたものは神に忌み嫌われています。これは神が暴露したいことであり、わたしたちが理解すべきことです。それ故、あなたがある分野でうまく行っていると感じるほど、その点で自らを知る価値があり、一層真理を追い求めるべきであるとわたしは言います。そうしてはじめて、あなたは神によって清められ、完全にされるのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「自分の誤った考えを認識することでのみ真に変化できる」（『言葉』第3巻）より編集


565 自分を真に知って初めて自分自身を憎める

1 なぜ多くの人は自分の肉体的な好みに従うのでしょうか。そのような人は自分のことを極めて良いと見なし、自分の行動は正しく、正当化され、自分には何の落ち度もなく、完全に道理があるとすら思っているので、正義は自分の側にあるという前提で行動することができてしまうのです。自分の真の本性が何なのか、どれほど醜く、卑劣で、哀れであるかに気が付くと、人は自らをあまり誇りに思わず、ひどく傲慢ではいられず、以前のようには自分にそれほど満足しません。「わたしは誠実になって地に足をつけ、神の言葉をいくつか実践しなければならない。そうでなければ、人であるという基準に達せず、神の面前で生きるのが恥ずかしくなるだろう」とその人は感じます。その人は自分はちっぽけで取るに足らないと本当にわかります。この段階では、その人が真理を実践するのは簡単で、より人間らしく見えます。自分自身を真に忌み嫌って初めて、人は肉に背くことができます。自身を忌み嫌わないのなら、肉に背くことはできません。

2 自分自身を真に憎むことは、二、三のことから成ります。第一に、自分の本性を知ること。第二に、自分自身を貧しく哀れであり、極めて小さく取るに足りない者と見なし、自分の哀れで汚れた魂を見ることです。自分が本当は何であるのかを完全に悟ったとき、そしてこの結果が得られたとき、人は自分自身を真に知り、完全な自己認識を得るに至った、と言うことができます。そうして初めて、自分自身を呪うほどに真に憎むことができ、人間とは似ても似つかぬほどサタンによって深く堕落させられたと真に感じることができるのです。そうなると、ある日、死の脅威が現れると、そのような人は思います。「これは神の義なる罰なのだ。神は本当に義なる方だ。わたしは本当に死ななければならない」。この時点で、この人は不満を抱くことも、ましてや神を責めることもなく、自分は神によって消し去られなければならないほど貧しく惨めで、汚れていて、堕落しており、自分のような魂は地上で生きる資格などないと感じるだけです。この時、この人は神に抵抗することも、ましてや神を裏切ることもありません。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


566 神は誠実な者を祝福する

1

あなたが神だけに心を捧げ

決して裏切らず

どんな立場の人も決して欺かず

神に何も隠しごとをしない時

神の歓心や微笑みを求めたりせずに

どんなことも私心なく行う時

あなたは誠実であると言えるのだ

誠実とは

あらゆる言葉や行いにおいてけがれを避け

神も人も欺かないこと

誠実とは

あらゆる言葉や行いの中にあるけがれを避け

神も人も欺かないこと

これが誠実だ

これこそ誠実なのだ



2

あなたの言葉が言い訳や虚しい理屈ばかりなら

あなたは真理を実践しておらず

実践する気もないということだ

秘密を打ち明けずに

光と救いは見つかるだろうか？

しかし真理の道を進んで求めれば

あなたにはいつも光があるだろう

誠実とは

あらゆる言葉や行いにおいてけがれを避け

神も人も欺かないこと

誠実とは

あらゆる言葉や行いの中にあるけがれを避け

神も人も欺かないこと

これが誠実だ

これこそ誠実なのだ



3

あなたが神の家で熱心に

しかし無欲に仕えるなら

その時あなたは

誠実であることを求める

神の忠実な聖徒だ

あなたが素直で

神の証しに命を懸け

自分より神の喜びを願うなら

永遠に神の国に住み

光に養われるだろう

誠実とは

あらゆる言葉や行いにおいてけがれを避け

神も人も欺かないこと

誠実とは

あらゆる言葉や行いの中にあるけがれを避け

神も人も欺かないこと

これが誠実だ

これこそ誠実なのだ



『神の出現と働き』「三つの訓戒」（『言葉』第1巻）より編集


567 神の栄光が人のあいだでこの上なく重要

1 正常な人々の性質にはひねくれた点や不正直さはなく、人々はお互いに正常な関係にあり、孤立していないし、その生活は凡庸でもなければ退廃的でもない。そこで神もすべてのものから褒め称えられ、神の言葉は人間の間に広がり、人々はお互い平和に神の配慮と保護のもとに暮らし、地上は調和で満たされ、サタンの妨害はなく、神の栄光が人間の間で最も重要なものになっている。このような人々はまるで天使である。純粋で、活気があり、けっして神について不平を言わず、地上の神の栄光だけに、ひたすら努力を捧げる。

2 「わたしが人間の心の中の玉座に就く時は、わが子らと民が地上を支配する時である」、それは地上にいる天使たちが天にいる神への奉仕という恵みを受けている時を意味している。人間は天使の霊の現れであるので、人間にとって地上にいることは天にいるようなものであり、人間が地上で神に奉仕することは天使が天で直接神に奉仕するようなものであると神は言う――したがって、人間は地上にいる間に第三の天の恵みを受けている。これらの言葉の中で実際に語られているのは、こういうことなのである。

『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第十六章」（『言葉』第1巻）より編集


568 あなたはすべてのことにおいて神の吟味を受け入れるべきだ

1

今、多くの人は

神の前で振舞うことをとても恐れている

神の肉を欺けても霊は欺けない

神の吟味に耐えられないものは

真理と一致せず、捨てられるべきだ

さもなければそれは神に対する罪だ

祈り、語り、兄弟姉妹と交わる時も

本分を尽くし、事を扱う時も

あなたは神に心を明かすべきだ

あなたが役割を果たす時、神は共にいる

その意図が正しく、神の働きのためなら

神はあなたが為す全てを受け入れるだろう

だから、自分の役割を熱心に果たしなさい



2

神の吟味を受け入れることは清めの過程であり

あなたがそれを受け入れるほど

あなたはより清められ

神の意志にもっと適うだろう

そしてあなたは堕落と放蕩の声に耳を貸さないだろう

あなたの心は神の臨在の中に生きるだろう

あなたが神の吟味を受け入れるほど

サタンは辱めを受け

あなたはさらに肉を捨てられる

だから、神の吟味を受け入れなさい

あなたの全ての行い、振舞い、意図と反応

あなたの普段の霊的生活

神の言葉を食べたり飲んだりすること　

全てを神の前に持って来なければならない

あなたの教会生活や共同の奉仕の全ては

神の前に出され吟味されるべきだ

これはあなたのいのちを成長させるだろう



『神の出現と働き』「神は自身の心にかなう者を完全にする」（『言葉』第1巻）より編集


569 人の運命は最後にどうなるのか

1 真の信仰と真の忠誠心があなたの中にあるかどうか、神のために苦しんだ経験があるかどうか、そして神に完全に従ってきたかどうかを、あなたは知っているはずである。それらに欠けるのであれば、あなたの中には従順ではない心、偽り、欲、不満が残っている。心が誠実とはかけ離れているために、神から肯定的に認められたことがなく、光の中で暮らしたこともない。人の運命の結末は、誠実で血の通った心を持っているかどうか、純粋な魂を持っているかどうかにかかっている。

2 極めて不誠実で、邪悪な心を持ち、汚れた魂を持っている人は、その人の運命に刻まれているとおりに、罰せられるところに最後は必ずたどり着く。自分はとても誠実であると主張しながらも、真理に従った行動をとれず、真実の言葉を口にできないのに、あなたはまだ神からの見返りを待っているのか。神にひとみのように大切な存在だと見なされることを、まだ望んでいるのか。そのような考えは本末転倒ではないか。あなたは万事において神を欺いている。では、そのような汚れた手を持つ人を神の家がどうして受け入れることができるのか。

『神の出現と働き』「三つの訓戒」（『言葉』第1巻）より編集


570 正直な人でいることをどう実践するか

1 他人に信頼されることを望むのであれば、まずは正直でなければなりません。正直な人として、あなたはまず自分の心をさらけ出し、誰もがそれを見て、あなたが考えている全てのことを理解し、あなたの本当の顔を見られるようにしなければなりません。自分を偽ろうとしたり、よく見せようと装ったりしてはいけません。そのとき初めて、人はあなたを信頼し、あなたのことを正直だと思います。これが正直な人になるための最も基本的な実践であり、前提条件でもあるのです。あなたはいつも見せかけていて、聖さや高潔さ、偉大さに加え、高尚な道徳的特質を常に装っています。自分の堕落や欠点を人に見せません。あなたは高潔で、偉大で、自己犠牲をいとわず、公平で、無私だと思われようと、人に偽りの姿を見せます。それは不正直です。

2 自分を偽装したり、装ったりしてはなりません。代わりに自分と自分の心を人にさらけ出し、見えるようにしなさい。人に見えるように心をさらけ出し、それが肯定的なものでも否定的なものでも、自分の考えやもくろみをすべてさらけ出すことができれば、あなたは正直ではありませんか。人に見えるように自分をさらけ出すことができれば、神もあなたを見て「あなたは人に見えるように自分をさらけ出したので、わたしの前でもたしかに正直だ」と言います。あなたが他の人に見えないところで神にだけ自分をさらけ出し、人前では立派で高潔、あるいは公平で無私であるかのようなふりをいつもしているなら、神はどう考え何と言いますか。神はこう言います。「あなたは本当に不正直だ。まったく偽善的で狭量で、正直な人ではない」。そうしてあなたを断罪します。正直な人でありたいならば、神の前で、あるいは人前で何をするかに関係なく、心を開いて自分をさらけ出すことができなければなりません。

『終わりの日のキリスト講話集』「正直であることの最も基本的な実践」（『言葉』第3巻）より編集


571 人の心は裏切りに満ちている

1 あなたがたは神が誠実な人を好むことを知らなければならない。実質的に神は誠実であり、神の言葉は常に信頼できる。それだけでなく、神の行動は完璧で疑う余地がない。だからこそ神は、神に対して絶対的に誠実な人を好むのである。誠実であるということは、自らの心を神に捧げること、万事において神に真実であること、万事において神に隠し立てしないこと、事実を隠さないこと、立場の上および下の人を欺こうとしないこと、神にこびへつらうためだけに行動しないことを意味する。要するに、言動において純粋であり、神も人も欺かないということである。

2 多くの人々は誠実な言動を保つよりもむしろ地獄へ落ちるのを好む。不誠実な人のためにわたしが別の扱いを用意しているのも不思議ではない。もちろん、あなたがたにとって誠実であることがどれだけ難しいかは十分に分かっている。あなたがたは皆、とても賢く、自身のつまらない物差しで人々を測ることに非常に長けているので、わたしの働きは、ごく単純なものとなる。あなたがたはそれぞれに秘密を胸に抱えている。だからこそわたしはあなたがたを一人ずつ惨事に遭わせ、火をもって「教え」を受けさせる。そうすると、その後あなたがたはわたしの言葉を完全に信じられるようになる。

3 そして最後には、あなたがたに「神は誠実だ」と言わせ、そのときあなたがたは「人間の心はよこしまだ」と感情を爆発させ、嘆き悲しむことになる。そうなれば、あなたがたはどんな精神状態になっているだろうか。おそらく、今のように勝ち誇っていないだろう。ましてや今のように「深遠かつ難解」でもない。神の面前ではとりすまして真面目にする者もいて、何とか「行儀よく」しようとするが、霊の面前では牙をむき、爪を振りかざしている。そういった人を誠実とみなすだろうか。

『神の出現と働き』「三つの訓戒」（『言葉』第1巻）より編集


572 神のことを疑い憶測する者は最も不正直

1 わたしは他者を疑わない者を好む。そして真理を快く受け入れる者を好む。この二種類の人々をわたしは大いに保護しよう。わたしから見ると彼らは正直な人々だからである。もしあなたが嘘つきなら、全ての人々や物事に対し慎重で疑い深くなるだろうから、わたしに対するあなたの信仰も疑念を基盤にして成り立つことになる。そのような信仰をわたしは決して認めない。真の信仰がないあなたには、真の愛はなおさらない。そして気の向くままに神を疑い、神への憶測を巡らせがちなら、あなたは間違いなくあらゆる人々の中で最も不正直である。

2 あなたは神が人間のようでありうるかどうか憶測する。許し難いほど罪深く、狭量な性質で公正さと分別に欠け、正義感がなく、邪悪な策略に溺れ、不誠実でずるく、悪事や闇を喜ぶ、といった具合である。人は神のことを少しも知らないがゆえに、このような考えをもつのではないか。このような信仰は罪以外の何物でもない。中には、わたしを喜ばせるのはまさに媚びへつらいごまをする者たちであり、そのような技量のない者は神の家では歓迎されずに居場所を失う、と信じている者すらいる。

3 長年かけてあなたがたが得た認識はこれだけなのか。これがあなたがたの手に入れたものなのか。わたしに関するあなたがたの認識はこのような誤解にとどまらない。さらに悪しきは、あなたがたによる神の霊への冒涜と、天に対する悪口である。あなたがたのような信仰のせいで、あなたがたはますますわたしから逸れていき、わたしとさらにひどく敵対するだけだとわたしが言うのは、それゆえである。長年にわたって働くあいだずっと、あなたがたは多くの真理を目の当たりにしてきた。しかしどのような事柄がわたしの耳に入ってきたか、あなたがたは知っているのか。あなたがたのうち喜んで真理を受け入れる人はどれほどいるのか。

『神の出現と働き』「どのように地上の神を知るか」（『言葉』第1巻）より編集


573 人の本分は被造物としての召命である

1

人に与えられている使命は祝福や呪いに関わらず

果たしていくものである　

報酬や条件などを求めずに

人は果たすべきである

「祝福」とは裁きを受け

完全にされた者が恵みを楽しむこと

「呪い」とは自分の性質を変えられなかった者が

懲罰に苦しむこと

人は自分の使命を果たすべきだ

祝福されようと、呪われようと

できる限りのことをすべきだ

それでこそ、人は神を求めていけるのだ

それでこそ、人は神を求めていけるのだ



2

あなたは祝福を目当てにしたり

呪いを恐れて拒んだりせずに

使命を果たすべきである

使命を全うしないでいるのは神に対する反抗である

「祝福」とは裁きを受け

完全にされた者が恵みを楽しむこと

「呪い」とは自分の性質を変えられなかった者が

懲罰に苦しむこと

人は自分の使命を果たすべきだ

祝福されようと、呪われようと

できる限りのことをすべきだ

祝福されようと、呪われようと

人は自分の使命を果たすべきだ

祝福されようと、呪われようと

できる限りのことをすべきだ

それでこそ、人は神を求めていけるのだ

それでこそ、人は神を求めていけるのだ



『神の出現と働き』「受肉した神の職分と人間の本分の違い」（『言葉』第1巻）より編集


574 本分において真理を実践することが鍵

人は本分を尽くすことで

変えられて行き

自分の忠誠を示す

その過程は同じだ

本分を尽くすほど

多くの真理を受け

その表現は

そう！より実際的になる



1

本分を尽くすとき見せかけばかりで

真理を追求していない人は

最終的に排除されるだろう

彼らは真理の実践において本分を尽くさず

本分を尽くす際

真理を実践してもいない

人は本分を尽くすことで

変えられて行き

自分の忠誠を示す

その過程は同じだ

本分を尽くすほど

多くの真理を受け

その表現は

そう！より実際的になる



2

本分を尽くすとき見せかけばかりで

真理を追求していない人は

最終的に排除されるだろう

彼らは変わることがなく

神に呪われる

表現は不純で

彼らが表すものはすべて

邪悪以外の何物でもない

人は本分を尽くすことで

変えられて行き

自分の忠誠を示す

その過程は同じだ

本分を尽くすほど

多くの真理を受け

その表現は

そう！より実際的になる



『神の出現と働き』「受肉した神の職分と人間の本分の違い」（『言葉』第1巻）より編集


575 神が重点を置くのは人の心である

1

神の託すものを人が受け入れる時

神には人に対する基準がある

行為が善いか悪いか

神の意志を満足させるか従うか

適正であるかどうか

神は見ている

神を満足させようとする意志や従順さが

人の心にあるかどうかを



2

神が気に留めるのは人の心

表面の行為ではない

ただの行動は祝福すべきでない

人は神を誤解する

神は見ている

神を満足させようとする意志や従順さが

人の心にあるかどうかを



3

神は最終的な結果ではなく

人の心と物事が展開している時の人の態度を

より気にかけている

神は見ている

神を満足させようとする意志や従順さが

人の心にあるかどうかを



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


576 本分を尽くすとは全力を尽くすこと

1 人間が本分を尽くすということは、実際のところ、人間に本来備わっているもの、即ち、人間に可能なことをすべて成し遂げることである。そうすると、人間の本分は尽くされる。奉仕する最中の人間の欠点は、徐々に経験を積むことと裁きを体験する過程を通して少しずつ減少する。それらは人間の本分を妨げることも影響することもない。奉仕の中にあるかもしれない欠点を恐れて、奉仕をやめたり妥協したり退いたりする者たちは、すべての人々の中で最も臆病である。

2 もし人間が奉仕する中で表明すべきことを表明できず、人間として本来可能なことを成し遂げず、その代わりにのらくらし、形だけ奉仕しているふりをするならば、その人は被造物が本来備えているはずの役割を失ったのである。こうした人間は凡庸なくだらない者で、無用の長物であるとみなされる。どうしてこんな者が被造物という呼び名に値するのか。彼らは、外見は立派でも中身は腐った堕落した存在ではないのか。

『神の出現と働き』「受肉した神の職分と人間の本分の違い」（『言葉』第1巻）より編集


577 神から託されたことを成し遂げるために身も心も捧げよ

1

私たちは身も心も捧げる

人類と敬虔な信者の一人として

神の委託任務を果たすために

それが私たちの責任と義務

それが責任と義務

私たちの存在は神からの贈り物

神の支配がなければ存在すらできない

私たちの存在は神からの贈り物

神の支配がなければ存在すらできない



2

この身と心を神の任務や

人類の正義のために使わないなら

この魂は殉教者に劣る

私たちに全てを備えてくれた神には値しない

私たちの存在は神からの贈り物

神の支配がなければ存在すらできない

私たちの存在は神からの贈り物

神の支配がなければ存在すらできない



『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」（『言葉』第1巻）より編集


578 神から託された任務をどう扱うか

神から託された任務をどう捉えるかは非常に重大な問題です。神から託されたことを完了できなければ、あなたは神の前で生きるのに適しておらず、懲罰されなければなりません。神から託される任務が何であれ、それを人間が完了させるのは、天の法であり地の原則です。それが人間にとって最高の責任であり、いのちそのものと同じくらい重要なことです。神から託された任務を真剣に捉えないなら、あなたは最も深刻な形で神を裏切っていることになります。その点、あなたはユダよりも嘆かわしい存在であり、呪われるべきです。神から自分に託されることをどう見るべきか、人は完全に認識しなくてはならず、少なくとも神が人間に託すことは、神による称揚と特別な好意であると理解しなければなりません。それらは極めて輝かしいことなのです。他の物事はどれも捨てることができます。自分の命を犠牲にしなければならなくても、神から託されたことは成し遂げなければなりません。

『終わりの日のキリスト講話集』「どのようにして人間の本性を知ればよいか」（『言葉』第3巻）より編集


579 いかにして本分を尽くすべきか

1 もし人間が奉仕する中で表明すべきことを表明できず、人間として本来可能なことを成し遂げず、その代わりにのらくらし、形だけ奉仕しているふりをするならば、その人は被造物が本来備えているはずの役割を失ったのである。こうした人間は凡庸なくだらない者で、無用の長物であるとみなされる。どうしてこんな者が被造物という呼び名に値するのか。彼らは、外見は立派でも中身は腐った堕落した存在ではないのか。もし人間が自分の本分を果たさないなら、その人間は罪悪感と負い目を感じるべきである。自らの弱さ、無用さ、反抗心、堕落を恥じ、神のために自らの命と血を犠牲にするべきである。そうしてはじめて、人間は真に神を愛する被造物となり、そうした人間だけが神の祝福と約束を享受し、神によって完全にされる資格がある。

2 では、あなたがたの大多数はどうであろうか。あなたがたの間で生きている神を、どう扱っているのか。神の前でどのように本分を尽くしてきたのか。あなたがたは、するように命じられたすべてのことを、命がけでさえ為し遂げたことがあるのか。あなたがたは何を犠牲にしたのか。わたしから多くを受けているのではないのか。あなたがたは区別ができるのか。あなたがたは、どれほどわたしに忠実なのか。あなたがたは、どのようにわたしに仕えてきたのか。また、わたしがあなたがたに授け、あなたがたのためにしたあらゆることは、どうなのか。あなたがたは、その大きさを測ったことがあるのか。それを、あなたがたは皆、ささやかながら内にもつ良心のすべてに照らして判断したのか。あなたがたの言動はいったい誰に相応しいのか。そんなにもちっぽけなあなたがたの犠牲が、わたしがあなたがたに授けたものすべてに相応しいとでもいうのか。

3 わたしはそうするしかないので、心からあなたがたに献身してきたが、あなたがたは邪悪な意図をもち、わたしに対していい加減な気持ちでいる。あなたがたの本分はこの程度で、それがあなたがたの唯一の役割である。そうではないのか。あなたがたは自分が被造物としての本分を全く果たしていないことが分からないのか。どうしてあなたがたが被造物とみなされることができるのか。あなたがたは、自分たちがいったい何を表明し、何を生かし出しているのかが、はっきりわかっていないのか。あなたがたは自分の本分を果たすことを怠ったにもかかわらず、神の憐れみと豊かな恵みを得ることを求めている。このような恵みはあなたがたのように無価値で卑劣な者たちのためではなく、何も求めず喜んで自らを犠牲にする人々のために用意されている。

『神の出現と働き』「受肉した神の職分と人間の本分の違い」（『言葉』第1巻）より編集


580 神の言葉を実践し神を満足させることが第一

1

あなたに今求められているのは

誰もがなすべき人の本分であり

追加の要求ではない

本分をうまく果たせないなら

あなたは自ら問題をもたらし

死を招いていないか

どうして前途を望めるのか

神の働きにおいて力を尽くし忠誠であれ

観念にふけりじっと死を待っていてはならない

神はその働きを第一に

経営の働きを最重要に思っている

人が優先させるのは

神の言葉を実践し

神の要求を満たすこと

みなこれを悟るべきだ



2

神の働きは人のため

人は神の経営計画のために協力する

神が全てを終えた後

人は懸命な実践と神への協力を求められる

神の働きにおいて力を尽くし忠誠であれ

観念にふけりじっと死を待っていてはならない

神はその働きを第一に

経営の働きを最重要に思っている

人が優先させるのは

神の言葉を実践し

神の要求を満たすこと

みなこれを悟るべきだ



3

人のため犠牲となった神に

なぜ忠誠も協力も捧げられないのか

神は人にひたむきなのに

神は人のため働くのに

なぜ人は本分を尽くせないのか

あなたは神の働きを見ても聞いても行動しない

そんな人は滅びの対象ではないか

神は人に全てを捧げたが

人はなぜ熱心に本分を尽くせないのか

神はその働きを第一に

経営の働きを最重要に思っている

人が優先させるのは

神の言葉を実践し

神の要求を満たすこと

みなこれを悟るべきだ



『神の出現と働き』「神の働きと人間の実践」（『言葉』第1巻）より編集


581 原則をもって行動しなければ立派に本分を尽くせない

1 どんな本分を尽くしていようと、神の旨を把握し、自分の本分に関して神が何を求めているかを理解するよう、絶えず求めなければなりません。そうして初めて、原則に従う形で物事を扱うことができます。本分を尽くすにあたって、個人的な好みに従い、自分のしたいこと、自分を幸せにしたり快適にしたりすること、あるいは自分をよく見せることを何でも行なうことでそれを進めては絶対にいけません。自分の個人的な好みを神に無理矢理押しつけたり、それをあたかも真理のように実践したりして、それが真理の原則であるかのように従うならば、あなたは本分を尽くしているのではなく、そのように本分を尽くしても神の記憶には残りません。彼らは、正しく、善で、美しいと自分が信じるものを真理と見なしたのです。これは間違いです。

2 実際のところ、人々はある物事を正しいものと考え、真理にかなっていると思いますが、そのことは必ずしも、それが神の旨にかなっているという意味ではありません。ある物事が正しいと考えれば考えるほど、その人はより注意深くなるべきで、自分の考えていることが神の要求を満たしているかどうかを確かめるべく、真理を求めなければなりません。それがたまたま神の要求や言葉と相反するなら、それが正しいと思うのは間違いであり、それは人間の考えに過ぎず、神の言葉の中にその根拠がない限り、あなたがどれほど正しいと思ったところで必ずしも真理と一致しているわけではなく、あなたはそれを捨てなければなりません。本分とは何ですか。それは神から人々に託された使命です。ではどのように自分の本分を尽くすべきですか。神の要求と基準に従って行動し、人間の主観的な欲求ではなく真理の原則にもとづいて振る舞うことで、本分を尽くすべきです。このようにすれば、あなたの本分の遂行は基準を満たします。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理の原則を探し求めることでのみ、本分を立派に尽くすことができる」（『言葉』第3巻）より編集


582 誠実な人だけが本分を十分尽くせる

1 本分を尽くすときは常に自分自身をふり返り、原則に則って行動しているか、本分の尽くし方は基準を満たしているか、単におざなりに行なっていないか、責任を減らそうとしていないか、自分の態度や考え方に問題がないか、といったことを確認する必要があります。自省してそうしたことが明らかになると、本分を尽くすことが楽になります。本分を尽くすときはどんなことに遭遇しても――否定的態度や弱さ、取り扱いを受けた後の嫌な気分など――それに正しく対処しなければならず、同時に真理を求め神の旨を理解しなければなりません。そうすることで実践への道が開かれるのです。

2 本分を尽くす上で良い仕事をしたければ、気分に左右されてはなりません。どんなに否定的で弱い気持ちになっても、成すことすべてにおいて真理を実践し、あくまでも厳密に原則を堅持しなければならないのです。そうすれば他の人から認められるだけでなく、神にも喜ばれるようになるでしょう。このようにして、あなたは責任感をもち、重荷を背負う人となるでしょうし、実際に基準を満たしながら本分を尽くし、本物の人の姿を生きる真に立派な人物となるでしょう。そのような人は本分を尽くす中で清められて真の変化を遂げますし、神の目から見て誠実な人と言うことができるのです。誠実な人だけが忍耐強く真理を実践し続け、原則に従って行動し、基準を満たす形で本分を尽くすことができます。

『終わりの日のキリスト講話集』「いのちの入りは本分を尽くすことから始まる」（『言葉』第3巻）より編集


583 神を満足させ神の心を安らがせる者になれ

1 あなたがたの忠実心は、あなたがたの誠実さと同様に、一時的なものでしかないことにわたしは気付いている。あなたがたの志とあなたがたが支払う代償は現在のためだけであり、将来のためではないのではないのか。あなたがたは美しい終着点を確保するために、最後に一つの努力をしたいだけである。あなたがたの唯一の目的は取り引きをすることである。真理に対する負債を抱えないようにするためにこの努力をするのではなく、わたしが支払った代償を償還するためなどであるはずがない。つまり、自分の欲しいものを得るために利口な戦略を用いる用意があるだけで、そのために戦う覚悟はない。それがあなたがたの心からの願いではなかろうか。あなたがたは自分自身を隠してはならず、自分の終着点についてのために食事や睡眠ができなくなるほど頭脳を苦しめてはならない。最後にはあなたがたの結末は既に決まっているというのが本当ではないのか。

2 あなたがたは開かれた正直な心でもってできる限り自分の本分を尽くし、必要な代償であれば何でも払う覚悟をしなければならない。あなたがたが述べた通り、その日が来た時、神のために苦難を受けて代償を払った者を神がいい加減に扱うようなことは決してない。このような信念は保つ価値のあるものであり、決して忘れないことは正しい。このような方法でなければ、あなたがたに関してわたしの気が安まることはない。さもなければ、あなたがたは永遠にわたしの気が安まることのない人たちとなり、あなたがたは永遠にわたしの嫌悪の対象となる。あなたがた全員が自らの良心に従い、わたしのために自己のすべてを与え、わたしの働きのために努力をいとわず、わたしの福音の働きに一生涯分の精力を捧げるならば、わたしの心はあなたがたのためにいつも歓喜して飛び跳ねるのではないのか。そのように、あなたがたに関してわたしは心をすっかり安らげることができるのではないのか。

『神の出現と働き』「終着点について」（『言葉』第1巻）より編集


584 神の働きにあなたの全てを捧げよ

1

神の霊は今大いなる働きをしている

神の異邦人への働きが始まったのだ

速くそして効果的に働くために

神は全ての創造物を種類に分ける

神の働きのために

あなたの存在全てを捧げよ！

神があなたにしてくれた全てを見極め知りなさい！

あなたの全力を注ぎ

神の働きを効果的にしなさい！

これこそがあなたの理解するべきこと

理解するべきことである



2

争ったり 逃げ道や快楽を求めてはならない

神の働きを遅らせ あなたの未来を台無しにし

守りではなく破滅をもたらすからだ

そうなれば あなたは愚か者ではないのか？

今日あなたが貪欲に楽しんでいることは

あなたの未来を破滅させることになるだろう

しかし今日 あなたが苦しんでいる痛みは

あなたを守り 安全にしてくれるだろう

あなたの全力を注ぎ

神の働きを効果的にしなさい！

これこそがあなたの理解するべきこと

理解するべきことである



3

これら全てを心に留め理解すれば

抜け出すのが

困難な誘惑や深い霧に入り込んだり

二度と日の目が見られないことにはならず

霧が晴れる時

裁きの日を迎えるだろう

あなたの全力を注ぎ

神の働きを効果的にしなさい！

これこそがあなたの理解するべきこと

理解するべきことである



『神の出現と働き』「福音を広める働きはまた人間を救う働きでもある」（『言葉』第1巻）より編集


585 神によってより容易に完全にされるようもっと重荷をにないなさい

1

あなたが神の意志をその心に留めれば留める程

重荷は増え

重荷が増えれば

あなたの経験はより豊かになる

あなたが神の意志に気を配る時

神はあなたに重荷を与え

託したことについての啓示を与えるだろう

神に重荷を課せられた時

御言葉を食べ飲みする時

あなたは関連している真理に

焦点を合わせることだろう

重荷に兄弟姉妹の命がかかっているなら

それは神に託された重荷だ

あなたは日々、それについて祈るだろう

御言葉を味わい

神の重荷を受け入れ

祈りを実践して

神に託されたことを受け入れるなら

あなたの前に道はある

神のための重荷が増えれば

完全にされるのは容易になる



2

あなたは神の為すことを託され

神の願いを為したいと思う

こうして重荷は課せられる

これが重荷を負うということ

重荷を負いつつ御言葉を味わえば

あなたは御言葉の本質をつかみ

道を見つけ、神の意志を思いやるだろう

だからあなたは祈るべきだ

さらに重荷が課せられ

より大きなことを委ねられ

そうして実践の道が広がるように

そして御言葉からより多くを得て

その本質をつかみ

聖霊による感動をもっと受け入れられるように

御言葉を味わい

神の重荷を受け入れ

祈りを実践して

神に託されたことを受け入れるなら

あなたの前に道はある

神のための重荷が増えれば

完全にされるのは容易になる



『神の出現と働き』「完全にされるべく、神の旨に配慮せよ」（『言葉』第1巻）より編集


586 機会を逃せば永遠に後悔する

1 神の言葉を飲み食いし、祈りを実践し、神の重荷を受け容れ、神が自分に委ねる任務を受け容れることはすべて、自分の前途を拓くためである。神の委託による重荷が大きければ大きいほど、神によって完全にされることが容易になる。神に仕える中で、召し出されても他者と協力したがらない者がいるが、そうした者は怠惰で、ただ快楽に溺れることを望んでいる。他者と協力して神に仕えることを求められれば求められるほど、得られる経験が多くなる。そしてより多くの重荷と経験を持つことで、完全にされる機会も増えることになる。そのためあなたが誠意を持って神に仕えることができれば、あなたは神の重荷を心に留めるようになるので、神によって完全にされる機会を一層多く得られるようになる。現在完全にされているのは、まさにこうした人々である。聖霊があなたに触れるほど、あなたは神の重荷を心に留めるために割く時間が増え、より一層神によって完全にされ、より神のものとされて、最終的には神に用いられる者となる。

2 あなたがたはたった今神の重荷を心に留めるべきである。神がその義なる性質をすべての人間に表したら、それから神の重荷を心に留めようといって待っていてはならない。そのときにはすでに手遅れではないか。今は神に完全にされる好機である。もしこの機会を逃したなら、あなたは一生後悔するだろう ― カナンの良き地に入れずに一生後悔して、自責のうちに死んだモーセのように。神がその義なる性質をすべての民に表すと、あなたは後悔の念に満たされることになる。神があなたを罰しないとしても、あなたは自責の念で自らを罰するだろう。完全にされる絶好の機会、絶好の時は、今である。神に完全にされることを熱心に求めなければ、神の働きが完了した時にはすでに手遅れで、あなたは機会を逸したことになる。どれほど強く願っても、神がもう働きを行っていなければ、どんな努力を払っても、決して完全にされることはできない。

『神の出現と働き』「完全にされるべく、神の旨に配慮せよ」（『言葉』第1巻）より編集


587 心から神のために尽くす者は幸い

1

今日、神が愛するのは神の旨を行い

重荷を気遣い、全て捧げ

真心と誠意を捧げる人々

神から離れないよう

彼らをいつも啓く

神がよく語る言葉は

「全てを費やし

偉大な仕事を誠実に為す者を

わたしは必ず祝福する」



2

「祝福」という言葉の意味を

あなたは知っているか

聖霊の今の働きによれば

神からの重荷を意味する

神がよく語る言葉は

「全てを費やし

偉大な仕事を誠実に為す者を

わたしは必ず祝福する」

教会のため、重荷を負える者

心から全て捧げる者

彼らの重荷と真心だけでなく

神の啓示もまた祝福だ

神がよく語る言葉は

「全てを費やし

偉大な仕事を誠実に為す者を

わたしは必ず祝福する」



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第八十二章」（『言葉』第1巻）より編集


588 立ち上がれ 神とともに働こう

終わりの日にわたしのものとされる人の集団に完全に明らかにされている。祝福されていると感じるのではないか。

1 心からわたしのために尽くし、わたしに身を捧げるすべての者をわたしは愛する。わたしから生まれていながらわたしを知らず、わたしに反抗さえするすべての者をわたしは憎む。心からわたしのためにある者をわたしは誰一人捨て去ることなく、それどころかその祝福を二倍にする。恩知らずでわたしの思いやりを無にする者には二倍の懲罰を与え、容易に赦しはしない。

2 立ち上がってわたしに協力しなさい。わたしは心からわたしのために尽くす者を決して粗末には扱わない。わたしに本気で自分自身を捧げる者には、わたしの祝福をすべて授ける。あなた自身を完全にわたしに捧げなさい。食べるもの、着るもの、そして未来はすべてわたしの手の中にある。わたしはすべてを正しく計らうので、あなたは終わりのない喜びを得られ、それは決して尽きることがない。それはわたしが、「心からわたしに尽くす者よ、わたしは必ずあなたを大いに祝福する」と言ったからである。あらゆる祝福が、わたしのために心から尽くす一人ひとりに与えられる。

終わりの日にわたしのものとされる人の集団に完全に明らかにされている。祝福されていると感じるのではないか。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第七十章」（『言葉』第1巻）より編集


589 神はずっと前人類のために全てを備えた

1

神は万事において終わる時を定めている

その時が来る前に神がことを行うことはない

神の行いは時にかなっていて正確であり

原則によって行われる

神は沈着で何も心配することはない

神が全能者だと知らないのか？

あなたは神が全能者だと知らないのか？

心を騒がせるな！

全ては神の手の中にある

神に忠実な者

神が人の心の中を見ると確信する者は幸せである

そして祝福は増し

神の国で素晴らしい祝福を永遠に楽しむことができる

これこそがサタンを最も辱める方法だ



2

ずっとずっと前から万物は備えられていた

彼らは神のために奉仕するのを待ちきれない

外からは世界が混乱しているように見えるが

神にとっては秩序がある

神が備えたものはあなたが享受するものだ

神の計画に介入するな！

神は万民に全能を示すだろう

神の不思議な業のゆえに人はその名を賛美する



3

神は根拠なしには何事も行なわず

知恵と力 威厳と義に溢れ

何よりも怒りでいっぱいだと神は語った

神に忠実な者

神が人の心の中を見ると確信する者は幸せである

そして祝福は増し

神の国で素晴らしい祝福を永遠に楽しむことができる

これこそがサタンを最も辱める方法だ



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第八十章」（『言葉』第1巻）より編集


590 万事において神の旨を求めなければならない

１　せわしなく本分を尽くすようになると、人はどのように経験すればよいかがすぐ分からなくなる。また物事に忙しくなるとすぐ、自分の霊的状態に問題が発生して、正常な状態を維持する能力が失われる。どうしてそのようなことになるのか。ちょっとした作業をするよう頼まれると解放されて抑えが効かなくなり、神に近づこうとせず離れてゆく。これは、人がどのように経験すべきか知らないことを証明している。あなたが何をしようと、なぜ実際にそれをするのか、その件の本質は何かをまず理解しなければならない。自分の本分を尽くすために何かをしているのであれば、「どのようにこれをすべきか。おざなりにならないようにするためには、どうやって立派に本分を尽くすべきか」と熟考するべきである。この点について、神に近づくべきである。

２　神に近づくとは、この点についての真理を求めること、実践の道を求めること、神の旨を求めること、神を満足させるにはどう実践すべきか求めることを意味する。宗教儀式を執り行なうことや外面的な行為はそこに含まれない。それは、神の旨を求めてから真理に従って実践するという目的のためになされる。本分を尽くすとき、あるいは何かの働きをしているとき、あなたは絶えずこう考えるべきである。「この本分をどのように尽くすべきか。神の意図は何か」。行なうことを通して神に近づきなさい。そうすることで、あなたは自分の行動の背後にある原則と真理を、また神の意図を求めることになり、何をするにしても神から離れることはない。そのような人だけが真に神を信じているのだ。今日、人は何かに遭遇するたび、ひたすら頑固に突き進み、自分の個人的意図にしたがって行動するだけである。このような人の心に神はいない。心の中には自分がいるだけで、何をするにもまったく真理を実践することができない。

３　真理にしたがって行動しないということは、自分の意志にしたがって行動するということであり、自分の意志にしたがって行動するということは、神を離れること、つまり心に神がいないということである。たいていの場合、人間の考えは人にとってよいもの、正しいものに見え、真理にさほど反していないかのように思われる。人は、物事をこのように行うのが真理の実践だと感じる。つまり、物事をこのように行うのが神に服従することだと感じるのである。実際、人は本当に神を求めておらず、それについて神に祈っているわけでもない。 神の旨を満たすべく、神の要求にしたがう形でそれを立派に行おうと努めていない。人にはこの真の状態も、そのような願望もない。これは、人が実践で犯す最大の誤りである。神を信じながら、心に神を留めていないのだ。どうしてこれが罪ではないのか。 自分を騙しているのではないか。そのように信じ続けたところでどんな効果が得られるか。そのうえ、信仰の意義がどうして表わされるか。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


591 神の家で忠誠心を捧げなさい

1

あらゆる悪霊が地を彷徨い

休み場を求め

死体を貪るため

どんな状況でも過去のようにふるまうな

わたしの前と後ろで別のことをするな

あなたがそうするなら

救いようもないと

十分述べてきたではないか

我が民よ！

配慮と守りに留まれ

我が民よ！

自堕落や無謀になるな

我が民よ！

わたしの家で忠実であれ

悪魔の計略に抗えるのは忠誠心

我が民よ、我が民よ！



2

わたしがあなた方にこのことを繰り返すのは

人のどうしようもない本性ゆえ

わたしは人の運命を確かにするため語る

サタンに必要なのは汚れた場所だ

救いようがなければないほど

あなたは堕落していき

あなたに自制がなければ

汚れた霊に攻められる

この立場になれば

あなた方の忠心は口先の空虚なものとなり

決意は悪霊に喰われ

不従順とサタンの企みにはまる

わたしの業を邪魔する者は死の懲罰が下る

状況は深刻だが

誰も全く気にしない

我が民よ！

配慮と守りに留まれ

我が民よ！

自堕落や無謀になるな

我が民よ！

わたしの家で忠実であれ

悪魔の計略に抗えるのは忠誠心

わたしが済んだことを思い出さないから

わたしが寛大にまた赦すことを待つのか

人が何度逆らおうと

わたしは恨まない

人の背は低いから

大きな要求はしない

人に求めるのは自制して従い

決して放蕩しないこと

従えないことがあろうか



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十章」（『言葉』第1巻）より編集


592 軽率に働くことは本分を尽くすことではない

１　軽率に働くことは本分を尽くす上でのタブーである。単に動作を繰り返すだけなら、十分に本分を尽くすことはできない。それに心を捧げよ！本分を尽くすことは滅多にない機会である。神が与えた機会を掴まなければ、それは失われてしまう。いつの日か、本分を尽くす機会をもう一度見つけようとしても、それは簡単なことではない。実際、そのような好機は決して巡ってこないだろう。神の働きは人を待たず、それは本分を尽くす機会も同じである。巡ってくる好機は少ないのだから、それをしっかり掴まなければならない。

２　本分を尽くすとき、用心深くない人がいる。何をするにしても軽率で、目をきちんと開いていない。働くにあたってこれっぽっちも用心深くない。何かをするよう言われると少しばかり努力して、誰かに見られていると働きはわずかによくなり、誰にも見られていないとわずかに悪くなって、誰も自分の行ないを見ていないと思い込む。やがて他の人が気づき、それを見抜くようになる。彼らは誇りも人格も完全に捨てたのである。誰もこのような人を信頼しないのに、どうして神が信頼するのか。このような人は信頼できない。

3　いつもいい加減に本分を尽くし、軽率に振る舞って神を騙すようなことをすれば、そこには大きな危険がある。わざと騙すことの結果は何か。短期的に見れば、堕落した性質をもち、悔い改めないまま頻繁に罪を犯し、真理を実践することを知らず、それを実践することもない。長期的には、このようにし続けるなら、大きな罪を犯さずとも小さな罪に終わりはなく、その結果は元に戻せない。あなたが望む結末はもはやない。

『終わりの日のキリスト講話集』「いのちの入りは本分を尽くすことから始まる」（『言葉』第3巻）より編集


593 善悪を測る神の基準

1 人の行ないが善か悪かを判断する基準は何ですか。それは、考えや表現や行動において真理を実行に移し、真理の現実を生きる証しを有しているかどうかによります。その現実がなかったり、それを生きていなかったりすれば、あなたは間違いなく悪を行なう者です。あなたの考えや外面的行動は神の証しをするものでも、サタンを辱めたり打ち負かしたりするものでもありません。むしろ神を辱めるものであり、神に恥をかかせる印に満ちています。あなたは神への証しをしておらず、神のために自分を費やしておらず、神に対する責任と義務を果たしていません。むしろ自分のために行動しているのです。「自分のために」とは何を示唆していますか。サタンのために、ということです。

2 ゆえに、神は結局「あなたがたを全く知らない。不法を働く者どもよ、行ってしまえ」と言うでしょう。神の目から見ると、あなたは何の善行もしておらず、むしろあなたの振る舞いは邪悪なものに変わってしまったのです。あなたが報われることはなく、神はあなたのことを思い出しません。それはまったく虚しいことではないですか。本分を尽くしている一人ひとりにとって、真理の理解の深さがどれほどであろうと、真理の現実に入ることを望むなら、自分が行なうすべてのことにおいて神の家の益を考え、自分の利己的な欲求、個人的な意図、動機、面子、地位を捨てるのが最も簡単な実践の方法です。神の家の益を第一にしなさい。これが行なうべき最低限のことです。本分を尽くしている人がこの程度のことさえできないのであれば、どうして本分を尽くしていると言えますか。それは本分を尽くしているのではありません。

『終わりの日のキリスト講話集』「自由と解放は、堕落した性質を捨てなければ得られない」（『言葉』第3巻）より編集


594 神は本分を守らない者を嫌って棄てる

1 いたるところを、わたしは移動し、世の浮き沈みを経験した。わたしは人々の間を歩き回り、人々の中で長い間暮らした。しかし、人間の性質はほとんど変わらないようだ。そして、まるで人々の古い本性が根付き、成長しているようなのだ。彼らはけっして古い本性を変えられず、もともとの基礎にあったものを向上させているだけだ。よく言うように、本質は変わっていないが、形式はずいぶん変わっている。人々はみな、うまくごまかしてわたしに気に入られようと、わたしを騙して惑わそうとしているようだ。

2 人間はみな自尊心のない無価値な恥知らずで、自分を大事にすることがないのだから、どうしてわたしが新たに慈悲と愛を示す必要があるのか。例外なく、人間は自分を知らず、自分がどれほどのものか、わかっていない。彼らは重さを測るために秤に乗らなければいけない。それがあなたがたの姿なのではないか、わが民よ。わたしの前で誓いを立て、後になってそれを捨てない人がいたか。わたしの前で、しきりにあれこれ誓いを立てるのではなく、長きにわたる誓いを立てた人がいたか。人間はいつでも安楽な時には、わたしの前で誓いを立てるが、苦しい時には、それをみな取り消す。後になって、またその誓いを取り上げて、わたしの前に置く。

3 わたしは、まったく尊敬に値しないから、人間がゴミの山から拾ってきたクズを気楽に受け入れるというのだろうか。自分の誓いを堅持する人間は、ほとんどいない、慎み深い人は、ほとんどいない。また、最も大事なものをわたしのために犠牲にする人も、ほとんどいない。あなたがたはみな、こういうふうではないのか。わたしの国でわが民の一員として自分の本分を尽くせないのなら、わたしに嫌われ捨てられる。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十四章」（『言葉』第1巻）より編集


595 あなたの本分を尽くすことだけが神を満足させることができる

1

消極的なものには一切

今、心を留めてはならない

まず初めに消極的なものをあなたは脇へやり

そのすべてを棄てなければならない

物事を扱う時

あなたは探求と模索の心を維持し

そして神への服従の心を維持しなければならない

神を満足させるために

本分を尽くすことは初めの一歩だ

真理を理解する時

あなたは神の言葉の現実の中に入り

完全にされるだろう



2

自らの短所と弱さに気づく時は

いつでもそれに左右されず

為すべき役割を果たすことは積極的なことだ

それは事実

年上の兄弟姉妹が宗教観念を持っていても

あなたは祈り 服従し

神の言葉を飲み食いし

賛美歌を歌うことができる

神を満足させるために

本分を尽くすことは初めの一歩だ

真理を理解する時

あなたは神の言葉の現実の中に入り

完全にされるだろう



3

あなたのできる事や果たせる役割が何であれ

全てをそれに費やし

消極的に待つことなく

持てる全ての力を使いなさい

持てる全ての力を使いなさい

神を満足させるために

本分を尽くすことは初めの一歩だ

真理を理解する時

あなたは神の言葉の現実の中に入り

完全にされるだろう



『神の出現と働き』「一人ひとりが自らの役割を果たすことについて」（『言葉』第1巻）より編集


596 本分を守らなければならない

1 確信がなければ、その道を歩み続けるのは容易でない。現在、神の働きが人間の観念とまったく一致していないことを、誰もが知っている。神は数多くの働きを行ない、数多くの言葉を語ってきたが、それらは人間の観念にまったくそぐわないのである。したがって、人は確信と意志の力をもち、自分がすでに見たもの、経験から得たものを固持できるようにならなければならない。神が人の中で何を行なおうと、人は自分が有するものを守り、神の前で真摯になり、最後まで神に対して忠実でいなければならない。これが人間の本分である。人は自分のすべきことを守らなければならない。

2 神への信仰には、神への服従と、神の働きを経験することが必要とされる。神はすでに多数の働きを行なっており、人にとって、それはどれも完全化、精錬、さらには刑罰だと言えるだろう。神の働きの各段階のうち、人間の観念と一致するものはいまだかつてなく、人々が享受してきたのは神の厳格な言葉である。神が来るとき、人は神の威厳と怒りを享受することになる。しかし、神の言葉がいかに厳格だとしても、神は人類を救い、完全にするために来る。被造物として、人は尽くすべき本分を尽くし、精錬のさなかに神の証しに立たねばならない。あらゆる試練において、人はなすべき証しを固く守り、神のために鳴り響くような証しを行なう必要がある。そうする人が勝利者である。

『神の出現と働き』「あなたは神への忠誠を保たなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


597 本分を良く尽くせば証しに立つことができる

１　自分に何が起きようと、神の前に出なさい。それが正しいことである。反省する一方、本分を尽くすのを遅らせてはいけない。いつも自分を反省するばかりで本分を怠ってはならない。神からの試練が重荷になることはよくある。重荷がどれほど重くても、そうした重荷を背負うべきである。神はあなたを理解し、あなたがそれを背負えると認識しているからである。神が与える重荷は決してあなたの背丈も、あなたが背負える限度も超えない。きっとそれを担える。

２　神がどんな重荷や試練を与えようと、覚えておきなさい。祈るときは、神の意志を理解できるか否か、聖霊の啓きと照らしを得たか否か、試練が神の懲らしめであるか警告であるのかにかかわらず、あなたがそれを理解するかどうかは問題ではない。なすべき本分を尽くし続け、忠実にそれを守る限り、神は満足し、あなたは証しに立つことになるのである。

『終わりの日のキリスト講話集』「神の言葉を頻繁に読み、真理を熟考することだけが前進の道である」（『言葉』第3巻）より編集


598 すべてのことにおいて神の吟味を受け入れるべきだ

1 真理を実行に移せる人は、その行動が神に吟味されることを受け入れることができます。神の吟味を受け入れるとき、あなたの心は正されます。他人に見てもらうためだけに物事を行ない、神の吟味を受け入れないなら、あなたの心に神はいますか。そのような人には神を畏れる心がありません。いつも自分のために物事を行なったり、絶えず自身の利益を考えたりしてはいけません。自分の地位、体面、評判を考えないこと。まずは神の家の利益を考慮し、それを最優先にしなければなりません。神の旨を想い、自分が本分を尽くす中で不純だったかどうか、全力で忠誠を尽くし、全力で自分の責任を果たし、自分のすべてを捧げたかどうか、そして自分の本分と神の家の働きを心から考えてきたかどうかを熟慮することから始めなさい。あなたはこれらのことを考えなければなりません。

2 これらのことを頻繁に考えなさい。そうすれば、立派に本分を尽くすのがより簡単になります。素質が劣っているとか、経験が浅いとか、自分の任務にあまり慣れていないときにのみ、働きの中に誤りや欠陥があったり、結果が思わしくなかったりするかもしれませんが、それでもあなたは全力を尽くしてきました。行動において自分の利益を考えず、その代わりいつも神の家の働きを考慮し、その利益を考え、立派に本分を尽くしているとき、あなたは神の前でよい行ないを積み重ねているのです。このようによい行ないを積み重ねた人は真理の現実を自分のものとしており、ゆえに証しを有しています。

『終わりの日のキリスト講話集』「自由と解放は、堕落した性質を捨てなければ得られない」（『言葉』第3巻）より編集


599 本分を尽くすために生きるのは有意義なことである

神はあなたに生きることを許しますが、あなたが神のため、被造物の本分を尽くすために生きられるなら、有意義な人生を送っていることになります。

１　最も聡明なのは終わりの日の神の働きを受け入れる人です。何年も裁きと刑罰を経たあと、人は人類を経営する神の目的と、その人類経営と救いの奥義を知らぬうちに理解し、神の意志を理解して神の主権を知るようになるのです。また快適で充実した豊かな人生を送っていると感じます。神はあなたに生きることを許しますが、あなたが神のため、被造物の本分を尽くすために生きるなら、有意義な人生を送っていることになります。歩く屍のような人生を送り、霊がなく、真理を受け入れず、ひたすら肉のために生きているなら、あなたは有意義な人生を送っていません。あなたの命には何の価値もないからです。

２　全人類のうち、あなたがたは神が予め定め、選んだ人たちです。あなたがたはこの時代、赤い大きな竜の国に生まれましたが、神のおかげで今の本分を尽くせます。あなたがたは神の好意を受け、神によって選ばれました。これは祝福です。神はあなたに好意を持っており、あなたが神のために自分を費やし、神の家の中で本分を尽くし、被造物の義務を果たし、活力の一部を捧げるようにします。これは祝福ではありませんか。現在、あなたがたは日々神を証しして生き、神の国の福音を広めることができますが、これは神が認めたことなのです。

３　神はあなたに、このように生きて神のために自分を費やす機会を与えますが、それは有意義なことです。あなたがたはこの機会を大事にし、誇りと名誉を感じるべきです。この時代、環境、状況においてそのような本分を尽くせることは、非常にまれな機会なのです。神は人類のあいだから注意深く選択し、あなたがたを選びました。これは好機であり、最大の祝福です。この祝福は各時代、各世代の聖徒たちに与えられた祝福よりも大きいのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


600 成功か失敗かは歩む道しだい

1 真理とは、人の世から出るが、人の世の真理は、キリストによって伝えられるのである。真理とはキリスト、すなわち神自身から来るものであって、それは人には不可能なことである。しかし、キリストは真理を提供するだけであって、人が真理を追い求めるのに成功するかどうかを決めるために来るのではない。よって、真理を追い求めるのに成功するか失敗するかは、すべて人の追求にかかっている。これは元々キリストとは一切関係がないものであり、人の追求によって決まるものなのだ。あなたの追求の道が正しいものであれば、成功への希望がもてるだろうが、あなたの真理を追求する道が間違ったものであるならば、永遠に成功することはできず、パウロと同じ結末を迎えることになる。あなたが完全にされるか排除されるかは、あなた自身の追求にかかっている。つまり、成功するかどうかはその人の歩む道にかかっていると言える。

2 神を愛することを追い求めるのであれば、それ以外の個人的な利益あるいは望みを追い求めてはならない。そしてこれが追求の最も正しい形である。あなたが追い求めるものが真理であり、実践することが真理であり、それによってあなたが得るものが自分の性質の変化であるなら、あなたが歩む道は正しいのである。もしあなたが追い求めるものが肉的な祝福であり、実践するものが自分の観念の中にある真理であり、自分の性質に変化がなく、また肉において神に全く従わず、未だ曖昧さの中に生きているのであれば、あなたの追い求めるものはあなたを確実に地獄へと導くであろう。なぜなら、あなたの歩む道は失敗の道だからだ。あなたが完全にされるか排除されるかは、あなた自身の追求にかかっている。つまり、成功するかどうかはその人の歩む道にかかっていると言える。

『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」（『言葉』第1巻）より編集


602 神への信仰における成功への道

1 パウロとペテロの終着点は、彼らの貢献度ではなく、被造物としての本分を尽くせたかどうかに基づいて判断された。つまり、彼らの終着点は、どれほどの働きを行ったかあるいは世の人が彼らに対してどのような評価を下したかによってではなく、彼らが最初から何を追い求めていたかに基づいて決められたのである。よって、積極的に被造物としての本分を尽くすために探し求めることが成功の道であり、さらに神に対する真の愛を追い求めることが最も正しい道であり、自らの古い性質の変化と神への純粋な愛を追い求めることが、成功への道である。

2 そのような成功への道こそ、被造物としての本来の姿、そして元々の本分を回復する道なのである。それは回復の道であると同時に、神の初めから終わりまでの全ての働きの目的でもある。人の追求が個人的な贅沢な要求と不合理な望みで汚れているのなら、人の性質を変化させる効果は達成できない。これは回復の働きと食い違うことになる。よって間違いなく聖霊による働きではなく、このような追求が神に認められることがないのは確かだ。神に認められないのであれば、追い求めることに何の意味があるだろうか。

『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」（『言葉』第1巻）より編集


603 真理を追い求めなければパウロの道を歩む

1 今日、ほとんどの人がこのような状態にある。「祝福を得るには、神のために自分を費やし、代価を払う必要がある。祝福を得るには、神のためにすべてを捨て去り、神が自分に託した物事を残らず済ませ、立派に自分の本分を尽くさなければならない」これは祝福を受ける意図に支配されてのことであり、ひとえに神の報いを受け、冠を得るために自分を費やすことの実例である。このような人は心の中に真理がなく、彼らの理解は教義の字句で成り立っているに過ぎず、それを至るところで誇示している。彼らの道はパウロの道である。

2 このような人の神への信仰は絶えず働きを行うことであり、そうすればするほど神への忠誠が証明され、神はきっと満足し、自分は神の前で冠を授けられるにふさわしくなり、必ずや最も素晴らしい祝福を神の家で受けると心の中で思っている。このような人は、キリストのために自分が苦しみに耐え、教えを宣べ伝え、死ぬことができ、自分のいのちを捨てることができ、神から託された本分を残らず完了できれば、自分は神に最も祝福される者、最も素晴らしい祝福を受ける者になり、きっと冠を受け取るはずだと思い込む。

3 パウロが働きを行なって神に仕えたのは、そのような考えに導かれてのことである。そうした考えや意図はサタンの本性に端を発している。人にはサタン的な本性があるので、この世に出て知識や地位、学問や栄達を追求する。神の家では神のために自分を費やし、忠実であり、最後に冠と素晴らしい祝福とを受けることを求める。神の信者になってからも真理を追い求めず、自分の性質を変えなければ、人はきっとその道を歩む。これは誰も否定できない現実である。

『終わりの日のキリスト講話集』「ペテロの道を歩むには」（『言葉』第3巻）より編集


604 神を信じる者が追求すべきこと

あなたは、ペテロとパウロの本質の違いから、いのちを追い求めない人の努力は全て徒労に終わるということを知るべきである。あなたは神を信じ、神に付き従っているのだから、心で神を愛さなければならない。自分自身の堕落した性質は脱ぎ捨て、神の望みを叶えることを追い求め、被造物としての本分を尽くさなければならない。あなたは、神を信じ付き従う以上、あなたの持つすべてを神に捧げ、自分の個人的な選択や要求は持たず、神の望みを満たすことを成し遂げるべきである。造られた者として自分を造った主に従うべきである。これは、あなたが元々自分を支配することができず、自分の運命を決める能力も持ち合わせていないからである。あなたは神を信じる者である以上、聖さと変化を追い求めるべきなのである。

『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」（『言葉』第1巻）より編集


605 神のものとされることはあなた自身の追求にかかっている

1 ペテロが追い求めた唯一のもの、それは神の心であった。彼は神の心を満たすことを追い求め、苦難や逆境に遭っても、喜んで神の望みを叶えようとした。神を信じる者として、これ以上の追及の形はない。だがパウロが追い求めたものは、彼自身の肉的なもの、観念、自分の計画と企みによって汚れていた。パウロは決して被造物として相応しいとはいえず、また彼は神の心を満たすことを追求する人でもなかった。一方でペテロは神の指揮に従い、その働きはそれ程大きくなかったものの、彼の追求の裏にある動機、そして歩んだ道は正しいものであった。ペテロは、それほど多くの人を獲得したわけではなかったが、ペテロは真理の道を追い求めることができたのである。このために、ペテロは被造物として相応しいといえるだろう。

2 今日、たとえあなたが働く者ではなくても、あなたは被造物の本分を尽くせなければならず、神の指揮すること全てに対する従順を追い求めることができなくてはならない。あなたは神の言うことは何であろうと全てに従えなくてはならず、どんな試練や精錬でも経験し、たとえ自分が弱くても心の中で神を愛せるはずである。自分のいのちに責任を持つ人は、喜んで被造物の本分を尽くす人であり、そういう人の追求への見解が正しいのである。神はこのような人を必要とされるのである。仮にあなたが多くの働きを行なって、人々がその教えから学んだが、あなた自身は変わらず、しかも何の証しも真の経験も持たず、死の直前になってもあなたのしたことに何の証しもないままだとしたら、あなたは変えられた人だと言えるだろうか。また真理を追い求める人であったと言えるだろうか。

3 不純な人間は神の国に入ることを許されないし、また不純な人間が聖地を汚すことも許されない。あなたがたとえどれほど長くまたどれほど多くの働きを行なってきたとしても、最後のときになって未だ甚だしく汚れていれば、わたしの国に入ることは天の律法が許さないのである。世の初めから今日まで、人がいかに取り入ろうとも、人がわたしの国に入るのにわたしが便宜を図ったことはない。これは天の掟であり、誰にも破ることは許されない。あなたはいのちを追い求めるべきである。今日、神に完全にされるであろう人間はペテロのような人であり、自分の性質の変化を追い求める人であり、そして喜んで神を証しし、被造物の本分を尽くそうとする人である。そのような人だけが神によって完全にされるのである。

『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」（『言葉』第1巻）より編集


606 神は人の本性を使ってその人を測る

1 人は、他人を評価するとき、その人のなした功績によって判断する。神が人を評価するときには、その者の本性を見る。いのちを追い求めている人の中で、パウロは自分の本質を知らない人であった。彼は謙虚でも従順でもなかったし、自分の神に反している本質さえも知らなかった。それゆえ、パウロは、細部にわたる経験を持たず、真理を実践した人ではなかった。だがペテロは違った。彼は自分の不完全さ、弱さ、そして被造物としての堕落した性質を知っていたから、自分の性質を変化させるための実践の道があった。彼は教義だけで現実性を伴わないという人間ではなかった。

2 変わることができた人は救われて新たにされた人であり、真理を追求するに相応しい。それに比べて、変わらない人はありのままが旧式なタイプの人々である。彼らは救われなかった人、つまり神に嫌われ拒否された人々なのである。いかにその働きが素晴らしくても、神に覚えてもらえることはない。あなたが追い求めるものの中にやはり真理がなく、今日においても未だパウロのように尊大で、自画自賛してばかりいるなら、あなたは間違いなく失敗するくずである。あなたがペテロと同じものを追い求め、つまり実践と真の変化を求めて、同時に放漫でも強情でもなく本分を尽くすことを求めるならば、被造物として勝利を達成できる。

『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」（『言葉』第1巻）より編集


607 神に仕える人の最低条件

1 全宇宙における神の働きが始まって以来、神は多くの人々を神に仕えるように運命づけてきた。そこにはあらゆる社会的地位の人々が含まれている。神の目的は、神の心を満たすことと、神の地上での働きが、必ずとどこおりなく成就するようにすることである。これが神に仕える人々を神が選ぶ目的である。神に仕える人は誰もがこの神の旨を理解しなければならない。この神の働きを通して人々は、神の知恵、神の全能性、また神の地上における働きの原則をよりよく見て取ることができる。

2 神が実際に働きを行うために地上に来て人々と接触するのは、人々が神の業をより明確に知ることができるようにである。今日、あなたがたのこの集団は幸運にも実践の神に仕えている。これはあなたがたにとって計り知れない祝福である。実のところ、これは神が人を引き上げているのである。神に仕える人の選択において、神は必ず神自身の原則をもっている。神に仕えることは、人々が想像するように、ただ熱心さの問題ではないことは絶対である。今日あなたがたは、神の前で神に仕える人は誰であれ、それは彼らに神の導きと聖霊の働きがあるから、また、彼らは真理を追究する人々であるから、そうしているのを見ている。これらは、神に仕えるすべての人に要求される最低限の必要事項である。

『神の出現と働き』「宗教的な奉仕は一掃されなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


608 神の意志に一致して仕えるには

1

あなた方が神の意志に一致して仕えたいなら 

神がどんな人を嫌いまた愛するか

どんな人が仕えることができ

完全にされるかを知りなさい

神の業を知り

神の言葉を経験したとき

あなた方は神に仕える資格を得る

神の業を知り

神の言葉を経験したとき

あなた方は神に仕える資格を得る



2

あなた方は神が行なっている働きの目的を知り

神の言葉に導かれ

まず入り、神の委託を受け入れるべきだ

神の業を知り

神の言葉を経験したとき

あなた方は神に仕える資格を得る

神の業を知り

神の言葉を経験したとき

あなた方は神に仕える資格を得る



3

神があなた方の霊の目を開くのは

神に仕える時

あなた方は更に神の業を知り明確に理解する

神の業を知り

神の言葉を経験したとき

あなた方は神に仕える資格を得る

神の業を知り

神の言葉を経験したとき

あなた方は神に仕える資格を得る

現実に入る時

経験はより深く実際になり

教会中をめぐり

兄弟姉妹に施すことができる

学び合い

欠点を補い合い

霊の認識は更に豊かになる



4

その成果を挙げて始めて

神の意志に沿って仕えられる

そして神に仕える過程で

神によって完全にされる

神の業を知り

神の言葉を経験したとき

あなた方は神に仕える資格を得る

神の業を知り

神の言葉を経験したとき

あなた方は神に仕える資格を得る



『神の出現と働き』「神の心にかなうように仕えるには」（『言葉』第1巻）より編集


609 神と親しい者だけが神に仕えるに値する

1

神に仕える者は神と親しく

神に仕える者は神から愛され

神に忠実でなければならない

あなたが人の前であるいは陰で行動したとしても

神の喜びを得て神の前に立つことができるだろう

他人があなたをどのように扱おうと

あなたは自分の道を歩み

神の重荷を思いやるだろう

これこそが神と親しい者である

神と親しい者とは@心と神の悩みや願いを分かち合い

苦難に耐え

神を満足させるために

愛するものを捨てることができる人たちである



2

神と親しい者は

神の任務と神の重荷を委ねられているので

神に仕えることができる

神と親しい者は神の心を自分の心とすることができ

自分の利害はかえりみない

見込みない時でさえ@神を愛する心で信じ続ける人々は

神と親しい者と呼ばれる

これこそが神と親しい者である

神と親しい者とは@心と神の悩みや願いを分かち合い

苦難に耐え

神を満足させるために

愛するものを捨てることができる人たちである



3

このような人々に神は重荷を与え

彼らを通して神の業が表わされる

彼らは神に愛され神の心に適っている

神と親しい者とは@心と神の悩みや願いを分かち合い

苦難に耐え

神を満足させるために

愛するものを捨てることができる人たちである



『神の出現と働き』「神の心にかなうように仕えるには」（『言葉』第1巻）より編集


610 主イエスにならいなさい

1 イエスが神の任務、すなわち全人類を贖う働きを完了することができたのは、彼が神の心に全ての注意を払い、自分自身のためには一切計画を立てたり準備をしたりしなかったからである。彼は神の経営（救いの）計画を全ての中心に置くことができ、いつも天の父に祈り、天の父の心を求めた。彼は祈り、次のように語った。「父なる神よ。あなたの心にかなうとおりに成し遂げてください。わたしの望みどおりにではなく、あなたの計画どおりに行なってください。人は弱いかもしれませんが、あなたが人のことを気遣うべきでしょうか。あなたの手の中では蟻のような人間が、どうしてあなたの配慮に価することがありえるでしょうか。わたしが心の中で願うのは、あなたの心を成就することだけです。わたしの望みは、あなたがわたしの内で行う業を、あなたが望むとおりに行えることです」。

2 エルサレムへ向かう途上、イエスは苦悶して、あたかもナイフが心に捻じ込まれているかのように感じたが、その言葉を取り消す思いは微塵もなかった。いつも強い力が彼が十字架にかけられる場所まで彼に付き添っていた。最終的に、彼は十字架に釘付けにされ、罪深い肉と同様になり、人類を贖う働きを完了した。彼は死と黄泉の束縛から自由になった。彼の前に、死も、地獄もハデスも力を失い、彼に打ち負かされた。

3 彼は三十三年生きたが、生涯を通して彼はいつも全力を尽くし、その時の神の働きに従って神の心を満たし、決して自分の個人的損得は考慮せず、いつも父なる神の心のことを思った。神の前における彼の神への奉仕は神の心にかなうものだったので、神は彼の肩に全人類を贖うという大きな重荷を負わせ、それを彼に成し遂げさせた。そして、彼にはこの重要な任務を完成する資格と権限があった。生涯を通じて、彼は神のために計り知れないほどの苦しみに耐え、幾度となくサタンの試みにあったが、決して落胆することはなかった。神が彼にこれほど重大な任務を課したのは彼を信頼し、愛していたからである。もしあなたがたが、イエスのように神の重荷に一心に注意を払い、自分の肉に背を向けることができるなら、神は重要な任務をあなたがたに委ね、あなたがたは神に仕えるための必要条件を満たすこととなる。そのような状況の下でのみ、あなたがたは自分が神の旨を行い、神の任務を果たしていると思い切って言うことができ、その時初めてあなたがたは本当に神に仕えていると言い切れる。

『神の出現と働き』「神の心にかなうように仕えるには」（『言葉』第1巻）より編集


611 神に奉仕するために心を捧げなさい

1 イエスが神の任務、すなわち全人類を贖う働きを完了することができたのは、イエスが神の心に全ての注意を払い、自分自身のためには一切計画を立てたり準備をしたりしなかったからである。彼は三十三年生きたが、生涯を通して彼はいつも全力を尽くし、その時の神の働きに従って神の心を満たし、神の前における彼の神への奉仕は神の心にかなうものだったので、神は彼の肩に全人類を贖うという大きな重荷を負わせ、それを彼に成し遂げさせた。そして、彼にはこの重要な任務を完成する資格と権限があった。生涯を通じて、彼は神のために計り知れないほどの苦しみに耐え、幾度となくサタンの試みにあったが、決して落胆することはなかった。神が彼にこれほど重大な任務を課したのは彼を信頼し、愛していたからである。

2 あなたがたが心を神に捧げなければ、あなたがたがイエスのように神の心に一心に注意を払わなければ、あなたがたは神に信頼されることはできないし、最終的には神の裁きを受けることになる。おそらく今日、あなたは神に仕える際、神を欺く意図を常に抱え、おざなりなやり方で神と接している。要するに、他の一切のことはさておき、あなたが神をだますと、情け容赦ない裁きがあなたに下される。あなたがたは神に仕えるための正しい道筋にちょうど入ったことを活かして、二心の忠誠ではなく、まず神に心を委ねるべきである。神の前であれ、他の人々の前であれ、あなたの心はいつも神の方に向いているべきであり、あなたはイエスが愛したように神を愛する決心をすべきである。そうすれば、あなたが神の心にかなった神の僕となれるように、神はあなたを完全にする。

3 あなたが本当に神に完全にされることを望むなら、また、神の心にかなうように仕えることを望むなら、神への信仰に関するこれまでの考え方を変え、これまでの仕え方を変えるべきである。そうすれば神に完全にされるあなたの部分は次第に大きくなる。このように、神はあなたを見捨てず、ペテロのように、あなたは神を愛する人々の先頭に立つ。あなたが悔い改めないままでいるなら、ユダと同じ最後を迎えることになる。これは神を信じるすべての人が理解すべきことである。あなたがたは神に仕えるための正しい道筋にちょうど入ったことを活かして、二心の忠誠ではなく、まず神に心を委ねるべきである。神の前であれ、他の人々の前であれ、あなたの心はいつも神の方に向いているべきであり、あなたはイエスが愛したように神を愛する決心をすべきである。そうすれば、あなたが神の心にかなった神の僕となれるように、神はあなたを完全にする。

『神の出現と働き』「神の心にかなうように仕えるには」（『言葉』第1巻）より編集


612 神に仕える人となるには何が必要か

1 真に神に仕える人は、神の心にかない、神に用いられるのにふさわしく、宗教的な観念を手放すことのできる人である。もしあなたが神の言葉を飲み食いすることで豊かな実りを得たいと望むなら、あなたの宗教的観念を手放さなければならない。神に仕えたいと望むなら、まずは宗教的な観念を手放し、万事において神の言葉に従うことがなおさら必要である。これが、神に仕える人が持つべきものである。あなたがこのことを認識として持っていないなら、仕え始めてすぐに妨害や障害を引き起こしてしまう。そしてもしあなたが自分自身の観念にすがり続けるなら、神に打ち倒されることは避けられず、二度と起き上がれないだろう。現在を例えに説明しよう。今日の多くの言葉や働きは聖書に沿っておらず、神が以前に行なった働きにも沿っていない。だからもしあなたが従うことを望まなければ、いつでも躓いてしまう。

2 もしあなたが神の旨に従って仕えたいと願うなら、まず宗教的な観念を手放し、自らの見解を正さなければならない。これから語られることの多くは過去に語られたことと相いれず、もし今、あなたに従う意志が欠けていれば、あなたはこの先歩み続けることはできない。神が働く方法のひとつがあなたのうちに根付いていてそれを一切手放すことができなければ、その方法はあなたの宗教的な観念となってしまう。もし神であることがどのようなことか、それがあなたの中に根付いていれば、あなたは真理を得ており、神の言葉と真理があなたのいのちになれるのなら、あなたはもはや神への観念を持っていない。神に関わる真の認識を持つ人々は観念を持たず、教義に固執することはない。

『神の出現と働き』「今日の神の働きを知る者だけが、神に仕えてもよい」（『言葉』第1巻）より編集


613 教会を導くには何が必要か

1 教会を導くことができ、人々にいのちを与えることができ、人々の使徒になることができる人には実際の経験がなくてはならない。また、霊的な事柄を正しく理解し、真理の正しい認識と経験もなくてはならない。そのような人だけが教会を導く働き手、あるいは使徒となる資格を有する。さもなければ、最も小さき者として後に従うことができるだけで、使徒の役割は走りまわったり、戦ったりすることではなく、いのちの世話をする働きをし、性質の変化において他の人たちを導くことだからである。この役割を果たす人は重い責任を背負う任務を与えられていて、これは誰もが背負えるわけではない。

2 この種の働きはいのちを持つ人、すなわち真理の経験を持つ人のみが請け負うことができる。ただ何かを諦めることのできる人、走りまわれる人、自分自身を喜んで費やすことができる人ならばできるということはない。真理の経験のない人、刈り込まれたり裁きを受けたりしたことのない人はこの種の働きを行うことはできない。経験のない人は現実性がないが、現実をはっきり見ることができないのは、彼ら自身にこのような本質がないからである。つまり、この種の人は指導的な働きができないだけでなく、長期間にわたり真理を得ないままであれば、排除の対象になる。

『神の出現と働き』「神の働きと人の働き」（『言葉』第1巻）より編集


614 入りこそあなたがたの働き

1 働きとは、神のために走り回ることではなく、人間のいのちと生きる事柄が、神に喜びをもたらせることを指す。働きとは、人々が神への献身と神に関する認識を用いることで、神について証しを行ない、また人間を牧することを指す。これが人間の責任であり、すべての人が認識すべきことである。あなたがたの入りがあなたがたの働きであり、あなたがたは神のために働く過程で入ることを求めていると言えるだろう。神の働きを経験することは、単に神の言葉をどう飲み食いするかを知っているという意味ではなく、より重要なこととして、どうすれば神についての証しを行ない、神に仕え、人間を牧し、人間に施せられるかを知らなければならない。これが働きであり、あなたがたの入りでもある。これはすべての人が成し遂げるべきことである。神のために走り回り、あらゆる場所で説教することにだけ集中しつつ、自分の個人的経験を軽視し、霊的生活への入りを無視する者が多数いる。神に仕える者が神に反抗する者になってしまったのは、これが原因である。

2 人が働くのは、神の旨を満足させ、神の心にかなう人々を残らず神の前に導き、人間を神のもとへ連れ出し、聖霊の働きと神の導きを人間にもたらし、よって神の働きの成果を完全なものにするためである。したがって、働きの本質を徹底的に理解することが必須なのである。神に用いられる者として、すべての人が神のために働く価値をもつ。つまり、誰もが聖霊に用いられる機会を有しているのである。しかし、認識すべき点がひとつある。すなわち、神から託された働きを行う時、人間には神に用いられる機会が与えられてきたが、人間の言うことや知っていることが、人間の霊的背丈とは限らない、ということである。あなたがたにできるのは、働きの過程で自分の欠点をよりよく知り、聖霊からのより偉大な啓きを自分のものにすることだけである。そうすることで、自分の働きの過程において、よりよい入りを得られるのである。

『神の出現と働き』「働きと入ること（２）」（『言葉』第1巻）より編集


615 どうすれば神に用いられるに相応しい者になれるのか

1

真に神の役に立つ価値ある者になるには

そうなりたいと願うだけでなく

神の言葉による導き 精錬

神の取り扱いと啓示が必要だ

それらにあなたの省察と思い

熟考と結論を加え

必要なものを吸収し

余計なものを排除し

それを礎にして全てを実践すること

それらは全て現実において

あなたが成長する為の道なので

何一つ欠いてはならない

真に神はこのように働く

真に神の役に立つ価値ある者になるには

そうなりたいと願うだけでなく

神の言葉による導き 精錬

神の取り扱いと啓示が必要だ



2

あなたが神の働きに与れば

完全な者にされていく

良き時も 悪しき時も 試練や誘惑の時も

いつでも完全な者とされる機会がある

働いている時も いない時も

一人でいる時も みんなと生活している時も

いつでも完全な者とされる機会がある

あなたは一つも見逃さず

全てを見つけることができる

これこそが神の言葉に生きるための秘訣なのだ！

真に神の役に立つ価値ある者になるには

そうなりたいと願うだけでなく

神の言葉による導き 精錬

神の取り扱いと啓示が必要だ



『神の出現と働き』「牧者に適した人が備えているべきもの」（『言葉』第1巻）より編集


616 リーダーと働き人が把握しなければならない二つの原則

1 働きにおいて、教会指導者と働き手は二つのことに留意しなければなりません。一つは、働きの采配によって定められた原則に厳密に従って働き、決して原則を破ることなく、想像や自分の意図にもとづいて働かないことです。何をするにも、神の家の働きへの配慮を示し、その益を最優先することです。もうひとつの鍵となることは、何をするにも聖霊の導きに従うことに焦点を合わせ、何をするにも神の言葉に厳密に従うことです。

2 もしいまだに聖霊の導きに逆らうことができるようであったり、頑なに自分の考えに従って自分の想像どおりに物事を行なったりするようであれば、あなたの行動は神に対する最も深刻な抵抗となります。聖霊の啓きと導きにしばしば背を向けても、行き詰まるだけです。聖霊の働きを失えば、あなたは働くことができなくなり、何とか働いたところで、何ひとつ達成できません。働きを行う際に従うべき二つの主要原則はこれです。一つは、上からの采配に厳密に従って働き、また上が制定した原則に従って行動することです。もう一つは、内なる聖霊の導きに従うことです。これら二点が把握できたならば、容易に間違いを犯すことはありません。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


617 神は人に思い起こさせる

神は貧しい人を塵から引き上げ

卑しい者を高める



1

神はあらゆる知恵を用いて

全世界の教会や民 そして国々を治める

これまで服従しなかった者は

今こそ従順さを見せなければならない

みんなが完全に服従して神の内にいるだろう

神は人に思い起こさせる



2

あなたたちはお互いに愛し服従し

いのちの中で結束すべきだ

お互いの長所によって支え合いながら

調和と寛容さを持って仕えなさい

サタンのたくらみは成功せず

教会はしっかりと建て上げられるだろう

こうして神の計画は成就するだろう

神は人に思い起こさせる



3

働きは違っても体はひとつである

自分の場所で最善を尽くし

本分を尽くさなければならない

それぞれが輝き 光を放ちなさい

いのちの成熟を求めれば

神はきっと満足するだろう

誰かがこうだとか

ああするとかいうことで

誤解を生んだり霊を堕落させてはならない

神の目から見たらそれは適切ではなく

価値のないことである

あなたが信じるのは人ではなく

神ではないのか？

神は人に思い起こさせる

神は人に思い起こさせる



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第二十一章」（『言葉』第1巻）より編集


618 イスラエル人のように仕えなさい

1 今日のあなたがたに対する要求――協調してともに働くこと―は、ヤーウェがイスラエル人に求めた奉仕に似ている。それをしないなら、奉仕などやめることである。あなたがたは神に直接仕える身であるがゆえに、最低限としてその奉仕においては忠誠と従順を保たねばならず、同時に実践的な方法で教訓を学ぶこともできなければならない。特に教会で働いている人々に問うが、あなたがた目下の兄弟姉妹の誰かが、あえてあなたがたを取り扱おうとするだろうか。誰かがあなたがたの間違いを、面と向かって指摘してくるだろうか。あなたがたは他のすべての人々の上に立ち、王のように君臨している。このような類の実践的な教訓を学んだり始めたりすることさえしないにもかかわらず、なおも神への奉仕について語っているのだ！

2 現在、あなたは多くの教会を指導するよう求められているが、自分自身の身を完全に捧げていないどころか、独自の観念や意見に執着し、取り扱わなければならない多くのことについては一切責任を持たず、あるいは、ただ間に合わせで対処し、一人ひとりが自分の意見をぶちまけ、用心深く自分自身の地位、評判、体面を守っている。誰も謙虚になろうとはせず、いずれの側も、いのちをより迅速に進歩させられるよう率先して自分の身を捧げ互いの不足を補い合おうとすることがない。あなたがたは何かに遭遇するたびに、あなたがたのいのちに利益を与えられるように互いと交わらなければならない。見出したすべての事柄や仕事の中で直面したあらゆる問題について説教を行い、そしてあなたがたが得た啓きと照らしについて話し合いなさい。これは奉仕において絶対に欠くことのできない実践である。

3 あなたがたは神の働きのため、教会の利益のため、そして兄弟姉妹たちを激励して前進させるために、調和の取れた協力関係を作り上げなければならない。互いに協調し、それぞれが相手を正してより優れた成果を成し遂げることで、神の旨に配慮すべきである。それが真の協力というものであり、それに取り組む者のみが、真のいのちの入りを遂げるのである。あなたがたは一人ひとりが神に仕える者として、自分自身の利益のみを考えるのではなく、そのあらゆる行いにおいて教会の利益を守ることができなければならない。常に互いを暗に批判しながら、一人だけで行動するということは認められない。そのように行動する人々は、神に仕える者としてふさわしくない！　そのような人々はひどい性質を持っており、彼らの中にはわずかな人間性も残っていない。彼らは完全にサタンである！　彼らは獣である！

『神の出現と働き』「イスラエルの民のように神に仕える」（『言葉』第1巻）より編集


619 真理のために良き戦いを戦いなさい

1 真理のために善き戦いを戦おうとするなら、まずサタンに働く機会を与えないことだ。そのためには一致団結して仕え、独自の観念、意見、視点、物事のやり方をすべて捨てて、わたしの中で心を静め、聖霊の声に集中し、聖霊の働きに心を傾けて、神の言葉をつぶさに体験しなければならない。抱く意図は一つだけ、つまりわたしの旨が行われるということだけでなければならない。それ以外に意図を持ってはならないのだ。心をこめてわたしを見上げ、わたしの行いとそのやり方をしっかりと見つめ、怠慢に陥ってはならない。

2 霊を研ぎ澄まし、しっかりと目を開いていなさい。意図や目的が正しくない者、周りに注目されたい者、何かしたくてたまらない者、混乱を起こしやすい者、宗教的教義の説教を得意とする者、サタンのしもべなどといった者が、何かしようと立ち上がると、教会にとって通常やっかいな存在となり、それによって兄弟姉妹たちによる神の言葉の飲み食いが無駄になってしまう。そのような人々が芝居気に振舞うのを見たなら、即刻止めなくてはならない。度重なる忠告にもかかわらず変わらなければ、彼らは損害を被ることとなる。頑なに自分達のやり方を通す者たちが、自らを弁護してその罪を覆い隠そうとするなら、教会はすぐにそのような者たちを排除し、立ち回る余地を一切与えてはならない。わずかなものを惜しんで多くを失ってはならない。常に全体像を注視しなさい。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十七章」（『言葉』第1巻）より編集


620 心を捧げ神の旨を行う

1 もう一度言っておくが、わたしの言葉についてはほんのわずかな曖昧さも不注意さも許されない。わたしの言葉には必ず注意を払い、従い、わたしの意図に沿って実践しなければならない。常に注意を怠ってはならず、決して傲慢で独善的な性質を持ってはならない。常にわたしに拠り頼み、自分に内在する生来の古い性質を振り捨てなければならないのだ。あなたはわたしの前で常に正常な状態を維持できなければならず、安定した性質を備えている必要がある。思考は冷静かつ明晰でなければならず、どんな人や出来事や物事にも支配されたり、左右されたりすることがあってはならない。わたしの前では常に心を静め、わたしとの絶え間ない親密さと交わりを保てなければならない。強さと気骨を示し、ゆるぎなくわたしを証ししなければならない。立ち上がってわたしのために語りなさい。他の人間たちが言うことを恐れてはならない。ただわたしの意図を満たし、誰にも支配されないようにしなさい。わたしが露わにしたことには、わたしの意図に沿って従わねばならず、それを遅らせてはならない。

2 わたしはあなたの支えであり、あなたの盾であり、すべてはわたしの手中にある。それなのに、あなたは何を恐れているのか。感情的になり過ぎていないか。感情はできるだけ早く捨て去らねばならない。わたしは感情から行動することはなく、ただ義を行う。信仰を持ちなさい！　信仰を持ちなさい！　わたしはあなたの全能である。このことについては何らかの見識を持っているかもしれないが、なお油断せず気を配らなければならない。教会とわたしの旨とわたしの経営のために、完全に献身しなければならないのだ。そうすれば、すべての奥義と結末がはっきりと示されるだろう。もう遅れることはなく、終わりの日が来ようとしている。あなたはどうすべきなのか。いのちをどう成長させ、成熟させるよう求めればよいのか。どうすればもっと早く、あなた自身をわたしに役立てることができるのか。どうやってわたしの旨が成し遂げられるようにすればよいのか。こうした問いに答えるには、深い考察と、わたしとのもっと深い交わりが必要になる。わたしに拠り頼み、わたしを信じなさい。決して油断してはならない。わたしの導きに従って物事を行えるようになりなさい。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第九章」（『言葉』第1巻）より編集


621 性質が変化しない限り人は神に仕えることができない

1 神に仕えることは単純な作業ではない。堕落した性質が変わらないままの人は決して神に仕えることはできない。もしあなたの性質が神の言葉により裁かれ、罰されていないのならば、その性質はいまだにサタンを表している。これは、あなたの奉仕があなた自身の善意から出ていることの十分な証明である。それはサタン的性質にもとづく奉仕である。あなたは自分の元来の性格のまま、また個人的好みに従って神に仕えている。さらに、自分が行いたいことが何であれ、神はそれを喜び、行いたくないことが何であれ、神はそれを嫌うとあなたは思い続けている。そして働きにおいては、自分の好みに完全に左右されている。これを神への奉仕と呼ぶことができるであろうか。

2 あなたのいのちの性質は、究極的には少しも変えられることはない。それどころか、自分は神に仕えているのだからと、ますます頑固になり、そのため、堕落した性質はさらに深く根付いたものとなる。このようにして、おもに自分の性格にもとづいた神への奉仕に関する規則と、自分自身の性質に従った奉仕から派生する経験をあなたは内面的に作り上げるようになる。それらが人間の経験と教訓であり、この世における人間の人生哲学である。このような人々はパリサイ人と宗教官僚に属する。このような人々は目を覚まして悔い改めないならば、必ずや終わりの日に人々を騙す偽キリストおよび反キリストとなる。話に出てくる偽キリストと反キリストは、このような人々の中から現れる。

『神の出現と働き』「宗教的な奉仕は一掃されなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


622 神への熱心な奉仕の行く末

1 神を畏れず、畏敬の念から震える心がない人は皆、神の行政命令をほぼ確実に破る。多くの人が自身の情熱の力で神に仕えているが、神の行政命令を理解していないばかりか、神の言葉がほのめかしている意味を少しも感じていない。そのため、しばしば善意から神の経営を妨害するような行いをしてしまう。深刻な場合、このような人は追い出され、神に従うさらなる機会を奪われ、地獄に落とされ、神の家とのあらゆる関係を絶たれてしまう。そのような人は自らの無知な善意に任せて神の家で働くが、神の性質を怒らせて終わる。認識の現実性に欠け、真理を備えていないなら、あなたの情熱的な奉仕は神の憎しみと嫌悪しかもたらさない。神への信仰は単なる神学の勉強ではないことを今ではあなたも理解しているはずである。

2 同じやり方がここでも容易に応用できるだろうという無駄な考えから、神の家でも役人や権力者に仕える方法を実践する。神は子羊ではなくライオンの性質を持っているということを全く想像していない。そのため、人が神と初めてかかわっても、神の心は人の心とは異なるために交流することができない。多くの真理を理解して初めて、あなたは次々に神のことを知るようになる。この認識は言葉や原理では構成されていないが、あなたが神との緊密な信頼関係を持つための手段となる宝として、神があなたを好む証拠として用いることができる。認識の現実性に欠け、真理を備えていないなら、あなたの情熱的な奉仕は神の憎しみと嫌悪しかもたらさない。神への信仰は単なる神学の勉強ではないことを今ではあなたも理解しているはずである。

『神の出現と働き』「三つの訓戒」（『言葉』第1巻）より編集


623 このような性質は神への奉仕にふさわしいか

1 あなたがたは一人ひとりが神に仕える者として、自分自身の利益のみを考えるのではなく、そのあらゆる行いにおいて教会の利益を守ることができなければならない。常に互いを暗に批判しながら、一人だけで行動するということは認められない。そのように行動する人々は、神に仕える者としてふさわしくない！　そのような人々はひどい性質を持っており、彼らの中にはわずかな人間性も残っていない。彼らは完全にサタンである！　彼らは獣である！　現在でさえ、いまだにこのようなことがあなたがたの間で起こっている。しまいにあなたがたは、交わりの最中に互いを攻撃し合い、わざと口実を探しては顔を真っ赤にしてつまらないことで言い争い、どちらも自分が引き下がろうとはせず、それぞれが心の内を隠しつつ、一心に相手を警戒して常に身構えている。

2 そのような性質が、神への奉仕にふさわしいと言えるだろうか。そのような仕事が、兄弟姉妹たちに何かを与えることになるだろうか。あなたは人々を正しいいのちの道に導くことができないばかりでなく、実際自分自身の堕落した性質を兄弟姉妹たちに刷り込んでいるのだ。あなたは他者を傷つけていないか。あなたの良心はひどいもので、芯まで腐っている。あなたは現実に入ることもなければ、真実を実践することもない。さらに、自分の極悪な本性を恥もなく他者にさらけ出している。あなたはとにかく恥というものを知らない。こうした兄弟姉妹たちはあなたに託されたものであるのに、あなたは彼らを地獄へと導いている。あなたは良心の腐りきった者ではなかろうか。完全な恥知らずである！

『神の出現と働き』「イスラエルの民のように神に仕える」（『言葉』第1巻）より編集


624 神はパウロのように仕える者を称賛しない

もし神に仕える人々が自分たちの性格に従い、自分たちの意思のままに行動したならば、彼らはいつでも追放される危険にある。他人の心を獲得し、見下すような態度で他人に訓戒し人々を制限するために自分の長年の経験を神への奉仕に応用する人、そして決して悔い改めず、自分の罪を告白せず、地位からくる恩恵を諦めない人は、神の前に倒れるであろう。このような人はパウロと同類の人間であり、自分の経歴の長さゆえに大胆に振る舞ったり、資格を見せびらかしたりする。神がこのような人々を完全にすることはない。このような奉仕は神の働きのじゃまをする。人は古いものに固執することを好む。過去の観念、過去からの物事に固執する。これは奉仕への大きな障害である。それらを捨て去ることができなければ、それらがあなたの全生涯を圧迫するであろう。たとえ脚を折るほど走り回ったり、大変な労苦を背負っても、また神への奉仕において殉教したとしても、神は少しもあなたを褒めることはない。それどころか逆であり、神はあなたを邪悪な行いをする者だと言うであろう。

『神の出現と働き』「宗教的な奉仕は一掃されなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


625 神を知らないならあなたはたやすく神に背く

1 指導者として仕える人は、より大きな才能を有すること、人より勝っていること、また自分が本当にどれほど有能かを神にわかってもらえるように新しい巧妙なやり方を見つけ出すことを常に望んでいます。それなのに、真理を理解することや神の言葉の現実に入ることに集中しません。いつも自分を誇示したいと思っています。これはまさに傲慢な本性の表われではないですか。心に浮かんだことを何でも無闇に行なってはいけません。自分の行為の結果を考えなくても大丈夫ということがあり得ますか。神の性質や行政命令に背いて淘汰されると、あなたが言うことは何も残っていません。あなたの意図が何であれ、それを意図的に行なうか否かにかかわらず、神の性質も神の旨も理解していないなら、あなたは簡単に神を侮辱し、簡単に神の行政命令に背いてしまいます。これは誰もが用心して避けなければならないことです。

2 いったん神の行政命令や性質にひどく背けば、意図的にそうしたのか否かを神は考慮しません。このことははっきり理解する必要があります。この点を理解できなければ、あなたは間違いなく問題を抱えることになります。神に仕えるとき、人は大躍進を遂げ、偉大な物事をなし、偉大な言葉を語り、偉大な働きを行ない、大著を著わし、大集会を催し、偉大な指導者になりたいと望みます。あなたがいつも大それた野心を抱いているなら、きっと神の偉大な行政命令に背くことになります。神に仕えるにあたり、正直でも、敬虔でも、思慮深くもなければ、遅かれ早かれ神の行政命令に背くことになるのです。あなたが軽率な態度をとって何事にも注意を払わず、神を恐れず、はっきり知っていながら神の行政命令に背くなら、あなたは必ずや罰されます。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


626 人間性のない者は神に仕えるに値しない

1 多くの人がわたしに隠れて地位の恩恵をむやみに欲しがり、食べ物をむさぼり食い、眠り呆け、思うことは肉の思いばかりで、肉の出口がないことをいつも恐れている。彼らは教会で正しい役割を果たさず、教会に居候しているか、あるいはわたしの言葉で兄弟姉妹を訓戒し、権威ある立場から他人に対して威張っている。これらの人々は神の旨を行なっていると言い張って、自分は神の知己だといつも言う。これはばかばかしくないであろうか。あなたに正しい意図があっても、神の旨に沿って仕えることができなければ、あなたは愚かなのだ。しかし意図が正しくないのに、それでもまだ神に仕えていると言うなら、あなたは神に背く人であり、神から罰を受けるべきである。わたしはそのような人にはまったく同情しない。

2 彼らは神の家に居候し、いつも肉の安逸をやたらに求め、神の益となることは全く考慮しない。彼らはいつも自分たちに益になるものを求め、神の心には何の注意も払わない。何をする際にも神の霊による吟味を受け入れない。彼らはいつも兄弟姉妹を操り欺いている。彼らは二心の者で、ブドウ畑の狐のように、いつもブドウを盗み、ブドウ畑を踏み荒らしている。そのような人々が神の知己でありえるであろうか。神の祝福を受けるにふさわしいであろうか。あなたは自分のいのちのためにも教会のためにも負担を負わないのに、神の任務を受けるのにふさわしいであろうか。あなたのような人を誰があえて信頼するというのか。あなたがこのように仕えるなら、神はあえて大きな任務をあなたに託すだろうか。そうすれば、働きに遅れが生じるのではないか。

『神の出現と働き』「神の心にかなうように仕えるには」（『言葉』第1巻）より編集


627 宗教的観念を固守することはあなたを滅ぼすだけ

1 宗教的な観念をもたず、古い自分自身を脇へやる覚悟ができており、純朴に神に従う人々を、神は今日から正式に完全にし、また神の言葉を待ち望む人々を神は完全にする。このような人々は立ち上がり、神に仕えるべきである。神には終わることのない豊かさと無限の知恵がある。神の驚くべき働きと貴い言葉は、それらを享受するさらに多くの人々を待っている。現状では、宗教的な観念をもつ人、経歴の長さゆえに尊大に振る舞う人、自分自身を脇へやることができない人は、これらの新しい物事を受け入れるのに困難を覚える。このような人々を聖霊が完全にする見込みはない。

2 もし人が服従の決心をせず、神の言葉を渇望していないのならば、新しい物事を受け取ることはできない。そのような人々はますます反抗的に、ますます狡猾になり、最終的には悪い軌道に乗ってしまう。神は現在その働きを行いながら、神を真に愛し、新しい光を受け入れることのできるさらに多くの人々を引き上げる。そして自分の経歴の長さゆえに尊大に振る舞う宗教官僚たちを、神は完全に切り捨てる。変化を頑固に拒む人々も、神は一人として欲しない。あなたは自分の好みに従って神に仕えるのか。それとも神が求めることを行うのか。あなたは宗教官僚の一人なのか。それとも神に完全にされる生まれたばかりの赤子なのか。

3 古い宗教的観念は、人のいのちを抑えつけてしまう。人が得る経験は、人を神から遠ざけ、独自のやり方で物事を行うようにしてしまう。もしそれらを捨てないのならば、それはいのちの成長のつまずきの石となる。神に仕える人々を神は常に完全にしてきた。神はそのような人々を軽々しく追放することはない。もし神の言葉による裁きと刑罰を真に受け入れるならば、もし古い宗教的実践と規則を脇へやることができ、古い宗教的観念を今日の神の言葉を判断する基準として用いるのをやめるならば、そのとき初めてあなたには未来がある。しかし、もし古い物事に執着し、いまだにそれらを大切にするならば、救われることはない。神はこのような人々には一切気を留めない。

『神の出現と働き』「宗教的な奉仕は一掃されなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


628 神によって完全にされるために宗教観念を捨て去りなさい

1

神の言葉の裁きと罰を受け入れ

宗教の道を捨て

神の新しい言葉を

古い観念によって評価しないなら

あなたには未来がある

しかし古いものを貴び

それにすがるなら救いの道はない

神は決してあなたに目を留めない

神はその働きと言葉において

過去の歴史と物事の古い方法に触れることはない

完全にされたいなら過去を手放し

正しいことも神が為したことも

霊の業さえも脇に置くべきだ

これが神の求めること

全ては新しくされるべきだ



2

神は常に新しく決して古くない

古い言葉にすがり

規則に従うことはない

人であるあなたは過去のものにすがり

頑なに公式として適用するが

神はいつでも以前と同じ働きはしない

あなたの言動は邪魔になってないか？

過去にすがり神の敵になってないか？

あなたは古いものにこだわり

一生を無駄にしたいのか？

完全にされたいなら過去を手放し

正しいことも神が為したことも

霊の業さえも脇に置くべきだ

これが神の求めること

全ては新しくされるべきだ



3

古いもので神を邪魔してしまう

そんな人になりたいか？

そうでないなら

今していることをやめ

向きを変え 新たに始めよ

神はあなたの過去の奉仕を思い出さない

完全にされたいなら過去を手放し

正しいことも神が為したことも

霊の業さえも脇に置くべきだ

これが神の求めること

全ては新しくされるべきだ



『神の出現と働き』「宗教的な奉仕は一掃されなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


629 宗教的観念を放棄したか

1 現在、混乱した状態で神を信じている人々が多くいる。あなたがたは好奇心が過剰で、祝福を求める願望が強すぎ、いのちを求める熱意は少なすぎる。事実、あなたがたはうわべだけ神に従っていて、まったく真の道を求めに来ず、いのちを得るという目的でここへ来ていない。あなたがたの姿勢は単に、事の成り行きを見たいというものだ。あなたがたは従来の観念の多くを払拭できずにいるため、誰一人として完全に身を捧げることはできていない。この段階になっても、まだ自分自身の運命を心配し、日夜思い悩んで、決してそれを忘れることができない。

2 わたしがパリサイ人について話すとき、宗教の「古い人々」の話をしていると思っているのか。あなたがた自身、現代の最も進歩的なパリサイ人の代表ではないか。わたしが聖書に照らしてわたしを測る者の話をするとき、それが宗教界の聖書専門家だけを指していると思うのか。神を再び十字架にかける者の話をするとき、それを宗教界の指導者たちのことだと考えているのか。あなたがた自身が、そうした役を演じるのにもっともふさわしい役者ではないか。わたしが人々の観念に反論するために語る言葉はすべて、ただ宗教界の牧師や長老を揶揄していると思っているのか。あなたがた自身、そうしたことすべてに関与していたのではないか。

3 自分たちはほとんど観念を抱いていないという確信があるのか。あなたがたはただ皆、学んで利口になっただけのことだ。そして理解していないことについては話さず、それについての感情も露わにしないが、あなたがたの中には畏敬や服従の心がまったく存在しない。あなたがたにとっては、研究し、観察し、そして待つことが、今日の最善の実践方法なのだ。あなたがたは学んだ結果、過度に利口になっているが、それが一種の心理的な狡猾さであることを知っているのか。自分のつかの間の利口さが、永遠の刑罰を逃れるために役立つと思っているのか。

『神の出現と働き』「働きを理解しなさい――混乱したまま付き従ってはならない」（『言葉』第1巻）より編集


630 人を経営する神の働きについての真実

1 神が人を完全にし、完成させ、獲得することは、肉に対して剣と強打の他は何ももたらさず、さらに終わりのない苦しみ、大火、無情な裁き、刑罰、呪い、そして果てしない試練をもたらすのだということを知らねばならない。これが人類を経営する働きの内幕であり真実である。しかし、これらはすべて人の肉に向けられたものであり、敵意の鉾先はすべて容赦なく人の肉に向けられている。そのすべては神の栄光と証し、そして神の経営のためである。それは神の働きが人類だけのためではなく、計画全体のためでもあり、さらに神が人類を創造した時の元来の旨を実現するためでもあるからだ。

2 そのため、人々が経験することのおそらく90％は苦しみと火の試練を伴い、人の肉が憧れてきた甘く幸せな日々は極めて少ないか皆無である。ましてや神と素晴らしい時を過ごす幸せな瞬間を、肉において楽しめることなどない。肉は汚れており、それゆえ人の肉が見たり味わったりするものは神の刑罰以外の何ものでもなく、人にとっては好ましくないものであり、それはまるで正常な理知を欠いているかのようである。なぜなら神は、人に好まれず、人の背きを許さず、敵を忌み嫌う自らの義なる性質を表わすからである。神は必要なあらゆる手段を用いて自身の性質全体を公然と明らかにし、それによって六千年にわたるサタンとの戦いの働き、すなわち全人類の救いの働きと古きサタンの打倒とを終わらせるのだ。

『神の出現と働き』「人類の経営の目的」（『言葉』第1巻）より編集


631 神の刑罰と裁きは人の救いの光

人が肉の中に生きること

それは地獄の中で生きることであり

神の裁きと刑罰無くして

人はサタンのようにけがれている

神の刑罰と裁きは人にとって最高の守りであり

最も素晴らしい恵みである

人が目覚めて

肉とサタンを憎むことが出来るのは

神の刑罰と裁きの他に方法はない

人は神の鍛錬で

サタンの影響や狭い世界から解放され

神の光の中で生きることが出来る

刑罰や裁きよりも優れた救いは無い

人生において清められ

性質の変化を実現することや

有意義な人生を行動で示し

被造物としての本分を尽くすことを望むなら

神の刑罰と裁きを受けいれる必要がある

そして神の鍛錬と神の打ちのめしが

自分から無くなることを防ぎ

サタンによる操りと影響から逃れて

神の光の中で生きなければならない

神の刑罰と裁き

それは光であり

人の救いの光であり

人間にとっては

それ以上の恵みと守りは無いということを

知る必要がある



『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


632 神の刑罰と裁きは愛であることを知りなさい

1

裁きと懲罰は罪を罰するためにある

この業は人の肉を罪に定めたり

消したりするためではない

言葉による厳しい暴露は

正しい道を見つけるため

神の業を自ら感じれば

それが悪の道に導くことはない

征服の業の意味を知れ

今それを見極めるべきだ

裁きの意味を知り多くの意見を持つな

征服の業の意味を知れ



2

神の業はあなたが正常に生きられるようにする

これはあなたが達成できることで重荷にはならない

業はあなたの必要に応じて為される

征服の業の意味を知れ

今それを見極めるべきだ

裁きの意味を知り多くの意見を持つな

征服の業の意味を知れ



3

この業を理解しないなら前進できない

救いに慰めを得て分別を取り戻せ

今ははっきり見えず

神があなたに辛く当たって

あなたを憎んでいるから

裁いているよう感じるかもしれない

これはあなたを守る神の愛である

征服の業の意味を知れ

今それを見極めるべきだ

裁きの意味を知り多くの意見を持つな

征服の業の意味を知れ



『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（４）」（『言葉』第1巻）より編集


633 神の裁きは愛である

1

人は最後 どんな証しをするか

人は神が義で怒りであり

刑罰と裁きであると証しする

神は裁きで人を完全にする

人は神の義を証しする

神は人を愛し救ってきたが

その愛はどれだけのものか

裁き・威厳・呪い・怒り

神を愛し 肉の本質を知るように

神はあなたを呪う

目覚め 不甲斐なさを知るように

神はあなたを罰する

神の裁き・威厳・呪い

そして神が示す義は

全てあなたを完全にするため

これがあなたの中の神の愛



2

神は以前 人を罵ったが

人は底なしの穴に放たれず

処刑もなく信仰は洗練された

その目的は人を完全にすること

肉の本質はサタン

神はそう語り 神は正しかった

しかし神の行いは

言葉通り成就していない

神を愛し 肉の本質を知るように

神はあなたを呪う

目覚め 不甲斐なさを知るように

神はあなたを罰する

神の裁き・威厳・呪い

そして神が示す義は

全てあなたを完全にするため

これがあなたの中の神の愛



『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」（『言葉』第1巻）より編集


634 あなたがたは刑罰と裁きを受けることにより守られる

1 今日あなたがたは、刑罰を受け、裁かれ、呪われているからこそ、守られている。あなたがたは多くの苦難を受けてきたからこそ守られているのだ。そうでなければ、とっくの昔に堕落していただろう。わたしはわざと物事を難しくしようとしているのではなく、人間の本性は変え難いものなので、人間の性質を変化させるため、こうしなければならないのだ。現在あなたがたにはパウロのような良心や理知すらなく、彼のような自己認識さえ持っていない。あなたがたは霊を目覚めさせるために、常に圧力をかけられ、常に刑罰と裁きを受けなければならないのだ。刑罰と裁きはあなたがたのいのちにとって最良のものだ。そして必要に応じて、事実の到来による刑罰も受けなければならず、そうして初めてあなたがたは完全に従えるようになる。

2 あなたがたはその本性からして、刑罰と呪いがなければ、頭を下げることも従うことも望まない。事実を突きつけられない限り効果はない。あなたがたの人格はあまりに卑しく無価値なのだ。刑罰と裁きがなければ、あなたがたが征服されることは難しく、その不義と不従順を克服することも困難だろう。あなたがたには古い本性が極めて深く根付いている。もしあなたがたが王座に就いたなら、天の高さや地の深さを知る由もなく、ましてや自分がどこへ向かっているかなど見当もつかないだろう。自分がどこから来たかさえわからないのに、どうして創造主を知ることができようか。

3 現在の時宜を得た刑罰と呪いがなければ、あなたがたの終わりの日はとっくの昔に訪れていただろう。そしてあなたがたの運命については言うまでもなく、一層危機に瀕するのではないだろうか。この時宜を得た刑罰と裁きがなければ、あなたがたは一体どれほど傲慢になり、堕落するだろうか。あなたがたには自らを制し、反省する能力がまったくない。この刑罰と裁きがあなたがたを今日へと導き、その存在を維持してきたのだ。あなたがたは今日の刑罰と裁きをもっとしっかり受け入れるべきではないか。その他にどのような選択肢があるのか。

『神の出現と働き』「実践（６）」（『言葉』第1巻）より編集


635 神の裁きを経験しサタンの影響から脱しなさい

1 人間はサタンの支配下において全生涯を過ごし、自分でサタンの影響から逃れられる者は一人もいない。人間はみなけがれた世界で、堕落と空虚の中、少しの意味も価値もないままに生きている。彼らは、肉や欲望のため、そしてサタンのために、そうした気楽な生活を送る。彼らの存在には何の価値もない。人間は自分をサタンの影響から解放する真理を見出すことができない。人間は神を信じ、聖書を読むにもかかわらず、サタンの影響による支配からどうやって自分を解放すればよいのか分からない。何時の時代も、この秘密を発見してそれを理解した者は稀である。それ故人間はサタンを憎み、肉を忌み嫌っているが、罠のようなサタンの影響から逃れる方法を知らない。

2 清められなければ、人はけがれた者である。人が神によって守られておらず、神に顧みられていないのであれば、その人は依然としてサタンの虜である。その人がもし裁きや刑罰を受けていないのであれば、その人にはサタンによる闇の影響の弾圧から逃れる術はないであろう。あなたの心や思いが清められておらず、あなたの性質が裁きと刑罰を受けていないのであれば、あなたの全存在がいまだにサタンの領域に支配されており、あなたの心はサタンに支配され、思いはサタンに操られ、あなたの存在全てがサタンの手により支配されているのだ。あなたは、自分が完全とされることを望むのであれば、神の働きを理解しなければならない。特に、神の刑罰と裁きの意義と、この働きが人間に対して行われる理由を理解しなければならない。あなたは、これを受け入れることができるであろうか。この種の刑罰において、あなたはペテロと同等の経験と認識に達することができるだろうか。あなたが、神の認識と聖霊の働きに関する認識を追求し、自分の性質の変化を追求するのであれば、あなたには完全にされる機会がある。

『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


636 あなたは刑罰と裁きを得たか

1 あなたが追求するのは、刑罰と裁きの後に征服されることであろうか、それとも、刑罰と裁きの後に清められ、守られ、世話されることであろうか。あなたが追求しているのは、どちらであろうか。あなたの人生は有意義なものであろうか、それとも意味も価値もないものであろうか。あなたが欲するのは、肉であろうか、それとも真理であろうか。あなたが望むのは、裁きであろうか、快楽であろうか。神の働きを非常にたくさん経験し、神の聖さと義を目の当たりにしてきたあなたは、どのように追求すべきであろうか。あなたは、どのようにしてこの道を歩むべきであろうか。神への愛を、どのように実践すべきであろうか。神の刑罰と裁きは、あなたの中で何らかの効果を達成したであろうか。

2 あなたに神の刑罰や裁きに関する認識があるかどうかは、あなたが何を実際に生き、どの程度神を愛しているかに拠る。あなたの唇は、神を愛していると言うが、実際に生きていることは、古い堕落した性質である。あなたには神への畏れがなく、いわんや良心などない。そのような人々は、神を愛しているであろうか。そのような人々は、神に対して忠実であろうか。彼らは、神の刑罰や裁きを受け入れる者であろうか。あなたは神を愛し、信じていると言うが、自分の観念を捨てない。あなたの働き、成長、あなたが述べる言葉や生活において、神へのあなたの愛は全く表されておらず、神への畏敬が全くない。これが刑罰と裁きを得た者であろうか。

3 このような者がペテロのようになれるであろうか。ペテロのような者たちが、認識を持っているだけで、それを実際に生きないということがあろうか。ペテロは祈るだけで、真理を実践しなかったであろうか。あなたの追求は、誰のためであろうか。神の刑罰と裁きの期間に、あなたはどのようにして守りを得て、清められるべきであろうか。神の刑罰と裁きは、人間にとって全く無益なものであろうか。人間が快適で楽な環境で、裁きの生活なしに生きるのであれば、その人は清められるであろうか。変化することと清められることを望むなら、人は、完全にされることを、どのように受け入れるべきであろうか。現在、あなたはどちらの道を選ぶべきであろうか。

『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


637 世界はあなたの安息の場なのか

1

神の御言葉の外で生き

試練の苦痛から逃げる人々は

風に飛ぶ枯葉のように

ただ世界を漂っている

彼らはあちらこちらと回り

休み場も御言葉の慰めもない

道端の物乞いに過ぎない

神の刑罰と精錬を免れつつも

天国の外でさまよう

あなたは世界が安息の場だと確信できるか

神の刑罰を避けてきたなら

この世界で安心して笑えるか

隠せぬ心の空虚さを

儚い喜びで埋められるのか

家族を騙せても

神を騙すことは決してできない



2

あなたの信仰は弱過ぎて

いのちによる喜びをまだ見ていない

神があなたに促しているのは

誠実になり人生の半分を神のために費やすことだ

それは平凡に生き

肉のために働き

人が負いきれないあらゆる苦痛に耐えるよりはよい

そんなに自分を愛し

神の刑罰から逃れて何になるのか

一時の刑罰を避けて

永遠の恥辱と刑罰を刈り取るなど

一体何になるのか

あなたは世界が安息の場だと確信できるか

神の刑罰を避けてきたなら

この世界で安心して笑えるか

隠せぬ心の空虚さを

儚い喜びで埋められるのか

家族を騙せても

神を騙すことは決してできない



『神の出現と働き』「本物の人とは何を意味するのか」（『言葉』第1巻）より編集


638 神の裁きを逃れたらどうなるのか

1 ただ信仰のゆえに、あなたはこのような刑罰と裁きを受ける。この刑罰と裁きを通して、あなたは征服され、完全にされる。今日受けているような刑罰と裁きなしには、あなたの信仰は虚しい。なぜなら、それなしにはあなたは神を知ることがないからである。どれほど神を信じていても、あなたの信仰は現実に基づかない、むなしい表現の一つである。あなたを完全に従順にする、この征服の働きを受けてはじめて、あなたの信仰は真実で確固としたものになり、あなたの心は神の方へ向く。たとえこの「信仰」という言葉のために大いに裁かれ呪われるとしても、あなたは真の信仰をもち、最も真実で、最も現実的で、最も貴重なものを得る。

2 信仰がなければ、このような刑罰や裁きを受けて苦しまなかったのではないか、と言うかもしれない。しかし、信仰がなければ、こうした刑罰も、全能者からのこのような配慮も受けることができないだけでなく、創造主に会う機会も永遠に失うであろう。人間の起源を知ることは決してないだろうし、人生の意義を知ることも決してないであろう。たとえ体が死んで魂が離れても、あなたはまだ創造主の業のすべてを理解していないであろう。ましてや、創造主が人類を創造した後、このような偉大な働きを地上で行なったことを知りはしないであろう。

3 神が創造したこの人類の一員として、あなたは不可解にも自ら進んでこのように闇の中に落ちて永遠の罰を受けようというのか。もし今日の刑罰と裁きから離れたなら、あなたにはいったい何が起こるであろうか。ひとたび今の裁きから離れてしまえば、この困難な生活から逃れられるとでも思っているのか。もし「この場所」を去ったなら、悲痛な苦悶と悪魔が加える残酷な傷害に遭遇するのではないのか。耐え難い苦しみを日夜受けることになるのではないのか。今日この裁きを逃れたからといって、将来の責め苦を永久に避けられるとでも思っているのか。あなたには何が起こるであろうか。それはほんとうに望みどおりの理想郷であろうか。

4 今しているようにただ現実から逃げることで、その後の永遠の刑罰を逃れられるとでも思っているのか。今日より後、このような機会や祝福を再び見出せるであろうか。災厄が襲ってきた時、それを見出せるであろうか。全人類が安息に入るとき、それを見出すことができるであろうか。あなたの現在の幸福な生活と調和あるささやかな家庭が、永遠の終着点にとって代われるであろうか。もしあなたに真の信仰があるならば、そして信仰ゆえに多くのものを得るのなら、それはすべて、あなたというひとつの被造物が獲得すべきものであり、元来もっていたはずのものである。あなたの信仰といのちにとって、このような征服よりも有益なものは他にない。

『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」（『言葉』第1巻）より編集


639 神がこの一群の人々を選んだ意義は非常に大きい

1

この流れの一人として

人はそれぞれ神の偉大な計画の目的と

経営計画を全て知るべきだ

神がすでに成就した事実を知り

なぜ一群の人を選んだか

その目的と意義を知り

人の中で何を成し遂げたいかを知るべきだ

赤い大きな竜の地に

神は一群のありふれた人々を起こし

様々な方法で試し完全にする

神は無数の言葉で働きを為し

数多くの効力者を送る

神の働きの意義は偉大だが

人はまだ全てを見ることができない



2

神が人に為した働きを

小さなこと簡単なことだと扱わないで

今日神が人に示したことは

熟考し理解するのに十分だ

もし人が真に把握すれば

より深く経験するだろう

そうしてのみ 人は命において成長する

赤い大きな竜の地に

神は一群のありふれた人々を起こし

様々な方法で試し完全にする

神は無数の言葉で働きを為し

数多くの効力者を送る

神の働きの意義は偉大だが

人はまだ全てを見ることができない



3

今 人が理解できること

行えることはほんの少しだけ

神の意図を完全に満足させることはできない

これは人の欠陥で

本分を尽くすことに失敗する

成し遂げられたはずの成果が得られていないのは

それが理由だ

赤い大きな竜の地に

神は一群のありふれた人々を起こし

様々な方法で試し完全にする

神は無数の言葉で働きを為し

数多くの効力者を送る

神の働きの意義は偉大だが

人はまだ全てを見ることができない



『神の出現と働き』「もっと現実に集中しなさい」（『言葉』第1巻）より編集


640 あなたがたは大きな祝福を享受した

1

なぜ暗く遅れた中国で

終わりの日の業がなされるか

それは神の聖さと義を現すため

暗い場所ほど神の聖さが見える

これもひとえに神の業のため

神が自分自身と聖い性質を示し

豊かな祝福のため

全てをあなた方に与えた

あなた方は神の義の性質だけでなく

救いと無限の愛と贖いを味わった

最も汚れたあなた方が

多大な恵みを得た

幸せではないか？



2

あなた方は天の神が地に降りたのを知り

汚れと反逆が神を際立たせたので

神を理解し始めた

これは大きな励みだ

あなた方は中国の選ばれた者の群れ

あなた方は本来、値しないにも関わらず

選ばれ、神の豊かな恵みを受けている

これは驚くべき、大きな励みだ、励みだ！

神が自分自身と聖い性質を示し

豊かな祝福のため

全てをあなた方に与えた

あなた方は神の義の性質だけでなく

救いと無限の愛と贖いを味わった

最も汚れたあなた方が

多大な恵みを得た

幸せではないか？



『神の出現と働き』「征服の働きの第二段階の効果はいかにして成し遂げられるのか」（『言葉』第1巻）より編集


641 神はモアブの子孫たちを引き上げる

1

あなた方は今神の裁きを受けている

最後はどれくらい理解するだろうか

あなたはこう言うだろう

「地位は低いが、神に引き上げられた」と

低い者として生まれれば地位はない

与えられた地位は全て

神により高く引き上げられたもの

それは神があなたがたに授けたものだ

それは神があなたがたに授けたものだ

今日あなた方は神の訓練・裁き

刑罰・炎・清めを受けることができる

これはすべて神の大いなる愛のしるし

神に引き上げられること



2

以前神の言葉で完全にされた者

炎と清めを受けた者はいない

神はあなたがたを清め

反逆性を暴くために話す

これがまさに神に引き上げられること

ダビデの子もモアブの子も

誇るべきことのない被造物

神の被造物として本分を尽くせ

それ以外に要求することはない

今日あなた方は神の訓練・裁き

刑罰・炎・清めを受けることができる

これはすべて神の大いなる愛のしるし

神に引き上げられること



『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」（『言葉』第1巻）より編集


642 モアブの子孫がなすべき決意

1 モアブの子孫ほど後進的で堕落した者はいない。もしこのような人たちが征服されたなら、つまり最も堕落して、神を認めず、神が存在することを信じてもいなかった人たちが征服されようものなら、そして、その口で神を認め、神を讃え、神を愛せるのなら、それこそが征服の証しである。あなたがたはペテロではないが、ペテロの姿で生きており、ペテロの証しを自分のものとすることができる。ヨブに関しても然りであり、それは最も偉大な証しである。

2 最終的にあなたはこのように言う。「わたしたちはイスラエル人ではなく、見捨てられたモアブの子孫だ。またペテロでもなく、彼の素質にわたしたちは及ばない。またヨブでもない。神のために苦しみ、神に自らを捧げ尽くしたパウロの決意には匹敵することさえできない。そして、わたしたちはひどく遅れている。だから、わたしたちは神の祝福を享受する資格がない。それにもかかわらず、今日、神はわたしたちを引き上げた。だからわたしたちは神を満足させなければいけない。また、素質や資格が不十分であっても、わたしたちには神を満足させたいという思いがある。わたしたちにはその決意がある。わたしたちはモアブの子孫で、呪いを受けた。これは神の定めたことで、わたしたちには変えることはできない。しかし、わたしたちの生きざま、わたしたちの認識は変えられる。そしてわたしたちは神を満足させようと固く心に決めている」。

『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（２）」（『言葉』第1巻）より編集


643 モアブの子孫への神の働きの意義

1

神はモアブの子孫に働き

闇に落ちた者を救う

呪われた彼らから神は栄光を得ることを望む

初め彼らの心には神がなかったから

彼らは卑しい者だが救いを得ることができる

それは神に高められることで

この働きには深い意味がある

裁きによって神は彼らを自分のものとする

神は罰するつもりはなく救うために来る

終わりの日に神がイスラエルを征服するのは

実りが多くても価値はなく

全ての栄光を得る術もなく

無駄なことである

神は堕落し闇にいる者に働く

真の征服は心に神がない者を

神を愛する者に変えることで

その成果は貴重で説得力がある

これが終わりの日に神が望む栄光であり

モアブの子孫への神の働きの意義である



2

この民は神の存在を認めず 知りもしない

サタンにより堕落して彼を忘れ 盲目にされ

天に神がいることも分らない

サタンや偶像を礼拝するあなた方は

肉なる者の中でもっとも卑しい者ではないか？

自由は無く 苦難に遭い

社会の底辺にいて信仰の自由もない

それ故神はあなた方に働くのだ

真の征服は心に神がない者を

神を愛する者に変えることで

その成果は貴重で説得力がある

これが終わりの日に神が望む栄光であり

モアブの子孫への神の働きの意義である



『神の出現と働き』「モアブの子孫を救うことの意義」（『言葉』第1巻）より編集


644 引き立て役として奉仕することは一生の祝福だ

1 あなたがたが引き立て役になって最大の救いを受けるのは、神と同じ領域、神と同じ汚れた地で生きているからである。神が肉となっていなければ、誰があなたがたに慈悲深く接し、誰が卑しいあなたがたの面倒を見ただろうか。誰があなたがたのことを気遣っただろうか。神が肉となってあなたがたのあいだで働きを行なっていなければ、それまで誰も受けたことのないこの救いを、あなたがたはいつ受けていただろうか。わたしが肉となってあなたがたのことを気遣い、あなたがたの罪を裁いていなければ、あなたがたはずっと以前にハデスへ落ちていたのではないのか。

2 わたしが肉となり、あなたがたのもとでへりくだっていなければ、どうしてあなたがたが神の義なる性質の引き立て役になる資格を得られただろうか。あなたがたが引き立て役なのは、わたしが人の姿をとってあなたがたのあいだに到来し、あなたがたが最大の救いを得られるようにしたからではないのか。あなたがたがその救いを受けるのは、わたしが肉になったからではないのか。神が肉となってあなたがたと共に暮らしていなければ、それでもあなたがたは自分が人間地獄において犬や豚よりも卑しい生活を送っていることに気づいていただろうか。あなたがたが罰せられ、裁かれたのは、わたしの肉における働きの引き立て役だからではないのか。

3 引き立て役の働き以上に、あなたがたにふさわしい働きはない。引き立て役だからこそ、裁きのさなかに救われるからである。引き立て役として務める資格を得ることは、人生の祝福だと思わないのか。引き立て役の働きをしているだけなのに、それまで得たことも想像すらしたこともない救いを受ける。今日、あなたがたの本分は引き立て役になることであり、その正当な報酬は永遠の祝福を将来享受することである。あなたがたが得る救いは、今だけのはかない識見でも、束の間の認識でもなく、さらに偉大な祝福、つまり永遠に続くいのちである。

『神の出現と働き』「征服の働きの第二段階の効果はいかにして成し遂げられるのか」（『言葉』第1巻）より編集


645 失敗と挫折は神からの祝福

1 神はあらゆる騒乱、動揺、困難、そして無数の敗北をあなたに経験させます。そして最終的にあなたは、あらゆる騒乱、困難、動揺、敗北、失敗を経験する中で、神の言うことはすべて正しく、自分の信念、観念、想像、認識、哲学的理論、哲学、世間で学んだこと、両親に教えられたことや自分が想像してきたことは、すべて誤りなのだと気づくことになります。そうしたものはあなたをいのちの正しい道へと導くことはできず、真理を理解させて神の前に来させることもできません。あなたが歩んでいる道は失敗の道なのです。それはあなたにとって必要なプロセスであり、救いを経験する過程で得なければならないものなのです。しかし同時に、そのことは神を悲しませもします。なぜなら人々は反抗的で、堕落した性質を持っており、このプロセスを経てそうした敗北を経験しなければならないからです。

2 神は何をするにせよ、人によかれと望んでいます。どんな環境を用意しようと、あなたに何をするよう求めようと、常に最良の結果を望んでおられます。たとえばあなたが何かを経験して、敗北や失敗に見舞われたとします。神はあなたが失敗して、自分がもう終わりだと思ったり、サタンに捕らわれてしまったと思ったりするのを見たがってはいません。そうなるとあなたは、二度と自力で歩けるようにはならず、落胆へと陥ってしまいます。神はそのような結果を見たがっているのではありません。では、何を見たがっているのでしょうか。あなたはその問題では失敗したかもしれませんが、真理を求め、失敗の理由を見つけることができます。失敗の事実を受け入れてそこから何かを学び取り、教訓を学んで、そのように行動したことが間違いだったのであり、神の言葉に従って行動することこそが正しいのだと気づくのです。あなたは現象に気づき、問題の真の事実に気づき、物事を理解し、この敗北と失敗を通じて成長します。それが、神の見たがっていることなのです。あなたは神の骨身を惜しまぬ意図に感謝し、神の言葉が真理であることを信じ、それを確信するようになり、神への信心が深まります。人々にとっては、失敗を経験するのはよいことなのです。もちろん同時に辛いことでもあり、それによって鍛えられることになりますが、そのように鍛えられることで、最終的に神の元へ戻り、神の言葉を受け入れ、それを真理と認めることができるなら、そのような鍛錬、敗北、失敗は無駄な経験ではなかったことになります。

『終わりの日のキリスト講話集』「パウロの本性と実質をいかに識別するか」（『言葉』第3巻）より編集


647 私たちが救われるのは神が私たちを選んだから

1

私たちはこの穢れた地に生まれ生きているが

神は私たちを導き 守り

私たちを征服した

だから私たちはサタンの影響から離脱した

私たちは自分が善人で

生まれつき神を愛しているから

従っているのではない

それは神が今日私たちが征服され

神を証しし 仕えることができるように

私たちを選び予め定めたからだ

神が私たちを選び守ったから

私たちは救われ

サタンの支配から解放された

神が私たちを救ったから

赤い大きな竜の国にいる私たちは

穢れから逃れ清められることができる



2

私たちがすべての民の中で

最も堕落していることは事実であり

神が定めたことなので 否定できない

しかし私たちはこの影響から逃れそれを棄てた

私たちは先祖を忌み嫌い

先祖に背を向け

すすんで神の采配のすべてに従う

そして私たちは神の意志に従って行い

神を満足させることを願い

神が要求することを成し遂げるつもりだ

神が私たちを選び守ったから

私たちは救われ

サタンの支配から解放された

神が私たちを救ったから

赤い大きな竜の国にいる私たちは

穢れから逃れ清められることができる

神が私たちを選んだから⋯



『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（２）」（『言葉』第1巻）より編集


648 真理を実践すれば変化できる

1 問題や状態はどんなものであれ、常に真理をもって解決することができます。どんな問題を抱えているにせよ、真理を受け入れてそれを理論から現実へと変換し、実践してその中に入れば、どんな人であろうと変容と成長を遂げることになります。重点は人々の心の中とその選択にあり、そして問題に遭遇したとき神に背を向けるか、または服従して神の言葉に従うかということにあります。また、何かに直面したとき、自分の物理的な欲求を満たすことを選ぶか、あるいは肉を捨て去って真理を実践し、神の言葉に従って行動するかということも重要です。

2 いつも物理的な好みや欲望に従い、自分の肉を満足させて欲求を満たすことを選ぶ人は、真理を実践することの意味も価値も決して経験できません。一方、肉を捨て去り、自分の計画や欲望を手放し、真理に従って実践し真理の現実に入ることができる人は、徐々に真理を実践するとはどういうことかを体験し、真理を実践することの楽しさや喜びに気づけるようになり、そして少しずつ、神の言葉の重要性を感じ取り、そのように行動せよという神の要求の意味と価値は何なのかを感じられるようになります。

3 頻繁にそのように実践しているうちに、自分自身の堕落、邪悪さ、傲慢さ、利己心、不従順、反抗心を嫌悪するようになり、心の中には自分の本性と本質に対する憎しみ、嫌悪、反感が生まれてきます。また同時に、身の回りで出くわすあらゆる否定的な物事にも反感を抱くようになります。彼らは真理を実践できるようになりたいと強く望むようになり、真理を実践するための霊的背丈と十分な意志力を得たいとも思うようになります。そして真理の現実に入り、神の旨を満たし、良心、分別、真理の現実を備えた被造物になりたいと望みます。また神に従い、神によって整えられたすべての環境に従い、神に逆らわなくなることも切望し、神の旨を満たせることを願うようになるのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


649 神の意志を失望させることはできない

1 神の言葉の裁き、刑罰、打撃、そして精錬を受け入れることができ、またそれ以上に、神が託す任務を受け入れられることは、はるか昔に神が予め定めたことなので、刑罰を受けるときはあまり悲嘆してはならない。あなたがたの中でなされた働き、あなたがたに授けられた祝福、そしてあなたがたに与えられたすべてのものを取り去ることは誰にもできない。宗教の人々はあなたがたとの比較に耐えられない。あなたがたには聖書に関する偉大な専門知識がなく、宗教理論もないが、神があなたがたの中で働いたので、過去の時代の誰よりも多くのものを得た。つまり、これがあなたがたの最大の祝福である。

2 そのため、あなたがたは神に対してさらに献身的でなければならず、よりいっそう神に忠実でなければならない。神があなたを引き上げるので、あなたはますます努力せねばならず、霊的背丈を整えて神が託す任務を受け入れなければならない。神から与えられた場所にしっかり立ち、神の民の一人になることを追い求め、神の国の訓練を受け入れ、神によって得られ、最終的には神への栄光の証しとならねばならない。このような決意があれば、あなたは最後に間違いなく神によって得られ、神への栄光の証しとなるだろう。託されたおもな任務は神によって得られること、そして神への栄光の証しになることだと、あなたは理解しなければならない。それが神の旨である。

『神の出現と働き』「神の最新の働きを知り、神の歩みに従え」（『言葉』第1巻）より編集


650 現在受けている苦しみの意味を理解せよ

1　今日、神を信じるほとんどの人はいまだ正しい道に入っておらず、真理を理解するようにもなっていない。ゆえに内側で虚しさを感じ、苦しみながら生き、本分を尽くす力もない。心の中にビジョンをもつ前の神の信者はこのようなものである。このような人たちは真理を得ておらず、依然として神を知らないので、内なる喜びをまださほど感じていない。特に、あなたがたはみな迫害を受け、帰宅するにあたって困難を経験した。あなたがたは苦しみ、死を願って生きることを望まない。これは肉の弱さである。中には、神を信じるのは楽しいことであるべきなのに、今日神を信じることは極めて厄介だと考える者さえいる。

2　あなたは、肉の喜びが何より素晴らしいとしか知らず、神が今日何をしているかを知らない。神はあなたの性質を変えるため、あなたの肉が苦しむことを許してきた。たとえ肉が苦しんでも、あなたには神の言葉と祝福がある。あなたは死にたくても死ねない。死ぬのであれば、あきらめて神を知らず真理を得ないままでいられるのか。いまはおもに、人が真理を得ておらず、いのちがないというだけのことである。いま、人は救いを求める過程にあるので、この間多少は苦しまなければならない。

3　今日、世界中の誰もが試されており、神は依然として苦しんでいる。あなたがたは苦しまなくてもよいのか。大災害を通じた精錬なくして真の信仰はあり得ず、真理といのちを得ることもない。試練と精錬を受けずにいることはできないだろう。ペテロは最後に７年にわたって試練を受けた。その７年間で数百回の試練を受け、ようやく真理を得て性質の変化を経験したのである。ゆえに、真に真理を得て神を知ったのであれば、神のために生きるべきだと感じる。神のために生きなければ、それを残念に思う。深い後悔と極度の自責の念の中で、残りの人生を過ごすことになる。

『終わりの日のキリスト講話集』「どのようにして人間の本性を知ればよいか」（『言葉』第3巻）より編集


651 困難に苦しむことには深い意義がある

１．神を信じる人は、神の日がすぐに来て自分の悲惨さが終わりを迎えるという希望を抱いています。神が変容し、自分の苦しみがすべて終わることを望んでいるのです。すべての人は心の奥でそのような考えを抱いています。人の肉は苦しみたがらず、苦しみを経験するたびにより良い日々を待ち望むからです。正しい状態にあれば、これらの事柄が現われることはありません。状況が熟していなければ、誰もがことさら立派に見え、特に素晴らしい霊的背丈があり、真理をかなりよく理解しており、極めて活力に満ち溢れているように思えます。ある日、状況が熟すと、こうした考えがすべて露わにされます。人の心は葛藤し始め、下り坂を転げ落ちる人もいるでしょう。

２．それは、神があなたに道を開かないとか、神があなたに恵みを与えないとかではなく、もちろん、神があなたの困難への配慮に欠けるということでもありません。この苦痛をいま耐えるのは祝福なのです。救われ生き残るにはそのような苦しみに耐えなければならないからです。さらにそれは神によって予め定められたことです。それゆえ、この苦しみがあなたに降りかかるのはあなたの祝福なのです。これが単純なことだと思ってはいけません。単に人々をもてあそび、苦しめるだけのものではないのです。その背後にある意味は大変深く、極めて重要です。あなたが正しい道を歩み、あなたの求めるものが正しいなら、最終的に、あなたは各時代のあらゆる聖徒よりも多くのものを得て、あなたが受け継ぐ約束もさらに偉大なものになります。

『終わりの日のキリスト講話集』「神への信仰では、正しい道を選ぶことが何よりも重要である」（『言葉』第3巻）より編集


652 君たちは神の嗣業を受け取る者

1 終わりの日における神の働きと、神が今日あなたの中で行なっている、神の計画の働きとを受けることで、自分がいかに究極の称揚と救いを得てきたかを、神を信じる一人ひとりが正しく認識すべきである。神は人々のこの集団を、宇宙全体におよぶ神の働きの唯一の焦点に据えた。神はあなたがたのために、心血を残らず注いだのである。神は宇宙全体の霊の働きをことごとく取り戻し、あなたがたに与えてきた。だからわたしは、あなたがたは幸運な人たちだと言うのである。ゆえに、あなたがたが神の遺産を受け取る者である。それ以上に、あなたがたは神の栄光の相続人である。

2 あなたがたはみな、この言葉を覚えているだろう。「なぜなら、このしばらくの軽い患難は働いて、永遠の重い栄光を、あふれるばかりにわたしたちに得させるからである」。この言葉は、神によって終わりの日に実現され、また、赤い大きな竜がとぐろを巻く地で、その竜から熾烈な迫害を受けている人たちにおいて成就する。赤い大きな竜は神を迫害し、神の敵であるから、この地において、神を信じる者は辱めと迫害を受け、またその結果として、神の言葉があなたがた、つまりこの人々の集団において成就する。

3 赤い大きな竜の地で、神が自身の働きを成し遂げるのは非常に困難である。しかし、神はこの困難を通じて働きの一段階を行い、自身の知恵と不思議な業を明らかにし、これを機にこの人々の集団を完全にする。また、人々の苦しみ、人々の素質、そしてこの不浄の地にいる人々のあらゆるサタン的性質を通じて、神は清めと征服の働きを行うが、それは、このことを通じて栄光を勝ち取るため、自身の業を証しする人々を得るためである。これが、この集団のために神が払ったあらゆる犠牲の全体的な意義である。

『神の出現と働き』「人が想像するほど神の働きは簡単なものか」（『言葉』第1巻）より編集


653 神の言葉の裁きを受け入れるには

1 自分を知るためには、自分自身の堕落の現われ、致命的な弱点、性質、そして自分の本性と本質を認識しなければなりません。また、自宅にいようと外にいようと、集会に出席しているときであれ、神の言葉を飲み食いしているときであれ、また直面する一つ一つの問題においても、日常生活において露わにされるもの、つまりあらゆる事柄に関する動機や観点や態度を詳細に至るまで認識する必要があります。それらを通じて自分を認識するようにならなければならないのです。より深く自分を認識するには神の言葉と一体化する必要があります。神の言葉を基に自分を認識して初めて、あなたは成果を挙げることができるのです。

2 神の言葉の裁きを受けるとき、苦しみを恐れたり、痛みを心配したりしてはいけません。まして、神の言葉が自分の心を刺し通すのではないかと恐れてはいけません。神がわたしたちをどのように裁いて罰するか、わたしたちの堕落した本質をどのように暴くかについて、わたしたちは神の発する言葉をもっと読むべきです。それらを読んでもっと自分と照らし合わさなければなりません。それらの言葉と他人を比べてはいけません。自分自身と比べなければならないのです。わたしたちにはこれらの物事がどれもありますが、わたしたちは誰しもそれらと自分を比較することができます。何かをするのに先立ち、聞き心地のよいものであろうとなかろうと、自分に苦みを感じさせようと甘さを感じさせようと、神の語る言葉を一つ残らず受け入れなければならないことに気づく必要があります。それが神の言葉に対してとるべき態度です。

3 わたしたちは信仰の中で、神の言葉が真理であることを固く保たなければなりません。それは実際に真理なのですから、理知的に受け入れなければなりません。それを認識したり認めたりすることができようとできまいと、神の言葉に対するわたしたちの態度はまず絶対的な受容の態度でなければなりません。神の言葉は奥深いものです。神が言うすべてのこと、神が露わにするすべてのことは、人の堕落した性質と、人のいのちの中にある、実質的で根深い物事に関することなのです。それらは本質的な物事であり、外面的な現象ではなく、外面的な振る舞いでは特にありません。ゆえに、外見や、表面から見た物事をもって神の言葉と比較することはできないのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を追求する重要性とその追求の道」（『言葉』第3巻）より編集


654 どのように真理を受け入れるのか

堕落を清められ、いのちの性質の変化を受けたいと望むのであれば、真理への愛と真理を受け入れる能力をもたなければなりません。真理を受け入れるとはどのような意味ですか。真理を受け入れるとは、自分にどのような堕落した性質があろうと、あるいは赤い大きな竜のどの害毒が自分の本性の中にあろうと、神の言葉によって暴かれたらそれを認め、それらの言葉に服従するということを指しています。言い訳したり選り好みしたりせず、無条件でそれを受け入れ、神が述べることを基に自分を知るようになるのです。それが神の言葉を受け入れるということです。神が何と言おうと、神の発する言葉がどれほどあなたの心を刺し貫こうと、神がどのような言葉を用いようと、神の言うことが真理である限り、あなたはそれらを受け入れることができ、現実と一致する限りそれらを認めることができるのです。自分がどれほど深く理解しているかにかかわらず、あなたは神の言葉に服従でき、また聖霊によって明かされ、兄弟姉妹によって伝えられる光を受け入れ、それに従います。このような人はある程度まで真理を追求してきたのであり、真理を得て性質の変化を成し遂げることができます。

『終わりの日のキリスト講話集』「どのようにして人間の本性を知ればよいか」（『言葉』第3巻）より編集


655 神が完全にするのは信仰である

1

大きな信仰と大きな愛がこの働きの段階で要求される

不注意ならつまずくかもしれない

なぜならこの業は前と違うから

神が完全にするのは人の信仰である

人はそれを見ることも触れることもできない

神は言葉を信仰と愛と命に変える

神が完全にするのは人の信仰だ



2

人は幾多もの鍛錬に耐え

ヨブより大きな信仰を持たねばならず

大きな苦難を受けねばならない

それでも神から離れることなく

神が完全にするのは人の信仰である

人はそれを見ることも触れることもできない

神は言葉を信仰と愛と命に変える

神が完全にするのは人の信仰だ

人が大きな信仰を持ち

死に至るまで従順なら

神の業のこの段階は完成する

それはあなたが思うほど容易ではない

人の観念に合わないほどその意義は深くなる

これを注意して考慮せよ

神が完全にするのは人の信仰である

人はそれを見ることも触れることもできない

神は言葉を信仰と愛と命に変える

神が完全にするのは人の信仰だ



『神の出現と働き』「道……（８）」（『言葉』第1巻）より編集


656 試練の苦しみは神からの祝福

1 落胆してはならない。弱ってはならない。そうすればわたしが物事を明らかにしよう。神の国への道は平坦ではない。何事もそう簡単ではないのだ。あなたはたやすく祝福を得たいと思っているのではないか。現在は誰もが苦しい試練に直面しなければならない。そうでなければ、わたしに対する愛の心が強まることはなく、わたしへの真の愛を抱くこともないだろう。試練は単なる些細な状況だとしても、誰もが必ず通らねばならない。ただそれぞれ試練の度合いが違うというだけのことだ。試練はわたしからの祝福なのだ。頻繁にわたしの前に来て跪き、わたしの祝福を求める者がどれだけいるだろうか。あなたがたはいつも、ちょっとした幸先の良い言葉がわたしからの祝福だと思っているが、苦しみもわたしからの祝福の一つだとは感じない。

2 わたしによる苦しみにあずかる者は、必ずわたしによる甘美さにもあずかることになる。これがわたしの約束であり、あなたがたに対する祝福なのだ。わたしの言葉を飲み食いし、享受することをためらってはならない。闇が過ぎ去れば光が訪れる。夜明け前が一番暗いのだ。その後は徐々に明るくなり、やがて日が昇る。恐れたり臆病になったりしてはならない。従順に服従する者は大きな祝福を得る。教会では揺るぎなくわたしを証しし、真理を掲げなさい。正しいことは正しく、間違っていることは間違っている。黒と白を混同してはならない。サタンと戦い、完全に打ち負かして、サタンが二度と立ち上がらないようにしなければならない。

3 すべてを犠牲にして、わたしの証しを守らなければならない。これを目標として行動しなさい、このことを忘れてはならない。だが今、あなたがたは信仰を欠いており、物事を見分ける力も欠いており、いつもわたしの言葉とわたしの意図を理解できずにいる。しかし心配してはならない。すべてはわたしの段階に応じて進行する。もっとわたしの前で過ごしなさい。食べるものや着るものに重きを置いてはならない、それらは物理的な体のためのものだからだ。頻繁にわたしの意図を求めなさい、そうすればそれをはっきりと示そう。あなたは徐々にすべてのことにわたしの意図を見出すようになり、その結果わたしは妨げなく、すべての人々の中で働けるようになる。そうすればわたしの心は満足し、あなたがたはわたしとともに、とこしえまでも祝福を受けることになる。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第四十一章」（『言葉』第1巻）より編集


657 試練には信仰が求められる

1 人が試練を受けている際に弱くなったり、自分の中で消極性が生じたり、神の旨や自分の実践の道が明らかでなくなったりするのは普通のことである。だがいずれにせよ、あなたはヨブのように神の働きを信じなければならず、神を否定してはならない。ヨブは弱く、自分が生まれた日を呪ったにもかかわらず、人生におけるすべての物事がヤーウェによって授けられること、そしてそのすべてを奪うのもまたヤーウェであることを否定しなかった。いかにして試されようとも、ヨブはこの信念を堅持した。

2 あなたが自分の経験の中で、神の言葉を通じてどのような精錬を受けようとも、神が人類に求めるのは、要するに神への信仰と愛である。神がこのようにして働きを行なうことで完全にするのは、人々の信仰と愛、そして志である。神は人々を完全にする働きを行なうが、人はそれを見ることも、それに触れることもできない。こうした状況において、あなたの信仰が必要とされるのである。肉眼で見えない何かがあるときに、人々の信仰が必要とされる。また、あなたが自分の観念を捨てられないとき、あなたの信仰が必要とされる。神の働きについてよく理解できないとき、あなたに求められるのは信仰をもつこと、そして揺るぎなく立って証しをすることである。ヨブがこのような状態に達したとき、神がヨブの前に現われ、ヨブに対して語った。つまり、あなたが神を見られるのは自分の信仰の中からだけであり、あなたに信仰があるとき、神はあなたを完全にするのである。

『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」（『言葉』第1巻）より編集


658 真の信仰とは何か？

信仰とは何か？



1

触れたり見たりできない時

神の働きが観念と合わず

手に届かない時でも

持つべき信念 真の心だ

これが神の話す信仰で

人は精錬や苦難の中で

信仰を必要とし

信仰と精錬は切り離せない

状況や神があなたにどう働いても

真理といのちを求め

心に神の働きが為されるように努めよ

神の業を理解し

真理に従い行うことが

真の信仰と望みを失っていないことを示す



2

あなたが精錬される時

神について疑いを持たず

真理を追求し

神を愛することを求めなさい

神がどう働いても

神を喜ばせるために真理を実践し

神の意志を考慮することが

神への真の信仰

いつもいのちを求め

神の意志を満足させることが

真の信仰 真実で美しい愛なのだ



3

あなたが王として治めると神が語った時

あなたは彼を愛した

神が自身を現した時

あなたは彼を求めた

しかし今では神は隠され見ることができない

問題にぶつかった今

あなたは神への望みを失うのだろうか？

いつもいのちを求め

神の意志を満足させることが

真の信仰 真実で美しい愛なのだ



『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」（『言葉』第1巻）より編集


659 患難の中で証しに立つ者たちは勝利者だ

1

神の国の時代

人は完全にされる

神の国の時代に実に完全に

征服の業が終わる時

人は精錬と患難を通らされる

征服が終われば

患難の中、勝利する者、証しに立つ者

ああ、彼らこそが

最後に完全にされ、勝利者となるだろう



2

患難の間

人には精錬が望まれる

それは神の業の最終段階だ

神の経営が終わる前に最後の精錬を受ける

従う者皆、受け入れるべきだ

患難の中、勝利する者、証に立つ者

ああ、彼らこそが

最後に完全にされ、勝利者となるだろう



3

患難に遭う者は

神の導きを得ない

征服され、神を求めるなら固く立つ

神が何をしようと

ビジョンを失くさず 真理と証しを為し

患難を克服する

患難の中、勝利する者、証しに立つ者

ああ、彼らこそが

最後に完全にされ、勝利者となるだろう



4

ああ、彼らこそが

人間性を所有し

神を真に愛する者だ

患難の中、勝利する者、証しに立つ者

ああ、彼らこそが

最後に完全にされ、勝利者となるだろう



『神の出現と働き』「神の働きと人間の実践」（『言葉』第1巻）より編集


660 勝利者たちの歌

1

神の国はこの世界に広がり

人々の間で建て上げられている

どんな勢力も神の国を破壊することはできず

神は民の中を歩み 共に暮らしている

神をまことに愛する者は何と幸せなことか！

神に服従する者は幸いであり

彼らは神の国で生きるだろう

神を知る者は幸いであり

神は神の国の権力を彼らに与えるだろう

神を求める者は幸いであり

彼らはサタンから解き放たれるだろう

己を捨て去る者は

必ず神の国の富を見つけるだろう

神の祝福を受け入れ

神が与える約束を求めたことがあるのか？

神の光に導かれるなら

あなたは必ず闇の勢力を打ち破り

救われるだろう

闇に包まれたこの世で

あなたを導く光を失うことはないだろう

あなたは全ての創造物を治める主人となり

サタンの前で勝利者となるだろう



2

赤い大きな竜が倒れる時

あなたは立ち上がり

神の勝利を証しするだろう

シニムの地であなたはしっかりと立ち

苦しみに代えて神の祝福を受け継ぐだろう

宇宙はあなたのうちに神の大いなる栄光を見るだろう

神の祝福を受け入れ

神が与える約束を求めたことがあるのか？

神の光に導かれるなら

あなたは必ず闇の勢力を打ち破り

救われるだろう

闇に包まれたこの世で

あなたを導く光を失うことはないだろう

あなたは全ての創造物を治める主人となり

サタンの前で勝利者となるだろう



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十九章」（『言葉』第1巻）より編集


661 心から神に付き随う者は試練の中で堅く立てる

1 神の国の時代において、人間は完全に全き者とされる。征服の働きの後、人間は精錬と患難を受ける。この患難の期間に勝利し、証に立つことができる者たちは、最終的に完全にされる者である。彼らは勝利者である。この患難の間、人間はこの精錬を受け入れる必要があり、その精錬は神の働きの最後の実例である。それは、神の経営の働きが全て完結する前に人間が精錬される最後の時である。そして神に従う者は皆、この最後の試練を受け入れなければならず、この最後の精錬を受け入れなければならない。患難に煩わされる者には、聖霊の働きと神の導きがないが、真に征服され、神を真に追い求める者たちは、最終的に揺るぎなく立つであろう。彼らは、人間性を備え、神を真に愛する者たちである。神がどのように働こうが、これらの勝利者はビジョンを失うことがなく、証しを怠ることなく、なおも真理を実践するであろう。彼らは大いなる患難から最終的に脱け出す者たちである。

2 本当に神に従う者たちは、自分の働きへの試みに耐えることができるが、真に神に従っていない者は、神のいかなる試練にも耐えることができない。遅かれ早かれ、彼らは追放されるが、勝利者は神の国に留まるであろう。人間が神を真に求めているかどうかは、その人の働きに対する試み、すなわち神の試練により判断されるのであり、それはその人自身の判断とは無関係である。神は誰かを気まぐれに拒むことはない。神が行う全てのことは人間を完全に確信させることができる。神は、人間に見えない事や、人間を確信させることができない働きを一つも行わない。人間の信仰が真実であるかどうかは、事実により証明されるのであり、人間が決めることはできない。「麦を毒麦に変える事はできず、毒麦を麦に変える事もできない」ということは疑いの余地が無い。神を真に愛する者たちはみな最終的に神の国に留まり、神は神を真に愛する者を不公平に扱うことはないであろう。

『神の出現と働き』「神の働きと人間の実践」（『言葉』第1巻）より編集


662 試練の中で人間が保持すべきもの

1 神の働きの各段階には、人が協力すべき道がある。人が精錬を経ながら確信をもてるように、神はその人を精錬する。人が神によって完全にされることを確信し、進んで神の精錬を受け入れ、神によって取り扱われ、刈り込まれるように、神は人間を完全にする。神の霊は人の中で働きを行ない、その人に啓きと照らしをもたらし、神に協力して実践するようにさせる。神は精錬のさなかに言葉を述べない。神が声を発することはないが、それでも人がなすべき働きは存在する。あなたはすでにもっているものを守らなければならず、神に祈り、神のそばから離れず、神の前で証しに立つことができなければならない。そうすれば、あなたは自分の本分を尽くせるだろう。

2 人の確信と愛に対する神の試練においては、その人が神により多く祈り、神の前で神の言葉をより頻繁に味わうことが求められる。あなたがたはみなそのことを神の働きから理解しなければならない。そうしたわけで、人が尽くすべき本分をあなたははっきり理解する必要がある。神の旨が本当は何であるか、あなたは知らないかもしれないが、それでも自分の本分を尽くし、祈るべきときに祈り、真理を実践すべきときに実践し、人がなすべきことを行なうことができる。あなたは本来のビジョンを保つことができるのである。そのようにして、あなたは神の働きの次なる段階をより受け入れられるようになる。

3 心構えをもつことは、神が人間を完全にする過程で極めて重要である。あなたが神による働きのどの段階も疑わず、人間の本分を尽くし、神が自分に実践させている物事を真摯に保つのであれば、つまり、神の忠告を心に留め、神が今日どのような働きを行なっても神の忠告を忘れず、神の働きに疑念を抱かず、自分の心構えを維持し、自分の証しを守り、その道のあらゆる段階で勝利するなら、最終的にあなたは神によって完全にされ、勝利者にされるだろう。神による試練の各段階で揺るぎなく立ち、最後になっても堅く立てるなら、あなたは勝利者であり、神によって完全にされた者である。

『神の出現と働き』「あなたは神への忠誠を保たなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


663 試練が降りかかるとき神の側に立つべき

1 あなたは数多くの失敗や弱さを経験し、消極的な状態に何度も陥ったが、それはすべて神の試練だと言える。なぜなら、あらゆることは神に由来し、すべての物事や出来事も神の掌中にあるからである。あなたが失敗しようが、弱かろうが、躓こうが、そのすべては神次第であり、神の手の内に握られている。神の視点から見れば、それはあなたの試練であり、あなたがそのことを認識できなければ、それは試みになるだろう。人々が認識すべき二種類の状態がある。その一つは聖霊に由来するものであり、もう一つの根源はサタンの可能性がある。前者は、聖霊があなたを照らし、あなたが自分を知り、自分を忌み嫌い、自分について悔いるようにし、神に対する真の愛をもち、神を満足させることを決心できるようにする状態である。後者は、自分のことを知っているものの、消極的かつ弱いという状態である。この状態は神の精錬だと言えるし、サタンの試みだとも言えるだろう。

2 それは神による自分の救いであると認識し、自分はいま神に大きな借りがあると感じ、その時から神にその借りを返そうとして、そのような堕落に二度と陥らず、神の言葉を飲み食いすることに努力し、自分のことを常に至らない存在であると見なし、切望する心をもつならば、それがまさに神の試練である。苦難が終わり、あなたが前進を再開した後も、神は引き続きあなたを導き、あなたに照らしと啓きを与え、糧を施すだろう。しかし、あなたがそれを認識せず、否定的になり、ただ自暴自棄になって失望し、そのように考えるのであれば、サタンの試みがあなたに臨むだろう。ヨブが試練を受けたとき、神とサタンは互いに賭けをし、神はサタンにヨブを苦しめることを許した。ヨブを試していたのは神だったが、実際にヨブのもとへ来たのはサタンだった。サタンとしてはヨブを試みたのだが、ヨブは神の側についていた。そうでなければ、ヨブは試みに負けていたはずである。人間は試みに負けるとすぐ危険に陥る。精錬を受けることは神からの試練だと言えるが、あなたが良い状態になければ、それはサタンによる試みだとも言える。

『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」（『言葉』第1巻）より編集


664 神が人間の信仰を試すとき

1 わたしが人間の信仰を試すと、ただの一人も真の証しをする能力がなく、ただの一人もすべてを捧げることができない。人間は隠れ、まるでわたしが人間の心を奪おうとしているかのように、心を開くことを拒んでいる。ヨブでさえ、けっしてほんとうに試練に立ち向かおうとせず、また苦しみの中で香りを放たなかった。人間は皆、春の暖かさに緑をほの見せる。だが彼らはけっして冬の冷気の中で緑を保たない。人は霊的背丈が痩せ細っており、わたしの目的を達成できない。

2 すべての人間の中で、他の手本となれる者は、誰一人いない。人間は基本的に同じで、他人と異なるところがなく、区別するべき特徴も、ほとんどない。このため、今日でも、人間はまだわたしの業を完全に知ることができない。わたしの刑罰がすべての人間の上に下ってはじめて、知らずにわたしの業に気づき、わたしが何もしなくても、強いなくても、人間はわたしを知るようになり、そこでわたしの業を見ることになる。これがわたしの計画であり、これはわたしの業の現れであり、これが人間の知るべきことだ。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十六章」（『言葉』第1巻）より編集


665 試練の中で神が求めるのは人の真の心だ

1

新しい信者の信仰は薄く

真理を知って間もない頃は

何をして良いのか分からない

試練に遭う時あなたは祈り

神に心を支配させ全てを捧げる事が出来る

聞けば聞くほどあなたはより

神の言葉の真理や説教の意味を理解する

育てば育つほど神は期待し

神の標準はあなたの成長と共に増してゆく

神が試練を与える時あなたは神と共にあるのか

あなたの肉と

またはサタンと共にあるのかを見ている

神が試練を与える時あなたは神の心と調和して

神の側に立つのかどうか

あなたの立場を見ている



2

聞けば聞くほどあなたは知り

神の真理を吸収し霊的レベルは成熟する

知れば知るほど神は期待し

神の標準はあなたの成長と共に増してゆく

神が試練を与える時あなたは神と共にあるのか・・

あなたの肉と・・

またはサタンと共にあるのかを見ている

神が試練を与える時あなたは神の心と調和して

神の側に立つのかどうか

あなたの立場を見ている

人の心が神に明け渡される時人は神に近づいて行き

心はより神を畏れ始める

神を畏れる心こそ神の望む心なのである

神が試練を与える時あなたは神と共にあるのか

あなたの肉と

またはサタンと共にあるのかを見ている

神が試練を与える時

あなたは神の心と調和して神の側に立つのかどうか

あなたの立場を見ている

神を畏れる心こそ神の望む心なのである



『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


666 神の言葉によって試されることは祝福されること

1 すべての人々は、神の言葉によって精錬を受けている。神が受肉していなかったなら、人類はそのような苦しみにあずかるという祝福を受けることなどなかっただろう。言い換えれば、神の言葉による試練を受け入れることができる人々は、みな祝福されている。人々はその元来の素質、行動、そして神に対する態度に基づいて考えれば、このような精錬を受けるには値しない。この祝福を享受しているのは、神によって高められたからである。人々はかつて、自分は神の顔を見るに値せず、神の言葉を聞く資格もないと言っていた。現在人々が神の言葉による精錬を授かっているのは、もっぱら神によって高められたことと、神の憐れみのおかげである。これが終わりの日に生まれた者一人一人に与えられる祝福なのだ。あなたがたは自分自身それを体験しただろうか。

2 人間がどの側面で苦難や挫折を体験するかは、神によって予め定められており、人間自身の要求によって決まるものではない。これはまぎれもない事実である。神を信じるものは皆、神の言葉による試練を受け入れ、その言葉の中で苦しむ能力を持っていなければならない。このことをはっきりと理解できるだろうか。だからあなたは、経験した苦難と引き換えに、今日の祝福を得たのである。神のために苦しまなければ、神の称賛を得ることはできない。あなたはかつて不平を言っていたかもしれないが、これまでにどれだけ不平を言ってきたとしても、神はそのことを思い出さない。もう今日という日が来たのであり、昨日のことをふり返る必要はないのだ。

『神の出現と働き』「神への真の愛は自発的なものである」（『言葉』第1巻）より編集


667 人間は神の善意を理解しない

1 人々は神の試練をしばしば懸念し、恐れながら、常にサタンの罠の中で生き、サタンに攻撃され、虐げられる危険な領域で生活しています。それでも人々は恐れを知らず、動揺することもありません。これはどういうことでしょうか。神に対する人間の信仰は、その人が見える物事に限られます。人間に対する神の愛と気遣い、あるいは神の優しさや配慮に対してまったく感謝することがありません。神の試練、裁き、刑罰、威厳、怒りに対するわずかな不安と恐れを別にして、人間は神の善意をほんの少しも理解したことがないのです。

2 人々は試練と聞いただけで、神にあたかも隠れた動機があると感じており、また神が自分たちに対して何をするかに気づかないまま、神は邪悪な意図を抱いていると信じる人さえいます。そのため、人々は神の主権と采配に従うと叫びながら、同時にあの手この手で人間に対する神の主権と采配に反対するのです。気をつけなければ神によって間違った方向へ導かれてしまう、自分の運命をしっかり握っていなければ、自分がもつものをすべて神に取り上げられてしまい、人生すら終わってしまうかもしれないと信じているからです。

3 人間はサタンの陣営にいますが、サタンに虐げられることを恐れず、またサタンに虐げられていながら、サタンに囚われることを恐れません。人間は神の救いを受け入れると言い続けながら神を信頼せず、神がサタンの爪から人間を真に救うことも信じません。人がヨブのように神の指揮と采配に従うことができ、自分の存在全体を神の手に委ねることができれば、ヨブと同じ結末を迎えられる、つまり神の祝福を受け取れるのではないでしょうか。神の支配を受け入れ、それに従うことができれば、失うものなどあるでしょうか。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


668 神による人間の精錬は最も意義深い

1

神は人のありさまや神に対する態度に直面した時

人が神への認識と従順さ

愛と証しの両方を持つことができるように

新しい業を行った

人は神の鍛錬 裁きと取り扱い

刈り込みを体験しなければならない

そうでないと人は本当に神を知り

神を愛することは絶対にできない



2

神による鍛錬は一方的ではなく

多面的な効果のためであり

神は喜んで真理を求める者に鍛錬を行う

こうして人々の神への決意や愛は

神により完全にされる

Oh・・神により完全にされる



3

真理を探し求め神を慕う者にとって@鍛錬は意義深く

神は義の性質と要求を公けにし

より啓示を与え実際の刈り込みと取り扱いを行う

事実と真理を比べることによって

神は人がより己を知るようにさせる

神はより多くの真理への認識と

更に深い神の意志への理解を与えることによって

人が真実で純粋な神への愛を抱くようにする

神による鍛錬は一方的ではなく

多面的な効果のためであり

神は喜んで真理を求める者に鍛錬を行う

こうして人々の神への決意や愛は

神により完全にされる

Oh・・神により完全にされる



『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」（『言葉』第1巻）より編集


669 苦しい試練を通してのみ神の麗しさを知ることができる

1

神を満足させることを求めるのは

神への愛を持って神の言葉を実行することである

いつであれ 他の人の力が欠けても

あなたは神を愛し 深く慕い

神のことを焦がれる

これが実際の背丈である



2

あなたの背丈は神への愛によって

あなたが試練の中でも

立つことができるかどうかによって決まる

またあなたの背丈は

環境によってあなたが弱くなるかどうか

拒否されても立場を守れるかどうか

それによって決まる

事実が到来すれば

神への愛がどのようなものか示されるだろう



3

神が人を本当に愛することは

その業から分かるが

人の霊の眼は十分に開いていない

神の意志や業 麗しさについて

多くを見抜くことが出来ず

神への愛をほとんど持っていない

あなたはずっと神を信じてきた

あなたを正しい道に導いたのは

神の厳しい裁きと神の崇高な救いによるものである

人は苦難と精練を通してのみ神の麗しさを知る

今までの経験でその一部を知っているが

まだ十分ではない

何故なら

人には多くの欠けた部分があるので十分ではない

人はもっと多くの神の業と

全ての苦難の精錬を体験しなければならない

その時こそ人の性質は変わる

その時こそ人の性質は変わる



『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」（『言葉』第1巻）より編集


670 苦難と試練を通してのみ真に神を愛することができる

1

どれほど神を愛し

神があなたにしたことを知っているかを

学びなさい

神が地に来て

人に為し見せたものによって

人は神を愛し知る

人が神のため苦難に耐え

ここまで来られたことは

神の愛と救い

神が人の中で行った裁きと刑罰のおかげだ

裁きと試練、刑罰がなく

神が苦難を与えなければ

神を愛さない

神の業と苦しみが大きいほど

神の業の意義が分かり

真に神を愛せるようになる

精錬と試練なくして

神への愛を学べるか？

神が愛と恵み、憐みしか与えなければ

神を愛せるか？



2

試練が与えられると

人は自分の欠陥に気づき

卑劣でちっぽけな卑しい者で

何も持たず無価値であることを思い知る

神はこうした試練とともに

神の麗しさを経験できるような環境を与えてくれる

苦痛は激しく

耐え難い程の悲嘆がもたらされるが

人は神の業の素晴らしさを見る

それを基盤として

神への愛が生まれるのだ

裁きと試練、刑罰がなく

神が苦難を与えなければ

神を愛さない

神の業と苦しみが大きいほど

神の業の意義が分かり

真に神を愛せるようになる

精錬と試練なくして

神への愛を学べるか？

神が愛と恵み、憐みしか与えなければ

神を愛せるか？



『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」（『言葉』第1巻）より編集


671 試練の中で証しするなら神はあなたに現れる

1 あなたはヨブの試練を受けると同時に、ペテロの試練も受ける。ヨブは試された際に証しを行ない、最後にヤーウェがヨブに示された。証しを行なった後、ヨブは初めて神の顔を見るのにふさわしい者となったのである。「わたしは汚れた地から隠れ、聖なる国に自分を現わしている」と言われたのはなぜか。それは、聖くなって証しを行なわなければ、神の顔を見る品位は得られない、という意味である。神の証しを行なえなければ、あなたには神の顔を見る品位がない。精錬に直面した際、退いたり、神に不満をぶつけたりして神の証しを行なわず、サタンの笑い者になったとしたら、神の出現を得ることはできない。

2 あなたがヨブのように、試練のただ中で自らの肉を呪い、神に不満をぶつけず、文句を言うことも、自分の言葉で罪を犯すこともなく、自分の肉を忌み嫌うことができれば、あなたは証しを行なっている。ある程度の精錬を受けてなお、ヨブのように神の前で完全に服従し、神にその他の要求をしたり、自身の観念を抱いたりしないのであれば、神はあなたの前に現われる。

『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」（『言葉』第1巻）より編集


672 神が人に試練を与えるのは人を清めるため

1 神への信仰において人が求めるのは将来の祝福を得ることであり、それが信仰における目標です。すべての人にこの意図と望みがありますが、人の本性にある堕落は試練を通じて解決されなければなりません。人が清められていない側面がどれであろうと、その側面において精錬されなければなりません。それが神の采配なのです。あなたが自分の堕落を認識できるよう、神はあなたのために環境を整え、そこでの精錬をあなたに強います。最終的に、あなたは死んで企みや欲望を諦め、神の支配と采配に服従したいと思うまでになります。それゆえ、数年間の精錬を受けず、ある程度の苦難を経なければ、人は自身の考えや心における肉の堕落の束縛を捨て去ることが出来ません。

2 あなたはどの側面においてもいまだサタンに束縛され、自分の欲望と要求を抱いていますが、それらの側面において試練を受けなければなりません。教訓は試練を通じてのみ学べるのであって、それは真理を得て、神の意図を理解できるということを意味します。実際、多くの真理はつらい試練を経験することで理解されます。楽な環境にいるときや状況が好都合なとき、神の考えを理解したり、神の全能性と知恵を認識したり、神の義なる性質を正しく理解したりすることは誰にもできません。そのようなことはありえないでしょう。それゆえ、数年間の精錬を受けず、ある程度の苦難を経なければ、人は自身の考えや心における肉の堕落の束縛を捨て去ることが出来ません。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


673 神による人間の試練と精錬の意味

1 精錬の働きの目的は、おもに人々の信仰を完全にすることである。最終的に、あなたは立ち去りたいのに立ち去れないという状態に至る。中には希望のひとかけらを奪われてもなお信仰をもてる人もいる。そして人々は自分の将来の見込みについて、もはや何の希望も抱かない。そのとき初めて神の精錬は完了する。人間はいまだ生死のあいだを彷徨う段階に達しておらず、死を味わったことがないので、精錬の過程はまだ終わっていない。効力者の段階にある者たちでさえ、極限までには精錬されてはいなかった。ヨブは極限の精錬を経ており、頼れるものが何もなかった。すべての希望を失い、頼るものが何もなくなるところまで、人は精錬を受けなければならない。それだけが真の精錬である。あなたはヨブの試練を受けると同時に、ペテロの試練も受ける。ヨブは試された際に証しを行ない、最後にヤーウェがヨブに示された。証しを行なった後、ヨブは初めて神の顔を見るのにふさわしい者となったのである。

2 「わたしは汚れた地から隠れ、聖なる国に自分を現わしている」と言われたのはなぜか。それは、聖くなって証しを行なわなければ、神の顔を見る品位は得られない、という意味である。神の証しを行なえなければ、あなたには神の顔を見る品位がない。精錬に直面した際、退いたり、神に不満をぶつけたりして神の証しを行なわず、サタンの笑い者になったとしたら、神の出現を得ることはできない。あなたがヨブのように、試練のただ中で自らの肉を呪い、神に不満をぶつけず、文句を言うことも、自分の言葉で罪を犯すこともなく、自分の肉を忌み嫌うことができれば、あなたは証しを行なっている。ある程度の精錬を受けてなお、ヨブのように神の前で完全に服従し、神にその他の要求をしたり、自身の観念を抱いたりしないのであれば、神はあなたの前に現われる。

『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」（『言葉』第1巻）より編集


674 神が為すのは人を完全にし愛することだけ

1 効力者の時代から今日に至るまで、人は人知を超える神の働きがいかに素晴らしいかを目の当たりにしている。人の頭脳では、神がいかに働きを行なうかなど理解できないし、自分の霊的背丈がいかに小さいかや、自分に不従順な物事があまりに多いことを悟ってもいる。神が人を呪ったとき、それはある効果を生じさせるためであり、人を死に追いやることはなかった。神は人を呪ったものの、それは言葉によって行なわれたのであり、神の呪いが実際に人に降りかかることはなかった。なぜなら、神が呪ったのは人の不従順であり、ゆえに神が呪いの言葉を発したのは人を完全にするためでもあったからである。神が人を裁くにしても、あるいは呪うにしても、それは人間を完全にする。どちらも人の中にある不純なものを完全にすべくなされるのである。

2 厳しい言葉であれ、裁きであれ、あるいは刑罰であれ、神の働きの各段階は人を完全にするものであり、絶対的に適切なものである。どの時代においても、神がこのような働きを行なったことはない。今日、あなたがたが神の知恵を理解するよう、神はあなたがたの中で働きを行なっている。あなたがたは内面においていくばくかの苦痛を味わってきたが、心は安定していて平安である。神の働きのこの段階を享受できるのは、あなたがたの祝福である。将来得られるものが何であるかにかかわらず、あなたがたが今日、自分における神の働きの中で見られるものは愛である。

3 神があなたを取り扱うのはあなたを救うためであり、取り扱われる際に苦痛を感じることがあっても、あなたの性質に変化が起こる日はいずれやって来る。その時、あなたは振り返って神の働きがいかに賢明かを知る。またその時、あなたは神の旨を真に理解できる。おそらくあなたは、今ははっきりとわからないだろう。しかし、神の栄光の日がすでに訪れたことを知るときがいつか来る。また、神を愛することがいかに意義深いかを知ることで、あなたは人生を知るようになり、あなたの肉は神を愛する世界に生きる。あなたの霊は解放され、あなたの生活は歓びに溢れ、あなたは常に神のそばにいて神を仰ぎ見る。その時あなたは、今日の神の働きがいかに価値あるものかを真に理解する。

『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」（『言葉』第1巻）より編集


675 神の精錬の働きの目的

1 すべての人にとって精錬は耐え難く、非常に受け入れ難いものであるが、神が自身の義なる性質を人に明らかにし、人に対する要求を公にし、より多くの啓き、そしてより現実的な刈り込みと取り扱いを与えるのは精錬のさなかである。事実と真理の比較を通じ、神は自己と真理に関するより大きな認識を人に授け、神の旨をより深く理解させ、そうしてより真実かつ純粋な神への愛を人が抱けるようにする。それらが精錬を実行する神の目的である。

2 人の中で神が行なうすべての働きには固有の目的と意義がある。神は無意味な働きをせず、人に恩恵がない働きもしない。精錬とは人々を神の前から取り除くことでなく、地獄で人々を滅ぼすことでもない。それはむしろ、精錬のさなかに人の性質を変え、その人の意図や従来の見方を変え、神に対する愛を変え、生活を変えることを意味する。精錬は人に対する実際の試練の一つであり、実際の鍛錬の一形態であって、精錬のさなかでのみ人の愛はその本質的な機能を果たすことができる。

『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」（『言葉』第1巻）より編集


676 精錬から信仰が生まれる

1 つまり、あなたが神を見られるのは自分の信仰の中からだけであり、あなたに信仰があるとき、神はあなたを完全にするのである。信仰がなければ、神はそれを行なうことができない。自分の実際の経験の中で神の業を見るという信仰があれば、神はあなたの前に現われ、あなたを中から啓いて導く。この信仰がなければ、神がそれを行なうのは不可能である。あなたが神への望みを失ったとしたら、どうして神の働きを経験できるだろうか。したがって、あなたに信仰があり、神に対して疑いを抱かず、神が何をしようと神に対する真の信仰をもっているときにだけ、神はあなたの経験を通じてあなたを啓いて照らし、そのとき初めてあなたは神の業を見ることができる。これらはすべて信仰を通じて成し遂げられる。信仰は精錬を通じてのみ生じるのであって、精錬なくして信仰が育まれることはあり得ない。

2 「信仰」というこの言葉は何を指すのか。信仰とは、見ることも触れることもできないものがあるとき、神の働きが人間の観念にそぐわないとき、また、それが人間の手に届かないときに、人間がもつべき真の信念であり、誠実な心である。これこそが、わたしの言う信仰である。苦難や精錬のとき、人は信仰を必要とする。そして信仰の後には精錬が続く。精錬と信仰は切り離せないのである。神がどのように働きを行なおうと、また自分の環境がどのようなものであろうと、あなたはいのちと真理を追い求め、神の働きに関する認識を求め、神の業を理解し、真理にしたがって行動することができる。そうすることが真の信仰をもつということであり、あなたが神への信仰を失っていないことを示している。

『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」（『言葉』第1巻）より編集


677 精錬の中でも神を愛するには

1 精錬の間、人はどのように神を愛するべきか。神を愛する決意を行ない、神の精錬を受け入れることによってである。精錬されている間、あなたはナイフで心をえぐられるかのように、内なる苦しみに苛まれる。それでもあなたは神を愛する心によって神を満足させようとし、肉を労わろうとはしない。これが神への愛を実践することの意味である。あなたは内面で傷つき、苦しみもある程度に達しているが、それでも喜んで神の前に出てこう祈る。「ああ、神よ！　わたしはあなたから離れることができません。わたしの中には暗闇がありますが、それでもあなたに満足していただきたいのです。あなたはわたしの心をご存知です。どうかあなたの愛をもっとわたしにお授けください」。これが精錬のさなかにおける実践である。神への愛を基礎として使えば、あなたは精錬によっていっそう神に近づき、神との親密さが増す。

2 人がサタンの支配下に最もたやすく陥るのは苦しい精錬のさなかである。では、そのような精錬において、あなたはどのように神を愛するべきなのか。自分の意志を奮い立たせ、自分の心を神の前で晒し、自分の時間を残らず神に捧げるべきである。神がどのようにあなたを精錬しても、あなたは真理を実践して神の旨を満たし、自ら神を求め、交わりを求めるべきである。自分の役割を果たすことが必要なときは、たとえうまくそれを果たせないにしても、ただ神への愛を使ってできる限りのことを行ないなさい。あなたがうまく行ったとか失敗したなどと他人は言うだろうが、他人が何を言おうとあなたの意図は正しく、あなたは独善的ではない。あなたは神のために行動しているからである。

『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」（『言葉』第1巻）より編集


678 苦難と精錬を通してのみ神に完全にされる

1 神の本当の愛は神の全性質であり、神の全性質が人に示される時、これはあなたの肉体に何をもたらすのであろうか。神の義である性質が人に示される時、その人の肉体は必然的にひどい痛みに苦しむ。あなたがこの痛みに苦しまなければ、あなたは神に完全にされることができず、本当の愛を神に捧げることもできない。神があなたを完全にすれば、神は必ずその全性質をあなたに示す。天地創造の時から今日まで、神が人間にその全ての性質を見せたことはなかった。しかし、終わりの日のさなか、神は自ら運命づけて選んだこの人々の一群に神の性質を明らかにし、人を完全にすることによって神の性質をさらけ出し、それによって人々の一群を完全にする。それが人への神の本当の愛である。

2 人への神の本当の愛を経験するには、激しい痛みに耐え、高い代償を払うことが要求される。そうして初めて人は神のものとされ、その本当の愛を神に返すことができ、そうして初めて神の心は満ち足りる。人が神により完全にされることを望むなら、また、神の意志を行い、真実の愛をあますところなく神に捧げることを望むなら、人は多くの苦しみとたくさんの苦痛を周囲の状況から経験しなければならず、死よりもひどい痛みに苦しむことになる。最終的には人は真実の心を神に返すことを強いられる。人が本当に神を愛しているかどうかは、困難と精錬の間に明らかにされる。神は人の愛を清めるが、これも困難と精錬の真っただ中でなければ達成されない。

『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


679 精錬とは神が人を完全にする最良の方法

1

神の精錬が多いほど人はより神を愛し

心の苦痛はいのちの益となる

神の前で平安になり

彼らはより神に近づき

神の愛と救いを見ることができる

ペテロは何百回も精錬を経験し

ヨブは幾つかの試練を経験した

あなたも精錬されるべきだ

何百もの試練を経験し

この段階に頼らねばならない

そうすればあなたは神を満足させることができ

神はあなたを完全にするだろう



2

あなたはある段階まで精錬された時

自分の弱さと問題を見るだろう

自分がどれだけ欠けていて

問題を克服できず

不遜であるかをあなたは知るだろう

試練はあなたの真の状態を示すだろう

そして試練はあなたを完全に

より完全にすることができる

人々に苦難がなければ

神への真の愛に欠けるだろう

試みを受けず精錬の対象にならないなら

彼らの心は常に外の世界に流れ出すだろう

精錬は人が完全にされる最良の方法である

試練と精錬により人は神を真に愛する

そう 人は真に神を愛する

そう 人は真に神を愛する



『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」（『言葉』第1巻）より編集


680 精練の苦しみを経て初めて、人の愛は純粋になる

1

ペテロは生涯、多くの試練を受けた

精錬は神への至高の愛の基礎

ペテロにとって最も重要な経験

決意よりも、精錬と苦しみにより神を愛した

苦しみにより愛に導かれ

忘れがたい思い出となった

精錬に苦しまずに神を愛そうとするなら

人の愛は当然偏ってしまう

精錬に苦しまずに神を愛そうとするなら

サタンの思いで汚され

神の意志を満たせない



2

神を愛そうと決めても真に愛せるわけではない

人の思いではなく、神のためであるかのように

神を愛し満足させたいと願うかもしれない

だが神の前では褒められず祝福されない

真理を理解し知っていても

神への愛のしるしにはならない

精錬なしに多くの真理を理解出来ても

人々は真理を実行出来ない

精錬された時のみ

真理の本当の意味を理解出来

その深い意味を味わうことが出来る



3

その時、人は真理を神の意志として行える

そして人間的な思いや本性は減っていく

全ての人間的感情も減少する

その時こそ、全てのことで愛を示せる

神を愛することの真理は

言葉の認識や願いや理解によっては実らず

代価を求める

つまり人が精錬で苦しむことをすると

愛は純粋になり

必ず神の心を満たすだろう



『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」（『言葉』第1巻）より編集


681 神は人を完全にするために試練と精錬を与える

1

あなたが神を信じるなら、神に従い

真理を実践し、本分を尽くし

そしてあなたが経験すべきことを

理解しなくてはならない

裁きと懲らしめを受けるだけで

神がいつ取り扱い、懲らしめているのか

分からないなら

全くだめなのだ

一度精錬に耐えるだけでは不十分だ

あなたは進み続けるべきなのだ

神を愛することは絶えることなく続く

ああ、これは限り無いレッスンだ



2

人が神から精錬を受ける時

人は苦しみの中を通り

神への愛は強まり

神の力が人の中でさらに示される

神からの精錬が小さければ

神への人の愛は弱まり

人の中で神の力は弱くなってしまう

精錬と人の痛み大きく

苦悩が多いほど神への愛は深まり

神への信仰はより真実なものとなり

人は神をより深く知るだろう



3

人は多くの精錬と懲らしめを受け

神を深く愛し、知るようになる

一度も取り扱われたことがなければ

浅い認識しか持てない

取り扱いと懲らしめを受けて人は

神への真の認識を語れる

人間への神の働きが

素晴らしいほどその価値と意義が増す

不可解で観念と矛盾するほど

神の働きはあなたを更に征服でき

あなたを獲得し、完全にする



『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」（『言葉』第1巻）より編集


682 神は様々な方法で人間を完全にする

1 聖霊は各人において歩むべき道をもち、各人に完全にされる機会を与える。あなたは自らの消極性をとおして自らの堕落を知らしめられ、その後消極性から脱け出すことにより実践の道を見いだす。それはどれもあなたが完全にされる方法である。さらに、あなたの中にある肯定的なものの幾つかに継続的に導き照らされて、あなたは積極的に自らの役割を果たし、識見を増やして識別力を身に付ける。状態が良好な時、あなたは神の言葉を読むことや神に祈ることを殊更に望み、聞く説教を自らの状態と関連づけることができる。このような時、神は内側からあなたを啓き照らし、あなたに肯定的側面の幾つかについて理解させる。あなたはこのように肯定的側面において完全にされる。

2 消極的な状態において、あなたは弱く消極的である。自分の心には神がいないと感じるが、神はあなたを照らし、あなたが実践の道を見いだすのを助ける。ここから出ることが、消極的側面における完全化の達成である。神は肯定的側面と消極的側面の両面で人間を完全にすることができる。それはあなたが経験することができるか、神に完全にされることを追求するか否かにより異なる。神に完全にされることを真に求めるならば、消極的側面は損失ではなく、現実的なものをもたらす。また、自分に欠如しているものを知ること、自分の真の状態をさらに把握すること、人間は何も持っておらず何でもないことを知ることがさらにできるようになる。試練を経験しないならば、知らないままであり、常に自分が他人よりも上で、優れていると感じる。これらすべてをとおして、あなたはこれまで遭遇したことは全て神が行ったことであり、神により保護されていたことを知る。

3 試練に入ることにより、愛も信仰もなく、祈りが欠如し、讃美歌を歌うことができない状態に陥る。そして気付かぬうちに、この真最中に自分自身を知る。神には人間を完全にする手段が多数ある。神はありとあらゆる環境を用いて人間の堕落した性質を取り扱い、様々な物事を用いて人間を暴き出す。神は、ある点に関しては人間を取り扱い、別の点に関しては人間を暴き、また別の点に関しては人間を明らかにし、人間の心の奥にある「奥義」を掘り出して明示し、人間にその数々の状態を明らかにすることにより本性を示す。神が実践的であることを人間が知ることができるように、神は暴露、取り扱い、精錬、刑罰など、様々な手段を通して人間を完全にする。

『神の出現と働き』「実践に集中する者だけが完全にされることができる」（『言葉』第1巻）より編集


683 神の恵みを享受しても神を知ることはできない

1 人が神のために苦しむことができ、ここに至ることができたのは、ある意味では神の愛のおかげであり、別の意味では神の救いのおかげ、さらには神が人に行なった裁き、そして刑罰の働きのおかげである。神の裁き、刑罰、試練がなく、神があなたがたを苦しめていなければ、率直に言って、あなたがたが真に神を愛することはない。人に為された神の働きが偉大であればあるほど、そして人の苦しみが大きければ大きいほど、神の働きがどれほど意義深いかが明らかになり、その人の心は真に神を愛することができる。

2 今日、神の恵みと愛と慈悲だけでは真に自己認識することができず、ましてや人の本質を知るなど不可能であることを、人は理解している。神の精錬と裁きによってのみ、また、精錬それ自体の過程においてのみ、人は自分の欠点を知り、自分に何もないことを知る。このように、神に対する人の愛は神の精錬そして裁きという礎の上に築かれる。もしもあなたが神の恵みだけを享受し、平和な家庭生活や物質的な祝福があるのであれば、あなたは神を得ておらず、神への信仰が成功したとは考えられない。

3 神はすでに肉における恵みの働きの一段階を行なっており、人に物質的な恵みを授けてきたが、人は恵みと愛と慈悲だけでは完全になれない。人は自分の経験の中で神の愛の一部と出会い、神の愛と慈悲を知っているが、一定期間経験すると、神の恵みと愛と慈悲が人を完全にすることはできず、人の中にある堕落を明らかにすることも、その人の堕落した性質を取り除くことも、その人の愛と信仰を完全にすることもできないのだと理解する。神による恵みの働きは一時の働きであり、人は神を知るにあたり、神の恵みを享受することには頼れないのである。

『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」（『言葉』第1巻）より編集


684 真心で神を求める者はみな神の祝福を得られる

1 神の働きのこの段階において、人はどのように神に協力すべきか。現在、神は人々を試している。神は言葉を発しておらず、姿を隠し、人々と直接接触していない。外側からは神が何の働きも行なっていないように見えるが、実際には依然として人間の中で働きを行なっている。いのちの成長を追い求めている者はみな、いのちを追求するビジョンがあり、たとえ神の働きを完全に理解していなくても疑念を抱かない。試練を経ている間、神がどのような働きを行なおうと望んでいるか、どのような働きを完遂しようと望んでいるかを知らなくても、人間に対する神の意向は常に善であることを知るべきである。あなたが誠心誠意神を追い求めれば、神があなたのもとから去ることはなく、最後はきっとあなたを完全にし、人々を適切な終着点に連れて行く。

2 現在、神が人々をどのように試しているかを問わず、神が人々に対し、その行ないに基づき、適切な結末と報いを与える日がいつか来る。神が人々を特定の地点まで導き、その後見捨てて無視することはない。なぜなら、神は信頼に足るからである。人々が神の働きを経験するには、まず神による現在の働きと、人がどのように協力すべきかを理解する必要がある。まさしく、これはすべての人が理解すべき事柄なのである。しかし、神の働きが一定の段階に達したのだから、神は何があろうと全人類を死に追いやらないのだと信じる必要がある。神は人類に約束と祝福の両方を与え、神を追い求める者はみな神の祝福を得られるが、そうしない者は神に捨て去られる。それはあなたの追求次第である。他に何があろうと、神の働きが終わりを迎えるとき、すべての人が適切な終着点を得るのだと信じなければならない。

『神の出現と働き』「あなたは神への忠誠を保たなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


685 人が為すべきことを保持しなさい

1

純潔な乙女と聖なる霊の体を捧げる

それは神に誠意を尽くすこと

人が神に誠意を尽くせるのは純潔だ

聖霊の働きには条件がある

人は心を尽くして求め

神の行いに疑惑を持たず

本分を常に保持すべきだ

これが聖霊の働きを得る方法

この道が正しいと信じるなら

終わりまで従い

神へ忠誠を尽くすべきだ

あなたを完全にするため

神自らが地上に来るのを見たのだから

心全てを神に捧げるべきだ

神が何をしても あなたの結果が悪くても

常に神に従うことができる

これが純潔を保つということ



2

神の働き全てに人は大きな信仰を持ち

神の前で求めるべきだ

人は経験を通してのみ

神の麗しさ 聖霊の働きを見ることができる

あなたが経験・模索せず

求めないなら何も得ないだろう

経験を通し

神の業を素晴らしく 計り知れない神を見るから

この道が正しいと信じるなら

終わりまで従い

神へ忠誠を尽くすべきだ

あなたを完全にするため

神自らが地上に来るのを見たのだから

心全てを神に捧げるべきだ

神が何をしても あなたの結果が悪くても

常に神に従うことができる

これが純潔を保つということ

創造物の本分を尽くし

たとえ結果がどうであろうと

神を知り 愛することが求められる

どう扱かわれようと不平を言わない



『神の出現と働き』「あなたは神への忠誠を保たなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


686 神の救いを得る者だけが生きている

1 暗黒の影響を受けて生きている人々は死の中に生きているのであり、サタンにとりつかれている。神に救われなければ、そして神の裁きを受け、刑罰を受けなければ、人々は死の権勢から逃れることはできず、生きている人にはなれない。こうした死人たちは神について証しをすることはできないし、神に用いられることもできない。いわんや神の国に入ることはできない。神は死人ではなく、生きている人々の証しを望んでおり、死人ではなく生きている人々が神のために働くことを求める。「死人」とは神に反対し、神に逆らう人々であり、霊が麻痺し、神の言葉を理解しない人々であり、真理を実践せず、神への忠誠心など微塵もない人々、サタンの支配下に住み、サタンに利用されている人々のことである。

2 もし、人々が生きている存在になり、神への証しを立て、神に認められることを望むならば、神の救いを受け入れ、神の裁きと刑罰に喜んで服従し、神による刈り込みや取り扱いを喜んで受け入れなければならない。そうして初めて神が要求する真理のすべてを実践することができ、そうして初めて神の救いを得て、本当に生きた存在になることができる。生きている人々は神によって救われ、神から裁きと刑罰を受けており、進んで神に身を捧げ、喜んで神に命を投げ出し、全人生を神に捧げる。生きている人々が神への証しをたてる時のみ、サタンを辱めることができ、生きている人々だけが神の福音の働きを広めることができ、生きている人々だけが神の心にかない、生きている人々だけが本当の人である。

『神の出現と働き』「あなたは生き返った人か」（『言葉』第1巻）より編集


687 失敗は自分を知る最高の機会

1 何度か失敗して倒れた経験があるのは悪いことではありません。暴かれることも同じです。取り扱われたり、刈り込まれたり、暴かれたりしたことがあるかどうかにかかわらず、次のことをどんな時も忘れてはなりません。暴かれることは断罪されることを意味しません。暴かれるのはよいことであり、自分を知る最高の機会です。それはいのちの経験を一段加速させます。それなしには、自分の堕落の真相を認識できるようになる機会も条件も背景も得られません。

2 自分の内面にある物事、掘り起こして認識するのが難しい、自身の奥深くに潜む物事の側面をすべて認識できるようになれば、それはよいことです。自分を真に認識できるようになることは、自分の道を正して新しい人になる最高の機会なのです。いったん自分を真に認識すれば、真理がいのちとなるのは本当に貴重なことだと分かるようになり、真理を渇望して現実に入るようになります。それはかくも素晴らしいことなのです。失敗し倒れるたびに、その機会を捉えて真剣に自分を反省し、自分を真に認識できれば、消極性と弱さのさなかにあっても再び立ち上がることができます。いったんその敷居を跨げば、大きな一歩を踏み出して真理の現実に入れるのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を得るには、近くの人や出来事や物事から学ばなければならない」（『言葉』第3巻）より編集


688 神が何をしようと、それはひとえに人を救うため

1 神は一人ひとりの中で働きを行ないますが、その方法が何であれ、どのような人や物事を使って力を尽くすのであれ、言葉の調子がどういったものであれ、神の最終目標は一つしかありません。それはあなたを救うことです。あなたを救うのに先立ち、神はあなたを変える必要があります。そうであれば、あなたはどうして少しばかりの苦しみを受けないでいられるでしょうか。あなたは苦しまなければなりません。この苦しみには多くのことが含まれます。あなたが自分自身を認識できるようになるよう、神はあなたの周囲に人や物事を配することがあります。さもなければ、あなたは直接取り扱われ、刈り込まれ、露わにされます。手術台の上の人と同じく、よい結末を迎えるにはいくらかの苦しみを経験しなければならないのです。

2 あなたが刈り込みと取り扱いを受けるたび、神が人や問題や物事を配するたび、あなたの感情がかき立てられ、士気が高められるなら、それは正しく、あなたは霊的背丈を得て真理の現実に入ってゆきます。あなたが刈り込まれて取り扱われ、神に環境を配されるたび、何の苦痛も不快も覚えず、まったく何も感じないなら、あるいは神の前に出てその心意を求めることも、祈ることも真理を求めることもしないなら、あなたは本当に麻痺しきっています。あまりに麻痺して霊的な感覚がないなら、神にはそのような人に働きを行なう方法がありません。

3 神があなたのために特定の環境や人や物事を采配し、あなたを刈り込んで取り扱ったとき、あなたがそこから教訓を学び、神の前に出ることを学び、真理を求めるようになり、知らぬ間に啓かれ照らされ、真理を得たなら、あなたがこれらの環境において変化を経験し、報いを受け取り、進歩を遂げたなら、あるいは神の意図を少し理解し始め、不満を言うことをやめたなら、それはどれも、あなたがこのような環境の試練のなかでしっかり立ち、試練に耐えたことを意味します。このようにして、あなたはこの試練を経るのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を得るには、近くの人や出来事や物事から学ばなければならない」（『言葉』第3巻）より編集


689 刈り込みと取り扱いを経験するのは最も有意義なこと

1 刈り込みと取り扱いを受けて消極的になる人がいます。その人は本分を尽くす活力をすべて失い、やがて忠誠心も失います。それはなぜですか。自分の行為の本質に気づいていないのがその原因の一つであり、それが刈り込みと取り扱いに服従できないことにつながるのです。また刈り込みと取り扱いの意義は何かを理解していないことも原因の一つです。人はみな、刈り込みと取り扱いを受けることは、自分の結末が定まったという意味だと信じています。結果として、神への忠誠がいくらかあれば、自分が刈り込みと取り扱いを受けるはずはないと誤って信じ、取り扱いを受けると、それは神の愛と義を示すものではないのです。そうした誤解のせいで、多くの人があえて神に「忠実」でなくなっています。実際のところ、それは結局、その人たちが過度に不実だからです。彼らは苦難を受けることを望まず、簡単に祝福を得ることばかり望みます。

2 人は神の義を認識していません。それは、神が義なることを一切したことがないという意味でも、義なることを一切していないという意味でもありません。単に、神の行なうことは義であると、人が信じていないということです。人間の目から見ると、神の働きが人の人間的な願望と一致しなかったり、人の期待にそぐわなかったりすれば、神が義であるはずはありません。しかし人は、自分の行動が不適切で真理と一致していないことを決して知らず、また自分の行動が神に抵抗していることにもまったく気づいていません。神が人の過ちを取り扱うことも刈り込むこともなく、その人の間違いを叱責せず、その人に穏やかで優しい態度をとり、怒らせたり古傷を暴いたりせず、神と食事して時を共にすることを許すなら、人は神について不満を述べることも、神は不義だと非難することもなく、むしろ神はとても義でいらっしゃると偽善もあらわに主張するでしょう。

3 そのような人は神を知っていますか。彼らの思いが神の思いと完全に一致するなどあり得ますか。このような人がどうして神を案じさせずにいられますか。神は人を裁き、刈り込んで取り扱うとき、その人が神に服従して神を愛せるよう、いのちの性質を清めて変えようとしますが、人はまったくそれに気づいていません。神が義であるとは少しも信じていないのです。神がわずかでも自分を叱責し、取り扱った途端、人はますます消極的で弱くなり、神について不満を言い始めます。神は変化した人の表われを見るとは信じようとせず、変化することに一切関心を抱きません。この状態が続けば、あなたがたは自分の観念に惑わされ、清められることも完全にされることもできません。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


691 病気の始まりは神の愛

1

全能神 万物の主は玉座から王権を振るう

万物を支配し 私たちを導く

神の前に来て いかなる時も学びなさい

全ての人々や物 全ての出来事は

神の玉座から来る許しによって存在する

だからもし病が降りかかったとしても

神には正しい意図がある

不平を言ってはならない

神は恵みを授けるだろう

肉体に苦しみを受けても

サタンの思いを抱いてはならない

病の中で神を誉め讃えよ

落胆して諦めてはならない

あなたが心から探し求めれば

神は必ず光を照らすだろう



2

ヨブのことを考えてみなさい

どんなに信仰深かったかを

神は大いなる力を持つ医者である

病のことばかり考えればあなたは病み

霊の中に留まればあなたは良くなる

あなたに息があるなら

神はあなたを死なせはしない

復活したキリストのいのちが

私たちの内にあるにもかかわらず

神への信仰が全く欠けている

神が信仰を与えますように

神の言葉はとても甘美であり

全ての人のための薬である



3

悪を辱めよ！サタンを辱めよ！

神の言葉は私たちの支えであり

私たちの心を救ってくれる

それは全ての悪を一掃し

あらゆることに平和をもたらす

信仰は一本の丸太橋のようで

臆病者は渡れない

だが犠牲を払う者は必ず渡ることができる

サタンは臆病な思いで人々を欺き

あらゆる方法で悪い思いをもたらそうとするので

私たちの毒を清めてくれるよう

神の光を求めて祈りなさい

神に近づき 支配してもらおう！



『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第六章」（『言葉』第1巻）より編集


692 試練に対する人の態度

1 今日の道を歩む中で、どのような追求が最適だろうか。追求するという行為において、あなたは自身をどのような人間とみなすべきか。それが試練であれ、苦難であれ、あるいは無慈悲な刑罰と呪いであれ、あなたは自分に現在降りかかるすべてのことに対し、どう対処すべきかを知るようにならなければならない。そうしたことに直面したとき、どんな場合もそれらを熟慮すべきである。それは、現在あなたに降りかかっていることが、詰まるところ、幾度となく生じる短期間の試練だからである。おそらくあなたに関する限り、それらはさほど精神的に負担の大きいものではなく、それゆえあなたは物事を自然の成り行きに任せており、こうした試練を自身の進歩を追求するための貴重な財産とみなしていない。あなたは何と軽率なのか。あなたはこの貴重な財産を、あたかも目の前に漂う雲であるかのように捉えるほどであり、幾度となく降り注ぐこれらの苛酷な打撃、あなたにとっては軽く思える束の間の打撃を大事にせず、むしろ冷然と傍観するだけで、深く心に刻んでおらず、単なる偶然の打撃としてしか扱わない。あなたはあまりにも傲慢である。

2 これらの繰り返される打撃や懲らしめの行為を最善の加護とみなすのではなく、天からもたらされる無意味な厄介事、あるいは自分にふさわしい天罰とみなしている。あなたはあまりにも無知である。あなたは素晴らしい時間を無情にも暗闇に閉じ込め、素晴らしい試練と懲らしめの行為を敵からの攻撃とみなすことが度々ある。自分の環境にどう適応すべきか知らず、ましてや進んで知ろうともしない。と言うのも、あなたは繰り返されるこの刑罰、あなたにとって残酷なこの刑罰から何も得ようとしないからである。探そうとも探ろうともせず、ただ自分の運命を甘受しつつ流れに身を任せている。あなたにとって野蛮な懲らしめと思える行為によって、あなたの心が変わることもなければ、心を奪われたこともない。それどころか、あなたの心は傷ついた。あなたはこの「残酷な刑罰」をこの人生における敵とみなすだけなので、何も得ていない。あなたはあまりにも独り善がりである。

3 自分の卑劣さのためにこのような試練を経験しているとはほとんど考えない。むしろ、自分は不運だと考えており、さらには、わたしがいつも自分のあら探しをしていると言う。物事がこの段階に至った今、あなたはわたしの言動について実際にどれほど知っているのか。自分は生まれながらの天才で、天より少し低いものの、地よりは無限に高いなどと考えないことだ。あなたは他の人ほど賢くないどころか、理知ある地上の誰にも増して、ほれぼれするほど愚かだとさえ言えるだろう。なぜなら、あなたは自分を過大評価しており、わたしの行動の些細な点まで見抜けるとでもいうように、いまだかつて劣等感をもったことなどないからだ。しかし実際には、あなたは根本的に理知を欠いた人である。なぜなら、わたしが何を行なうつもりなのかをまったく知らず、ましてやわたしが現在していることに気づいていないからだ。だからこそわたしは言う。あなたは懸命に働く年老いた農夫にも匹敵しない。人生というものを一切自覚していないにもかかわらず、天の祝福に頼り切って土地を耕している、そのような農夫にも匹敵しないのだ。自分自身の人生について再考することがなく、誉れとは何であるか一切知らず、ましてや自己認識など持ち合わせていない。あなたはあまりに「立派」である。

『神の出現と働き』「学習しない無知な者たち。彼らは獣ではなかろうか」（『言葉』第1巻）より編集


693 神は最後に真理をもつ人を得る

1 終わりの日に生まれたのはどのような人ですか。それは数千年にわたるサタンの堕落を経て、もはや人間らしさを持たないほど深く堕落しきった人々です。しかし神の言葉による裁き、刑罰、暴露を経験し、征服されたあと、彼らは最終的に神の言葉の中から真理を獲得して、神によって心から確信します。彼らは神についての認識に達し、完全に神に従い神の心を満足させることができます。最後には、神の経営（救いの）計画を通じて得られた人々の集団は、このような人間になるのです。経営計画全体を通じて得られる人々は、神の心を理解でき、神から真理を得て、神が求める命と人間らしさを自分のものとした人々の集団です。

2 人間は最初に創られたとき、人間らしく見えていのちをもつだけでした。しかし、彼らが得ることを神が求め、かつ望んでいたような人間らしさは、彼らの中にはありませんでした。最終的に得られる人々の集団は最後に残る人たちであり、また神が求める人々、神が満足している人々、そして神を満足させる人々です。数千年間にわたる経営（救いの）計画の中で、これらの人々はさらに多くのものを得たが、それは神による潤しから生じ、サタンとの戦いによって彼らに施されたものです。この集団の人々は、神がはじめに創った者たちよりも優れています。彼らは堕落を経験しているが、それは避けられないことであり、神の経営（救いの）計画の範囲内のことです。それは神の全能と知恵、そして神が采配し、計画し、達成したすべてのものが最も優れていることを十分明らかにします。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


694 刑罰と裁きのペテロの認識

1 「わたしを救ったのは神の刑罰と裁きであり、わたしの一生は神の刑罰と裁きとは不可分である。地におけるわたしの生活はサタンの支配下にあるので、神の刑罰と裁きによる慈しみと守りがなかったとしたら、わたしは常にサタンの領域下で生活していたであろうし、なにより、有意義な人生を実際に生きる機会も術もなかっただろう。神の刑罰と裁きが決してわたしから去らない場合にのみ、わたしが神により清くされることが可能となるであろう。神の厳しい御言葉と義なるご性質、そして神の威厳ある裁きによってのみ、わたしは最高の守りを得て、光の中で生き、神の祝福を得たのだ。清くされ、自らをサタンから解放し、神の支配下で生きることができること――それこそが現在におけるわたしの人生の最大の祝福である」。

2 ペテロの愛は純粋な愛であった。これこそが完全にされる経験であり、完全にされることの最高の領域であり、これ以上に有意義な人生はない。ペテロは神の刑罰と裁きを受け入れ、神の義なる性質を大切にし、ペテロに関することで、それ以上貴いことはなかった。彼は言った。「サタンはわたしに物質的な享楽を与えるが、わたしはそれを貴ばない。神の刑罰と裁きがわたしの上に臨むこと――わたしはそこから恵みを受け、喜びを見出し、祝福される。神の裁きがなかったとしたら、わたしは決して神を愛さず、依然としてサタンの領域で暮らし、サタンに支配され、命令されていることだろう。そうした場合、わたしは決して真の人間とはなれないだろう。なぜなら、わたしは神を満足させることができず、わたしの全てを神に捧げることもなかったはずであるからだ。

3 たとえ神がわたしを祝福されず、あたかもわたしの中で火が燃えているように、心に慰めがないままになって、平安も喜びもなく、また神の刑罰と訓練が決してわたしから離れなくとも、神の刑罰と裁きの中から、わたしは神の義なるご性質を見ることができる。わたしはそれに喜びを感じる。人生において、それ以上に貴いことも有意義なこともない。神の守りと慈しみが容赦のない刑罰と裁き、呪いと打ちのめしとなったが、わたしはそれでもなおこれらの事を嬉しく思う。なぜなら、そうしたことはわたしを一層清め変化させることができ、わたしを神に近づかせ、わたしが一層神を愛し、神へのわたしの愛を一層清くすることができるからである。これにより、わたしは創造物としての自分の本分を尽くすことができるようになり、わたしは神の御前へと導かれ、サタンの影響から遠ざけられるので、もはやわたしはサタンに仕えない。

『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


695 試練へのペテロの態度

1 わたしは何度もペテロに試練を与え、そのため、もちろん彼は死にかけたのだが、そうした何百もの試練の中にあっても、彼は一度たりともわたしへの信仰を失ったり、わたしに失望したりしなかった。わたしがもう彼を捨て去ったと告げた時でさえ、ペテロの心が弱ってしまったり、絶望してしまったりすることはなく、それまでと同じように、わたしを実際的なやり方で愛するために自分の信念を貫き続けた。わたしは彼に、たとえおまえがわたしを愛しても、おまえをほめず、最後にはサタンの手中に投げ込む、と言った。そうした試練の只中、それは肉への試練ではなく、言葉による試練であったのだが、ペテロはそれでもわたしに祈った。

2 「おお、神よ。天と地ともろもろのものの中にあって、人間や生き物、あるいはその他のもので、全能者の手の中にないものが何かあるでしょうか。あなたがわたしに憐れみをお示しになりたいとき、その憐れみのためにわたしの心は大いに喜びます。あなたがわたしに裁きを下されるとき、わたしはそれに相応しい者ではありませんが、その御業に計り知れない奥義をますます深く感じるのです。なぜなら、神は権威と知恵とに満ちておられるからです。わたしの肉は困難に苦しんでも、わたしの霊は慰められます。どうして神の知恵と御業とをたたえずにおられましょう。たとえ神を知った後に死ぬとしても、常に備えと心構えができています」。

3 このような試練の中にあって、ペテロはわたしの意図を正確に把握することはできなかったが、わたしに用いられることを誇りと栄光であると考え、試練にさらされても心砕けることがなかった。わたしの前で忠実であったため、また、わたしの与えた恵みのゆえに、ペテロは数千年もの間、人類のための手本、見習うべき者となった。これこそは、あなたがたが見習うべき例ではないのか。今このとき、わたしがなぜペテロのことをこれほど詳しく語っているのか、あなたがたはよくよく考えて、理解しなければならない。これをあなたがたの行動原則としなければならない。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第六章」（『言葉』第1巻）より編集


696 神の働きをいかに経験するかを知りなさい

1 神の働きを経験しなければ、あなたが完全にされることは決してない。神の働きを経験することができ、いかなる時でも、どの場所においてもそれを経験して熟考でき、また羊飼いを離れ、神に頼って独立して生きることができ、神の実際の業を見ることができるなら、その時初めて神の旨が成就する。現在、ほとんどの人がそれをどう経験すべきかわかっておらず、問題に直面した際、それに対処する方法を知らない。そのような人は神の働きを経験できず、霊的生活を送ることができないのである。あなたは神の言葉と働きを、自分の実際の生活に取り入れなければならない。

2 時として、神はあなたにある種の感覚を与える。それは、あなたが内なる喜びを失ったり、神の臨在を失ったりして、闇へと陥る原因になる感情である。それは一種の精錬である。何をしてもうまく行かなかったり、壁にぶち当たったりすることがある。これは神の鍛錬である。時として、神に従順でなく反抗的なことをしても、誰にも知られないことがある。しかし、神はそれを知っている。神はあなたを立ち去らせず、あなたを懲らしめる。聖霊の働きは極めてきめ細やかである。聖霊は人々の一つひとつの言動、一つひとつの行動と動き、人々のあらゆる思いと考えを注意深く観察し、それによって人々がこれらのことについて内面的な認識を得られるようにする。

3 一度何かをしてうまく行かず、再びやってもまだうまく行かなければ、あなたは少しづつ聖霊の働きを理解するようになる。訓練の時を何度も経て、神の旨に適うためには何をすべきか、また、神の旨に適わないものは何であるかを知る。最終的に、自分の中から聖霊に導かれたとき、あなたは正確に反応するようになる。あなたは時として反抗的になり、内面から神によって叱責されることもあるだろう。それはどれも神の鍛錬から来るのである。神の言葉を大事にせず、神の働きを軽視するなら、神はあなたのことを一切気にかけない。あなたが神の言葉を真剣に捉えれば捉えるほど、神はあなたをますます啓く。

『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」（『言葉』第1巻）より編集


697 実際の神への信仰から得られるものはすばらしい

1

人の子は語り続けてゆくだろう

取るに足らない小さな人は

段階を通し神の業に導く

私たちは多くの試練 懲らしめ

死の試練も経験した

神の義と威厳を知り

慈しみと愛を享受する

神の知恵と力に感謝し

神がうるわしいお方であり

人の救いを願っていると

私たちは知る

この普通の人の言葉で

神の本質 意志 性質を知る

人の本性と本質も知り

救いと完成への道を見る



2

彼の言葉は人を死なせ甦らす

罪責感と負債を残すが

多くの慰めももたらしてくれる

大きな痛みをもたらすこともあるが

喜び 平安も与える

時には彼の怒りで

敵のように焼かれ灰となり

屠られる小羊であったり

神の瞳さながらのような

貴いものになったりする

貴いものに

私たちは彼が救う者

彼の目には蛆虫で

彼が探し求める失われた小羊

この普通の人の言葉で

神の本質・意志・性質を知る

人の本性と本質も知り

救いと完成への道を見る



3

彼は哀れみ 起こし 軽蔑し

慰め 諫め 導き 啓示を与え

懲らしめ 訓練し 呪い

日夜心配し 見守り 思いやる

いつも傍で全てを配慮し

全ての代価を払った

彼の言葉で全てを楽しみ

神が与えた終着点を見た

この普通の人の言葉で

救い 完成への道を見る



『神の出現と働き』「附録4：神の裁きと刑罰に神の出現を見る」（『言葉』第1巻）より編集


698 神の裁きは私たちにいのちをもたらす

1 神の言葉は一つ一つがわたしたちの急所を突き、わたしたちは傷ついて恐れに満たされる。彼はわたしたちの観念、想像、そして堕落した性質を明らかにする。すべての言動から思いや考えの一つ一つに至るまで、わたしたちの本性や本質は神の言葉によって暴かれ、わたしたちは恥じ入って隠れる場所もなく恐怖に震える。彼はわたしたちの行動、目的や意図、そして自分でも知らなかった堕落した性質まで、すべてを一つ一つわたしたちに示すので、わたしたちは自分の惨めな不完全さをすべて見せつけられ、さらには完全に打ち負かされた気持ちになる。彼はわたしたちが反抗したことを裁き、神を冒涜し糾弾したことでわたしたちを罰し、自分たちが神の目には何の贖うべき特徴もなく、生きたサタンなのだと思わせる。

2 わたしたちは彼の裁きと刑罰によって、神の名誉と人の侮辱に対する神の不寛容とを本当に認識した。それと比べると、わたしたちはなんと卑しく汚れていることか。彼の裁きと刑罰によってわたしたちは初めて、いかに自分たちが傲慢で尊大か、いかに人間が決して神と同等でなく、神と肩を並べることは一切ないかを悟らされた。神の裁きと刑罰によって、わたしたちはもうこのような堕落した性質の中で生きることをやめたい、この本性と本質からできるだけ早く抜け出したい、神にとって卑劣で不快なものでなくなりたいと願うようになった。神の裁きと刑罰によって、わたしたちは神の言葉に喜んで従うようになり、もはや神の指揮と采配に反抗することはなくなった。彼の裁きと刑罰によって、わたしたちは生き残ることを再び切望するようになり、喜んで彼を救い主として受け入れるようになった……。

3 わたしたちはごく普通の、堕落したサタンのような性質を持つ人々の集団であり、有史以前から神によって運命の定められた、神が掃きだめからすくい上げた貧しい者たちである。わたしたちはかつて神を拒絶し糾弾したが、今は神に征服されている。わたしたちは神からいのちを受け、永遠のいのちの道を授かった。地球上のどこにいても、どのような迫害や試練を受けても、全能神の救いから離れることはできない。なぜなら神こそわたしたちの創造主であり、唯一の贖い主であるからだ。神の愛は泉の水のように溢れ出て、あなたやわたしや他の人々に、そして真理を求め神の出現を待ち望むすべての人々に与えられる。終わりのない昼夜の入れ替わりの中で月がいつも太陽を追っているように、神の働きは決して止むことがなく、あなたやわたしや他の人々に、そして神の足跡に従い神の裁きと刑罰を受け入れるすべての人々に行われる。

『神の出現と働き』「附録4：神の裁きと刑罰に神の出現を見る」（『言葉』第1巻）より編集


699 神に最も貴い犠牲を捧げる

1

幾年もの苦難の末

懲らしめられ洗練され

人はようやく雨風に曝され鍛えられた

「栄光」も「ロマン」も失ったが

人間であることの真理と神からの愛情を人は理解する

だから人は最も貴い犠牲を捧げる

人に微笑みかける神に

だから人は最も貴い犠牲を捧げる

人に微笑みかける神に



2

人は自分の邪悪さと残酷さ、思い違い

神へ要求したことを心から厭う

時を戻すことはできない

過ぎたことは後悔の記憶として残るが

神の言葉と愛は人に新たな生活の息吹を与える

だから人は最も貴い犠牲を捧げる

人に微笑みかける神に

だから人は最も貴い犠牲を捧げる

人に微笑みかける神に



3

日ごとに人の傷は癒え

力を取り戻す

人は立ち上がり　全能者の顔を見つめ

ふと気がつく　神がいつもそこにいることを

神の微笑と顔は今なおこんなに美しく

だから人は最も貴い犠牲を捧げる

人に微笑みかける神に

だから人は最も貴い犠牲を捧げる

人に微笑みかける神に



4

神は人の心配を心に留める

神の手は温かく強い　いつもそうであったように

まるでエデンの園に戻ったみたいだ

人は蛇に抵抗し、ヤーウェに立ち返る

だから人は最も貴い犠牲を捧げる

人に微笑みかける神に

だから人は最も貴い犠牲を捧げる

人に微笑みかける神に

ああ！わが主よ！わが神よ！



『神の出現と働き』「附録3：神の経営の中でのみ人は救われる」（『言葉』第1巻）より編集


700 性質の変化とは主に本性の変化である

1

人の性質の変化は

本性の変化であり

行動だけで本性はわからない

生きる価値と意味

つまり人生観と価値観

魂に根ざし、人の本質に関わることだ

人や物事が変わり

世界がひっくり返っても

内なる真理に導かれ

真理があなたの中に根づき

神の言葉があなたの生活や好み、経験を導くなら

あなたは真に変化するだろう



2

神の働きを体験し

完全に真理の中に入り

価値観や人生の見方を変え

神のように物事を見て

神に従い、献身するなら

その人の性質は変わるだろう

真理を受け入れられないなら

これらの側面で変化できない

人や物事が変わり

世界がひっくり返っても

内なる真理に導かれ

真理があなたの中に根づき

神の言葉があなたの生活や好み、経験を導くなら

あなたは真に変化するだろう



『終わりの日のキリスト講話集』「性質の変化について知るべきこと」（『言葉』第3巻）より編集


701 性質の変化とは何か

1 人の本性を知ることについて言えば、最も重要なのは人の世界観、人生観、価値観からそれを見ることです。例えば、人の処世哲学、物事の仕方、金言は赤い大きな竜の害毒に満ち、それはすべてサタンから生じたものです。ゆえに、人の血肉に流れているのはどれもサタン的な物事なのです。人類はサタンによってあまりに深く堕落させられてきました。サタンの害毒がすべての人の血に流れており、人の本性は目に見えて堕落し、邪悪であり、反動的であり、サタンの哲学に満ちています。それは完全に神を裏切る本性です。人が神に抵抗し、神と敵対するのはそれが理由です。

2 性質の変化とは何を意味しますか。真理を愛する人が、神の働きを経験しつつ、神の言葉による裁きと刑罰を受け入れ、様々な苦難や精錬を経験すると、性質の変化は起こります。このような人は、内部にあるサタン的な毒が浄化され、堕落した性質から完全に解放されるため、神の言葉、および神によるあらゆる采配や指揮に従うことができ、二度と神に逆らったり抵抗したりすることがなくなります。これが性質の変化です。性質の変化とは、ある人が真理を愛し、真理を受け入れることができるので、自分の神に背く反抗的な本性をついに知るようになることです。その人は、人間があまりに深く堕落していることを認識し、人間の愚かさと不正直さ、貧しさと哀れさに気づき、最後に人間の本性と本質を認識するようになります。これらのことを全て認識しているので、完全に自分を否定して捨て去り、神の言葉に従って生活し、万事において真理を実践することができるようになります。これが神を知る人、性質が変化した人です。

『終わりの日のキリスト講話集』「どのようにして人間の本性を知ればよいか」（『言葉』第3巻）より編集


702 性質の変化には聖霊の働きが必要とされる

1

聖霊の働きと臨在により

あなたが真剣に求めているかがわかる

他人の評価や意見によるものではない

しかし何よりも真剣さを決定するのは

時が経つにつれて

聖霊の働きであなたが変わり

神を知るか否かだ

聖霊の働きで性質が変わり

信仰の見方も純粋になる

変化があれば

あなたに聖霊が働くことを意味する

どんなに長く神に従ってきたかに関わらず



2

あなたに何の変化もなければ

聖霊が働きかけていないことを示す

あなたは祝福を得るために奉仕するのか

時たまの奉仕は性質の変化ではない

奉仕者は滅ぼされる

神の国は忠実な人・完全な人に仕える

変わらぬ人は要らない

聖霊の働きで性質が変わり

信仰の見方も純粋になる

変化があれば

あなたに聖霊が働くことを意味する

どんなに長く神に従ってきたかに関わらず



『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


703 性質の変化は自分の本性を認識することから始まる

1 人間の本性をどのように理解しますか。本性を理解するとは、実は魂の深さを分析するということです。それは、いのちの中にあるものにかかわっています。あなたがこれまで生きるにあたり、頼ってきたのはサタンの論理、サタンの観点です。つまり、あなたはサタンのいのちによって生きてきたのです。自分の魂の奥深い部分を掘り起こすことでのみ、あなたは自分の本性を理解できます。たとえば、物事への視点、人の生き様と人生の目標、人生に対する価値観と人生観、そして真理に関するあらゆることへの観点です。それらはみな、人の魂の奥深くに存在する事柄であり、性質の変化と直接関係しています。

2 では、堕落した人類の人生観はどのようなものですか。それは「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」と言えます。人はみな自分のために生きますが、もっとはっきり言えば、肉のために生きています。このように生きることに価値は一切なく、まして意味などありません。人の人生観は、自分が何に頼ってこの世で暮らしていくか、何のために生きるのか、どのように生きるかに関するものです。それらはどれも人の本性の本質に関係する事柄です。その本性を分析することで、人がみな神に抵抗していることがわかります。みな悪魔であって、本当の善人が一人もいないのです。人の本性を分析することでのみ、人の実質と堕落を真に知り、人が本当は何に属しているか、本当に欠けているものは何か、何を備えるべきか、どのように人間らしく生きるべきかを理解できます。

『終わりの日のキリスト講話集』「性質の変化について知るべきこと」（『言葉』第3巻）より編集


704 自分の本性を知ることが性質を変える鍵

1 性質の変化を遂げる鍵となるのは、自分自身の本性を知ることであり、これは神の啓示に従って起こらなければなりません。神の言葉においてのみ、人は自分のひどく醜い本性を知り、本性にあるサタンの様々な毒を認識し、自分が愚かで無知だと気づき、本性の弱点や消極的要素を認識できるのです。これらをすっかり知り、自分自身を憎み、肉に背き、神の言葉を着実に実行し、聖霊と神の言葉に絶対的に従う意志を持つことが本当にできて初めて、ペテロの道を踏み出したことになるのです。神の恵みや聖霊の啓きと導きがなければ、この道を歩むのは易しくない。人には真理がなく、自分に背くことができないからである。

2 自己認識があまりに浅い場合、人が問題を解決するのは不可能で、そうなると自分のいのちの性質はどうしても変わりません。自分自身を深く知ることが必要であり、それは自分自身の本性を知ることを意味します。つまり、その本性にどのような要素が含まれているのか、そうした物事がどのように生まれ、どこから来たのか、ということです。さらに、あなたはこれらを実際に憎むことができますか。自分の醜い魂と邪悪な本性を見ましたか。自分自身の真実を本当に見ることができるなら、自分を忌み嫌うようになります。自分を忌み嫌い、それから神の言葉を実践すると、肉に背くことができ、難なく真理を実行する強さを持つことができます。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


705 性質の変化のみが真の変化

1 人の性質は、その本質を知ることから始まり、考え方、本性、精神状態を変えることを通じて、つまり根本的変化を通じて変わるべきである。このようにしてのみ、人の性質に本当の変化が達成される。人の堕落した性質は、サタンによって毒を盛られ、踏みにじられていることと、サタンが人の考え方、倫理観、見識、理知に与えたひどい被害を根源としている。まさに人のこうした根本的事柄がサタンによって堕落させられ、神がもともと造ったものとは完全に違ってしまったため、人は神に反対し、真理を理解しないのである。したがって、人の性質を変えるには、まず人の考え方、見識、理知を変え、それによって神に関する認識や真理に関する認識も変えることから始まるべきである。

2 サタンによって堕落させられる前は、人はもちろん神に従い、神の言葉を聞いた後それらに従っていた。人は健全な理知と良心を生来持っており、人間性も正常であった。サタンによって堕落させられた後、人が本来持っていた理知、良心、人間性は鈍くなり、サタンによって損なわれ、したがって人は神に対する服従や愛を失った。人の理知は異常になり、性質は動物の性質と同じになり、神に対する反抗はますます頻繁になり、深刻になっている。しかし、人はまだこのことに気づかず、認識せず、単に盲目的に反対し、反抗している。人の性質の暴露は人の理知、見識、良心の表出であり、人の理知や見識は不健全で、良心は極めて鈍くなっているので、したがって人の性質は神に対して反抗的である。人の理知と見識に変化がなければ、その性質を変えることも、神の心にかなうことも不可能である。

『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」（『言葉』第1巻）より編集


706 神は人の性質の変化をどのように測定するか

1 性質の変化は一夜のうちに起きるものではなく、いったん真理を理解したところで、どんな環境でもそれを実践できるとは限りません。そこには人間の本性が関係しています。真理を実践しているように見えても実際には、あなたがそうしていることをあなたの行動の本質は示していない、ということもあります。本分を尽くすために家族や仕事を捨てるというように、多くの人にはある種の外面的な振る舞い方があり、それゆえ自分は真理を実践したと信じています。しかし神は、その人が真理を実践しているとは認めません。あなたが行なうすべてのことに個人的な動機があって不純なら、あなたは真理を実践しておらず、表面的な行為を示しているだけです。厳しく言えば、あなたの行ないは神に断罪されるでしょうし、神に讃えられたり記憶されたりすることはありません。さらに分析すれば、あなたは悪事を犯しているのであり、その行為は神に反抗するものです。

2 表面的に見れば、あなたは何かを妨害することも混乱させることもなく、実害を与えたり真理に背いたりしているわけでもありません。あなたの行動は論理的かつ合理的に見えますが、その本質は悪事を犯し神に逆らうものです。したがって、自分の行動に潜む動機を神の言葉に照らして見つめ、それによって自分に性質の変化が生じたかどうか、自分が真理を実践しているかどうかを判断しなければなりません。それは、自分の行動が人間の想像や意図と一致しているかどうか、あるいは自分の好みに合っているかどうかという、人間の見方に左右されるものではありません。むしろ、あなたが神の旨に従っているかどうか、あなたの行動に真理の現実があるかどうか、神の要求と基準を満たしているかどうかについて、神がどのように言うかに左右されます。自分自身を正確に測るには、神の要求に照らすしかありません。

『終わりの日のキリスト講話集』「性質の変化について知るべきこと」（『言葉』第3巻）より編集


707 性質の変化は真の生活から切り離せない

神を信じる中で

変わりたいと望むなら

今の生活から離れるべきではない



1

もし、真の生活より

理論と宗教儀式に固執するなら

あなたは現実の中に入らず

自分を知ることも、真理や神を知ることもなく

常に無知で、盲目だろう

真の生活で、自らを知り

己を見捨て、真理を実践し

全てにおいて、原則と常識を学びなさい

そうすれば次第に変化を遂げられる

次第に変化を遂げられる



2

神に従順でない人は真の生活に入れない

人間性を語るが、彼らは悪魔と同じ

真理を語るが、教理に頼って生きている

真の生活で真理を生きられない者は

神に拒絶される

真の生活で、自らを知り

己を見捨て、真理を実践し

全てにおいて、原則と常識を学びなさい

そうすれば次第に変化を遂げられる

次第に変化を遂げられる



3

自ら真理に入ることを実践し

短所や不従順や、異常な人間性を知り

欠点や無知を知れ

そうすれば、知識はあなたの真の状態と結びつく

この知識だけが本当で

あなたに現状を把握させ、変化を遂げさせる



『神の出現と働き』「教会生活と実生活についての議論」（『言葉』第1巻）より編集


708 性質の変化の過程

1 性質の変化は振る舞いの変化ではなく、偽った外面的変化でもなく、情熱から生まれた一時的な変化でもありません。むしろそれは、振る舞いの変化をもたらす真の性質の変化です。このような振る舞いの変化は、人の表面的な振る舞いや行為において現われる変化と同じではありません。性質の変化は、自分が真理を理解し、経験し、真理が自分のいのちになったことを意味します。過去、あなたはそのことにまつわる真理を理解しましたが、それを実践することはできませんでした。真理はあなたにとって、留まることのない教義に過ぎなかったのです。自分の性質が変化したいま、あなたは真理を理解しているだけでなく、それにしたがって実践します。

2 あなたはいま、それまで好んでいた物事、かつて喜んでしていたこと、自分の想像、そして自分の観念を捨て去ることができます。過去に捨て去ることができなかった物事を捨て去ることができるのです。それは性質の変化であり、同時にあなたの性質が変化する過程でもあります。ごく簡単なことのように聞こえるでしょうが、実際のところ、この過程のさなかにある人は多くの困難に苦しみ、自分の肉体に打ち勝ち、自分の本性の一部である肉の諸々の側面を捨てなければなりません。そのような人はまた、取り扱いと刈り込み、刑罰と裁き、そして試練を経なければなりません。そのすべてを経験してはじめて、人は自分の本性をいくらか理解できるようになります。しかしそれをいくらか理解することは、すぐに変化できることを意味しません。その過程で困難に耐えなければならないのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「性質の変化について知るべきこと」（『言葉』第3巻）より編集


709 真理を求めて性質を変化させよ

1 真理を追求することでのみ、性質の変化を遂げることができます。これは人が完全に把握し、理解する必要のある事柄です。真理を十分に理解していなければ、容易に過ちをおかして道に迷います。自分の中に真理が本当にあれば、自然と正しい道を歩むようになります。真理がなければたやすく悪事を犯し、そうせずにはいられなくなります。たとえば、自分の中に傲慢さや自惚れがあれば、神に反抗しないようにするのは不可能であり、どうしても神に反抗せずにはいられません。意図的にそうするのではなく、自分の傲慢で自惚れた本性に支配されてそうするのです。自分の傲慢さや自惚れのせいで神を見下し、神を無価値なものと見なすようになります。そして自分を賞揚し、常に自分を誇示し、最後は自分を神の立場に置いて自分の証しをするようになります。最終的に、自分の発想や思考や観念を、崇拝すべき真理に変えてしまうのです。傲慢で自惚れた本性に支配された人がいかに多くの悪事を働くかをご覧なさい！

2 自分の邪悪な行ないを解消するには、まず本性の問題を解決しなければなりません。性質の変化なくして、この問題の根本的解決は不可能でしょう。神について多少認識し、自分の堕落を見ることができ、傲慢さと自惚れが卑劣で醜いことに気づけるとき、あなたは嫌悪を覚え、気分が悪くなり、苦悩する。あなたは神を満足させることを意識的に行なうことができ、そうする中で安らぎを感じる。あなたは意識的に神に証しをすることができ、そうする中で喜びを感じる。あなたは意識的に仮面を脱いで自分の醜さをさらけ出し、そうすることで内面的に気分がよくなり、精神状態が改善したのを感じる。ゆえに性質の変化を求める第一歩は、神の言葉を理解して真理に入るのを求めることです。真理を理解してはじめて識別力を得られ、識別力があってはじめて物事を完全に理解できるようになります。そして物事を完全に理解してはじめて肉を捨て去ることが可能となり、神への信仰をもって正しい道を一歩ずつ歩めるようになるのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」（『言葉』第3巻）より編集


710 あなたの性質は神の働きに従わなければ変化しない

1 実体験において聖霊の現在の言葉に従い、神の働きを経験できるなら、あなたの性質は変わることができる。聖霊が何を言おうとそれに従い、それを求めるなら、あなたは聖霊に従う人であり、あなたの性質に変化が生じる。人の性質は、聖霊の現在の言葉とともに変化する。あなたがいつも昔の経験や過去の規則にしがみつくなら、あなたの性質は変化できない。現時点で最も重要なのは、聖霊の導きに従うことである。神が何を言おうとそれに従い、服従すること。人は自分の性質を変えることができず、神の言葉による裁きと刑罰、苦難と精錬を経験するか、あるいは神の言葉による取り扱い、懲らしめ、そして刈り込みを受けなければならない。そうして初めて、その人は神への従順と忠誠を実現することができ、もはや神に対していい加減ではなくなる。

2 人の性質が変わるのは、神の言葉による精錬のもとである。神の言葉による暴露、裁き、懲らしめ、そして取り扱いを受けることでのみ、その人はあえて軽率に行動することがなくなり、平静沈着になる。最も重要な点は、神の現在の言葉、および神の働きに従えることであり、たとえそれが人間の観念と一致しない場合でも、それらの観念を脇にのけて進んで従うことができる、ということである。過去、性質の変化について話すとき、それは主として自分を捨て去れること、肉が苦しむのを甘受すること、自分の肉体を懲らしめること、そして肉の好みを自分から取り除くことを指していた。それが性質の変化の一種だというのである。だが今日、性質の変化の真の現われは、神の現在の言葉に服従し、神の新たな働きを真に認識することだと、誰もが知っている。このようにして、自分の観念に彩られた、神に関する以前の理解は消し去られ、その人は神に対する真の認識と服従を成し遂げることができる。性質の変化については、それ以外に真の現われは存在しない。

『神の出現と働き』「性質が変化した人とは神の言葉の現実に入った人である」（『言葉』第1巻）より編集


711 良い行いは性質の変化と同じではない

1 神が人間を救うために業を行う時、それは人間に良い振る舞いをさせて引き立てるのではありません。神の業は、人間の性質を変化させ、新しい人間として生まれ変わらせるためのものです。したがって、神の人間に対する裁き、刑罰、試練、精錬は、全てその者の性質を変化させ、そうすることでその者が神に対する完全な服従と忠誠、そして神に対する正常な崇拝を実現するためです。これが神の業のねらいです。

2 良い振る舞いをすることは、神に服従することとは異なり、ましてやキリストの味方をすることに等しいということはありません。振る舞いの変化は教義に基づき、情熱に由来します。それは神に関する真の認識や真理に基づくものではなく、ましてや聖霊の導きに基づくものではありません。人間の行動には聖霊に導かれているものもありますが、それはいのちの表出ではなく、神を知ることなどでは勿論ありません。

3 人の振る舞いがどれほど立派であっても、それが神に従うという証明にならなければ、真理を実践するという証明にはなりません。振る舞いの変化などは錯覚に過ぎず、その人の熱心さの現れに過ぎず、いのちの表出などではありません。人は良い振る舞いをすることができますが、それは必ずしもその人に真理があるということではありません。熱意は人に教義を尊重させ、規則に従わせることしか出来ません。真理の無い人は実質的な問題を解決することが一切出来ず、教義が真理の代わりになることは不可能なのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


712 性質が変化した人の表現

1 性質の変化を経た人は真理を理解しており、あらゆる事柄を識別することができ、神の旨に沿うにはいかに行動するべきか、真理の原則に沿うにはいかに行動するべきか、神を満足させるにはいかに行動するべきかを知っており、自らが露わにする堕落の本質を理解しています。そのような人は自分の考えや観念が露わになると、識別力をもちいて肉を捨て去ることができます。性質の変化はこのように現れます。性質の変化に関して主要な事は、彼らが明確に真理を理解しており、物事を実行するときにはある程度正確に真理を実践し、堕落した性質はさほど頻繁には露わにされないということです。

2 一般的に、性質が変化した人にはとりわけ理知と識別力があるように見え、真理を理解しているために独善性や傲慢をさほど示しません。彼らは露わにされた堕落の大半を見通し識別することができるので、傲慢さを生じさせません。彼らは人間のあるべき立場をわきまえており、いかに理性的に振る舞うべきか、いかに忠実に本分を尽くすべきか、言うべき事とそうでない事、誰に何を言い行なうべきかをわきまえています。そのため、このような人々は比較的理性的だと言われるのです。性質を変える人々は真に人間の姿を生き、真理を自分のものにしています。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


713 性質の変化の特徴

1 性質の変化にはいくつかの特徴があります。その一つは真理を受け入れ、真理と一致する正しい物事に従うことです。あなたに指摘するのが誰であろうと、つまりその人が若者だろうと老人だろうと、あなたと仲がよかろうと悪かろうと、あなたとのあいだにわだかまりがあろうとなかろうと、真理と一致し、神の家の働きに有益な正しいことをその人が言う限り、あなたはそれを取り入れて受け入れることができ、他の要素には影響を受けません。これが第一の特徴です。もう一つの側面としては、問題に遭遇するたびに真理を求められるということです。たとえば、誰にも理解できない新しい問題に遭遇した場合、あなたは真理を求め、その問題を真理の原則と一致させ、神の要求を満たすにはどうすべきかを知ることができます。

2 さらに別の特徴として、神の意志に気を配る能力を得るというものがあります。いかにして神の意志に気を配るべきかは、どのような本分を尽くしているかと、神がその本分においてどのような要求をしているかに左右されます。神の求めに従って本分を尽くせること、神に満足してもらうべく行動すること、そして責任感と忠実さをもって振る舞うこと、これらはすべて神の意志に気を配ることです。自分が行なっていることにおいて、どうしたら神の意志に気を配れるかわからなければ、それを達成して神に満足してもらうべく、探求しなければなりません。これら三つの原則を実践に移し、それによって実際に生きる方法を判断でき、実践の道を見つけることができれば、あなたがたは原則に基づいたやり方で物事を扱っていることになります。どんな事柄に遭遇しようと、どんな問題に対処する必要があろうと、自分の実践において頼るべき原則は何か、そのそれぞれに含まれる詳細は何か、原則に背かないようそれらをどう実践すべきかをいつも探し求めなければなりません。これらのことについていったん明確な認識を得れば、自然と真理を実践できるようになります。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を実践しなければ、堕落した性質の束縛から逃れられない」（『言葉』第3巻）より編集


714 性質が変化した人は人間らしく生きられる

1 性質を変える人々は真に人間の姿を生き、真理を自分のものにしています。彼らはいつも真理に従って物事を語ったり見たりすることができ、どんな人や物事にも影響されず、みな自分の見方をもち真理の原則を保つことができます。彼らの性質は比較的安定しており、熱しやすく冷めやすいということはなく、状況がどうであろうと、本分をどうきちんと尽くすか、神に満足していただくためにどう物事を行なうべきかを理解しています。性質が変えられた人々は、表面的に自分を良く見せるために何をするべきかに重点を置いたりしません。彼らは神に満足してもらうためにどうすべきかを心の中で明確に把握しているのです。それ故、外面的には熱心には見えなかったり、偉大なことを成し遂げたようには見えなかったりするかもしれませんが、彼らのすること全ては意味があり、価値があり、現実的な結果をもたらします。

2 性質が変えられた人々が真理を多く得ていることは確かです。このことは彼らの物事の見方や行動の原則を通して確認できます。真理を得ていない人々は絶対に性質の変化など経験していません。性質の変化にはこれらの状態や表れも含まれますが、何よりも重要なのはその人の内なるいのちが変えられたということです。神の表す真理が彼らのいのちそのものとなり、サタン的な毒は取り除かれ、ものの見方が全く変わり、それらのどれも、この世のものとは全く違うものとなります。彼らには赤い大きな竜の策略と毒がはっきり分かります。彼らはいのちの真の本質を得ています。そのようにして彼らのいのちの価値が変わったのです。これが最も基本的な変化であり、性質の変化の本質なのです。

3 しかし性質が変化した人は違います。そのような人は神を満足させ、立派に本分を尽くし、有意義な人生を送るために生きるべきだと感じており、そのため死ぬときでさえ満足を感じ、みじんも後悔しません。無意味に生きることがないのです。神を礼拝し、神にしたがい、神を満足させられることは人間であることの基礎であり、変わることのない天地の原則と一致する必ず果たすべき義務なのです。そうしなければ人間と呼ばれる価値はなく、その人生は空虚で無意味です。人のいのちの性質が変化する主な要因は、内側に真理を持ち、神を知ることなのです。人生観は変わり、価値観も以前と違います。変化は内側から、その人のいのちから始まるのであって、決して単なる外面的変化ではありません。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


715 これが真の人間らしさである

１　神を信じるなら、真理を理解する前に神の言葉をもっと読むべきだ。真理を理解することでのみ自分を知り、自分にどんな堕落した性質があるか判別し、はっきり認識できる。真理を実践して神の前で生きるには、肉に背き、自分の好みや欲望やサタン的性質と戦いを交えなければならない。自分のサタン的性質を心から嫌い、肉の好みを真に憎むなら、人は意識的に真理に従って実践でき、行動は原則に基づき、範囲と限界があるだろう。それが真理を理解することで得られる効果だ。真理を理解しないなら、人は絶えず肉に支配され縛られ、前進する術がない。

2 人生観、生存の意義、および生存の基盤がすっかり変わり、骨の髄まで変化して別人になる日が来るまで人が経験するとき、それは驚くべきことではないですか。まさに驚天動地の巨大な変化です。この世の名声、富、地位、金銭、悦楽、権力、栄誉に無関心になり、それらをわけなく捨て去ることができるようになって初めて、人間らしさを得ます。最後に完全なものにされるのはこのような人たちです。彼らは真理のため、神のため、そして正しいことのために生きます。それが真の人間らしさです。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


716 真理をもつ人だけが真の人生を生きられる

1 神の性質について真の認識を有し、神の聖さと義を心から讃えることができるなら、その人は真に神を知り、真理を自分のものにしていることを意味します。そのとき初めて、彼らは光の中で暮らします。世界観と人生観が変わって初めて、その人は根本的な変化を経験します。人生の目標があり、真理に従って行動し、神に絶対的に服従して神の言葉によって生き、魂の奥底まで平安と照らしを感じ、心に闇がなく、神の前で完全に自由に、かつ制限されずに生きて初めて、真の人生を送り、真理を有する人になります。

2 それに加え、あなたが有している真理はどれも、神の言葉と神自身から来たものです。全宇宙と万物の支配者たる至高の神があなたを、真の人生を送る真の人間として承認するのです。神の承認以上に有意義なことがあり得ますか。これが真理を有しているという意味なのです。神だけが真理です。神は天地とそこにある万物を支配し、すべてを統治します。神を信じず、神に服従しないというのは、真理を得られないことを意味します。神の言葉にしたがって生きれば、あなたは心の奥底で明るさと安らぎを感じ、比類なき甘美も享受します。そうなったとき、あなたは真に人生を得たことになります。

『終わりの日のキリスト講話集』「どのようにして人間の本性を知ればよいか」（『言葉』第3巻）より編集


717 神を証しするには性質の変化がなければならない

1

神の様々な働きは人の性質を変える

変化なくして証し出来ず

神の心にも適わない

性質が変化した人は

サタンと闇から解かれて

神の働きの模範となる

神の心に適う、神の証し人

神の証し人は神を認識しなければならない

この証しだけが本物で

サタンを恥じ入らせる

刈り込みと取扱いと裁きを通し

神を知った人々を神は用いて

神を証しさせる

神は堕落した者や

自分の性質を変えて神に祝福された者たちに

神を証しさせる



2

今日、受肉した神が

業を為すため、地に来た

神が人に求めるのは

神を知り、従い、証しすること

正常で実際的な働きを知り

人の意に反する働きと言葉に従い

また人を救い征服するための神の業を証しすること

神の証し人は神を認識しなければならない

この証しだけが本物で

サタンを恥じ入らせる

刈り込みと取扱いと裁きを通し

神を知った人々を神は用いて

神を証しさせる

神は堕落した者や

自分の性質を変えて神に祝福された者たちに

神を証しさせる



3

神は口先の賛美や

サタンのようなものからの賛美や証しはいらない

神を知る者だけが本当に証し出来る

証しにふさわしいのは変えられた者だけだ



『神の出現と働き』「神を知る者だけが神に証しをすることができる」（『言葉』第1巻）より編集


718 性質の変化を信じよ

1　性質の変化は一夜のうちに実現するものではありません。それは事実です。なぜなら性質の変化とは、人間の堕落した本質の根源を掘り起こすことでなされる変化だからです。この過程の中で多くの物事を経験しても、おそらく真理の一側面を理解するだけで、その後はじめて性質の変化の一側面が成し遂げられます。あるいは、多くの人や事件や物事、および様々な環境を経験し、多くの曲折を経てはじめて、ごくわずかな変化が成し遂げられます。変化の規模がどうであろうと、それは貴重なものです。神の見地では、それが貴ばれ、記憶されます。なぜなら、あなたが多くの苦難を受け、大きな代価を払ったからです。神は人間の心の奥底を見通し、あなたの望みが何であるかを知っています。またあなたの弱みだけでなく、それ以上に、あなたに必要な物事も知っています。

2　聖書には、帰ってきた放とう息子にまつわるたとえ話があります。このようなたとえが生まれたのはなぜでしょう。それは、人類を救う神の旨が誠実だからです。神は人間に悔い改めの機会と変化の機会を与え、その過程において人間を理解し、その弱さと堕落の深さを深く理解します。人間が躓くことを神は知っています。ゆえに、いったん性質の変化とは何かを知り、性質の変化を経験するにあたってどのような過程を経なければならないかを理解すれば、私たちは恐れる必要はありません。むしろ信念をもつべきです。性質の変化を成し遂げることについて言えば、神の働きが現実的かつ実際的であること、神が人々をサタンの堕落の本質から救い出し、サタンの手中から取り戻す力をもっていることがわかります。また神は、人々が性質の変化を成し遂げられるようにする力と知恵ももっています。

『終わりの日のキリスト講話集』「性質の変化に向けた実践の道」（『言葉』第3巻）より編集


719 神の働きに真に従う者は神のものになれる

1 神のために鳴り響くような証しをすることは、おもに実際の神に関する認識があるか否か、そして普通であるだけでなく正常なこの人の前で服従し、死に至るまで従い続けられるかどうかと関連している。この従順さによって神のために真の証しをするならば、それはあなたが神によって得られたことを意味する。死に至るまで服従し、神の前で不満がなく、判断したり中傷したりせず、観念を抱かず、秘めたる意図を一切もたずにいられるなら、神はこのようにして栄光を得る。人から見下されている普通の人の前で従順になること、そして観念を抱かず死ぬまで従えることこそが、真の証しである。

2 神が人々に入るよう要求する現実とは、あなたが神の言葉に従い、それらを実践し、実際の神の前にひれ伏し、自分の堕落を知り、神の前で自分の心を開き、最終的にこれらの神の言葉によって神に得られることができることである。それらの言葉があなたを征服し、神に対して完全に従順にするとき、神は栄光を得る。神はそれによってサタンを辱め、自身の働きを完了させる。受肉した神の実際性についてあなたが何の観念も抱かないのであれば、つまりこの試練において揺るぎなく立ってきたならば、あなたはその証しを立派にしたことになる。

3 実際の神を完全に理解し、ペテロのように死に至るまで神に従える日が来るならば、あなたは神によって得られ、完全にされるだろう。すべての人が試練の最中にあるのは、神の実際性のためである。神の働きは実践的であり、超自然的ではない。神の実践的な言葉と発言を、観念を抱かず完全に理解し、その働きがますます実践的になるにつれて神を真に愛せるようになることで、あなたは神によって得られるだろう。神が得る人の集団は、神を知る者たち、すなわち神の実際性を知る者たちである。さらに彼らは、神の実践的な働きに服従できる者たちである。

『神の出現と働き』「神の実際性に絶対的に服従できる者は真に神を愛する者である」（『言葉』第1巻）より編集


720 神は人間の真の服従を望んでいる

1 神は人々を、その従順さを通して、神の言葉を飲み食いし、享受することを通して、そして生活における苦しみと精錬を通して完全にする。このような信仰を通してのみ、人々の性質は変化し、そうして初めて人々は神を本当に知ることができる。神の恩恵のただ中で生きることに満足せず、積極的に真理を切望して探求し、神のものにされるよう求めることが、意識して神に従うことの意味である。これがまさに神が望んでいる信仰である。神の恩恵を享受するだけの人は、完全にされることも変わることもなく、彼らの従順、敬虔、愛、そして忍耐はすべて表面的である。神の恩恵を享受するだけの人は本当に神を知ることができず、神を知ったとしてもその認識は表面的であり、「神は人を愛する」とか、「神は人に対して憐れみ深い」などと言う。これは人のいのちを表してなどいないし、人が本当に神を知っているとは言えない。

2 神の言葉が人を精錬するとき、あるいは神の試練が人に降りかかるとき、神に従うことができず、それどころか疑い深くなってつまずくなら、その人はほんの少しも従順ではない。彼らには神への信仰に関するたくさんの規則や制限があり、長年にわたる信仰の結果である古い経験があり、聖書に基づくさまざまな教義がある。このような人が神に従うことなどできるだろうか。これらの人たちは人間的なもので一杯なのだから、どうして神に従えるだろうか。彼らの「服従」は個人の好みに従っている。神はこのような従順を望むだろうか。これは神への従順などではなく、教義の遵守であり、自分を満足させて慰めているのである。これが神への従順だとあなたが言うなら、それは神を冒涜しているのではないか。あなたはエジプトのファラオであり、悪を行ない、あからさまに神に反抗する働きに関わっている。あなたがそのように奉仕することを神は望んでいるのか。あなたは急いで悔い改め、自己認識しようと努めたほうがよい。妨げたり混乱させたりすることもなく、自分の場所を知って快適に暮らせる。それに、神に反抗した咎で懲罰されることもないはずだ。

『神の出現と働き』「神への信仰において、あなたは神に従うべきだ」（『言葉』第1巻）より編集


721 神に従わない者は神に敵対する

1 どうして神を信じるのか。ほとんどの人はこの質問に戸惑う。そのような人は実際の神と天の神について、常に二つのまったく異なる観点をもっている。そのことは、彼らが神を信じるのは神に従うためではなく、何らかの恩恵を被るため、あるいは災難がもたらす苦しみから逃れるためであることを示している。そのときだけ、彼らは多少従順になる。その従順さは条件付きであり、彼ら個人の将来的な見込みのためであって、彼らに押し付けられたものである。あなたの信仰が神への従順という基礎の上に築かれたものでないならば、あなたは神に反抗した咎で最終的に懲罰される。

2 自分の信仰において神への従順を求めない者はみな神に反抗する。神は、人々が真理を求め、神の言葉を渇望し、神の言葉を飲み食いし、それを実行に移し、それによって神への従順に達することを求めている。これがあなたの真意ならば、神は必ずやあなたを引き上げ、必ずやあなたに対して恵み深くなる。このことに疑問の余地はないし、変わることもない。あなたの意図が神に従うことではなく、何か他の目的があるならば、あなたのあらゆる言動、すなわち神の前での祈り、さらにはあなたの行動の一つひとつでさえ、それらは神に反抗するものである。

3 あなたは穏やかな話し方と温厚な振る舞いをし、あらゆる行動や表現が正しいものに思われ、神に従う者のように見えるかもしれないが、あなたの意図と神への信仰に関する見解について言えば、あなたが行なうことはどれも神に反しており、悪である。表面上は羊のように従順に見えるものの、心に邪悪な意図を抱いている人々は、羊の皮を被った狼である。このような人は直接神を犯し、神は彼らを一人として容赦しない。聖霊は彼らを一人残らず暴露し、あらゆる偽善者は必ずや聖霊に忌み嫌われ、拒絶されることを万人に示す。心配しなくてもよい。神はそのような人間を一人残らず処理し、一人ひとり処分する。

『神の出現と働き』「神への信仰において、あなたは神に従うべきだ」（『言葉』第1巻）より編集


722 肉となった神に従う者だけが完全にされる

1 受肉した神が今日得ようと望む人々の集団は、神の旨にかなう者たちである。彼らはひたすら神の働きに従い、天なる神という考えに絶えず囚われるのをやめ、漠然とした状態で生きたり、受肉した神に困難をもたらしたりしなければそれでよい。受肉した神に従えるのは、その言葉を絶対的に聞き、その采配に従う者たちである。そうした人たちは天なる神が実際にはどのような存在か、天なる神が現在どのような働きを人間のあいだで行なっているかを一切気にせず、自身の心を地上の神へ完全に捧げ、自分の全存在をその前に置く。決して自らの安全を考慮せず、受肉した神の普通性や実際性に関して騒ぎ立てることも決してない。

2 受肉した神に従う者は、受肉した神によって完全にされることができる。天なる神を信じる者は、何も得ることがない。なぜなら、人々に約束と恵みを授けるのは、天なる神ではなく地上の神だからである。人は地上の神を単なる凡人と見なしつつ、天なる神を絶えず過大に見ていてはならない。それは不公平である。天なる神は偉大で素晴らしく、驚異的な知恵をもっているが、そんなものはまったく実在しない。地上の神は至って普通で取るに足らない存在であり、極めて平凡でもある。地上の神は非凡な精神をもたず、地を揺るがすような業を行なうこともない。至って普通に、かつ実際的に働きを行ない、話をする。地上の神は雷鳴を通じて語ったり、雨風を起こしたりはしないが、まことに天なる神の受肉であり、人間のもとで生活する神なのである。

『神の出現と働き』「神の実際性に絶対的に服従できる者は真に神を愛する者である」（『言葉』第1巻）より編集


723 人が神に服従するための基準

1 人が神に従えるかどうかを決めるにあたり、目を向けるべき重要なことは、その人が神から贅沢な何かを欲しがるかどうか、隠された動機があるかどうかです。いつも神に要求をしているなら、それは神に従っていないことを証明します。あなたが神に要求をしているなら、それは神と取引していること、自分の考えを選んでいること、そして自分の考えに従って行動していることを証明しています。あなたはその点で神を裏切っており、従順ではありません。神に要求するのは理知に欠けることです。神は神であると心から信じているなら、それが理性的であろうとなかろうと、あえて神に要求をすることはなく、またそうする資格もないはずです。あなたが真の信仰を持ち、神は神であると信じているなら、神を崇拝して神に従うしか選択肢はありません。

2 現在の人には選択肢があるだけでなく、自分の考えに従って神が振る舞うことさえ要求します。彼らは自分の考えを選んだうえで、神がそれらに従って振る舞うことを求め、自分が神の考えに従って振る舞うことは必要としません。ゆえに、そのような人に真の信仰はなく、その信仰には実質が一切ありません。神への要求を少なくできれば真の信仰と従順さが膨らみ、あなたの理知も比較的正常になります。あなたが本当に従えるなら、神があなたを用いるかどうかにかかわらず、一心に従うことができ、地位があるかどうかにかかわらず、神のために自分を費やすことができる。そのとき初めてあなたは理知を持ち、神に従う人になる。

『終わりの日のキリスト講話集』「人はあまりに多くを神に要求する」（『言葉』第3巻）より編集


724 神に従うための秘訣は最も新しい光を受け入れること

1 もしあなたが神の新しい光を受け入れられず、今日神が行なうすべてのことを理解できず、それを求めず、さもなければそれを疑ったり、批判したり、あるいはそれを吟味したり分析したりするなら、あなたには神に従うこころがない。いまここに光が現れるとき、依然として昨日の光を大事にし、神の新しい働きに反抗するなら、あなたはただの馬鹿者にすぎず、わざと神に反抗する者の一人である。神に従う秘訣は、新しい光を正しく認識し、それを受け入れて実践できることである。それだけが本当の従順である。

2 神を切望する意志のない者は、進んで神に服従することができず、現状に満足する結果、神に反抗するだけである。神への従順の片鱗さえ見られない者、ただ神の名を認め、神の優しさや愛らしさについて多少認識しているだけで、聖霊の歩みに歩調を合わせず、聖霊の現在の働きや言葉に従わない者は、神の恩恵のただ中で生きているにもかかわらず、神のものとはされないし、神によって完全にされることもない。

『神の出現と働き』「神への信仰において、あなたは神に従うべきだ」（『言葉』第1巻）より編集


725 神の現在の言葉に従って完全にされよ

1 目下のところ、聖霊が歩む道とは、神の現在の言葉である。このように、聖霊の道に足を踏み入れるのであれば、その人は受肉した神の現在の言葉に従い、それを飲み食いしなければならない。受肉した神が行なう働きは言葉の働きであり、あらゆることが受肉した神の言葉から始まり、すべては受肉した神の言葉の上、その現在の言葉の上に築かれる。受肉した神について確信することであれ、あるいは受肉した神を知ることであれ、その一つひとつが受肉した神の言葉により多くの努力を注ぐことを求めている。さもなければ、人は何一つ成し遂げることができず、その人には何も残らない。

2 神の言葉を飲み食いすることを基礎とし、それによって神を知り、神を満足させるようになることでのみ、人は徐々に神との正常な関係を築くことができる。人にとって、神の言葉を飲み食いし、それを実践すること以上に、神とのよりよい協力は存在しない。このような実践を通じ、人々は神の民の証しにおいてもっともよく立つことができる。神の現在の言葉の本質を理解し、それに従えるとき、その人は聖霊によって導かれる道を生きており、神が人を完全にする正しい軌道に乗っている。

『神の出現と働き』「性質が変化した人とは神の言葉の現実に入った人である」（『言葉』第1巻）より編集


726 造られた者は神の意思に自らを委ねるべきだ

1

神があなたに何を求めようと あなたの全てを捧げ

最後の最後まであなたの忠誠を神に示しなさい

あなたがこの世を去る日に微笑みを浮かべる神が

玉座についているのを見たら 

あなたは目を閉じる時

喜びの声をあげるだろう

あぁ 造られた者よ

あなたは神のために何が出来るのだろうか？

神の意思に身らを委ね

神が喜び満足している限り

神に全てを任せなさい

どうして心の中で不平など言えるだろうか？



2

あなたがこの地上にいる限り

あなたは神のために

最後の最後までその使命を果たし神を満足させなさい

神のために十字架につけられたペテロのように

死に至るまで神を愛し

あなたがする全てのことで神を満足させなさい

あぁ 造られた者よ

あなたは神のために何が出来るのだろうか？

神の意思に身らを委ね

神が喜び満足している限り

神に全てを任せなさい

どうして心の中で不平など言えるだろうか？

神に全てを任せ

神の意思に身らを委ねなさい



『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第四十一章」（『言葉』第1巻）より編集


727 被造物は創造主に従うべき

1 被造物に対する創造主の扱いには基本的な原則がありますが、これはまた最高の原則でもあります。創造主による被造物の扱い方は、創造主の経営（救いの）計画と必要事項に完全に則っています。だれに相談する必要もなく、だれの同意も必要としません。何を行なうべきであろうと、あるいは人々をどう扱うべきであろうと、創造主はそれを行ない、また創造主が何を行なうか、人々をどう扱うかにかかわらず、それはすべて創造主が働きを行なう原則に一致しています。被造物として行なうべき唯一のことは服従です。他に選択肢があるはずはありません。

2 創造主が常に創造主であることを示しています。創造主は、いかなる被造物をも自身が欲するままに指揮して支配する権力と資格を有しており、そのための理由を必要としません。これが創造主の権威です。造られた存在である被造物のうち、創造主がどう行動すべきか、あるいは創造主のすることが正しいか否かを判定する権力や資格をもつものはありません。また、自分が創造主に支配されるべきか、指揮されるべきか、処置されるべきかについて、それらを選ぶ資格も被造物にはありません。同様に、いかなる被造物にも、創造主にどのように支配され、どのように処置されるかを選ぶ資格はありません。これは最高の真理です。

3 創造主が被造物に何をしようとも、そしてそれをどのように行なおうとも、創造主が造った人間にとって、すべきことはひとつだけです。つまり、創造主の定めるこの事実を求め、従い、知り、受け入れることです。最終的な結果は、創造主が自身の経営計画を完了し、自身の働きを達成し、経営計画が何の妨害も受けずに進行するようにさせることです。同時に、被造物は創造主の支配と采配を受け入れ、創造主の支配と采配に従ったため、被造物は真理を得、創造主の旨を理解し、その性質を知るに至ります。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を理解することでのみ、神の業を知ることができる」（『言葉』第3巻）より編集


728 あなたがたは本当に神の采配に服従できるか

1 あなたがたは、天における祝福のようなわたしの祝福を地上で受けたいと思っているのだろうか。あなたがたは、わたしについての理解、わたしの言葉の享受、わたしについての認識をあなたがたの人生で最も貴重で意味深いものとして扱うつもりがあるだろうか。あなたがたは自分の前途を考えることなく、わたしに従うことがほんとうにできるのか。あなたがたは羊のようにわたしに殺されたり、わたしに導かれたりすることがほんとうにできるのか。あなたがたの中にこのようなことをなし遂げ得る人はいるだろうか。わたしが受け入れ、わたしの約束を受ける人はみな、わたしの祝福を受ける人だということがあり得ようか。

2 あなたがたはこうした言葉から何かを理解しているのだろうか。もしわたしがあなたがたを試したら、あなたがたはほんとうにわたしにすべてを委ね、そうした試練の中でわたしの意図を探り、わたしの心を理解することができるだろうか。あなたが多くの感動的な言葉を述べたり、興奮するような物語を語ったりすることができることを、わたしは望まない。むしろ、わたしに立派な証しをすること、現実に完全に深く入ることができることを求める。もしわたしが直接話さなければ、あなたは周囲のすべてを捨て、わたしに用いられることができただろうか。これがわたしが求める現実性なのではないか。誰がわたしの言葉の意味を把握できるだろうか。

3 しかしわたしは、あなたがたがこれ以上不安に押しつぶされず、入りにおいて積極的になり、わたしの言葉の本質を把握するよう求める。これが、わたしの言葉を誤解したり、わたしの意味するところについて不明瞭であったり、わたしの行政命令に触れたりすることを防ぐだろう。わたしがあなたがたについて意図していることをわたしの言葉の中に把握してくれることを願う。もはや自分の前途については考えず、すべての物事における神の采配に委ねるとわたしの前で決心したそのとおりに行動しなさい。わたしの家の内に立つ者はみな、できる限りの努力をしなければならない。わたしの地上での働きの最終部分に自己の最善を差し出さなければならない。あなたは、このように実践する気持ちがほんとうにあるだろうか。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第四章」（『言葉』第1巻）より編集


730 神の権威に服従するには

1 神の権威と、神が人間の運命を統治しているという事実を、人間はどのような姿勢で自覚し、考えるべきでしょうか。これはあらゆる人の前に立ちはだかる真の問題です。現実の問題に対処する時、神の権威と神の統治をどのように知り、理解すべきでしょうか。あなたがこうした問題に直面した時、それらをどのように理解し、取り扱い、経験すべきかを知らない場合、神の統治と采配に服従するという意向、願望、服従しているという事実を、あなたはどのような姿勢で示すべきでしょうか。あなたは、まず待つこと、次に追い求めること、その後に従うことを覚える必要があります。

2 「待つ」とは、神の時を待つことであり、あなたのために神が計画した人々、出来事、物事を待つことであり、また神の思いが徐々に明示されてゆくのを待つことです。「追い求める」とは、神が計画した人々、出来事、物事を通して、あなたに対する神の入念な旨を観察し、理解すること、それらの物事を通して真理を理解すること、人間が達成すべき物事や従うべき道を理解すること、神は人間の中にどのような結果を実現させようとしているか、人間の中に何を達成させようとしているかを理解することです。当然ながら、「従う」とは、神が周到に準備した人々、出来事、物事を受け容れ、神の統治を受け容れることであり、それらを受け容れることを通して、創造主が人間の運命をどのように支配しているか、神はどのようにして人間に神のいのちを与えるか、神はどのようにして人間に真理を備えさせようとしているかを知ることです。

3 神の采配と統治の下にあるすべての物事は自然の法則に従っており、あなたが自らのすべてを神の采配と支配に委ねると決心したのであれば、あなたは待つこと、追い求めること、従うことを学ぶべきです。これこそが、神の権威に服従することを望むあらゆる人が取るべき姿勢であり、神の統治と采配を受け容れることを望むあらゆる人に備わっているべき基本的な資質です。そのような姿勢を取り、そのような資質を備えるには、一層の努力が必要です。そうした努力をして初めて、あなたがたは真の現実に入ることができるのです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


731 人は神に多く要求しすぎる

1　人はあまりに多くを神に求め、それは途方もない要求です。神にあれこれするよういつも求める人にはひとかけらの理知もありません。人は完全に神に服従することも、神を崇めることもできません。むしろ自分の好みにしたがって無理な要求ばかりするのです。人は神が忍耐強く、常に寛容で、人を見るたびに真理を伝え、いつも語りかけることを、期待します。あなたがたはこれらの点について反省すべきです。人間の理知は欠陥だらけではないですか。神の指揮と采配に完全に従うことも、神からもたらす全てのものを受け入れられないだけでなく、逆に神にさらなる要求を押しつけます。このような要求をする人が神に忠実だと言えますか。どうして神の采配に従えますか。どうして神を愛せますか。

2　神がどのように人を愛し、寛容で、人を見守り、思いやるべきか、誰しも要求しますが、自分がどのように神を愛し、神のことを考え、神を思いやり、満足させ、心の中に神をもち、神を崇めるべきかについては何の要求もしません。人の心にそのようなものがありますか。それらは人が行なうべきことなのに、精進しないのはなぜですか。一時的に熱心な人もいますが、長続きはしません。小さな挫折に遭うと挫け、失望し、不平を漏らすのです。人には多くの問題があり、真理を追求し、神を愛し満足させるよう努める人はほとんどいません。人間にはまったく理知がなく、間違った位置に立ち、自分をとりわけ価値ある存在だと見なしているのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


732 人はなぜいつも神に要求するのか

1

何に直面し対処しようが

人は自分の利益を守り

いつも肉に気を配り

都合の良い言い訳を探す

彼らには微塵の真理もなく

肉を正当化し

前途だけを考える

得られるだけ得ようと

神の恵みを要求する

祈りや交わり…

説教や自分の追求…

思いや願望の中で

彼らは神に要求し物を求める

その原因は人の本性である

人はなぜ神に多くを求めるのか

これは人が生まれつき欲深く

理知がないことを示している

そう、神の前では何の理知もない



2

神に多くを要求するのは

持つべき理知がないことを示し

自分のためにだけ求め

言い訳を探し

理知がない

それは「自分のことが第一で

悪魔は一番遅れたものを捕まえる」

というサタンの論理を完全に証明している

人の過剰な要求が証明するのは何？

それはサタンが人をいかに堕落させた…

人が信仰の中で

神を神として扱わないということ…

あなたは上辺では神に従うが

神への態度やあなたの観点

そして多くの事柄においては

神を創造主として扱わない

人はなぜ神に多くを求めるのか

これは人が生まれつき欲深く

理知がないことを示している

そう、神の前では何の理知もない



『終わりの日のキリスト講話集』「人はあまりに多くを神に要求する」（『言葉』第3巻）より編集


733 人には少しも理知がない

１　人は自分にあまり多くを要求しないのに、神には多く要求をします。自分に神が特別の好意を示し、忍耐強く寛容であり、自分を大切にし、糧を与え、微笑みかけ、全てに配慮するよう求めるのです。神が自分に厳しくしないように、自分の気分を害しないよう期待し、神が日々甘い言葉で語りかける時だけ満足します。人には少しも理知がありません。自分が何をすべきか、何を成し遂げるべきか、どんな視点をもつべきか、どんな立場に立って神に仕えるべきか、自分にふさわしい立場は何か理解していません。ささやかな地位をもつ人は自分をとても高く評価し、地位のない人も自分を大いに評価します。人は自分をまったく知っていません。

２　現在、あなたがたはあまりに多くを要求しますが、それらは極めて過大です。あなたがたに多くの意図があるということは、自分が正しい立場に立っていないこと、自分の立場が高すぎること、自分を神に勝るとも劣らず立派なものと見なしていることを証明しています。だからあなたは取り扱いがたく、それはまさにサタンの本性です。神がどのように語ろうと、あなたにどれだけ厳しく、あなたを無視しようと、あなたは神への信仰において、不満を漏らさず信じ、いつも通り本分を尽くし続けるべきです。そうすれば成熟した経験豊かな人になり、すこしは真の霊的背丈と、正常な人間の理知をもてるようになります。神に要求することも、大それた願望を抱くことも、自分の好みにしたがって人や神に何かを求めることもなくなります。それは、あなたがある程度人間らしさを持っていることを示します。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


734 神に要求するとき人は神に逆らい易い

１　神へ人の要求ほど扱いにくいことはありません。神の業がどれも自分の考えに一致せず、神が自分の考えるとおりにしなければ、あなたは反抗しがちになります。それは、人間の本性が神に逆らうことを示しています。真理を追求してこの問題を認識し、解決しなければなりません。真理がない人は神に多くの要求をしますが、本当に真理を理解する人はまったく要求しません。自分は神を十分満足させていない、自分はまだ従順ではないと思うだけなのです。

２　神を信じながらいつも神に要求するのは、人の堕落した本性の表われです。これを深刻な問題、重要なこととして扱わないなら、あなたの前途には危険が潜んでいます。大半のことは克服できても、自分の運命、前途、終着点となると克服できません。そのとき真理がなければ古いやり方に戻って、滅ぼされる人になります。

３　多くの人がいつもそういう道を辿ってきました。辿っているあいだは立派に振る舞ってきましたが、それで将来の出来事が決まるわけではありません。自分の急所にも、自分の本性から明らかな、神に逆らう事にも気づいていないからです。それがまだ自分に災いをもたらさなくても、あなたは最後までそれを知らず、あなたの旅が終わって神の働きが完了するとき、きっと神に最も逆らうことを行ない、最も深刻な神への冒涜を犯すことになります。

『終わりの日のキリスト講話集』「人はあまりに多くを神に要求する」（『言葉』第3巻）より編集


735 神を畏れ悪を避けるために必要な道

1 「神を畏れる」ということは、得体の知れない恐れや恐怖心を持つことではなく、回避することでも距離をおくことでもなく、偶像化や迷信でもありません。それは敬慕、尊敬、信頼、理解、思いやり、従順、献身、愛であり、無条件で不平のない崇拝、報い、そして帰服です。神に関する本物の認識がなければ、人間に本物の敬慕、本物の信頼、本物の理解、本物の思いやりや従順は存在せず、ただ恐怖と不安、懐疑、誤解、回避、逃避があるばかりです。

2 神に関する本物の認識なくして、人間に本物の献身や報いはあり得ません。神に関する本物の認識なくして、人間に本物の崇拝や帰服はあり得ず、ただ盲目的な偶像化と迷信があるのみです。神に関する本物の認識がなければ、人類は神の道に沿って行動することも、神を畏れることも、悪を避けることも到底できません。逆に、人間が関与するあらゆる活動や行為は、反抗と反逆、神についての中傷的な非難や悪意的な裁き、そして真理や神の言葉の真意に反した悪行に満ちることになるでしょう。

3 ひとたび神を本当に信頼すると、人は本当に神に従い、神を頼るようになります。本当に神を信頼し頼って初めて、人は本物の理解と認識を得ることができます。神に対する真の理解にともなって、神への真の思いやりが生じます。神に対する本物の思いやりがあって初めて、人間は本当に服従できるようになり、神に対する本物の服従があって初めて、人は本当に献身することができます。神への本物の献身があって初めて、人は無条件に不満なく報いることができます。

4 本物の信頼と依存、本物の理解と思いやり、本物の服従、本物の献身と報いがあって初めて、人は真に神の性質と本質とを知り、創造主の身分を知ることができます。創造主を真に知って初めて、自らのうちに本物の崇拝と帰服とを目覚めさせることができます。創造主に対する真の崇拝と帰服があって初めて、人は真にその悪の道を捨てること、つまり悪を避けることができるようになるのです。これが「神を畏れ、悪を避ける」ことの過程であり、また神を畏れ、悪を避けるということの全容でもあります。これは神を畏れ悪を避けることを成し遂げるために、越えなければならない道なのです。

『神を知ることについて』「序文」（『言葉』第2巻）より編集


736 神を畏れる事によってのみ悪を避ける事が出来る

1

神の性質は威厳があり 怒りに満ちている　

神は誰かに屠られる羊でも操り人形でもなく

人々の言いなりになって動く

空気のような存在でもない

あなたが神の存在を信じるなら

神を畏れる心を持つべきである

神の本質を怒らせてはならない事を

知るべきである

神の怒りを引き起こすものは

言葉や考え 教義や理論 卑劣な行いである

そしてまた道徳的には許される

些細な言動によっても生じる

しかしあなたがひとたび神の怒りに触れれば

あなたは救いの機会を失うだろう

そしてすぐに終わりが訪れるだろう

これは実に恐ろしい事である

もしもあなたが神に反する事は許されないという事を

知らずにいたら

あなたは神を畏れず

常に神に反するだろう

神に反するだろう



2

あなたが神をどのように畏れたらよいのか

分からないなら

神を畏れる事は決して出来ないだろう

神を畏れ悪を避ける神の道に従う事も出来ないだろう

あなたが神を怒らすべきではないと

ひとたび心に留めて認識したなら

神を畏れ悪を避けるという意味が分かるだろう

神の本質を怒らせてはならない事を知るべきである

神の怒りを引き起こすものは

言葉や考え 教義や理論 卑劣な行いである

あなたが神の存在を信じるなら

神を畏れる心を持つべきである

神の怒りを引き起こすものは

言葉や考え 教義や理論 卑劣な行いである

あなたが神の存在を信じるなら

神を畏れる心を持つべきである



『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


737 人は神を畏れる心を持つべき

1 愛は神の本質の一部であり、また神はあらゆる人間に憐れみをかけますが、神の本質が威厳でもあることを人間は軽視し、忘れてしまいました。神に愛があることは、人が神に触犯しても神になんらかの感情や反応を起こさせることがない、ということではありません。神に憐れみがあることは、神による人間の取り扱いに原則がない、ということではありません。神は生きており、現実に存在します。神が存在するのですから、人間は神の心の声を常に注意して聴き、神の態度に注意し、神の感情を理解しなければなりません。人間自身の想像により神を定義したり、人間が神に関して思うことや望むことを神に強制したり、神に人間の想像に基づく人間的な流儀で人間を取り扱わさせたりしてはなりません。

2 そのようなことをするのは、神の怒りを買い、神の怒りを試し、神の尊厳を挑発しているのです。したがって、あなたがたがこの問題の深刻さをひとたび理解したなら、一人ひとりが自分の行動に注意し、用心することを強く勧めます。自分の発言にも注意し、用心しなさい。神をどのように扱うかについて、注意し、用心すればするほど良いのです。神の態度がどういうものかがわからないときは、不注意に発言したり、行動したりせず、また軽々しくレッテルを貼ってはなりません。さらに重要なこととして、みだりに結論を出さずに、待ち、求めなくてはなりません。これらもまた、神を畏れ悪を避けることを表しています。

3 そして何よりも、これを成し遂げ、こうした姿勢を取ることができれば、神はあなたの愚かさ、無知、このようにする理由を理解していないことを咎めることはありません。むしろ、あなたの神の怒りを買うことを恐れる態度、神の心意への敬意、喜んで神に服従しようとする意志ゆえに、神はあなたに留意し、あなたを導き、啓き、あなたの未熟さと無知に寛容になります。それに対し、あなたの神に対する態度に畏れがなく、すなわち好き勝手に神を裁いたり、神の考えを推測したり定義したりした場合、神はあなたを断罪し、鍛錬し、懲罰さえも与えます。あるいはあなたに解説するかもしれません。おそらく、そこには、あなたの結末が含まれています。

4 したがって、今一度強調したいのです。あなたがたは一人ひとりが神に由来することすべてについて、注意し、用心しなさい。不注意な言動をしてはいけません。発言する前に、止まって考えなさい。この行動は神の怒りを買うだろうか、これをすると、神を畏れていることになるだろうか、と考えなさい。たとえ単純な事柄でも、このように自問し、時間をかけて考慮しなさい。あらゆることのあらゆる面において常にこのような原則に沿って本当に実践し、特に何か理解していないときにこのような態度を取れば、神は常にあなたを導き、進むべき道を示します。

『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


738 神の基準に目を向けて神を満足させなさい

1

結論を出す前に

神があなたをどう見るか理解せよ

神の考えを知れば

自分が正しいか分かる

神は時間や苦難の量で人の結末を決めない

神の基準に沿わないものは

人の観念や想像によるもの

自分の考え方を手放し

過去の誤った観点を正し

神を畏れ悪を避け

神を偉大な存在と敬い

想像や観点や思考で自分と神を定義せず

神の意図を探し

人への神の態度を理解して

神の基準に沿い満足させる

それは素晴らしい！

それによって

神を畏れ悪を避ける旅に踏み出すだろう



2

観念や想像にこだわれば

神に拒まれるだけ

自分の資格を自慢し

神と競い争っていて御旨を探せず

神の人への態度も学べない

この道を行けば

自分を最優先するだけで

神を敬い讃えず

自分を信じているだけ

神はそんな人を望まず

救わない

自分の考え方を手放し

過去の誤った観点を正し

神を畏れ 悪を避け

神を偉大な存在と敬い

想像や観点や思考で自分と神を定義せず

神の意図を探し

人への神の態度を理解して

神の基準に沿い満足させる

それは素晴らしい！

それによって

神を畏れ悪を避ける旅に踏み出すだろう



『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


739 神を畏敬する者はすべてにおいて神を誉め讃える

1 ヨブは神を見たこともなければ、自分の耳で神の言葉を聞いたこともありませんが、心の中に神の居場所がありました。神に対するヨブの態度はどのようなものだったのでしょうか。それは先ほど触れたように、「ヤーウェのみ名はほむべきかな」というものでした。ヨブは神の名を無条件に、状況に関係なく、理屈抜きに称えました。ヨブは自分の心を神に捧げ、それが神に支配されるようにしました。ヨブの思考、決定、そして心の中の計画はどれも神に明らかにされ、神から隠されることはありませんでした。ヨブが心の中で神に敵対することはありませんでした。また、神が自分のために何かをするよう、あるいは何かを与えてくれるよう願ったこともなく、自分は神を崇拝しているから何かを与えられるはずだという、途方もない願望を抱くこともありませんでした。

2 神に取り引きを持ちかけることも、願い事や要求をすることもありませんでした。ヨブが神の名を称えたのは、万物を支配する神の偉大な力と権威のためであり、祝福を得たかどうか、災いに遭ったかどうかに左右されるものではありませんでした。神が人々に祝福をもたらすか、それとも災いをもたらすかに関係なく、神の力と権威は不変であり、ゆえにその人の状況に関係なく神の名は称えられるべきだとヨブは信じていました。人が神に祝福されるのは神の主権のためであり、人に災いが降りかかるのもまた、神の主権のためなのです。神の力と権威は人間に関する一切のことを支配し采配します。人間の運命が流転するのは神の力と権威の現われであり。

3 人がどう見るかにかかわらず、神の名は称えられなければなりません。それが、自らの人生においてヨブが経験し、悟ったことです。ヨブの考えと行ないはすべて神の耳に届き、明らかにされ、重要なものと見なされました。神はヨブのこの認識と、ヨブがそのような心をもつことを大切に思いました。ヨブの心は絶えず神の命令を待っており、そして時間や場所に関係なく、あらゆるところで自分に何が起ころうとも、そのすべてを歓迎しました。ヨブが神に何かを要求することはなく、神から来るすべての采配を待ち、受け入れ、それに向き合い、従うことを自分に課しました。ヨブはそれを自分の本分だと信じていましたが、それこそ神がヨブに望んでいたものです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


740 神を畏敬する者だけが試練においても証しできる

1 神に対するヨブの畏れと従順は人類の模範となるものであり、彼の完全さと正しさは人間がもつべき人間性の頂点でした。彼は神を見ることこそありませんでしたが、神は実在すると認識しており、そのために神を畏れました。そして神への畏れのために、神に従うことができました。自分がもつすべてのものについて、ヨブはそれらを神の意のままにさせましたが、一言も不満を漏らさず、神の前にひれ伏し、たとえいまの瞬間に神が自分の肉体を取り上げても、不満など言わずに喜んで受け入れると言ったのです。ヨブのすべての行ないは、彼の完全で正しい人間性によるものでした。

2 つまり、彼の純粋さ、正直さ、優しさの結果として、神の存在に対するヨブの認識と経験は揺らぐことがなかったのです。そしてこの土台の上に、神による導きと、万物において自分が目にした神の業に沿って、自分にすべきことを課し、神の前での考え方、振る舞い、行ない、そして行動の原則を標準化したのです。やがて時間とともに、ヨブの経験は、神に対する現実的かつ実質的な畏れをヨブの中に生じさせ、悪を避けるようにさせました。これが、ヨブが堅く保持する完全さの根源となっているものです。

3 ヨブは正直で、汚れのない、優しい人間性をもっており、神を畏れ、神に従い、悪を避けることを実際に経験しており、それと同時に「ヤーウェが与え、ヤーウェが取られたのだ」という認識をもっていました。ひとえにこれらのことにより、ヨブはサタンによるかくもひどい攻撃を受けながらも、しっかり立って証しをすることができました。またひとえにそのおかげで、神の試練が降りかかった際も神を失望させず、神に満足ゆく答えを返すことができたのです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


741 神を畏れて神の守りを得なさい

基本となり最も大切なことは

振る舞いと行動に現実的であること

そして何をするにせよ 祈りから離れず

絶えず神の前に出て

神のもとから迷い出てはならない

迷い出てはならない



1

あなたのいのちや霊的な器が素晴らしくても

多くの真理の現実の中を歩もうとも

あなたの心の中では 神から離れることも

神のもとから迷い出ることもできない

「神から遠く離れはしない」とあなたは言うが

それは遠い近いの問題ではなく

あなたの心に神がいないとするなら

もう遥か遠くへと あなたは迷い出ているのだ

心の中で 神のもとから迷い出ず

いかなる時も神の前に出ることが出来ること

それが神への畏れを表す姿勢であり

そのような姿勢なら

神は間違った道に入らないよう あなたを守るだろう



2

神から迷い出た者は皆どうなるのだろうか?

サタンに利用され虜となって

過ちを犯し逆らい妨害するだろう

なんと恐ろしいことだろうか!

心の中で神のもとから迷い出ず

いかなる時も神の前に出ることが出来ること

それが神への畏れを表す姿勢であり

そのような姿勢なら

神は間違った道に入らないようあなたを守るだろう



神の交わりより編集



742 神を畏れる者だけが幸福

1

ヨブという正しい人がいた

常に神を畏れ悪を避け

神に称えられて、人に覚えられ

ヨブは意義と価値ある人生を送っていた

祝福されたが

サタンに試され神の試練を受けた

神を畏れ証しした

彼は義人と呼ぶにふさわしい

何を経験したかに関わらず

ヨブの人生は幸せで苦しみはなかった

幸せだったのは、祝福や称賛だけでなく

追い求めたもののゆえ

彼が神を畏敬することを

追い求めたから



2

試練の後のヨブの数十年は

よりしっかりした意義のある人生

信仰と承認と神の支配に

従うことを彼は求めた

これらはヨブの人生に大事な節目を示した

こうして彼は平安な晩年

幸せな最後を迎えた

何を経験したかに関わらず

ヨブの人生は幸せで苦しみはなかった

幸せだったのは、祝福や称賛だけでなく

追い求めたもののゆえ

彼が神を畏敬することを

追い求めたから

神を畏れ悪を避ける中

ヨブは神の主権を知った

この経験から創造主の業のくすしさを悟った

ヨブは神とのつながりと交わり

また神との間にある理解ゆえに

幸せだった

幸せだったのは、祝福や称賛だけでなく

追い求めたもののゆえ

彼が神を畏敬することを

追い求めたから

幸せは創造主の意志を知り

慰めと喜びを得たゆえ

神の偉大さとくすしさ、愛しさ、誠実さを

見た後の畏れゆえだ



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


743 神を畏れる人だけが尊厳を持って生きる

1

もし神を畏れる従順な心がないなら

もし真理を理解せず行動する際

原則に疎く戸惑うのなら

あなたには尊厳すらもない

尊厳と気骨を持ち生きなさい

神を畏れる心を持ちなさい

尊厳と気骨を持ち生きなさい

神に従う心を持ちなさい



2

あなたが聞いた高尚な説教 知る教義

あなたの理解は余り重要でなく

最も重要なことに立ち返り

真理を求めなければならない

尊厳と気骨を持ち生きなさい

神を畏れる心を持ちなさい

尊厳と気骨を持ち生きなさい

神に従う心を持ちなさい



3

真理を求め従い畏れなさい

これが何よりも第一の基本

尊厳と気骨を持ち生きなさい

神を畏れる心を持ちなさい

神の交わりより編集


744 ヨブがサタンに勝利した証拠

1 ここでヨブがサタンに勝利したことを証明する、ヨブが語った典型的な言葉を読みましょう。「わたしは裸で母の胎を出た。また裸でかしこに帰ろう」とヨブは言いました。これが神に対するヨブの従順さの態度でした。次にヨブはこう言いました。「ヤーウェが与え、ヤーウェが取られたのだ。ヤーウェのみ名はほむべきかな」。ヨブが語ったこれらの言葉は、神が人の心の奥深くを観察していること、人の考えを見通せることを証明するものであり、ヨブに対する神の評価に誤りがなく、神に認められたこの人が正しい者だったことを証明しています。

2 「ヤーウェが与え、ヤーウェが取られたのだ。ヤーウェのみ名はほむべきかな」。これらの言葉は神に対するヨブの証しです。何の変哲もないこれらの言葉がサタンを脅かし、辱め、慌てて退散させ、さらにはサタンに足かせをはめ、どうしようもなくさせたのです。またこれらの言葉はサタンにヤーウェ神の業の偉大さと力を実感させ、神の道に心を支配されている人がもつ並外れた資質を思い知らせました。そしてさらに、取るに足りない普通の人間が神を畏れて悪を避ける道に従う中で見せる、強力な活力をサタンに対して見せつけたのです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


745 ヨブの証しがサタンを打ち負かした

1 最初に試練に遭った際、ヨブは財産と子どもを残らず失いましたが、それによって躓くことも、神への罪となる言葉をを口にすることもありませんでした。ヨブはサタンの試みに勝利し、物質的財産と子孫に勝利し、世俗の財産をすべて失うという試練に勝利しました。つまり、自分から何かを取り上げる神に従い、また神がしたことに対し、神に感謝と讃美を捧げられたのです。それがサタンによる最初の試みにおけるヨブの振る舞いであり、それはまた、神の最初の試練におけるヨブの証しでもありました。

2 二度目の試練において、サタンはその手を伸ばしてヨブを苦しめました。ヨブはかつて感じたことのない苦痛を経験しますが、それでもヨブの証しは人々を驚かせるのに十分でした。ヨブはその不屈の精神、信念、神への従順、そして神への畏れによって再びサタンに勝利し、彼の行ないと証しはまたしても神に認められ、喜ばれました。この試みの間、ヨブはサタンに対し、肉の苦痛は神への信仰と従順を変えることも、神に対する強い愛着と畏れを奪うこともできないと、実際の行ないによって宣言しています。死に直面したからといって、神を拒んだり、自身の完全さと正しさを捨てたりはしないのです。

3 ヨブの決意はサタンを弱腰にし、ヨブの信仰はサタンを臆病にさせて震えさせ、サタンとの生死をかけた戦いの激しさは、サタンの中で強い憎しみと恨みを膨らませ、そしてヨブの完全さと正しさの前にサタンは為す術もなく、ヨブへの攻撃を止め、ヤーウェ神の前で行なったヨブへの非難を捨てました。これが意味するのは、ヨブが世に打ち勝ち、肉に打ち勝ち、サタンに打ち勝ち、そして死に打ち勝ったということです。ヨブはまさに、完全に神に属する人でした。この二度の試練の間、ヨブは固く立って証しを行ない、自身の完全さと正しさを生き通し、神を畏れて悪を避けるという生きる上での原則の範囲を広げました。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


746 ヨブの義なる行いがサタンを打ち負かした

1 最初に試練に遭った際、ヨブは財産と子どもを残らず失いましたが、それによって躓くことも、神への罪となる言葉をを口にすることもありませんでした。彼はサタンの試みに勝利し、物質的財産と子孫に勝利し、世俗の財産をすべて失うという試練に勝利しました。つまり、自分から何かを取り上げる神に従い、また神がしたことに対し、神に感謝と讃美を捧げられたのです。それがサタンによる最初の試みにおけるヨブの振る舞いであり、それはまた、神の最初の試練におけるヨブの証しでもありました。二度目の試練において、サタンはその手を伸ばしてヨブを苦しめました。ヨブはかつて感じたことのない苦痛を経験しますが、彼はその不屈の精神、信念、神への従順、そして神への畏れによって再びサタンに勝利し、彼の証しはまたしても神に認められ、喜ばれました。

2 二つの試練を経たことで、ヨブの中にさらなる経験が生まれ、この経験によってヨブはさらに成熟して鍛えられ、それまで以上に強くなり、さらに強い信念をもち、自身が固く保つ高潔さの正しさと価値をさらに確信しました。ヤーウェ神による彼への試練は、神が人間に対して抱く配慮を彼に深く理解させ、また実感させ、神の愛の尊さを感じ取れるようにしました。そしてそこから、神への思いやりと愛が、神に対する彼の畏れに加わりました。ヤーウェ神による試練は、ヨブをヤーウェ神から遠ざけなかったばかりか、ヨブの心を神に近づけました。

3 自分の肉の苦痛が頂点に達したとき、ヨブはヤーウェ神から感じ取っていた懸念のために、自分の生まれた日を呪うしかありませんでした。このような行ないは前もって計画されていたものではなく、神への思いやりと愛の自然な表現、神への思いやりと愛から生じた自然な表現なのです。つまり、彼は自身を忌み嫌い、神を苦しめることを望まず、またそうすることに耐えられなかったので、彼の思いやりと愛は無私のレベルに達したのです。

4 ヨブは自身の義なる行ないのおかげでサタンに勝利し、固く立って神への証しをすることができました。そしてまた、彼の義なる行ないは彼を完全にし、いのちの価値を引き上げさせ、これまでになく超越させるとともに、彼がサタンによる攻撃や試みを二度と受けない最初の人物となるようにしました。彼は義なる人だったので、サタンに責められ、試みられました。彼は義なる人だったので、サタンに引き渡されました。そして彼は義なる人だったので、サタンに勝利し、サタンを打ち倒し、固く立って証しをしました。そのようにして、ヨブは二度とサタンの手に渡されることのない最初の人となり、真に神の玉座の前に出て、神の祝福のもと、サタンによる監視も破滅もなく、光の中で生きたのです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


747 どうしてヨブは神を畏敬することができたのか

1 ヨブは神を見たことがなく、神の教えを直接聞いたこともありませんが、神にとってヨブの心とヨブ自身は、神の前で難しい理論を説き、豪語し、いけにえを捧げることについて語れるだけで、神に関する真の認識を得たことがなく、心から神を畏れたことのない人々よりもはるかに尊かったのです。ヨブの心は純粋で神から隠されておらず、ヨブの人間性は正直で優しく、そしてヨブは正義と肯定的なものを愛したからです。そのような心と人間性を持ち合わせた人だけが神の道に従うことができ、神を畏れて悪を避けることができます。そのような人は神の主権、および神の権威と力を見ることができ、神の主権と采配に従うことができます。そのような人だけが神の名を真に称えることができるのです。

2 なぜなら、その人は神が祝福を与えるか、それとも災いをもたらすかを見ておらず、すべては神の手で支配されていること、また人間が思い煩うのは愚かさ、無知、理不尽さ、神が万物に対する主権を握っていることへの疑い、そして神を畏れないことのしるしだと知っていたからです。ヨブの認識はまさに神が望むものでした。彼は神の働きを経験しておらず、神が語るのを聞いておらず、神の顔も見ていないのですから。ヨブが神に対してそうした態度をとれたのは、彼の人間性と個人的な追求の賜物であり、いずれも今日の人々にはないものです。ゆえに当時、神は「ヨブのように全く、かつ正しく、神を恐れ、悪に遠ざかる者の世にない」と言ったのです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


748 ヨブの真の信仰と神への従順

1 それまでの数十年間の人生において、ヨブはヤーウェの業を目の当たりにし、ヤーウェ神からの祝福を受けてきました。それらはヨブを大いに不安にさせ、また恐縮させた祝福でした。と言うのも、自分は神のために何もしていないのに、これほど偉大な恵みを授けられ、これほど多くの恵みを享受したのだと信じていたからです。そのためヨブは心の中でしばしば祈り、神に報いられるようになること、神の業と偉大さを証しする機会を得ること、自分の従順さが試されること、そしてさらに、自分の従順と信仰が神から認められるまで、自分の信仰が清められることを願いました。

2 かくして、試練が自分に降りかかった際、神は自分の祈りを聞いてくださったのだとヨブは信じました。そしてこの機会を他の何より大切にし、あえて軽々しく扱おうとはしませんでした。最も大きな長年の願いが叶えられるからです。この機会が訪れたのは、神に対する自身の従順と畏れが試され、純粋なものにされることを意味していました。そのうえそれは、神に認められ、近づく機会がもたらされたことも意味していました。

3 試練の間、ヨブはそうした信仰と追求のおかげでより完全になり、神の旨に関する理解をさらに深めました。また、神の祝福と恵みにますます感謝し、心の中で神の業をよりいっそう称え、以前にも増して神を畏れ、崇め、神の愛、偉大さ、そして聖さを切望しました。この時点で、ヨブは神の目から見て、いまだ神を畏れて悪を避ける者でしたが、経験という点から言えば、ヨブの信仰と認識は飛躍的に成長していました。

4 信仰が増し、従順さが足がかりを得て、神への畏れがより深まっていたのです。この試練はヨブの霊といのちを変えましたが、そのような変化はヨブを満足させず、彼の前進を遅らせることもありませんでした。この試練から得たものは何かと計算し、自分の欠点を考えるのと同時に、ヨブは静かに祈り、次なる試練が自分の身に降りかかるのを待ちました。と言うのも、神の次なる試練において、自分の信仰、従順、そして神への畏れが引き上げられることを切望していたからです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


749 神の祝福へのヨブの態度

1

全ての所有物は神が授けたものであり

自分で得たものではないと

ヨブは心の中で信じていた

ヨブは祝福を己のために利用せず

生きる指針として

自分が守るべき道から外れなかった

神が授けた祝福に

ヨブは決して享楽し歓喜することはなかった

享受した祝福故に

神の道を無視したり恵みを忘れたりしなかった



2

ヨブは神の祝福を宝だと感謝した

しかしそれに溺れたり もっと求めることはなかった

ヨブは祝福をただ求めるためだけには

決して事を為さず

その喪失と不足を気に病まなかった

神が授けた祝福に

ヨブは決して享楽し歓喜することはなかった

享受した祝福故に

神の道を無視したり恵みを忘れたりしなかった



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


750 ヨブが神の称賛を勝ち取った理由

1 ヨブは神の顔を見たこともなければ神の語る言葉を聞いたこともなく、ましてや神の働きを直接経験したこともありません。それでいながら、神に対するヨブの畏れと、試練の際の彼の証しは誰もが目にしており、神に愛され、喜ばれ、称えられました。人々はヨブをうらやみ、高く評価し、それ以上に讃美を捧げました。ヨブの人生は偉大なものでも非凡なものでもありません。普通の人と同じく平凡な生活を送り、日の出とともに仕事へ出かけ、日が落ちると帰宅して休息しました。他の人たちと違っていたのは、平凡だった数十年間の人生において、神の道に関する洞察を得て、神の偉大な力と主権を認識して知るようになったことであり、それは他の人にはなし得ないことでした。

2 ヨブは他のどの平凡な人よりも賢かったわけではなく、ひときわ強いいのちを持っていたわけでもありません。ましてや目に見えない特殊な能力をもっていたということはないのです。しかし、ヨブには正直で、心優しく、正しく、公正と義、そして肯定的なものを愛するという性格がありました。これらはいずれも大多数の普通の人間にはないものです。ヨブは愛と憎しみを区別し、正義感をもち、断固とした不屈の精神があり、自分の考えの隅々まで細かな注意を払っていました。そのため、地上において平凡な日々を過ごしながら、神がなした驚異的な物事をすべて目の当たりにし、神の偉大さ、聖さ、義を見、人間に対する神の気遣い、恵み深さ、加護を知り、至高の神の高貴さと主権を目にすることができたのです。

3 普通の人が誰もなし得なかったこれらのことをヨブがなし得た第一の理由は、ヨブが純粋な心をもち、ヨブの心が神に属しており、創造主により導かれていたことです。第二の理由はヨブの追求です。つまりヨブは、非の打ち所のない完全な人になること、天の旨と一致し、神に愛され、悪を避ける人になることを追い求めたのです。それにより、人々がヨブと同じ人間性をもち、ヨブと同じように追求すれば、ヨブと同じ認識と知識を得ることができ、また万物に対する神の主権についても、ヨブと同じ理解と認識を獲得できることがわかります。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


751 ヨブは神を知ろうと生涯を費やした

1 ヨブは神を見ることも神の言葉を聞くこともできませんでしたが、これらのものを獲得し、追い求めました。また神を見たことがないものの、神がどのように万物を支配するかがわかるようになっており、神がそうする際の知恵を理解していました。そして神の語る言葉を聞いたことがないものの、人に報いたり人から取り上げたりするという業はすべて神に由来することを知っていました。ヨブの人生の年月は普通の人のそれと何ら変わらなかったのですが、自分の人生の平凡さのせいで、万物に対する神の主権の認識や、神を畏れて悪を避ける道が影響を受けることは許しませんでした。

2 ヨブの目から見て、万物の法則は神の業で満ちており、神の主権は人の生活のいたるところで見られるものでした。ヨブは神を見たことがないものの、神の業が至るところにあることを認識でき、また地上で平凡な時間を過ごす間、自分の生活のあらゆるところで神の並外れた不思議な業を見てそれに気づくことができ、神の不思議な采配を知ることができました。神が隠れていたこと、そして無言であったことは、ヨブが神の業を認識する上で障害とはならず、万物に対する神の主権を知る上で影響を及ぼすこともありませんでした。

3 ヨブの人生は、万物の中に隠されている神の主権と采配の認識を、日常生活の中で得てゆくというものでした。また、ヨブは日々の生活の中で、神の心の声と言葉を聞いて理解しましたが、神は万物のあいだで無言を貫きつつも、万物の法則を司ることで自身の心の声と言葉を表わします。それにより、人々がヨブと同じ人間性をもち、ヨブと同じように追求すれば、ヨブと同じ認識と知識を得ることができ、また万物に対する神の主権についても、ヨブと同じ理解と認識を獲得できることがわかります。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


752 ヨブの生涯の価値

1 ヨブは価値ある人生を送ったでしょうか。その価値はどこにあったでしょうか。人間の観点から言うと、サタンと世の人々の前で鳴り響くような証しを神に行なったという点で、ヨブは神が救いたいと願う人間を代表していました。ヨブは被造物が尽くすべき本分を尽くし、神が救いたいと願うすべての人の見本となり、その模範として振る舞いました。そうすることで、神にすがってサタンに打ち勝つことは間違いなく可能だと、人々がわかるようにしたのです。神にとってヨブの人生の価値は、神を畏れ、崇拝し、神の業を証しし、神の業を称え、神に慰めと喜びをもたらせたことにありました。

2 そして、死を迎える前に試練を経験してサタンに勝利し、サタンと世の人々の前で鳴り響くような証しを神に行ない、人類の中にあって神を称え、神の心に慰めをもたらし、熱意に満ちた神の心に一つの結末と希望を見せたこともまた、神にとってのヨブの人生の価値でした。ヨブの証しは、人類を経営する神の働きの中で、人が固く立って神の証しをできることの前例となり、また人が神に代わってサタンを辱められることの前例となりました。

3 ヨブは神の心に慰めをもたらし、称えられることの喜びを前もって味わわせるとともに、神の経営計画が素晴らしいスタートを切れるようにしました。このとき以降、ヨブの名は神を称える象徴となり、サタンに対する人類の勝利の象徴となりました。ヨブがその生涯において生きた物事、そしてサタンに対する勝利は神によって永遠に尊ばれ、またヨブの完全さ、正しさ、神に対する畏れは後の時代に尊ばれ、模範となるでしょう。ヨブは傷のない輝く真珠のように、神に尊ばれるでしょう。そして人間にとっても、ヨブは尊ばれるに値する人なのです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


753 神のなすことはすべて人を救うため

1 神が行なうことはどれも必要であり、そこには並外れた意義があります。なぜなら、神が人において行なうすべてのことは、神の経営と人類の救いに関連するからです。神が何を行なうか、その手段がどのようなものか、代価がどれほどのものか、および神の目標がどのようなものかにかかわらず、神の業の目的は変わらないのです。神の目的は自身の言葉を人の中に働かせること、そして人間に対する自身の要求と旨を人の中に働かせることです。つまり、肯定的だと信じるすべてのものを、自身の歩みに応じて人間に対して働かせ、人間が神の心を理解できるようにし、神の本質を把握できるようにするとともに、神の支配と采配に従えるようにすることで、神を畏れて悪を避けるようにするためです。これらが、神が行なう一切のことにおける、神の目的の一つの側面です。

2 もう一つの側面は、サタンが引き立て役で神の働きに役立つものなので、人間がしばしばサタンに与えられるということです。これは、サタンによる試みと攻撃の中、人々がサタンの邪悪さ、醜さ、そして卑劣さを見るために神が用いる手段であり、それによって人々はサタンを憎み、否定的なものを知って理解するようになります。この過程により、人々はサタンの支配、断罪、妨害、攻撃から徐々に解放され、やがては神の言葉のおかげで、そして神に関する認識と神への従順、神に対する信仰と畏れのおかげで、サタンの攻撃と断罪に勝利します。そうして初めて、人々はサタンの支配から完全に解放されるのです。

3 サタンからの解放とは、サタンが打ち負かされたという意味であり、人々がもはやサタンの餌食ではないということです。サタンは人々を飲み込む代わりに手放したのです。なぜなら、そのような人々は正しく、信仰をもち、従順であり、神を畏れ、サタンと完全に決別したからです。彼らはサタンを辱め、怖じ気づかせ、完全に打ち負かします。神に付き従うという彼らの信念、そして神への従順と畏れがサタンを打ち負かし、自分たちへの攻撃を諦めさせるのです。このような人たちだけが真に神のものとされ、それが人間を救う神の最終目標です。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


754 神はサタンに完全に打ち勝つ者だけを得る

人々が救われる時

サタンは打ち負かされる



1

正直で神への信仰、従順、畏れを持つ者は

もうサタンの食い物にはならない

食い尽くされることなく

サタンが手放す対象となり

サタンとの縁を完全に断ち切る

彼らがサタンを恥じ入らせ臆病にし

完全に打ち負かすからだ

神に従うという信仰 従順と畏れが

サタンに彼らを手放させる

このような人々だけが本当に神のものとされたのだ

それは人を救うことにおける神の目的だからだ

救われ神のものとなりたいなら

サタンが為すことに耐え

サタンの誘惑と攻撃に立ち向かわなければならない

サタンを打ち負かした者が神により救われる



2

神により救われた者は

神の試練の中を通り

サタンに試され攻撃された

彼らは神の意志と要求を理解し計画に従い

神を畏れ悪を避けることができる

彼らは正直で優しく

愛と憎しみの違いを見分けられる

正義感があり理性的で

神を思いやり神の全てを大切にする



3

サタンに縛られず、見張られず

告発されず、虐待されず

彼らは自由で解放された

神がサタンに手渡したヨブのように自由に生きられる！

このような人々だけが本当に神のものとされたのだ

それは人を救うことにおける神の目的だからだ

救われ神のものとなりたいなら

サタンが為すことに耐え

サタンの誘惑と攻撃に立ち向かわなければならない

サタンを打ち負かした者が神により救われる



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


755 サタンを打ち負かす者だけが救われる

1 まだ救われていない人々の生活はしばしばサタンに干渉され、支配さえされています。言い換えれば、救われていない人々はサタンの虜であり、自由がなく、サタンに放棄されておらず、神を礼拝する権利も資格もなく、サタンにしっかり追跡され、激しく攻撃されます。そのような人には語るべき幸せがなく、普通の存在でいる権利もなく、さらには尊厳もありません。

2 あなたが立ち上がり、神への信仰、従順、そして畏れを武器に命がけでサタンと戦い、サタンを完全に打ち負かし、そうしてサタンがあなたを見るたびに尻尾を巻いて怯えるようになり、あなたへの攻撃と非難を完全に放棄するなら、そのとき初めてあなたは救われ、自由になるのです。サタンとの関係を完全に断ち切ろうと決意していても、サタンを打ち負かす武器を身につけていないのであれば、あなたはまだ危険な状態にあります。

3 時間が経ち、サタンにひどく苦しめられ、一握りの力も自分の中に残っていないのに、それでもまだ証しをすることができず、サタンの断罪と攻撃から完全に解放されていないのであれば、救われる望みはほぼありません。最後に神の働きの完了が告げられるとき、あなたはいまだサタンの手中にあり、自分を解放することができず、ゆえに救われる機会も望みもありません。これが意味するのは、そのような人々は完全にサタンの虜となってしまうということです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


756 神のものとされるために真理によってサタンを打ち負かしなさい

1 人間に対する永続的な施しと支えの働きの間、神は自身の旨と要求を余すところなく人間に伝え、自身の業、性質、そして自身が所有するものと自身そのものを人間に示します。その目的は、人間が神に付き従う中、彼らに霊的背丈を身につけさせ、神から様々な真理を得られるようにすることです。その真理は、サタンと戦う武器として神から人間に与えられるものです。これらのものが備わったならば、人は神の試験に直面しなければなりません。神は人間を試す多くの手段や手法をもっていますが、どれも神の敵であるサタンの「協力」を必要とします。

2 サタンと戦う武器を人に与えたあと、神は人をサタンの手に渡し、サタンが人の霊的背丈を「試す」ことを許すのです。人間がサタンの軍勢から脱出し、サタンの包囲網から逃れ、それでも生きていられるなら、試験に合格したということです。しかし、サタンの軍勢を離れるのに失敗し、サタンに服従するのであれば、その人は試験に合格しなかったということです。神が人間のどの側面を検証しようと、その基準は、サタンの攻撃を受けた人間がしっかり立って証しをできるかどうか、またサタンに誘惑された際に神を捨て、サタンに降伏して服従するかどうかです。

3 人間が救われるかどうかは、サタンに勝利して打ち倒せるかにかかっており、また自由を獲得できるかどうかは、神から与えられた武器を自ら手にしてサタンの束縛に打ち勝ち、サタンが完全に希望を失って手出ししなくなるかどうかにかかっています。サタンが希望を失って誰かを手放すとは、二度とその人を神から奪おうとはしない、二度とその人を断罪したり、干渉したり、気まぐれに苦しめたり攻撃したりしないという意味です。そのような人だけが、真に神のものとされるのです。これが、神が人々を自分のものにする過程です。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


757 後世へのヨブの証しの警告

1 ヨブの信仰、従順、そしてサタンに勝利した証しは、人々にとって大きな助け、そして励ましであり続けてきました。人々はヨブの中に自分の救いの望みを見出し、また信仰を通じて、そして神への従順と畏れを通じて、サタンを打ち負かして勝利することが完全に可能であることを見出します。神の主権と采配に従い、すべてを失っても神を捨てないという決意と信仰がある限り、サタンを辱めて打ち勝つことができると知るのです。また、たとえそれが命を失うことを意味しても、固く立って証しをする決意と忍耐力さえあれば、サタンを怯えさせて退散させられることも知るのです。

2 ヨブの証しは後の世代への警告であり、サタンを打ち負かさなければその断罪と干渉から逃れられず、サタンの虐待と攻撃から抜け出すのも不可能だと伝えています。ヨブの証しは後の世代に啓示を与えました。この啓示は人々に対し、完全で正しくありさえすれば、神を畏れて悪を避けることができると教えています。つまり、神を畏れて悪を避けさえすれば、神に対する鳴り響くような力強い証しをすることができる、そして神に対する鳴り響くような力強い証しをするだけで、その人は決してサタンに支配されず、神の導きと加護のもとで生きることができる、そうして初めて真に救われるということを教えているのです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


758 神を愛する者は幸いである

1

神を愛する者だけが神を証しし

神の祝福を受け約束を得られる

神を愛する者だけが神の親友であり

神とともに祝福を享受できる

そんな人々だけが永遠に生きられる

神を真に心から愛する者だけが

最高の価値と意義とともに生きる

彼らだけが神を真に信仰する者

神を愛する者は幸いである

神を愛する者は地上を自由に巡り歩く

神を愛する者は幸いである

神の証人たちは全宇宙を行き巡る



2

神を真に愛する者は

自分の全てを神の業に捧げることができる者

抵抗する者もなく世界を巡り歩き

神の民と地を全て統治できる

それは神に愛され祝福される者たち

神の光の中で永遠に生きるだろう

最高の価値と意義とともに生きる

彼らだけが神を真に信仰する者

神を愛する者は幸いである

神を愛する者は地上を自由に巡り歩く

神を愛する者は幸いである

神の証人たちは全宇宙を行き巡る



3

そんな人々が世界中から来る

言語も肌の色も異なるが

同じ生存の意義と神への愛を持ち

皆が共通の志を抱いて証しする

神を愛する者は幸いである

神を愛する者は地上を自由に巡り歩く

神を愛する者は幸いである

神の証人たちは全宇宙を行き巡る



『神の出現と働き』「神を愛する人は永遠に神の光の中に生きる」（『言葉』第1巻）より編集


759 あなたは神への真の愛を求めるべきだ

1

あなたは実践的な神を信じてるのだから

今日から正しい道を行かなければならない

信仰を持ってるのなら

神の祝福ばかり求めず

神を愛し知ることを求めなさい

神の啓示とあなたの追求を通して

神を本当に理解し

あなたの心の中に真の愛を持ちなさい

真の愛を持ちなさい

神へのあなたの愛が本物で

誰にも壊したり妨げたりできなければ

あなたは信仰の正しい道を歩んでいる

あなたの心は神のものであり

あなたが他の何にも捕われていないこと

これこそがあなたが神のものである証しだ



2

あなたの代価や経験 また神の働きのおかげで

あなたは自発的な愛を持つ

そしてあなたはサタンの影響から解放されて

神の言葉の光の中で過ごす

あなたが闇の力から自由になれば

神を得るとみなされる

信仰の中でこの目標を求めること

これがあなたの義務である



3

現状に満足してはいけない

神の働きについて二心を抱いたり

その働きを軽視したりしてはならない

常に神のことを考え 行い

何を語り行うにも神の家を第一とする

これこそが神の意志に従うということだ



『神の出現と働き』「神を信じるなら真理のために生きるべきである」（『言葉』第1巻）より編集


760 汚れなき純粋な愛

愛は汚れなき純粋な感情である

愛し 感じ 思いやるためには

あなたの心を使いなさい

愛に条件や障壁や隔たりはない

愛し 感じ 思いやるためには

あなたの心を使いなさい

もしあなたが愛するなら

あなたは欺かず 不平をこぼさず

背を向けることなく

何の見返りも求めない

もしあなたが愛するなら

あなたは喜んで犠牲を払い

困難を受け入れ

神と調和して一つになる

愛には疑い 狡さや偽りなどない

愛し 感じ 思いやるためには

あなたの心を使いなさい

愛に距離はなく 汚れたものは何もない

愛し 感じ 思いやるためには

あなたの心を使いなさい

もしあなたが愛するなら

あなたは欺かず 不平をこぼさず

背を向けることなく

何の見返りも求めない

もしあなたが愛するなら

あなたは喜んで犠牲を払い

困難を受け入れ

神と調和して一つになる

あなたは自らの家族や青春

将来の展望や結婚

そして自らの全てを神に捧げるだろう

そうでなければあなたの愛は愛ではなく

神への偽り 神への裏切りだ

愛は汚れなき純粋な感情である

愛し 感じ 思いやるためには

あなたの心を使いなさい

愛に条件や障壁や隔たりはない

愛し 感じ 思いやるためには

あなたの心を使いなさい



『神の出現と働き』「招かれる者は多いが、選ばれる者は少ない」（『言葉』第1巻）より編集


761 あなたに神への真の愛はあるか

1 もしあなたが肉の幸福や一時的な快楽のために神を愛するなら、たとえ最後に神に対するあなたの愛が頂点に達し、あなたがそれ以上何も求めないとしても、あなたが求めるこの愛は依然として不純な愛であり、神には喜ばれない。自分のつまらない存在を豊かにし、心の空虚さを埋めるために神を愛する人は、楽な生き方に貪欲な人であって、神を真に愛することを求める人ではない。このような愛は強いられたものであり、精神的満足を追求するものであって、神はそれを必要としない。では、あなたの愛はどのようなものか。あなたは何のために神を愛するのか。まさにいま、あなたの中には神に対する真の愛がどれほどあるのか。

2 あなたがたの圧倒的多数が抱いている愛は先に述べた通りのものである。このような愛は現状を維持することしかできず、不変性を得ることも、人に根づくこともできない。この種の愛は、花が咲いても実をつけず、そのまましおれてしまう花のようでしかない。言い換えると、そのような形で神を愛しても、誰かがその道を導いてくれなければ、あなたは崩れ落ちてしまう。神を愛する時代に神を愛せるだけで、その後もいのちの性質が変わらないままなら、あなたは引き続き暗闇の力に覆われ、そこから逃れることができず、サタンの束縛とたくらみから自由になることもできないままである。

3 そのような人が完全に神のものとなることはできない。最終的に、その人の霊、魂、体は依然としてサタンに属している。このことに疑いの余地はない。完全に神のものとされることができない人は、残らず自分の本来の場所に戻る。つまり、サタンの所に戻り、神による次の段階の懲罰を受けるため、火と硫黄の池に落ちるのである。神のものとされる人は、サタンを捨て去ってその支配下から逃れる人のことである。そのような人は正式に神の国の民として数えられる。神の国の民はこのようになるのである。あなたはこの種の人になりたいのか。進んで神のものになりたいのか。進んでサタンの支配下から逃れ、神の元に戻りたいのか。あなたはいまサタンに属しているのか、それとも神の国の民として数えられているのか。

『神の出現と働き』「信者はどのような観点をもつべきか」（『言葉』第1巻）より編集


762 あなたがたは神を真に愛していない

1 あなたがたは、自分はわたしのためにすでに十分あきらめてきたと思っている。自分のわたしへの愛はすでに十分だと考えている。しかし、それならば、あなたがたの言葉と行動はなぜいつも反抗的で不正直なのか。あなたがたはわたしに従うものの、わたしの言葉を認めない。これを愛とみなすのか。わたしに従うものの、わたしを脇へ置く。これを愛とみなすのか。わたしに従うものの、わたしを疑っている。これを愛とみなすのか。わたしに従うものの、わたしの存在を受け容れられない。これを愛とみなすのか。わたしに従うものの、わたしが誰であるかに相応しくわたしを扱わず、事あるごとに物事がわたしにとって困難になるようにしてしまう。これを愛とみなすのか。

2 わたしに従うものの、あらゆる事柄においてわたしを騙し欺こうとする。これを愛とみなすのか。わたしに仕えるものの、わたしを恐れない。これを愛とみなすのか。あなたがたはあらゆる面で、あらゆる事柄においてわたしに反対する。こうしたすべてを愛とみなすのか。あなたがたが非常に多くを捧げてきたのは確かであるが、わたしがあなたがたに要求することをあなたがたは一度として実践したことがない。これを愛とみなすことができるだろうか。注意深く考えると、あなたがたの中にはわたしへのかすかな愛も感じられない。これほど長年働きを行い、あれだけ多くの言葉を与えてきた後に、あなたがたは実際にどれほどのことを得ているのか。このことは注意深く振り返るに値しないか。

『神の出現と働き』「招かれる者は多いが、選ばれる者は少ない」（『言葉』第1巻）より編集


763 神の愛を実生活で味わなければならない

1 神の愛を目の当たりにし、それを真に経験したいのであれば、現実と実際の生活に深く入らなければならない。そして、神のすることはみな愛と救いであり、また神が行なうすべてのことによって、人は汚れたものを捨て去ることができ、人の内にある物事のうち、神の旨を満たせないものを精錬できるのだと理解しなければならない。

2 神は言葉を用いて人に施す。神は現実の生活における状況を采配して、人にそれを経験させる。神の言葉による啓きと導きを用いてしばしば祈り、探り、求め、それによって実践すべき事柄を見出し、聖霊の働きの機会を見つけ、真に神と協力し、まごついて混乱することがないなら、あなたは現実の生活において道をもち、真に神を満足させる。

3 神を満足させれば、あなたの中には神の導きがあり、神から格別の祝福を受ける。あなたはそれによって喜びを覚える。神を満足させたことをひときわ光栄に感じ、内なる光を特に感じ、心は明瞭で安らかになる。良心は穏やかで、責められることがない。また兄弟姉妹を見るとよい心地になる。これが神の愛を享受するということであり、これだけが真に神を喜ぶということである。神の愛は経験を通して享受できる。苦難を経験して真理を実践することで、人は神の祝福を得る。このようにして絶えず真理を実践するなら、神の働きの多くに関する明確な認識が徐々に育まれ、そのときには自分の前にある神の言葉が水晶のごとく明瞭に感じられる。

『神の出現と働き』「神を愛する人は永遠に神の光の中に生きる」（『言葉』第1巻）より編集


764 神を愛するには神の愛らしさを体験しなければならない

1 神を敬い畏れる心で神を信じ、神の言葉を経験するなら、そのような人々には神の救いと神の愛が見られる。そうした人々は神を証しすることができる。彼らは真理に生き、自らが証しするものもやはり真理、神の存在そのもの、そして神の性質である。彼らは神の愛に包まれて生き、神の愛を知っている。もし人々が神を愛したいと願うなら、神の愛すべき素晴らしさを経験し、神の愛すべき素晴らしさを知らなければならない。そうしてはじめて、神を愛する心、神のために忠実に我が身を捧げようという思いが生じる。

2 神は言葉や表現、あるいは人々の想像力に訴えて人々が神を愛するように仕向けることはなく、自身を愛することを人に強いることもない。むしろ、人々に自ら進んで神を愛するようにさせ、自分の働きと言葉の内にその愛すべき素晴らしさを見るようにさせる。その後、人々の内には神への愛が生まれるのだ。この方法によってのみ、人々は真に神を証しできるのである。人々は、他人から駆り立てられて神を愛するのではなく、一時の感情的衝動に駆られて愛するのでもない。人々が神を愛するのは、神の愛すべき素晴らしさを見たためである。彼らは、神には人々の愛に値するものが非常に多くあることを見た。神の救いと知恵、驚くべき業を見たからである。そしてその結果、彼らは心から神を讃え、心から神を慕い、神無くしては生き抜けないほどの情熱が自分の中に呼び起こされるのだ。

『神の出現と働き』「神を愛する人は永遠に神の光の中に生きる」（『言葉』第1巻）より編集


765 神の働きを経験し神の愛らしさを発見しなさい

1 神の本質は、単に人間が信じるべきものではない。それ以上に、人間が愛すべきものである。しかし、神を信じる人の多くは、この「秘密」を見いだすことができない。人々はあえて神を愛そうとせず、愛そうと試みることもない。神には愛すべき点が数多くあるのを見出したことがなく、神が人を愛する神であること、人が愛すべき神であるのも見出したことがない。神の愛すべき素晴らしさはその働きに示されている。人は神の働きを経験してはじめて、神の愛すべき素晴らしさを見出す。人は実際の経験の中でしか、神の愛すべき素晴らしさを理解できない。そして実生活においてそれを目の当たりにしなければ、誰一人神の愛すべき素晴らしさを見出せない。神には愛すべき点が数多くあるものの、実際に神と関わらなければ、人はそれを見出せない。

2 つまり、もし神が受肉しなければ、人々は実際に神と関わることができず、実際に神と関わることができなければ、その働きを経験することもできない。そのため、神に対する人々の愛は、数多くの偽りや想像によって汚されることになる。天なる神への愛は、地上にいる神への愛ほど現実的なものではない。と言うのも、天なる神に関する人の認識は、その目で見たり自ら経験したりしたことではなく、自分の想像に基づいているからである。神が地上に来ると、人々は神の実際の業と、神の愛すべき素晴らしさを目の当たりにできる。神の実際的かつ普通の性質をすべて見られるのであり、それらはみな、天なる神についての認識より数千倍も現実的なものである。

3 人々が天なる神をどれほど愛そうと、その愛に現実的なところは何ひとつなく、人間の考えで満たされている。地上にいる神への愛がどれほどささやかなものであっても、その愛は現実のものである。たとえごくわずかであっても、やはり現実のものなのである。神は実際の働きを通して人々に自分を知らしめ、それによって人々の愛を得る。ペテロもこれに似ている。イエスと共に暮らしていなければ、ペテロがイエスを愛することは不可能だったろう。イエスに対するペテロの忠誠心もまた、イエスとの交わりを通して築かれたものである。人間が自分を愛するようにすべく、神は人の間に来て人と共に生きてきた。そして神が人に見させ、経験させるものはみな、神の現実なのである。

『神の出現と働き』「神を愛する人は永遠に神の光の中に生きる」（『言葉』第1巻）より編集


766 神を愛する者の座右の銘

1 終わりの日に神がどのような働きを成し遂げるのか、また肉において降臨し、人と禍福を共にするため、神が極度の恥辱に耐えてきたのはなぜか、今日に至るまで多くの人が知らずにいる。神の働きの目標から、終わりの日に対する神の計画の目的に至るまで、人間はこれらのことについて完全に闇に包まれている。神が人に求める入りについて、人々はいつもなまぬるく曖昧であり、そのため、肉における神の働きにこの上ない困難がもたらされた。誰もが障害物になり、今日に至るまでいまだに理解していないかのように思われる。そのため、まずは神が人に行なう働きと、神の差し迫った意図について話し合うべきだと思う。その目的は、あなたがた全員を神の忠実なしもべとし、ヨブにならって、神を拒絶するくらいならむしろ死を選んであらゆる恥辱に耐える者、またペテロのように自分の存在のすべてを神に捧げ、終わりの日に神が得る、神と心を通わせる者にすることである。

2 父なる神の心がすぐに安息を享受できるよう、兄弟姉妹たちがみな、神の天なる旨に全力を注ぎ、自分の一切を捧げ、神の家における聖なるしもべとなり、神から授けられる無限の約束を享受するように。「父なる神の旨を成就する」が、神を愛するすべての人のモットーとなるべきである。これらの言葉は人の入りの指針、人の行動を導く羅針盤として役立つべきである。これが、人がもつべき決意である。地上における神の働きを余すところなく終わらせ、肉における神の働きに協力すること、これこそが人間の本分であり、いつの日か神の働きが完了し、受肉した神が天なる父のもとへ早々と戻る中、人は喜んで別れを告げるようになるだろう。これが人の果たすべき責任ではないのか。

『神の出現と働き』「働きと入ること（６）」（『言葉』第1巻）より編集


767 神を信じていながら愛さないのは無駄な人生

1

神を愛することほど深い教訓はない

生涯の信仰から人が学ぶことは

いかに神を愛するかであり

神を信じるなら

神を愛そうと努めるべきだ

信じてるのに心から愛さないなら

神を知ることができず

あなたの信仰は無益だ

神を信じているのに神を愛さないなら

あなたの人生は卑しくむなしいものである

神を愛することも満足させることもないなら

生きることや神を信じることに何の意義があるのか？

それは無駄な努力ではないのか？



2

神を信じ愛するには代価が伴う

上辺の行動だけでなく

心の奥にある真の見識を求めるべきだ

賛美歌を歌い 踊るのに熱心でも

真理を実践しないなら

神を愛すると言えるのか？

神を愛するなら

すべてに神の意志を求め

何かが起きたら深く探り

神の意志を模索し

神に何を求められ

その意志にいかに配慮するかを知るべきだ

神を信じているのに神を愛さないなら

あなたの人生は卑しくむなしいものである

神を愛することも満足させることもないなら

生きることや神を信じることに何の意義があるのか？

それは無駄な努力ではないのか？



『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


768 神の御心を行うために生きることは最も意義あること

1

もし神を愛すなら神の国の民になるのは

将来最も価値ある人生だ

これほど祝福された者はいない

今日神の意志を実行するために生きる

人生は価値あるものだと神は言う

神に選ばれた者だけが意味を持って生きられる

人生に価値を持つ者は祝福される

なんと幸運なことか



2

神に選ばれ愛されひき上げられ

人生の価値を理解した

神はあなたがたの目を開き

恵みで神の前に導いた

神に選ばれた者だけが意味を持って生きられる

人生に価値を持つ者は祝福される

なんと幸運なことか



3

もし神があなたの霊を動かさなかったら

神の麗しさを感じることも

真の愛を捧げることもないだろう

あなたがたが心を神に捧げるように

神はあなたがたの心を動かした

神に選ばれた者だけが意味を持って生きられる

人生に価値を持つ者は祝福される

なんと幸運なことか



『神の出現と働き』「神の最新の働きを知り、神の歩みに従え」（『言葉』第1巻）より編集


769 神を愛する者には完全にされる機会がある

1 現在の流れにおいては、神を真に愛するすべての人に、神によって完全にされる機会がある。若かろうと年老いていようと、心の中で神への従順を抱き、神を畏れる限り、そのような人は神によって完全にされることが可能である。神は人の様々な役割に応じてその人たちを完全にする。自分の全力を振るい、神の働きに服従する限り、あなたは神によって完全にされることが可能である。今のところ、あなたがたは誰一人として完全になっていない。時には一種類の役割を果たすことができ、また別の時には二種類の役割を果たすことができる。ただ全力を尽くして神のために自分を費やす限り、最後には神によって完全にされる。

2 老若男女を問わず、兄弟姉妹はみな自分が果たすべき役割を心得ている。若年の者たちは傲慢でなく、年配の者たちは受動的になることも、退行することもない。そのうえ、彼らは互いの長所を使ってそれぞれの短所を補い、何の偏見もなく互いに仕えることができる。若い兄弟姉妹と年配の兄弟姉妹との間に友情の架け橋が築かれ、また神の愛のおかげで、あなたがたは互いをより良く理解することができる。若い兄弟姉妹が年配の兄弟姉妹を見下すことはなく、年配の兄弟姉妹は独善的でない。これは、調和に満ちた相互関係ではないだろうか。このような決意があなたがた全員にあれば、神の旨はあなたがたの世代において必ず達成される。

『神の出現と働き』「一人ひとりが自らの役割を果たすことについて」（『言葉』第1巻）より編集


770 神は人が心と思いと力を尽くして神を愛することを望む

1 神は教会の人々の中での働きをほぼ完了し、その後は怒りとともにすべての人の前に現われるだろう。この働きは神を通じて、地上でさまざまな災害を起こすことで実行されなければならない。しかし神が現われるということは決してない。そのとき、赤い大きな竜の国は依然として汚れた地であり、それゆえ神は現われず、刑罰を通じて出現するに過ぎない。それが神の義なる性質であり、そこから逃れることは誰にもできない。その間、赤い大きな竜の国に住むすべての人は惨禍を経験するだろう。当然そこには地上における神の国（教会）も含まれる。これがまさに事実の現われる時であり、よってすべての人が経験し、誰も逃れることはできない。これは神によって予定されたことである。「今こそ大いなる計画を実行する時である」と神が言うのは、まさにこの段階の働きのためである。なぜなら、未来において地上に教会はなく、災いの到来のため、人々は目の前にあるもののことしか考えられずに他の一切を無視し、また災いのただ中で神を享受することは難しいからである。そのため、人々は機会を逃さないよう、この素晴らしい時に心を尽くして神を愛することを求められる。

2 この事実が過ぎ去るころになれば、神は赤い大きな竜を完全に打ち負かしており、かくして民による神の証しの働きは終了している。その後、神は次なる段階の働きを開始し、赤い大きな竜の国を荒廃させ、最終的には世界中の人々を逆さまにして十字架にかけ、それから全人類を絶滅させるだろう。これが神の働きの将来の段階である。したがって、あなたがたはこの平和な環境において、全力で神を愛することを求めなければならない。将来、あなたがたが神を愛する機会はなくなるだろう。人々には肉において神を愛する機会しかないからである。別の世界で暮らすとき、神を愛することを語る者はいないだろう。これは被造物の責任ではないのか。

3 そうであれば、自分の人生の日々において、あなたがたはどのように神を愛すべきなのか。それを考えたことはあるか。死後になるまで神を愛さないつもりなのか。それは空虚な話ではないか。今日、神を愛することを追い求めないのはなぜなのか。あなたがたが自分のいのちを大切にするように、心を尽くし、思いを尽くし、力を尽くして神を愛することが望まれている。それが究極の意義をもつ人生ではないだろうか。他のどこに人生の意義を見つけ得るのか。あなたはそれほどまでに盲目ではないのか。あなたは進んで神を愛するつもりか。神は人の愛にふさわしいのか。人々は人の崇拝に値するだろうか。ならば、あなたは何をすべきなのか。無条件で勇敢に神を愛し、神があなたに何を行なうかを見よ。

『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第四十二章」（『言葉』第1巻）より編集


771 神は神を愛する者を守る

1 将来、大きな試練があなたに起こるかもしれない。しかし、今日、真実の心で神を愛すなら、これから先の試練がどんなに大きくても、何が起ころうとも、固く証しに立つことができ、神を満足させることができるのなら、あなたの心は慰められ、将来遭遇する試練がどんなに大きくても恐れることはない。あなたがたは将来何が起こるか知ることはできない。今日の状況下で神を満足させることができるだけである。あなたがたは大きな働きをすることはできないが、現実の生活で神の言葉を経験することにより神を満足させることに集中するべきであり、また、サタンを辱める強力で響き渡るような証しをするべきである。

2 あなたの肉体は満たされないままで、苦しむことになるが、あなたは神を満足させ、サタンを辱めているであろう。あなたがいつもこのように実践していれば、神はあなたの前に道を開く。いつか、大きな試練が来たら、他の人々は倒れるだろうが、あなたはしっかり立っていられるであろう。あなたが払った代償のために、神はあなたを守るので、あなたはしっかり立っていることができ、倒れない。通常、あなたが真理を実践することができ、神を本当に愛する心で神を満足させることができれば、神は将来の試練の間、必ずあなたを守るであろう。あなたは愚かで霊的背丈は低く、素質に乏しいが、神はあなたを差別しない。あなたの意図が正しいかどうかにかかっている。

3 今日、あなたは神を満足させることができる。その際、細部にまで気を配り、すべてにおいて神を満足させ、本当に神を愛する心を持ち、真実の心を神に捧げ、理解できないことがいくつかあっても神の前に来て、あなたの意図を修正し、神の旨を求めることができ、神を満足させるために必要なすべてのことを行う。おそらく、兄弟姉妹はあなたを見捨てるだろうが、あなたの心は神を満足させるだろうし、あなたは肉体の喜びを切望しない。あなたがいつもこのように実践していれば、大きな試練が訪れたとき、あなたは守られる。

『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」（『言葉』第1巻）より編集


772 神を満足させるほど更に祝福される

1 神を満足させればさせるほど、神はあなたを祝福し、神に対するあなたの愛は強くなる。そして、あなたは信仰と決意をもち、神を愛することに生涯を捧げることほど価値や意義のあるものはないと思うだろう。神を愛しさえすれば悲しみがなくなるとも言える。自分の肉が弱り、多くの実際の問題に悩むことがあっても、その間あなたは心から神にすがり、霊の内側で慰められ、確信を抱き、頼るものがあると感じるだろう。このようにして、あなたは多くの状況を克服することができ、降りかかる苦しみのせいで神に不満を抱くこともないはずだ。その代わりにあなたは歌い、踊り、祈り、集って交わり、神のことを考えたいと思うだろう。そして自分の周囲にある、神によって整えられたすべての人や出来事や物事はふさわしいものだと感じるだろう。

2 神を満足させればさせるほど、神はあなたを祝福し、神に対するあなたの愛は強くなる。そして、あなたは信仰と決意をもち、神を愛することに生涯を捧げることほど価値や意義のあるものはないと思うだろう。もしもあなたが神を愛さないなら、何を見ても退屈で、目を楽しませるものは一切ない。霊においては自由がなく虐げられており、心の中で絶えず神に不満を抱き、自分の苦しみはあまりに大きく、まったく不公平だと常に感じる。幸福のために追求するのではなく、神を満足させるため、サタンにそしられないために追求するのであれば、そうした追求は神を愛する多大な力を与えてくれる。人は神によって語られたすべてのことを実行でき、その人が行なうすべてのことは神を満足させられる。これが現実を自分のものにするということである。

『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」（『言葉』第1巻）より編集


773 あなたは喜んで心の中の愛を神に与えるのか？

1

神を信じていても 目的がないとしたら

あなたの人生は無に帰することになるだろう

そしてあなたの命が終わる時

あなたが目にするのは

青い空と埃だらけの地だけだろう

神の目的に沿って生きることは

人生で得られる最良のものなのに

何故トラブルを求めるのか？

心の中で私は神に心を捧げる約束をした

私は喜んで愛する神を慰め

天にいる神の霊が慰めを得るようにする

心は高価なものであるが

愛はもっと貴重なものである

私が持っている最良のもので

神が満たされるように私は貴い愛を神に与える



2

あなたは喜んで神に愛を与えるのか？

それをあなたの生存の基礎とするつもりなのか？

神に愛を与えるほど

生きる喜びや無限の力を感じることを

人生の中で知った

私は喜んで身も心も犠牲にする

そしていつも神を愛しても 愛しきれないと感じる

神を本当に愛したいなら

神に報いるためのより大きな愛を持つだろう

それならば

どんな人どんな物が神へのあなたの愛の前に

立ちはだかることができるのか？

神は人の愛を貴重なものとし

神を愛する者を祝福する

そして神はさらに多くのものを与える

なぜなら人の愛を得るのは難しいからである



『神の出現と働き』「道……（３）」（『言葉』第1巻）より編集


774 ペテロの神への愛の表現

1

生活で神の要望を満たせないものがあれば

それはペテロを不安にした

もしそれが神を満足させなければ彼は悔やみ

努力し神の心を満たそうとした

生活のどんなに小さなことでも

ペテロは神の要望を満たそうと自らに求め

自分の古い性質を容赦することなく

更に深く真理に入ることを求めた

更に深く真理に入ることを求めた

それが刑罰・裁き・患難であれ

あなたは死に至るまでの従順を達成できる

これこそ神の創造物が成し遂げるべきこと

これこそが神への愛の清さ



2

ペテロは神の要求に適うほど神を愛した

そんな人だけが証しを持てる

信仰の中ペテロは常に神を満足させようと

神から出るものには全て従い

不平を言わずに

刑罰と裁き 精錬・生活の欠乏と患難を受け入れた

彼の神への愛を揺るがすものは何もない

これこそが神への究極の愛ではないか？

神の創造物としての本分ではないか？

それが刑罰・裁き・患難であれ

あなたは死に至るまでの従順を達成できる

これこそ神の創造物が成し遂げるべきこと

これこそが神への愛の清さ



『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」（『言葉』第1巻）より編集


775 あなたの苦しみがどんなに大きくても神を愛することを求めよ

1

あなたは今日の神の働きが

どれほど価値があるものなのか

理解するべきだ

多くの人はそれを知らず

苦しみには価値がないと思っている

彼らは信仰ゆえに虐げられ

世に避けられ 家庭でも悩みがある

彼らの未来はあまりに暗く

苦しみのあまり死を望む者もいる

こんなことで神への愛を示せるか！

このような者には価値がない！

彼らは辛抱できず、根気強さもなく

弱く、貧弱で、力がないのだ

神があなたを精錬し、清められることを見極めよ

終わりの日に常に証しせよ

どんなに苦しくても生きている限り

神に忠誠を尽くし、身を委ねよ

これこそ神への真の愛、力強い証しなのだ



2

神は人からの愛を切望されるが

神を愛するほど、苦難は増し

愛が深まるほど 試練は強まるだろう

神を真に愛すれば、大いに苦しみ

愛さねば 人生は順調に見え

心から神への愛を実践すれば

多くの困難に遭うだろう

霊的に未熟なあなたは精錬され

神を満足させることはできない

あなたは奥深い弱さを抱え

神の意志を果たせず

諦めそうになる

だからあなたは精錬されるだろう

神があなたを精錬し、清められることを見極めよ

終わりの日に常に証しせよ

どんなに苦しくても生きている限り

神に忠誠を尽くし、身を委ねよ

これこそ神への真の愛、力強い証しなのだ

ああ、これこそ力強い証しなのだ

神に忠誠を尽くせ



『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」（『言葉』第1巻）より編集


776 ペテロは真の信仰と愛を固守した

ペテロは神の願いを満たしていなかったことや、神の基準に達していなかったことを常に後悔し、負い目を感じて、しばしば祈りの中でイエスのもとへ行った。これらのことは彼の最大の重荷となった。彼は、「いつかわたしは、わたしが持っているもの全てと、わたしの全てをあなたに捧げます。わたしはもっとも価値あるものをなんでもあなたに捧げます。神よ! わたしの命には何の価値もありませんし、わたしの体にも何の価値もありません。わたしには一つの信仰と一つの愛しかないのです。わたしの思いの中ではあなたへの信仰を持っており、心の中ではあなたへの愛を持っています。あなたに捧げるものはこの二つしかなく、他には何もありません」と言った。ペテロはイエスの言葉で大いに励まされた。その結果、彼が十字架につけられたとき、「神よ！　わたしはあなたをいくら愛しても十分ではありません。たとえあなたがわたしに死ねと言われても、やはりわたしは十分愛したとは言えません。あなたがわたしの魂をどこに送られても、あなたが過去の約束を果たされても果たされなくても、あなたがその後何をなされても、わたしはあなたを愛し、信じます」と言うことができた。彼がしっかり持っていたのは彼の信仰と真の愛だった。

『神の出現と働き』「ペテロはいかにしてイエスを知るに至ったか」（『言葉』第1巻）より編集


777 ペテロの経験を手本とせよ

1

ペテロが受けた精錬は彼の行いのゆえであり

神への借りが大きいと感じ

償うことができなかった

彼は人間の堕落を見て

良心の呵責を感じた

イエスは多くを語ったが

ペテロは少ししか理解できず

時に反対し逆らった

イエスが十字架につけられてから

罪悪感に目覚めたペテロは

間違った考えを許さなかった

神の働きを経験した後

彼は見識と識別力を得て

奉仕の原則を把握し

イエスが任せたものを尊んだ

ペテロが模範となったのは

最も苦難を受け

その経験が成功であったからだ

あなたがそのような道を歩むなら

どんな被造物も

あなたから祝福を取り去ることはできない



2

ペテロは自分の状態も主の聖さについても

深く とてもよく知っていて

ペテロの全ての認識から

主を愛する心が育ち

自分のいのちに集中した

そのためペテロは苦難に遭い

時に彼の病はとても重く

死の入り口まで近付いた

何度も精錬されたことで

自分をより理解し

主への真の愛を成長させた

ペテロの人生は精錬を通り

刑罰の中で過ごした

彼の経験は異なっていて

その愛は完全でない者の愛に勝った

ペテロが模範となったのは

最も苦難を受け

その経験が成功であったからだ

あなたがそのような道を歩むなら

どんな被造物も

あなたから祝福を取り去ることはできない



『神の出現と働き』「あなたは道の最終行程をいかに歩むべきか」（『言葉』第1巻）より編集


778 有意義な人生を生きることを追い求めるべき

1 人間は意味のある人生を実際に生きることを追い求めるべきであり、現状に満足していてはならない。ペテロの模範を実際に生きるためには、人間はペテロの認識と経験を備えていなければならない。人間は、より高く、より深淵なことを追求しなければならない。人間は、神に対する一層深く純粋な愛と、価値と意義のある人生を追い求めなければならない。唯一これが人生であり、そうしてはじめて、人はペテロと同じようになれるのだ。あなたは、肯定的側面へ入ることに対して積極的になることに重点を置くべきであり、また一時的快楽のために、さらに深淵で、具体的で、実践的な真理を無視しつつ、追従的に後退することを許してはならない。あなたの愛は実践的でなければならず、あなたは、獣同然の堕落した気楽な生活から抜け出す方法を見出すべきである。あなたは意味のある人生、価値のある人生を実際に生きるべきであり、自分をごまかしたり、自分の人生を玩具のように弄んだりしてはならない。

2 神を愛することを目指す全ての者にとって、獲得することのできない真理はなく、揺るぎなく立つことができない正義はない。あなたは、どのようにして自分の人生を生きるべきだろうか。あなたは、どのように神を愛し、その愛を用いて神の願いを満足させるべきであろうか。あなたの人生において、これより重要なことはない。あなたは、何よりもそうした大志と根気を持っていなければならず、骨抜きの弱虫のようであってはならない。あなたは有意義な人生を経験する方法を知り、有意義な真理を経験しなければならず、自分自身をそのようにいいかげんに扱ってはならない。あなたの人生は、気付かぬうちに過ぎてゆく。その後、あなたには神を愛する機会がもう一度あるだろうか。人は、死後に神を愛することができるだろうか。あなたは、ペテロと同様の熱意と良心を持っていなければならない。あなたの人生は有意義であるべきで、あなたは自分を弄んではならない。人間として、また神を追い求める者として、あなたは自分の人生をどのように扱うか、どのようにして自らを神に捧げるべきか、どのようにしてもっと有意義な神への信仰を持つべきか、そして、あなたは神を愛しているので、どのようにして一層清く、一層美しく、一層好ましく神を愛するべきかを慎重に考慮することができなければならない。

『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


779 神は人が神を知り理解することを願っている

1

神は初めて人に接してから

絶えることなく人に啓示してきた

神の本質・神そのもの・神の持つものを

いつの時代も人が目視・理解出来るかに関わらず

神は自分の性質と本質を示すために語り 業を行う

神の本質と性質・神そのもの・神が所有するものは

秘密にされたり隠されることは決してなく

制限なく表される

神が働き 人に接する時 啓示される



2

神は人が彼を理解して

本質と性質を知ることを望む

永遠の奥義と思われることは望まない

人が神を解けない謎と見なすことも望まない

神は自分の性質と本質を示すために語り 業を行う

神の本質と性質・神そのもの・神が所有するものは

秘密にされたり隠されることは決してなく

制限なく表される

神が働き 人に接する時 啓示される



3

人が神を知った時にのみ

進むべき道を知り神に導かれる

神の支配の下に生きるであろう

神の光と祝福の中で生きるのであろう

神は自分の性質と本質を示すために語り 業を行う

神の本質と性質・神そのもの・神が所有するものは

秘密にされたり隠されることは決してなく

制限なく表される

神が働き 人に接する時 啓示される



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


780 神を真に認識している人を神は獲得しようと望む

1 神の性質に関する認識、および神が所有するもの神そのものに関する認識は、人々に肯定的な影響を与えることができます。そうした認識は、人々が神をさらに信頼し、神に対して真に服従し、神を崇敬する上で役立ちます。そうなると、人々はもはや盲目的に神に従うことも、無闇に神を崇めることもなくなります。神は愚か者や、盲目的に大衆に追随する人たちを望まず、むしろ神の性質を心の中ではっきり知って認識し、神を証しすることができる人、および神の愛、神が所有するものと神そのもの、そして神の義なる性質のゆえに、決して神を捨てない人の集団を望みます。

2 神に付き従う者として、心がいまだ明瞭でなければ、あるいは神の真の存在、神の性質、神が所有するものと神そのもの、そして人類を救う神の計画に関して漠然とした点や混乱している点があれば、あなたの信仰が神に称賛されることはありません。神は、そのような人が自分に付き従うことを望んでおらず、そのような人が自分の前に来ることを好みません。この種の人は神を理解せず、心を神に捧げることができず、神に対して心が閉ざされているので、神に対する信仰は不純に満ちています。そのような人の神に対する信仰は、盲目としか言いようがありません。

3 神に関する真の理解と認識は神への真の服従と畏敬を育みますが、人はそれらをもって初めて真の信仰を得て、真の信者になることができます。そのような形でのみ、人は神に心を捧げ、心を開くことができるのです。それが神の望むことです。なぜなら、そのような人の行動や思考はどれも神の試練に耐え、神を証しすることができるからです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


781 神を知ることは人類への最後の要求

1

神の言葉を知る過程とは

神とその働きを知ること

ビジョンを知ることは

肉なる神とその人間性、言葉、業を知ること



2

神の言葉から人は神を知り

神の御心を悟るようになる

神の業から神の性質と存在そのものを知る

神を知ることは

神の働きの完成時の最後の成果

人への最後の要求だ

神の最後の証しのためだ

神がこの働きをするのは

人が完全に神に立ち返るためだ



3

神への信仰は神を知る第一歩

最初の信仰が深まっていくのは

神を知り神の働きを経験していく過程だ



4

神への信仰がただ信じるだけで

神を知るためでないなら

その信仰には現実性がなく

明らかに純粋ではない

神を知ることは

神の働きの完成時の最後の成果

人への最後の要求だ

神の最後の証しのためだ

神がこの働きをするのは

人が完全に神に立ち返るためだ

神の働きを経験する過程で

人が次第に神を知ると

人の性質はゆっくり変わり

信仰はより本物になる

神への信仰が成り立つとき

人は神を完全に得ている

神は犠牲を払い、再び肉となった

それは人が神を知り見るため

神を知ることは

神の働きの完成時の最後の成果

人への最後の要求だ

神の最後の証しのためだ

神がこの働きをするのは

人が完全に神に立ち返るためだ

人は神を知ることでのみ神を愛する

愛するには理解しなければならない

何をどう求めようと神を知らなければならない

それが神の意志に適う唯一の道だ



『神の出現と働き』「神を知る者だけが神に証しをすることができる」（『言葉』第1巻）より編集


782 神を知るためには神の働きの三段階を知らなければならない

1 神自身の働きは、人が知らなければならないビジョンである。神の働きは人には達成できないし、人には備わっていないものだからである。三つの段階の働きが神の経営の全てであり、人が認識すべき最大のビジョンである。もし人がこの偉大なビジョンを知らないとすれば、神を認識することも神の心を理解するのも容易ではないし、さらに人が歩む道もますます困難になる。ビジョンがなければ、人はここまで来ることはできなかっただろう。人を今日まで守ってきたのはビジョンであり、人に最大の保護を提供してきたのはビジョンである。将来、あなたがたの認識はより深くなるべきであり、あなたがたは神の心の全て、そして三つの段階の働きにおける神の賢明な働きの本質を認識するようにならなければならない。これこそがあなたがたの真の霊的背丈なのだ。

2 救いの働き全体が三つの段階の働きであって、その中の一つの段階ではないため、三つの段階の働きのうちどの段階も単独に取り上げて全人類の唯一の認識すべきビジョンとすることはできない。救いの働きが完成されていない限り、神の経営も完全に終わることはできない。神の存在、性質、そして英知が救いの働き全体の中に表現されており、初めは人に対して明らかにされていなかったが、救いの働きの中で徐々に表されるようになった。救いの働きの各段階それぞれが神の性質と神の存在を部分的に表しているが、働きの各段階が直接かつ完全に神の存在全体を表すことはできない。

3 救いの働きは三つの段階の働きが完成した後全部終わるのだから、神のすべてに関する人の認識は三つの段階の働きから切り離すことはできない。もしあなたが三つの段階の働き、つまり神の経営の全計画に対してはっきりした認識を持ち、前の二つの段階の働きと現在の働きとを完全に関連づけ、それが一つの神によってなされた働きであると捉えることができれば、あなたはこれ以上ないほど強固な基盤を持つことになる。三つの段階の働きは一人の神によってなされ、そしてこれは最も偉大なビジョンであり、神を認識するための唯一の道である。

『神の出現と働き』「神の三段階の働きを認識することは、神を認識する道である」（『言葉』第1巻）より編集


783 神を知ることは被造物の最高の栄誉

1 真理を実践するとはあなたがたにとって非常に難しいことであり、神を認識することは更に困難な問題であると言ってよい。これはあなたがたにとって困難なことであり、同時に人類全体が直面している難事である。神を認識するために何らかの達成した人たちの中で、標準レベルに達する人はほとんどいない。人間は、神を認識することが何を意味するのか、あるいはどうして神を認識する必要があるのか、またはどの程度で神を認識していると見なせるのかを知らないのである。これは人類を非常に困惑させるものであり、ごく簡単に言うと人類が直面する最大の謎であり、誰もこの質問に答えることができないし、誰も進んで答えようとはしないのだが、その理由は、今日まで人類のうち誰一人としてこの働きの研究に成功したことがないからだ。

2 おそらく、三つの段階の働きの謎が人類に明らかにされるときは、神を認識する才能集団を成す人たちが次々と現れるだろう。もちろん、そうなることをわたしは望むし、さらにわたしはこの仕事を実践中であり、近い将来そのような人材がもっとたくさん現われることを願う。彼らは、三つの段階の働きの事実を証しする者となり、そしてもちろん、三つの段階の働きを証しする最初の者となるだろう。いずれの場合も、真剣に追及する者がこの祝福を得られることを願う。世の始まりの時から、このような働きはかつて一度も存在しなかったし、人類の発展の歴史の中で、かつてなかった仕事である。

3 もしあなたがたが本当に最初に神を認識する者達の一人になることができるならば、被造物全ての中で、最も名誉なことではないだろうか。人類のなかで神によってこれ以上に称賛される人がいるだろうか。このような仕事は簡単に達成できるものではないが、それでも最終的には成果を収める。性別や国籍に関わらず、神を認識することのできる人々は皆、最後に神から最高の名誉を受けるだろうし、また神の権威を備える唯一の者たちとなる。これが今日の仕事であり、未来の仕事でもあるが、要はこれが最終の、また過去六千年の働きの中で達成される最高の仕事ということであり、それによって人間の各区分を明らかにする仕事の一手段である。

『神の出現と働き』「神の三段階の働きを認識することは、神を認識する道である」（『言葉』第1巻）より編集


784 神の働きを知ることでのみ最後まで従うことができる

1 しかし、神に付き従うことがそれほど容易だと考えてはいけない。重要なのは神を知り、神の働きを知るということであり、神のために苦難に耐え、自らの命を捧げ、神に完全にされる意志を持たねばならないのだ。これが、あなたが備えねばならないビジョンである。いつも恵みを得ることばかり考えていても何にもならない。神がただ人間を楽しませ、人間に恵みを与えるためにいると考えてはならない。それは間違いなのだ。自らの命を賭けて神に従い、この世で所有するものすべてを捨てて付き従うことができないなら、その者は絶対に最後まで付き従うことはできない。

2 ビジョンを自分の基盤とする必要があるのだ。いつかその身に不幸が降りかかったら、あなたはどうするべきか。それでも神に付き従うことができるだろうか。最後まで付き従えるかどうかを、軽い気持ちで答えてはならない。まず目を見開いて、今がいつなのか見てみなさい。今あなたがたは神殿の柱のようであるかもしれないが、そのような柱がみな虫に食われて神殿が倒れる時が来る。なぜなら現在、あなたがたには非常に多くのビジョンが欠けているからだ。あなたがたは自分の小さな世界だけに気を配っていて、最も信頼性が高く適切な探求の方法とは何かを知らない。

3 そして現在の働きのビジョンに注意しておらず、それを心に留めてもいない。あなたがたは自分の神が、いつか自分を最も見知らぬ地へ送るということを考えたことがあるだろうか。わたしがいつかあなたがたのすべてを奪い去ったら、自分がどうなるかを想像できるだろうか。その日、あなたがたの活力は今と同じだろうか。あなたがたの信仰は再び現れるだろうか。神に付き従う上で、あなたがたはこの「神」という最大のビジョンを知らねばならない。それが最重要事項なのだ。

『神の出現と働き』「働きを理解しなさい――混乱したまま付き従ってはならない」（『言葉』第1巻）より編集


785 神を知るには神の言葉を知らなければならない

1 神を知ることは、神の言葉を読んで理解することを通じて達成なされなければなりません。実のところ、神の言葉は神の性質の表現です。神の言葉から、人間に対する神の愛と救い、そして人間を救う神の方法などを見ることができます。神の言葉は人間によって書かれるのではなく、神自身によって表現されるからです。それらは神によって直々に表現されるのであり、神自身がその言葉と内なる声を表現しているのです。それらが心からの言葉だと言われるのはなぜですか。なぜなら、それらは奥深くから発せられ、神の性質、心、考え、人類への愛、人類の救い、人類への期待などを表現しているからです。

2 神の発する言葉には厳しい言葉もあれば優しく思慮深い言葉もあり、また人類の望みと一致しない暴きの言葉もあります。暴きの言葉にしか目を向けなければ、神はいささか厳しいと感じるでしょう。優しい言葉にしか目を向けなければ、神にはさほど権威がないかのように感じるでしょう。ゆえに、神の言葉を文脈から切り離すのではなく、むしろあらゆる角度から見なければなりません。神が優しく憐れみ深い視点から語るときがあり、そのとき人々は神の人類への愛を見ます。神が非常に厳格な観点から語るときもあり、そのとき人々は一切の背きを許さない神の性質を見ます。人間はひどく汚れており、神の顔を見たり神の前に出たりする価値はありません。今、人々が神の前に出られるのは、ひとえに神の恵みによるものです。

3 神の知恵は、神が働きを行なう方法や、神の働きの意義に見ることができます。しかも人々は神と直に接触しなくても、神の言葉の中にこれらの物事を見ることができるのです。真に神を知る人がキリストと接触するとき、その出会いは、その人がすでに有している神の認識と一致することができますが、理論でしか理解していない人が神と出会っても、その相互関係はわかりません。真理のこの側面は奥義の中で最も深いものであり、理解するのは困難です。受肉の奥義に関する神の言葉を要約し、あらゆる角度から見つめた上で、ともに祈り、真理のこの側面についてさらに考え、話し合いなさい。そうする中で、聖霊の啓きを得て理解できるようになります。人には神と直に接触する機会がないのですから、神について真の認識を獲得するには、そうした経験に頼って模索し、少しずつ入っていかなければなりません。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


786 神の言葉を経験して人は神を知る

1 神が所有するもの、神の存在そのもの、神の本質、神の性質――これらはすべて、神の言葉の中で人間に知らしめられています。神の言葉を体験するとき、人間はその言葉を実践に移す過程で、神が語る言葉の背後にある目的と、その言葉の根源や背景を理解するようになり、そしてその意図された効果を理解し認識するようになります。こうしたことはすべて、真理といのちを得て、神の意図を把握し、性質を変えられ、神の支配と采配に服従できるようになるために、人間が経験し、把握し、獲得しなければならないことなのです。こうしたことを経験し、把握し、獲得すると同時に、人間は徐々に神を理解するようになり、そしてそのときには神に関する認識もさまざまな程度で獲得しています。

2 このときに人間が得る認識だけが、実際的で現実的かつ正確であり、そしてこの神の言葉を理解し、経験し、感じ、確認することで神に関する真の理解と認識を得るという過程こそが、まさしく人間と神との真の交わりなのです。こうした交わりの中で、人は神の意図を真に理解し把握し、神の所有するものと神の存在そのものを真に理解し知るようになり、神の本質を真に理解し知るようになるとともに、神の性質を徐々に理解し知るようになって、神があらゆる創造物を支配しているという事実についての確信と正しい定義に到達し、神の身分と地位についての確かな姿勢と認識を得ることになります。そして逆に神への思いやりと服従が強くなり、神への畏敬の念がより現実的で深遠なものとなっていきます。

3 こうした交わりの中で、人間は真理の供与といのちの洗礼を受けるだけでなく、同時に神に関する真の認識を得ることになります。こうした交わりの中で、人間はその性質を変えられて救いを得るだけでなく、同時に被造物としての神に対する真の畏敬と崇拝を獲得することになります。こうした交わりによってのみ、人間のいのちは成熟に向かって日々成長することになり、そのとき初めてその性質が徐々に変えられて、神への信仰は漠然とした不確実なものから、少しずつ本物の服従と思いやりへ、本物の畏敬へと変化していきます。そして神に付き従う過程で、人は次第に消極的な態度から積極的な態度へ、否定的な者から肯定的な者へと進歩していきます。このような交わりによってのみ、人間は神に関する真の理解と把握、そして真の認識に到達するのです。

『神を知ることについて』「序文」（『言葉』第2巻）より編集


787 真に神を理解しているか

１　あなたは神を知っているとあえて言うのですか。神と交わり、神に接したことがありますか。神の性質を知っていますか。神が何を好む〔を愛する〕のか知っていますか。自分の行為の中で、どのようなことが神の性質に背くか知っていますか。神があなたのどんな堕落を嫌うか知っていますか。神がどのような人を通じて神の義なる性質をあらわすか知っていますか。神がどんな人を忌み嫌うか知っていますか。あなたの問題のうち、神がどれを最も憎むか知っていますか。これらの問いに答えられないなら、実は神をまったく理解していないことを示しています。

2 あなたは神を見たことがあると言いますが、神の喜び、怒り、悲しみ、幸せを理解しておらず、神の性質も理解していません。また、神の義も憐れみ深さも理解しておらず、神が何を喜び何を嫌うかも知りません。これは神を知っていることではありません。神を知り、理解し、神の旨の一端を把握できれば、あなたは真に神を信じ、神に服従し、神を愛し、崇拝することができます。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


788 人間は神の意志を理解していない

その理由は、神に付き従い、日々神に祈り、神の言葉を読んでいても、実際には人は神の心意を理解していないからです。もし人が神の心を理解し、神が何を好み何を嫌悪するか、神が何を欲し何を拒むか、神がどのような人間を愛し嫌うか、人間への要求をするときに神がどのような基準を適用するか、神が人間を完全にするのにどのような方法を取るかを知っていたならば、それでもなお人は自分の個人的な考えを持つことができますか。ただ別の誰かを崇拝できますか。普通の人間が人の偶像となり得ますか。神の心意を理解している人は、それよりはもう少し理にかなった観点をもっています。堕落した人間を自分の判断で偶像化することはなく、また真理を実践する道を進みながら、僅かな簡単な規則や原則を盲目的に遵守することが真理を実践することであるとは考えません。

『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


789 その働きを通して神を知るべきだ

1

神が肉となり普通の人

神の業と委託を担う人となったことは

普通の人には耐えられない苦痛を受けながら

働きを引き受けることを意味していた

神の苦しみは人間への献身を表し

人を救い その罪を贖って

この段階を完成させるための代価と

神が受ける辱めを象徴している

それは神が十字架から人を贖うことを意味している

それは神が血と命で支払った

被造物には払うことのできない代価である

彼は神が所有するものと神そのものを備え

神の本質を持っているので

このような働きと苦しみに耐えることができる

神の行うことができる被造物はいない

これは恵みの時代の神の働きであり

神の性質を明らかにするものだ



2

神の国の時代 最初の時と同じように

神は再び肉となり

その言葉と神が所有するものと神そのものを表し

余すところなくすべき働きを為す

また神は人間の不従順と無知にも耐え寛容を示す

そして常に神の性質を明らかにし

それと同時にその意志も表す

人間の創造から今日まで

神の性質と意志

神が所有するものと神そのものは

誰に対しても開かれ

故意に隠されたことはなかった

神の行うことやその意志に

人が無関心であるという現実

これこそが人が神について

あまり知らない理由なのだ



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


790 神の意志はいつも全ての人に明らかである

人類の創造以来 変わりなく

神は自らの存在や意志 所有するものや性質を

全ての人々に対していつも明らかにしている



2

神は自らの本質や性質を隠したことなど

一度もなかった

神は自らのその意志さえも故意に隠したことなど

一度もなかった

人々が神の働きに心を寄せることをせず

人々が神のその意志に心を寄せることをせず　

人々が神の全てに心を向けることをしないがために

神に対する理解は哀れなほど低いのだ

人類の創造以来 変わりなく

神は自らの存在や意志 所有するものや性質を

全ての人々に対していつも明らかにしている



2

神は自らの実体を隠しながらも

いつも人々の傍らにいて

神は本質や性質 その意志さえ

どの瞬間にも現している

それは、神の実体さえ明らかであるという意味だ

全ての人々の前に明らかであるというのに

人々の盲目のゆえ

神の現れを見ることがない

人々の不従順のゆえ

神の現れを見ることがない

人類の創造以来 変わりなく

神は自らの存在や意志 所有するものや性質を

全ての人々に対していつも明らかにしている



3

人類の創造以来 変わりなく

神は自らの存在や意志 所有するものや性質を

全ての人々に対していつも明らかにしている



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


791 神の万物の統治を通して神を知りなさい

1 人々が心の中で神を認識している度合いは、神がそれらの人の心を占めている度合いでもあります。心の中でどれほど神のことを知っているかは、その人の心の中で神がどれほど偉大か、ということでもあります。あなたの知る神が空虚で漠然としていれば、あなたが信じる神もまた空虚で漠然としています。あなたの知る神はあなたの個人的生活の範囲に限定されており、真の神自身と何の関係もありません。ゆえに、神の実際の業、神の現実、神の全能、神自身の真の身分、神が所有するものと神そのもの、神が万物においてあらわした業を知ることは、神の認識を追い求めるひとりひとりにとって極めて重要なことなのです。それらは、人が真理の現実に入れるかどうかに直接関係しています。

2 神に関する認識が言葉だけに限られる場合、あるいは自分自身の数少ない経験や、あなたが神の恵みと考えるものや、あなたのささやかな神の証しだけに限られる場合、あなたが信じている神は絶対に真の神自身ではないと断言します。それだけでなく、あなたが信じる神は想像上の神であり、真の神ではないとも言えます。なぜなら、真の神は万物を支配し、万物の中で歩み、万物を管理する神だからです。その神こそが、人類全体と万物の運命をその手中に握っている神なのです。わたしが話している神の働きと業は、ごく一部の人々に限られるものではありません。つまりそれらは、現在神に付き従う人に限定されないのです。神の業は、万物の中に、万物の生存の中に、そして万物が変化する法則の中にあらわされています。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 IX.」（『言葉』第2巻）より編集


792 神を知ろうと心から望むなら

1 神を知りたい、神を真に知りたいのであれば、ただ神の働きの三段階に限っていてはいけません。神が以前に行なった働きの話だけに限っていてはいけません。そのようにして神を知ろうとするのならば、神を一定の制限内に留めていることになります。神をあまりに取るに足らないものとみなしています。そうすることで人はどのような影響を受けるでしょうか。あなたは神の驚異性や崇高性、神の力や全能性、そして神の権威の範囲を決して知ることはないでしょう。そのような認識は、神が万物の支配者であるという真理をあなたが受け入れる能力、そして神の真の身分と地位に関するあなたの認識に影響を及ぼすでしょう。

2 すなわち、もし神に関するあなたの認識の範囲が限られているならば、あなたが受け取ることのできるものも限られています。範囲を拡張して視野を広げる必要があるのは、このためである。それが神の働きの、神の経営の、神の支配の、あるいは神に支配され管理されている万物の範囲であるかに関わらず、あなたはそれらすべてを知り、その中にある神の業を知るべきです。そのような理解方法により、あなたは神が万物を支配し、管理し、万物にあらゆるものを供給しているということを知らないうちに感じるでしょう。それと同時に、あなたは自分が万物の一部であり、万物の一員であることを実感するでしょう。神は万物を供給するので、あなたも神の支配と供給を受け入れます。これは誰も否定することのできない事実です。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VIII.」（『言葉』第2巻）より編集


793 観念や想像は決して神を知る助けにならない

1

神を知ることは経験や想像と違う

これらを神に強いることはしてはいけない

経験、想像力が豊かでも限られていて

事実や真理に合わない

神の真の性質とは相容れず

神の真の本質とも矛盾してる

神の義の性質は神自身の本質だ

人が造り出したのではない

創造物と無関係

神は神、決して創られたものではない

もし神が被造物の一つとなっても

神の性質と本質は変わらない（変わらない）



2

だから神に関する認識は

物を感知したり事柄を分析したり

一人の人間を理解することからくるものでもない

その認識はそのような手段では得られない

神を知ることは経験や想像と違う

それは限られていて

事実や真理と合わない

神の義の性質は神自身の本質だ

人が造り出したのではない

創造物と無関係

神は神、決して創られたものではない

もし神が被造物の一つとなっても

神の性質と本質は変わらない

想像力に頼ることでは神を認識できない

神を知る道は

神からの全てを受け入れることを

少しずつ経験すること



3

いつか神はあなたが神を理解できるよう

啓示を与えるでしょう

それはあなたが協力し

真理に飢え渇いていたためなのだ

神の義の性質は神自身の本質だ

人が造り出したのではない

創造物と無関係

神は神、決して創られたものではない

もし神が被造物の一つとなっても

神の性質と本質は変わらない

神の義の性質は神自身の本質だ

人が造り出したのではない

創造物と無関係

神は神、決して創られたものではない

もし神が被造物の一つとなっても

神の性質と本質は変わらない

変わらない



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


794 神の統治を知る者は神の統治に服従する

1 数十年の人生経験の中で創造主の統治に対する認識を得た人は、人生の意味と価値を正しく理解している人です。そのような人は、創造主の統治を真に経験し理解する中で、人生の目的に対する深い認識を持ち、さらに創造主の権威に服従することができる人です。神による人類創造の意味や、人間は創造主を崇拝すべきであること、人間の持つあらゆるものが創造主からもたらされたものであり、近い将来に創造主へと還ることを理解しているのです。

2 そういった人は、創造主が人間の出生を計画するとともに人間の死を支配する権利を持ち、生と死の両方は創造主の権威により予め定められているということを理解します。したがって、人は、こうした事柄を真に把握する時、自然と安らかに死を迎えることができ、この世におけるすべての所有物を穏やかに手放し、その後の物事を喜んで受け容れ、それに従うことができ、創造主が計画した人生最後の節目を、盲目的に恐れて避けようともがくのではなく、あるがままに歓迎することができるでしょう。

3 人が、人生は創造主の統治を体験し、その権威を知る機会であると見なし、人生は創造された人間として本分を尽くし、使命を果たす希な機会であると考えるのであれば、必ずや正しい人生の見通しを得て、必ずや創造主により祝福され、導かれる人生を送り、必ずや創造主の光の中を歩み、必ずや創造主の統治を知り、必ずや創造主の支配に服従し、必ずや創造主の奇跡の業の証人、その権威の証人となるでしょう。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


795 神の統治を知ることで自由を得る

1 そうしたわけで、創造主が人間の運命と、人類のあらゆる物事を統治しているという事実を人々が真に認識できず、創造の統治に真に服従できない場合、その人々にとって、「人間の運命は自分の掌中にある」という観念に駆られて捕らわれることのないようにするのは困難でしょう。彼らにとって、運命や神の権威に対抗する激しい葛藤による痛みを払拭することは困難であり、また、言うまでもなく、彼らが真に解放されて自由になり、神を崇拝する人々となることもやはり困難でしょう。

2 こうした状態から自由になるための非常に簡単な方法があります。それは、自分の以前の生き方や人生の目標と訣別し、以前の生き方、人生観、追求、願望、理想を概括し、分析し、それを神の旨や人間への要求と比較し、それらのいずれかが、神の旨や要求と一致しているか、人生の正しい価値をもたらすか、一層深い真理の理解へと導くか、人間性と人間らしさを伴った生き方を可能にするかを確認することです。

3 人々が追求する人生の様々な目標や多種多様な生き方を繰り返し調査し、注意深く分析すると、創造主が人類を創った時の創造主の本来の意図と一致するものがひとつもないことが分かります。それらはすべて、人間を創造主の統治と慈しみから引き離し、人々を堕落させて地獄へと導く罠です。このことを認識した後の課題は、以前の人生観を捨て、様々な罠から離れ、自分の人生を神に託して神の采配に委ねることです。それは、神の指揮と導きのみに従うよう心がけ、個人的な選択肢を持たず、神を崇拝する人になるということです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


796 神の性質を理解することの効果

1 神の本質を知るようになることは、ささいな事ではないのである。あなたは、神の性質を理解しなければならない。そうすることによって、知らないうちに神の本質を少しずつ認識するようになるだろう。これを認識するとき、あなたはより高尚で、より美しい状態へと邁進するだろう。最後には、自分の醜悪な魂を恥だと感じるようになるであろう。さらには、その恥から隠れられる場所がどこにもないと感じるだろう。その時、あなたの行為において神の性質を侵害することがますます減り、あなたの心はますます神の心に近づき、徐々に神への愛が心の中に育つであろう。これは、人類が美しい状態に入っているしるしである。

2 しかし、あなたがたはまだこの状態に達していない。あなたがたは皆、自分の運命のためにあちこち奔走しているが、努めて神の本質をよりよく知ろうと思う者がいるだろうか。この状態が続くならば、神の性質をほんのわずかしか分かっていないために、無意識のうちに行政命令に背くことになるだろう。今あなたがたが行なっていることは、神の性質を侵害する行為の礎を築くことではないだろうか。あなたがたに神の性質を理解するよう求めることは、わたしの働きに相反するものではない。と言うのは、頻繁に行政命令に背くならば、あなたがたのうち懲罰を逃れることができる者がいるであろうか。そうならば、わたしの働きの全てが無駄になるのではないか。

3 このため、わたしは今もあなたがた自身の行いを入念に吟味することに加え、自らの歩みに注意を払うようにあなたがたに求めるのである。これは、あなたがたに対するより高度な要求であり、あなたがたが皆これについてよく考え、真剣に扱うことを願う。あなたがたの行いがわたしの激しい怒りを買う日が来るならば、その結果はあなたがただけが考慮するものであり、あなたがたの代わりに罪を負う人は他にいないのである。

『神の出現と働き』「神の性質を理解することは極めて重要である」（『言葉』第1巻）より編集


797 神の働きは測り知れない

1 人が神の働きを経験すると、神について最初に得る認識は、神は計り知れず、知恵に満ちて素晴らしいということであり、人は無意識のうちに神を敬い、神の働きの奥義を感じる。それは人の理解の及ばないものである。人は神の要求に応じられること、神の願望を満たせることだけを望み、神を超えたいとは思わない。なぜなら、神の働きは人の考えや想像のおよばないものであり、人が神に代わって行うことなどできないからである。人自身も自分の欠点を知らないのに、神は新しい道を開拓して、人をさらに新しくさらに美しい世界へと伴い、それにより人類は新たに進歩し、新たに出発した。

2 神に向かって人が感じるのは称賛ではなく、と言うよりは、称賛だけではない。人がもつもっとも深い経験は畏敬の念と愛であり、人の抱く感情は、神は実に素晴らしいということである。神は人にはできない働きを行い、人には言えないことを言う。神の働きを経験した人はいつも言葉では言い表せない感情を抱く。十分に深い経験をした人は神の愛を認識できる。このような人は神の素晴しさを感じ、神の働きは知恵に満ち、極めて素晴らしいと感じることができ、それによって彼らの間に限りない力が生み出される。それは恐れでも偶発的な愛や尊敬ではなく、神の人への憐れみと寛容を深く感じることである。しかし、神の刑罰と裁きを経験した人は神の威厳を感じ取り、神は一切の背きを許さないと感じる。神の働きを多く経験してきた人でさえ、神を完全に理解することはできない。本当に神をあがめる人はすべて、神の働きは人の観念とは一致せず、必ず人の観念に反することを知っている。

『神の出現と働き』「神の働きと人の働き」（『言葉』第1巻）より編集


798 真の信仰は神を知ってのみ得られる

1

今 神の業とは語ること

もはや印や奇跡・恵みの時代ではない

神は普通であり実在する

終わりの日 神は超自然的イエスではなく

肉となった現実的な神で 人と変わらない

人が神を信じるのは

多くの業、言葉 そして行いゆえである

神の発する言葉が人を征服し完全にする

印や奇跡は信仰の核心ではない

神の行いで人は神を知る



2

各時代で違う性質

その業の違う部分を神は啓示する

しかしそれらの全ては今なお

神へのより深い理解と地に足のついた

本当の信仰を与える　真の信仰を

人が神を信じるのは

多くの業、言葉 そして行いゆえである

神の発する言葉が人を征服し完全にする

印や奇跡は信仰の核心ではない

神の行いで人は神を知る



3

神の実際の行いと

神がどう働き・語り・知恵を用い

人々を完全にするかを知ることだけで

神の現実を把握し性質を理解できる

神がどう人に働きかけるか把握せよ

神が何を好み嫌うかを理解せよ

そうすれば善と悪を見分けられ

神を知ることであなたの命は進歩する

人が神を信じるのは

多くの業、言葉 そして行いゆえである

神の発する言葉が人を征服し完全にする

印や奇跡は信仰の核心ではない

神の行いで人は神を知る



『神の出現と働き』「今日の神の働きを知ること」（『言葉』第1巻）より編集


799 神の業が達成しようとする最終効果

1

神の業を真に体験した者は

誰でも神を礼拝し そして畏れるだろう

それは称賛に勝る

神の裁きや刑罰を通して

人々は神の性質を見て心から畏れるだろう

神は畏れられるべきであり

また従われるべきである

それは神自身や神の性質は被造物に勝っているから

神のみ畏れられ敬い従うべき方



2

神の業に携わった者や

神を真に知る者は神を畏れるだろう

神に意見し 神を畏れない人々は

神に征服されない

元から不従順なのだ

神のこのような業は

次のことを達成するためである

それは全てのものが創造主を畏れるように

彼ら全てが神に心から従えるように



3

それは神自身や神の性質は被造物に勝っているから

神のみ畏れられ敬い従うべき方

これこそが神の業が最後に成し遂げること



『神の出現と働き』「神の働きと人の働き」（『言葉』第1巻）より編集


800 神を知りさえすれば人は神を畏れ悪を避けることができる

1

悪を避けるには

神を畏れることを理解し

畏れるには神を知らなければならない

神を知るにはその言葉を体験し

裁きと訓練を知る必要がある

神を畏れ悪を避けることは

神への認識において無数の繋がりを持つ

神を知れば人は神を畏れ悪を避けられる



2

神の言葉を体験するには

神とその言葉に向き合わなければならない

神の言葉を体験できるよう

神に周りを備えてもらいなさい

神を畏れ悪を避けることは

神への認識において無数の繋がりを持つ

神を知れば人は神を畏れ悪を避けられる



3

神の言葉に面と向かうには

素直な心と真理を受け入れる決意と

真の人となる望み・苦しみを受け

悪を避ける決意が必要である

前進し神に近づけば

あなたの存在価値は高まり

心は清く 人生は輝き

有意義で晴れやかになるだろう

神を畏れ悪を避けることは

神への認識において無数の繋がりを持つ

神を知れば人は神を畏れ悪を避けられる



『神を知ることについて』「序文」（『言葉』第2巻）より編集


801 神を知ることによってのみ人は神を愛するようになる

1

神を知ることは

神の働きの最後に達成すべき成果

神が人に課す最後の要求

それは最後の証を立て

人が最後に神に立ち返るようにするため

神を知ることでのみ

人は真の信仰を持ち

神を畏れ従える

神を知らぬ者は

神への従順と畏敬にたどり着けない

神を知ることでのみ神を愛せる

何をどう追求するかに関わらず

人は神についての認識にたどり着くことで

神の心を満足させられる



2

神を知るとは

神の性質と心 神そのものを知ること

人はどの側面を知ろうと代価を払い

従順でなければ最後まで従えない

神の働きと人の観念は相容れず

人は神の言動や神が何かわからない

神について行くことを願いながら

従わない者は何も得られない

神を知ることでのみ神を愛せる

何をどう追求するかに関わらず

人は神についての認識にたどり着くことで

神の心を満足させられる



『神の出現と働き』「神を知る者だけが神に証しをすることができる」（『言葉』第1巻）より編集


802 神を知る者だけが神を得ることができる

1 もしあなたが知識や学習した事柄を用いて神を研究しても、神を知ることも理解することも決してできないのは、このためです。しかし、もし真理を求め、神を求める道を用い、神を知ろうとするという観点から神を見つめるのならば、やがて神の業と知恵が随所にあることを認め、また神が万物の主、そして万物のいのちの源であると言われるのはなぜかを知るでしょう。

2 そうした認識をさらに得れば得るほど、神がなぜ万物の主と呼ばれるのかを一層理解するでしょう。あなた自身を含めた万物、すべてのものは、神から安定した施しを間断なく受け取っています。また、あなたはこの世界で、人類の只中に、万物の存在を支配し、管理し、維持するこのような力と本質をもつことのできるのは、神を除いて存在しないことを明らかに感じることができます。

3 あなたがこうした理解を得る時、あなたは神があなたの神であることを真に認めるでしょう。あなたがこの点に達する時、あなたは神を真に受け入れ、神をあなたの神であり主であるとしたのです。あなたがそうした認識を得、あなたのいのちがそのような点に達した時、神はもはやあなたを試したり、裁いたりせず、またあなたに対して要求しなくなります。なぜなら、あなたは神を理解し、神の心を知り、神をあなたの心の中で真に受け入れたからです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VIII.」（『言葉』第2巻）より編集


803 神を知ることによってのみ真に神を礼拝できる

1 神を本当に知る人はみな例外なく、神を見て崇拝し、神を畏れます。そうした人はみな、ひれ伏して神を崇拝せずにはいられないのです。現在、受肉した神が働きを行なっている一方で、受肉した神の性質、および彼が所有するものと彼そのものについて理解すればするほど、人はますますそれらを大事にし、受肉した神を畏れるようになります。一般的に、理解が少なければ少ないほど軽率になり、ゆえに神を人間として扱います。真に神を知り、神を見たならば、人は畏れで身体を震わせるでしょう。なぜヨハネは、「わたしのあとから来る人はわたしよりも力のあるかたで、わたしはそのくつをぬがせてあげる値うちもない」と言ったのでしょうか。彼は心の奥にそれほど深い理解をもってはいませんでしたが、神が畏れを生じさせることは知っていたのです。

2 人はキリストの本質を知らず、神の性質も理解していませんし、ましてや神を真に崇拝することなどできません。キリストの普通かつ正常な外見しか見ず、その本質を知らなければ、いとも簡単にキリストを単なる普通の人間として扱ってしまいます。そうした人はキリストに不敬な態度をとり、キリストを騙し、キリストに抵抗し、キリストに服従せず、キリストについて勝手な判断を下すことができます。そうした人は独善的であり、キリストの言葉を真剣に受け止めることができず、神に対する観念、断罪、および冒涜を生じさせることさえできます。これらの問題を解決するには、キリストの本質と神性を知らなければなりません。これが神を知ることの主要な側面であり、実際の神を信じるすべての人が入って成し遂げなければならないことなのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


804 神を知ることによって達成された効果

1

いつの日にか

創り主は謎ではないと感じる時が来る

神は隠れていなかった

顔を覆ってはいなかった

神は遠く離れてはいない

もはや昼も夜も思い焦がれ

感知できない存在ではない

神はあなたのそばに立ち見守る

あなたの命を満たし運命を導く

神は地平線のかなたにいる存在ではない

雲の中に隠れてもいない

神はあなたのすぐそばにいる

あなたのすべてを治めてる

神はあなたの全てであり

唯一の存在



2

あなたは神を愛するはず

畏敬し しっかりとしがみついて

いつも近くにひきとめて

失うことを恐れ

背を向けてそむくことなどできないはず

避けたり離れたりできない存在

ひたすら神を切に思い

神に従い 神の恵みに報いて

支配に服従し

神の導き・供給 心配と守りをもう拒みはしないはず

神の支配と定めに抵抗しないはず

神に従い ともにいたいと願う

唯一の命として受け入れることを

あなたの大切な唯一の主を

唯一の神を

神はあなたのすぐそばにいる

あなたのすべてを治めてる

神はあなたの全てであり

唯一の存在　

神はあなたのすぐそばにいる

あなたのすべてを治めてる

神はあなたの全てであり

唯一の存在



『神を知ることについて』「序文」（『言葉』第2巻）より編集


805 神を知る者だけが神のために証しできる

神を証しする者が強い証しをするのは

神への真の認識と神を慕う心に基づく

証しは感情の気まぐれではなく

神とその性質への認識からくる



1

神を知り証し人となった者は神を慕う

人に神と神の愛しさと現実性を知らせねばと思う



2

神への愛と同じ証しも自発的で

現実的で価値があり 意義深いもの

受動的でも空疎でも

無意味なものでもない

神を証しする者が強い証しをするのは

神への真の認識と神を慕う心に基づく

証しは感情の気まぐれではなく

神とその性質への認識からくる



3

神を真に愛する者だけが

最も価値のあるものを持ち

神の光の中で生きているので神を信じる



4

彼らは神の働きと経営のために生き

無意味ではなく

祝福された生活を送る

暗闇の中ではなく

光の中で生きる

神を証しする者が強い証しをするのは

神への真の認識と神を慕う心に基づく

証しは感情の気まぐれではなく

神とその性質への認識からくる

暗闇の中ではなく

光の中で生きる

神を証しする者が強い証しをするのは

神への真の認識と神を慕う心に基づく

証しは感情の気まぐれではなく

神とその性質への認識からくる

神とその性質への認識からくる



『神の出現と働き』「神を愛する人は永遠に神の光の中に生きる」（『言葉』第1巻）より編集


806 神の性質を知らないとどうなるか

1 神の性質を理解しなければ、神のためにあなたが行うべき働きを為すことは不可能である。神の本質を知らなければ、神に対して尊敬と畏怖の念を持つことも不可能であり、いいかげんな形式主義と言い逃れだけで、さらには救い難い冒涜のみが残るであろう。神の性質を理解することは極めて重要であり、神の本質についての認識は疎かにできないものの、これらの問題を徹底的に調べ、掘り下げて考える者はいなかった。あなたがたが皆わたしの発布した行政命令をないがしろにしているのは明らかである。神の性質を理解しなければ、神の性質を簡単に侵害する恐れがある。神の性質を侵害することは、神自身を激怒させることに等しく、このような場合、あなたの行動は最終的には行政命令に違反することになるだろう。

2 あなたがたに神の性質を理解するよう求めることは、わたしの働きに相反するものではない。と言うのは、頻繁に行政命令に背くならば、あなたがたのうち懲罰を逃れることができる者がいるであろうか。そうならば、わたしの働きの全てが無駄になるのではないか。このため、わたしは今もあなたがた自身の行いを入念に吟味することに加え、自らの歩みに注意を払うようにあなたがたに求めるのである。これは、あなたがたに対するより高度な要求であり、あなたがたが皆これについてよく考え、真剣に扱うことを願う。あなたがたの行いがわたしの激しい怒りを買う日が来るならば、その結果はあなたがただけが考慮するものであり、あなたがたの代わりに罪を負う人は他にいないのである。

『神の出現と働き』「神の性質を理解することは極めて重要である」（『言葉』第1巻）より編集


807 ペテロに倣いなさい

1 ペテロの名を聞くと、誰もがみな称賛でいっぱいになり、ペテロは頭脳明晰で、生まれながらに豊かな知性をもち、子供のころから両親に可愛がられて育った。しかしながら、成長してからは両親の敵になった。というのも、ペテロはいつもわたしを知ることを願い、その結果、両親に背を向けることになったからである。それはつまり、第一に、彼は天と地と万物は全能者の手の内にあり、すべてのよいものは神に発し、サタンの手を経ることなく、神から直接来ていると信じたからである。両親の悪い手本が引き立て役を務め、ペテロはかえってわたしの愛と憐れみとを直ちにみてとることができ、そうして、わたしを求める欲求がより強く燃え上がることになった。

2 彼はわたしの言葉を飲み食いするだけではなく、わたしの意図するところを把握しようと注意を払った。そして、常に思慮深く慎重に考えた。だから、彼はいつでも霊が敏感で、その行いのすべてにおいて、わたしの心に適うことができた。ふだんの生活では、失敗の網にかかるようなことを深く恐れ、過去に失敗した人々の教訓を元に、自ら奮起してさらに努力した。ペテロはまた、遠い昔から神を愛した人々すべての信仰と愛から学んだ。このようにして、ペテロは、否定的な側面においてだけでなく、より重要なことに肯定的な側面においても急速に成長し、わたしの前で最もよくわたしを知る者となった。

3 このため、想像に難くないことだが、彼は所有するもののすべてをわたしの手に託し、もはや食べること、着ること、眠ること、どこに宿るかにおいてさえ、自分の主人であることをやめ、あらゆることにおいてわたしを満足させることを自らの基盤とし、それによってわたしの豊かさを享受したのである。わたしは何度もペテロに試練を与え、そのため、もちろん彼は死にかけたのだが、そうした何百もの試練の中にあっても、彼は一度たりともわたしへの信仰を失ったり、わたしに失望したりしなかった。わたしがもう彼を捨て去ったと告げた時でさえ、ペテロの心が弱ってしまったり、絶望してしまったりすることはなく、それまでと同じように、わたしを実際的なやり方で愛するために自分の信念を貫き続けた。わたしの前で忠実であったため、また、わたしの与えた恵みのゆえに、ペテロは数千年もの間、人類のための手本、見習うべき者となった。これこそは、あなたがたが見習うべき例ではないのか。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第六章」（『言葉』第1巻）より編集


808 ペテロは神を一番よく知っていた

1

ペテロは長年神に忠実だった

そして一度も不満を感じなかった

ヨブですらペテロには及ばないし

各時代の聖人たちも同じだった

ペテロは神を知ることを追求しただけでなく

サタンが悪事を企む時も神を知ろうとした

長年の奉仕は神の心に適い

サタンはペテロを利用出来なかった

ペテロは神を知っていた

ペテロは神を一番よく知っていた

その知識は他の誰より大きかった



2

ペテロはヨブの信仰を引き継いだが

ヨブが分からなかった事も理解していた

ヨブは大きな信仰を持っていたが

霊的領域の知識には欠けていた

ヨブの話は事実に合わない言葉が多く

正しく真理に則していたわけでもなかった

ヨブの全ての知識はかなり浅く

完全とは程遠いものだった

ペテロは神を知っていた

ペテロは神を一番よく知っていた

その知識は他の誰より大きかった



3

ペテロは霊的感覚を得ることを常に心がけ

霊的領域での勢力の動きを観察することに集中した

ペテロは神の意志を把握できただけでなく

サタンの企みも理解していた

ペテロは神を知っていた

ペテロは神を一番よく知っていた

その知識は他の誰より大きかった

ペテロは神を知っていた

ペテロは神を一番よく知っていた

その知識は他の誰より大きかった



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第八章」（『言葉』第1巻）より編集


809 ペトロの道をたどる方法

1 要約すると、神への信仰においてペテロの道を歩むとは、真理を追い求める道を歩むことであり、その道はまた真に自分自身を知り、自らの性質を変える道でもあります。ペテロの道を歩むことでのみ、人は神によって完全にされる道を進むのです。ペテロの道を正確に言ってどのように歩むのか、またそれをどのように実践に移すかをはっきり知らなければなりません。第一に、自分自身の意図や不適切な追求だけでなく、自分の家族や肉体にかかわるすべてのことさえも脇へのける必要があります。心から献身的であらねばなりません。つまり、神の言葉に自分自身を完全に捧げ、神の言葉を飲み食いすること、真理を探求すること、そして神の言葉の中にある神の意図を探し求めることに集中し、すべてにおいて神の心を把握しようと努めなければなりません。それが最も根本的にして極めて重要な実践の方法です。ペテロがイエスを見たあとに行なったのもそれであり、そのように実践することでのみ、人は最高の結果を得られます。

2 神の言葉への心からの献身はおもに、真理を探し求めること、神の言葉の中にある神の心を探し求めること、神の心を把握することに集中すること、神の言葉からさらなる真理を理解し獲得することが含まれます。神の言葉を読むとき、ペテロは教義を理解することにも、さらには神学的な知識を得ることにさえ集中していませんでした。その代わりに真理を理解すること、神の心を把握すること、そして神の性質と愛らしさを認識することに心を砕いたのです。ペテロはまた、神の言葉から人間の様々な堕落した状態を、また人間の堕落した本性や実際の欠点を認識しようと努め、それにより神が人間に課す要求のすべての側面を満たし、神を満足させました。ペテロは神の言葉を守る数多くの正しい実践を行ないました。それは神の心にもっともかなっており、また神の働きを経験しつつ人が行なうことのできる最高の協力方法です。

『終わりの日のキリスト講話集』「ペテロの道を歩むには」（『言葉』第3巻）より編集


810 ペテロは神を知ることをいつも追求した

1

ペテロはイエスに初めて従った時

彼を神の遣い、使徒だと思い

キリストと思わなかった

ペテロは御言葉を体験し

自身を取り扱い

神のため苦難にも耐えたが

御業は知らなかった



2

経験を経て

ペテロはイエスに神の業を見た

神の麗しさと神そのものを見た

イエスの言葉は人が語れるものではなく

イエスの業は人ができるものではなかった

ペテロはイエスの言動に神の知恵の現れを見た

その言動には多くの神性の働きが見えた



3

ペテロは経験を通して

自己と多くを学んだ

イエスの全てを見守り

新しいことを見つけた

イエスの行いには

実践の神が多く表現され

言動も教会の牧し方も

常人のものではなかった

ペテロはイエスに多くを学び

イエスが十字架にかけられる前に

イエスをある程度知ったから

一生忠誠を誓い

主のため、処された 逆さ十字架に

ペテロはイエスの言動に神の知恵の現れを見た

その言動には多くの神性の働きが見えた

ペテロはイエスの言動に神の知恵の現れを見た

その言動には多くの神性の働きが見えた



『神の出現と働き』「神を知る者だけが神に証しをすることができる」（『言葉』第1巻）より編集


811 ペテロの追求が神の旨に最もかなっていた

1 神から来る数百もの試練を経験するとき、ペテロは人間に対する神の裁き、暴露、および要求の言葉の一つひとつを鏡として自分自身を厳しく吟味し、これらの言葉の意味を理解しようと努めました。またイエスが彼に言ったあらゆる言葉を真摯に考え、心にとどめようとし、極めて優れた結果を残しました。このような実践の方法を通じて、ペテロは神の言葉から自分自身を認識するにいたり、人間の様々な堕落した状態だけでなく、人間の本質、本性、様々な欠点をも理解するようになったのです。これが本当に自己を理解するということの意味です。

2 ペテロは神の言葉から、自身を本当に理解しただけでなく、神の言葉において表現されるもの、すなわち神の義なる性質、神が所有するものと神そのもの、働きに関する神の心、神の人間への要求といったことの言葉から、神を完全に知るようになりました。ペテロは神の性質と本質を知り、神が所有するものと神そのものに加え、神の愛らしさ、そして神の人間への要求を知り理解するようになったのです。ペテロは数百の試練を経ましたが、無駄に苦しんだわけではありません。神の言葉と働きから自己を認識するようになっただけでなく、神を知るようにもなったのです。

3 加えて、ペテロは特に神の言葉の中にある人類への要求を重視しました。どの側面において人間が神を満足させ、その心意に一致すべきであるにせよ、ペテロはそれらの側面に大きな努力を払い、完全にはっきりさせることができました。これは彼自身の入りにとって極めて有益なことでした。神が何を語ろうと、その言葉が自分のいのちになり得る限り、そしてそれらが真理に属する限り、ペテロはそれを心に刻み、常にじっくり考え、正しく認識することができたのです。イエスの言葉を聞いたあと、ペテロはそれを心に留めることができましたが、そのことは、彼がとりわけ神の言葉に集中し、最後は本当に成果を挙げたことを示しています。つまり、ペテロは神の言葉を自由自在に実践すること、真理を正確に実践すること、神の心意と一致すること、完全に神の意図に従って行動すること、自分の個人的な意見や想像を捨てることができたのです。このようにして、ペテロは神の言葉の現実に入りました。

『終わりの日のキリスト講話集』「ペテロの道を歩むには」（『言葉』第3巻）より編集


812 ペテロは神を実際に知ることに集中した

1 ペテロは、イエスと共に過ごした期間、イエスの中に多くの愛すべき性質、模倣するに値する多くの側面、そして彼に与えられた多くのものを見た。ペテロは様々な形でイエスの中に神の存在を見、多くの愛すべき資質を見たけれども、長らくイエスに従って、ペテロはイエスの生活の全て、つまりイエスの行動、言葉、動作、表情などを観察し、心に留めた。ペテロはイエスが尋常の人のようではないことを深く理解した。イエスの人間としての外観は極めて普通であったが、イエスは人間に対する愛、憐れみ、寛容で満ちていた。イエスが行なったこと、言ったことの全てが他の人々の大きな助けとなり、ペテロはイエスの側で今まで見たことも得たこともないことを見たり学んだりした。

2 イエスには大きな背丈や並外れた人間性はなかったが、実に驚くべき非凡な雰囲気があることをペテロは見た。ペテロはそれを完全には説明できなかったけれども、イエスの行動が他の誰とも違っていることを見ることができた。というのは、イエスが行なったことは、普通の人が行なうこととまったく異なっていたからである。ペテロはイエスと接するようになってから、イエスの性格が普通の人とは違っていることにも気づいた。イエスは常に落ち着いて行動し、決して焦ることも、誇張することもなく、物事を控えめに表現することもなく、ごく普通で称賛に値する性格を表わすような生活を送った。イエスは会話においては、上品で、優雅で、率直で、朗らかでありながらも、穏やかで、働きを実行するときも決して威厳を失うことはなかった。

3 ペテロは、イエスがあるときは無口になったり、またあるときは絶え間なく話したりするのを見た。イエスは嬉しさのあまり、あちこち動き回ってはしゃいでいる鳩のように見えることもあれば、悲しみの余り、まるでくたびれ疲れ果てた母親のように、まったく口をきかないこともあった。時としてイエスは、勇敢な兵士が敵を殺すために突進するように、また時には吠え猛るライオンのように憤りで一杯になることさえあった。イエスは時には笑い、時には祈り泣くこともあった。イエスがどのように行動するかに関わらず、ペテロは限りのない愛と敬意をイエスに抱くようになった。イエスの笑い声はペテロを幸せで満たし、イエスの悲しみはペテロを嘆きに落とし入れ、イエスの怒りはペテロを脅かしたが、その一方、イエスの憐れみ、赦し、そして人々に対する厳しい要求によって、ペテロはイエスに対して真の畏敬と憧れを抱くようになり、ほんとうにイエスを愛するようになった。

『神の出現と働き』「ペテロはいかにしてイエスを知るに至ったか」（『言葉』第1巻）より編集


813 ペテロのイエスに関する認識

1 ペテロは何年にもわたりイエスに従い、他の人にはない多くのことをイエスに見た。生活において、ペテロはイエスのすることすべてを基準にして自己を評価した。イエスの説教は特にペテロの心に刻まれた。ペテロはイエスに徹底的に献身して忠実であり、決してイエスに対する不平不満を口にしなかった。そのため、彼はイエスが行く先々で忠実な同伴者になった。ペテロはイエスの教え、イエスの穏やかな言葉、食べ物、着る物、宿、旅の仕方を観察した。ペテロはあらゆる点でイエスを見習った。ペテロは決して独善的になることなく、時代遅れのことをすべて投げ捨てて、言動においてイエスの例に従った。

2 天地万物は全能者の手の中にあるとペテロが感じたのはその頃で、そのため、彼は個人的な選択をしなかった。ペテロはまた、イエスという存在のすべてを吸収し、それを見本とした。生活を通して、イエスが行動において独善的ではなく、自慢するどころか、人を愛によって動かすことが見て取れた。さまざまなことがイエスという存在を示し、そのためペテロはあらゆることにおいてイエスを見習ったのである。この経験により、ペテロはますますイエスの素晴らしさを感じた。

3 彼は次のように言った。「わたしは全宇宙で全能者を探し求め、天地万物のふしぎを見た。それゆえわたしは全能者の素晴らしさを深く実感した。しかし、これまでわたしは心に純粋な愛を抱いたことはなかったし、全能者の素晴らしさをこの目で見たこともなかった。今日、わたしは全能者から好意的に見られ、ついに神の素晴らしさを感じた。人類が神を愛するようになるのは、神が万物を創造したからだけではないことが、ようやくわかった。日常生活の中で、わたしは神の無限の素晴らしさを見つけた。それがどうして現在見えることだけに限られるだろうか」。

『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、ペテロの一生」（『言葉』第1巻）より編集


814 あなたは自分の使命を知っているだろうか

1

あなたは肩に担うべき重荷と使命

委ねられた任務を知っているか

歴史におけるあなたの使命感はどこにあるのか

どうすれば次の時代の良き主人となれるのか

あなたの主人としての意識は強いか

あなたは万物の主人をどう説明するか

あらゆる生き物の主人か

それとも全ての物質世界の主人か

業の次の段階のあなたの計画は何か

何人があなたの牧会を待っているか

自分の任務を重いと感じてないか



2

惨めな魂 哀れで盲目で迷い

暗闇で嘆き 逃げ道を望む

彼らは日夜どんなに望んでいるだろう

流星のような光が長年彼らを

弾圧する闇の軍勢を散らすのを

光が閃いても惨めな苦しむ者は

闇に囚われ解放の希望は無い

いつ彼らは泣き止むのだろうか

安息がない脆い魂はこんなに不幸だ

冷たい縄と凍れる歴史に囚われた

彼らの泣き声と不幸を知る者はいるか



3

神の悲しみと心配を考えてみたか

自らの手で創った人が苦しむのを

どうして見ていられよう

人間は生き長らえてきたが

邪悪な者にずっと毒されてきた不運な者たちだ

自分が犠牲者であることを忘れたのか

神を愛するなら生き残った者を救い

自分の血肉のように人を愛する神に

力を尽くし報いたくないか

神に用いられる並外れた人生を送ることを

どう理解しているのか

あなたは敬虔で有意義な人生

神に仕え生きる人生への真の決意と確信があるか



『神の出現と働き』「将来の使命にどう取り組むべきか」（『言葉』第1巻）より編集


815 神の意志を理解しなさい

1 今日あなたがたが受け継いだものは、各時代の使徒や預言者が受け継いだものを超えており、モーセやペテロが受け継いだものよりも大きい。一日二日で祝福を得ることはできない。祝福は、多大な犠牲を通じて獲得されなければならない。つまりあなたがたは、精錬を経た愛、大きな信仰、そして神があなたがたに獲得することを求めている、数多くの真理を自分のものにしなければならない。さらには、怯えることも逃げることもなく、正義に真正面から向き合い、神に対して不変かつ衰えることのない愛をもたなければならない。あなたがたは不屈の意志をもたなければならず、自分のいのちの性質に変化が生じなければならず、堕落は癒されなければならず、神の指揮をことごとく、不平を言わずに受け入れなければならない。また、死に際しても従順でなければならない。これが、あなたがたが達成すべき神の働きの最終目標であり、神がこの人々の集団に求めることである。

2 神は、あなたがたに与えるからには、必ずや見返りを求め、適切な要求をあなたがたにする。ゆえに、神の働きにはすべて理由があるのであって、そのことは、神がかくも厳密かつ過酷な働きを繰り返し行う理由を示している。それゆえ、あなたがたは神への信仰で満ちていなければならない。つまり、あなたがたが神の遺産を受け継ぐにふさわしくなれるよう、神の働きはことごとくあなたがたのために行われるのである。それは神自身の栄光のためではなく、あなたがたの救いのため、そして不浄の地でひどく苦しんできたこの人々の集団を完全にするためである。あなたがたは神の旨を理解しなければならない。そこでわたしは、洞察力も理知もないあまたの無知な人に忠告する。神を試すな。神に二度と抵抗するな。

3 神は、人には耐えられない苦しみをすでに耐え忍んできた。人に代わって、はるか以前にもっとひどい屈辱を耐え忍んだ。あなたがたに手放せないものなど他にあろうか。神の旨以上に大事なものがあろうか。神の愛以上に高いものがあろうか。この不浄の地で神が働きを成し遂げることだけでも、十分困難である。その上、もし人が分かっていながら意図的に過ちを犯したら、神の働きは延長せざるを得ない。神は時間に縛られない。神の働きと栄光が最優先である。ゆえに神は、どんなに時間がかかろうとも、自身の働きのためにあらゆる代価を支払う。これが神の性質である。神は自身の働きを全うするまで休まない。

『神の出現と働き』「人が想像するほど神の働きは簡単なものか」（『言葉』第1巻）より編集


816 神のために証しすることは人の本分である

1

神はあなたがたに命を授ける

それはあなたがたが神から受け取る贈り物

だから神を証することは

あなたがたの使命である



2

神はあなたがたに自らの栄光を与える

イスラエル人にはなかった神の命を与える

だからあなたがたは

神に自分の命と若さを捧げなければならない

あなたがたは神の栄光を手に入れたのだ

だからあなたがたは神の証しをしなくてはならない

それは神によって定められた事なのだから

あなたがたが神の栄光を与えられたのは

幸運なこと

だから神の栄光を証することは

あなたがたの使命である

ただ祝福を得るために神を信じるのなら

神の業は意味を失い

あなたがたの使命も果たされない

あなたがたは神の栄光を手に入れたのだ

だからあなたがたは神の証しをしなくてはならない

それは神によって定められた事なのだから



『神の出現と働き』「あなたは信仰について何を知っているか」（『言葉』第1巻）より編集


817 神の唯一の願い

1

ヤーウェの栄光、イエスの贖い

神の今日の行いをあなたは見ている

神の霊の言葉を聞き

神の知恵と奇跡、性質を知り

神の救いの計画を聞く

あなたは終わりの日に生まれたが

過去を理解し

神の手で成し遂げられた

今日も経験した

神の要求は理にかなっている

多くを与えられ、見たから

昔の聖徒のよう、神を証しなさい

それが神の心からの願い

それが神の心からの願い



2

あなたが見たのは愛の神だけでなく、義の神

素晴らしい働きと、怒りと威厳を知る

また神が一度

イスラエルの家に激しい怒りを注いだことも知る

それは今あなたへ

あなたは終わりの日に生まれたが

過去を理解し

神の手で成し遂げられた

今日も経験した

神の要求は理にかなっている

多くを与えられ、見たから

昔の聖徒のよう、神を証しなさい

それが神の心からの願い

それが神の心からの願い



3

あなたは神の奥義をイザヤやヨハネよりも知る

神の麗しさをどの聖徒よりも知る

神の真理と道といのちだけでなく

ヨハネよりも大きな啓示を得ている

あなたは終わりの日に生まれたが

過去を理解し

神の手で成し遂げられた

今日も経験した

神の要求は理にかなっている

多くを与えられ、見たから

昔の聖徒のよう、神を証しなさい

それが神の心からの願い

それが神の心からの願い



4

多くの奥義を知り

神の真の顔を見た

より多くの裁きを受け

さらに神の義を知る

あなたは終わりの日に生まれたが

過去を理解し

神の手で成し遂げられた

今日も経験した

神の要求は理にかなっている

多くを与えられ、見たから

昔の聖徒のよう、神を証しなさい

それが神の心からの願い

それが神の心からの願い



『神の出現と働き』「あなたは信仰について何を知っているか」（『言葉』第1巻）より編集


818 あなたは神を証しする者になりたいか

1

働きの三段階が終わる時

神を証しする者の群が集められるだろう

人々は皆神を知り

真理を実践することができるだろう

彼らは神を証しする者

人間性と理性を持つだろう

皆神の救いの働きの三段階を知るだろう

この群に全員の居場所があるかもしれない

あるいは半分か少数

それはあなたの意志と

どれだけ熱心に追い求めるかによる



2

六千年の経営の働き

その結晶を象徴する者は

神の働きの実

そしてこの群の人々がサタンの最終的敗北への証し

彼らは神の働きの実

証しをすれば約束を得るだろう

彼らは終わりまで残るだろう

神の力で証ししながら

この群に全員の居場所があるかもしれない

あるいは半分か少数

それはあなたの意志と

どれだけ熱心に追い求めるかによる



『神の出現と働き』「神の三段階の働きを認識することは、神を認識する道である」（『言葉』第1巻）より編集


819 神の働きの目的と意義を知っているか

1 さて、あなたは、なぜあなたがわたしを信じるか本当に知っているだろうか。あなたはわたしの働きの目的と意義を本当に知っているだろうか。あなたは自分の本分を本当に知っているだろうか。あなたはわたしの証しを本当に知っているだろうか。もしあなたが単にわたしを信じ、わたしの栄光もわたしの証しもあなたの中に見ることができないなら、わたしはとうの昔にあなたを排除していた。そのことをすべて知っている者たちに関して言えば、彼らはわたしの目にはイバラでさえあり、わたしの家では、彼らは単に躓きの石でしかない。彼らは少しも役に立たず、重要でないので、わたしの働きにおいて完全に選り分けなければならない毒麦である。わたしはずいぶん前に彼らを忌み嫌ってきた。

2 証しをしないこれらの者たちに関して、わたしの怒りは永遠にあり、わたしのむちは彼らから離れることは決してない。わたしはずいぶん前に彼らを悪者の手に渡し、彼らはわたしの祝福を少しも持っていない。その日、彼らの刑罰は愚かな女たちの罰よりはるかに痛みを伴う。今、わたしはわたしの義務である仕事だけしている。わたしはすべての麦を毒麦と共に束に縛る。これが今のわたしの仕事である。それらの毒麦はわたしが選び出している時にすべて選別され、麦粒は倉庫に集められ、選り分けられた毒麦は火の中で燃やされ灰となる。

3 わたしの今の仕事はあらゆる人たちをただ束に縛ることで、つまり完全に彼らを征服することだけである。それから、すべての人たちの最後を明らかにするために選別を始めよう。だから、あなたは今どのようにわたしを満足させ、どのように正しい信仰の道を整えるかを知るべきである。わたしが求めるものは、今このときのあなたの忠誠心と服従、今この時のあなたの愛と証しである。たとえあなたが証しをするとは何か、愛とは何かをこの瞬間知らなくても、あなたのすべてをわたしに持ってくるべきで、あなたが持っている唯一の宝物、つまりあなたの忠誠心と服従心をわたしに差し出すべきである。

『神の出現と働き』「あなたは信仰について何を知っているか」（『言葉』第1巻）より編集


820 人が立てるべき証し

1 神の証しをするということは、おもに神の働きについて自分が認識していること、神がどのように人を征服するか、どのように人を救うか、どのように人を変えるかを語ることである。それは神がどのように人を導いて真理の現実に入らせ、どのように人を神に征服され、完全にされ、救われるようにするのかを語ることである。証しをするということは、神の働きと自分が経験したすべてについて語るということである。神の働きのみが神を表現することができ、神の働きのみが神を公に、その全体において明らかにすることができる。神の働きは神への証しを立てる。神の働きと発言は霊を直接表現する。こうしたことはただ受肉した神の肉を通して表されるが、実際にはそれは霊の表現である。神が行うすべての働きと神が語るすべての言葉は、神の本質を表している。そのため神の証しをするときは、神の普通の人間性の外見について証しするだけでなく、神が行う働きと神が導く道についても証しをすることになる。そして自分がどのように神に征服され、どのような側面で完全にされたかを証しする。このような証しを行うべきである。

2 あなたは刑罰、裁き、精錬、試練、逆境、苦難を一つずつ経験し、征服された。あなたは肉の将来の展望や個人的な動機、肉の個人的な利益を捨て去った。言い換えれば、神の言葉はあなたの心を完全に征服した。あなたはいのちにおいて神が要求するほどには成長してはいないが、こうしたことをすべて知り、神の行いによって完全な確信を得ている。そのためこれを証し、実際的かつ真の証しと呼ぶことができる。神が行うために来た働き、すなわち裁きと刑罰の働きは、人を征服するためのものだが、同時に神は働きを完結させ、時代を終わらせ、完結の働きを行なっている。神は時代全体を終わらせて、全人類を救い、人類を罪から永遠に解放しようとしている。そして自らが創造した人類を完全に得ようとしている。あなたはこのすべてを証ししなければならない。将来福音が広められるとき、あなたは自分の認識を語り、心の中で得たことすべてを証しできなければならず、努力を惜しんではならない。これは被造物として成し遂げなければならないことである。

『神の出現と働き』「実践（７）」（『言葉』第1巻）より編集


821 信仰において神を証しするには

1 あなたはこれほど多くの神の働きを経験し、それを自分の目で見て、直接体験した。最後の最後に到達したとき、自らに課せられた役割を果たせないようであってはいけない。そうであればなんと残念なことか。将来福音が広められるとき、あなたは自分の認識を語り、心の中で得たことすべてを証しできなければならず、努力を惜しんではならない。これは被造物として成し遂げなければならないことである。神の働きのこの段階の実際の意義は何か。その成果は何か。そしてそのうちのどれだけが人において行われるのか。人は何をするべきか。受肉した神が地上にやって来てから行なったすべての働きについてはっきりと語れるなら、証しは完全である。

2 神の働きの意義、その内容、その実質、それが表す性質、その原理という五項目について明確に語れるなら、それは神を証しできることと、真に認識を得ていることの証明である。あなたがたへのわたしの要求はさほど大きいものではなく、真の探求を行なっている者なら誰でも達成できる。神の証人となることを決意しているなら、神が何を嫌悪し、何を愛しているかを理解していなければならない。あなたは神の働きを多く経験してきた。その働きを通して、神の性質を知り、神の旨と人類への神の要求を理解し、その知識をもって神を証しし、自分の本分を尽くさねばならない。

『神の出現と働き』「実践（７）」（『言葉』第1巻）より編集


822 実際的効果を得るにはどのように神を証しすべきか

神の証しをするときは、神が人々をどのように裁き罰するか、どのような試練を用いて人々を精錬し、あなたがたの性質を変えるかを主に語るべきです。また、自分の経験においてどれだけ多くの堕落が表わされたか、自分がどれだけ耐えてきたか、最後はどのようにして神に征服されたか、神の働きに関する真の認識が自分にどれだけあるか、どのようにして神の証しをし、神の愛に報いるべきかも語るべきです。こうした言葉に中身を持たせつつ、簡潔に語りなさい。自分自身を誇示しようと、深遠に見えながらも空虚な理論で着飾ってはいけません。そうすることはかなり傲慢で理知に欠けるように見えます。本当の物事を、自分の実際かつ本物の経験から、そして心からもっと語るべきです。それが他人にとって最も有益であるとともに、彼らが目にするのに最適なのです。あなたがたはかつて、神に最も強く反対し、神に服従しようという気持ちが一番ない人々でしたが、今は征服されています。それを忘れてはいけません。これらのことについてもっと熟慮し、考えなさい。さもないと理知に欠ける恥ずかしい行為をしがちになります。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」（『言葉』第3巻）より編集


823 神の業を知ることでのみ真に神を証しすることができる

1 すべての被造物における神の業を見ることも、それを認識することもできないのであれば、あなたは神の業を何ひとつ証しできません。神の証しをすることができず、自分が知っている小さな「神」、自分自身の考えに限定され、自分の狭い心に閉じ込められた神について語り続けるなら、つまりそのような神について語り続けるなら、神があなたの信仰を讃えることは決してありません。神の証しをするとき、自分がいかに神の恵みを享受し、神の鍛錬と懲らしめを受け、また神の証しをする中でいかに神の祝福を享受しているかという観点からしかそうしないのであれば、それはまったく不十分であり、神に満足してもらうには程遠いものです。

2 神の旨にかなう形で神の証しをしたい、真の神自身の証しをしたいのであれば、神が所有するものと神そのものを神の業から理解しなければなりません。神による万物の支配から神の権威を理解し、神が全人類に施すという真実を理解する必要があるのです。自分の日々の糧や生活必需品が神に由来することを認めるだけで、神はすべての被造物を用いて全人類に施すという真実、また万物を支配することで全人類を導いているという真実を理解できないのであれば、神の証しは決してできません。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 IX.」（『言葉』第2巻）より編集


824 征服された人がもつべき理知

1 神によって征服された人が備えるべき理知の基本的な属性は、決して傲慢に話さないことです。人は「地のおもての糞土」のような卑しい身分となり、本当のことを語るべきなのです。それが最善であろう。特に神の証しをするとき、空虚でも高慢でもなく、嘘もまったくない、実のあることを心から話せれば、あなたの性質は変わる。それが神に征服されたあとで生じるべき変化である。この程度の理知さえ自分のものにできなければ、あなたは本当に人間らしくありません。今後は常に正しく振る舞い、自分の地位と立場を認識し、かつての状態に逆戻りしてはいけない。

2 サタンの像は人間の傲慢さと自惚れの中でもっとも典型的に現われる。自分自身のそうした側面を変えなければ、決して人間らしさをもつことができず、常にサタンの面構えをすることになる。この分野に関する認識をもつだけでは、完全な変化を実現するのに足りず、依然として何度も精錬を受ける必要がある。取り扱いや刈り込みを受けなければ、長期的にはなおも危険に曝されている。かつての状態に陥るのを防ぐには、まず自分の性質が変化しておらず、神を裏切る本性がいまだ自分の中に深く根ざしていることを認識しなければなりません。依然として神を裏切る大きな危険があり、滅びの可能性に絶えず直面しています。

3もうひとつ、神の証人の立場を取らないことがある。あなたがたは自分の個人的な経験しか話せない。神がいかに自分を救ったかを話し、自分がどうやって神に征服されたかを説き、神が自分にどんな恵みを授けたかを語ることはできるだろう。自分が人のうち最も堕落していること、神を通じて初めて引き上げられたことを忘れてはいけない。あなたがたは最も堕落し、最も汚れているので、受肉した神によって救われた。神はあなたがたにかくも大きな恵みを授けたのである。ゆえに、あなたがたには自慢できるものがなく、神を讃えて神に感謝することしかできない。あなたがたの救いはひとえに神の恵みのおかげである。

『終わりの日のキリスト講話集』「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」（『言葉』第3巻）より編集


825 神は証しするようにだけ人に勧める

1 だからわたしはあなたがたのことを心配し続けている。思うままに暮らすよう放置されたら、人は本当に最終的には今日よりも良い、あるいは今日と同じくらいの状態でいられるだろうか。あなたがたは自分の子供じみた霊的背丈が心配ではないのか。あなたがたは本当にイスラエルの選民のようになり、どのようなときでもわたしに、わたしだけに忠実になることができるのか。あなたがたが今見せているのは、親の目の届かないところにいる子供のいたずら好きな特質ではなく、主人のむちの届かないところで動物に沸き起こる獣性である。あなたがたは自分の本性を知るべきで、それはあなたがたすべてが共有している弱点、共通の病気でもある。したがって、今日わたしからあなたがたへの唯一の忠告は、わたしの証人になることである。いかなる事情があろうとも、古い病気を再発させてはいけない。もっとも重要なのは、証しをすることである。それがわたしの働きの核心である。あなたがたは、マリアが夢に現れたヤーウェの告知を受け入れ、信じて、従ったように、わたしの言葉を受け入れるべきである。これだけが精神的に純潔であるとみなされる。

2 なぜならあなたがたはわたしの言葉を一番多く聞く人々であり、わたしによってもっとも祝福される人々だからである。わたしはあなたがたにわたしの貴重な所有物すべてを与え、すっかり何もかもあなたがたに授けよう。しかしながら、あなたがたの地位とイスラエルの人々の地位は非常に異なり、完全に天と地ほどもかけ離れている。それにもかかわらず、彼らに比べると、あなたがたはずっと多くのものを受け取っている。彼らが必死にわたしの出現を待っている一方、あなたがたはわたしと共に愉快な日々を過ごし、わたしの富を共有している。比較すると、何があなたがたに、不平を言い、わたしと口喧嘩し、わたしの所有物の分け前を要求する権利を与えているのか。あなたがたは十分受け取っていないのか。わたしは多くを与えているが、あなたがたがお返しにわたしにくれるものは悲痛な悲しみと不安、それに手に負えない恨みと不満である。あなたがたはあまりにも不快だが、同時に哀れでもある。よってわたしは憤りをすっかり吞み込んで、あなたがたに繰り返し反対の声を上げるしかない。

『神の出現と働き』「神に対するあなたの認識はどのようなものか」（『言葉』第1巻）より編集


826 信者としての本分は神のために証しすること

1 わたしがサタンを打ち負かしたことに対する証しは人の忠誠心と従順に見ることができ、わたしが人を完全征服したことに対する証しもそうであることを、あなたは知るべきである。わたしへのあなたの信仰の義務はわたしの証人となること、わたしに忠実無二であること、最後まで従順であることである。わたしの働きの次のステップを始める前に、あなたはどのようにわたしの証人となるのか。あなたはいかにしてわたしに忠実であり、服従するのか。あなたの役目のためにすべての忠誠心を捧げるか、それとも単にあきらめるのか。あなたはむしろわたしのすべての取り決め（たとえそれが死であっても、あるいは滅びることであっても）に服従するか、それとも、わたしの刑罰を避けるために途中で逃げ出すか。わたしがあなたを罰するのはあなたがわたしの証人となり、忠誠を尽くしわたしに服従するためである。

2 また、現在の刑罰はわたしの働きの次のステップが明らかにされ、仕事の進展が妨げられないためである。よって、わたしはあなたが賢くなり、あなたのいのちや存在の意義を価値のない砂のように取り扱わないよう勧告する。あなたはわたしのこれからの働きがどんなものになるか正確に分かるだろうか。あなたはこれからわたしがどのように働き、わたしの働きがどのように展開していくか知っているだろうか。あなたはわたしの働きに関するあなたの体験の意義、さらにわたしへのあなたの信仰の意義を知るべきである。確かに、わたしはこの時代を終わりにするために来た。これは本当だが、それ以上にわたしは新しい時代を始め、仕事を始め、そして何よりも、神の国の福音を広めようとしていることをあなたは知らなければならない。

3 だからあなたは、現在の働きは時代を始めることと、来たるべき時に福音を広め、将来のどこかで時代を終わらせるための基盤を築くことだけであると知らなければならない。わたしの働きはあなたが思うほど単純ではないし、あなたが信じているほど価値がなく意味のないものではない。だから、わたしは依然としてあなたに言わなければならない。あなたはわたしの働きのために自分を捧げ、それ以上にわたしの栄光のためにあなた自身を捧げるべきである。あなたがわたしの証しをすることをわたしは長い間待ち望み、それ以上に長く、あなたがわたしの福音を宣べ伝えるのを待ち望んでいた。あなたはわたしの心にあるものを理解すべきである。

『神の出現と働き』「あなたは信仰について何を知っているか」（『言葉』第1巻）より編集


827 勝利者とは神のために圧倒的な証しをする者たちである

1 神への信仰には、神への服従と、神の働きを経験することが必要とされる。神はすでに多数の働きを行なっており、人にとって、それはどれも完全化、精錬、さらには刑罰だと言えるだろう。神の働きの各段階のうち、人間の観念と一致するものはいまだかつてなく、人々が享受してきたのは神の厳格な言葉である。神が来るとき、人は神の威厳と怒りを享受することになる。しかし、神の言葉がいかに厳格だとしても、神は人類を救い、完全にするために来る。

2 被造物として、人は尽くすべき本分を尽くし、精錬のさなかに神の証しに立たねばならない。あらゆる試練において、人はなすべき証しを固く守り、神のために鳴り響くような証しを行なう必要がある。そうする人が勝利者である。神があなたをいかに精錬しようと、あなたは確信に満ちたままでいなければならず、神への確信を決して失ってはならない。人間が行なうべきことをしなさい。それが、神が人間に求めることであり、人の心はいかなるときも完全に神へと立ち返り、神のほうへ向かわねばならない。それが勝利者である。

3 神が「勝利者」と呼ぶ者は、サタンの支配下に置かれ、サタンに包囲されたときでさえ、つまり闇の軍勢のただ中にいるときでさえ、神の証しに立ち、神への確信と忠誠を維持できる者である。何があろうと依然として神の前で純真な心を保ち、神に対する真の愛を維持できるのであれば、あなたは神の前で証しに立っており、それが神の言うところの「勝利者」になることである。

4 心構えをもつことは、神が人間を完全にする過程で極めて重要である。あなたが神による働きのどの段階も疑わず、人間の本分を尽くし、神が自分に実践させている物事を真摯に保つのであれば、つまり、神の忠告を心に留め、神が今日どのような働きを行なっても神の忠告を忘れず、神の働きに疑念を抱かず、自分の心構えを維持し、自分の証しを守り、その道のあらゆる段階で勝利するなら、最終的にあなたは神によって完全にされ、勝利者にされるだろう。

『神の出現と働き』「あなたは神への忠誠を保たなければならない」（『言葉』第1巻）より編集


828 あなたは赤い大きな竜の前で神を証しできるか

終わりの日の集団におけるわたしの業は前例のない事業であるため、わたしの栄光が宇宙を満たし、すべての人々はわたしのために最後の苦難に遭わなければならない。あなたがたにはわたしの旨が分かるだろうか。これがわたしの人に対する最後の要求である。つまり、わたしは全ての人々が赤い大きな竜の前で、力強く、明確なわたしの証しとなれることを望む。最後に彼らがわたしのために自らを捧げ、最後にもう一度わたしの要求を満たすことを望む。あなたがたにはこれが本当にできるか。かつてのあなたがたはわたしの心を満たすことができなかった。最後の時にこの型を破ることができるか。わたしは人々に反省の機会を与え、最終的にわたしに答える前に深く考えさせる。あなたがたにはわたしの要求を満たすだけの信仰があるだろうか。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第三十四章」（『言葉』第1巻）より編集


829 神のために証することに本当に自信があるか

あなたがたの信仰はとても誠実だが、あなたがたの中のだれもわたしを完全に説明することはできないし、あなたがたの中のだれもあなたがたが見る現実のすべてを十分に立証することはできない。考えてもみなさい。現時点ではあなたがたのほとんどは自分の義務を怠っており、その代わりに肉のことを追い求め、肉を満足させ、貪欲に肉を楽しんでいる。あなたがたは真理をほとんど所有していない。ではどうやってあなたがたはこれまで見てきたものすべてを証言することができるのか。あなたがたは本当にわたしの証人になれる自信があるのか。今日見てきたすべてのことをいつの日か証言できないならば、そのときまでには創造された人間として機能を失っているだろう。あなたの存在には何の意味もなくなってしまうだろう。人間である価値がなくなる。人間ではないとさえ言うことができる。わたしはあなたがたに膨大な量の働きを行なってきた。しかし、現在あなたは何も学んでおらず、何も知らず、無駄に働いているので、わたしが働きを拡大する必要があるとき、あなたはぽかんと見つめているだけで、口もきけず、まったく役に立たないだろう。それではあなたは稀代の罪人になってしまわないだろうか。その時が来たら、あなたはとてつもなく深い後悔を感じないだろうか。

『神の出現と働き』「神に対するあなたの認識はどのようなものか」（『言葉』第1巻）より編集


830 あなたはヨブとペテロの証しに達しなければならない

1

あなたは神に征服されたと言うかもしれないが

それでも死に至るまで神に従えるか？

将来どうなるかに関わらず

あなたは最後まで神に従うべきだ

どんな状況でも何が起ころうと

自分の信仰を失ってはならない

ヨブのように死ぬまで神に従い

ペテロのようにまず神を愛せよ



2

あなたはヨブのようになるべきだ

貧しく肉体が痛んでも

彼はヤーウェの名を捨てなかった

またペテロのようになるべきだ

彼は十字架で息絶えるまで神を愛した

どんな状況でも何が起ころうと

自分の信仰を失ってはならない

ヨブのように死ぬまで神に従い

ペテロのようにまず神を愛せよ



3

ペテロは将来のことや

自分の輝かしい希望や

途方もない野心を思わずに

自分が仕える神への愛を

ひたむきに求め全ての定めに従った

どんな状況でも何が起ころうと

自分の信仰を失ってはならない

ヨブのように死ぬまで神に従い

ペテロのようにまず神を愛せよ



4

これが、証しするに相応しい者が達すべき基準だ

どんな状況でも何が起ころうと

自分の信仰を失ってはならない

ヨブのように死ぬまで神に従い

ペテロのようにまず神を愛せよ



『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（２）」（『言葉』第1巻）より編集


831 神が必ず人を完全にすることを信じなさい

神はあなた方を

どうにかして完全にしたいと望む

今すぐここで

どんな試練に直面し

どんな出来事があり

どんな災害が待っていても

神はそれを望んでいる



1

将来、祝福されるか呪われるかは

あなたが今日することによって決まる

完全にされたいなら

今がその時だ！

チャンスはもう巡っては来ないから

神の言葉は多くの時代と世代を経てきたが

今日の高みまで達したことはない

それは至高の境地に達した

聖霊の働きはかつて人の間にはなかった

神はあなた方を

どうにかして完全にしたいと望む

今すぐここで

どんな試練に直面し

どんな出来事があり

どんな災害が待っていても

神はそれを望んでいる



2

この聖霊の働きを経験した者は

過去にほとんどなく

イエスの時代でさえ

今日ほどの啓示はなかった

神の言葉が語られ

あなた方の理解と経験は

今、最高峰に達した

神は本当にあなた方を

完全にしたいと望んでいる

これは単なる話ではない

試練と刑罰の途中で去らないことは

働きが新たな栄光に達した証しで

人には成し遂げ維持できない

神の働きだ

人を完全にしたいという神の望みは

業に見ることができ

神はきっとそれを為す

神はあなた方を

どうにかして完全にしたいと望む

今すぐここで

どんな試練に直面し

どんな出来事があり

どんな災害が待っていても

神はそれを望んでいる

これは確かで間違いない事実である

事実である



『神の出現と働き』「一人ひとりが自らの役割を果たすことについて」（『言葉』第1巻）より編集


832 神はこの一団の人々を完成させようと決心していた

1 人間の中で、神の差し迫った心理を理解している者はほとんどいない。人間の素質があまりに劣り、霊が極めて鈍感なので、誰一人として神が何をしているかに気をつけることも、注意を払うこともしていないからである。そのため、人の野蛮な性質が今にも突出するとでもいうように、神は人について絶えず不安を覚えている。そのことから、神の地上への到来は極めて大きな試みを伴っていることが、よりいっそう明確にわかる。しかし、神は人々の一団を完全にすべく、栄光に満ち溢れ、人に何も隠すことなく、すべての意図を告げた。

2 神はこの一団を完全にしようと堅く決心してきた。従って、いかなる困難や試みが来ようと、神は目をそらしてそのすべてを無視する。神は、いつか自分が栄光を得るようになった時、人は神を知ると堅く信じて、また、人が自分によって完全にされた時、神の心をすべて理解するだろうと信じて、静かに自分の働きを行なう。目下のところ、神を試みたり、誤解したり、責めたりする人々がいるだろう。神はそうしたものを何一つ気にしない。神が栄光の中に降り立つ時、人々はみな、神が行なうすべてのことは人類の幸福のためだと理解し、また誰もが、神が行なうすべてのことは、人類がよりよく生存できるようにするためだと理解するだろう。

『神の出現と働き』「働きと入ること（４）」（『言葉』第1巻）より編集


833 完全にされるために満たすべき条件

1

神により完全にされることを真に願うなら

あなたは自分の肉を捨てる勇気を持つだろう

また神の言葉を実践し消極的でなく

神から来るすべてに従うことができるだろう

あなたが公にまたは密かにすることの

すべてを神に見せることができる

神により完全にされるすべての人への条件は

神を愛する心ですべてを行うことである

正しい意図を持っていれば

正しくても間違っていても

あなたはすべての行動を神の前へ持っていける

それを神や兄弟姉妹に見せることを恐れず

神の前で誓う



2

誠実に真理を実践すれば完全にされるが

表裏のある人は完全にされたいと思わない

彼らは神のものではなく地獄と滅びの子

サタンの子たちで神に選ばれてはいない

裁きを受け入れ性質を変えれば

神により完全にされる道を歩むだろう

神により完全にされ

神の意志を行うことを願うなら

不満を言わず、裁かず、神の働きに従いなさい

それが神により完全にされるための基本条件だ

神により完全にされるすべての人への条件は

神を愛する心ですべてを行うことである

正しい意図を持っていれば

正しくても間違っていても

あなたはすべての行動を神の前へ持っていける

それを神や兄弟姉妹に見せることを恐れず

神の前で誓う

意図や考え、思いは

どれも神の前での吟味にたえうるべきだ

あなたが実践しこの道に入るなら

いのちの成長は速くなるだろう



『神の出現と働き』「真心で神に従う者は、必ずや神のものとされる」（『言葉』第1巻）より編集


834 神を真に愛する者を神は完全にする

1 今、神は一種の人々の集団、つまり神と協力することに努め、神の働きに従うことができ、神が語る言葉は真実だと信じ、神の要求を実践できる人から成る集団を獲得することを望んでいる。このような人は、心の中に真の認識を有している者たちであり、完全にされることができ、必ずや完全への道を歩める者たちである。完全にされることができない者とは、神の働きをはっきり認識しない人、神の言葉を飲み食いしない人、神の言葉に注意を払わない人、心の中に神への愛がまったくない人である。受肉した神を疑い、受肉した神についていつも確信がなく、その言葉を決して真剣に扱わず、受肉した神を絶えず騙す者は、神に抵抗し、サタンに属する人であり、このような人を完全にする術はない。

2 神は、神の言葉を追い求め、それを貴ぶ者たちの中で働きを行なう。あなたが神の言葉を貴べば貴ぶほど、神の霊はますますあなたの中で働く。人が神の言葉を貴べば貴ぶほど、その人が神によって完全にされる確率も高くなる。神は、真に神を愛する者たち、心が神の前で安らいでいる者たちを完全にする。神のすべての働きを貴び、神の啓示を貴び、神の臨在を貴び、神の気遣いと加護を貴び、神の言葉が自分の現実となり、自分のいのちに糧を施すことを貴ぶのは、いずれも神の心に最もかなうことである。信者にとって、神の働きを受けること、完全になること、そして神の旨を行なう者となること以上に重要なことはない。これがあなたの追求すべき目標である。

『神の出現と働き』「神は自身の心にかなう者を完全にする」（『言葉』第1巻）より編集


835 神は真に神を愛する者のみを完全にする

1

もしあなたが神により完全にされたいなら

全てのことを体験し

直面する全てのことにおいて

啓示を受けることを学びなさい

善であれ悪であれ　いろんなことがおきても

いつでも受身にならず

そこから益になるものを見つけ出しなさい

そうする人には素晴らしい未来が待ってる

神の言葉によってあなたは物事を見ることを

学びなさい

それを行えばあなたは神の光の中に入るだろう



2

いつも神の立場から全てを考慮しなさい

ひととしての観点から分析したり調べてはならない

それは間違った道だからだ

このように物事を体験すれば

あなたはいのちのため重荷を背負い

道を逸れることなく神の光の中生きるだろう

そうする人には素晴らしい未来が待ってる

神の言葉によってあなたは物事を見ることを

学びなさい

それを行えばあなたは神の光の中に入るだろう



『神の出現と働き』「完全にされた人々への約束」（『言葉』第1巻）より編集


836 完全にされた人がもつもの

1 完全にされた者は正常な人間性だけではなく、良心の尺度を超え、良心的基準よりも高い真理も備えている。彼は自分の良心で神の愛に報いるのみならず、なにより、神を知り、神が愛しいこと、神は人間の愛を受けるに相応しいこと、また神には愛すべきことが非常に沢山あるので、人は神を愛さずにはいられないことを知っている。完全にされた者の神への愛は、自分の個人的願望を満たすためのものである。彼の愛は自発的な愛であり、見返りを求めない愛であり、それは取引ではない。彼が神を愛する理由は、神に関する彼の認識の他にない。

2 このような人は神が自分に恵みを与えるかどうかを気にすることはなく、神を満足させること以外に彼を満足させることはない。彼は神と取引することがなく、「あなたに与えられたから、それに応じてあなたを愛する。あなたが与えないのであれば、わたしはそれに応じて与えるものが何もない」というように、神への愛を自分の良心で測ることもない。完全にされた者は常に信じている。「神は創造主であり、わたしたちに対して働きを行なっている。わたしには完全にされる機会と状況、そして資格があるのだから、意味のある人生を送ることを追求し、神を満足させるべきである」と。

『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


837 完全な者とされるには

1

神により完全な者とされるには

街に出かけ

神のために費やすだけでは十分ではなく

完全な者とされるには

多くのものを持っていなければならない

苦しみに直面した時には

肉のことを考えず

神に不平を言わないようにしなければならない

神が自身を隠す時は

従う信仰と愛を持ち続け

それを衰え 消してはならない

神に用いられ完全な者とされるには

あらゆるものを持っていなければならない

苦しむ決意

信仰と忍耐

服従と神の業の経験

神の意志を把握し

悲しみを思いやること

精錬の一つ一つには信仰と愛が求められる



2

神が何をしようと

神の計画を受け入れなければならない

不平を言う前に肉を呪い 嘆き

愛するものを失い

試練の時でも神を喜ばせよ！

これが真の愛と信仰であり

背丈に関係なく

真の信仰と苦しみを受け

肉を捨てる決意を持たなければならない

あなたは痛みと損失に耐え

神の意志を満たすべきである

あなたは神を満足させられなかったことを

悔いなければならない

どれも不足してはならない

そうすれば神はあなたを完全にする

もし欠けるものがあれば

完全にはなれない

神に用いられ完全な者とされるには

あらゆるものを持っていなければならない

苦しむ決意

信仰と忍耐

服従と神の業の経験

神の意志を把握し

悲しみを思いやること

精錬の一つ一つには信仰と愛が求められる



『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」（『言葉』第1巻）より編集


838 誰にでも完全にされるチャンスがある

1

あなたの素質が乏しければ

それに合ったことを

あなたの素質が高ければ

それに合わせ高いことを要求する

無知であっても教養があっても

年老いていても

人をもてなすことができても

真の状態に合うことを要求する

あなたが尽くすべき本分に合わせて

あなたを完全なものにする

あなたに意欲があって追い求めるなら

誰一人、見捨てられることなく

最後には成果をあげられるだろう

誰にでも完全にされるチャンスがある



2

忠実に最後まで従い

神への崇高な愛を追い求めることは

あなたが達成すべき最良の実践である

人はこれらを達成するよう要求され

それから人は完全にされる

何よりもひたすら前進し

真剣に追い求めなさい

誰にでも完全にされるチャンスがあると神は言う

神は言う

誰もが完全に達することが出来ると神は言うが

改善することをせず

これら三つの条件を満たせないなら

最後にはあなたが排除されることになる

あなたに意欲があって追い求めるなら

誰一人、見捨てられることなく

最後には成果をあげられるだろう

誰にでも完全にされるチャンスがある



『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


839 神はすべての人が完全にされることを願う

1 進んで完全にされようとし、神に忠誠を尽くす者たち、服従する者たち、そして自分の役割を忠実に果たす者たち、――そのような人たちは皆、完全にされることが可能である。わたしは、あなたがたの中の誰をも、見捨てたり、排除したりすることを願わないが、もし人が一生懸命努力しないなら、あなたは自分自身に破滅をもたらしているだけである。あなたを排除するのは、わたしではなく、あなた自身である。神の願いは、一人ひとりが完全にされ、最終的に神のものとされ、神によって完全に清められ、神に愛される者となることである。

2 あなたがたは後れているとか、素質が乏しいなどとわたしが言おうと、気にすることはない。これはすべて事実である。わたしがこう言っても、それは、わたしがあなたがたを見捨てるつもりであり、あなたがたに望みを失ってしまったという証拠ではなく、ましてや、あなたがたを救う意欲が無い証拠などではない。現在、わたしはあなたがたの救いのための働きをなすために来ており、すなわちそれは、わたしがなす働きは、救いの働きの続きだということだ。完全にされる機会は各人に与えられている。あなたが進んで受け入れるなら、また、あなたが追求するなら、最後には、その成果を挙げることができ、あなたがたの誰一人として見捨てられることはないだろう。

3 わたしはすべての人が追い付いて、すべての人が聖霊の働きと啓きを得て、最後まで従うことができることを望んでいる。なぜなら、これは、あなたがた一人ひとりが尽くすべき本分であるからだ。あなたがたがみな本分を尽くし終えたとき、あなたがたはみな完全にされ、響きわたるような証しを持つだろう。証しを持っている者たちは皆サタンに勝利し、神の約束を手に入れた人たちである。そして彼らこそ、素晴らしい終着点で生き続ける人たちである。

『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


840 完全にされるには決意と勇気を持たなければならない

1 現在、あなたは自分がどのようにして征服されたかにだけ満足していてはならず、将来歩んで行く道についても考慮しなければならない。あなたは完全にされることへの熱意と勇気を持たなければならず、自分は無能だと常に思うべきではない。真理は人を選り好みするだろうか。真理は故意に人間に反対できるだろうか。あなたが真理を追求するなら、真理はあなたを圧倒できるだろうか。あなたが正義のために固く立つなら、正義はあなたを打ち倒すであろうか。いのちを追求することが本当にあなたの願望であれば、いのちはあなたから逃れることができるだろうか。

2 あなたに真理がないのであれば、それは真理があなたを無視するからではなく、あなたが真理から遠ざかるからである。あなたが正義のために揺るぎなく立つことができないのであれば、それは正義に問題があるからではなく、あなたが正義は事実に一致しないと思っているからである。あなたが何年いのちを追求しても、いのちを得られずにいるのは、いのちがあなたに対して良心を持っていないからではなく、あなたがいのちに対して良心を持っておらず、いのちを追い払ったからである。あなたが光の中で生活しつつも、光を得ることができないのであれば、それは光があなたを照らせないからではなく、あなたが光の存在に注意を払わなかったので、光が静かにあなたから去ったからである。

3 あなたが追求しないのであれば、あなたは価値の無い屑であり、自分の人生において全く勇気がなく、暗闇の勢力に対抗する霊がないと言う他ない。あなたは弱過ぎるのである。あなたは、自分を包囲するサタンの勢力から逃れられず、このような安全で平穏な生活を送り、無知のまま死ぬことのみを望んでいる。あなたが追求すべき事は、征服されることであり、それがあなたに課された本分である。自分が征服されたことに満足しているなら、あなたは光の存在を追い払うことになる。

『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


841 神によって完全にされる道

1 神の言葉に関する認識が多ければ多いほど、そして神の言葉を多く実践すればするほど、完全にされる道に入れる時期が早まる。祈ることにより、祈りの領域で完全にされることができる。また神の言葉を飲み食いし、その本質を把握し、その現実性を行動で示すことによっても、完全にされることができる。神の言葉を日々経験することで、あなたは自分に欠けている物事を知るようになるだけでなく、自分の致命的な欠点や弱点を認識し、神に祈り嘆願するようになるはずだ。そうすることで、あなたは徐々に完全にされる。

2 完全にされる道とは、祈りを捧げること、神の言葉を飲み食いすること、神の言葉の本質を把握すること、神の言葉の経験に入ること、自分に何が欠けているかを知ること、神の働きに従うこと、神の重荷を心に留め神への愛をもって肉を捨てること、そして兄弟姉妹との交わりを頻繁に持つことである。こうした交わりはあなたの経験を豊かにし、それが社会的生活か個人的生活かを問わず、また大規模な集会か小規模な集まりかを問わず、すべて経験を積み訓練を受けるのに役立つため、それによってあなたは神の前で心を静め、神へと還ることができるようになる。これはすべて完全にされる過程の一部である。

3 前述した、神の言葉を経験するということは、実際にその言葉を味わい、それを行動で示せるということを意味する。それによってあなたは神への一層大きな信仰と愛を得るのである。このようにして、あなたは次第にサタンのような堕落した性質を払拭し、不適切な動機から脱却し、正常な人間らしさを行動で示すようになるだろう。神に対するあなたの愛が大きければ大きいほど、つまりあなたの中で神に完全にされた部分が多ければ多いほど、サタンによって堕落させられた部分は少なくなる。あなたは実際の経験によって、徐々に完全にされるための道に足を踏み入れるだろう。それゆえ、完全にされることを願うなら、神の旨に配慮することと、神の言葉を経験することが特に重要である。

『神の出現と働き』「完全にされるべく、神の旨に配慮せよ」（『言葉』第1巻）より編集


842 すべての事において神に完全にされることを追求すべき

1 現在、あなたがたが主として追求すべきことは、すべての事柄において神によって完全にされることであり、そしてあなたがたが向かい合っているすべての人、事柄、物事を通して、神によって完全にされることである。そうすることによって、神という存在のより多くのものがあなたがたの中へ取り込まれる。あなたがたは神から、より多くより大きな祝福を受け継ぐ資格を得る前に、まず地上で、神からの嗣業を受け取らねばならない。今述べたことのすべてが、あなたがたが追求すべきことであり、最初に理解すべきことである。あなたが、すべての事柄において神によって完全にされることを追求すればするほど、あなたは、すべての事柄において神の手を見ることができ、そこから様々な観点を通じ、また様々な事柄において、神の言葉の存在と現実に入ることを積極的に求めるようになる。あなたは、単に罪を犯さない、あるいは観念を持たない、処世哲学を全く持たない、人間としての意思を持たないといった、消極的な状態に甘んじてはいけない。

2 神は、いろいろなやり方で人を完全にする。結果的にあなたがあらゆる事柄において完全にされることは可能である。あなたは、肯定的なことから完全にされることが可能であるだけでなく、否定的なことからも完全にされることができ、結果的にあなたが得るものを豊かにする。毎日、神によって完全にされる好機そして神のものとされる時がある。そのような経験をすると、あなたは大きく変わる。するとあなたは自然に、以前には理解できなかった多くの事柄に対し洞察力を獲得することができるだろう。すなわち、誰かがあなたに教える必要もなく、無意識のうちに、あなたは神によって啓かれ、あらゆる事柄において啓示を受け、細部に至るまで経験するようになる。神は、あなたを、どちらの側にも曲がって進まないように導くだろう。そしてあなたは、神によって完全にされる道を進むだろう。

『神の出現と働き』「完全にされた人々への約束」（『言葉』第1巻）より編集


843 あなたは神により完全にされることを追い求める者か

あなたが完全にされるよう努力する者なら

証しして こう言うはずだ



1

神が為す各段階を通して

刑罰と裁きの働きを受け入れた

私は苦しんだが 神の働きを得て

神の義と神がどのように人を完全にするかを知った



2

彼の義の性質が祝福と恵みをもたらし

裁きが私を救い 清め 守った

神の厳しい言葉 刑罰と裁きによって救われ

神を知る

それは完全にされる者が

歩む道 語る認識であり

彼らはいのちを得たペテロのような者

神の真理を持つ者である

この道を終わりまで歩む時

刑罰と裁きを通して彼らは清められ

サタンの影響を捨て

神のものとなるだろう



3

私は神の創造物として

創られた万物を喜ぶだけでなく

大切なことは神の被造物として

神の義の性質と裁きを喜び

受けるべきだと悟った



4

神の性質は人が享受するに値するから

堕落した被造物は

神の義を喜んで味わうべきだ

そこには裁きと刑罰と偉大な愛がある

神の愛を完全に得られなくても

それを見る私は祝福されている 祝福されている

それは完全にされる者が

歩む道 語る認識であり

彼らはいのちを得たペテロのような者

神の真理を持つ者である

この道を終わりまで歩む時

刑罰と裁きを通して彼らは清められ

サタンの影響を捨て

神のものとなるだろう



『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


844 ペテロの道を歩めば神はあなたを完全にする

1 イエスがその時ペテロに語ったことは、今日人々に語っていることであり、彼らの認識や霊的成長もペテロの域に到達しなければならない。それは神が全ての人を完全にするための条件と道に一致している。ペテロが体験したことは、あなたがたも体験しなければならないし、ペテロが自分の体験から得た実は、あなたがたの中にも顕れなければならない。そして、ペテロが受けた苦しみは、あなたがたも必ず経験しなければならないのである。あなたがたが歩く道はペテロが歩いたのと同じ道である。あなたがたが受ける苦しみはペテロが受けた苦しみである。あなたがたが栄光を受けるとき、またあなたがたが真のいのちを生きるとき、あなたがたはペテロの像を生きているのである。道は同じであり、これと一致することにより、人は完全にされるのである。

2 あなたがたは自分が歩く道について明確でなければならない。あなたがたが将来行く道について、また神が何を完全にするのか、そして、あなたがたが任されたことなどについても明確でなければならない。おそらくいつの日か、あなたがたは試されるだろう。そしてもしその時あなたがたがペテロの経験から霊感を得ることができるなら、それはあなたがたがまことにペテロの道を歩いていることを示している。ペテロは彼の真の信仰、愛、神への忠誠のために、神に褒められた、そして神が彼を完全にしたのは、彼の実直と彼の心のうちの神へのあこがれの故であった。もしあなたが本当にペテロと同じ愛と信仰を持っているなら、イエスは必ずあなたを完全にしてくれるであろう。

『神の出現と働き』「ペテロはいかにしてイエスを知るに至ったか」（『言葉』第1巻）より編集


845 神に完全にされた者だけが真に神を愛せる

1 人は常に闇のとばりに覆われて、サタンの影響にとらわれたまま、逃れることができずに生きてきた。その性質はサタンに操られて、ますます堕落している。人は常に堕落したサタン的な性質の中に生きており、真に神を愛することができないのだと言える。そのため神を愛したいと願うなら、独善、自尊心、高慢、うぬぼれといった、サタンの性質であるものを捨て去らなければならない。そうでなければその人の愛は不純な、サタン的な愛であり、神に認められることは断じてできない。

2 聖霊によって直接完全にされ、取り扱われ、砕かれ、刈り込まれ、訓練され、懲らしめられ、練られることがなければ、誰も真に神を愛することはできない。もし自分の性質の一部は神を現しているため、自分は神を真に愛せると言うなら、あなたは傲慢な言葉を語る人であり、非常識な人である。そのような人は大天使だ！　人の生まれつきの性質は神を体現することができない。人は神に完全にされることを通して生来の性質を捨て去らねばならず、その後に神の旨に配慮し、神の目的を果たし、さらに聖霊の働きを受けることで、初めてその生き方が神に認められるようになる。

『神の出現と働き』「堕落した人間は神を体現できない」（『言葉』第1巻）より編集


846 神の言葉で完全にされた人たち

1 自らの本分を尽くしながら神を満足させることができ、言動において原則をしっかりともち、真理のあらゆる側面の現実に入ることができるなら、その人は神により完全にされる人間です。神の働きと言葉は、そのような人にとって完全に有効であり、神の言葉はその人のいのちとなり、その人は真理を得て、神の言葉に沿って生きることができる、と言うことができます。その後、その人の肉体の本性、つまり、根源的存在の基礎そのものが、震えてばらばらになり崩壊します。神の言葉を自らのいのちとして有するようになると、人は新しい人となります。

2 神の言葉が人のいのちとなり、神の働きのビジョン、人類への神の要求、人への神による暴露、神が人に達することを要求する真のいのちのための基準が人のいのちとなり、これらの言葉と真理に従って生きるならば、人は神の言葉によって完全にされます。そのような人は生まれ変わり、神の言葉をとおして新しい人となったのです。これが、ペテロが真理を追求した道です。それは完全にされる道、神の言葉により完全にされる道、神の言葉からいのちを得る道です。神によって表された真理がペテロのいのちとなり、そうして初めて彼は真理を手に入れた人となったのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「ペテロの道を歩むには」（『言葉』第3巻）より編集


847 真理を追い求めることは完全にされる唯一の機会

1 清められなければ、人はけがれた者である。人が神によって守られておらず、神に顧みられていないのであれば、その人は依然としてサタンの虜である。その人がもし裁きや刑罰を受けていないのであれば、その人にはサタンによる闇の影響の弾圧から逃れる術はないであろう。あなたは、現在の刑罰と裁きについて、どの程度知っているだろうか。あなたは、ペテロが知ったことをどの程度自分のものにしているだろうか。現在において、あなたが知ることができないのであれば、将来その認識を獲得することができるであろうか。あなたのように怠惰で臆病な者が刑罰と裁きを知ることは、まったく不可能である。あなたが肉の平安と享楽を追求するのであれば、あなたには清められる術が全くなく、あなたは最後にはサタンのところへ戻されるであろう。なぜなら、あなたが実際に生きているのは、サタンと肉だからである。

2 物事の現状として、多くの人々がいのちを追求していないが、それは、彼らが清められることにも、一層深いいのちの経験の中に入ることにも注意していないことを意味する。そんなことでは、どうして彼らが完全にされることがあろうか。いのちを追求しない者には、完全にされる機会が全くなく、神に関する認識や自分の性質の変化を追求しない者は、サタンの闇の影響から逃れられない。宗教のみを信じるものや、儀式に従い定期的な礼拝に参加するだけの者と同様に、彼らは、神に関する自分の認識や、自分の性質の変化への成長に関して真剣に考えていない。これは、時間の無駄ではないだろうか。人が、神への信仰の中で、いのちに関する問題を真剣に考えず、真理に入ることを求めず、自分の性質の変化を追求せず、ましてや神の働きに関する認識など追求しない、というのであれば、その人は完全にされることがない。

『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


848 完全にされた人の表明

人が完全への道に踏み出すと、その古い性質が変わることが可能になる。さらに、いのちは成長を続け、人は徐々に真理の中へ深く入っていく。彼らはこの世と真理を追い求めないすべての人を嫌悪をすることができる。彼らはとりわけ自分自身を嫌悪するが、ただそれだけではなく、明らかに自分自身を知っている。彼らには真理によって生きる意欲があり、真理を追い求めることを目標とする。自分の脳が生み出した考えの中で生きるつもりはなく、人間の独善性、傲慢、うぬぼれに深い嫌悪感を持つ。彼らは品格を強く意識して話し、識別力と知恵でもってものごとに対処し、神に忠実で従順である。もし刑罰と裁きとを経験することがあっても、受動的になったり弱くなったりしないどころか、神による刑罰と裁きに感謝する。彼らは神の刑罰と裁きなしではやっていけず、それらは彼らを守ると信じている。彼らは平和と喜びからなる飢えを満たすためにパンを求めるような信仰を追い求めない。一時的な肉の快楽を追いかけることもない。これが完全にされた人に起こることである。

『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（４）」（『言葉』第1巻）より編集


849 完全にされた人への神の約束

1 神に完全にしてもらうことができる人たちは、神から祝福や嗣業を受け取ることのできる人たちである。すなわち、そのような人たちは、神が所有するものそして神という存在を取り入れる。そうすることによって取り入れたものは彼らが内部に持つものとなる。すなわち、彼らは、神の言葉が彼らの中に働いたものすべてを所有している。神という存在が何であれ、あなたがたは、その存在のすべてをまさにそのまま受け入れることができる。そうすることによって、真理を生きることができる。これが、神によって完全にされ、神のものとされた人である。そのような人だけが、次に掲げる、神が授ける祝福を受け継ぐ資格がある。神の愛のすべてを受け取ること。あらゆる事柄において神の旨に沿って行動すること。神の導きを受け取り、神の光の下で生き、神の啓示を受けること。

2 地上で神によって愛された姿を生きること、すなわち、ペテロと同じように真に神を愛すること、神の為に十字架にかけられ、死が神の愛に対する報いに相応しいと感じるほどに神を愛すること、そしてペテロと同じ栄光を受けること。地上のすべての人によって愛され、敬われ、称賛されること。死やハデスの束縛のすべてを克服すること、サタンに働く機会を与えず、神のものとされていること、新鮮でいきいきとした霊的状態であること、いささかの疲れもないこと。人生のあらゆるときに、あたかも神の栄光の日の到来を見てきた人のように、言語を絶するほどの高揚感や気持ちの高まりをもてること。神とともに栄光を受け取ること、そして神の最愛の聖人たちに似た容貌をもてること。神が地上で愛するもの、すなわち神の最愛の子になること。姿を変えて、神と共に、肉を超越して第三の天まで引き上げられること。

『神の出現と働き』「完全にされた人々への約束」（『言葉』第1巻）より編集


850 神の現実性と麗しさ

「ヤーウェ神はアダムとエバのために

かわごろもを造って着せた」

この場面から

神は彼らの親としての役割を担っていることが分かる

神はアダムとエバを造り

自らの連れ合いとした

唯一の家族として彼らを見守り

全ての世話し

親の役割を担った

神が為すこの業において

人間は神がどれほど高尚であるかも

比類無き神の崇高さも

謎に包まれた姿も見ることはできない

そして神の怒りと威厳も見ることができない

見ることはできない

人間に見ることができるのは

神の愛と謙遜だけである

そして人間は

神の思いやりと責任感と人への配慮を見る

主なる神がアダムとエバをどう思い

どのように取り扱ったかは

人間の両親が自分の息子や娘の世話をすることと

同じである

自分の子を見守り 世話をし 愛するのと同じで

それは現実であり 真実であり

見ることができ そして触れることができる

自らを高い地位に置かず

神はその手で人間の衣を造った

単純で言うまでも無いことだが

これにより神に従い

おぼろげな概念で満ちている者たちは

神の本当の姿 誠実さ 麗しさを目にする

そして人は神が謙遜で忠実な方であることを知る

神は誠実で また麗しく

神は謙遜で忠実な方である



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


851 人にとって神の愛が如何に重要なことか

1

聖書の「神はアダムに命じられた」場面は

感動的で暖か

神と人の関係が親密であることが

不思議で憧れずにはいられない



2

神の多大な愛は人の周りにあり

十分与えられる

人は純粋無垢

神のもとで不安なく幸せに暮らす

神は気遣い、人は護られる

人のすべての言動は神と引き離せない



3

人類創造の時から神は人を導いてきた

どんな導きだろう？

人は神に守られ

神を信じ、言葉に従うよう望む

まず神はこれを人に求めたのだ



4

神は人に命じてこう言った

「園のすべての木から取って食べなさい

ただし、善悪の知識の木からは

決して食べてはならない

食べると必ず死んでしまう。」

これこそ神の意志で人への関心の表れである



5

この言葉からわかる神のこころ

愛や思いやりあるのだろうか

神の思いやりは

あなたに良心や情があれば

その温もりと幸せな祝福を感じられるでしょう



6

その時、あなたは神にどう向かうだろう

忠実だろうか？

敬虔な愛が心に芽生え育つだろうか？

心寄せるだろうか？

神の愛はなんて大事なもの

神の愛を感じ理解することはさらに大切なこと



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


852 神は人をかけがえのない存在として見守る

神は人々を創った

全ての人を創った

人が神に従っても

逆に人が堕落したとしても

神は人々を見守る

全ての人を見守る

かけがえのない存在として

かけがえのない我が子のように

人々は神にとっておもちゃではない

神は創造主であり

人は神の被造物である

そう言うと

神と人との階級が異なるように聞こえるが

神が人々のために行う全てのことは

お互いの関係を遥かに超えたものである

神はいつでも人々を愛し思いやり

どんな時でも心を配っているのだ

神は人々に与える

絶えることなく与える

余計なことと思うことなく

賞賛さえも必要とはしない

神は人々を救い

その必要を満たして

全てのものを与えることを

大きな貢献だとは思わない

神はただ神自身のやり方で

神の本質と性質と神の存在そのもので

静かな沈黙の内に人々の必要を満たしてくれる

人が神から多くのものを授かっても

神は決して報酬を求めたりしない

それは神の本質によって定められ

神のその性質に確かに叶っているのだ



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


853 全ての者に及ぶ神の完全なる配慮

1

神の偉大さ 神の聖さ 至高の権威 そして愛

神の本質と性質の詳細は

神が自らの働きを行う度に明らかにされる

それらは全ての人に対する

神の意志の中に見受けられ

全ての人の生命（いのち）の中で成し遂げられる



2

人生の中で人々が感じていてもいなくても

神はいつでもあらゆる方法で

一人ひとりのことを思いやり また心配している

神は真心と知恵をたずさえ

様々なやり方を用いて心温め

その魂を揺り動かす

これらの事は今日も明日も

永遠に変わる事ない真実である



3

神の偉大さ 神の聖さ 至高の権威 そして愛

神の本質と性質の詳細は

神が自らの働きを行う度に明らかにされる

それらは全ての人に対する

神の意志の中に見受けられ

全ての人の生命（いのち）の中で成し遂げられる

これらの事は今日も明日も

永遠に変わる事ない真実である



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


854 神の本質は本当に存在する

1

神の本質は見せかけではなく

神の美しさも見せかけではない

誰かによって足されたものでも

時間や場所や時代が過ぎても変わらず

神の本質はここに在る

確かに神の本質はここに在る



2

神が行う事はみな

目に見えぬほどに小さくて

些細な事に映ったり

それら全ては絶対に神が行う事はないと

時に人には思われる

そんな小さきことが神の真実なのだ

そんな小さき・・小さきことが神の美しさなのだ

神の本質は見栄を張る事なく

装い誇張せず 傲慢でもない

神は決してその成功を神は自ら誇る事はない

変わらず神は純粋な心で

いつでも神は誠実な姿で

自ら創りし人々を愛し 世話をし 導きゆく

正しき道へと導きゆく

人がどれだけ体験し 人がどれだけ感じられ

また見る事が出来ようと

これら全ての事が神の真実なのだ 

これら全ての事を神は行っているのだ

これら全ての事が神の真実なのだ 

これら全ての・・全ての事を神は行っているのだ



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


855 創造主だけがこの人類にあわれみを持つ

1

創造主だけが

とめどない愛とあわれみの絆を人と分かち合う

創造主だけが

創造主だけが全ての創造物を慈しむ

神のひとつひとつの思いは

いつもいつも人のため

神の喜怒哀楽は人の生存と絡み合う

神の存在と性質の表れは人のため

すべて人のために



2

神は心の奥底で人の行いの全てを感じる

人の背きは神の義憤と悲しみを呼び覚ます

悔い改める者は神の赦しを得て

神を喜ばせる

神は常に駆け巡り

いつどこにでも存在する

いつもいつも人のため

神は全ての感情と命の全ての瞬間を捧げる

そして神は無言のまま

命の全てを犠牲にする

すべて人のために



3

神は自分の命を不憫に思うことはなく

人を慈しむ

創造主はその手で人という奇跡を形造った

あわれみと寛大さを無条件に授ける

報われるかなど考えもせず

人が神に見守られて生き続けることができるように

そして彼らはいつの日か服従し

神こそが人を養う者であると認めるのだ

神こそがその者であると⋯

神は創造物の命を満たす

すべての創造物の命を

すべての創造物の命を

神のひとつひとつの思いは

いつもいつも人のため

神の喜怒哀楽は人の生存と絡み合う

神の存在と性質の表れは人のため

すべて人のために

すべて人のために



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


856 人への神のあわれみ

次に挙げるのはヨナ書4章10～11節に記された言葉です。「ヤーウェは言われた、『あなたは労せず、育てず、一夜に生じて、一夜に滅びたこのとうごまをさえ、惜しんでいる。ましてわたしは十二万あまりの、右左をわきまえない人々と、あまたの家畜とのいるこの大きな町ニネベを、惜しまないでいられようか』」。

1 表面的には、「惜しむ」という語は様々な解釈が可能です。第一に、「愛し、守り、何かへのやさしさを感じる」という意味があります。第二に、「心から愛する」という意味があり、最後に「何かを傷つけたくない、傷つけることに耐えられない」という意味があります。つまり、この語は親しみや愛、人や物をあきらめられない気持ち、また神の人間への憐れみと寛容をほのめかしています。神は人間が一般的に使う単語の一つであるこの語句を使いましたが、それは神の心の声と神の人類への態度を明らかにしています。

2 ニネベの町は、ソドムと同様に堕落し、邪悪で凶暴な人々で満ちていましたが、ニネベの人々の悔い改めにより神の心が変わり、ニネベの人々を滅ぼさないことに決めました。神の言葉と命令へのニネベの人々の反応は、ソドムの住民と比べると極めて対照的な姿勢でした。ニネベの人々真摯な神への服従と罪の悔い改め、そしてあらゆる面における真実で心からの振る舞いゆえに、神は再び心からの哀れみを示し、ニネベの人々に与えました。

3 神が人類に与えたものと人類への憐れみは、誰にも真似をすることはできず、神の憐れみと寛容、神の人類への真摯な思いは誰にも持つことができません。創造主だけがこの人類にやさしさを感じています。創造主だけがこの人類に優しさと愛慕を示します。創造主だけに、人類への真の変わることのできない愛情があります。同様に、この人類に憐れみを与え、全被造物を愛慕することができるのは、創造主のみです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


857 人間への神の憐れみは止んだことはない

しかし神はヨナに言われた、「とうごまのためにあなたの怒るのはよくない」。ヨナは言った、「わたしは怒りのあまり狂い死にそうです」。ヤーウェは言われた、「あなたは労せず、育てず、一夜に生じて、一夜に滅びたこのとうごまをさえ、惜しんでいる。ましてわたしは十二万あまりの、右左をわきまえない人々と、あまたの家畜とのいるこの大きな町ニネベを、惜しまないでいられようか」。

1 「創造主の憐れみ」は中身のない言葉でも、空虚な誓いでもなく、具体的な原則であり、方法であり、目的であることを人類に示しました。創造主は真実であり、実在し、嘘や偽りを行ないません。そしてこのように、創造主の憐れみは、あらゆる時代において人類に無限に与えられるのです。しかし、現在に至るまで、この創造主とヨナとの対話は、神がなぜ人類に憐れみを示すのか、どのように憐れみを示すのか、神が人類にどの程度寛容であるのか、神の人類への真の思いは何なのかを神が言葉で表した唯一の場面です。

2 この対話におけるヤーウェ神の簡潔な言葉は、人類への思いを完全な統一体として表しています。それは人類への神の心の姿勢を真に表現しており、また神が人類に豊かに憐れみを与えることの具体的な証明でもあります。神の憐れみは、常に世代から世代へと与えられてきたように、人類の先代にのみ与えられるのではなく、人類の若い世代にも与えられます。神の怒りは特定の地域、特定の時代に人類に下されることが多いものの、神の憐れみは決して止まったことがありません。神は憐れみにより導き、施し、養い、そしてそれを神の被造物の一世代から次の世代へと連綿と続けます。なぜなら、神の人間への真の思いは変わらないからです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


858 人間に対する創造主の真情

1

創造主はいつも人の間で

人と全ての被造物と話し

日々新しい業を為している

神の本質と性質は

人との対話の中で伝えられる

神は思いや考えを行いによって完全に明かし

いつも人と共にいて見守り

声にならぬ言葉で人と全被造物に静かに語る

神は天にまた被造物の間にいて

見守り 待っている

神はあなたのすぐ側にいる

温かく力強い手

軽い歩み

恵みに満ちた優しい声

その姿は人とすれ違い

振り向いて人類を抱く

美しく柔和な表情の

神は決して去らず 消えず

昼も夜も共にいる

神は人の変わらぬ唯一の友



2

神がニネベの町を救った時

全人類へ献身的な世話と特別な情

真の思いやりと愛の全てが徐々に示された

特に神ヤ－ウェとヨナの対話によって

創造主なる神が人類に感じた哀れみの程が

さらに明らかとなった

あなたは彼らの対話を通して

神の真情を知るだろう

神は天にまた被造物の間にいて

見守り 待っている

神はあなたのすぐ側にいる

温かく力強い手

軽い歩み

恵みに満ちた優しい声

その姿は人とすれ違い

振り向いて人類を抱く

美しく柔和な表情の

神は決して去らず 消えず

昼も夜も共にいる

神は人の変わらぬ唯一の友

神は天にまた被造物の間にいて

見守り 待っている

神はあなたのすぐ側にいる

温かく力強い手

軽い歩み

恵みに満ちた優しい声

その姿は人とすれ違い

振り向いて人類を抱く

美しく柔和な表情の

神は決して去らず 消えず

昼も夜も共にいる

神は人の変わらぬ唯一の友



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


859 神の愛と本質にはいつも私欲がない

神は自身の最善を人に与え尽くす

神は類いなく最善のものを人に与える



1

苦しみを明かさずに

神は耐え 静寂の中に待つ

冷たくも麻痺もせず

弱さすら見られない

神の愛と本質にはいつも私欲がない

神は自身の最善を人に与え尽くす

神は類いなく最善のものを人に与える

すべての人のために神は苦しむ

すべての人のために静かに支え

そっと与える 最高のものを



2

苦しみを明かさずに

神は耐え 静寂の中に待つ

これが神の本質と性質の表れであり

万物の創造主であることを表している

神は自身の最善を人に与え尽くす

神は類いなく最善のものを人に与える

すべての人のために神は苦しむ

すべての人のために静かに支え

そっと与える 最高のものを

そっと与える 最高のものを



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


860 人に対する神の愛は真実にして現実である

人類に対する神の愛はおもに、肉となり働くこと、自ら人を救うこと、人と向き合って語り、共に生活すること、少しも離れていないこと、何のふりもしないこと、完全に現実であることに表われます。神は人を救うためには、肉となり、世の人々と共に何年もの苦痛を受けるほどですが、それはみな人類への神の愛と憐みの故です。人に対する神の愛は無条件であり、何の要求もしません。神はその見返りとして人から何を受け取りますか。人は神に対して冷淡です。誰が神を神として扱いますか。人は神を少しも慰めず、神は今日に至るまで人から真の愛を受け取っていないのです。神はただ自らを無にして与え施すだけです。

『終わりの日のキリスト講話集』「人類に対する神の愛を認識しているか」（『言葉』第3巻）より編集


861 人類への神の愛

1 地上に来た時、神はこの世のものではなく、この世を楽しむために肉となったのではない。働きが神の性質を明らかにし、最も意義のあるものとなるのは、神が生まれた場所である。それが聖なる地であれ穢れた地であれ、神がどこで働こうと神は聖い。この世界のあらゆるものは神に創られた。ただ全てがサタンに堕落させられてしまったのである。しかしながら、万物は依然として神のものであり、全ては神の掌中にある。

2 神が穢れた土地に来てそこで働くのは、神の聖さを現すためである。神は自分の働きのためにそうする。つまり、この穢れた地の民を救うために神はひどい辱めを耐え忍び、このような働きを行なうのである。それは証しを立てるためであり、全人類のためである。このような働きが人に示すのは神の義であり、それは神の至高性をさらによく示すことができる。神の偉大さと正義は、他者が蔑むような賤しい人の集団を救うことにおいて表明される。

3 穢れた土地に生まれることは、決して神が賤しいことを証明するのではない。それは専ら神の偉大さと人類への真の愛が万物に見えるようにするのである。神がこのように行えば行なうほど、それは神の人間への純粋な愛、完璧な愛をさらに現わす。神は聖く義である。ちょうどイエスが恵みの時代に罪人たちと暮らしたのと同様に、神は穢れた土地に生まれ、汚れにまみれた人たちと暮らしているが、神の働きは隅々まで全人類の生存のために行われるのではないのか。それは全て、人類が大いなる救いを得られるようにそうなっているのではないのか。

『神の出現と働き』「モアブの子孫を救うことの意義」（『言葉』第1巻）より編集


862 受肉の神は最も愛すべき方

1

神は肉体となった後

人の中で生活をして

人の堕落しきった様子と生活の実情を見た

肉体となった神は

人の無力さ惨めさを深く感じていた

そして彼らの悲しみも同じように深く感じていた

受肉した神は人々の状態により深く同情し

肉体としての本能で

従う者達をより一層思いやった



2

いつも神の心の中では

神が治め救いたいと願う人々が

何よりも大切で価値がある

絶えず人は逆らい傷つける

神は大きな代価を払った

神は決して人を見捨てず

その業を後悔も不満もなく続ける

受肉した神は人々の状態により深く同情し

肉体としての本能で

従う者達をより一層思いやった

受肉した神は人々の状態により深く同情し

肉体としての本能で

従う者達をより一層思いやった



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


863 受肉した神は人のもとで長い間暮らしてきた

1 神は受肉して人間の中で長期にわたって生活したとき、人間の様々な生活様式を経験し、目の当たりにしましたが、その後そうした経験は、こうした事柄を目の当たりにし、自ら経験したときにイエスが考えたのは、どうすればよい生活を送れるか、どうすれば一層自由で快適に暮らせるか、ということではありませんでした。人間生活を自ら経験している間、イエスは堕落の中で生きる人々がいかに無力であるかも経験し、また罪の中で生き、サタンや悪による拷問の中ですべての方向性を失った人々の哀れな状況を見て経験しました。つまり、キリスト自身、人間であった主イエスがそれを見たのであり、見た事柄のすべてが、神が今回肉において行なう働きの重要性と必要性を自身に強く感じさせたのです。

2 この過程において、主イエスは自身が行なう必要のある働きと、自身に託された物事をより明確に理解した、と言えるでしょう。またイエスは、自分が行なう働きを完遂させたいとますます強く望むようになりました。人間のあらゆる罪を負い、人間を贖い、そうすることで人間がこれ以上罪の中で生きることなく、それと当時に神が罪のいけにえによって人の罪を赦し、人間を救う働きをさらに進められるようにするのです。主イエスは心の中で、人間のために進んで自分自身を捧げ、自分を生贄にしようとした、と言えるでしょう。また、イエスは進んで罪の生贄となり、十字架にかけられ、この働きを完成させることを心から望んでいました。人間生活の悲惨な状態を見たイエスは、できるだけ早く、一分一秒たりとも遅れることなく自身の使命を果たしたいとますます強く願いました。

3 イエスはこのような差し迫った思いをしながら、自身の受ける痛みがどれほど酷いものかを考慮することも、耐えるべき恥辱がどれほど大きいかと不安を抱くこともありませんでした。イエスが心に抱いていたのは一つの確信だけです。つまり、自分が我が身を捧げ、罪の生贄として十字架にかけられる限り、神の旨は実行され、神は新しい働きを始められるという確信、人間のいのちと、罪の中で生存している状態が完全に変わるという確信です。イエスの確信と決意は人を救うことに関係しており、イエスにはただ一つの目標、すなわち神が働きの次なる段階を首尾よく始められるよう、神の旨を行なうという目標しかありませんでした。これが、当時の主イエスの心中にあったものなのです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


864 神が受ける大きな苦痛とは

1 「きつねには穴があり、鳥には巣がある。しかし、人の子にはまくらする所がない」という聖書の聖句があるために、しばしばキリストの苦境に同情する人がいます。人々はこれを聞いて心に留め、それは神が堪え忍んだ最大の苦しみ、キリストが堪え忍んだ最大の苦しみだと信じます。さて、事実という観点から見た場合、本当にそうでしょうか。違います。神はそうした困難を苦しみとは考えません。肉の困難のせいで、神が不当な扱いに声をあげたことはなく、人間に何らかの報いや代価を求めたこともありません。しかし、人類に関する一切のことや、堕落した人間の堕落した生活と邪悪を目にしたり、人類がサタンの手中にあって囚われの身となり、そこから逃れられないのを目の当たりにしたり、罪の中で暮らす人々が真理とは何か知らないのを見たとき、神はそれらの罪を大目に見ることができません。人間に対する神の嫌悪は日ごとに増していきますが、神はそれに耐えなければなりません。これが神の大いなる苦しみです。

2 神は自身に付き従う者に対し、心の声や感情を完全に表わすことさえできず、また神に付き従う人の中に、神の苦しみを真に理解できる人はいません。誰一人として、毎日、毎年、そして幾度となくこの苦しみを耐え忍んでいる神の心を理解し、慰めようとすらしないのです。このことから何がわかりますか。神は自身が授けた物事について、その見返りを人間に求めることはありませんが、自身の本質のゆえに、人間の邪悪、堕落、罪を大目に見ることが絶対にできず、極度の嫌悪と憎悪を覚え、そのため心身ともに果てしない苦しみを耐え忍んでいるのです。あなたがたにそれがわかりますか。あなたがたの中にこれがわかる人はいないでしょう。誰一人、神を真に理解することができないからです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


865 神は人類の悪と堕落を悲しむ

1 受肉して平均的な普通の人間になり、人間の中で人々と共に暮らすとき、神は人々の生存の方法、法則、哲学を見て感じることができないのでしょうか。人類の生き方に関係する方法や法則などはどれも、サタンの理論、知識、哲学を基に創られたものです。この種の法則にしたがって生きる人に人間性はなく、真理もありません。みな真理に逆らい、神に敵対しているのです。神の本質に目を向けると、それはサタンの理論、知識、哲学と正反対であることがわかります。神の本質は義と真理と聖さに満ち、その他の肯定的な物事の現実で溢れています。この本質をもちつつ、このような人の間で暮らす神は何を感じていますか。心の中で何を感じているのですか。苦痛に満ち溢れているのではないですか。神の心は苦痛の中にあります。誰一人理解することも経験することもできない苦痛です。

2 神が直面し、見聞きし、経験することはどれも、全人類の堕落と邪悪、そして真理に対する反逆と反抗だからです。人間に由来する一切の物事が、神の苦しみの根源なのです。つまり、神の本質は堕落した人間とは異なるため、人間の堕落が神の最も大きい苦しみの源になるのです。神は受肉するとき、自身と共通の言語をもつ人を見つけることができますか。人類の中に、そうした人を見つけることはできません。神と意思疎通することができたり、対話できたりする人を見つけることはできないのです。それについて、神はどのような感情を抱いているでしょうか。人々が語り合い、愛し、追い求め、切望する物事はどれも、罪と悪しき傾向に関係しています。神がこうした物事に直面すれば、それは神の心にとって刃のようなものではありませんか。こうした物事に直面して、神は心の中で喜べるでしょうか。慰めを見つけることができるでしょうか。神と共に暮らしている人たちは、反逆と邪悪に満ちています。そうであれば、神の心が苦しまずにいられるでしょうか。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


866 イエスの復活後の出現の意義

1 人々が自身にこうした感覚を抱くことを、神は望みませんでした。人々が自分を避けたり、自分の前から立ち去ったりするのを望まなかったのです。神は、人々が自分を理解し、自分に近づき、自分の家族となることだけを望んでいました。そうしたわけで、復活した主イエスは血の通った肉体の姿で人々の前に現われ、彼らと飲食を共にしたのです。神は人を家族と考え、また人に対しても、神は最も近しい存在だと考えることを望みます。そうして初めて、神は真に人々を得ることができ、人々は真に神を愛して崇拝できるのです。復活後の主イエスによる一連の言動には真剣な考えが込められていたと言えるでしょう。それらは神が人類に抱く優しさと愛情に満ち溢れ、また受肉していた際に人類との間で築いた親密な関係に対する、慈しみと周到な配慮にも満ち溢れていました。さらに、受肉していた際、自身に付き従う人たちと寝食を共にしたことへの懐古の念と切望にも満ち溢れていました。

2 そうしたわけで、人間が神との間に距離を感じることも、人間が神と距離を置くことも、神は望まなかったのです。さらに、復活した主イエスはもはや人間と親密だったころの主ではない、また主は霊の世界、人間が決して見ることも触れることもできない父のもとへ戻ったので、もはや自分と共にはいない、と感じることも望みませんでした。神の立場と自分たちの立場に違いが生まれたと人間が感じることを、神は望みませんでした。神に付き従いたいと望みながら神を敬遠している人間を見ると、神は心を痛めます。なぜなら、その人の心が神から遠く離れていること、神がその人の心を得るのは極めて難しいことを意味しているからです。

3 イエスが行なったこれらの業により、主イエスと会った人はみな、イエスは変わっておらず、依然として同じ主イエスであると感じました。イエスは十字架にかけられて死を経験しましたが、その後復活したのであって、人間のもとから去ったわけではありません。イエスは人々の間に戻り、何一つ変わるところがありませんでした。こうした人の子の姿のおかげで、人々は親密感を抱き、くつろぎを感じ、失ったものを取り戻した喜びを覚えました。そして大きな安心感とともに、果敢に、かつ確信をもって、人類の罪を贖うことのできる人の子を頼り、仰ぎ見るようになったのです。また人々は、ためらうことなく主イエスの名において祈り始め、イエスの恵みと祝福、安らぎと喜び、そして気遣いと加護を得るようになり。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


867 神は人の永遠の支え

1 主イエスは復活しましたが、イエスの心と働きが人間のもとから離れたわけではありません。どのような形で存在しようと、自分は人々に付き添い、共に歩み、いつでもどこでも一緒にいること、そしていつでもどこでも人類に糧を施し、牧養し、自分を見て触れられるようにするとともに、人類が二度と絶望を感じないようにするということを、イエスは自身の出現を通じて人々に伝えたのです。また、この世における生活が孤独なものではないと、人々が知ることも望みました。人には神の配慮があり、神は人と共にあります。人はいつでも神をよりどころにすることができ、神は自身に付き従うすべての人の家族です。よりどころとなる神がいれば、人間はもはや孤独になることも絶望することも一切なく、また神を罪の捧げ物として受け入れる人は罪に縛られることがありません。

2 人間の目から見ると、復活後に主イエスが行なった働きは、極めて小さなものではありますが、わたしから見ると、それらはどれも意味があり、貴重であり、重要であり、大きな意義が込められているのです。主イエスが受肉して働きを行なっていた時期は困難と苦しみに満ちていたものの、血の通った肉体をもつ霊体として現われたことで、イエスはその働きを徹底的に、かつ完全に成し遂げました。肉になることで自身の職分を始め、肉の姿で人の前に現われることでその職分を締めくくったのです。イエスは恵みの時代の到来を告げ、キリストの身分によって新しい時代を始めました。自身のキリストとしての身分によって恵みの時代の働きを行ない、恵みの時代に自身に付き従ったすべての人を強くし、そして導いたのです。

3 神の働きについて、神は自身が始めたことを真に完成させると言えます。そこには段階と計画があり、その働きは神の知恵、全能、驚くべき業、そして愛と憐れみに満ち溢れています。もちろん、神の働きのすべてには、人類への気遣いが一貫しています。決して脇にのけることができない懸念が染みわたっているのです。聖書のこれらの聖句では、復活した主イエスが行なったあらゆることに、人類に対する神の変わらぬ希望と懸念、そして周到な配慮と慈愛が表わされています。現在に至るまで、それらはいずれも変わっていません。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


868 受肉した神は静かに救いの業を為す

1

神は肉となり、人の中に隠れ

新しい業で私たちを堕落から救う

神は説明するよりも

自ら立てた計画の通りに少しずつ業を為してゆく

神の言葉は日ごとに増え

人を慰め、思い出させ 叱責と警告を与えている

穏やかで優しいものから荒々しく威厳あるものまで

神の言葉には憐みと畏れがある

神の言葉全ては最も深い秘密を暴く

私たちは心を刺され、恥入る

神の生ける水は尽きず

彼のおかげで私たちは神と顔を合わせて生きる



2

神の言葉はいのちの力に満ち

歩むべき道を示し真理を教えてくれる

目立たぬ人の姿だが

私たちはその言葉に惹かれ

彼の口調と心の声に耳を傾ける

彼は全ての努力を尽くし

その心から血を流す

私たちのために嘆き、痛みに泣き

その行く先と救いのために恥を忍び

その心は私たちの反抗ゆえに血を流し、泣く

こんな存在と属性を持つ者は他にない

誰も彼の忍耐強さには及ばない

どんな創造物も

彼のような愛と忍耐を持つことは決してできない

神は肉となり、人の中に隠れ

新しい業で私たちを堕落から救う

神は説明するよりも

自ら立てた計画の通りに少しずつ業を為してゆく

そうだ、神は少しずつ業を為してゆく



『神の出現と働き』「附録4：神の裁きと刑罰に神の出現を見る」（『言葉』第1巻）より編集


869 神は人を救うために大いに苦しむ

1 神は遠い昔に人間の世界へ来て、人間世界の苦難を人と分かち合った。神が人間とともに生活した年月、その存在を見出した者はいなかった。神は人間世界における卑しき惨めさに黙して耐えつつ、自らもたらした働きを行っている。父なる神の旨と人類の必要のため、神は耐え続け、人間がかつて経験したことのない苦痛を受けている。父なる神の旨と人間の必要のために、神は人間の前で黙して人間に尽くし、人間の目前で謙遜した。

2 神の働きは、神が自ら行動し、語ることを必要としており、人に邪魔する術はないので、神は地上に来て自分で働きを行なうために、極度の苦難に耐えてきた。人が神に代わってその働きを行なうことはできない。そのため、神は恵みの時代よりも数千倍大きな危険をものともせず、自分の働きを行なうために赤い大きな竜が住むところに降りてきて、貧困に陥ったこの人々の一団、糞土にまみれたこの人々の一団を贖うべく、思考と配慮のすべてを費やす。

『神の出現と働き』「働きと入ること」（『言葉』第1巻）より編集


870 神は人を救うために大いなる苦しみを耐え忍ぶ

1 神が今回肉となったのは、まだ完成していない働きを完了させ、この時代を裁き、終わらせ、苦難の海である世界から人を救い、完全に征服し、人のいのちの性質を変化させるためである。神は人類をこの苦難から、夜のように黒い闇の勢力の抑圧から解放するため、人類の働きのために幾度も眠れぬ夜を過ごした。神は遥かな高みから深淵へと、人間が生活する生き地獄まで降り、人間と共に日々を過ごし、人間の卑しさに不平を漏らしたり、人間の不従順を咎めたりしたことがなく、自ら働きを行ないながら最大の屈辱に耐えている。全人類が一刻も早く安らぎを得られるようにするため、彼は屈辱に耐え、不義に苦しんでまで地上に来て、人間を救うべく自ら虎穴に入った。

2 神は幾度となく星を見上げてきた。神は幾度となく日の出と共に発ち、日の入りと共に戻って来て、大きな苦痛、人間の攻撃と打撃を耐え忍んだ。神は穢れた地に来て、人間の略奪や抑圧を黙って受け入れる。人間に対して過度の要求をしたこともない。教えること、啓くこと、叱責、言葉による精錬、注意の喚起、勧告、慰めること、裁くこと、暴くことなど、人間が必要とするすべての働きを行なうだけである。その段階のうち、どれが人間のいのちのため、人間を清めるためではなかったというのか。神は人間の前途や運命を取り去ったが、神によって行なわれた段階のうち、どれが人間のためではなかったというのか。その段階のうち、どれが人間の生存のため、全人類が地上で素晴らしい終着点があるためではなかったというのか。

『神の出現と働き』「働きと入ること」（『言葉』第1巻）より編集


871 神の謙りはとても素晴らしい

1 神は、これほどまで自らを低くしたので、汚れて堕落した人において働きを行い、この集団を完全にするのである。神は人間のもとで生活し、食べ、人々を牧し、人々に必要なものを与えるためだけに受肉したのではない。さらに重要なのは、耐えがたいほど堕落した人を救い征服する大規模な働きを行うことである。あらゆる人が変えられ一新されるように、最も堕落した人を救うために赤い大きな竜の核心に神が来たことである。

2 神が耐える大いなる苦難は、受肉した神が受ける苦難だけでなく、それは何よりも神の霊が受ける極度の屈辱である。神は大いに自分を低くし隠れるために凡人となる。神が正常な人間の生活を送り、正常な人間と同じものを必要としていることを人々が理解できるように、神は受肉して肉の姿となった。神がかなりの程度まで自ら謙ったことは、これで十分証明される。神の霊が肉の姿で現れている。神の霊は極めて高貴かつ偉大であるが、霊の働きを行うため、神は取るに足りない凡人の姿となっている。

3 あなたがた各人の素質、識見、理知、人間性、生活は、あなたがたがこのような神の働きを受ける価値が本当にないことを示している。あなたがたのためにこのような苦難を神に受けさせるだけの価値は、あなたがたにはない。神は極めて偉大である。神は至高の存在であり、人は極めて卑しく下等であるが、それでも神は人に働きを行う。神は受肉して人間に必要なものを与え、人間と話すだけでなく、人間と一緒に生活している。神は極めて謙遜で、愛しむべき存在である。

『神の出現と働き』「実践に集中する者だけが完全にされることができる」（『言葉』第1巻）より編集


872 神は大きな屈辱に耐える

1 神は聖く義である。ちょうどイエスが恵みの時代に罪人たちと暮らしたのと同様に、神は穢れた土地に生まれ、汚れにまみれた人たちと暮らしているが、神の働きは隅々まで全人類の生存のために行われるのではないのか。それは全て、人類が大いなる救いを得られるようにそうなっているのではないのか。二千年前、神は何年間も罪人たちと暮らした。それは贖いのためであった。今日、神は穢れて賤しい人たちの集団と暮らしている。それは救いのためである。人間を救うためでなかったとしたら、なぜ神は再び肉に戻り、悪魔が集まるこの地に生まれ、サタンに深く堕落させられている人たちと暮らすのか。このこと全てが意味するのは、神の人類への愛は極端なほど無私であり、神が耐える苦難と屈辱は極めて大きいということに尽きる。

2 あなたがた全員のため、そしてあなたがたの運命のために、神が受ける辱めがどれほど大きいかをあなたがたは知らないのか。全人類の生存のために、神は穢れた地に生まれ、あらゆる屈辱を受けることを選ぶ。神はとても現実的であり、虚偽の働きを一切行わない。各段階の働きは、このように実際的に行われるのではないのか。人は皆、神を中傷して神は罪人と共に食卓に着くと言ったり、神を嘲笑して神は穢れた息子たちと暮らすと言ったり、最も賤しい人たちと暮らすと言ったりするが、神はなおも無私無欲に自らを捧げ、依然として人類から拒まれる。神が耐え忍ぶ苦難は、あなたがたの苦難よりも大きくはないのか。神の行なう働きは、あなたがたが払った代価を上回らないのか。

『神の出現と働き』「モアブの子孫を救うことの意義」（『言葉』第1巻）より編集


873 神の働きはなんと辛いことか

1 地上での神の働きは、どれほど困難なことか。地上における神の働きの各過程には大きな困難が伴う。人間の弱さ、欠点、幼稚さ、無知、そして人間のすべてのために、神は入念な計画を立て、慎重に考慮する。人間は、誰も敢えて餌をやったり挑発したりしない張り子の虎のようである。少しでも触れると噛み付くか、あるいは倒れて道を失う。それはまた、少しでも集中力を失うと以前の病気が再発し、そうでなければ神を無視したり、親である豚や犬の元へ逃げ戻り、身体の不浄な物事に耽溺したりするようである。何と大きな障害であろうか。

2 神の働きのほぼ全過程において、神は試みを受け、ほぼ全過程において大きな危険を冒す。神の言葉は誠実かつ正直であり、悪意がないが、誰がそれを進んで受け入れるというのか。誰が進んで完全に従おうというのか。そのことが神の心を傷つける。神は人間のために日夜精力的に努力し、人間のいのちについて懸念に苛まれ、人間の弱さに同情している。働きの各過程において、また述べる言葉のそれぞれについて、神は数多くの紆余曲折に見舞われてきた。神は常に苦境の中にあり、人間の弱さ、不従順さ、幼稚さ、脆さを常に幾度となく考えている。誰がそのことを知っていたのか。神は誰に打ち明けることができるのか。誰が理解できるのか。

3 神は人間の罪や、気骨のなさ、意気地のなさを常に忌み嫌い、人間の脆弱さを常に懸念し、人間の前途を熟考している。神は人間の言動を監督していながら、常に憐れみと怒りで満たされ、そのようなことが少しでもあると神の心は必ず痛む。無邪気な人々は、結局のところ麻痺してしまった。なぜ神は必ず人間に困難を与えなければならないのか。弱い人間は忍耐力が完全に欠如している。なぜ神は常に人間に対して衰えることのない怒りを抱いていなければならないのか。弱く無力な人間には活力がまったくない。なぜ神は人間の不従順さを常に叱らなければならないのか。誰が天の神の脅威に耐えられるのか。

4 結局、人間は脆く、絶望的苦境にあり、人間がゆっくりと反省するように、神は自らの怒りを心の奥深くへと押し込んだ。しかし、深刻な困難にある人間は、神の心意を少しも正しく認識しない。人間は老魔王に踏みつけられているが、それにまったく気付かずに、常に神に対抗するか、神に対して熱くなることも冷めることもない。神は無数の言葉を述べたが、誰がそれを真剣に受け止めたであろうか。

『神の出現と働き』「働きと入ること（８）」（『言葉』第1巻）より編集


874 神が人のためになすことはすべて誠実

1 神がなすことはすべて実践的で、空虚なものはなく、そのすべてを自ら経験する。神は普通の人として、謙虚に人のもとへ来る。単に多少の働きを行ない、いくばくかの言葉を語り、そして立ち去るというのでなく、本当に人のもとへ来て世の苦痛を経験するのである。神は人類の終着点と引き換えに、苦痛を体験するという代価を払う。これは実践的な働きではないか。親が子のために真剣な代償を払うのは誠実さを表す。受肉した神は当然、そうすることで人類に最も誠実で信実である。

2 神の本質は信実。神は言うことをなし、なすことは必ず成る。神が人のためになすことはすべて誠実。ただ語るだけではない。代価を払うと言うときは本当に代価を払う。人の苦しみを負い、代わりに苦しむと言うとき、本当に人の間で暮らし、身をもってこの苦しみを味わい、体験する。こうして、神がなすことはすべて正しく、義であると宇宙の万物が認める。神がなすことはすべて現実だと。これは力強い証拠と言える。

3 加えて、人類はいずれ美しい終着点をもち、留まる者はみな神を讃える。神の業はまさに人への愛ゆえだと賛美するだろう。美と善という神の本質は神の受肉の意義の中に見ることができる。神のなすことはすべて誠実であり、言うことはすべて真剣で信実である。神は自身が意図する一切のことを実際に行ない、代価を払うときは実際に払う。ただ語るだけではない。神は義なる神。信実な神である。

『終わりの日のキリスト講話集』「受肉の意義に関する第二の側面」（『言葉』第3巻）より編集


875 神は受肉して人の代わりに苦しむ

1　神は人に代わって苦しむために受肉し、それから来たるべき素晴らしい終着点を人類にもたらす。イエスが完了した働きの段階は、神が罪深い肉の姿をとり、十字架にかけられ、罪の捧げ物となって全人類を贖うだけだった。それによって、人類が将来素晴らしい終着点に入る基礎を築いたのである。主は人の罪を自ら背負って十字架にかけられ、罪の捧げ物となり、その後人類は贖われた。つまりそのことは、人間が罪を赦されて神の前に出られることの証しであり、さらにはサタンとの戦いにおける対抗手段となる。

2.終わりの日、神は働きを終えて古い時代に幕を下ろし、残る人間を素晴らしい終着点へと導く。ゆえに神は再び肉となり、人を征服することに加え、人に代わって多少の苦しみに耐えるべく来たのである。全人類の苦しみはこの証し、この業によって取り除かれる。そこには神が自らの証しをすること、およびその証しを使ってサタンを打ち負かし、悪魔に恥をかかせ、人類の素晴らしい終着点をもたらすことがかかわっている。

3. 受肉した神は、働きを行い、この世の苦難を受けるために来た。神がその働きを行なうのが重要であり、人類とその将来の終着点にとって不可欠である。それはひとえに、人類に救いをもたらし、人を得るためになされる。それらの業がなされ、そうした努力が費やされるのは、人類の素晴らしい終着点のためである。人間の苦しみを味わうことで神が人を連れ戻すと、サタンにはもはや人間に対して利用できるものが何もなく、人類は完全に神のもとに立ち返る。そのとき初めて、人間は完全に神のものになったと見なされる。

『終わりの日のキリスト講話集』「神が世俗の苦しみを味わうことの意義」（『言葉』第3巻）より編集


876 神が人の痛みを経験することには深い意義がある

１　受肉した神がこのような形で行なう二段階の働きは完全です。最初の受肉と今回の受肉という二段階の働きによって、人類の一生の苦しみがすべて解消されたのです。では、神が肉となって自らその働きをしなければならないのはなぜですか。人間の生涯を通して経験する出生、死、疾病、老齢の苦痛は、何に由来するのでしょうか。これらの事が人間に発生する原因は何でしょうか。人間が最初に造られた時、こうした苦痛は人間に発生したか、というと、発生しなかったのではないでしょうか。それならば、こうした苦痛は、何に由来するものでしょうか。肉の苦痛や悩み、虚無感、この世における極度の悲惨さなどの物事は、人間の肉が堕落した後に発生しました。

２　サタンが人間を堕落させた後、人間は一層堕落してゆき、人間の病は深刻になり、人間の苦難は一層激しくなり、人間は空虚感や悲劇、この世で生存し続けることが不可能であることを一層感じるようになりました。人間が感じるこの世に対する望みは減り続けました。この苦難はサタンにより人間にもたらされたものであり、サタンにより人間が腐敗させられ、堕落した後になって初めて発生したものです。つまり、こうした苦しみはいまだサタンの支配下にあり、それが人間の致命的な弱さなのです。サタンは今でも自分が堕落させ、踏みにじったこれらの物事を利用することができます。それらは、サタンが人間に対して利用できるものなのです。

３　それゆえ、神は終わりの日に肉となり裁きの働きを行なったのであり、征服の働きをしながら人の代わりに苦しむ必要があるのです。苦しみの代価を払うことにより、受肉した神は人間の致命的な弱点を解消します。神が人の苦しみを味わうことで人を連れ戻すと、サタンはもはや人に対する術がなく、人は完全に神に立ち返ります。そのとき初めて人は完全に神のものになったと見なされます。それゆえ受肉した神はこの世の痛みを経験しているのであり、人の代わりにこの苦しみに耐えるのはかけがえのない、絶対に不可欠なことなのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「神が世俗の苦しみを味わうことの意義」（『言葉』第3巻）より編集


877 神は大きな屈辱に耐えて人間を救う

1 人間と神は根本的に似ておらず、二つの異なる領域で生きています。人間は神の言葉を理解できず、ましてや神の考えを知りません。神だけが人間を理解しており、人間が神を理解するのは不可能です。それゆえ、神は肉となり、人間と同類になり、人類を救うためにとてつもない恥辱と苦痛に耐えなければならないのです。それによって人類は神の働きを理解し、知ることができるのです。神はなぜ常に人間を救い、決して諦めないのでしょうか。それは神の人間への愛ゆえではないのですか。神は人類がサタンによって堕落させられるのを見ており、そのままにしたり諦めたりするのは耐えられません。神はそれゆえ経営（救いの）計画を持っています。

2 それが人々の想像する通りで、立腹した神が即座に人類を滅ぼすなら、人間を救うべくこのように苦しむ必要はないでしょう。そして神の愛が少しずつ人類によって発見され、すべての人々に知られるようになるのは、まさに神の受肉が被る苦痛のためなのです。神が今そうした働きを行わなければ、人々は天に神がいて人類を愛していることしか知らないでしょう。もしそうなら、それは教義に過ぎず、人々は神の真の愛に気づくことも経験することも決してできません。

3 神が肉において働きを行なうことでのみ、人々は神について真の理解を得ることができるのです。この理解は漠然としたものでも空虚なものでもなく、人が口先だけで同意するような教義でもありません。むしろ、まさに現実的な理解です。なぜなら神が人間に与える愛には実質的な恩恵があるからです。イエスが人に与えた愛はどれほど大きなものでしたか。イエスは堕落した人類に代わって十字架にかけられ、罪の捧げ物となりました。十字架にかけられる瞬間まで、人類の贖いの働きを完成させていたのです。その愛は限りなく、神が行なった働きは極めて有意義なものです。

『終わりの日のキリスト講話集』「人類に対する神の愛を認識しているか」（『言葉』第3巻）より編集


878 神の働きのすべての段階は人のいのちのため

1 神が今回肉となったのは、そうした働きを行ない、神がまだ完成していない働きを完了させ、この時代を終わらせ、この時代を裁き、苦難の海である世界から罪深い者たちを救い、完全に変化させるためである。神は人類の働きのために幾度も眠れぬ夜を過ごした。神は遥かな高みから深淵へと、人間が生活する生き地獄まで降り、人間と共に日々を過ごし、人間の卑しさに不平を漏らしたり、人間の不従順を咎めたりしたことがなく、自ら働きを行ないながら最大の屈辱に耐えている。どうして神が地獄に属していられようか。どうして神が地獄で生活できようか。しかし、全人類のため、また全人類が一刻も早く安らぎを得られるようにするため、神は屈辱に耐え、不義に苦しんでまで地上に来て、人間を救うべく自ら「地獄」と「ハデス」、すなわち虎穴に入った。どうして神に反抗する資格が人間にあろうか。神について不平を述べるどんな理由が人間にあるというのか。どうして人間は厚かましくも神を見上げられるのか。

2 天なる神は最も汚れたこの悪徳の地に来て、決して不満を漏らさず、人間について不平を言ったことがなく、人間の略奪や抑圧を黙って受け入れる。人間の不合理な要求に反撃したことも、人間に対して過度の要求や不合理な要求をしたこともない。教えること、啓くこと、叱責、言葉による精錬、注意の喚起、勧告、慰めること、裁くこと、暴くことなど、人間が必要とするすべての働きを、神は不平を言わずに行なうだけである。神の諸段階のうち、どれが人のいのちのためではなかったというのか。神は人間の前途や運命を取り去ったが、神によって行なわれた段階のうち、どれが人間の運命のためではなかったというのか。その段階のうち、どれが人間の生存のためではなかったというのか。それらのうちどれが人間をこの苦難から、夜のように黒い闇の勢力の抑圧から解放するためではなかったというのか。どれが人間のためではなかったというのか。愛情溢れる母のような神の心を、誰が理解できるというのか。神の真剣な心を、誰が理解できるというのか。

『神の出現と働き』「働きと入ること」（『言葉』第1巻）より編集


879 最も人を愛するのは神だけである

1

終わりの日に神は肉となる

愛する人を救うため

愛に駆られ

愛を基礎として

神は今日の業を行う

神は肉となり、恥辱を受け

汚れ傷ついた者達を救う

この痛みに耐え

神は、何度も計り知れない愛を示す

どの魂も神は失くしたくない

自分の将来を気にせず

いのちをどう慈しむのか知らない人を

神だけが愛す

Oh...oh...



2

癒し、励まし、裁きと呪い

暴露、そして約束

どの神のことばもみな、神の愛による

神の業の真髄だ

こんなにも大勢が、近づいて従い

力を得ているのはなぜ？

それは、神の愛と救いを見たから

神は遅れず、タイミングは完璧だ

どの魂も神は失くしたくない

自分の将来を気にせず

いのちをどう慈しむのか知らない人を

そう、神が、神だけが愛す



3

自分を一番愛するとは

どんな愛なのか？

神の愛こそ真実だと

あなたは知るだろう

受肉せず、導かず、人と生きぬ神なら

その愛を知ることは出来ない

どの魂も神は失くしたくない

自分の将来を気にせず

いのちをどう慈しむのか知らない人を

そう、神が、神だけが愛す

そう、神だけが愛す

ああ、神はこんなにも人を愛している



『終わりの日のキリスト講話集』「人類に対する神の愛を認識しているか」（『言葉』第3巻）より編集


880 神は傷つきながら人を愛する

1

肉にある神は裁かれ 罪に定められ 嘲笑され

悪魔と宗教界に追い払われた

誰も神の痛みを埋め合わすことはできない



2

人類の抵抗や中傷 追跡とでっち上げは

神の肉が危機に直面する原因となる

誰がその苦痛を理解し和らげることができるのか？

神は忍耐強く 堕落から人を救い

傷つきながら人を愛する

これは数ある中で最も辛い働きである

肉となった神の働きが始まって以来

明らかにされてきたことは全て愛である

神は全てを人に与え

その働きの本質は愛である

33年半イエスは地上で生き

十字架の死から蘇り

40日間人に現われるまで

そこには常に痛みがあった

人との辛い日々は終わった

しかし神の心は同じように苦しんでいて

人が最後にどうなるか心配だ

誰ひとりこの苦痛を知ることも負うこともできない

肉となった神の働きが始まって以来

明らかにされてきたことは全て愛である

神は全てを人に与え

その働きの本質は愛である



『終わりの日のキリスト講話集』「キリストの本質は愛である」（『言葉』第3巻）より編集


881 神は人を救うために苦心する

1

神は何年も肉となって働き語ってきた

「効力者の試練」から始め

次に預言し

裁きを始め

死の試練を用いて精錬する

言葉を語り

人にすべての真理を与え

様々な人間的観念と闘いながら

神を信じる正しい道へと人々を導く

その後神はわずかな希望を与え

人の前途にあるもの

つまり神と人が手を取り合い

素晴らしい終着点に入ることを

彼らが見られるようにする

人は神の被造物であり

サタンに堕落させられ

価値の無い哀れな者だが

このような本性でも

神は人の本質や人に値する罰によって

彼らを扱うことはしない

神の言葉は厳格だが

憐み深く寛容である



2

神の働きは計画通りに行われるが

人の必要に適っている

それは何気なく行われるのではない

すべての働きは神の知恵によって行われる

神の愛故に

愛故に知恵をもって

ひたむきに神はこれらの堕落した人々をみな

取り扱い弄ぶようなことはしない

神の口調と表現に気付きなさい

それは時々不快感や試練をもたらすが

神の言葉は時に安心感を与える

神は人々のことを思う



3

神がすべての人を憐みと寛容と恵みをもって

扱わなかったとしたら

数えきれないほどの救いの言葉を

神は語るのだろうか？

救いの言葉を神は語るのだろうか？

これらのことを心に留め

ゆっくりと想ってみなさい！



『終わりの日のキリスト講話集』「人類に対する神の愛を認識しているか」（『言葉』第3巻）より編集


882 神は全ての愛を人類に与えた

1

神は愛により人を救う 救いの計画 成し遂げる

たとえ義を表すにせよ

たとえ威厳を表すにせよ

そして怒りを表すにせよ

どれほど大きな愛なのか？

たとえ人が尋ねても

大きさは答えではない

なぜなら神のその愛は100パーセントなのだから

神は与えた人類のため

全ての愛を少しでも愛が欠けたなら

人は救われないだろう



2

なぜ神は肉となったのか

人類を救うためならば

どんな代価も惜しまない

神のその受肉には全ての愛が宿っている

人類は神に抗った

人の抵抗はあまりにも極端なものであり

救いの限度 超えてしまった

すでに超えてしまっていたのだ

だから神は人類のため肉となった

自らを犠牲にするしかなかったのだ

神は全ての愛を与える

神は全ての愛を与える

神は全ての愛を人類に与える

神は全ての愛を与える



3

神にもし愛がなかったら

稲妻により怒りを注ぎ

滅ぼすこともできただろう

神が肉となる辱めに耐える必要はなかっただろう

神は人のため犠牲を払い

人類に対し愛を与えた

神はあえて選んだのは痛みや迫害 受けること

辱めと拒絶に耐えること 

それでもなお神は人類を救ったのだ

まさしくこれが神の愛の定義だ

神は全ての愛を与える

神は全ての愛を与える

神は全ての愛を与える

神は全ての愛を与える

神は全ての愛を人類に与える

神は全ての愛を与える

神は愛を与える

神は全ての愛を与える

神は愛を与える



『終わりの日のキリスト講話集』「キリストの本質は愛である」（『言葉』第3巻）より編集


883 神が肉となって初めて人は救いの機会を得る

１　あなたがたは経験を積むうちに、ある日、神の受肉、普通の人間の肉となることが全人類に必要であると理解するまでになります。神の受肉、人間性、神が明かす全てのことが普通であるほど、私たちの救いは偉大なものになります。またそれらが普通であるほど、私たちにとっての必要性が増します。神の受肉が超自然のものであれば、私たちの誰一人として、たとえ神に選ばれたとしても救われることはないでしょう。人に救いの機会があるのは、まさに神が謙り隠れているため、一見平凡なこの神が普通で実際的であるためです。人の中には不服従と、堕落したサタン的性質の本質があるので、神に対するあらゆる観念、誤解、敵意が生み出されます。またそれらの観念の結果として、人が常にキリストを否定し、その普通の人間性を否定することさえあります。それは大きな間違いです。

２　神に救われ、神の裁きと刑罰を受けたいと願うなら、まずキリストに関する様々な観念や誤った定義、キリストについての様々な見解や意見を捨て去り、彼がもたらす全てのものを受け入れるべきです。そのときはじめて、彼が語る言葉と表わす真理があなたの心に入り、あなたのいのちとなります。キリストに従いたければ、キリストに関係するすべてのものを受け入れなければなりません。キリストに対立したり、自分の観念にしがみついて絶えずキリストを誤解して疑ったり、果てはキリストに抵抗して逆らったりしてはいけません。そのような態度であれば自分を傷つけるだけであり、まったくあなたのためになりません。

『終わりの日のキリスト講話集』「観念を解消することでのみ、神への信仰の正しい道に踏み出せる（1）」（『言葉』第3巻）より編集


884 神の愛は最も真実である

1

神があなたがたを征服する業は

何と素晴らしい救いなのだろう

あなたがたは皆　罪や放蕩に満ちている

あなたがたは今　神と顔を合わせる

神はあなたがたを懲らしめそして裁く

あなたがたは神の大いなる救いを得て

神の最高の愛を確かに授かる

神の行いは愛であり

あなたがたの罪を裁く

だから自分自身を吟味すれば

救いを得られるだろう



2

神は自らの手で創った人類を滅ぼさないように

あなたがたの間で働き 語り 救おうと尽くしている

神はあなたがたを憎んでなどいない

まさに神の愛は最も真実である

神が人々の不従順を裁くこと

それが唯一人の救いの道である

あなたがたは生き方を知らず

罪に満ちた地で暮らすので

神はあなたがたを救うために裁かなければならない



3

神の征服は人々を救うためであり

あなたがたが落ちぶれ汚れた地に住み

サタンに踏みにじられ

地獄へ落ちることを神は望まない

神は望まない

神の行いは愛であり

あなたがたの罪を裁く

だから自分自身を吟味すれば

必ず救いを得られるだろう

神の行いは愛であり

あなたがたの罪を裁く

だから自分自身を吟味すれば

救いを得られるだろう

救いを得られるだろう



『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（４）」（『言葉』第1巻）より編集


885 神は苦心して働き人を救う

1 この働きの段階で、人間は経験した神の働きのあらゆる側面から何を見ましたか。人間は神の愛と神の裁きと刑罰を見ました。この期間、神は人間に施し、人間を支え、啓き、導き、人間は次第に神の意図、神が語る言葉、そして神が人間に与える真理を知るようになります。神は人間を懲らしめ、鍛錬する一つだけの方法を取らず、また常に寛容と忍耐を示すとは限りません。むしろ、神は各人に異なる方法で、様々な段階において、人間の異なる霊的背丈や能力に応じて施すのです。神は、人間のために多くのことを行ない、大きな代償を払います。人間はその代償や業を認識することはないものの、神のすることは本当に人間一人ひとりに実際に行なわれています。

2 神の愛は実際的です。神の恵みにより、人間は災害を次々と回避する一方で、人間の弱さには、神は何度となく寛容を示します。神の裁きと刑罰により、人間は人類の堕落とサタンのような本質を次第に認識するようになります。神が与えること、神が人間を啓くこと、そして神による導きにより、人類は真理の本質、人間に必要なこと、進むべき道、人生の目的、自分の人生の価値と意味、将来へと進む方法をますます知ることができるようになります。

3 神が用いるこのような方法は、人間の心を目覚めさせ、霊を目覚めさせ、人間がどこから来たのか、人間を導き、支え、人間に施しているのは誰か、人間の存在を現在まで維持しているのは誰かを認識させるための継続した努力です。創造主は誰であるか、誰を礼拝すべきか、人間はどのような道を歩むべきか、人間はどのようにして神の前に来るべきかを人間に認識させるための手段です。人間が神の心を知り、理解し、神の人間を救う働きの背後にある大いなる慈しみと思いを理解するように、人間の心を次第に蘇らせるための手段です。

4 人間の心が蘇ると、人間は退廃し堕落した性質で生きることを望まなくなり、その代わりに神を満足させるために真理を追い求めることを望むようになります。人間の心が目覚めると、人間はサタンと完全に訣別できるようになり、サタンによる危害を受けなくなり、サタンに支配されることも騙されることもなくなります。その代わりに、人間は神の働きと言葉に積極的に協力して神の心を満足させることができ、神を畏れ、悪を避けることができるようになります。これが神の働きの元来の目的です。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」（『言葉』第2巻）より編集


886 どんな被造物も神の愛は持っていない

神の言葉は命に満ちていて

私達に歩むべき道を示す

神は真理とは何かを教え

私達は神の言葉に惹きつけられる

私達は神の口調に注意し始め

平凡な人の内なる声を意識し始める

神は人のため一心に働く

眠ることも、食べることもできない

神は涙を流して息をつき

人のために病み うめく

人の行く末と救いのため恥を忍び

反抗と無関心ゆえにその心は涙と血を流す

普通の人は神のように存在できず

同じものを持つこともできない

また堕落した者がそれを持つことも

それに達することもない

普通の人は神の寛容と忍耐に及ばない

どんな被造物も神の愛は持っていない

どんな被造物も神の愛は持っていない



『神の出現と働き』「附録4：神の裁きと刑罰に神の出現を見る」（『言葉』第1巻）より編集


887 神は静かにすべての人を満たす

1

神はいつも

あらゆる所ですべての人の必要を満たす

神は人の思いと心の変化を観察し

必要な慰めを与え

人を勇気づけ導く

神を愛し神に従う者には

神は惜しみなく与え 祝福が現される

神は皆に恵みを与え 憐みは流れ広がる

神が持つもの 存在そのものを惜しみなく与える



2

人が神の思いを無視しても

神は人を光の中で導き 満たし

神の道を歩み従うように助ける

決められた最高の行く末を

神の手から受けられるように

神を愛し神に従う者には

神は惜しみなく与え 祝福が現される

神は皆に恵みを与え 憐みは流れ広がる

神が持つもの 存在そのものを惜しみなく与える

神は自分の痛みや心を明かしたことがない

誰も気にせず理解しなくても

愚痴ひとつ言わない

いつの日か彼らが目覚めるのを神はただ待つ

神を愛し神に従う者には

神は惜しみなく与え 祝福が現される

神は皆に恵みを与え 憐みは流れ広がる

神が持つもの 存在そのものを惜しみなく与える



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


889 人を救うからには神は人を完全に救う

1

神は人を創造したが故

みずから人を導く

救うからには神は人を救い完全に得る

神は人を導くが故

人を連れて行く

人を正しい方へ連れて行く

創り救うからには

神は人の前途や運命の

全ての責任を負わなければならない

これが創造主によってなされた業

もし人類の将来を奪えば

征服の業は成し遂げられるが

終わりには

神が用意した正しい行き先へ導かれるだろう

人に働きかけるのはそれが神であるが故

人には行く先があり

その運命は確かである



2

人が求め望むのは目指すべき場所より

肉の贅沢な欲望と共に持つあこがれ

神が用意したものは

人が清められた時に与えられるべき祝福と約束

神は創世の後

それを人のために用意した祝福や約束は

人の想像、観念、選択や肉によりけがされていない

この行き先は

特定の人だけに用意されたものではなく

全人類の安息の地である

全人類の安息の地である

最もふさわしい行き先

人類にふさわしい行き先

最もふさわしい目的地

人類にふさわしい行き先



『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


890 キリストの本質は愛である

1 人間にとって、キリストの本質は愛である。キリストに従う者にとって、それは無限の愛である。もしキリストに愛も憐みもなければ、人はいまなおキリストに従ってはいないだろう。受肉した神が人類に行う働きの中で、最も明白で卓越した神の本質は愛である。それは無限の寛容である。神の本質が愛でなく、あなたがたの想像するようなものであったら、つまり神が自ら好む者を打ち倒し、自ら憎む者を懲罰し、呪い、裁くなら、神はあまりに厳しいはずだ。神が人に怒りを覚えるたび、人は恐怖に震えて神の前で立つことができないとあなたがたは考える……それは神の性質の一面に過ぎない。最終的に、神の目標はやはり救いである。神の性質の明示には、残らず愛が流れている。

2　肉において働く間、神が人に最も明らかにするのは愛である。忍耐とは何か。忍耐とは内なる愛ゆえに憐れみをもつことであり、その目的はやはり人を救うことである。神には愛があるので、人に憐れみをもつことができる。神に憎しみと激しい怒りしかなく、裁きと刑罰を下すだけで人に何の愛ももたなければ、状況はいま見ているものと違い、厄災があなたがた人間に降りかかるだろう。神はあなたがたに真理を施すだろうか。刑罰と裁きを受けた後に呪われるなら、その人は完全に終わりである。では、人類がいまも存在しているのはどういうことだろう。神の憎しみと怒りと義はすべて、この一群の人々の救いを基礎として表わされる。その性質には愛と憐みに加え、極めて強い忍耐も含まれる。その憎しみには、他に選択肢がないという感覚、そして神の人間に対する限りない憂慮と期待も含まれるのである。

3 神の憎しみは人類の堕落と反抗心と罪に向けられているが、それは一方的な見方であり、愛を土台にしている。愛があって初めて憎しみもあるのだ。神の人類に対する憎しみはサタンへの憎しみとは違う。神は人を救うが、サタンを救うことはないからである。


891 神は神が救う者たちのことを最も気に掛ける

1

神はこの時代に計画を完了し

神が救いたい人々を救うのを待ちきれない

従わない人々がどう抵抗しようが

人類が神をどんなに中傷しようが

神は気に掛けない

神が唯一気に掛けるのは

神に従う者や救いを受ける者が

神によって完全にされ

満足のいく成果を達成したかどうかだ



2

他の人々について

神は地震や津波などで

彼らに懲罰を与え怒りを表す

それと同時に神は従う人々と

神に救われようとしている人々を守っている

神が唯一気に掛けるのは

神に従う者や救いを受ける者が

神によって完全にされ

満足のいく成果を達成したかどうかだ

神の性質の一つは

完全にしようとする人々に寛容さを示し

長い間彼らを待っている

他方で神は従わずに逆らう

サタンのような人々を忌み嫌う

神が唯一気に掛けるのは

神に従う者や救いを受ける者が

神によって完全にされ

満足のいく成果を達成したかどうかだ

神はサタンのような人々が

神を崇拝するかどうかは気に掛けない

しかしながら

神は彼らを忍耐しながらも忌み嫌っている

神はサタンのような人々の終わりを定めつつ

自らの計画の段階が来るのを待っている



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


892 神が救う人々は神の心の中で最も大切な者たち

1

神の救いの業はなんと重要だろう

神にとって何より重要だ

神は思いと言葉だけでなく

意図的な計画と意志により

全人類のために全てのことを為す

ああ 人にとっても神にとっても

なんと意義ある救いの業か

神は忙しく努力している

神はかつてない多大な代価を払い

業を営み、全てのものと人を統治する

業の中で、神は徐々に明らかにする

神がどんな方で、何を持ち、支払ったか

神の知恵と力、全ての性質を

何も神を止めることは出来ない

その業にどんな妨げや困難があろうと

どんなに人が弱く反抗的でも

神に難しいことはない

難しいことは何一つない



2

神は治め、救うために人を選んだ

神は何と身近にいるのだろう

この宇宙で

神とこんなに親しくなれた者がいようか？

神にとって彼らは重要で、価値がある

神の多大な代価にも関わらず

人は神に背き、傷つける

しかし、たゆみなく神は働く

不満も後悔もなく

それはいつの日か

人はみことばに動かされると知っているから

彼らは神が呼ぶ声に起こされ

神こそ全てのものの主であると認め

神のもとへと立ち返っていくだろう

何も神を止めることはできない

その業にどんな妨げや困難があろうと

どんなに人が弱く反抗的でも

神に難しいことはない

難しいことは何一つない



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


893 神は真理といのちを無償で人類に授けます

1 神は、自身のいのちと、神が持つものと神そのものすべてを無償で人に与え、それによって人がそれらを生きられるようにするとともに、神が持つものと神そのもの、そして神が授けた真理を、生きる指針と道に変えられるようにしました。つまり、それに頼って生き、神の言葉を自分のいのちに変えられるのです。人にいのちを授けるとともに、神が人に要求するひとつのことは、人が神のいのちを受け取って自分のいのちとし、そのいのちを生きることです。人がそのいのちを生きるのを見ると、神は満足するのです。

2 神のいのちを自分のいのちとして受け入れつつ、人間は真理を理解するようにもなり、人間であることの原則も得て、人間であるために必要な根を生やし、人間となるために歩むべき方向を得るのです。もはやサタンに惑わされることも縛られることもなくなり、邪悪な人に惑わされることも利用されることもなくなり、邪悪な流れに汚されず、退廃させられず、縛られず、誘惑されません。人間は天と地の間を自由に生き、解放されます。もはや困難がなく自由に生き、神の支配下にあって純粋に生きることができ、いかなる悪や闇の力によっても傷つけられることはありません。人間の受け取る分が最も多く、人間が最大の受益者なのです。

3 つまり、このいのちを生き、このいのちを自分のいのちとして受け取る限り、人間はいかなる痛みを経験することもなくなり、幸せに、困難なく生きるのです。自由に生き、神と正常な関係を持つのです。もはや神に対して反抗も敵対もできません。むしろ、神の支配下にあって純粋に生きることができるのです。正しく、まっとうな人生を生き、内側からすべてが純粋な人間になるのです。神がもたらすいのちを受け入れることでのみ、あなたは自分の命を救えます。そのいのちを得れば、あなたの命は限りないものになります。それが永遠のいのちです。

『終わりの日のキリスト講話集』「人間は神の経営計画の最大の受益者」（『言葉』第3巻）より編集


894 神は人間を救うために人間のもとに来る

わたしの霊の導きなしに、全人類の中の誰が今のこの時代にまだ存在できるというのか。

毎日、わたしは人類とともに生き、人々とともに行動する。しかし、誰一人としてこれに気づいていない。わたしの霊の導きなしに、全人類の中の誰が今のこの時代にまだ存在できるというのか。以前、「わたしは人間を創り、すべての人間を導き、すべての人間に命令した」と言ったが、これは実際そうだったのではないか。もしや、これらの経験があなたがたには不十分だということなのであろうか。「効力者」という語だけでも、説明するのにあなたがたの全生涯が必要となるであろう。実際の経験なしには、人間はけっしてわたしを知るようにならない。わたしの言葉によってわたしを知るようにもなれない。しかし、今日わたしは、自らあなたがたのもとに来ている。これはあなたがたの認識に役立つのではないであろうか。わたしの受肉はあなたがたにとっての救いでもあるのではないか。もしわたしが人として人間のもとに来ることがなければ、全人類はとうにもろもろの観念に満たされていたであろう。つまり、サタンのものになっていただろうということである。あなたの信じるものはサタンの姿でしかなく、神自身とは何らの関わりもないからである。これはわたしによる救いではないのか。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十三章」（『言葉』第1巻）より編集


895 神の人類への意志は決して変わらない

1

神は何年もこの世にいるが

誰が神を知っているだろうか？

神が人々を罰するのは当然だ

彼らは神の権威の対象であるらしい

彼らは神の銃の弾であり

神が発砲すると

彼らは皆一人ずつ逃げていくらしいが

それは本当ではない

それは全て彼らの想像にすぎない

人は神の救いの資本だから

神は彼らを宝のように愛する

神は彼らを取り除かない

神は彼らへの意志を変えない



2

神はいつでも人間を尊重し

一度も奴隷のように利用したり売買したことはない

神と人は離れることができないからだ

こうして生と死の絆が生まれ

神は人を大切にし愛する

それは相互の愛ではないが

彼らが神を仰ぐので

神はなお 彼らのために努力する

人は神の救いの資本だから

神は彼らを宝のように愛する

神は彼らを取り除かない

神は彼らへの意志を変えない



3

人は神の誓いを信頼できるのか？

どのように神を満足させられるのか？

これは全ての人の課題

神が彼らに残した宿題だ

それを完成するために懸命に働くこと

それが神の望みだ



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第三十五章」（『言葉』第1巻）より編集


896 神は人が戻ってくるのを待っている

1 わたしは何度も霊で人間に呼びかけた。しかし、人間は、わたしに突き刺されたかのように振る舞い、わたしが別の世界に連れて行こうとしているのではないかと、ひどく恐れ、離れた所からわたしを見ている。何度も人間の霊に問いかけてみたが、人間はまったく気づかないで、わたしが彼の家に入って、その機会に持ち物をすべて奪うのではないかと、深く恐れている。そのため、人間はわたしを締め出し、わたしは、固く閉ざされた冷たい「扉」に向かい合うことになった。人間が倒れ、わたしが助けたことは何度もあるが、人間は気がつくと、すぐさまわたしを去り、わたしの愛に触れず、用心深い目を向ける。人間の心が温かくなることはなかった。

2 人間は感情のない冷血動物だ。わたしの抱擁に温まっても、けっしてそれで深く動かされることがない。人間は山の野蛮人のようなものだ。人間は一度たりとも、わたしの人類に対する思いを大切に思ったことがない。人間はわたしに近づきたがらず、山々の中に住むことを好む。そこでは野獣に脅かされているのだが、それでも、わたしの内に逃げ込もうとはしない。わたしは人間に強制しない。わたしの働きをするだけだ。陸地のすべての富を楽しみ、海に飲み込まれる危険から解放されようと、いつの日か人間は大海原をわたしに向かって泳ぐことだろう。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十章」（『言葉』第1巻）より編集


897 神はできるだけ多くの人々を救いたいと願っている

1

救いの働きの間に

神はできるだけ多くの人々を救うつもりで

神は誰も見捨てないが

自分の性質を変えることや

完全に従えないものは

罰の対象となる

言葉による征服を受け入れる者は

救いのチャンスがたくさんある

神の救いは彼らに

寛容と忍耐を示すだろう

悪の道から戻り悔い改めるなら 

神は救いを得る機会を与えるだろう



2

この段階の言葉の働きは

人々には分からない全ての道と奥義を解き明かす

すると人は神の意志と神の要求を知る

こうして神の言葉を実践し

自分の性質を変えられる

言葉による征服を受け入れる者は

救いのチャンスがたくさんある

神の救いは彼らに

寛容と忍耐を示すだろう

悪の道から戻り悔い改めるなら

神は救いを得る機会を与えるだろう



3

神は言葉を用いて業を為し

ささいな反逆ゆえに

人々を罰することはない

今は救いの時だからだ

誰でも背く者は罰せられるとしたら

誰にも救われるチャンスはないだろう

彼らはみな罰され

ハデスに落ちるだろう

言葉による征服を受け入れる者は

救いのチャンスがたくさんある

神の救いは彼らに

寛容と忍耐を示すだろう

悪の道から戻り悔い改めるなら

神は救いを得る機会を与えるだろう



4

裁きの言葉で人は自らを知り

神に従うことができる

これらの言葉の裁きは

人を罰するためではないのだ

人々が初めて神に背く時

神は人々を殺すことを望まず

代わりに救うために

できるだけのことをする

救いの余地がないなら

人を放り出すだろう

神は、救える者をみな救いたいから

罰するには遅い

言葉による征服を受け入れる者は

救いのチャンスがたくさんある

神の救いは彼らに

寛容と忍耐を示すだろう

悪の道から戻り悔い改めるなら

神は救いを得る機会を与えるだろう

神は杖で打ち倒すのではなく

言葉だけを用いて裁き啓き導く

言葉を使って救うことが

最終段階の業の意味である



『神の出現と働き』「地位の祝福は脇に置き、人に救いをもたらす神の心意を理解するべきである」（『言葉』第1巻）より編集


898 人が過ちから立ち返るとき神は慰められる

1たとえ神が人をいかに扱い、憎み、忌み嫌っても、人が回心できる時が来れば、神は大きな慰めを得るでしょう。それは、人の心の中に神の居場所がわずかに残っていることを示し、人が人間の理知と人間らしさの全てを失ったわけではなく、まだ神を信じ神を認めて神のもとへ立ち返る意志があることを意味します。神の家を離れたものが誰であれ、もしその人が戻り、心の中にまだこの家があるなら、神は少し感傷的に愛着を抱き、いくぶん慰めを得ます。しかしその人が二度と戻らないなら、神はそれを残念に思うでしょう。もし戻って、心から神を信じるようになれれば、神の心はとりわけ喜びに満たされるでしょう。

2恵みの時代、主イエスは人類に憐みと恵みを持ちました。百頭の羊のうち一頭でも迷えば、主は九十九頭を残してその一頭を探します。この言葉は機械的な方法でも、規則でもなく、むしろ人に対する神の意図、人を救おうという神の切実な思い、人への深い愛を示しています。人類への神の愛は物事の作法ではなく、一種の性質、一種の心理です。それ故、人にどれほど多くの弱みと誤解があっていても、目を覚まし、理解し、回心すれば、神はとりわけ慰められます。この歓楽の世界、悪しき時代に、しっかり立って神を認め、正しい道に戻ることができることは、人の心に大きな慰めと感激をもたらします。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


899 人を救う神の意図は変わることがない

1 神の様々な性質、神がもつもの、神であるものの側面、また神の働きについて、人はある程度理解しているものの、この理解の大部分が、表面的な読書、原理の理解、あるいは単にそれらについて考えることに留まっています。人間に最も不足しているのは、実経験から得られる真の理解と見解です。人間の心を目覚めさせるために神は様々な方法を用いているものの、このことが達成されるまでの道のりは、まだ先が長いです。

2 わたしは、神に取り残され、無視され、見捨てられたように誰かが感じるのを見たくありません。わたしは、あなたがた全員が真理と神への理解を追求し、揺るがぬ意志で、不安や負担なく、勇気を持って前進することを望んでいます。あなたがこれまでどのような悪いことを行なったとしても、どれほど大きく道を外れたとしても、どれほど過ちを犯したとしても、そうしたことを神を知ろうとする追求における負担や重荷としてはなりません。絶えず前進しなさい。人間を救うことは常に神の心にあります。これは決して変わりません。これが神の本質のなかで最も貴い部分です。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」（『言葉』第2巻）より編集


900 神は人を最大限度まで救う

1 今回、神は人間を打ち倒すために来たのではなく、むしろ人間を最大限救うために来た。一体誰が一切過ちを犯さないだろうか。皆打たれるならば、どうしてそれを救いと呼べるだろうか。過ちには、故意におかされたものと、意図せずおかされたものがある。意図せずにした事は、気付いてから変えることができる。それならば、神は自分が変わる前に自分を打つであろうか。」と推測する。神はこのようにして人間を救われるか、というと、決してそうではない。あなたが意図せず過ちをおかすか、反抗的な本性ゆえに過ちをおかすかを問わず、現実に早く目覚めなければならない、ということを覚えておくように。先へ進む努力をするように。状況を問わず、あなたは先へ進む努力をする必要がある。

2 神が行なっている働きは救いの働きであり、救おうとしている人々を不用意に打ち倒すことはありません。あなたがどの程度変われるかにかかわらず、たとえ神が最後にあなたを打ち倒したとしても、それは義をもってなされるはずです。そしてその時になれば、神はあなたに理解させるでしょう。いま、あなたがたは真理を求めること、いのちの入りに集中すること、本分を尽くそうとすることに注意すべきです。そのことに間違いはありません！最終的に、神がどのようにあなたを扱おうと、それは常に義をもってなされます。あなたはそれを疑ってはならず、心配する必要はありません。いま神の義を理解できなくても、いつか納得する日がやって来ます。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


901 あなたが神から離れない限り

神の愛とあわれみは

神の業のすみずみにしみわたる



1

神の善意が感じられずとも

神はたゆまず業を執り行う

神の業が理解できずとも

感じるだろう 神が救い満たしてくれるのを

神の目的は

人類をサタンの支配から奪い返すこと

神に逆らい 落ちた者さえも見捨てず

神の愛とあわれみは

神の業のすみずみにしみわたる



2

神の愛や命 感じられずとも

神を離れず

たゆまず真理求めるなら

神の微笑み 感じられるだろう

神は必ず人に微笑むだろう

神の目的は

人類をサタンの支配から奪い返すこと

神に逆らい 落ちた者さえも見捨てず

神の愛とあわれみは

神の業のすみずみにしみわたる



『神の出現と働き』「附録3：神の経営の中でのみ人は救われる」（『言葉』第1巻）より編集


902 神自身の本性と位置

1

神は万物を支配し　

万物を統べ治める

神は全てを創造し 統治し　

すべてを支配し 満ち足らせる

これが神の位置 そして存在

全ての被造物にとって

神は万物を創り 全ての主である

神の存在の真実

神の本性はたぐいないものである

人であろうと霊であろうと

神のふりをして その位置には立てない

それがどういう手段や理由であろうと

そのような本性、力、権力を持ち

万物を支配できるのは神だけ

私たちの唯一無二の神

彼こそ唯一無二の神



2

神は被造物とともに住み 歩む 

何よりも高く飛翔もできる

自らを低くし肉を持った人になれる

神は人の肉と血を持ち

人と悲しみ・喜びを分かち合う

同時に神は全て治め

宿命と万物の進路を定める

そして、さらに人の運命と進路を導いて

神こそ崇められ 従うべき

命ある全ての者が知るべき

あなたがどんな人種だろうと　

どのような人物であろうと　

神を信じ 従い 畏れ　

神の統治と運命を受け入れなさい

どんな人にせよ 命ある者であれ

それはあなたの唯一の選択　

その本性と力と権力を持ち

万物を支配できるのは神だけ

私たちの唯一無二の神

彼こそ唯一無二の神



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 X.」（『言葉』第2巻）より編集


903 神の権威は独特なもの

1

神の権威は独特で

それは特有の表現と本質

神に造られたものであれなかれ

誰もこのような本質を持っていない

創造主だけがこの権威を有する

唯一神がこの本質を持つ

神はあらゆるものを創造し

その全てを支配する

単に天体を支配するだけでなく

被造物や人類の一部だけでなく

万物を全能の手の中で支えている

大きいもの小さいものから

目に見えるもの見えないもの

天体から微生物

様々な形の存在に至るまで

これは神が支配する「あらゆるもの」を

厳密に意味するもの



2

神の権威は測り知れない

だがそれは抽象的なはずがない

神の権威はいつも人と共にあり

人は実際的側面を見て感じられる

これは神の権威が存在する証し

人は神だけが持つ権威を理解する

神はあらゆるものを創造し

その全てを支配する

単に天体を支配するだけでなく

被造物や人類の一部だけでなく

万物を全能の手の中で支えている

大きいもの小さいものから

目に見えるもの見えないもの

天体から微生物

様々な形の存在に至るまで

これは神が支配する「あらゆるもの」を

厳密に意味するもの

これが神の権威と支配の範囲である



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


904 神の権威は神の身分の象徴

1

神は生きとし生けるものの命の源

神の権威は万物を神の言葉に従わせる

神の言葉でそれらは誕生する

命じるとそれらは生き増え広がる

神は全ての生き物を支配し

逸脱するものは永遠にない

神の力は生命と活力を持つ

どんな形の生き物でも創れる

これは神の命により定められる



2

そんな力は誰にもどんな物にもない

それを持っているのは唯一創造主だけだ

これは神の独特な本性・本質

地位の象徴で権威と呼ばれる

神は全ての生き物を支配し

逸脱するものは永遠にない

神の力は生命と活力を持つ

どんな形の生き物でも創れる

これは神の命により定められる



3

心に留めなさい

神の他には誰もまた何ものも

『権威』という言葉とその本質に関わりがない

神は全ての生き物を支配し

逸脱するものは永遠にない

神の力は生命と活力を持つ

どんな形の生き物でも創れる

これは神の命により定められる



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


905 神の権威を知るための道

1

神の権威と力

神に固有の身分と本質についての認識は

あなたの想像力によって得られるものではない

「想像するな」ということは

「何もせずただ座って破滅を待て」という意味ではなく

「論理を用いて推測せず

知識や科学を通して研究するな」

という意味である

神の言葉を食べ 飲み 体験する中で

あなたは神の権威を体験し 確証して

徐々に理解と認識を得るだろう

これが唯一の道であり

近道はない



2

神の言葉と真理

あなたの生活を通して

神には権威と運命を左右する主権があることを

理解し 検証し 確認しなさい

そしてあなたは常に

神の力は神が真の神自身であることを証ししていると

知りなさい

これこそ神を認識する唯一の道 唯一の道である

神の言葉を食べ 飲み 体験する中で

あなたは神の権威を体験し 確証して

徐々に理解と認識を得るだろう

これが唯一の道であり

近道はない

神の言葉を食べ 飲み 体験する中で

あなたは神の権威を体験し 確証して

徐々に理解と認識を得るだろう

これが唯一の道であり

近道はない



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


906 神の権威は測り知れない

1 神の権威は点いたり消えたりするものでも、行ったり来たりするものでもなく、それがどの程度偉大かを計測できる人もいません。どの程度時間が経過したかを問わず、神がある人を祝福した場合、その祝福は継続し、その継続は神の権威が計り知れないことの証しとなり、創造主がもつ消えることのないいのちの力の再現を、人間が幾度となく目の当たりにすることを可能にします。神がある人に約束を行なうとき、その人が暮らす場所、行なうこと、その約束を受け取る前後の背景、そしてその人の生存環境がどれほど変動したかなど、その人にまつわるすべてのことを、神は掌を指すかのごとく知っています。

2 神が言葉を発してからどれほど時間が経過したかにかかわらず、神にとってその言葉はたったいま発せられたようなものです。つまり、神には力があるとともに、人間との約束を残らず追跡し、支配し、実現させる権威があるのです。そしてその約束が何であるか、完全に実現するまでにどの程度の時間を要するか、またその実現が、時間や地理や人種など、どれほどの範囲に影響を及ぼすかを問わず、その約束は実現され、成就するのであって、さらにその実現と成就において、神は努力する必要がまったくありません。それは何を証明していますか。神の権威と力の幅広さは、宇宙全体と人類全体を支配するのに十分だということです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


907 真に具現化された創造主の権威

1

人類と万物の運命は創造主の統治と絡み合い

創造主の指揮と権威から切り離すことはできず

人は万物の法則により

創造主の指揮と統治を理解する

万物の生存法則と運命により

人は神がどのように万物を支配するかを知った

神の権力は全てに勝り

創造主の統治は

どんな被造物であっても侵害できないものであり

どんな権力も創造主が予定したことを変えられない

何世代にも渡る人類と万物の生活や繁殖は

神性の法則と規則で行われる

これは創造主の権威の具現化ではないのか？



2

万物の輪廻により

人は万物や全ての生物への創造主の采配を経験し

それが世の法令や規則、制度

その他の権力や威力より優先されるのを目にする

万物の生存法則と運命により

人は神がどのように万物を支配するかを知った

神の権力は全てに勝り

創造主の統治は

どんな被造物であっても侵害できないものであり

どんな権力も創造主が予定したことを変えられない

何世代にも渡る人類と万物の生活や繁殖は

神性の法則と規則で行われる

これは創造主の権威の具現化ではないのか？



3

客観的な法則の中に

人は創造主による

全ての出来事や万物の統治と定めを見出すが

宇宙統治の原理を把握できるものは何人いるだろうか？

創造主による統治と采配を真に知り

それに服従するものは何人いるだろうか？

それに服従するものは何人いるだろうか？



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


908 神の権威はいたるところにある

1

神の権威はどんな状況にもある

神は全ての者の運命と全てのことを

思いと望みのままに定め、采配する

それは人の変化によらず

人の意志とも関係ない

また時間や空間や地理など

いかなる変化によっても変わらない

神の権威はまさに神の実質だからだ

神の権威は神だけのもの

人にも場所にも何にも空間にも

決して縛られず制限されない

神の権威はどんな場所、時

どんな瞬間にも存在する

天と地が過ぎ去っても

神の権威はここに留まる



2

神の支配を知ろうが受け入れようが

神による運命の支配を変えることはできない

神の支配を知っていてもいなくても

その力はなおも存在する

たとえあなたが従わなくても

神はあらゆる方法で支配する

神の権威と、運命への支配は

人の意志や好みや選択によって変わらない

神はあらゆる時に権威を振るい

働き続け 力を示し

万物を支配し、与え、常に指揮する

それは時の始まりから続く

誰も変えられない事実

神の権威は神だけのもの

人にも場所にも何にも空間にも

決して縛られず制限されない

神の権威はどんな場所、時

どんな瞬間にも存在する

天と地が過ぎ去っても

神の権威はここに留まる



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


909 神の権威は真実で本物

1

神には権威と力があるが

その権威は真実で実際的

そして空虚ではない

神の権威と力の信ぴょう性と現実性は

神の創造、支配、人を導き経営する過程で

徐々に露わになり、体現化される

神の力と権威は

絶えず万物にあらわれ

その存在は示される

神はその力と権威で働き続け

万物を司るからだ

神の使いも天使も

その力に代われない

神は力と権威をふるう唯一の方

誰もこれを疑ってはならない



2

神による人類と宇宙万物の支配の

仕方や観点や詳細

そして神の業全てと万物についての理解により

神の権威と力が真実で実在し空しい

言葉ではないことが実証される

神の力と権威は

絶えず万物にあらわれ

その存在は示される

神はその力と権威で働き続け

万物を司るからだ

神の使いも天使も

その力に代われない

神は力と権威をふるう唯一の方

誰もこれを疑ってはならない

天使や使いには大きな力があり

奇跡を起こし

神に任されたことを行うが

それはただ神の委託を行うだけで

彼らは神のような権威を持っているわけではない

万物を創造し支配する

神のような力のある者や

神の権力を顕示できる者はいないから

神の力と権威は

絶えず万物にあらわれ

その存在は示される

神はその力と権威で働き続け

万物を司るからだ

神の使いも天使も

その力に代われない

神は力と権威をふるう唯一の方

誰もこれを疑ってはならない



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


910 死者を復活させる神の権威

1 主イエスがラザロを死から復活させる際に使った言葉は、「ラザロよ、出てきなさい」というひと言だけでした。それ以外には何も言わなかったのですが、そのひと言は何を示していますか。神は語ることで、死者の復活を含むあらゆることを成し遂げられることを示しています。神は万物と世界を創造したとき、言葉でそれを行ないました。言葉で命じ、その言葉には権威がありました。万物はそのようにして創られ、かくして創造が成し遂げられたのです。

2 主イエスが述べたこのひと言は、天地と万物を創造した際に神が述べた言葉と同じであり、神の権威と創造主の力がありました。万物は神の口から発せられた言葉によって形づくられ、しっかり立つことができましたが、それと同じように、ラザロは主イエスの口から発せられた言葉によって墓から歩き出たのです。これは受肉した肉体において示され、実現された神の権威です。この種の権威と能力は創造主に属するものであり、また創造主が形あるものとなった人の子に属するものです。神はラザロを死から蘇らせることで、それを人類に教えて理解させたのです。

3 主イエスがラザロを死から復活させるといった業を行なったのは、人に関する一切のこと、および人の生死は神によって定められること、またたとえ肉になったとしても、神は依然として目に見える物理的世界を支配するとともに、人には見えない霊的世界をも支配し続けていることについて、人間とサタンに証拠を与えて知らしめるのが目的でした。これは、人に関する一切の事柄がサタンの支配下にないことを、人間とサタンに知らしめるためです。これはまた神の権威の現われ、顕現であり、人類の生死が神の手中にあることを万物に伝える手段でもあるのです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


911 創造主の権威は不変である

1 神には権威と力があるものの、自身の業に対して厳格であり、厳しい原則に従うとともに、いつも自身の言葉に忠実である、ということです。神の厳格さと神の業の原則は、創造主が犯すことのできない存在であること、そして創造主の権威が無敵であることを示しています。神には至高の権威があり、万物は神の支配下にあり、また神には万物を支配する力がありますが、神は自身の計画を害したことも乱したこともなく、権威を行使するたび、常に自身の原則を厳しく守り、自身の口から語られた言葉、および自身の計画の段階と目的に従っています。言うまでもなく、神に支配されている万物もまた、神が権威を行使する際の原則に従っており、いかなる人や物も神の権威による采配を免れず、神の権威が行使される際の原則を変えることもできません。

2 神の目から見ると、祝福された人は神の権威がもたらす素晴らしい賜物を受け取り、呪われた人は神の権威のために懲罰を受けます。神の権威の支配下においては、いかなる人や物も神が行使する権威を免れず、神の権威が行使される際の原則を変えることもできません。創造主の権威はどの要素が変わったところで変化せず、同様に、神の権威が行使される際の原則は、いかなる理由であっても変わりません。天地が大変動に見舞われても創造主の権威は不変であり、万物が消え去っても創造主の権威は決して消滅しません。これが創造主の不変にして犯すことのできない権威であり、創造主が唯一無二たるゆえんなのです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


912 神の権威は誰も取って代われない

1 万物の創造が始まった時から、神の力が表わされ、明らかになり始めました。なぜなら、神は言葉を用いて万物を創ったからです。神が万物をどのように創造したか、なぜ創造したかを問わず、万物は神の言葉のために出現し、しっかり立ち、存在しました。これが、創造主だけがもつ権威なのです。人類がこの世界に出現する前、創造主は自身の力と権威を用いて人類のために万物を創り、独自の方法を用いて人類に適した生存環境を整えました。神が行なったことはどれも人類のための準備であり、やがて人類は神の息を授かることになります。

2 つまり、人類が創られるのに先立ち、天、光、海、地などの大きいもの、動物や鳥などの小さなもの、そして各種の昆虫や、肉眼では見えない様々なバクテリアを含めた微生物など、人間とは異なるすべての被造物の中に、神の権威が示されたのです。それらはどれも創造主の言葉によっていのちを与えられ、創造主の言葉のために繁殖し、創造主の支配の下で生きました。創造主の権威は、一見静止している物体にいのちの活力を与え、それらが決して消え去らないようにしますが、それと同時にあらゆる生物に生殖本能を与え、それらが決して絶滅せず、創造主から授けられた生存法則や生存の原則を、世代を超えて受け継ぐようにします。

3 創造主が自身の権威を行使する際の様式は、巨視的視点や微視的視点に厳密に従うものではなく、またいかなる形態にも限定されていません。創造主は宇宙の活動を指揮し、万物の生死を支配し、そしてさらに、万物を操作して自身に仕えさせることができます。また、山や川や湖の活動を一つ残らず管理し、そこにあるすべてのものを支配することができるだけでなく、万物が必要とするものを施すこともできるのです。これが、人類以外の万物に対する、創造主だけがもつ権威の現われです。こうした現われは生涯にわたって続くだけでなく、終わることも中断することもなく、いかなる人や物によっても変えられたり、損なわれたり、加減されたりすることもありません。と言うのも、創造主の身分に取って代われるものは存在せず、したがって創造主の権威に取って代われる被造物も存在しないからです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


913 神の権威と力は誰にも測り知ることができない

1

ひとたび神の言葉が発せられると

神の権威は采配を振るう

そして神の約束したことが一つひとつ実現してゆく

周りの全てのものに変化が起き始める

これらは創造主の手による奇跡である

それは春が来るときのよう

草は緑に変わり、花咲き

芽は出て、鳥は歌い、人々が田園を満たす

神の権威と力は

時間にも、場所、人間、物にも

何によっても拘束されない

神の権威と力は想像することもできない

推し量ることも、理解し尽くすことも不可能



2

神がその約束を成就する時

天と地の全てのものは

神の思いによって新たにされ変えられる

神が約束を与える時

その成就のために全てのものが仕える

全ての創造物は神の支配のもとに指揮され

一人ひとりが自分の役割を果たし

それぞれが自分の機能で仕える

これが神の権威を明らかにする

それは春が来るときのよう

草は緑に変わり、花咲き

芽は出て、鳥は歌い、人々が田園を満たす

神の権威と力は

時間にも、場所、人間、物にも

何によっても拘束されない

神の権威と力は想像することもできない

推し量ることも、理解し尽くすことも不可能



3

それぞれの権威の現れは

全ての人間と物に明らかにされ

神の話した言葉の完全なる証しである

あらゆるものが神の権威によって成し遂げられ

比類なく美しく、非の打ち所がない

それは春が来るときのよう

草は緑に変わり、花咲き

芽は出て、鳥は歌い、人々が田園を満たす

神の権威と力は

時間にも、場所、人間、物にも

何によっても拘束されない

神の権威と力は想像することもできない

推し量ることも、理解し尽くすことも不可能



4

神の思い、神の言葉、神の業と権威

これら全ては美しく、比類のない一つの絵を作る

全ての創られたものにとって

人間の言葉では

その価値と意義は説明することはできない

神の権威と力は

時間にも、場所、人間、物にも

何によっても拘束されない

神の権威と力は想像することもできない

推し量ることも、理解し尽くすことも不可能



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


914 万物は創り主の権威の顕れ

1

人類がまだいなかった新しい世界で

創り主は朝と夜を備え

空と陸と海を創った

草や野菜や樹木を整え

まもなく神が造る新しい生命のために

光と季節と年と日を設けた

創り主の権威と力が

神が造った新しいもの一つひとつに表れていた

神の思い 言葉や力の現われは

万物の中の傑作であり

人類の深い認識と理解に値する大いなる業である



2

神の言葉と業は

ひとときの間も少しの誤差もなく

時を同じくして現われた

すべての新しいものの出現と誕生は

創造主の権威の証し

権威の証しである

神は自分自身の言葉に忠実であり

神の言葉は必ず成就する

達成されたものは永遠に続く

この事実は決して変わらない

過去も現在もそしてこれからも永遠に

変わることは決してない



3

創り主の力と権威は奇跡を生み

神は人を惹きつけ

人はその業に釘付けになる

それは驚くべきものであり

神の権威が発揮されて生まれ出たものである

神の並外れた力は歓喜をもたらし

人は感嘆し 喜びのあまり息を飲む

人は心動かされ 畏敬の念に打たれ

歓喜し心には尊敬の念が生まれる

神の思い 言葉や力の現われは

万物の中の傑作であり

人類の深い認識と理解に値する大いなる業である

創り主の権威と業は

人の霊を感動させ 洗い清め

そして満たしてくれる



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


915 創造主の権威のもとにある万物は完全

1 鳥や魚、木や花など、神によって創られた万物は、動けるものも動けないものも含め、あるいは第六の日に創られた家畜、昆虫、野獣を含め、すべて神の目に良いものと映り、また神から見て、それらは自身の計画によると完璧の域に達しており、自身が望む基準を満たしていました。自身が行なおうとしていた働きを、創造主は一つひとつ、自身の計画に従って行ないました。すると自身で創ろうとしていたものが次々と現われましたが、その出現はどれも創造主の権威の反映であり、その結晶でした。こうした結晶化のために、あらゆる被造物は創造主の恵みと施しに感謝せずにはいられませんでした。

2 神の奇跡の業が自ずと明らかになるにつれ、この世界は神が創ったもので少しずつ一杯になり、混沌と闇から明瞭で明るいものへ、死の静寂から生と無限の活力へ変化していきました。大きいものから小さいものに至るまで、そして小さいものから微小なものに至るまで、創造主の権威と力によって創られなかったものは一つもなく、それぞれの被造物の存在には独自かつ固有の必要性と価値がありました。形や構造の違いに関係なく、それらは創造主の権威の下で存在するよう、創造主によって創られたのです。

3 創造主の権威の下にある万物は、創造主による支配の新たな交響曲を奏で、新しい日における神の働きの輝かしい前奏曲を演奏することになります。またこの時、創造主は自身の経営の働きにおける新たな一ページを開くことになるのです。春の芽吹き、夏の成熟、秋の刈り入れ、そして冬の蓄えという創造主が定めた法則に従い、万物は創造主による経営計画と共鳴し、それぞれの新たな日、新たな始まり、新たないのちの道のりを喜んで迎えます。そして、創造主の権威の支配下で新しい日々を迎えるべく、万物は生存と繁栄を無限に続けるのです……。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


916 創造主の権威と力は無限

1 「わたしは雲の中に、にじを置く。これがわたしと地との間の契約のしるしとなる」。創造主は人類に対してこの通りの言葉を語りました。創造主がこのように語ったところ、人間の眼前に虹が現われ、それは今日に至るまで存在しています。虹は創造主と人間との契約のしるしだからです。虹は科学的根拠を必要とせず、人間によって創られたものではなく、人間が虹を変えることもできません。虹は、言葉を語った後も創造主の権威が続いていることを示すものです。

2 創造主は独自の方法により、自身と人間との契約、および自身の約束を守ったので、自分が立てた契約のしるしとして虹を用いたことは天の法則、天の命令であり、それらは創造主にとっても、被造物である人間にとっても永遠に不変なのです。しかし、この不変の法則は、万物の創造に続く創造主の権威の現われであり、創造主の権威と力は無限であると言わなければなりません。

3 それは神が言葉を用いて行なったもう一つの業であり、神が言葉を用いて人間との間に立てた契約のしるしです。神は人間に対し、自分が何を引き起こすと決めたのか、それをどのような方法で実現するのかを人間に伝えました。このようにして、物事は神の口から出た言葉に従って実現されたのです。神だけがこのような力をもっており、神が言葉を述べてから数千年が経過した現在も、人は神の口から語られた虹を見ることができます。

4 神が発したこの言葉により、虹は現在まで変わることがありませんでした。この虹を消すこと、その法則を変えることができる人はおらず、虹はひとえに神の言葉のために存在しています。これがまさに神の権威です。「神は自身の言葉に忠実であり、神の言葉は実現され、神が実現した物事は永遠に残る」。まさにこの言葉の通りであり、それは神の権威と力の明確なしるしであり、特徴でもあります。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


917 万物は神の権威により生き、滅びる

1

「神の権威」とは「全て神次第」

神は何をどう為すか決める権利がある

思いのまま、神はそれを為される

神が決める万物の法則は人に拠らず

人はそれを変えたり動かすことは出来ない

だが神の思い、知恵、命令により変わる

この事実は誰も否定できない

どんな人も、物も

万物の法則やその動きの軌道を変えられない

それらは神の権威により生まれ、滅びる

これがまさに神の権威だ



2

天地、そして万物 宇宙と星空 四季も

目に見えないものも見えるものも

みな存在し、機能し、変化する

少しの誤差もなく

神の権威のもとその命令とおきてと

創造の初めから神が定めた全ての法則に従う

この事実は誰も否定できない

どんな人も、物も

万物の法則やその動きの軌道を変えられない

それらは神の権威により生まれ、滅びる

これがまさに神の権威だ

これがまさに神の権威なのだ



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


918 創造主の権威と身分は共に存在する

1

多くの生き物は創造主の命令によって

水の中や空において様々な形態で生き

種族や種類により群れている

どの被造物もこの法則を変えられず

創造主が定めた範囲を

超えようとするものも@超えられるものもなかった

創造主の命令により

それらは生活し繁殖し

いのちのために定めた軌道と法則に従い

創造主の無言の命令 条令と戒律に

今もなお従っている

彼の権威と同様に

創造主にしかない身分も

永遠に変わらず存在するだろう

彼の権威はいつも神にしかない身分を表し

その身分と共に密接に存在するだろう



2

創造主の権威は

万物を存在させることを通してだけでなく

万物を支配し

命と活力を与えること

そして万物を完璧な形と役割で永遠に@存在できるようにする力を通して

神の思いに制限なく表れている

制限なく表れている

彼の権威と同様に

創造主にしかない身分も

永遠に変わらず存在するだろう

彼の権威はいつも神にしかない身分を表し

その身分と共に密接に存在するだろう



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


919 創造物は神の権威に従うべきである

1 わたしはすべてを焼き尽くす火であり、背きを許さない。人間はすべてわたしが造ったのだから、わたしが何を言い何を行なおうと、人間は従わなければならず、抵抗してはならない。人はわたしの働きに干渉する権利をもたず、ましてやわたしの働きや言葉の何が正しく何が間違っているかを分析する資格などない。わたしは創造主であり、被造物はわたしへの畏敬の念をもって、わたしが求めるすべてのことを成し遂げるべきである。また、わたしに理を説こうとしてはならず、抵抗などなおさらするべきではない。わたしは権威をもって我が民を統べるのであり、わたしの創造の一部を成す者はすべてわたしの権威に従うべきである。

2 今日、あなたがたはわたしの前にあって大胆で厚かましく、わたしがあなたがたを教えるのに用いる言葉に従わず、恐れを知らない。それなのに、わたしはあなたがたの反抗にただ耐えているだけである。取るに足らない小さな蛆虫が糞の山で汚物を掘り返しているからといって、わたしは腹を立てて働きに影響を及ぼすようなことはしない。わたしは父の旨のために、忌み嫌うすべてのものが存在し続けるのに耐える。わたしの発言が完了するまで、わたしの最後の瞬間までそうするのである。

『神の出現と働き』「落ち葉が土に還る時、あなたは自分の行なったあらゆる悪事を後悔する」（『言葉』第1巻）より編集


920 万物は神の支配に従う

1

全ての変化は神の三段階の業に含まれる

人は自ら発展しない

時代・自然・世界も同様に万物は変化する

神が業を展開するに連れ

全ての被造物とあらゆる信仰の人々が

唯一の神の支配に従う

神のみがこの業を為せて

そんな力を持つ宗教指導者はいない

全人類が神の下で教え導かれる

宗教の長は神と競えないただの人

万事が創造主の掌中にあり

最後に神の掌中に帰る

宗教が何であれ人は皆神に従う

神は万物の上に立っているから

創造物の中の最高権威者さえ神の支配に戻る

誰も人類を正しい行き先に導けない

誰も万物を分類できない



2

この世を造らなかった者は

この世を終わらせることはできない

この世を造った神のみが

時代を終わらせることができる

この権力がない者は神でも人類の主でもない

誰もこの偉大な業に及ばない

神だけがその業を完成できる

できない者は神の敵

邪教は神と相容れず確かに神の敵

神は全ての業を全世界で行う

霊であれ肉であれ全てが神の業

彼は人類の神であり自由に業を行い

どんな条件にも制限されない

万事が創造主の掌中にあり

最後に神の掌中に帰る

宗教が何であれ人は皆神に従う

神は万物の上に立っているから

創造物の中の最高権威者さえ神の支配に戻る

誰も人類を正しい行き先に導けない

誰も万物を分類できない

人類の造り主・ヤーウェだけがそれを為せる



『神の出現と働き』「神の三段階の働きを認識することは、神を認識する道である」（『言葉』第1巻）より編集


921 全ての創造物は神の支配の下に来なければならない

1

神は全てのものを創った

故に神は創造物全てを彼の支配下に置き

自らの支配に従わせる

神は全てのものに命じた

そして神の手の内に支配する

命あるもの、山、川、

そして人間も皆神の支配下にある

空にあるもの 地上にあるもの

全てが神の支配下にある

選択の余地などなく

全てが従わなければならない

これが神の定めであり

神の権威である



2

神は全てのものを創った

故に神は創造物全てを彼の支配下に置き

自らの支配に従わせる

あらゆるものが神により命じられる

神は全てのものを並べ位づけをする

それぞれが分類され

神の意志によって位置づけされる

空にあるもの 地上にあるもの

全てが神の支配下にある

選択の余地などなく

全てが従わなければならない

これが神の定めであり

神の権威である



3

どんなに偉大なものであろうと

神に優るものはない

全てのものが神の創った人類に仕え

あえて神に逆らい要求をつきつける者などいない

神の創造物である人間は

その義務を果たさなければならない

それが主人であれ支配者であれ

その地位がどんなに高かろうとも

神の支配下では依然として小さな人間に過ぎない

とるに足らない人間は、神の創造物であり

神を超えることなど決してないのである



『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」（『言葉』第1巻）より編集


922 どんな人間や物も神の権威と力を超越できない

1 サタンは貪欲な目でヨブを見ていましたが、神の許しがなかったので、ヨブの体毛一本すら触れようとはしませんでした。サタンは生まれつき邪悪で残酷ですが、ひとたび神が命令すると、その命令に従うほかなかったのです。そのことから、サタンはヤーウェ神の言葉にあえて背かないことがわかります。サタンにとって、神の口から発せられた一言一句は命令であり、天の法則であり、神の権威を表わすものです。なぜなら、神の一言一句の背後には、神の命令に背いた者、天の法則に反抗した者に対する神の懲罰が暗示されているからです。

2 ヨブに対するサタンの行為は人間を堕落させたことの縮図に過ぎず、またサタンがそれらのことを行なっていた際、神がサタンに対して定めた限度と、サタンに発した命令は、サタンのあらゆる行動の背後にある原則の縮図に過ぎませんでした。さらに、この点におけるサタンの役割と立場は、神の経営の働きにおけるサタンの役割と立場の縮図に過ぎず、サタンがヨブを試みた際の神に対する完全な服従は、神の経営の働きに少しも反抗しようとしなかったことの縮図に過ぎません。

3 サタンを含めた万物の中に、創造主が定めた天の法則や命令に背ける人や物事は存在せず、こうした天の法則や命令にあえて違反しようとする人や物事も一切ありません。なぜなら、服従を拒んだ者に創造主が科す懲罰は、どんな人や物にも変えられず、そこから逃れることもできないからです。天の法則や命令を確立できるのは創造主だけであり、それらを施行する力があるのも創造主だけであって、人間や物事が超えられないのは創造主の力だけなのです。これが創造主にしかない権威であり、この権威は万物の中で至高のものであるので、「神は最も偉大であり、サタンはその次に偉大である」と言うことはできません。唯一無二の権威をもつ創造主を除いて、他に神は存在しないのです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


923 神の権威をサタンは決して越えられない

1 サタンによる行ないの性質は、どれも損傷、妨害、破壊、危害、邪悪、悪意、闇などといった否定的な言葉に一致するものであり、不正で邪悪な出来事のすべてはサタンの行為と密接に繋がっていて、サタンの邪悪な本質と切り離すことができません。サタンがいかに「強力」か、その大胆さと野望がどれほどのものか、危害を加える能力がどれほどのものか、人間を堕落させ、誘惑する技能の幅広さがどれほどのものか、人間を脅かす策略や計略がどれほど狡猾か、そしてサタンの存在する形態がどれほど変化可能かを問わず、サタンは一つの生物も創れたことも。

2 万物の存在に関する法則や規律を定められたこともなく、いのちあるものかどうかにかかわらず、何かの物体を支配して操れたこともありません。宇宙と大空の中に、サタンから生まれた人間や物、サタンのおかげで存在する人間や物、サタンに支配されたり操られたりしている人間や物はまったく存在しません。それとは逆に、サタンは神の支配下で暮らすしかなく、その上神の指示と命令にすべて従う必要があります。神の許しがなければ、サタンはひとしずくの水やひと握りの砂に触れることさえ困難です。また、地面の蟻を自由に動かすことさえできず、ましてや神の創った人類を動かすことなど不可能です。

3 神から見ると、サタンは山に咲くユリの花よりも劣り、空を舞う鳥や海の魚にも劣り、地のウジ虫にも劣ります。万物の中におけるサタンの役割は、万物に仕え、人類のために働き、神の働きと経営計画に役立つことです。サタンの本性がどれほど悪意に満ちていようと、その本質がいかに邪悪であろうと、サタンにできるのは、神に仕え、神を際立たせるという、その役割に従順に従うことだけです。これがサタンの本質と立場です。サタンの本質はいのち、力、権威から切り離されており、サタンは神の手中にある玩具、神に役立つ道具に過ぎません。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


924 サタンの本質は残忍で邪悪

1 サタンは人を騙すことで評判を確立します。サタンは正義の先導者的かつ模範的存在としての立場を確立することがよくあります。正義を守ると見せかけて、サタンは人間を傷つけ、その魂を食い物とし、人間を麻痺させ、騙し、扇動するためにあらゆる手段を講じます。サタンの目標は、サタンの邪悪な行いを人間に認めさせ、それに従わせること、サタンが神の権威と統治に反対するのに人間を参加させることです。しかし、人間がサタンの陰謀や策略、下劣な顔つきを見通し、サタンの踏み台にされ、騙され、奴隷として仕え、サタンと共に罰を受けて滅ぼされることを望まなくなると、サタンはそれまでの聖人づらを一変させ、仮面を破り捨て、真の邪悪で残忍で醜く野蛮な素顔を現します。サタンに従うことを拒み、その邪悪な勢力に反対する者すべてを皆殺しにすることほどサタンが好むことはありません。

2 この段階で、サタンは信頼のおける紳士的姿を装うことはできず、羊の皮の下の醜い悪魔のような正体があらわになります。ひとたびサタンの陰謀が明るみに出て、その真の特徴が暴露されると、サタンは激怒して野蛮さを現します。その後、人間を傷つけ、食い物にするサタンの欲望は強くなるばかりです。これは、人間が真理に目覚めると、サタンは激怒し、捕らわれの身から解き放たれて自由と光を得ようとする人間に強い復讐の念をもつようになるからです。サタンの怒りはその邪悪さを正当化し保護するためであり、それはまたサタンの野蛮な性質を真に暴露しています。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


925 神が救いたい人をサタンが意のままに害することを神は許さない

1 ヨブの試練が終わり、彼から証しを受けた神は、ヨブのような人々の一団、あるいは複数の集団を得ようと決心しましたが、サタンが神と賭けをし、ヨブを試み、攻撃し、そして虐待した手段を使って他の誰かを攻撃したり、虐待したりすることを二度と許すまいと決意しました。弱く愚かで無知な人間に対してそのようなことを繰り返すことを、神はサタンに許しませんでした。サタンがヨブを試みただけで十分だったのです。サタンが思いのままに人々を虐げることを許さなかったのは、神の憐れみでした。

2 神に従う人々の命、そして彼らのすべては神によって支配され、指揮されており、神の選民を思いのままに操る権利はサタンにないからです。この点ははっきりと理解しなければいけません。神は人の弱さを気遣い、人の愚かさや無知に理解を示します。人が完全に救われるために、神は人をサタンの手に渡さなければなりませんが、人がサタンにもてあそばれて虐げられるのを、神が喜んで見ることはありません。人が常に苦しむのを、神は見たいと思っていません。人間は神によって創られたのであり、人間に関するすべてのことが神によって支配され、采配されるのは完全に正当化されることです。それは神の責任であり、神が万物を支配する権威なのです。

3 神はサタンに対し、思いのままに人間を虐げたり、ひどい扱いをしたり、様々な手段で人間を迷わせたりすることを許さず、またそれ以上に、人間に対する神の主権を犯すこと、神が万物を支配する法則を踏みにじって壊すことを許さず、人類を経営して救う神の偉大な働きについては言うまでもありません。神が救いたいと望む人、神に証しをすることができる人は、六千年にわたる神の経営計画の中心であり、その結晶であると同時に、六千年にわたる働きで神が払った努力の代価でもあります。そのような人たちをどうしてたやすくサタンに渡せるでしょうか。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


926 神の権威の下ではサタンは何も変えられない

1 これまで数千年にわたり、サタンは人類を堕落させてきました。無数の悪事を働き、何世代もの人々を欺き、世界中で凶悪な犯罪を犯してきました。人間を虐げ、欺き、誘惑して神に反抗させ、神の経営計画を何度も混乱させて害を与えるという悪事を重ねてきたのです。それでもなお、神の権威の下、万物とすべての生物は神が定めた規則と法則を遵守し続けています。

2 神の権威に比べれば、サタンの邪悪な本性とその蔓延は極めて醜く、不快であり、卑劣であり、取るに足りず、脆弱です。サタンは神に創られた万物の中を歩んでいますが、神に率いられる人間や物事をわずかでも変化させることはできません。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


927 神の権威はサタンが越えられない天の律法

1 サタンは神の権威に背こうとしたことが一切なく、さらには神の指示と具体的な命令を注意深く聞き、それに従い、あえて逆らおうとせず、当然ながら神の命令を自由に変えようともしませんでした。神がサタンに課した制限はそのようなものであり、ゆえにサタンはあえてその制限を超えようとしなかったのです。神に対してどのように振る舞うか、神をどのように見るかについて、サタンは人間よりもずっと明確に理解していたので、霊の世界で神の地位と権威をはっきり目の当たりにしており、神の権威の力と、神の権威が行使される際の原則についても深く理解しています。サタンはそれらを見過ごすことも、何らかの形でそれらに背こうとすることもなく、また神の権威に背く行動を取ることも、どのような形であれ神の怒りに対抗することも一切ありませんでした。サタンの本性は邪悪で傲慢ですが、神がサタンに対して定めた領域と限度を超えようとしたことはありません。

2 数百万年の間、サタンはそうした限度を固く守り、神からの指示と命令にすべて従い、あえて一線を越えようとしたこともありません。サタンは悪意に満ちていますが、堕落した人間よりもはるかに賢く、創造主の身分を知っており、自分の限度も心得ています。サタンの「従順な」行動から、神の権威と力は、サタンが背くことのできない天の命令であることがわかります。また、神が唯一の存在であること、そして神の権威ゆえに、万物は秩序正しく変化と増加を行ない、人類は神によって確立された過程の中で生活と繁殖を行なえるのであり、この秩序を乱したり、この法則を変えたりすることができる人や物が存在しないこともわかります。なぜなら、それらはすべて創造主の手から生み出され、創造主の命令と権威から現われたからです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


928 人類はサタンによって堕落させられ惑わされたが

1 万物の中でも、すべての生物は行き来を繰り返しており、無数の変化が一瞬にして生じます。しかし、その本能と生存法則が変わることはありません。それらは神の施しと糧によって生きており、その本能を変えたり、生存法則に害を及ぼしたりすることは誰にもできないのです。万物の中で生きる人類はサタンに堕落させられ、欺かれてきたものの、神が創った水、神が創った空気、そして神が創ったすべてのものを捨てることは依然できず、いまなお神が創ったこの空間で暮らし、繁殖しています。

2 人間の本能は変わっていないのです。人間はいまなお目で見、耳で聞き、脳で考え、心で理解し、足で歩き、手で作業を行なうなどしています。神の施しを受け取れるよう、神が人間に授けた本能は変わらないままで、人間が神と協力する能力、被造物の本分を尽くす能力、人類が霊的に必要とするもの、自分の起源を知りたいという願望、そして創造主に救われることへの渇望は変わっていません。以上が、神の権威の下で暮らし、サタンによる血なまぐさい破壊を経験してきた人類の現状です。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


929 人類は依然として神が造られた人類と同じである

1

人は皆ずっとサタンに踏みにじられ

彼らはもはや創世のアダムとエバではない

神に逆らう

観念 知識 空想 堕落した性質ばかり

でも神の目には人は被造物であり

でも神の目には人は被造物であり

人は皆 今でも神に造られたもの



2

人は皆 今なお神の支配の下

神が定めた進路の内で生きている

神の目には人はけがされただけ

サタンによって泥におおわれ

飢えにとり 憑かれ 鈍く忘れっぽいだけ

老いても 機能 本能は残ってる

そんな人を神は救うことを願ってる



3

人は皆 創り主の呼びかけと声を聞く時

起きて急ぎ声を探す

姿見る時 神に全て捧げる

命さえ明け渡して

創り主の声 姿を見れば

たちまち 神のためなら全て投げ出してしまう

人は皆 命さえも明け渡してしまう



4

創り主の真剣な言葉を理解する時

サタンを拒んで見捨て

悟ることで創り主へと帰る

全ての汚れ 洗い流す時

全て満たされ 創り主に養われ

記憶再びよみがえることになり

創り主の権勢と支配の下へ帰る



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


930 万物は神が定めた原則と法則によって生きている

1

数千年が過ぎても

人間は未だに神から授かった光や空気を享受し

神が吐く息を呼吸している

神が創った魚や鳥、花や昆虫を楽しんでいる

人間はすべてのものを楽しむ

神に与えられたすべてのものを

昼と夜は常に入れ代り

どんな時も季節は巡り来る

空飛ぶ雁は冬に飛び去り、春に舞い戻り

魚は棲みかである川や湖を離れない



2

夏は地上で蝉が心のまま楽しげに歌い

秋は草の中

コオロギが風に合わせて

優しく歌を口ずさむ

雁は群れをなして飛ぶが鷲はいつも独りでいる

ライオンは生きるために狩りをし

ヘラジカは草花から離れない

命あるものは生まれては去り

瞬く間におびただしく変化する

変わらぬものは、本能と生存の法則

彼らは神に養われ満たされて生きている

誰も彼らの本能を変えることはできない

誰も生存の法則を破ることはできない

ああ、誰もできない



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


931 万物を管理する神の奇しき業

1

幾世紀も

その小川は

山のふもとを流れている

山が造った路を静かに辿った

ふるさとへ小川は帰り

河、やがて海へと流れた

山の守りのもとで

小川は迷わなかった、決して

小川と大きな山は

互いに支え合い

互いに抑え合い

頼りあう仲だった



2

幾世紀も

激しい風は

絶えず山に呻るように吹き

山にぶつかると

かつてのように大きな砂の渦を吹いた

風は山を脅すが

山の真ん中を貫くことはない

風と山はかつてのように続けた

はげしい風と山は

互いに支え合い

互いに抑え合い

頼りあう仲だった



3

幾世紀も

巨大な波は収まらず

広がるのをやめなかった

波は繰り返しうなり、打ち寄せた

けれど、大きな山は

少しも動くことはない

山に海は見守られ

海の被造物は、増えて栄えた

巨大な波と、大きな山は

互いに支え合い

互いに抑え合い

頼りあう仲だった



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VII.」（『言葉』第2巻）より編集


932 神は天地万物を人のために創造した

1

すべてのものは互いに繋がって依存し

これを通して人の環境は守られている

この原則のもとでその環境は守られ存続し

そこで人は生存し増え栄える事ができる

神はこの原則を使って

万物の命を維持し

奇しい業で全ての存在を保つ

神はこうして万物に与え

同じように人類にも与える

神は人のために天地万物と環境を創造し

世界を素晴らしいものにした

神はすべての被造物を用いて

自らが創造した人の住まいを守り維持する

神はこうして万物と人に与える



2

宇宙の法則と万物の生存を治める

法則の支配者は神であり 

それにより神は

宇宙と万物が共存し滅びないようにしている

神の統率で人がこの環境で生存できるようにした

すべてを治める法則は神の主権の下にあり

人が介入し変更はできない

神のみがこれらの法則を知り

神のみがそれを天から司る



3

あらゆる生き物は神の神聖な統治の下にあり

神が創った時に命を与えられた

命あるものは神が定めた命の法則に従い

人による変更や助けを不要とし

神はこうして万物に与える

神は人のために天地万物と環境を創造し

世界を素晴らしいものにした

神はすべての被造物を用いて

自らが創造した人の住まいを守り維持する

神はこうして万物と人に与える

万物と人に与える



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VII.」（『言葉』第2巻）より編集


933 人間は神が造った万物を大切にするべき

人間が万物から離れて生きられない。では、人間は万物に対してどのような姿勢をとるべきでしょうか。それらを大事にし、守り、有効に使うという姿勢をとるべきです。

1 人間が万物を管理し、その主となることを神は許していますが、人間はよい仕事をしていますか。人間は破壊できるものを何でも破壊しています。神が人間のために造ったあらゆるものを、人間は最初の状態に維持することができず、逆のことをして神の創造物を破壊します。人間は山を動かし、海を埋めて陸に変え、野原を誰も住めない砂漠に変えてきました。それでもなお、人間は砂漠に産業を興し、原子力発電所を建てるなどして、あらゆる場所に破壊をもたらしています。もはや川は川でなくなり、海は海でなくなったのです……

2 人間が自然環境の調和と法則を破壊すると、災難と死が間近に迫ります。それは避けられません。災害が発生すると、神が自分に造ってくれたものがどれほど貴重か、それが人間にとっていかに重要かを、人は知ります。人間にとって、適切なときに風雨がやって来る環境で暮らすことは、楽園で暮らすことに似ています。人間はそれが祝福だとは気づいていませんが、それをすっかり失った瞬間、それがどれほど稀少で貴重かを知るのです。

3 いったんなくなったら、それを取り戻すにはどうすればいいですか。神が業を一切行なわず、人間のために業を行なうことを望まなくなったとしたら、つまり神がこの件に介入しなかったら、破壊を一切止め、生活環境が自然の状態に戻るようにするのが人類の最善の解決策でしょう。そうした破壊をすべて止めるというのは、神が造った物事を略奪したり、荒らしたりするのを止めるという意味です。そうすることで、人間が生活する環境は次第に回復しますが、それを怠った場合、生活環境はいっそう不快なものになり、時間とともに破壊が進むでしょう。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VII.」（『言葉』第2巻）より編集


934 神は万物の支配者

1 神と人類の最大の相違点は、神は万物を支配し、すべてを与えるということです。神は万物の源であり、人間は神が与える万物を享受します。つまり、神が万物に与えるいのちを人間が受け入れる時、人間は万物を享受するということです。人類は神の万物創造の成果を享受するのに対し、神は主です。神は万物の成長法則を明瞭に見ることができ、万物の成長法則を制御し、支配します。すなわち、万物は神の目の中にあり、神の監視範囲内にあります。人間には万物が見えますか。人間に見えるものには制限があります。つまり、自分の目の前にあるものに限られるのです。人間は高い場所、遠い場所、深い場所を見ることができません。人間に見えるのは目の前にあるものと、視野の中にあるものだけです。

2 人間が一年間の四季の法則や万物の成長法則を知っていたとしても、万物を管理したり支配したりすることはできません。その一方、神の万物の見方は、あたかも神が自ら製作した機械を見るようなものです。神はそれぞれの部品について熟知しているのです。その原則が何か、その法則は何か、その目的は何かについて、神はこれらのことすべてを明白に知っています。それゆえに、神は神であり、人間は人間なのです。たとえ人間が科学や万物の法則の研究を続けたとしても、それは依然として限界のある範囲内であり、その一方で神は万物を支配しています。それは人間にとって無限です。もし人間が神が行なった極めて小さな何かを研究したならば、生涯を研究に捧げても、何ら実質的な成果を達成しないことがありえます。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VIII.」（『言葉』第2巻）より編集


935 神の本質は全能で実際的である

1 神が行なうすべてのことには、神の全能性にまつわる側面と、神の実際性にまつわる側面が関係しています。全能性は神の本質ですが、実際性もまた神の本質なのです。これら二つの側面を分けることはできません。神が現実的かつ実際的に業を行なうのは、神の実際性の側面が働いているということであり、神がこのような形で働きを行なえることはまた、神の全能性の側面も示しています。神が行なう一切のことには全能性と実際性両方の側面が含まれており、いずれも神の本質に基づいてなされます。それは神の性質のあらわれであり、神の本質と神そのものの明示なのです。

2 神が現実的かつ実際的に働きを行ない、真理を表すことで人類の堕落を清めて解消し、人を直接導けることは、神の実際性の側面を示しています。また、神は自身の性質と神そのものを表わし、人間にはできない働きをすべて行なうことができますが、そのことの中に神の全能性の側面が見て取れます。神は権威を用いて自身の言葉を実現させ、戒律を確立させ、述べることがなされるようにします。神が話す中で神の全能性は明らかになります。神は万物を支配し、サタンを動かして自分に奉仕させ、人を試して精錬する環境を整え、彼らの性質を清めて変えますが、そのすべてが神の全能性の側面の表われなのです。神の本質は全能性と実際性であり、これら二つの側面は互いに補い合っています。神が行なう一切のことはその性質のあらわれであり、神そのものの明示です。神そのものには神の全能、義、威厳が含まれます。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


936 神は万物の生存法則を司る

1 人間は神が存在することを認めることもなければ、創造主が万物を造り、万物に対する主権を握っているという事実を受け入れることもなく、さらには創造主の権威の存在を認めることもありません。それにもかかわらず、人文科学者、天文学者、物理学者は、宇宙における万物の存在、そして万物の運動を律する原理と法則が、巨大で目に見えない暗黒のエネルギーにより統治され、支配されているという結論に達することが益々多くなってきています。この事実により、人間は、こうした規則性の中心に並外れた者が存在し、すべてを指揮しているということに向き合い、認めざるを得なくなっているのです。

2 彼の力は非凡であり、その素顔を見ることができる人はいないものの、彼は常に全てを統治し、支配しています。彼の主権を超えることができる人や力は存在しません。人間は、こうした事実と向き合う中で、万物の存在を統治する法則は人間が制御できないものであり、誰にも変えられないものであることに気付かねばならず、また、こうした法則は人間が完全に理解できないものであり、自然に発生するものではなく、統治者の命令によるものであることを認めなければなりません。

3 神による統治と支配の下においては、万物は神の思いに従って出現し、消滅し、その存在を統治する法則が生まれ、その法則に沿って生長し、繁殖します。これらの法則を超える人間や物事は存在しません。すなわち、こうした法則を生むのは神の権威と心であり、神の思いにより移行し、変化し、そうした移行と変化はすべて神の計画のために発生し、消滅します。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


937 人の命は神の統治なくしては存在できない

人の生存と増殖のために

神が為す全ては重要だ

彼が万物の中で為すことは

人の生存に不可欠である

人種・国籍を問わず

あなたは神が定めた人類の生存環境から離れられない

物であれ 人であれ

神の支配・統治なしには存在できない

神の支配と供給がないと

人の命・肉にある命は消えるだろう

これが人の生存のため

神が環境を定めた重要性だ

全人類の生存のために定めた環境を通して

神が与える養育・供給から

あなたは自らを切り離せない

物であれ 人であれ

神の支配・統治なしには存在できない

神の支配と供給がないと

人の命・肉にある命は消えるだろう

これが人の生存のため

神が環境を定めた重要性だ

どのように生計を立てようと

肉の命の維持がどうあれ

あなたは自らを神の支配から

神の管理から切り離せない

物であれ 人であれ

神の支配・統治なしには存在できない

神の支配と供給がないと

人の命・肉にある命は消えるだろう

これが人の生存のため

神が環境を定めた重要性だ



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 IX.」（『言葉』第2巻）より編集


938 神の性質は崇高で偉大である

1

神の怒りは向けられる

正しくないものが人間を虐げ

闇と悪の存在や

真理を追いやり

善に逆らうものがある事に

神の怒りは象徴する

全ての悪いものの終りを

更にまた神の聖さを

神の喜びは

義と光が世界を訪れ

闇と悪の崩壊

神の喜びは

人間に光と美しい生活をもたらす

神の喜びは義である

それは良いもの全ての象徴

幸運の象徴

幸運の象徴



2

神は悲しむ

望みである人間が闇の中にいて

人間への業が神の意志にそぐわず

愛する全ての人間が光の中で生きられぬ事に

神は悲しむ

罪無く誠実なのに盲目な者たちを

善良なのに確信が持てない者たちを

神の悲しみは

神の善と憐みと美と慈愛の象徴

神の喜びは

義と光が世界を訪れ

闇と悪の崩壊

神の喜びは

人間に光と美しい生活をもたらす

神の喜びは義である

それは良いもの全ての象徴

幸運の象徴

幸運の象徴



3

神は幸せに思う

敵を打ち人間の真心が勝ち

敵の勢力が退き消える事

人類が平穏な生活を送る事を

神の幸せは人が思う幸福とは違い

幸福にまさる実を刈り入れる味わい

神の幸せは

もうこれ以上人類が苦しむ事がない事　

神の幸せは

人類が光の世界に入ることの象徴

神の喜びは

義と光が世界を訪れ

闇と悪の崩壊

神の喜びは

人間に光と美しい生活をもたらす

神の喜びは義である

それは良いもの全ての象徴

幸運の象徴

幸運の象徴



『神の出現と働き』「神の性質を理解することは極めて重要である」（『言葉』第1巻）より編集


939 神の性質の象徴

1

神の性質

人類への愛や慰め

人類への憎しみと完全な理解

神の性質

神の性質 生きとし生けるもの統べる

創造主のみが備える

神の性質

それは尊さ 高貴さ 力と偉大さ 至高示す

神の性質

God is forever この上なく

and man, forever 価値が低い

Oh God is forever 人に身を捧げ

But man, forever 利己的なまま



2

神の性質

全ての善と正義 美しさ また権威のシンボル

神の性質

神はいかなる闇や敵にも

付け入られない破れないもの

何も神を犯すこと許されない

神の性質は最高の力のシンボル

神の性質

No one or people 御業と性質阻むことない

God forever 人のために労したが

人は光や義に貢献しない



3

人はごく小さな打撃にも破れる

人の働きはいつも自身のため

God is forever この上なく

and man, forever 価値が低い

Oh God is forever 人に身を捧げ

But man, forever 利己的なまま

人は私利私欲

神は無欲無私

神は美しさ、善の源

人は全ての醜さと悪を紡ぐ後継者

神の義と美は永久に変わらない

God is forever この上なく

and man, forever 価値が低い

Oh God is forever 人に身を捧げ

But man, forever 利己的なまま

God forever 人のため労したが

yet man never 光や正義にも貢献しない

ごく小さな打撃にも破れてしまう

人は利己的だから

God is forever この上なく

and man, forever 価値が低い

神の義と美は永久に変わらない

それは永久に変わることない

いつでも人は義に背を向け

神から離れようと



『神の出現と働き』「神の性質を理解することは極めて重要である」（『言葉』第1巻）より編集


940 神の義なる性質は真実で鮮明

1 神の性質は生気にあふれており、生き生きとしていて、神は事態の展開に応じて、その思いと態度を変えます。ニネベの人々に対する神の態度が変わったことで、神には自身の思いと考えがあることが人間にわかります。神は機械でも粘土細工でもなく、生きている神自身なのです。神がニネベの人々に対して怒ることもあれば、彼らの態度ゆえに彼らの過去を赦すこともありえます。神はニネベ人に災いを起こすと決定することもできれば、ニネベ人の悔い改めゆえに、その決定を変更することもできました。

2 しかし現実では、神の思いは、物事や環境の変化に伴い、常に変化しています。神の思いが推移しているとき、神の本質の様々な側面が現れます。この推移の過程において、心を変えた瞬間に神が人類に示すのは、神のいのちが実在していることと、神の義なる性質が活発な生命力にあふれていることです。同時に、神は自身の真の明示により、神の怒り、憐れみ、慈悲、寛容が存在する真実を人間に証明します。

3 神の本質は、物事の展開にしたがっていつでも、どこでも明示されます。神には、獅子の怒りと母の憐れみと寛容があります。神の義なる性質は、誰かがそれを疑うこと、侵害すること、変更すること、ゆがめることを許しません。神の義なる性質、すなわち神の怒りと憐れみは、時間と場所を問わず、あらゆる物事において表出されることができます。神はこうした側面をありとあらゆる場所で鮮明に表出し、あらゆる瞬間に、それを鮮明に実行します。

4 神の義なる性質は、時間や場所に制限されません。つまり、神の義なる性質は、時間と場所の制約に支配されて機械的に表出されたり明示されたりするのではなく、いつでも、どこでも、自由に表出、明示されるのです。神が心を変えて怒りを表出しなくなり、ニネベの町を滅ぼさなかったのを見て、神は単に憐れみ深く、愛情があるのだ、と言えますか。神の怒りは空虚な言葉から成ると言えますか。神が激しい怒りを表わし、憐れみを撤回するとき、神は人類に真の愛を感じていないと言えますか。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


941 神の義の性質は特有である

1

神は特有の方法と原則で

神の義の性質を表現する

どんな人々も

どんな出来事や物も

神がそれらに支配される事は決してない

神の考えや思いを変える事は出来ない

違う道を試すように説得する事も出来ない

これこそが他にはない創造主の義の性質の本質である



2

神はその義の性質によって

全ての創造物の行いや思いを裁く

それに基づいて

神は怒りを注ぎ

また時には憐れみを与えてくれる

神の憐れみや怒りを変える事は出来ない

神の本質だけがこの道を決める事が出来る

これこそが他にはない創造主の義の性質の本質である



3

神の義の性質は神聖で他にはなく

冒瀆し疑う事は誰にも出来ない

創られたものも

創られなかったものも

それらを所有することは誰にも出来ない

神の怒りは聖く

侵害される事は決してない

神の憐れみもまた同じ性質を持っている

これこそが他にはない創造主の義の性質の本質である



4

創られたものも

創られなかったものも

神の代わりに行うことは誰にも出来ない

神がしたようにソドムを滅ぼす事は出来ない

そして神がしたようにニネべを救う事も出来ない

これこそが他にはない創造主の義の性質の本質である



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


942 神の溢れるいつくしみと計り知れない怒り

神のいつくしみと寛容の存在は

本当であり真実

だが神が怒りを注ぐ時

神の聖さと義は

どんな罪も容赦しないという

神の別の面が表される



1

人が神の命令に完全に従い

神の要求に沿って行動すれば

神は溢れるいつくしみを豊かに与える

堕落・憎しみ・神への敵意で満ちるなら

神は計り知れない怒りを人に示す

人の邪悪な行いと反抗がある限り

神の怒りは止むことがない

それが神の目の前からなくなるまで

その時初めて神の怒りは消え去る

その怒りはいつ果てるのか

人の邪悪と反抗がなくなるまで



2

誰であろうと

神から心が離れ去り

二度と神のもとに戻らないならば

心と体はうわべだけで神に従い

自分勝手な願いを持つだけであろう

どんなに神を礼拝し従いたくても

ひとたび神から心が離れてしまえば

神の怒りは絶えず注がれる

改心の機会を何度も与えた後

神の底知れぬ怒りは止められない

そんな者にはもう二度と

いつくしみと寛容は示されない

どんな罪も容赦できない神の性質

優しく美しく良いものには

神は寛容でいつくしみ深い

邪悪で罪深く不正なものには

神の怒りは計り知れず

その怒りを止めることはできない

これが神の性質の主な特徴

神が最初から最後まで啓示してきた

溢れる慈しみと計り知れない怒りを



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


943 神の性質は憐み、愛、義、威厳

1 ソドムの町を滅ぼすために神が火を用いることは、人類や他の物を徹底的に滅ぼす神の最迅速の方法です。ソドムの住民を焼き尽くしたことで、彼らの身体だけでなく、その霊と魂と身体全体を滅ぼし、それにより物質的世界と人間には見えない世界の両方において、町にいた人々の存在の消滅が確実なものとされました。それは、神が怒りを明示し表現する方法の一つです。このような明示や表現は、神の怒りの本質の一面であり、当然ながら神の義なる性質の本質の明示でもあります。

2 神が怒りを伝えるとき、神は憐れみと慈愛を明らかにするのを停止し、寛容と忍耐も一切見せません。神に引き続き忍耐強くあり、今一度憐れみと寛容を与えるように説得できる人間、物、理由は一切存在しません。それどころか神は一瞬の迷いもなく、神の怒りと威厳を伝え、望むことを行ないます。神は自らの望む通りに、これを迅速かつ円滑に行ないます。人間が犯してはならない神の怒りと威厳は、こうして伝えられ、それは神の義なる性質の一側面を表すものでもあります。

3 神が人間への懸念と愛を示しているのを目撃すると、人間は神の怒りを感じることも、神の威厳を見ることも、反抗に対する神の不寛容を感じることもできません。そのため、神の義なる性質が単に憐れみと寛容さと愛のみであると人間は信じるようになりました。しかし、神が町を滅ぼし、人類を憎悪するのを目の当たりにし、人間を滅ぼす際の神の怒り、そして神の威厳を見ることで、人間は神の義なる性質の別の側面を見ることができるようになります。これが侮辱への神の不寛容です。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


944 神は義なる性質によって人間を存続させる

1 神が怒りを示すとき、邪悪な勢力が阻止され、邪悪な物事が破壊される一方、義であり肯定的な物事は、神の慈しみと保護を与えられ、存続することが許されます。神が怒りを伝えるのは、不義で否定的で邪悪な物事が、正義で肯定的な物事の通常の活動と発達を妨害し、攪乱し、破壊するからです。神の怒りの目的は神自身の地位や身分を守るためではなく、義であり、肯定的であり、美しく善なるもの、そして人類の正常な生存の掟と秩序を守るためです。これが神の怒りの根本的な原因です。神の怒りは極めて適切で、自然であり、神の性質の真の明示です。神の怒りには、隠れた意図がなく、虚偽や策略もなく、欲望も狡猾さも悪意も暴力も邪悪も、その他の堕落した人類に共通する特徴も一切存在しません。

2 怒りを伝える前に、神はすでにあらゆる物事の本質を極めて明瞭かつ完全に把握しており、また正確かつ明瞭な定義と結論を導き出しています。それゆえ、神のあらゆる業の目的は、神の姿勢と同様、極めて明確です。神の心に混乱はなく、神は盲目でも、衝動的でも、軽率でもなく、そしてなによりも無原則ではありません。これが神の怒りの実践的側面であり、この側面のため、人類は普通の存在を達成したのです。神の怒りがなければ、人類は異常な生活条件へと陥り、義であり、美しく善良なものはすべて破壊され、消滅するでしょう。神の怒りなくしては、被造物のための生存の掟と法則は破壊され、完全に転覆されることさえあるでしょう。

3 人間が造られて以来、神は義の性質により人類の正常な生活を守り維持し続けています。神の義なる性質に怒りと威厳が含まれているため、邪悪な人や物事、人類の普通の生活を阻害し損なうあらゆるものが、神の怒りによる罰を受け、制限され、破壊されます。過去数千年間にわたり、神は義なる性質により、神の人類経営において神に反抗しサタンの僕や手先として行動するあらゆる不浄な悪霊を倒し、破壊し続けてきました。このように、人類を救う神の働きは、常に神の計画に従って進行してきました。つまり、神の怒りの存在のおかげで、人間による最も義なる営みは破壊されたことがないのです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


945 神の怒りの象徴

1 神の性質は神自身の固有の本質で、時間の経過とともに変化することも、地理的位置によって変化することもありません。神の固有の性質は、神のみにある本質です。神が誰に働きを行なおうと、神の本質も、神の義なる性質も不変です。誰かが神を怒らせたときに、神が怒りを放つのは、神固有の性質です。このとき、神の怒りの背後にある原則や、神の唯一無二の身分や地位は不変です。神の本質が変化したり、神の性質に異なる要素が生まれたりするために神は怒るのではなく、神が怒るのは、人間の神に対する反抗が神の性質に反するからです。

2 人間の神への目に余る挑発は、神固有の身分と地位に対する深刻な挑戦です。神から見ると、人間が神に挑戦するということは、人間が神と争い、神の怒りを試しているということです。人間が神に反抗し、神と争い、神の怒りを試し続けるのは、罪がはびこるときであり、神の怒りは自然と出現します。したがって、神が怒りを示すのは、あらゆる邪悪な力が滅びること、あらゆる敵対勢力が破壊されるということの象徴です。これが神の義なる性質と、神の怒りの独自性です。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


946 神の怒りは神の義なる性質の表れ

1 神の怒りの噴出は神の義なる性質を示す側面の一つですが、神の怒りは、その対象について無差別であるとか、無原則であることは決してありません。それとは反対に、神は怒りやすくなく、軽率に怒りや威厳を示すことはありません。さらに、神の怒りはきちんと制御され、調整されています。人間が怒りを爆発させたり、発散させたりするのとは比較になりません。したがって、神の怒りの発出は神の気分を示すものでも、神の感情のはけ口でもありません。神の怒りは、人間が考えるような感情の爆発ではありません。神は、気分を制しきれないから、怒りが我慢の限界を超えたので放出しなければならないから怒りを発出させるのではありません。逆に、神の怒りは神の義なる性質を示し、純粋に表現するもので、神の聖なる本質の象徴的な顕示です。

2 神は怒りであり、侮辱されることを容赦しません。これは、神の怒りが原因に無関係ということでも、無原則であるということでもありません。原因に無関係に無原則に手当たり次第に怒りを爆発させるのは、堕落した人類が独占権をもっています。人間は、罪の存在を正当化し是認するために突然激怒して感情を露わにします。そうした行動で、人は自分の不満を表すのです。このような行動は汚れや謀略に、人間の堕落と邪悪に、そして何よりも人間の向こう見ずな野心と欲望に満ちています。正義が邪悪と衝突しても、人間が正義を守り是認するために怒りを爆発させることはありません。それとは逆に、正義の勢力が脅威にさらされ、迫害され、攻撃されると、人間の態度は無視、回避、畏縮といったものになります。しかし、邪悪の勢力に対峙すると、人間は迎合し、ぺこぺこ頭を下げるといった態度を取るのです。したがって、人間の怒りの爆発は、邪悪な勢力にとって逃げ道であり、肉なる人間の猛烈で抑制できない邪悪な行動の表出なのです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


947 神がソドムを滅ぼしたのは人類への警告

彼らの邪悪な所行全てを考慮すると、神のしもべを傷つけたことは氷山の一角に過ぎず、それにより暴露された彼らの邪悪さは、大いなる海のひとしずくに過ぎません。したがって、神はソドムの住民を火で破壊することに決めたのです。

1 神は洪水や嵐、地震、津波など他の方法は用いませんでした。神がソドムの破壊に火を用いたことは、何を意味しましたか。それは町の完全なる破壊を意味しました。それは、ソドムの町という存在が地球上から完全に消滅したことを意味しました。ここで言う「破壊」とは、町の形態や構造や外観が消滅しただけでなく、町の中にいた人々の魂も消え去り、根絶されたということを意味します。簡単に言えば、ソドムに関係するすべての人々、出来事、物が破壊されたということです。ソドムの住民には来世や再生はなく、神は自らが創造した人類から彼らを永久に根絶させました。

2 火の使用は、その場所での罪の終わり、そこで罪が阻止されたことを意味します。その罪は消滅し、広まることがありません。それは、サタンの邪悪はその温床と、さらに滞在場所であった墓さえも奪われたことを意味しました。神とサタンの戦いにおいて、神が火を用いるということは、神の勝利の証をサタンに焼き付ける烙印です。ソドムの破壊は、人間を堕落させ、虜にすることで神に対抗するサタンの野望における大いなる失策であり、また同様に、人間の発達過程において人間が神の導きを拒み、悪に身を委ねた時期の屈辱的な印でもあります。さらにそれは神の義なる性質を真に明示する記録でもあるのです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


948 終わりの日の人々は神の怒りを見たことがない

1 創造のときから今日に至るまで、この最後の集団ほど神の恵み、あるいは神の憐れみと慈愛を享受した集団は他になかったと言えるでしょう。最後の段階において、神は裁きと刑罰の働きを行ない、威厳と怒りによって働きを行なってきましたが、ほとんどの場合、言葉だけを使って自身の働きを成し遂げます。言葉を用いて教え、潤し、施し、養うのです。その間、神の怒りはずっと隠されており、その言葉の中で怒りに満ちた神の性質を経験する場合を除き、神の怒りを自ら経験したことのある人はほとんどいません。

2 つまり、神の裁きと刑罰の働きが行なわれている間、その言葉の中で現わされている神の怒りによって、人々が神の威厳と、神が背きを許さないことを経験することはできますが、その怒りが言葉の枠からはみ出ることはありません。言い換えれば、神は言葉を用いて人を戒め、暴き、裁き、罰し、そして断罪することさえあります。しかし、人間に対してまだ深く怒ってはおらず、言葉を用いる以外に人への怒りを発したことはほとんどありません。したがって、この時代に人間が経験した神の憐れみと慈愛は神の真の性質の現われであり、一方、人間が経験した神の怒りは単に神の発言の口調と語感の影響に過ぎないのです。この影響をもって、神の怒りを真に経験した、あるいは真に認識したと、多くの人が誤解しています。

3 その結果、ほとんどの人が神の言葉の中に神の憐れみと慈愛、そして神が人の背きを許さないことを見たと信じており、その大半が人間に対する神の憐れみと寛容を理解するようになったとさえ思っています。しかし、人間の行ないがどれだけ悪くても、人間の性質がどれだけ堕落していても、神はいつも耐えてきました。神が忍耐する目的は、自身の語った言葉、注いだ労力、および払った代価が、自分が得ようと望む人たちの中で効果を発揮するのを待つことです。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


949 神の怒りの象徴的な意味

1

神の威厳と聖さが試され

人知れず正しい力が妨げられる時

それは神の怒りが注がれる時である

神の本質がゆえに

神に逆らう全ての勢力は悪であり不義である

それらはサタンから発し サタンに属している

神は義であり 光であり 聖であるから

サタンに属する全ての邪悪で堕落したものは

ここから消えて失くなるだろう

それは神の怒りが注がれる時に起こるだろう

神の怒りが注がれる時

悪の勢力は阻止されるだろう

神の怒りが注がれる時

人を傷つける罪は止むだろう

全ての敵の勢力は知られ

切り離され 呪われるだろう

神の怒りが注がれる時

サタンの使いは罰され絶えるだろう



2

神の業は妨げられず前進し

神の計画は一歩ずつ発展する

それは神の怒りが注がれた後そうなる

神が選びし人々は

サタンの妨げと欺きから自由になり

神に従う者たちは平和の地で神の満たしを楽しむ

それは神の怒りが注がれた後そうなるだろう

神の怒りは防御であり

悪の勢力を阻止するだろう

神の怒りは防御であり

全ての正しきものを守っている

神の怒りは防御であり

正しく肯定的なものたちが

迫害され破壊されないよう守っている



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


950 神の本質は尊厳に満ちている

1

神の本質には愛があり

憐れみは全てに及ぶが

尊厳も神の本質であることを

人々は忘れている

愛の神だが

人に侵害されても

何も感じず反応しない訳ではない

人間の想像で神を定義したり

勝手な願いを押し付けたり

人の考えや様式を用いて

人類を取り扱うよう

神に強いてはならない

さもなければ

あなたは神を怒らせ 神の憤りを誘い

その尊厳に挑んでいることになる



2

神は憐れみ深いが

それは何の原則もなく 人間を取り扱うということを

意味している訳ではない

神は生きており、まことに存在する

決して操り人形や物ではない

人間の想像で神を定義したり

勝手な願いを押し付けたり

人の考えや様式を用いて

人類を取り扱うよう

神に強いてはならない

さもなければ

あなたは神を怒らせ 神の憤りを誘い

その尊厳に挑んでいることになる



3

神は確かに存在する

だからこそ私達は

神の心の声に耳を傾け

神の態度に注意を払い

神がどのように感じているか

ああ、理解しなくてはならないのだ

人間の想像で神を定義したり

勝手な願いを押し付けたり

人の考えや様式を用いて

人類を取り扱うよう

神に強いてはならない

さもなければ

あなたは神を怒らせ 神の憤りを誘い

その尊厳に挑んでいることになる

ああ、神の尊厳に挑んでいることになる



『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


951 神の性質は侵害を許さない

1

人類はまず初めに

神だけが持つ性質を知るべきだ

その性質は侵害を許さない

誰もそれに干渉したり

影響を与えることはできない

それはあらゆる想像を絶し

真似ることもできない

公然と神に逆らう者を 神は許さない

創造物であろうとなかろうと

それが選ばれし者であろうと

憐れみを受けた者であろうとも

一度でも彼らが神の性質を侵害し

神の寛容の原則を壊せば

神は義の性質を打ち放ち

どんな侵害も許さないだろう



2

神はこの性質を持つ

聖なる穢れなき本質があり

神に反する罪を憎むから

神は全ての不従順と

人々を堕落させるサタンの悪の行為を憎み

また 邪悪と闇を嫌う

公然と神に逆らう者を 神は許さない

創造物であろうとなかろうと

それが選ばれし者であろうと

憐れみを受けた者であろうとも

一度でも彼らが神の性質を侵害し

神の寛容の原則を壊せば

神は義の性質を打ち放ち

どんな侵害も許さないだろう



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


952 人の背きは神を怒らせる

1

神の怒りが山河を揺るがす時

神は臆病者を助けず

悔い改めの機会を拒否し

望みを捨て当然の報いで罰する

波が怒りで荒れ狂うように

一万の山が崩れるように雷は轟く

背きにより人間は倒され殺され

雷と稲妻により全ての被造物は消し去られる

神の怒りにより全人類は彼から遠く離れる

神の霊の本質に逆らったので

人の背きは神を怒らせた



2

突然宇宙は混乱に陥り

被造物は本来の命の息を回復できない

人は雷の轟きから逃れられない

稲妻の中で人間たちは

激流に流されて一掃され

山から転げ落ちる

そして一斉に

人間の「終着点」に「人」の世界があり

海には死体が浮かんでいる

神の怒りにより全人類は彼から遠く離れる

神の霊の本質に逆らったので

人の背きは神を怒らせた

神の怒りにより全人類は彼から遠く離れる

神の霊の本質に逆らったので

人の背きは神を怒らせた

地上で安全な他の人たちは歌い

笑いと歌の響く中で

神が守った約束を味わう

それは彼らにだけ守った約束

それは彼らにだけ守った約束



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十七章」（『言葉』第1巻）より編集


953 神の怒りの光景

1

神が凄まじく怒ると

世界は火山の噴火のようなあらゆる天災を被る

天上に立つと

地上では日一日と人類に惨事が迫るのが見える

高みからは地球が地震前の光景に見える

灼熱の水が押し寄せ

溶岩がそこら中に流れる

山は動き 冷たい光が輝き

世界は火の中に沈む

神の裁きが来た

肉なる者は逃げられない

これが神の怒りの光景

凄まじい光景だ



2

世界を滅ぼすのに戦争や紛争は要らない

神の刑罰のゆりかごを全世界が「楽しむ」

誰も神の裁きから逃れられず

一人ひとりがそれを通る

高みからは地球が地震前の光景に見える

灼熱の水が押し寄せ

溶岩がそこら中に流れる

山は動き 冷たい光が輝き

世界は火の中に沈む

神の裁きが来た

肉なる者は逃げられない

これが神の怒りの光景

凄まじい光景だ



『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第十八章」（『言葉』第1巻）より編集


954 災いが襲うとき

神のすべての憐みは

神を愛し 自己を放棄する者たちに施され

悪人への懲罰は神の怒りと義の証しだ



1

災いが襲うとき

神に反抗する者は飢えや病に直面して涙する

神に従うが 悪を行ってきた者も

この運命に直面し 恐れの中で生きる

神に従う者だけが喜び

神の力を称賛する

彼らは大きな満足感の中で生き

これまでにない大きな喜びを感じる

神は人の善行を宝とし 人の悪行を憎む

神のすべての憐みは

神を愛し 自己を放棄する者たちに施され

悪人への懲罰は神の怒りと義の証しだ



2

神は初めて人を導き始めたときから

心を一つにする人を求めてきた

神はそうでない者のことを覚えていて

心に嫌悪を抱いて 彼らを見ている

報復を解き放つ機会を 神は待ち続け

そして大きな楽しみをもって それを見るだろう

神の日が来た！

もう待つ必要はないのだ！

神は人の善行を宝とし 人の悪行を憎む

神は人の善行を宝とし 人の悪行を憎む

神のすべての憐みは

神を愛し 自己を放棄する者たちに施され

悪人への懲罰は神の怒りと義の証しだ



『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」（『言葉』第1巻）より編集


955 神の業の目的と原則は明瞭

1 ニネベの人々への神の意図の変化には、躊躇や曖昧さが一切含まれていません。むしろ、それは純粋な怒りから、純粋な寛容への変化でした。これは神の本質の真の明示です。神はその行ないにおいて、優柔不断であることや躊躇することが決してありません。神の行ないの背後にある原則と目的はすべて明白かつ透明、純粋で完璧であり、その中に策略や陰謀は一切潜んでいません。つまり、神の本質には闇や邪悪が一切含まれていないのです。

2 ニネベの人々の悪の行いが目に留まったため、神は彼らに怒りを覚えました。このとき、神の怒りは神の本質に由来していました。しかし、神の怒りが消え、ニネベの人々に再び寛容を見せたときに神が明示したものも、やはりすべて神の本質でした。この変化は、すべて人間の神に対する姿勢の変化に起因しました。この間、侵害を許さない神の性質も、神の寛容な本質も、神の愛と憐れみに満ちた本質も変わりませんでした。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


956 人間に対する神の姿勢

1 人が邪悪な行動を取り、神を侵害すると、神はその人に神の怒りを下します。人が真に悔い改めれば、神の心は変化し、神の怒りは静まります。人が頑なに神に反抗し続けると、神の怒りは静まらず、神の激しい怒りは徐々にその人に迫り、最終的にその人は滅びます。これが神の性質の本質です。神が表しているのが怒りであれ、憐れみと慈愛であれ、人間の行動や振る舞い、そして心底にある神への態度が、神の性質の明示において何が表されるかを左右します。

2 神がある人に怒り続けているならば、その人の心は間違いなく神に反抗しています。その人は真に悔い改めたことも、神の前で頭を下げたこともなく、神への真の信仰を持ったこともないため、神の憐れみと寛容を得たことがありません。ある人が神の労りや憐れみ、寛容を頻繁に受けているのなら、その人の心には間違いなく神への真の信仰があり、その心は神に反抗していません。その人はしばしば神の前で正直に悔い改めるので、その人にしばしば神の懲らしめが下ったとしても、神の怒りが下ることはありません。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


957 神は人が心から悔い改めることを望む

1

神はニネベの人々に怒り

彼らの町を滅ぼすと宣告した

だが彼らが断食を宣言し

粗布と灰をかぶると

神の心は穏やかになり変った

ニネベの人々への神の怒りは

憐れみと寛容へと変わった

彼らが罪を告白し悔い改めたから

神は人に怒る時

真に悔い改めることを望み

悔い改めるなら憐れむ

人の悪ゆえに神は怒る

神に耳を傾け

悔い改め 悪の道を離れ

暴力を全て捨て去るなら

憐れみと寛容が与えられる



2

この神の性質の現われに矛盾はなく

彼らの悔い改めの前後に

神はこれらの異なる本質を現わし

神の本質が現わされた

こうして人は神の本質と現実性を見ることを許された

そしてまた

人は神の本質を侵害してはならないことが示された



3

神はその態度によって人々に知らせた

神は憐れみを示したくないのではない

心から悔い改め 暴力から離れ

悪から立ち返る者がほとんどいないだけだ

ニネベの人々への扱いは

憐れみを得られることの現われで

悔い改め悪を離れるなら

神の心は変わる

神は人に怒る時

真に悔い改めることを望み

悔い改めるなら憐れむ

人の悪ゆえに神は怒る

神に耳を傾け

悔い改め 悪の道を離れ

暴力を全て捨てさるなら

憐れみと寛容が与えられる



『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


958 神の業の原則は変わらない

自ら造ったあらゆる物、人、生物の取り扱い、取り組み、経営、管理、支配について、神は誠実で責任をもっており、その点に関して注意を怠ることは決してありません。

1 神は善良な人々に対して慈悲深く親切であり、邪悪な人々に対しては容赦ない懲罰を与えます。また様々な生物については、人間界におけるその時々の必要性に従い、時宜を得た規則的な方法で適切な采配を行うので、そうした様々な生物は、それぞれが受け持つ役割に従い、整然と生まれ変わり、秩序をもって物質世界と霊界の間を行き来するのです。ゆえに、霊界か物質世界かを問わず、神が業を行う原則は変わりません。あなたが神の業を見られるかどうかにかかわらず、その原則が変わることはないのです。あらゆるものに対する神の姿勢、および万物に対する神の処遇には、一貫して同じ原則があります。これは不変です。

2 未信者のうち比較的真面目に生活している人に対し、神は親切であり、また各宗教の信者のうち、行いが正しく悪事を犯さない人の機会を神は守り、神が経営しているすべての物事において役割を担うこと、そしてなすべきことをなすことを許しています。同様に、神に付き従う人、そして神の選民についても、神は自身の原則に従い、誰一人として差別しません。神は心から神に従えるすべての人に対して親切であり、またそのような人を愛します。未信者、様々な宗教の信者、そして神の選民など、様々な種類の人々について、神が授ける物事は異なるということなのです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 X.」（『言葉』第2巻）より編集


959 神の性質を怒らせるとどうなるか

1 神を冒涜したり、神に抵抗したり、果ては神を中傷さえしたりする人々、つまり、意図的に神を攻撃したり、中傷したり、呪ったりした人々に対し、神は見ないふりをすることも、聞こえないふりをすることもありません。むしろ、そのような人たちに対する明確な姿勢があります。神はこうした人々を嫌悪し、心の中で断罪します。そして、神には自身を冒涜した人に対する明確な姿勢があること、およびそのような人の結末を神がどう定めるかを人々に知らしめるべく、神は彼らの結末を公然と明らかにします。

2 神は事実を生じさせることで、一部の人の邪悪な行ないを取り扱います。こうした事実が生じるとき、その懲罰を受けるのは人の肉体ですが、そのことは、その懲罰が人間の目に見えるものであることを意味しています。一部の人々の邪悪な行動を取り扱うとき、神は言葉によって彼らを呪い、それと同時に神の怒りが彼らに及びますが、彼らが受ける懲罰は人の目には見えないものです。それにもかかわらず、この種の結末は、罰せられたり殺されたりといった目に見えるもの以上に深刻な場合があります。

3 したがって、人々が神に抵抗し、神を中傷、冒涜したとき、あるいは神の怒りを買ったり、我慢の限界を超えさせたりしたとき、その結末は想像を絶するものになります。神が彼らのいのち、彼らにまつわる一切のことを永遠にサタンに委ねるというのが、最も深刻な結末です。このような人は永遠に赦されません。そのことは、この人物がサタンの餌食になり、玩具になり、そして今後は神と無関係になることを意味します。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


960 神の性質に背かない方法

わたしが語った語句の全てには、神の性質が含まれている。わたしの言葉を慎重に熟考するとよい。必ずそれらから多くの利益を得るであろう。神の本質を把握することは非常に難しいが、わたしはあなたがた全員に神の性質について少なくともいくらかの認識があると信じている。ゆえに、わたしは、あなたがたが神の性質に背かないより多くの事柄をわたしに示し、行うことを望むのである。そうすればわたしは安心するだろう。例えば、いかなる時にも心の中で神を思いなさい。何かを行う時は、神の言葉に従って行いなさい。全てのことにおいて神の意図を探し求め、神を軽視したり神の栄誉を汚したりする事は行わないようにしなさい。さらに、神を心の奥に追いやって心の中の未来の空虚さを埋めないようにしなさい。もしそのようなことをするならば、あなたは神の性質を侵害することになるのである。また、生涯を通じて決して神を冒涜する事を口にしたり、神に対して不平を言ったりせず、さらには、神があなたに委ねた全ての事を生涯、正しく行うことができ、神の言葉の全てに従うならば、行政命令に背くことを避けたことになる。

『神の出現と働き』「神の性質を理解することは極めて重要である」（『言葉』第1巻）より編集


961 神が人を懲罰する日が迫っている

1 多くの人は自分が甚だしい過ちを犯したので心が落ち着かず、またたった一つの善行すらしてこなかったので自分を恥じている。しかし、自分の罪を恥ずかしいとは全く思わず、ますます悪くなる者も多く、まだ完全に暴露されていない自分の醜い顔の覆いを完全に引き剥がし、わたしの性質を試そうとする。わたしは誰かの行動を気にすることも注意深く見ることもない。むしろ、情報収集であれ、地上を動き回ることであれ、関心のあることを行なうことであれ、わたしはするべき働きをする。大切な時には、一秒も遅れることも早まることもなく、落ち着いて迅速に当初の計画通りに人間のもとで働きを進める。

2 しかし、わたしの働きの各過程で、捨て去られる人もいる。わたしは彼らがへつらうようなやり方や、見せかけの卑屈さを嫌悪するからである。わたしが忌み嫌う者は、意図的であろうがなかろうが確実に捨てられる。つまり、わたしが嫌悪する全ての者がわたしのもとから遠く離れていることを望んでいる。言うまでもなく、わたしの家に留まっている邪悪な者を見逃すことはない。人が懲罰を受ける日が近いので、卑劣な魂を全てわたしの家から急いで追い出そうとは思わない。なぜなら、わたしにはわたしの計画があるからである。

『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」（『言葉』第1巻）より編集


962 神の義なる性質は一切の背きを許さない

あなたのような者に対するわたしの義なる性質は、刑罰と裁きであり、それは義なる報いであり、悪を行う者全員への義なる罰である。わたしの道を歩まない者は、たとえ最後まで従ったとしても、みな必ず懲罰を受けるであろう。これこそが神の義である。神の義なる性質は、あなたの言うようなものではない。自分の罪を告白することが上手な者が寛容に取り扱われるということはない。義とは聖さであり、人間の侵害を容赦しない性質であり、したがってけがれたことや変化していないことはすべて、神の嫌悪の対象となる。神の義なる性質は、法ではなく、行政命令である。それは神の国の中の行政命令であり、その行政命令は、真理を持っておらず、変化していない全ての者への義なる罰であり、そこには救いの余地はない。人間がひとりずつ種類ごとに分類される時、善良な者は報酬を受け、邪悪な者は罰を受ける。この時、人間の終着点が明確にされ、救いの働きが終わり、人間を救う働きはそれ以後行われず、悪を行なった者全てに報復がもたらされる。

『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


963 神は侵害を容赦しない

1 神の義なる性質を理解するには、最初に神の感情を理解する必要があります。すなわち、神が何を嫌うか、何を憎むか、何を愛するか、誰に寛容で慈悲深いか、どのような人間にその慈しみを授けるかを理解しなければいけません。これが要点のひとつです。さらに、神がいかに愛情深くても、どれほど多くの慈悲と愛を人に対して抱くとしても、神は自身の地位や身分、および尊厳に背く者を決して容赦しないことも理解しなければいけません。神は人を愛していますが、好きなようにさせることはありません。神は人に愛と慈しみを与え、寛容を示しますが、人を甘やかすことは一切ありません。神には神の原則と限界があります。

2 あなたがどれほど神の愛を感じてきたとしても、その愛がどれほど深かったとしても、他の人間と接するように神と接してはいけません。確かに、神は人をこのうえない親しさをもって扱いますが、人が神を単なる別の人として、あるいは友人や崇拝の対象といった、他の被造物であるかのようにみなした場合、神はそうした人間の前から姿を消し、彼らを見捨てます。これが神の性質であり、人はこの件を軽率に扱ってはいけません。神は人を愛していますが、好きなようにさせることはありません。神は人に愛と慈しみを与え、寛容を示しますが、人を甘やかすことは一切ありません。神には神の原則と限界があります。

3 そのため、自身の性質について神がこのように語っている言葉を、わたしたちはしばしば目にします。あなたがどれほど多くの道を歩み、どれほど働き、どれほど堪え忍んできたとしても、いったん神の性質に背けば、神はあなたがたひとりひとりに対し、自分がしたことに応じて報いを与えます。人が神に背くとき、それは一つの出来事、あるいは一つの発言が原因だとは限らず、むしろその人の態度や状態が原因です。これは極めて恐るべきことです。ゆえに、神が人をどう扱おうと、人のことをどう考えようと、神の地位、権威、身分は決して変わらないということを忘れてはいけません。人類にとって、神は常に万物の主であり、創造主なのです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VII.」（『言葉』第2巻）より編集


964 神が行うすべてのことは義である

1 神についての認識とは、人間のものの見方をもとに、神とはどのようなものかを言うことではありません。人間のものの見方の中に真理はないのです。神の本質は何か、神の性質は何かを、あなたは理解する必要があります。神が行なったこと、あるいは神が取り扱ったことの結果として生じる表面的現象をもとに、神の本質を見てはなりません。神の性質は義であり、神は万人を平等に扱います。そのことは、義人は試練を経る必要がないとか、守られる必要があるということを意味するのではありません。そのようなことではないのです。神には人を試練に晒す権利があります。これが神の義なる性質の表われです。神には自身の思い通りにする権利があり、またそのようにしない権利もあります。これらのことを自分で処理する権利があり、神自身の性質は義なのです。

2 義は決して公平や合理性などではありません。それは平等主義でもなく、あなたがどれほど多くの働きを済ませたかに応じて、あなたが受け取るべきものを割り当てることでも、あなたが行なった働きがなんであれ、それに報酬を支払うことでも、あなたの努力に応じてしかるべきものを与えることでもありません。それは義ではありません。ヨブが神の証しをしたあと、神がヨブを淘汰したことを考えなさい。神はそのときも義だったはずです。これが義と呼ばれるのはなぜですか。何かが人の観念に合っていれば、神は義であると言うのはずっと簡単です。しかし、それを自分の観念に合うものと見なさず、それが自分には理解できないものであれば、神は義であると言うのはとても難しくなるでしょう。神の本質は義です。神の業を理解するのは簡単ではありませんが、神が行なう一切のことは義です。単に人々が理解していないだけなのです。

3 神がペテロをサタンに与えたとき、ペテロはどう答えましたか。「あなたがなさることは人には理解できませんが、あなたがなさるすべてのことにはあなたの善意が含まれています。そのすべてに義があるのです。あなたの賢明なわざをほめたたえずにいられるでしょうか」神が行なう一切のことは義です。あなたはそのことを理解できないでしょうが、自分勝手に判断してはいけません。神の行なうことが理不尽に見えたり、それについて観念を抱いたりするなら、神は義でないとあなたは言います。つまり、あなたこそ極めて理不尽なのです。ペテロは理解できないことに出会ったものの、そこに神の知恵があること、神の善意がその中にあることを確信していました。人間がすべてを理解することはできず、あまりに多くの理解できないことがあります。神の性質を知るのは、本当に簡単なことではないのです。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


965 神の義なる性質を真に認識しているか

1 神は原則に基づいて人の結末を決定する。人の結末は最終的に、その人の個人的な行ないと振る舞いによって決定される。多くの人が神の旨を理解しておらず、神によって予定された人は必ずや残らず救われ、予定されていない人は行動を改善したところで救われないと考えている。こうした人は、神が人間の行ないや振る舞いに基づいてその人の結末を決めることはないと考えている。このように考えているのであれば、あなたは神を誤解している。神が実際にそうするとしたら、神は義であるだろうか。

2 あなたには神の義なる性質が理解できず、常に神を誤解し、神の旨を歪めている。そのせいでいつも悲観的になり、失望している。それは自ら招いたことではないか。実のところ、あなたは神の旨を真に理解し、確信しているのか。あなたは常に「神の予定」という一言で神の言葉を表わし、それを否定する。それは神に関する深刻な誤解である。あなたは神の働きをまったく理解しておらず、神の旨も、神が万事をどれほど考慮しているかも理解していない。あなたは神の旨を誤解し、神の言うことを信じない。ならば、どうして自分の本分を正しく尽くし、神の旨を満たせようか。

3 多くの人は真理を実践することにも、自分の性質を変化させることにも集中しない。ひたすら歩き回り、自分はよい終着点を得られるかどうか、神は自分をどう扱うか、自分を神の選民にするよう予定しているかどうか、およびその他の噂話について尋ねる。正しい働きに専念しないこのような人たちが、どうして永遠のいのちを得られようか。いま、わたしは厳粛にあなたがたに告げる。予定された人のうち真理を実践しない者は最後に淘汰され、神のため誠実に自分を費やし、全力で真理を実践する者だけが、生き残って神の国に入れる。

『終わりの日のキリスト講話集』「第三部」（『言葉』第3巻）より編集


966 神はあらゆる人に対して義である

1 人がどのように神を求め、どのように神と関わり合っていくかに関しては、最も重要なのは人の姿勢です。神を頭の後ろにただよっている空気のように無視してはなりません。あなたが信仰する神を常に生きている神、実在する神と考えなさい。神は何もせず第三の天にいるのではなく、常に人間一人ひとりの心や、各人が何をしているか、些細な発言や行動のひとつひとつ、神に対して人がどのようにふるまい、どのような姿勢を取るかを見ています。

2 あなたが自らを神に捧げるつもりであろうとなかろうと、あなたのあらゆるふるまい、心の奥深くにある考えや思いのすべてが神の前にさらされ、神に見られています。あなたのふるまい、行動、神への態度ゆえに、神があなたについて持つ意見と神のあなたへの態度は、常に変化しています。人間一人ひとりの扱いにおいて、神は義であり、人間の征服と救いの働きへの神の取り組みは真摯です。これが神による経営です。

3 神は人間一人ひとりを、愛玩動物のようにではなく、真剣に扱います。神の人間への愛は過保護や甘やかしではなく、人間への神の憐れみと寛容は、大目にみたり無頓着であったりすることでもありません。むしろ、神の人間への愛は、大切にし、憐れみ、いのちを敬うことです。神の憐れみと寛容は、神の人間への期待を伝えており、人類が生き残るために必要なものです。

4 神は生きており、実在します。神の人間に対する態度には原則があり、それは教条的な規則ではなく、変化することがあります。人類への心意は、時間や状況が変わるにつれ、また各人の態度に従って、徐々に変化しています。したがって、あなたは心の中で絶対的な明瞭さをもって、神の本質は変化せず、神の性質は様々な時に様々な状況で表出することを理解すべきです。

『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


967 神の本質は聖である

1 神には狡猾さや偽りがありません。神は信実で、神はそのすることすべてにおいて真実です。神は、人間が信頼できる唯一の存在であり、自分の人生、もっているものすべてを託すことのできる神です。なぜなら人間は、サタンの堕落した性質をまったく神に見出すことができないからです。神が行ない明示することはすべて人間にとって有益であり、人間を助け、人間に施すために行なわれ、いのちに満ちあふれ、人間に進むべき道と方向性を与えます。神には人類の堕落が一切なく、人類の堕落した性質やサタンの本質と同一なものも一切なく、また神にはこれらに類似するものも一切ないので、この観点から、神は聖なる存在であると言うことができます。

2 神が堕落を示すことはありません。神自身が聖であることは、その働きにおいて本質が明示されていることにより確認することができます。①神には堕落した性質がまったくなく、②人間への神の働きの本質により、人間は神自身の本質を理解することができ、この本質は完全に肯定的である。神の働きの一つひとつの部分が人間にもたらすものは、すべて肯定的だからです。これらすべての結果として、人間はもはやサタンに騙されたり、危害を加えられ、支配され続けることがなくなります。つまり、これらのおかげで人間はサタンの堕落から完全に自己を解放し、そうすることで神を畏れ悪を避ける道を徐々に歩むことができます。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」（『言葉』第2巻）より編集


968 神の性質は聖く完璧

1 神のニネベの人々への怒りがどれほどであったかにかかわらず、彼らが断食を宣言して粗布と灰を身に付けるとすぐに、神の心は軟化し、変化し始めました。神が彼らにニネベを破壊すると宣言したとき、つまり彼らの罪の告白と悔い改めの前には、神は依然として怒っていました。ニネベの人々がひとたび一連の悔い改めの行動を取ると、神の彼らへの怒りは、憐れみと寛容へと次第に変化していきました。

2 神は人々の邪悪な行いに対して激しい怒りを表したのであり、神の怒りには何ら欠陥はありません。神の心は人々の悔い改めに動かされます。神の心を変化させるのは、この悔い改めです。神が感動し、心を変化させ、人間への憐れみや寛容を見せるとき、これらにはまったく欠陥がありません。これらは清く、純粋で汚れのないものです。神の寛容はそれそのもの、寛容であり、神の憐れみは憐れみ以外の何物でもありません。

3 神の性質は、人間の悔い改めと行動の変化に従って、怒り、憐れみ、寛容を示します。神が何を明らかにし、何を表現しようと、それはすべて純粋で直截です。その本質はいかなる被造物のそれとも違っています。神がその行動の根底にある原則を表現するとき、そこには一切の欠陥も汚れもなく、それは神の思い、考え、神が下す判断の一つひとつ、取る行動の一つひとつも同じです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」（『言葉』第2巻）より編集


969 神の本質は無私

1 神の本質と性質の中には、非常に見落とされやすく、そして神だけが持っているものがあります。それは人々に偉大だとか善人だとか思われている人想像した神のようだと思われている人も含め、どんな人間も持つことができないものです。それは何かといえば、神の無私の心です。無私について話すと、あなたは自分も非常に無私だと思うかもしれません。なぜなら自分の子供について言えば、子供とは一切交渉などせず気前良く与えているし、また自分の両親のことを考えても、自分は非常に無私だと思うかもしれません。しかし、人々や出来事、物事、そして神の働きを含む万物に認められる、神の無私の心を見ることができる人は誰もいません。それは、人間があまりに自己中心的だからです。

2 なぜこう言うかというと、人間は物質的な世界に住んでいます。あなたは神に付き従っているかもしれませんが、神がいかにあなたを養い、愛し、気遣っているかを見たり理解したりすることはありません。では何を見ているのでしょうか。それはあなたを愛してくれる、可愛がってくれる肉親です。あなたは自分の肉にとって有益なものに目を留め、自分が愛している人々や物事に心を配っています。それが人間の言うところの無私です。ところがそのような「無私」な人々も、自分にいのちを与えてくれる神のことはまったく気にかけません。神の無私とは対照的に、人間の無私は自己中心的で卑劣なものになります。人間が信じる無私とは、空虚で非現実な、汚れた、神とは相容れないものであり、神とは関係がありません。

3 人間の無私は自分自身のためであり、一方神の無私は、神の本質の真の現れです。人間が常に神によって養われているのは、まさに神が無私であるからです。皆さんはわたしが今日話しているこのテーマにそれほど深く感動せず、ただ頷いているだけかもしれませんが、心の中で神の心を理解しようとすると、いつの間にか気づくことになります――この世で知覚できるすべての人々、出来事、そして物事の中で、ただ神の無私だけが真実で揺るぎないものなのだと。なぜなら神のあなたに対する愛だけが、無条件で汚れがないからです。神以外には、誰のいわゆる無私もすべて見せかけの表面的なものであり、真実ではありません。それは目的や特定の意図を含み、交換条件付きで、試みに耐えることはできず、汚れた卑しむべきものとさえ言えます。

『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」（『言葉』第2巻）より編集


970 神の聖なる本質を理解することは極めて重要

1 あなたが神の聖さを理解するようになれば、神を真に信仰することができます。神の聖さを理解するようになれば、「唯一無二の神自身」という言葉の真意を本当に理解できます。あなたはこの道以外にも他の道を歩むことも可能であるなどと想像することはもはやなく、神があなたのために用意したすべてを裏切ろうとはもはや思わなくなります。なぜなら神の本質は聖なるものなので、あなたは神によってのみ義なる光の道にて人生を歩むことができ、神によってのみ人生の意味を知ることができ、神によってのみ真の人間性を生きることができ、真理を獲得し、知ることができ、神によってのみ真理からいのちを得ることができるからです。人間が悪を避けるのを助け、サタンの危害と支配から人間を救うことができるのは神だけです。

2 神以外に、あなたがこれ以上苦しまないように、辛苦の海から救い出すことができる人や物はありません。このことは、神の本質により決まっています。無私にあなたを救うのは神自身のみであり、あなたの将来や運命、人生に究極的に責任を負うのは神のみであり、神はあなたのためにあらゆる物事を手配します。これは被造物や非被造物のいずれも成し得ないことです。なぜなら被造物や非被造物に、このような神の本質を持つものは存在しないので、あなたを救い導く能力のある人や物は存在しないからです。これが人間にとっての神の本質の重要性です。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」（『言葉』第2巻）より編集


971 人は神の保護の下で成長する

1 サタンが人間を堕落させるとき、あるいは留まることを知らない危害を加えるとき、神は何もせず傍観することも、神の選民を無視したり、見て見ぬふりをしたりすることもありません。神は、その代わりに、誰の気を引くこともなく、秘密裏に、静かに、必要なことすべてを行ないます。まず、神はあなたのためにある家庭を選びます。神があなたの家庭を選ぶと、神はあなたが生まれる日を選びます。神はあなたが産声を上げてこの世に生まれて来るのを見ています。あなたの誕生を、あなたが最初の言葉を口にするのを、あなたが躓きながら歩くことを覚えるのを見ています。成長過程において、あなたは自分が好まない物事、たとえば疾病や挫折に遭遇することがあります。しかしあなたがその道を進むにつれて、あなたのいのちと将来は厳密に神の加護のもとにあります。あなたは神の見守る中で生活し、成長し、成熟します。

2 ですから、神が行なうべき最も重要なことは、あなたの安全、あなたがサタンに食い尽くされないことを保証することだと言うのです。長い人生の中では、誰もが数多くの危険な状況や誘惑に遭遇します。これは、あなたの傍らにはサタンが存在し、あなたを常に見据えているからです。サタンは、あなたが災害に見舞われたり、災難が降りかかったり、何事もうまくいかなかったり、あなたがサタンの罠にかかることを大いに喜びます。しかるに神は、常にあなたを守り、次々起こる逆境や災難からあなたを守ります。これが、平安や喜び、祝福、身体の安全など、人間が持つものは、実際のところすべてが神の支配下にあり、神が各人の運命を導き決定している、とわたしが言う理由です。

3 個々の人間のために神が行なうことには、疑問の余地がなく、神はあらゆる人を手を引いて導き、あなたを常に見守り、あなたの傍らを決して離れません。このような環境と背景で人間が成長するのなら、実際のところ人間は神の手の中で成長すると言えるのではないですか。それらの業は人間に祝福、平安、喜びをもたらします。それらは人間を平安かつ幸福のうちに神の見えるところへ、神の家へと連れて行きます。すると人間は正常な理知と思考をもって、神の前で生きて神の救いを受け入れます。神は信実で、神はそのすることすべてにおいて真実です。神は、人間が信頼できる唯一の存在であり、自分の人生、もっているものすべてを託すことのできる神です。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」（『言葉』第2巻）より編集


972 神は人類の生活を常に導く

1 神は人間を造り、それ以降、人類の生活を導いてきました。人類に祝福を与えるにしても、律法や神の戒めを与えるにしても、生活に様々な規則を定めるにしても、それらを行なうことにおける神の意図する目的が何であるかをあなたがたは知っていますか。この言い方は比較的大まかで内容がないとあなたがたは考えるかもしれませんが、具体的に言うと、神のすることはすべて人間が普通の生活を営むように導くためではないですか。それが人間が神の規則を守るようにするためであるか、神の律法を守るようにするためのものであるかにかかわらず、神の目的は人間がサタンを崇拝しないようにすること、サタンに害されないようにすることです。これは最も原則的なことで、一番最初に行われたことです。たとえ神には人間のための計画や意図があるものの、神は自分自身のためには何も行ないません。神が行なうことはすべて純粋に人間のために、人類を守り、人類が誤った道へと迷い込まないようにするために行なわれます。

2 あなたが真理を理解できないとき、神はどのように導きますか。（神様は光を照らされます。）神はあなたに光を照らし、真理と一致しないことや、するべき事を明確に伝えます。神があなたを導くとき、あなたに施すとき、あなたを助け、支えるとき、あなたは神の優しさ、神の尊敬すべきことを感じ、神がどれほど美しく、どれほど温かいかを感じます。では、神があなたの堕落を咎めたり、神に背いたことについてあなたを裁いたり鍛錬するとき、どのような方法を用いますか。神は言葉で咎めますか。神はあなたの環境や人々、出来事、物事などを通して鍛錬しますか。神は、優しく、繊細で、愛に溢れ、思いやりのある方法で、また並外れて配慮された適切な方法で働きます。神の方法は、「神はわたしにこれをさせてくれるべきだ」とか、「神はわたしにそれをさせてくれるべきだ」のような強い感情をあなたに抱かせることはありません。神は物事が耐えがたくなるような強い考え方や強い感情をあなたに与えることは決してありません。

3 神は神の言葉、神の真理、神のいのちを用いて、絶えず人間に施し、人間を支えます。神の人間への愛、神が人間を大切にし、いつくしむことは、一、二行では明確に表現できません。それは人間の誇りによりもたらされるものではなく、神が実際の実践において生み出すものであり、それは神の本質の明示です。神の言葉、神が人間に対して働く様々な方法、神が人間に語ること、人間に思い起こさせること、助言し、励ますことを含め、神が人間に施すものはすべて一つの本質に由来します。すなわち、それらはすべて神の聖さに由来するのです。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 IV.」（『言葉』第2巻）より編集


973 神の言うこと為すことは全て真理である

1 神の観点からすると、サタンの邪悪な本性と人間の堕落した性質について、神は決して人と議論したり恨みを抱いたりせず、人が愚かな行動をしたときも騒ぎ立てません。神が物事に関して人と同様の見解をもつことは一切ありませんし、さらに、神が人間の観点や知識、科学、哲学、想像を用いて物事を処理することもありません。もっと正確に言えば、神が行なうすべてのことと、神が明らかにするすべてのことは真理につながっています。つまり、神が発してきたあらゆる言葉と、神が行なってきたあらゆる行為は真理と結びついているのです。

2 この真理は、根拠のない空想の産物ではありません。この真理とそれらの言葉は、神の本質と神のいのちゆえに神が表すものなのです。これらの言葉と神が行なってきたあらゆることの本質は真理なので、神の本質は聖なるものであると言うことができます。言い換えると、神の言動のすべては人に活力と光をもたらし、人が前向きな物事とその現実性を見ることができるようにし、人が正しい道筋を歩けるよう、人に道を示します。これらの物事はすべて神の本質ゆえに決定され、神の聖さの本質ゆえに決定されます。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 V.」（『言葉』第2巻）より編集


974 新しい時代の戒め

もはや律法の時代ではないが

従うべき似た言葉があり

聖霊に触れられた時だけでなく

人が常に従うべきもの



1

実践的な神の働きを裁かず

場所をわきまえ 正しくふるまい

神の証しを畏れよ

神の働きや言葉を無視せず

言葉の調子や意図をまねたり

証しされた人に抗うな

彼らに反することなく

自分の口を見張り

証しされた人の計画に従え

人が従うべき重大なことがある

神をあざむいたり 神から何かを隠したり

神の前でみだらなことや傲慢な言葉を喋るな

信頼を得るため 巧言で神を騙すな

不敬に振る舞うことなく

神の言葉に逆らったり 反対や反論をせず従え



2

神の言葉を都合よく解釈するな

口を慎み 邪悪な者の餌食になるな

歩みに注意し 神が定めた境界を超えず

神の観点で話し 忌み嫌われないようにせよ

人から嘲笑されたり悪霊に弄ばれるから

神の言葉を迂闊に繰り返すな

神の働きに従い理解できなくても

裁かず探し求め 交わりを持ちなさい

神の場所を侵さず 人の立場から仕えよ

人の立場から神に教えれば道を誤る

神に証しされた人が立つ所に立ってはならない

言動と思いにおいて人の位置に立ちなさい

それは責務なので

変えることなく従わなければ行政命令に違反する



『神の出現と働き』「新時代の戒め」（『言葉』第1巻）より編集


975 新時代の戒めは極めて意義深い

1 新時代の戒めの意義は極めて深遠である。それらは、神が実際に地上に現われ、そこから全宇宙を征服し、神の栄光のすべてを肉において表わすことを示唆している。それらはまた、自身の選民を一人残らず完全にすべく、実践の神が地上でより実践的な働きを行なうことも示唆している。さらに、神は言葉によって地上であらゆることを成し遂げ、「受肉した神が最も高い所に昇って讃えられ、あらゆる民と国々が跪いて大いなる神を崇拝する」という法令を明らかにする。新時代の戒めは人間が守るべきものであり、そうすることは人間の本分にして義務であるが、それら戒めの意義はあまりに深遠であり、ひと言ふた言では十分説明できない。新時代の戒めは、ヤーウェとイエスが公布した旧約の律法や新約のしきたりに取って代わる。これはさらに深遠な教えであり、人々が想像するほど簡明ではない。

2 新時代の戒めには実践的な意義の側面がある。すなわち、それらは恵みの時代と神の国の時代との接点として機能するのである。新時代の戒めは、旧時代の実践やしきたり、そしてイエスの時代やそれよりも前の実践にすべて終止符を打つ。それはまた、人間をより実践的な神の前に連れ出し、その人が神によって直接完全にされ始めるのを可能にする。それは完全にされる道の始まりである。したがって、あなたがたは新時代の戒めについて正しい態度をとるべきであり、いい加減に付き従ったり、あざ笑ったりしてはならない。新時代の戒めは、ある点に強い重点を置いている。それはつまり、人間は今日における実践の神自身を崇拝しなければならないということであり、そこには霊の本質により実践的に従うことが含まれる。その戒めはまた、神が義の太陽として現われたあと、人間を罪人もしくは義なる者として裁く際の原則も強調している。

新時代の戒めは、神と人間が新たな天と新たな地の領域に入ったこと、またヤーウェがイスラエルの民の間で働きを行ない、イエスがユダヤ人の間で働きを行なったのと同じく、神が地上において一層実践的な働きを行ない、より偉大な働きをさらに行なうことを象徴する。

『神の出現と働き』「戒めを守ること、真理を実践すること」（『言葉』第1巻）より編集


976 行政命令十項を守り神の意志に従え

1 人は自分を大きく見せてはならないし、崇めてもいけない。人は神を崇め、賛美するべきである。あなたは神の働きのためになることは何でもするべきであり、神の働きに有害なことは一切してはならない。神の名、神の証し、神の働きを守るべきである。金銭、物質、神の家のすべての財産は、人が提供すべき捧げものである。これらの捧げものを享受するのは祭司と神だけである。人からの捧げものは神が享受するためのものであり、神はこれらの捧げものを祭司とだけ分かち合い、ほかの誰も、捧げもののいかなる部分であれ、享受するに相応しくなく、またそうする資格はないからである。

2 あなたは神を批判してはならず、不用意に神に関連する事柄について話してはならない。人が行動すべき仕方で行動し、話すべき仕方で話し、自分の限度を越えてはならず、自分の境界を逸脱してもならない。口を慎み、自分の歩みに気をつけなさい。これらはすべて、神の性質を犯すことを防ぐであろう。人が行うべきことを行い、自分の責務を実行し、責任を果たし、本分を忠実に守るべきである。あなたは神を信じているのだから、神の働きに貢献するべきである。そうしなければ、あなたは神の言葉を飲み食いする資格がなく、神の家で暮らす資格もない。

3 神を信じる人は神に従い、神を礼拝すべきである。どんな人物をも、崇めたり、仰ぎ見たりするべきではない。神を第一位とし、仰ぎ見る人々を第二位とし、自分自身を第三位とすべきではない。誰もあなたの心の中に場所を占めるべきではなく、あなたは人々を、とりわけあなたが崇拝する人々を、神と劣らず、神と同等なものと考えてはならない。これは神にとって耐えられないことである。教会の仕事や事柄に関し、神に従うことは別として、すべてのことについて聖霊に用いられている人の指示に従うべきである。ほんのわずかな違反も受け入れられない。絶対的に順守するべきであり、正誤を分析してはならない。何が正しいか、間違っているかはあなたには関係がない。あなたは全面的に服従することだけを気にかけなければならない。

4 人の性質は堕落している。その上、人はさまざまな感情を持っている。そこで、神に仕える際、男女が二人きりで一緒に働くことは絶対に禁止される。誰でもそうしていることが見つかった者は除名され、これに例外はなく、誰も免除されない。喜んで信じない人は誰も、教会に導き入れてはならない。あなたの思いは教会の仕事にあるべきで、自分の肉体の将来的展望は脇にやり、家庭問題については決然とし、心から神の働きに自己を捧げ、神の働きを第一にし、自分自身の生活は第二にするべきである。これが聖徒の礼儀正しさである。

『神の出現と働き』「神の国の時代に神に選ばれた人々が従わなければならない行政命令十項目」（『言葉』第1巻）より編集


977 神に承認されることを求めなさい

1 あなたがたは自らの運命のために神の承認を求めなければならない。つまり、自らが神の家の一員であることを認識している以上、あなたがたは神に心の平安をもたらさなければならず、万事において神を満足させなければならない。言い換えると、あなたがたは行いにおいて原則にかなっており、かつ真理と一致しなければならないということである。それを実行できなければ、あなたは神に嫌い捨てられ、あらゆる人々から拒絶される。ひとたびそのような窮状に陥れば、あなたは神の家の一員ではなくなる。それはまさしく、神に承認されていないことを意味する。

2 神を信仰しつつ生きていく過程で、誰もが神に抵抗し欺く行為をしたことがある。背きとして記録する必要のない悪事もあるが、許されないものもある。行政命令を破る行いが多くあり、それらは神の性質に背くものだからである。あなたがたには、行政命令の内容をより良く理解し、神の性質を知る努力をすることを強く勧める。そうしなければ、あなたがたは口を閉じていられずに、はばかることなく大げさな言葉を使って好き勝手な話をする。そして無意識のうちに神の性質に背いて暗闇に落ち、聖霊と光の存在を失ってしまう。

3 行動が原則にかなっていないために、すべきでないことをして言うべきでないことを言うために、あなたは相応の報いを受ける。あなたの言動が原則にかなっていなくても、神の言動は極めて原則にかなっていることを知らなければならない。あなたが報いを受ける理由は、あなたが人ではなく神に背いたからである。生涯のうちに神の性質に何度も背くなら、あなたは地獄の子になる運命にある。あなたが正直な人で、原則に沿った行いをするなら、あなたは神に全幅の信頼を寄せられる人になれる。行動において神の性質に背かず、神の心意を求め、神に畏敬の念を持つ心があるなら、あなたの信仰は基準に達している。

『神の出現と働き』「三つの訓戒」（『言葉』第1巻）より編集


978 人間への神の警告

1 わたしには多くの望みがある。あなたがたが適切かつ行儀良く振る舞い、忠実に自分の本分を尽くし、真理と人間性を備え、自分がもつすべてのもの、および自分の命さえも神に捧げられる人になることなどを、わたしは望んでいる。これらの望みはどれも、あなたがたに欠けている物事、そしてあなたがたの堕落と反抗から生じたものである。まずは自分の過ちに残らず目を向け、真理と一致しない行動、および考えをすべて検討しなさい。いかなる場合も、あなたがたがこの要求を密かに笑い飛ばさないこと、また何より、それを見下したり軽視したりしないことを願う。あなたがたはそれを真剣に扱わねばならず、無視してはならない。

2 二番目に、自分の過ちと反抗の一つひとつについて、それに相当する真理を探し、その真理でそれらの事例を解決しなければならない。それから自らの過った行ない、および反抗的な思想や行為を、真理の実践と置き換えなさい。三番目に、常にずる賢く狡猾な者ではなく、正直者にならねばならない。(ここで再び、あなたがたに正直者となるようわたしは求める。) この三つをすべて成し遂げられるなら、あなたは幸運な者であり、夢が叶う者であり、幸運を手にする者である。いずれにせよ、わたしの目的は、あなたがたの夢を叶え、あなたがたの理想を実現させることであり、あなたがたをからかったり馬鹿にしたりすることではない。

3 それゆえ、ここで真剣に伝えるが、わたしにとって、あなたの大いなる努力がどれほど賞讃に値するか、あなたの資格がどれほど素晴らしいか、あなたがどれほど忠実にわたしに従っているか、あなたがどれほど名高いか、あなたの姿勢がどれほど改善されたかなどはどうでもよい。わたしの要求を満たさない限り、あなたは決してわたしの賞讃を得ることができない。そうした考えや打算はできるだけ早くすべて捨て、わたしの要求を真剣に扱い始めなさい。さもなければ、わたしは自分の働きを終えるためにあらゆる者を灰にし、よくてもわたしの長年にわたる働きと苦難を無に帰するであろう。なぜなら、わたしは自分の敵と、邪悪の臭気を漂わせながらサタンの姿をしている者たちを、わたしの国に連れ込むことも、次の時代に導くこともできないからである。

『神の出現と働き』「過ちは人間を地獄へ導く」（『言葉』第1巻）より編集


979 神は人間の行いをどう思うか

1 わたしはあなたがたが自分の終着点のために十分な善行を積むよう望む。そうすれば、わたしはどれほど満足することか。さもなければ、あなたがたの誰も自分に降りかかる災いを免れることはできない。災いはわたしを起源とし、もちろんわたしが采配を振る。もしあなたがたがわたしの目に良いと映ることができなければ、災いの苦しみから免れることはない。患難の中にあっては、あなたがたのふるまいも行いも完全には適切とはされなかった。あなたがたの信仰と愛はうわべだけで、あなたがたは自分たちの臆病さか屈強さしか示さなかったからである。これに関しては、わたしは良いか悪いかの評価のみをする。

2 わたしの関心は引き続きあなたがた一人一人の行動と自己表現の仕方であり、それに基づいてわたしはあなたがたの終着点を決定する。しかし、わたしには明白にしなければならないことがある。すなわち、患難の時にわたしに全く忠誠を示さなかった者にわたしはもはや憐れみは与えない。わたしの憐れみはそこまでしか届かないからである。さらに、わたしは、かつてわたしを裏切った者は誰も好まず、ましてや友の利害を裏切る者と係ることを望まない。それが誰であれ、これがわたしの性質である。あなたがたに伝えなければならないことがある。つまり、わたしを悲しませる者は誰であれ、再びわたしから寛容な扱いを受けることはなく、これまでわたしに忠実であった者はとこしえにわたしの心に留まるのである。

『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」（『言葉』第1巻）より編集


980 神の要求からどれだけ離れているのか

1 あなたがたが何を信じようと、わたしは自分の言動であなたがたに冷水を浴びせるような意図はありません。むしろ、神の心意に関するあなたがたの理解を向上させ、神が何を考え、何を達成したいのか、神はどのような人間を好み、何を憎み、何を嫌悪し、どのような人間を自身のものとしたいと思っているのか、どのような人間を拒否するかを、あなたがたがよりよく認識できるようにすることを意図しています。それは、あなたがたの心を明瞭にして、各人の行動や思いが神が要求する基準からどれほど離れてしまっているかを、あなたがたにはっきり理解させることを意図しています。

2 なぜなら、あなたがたは長いあいだ信仰してきて、多くの説教を聴いてきたことをわたしは知っていますが、あなたがたにはこのようなことが最も不足しているからです。あなたがたは、あらゆる真理をノートに書き記し、各自が重要であると思ったことの幾つかを記憶し心に刻み付けてきました。また、実践中に神を満足させるためや、必要なとき、将来の困難な時期を乗り切るためにそれを使うつもりであり、あるいは単に、そうした事柄を人生の道連れにするつもりでしょう。

3 しかしわたしに言わせれば、あなたがたがどのように実践しようと、ただ実践するのであれば、それはあまり重要ではないのです。では、何が重要ですか。それは、実践しているときにしていること、行ないのひとつひとつが神の望むことであるかどうか、行動や思いのすべて、達成したい成果と目標が実際に神の心意を満足させ、神の要求に応じ、また神に認められるものであるかどうかについて、心の奥深くで絶対的に確信を持つことです。重要なのは、こういうことです。

『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」（『言葉』第2巻）より編集


981 神は人が明るい道を得ることを望む

1 わたしはあなたがたに何度も警告し、あなたがたを征服するための真理を数多く与えてきた。現在、あなたがたはみな、以前よりもはるかに豊かであると感じ、人間のあるべき姿の原則を多数理解し、誠実な人がもつべき常識を多数備えるようになってきた。そのすべてが、あなたがたが長年かけて得てきた収穫である。あなたがたの成果は否定しないが、その長い年月において、あなたがたがわたしに対して犯してきた数々の反抗や反逆もまた否定しないと、率直に述べる必要がある。なぜなら、あなたがたのなかに聖人は一人もいないからである。あなたがたは例外なくサタンによって堕落させられた人間であり、キリストの敵である。

2 わたしはあなたがたとそのように共存したくないが、あなたがたの将来と終着点のため、ここでもう一度、すでに述べたことを繰り返す。あなたがたがわたしを満足させてくれること、そしてそれ以上に、わたしの発する一言一句を信じ、わたしの言葉の深い含意を推し量れるようになることを、わたしは願っている。おそらく、わたしがいま述べていることをあなたがたに伝えたり、かくも慈悲深く語ったりすることができる者は今後おらず、ましてやそれらの要点を辛抱強く説明できる者などいないだろう。

3 あなたがたは良き時代を回想したり、むせび泣いたり、悲痛にうめいたりしつつ、今後の日々を過ごすだろう。あるいは、ひとかけらの真理やいのちの施しもないまま暗い夜を過ごしていたり、単に絶望して待っていたり、すべての理知を失うほど深く後悔しながら生きていたりするだろう……。こうした可能性から逃れられる者は、あなたがたの中に事実上存在しない。

4 あなたがたのうち誰一人として神を真に崇拝する立場におらず、放縦と邪悪の世界に耽溺するとともに、いのちや真理と関係なく、実際にはそれらに反する無数の物事を、自分の信仰、霊、魂、そして肉体に採り入れるからである。そうしたわけで、わたしがあなたがたに望むのは、光の道へ導かれるようになれることである。わたしの唯一の望みは、あなたがたが自分を思いやり、自分の面倒を見られるようになること、そして自分の終着点に重点を置きすぎず、その一方で自分の行動や過ちに無関心でいないことである。

『神の出現と働き』「過ちは人間を地獄へ導く」（『言葉』第1巻）より編集


982 人間の過ちの行く末

自分の隠れた過ちに気づかないまま、自分の終着点だけを気にしてはならない。過ちを真剣に受け止め、自分の終着点に関する懸念のために、その過ちを一切見過ごしてはならない。

1 あなたが過ちを犯せば犯すほど、あなたが良い終着点を得る機会は少なくなる。それとは逆に、あなたの過ちが少なければ少ないほど、あなたが神に賞讃される確率は高くなる。あなたの過ちが増えすぎて、わたしがあなたを許せないところまで来たら、あなたは自分が赦される機会を完全に台無しにしたことになるだろう。その場合、あなたの終着点は上でなく下となるだろう。あなたがわたしを信じないのであれば、大胆になって間違ったことを行ない、その結果を知るがよい。

2 あなたが真理を実践する熱意ある者ならば、自らの過ちを赦される機会が確実にあり、反抗する回数もますます減ってゆくだろう。あなたが真理を実践することを望まない者ならば、神の前における過ちは確実に増えてゆき、反抗する回数もさらに増加を続け、最後は限界に達する。その時こそ、あなたが完全に滅ぼされる時である。そしてそれは、祝福を受けるというあなたの美しい夢が無に帰する時である。

3 自分の過ちを、未熟で愚かな者の単なる間違いだと考えてはならない。また真理を実践しなかった言い訳として、自分の素質が劣っているからそうできなかったと言ってはならない。それ以上に、自分が犯した過ちを、しつけがなっていない人間の振る舞いだと考えてはならない。自分を許すことに長けていて、自分に寛大になるのが得意であれば、あなたは決して真理を得ることがない臆病者であり、自分の過ちがいつまでもあなたにつきまとい、あなたはそのせいで真理の要求を永遠に満たせず、いつまでもサタンの忠実な仲間となるだろう、と言っておく。

『神の出現と働き』「過ちは人間を地獄へ導く」（『言葉』第1巻）より編集


983 あなたがたの今の毎日が決定的

1 現在、あなたがたが過ごしている日々は決定的である。それはあなたがたの終着点と運命にとってこの上なく重要である。そのため、今日もっているものすべてを大切にし、過ぎゆく一瞬一瞬を大切にしなければならない。この生涯を無駄に生きたことにならないように、可能な限りの時間を作り出し、最大の成果を獲得できるようにしなければならない。なぜわたしがこのようなことを言うのか、あなたがたは当惑しているかもしれない。率直に言うと、わたしはあなたがたのうちの誰の振る舞いにも全然喜んでいない。わたしがあなたがたについて抱いた望みは、現在のあなたがたの有り様ではなかったからである。

2 あなたがた一人ひとりは危機に瀕しており、あなたがたの助けを求めたかつての叫び、真理を追求し光を求めた以前の強い願望は終わりに近づいている。これはあなたがたが最後に表す報いであり、わたしがまったく期待していなかったものである。わたしは事実とは異なることを話したくない。というのは、あなたがたがわたしを大いに落胆させたからである。おそらく、あなたがたはこれをそのまま黙って受け入れたくないし、現実と向かい合いたくもないのであろう。しかしわたしは真剣にあなたがたに尋ねなければならない。この数年間、あなたがたの心は一体何で満たされていたのか。あなたがたの心は誰に忠実なのか。

3 あなたがたをよく知り過ぎ、あなたがたのことを思い過ぎ、あなたがたの振る舞いと行動に心を砕き過ぎたために、わたしはあなたがたに申し開きをするように止むことなく求め、苦い困難に耐えたのである。しかし、あなたがたはわたしに無関心と耐えがたいあきらめでしか報いない。あなたがたはわたしに対してこんなに怠惰である。わたしがこれを一切知らないことなどありえるだろうか。そう信じているなら、それはあなたがたがわたしに心からやさしく接しないという事実のさらなる証拠である。だからわたしは、あなたがたは自己欺瞞に陥っている、と言うのである。あなたがたは皆とても賢いので自分がしていることさえ知らない。それでは、あなたがたは何を用いてわたしに申し開きをするつもりなのか。

『神の出現と働き』「あなたは誰に忠実なのか」（『言葉』第1巻）より編集


984 悪を行なう者はみな懲罰の対象

1 人類が安息の中に入る前に、各々の種類の人が罰せられるか、それとも報われるかどうかは、彼らが真理を求めるかどうか、神を知っているかどうか、目に見える神に従うことができるかどうかによって決まる。目に見える神に奉仕してきたが神を知らない人や従わない人はみな真理のない人である。このような人たちは悪を行う人であり、悪を行う人は間違いなく罰を受ける対象である。しかも彼らは、彼らの悪行に応じて罰せられる。

2 神は人による信仰の対象であり、また人が従うに値する存在である。だが、漠然とした目に見えない神だけを信じる人たちはみな神を信じない人たちである。その上、彼らは神に従うことができない。もしこのような人たちが神の征服の働きが終わるときに、依然として、目に見える神を信じることができず、しかも目に見える肉の神に従わず、逆らい続けるなら、このような「漠然派」は疑いなく滅ぼされる

『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


985 ほんの短い間も人は自分の肉を忘れられないのか

暖かい春になり、花々が開花し、そして天の下のすべてが緑に覆われ、地上のすべてのものがあるべき場所に納まると、すべての人々と物事は次第に神の刑罰を受けることになるだろう。そしてその時、地上における神のすべての働きは終わるだろう。神はもはや地上では働かないし、住まないだろう。神の偉大な働きが完了しているからである。人々はこの短い期間、自分の肉を忘れることはできないのだろうか。神と人の間の愛を裂き得るものは何だろうか。誰が神と人の間の愛を引き裂き得るだろうか。それは両親だろうか、夫か、姉妹か、妻か、それとも痛みをともなう精練だろうか。良心が持つ感情は人間の心の中の神の姿を消し去ることができるだろうか。人々の互いの恩義と行動は、自ら出た行為だろうか。それらを人間は矯正することができるのだろうか。誰が自分自身を守ることができるだろう。人々は自らに施すことができるだろうか。人生で強いのは誰だろう。わたしから離れて独り立ちできるのは誰だろう。自分を顧みるようにと、すべての人々に向かって神が幾度も要求するのはなぜだろう。なぜ神は次のように言うのだろう。「自分の困難を自らの手で用意する人などあるだろうか。」

『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第二十四章と第二十五章」（『言葉』第1巻）より編集


986 肉は終着点を台無しにできる

1 人々が本当に、人生の正しい道と神による人類の経営（救い）の目的とを明確に理解できるなら、個人的な将来や運命を宝として心に抱くことはないだろう。そして豚や犬よりも劣る両親に仕えたいとはもう思わなくなるだろう。人はみな自分が何に入るべきかを完全に把握していなければならないし、特に患難の時何に入るべきなのか、そして火の試練の際に何を備えているべきなのか整理しておかねばならない。豚や犬のような、蟻や虫よりも劣る両親（すなわち肉）に、いつも仕えることはやめなさい。それについてくよくよと悩み、必死に考え、頭を悩ませることに何の意味があるのか。

2 肉はあなたに属しておらず、神の手の中にある。神はあなたを管理するだけでなく、サタンをも支配している。あなたは肉の苦しみの下で生きているが、肉はあなたに属しているだろうか。あなたの支配下にあるだろうか。なぜそのようなことに頭を悩ませるのか。とうの昔に断罪されて呪われ、汚れた霊によって汚された、悪臭を放つ肉のために、執拗に神に嘆願するのはなぜなのか。何の必要があっていつもサタンの仲間をそんなにも大事にするのか。肉があなたの実際の未来や素晴らしい希望、そして人生の真の終着点を、台無しにする可能性があることは心配しないのだろうか。

『神の出現と働き』「人類の経営の目的」（『言葉』第1巻）より編集


987 神の栄光の表明になろうとしなさい

1 肉と血の体の人々はみな神によって導かれるが、サタンの束縛の中でも生きている。そこで人々は、熱望のためであれ、憧れ、あるいは自分たちが整えたい環境のためであれ、お互いに正常な関係を持ったことがない。そのような異常な関係は神がもっとも嫌悪することであり、「わたしが求めるのは、生き生きとした生き物である。死に染まった死体ではない。わたしはゆったりと国のテーブルにつき、地のすべての人々に、わたしの審査を受けよと命じる。」のような言葉が神の口から出てくるのはこうした関係のためである。

2 神は全宇宙の頭上にいるとき、毎日肉と血の体の人たちのあらゆる行動を観察し、一つの行動もけっして見逃さない。これらは神のなす行為である。そこでわたしはすべての人々に自分の考え、着想、行動を調べるよう促す。わたしはあなたが神に対する恥辱の印であることを求めるのではなく、神の栄光の表明になることを求め、あなたの行動、言葉、生活のすべてであなたがサタンの悪ふざけの標的にならないことを求める。これがすべての人々に対する神の要求である。

『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第二十章」（『言葉』第1巻）より編集


988 神を信じてもいのちを得ていないなら懲罰を受ける

1 あなたは時に応じて充分に苦しんだかもしれない。しかし今なお、あなたは何も解かっていない。あなたはいのちに関連するあらゆることについて無知である。罰せられ裁かれたにもかかわらず、まったく変わらず、あなたの奥底ではまだいのちを獲得していない。あなたの働きを試す時が来ると、あなたは火のように激しい試練と、さらに大きな患難を体験する。この火はあなたの全存在を灰にする。いのちを持たない者として、内に一かけらの純金も持たない者として、いまだに古い堕落した性質から抜け出せない者として、引き立て役としてでさえ良い仕事ができない者として、どうしてあなたが取り除かれないことなどありえようか。

2 一文の価値もなく、いのちを持たない者が、征服の働きに役立てようか。その時が来ると、あなたがたの日々はノアやソドムよりも困難になる。その時あなたの祈りは何の役にもたたない。救いの働きがすでに終わっているのに、どうして後で戻ってきて最初から悔い改めることができるというのか。一度すべての救いの働きが完了すれば、それで終わりである。その時には、邪悪な者たちを罰する働きが開始される。あなたは抵抗し、逆らい、自分で悪だと分かっていることをする。あなたは厳しい罰の対象ではないのか。

3 わたしは、あなたのためにこのことを今日、一字一句説明している。あなたが耳を傾けないのなら、後に患難があなたに臨む時にやっと後悔し、信じ始めたところで、それはもう遅過ぎるのではないのか。わたしは今日、あなたの過去の背きを憶えてはいない。わたしはあなたを幾度も幾度も赦し、あなたの消極的な面から目をそらし、あなたの積極的な面だけに目を留める。なぜなら、わたしの現在の言葉と働きはすべて、あなたを救うためであり、わたしはあなたに対して何の悪意もないからである。それでもあなたは入ることを拒む。あなたは善悪を区別することができず、優しさの価値を認識できない。このような人は懲罰と義なる報復をただ待っているのではないのか。

『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」（『言葉』第1巻）より編集


989 神が人に報復するときの神の態度を理解しているか

1 わたしの働きはあなたがたにとって大いなる助けである。わたしがあなたがたから得ることを望むのは、正直で上昇志向の心であるが、いまのところわたしの手は空のままである。考えてみなさい。もし将来、わたしが依然として言い尽くせないほどの悲痛な思いをしているとしたら、あなたがたに対するわたしの態度はどのようなものとなるであろうか。今と同じくらいあなたがたに愛想よくするであろうか。わたしの心は現在と同様に安らかであろうか。骨折って畑を耕したが一粒も収穫を得なかった者の気持ちがあなたがたにわかるだろうか。強い衝撃を受けた者の心がどれほどひどく傷ついているかわかるだろうか。かつてはあれほど希望に満ちていたのに誰かと仲たがいして訣別せねばならない者の苦渋を感じることができるだろうか。挑発された者から放たれる怒りを目にしたことがあるだろうか。敵意と欺きをもって扱われた者の復讐を切望する気持ちを理解することができるのか。

2 そうした者の心性がわかるならば、神の報復の時の態度を想像するのは困難ではないはずである。最後に、あなたがた全員が自分の終着点のため真剣に努力することを望むが、努力には虚偽的な方法を用いるべきではない。さもなければ、あなたがたにわたしの心は落胆し続けることになる。そして、そのような落胆は何につながるか。あなたがたは自分をごまかしているのではないのか。自分の終着点のことを心配しつつそれを破滅させるのは、最も救いがたい人間である。たとえそのような者が憤慨し怒ったとしても、誰が同情するであろうか。とにかく、わたしは依然としてあなたがたが適切かつ良好な終着点を得ることを願っており、それにもまして、あなたがたのうち誰一人として災いに陥らないことを願っている。

『神の出現と働き』「終着点について」（『言葉』第1巻）より編集


990 罪に捕らえられた悔い改めない人々は救いようがない

1 あなたがたの追求が効果的だったかどうかは、現在何を持っているかでわかる。そしてそれによりあなたがたの結末が判断される。つまり、結末は払ってきた犠牲と行なってきた物事に明らかにされるのである。結末は、追求、信仰、何をしてきたかによってわかる。あなたがたの間には、すでに救いようのない者が多くいる。現在は人の結末を明らかにする日であり、わたしがぼんやりと働きを行うことはないからである。わたしは完全に救いようのない者を、次の時代に導き入れることはない。やがてわたしの働きが終わる時が来るが、まったく救うことのできない、霊のない腐臭のする屍に働きかけることはない。今は人の救いにおける終わりの日であり、わたしは役に立たない働きは行わない。

2 自分の肉のことしか考えず安楽を喜ぶ者、信じているように見えても本当は信じていない者、邪悪な医術や魔術に手を染めている者、淫らでぼろぼろでみすぼらしい者、ヤーウェへの生贄や神が所有するものを盗む者、賄賂を愛する者、何もせずただ天国へ昇ることを夢見る者、傲慢でうぬぼれて個人的な名声や富のためにしか努力しない者、尊大な言葉を広める者、神自身を冒涜する者、神自身を批判し中傷してばかりいる者、党派を組んで独立しようとする者、自分を神以上に崇める者、放蕩に耽る軽薄な若者や中年や高齢の男女、人のもとで個人的な富や名声を楽しみ個人的な地位を求める男女、罪に囚われて悔い改めない者、これらはすべて救いようのない者ではないのか。

『神の出現と働き』「実践（７）」（『言葉』第1巻）より編集


991 あなたは自分の言葉と行いをどのように扱うべきだろうか

1

わたしの言葉と報復を信じるか

欺き、裏切るものを罰することを？

その日が早く来るのを望むのか

遅いのを望むのか？

あなたは罰を恐れているのか？

罰を承知で背くのか？

その日が来る時

泣くのか？喜ぶのか？

全ての言葉の成就を

期待するのか？ 恐れるか？

わたしが言葉を成就するために

去るのを望むなら

自分の言葉と行いをどう扱うべきか？

これが起こることを望まないなら

何故わたしを信じるのか？



2

どんな結末を望むのか？

わたしを信じるのか？疑うのか？

行いと振る舞いがもたらす

結末を考えたことがあるのか？

何故従うのか知っているか？

視野を広めるためなら

苦難に耐えなくてもいいが

祝福され災いを避けるためなら

自分の行為を心配しないのか？

わたしの要求に答えられるか

祝福を得られるかを

何故自問しないのか？

わたしが言葉を成就するために

去るのを望むなら

自分の言葉と行いをどう扱うべきか？

これが起こることを望まないなら

何故わたしを信じるのか？



『神の出現と働き』「極めて深刻な問題――裏切り（２）」（『言葉』第1巻）より編集


992 神が人間に与える３つの忠告

1

神の受肉と肉における働きは

すべての人にとって重要だ

肉と堕落の中で生きるすべての人にとって

さらに重要なのは神の意志と性質だ

神の性質や神が所有するものと神そのものを

あなたは既に知っているが

神をどのように扱うべきかについて

どう思うだろうか？

神は人間に３つの忠告を与えるが

これらのことを最善を尽くして行えば

あなたは安全で

もう神を怒らせることはないだろう



2

神について多くを理解し知っていても

神を試してはならない

神がどんな地位を与え 務めを委ね

どんな本分に高めようとも

あなたが神にどんな犠牲を払ったとしても

神と地位を争ってはならない

神の性質や神が所有するものと神そのものを

あなたは既に知っているが

神をどのように扱うべきかについて

どう思うだろうか？

神は人間に３つの忠告を与えるが

これらのことを最善を尽くして行えば

あなたは安全で

もう神を怒らせることはないだろう



3

神が行う業を理解できるかどうか

神と張り合うな

あなたへの神の計画や神のもたらすことに

従えるかどうかについて

神と張り合ってはならない

神は人間に３つの忠告を与えるが

これらのことを最善を尽くして行えば

あなたは安全で

もう神を怒らせることはないだろう

もう神を怒らせることはないだろう



『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」（『言葉』第2巻）より編集


993 神の栄光の日を尊びなさい

1 人々はわたしの到来を喜ばず、わたしの栄光の日々を尊びもしない。わたしの刑罰を喜んで受け入れることもなく、ましてやわたしの栄光をわたしに返す気などなく、邪悪なものの毒を捨て去る気もない。人間は常に昔ながらのやり方でわたしを騙し、昔ながらのやり方でいつも明るい微笑と幸せそうな表情を装っている。彼らはわたしの栄光が去った後に直面することになる暗闇の深さに気づいていないのだ。そしてとりわけ、わたしの日が全人類に訪れたとき、彼らの日々がノアの時代の人々のそれよりも一層厳しくなることに気づいていない。なぜなら彼らはわたしの栄光がイスラエルを去ったときの暗さがどれほどだったかを知らず、人は夜明けが訪れると、夜の暗闇をくぐり抜けることがいかに厳しかったかを忘れるからだ。そして太陽が再び隠れ、人の上に夜の帳が降りると、再び暗闇の中で悲嘆にくれ歯ぎしりする。

2 あなたがたはわたしの栄光がイスラエルから去ったとき、イスラエル人たちがどれほどの苦難に耐えることになったかを忘れたのか。今はあなたがたがわたしの栄光を見るときであり、わたしとともに栄光の日を過ごすときでもある。わたしの栄光が汚れた地を去るとき、人は暗闇の中で嘆き悲しむだろう。今はわたしがわたしの働きを行う栄光の日であり、わたしが人類の苦しみを免除する日でもある。わたしが苦痛と辛苦のときを人類とともにすることはないからだ。わたしはただ人類を完全に征服し、人類の中の邪悪なものを根こそぎにすることを望んでいるのだ。なぜなら彼らはわたしの栄光がイスラエルを去ったときの暗さがどれほどだったかを知らず、人は夜明けが訪れると、夜の暗闇をくぐり抜けることがいかに厳しかったかを忘れるからだ。そして太陽が再び隠れ、人の上に夜の帳が降りると、再び暗闇の中で悲嘆にくれ歯ぎしりする。

『神の出現と働き』「本物の人とは何を意味するのか」（『言葉』第1巻）より編集


994 神は人々を正しい人生の道に導いている

1

皆知っているが

神は人を導き 正しい人生へと導く

人が古く暗い時代を離れ

次の時代に一歩踏み出せるよう神は導く

神は人が闇の勢力のくびきと

サタンの影響から離れるよう

肉から導き出すので

人は自由の世界に生きる

美しい明日のため

人がより大胆に己の道を歩めるよう

神の霊は全てを計画する

人がより喜べるよう

神は人が望むその日を早めながら

人の前途を備えるために

全ての労力を肉に捧げる



2

願わくばこの美しい瞬間を

人が皆大切にするように

神と共に行くのは困難だ

人が神を知らずとも

すでに長く神と共にいる

皆がこの美しくも儚い日々を

永遠に覚えていることができれば

その日々を決して忘れず

地上の宝とするだろう

美しい明日のため

人がより大胆に己の道を歩めるよう

神の霊は全てを計画する

人がより喜べるよう

神は人が望むその日を早めながら

人の前途を備えるために

全ての労力を肉に捧げる



『神の出現と働き』「働きと入ること（５）」（『言葉』第1巻）より編集


995 今日の祝福を大切にしなければならない

1

神がその手でこの世界を高く掲げると

人はこの上ない喜びに踊る

悲しまず 神により頼む

神がその手で顔を隠し

人を抑えると

息苦しく生きられない

恐れおののき神に叫び

死の恐怖で満たされる

なぜなら神が栄光を受ける日を

人は見たいと願うから

神は多くの人をこの世に送り

多くの者が追い払われた

多くの者が神の手を通り過ぎた

多くの霊がハデスに投げ込まれ

多くの者が肉に生まれ変わった

だが今日まで誰一人

神の国の祝福を味わっていない



2

神の日は人の生存に重要なこと

神の栄光の日を待ち望むから

彼らは今日まで生きている

神が定めた祝福は

終わりの日に

神の栄光の全てを見ることができること

時代を通し

人はこの世を絶望のうちに去り

希望と信仰をもって来た

神は多くの人をこの世に送り

多くの者が追い払われた

多くの者が神の手を通り過ぎた

多くの霊がハデスに投げ込まれ

多くの者が肉に生まれ変わった

だが今日まで誰一人

神の国の祝福を味わっていない



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十章」（『言葉』第1巻）より編集


996 道の最終行程をしっかり歩むには

1 今この言葉が語られたことをあなたは覚えておかなければならない。後に、あなたはさらに大きな困難と苦難を経験するからである。完全にされることは単純なことでも簡単なことでもない。少なくともヨブのような信仰、あるいはそれ以上の信仰をもっていなければならない。将来の試練はヨブの試練よりも大いなるものであり、その上に長期的な刑罰を受けなければならないことを知るべきである。それは簡明なことであろうか。自分の素質を向上させることができず、理解力が不足し、あまりに何も知らなければ、その時あなたには証しはなく、その代わりにサタンの冗談や玩具となる。現在、ビジョンを持ち続けることができないならば、あなたにはまったく基礎がなく、将来あなたは捨て去られる。

2 道はどの行程も歩み難いので、これを軽くとらえてはならない。今このことを入念に斟酌して準備し、道の最終行程を適切に歩めるようにしなさい。それが将来歩むべき道であり、あらゆる人が歩むべき道である。この認識に注目しないで放置してはならない。わたしがあなたに話すことはすべて息の無駄使いだと考えてはならない。あなたがこれをすべて役立たせる日が来る。わたしの言葉が無駄に語られることはありえない。今は備える時、将来のために道を整える時である。後に歩むべき道を準備し、将来いかに揺るぎなく立つことができるかを心配し、憂慮し、将来の道に向けて周到に準備すべきである。貪欲で怠惰になってはならない。

3 できる限りを尽くして時間を最大限に活用し、必要なことをすべて得られるようにしなければならない。わたしはあなたが理解できるようにあなたにすべてを与えている。さらに大いなる苦難を経験して、あらゆる人において真の認識が達成される。それが働きの過程である。今日伝えられたビジョンを完全に理解して、真の霊的背丈を得たならば、今後どのような苦難を受けようとも、あなたはそれに圧倒されることはなく、それを耐えしのぐことができる。わたしが働きのこの最終段階を完了し、最後の言葉を述べ終えた時、将来において人は自らの道を歩まなければならない。これは前に述べられた言葉を成就することになる。すなわち聖霊には一人ひとりのための任務と、一人ひとりの中で行なうべき働きがある。

『神の出現と働き』「あなたは道の最終行程をいかに歩むべきか」（『言葉』第1巻）より編集


997 神が羊飼いを打つ時

1 今後、各人は聖霊に導かれて歩むべき道を歩む。苦難を受ける時に、誰が他の人たちを世話することができるのか。各個人にはそれぞれの苦難があり、それぞれの霊的背丈がある。ある人の背丈は他の誰の背丈とも異なる。夫は妻の世話をすることはできず、親も子の世話をすることはできない。他人の世話ができる者は誰もいない。互いに世話し支え合うことがまだ可能である現在とは状況は異なる。それはあらゆる種類の人間が暴かれる時となる。

2 すなわち、神が羊飼いを打つと、羊の群れは散らされ、その時あなたがたには真の指導者はいなくなる。人々は分割され、あなたがたが会衆として集うことのできる現在とは異なる。将来には、聖霊の働きがない者は自分の真の姿を現す。夫は妻を裏切り、妻は夫を裏切り、子は親を裏切り、親は子を迫害する。人間の心は到底理解できない。できることは自分のもつものに頼り、道の最終行程をよく歩むことだけである。あなたがたには現在このことが良く見えない。皆、目先の事しか見えないのである。この働きの段階の経験に成功するのは、容易いことではない。

『神の出現と働き』「あなたは道の最終行程をいかに歩むべきか」（『言葉』第1巻）より編集


998 神のメッセージ

1

過去は遠くへ去った

しがみついてはならない

昨日あなたは固く立った

今日は神に忠誠を尽くせ

これはあなたが知るべきこと

神は見えないが

神の霊が恵みを与えるだろう

神の祝福を大切にし

己を知るため使ってほしいと神は願う

己の資本と見なしてはならない

欠けた部分は神の言葉で満たせ

ここから肯定的なものが生まれる

これは神のメッセージ



2

明日あなたは神のためよい証しをするべきだ

将来あなたは祝福され

神の祝福を受け継ぐだろう

これはあなたが知るべきこと

神は見えないが

神の霊が恵みを与えるだろう

神の祝福を大切にし

己を知るため使ってほしいと神は願う

己の資本と見なしてはならない

欠けた部分は神の言葉で満たせ

ここから肯定的なものが生まれる

これは神のメッセージ

神は見えないが

神の霊が恵みを与えるだろう

神の祝福を大切にし

己を知るため使ってほしいと神は願う

己の資本と見なしてはならない

欠けた部分は神の言葉で満たせ

ここから肯定的なものが生まれる

これは神のメッセージ



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第七章」（『言葉』第1巻）より編集


999 真理を実践しない者はみな、必ずや滅びに遭う

1 あなたがたのうち、口先では肉となった神を認めるが肉となった神に従うという真理を行うことができない人は誰でも、最後には排除され、滅ぼされる。また、口先では目に見える神を認め、しかも目に見える神が表現した真理を飲み食いするが、漠然とした見えない神を追い求める人はなおさら将来滅ぼされる。このような人々の誰も、神の働きが終わった後の安息の時まで生き残ることができない。このような人はだれも安息の時まで生き残ることができない。悪魔の類の人はみな真理を実行しない人である。彼らの本質は神に逆らい、不従順なものであって、彼らは神に従う意図が少しもない。この様な人々はみな滅ぼされる。

2 あなたが真理をもっているかどうか、神に逆らっているかどうかは、あなたの本質によって決まるのであり、あなたの外貌あるいは時折の言行によって決まるのではない。人が滅ぼされるかどうかは、その人の本質によって決まる。すなわち、彼らが事を行い、真理を追い求める過程で外に現れる本質によって決まるのである。同様に働きをし、しかも同じ程度の量の働きをする人々のうち人間性の本質が善であり真理を持っている人々が生き残る人々であり、人間性の本質が悪であり、目に見える神に背く者は、滅ぼされる人々である。人類の終着点に向けられた神の働き及び言葉の何もかもが、人類を、各人の本質に従って適切に取り扱う。そこには何の偶然も無ければ、無論僅かな誤りもない。神が行う働きは最適である。神はいかなる被造物についても事実を歪曲して罪に陥れることは決してない。

『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


1000 別れの時

1 創造の時、わたしは終わりの日にわたしと心がひとつである人々の集まりを作ることを預言した。終わりの日に地上で模範を確立した後、わたしはわたしの住みかに戻るだろうと予告した。人々がみなわたしを満足させた時には、人々はわたしの求めを達成しており、わたしはもはや人々から何も求めないだろう。その代わり、人々とわたしはお互いにわたしたちの昔話をし、その後わたしたちは別々の道を歩む。わたしたちが別々の道へ進んだ後、人間がわたしの「相続」を続けられるようになり、わたしの生涯でわたしが与えた教えを忘れないことを、わたしは望んでいる。彼らがわたしの名に不名誉をもたらすようなことを何もせず、わたしの言葉を心に留めておくことを望んでいる。わたしが去ったとき、人間がわたしを満足させるために最善を尽くすことを願う。わたしの言葉を人間が自らの礎とすることを願う。わたしを失望させてはいけない。わたしの心は常に人々を労り、片時も離れなかったからである。

2 人々とわたしはかつて共に集まり、天にある祝福と同じ祝福を地上で享受した。わたしは人々と共に暮らし、人々と共に住み、人々はいつもわたしを愛し、わたしはいつも人々を愛した。わたしたちは互いに親しみを感じていた。人と一緒だったわたしの時を思うと、わたしたちの日々は笑いと喜びで満ちており、それ以上に、言い合ったことも思い出す。それにもかかわらず、わたしたちの間の愛はこの基礎の上で確立され、お互いの交流が途切れることはなかった。何年にもわたる繋がりのなかで、人々はわたしに深い印象を残した。わたしは人々に多くの楽しみを与え、それに対して人々はいつも大きな感謝の念を表した。今、わたしたちが会うのは以前のどのようなものとも違う。誰もがこの別れの瞬間を逃したくない筈だ。人々はわたしに深い愛情を持ち、わたしは人々に無限の愛があるが、それについて何をなし得るだろうか？　誰が父なる神の求めに逆らおうとするだろうか？

3 わたしはわたしの住まいに戻り、そこでわたしの働きの別の部分を完成させる。おそらく再会の機はある。人々が過度に悲しまないこと、そして人々がわたしを地上で満足させることをわたしは願う。天にあるわたしの霊は人々にしばしば恵みを与える。わたしたちの間に起こった不愉快なことはすべて過去のものとし、わたしたちの間には常に愛があるように。わたしは人々に実に多くの愛を与え、人々は多大な犠牲を払ってわたしを愛した。だから、人間がわたしたちの間にある混じり気のない純粋な愛を宝物とし、わたしたちの愛が人々の世界全体に広がり、永遠に受け継がれるよう願う。わたしたちが再会するとき、わたしたちがやはり愛で結ばれており、わたしたちの愛が永遠に続き、すべての人々により賞賛され、語られるように。それによりわたしは満足し、わたしは笑顔を人々に示すだろう。わたしが人々に託したすべてを人が思い出すことをわたしは願う。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第四十七章」（『言葉』第1巻）より編集


1001 神の言葉は人にとって最善の訓戒

今日神はあなた方の中で働き

正常な人間生活へと導くだろう

それは新しい生活を送るための

新しい時代をあなた方にもたらすためである

働きは段階ごとに為され

あなた方は顔を合わせ

手をとって教わった

神はあなた方に欠けるものを授け

解からないことを教える

神が語る言葉はあなた方への唯一の訓戒

そして、今日のビジョンであり

あなた方は将来これに頼るだろう

それは今日のいのちの糧であり

今後のための最善の訓戒である

神のこの業はいのちの供給であり

あなた方を正常な生活へと導く

それは専ら 終わりの日に

一群の者たちへいのちを

いのちを与えるためである

神が今あなた方の間で為す働きは

あなた方のための現在の供給で

時に適った救いであり

神はこの数年に全ての真理を示す

そして神はあなた方にいのちの道を示し

今後の働きを表す

それはあなた方が

正しく正常に経験するために十分なものである

神が語る言葉はあなた方への唯一の訓戒

そして、今日のビジョンであり

あなた方は将来これに頼るだろう

それは今日のいのちの糧であり

今後のための最善の訓戒である



『神の出現と働き』「実践（７）」（『言葉』第1巻）より編集


1002 神がシオンに戻るとき

1 すべての準備ができたとき、それはわたしがシオンに戻る日となり、その日はすべての人々によって祝われることになる。わたしがシオンに戻ると、地上のすべては静まりかえり、地上のすべてが安らぐ。わたしがシオンに戻ると、すべてのものは本来の姿を取り戻す。それからわたしはシオンで働きを開始し、悪人を罰し、善人に報い、わたしの義を実践し、わたしの裁きを実行する。わたしは言葉を使ってすべてを成し遂げ、あらゆる人とあらゆるものにわたしの刑罰の手を体験させる。そしてあらゆる人々に、わたしの栄光のすべて、知恵のすべて、豊かさのすべてを見せる。わたしの中にはすべてが完成されているため、立ち上がって批判する者は誰もいない。そしてここで、あらゆる人にわたしの名誉のすべてを見せ、わたしの勝利のすべてを味わわせよう。わたしの中にはあらゆるものが現れるからだ。

2 ここからわたしの偉大な力と権威を見ることができる。誰もあえてわたしを憤慨させようとはせず、誰もわたしを妨げようとはしない。わたしの中ではすべてのことが明らかにされる。誰があえて何かを隠そうとするだろうか。わたしはそのような者には決して憐みを示さない。そのような惨めな者はわたしの厳しい罰を受け、そのような屑はわたしの目の前から追放されなければならない。わたしは鉄つえをもって彼らを支配し、わたしの権威を用いて彼らを裁く。一切の哀れみをかけることも、彼らの気持ちを考えることもない。なぜならわたしは神自身であり、感情を持たず、威厳に満ち、侵すことのできない者だからだ。本質的に、わたしは子羊ではなく、獅子である。誰もあえてわたしに背くことはなく、わたしに背く者は誰であれ、わたしがただちに容赦なく死をもって罰する。これがわたしの性質である。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第一百二十章」（『言葉』第1巻）より編集


1003 神がシオンに戻った後

1 わたしがシオンに戻った後も、地上の者たちは過去と同じようにわたしを讃美し続ける。こうした忠実な効力者たちは、わたしに仕えるためにこれまでどおり控えているが、彼らの役割は終わることになる。彼らにできる最善のことは、わたしが地上にいる状況をよく考えてみることだ。その時になると、わたしは災難を被ることになる人々に災害をもたらし始めるが、それでもすべての者がわたしを義なる神だと信じる。わたしは決してそれらの忠実な効力者たちを罰することはなく、ただ彼らにわたしの恵みを受け取らせる。これはわたしが悪を行うすべての者を罰し、善を行う者たちはわたしが授ける物質的な楽しみを受け取るだろう、と言ったとおりだ。それはわたしが義と誠実の神自身であることを示している。

2 わたしはシオンに戻ると、世界各国に目を向け始め、イスラエル人に救いをもたらし、エジプト人を罰する。これがわたしの働きの次の段階である。その時のわたしの働きは、現在の働きとは違ったものになる。それは肉における働きではなく、完全に肉を超越したものとなるのだ。わたしが言ったとおりにそれは成し遂げられ、わたしが命じたとおりにそれは堅く立つだろう。何が語られようと、それがわたしの口から出たものである限り、ただちに実現される。そしてそれが、わたしの言葉が語られるのとその実現は同時に起こる、ということの真の意味である。わたしの言葉自体が権威であるからだ。わたしは今、地上の人々が少し手がかりを得て、やたらな思い込みをせずにすむよう、いくつかの一般的なことを語っている。その時が来れば、すべてはわたしによって整えられるので、誰も自分勝手に行動してはならない。そうでないとわたしの手によって打ち倒されることになる。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第一百二十章」（『言葉』第1巻）より編集


1004 付き従う人に対する神の要求

1 人類、そして神に付き従う人に対して神が要求することを以下に述べます。神は自身に付き従う人に対し、以下の五つを要求しています。つまり真の信仰、忠実な追随、絶対的服従、真の認識、そして心からの畏敬です。この五つの事柄の中で、神は人々に対し、これ以上神を疑わないこと、そして自分の想像や、漠然とした観点によって神に付き従わないことを求めています。人々は想像や観念をもとに神に付き従ってはいけないのです。神は自身に付き従う一人ひとりに対し、忠実に付き従い、気持ち半分、あるいは無責任に付き従わないことを求めています。神があなたに何かを求めたり、あなたを試したり、裁いたり、取り扱って刈り込んだり、あるいは懲らしめて打ちすえたりしても、あなたは神に完全に服従するべきです。理由を尋ねたり、条件を付けたりしてはならず、ましてや理屈をこねたりしてはいけません。あなたの服従は完全なものでなければなりません。

2 したがって、神が人々にもつよう望んでいる認識について言えば、神はあなたが神を認識し、神の言葉を認識することを求めているだけでなく、神に関するあなたの認識が正確であることを求めているのです。たとえひと言しか述べられなかったり、ほんの少ししか知らなかったりしても、そのわずかな認識は正確であり、真実であり、神自身の本質と一致しているということです。神は見当違いだったり無分別だったりする讃美や賞賛を嫌悪するからです。そのうえ神は、人間が神を空気のように扱うことを忌み嫌います。人が神に関する事柄を話すとき、事実と無関係な発言をしたり、何のためらいもなく適当に話したり、思いのままに語ったりするのを、神は忌み嫌います。また、自分は神を知っていると思い込み、神に関する認識を吹聴し、何ら気兼ねなくみだりに神に関する事柄を論じる人を、神は忌み嫌います。

3 前述した五つの要求のうち最後のものは、心からの畏敬です。これは、神に付き従う者全員に対する神の最終的な要求です。神に関する正確かつ真の認識があれば、その人は真に神を畏れ、悪を避けることができます。この畏敬はその人の心の底から生まれるものであり、自ら進んで与えられたものであって、神による圧力の結果ではありません。神はあなたに対し、好感のもてる態度や行動、あるいは外面的な振る舞いといった贈り物を求めるのではなく、心の底から神を崇め、畏れることを求めます。このような畏敬は、あなたのいのちの性質が変化し、神に関する認識と神の業に関する理解を得て、神の本質を理解するようになり、自分が神の被造物の一つであるという事実を認めることで実現されます。

『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 X.」（『言葉』第2巻）より編集


1005 人間に対する神の最後の要求

1

あなたが効力者ならば

受動的になったり行動するふりをせず

神に忠実に仕えることが出来るか？

神があなたを認めていないとしても

あなたは留まって@神に生涯奉仕することが出来るか？

多くの努力をしても神に冷たくされた時

神のために働き続けるのか？

神のために何かを費やしても

望みが叶えられなかったら

あなたは失望し神を非難するだろうか？

神に忠実で愛していても

病や貧困に苦しみ

友や家族が去り

不幸が降りかかったら

神への忠誠や愛は保たれるのか？



2

あなたが夢見ることが神の行いと一致しなければ

未来への道をどう歩むのか？

神から貰いたいと思っていた物が得られなくても

神の追随者でいられるのか？

神の業の目的と意義が分からなくても

裁くことはなく神に従うことが出来るか？

神が人といる時に言った言葉や

行った業の全てを大切に出来るか？

たとえ神から何も受けなくても神に忠実に従い

生涯神のために苦しむことが出来るか？

未来の生存の道を考えず

計画を立てることも

準備することもなく進むことが出来るか？

あなたは神のためにこうすることが出来るか？



『神の出現と働き』「極めて深刻な問題――裏切り（２）」（『言葉』第1巻）より編集


1006 神が人を完全にする四つの条件

1 人が神の裁きと刑罰を受け入れて完全にされ、適格な基準に達するまで本分を尽くし、服従の態度と、基本的誠実さと、悔い改めの心をもつには、四つの基本的条件があります。これら四つの条件が満たされるとき、神は人のあいだで裁きと刑罰の働きを始めます。それを行う前に、神は人を量ります。神はどのように人を量りますか。神にはいくつかの基準があります。まず、神から授けられた使命への態度がどのようなものか、忠実でいられるかどうか、心と力をすべて捧げられるかどうかを神は見ます。要するに、あなたが適格な基準に達するまで本分を尽くせるかどうかを見るのです。

2 第二に、神に服従する態度をもつべきです。完全な服従を成し遂げるには、あなたは服従の態度をもたなければなりません。神から受けた使命においては、良心と理性をもって取り組むことに加え、真理を求め、神の意志を理解し、どんな環境にいようと、どんな出来事が起ころうと、服従の態度をもつ必要があるのです。つまり、神の言葉は正しいと認め、それを真理、実践の原則として受け止め、またその原則をよく理解せずとも、教義にしがみつくかの如くそれに従わなければなりません。つまりはそのような態度なのです。

3 服従の態度をもつとすぐ、言動や振る舞いがさらに変化します。これらの変化はどのようなものですか。神はあなたを基本的に誠実だと見なすようになります。言動に混じる意図的な嘘も少なくなり、言うことの八割が真実になります。悪習慣、置かれた環境、またはその他の理由により、意図せずに嘘をつき、内心後悔することもありますが、神の前で悔い改めて告白すれば、このようなことが再び起きても以前ほどひどくはなく、状態はますますよくなり、神もあなたを基本的に誠実だと見なします。

4 神は人に悔い改めの心をもつよう求めます。各段階において、神があなたを鍛え懲らしめるときであれ、勧告するときであれ、あなたと神のあいだに対立が生じ、自分の考えや視点にこだわり続け、神への誤解、非難、不服従を正さず、自分を変えないなら、神はあなたのことを覚えます。あなたが自分を変え、考えや意図を捨て去り、そのような心をもつとき、それは自然と服従の態度にもなります。自分を変えられるということは、創造主の身分と本質を承認している証拠です。神はそれを特に重要視します。

5 自分の感情や人生哲学ではなく、神が語った言葉、神から与えられた原則と本分、神が語った実践の道、歩むべき道にしたがって生きるとき、神があなたをどう扱おうと、あなたを気にかけようとかけまいと、あなたがすべきことをするならば、神はあなたを認めます。これらのことを達成し、創造主の身分についての承認、自分の本分に対する責任感、そして真理への取り組み方について自分は変われるという態度を認識すれば、神はあなたに裁きと刑罰の働きを行ない、そこからあなたの救いが始まります。

『終わりの日のキリスト講話集』「観念を解消することでのみ、神への信仰の正しい道に踏み出せる（3）」（『言葉』第3巻）より編集


1007 人間の結末への神の采配

1

人は人を行動で測る

善行は義人 悪行は悪人が為す

善行を積んで良い将来を

立派な言葉で良い結果を得たがる

彼らは神が言動を見て

結果を決めると錯誤する

善行と立派な言葉で神を騙し

いっときの恵みを得ようとする人が多い

神は人を本質と従順さで判断する

従うのは義人

従わない者は邪悪な敵

行いの善悪や話の正誤は関係ない

神は人を本質と従順さで判断する



2

将来、安息の中で生きる

人は苦難に耐え 神に証しする

本分を尽くし

心から神に従った

奉仕だけで真理を実践しない人は留まれない

神には人の結末への正しい基準があり

人の言動に基づかない

誰も悪への報いや悪事を隠し

破滅の苦痛から逃げられない

悪人は永遠に生き延びられない

義人だけが安息の主

正道を行けば正しく生き

本分を尽くし 忠実になる

反抗と堕落した性質から脱し

抗わず神のために生きる

神に従うことが

神と人の神の国の安息と平和の生活

神は人を本質と従順さで判断する

従うのは義人

従わない者は邪悪な敵

行いの善悪や話の正誤は関係ない

神は人を本質と従順さで判断する



『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


1008 人が真理を持っているかどうかによって神は人の行く末を決定する

1

人に働きかける段階ではなく

神がそれぞれの行く末を決定する時が来た

神は手帳にそれぞれの人の全ての言葉と行動を書き

その一つひとつを記録する

神は一人ひとりの行く末を

年齢や年功序列ではなく

苦しみや不幸の度合いでもなく

真理を持っているかどうかによって決める



2

神は神に従う人々の道や内在する性質

最終的行いを記録する

神の手を逃れる者は誰もいない

全てのものが神の割り当てる種類ごとに集められる

神は一人ひとりの行く末を

年齢や年功序列ではなく

苦しみや不幸の度合いでもなく

真理を持っているかどうかによって決める



3

神の意志に従わない者は罰せられるだろう

これは誰にも変えることが出来ない事実である

だから罰せられる人は皆神の義の故であり

無数の悪の行為への報復なのである

神は一人ひとりの行く末を

年齢や年功序列ではなく

苦しみや不幸の度合いでもなく

真理を持っているかどうかによって決める



『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」（『言葉』第1巻）より編集


1009 神の道に従わない者は罰されなければならない

1 わたしは全ての人間に対して公平であり、全ての人間をわたしの義なる性質によって裁くが、人間に対する要求には適切な条件があるので、全ての人間は、わたしの要求することを達成しなければならない。わたしは、あなたの資格がどれほど幅広いか、立派であるかということには気を留めず、あなたがわたしの道を歩んでいるか、真理を愛し渇望しているかどうかだけを考慮する。あなたに真理が欠けており、あなたがわたしの名を辱め、わたしの道に従って行動せず、注意や配慮なく、ただついて来るだけであれば、わたしはその時あなたの悪のためにあなたを打ち倒し、罰するであろう。その時、あなたは何と言うであろうか。あなたは、神は義ではないと言えるであろうか。現在、あなたがわたしが語った言葉に従うならば、あなたはわたしが認めるような人である。

2 あなたは、神に従う最中常に苦しみ、どんなに道が険しくとも神に従い、良い時も悪い時も神とともにしてきたと言うが、あなたは神によって語られた言葉を実際に生きておらず、毎日神のために奔り回ることだけを望み、有意義な人生を生きることについて考えたことがない。またあなたはこう言う。「とにかくわたしは神が義であると信じている。わたしは神のために苦しみ、神のために奔走し、自分を神に捧げ、承認を受けないにもかかわらず懸命に労してきたのだ。――神は必ずわたしのことを覚えているはずだ」。神は義であるというのはほんとうだが、その義はいかなる不純物にもけがされていない。その義には人間の意志が一切含まれておらず、肉や人間の取引にもけがされてはいない。反抗的で敵対し、神の道を遵守しない者は皆、罰され、誰も赦されず、誰も容赦されないであろう。

『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」（『言葉』第1巻）より編集


1010 各々の人の結末のための神の采配

1 神は裁きのあいだにあらゆる邪悪な行いをする人々すべてを邪悪な霊がはびこる場所に引き渡し、邪悪な霊に彼らの肉体を好きなように破壊させる。彼らの肉体は死臭を放つ。これは彼らにふさわしい報復である。神は、それら不忠実な偽信者、偽使徒、偽働き人の罪を一つひとつその記録書に書き留める。そして、その時が来ると、神は彼らを不浄な霊の真中に投げ入れ、不浄な霊が彼らの全身を思うままに汚すようにし、そのため彼らは決して生まれ変わることはなく、二度と光を見ることはない。

2 一時期は神に仕えるが最後まで忠実であり続けることのできない偽善者は、神が邪悪なものに含めて数え、そのため彼らは悪人の言いなりとなり、烏合の衆の一部となる。最後には神は彼らを滅ぼす。キリストに忠実であったことがない人、自らの強みをもって何らの貢献をしたことのない人を神は脇へやり、省みることはなく、時代が変わるときに彼らをすべて滅ぼす。彼らはもはや地上には存在せず、神の国へ入ることなどなおさらありえない。

3 神に誠実であったことはないが、状況のせいで強制的に神を表面的に取り扱うことになった人は、神の民のために奉仕する人に含めて数えられる。これらの人々のうちほんの一部だけが生き残るが、大半は奉仕をする規準にさえ達しない人々とともに滅ぶ。最後に、神と同じ考えをもつ人すべて、神の民と子ら、そして神に祭司となるよう予め定められた人々を、神は神の国に連れて行く。彼らは神の働きの結晶となる。

4 神が制定した範疇のどれにも当てはめることのできない人は、未信者に含めて数えられる。彼らの結末がどうなるか、あなたがたは確実に想像できることであろう。わたしは既に言うべきことをすべてあなたがたに語った。あなたがたが選ぶ道は、あなたがただけの選択である。あなたがたが理解するべきことはこれである。神の働きは神と足並みをそろえることのできない人を誰も待たず、神の義なる性質はどんな人にも憐れみを示さない。

『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」（『言葉』第1巻）より編集


1011 神は人の結末をその人の本質によって決定する

1 人が最後に生き残ることができるのは、その人が神の要求を満たしたからである。そして、人が最終的に安息の時を生き残ることができないのは、その人自身が神に背き、神の要求を満足させていないからである。どの人にもふさわしい終着点がある。この終着点は各人の本質によって決まるのであり、ほかの人とは全く関係がない。

2 子供の悪行が親になすりつけられることはなく、子供の義も親と共有することはできない。親の悪行は子供になすりつけられることはなく、親の義も子供と共有することはできない。誰もが自分の罪を担い、誰もが自分の幸運を享受する。だれもほかの人の代わりをすることができない。これが義である。誰も他人の罪を担うことができず、他人の代わりに罰を受けることはなおさらできない。これは絶対的なことである。

3 義を行う者はつまるところ義を行う者であり、悪を行う者はつまるところ悪を行う者である。義を行う者は生き残ることができ、悪を行う者は滅される。聖なる者は聖なる者である。彼らは汚れた者ではない。汚れた者は汚れた者であって、聖なる要素が少しもない。悪を行う人の子供が義を行なっても、義人の親が悪を行なっても、邪悪な者はすべて滅ぼされ、義人はすべて生き残る。

4 信仰深い夫と不信仰な妻はもともと関係がなく、信仰深い子供と不信仰な親はもともと関係がない。彼らは相容れない二種類の人である。安息の中に入る前に人には肉親があるが、ひとたび安息の中に入ると、もはや語るべき肉親はなくなる。本分を尽くす者と、本分を尽くさない者は敵であり、神を愛する者と、神を憎む者は敵対する。安息の中に入る者と、滅ぼされた者は相容れることのできない二種類の被造物である。

『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


1012 信者と非信者は相容れない

1 どの人にもふさわしい終着点がある。この終着点は各人の本質によって決まるのであり、ほかの人とは全く関係がない。信仰深い夫と不信仰な妻はもともと関係がなく、信仰深い子供と不信仰な親はもともと関係がない。彼らは相容れない二種類の人である。安息の中に入る前に人には肉親があるが、ひとたび安息の中に入ると、もはや語るべき肉親はなくなる。本分を尽くす者と、本分を尽くさない者は敵であり、神を愛する者と、神を憎む者は敵対する。安息の中に入る者と、滅ぼされた者は相容れることのできない二種類の被造物である。

2 本分を尽くす被造物は生き残ることができ、本分を尽くさない被造物は滅ぼされる。さらに、これは永遠に続く。今日の人々は、血の繋がりだけでなく肉体の関係があるが、今後これは完全に打ち破られる。信じる者と信じない者は相容れないのであり、敵対する。安息の中の人はみな神の存在を信じる者であり、神に従順な者である。神に不従順な人々は完全に滅ぼされてしまう。地上にはもう家族がなくなる。それでは、どうして父母があるだろうか、どうして子供があるだろうか、どうして夫婦関係があるだろうか。信仰と不信仰という不一致が、このような肉の関係を切断してしまうのである。

『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


1013 神は悪人を救わない

1 赤い大きな竜の国家で、わたしは人々に理解し難い働きの段階を実行し、彼らを風の中で揺らす。その後、多くの者が風に吹かれて静かに漂い去る。これこそまさに、わたしが一掃しようとしている「脱穀場」だ。それはわたしが切に願っていることであり、またわたしの計画でもある。というのも、わたしが働いている間に多くの悪い者たちが忍び込んだからだ。しかしわたしは彼らを追い払うことを急いではいない。適切な時が来たら、彼らを追い散らすつもりだ。そうして初めてわたしはいのちの泉となり、真にわたしを愛する人々がわたしからいちじくの実やゆりの香りを受け取れるようになる。

2 サタンがとどまる塵の地には、砂があるだけで純金は残っていない。こうした状況なので、わたしは働きのこのような段階を実行するのだ。わたしが自分のものとするのは砂ではなく、精錬された純金であることを知らなければならない。悪い者がどうしてわたしの家に残れるだろうか。わたしの楽園に狐が寄生することなど許せるだろうか。わたしは考えられるすべての方法で、こうしたものを追い払う。わたしの旨が露わになるまでは、誰一人わたしがしようとしていることに気づかない。わたしはこの機会を利用して悪い者たちを追い払い、彼らはわたしから去らざるを得なくなる。わたしは悪い者たちをこのように扱うが、彼らがわたしに仕える日はまだあるだろう。

『神の出現と働き』「七つの雷が轟く――神の国の福音が宇宙の隅々まで広まることを預言」（『言葉』第1巻）より編集


1014 神の国の美しさ

1 「わたしはすべての人々の上を動き、至る所を見ている。何一つ古びて見えるものがなく、誰一人かつてと同じ人はいない。わたしは玉座に座し、全宇宙上に横たわり……」これは神の現在の働きの結果である。神の選民はすべて最初の形に戻り、そのため、長年にわたり苦しんできた天使たちは解放される。神が「人の心の中の聖者のような顔」と言うとおりである。天使たちは地上で働き、地上で神に仕え、神の栄光が世界中に広がるので、天は地上にもたらされ、地上は天に持ち上げられる。したがって、人間は天と地を結ぶ絆である。天と地にはもはや隔たりはなく、もはや分離しておらず、一つのものとしてつながっている。

2 世界の至る所で、神と人間だけが存在する。ほこりも汚れもなく、すべてのものは再び新しくなり、子羊が大空の下で緑の草原に横たわっているように、神のすべての恵みを享受している。そして、一面の新鮮な緑が現れたことから、生命の息吹が輝き出る。というのも永遠に人間と共に暮らすために神がこの世に来るからである。神の口から「わたしは再びシオンで安らかに暮らすことができる」と語られたとおりである。これはサタンの敗北の象徴であり、この日は神の安息の日であり、すべての人々によって褒めそやされ、称えられ、すべての人に祝われる。神が玉座で安息している時は、神が地上における働きを終了する時でもあり、まさに神のすべての奥義が人間に示される瞬間である。神と人間は永久に調和し、離れることはないだろう――これらは神の国の美しい光景である。

『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第十六章」（『言葉』第1巻）より編集


1015 神が人に授ける最高の祝福

1

神のことばの完成により神の国が形成する

人が正常に戻るとともに

神の国がここにある

神の国の民は正常な生活を取り戻し

今日は神の前に生き

明日は神の国で生きる

全地は喜びと温かい心で満ちる

神の国がこの地上にある

神の国がこの地上にある



2

凍える冬は常春の世界となり

人は悲惨なめに遭うことも凍えることもない

人の間に争いも国の間に戦争もなく

殺りくや流血もない

明日は神の国で生きる

全地は喜びと温かい心で満ちる

神の国がこの地上にある

神の国がこの地上にある



3

神は世界をくまなく巡り

その玉座から楽しむ

神は星の間に住み

天使は神のために歌い踊る

天使はもはや弱さのゆえに泣き叫ばない

天使は神のために歌い踊る

天使は神のために歌い踊る

神は天使の嘆きを決して聞くことはない

天使は神のために歌い踊る

天使は神のために歌い踊る



4

誰も労苦を訴えなくなる

今日は神の前に生き

明日は神の国で生きる

これは神が人に与えた最高の祝福ではないか？

神の国の民は正常な生活を取り戻し

今日は神の前に生き

明日は神の国で生きる

全地は喜びと温かい心で満ちる

神の国がこの地上にある

神の国がこの地上にある



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十章」（『言葉』第1巻）より編集


1016 神の国が完全に降臨する時

神の国が完全に地に降臨する時

全ての人は本来の姿を取り戻すだろう



1

神は玉座の上から楽しむ

神は星の間に住み

天使たちは心から神に新しい歌と踊りを捧げる

もう自身の弱さで

天使は神の前で泣くことはない

不幸を訴える者はいなくなるだろう

神が全ての栄光を得る日は

人が安息を楽しむ日だ

もうサタンに惑わされ奔走することはない

世界は前進することを止め

人々は安息の中で生きる

神の国が完全に降臨する時

神の国が完全に降臨する時



2

天空の無数の星々は

完全に新たにされた

天地の山と川は変えられた

太陽・月・人・神も変わったので

万物も変わるだろう

これが神の最終目的だ

神の素晴らしい計画は達成される

神の国が完全に降臨する時

神の国が完全に降臨する時



『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第二十章」（『言葉』第1巻）より編集


1017 神の人類への最後の約束

1 人類が地上で真の人間生活を達成し、サタンの全勢力が縛られると、人は地上で楽に生きることになるだろう。物事は現在ほど複雑ではなくなるだろう。人間関係、社会関係、複雑な家族関係など……。それらは厄介で、本当に苦痛である。地上の人間生活はとてもみじめである。一旦征服されると、人の心と思いは変わるだろう。人は神を畏敬する心と、神を愛する心を持つだろう。全宇宙で神を愛することを求めるすべての人たちが征服され、つまりサタンが打ち負かされ、サタン――暗闇の全勢力――が縛られると、地上での人の生活は困難でなくなり、地上で自由に生きることができるだろう。

2 もし人の生活に肉の関係がなく、肉の複雑さがないなら、どれほど楽なことだろう。人の肉的な関係はあまりにも複雑で、人にとってそのようなものを持つことは、その人がまだサタンの影響から解放されていない証拠である。もしあなたが兄弟姉妹とそれぞれ同じ関係を持ち、家族とそれぞれ同じ関係を持っていたら、あなたは何の心配もしないだろうし、誰かを心配する必要もないだろう。これ以上良いことはないだろうし、これなら人は苦しみの半分から解放されるだろう。地上で正常な人間の生活をすると、人は天使のようになる。依然として肉体を持っているけれども、人は天使のようになるだろう。これは最後の約束、人に授けられる最後の約束である。

『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


1018 神の勝利の象徴

1

人は最初の姿に戻される

人々は己の努めを全うできる

自分の居場所で神の全ての定めに従う

その時神は一群の人々に

この地で神を礼拝させるだろう

また神は、神を礼拝する国をこの地に建てるだろう

また神は、神を礼拝する国をこの地に建てるだろう



2

神は地上で永遠の勝利を得る

神に逆らう者たちは永遠に滅ぼされる

こうして神は人を創った目的を回復する

すべてのものを神が創った意図や

この世で神の権威が回復され

万物や神の全ての敵の上に神の権威が回復される

これこそが神の勝利、神の完全勝利の印

これこそが神の勝利、神の完全勝利の印



3

ここから先、人は安息に入り

正しい道に従う人生を歩みだす

神もまた人と共に永遠の安息に入り

分かち合える永遠の生活に入る

この世の穢れと反逆は消え

泣き叫ぶ声も消え去る、すべて消え去ってしまう

この世で神に逆らう者はもはやいなくなり

生き残るのは神と救われた人々だけ

神が創造したものだけが残るだろう

神が創造したものだけが残るだろう



『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


1019 神は人類のためにより美しい明日を創造する

1

神の再来を喜んで迎えるカナンの農夫たちの上に

神は良い実を授け

天と人が永久に続くことを願う

天と人が永遠に安らぐよう願う

神は緑の松がいつまでも神と共にあり

理想の時代へと躍進することを願う

神は理想の時代へと躍進することを願う

神は一言もこぼさず労を尽くし

この美しい地を耕す

もっと素晴らしい明日が来ることを願い

神は人のために愛を持って労する



2

神は人に終着点を授け

全ての富を人に残し

人の心という土の上に神の命である種を植える

神の全ての命を人の中に蒔く

神は消えることのない記憶を人に残し

また神の全ての愛をあとに残してゆく

人が神の中に見出し 貴ぶ全てを授ける

神はその命の全てを人類に捧げる

神はその命の全てを人類に捧げる

神は一言もこぼさず労を尽くし

この美しい地を耕す

もっと素晴らしい明日が来ることを願い

神は人のために愛を持って労する

神は人のために愛を持って労する



『神の出現と働き』「働きと入ること（10）」（『言葉』第1巻）より編集


1020 神の全ての民は心から感情を表現する

神の国を見よ！そこで神は万物を統べ治める！

創造の始めから現代に至るまで

神の息子たちは苦難の中を導かれた

その道のりは山あり谷ありだったが

今神の光の中に住む

昨日の不正にすすり泣くことをしない者は誰か？

今日苦心して得た生活に涙しない者は誰か？

この機会に心を神に捧げない者は誰か？

自分の情熱と体験を声にしたくないものは誰か？

人々は神のため 最善を尽くしているが

ある者は自らの愚かさを悔やんでいる

またある者は昨日までの追求を振り返り

自らを憎む

彼らは皆自らを知り

サタンの行いと神の素晴らしき業を見た

彼らの心の中には神が住んでいる

もはや神が人々の間で嫌われることも

放棄されることもない 

それは神の業が成就し

妨げられることがないからだ

昨日の不正にすすり泣くことをしない者は誰か？

今日苦心して得た生活に涙しない者は誰か？

この機会に心を神に捧げない者は誰か？

自分の情熱と体験を声にしたくないものは誰か？

昨日の不正にすすり泣くことをしない者は誰か？

今日苦心して得た生活に涙しない者は誰か？

この機会に心を神に捧げない者は誰か？

自分の情熱と体験を声にしたくないものは誰か？



『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十八章」（『言葉』第1巻）より編集


1021 神が人類のために用意するものは想像を超えている

1 わたしがあなたがたのために用意したもの、つまり、世界中の稀有で貴重な宝があなたがたに与えられるのだ。あなたがたは、現時点では、それを思い浮かべることも、想像することもできない。そして、このようなことを楽しんだことがある者は一人もいない。これらの祝福があなたがたの上に臨むとき、あなたがたはいつまでも心から楽しむが、これらはすべてわたしの力、わたしの行為、わたしの義、そして何よりも、わたしの威厳であることを忘れてはならない。（わたしは、恵みを示すよう選んだ者たちに恵みを示し、憐みを示すよう選んだ者たちに憐みを示す。）その時、あなたがたは親を持つことはなく、血縁関係もない。あなたがたは皆、わたしの愛する民、わたしの最愛の子らである。それ以降は、誰もあなたがたを弾圧しようとしないだろう。それは、あなたがたが大人に成長する時となり、あなたがたが鉄の杖で国々を支配する時となるであろう。

2 わたしの愛する息子たちを妨げようなどとするのは誰か。わたしの最愛の息子たちを敢えて攻撃しようとするのは誰か。父が栄光を受けたので、彼らはみなわたしの愛する子らを敬うだろう。誰も想像すらできなかったことがすべて、あなたがたの目の前に現れる。それらは無限で、無尽蔵で、終わることがない。もうしばらくすれば、あなたがたはもはや太陽の焼けつく暑さに耐える必要はなくなる。また、寒さに苦しむ必要もなくなり、雨も、雪も、風さえもあなたがたには及ばなくなる。それは、わたしがあなたがたを愛しているからであり、それは完全にわたしの愛の世界になる。わたしはあなたがたが望むすべてのものを与えよう。また、あなたがたが必要とするすべてのものをあなたがたのために用意しよう。わたしは義ではないなどと言う者は誰か。わたしは直ちにあなたを殺す。それは前に言ったように、わたしの怒りは（邪悪な者たちに対して）永遠に続き、わたしはほんの少しも容赦しないからである。しかし、（わたしの最愛の子らへの）わたしの愛も永遠に続くだろう。

『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第八十四章」（『言葉』第1巻）より編集


1022 人類はかつての聖さを取り戻す

1 稲光の中、すべての動物は真の姿を明らかにする。そして、わたしの光に照らされて、人間もまた、かつての聖さを取り戻した。ああ、過去の堕落した世界よ。それはついに汚い水の中へと崩れ去り、水面の下に沈み、溶けて泥となった。ああ、わたしの創った全人類が、ついに再び光の中でよみがえり、存在のための基礎を見出し、泥の中でもがくことをやめた。ああ、わたしの手の中のもろもろの被造物よ。それらがどうしてわたしの言葉によって新たにならないことがあろうか。どうして、光の中でその機能を果たさないことがあろうか。地はもはや、死んだように動きがなくも沈黙してもいない。天はもはや荒涼として悲しいところではない。天と地とは、もはや虚無で隔てられてはおらず、ひとつになって、決して再び裂かれることがない。

2 この喜ばしい時、この歓喜の瞬間、わたしの義と聖さは全宇宙に広まっており、人類全体が止むことなくほめたたえる。天の町々は喜びに笑い、地上の王国は喜びに舞い踊る。この時に、誰が喜ばずにいようか。そして、この時、誰が泣かずにいるのか。地は、そのはじめは天のものである。そして、天は地とは、ひとつである。人間は天と地とを結ぶ絆であり、人間の聖さのおかげで、人間の再生のおかげで、天はもはや地から隠されてはいない。そして、地はもはや天に対して沈黙していない。人類の顔は安堵の笑顔に飾られ、心には限りない甘美さが満ちる。人間は互いに言い争うことがなく、また、殴り合うこともない。わたしの光の中で他の人々と平和的に生きない者がいるだろうか。わたしの日にわたしの名を汚す者が誰かいるだろうか。

3 人間はみな畏敬のまなざしをわたしに向け、その心が沈黙のうちにわたしに叫んでいる。わたしは人間のあらゆる行いを探った。清められた者の中に、わたしに逆らうものは誰もいない。わたしを裁く者もいない。人間はみな、わたしの性質に満たされている。誰もがわたしを知るようになり、わたしに近づき、わたしを愛する。わたしは人間の霊の中に確固として立ち、人間の目に最も高い頂きに上げられ、その血管を血として流れる。人間の心の喜びにあふれる高揚が地のいたるところを満たし、空気は爽やかに澄み、濃い霧が地面を包むことは、もはやない。そして、太陽がまばゆく輝く。

『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十八章」（『言葉』第1巻）より編集


1023 神と人間の異なる安息の場所

1 神と人が共に安息に入るということは、人類が救われたこと、サタンは滅ぼされたこと、人における神の働きが全部終わったことを意味する。神はもはや人の中で働き続けず、人ももうサタンの支配下に生きることはなくなる。それゆえに、神はもう忙しく働かず、人はもう忙しく駆け回らない。神と人は同時に安息の中に入るようになる。神はもとの場所に戻り、人も各人それぞれの場所に帰る。これは神の経営が終わった後に、神と人それぞれが身を置く目的地である。

2 神には神の目的地があり、人には人の目的地がある。神は安息の中にあっても続けて全人類が地上で生きるのを導く。神の光の中にあって、人は天の唯一の真の神を礼拝する。神はもはや人の間には住まず、人も神と一緒に神の目的地で住むことはできない。神と人は同じ領域の中で生活することができない。むしろ、それぞれ自分の生き方がある。神が全人類を導くのであり、全人類は神の経営の働きの結晶である。導かれるのは人類である。人間は、本質的には、神と異なる。

3 人の安息の場所は地上にあり、神の安息の場所は天にある。人は安息の中で神を礼拝し、地上で生きる。神は安息の中で残りの人類を導くが、地上から導くのではなくて天から導く。神は依然として霊であり、一方、人は、依然として肉である。神と人にはおのおの異なる安息の仕方がある。神は安息するが、人の間に来て人に現れる。人は安息するが、神に導かれて天を訪ね、天上で人生を楽しむこともある。

『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


1024 洗い清められた者だけが安息に入れるだろう

1

未来の人はアダムとエバの子孫でありながら

もはやサタンの支配下にない

救われ、洗われ、清められた人だ

裁かれ罰せられ聖められた人類

創めの人類アダムとエバとは全く別の人類なのだ

サタンに堕落させられた者たち

その中から選ばれた人たち

最後の審判の中でもしっかと立ち

残ったこの人たちだけが

神と共に最後の安息に入れるのだ



2

神と一緒に最後の安息に入れるのは

最後の裁き懲らしめの日に

きよめの業にも揺るがない人のみ

裁かれ罰せられ聖められた人類

創めの人類アダムとエバとは全く別の人類なのだ

サタンに堕落させられた者たち

その中から選ばれた人たち

最後の審判の中でもしっかと立ち

残ったこの人たちだけが

神と共に最後の安息に入れるのだ



3

裁かれ罰せられ聖められた人類

創めの人類アダムとエバとは全く別の人類なのだ

安息に入るに足る者たちは

最後の清めの業を受け

サタンの力から放たれ

神によって勝ち取られ

最後の安息に入る

最後の安息に入れるのだ



『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


1025 終わりの日の神から人への約束

1

征服の働きが終わると

人は美しい世界に入るだろう

地上の生活は続くが

今とは違う

それは征服された後の新しい生活

新しい境地に入る証し

地上での神との生活の始まりだ

未来の生活は美しく人が待ちわび

有史以来見られなかったこと

それは6000年の働きの最終結果で

人が最もまちわびていたもの

神が人に約束したもの



2

この生活の前提とは

人が清められ征服され

創造主に従うこと

征服の働きは

人類がこの素晴らしい場所に

入る前の神の働きの最終段階だ

未来の生活は美しく人が待ちわび

有史以来見られなかったこと

それは6000年の働きの最終結果で

人が最も待ちわびていたもの

神が人に約束したもの したもの



3

この約束は今は来ない

人が終着点に達するのは

終わりの日の働きが終わり

人が完全に征服され

サタンが打ち負かされてから

未来の生活は美しく人が待ちわび

有史以来見られなかったこと

それは6000年の働きの最終結果で

人が最も待ちわびていたもの

神が人に約束したもの したもの Who〜



『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


1026 神は人類に種類ごとに適切な采配をする

1 要するに、人類の中にはどれだけの人種があっても、全人類はやはり神の創造物である。人々がどの人種に属していても、彼らは神の被造物である。彼らは、アダムとエバの後裔である。人々がどのタイプに属していても、彼らは神の創造物である。彼らは神によって作られた人類に属するため、彼らの終着点は人類がもつべき終着点である。そして彼らは人類を体系化する規則に従って分けられる。悪を行う被造物は最後には滅ぼされ、義を行う被造物は生き残る。これは二つの種類の被造物に対するいちばん適切な取り決めである。

2 神の働きが終わった後、すべての被造物の中には、滅びる者もいれば、生き残る者もいる。これは神の経営の働きの必然的流れである。これはだれも否認できないことである。悪を行う者はみな生き残ることができず、最後まで神に従順でつき従う者は、確実に生き残る。これは、人類を経営する働きであるから、生き残る者もいれば排除される者もいる。これは異なる種類の人々の異なる結末であり、被造物に対するいちばんふさわしい取り決めである。

3 人類に対する神の究極の取り決めは、家族、民族、国境を打ち破ることによって人類を区分することである。それによって、家族の区別がなくなり、国境による区別もなくなる。なぜなら、人は、つまるところ、一人の祖先であり、人は神の創造物だからである。要するに、悪を行う被造物は滅ぼされ、神に従順な被造物は生き残る。このようにして、未来の安息の中には家族も、国も、特に民族もない。このような人類が、もっとも聖なる人類である。

『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


1027 人類が安息に入ったとき

1 ひとたび人類が安息に入ったなら、悪を行う人たちはみな滅ぼされ、全人類は正しい軌道に乗り、各種類の人は自分の果たすべき機能によっておのおのその種類に従う。これのみが人類の安息の日であり、人類の発展の必然的な方向である。そして人類が安息に入る時こそ、神の偉大で、そして究極の成果が完成する。これが神の働きの終結である。この働きは全人類の退廃した肉体の生活を終わらせ、堕落した人類の生活を終わらせる。そこから人類は新しい領域の中に入る。

2 人は肉体的存在であるが、その生活の実質は堕落した人類の生活のそれと大いに異なる。その存在の意味も堕落した人類の存在の意味とは異なる。これは新しい種類の人の生活ではないが、救いを受け取った人類の生活、回復された人間性と理性を伴う生活であると言える。このような人たちはかつて神に背いた人であり、かつて神に征服されて、それから救われた人たちである。この人たちはまた、神を辱めたことがあるが後で神のために証しをした人である。神の試練を受け、生き残った彼らの存在は、最も意義のある存在である。彼らはサタンの前で神のために証しした人である。彼らは生きるに相応しい人である。

3 サタンは完全に失敗していて、もう人類をかき乱すことはなく、人にはもう堕落したサタン的性質がなくなっている。そのような不従順な人たちはすでに滅ぼされていて、従順な人だけが生き残る。それゆえに、ほとんどの家族が元のまま生き残ることができない。どうして肉の関係が依然、存続することができるだろうか。人の過去の肉の生活は完全に廃止される。堕落したサタン的性質がなければ、人の生活はもう以前の古い生活ではなくて、新しい生活である。人々の間には現在肉の関係がある。彼らが完全に安息に入った時は、もう肉の関係がなくなる。このような人類こそが義と聖さをもち、そのような人類だけが、神を礼拝する人類である。

『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


1028 安息の中にある生活

1 安息の中の生活とは、戦いも汚れも、継続する不義もない生活である。言い換えれば、そのような生活には、神に敵対するいかなる勢力の侵入もないだけでなく、サタンによる妨害もサタンの堕落も存在しない。万物がおのおのその種類のものに従い、造物主を礼拝する。天上も地上も平穏になる。これが、人類が安息に入った生活である。神が安息の中に入った時、地上にはもうどんな不義も継続せず、もういかなる敵対勢力の侵入もなくなる。人類も新しい領域の中に入る。すなわち、彼らはもはやサタンに堕落させられた人類ではなく、サタンに堕落させられた後救われた人類である。

2 人類の安息の日々は、神にとっての安息の日々でもある。神は人類が安息の中に入ることができないため、安息を失ったのである。つまり、神は本来、安息に入ることができなかったのではない。安息の中に入ることは、あらゆる事物の活動が止まることを意味するのでもなければ、あらゆる事物の発展が止まることを意味しているのでもない。また、神がもう働くことをやめる、あるいは人がもう生活することをやめることを意味しているのでもない。安息に入ったことのしるしは、以下のようなものである――サタンが滅ぼされている、サタンに同調する悪人たちがみな懲罰を受けて一掃されている、そして神に敵対するすべての勢力が存在しない。

3 神が安息の中に入ることは、神がもう人類を救うという働きをしないことを意味している。人類が安息の中に入ることは、全人類がみな神の光の中と神の祝福の下に生きることを意味する。もはやサタンの堕落がなく、不義な事も起こらない。人類はみな地上で正常に生活し、神の加護のもとで生きるようになるだろう。神と人が共に安息に入るということは、人類が救われたこと、サタンは滅ぼされたこと、人における神の働きが全部終わったことを意味する。神はもはや人の中で働き続けず、人ももうサタンの支配下に生きることはなくなる。それゆえに、神はもう忙しく働かず、人はもう忙しく駆け回らない。神と人は同時に安息の中に入るようになる。

『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」（『言葉』第1巻）より編集


1029 いのちの水の川

1 水晶のように輝いているいのちの水の川は、神と小羊との御座から出て、都の大通りの中央を流れている。川の両側にはいのちの木があって、十二種の実を結び、その実は毎月みのり、その木の葉は諸国民をいやす。のろわるべきものは、もはや何ひとつない。神と小羊との御座は都の中にあり、その僕たちは彼を礼拝し、御顔を仰ぎ見るのである。彼らの額には、御名がしるされている。夜は、もはやない。あかりも太陽の光も、いらない。主なる神が彼らを照し、そして、彼らは世々限りなく支配する。

2 聖なる都、新しいエルサレムが、神のもとを出て、天から下って来る。見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と共に住み、人は神の民となり、神自ら人と共にいまして、 人の目から涙を全くぬぐいとって下さる。もはや、死もなく、悲しみも、叫びも、痛みもない。先のものが、すでに過ぎ去ったからである。かわいている者には、いのちの水の泉から価なしに飲ませよう。勝利を得る者は、これらのものを受け継ぐであろう。わたしは彼の神となり、彼はわたしの子となる。

3 全能者にして主なる神と小羊とが、その聖所なのである。 都は、日や月がそれを照す必要がない。神の栄光が都を明るくし、小羊が都のあかりだからである。諸国民は都の光の中を歩き、地の王たちは、自分たちの光栄をそこに携えて来る 都の門は、終日、閉ざされることはない。そこには夜がないからである。人々は、諸国民の光栄とほまれとをそこに携えて来る。しかし、汚れた者や、忌むべきこと及び偽りを行う者は、その中に決してはいれない。はいれる者は、小羊のいのちの書に名をしるされている者だけである。

4 稲妻は東からきて西を照らす。終わりの日のキリスト、全能神は人々のもとに来た。全能神は真理、道、いのちであり、言葉は肉において現れる。人々は神の玉座の前で、神の国の訓練と完全にされることを受け入れる。終わりの日のキリストは、いのちへの永遠の道をもたらした。民は神と顔を合わせ、甘美なる神の言葉を楽しむ。言葉はもろ刃の剣、人を清め救うために裁く、神の家から終わりの日の審判が始まった。全ての民が全能神の名を讃える。神の国に全能神が来て、業は成就した。神は全ての栄光を獲得した！

『聖書』の「ヨハネの黙示録」より編集


1030 人類が永遠の終着点に入るとき

1 永遠の終着点に入るとき、人は造り主を礼拝する。そして、人は救いを得て、永遠の中に入ったので、人は何の目的も追求しないし、その上、サタンによって包囲される心配もない。この時、人は自分の立場を知り、本分を尽くす。そして、罰せられたり裁かれたりしなくとも、人はそれぞれ自分の本分を尽くすだろう。その時、人は身分においても、地位においても被造物となる。高低の差別はもはやない。人はそれぞれの異なる役割を果たすだけである。但し、人は依然として人類の秩序ある適切な終着点の中で生きており、造り主を礼拝するために本分を尽くす。そして、このような人類は永遠の人類となるであろう。

2 その時、人は神に照らされた生活、神の配慮と守りの下にある生活、そして神と共に生きる生活を獲得することになる。人類は地上で正常な生活を送り、全人類が正しい軌道に乗ることになる。六千年の経営計画は徹底的にサタンを打ち負かすことになるだろう。つまり、神は創造直後の人間の本来の姿を回復させ、そうして、神の本来の意図が成就される。六千年にわたる神の経営の働きが終わって初めて、全人類の生活が地上で正式に始まり、そうして初めて人は素晴らしい生活をすることができ、神は最初に人を創造したときの目的と人の本来の姿を回復するだろう。

『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」（『言葉』第1巻）より編集


教会讃美歌


1 人の子が地に降りて来る

1

東から稲妻が来て　西へ光る

人の子は地に降りて来て

受肉した神が現れて中国で働く

彼こそ全能神　終わりの日のキリスト

彼は真理を現し　あらゆる国を揺るがす

裁きの働きは神の家から始まる

神の言葉には権威があり　全ての者の心を征服する

全く確信した彼らは　ひざをかがめて礼拝する



全能神は栄光の座についた

人の子が現れて働き

地上のあらゆる国々を揺るがす

神の国の時代のラッパの音とともに

神の言葉は世界に広がり

世界に響く



2

人の子はあちこちの教会をめぐって語り

その言葉と業は私たちの中にある

私たちはみな神に牧され　潤されている

神と向き合い　聖霊の業を楽しむ

神の裁きの言葉は両刃の剣のようで

人の堕落の真相を暴露し　解析する

裁きと刑罰は　私たちを堕落と

反逆から清め

サタンの勢力から完全に救う



私たちは真理といのちを得た　神に賛美を捧げます

人の子が現れて働き

地上のあらゆる国々を揺るがす

神の国の時代のラッパの音とともに

神の言葉は世界に広がり

世界に響く

全能神は真理を表し　人を裁き清める

神は勝利者の一団を中国に作り

サタンを打ち負かし　栄光を得る

神の言葉は次々に成就する



人の子が現れて働き

地上のあらゆる国々を揺るがす

神の国の時代のラッパの音とともに

神の言葉は世界に広がり

世界に響く

天使のラッパ　天使の歌は

すべて神の栄光をたたえるためのもの

全能神はとこしえに地上を治める

とこしえに


2 人の子が現れた

世界の東から

一筋の輝く光が現われ

西の果てまで照らす

人の子が地に降臨した



1

全能神である救い主が戻って

真理を表し 新時代を始めた

人の子が現れ 神が来た

神は人類に永遠の

いのちの道をもたらす

新しい天と地

新しい時代と人間

新しい道と生活

新しいエルサレムが地に降臨した



2

我らは神の家族へ戻り

教会生活を送る

日々神の言葉を飲み食いし

神の愛の中で育つ

ここに来て歌い そして踊ろう！

我らの生活は楽しく

我らは神と共にいる

我らは神の祝福を得る

神の祝福を得る

キリストの国は暖かい家庭だ

全能神である終わりの日のキリスト

最愛なる神が

発するあらゆる言葉は真理であり

我らを潤す

神は我らにどのように振る舞えばよいのか

また正直になる方法を教える

神の祝福の中で生き

我らは心から神を・・神を愛する



3

神の言葉の裁きは全ての人の心を征服する

民は清められ 証しする

心を一つに 神の愛に報い

福音を広める

神の言葉は世界中に伝わり

神の聖き名は賛美される

キリストの国はこの地に

この地に実現される

キリストの国はこの地に実現される


3 初めであり終わりであられる全能神

1

東から西まで、全世界が神に歓呼する

栄光ある尊き聖なる御名が証しされ、広まる

ああ、全能神は今や肉となられた

国を手に入れ、地上に降り立ち

全ての権威によってシオンを建て

栄光ある姿をすべての国に現した

その救いの故に、すべての聖徒が讃え、歌う

その御名の故に、とこしえに喜ぶ

全能神は威厳を身にまとい、王として君臨し

義によって語り、力をもって救いをもたらす

神の言葉は地上の万物を支配し

神の国は揺らぐことがない

すべての国が今、全能神を拝しに来る

我らは歓声を上げ、共に歌う

初めであり終わりであられる全能神

被造物は神を永遠に讃える



2

日が昇る所から、沈む所まで、神の栄光は全世界を照らす

我らは全能神に新しい歌を歌わずにいられない

全能神の大いなる業は何と奇しいことか

神の言葉は人類を征服し、

すべての敵を打ち負かし、予め定めて選んだ者たちを救い

新たな天と地へと導く

万民が今や神の栄光を見た

全地で神の聖なる御名は何と美しいことか

地上の人々よ、神に勝利の歓声を上げよ

神はすべての敵を打ち負かして勝利する

神のために歌い、その知恵と全能を讃えよ

すべての国が今、全能神を拝しに来る

我らは歓声を上げ、共に歌う

初めであり終わりであられる全能神

被造物は神を永遠に讃える

神はサタンを打ち負かし、すべての栄光を手にし

キリストと共に勝ち誇る勝利者たちの一群を作った

全能神は賛美と栄誉に値する

巻物を開き、七つの封印を解いた

神が語った言葉は全地に広まり

その義は明るい光のごとく輝き

その言葉はたいまつのごとく燃える

すべての国が今、全能神を拝しに来る

我らは歓声を上げ、共に歌う

初めであり終わりであられる全能神

被造物は神を永遠に讃える


4 全能神、終わりの日のキリスト

1

東から西へ走る稲妻の

ように人の子は降りて来る

そして彼は今、東に現れた

終わりの日のキリスト、全能神（ぜんのうしん）

全能神は全ての真理を示す

人を救い、清めるために

言葉は肉に現れ、光を放ち

暗闇の時代を照らす



2

神の家から裁きは始まる

それは終わりの日に始まる働き

神の言葉は裁きをもたらし、

堕落の源と真相を暴く



3

剣（つるぎ）のように神の言葉は人が持つ

サタンの本性を裂き露わにする

刑罰と裁きは御座の前に

引き上げられた人々を清め救う



4

全て神の言葉により生まれ為される

神の言葉には至高の権威がある

全能神の全ての言葉は

真理であり、成就される

全能神、勝利の王

栄光の御座（みざ）に座る

全ての国と民は神の言葉に

征服され、礼拝しにやって来た

全能神、終わりの日のキリストを



5

義と威厳と、憤りで

神は邪悪な世を裁く

神は憐れみと愛だけでなく

威厳と義でもある



6

終わりの日に神は言葉で全てを

成就させ、知恵と全能を示す

神は真理でサタンを負かし

全ての人は救われ清められる



7

終わりの日のキリストは神の声で語り

言葉は肉において現れた

神は全人類に語る

これが大きな白い御座の裁きだ



8

全能神は唯一の希望

永遠のいのちの道をもたらす

その言葉は真理、いのち、道

それらは全人類を救う

全て神の言葉により生まれ為される

神の言葉には至高の権威がある

全能神の全ての言葉は

真理であり、成就される

全能神、勝利の王

栄光の御座に座る

全ての国と民は神の言葉に

征服され、礼拝しにやって来た

全能神、終わりの日のキリストを

神は一群の人々を勝利者としてあらかじめ定めた

赤い大きな竜の邪悪な勢力は

打ち負かされ、まだもがいている

大きな災いが悪を滅ぼし

終わりの日の裁きは成就した

地上にキリストの御国（みくに）が現れた

キリストの御国が現れた


5 全能神が世界の東に現われた

1

救い主が白い雲に乗って　全能神

終わりの日のキリストとして戻られた

全能神は真理を表し　人を裁き　清め

神の国の時代を開く

裁きは神の家から始まり

神の義なる性質を現わす

怒りと威厳に満ち

神は東に現われる

全能神が世界の東に現われた



2

私たちは赤い大きな竜の子孫

神の前に引き上げられるのは幸運なこと

終わりの日の救いにあずかるのは

神が引き上げ　恵んで下さるから

私たちよりも幸運な者、祝福された者がいるだろうか

神は汚物の山から私たちを引き上げ

サタンの影響（勢力）から救われる

全能神が世界の東に現われた



3

神の受肉は稀有な出来事

神ご自身が働き導くために来られる

私たちは神の言葉を日々楽しむ

真理を理解して　私たちの霊は安らか

裁きを受け入れ　神に対面し

堕落を清められ　人間らしさを持つ

神に従い神を証しすることは

我らの最大の祝福

全能神が世界の東に現われた



4

神の言葉には力と権威があり

征服し勝利者を作る

真理は地上で権力をふるい

神の日は確かにおとずれた

大災害が古い世界を滅ぼし

神の義が現われた

邪悪な勢力はみな消し去られ

神の国が地上に来る

全能神が世界の東に現われた

全能神が世界の東に現われた


6 終わりの日のキリストは人類の救い

1

稲妻の閃光が東から輝き

暗闇でまどろむ者たちの目を覚ます

聖霊が教会に話した御言葉は

確かに人の子の声だった

暗闇に住む者は真の光を見て感激し

贖い主の再臨を賛美する

神の選民は御声を聞き

御言葉を楽しみ

子羊の宴に参加する

終わりの日のキリスト

人類の救い

あなたの再臨は光をもたらす

御言葉は光のように輝き

救いは偉大で現実的だ

神の裁きが我らを清め救うので

再び生きて  神の業を証しする

六千年に渡り

人類はサタンに堕落させられ

罪に苦しみ  生死の間を彷徨ったが

ついに光を見た

世界に義が現れ  真理が支配し

終わりの日の神の選民には

神の現れを証しする幸運がある



2

暗闇では悪霊の頭が支配し

堕落した人間はサタンに傷つけられている

神は真理を表し

サタンが人間を堕落させた事実を暴露する

真理を理解し

邪悪な世界の根源を見抜き

神の選民は赤い大きな竜を憎み神に従う

サタンの影響を捨て

神の大いなる救いに達する

終わりの日のキリスト

人類の救い

御言葉は権威を持ち  敵を倒す

御言葉は真理といのちであり

人類生存の基礎となった

神は人類を光の中へ導き

今人類には素晴らしい終着点がある

六千年に渡る神の経営の働きは完了し

神の受肉によってキリストの国がもたらされた

御国が来て  義の太陽が現れ 

神の選民は御座の周りに集まり

心から神をほめたたえる


7 聖なる神の国が現れた

1

受肉の神が人の間に来られ

神の家から裁きが始まった

私達はキリストの婚宴に列するため

御座の前に引き上げられた

私達は裁きにより清められ

性質を変えられ 生まれ変わる

神を畏れ 御前にひれ伏し

神の聖さと義を賛美する

進んで神に服し、心を捧げ

忠実に本分を尽くす

私達は永遠に賛美を歌い

とこしえに神を愛するだろう



2

世を裁くため、神は真理を表し

神の義は全て明らかにされた

神に逆らう邪悪な勢力は

大災害によって滅ぼされるだろう

神が万物を新たにされるのは

それらを用いて喜びを得るためだ

ここはもう汚れて淫らな地ではなく

聖なる神の国だ

神の言葉は全てを成し遂げられ

神は今、地を統治する

神は完全に栄光を手にされて

キリストの国が地に現れた



3

義の太陽が全地に光輝き

全てのものは再び甦る

神の民は喜びをもって集い

神の収めた勝利に歌い踊る

全世界は神の偉業を賛美し

歓喜と笑いが溢れている

息するものは皆

神が勝利して戻られたことを賛美し歌う

全宇宙は新たにされ

私達は神の栄光の日を祝う

神への賛美の声は空を破り

私達の賛美は決して止まない

私達の賛美は決して止まない


8 キリストの御国が地に降臨した

1

キリストの御国が地に降臨した

神の言葉が世界を征服して地を治め

その言葉で全てが可能になり

我らはそれを見ることができる

我らは歓呼し賛美する！

キリストの御国の到来を

新しいエルサレムの到来を

神の「ことば」は我らの中で生活し

一つひとつの振る舞いや思いの中にいる



2

永遠の真の全能なる神

神の「ことば」は肉となり

皆に見えるよう生きていて

それは昔から一つずつ成就され実現されてきた

我らは歓呼し賛美する！

神の「ことば」の権威と権力を

地を統べ治める神の「ことば」を

全能神の「ことば」は生ける水の泉

とめどなく流れ  人々の心を養う



3

裁きと刑罰で

堕落した性質は清められ変化を遂げた

神に畏敬と従順を捧げ

真の人間の姿を生き

救いに感謝する

我らは歓呼し賛美する！

神の義と神の聖さを

清めと救いを誉め讃える

救いにより光の中で生き愛を得て

永遠に神を礼拝し  賛美の歌を歌う



4

御国は美しく輝き永遠

神の「ことば」を皆が伝え服従し

神を崇める

全宇宙が歓喜にあふれている

全宇宙が歓喜にあふれている

我らは歓呼し賛美する！

神の全能と神の知恵を

神の働きが完了したことを

全能神は我らをカナンへと導く

我らが神の富に恵まれるために


9 キリストの義の国が実現した

神の民は神を讃美して歌う

キリストの御国が実現したから



1

稲妻は東から西に光った

そして人の子は地上に降りて

終わりの日のキリストが真理を表した

これが　肉となって現われた言葉

終わりの日の裁きは既に始まった

神の家から　（神の家から）

そして真理は地上の全ての人を暴露する

全能神は　公正と義で

世界を治め　満たす

キリストの義の国が

地上に完全に実現した

神の民はみな　とこしえまで

神を讃美して声の限り歌う



2

神の義なる裁きを逃れられる者はいない

邪悪な者や信じない者はみな

苦難と試練と痛みを通して　清められる

だが神の民は　裁きと刑罰を受け入れる

彼らの堕落は清められ　全ての苦難の中でも

神に忠実で

死に至るまで　堅くキリストに従う

全能神は　公正と義で

世界を治め　満たす

キリストの義の国が

地上に完全に実現した

神の民はみな　とこしえまで

神を讃美して声の限り歌う

神はサタンを打ち負かし

勝利者の一団を作った

真に神を愛する者はみな

必ず神の光の中を歩む



3

キリストの国のために礼砲がとどろき

七つの雷鳴が天と地を揺るがす

神の業は力強く　膨大だ

何ものも　それを制することはできない

巨大な災害が　邪悪な人類すべてを一掃する

それは　神がどれほど義であり

聖い方であるかを　表わす

全能神は　公正と義で

世界を治め　満たす

キリストの義の国が

地上に完全に実現した

神の民はみな　とこしえまで

神を讃美して声の限り歌う

神の御心が地上で行われ

赤い大きな竜は滅ぼされる

神の言葉は世界中に広がり

全ての国々と地を揺り動かす

全ては神自身の言葉により変えられ

新たな天と地が現われた

神の経営は成功を遂げ

ついに神は全ての栄光を得た

キリストの国が実現した

キリストの義の国が

地上に完全に実現した

神の民はみな　とこしえまで

神を讃美して声の限り歌う


10 キリストの御国は人間の間で実現する

受肉した全能神は

義の太陽が昇るように

終わりの日に、東方に来られる

人類は真の光が現れるのを見た

威厳と愛と憐みに満ちた

義なる神は謙り人に紛れ

語り、働き、真理を伝えられ

私達と顔を合わせて下さる

あなたが渇望し、私が待ち望んだ

神が今、実際に来られる

私達は真理を求め、光を待ち望んだ

真理と光は人のところへ来た

あなたも私も共に神を愛し

人類は新たな希望で一杯だ

人々は受肉した実際の神に

従い、国々は礼拝する

全能神は真理を表し

裁き、正しい性質を示される

裁きと刑罰、試練の言葉で

一群の勝者を征服し完全にされる

御言葉は怒りと威厳に満ち

人類の不義を裁き、きよめ

暗闇の時代を完全に滅ぼす

真理と義が地上を支配する

全世界は歓呼し皆は喜ぶ

神の幕屋が人々の間に来る

宇宙が沸き立ち、国々は礼拝し

神の意志は地上で果たされる

全世界は歓呼し皆は喜ぶ

神の幕屋が人々の間に来る

宇宙が沸き立ち、国々は礼拝し

神の意志は地上で果たされる

キリストの御国は人間の間で実現する

キリストの御国は人間の間で実現する


11 神の国が地に降臨した

稲妻が東から輝き

万民を救うために

人の子が真理を表し

肉となって現れた

神の国が地に降臨した



1

幾時代にも渡り ずっと探し求められてきた神が

東洋に現れ 地を照らす

義の太陽 人類の希望

そう 神は東に現れた

あなたが慕い求め 私が待ち望んだ神が

肉となって現れ

真理を表し 光をもたらした

神は来て

今 王となった！

万国が礼拝し

地は称賛で満たされる

世の国が今 キリストの国となったからだ！

万国が礼拝し

地は称賛で満たされる

世の国が今 キリストの国となったからだ！



2

義と威厳 愛と憐みの神が

肉となり 人の間に隠れ

人を裁き清め完全にするために真理を表し

中国で勝利者たちを造った



3

あなたも私も心から神を愛する

神は永遠のいのちへの道をもたらした

万民は服従し 万国は礼拝する

神の国が地に降臨した！

聖なるラッパが鳴り

神の義が明らかにされる

不義は清められ

災いはサタンの国を滅ぼした

万民は喜び歓喜する！

千年御国が現れる！

万国が礼拝し

地は称賛で満たされる

世の国が今 キリストの国となったからだ！

万国が礼拝し

地は称賛で満たされる

世の国が今 キリストの国となったからだ！


13 唯一の真の神が肉において現れた

1

七つの雷がとどろき

天を揺り動かして

唯一の真の神が現れた

聖霊は語り それを証しする

神の言葉は権威を帯び

全世界を揺るがす

神は肉となって現れ

贖い主が戻り

神は白い雲に乗りやって来た

我らはその声を聞き 顔を見た

我らは子羊に従い

今祝宴の席につく

おお神よ！我らの真心を捧げます

神の重荷を気遣い前進し

忠実に日課を行います

神の国の前途は無限に輝き

全能神を愛する者は類なき喜びの中で生きる

神は勝利者の一群を造って業を為し

栄光を得てキリストの国が地に現れた



2

我らは神の裁きを受け入れ清められ

神の国の訓練が始まった

救いを得るのは何という祝福だ

今 神の真理を実践し

みな神の前で生きる

我らは神の言葉の中で生き

読めば読むほど真理を理解し

神の言葉の現実に入れば性質が変わる

我らは人間の姿を生き

神を賛美し証しする

全能神よ！貴方の心を気遣います

喜んで全てを手放し

貴方のために自らを費やします

神の国の前途は無限に輝き

全能神を愛する者は類なき喜びの中で生きる

神は勝利者の一群を造って業を為し

栄光を得てキリストの国が地に現れた


14 終わりの日のキリストが東方に現れる

1

大いなる光が暗い地に現れる。

東方の稲妻が今、光を放った。

これは人の子の降臨である。

この事実についてどうして声を上げて歌わずにいられようか。

あなたは受肉された実際の神。

全能神よ、私たちはあなたをいつも讃美する。

あなたのことを声高らかに歌う。

全能神よ、私たちはあなたをいつも讃美する。



全ての民があなたの栄光に満ちた聖なる御名を讃美する。

その名は東から西へと鳴り響く。あなたこそ光り輝く太陽。

神の国を得られ地上に来られた。

おお、キリストの国が現れた。

おお、キリストの国が現れた。



2

勝利した王は玉座に座る。

あなたは贖いの業に成功し、肉となって戻られた。

裁きは神の家から始まる。

終わりの日の裁きが今始まった。

あなたが表す真理はあまねく地に広まる。

おお神よ、私たちはあなたを声高らかに讃美する。

天国が地上に降臨した。

おお神よ、私たちはあなたを声高らかに讃美する。



全ての民があなたの栄光に満ちた聖なる御名を讃美する。

その名は東から西へと鳴り響く。あなたこそ光り輝く太陽。

神の国を得られ地上に来られた。

おお、キリストの国が現れた。

おお、キリストの国が現れた。



3

受肉した全能神、実際の神よ、

あなたは言葉を発する。教会を歩きながら。

全能神よ、あなたの愛は私たちとともにある。

あなたはあなたの民を潤し、勝利者にする。

全能神よ、あなたはサタンを打ち負かした。

全能神よ、あなたは栄光を得られた。

あなたの偉大な働きは完成した。

全能神よ、あなたは栄光を得られた。



全ての民があなたの栄光に満ちた聖なる御名を讃美する。

その名は東から西へと鳴り響く。あなたこそ光り輝く太陽。

神の国を得られ地上に来られた。

おお、キリストの国が現れた。

おお、キリストの国が現れた。



4

終わりの日のキリストは勝利された。

赤い大きな竜、サタンはかくも恥じ入る。

あらゆる時代の聖徒らが死から甦り、

天国の祝福を受ける。

神の国の福音が全地に広まる。

直ちに神の足跡をたどりなさい。

遅れないよう全力で求めなさい。

直ちに神の足跡をたどりなさい。



全能神よ、私たちはあなたを讃美して踊って歌う。

あなたの言葉は全てを成し遂げ、あなたの全能を顕わす。

全能神よ、私たちはあなたを讃美して踊って歌う。

あなたの言葉は全てを成し遂げ、あなたの全能を顕わす。

あなたの言葉は全てを成し遂げ、あなたの全能を顕わす。



全ての民があなたの栄光に満ちた聖なる御名を讃美する。

その名は東から西へと鳴り響く。あなたこそ光り輝く太陽。

神の国を得られ地上に来られた。

おお、キリストの国が現れた。

おお、キリストの国が現れた。

おお、キリストの国が現れた。

おお、キリストの国が現れた。


15 義と全能と実践の神

1

永遠に唯一の真の神は

言葉で創造物に命吹き込み

神が語ったり命じるとそうなった

塵は人に変えられ

神は被造物を養い

命は天と地に満ちた

神は法を定め、奇跡をおこし

人を導き、世話をしたが

人は悪に身を任せ

汚れ堕落し、見るに見かねて

神は謙り受肉し、人を赦し

威厳を捨て、不義を背負った

30年の厳しい生涯の後

十字架の上で苦しみ、静かに去った

犠牲として貴い血を流し

人を贖い、真の愛を残した



2

稲妻が東に現れ

白い雲がシニムに舞い降り

義に満たされ  神は地上に戻った

彼は受肉した全能神

新時代開き、御業もたらし

全てを裁き人を救うため真理を表す

人の抵抗は神の心に残り

悲しみも怒りも抱く

血の涙を流し、忍耐を示す

誰が神を慰めるのか？

怒りながらも憐み深く

御業や望み、真心を与える



3

花は幾度咲き、散ったことだろう？

ガンはまた旅立ち、戻って来る

神の体は侮辱され

心はひどく傷つけられ

独りで苦しみ、休みなく

食べず寝ず、日夜、働き

母のような心で、涙と血を流すが

彼の誠意は侮辱される

神は謙り隠れ、御業を続け

神と心を一つにする一群の人々をようやく得られる

義と全能が肉として現れ

彼こそが全能神！

神は謙り隠れ、御業を続け

神と心を一つにする一群の人々をようやく得られる

義と全能が肉として現れ

彼こそが全能神！

全能神！

全能神！


16 全能神、栄光の王

1

受肉された全能神は栄光の王

御座に就き万国万民を裁く。

威厳と怒りをおびて東方に現れ、

大きな白い御座の裁きが始まる。

全能神は勝利を得、

鉄の杖で全ての国に王権をふるう。

全能神は栄光の王、

栄光の王は全能神。



2

受肉された全能神は栄光の王

人類の唯一無二の救世主。

人類を清め救うために真理を表し、

彼の他に救いはない。

全能神は子羊、

７つの封印を解き、巻物を開く。

栄光の王は全能神、

全能神は栄光の王。



3

受肉された全能神は栄光の王

神の国の時代をもたらし恵みの時代を終わらせる。

神の話す言葉は稲妻のよう、

東方から閃き西方まで照らす。

全能神こそ真の光、

全ての国が神の光の中を進む。

栄光の王は全能神、

全能神は栄光の王。



4

受肉された全能神は栄光の王

神はサタンを打ち負かし、永遠に王となられる。

私たちは被造物としての位置に就き、

崇拝する。昔いまし、今もおられ、とこしえに存在される全能者を。

全能神こそが唯一真の神、

全ての讃美、栄誉、栄光、力を全能神に帰せよ。

栄光の王は全能神、

全能神は栄光の王。


17 神は御座に就かれる

1

終わりの日に言葉を発する肉なる神を讃美せよ。

神の国の時代とともに戻られた、と歌おう。

神の選民は御前に引き上げられ、

私たちはみな神を礼拝してひれ伏す。



プレコーラス１

神は今や栄光なる御座に就かれる。

神はいかに栄光に満ち美しいことか。



合唱

昔いまし今もおられる全能者が、地上の王として治める。

暗いこの世を照らす神の言葉は真の光。

全ての民が御前に従い、神の到来を迎える。

神を讃美する歌は天にまで届き、神は御座に就かれる。



2

神の言葉は私たちにいのちの水を与える。

私たちは御言葉を食べ、飲み、神と対面して

ついには祝宴の席につく。

神は堕落した世界から私たちを聖別する。



プレコーラス2

そして私たちはこの世の束縛から抜け出し、

神の国の訓練に入る。



合唱

昔いまし今もおられる全能者が、地上の王として治める。

暗いこの世を照らす神の言葉は真の光。

全ての民が御前に従い、神の到来を迎える。

神を讃美する歌は天にまで届き、神は御座に就かれる。



3

神の家から裁きが始まり、

神の聖さと義が明らかになった。

神の言葉による裁きと刑罰が

私たちを清め新しい人へと変える。



プレコーラス3

全能神は私たちの涙を拭い去り、

こうして私たちは神の国の生活を永遠に楽しむ



合唱

昔いまし今もおられる全能者が、地上の王として治める。

暗いこの世を照らす神の言葉は真の光。

全ての民が御前に従い、神の到来を迎える。

神を讃美する歌は天にまで届き、神は御座に就かれる。



4

神はその働きにおいて知恵があり全能だ、

赤い大きな竜を用いて奉仕させる。

神の言葉は私たちに神の全能を示し、

私たちを征服し、勝利者の一群となす。



プレコーラス4

神は苦難の中で証しをするよう私たちを導く。

神はサタンを打ち負かし、完全なる栄光を得た。



合唱

昔いまし今もおられる全能者が、地上の王として治める。

暗いこの世を照らす神の言葉は真の光。

全ての民が御前に従い、神の到来を迎える。

神を讃美する歌は天にまで届き、神は御座に就かれる。


18 裁きのトランペットが鳴った

1

神が現れて話された、

すべての宗派を揺り動かして。

神は真理を話し、不義を裁き、

すべての敵を打ち負かす。

すべての国が神を礼拝し、神の業を讃える。

星は整列して神の再来を迎える。

地上の民はみな、

神が国を獲得し、地上に来たことを、誉め讃える。

神の言葉の真理は地上を治める。

神は完全に勝利された。

神の言葉はすべてを成就し、その業は成し遂げられた

私たちは、聖く義なる神を讃える。



2

全ての民は御座まで神の声についてゆく。

私たちはみな神の裁きに従い、

清めを受ける。

敬服と畏れが私たちの心に湧き上がる。

私たちは自身のすべてを捧げて、

キリストを証しし、自分の使命を全うする。

神は今王であり、神の言葉は私たちを治める。

民はみなひれ伏し、神の聖い御名を讃える。

神の言葉の真理は地上を治める。

神は完全に勝利された。

神の言葉はすべてを成就し、その業は成し遂げられた

私たちは、聖く義なる神を讃える。



3

神は威厳、神は怒り、

神は人間による侵害を容赦しない。

サタンは死の苦しみにあり、

炎のただ中から叫ぶ。

神は悪魔どもの城である中国を滅ぼし

こうして、ご自身の義を現す。

神に選ばれた民は、患難を通して証しをする。

神はサタンを打ち負かし、勝利者たちを作った。

神の言葉の真理は地上を治める。

神は完全に勝利された。

神の言葉はすべてを成就し、その業は成し遂げられた

私たちは、聖く義なる神を讃える。

神の言葉はいま、

地の果てまで広まり、

神の国がここにある。

義の太陽が

全世界を照らし、

すべてが新しくされる。

神の言葉の真理は地上を治める。

神は完全に勝利された。

神の言葉はすべてを成就し、その業は成し遂げられた

私たちは、聖く義なる神を讃える。


19 神の国の眺めは常に新しい

東方では日の出が空の霞を通して明るく輝く。救い主が世に戻り、

万物が活性化して、神の国の生活が始まった。

今夜明けが訪れ、我らの目の前に輝く光がある。千年の願いが遂に実現された。

暗い年月は終わり、苦しみの日や夜はもうない。

神の言葉は私達の心を養い、

我らのいのちに必要なものを与える。我らは祝福されて幸せだ。

我らの世代は幸いにも神に立ち帰る。それは神の大いなる愛である。

神の国の時代の生活に入ることを誰が渇望しないだろうか？

誰がそれを憧憬しないだろうか？

誰がそれを憧憬しないだろうか？

神の裁きにより救われ征服された

我らは感謝に溢れ、神を讃える。

花が咲いて甘い香りが漂い、天高くひばりが鳴いている。

人の子の到来を宣言し証しする時、

神の民は感情を表し、心の内を話す。

心から祈り、大きな声で歌い、

御座の前にひれ伏し、我らは神に賛美を捧げる。

世界中の兄弟姉妹よ。共に祝おう。

神の言葉は私達の心を養い、我らのいのちに必要なものを与える。

我らは祝福されて幸せだ。

我らの世代は幸いにも神に立ち帰る。それは神の大いなる愛である。

神の国の時代の生活に入ることを誰が渇望しないだろうか？

誰がそれを憧憬しないだろうか？

誰がそれを憧憬しないだろうか？

神の裁きにより救われ征服された

我らは感謝に溢れ、神を讃える。

全能神、終わりの日のキリストは受肉して業を行う。

彼は人を裁くために真理を表し、その言葉は人を清め完全にする。

神の国の時代の生活に入ることを誰が渇望しないだろうか？

誰がそれを憧憬しないだろうか？

誰がそれを憧憬しないだろうか？

神の裁きにより救われ征服された

我らは感謝に溢れ、神を讃える。

我らは感謝に溢れ、神を讃える。

前進して闘い、

本分を誠実に尽くし神を満足させよ。

ペテロの精神を目指して励み、

真の人生を生きるために我らは御心を行う


20 千年神の国が現れた

1

受肉した人の子が降りて来て

全能神が肉となって現れた

神の言葉によって神の国の時代を始め

神の家から裁きを始める



2

神の民は玉座の前に戻り

終わりの日のキリストを拝する

神は毎日真理を語り

人にあらゆる希望をもたらす

新しいエルサレムが天から来て 

全宇宙が喜びに溢れる

神は国を得て 地上に来る

千年神の国が現れた



3

宗教は霊の飢えに苦しみ

真の道を求めざるを得ない

我らは人の子を慕い求め

神の声を聞く時 我らは征服される



4

神の言葉の裁きを受け入れる

それは我らを清め　新たないのちを与える

神は中国を雛形の地とし 勝利の兵士らを鍛える

新しいエルサレムが天から来て 

全宇宙が喜びに溢れる

神は国を得て 地上に来る

千年神の国が現れた



5

神の民は暗闇の圧制を打ち破り サタンに勝利する

神は勝利の一団を作り

神の偉大な業は 今や終わりを迎える



6

神の怒りが解き放たれ 大災害が迫っている

神は邪悪な人類を滅ぼし 新たな天と地が現れた

神の言葉に清められ 神の導きのもとに生きる

千年神の国に導かれ 神の国の祝福を楽しむ

新しいエルサレムが天から来て 

全宇宙が喜びに溢れる

神は国を得て 地上に来る

千年神の国が現れた

神の言葉は全てを成し遂げ

神の知恵と全能を示す

神の言葉は全地を治め

千年神の国がここにある


21 全人類よ、来て神を礼拝せよ

1

神は人の間で御業を為すために現れた

人類よ、来て神を礼拝せよ

東から西へと閃光が走り

終わりの日のキリストが御業を為すため

中国に現れた

神が現れ 真の光が示された

至る所の人々が彼を探しに行く

権威と栄光に満ち溢れた全能神を求め

神に選ばれた人々が神の御座の前に来る

その声を聞くために

栄光に満ちたその御顔を見るために

神の成し遂げたことをその目でみるために

人類よ、来て神を礼拝せよ

人類よ、来て神を礼拝せよ



2

神は人の間で御業を為すために現れた

人類よ、来て神を礼拝せよ

神の御言葉は人を征服し 人を清め

すべての者は神の御前にひざまずく

神の御業を目の前にして

神の全能はすべてを治める

神の義と聖と麗しさを讃美せよ

人は神の御言葉から離れたがらない

それは計り知れない程

人々にさらなる喜びを与える

人々は今 光と再会した

人類よ、来て神を礼拝せよ

人類よ、来て神を礼拝せよ


22 全能神が来られたとは何と素晴らしいことか！

受肉の神に出会えて何と幸運だろう。

終わりの日のキリストが真理を表して裁きをもたらし、人を救うために自ら働く。

彼は正常で喜びや悲しみを知り、実際的で笑いもするし話しもする。

彼の受肉の意味は深遠で、そのため実際の神が見られる。

名誉にも全能神を見ることが出来る。讃美により楽しみを見出し、

我らの心は、全能神への礼拝を通して喜びに満たされる。 彼を知れば、我らの人生は空しくない。

終わりの日に神は人となり現れる。神を愛す人びとを完全にされる。

神の言葉と発言は神の民を牧し、彼らに真理といのちを授ける。

神の言葉が人を暴露し戒めようと、それは人を救い清めるためでもある。

神の裁きと刑罰を経験して、我々は神が義であり聖なることを知る。

神は人のために苦しみ、人の弱さを理解される。御言葉は人に糧と啓示を与える。

神は人に信仰与え、光をもたらす。人に欠けているものを補い、一歩一歩道を示される。

神は人の苦しみを経験し、人が裁かれる時、傍に立たれる。

神はいつも人のいのちのことを思われる。最も思いやりがあるのは神だけ。

神は静かに拒絶に耐えて、苦難の間人と共におられる。

神は前途を切り開かれ、彼の姿は私を励ます。

昔から神を見るのは難しかった。神と共にいる時を大切にしなさい。

今が神の愛らしさを目にするチャンス。我ら皆が全能神を知れますように。


23 神の言葉は奇跡を生む

1

あなたは肉となって人の間を歩まれ

永遠のいのちの道をもたらされた

ああ神よ　あなたの言葉はすべて真理

私たちを人生の正しい道へと導きます

あなたの全ての言葉には権威があり

私たちの堕落を裁き　清めます

あなたの愛は私たちの心の奥に根付き

私たちは新たな歌を歌い　あなたの救いを讃美します

私たちの成長は　御言葉による

潤いと切り離せません

あなたは私たちのすべてを獲得しました　

私たちはあなたのために歌います

心はあなたの愛で溢れています

全能神よ　あなたをいつも讃美します

ひとつひとつの証しはあなたの知恵と力を語ります

あなたの言葉は　全てを成し遂げ

全宇宙はいのちにみなぎり輝いています

あなたの言葉はいのちの奇跡を生みだし

あなたの名を広めない人など　ありません

全宇宙があなたを讃美し

讃美の声は止むことがありません

全能神よ　あなたをいつも讃美します



2

あなたの義は天より高く

邪悪な時代はあなたの怒りに焼きつくされます

御言葉はあなたの全能を現わし

天地万物を新たにします

あなたはサタンとすべての敵を打ち負かし

完全に栄光を得られた

あなたの民はみな御座の前に集い

あなたの豊かさの中で御業を讃美します

私たちの成長は　御言葉による

潤いと切り離せません

あなたは私たちのすべてを獲得しました　

私たちはあなたのために歌います

心はあなたの愛で溢れています

全能神よ　あなたをいつも讃美します

ひとつひとつの証しはあなたの知恵と力を語ります

あなたの言葉は　全てを成し遂げ

全宇宙はいのちにみなぎり輝いています

あなたの言葉はいのちの奇跡を生みだし

あなたの名を広めない人など　ありません

全宇宙があなたを讃美し

讃美の声は止むことがありません

全能神よ　あなたをいつも讃美します

全能神よ　あなたをいつも讃美します


24 全能神よあなたは真に栄光ある方

1

全能神 終わりの日のキリストあなたは再来した救い主

真理を表し終わりの日の裁きを始めた

あなたの言葉は真理であり力と権威で人を清め

そしてあなたを聖く義なる方として現わす

あなたは古い世と全ての国と人々を裁く

あなたの言葉は全てを成し遂げサタンを打ち負かす

あなたに賛美あれ！真に栄光ある方

全能神よ！あなたの業は奇しい

全ての人々と万物は喜び踊り栄光を得た全能神を賛美する



2

大きな赤い竜を仕えさせてあなたは中国に現われて働いた

サタンは抵抗するが打ち負かされる

あなたは勝利者の一団を作った

彼らは苦難の中で証し本分を尽くしあなたを愛しそして従う

あなたの業はサタンを打ち負かし

あなたは栄光を得る

御国が地に現れた全ての国があなたを崇める

あなたに賛美あれ！真に栄光ある方

全能神よ！あなたの業は奇しい

全ての人々と万物は喜び踊り栄光を得た全能神を賛美する



3

偉大な業は勝利し神はシオンに戻る

神に選ばれた者は救われ神に属する

神の業は世界に広がり大災害が降りかかる

神を受け入れない者たちは助からない

大災害は悪を消し去り神の民が残る

全ての国は神の玉座に戻り神を讃える

あなたに賛美あれ！真に栄光ある方

全能神よ！あなたの業は奇しい

全ての人々と万物は喜び踊り栄光を得た全能神を賛美する


25 私たちは神に賛美を捧げて歌います

1

私たちは神の声を聞き

神に立ち返り

子羊の足跡を追う

キリストの婚宴で

日々神の言葉を食べて飲み

その水と糧で

私たちの霊は新たないのちを得る

聖霊により真理を理解し

私たちは実践の神を知る

神の国の生活は非常に豊か

神自身に導かれ、牧される

私たちは真理を実践し本分を尽くし

心は平安で安らかだ

サタンから離れると自由になり

今では神の御前で生きることができる

これらは皆神により高められることで、恵みである

これ以上祝福された者などいるだろうか



2

裁き、試練、精錬を経て

サタンのような性質が清められた

神の義なる性質を知り

心から神を畏れ、悪を避ける

迫害と苦難の中で

御言葉はいつも道を示す

信仰が完全にされ

私たちは証人となり

神の愛を知る

神の偉大な救いを受け

神に賛美の歌を歌う

神の義、聖なる性質を誉め讃えよ

それは真に賛美に値する

御業の知恵と全能を誉め讃えよ

神は一群の民を征服し、自分のものとした

選ばれし民は、心から神を愛し、服従し

私たちは永遠に神を賛美するだろう


26 全能神へ賛美を歌おう

全能神、愛すべき方よ

私たちは賛美を永遠に歌う

全能神、愛すべき神よ

私たちは賛美を永遠に歌う



1

あなたは肉なる唯一の真の神

栄光と共に来た救い主

あなたは人類を救うため

いつも働いてきた唯一の真の神

人類を今日まで導かれた

完全に清め救うため二度肉となられた

全能神、愛すべき方よ

私たちは賛美を永遠に歌う

全能神、愛すべき神よ

私たちは賛美を永遠に歌う



2

あなたは苦痛と迫害を受け

屈辱に耐え、この悪い時代に捨てられた

あなたの血と汗と涙による代価は

すべてにおいて人への愛を示した

御心が啓示され

その聖さと義なる性質が全て

私たちに啓示された

全能神、愛すべき方よ

私たちは賛美を永遠に歌う

全能神、愛すべき神よ

私たちは賛美を永遠に歌う

愛され、永遠に賛美されるべき方

私たちはあなたの愛を喜び、報いたい

全能神よ、あなたを愛し賛美を歌い

義なる性質を歌と踊りで賛美する

さあ 神に愛と敬意を示そう！



3

私たちが御前で生きられるよう

あなたは真理を示し、御言葉で潤す

あなたは私達の救いのため

世界にいのちの真理を注いだ

御言葉を行うと

いのちは育ち、真理を理解し

堕落を裁かれ 清められ新しくなる

全能神、愛すべき方よ

私たちは賛美を永遠に歌う

全能神、愛すべき神よ

私たちは賛美を永遠に歌う



4

あなたは人の正常な生活を取り戻し

私たちを素晴らしい終着点へ連れて行き

サタンを打ち負かし

私たちを救い、栄光を得た

あなたの知恵を賛美しながら

いつもあなたを崇める

あなたの全能を賛美しながら

いつもあなたを証しする

賛美して踊り歌う！

全能神、愛すべき方よ

私たちは賛美を永遠に歌う

全能神、愛すべき神よ

私たちは賛美を永遠に歌う


27 私たちを救うのは全能神

1

人類を救うため世の終わりに来たのは誰か。

白い玉座に座り裁きを行うのは誰か。

世の終わりに肉となり来たのは全能神。

私たちを訪ね戸を叩くため真理を表す。

この世から私たちを導き出し、

サタンの堕落から救う。

真理を理解することで私たちは清められ光の中で生きる。

神のおそばで、神とともにある私たちの生活は真に幸福だ。

私たちに真理といのちを与えるのは誰か。

世界に光をもたらすのは誰か。

それは親愛なる全能神、親愛なる全能神。

神は日々私たちの間で話し、働く。

面と向かって私たちを牧し潤す。

神の真の愛を経験できる私たちはなんと幸福か。

私たちは絶対なる信仰をもって神に従う。

自らの本分を尽くし、神のために証しし、神に栄光を帰す。



2

鋭い剣のように私たちの心を貫くのは誰の言葉か。

この上なく清く美しいのは人に対する誰の愛か。

それは世の終わりに受肉した全能神。

神の御言葉が人の堕落の本質と根を露わにする。

私たちは神の御言葉の裁きと試練を受ける。

神の性質が聖と義であると知っている。

私たちの堕落した性質は清められ、人間らしさを取り戻す。

神の愛を受けた私たちは神を讃美せずにいられない。

堕落した人類を清め救うのは誰か。

人類に美しい終着点をもたらすのは誰か。

それは知恵あり全能なる働きをする全能神。

サタンを打ち負かし栄光を得てご自身の民を完全にする。

救いを得た私たちはなんと幸運か。

神の全能のわざを見るのはなんと素晴らしいことか。

私たちは絶対なる信仰をもって神の国の福音を広める。

自らの本分をよく尽くし、神を証しして、永遠に神を愛する。


28 私たちは神を讃美するために喜び集う

イントロ

讃美し喜ぼう。神が凱旋された。

神を証しし、神を讃美することが私たちの本分。



1

私たちは神を讃美するために喜び集い、かくも幸せ。

神の足跡をたどり、祝宴に参加する。

肉となった神を讃美する。神が新しい時代を始められるから。

神が自ら私たちの間で働き、話し、

人の不義をすべて裁き、その堕落を露わにする。

面と向かって私たちは神の現われを目の当たりにする。

神の性質は憐み深く威厳に満ち義である。

讃美し喜ぼう。神が凱旋された。



2

私たちは神の言葉を飲み食いし、神に祈る。すると心の中に力が湧く。

真理を理解することで進む道がわかり、心の中が照らされる。

神を満足させるため真理を生きると心に平安がある。

神の裁きを受けると神は私たちの堕落を清める。

かくも愛すべき神の義の性質。

私たちは神の真の愛を味わい、神の偉大な救いを得た。

神を讃美し神を証しする時、私たちは幸いだ。

讃美し喜ぼう。神が凱旋された。



3

神はサタンを打ち負かし、勝利者の一群を作った。

赤い大きな竜は徹底的に恥をかき打ち負かされた。

神の業は人類に対し完全に明らかにされた。

神はかくも知恵があり全能なのだ。

神はその救いをもって人類にこれほどの恵みを見せる、確かに。

絶対の確信をもって、私たちは心から崇拝してひざまずく。

被造物である私たちは永遠に神を愛し神に従う。

讃美し喜ぼう。神が凱旋された。

讃美し喜ぼう。神が凱旋された。


29 天の御国が地上に実現した

1

美しい場所がある

私たちが求める天の家が

闇も不義もなく

ただ光と平和に満ちている

そこではみなが神を礼拝し

涙も悲しみもない

ああ　天の御国

人々が憧れるところ

多くの者は夢を膨らませ

昼も夜も切望する　

何世代もが後悔のうちに去り

生まれ変わりの中でまた希望を抱く

ああ　天の御国

私たちを魅了する素晴らしい場所

ああ　天の御国

だれもが心の中で憧れる

ああ　天の御国

私たちを魅了する素晴らしい場所

ああ　天の御国

だれもが心の中で憧れる



2

終わりの日のキリストは言葉を語り

御国の奥義が語られる

我らはみな神の声を聞き

神の御座の前に引き上げられる

潤されることを楽しむ

キリストの婚礼の席につき

神の言葉によって養われ

神の民はみな喜びにほほえむ

ここにいのちの水　豊かなマナがある

我らは神のいのちの言葉を味わう

全能神が現われて業をなし

長く抱き続けた夢が実現する

ああ　天の御国

乳（ちち）と蜜の流れる地

ああ　天の御国

無上の喜びの地

ああ　天の御国

乳（ちち）と蜜の流れる地

ああ　天の御国

無上の喜びの地



3

全能神が真理を語り

私たちは御国へと導かれる

全能神の教会はキリストの国

神は地上で権力を持つ

真理を愛する者は神の声を聞き

神の顔を見て　神にたち帰る

そして神の民は

みな幸せ

過去の聖徒たちが終わりの日に復活する

神に会うことは祝福

御国の生活を楽しみ

神の民は一心に歌う

ああ　天の御国

神の幕屋がここにある

ああ　天の御国

神の約束が実現する

ああ　天の御国

神の幕屋がここにある

ああ　天の御国

神の約束が実現する

闇の勢力は消し去られる

御言葉は真（まこと）の光だから

神は御言葉で人を裁く

どの国も人も神に服す

神の民はみな清められ

私たちは神の聖なるみ名をたたえ

喜びのうちに集い

宇宙は祝福する



4

神の民はサタンを振り捨てる

私たちは真理を得て自由になる

神とともに過ごせば

私たちは喜び　幸せになる

大災害が　サタンの

王国を滅ぼし

地上に　公正と義の

国が現われた

さあ　全能神を讃美しよう

神は御国を得られた　神は来られた

さあ　全能神を讃美しよう

神の御心が成し遂げられた

さあ　全能神を讃美しよう

神は御国を得られた　神は来られた

さあ　全能神を讃美しよう

神の御心が成し遂げられた

天の御国　神の国

それが今地上にある　全能神を讃美しよう


30 感謝と賛美が全能神にありますように

1

私達は神の前に連れて来られた

神の言葉を食べて、飲んで、楽しむために

聖霊は私たちを啓示で照らす

神の言葉の中の真理を理解するように

宗教儀礼の束縛を捨て

規則に縛られないよう

私たちの心は解放された

この上なく幸せに神の光の中で生きている

感謝と賛美が全能神にありますように

真理を全人類に表すお方

感謝と賛美が全能神にありますように

変化への道があり、曖昧な信仰は消え去る

私たちは歌い、賛美する



2

私達はしっかりと神に従い

神の国の訓練を受け入れる

神の裁きはまるで諸刃の剣

神は私たちの思いを暴かれる

傲慢、うぬぼれ、自己中心と、欺瞞の全てが暴かれ

その時初めて自分の真相を見る

隠れる場所なんてなく、神の御前に私はひれ伏す

感謝と賛美が全能神にありますように

真理を全人類に表すお方

感謝と賛美が全能神にありますように

神と顔を合わせて

神の喜びの中で私達は喜ぶ

感謝と賛美が全能神にありますように

あなたは義であり聖なるお方

私は真理を実行して、肉を捨てて生まれ変わり

神の心を慰めることを願う

感謝と賛美が全能神にありますように

あなたの裁きが私を救った

感謝と賛美が全能神にありますように

私のいのちの性質を変えた

あなたの故に、私は最も祝福されている

私は最も祝福されている


31 神の民は精一杯神を讃える

1

我らは神の御前に携挙された

豊かな祝宴に集い、喜びいっぱい

神の言葉を楽しみ、真理を理解し

我らの霊は解き放たれ、とても自由に感じる

心は感謝と賛美に満ち、

歌わずにはいられない

心にあふれる喜びは言い表せない

喜んで神を讃え跳び上がれ。 神は誉れと栄光に値する

神の御旨は地上で行われ

神の民はみな神を精一杯賛える



2

我らは日々神の言葉を楽しみ

御言葉を実践し、現実に入り

裁きと清めを受け、

新たな人間らしく生きる

全能神はサタンの堕落から我らを救ってくれた

我らは今本当に変わった

全能神にすべての栄光あれ

喜んで神を讃え跳び上がれ。 神は誉れと栄光に値する

神の御旨は地上で行われ

神の民はみな神を精一杯賛える

全能神はサタンを打ち負かし、

試練と苦難によって民を完全にし

勝利者の一群を作られた

彼らはサタンの前で勝利者となり

神の義なる性質が明らかになる

神に抵抗する者はみな滅び

全能神はサタンを打ち負かした

喜んで神を讃え跳び上がれ。 神は誉れと栄光に値する

神の御旨は地上で行われ

神の民はみな神を精一杯賛える



3

真理を追い求める者は神の救いを得、

神を真に信じる者は恵みを受ける

神の義なる性質を我らは賛える

我らの賛美の歌は空まで届く

全能神の働きは実に奇しい

神の言葉はすべてを成し遂げる

すべての民が神のもとに戻り、

神の全能を示す御言葉を賛える

喜んで神を讃え跳び上がれ。 神は誉れと栄光に値する

神の御旨は地上で行われ

神の民はみな神を精一杯賛える


32 受肉された全能神よ　私たちはあなたを崇めます

1

神は真理を表し　人類を裁いて清めるため

終わりの日に肉となった

神の言葉は鋭い剣のように

私たちの心と霊を貫き

サタンによる人間の深い堕落の真相を示す

私たちの本性は　傲慢でうぬぼれが強く

ずる賢くて欺瞞に満ち、わがままで欲深い

良心や理知や尊厳が失われた私たちには

人間らしさがほとんどない

私たちは悔恨に苦しみながら地にひれ伏し

神に告白して悔い改める

全能神よ　あなたの言葉は私たちを征服し清める

私たちは真理を理解し

自らのサタン的性質を捨て去る

あなたの愛に感謝します

あなたは私たちをサタンの影響から救ってくれた

あなたを崇めます



2

受肉された神は

人類を救うため　大きな屈辱を受けられた

数多くの迫害や苦難

嘲笑や悪口に黙って耐えた

隠れて謙り

自らその民に水と糧を与え　導く

私たちのいのちの成長について

神はあまたの懸念と心配に苦しまれている

私たちの反抗に忍耐強く耐え

私たちを救うためにできる限りのことをしてくださる

神の愛と義の性質は私たちの心に根付いている

全能神よ　自分の存在を隠すあなたの謙遜はとても素晴らしい

あなたの言葉は私たちのいのちとなり、

あなたの愛に感謝します

受肉された全能神よ

あなたを賛美し崇めます



3

神の全能性と知恵は天を超え

その深さは誰も測り知ることができない

赤い大きな竜を引き立て役として使い

神がその民を完全にするために仕えさせる

私たちは患難や迫害や苦しみを経験した後で

悪魔の王の真の顔を見る

悪魔のような中共を嫌い

死に至るとも忠誠を尽くし　神のために証しする

この邪悪な時代において

キリストこそが真理であり道でありいのちであると確信する

永遠に子羊の足跡に付き随い

神の義と聖なる性質を証ししていく

全能神よ　あなたの働きには知恵があり

全能で実に奇しい

あなたは　勝利者たちの一団を作り

サタンを打ち負かし　栄光を得られた

あなたは真理であり道でありいのちである

我らはあなたを永遠に賛美します


33 全能神の勝利を賛美しよう

1

全能神への賛美の歌を歌おう。

私たちの心から歌声を飛び立たせよう。

この世界で肉となり、真理を表し人を清め救う、

神様を賛美しよう。

私たちは神様の声を聞き神様が現れるのを見る。

喜びに満ちた心で、私たちは神様の家に帰る。

私たちは御言葉を飲み食いし、霊の働きを味わう。

私たちは真理を理解し、心は自由。

御言葉、それは唯一の真理、永遠のいのちの道。

私たちは神様と顔を合わせて新しい生活を喜ぶ。

シオンは喝采する、神の国が地上に来たからだ。

私たちは全能神を勝利のゆえ賛美する、

神様の勝利のゆえ、神様の勝利のゆえ。



2

全能神への賛美の歌を歌おう。

歌声をあげて私たちの神様への愛を歌おう。

私たちを清め救う神の義なる裁きを賛美しよう。

御言葉の裁きを受け入れて、私たちは新しい人になる。

私たちは精錬と試練に苦しむが、

私たちの堕落した性質は変わった。

私たちは真理を実行し、光の中で生きる。

解放されて自由で、私たちは神様を誠実に愛する。

すべての人びとは神様に従い、ともに神様を賛美する。

私たちは全能神を知っているので、神様を畏れる心がある。

私たちはサタンを追い出して神様の救いを獲得した。

私たちは全能神を勝利のゆえ賛美する、

神様の勝利のゆえ、神様の勝利のゆえ。



3

全能神への賛美の歌を歌おう。

歌声を響かせ全世界を震わせよう。

神様の全能性を表し、

サタンを打ち負かし勝利者の群れを作り、

すべての国々と土地に広がる、御言葉を賛美しよう。

キリストの義なる国が現れる。

御言葉が地を統治する（御言葉が地に権威を振るう）。

すべての国々、すべての民がともに神様を礼拝する。

神様の民はみな地上で天国の祝福を味わう。

神様の偉大な業が成就したから、万物はともに喜ぶ。

神様の栄光は天空にわたりとても明るく輝く。

だから天と地が全く新しく見える。

"私たちは全能神を勝利のゆえ賛美する、

神様の勝利のゆえ、神様の勝利のゆえ。"

全能神への賛美の歌を歌おう。

万物はともに喜べ、神様は勝利のうちに帰って来られた。

全能神への賛美の歌を歌おう。

万物はともに喜べ、神様は勝利のうちに帰って来られた。


34 御座のまわりを踊り巡ろう

1

終わりの日のキリストと、天の御国が到来した

受肉の神は真理を表わし

巻物を開いた

これぞ言葉は肉において現れる

御言葉の権威は

全ての国と民を征服し

神の威厳を示す

神を賛美せよ

全ての賛美を神に

皆喜び踊っている

我らは神の御座の周りで踊る

御声を聞き、御座の前に引き上げられ

小羊の婚宴に集う

日々御言葉を味わい

御前で生きることは幸せだ

我らは暗闇から逃れ  自由を得

もっと踊り喜ぶ



2

我らは神の前で御国の訓練を受け入れる

御言葉の裁きと精練は

いのちの性質を変える

神の救いを得、愛に浴する

これぞ神の恵みである

神を賛美せよ

全ての賛美を神に

皆喜び踊っている

我らは神の御座の周りで踊る

天地は喜び

星は踊り、月は微笑み

木々で小鳥がさえずる

我らは新しい人生を生き

感謝には終わりがない

忠実に本分を尽くし

真理を求め、神を証しする



3

義の御国が現れ

地上では神の言葉が支配する

我らはずっと弾圧と患難を受け

赤い大きな竜を深く憎む

永遠にキリストに従う

御言葉は世界を征服し

全ての国は全能神を礼拝し

賛美を歌う

神を賛美せよ

全ての賛美を神に

皆喜び踊っている

我らは神の御座の周りで踊る

神は勝利者を集め

御業は成功し

サタンを十分に辱めた

神の御心が地でも行われた

全ての人びとが神を証しし

御国が地で実現される

全ての人びとが神を証しし

御国が地で実現される


35 立ち上がって神のために踊れ

我らは神の声を聞き、御前に上げられ祝宴についた。

御言葉を飲み食いし神に祈る。

御前に生きることはこの上ない喜びだ。

宗教界で主を信じていた時は、心は暗く、道もなかったが今は

御言葉を飲み食いし、真に結束する。

聖霊の働きを味わうのはこの上ない幸福だ。

兄弟姉妹よ、立ち上がって踊れ！

神を讃美し、新たな踊りを捧げよ！

宗教儀式の束縛を抜け、真理を理解し、我らの霊は放たれた。

御言葉は全て真実で、人生の進路を示す。

自分のための画策はやめ、神の戒めと采配に従うのだ。

御言葉の裁きを経て、我らの堕落は浄化した。

無邪気な子供のように生き、霊と真理で神を礼拝する。

御言葉のまま、全ての弾圧と逆境を踏み潰す。

サタンの妨害があろうと、キリストに従い忠誠を貫く。

兄弟姉妹よ、立ち上がって踊れ！

神を讃美し、新たな踊りを捧げよ！

キリストに従うことは真の幸福であり、前途はより輝く。

神の義と聖さを知れば、私の心は

ひたすら神を讃美したくなる。

神を讃えることは喜びであり、神が側にいるのは真の幸福だ。

神を証しすることは真の栄光であり、私の霊はこんなに自由だ。

サタンに打ち勝った神を賛美せよ。

神は全ての栄光を得た。


36 大声で全能神を誉め讃えよ

1

全能神終わりの日のキリストは

東方に現れる

彼は人類を救うために真理を語り

それは救世主の出現である

民は神の声を聞き

御座まで引き上げられる

神の言葉を食べ飲みし

真理と奥義を知り

神の言葉に征服される

我々は試練と精錬を通して激痛に苦しみ

我々の堕落は清められる

御国の訓練により真理といのちを得た

我々は大声で全能神を誉め讃える

誉め讃える

神はいのちを清らかにし  救うからである



2

迫害と試練を通して悪魔の醜い顔を見る

サタンは人を完全にするために使われ

人は真理を把握し神を知る

我々はサタンを憎み

最後まで神に従う

どんなに堕落が深くても

神は真理を語り  人類を征服する

神の言葉は裁き

赤い大きな竜の子孫を清め

竜の土地で勝利者が生まれる



3

神はサタンに打ち勝ち

全ての栄光を得た

キリストの言葉は真理  いのち  道であり

反論できない

人は神の謙遜を愛し  慕うべきである

神の性質は義であり

我らは敬意を持って仰ぎ見る

神の業は奇しく計り知れず

我らは絶えず讃美する

神の力は全地を服従させ

神をあがめさせる

永遠のいのちの道を得て

神を声高らかに讃美する



4

御国の訓練により真理といのちを得た

我々は大声で全能神を誉め讃える

誉め讃える

神はいのちを清らかにし  救うからである


37 神の大いなる業が完了しました

終わりの日のキリストに従う私達は

全宇宙に証します

神の大いなる業が完了したことを



1

全能神は肉として現れ

人類を救うために真理を表されました

私達は花婿の声を聞き

神の前に引き上げられました

私達はようやく小羊の婚宴に出席し

神の国の訓練に入りました

神の家から裁きが始まり

彼の性質が完全に明らかにされました

神の言葉の真理は私達を征服し

私達は神の前にひれ伏し、神を礼拝します

私達の心と思いは

神の言葉により完全に露わにされました

神の試練と精錬を受けながら

私達の堕落した性質は清められました

神の裁きを通して

私達は神の義と聖さを見ます

神の民は神の御前で従順で

死に至るまで神に忠実だ

神は徹底的にサタンを打ち負かし

勝利者の一団を造られた

終わりの日のキリストに従う私達は

全宇宙に証します

神の大いなる業が完了し

神は完全な栄光を得られたと



2

全能神は終わりの日の裁きを明らかにし

神の国の時代を開始されました

あらゆる宗派は慌てふためき

人はみな真の道を求めることを強制されます

賢いおとめは神の声を聞き

災いが来る前に、神の前に引き上げられます

終わりの日のキリストを受け入れることを拒絶する者はみな

災いに陥るでしょう

神は全能であり知恵を持って働きを為されます

神は種類ごとに人々を分類される

全ての国と民は光のところに来て

神の玉座の前に服従します

神の国の前途は無限に明るく

熱烈な場面を示します

災いは邪悪な人類を抹消し

神の義と威厳を明らかにするでしょう

神の一つひとつの言葉が成就され

その言葉は全てを完全にするでしょう

キリストの国が地に現れ

神は神の民と共に生活されます

終わりの日のキリストに従う私達は

全宇宙に証します

神の大いなる業が完了し

神は完全な栄光を得られたと

終わりの日のキリストに従う私達は

全宇宙に証します

神の大いなる業が完了し

神は完全な栄光を得られたと

神は完全な栄光を得られたと


38 栄光を得られた神を讃美しよう

雲は天で微笑み

花は地に咲き乱れる



1

栄光ある崇高な全能神は

肉となり世に現れた

人を裁き清めるため真理を表し

剣のように言葉は全能だ

あなたの言葉で清められ

私たちは真理と命を得た



2

栄光ある崇高な全能神は

今日まで私たちに寛大だった

私たちはあなたの義を見て

あなたは私たちを得た

私たちは祝福されている

あなたへの感謝の思いを

十分に表すことはできない

歌と踊りで讃美を捧げる

服従であなたに敬意を

忠誠で圧倒的な証しを

あなたはサタンを打ち負かし

栄光と讃美を受ける



3

栄光ある崇高な全能神は

万国万民の前へ

あなたの義は完全に明らかにされ

あなたに背き悪を為す者は

懲罰を受け倒れる

言葉はすべてを分類する



4

栄光ある崇高な全能神よ

6000年の計画が今終わる

今すべての栄光を得て

不義なものは焼き尽くす

あなたは世界を新しくし

御業は宇宙に満ち溢れる

全地は聖と義に満たされる

今  人類は創造された時のよう

人々は悲しみもなく光の中で生きる

あなたの働きの完了を喜び讃美し歌う

歌と踊りで讃美を捧げる

服従であなたに敬意を

忠誠で圧倒的な証しを

あなたはサタンを打ち負かし

栄光と讃美を受ける


39 宇宙は神様への賛美で鳴り響く

1

歌と踊りに満ち

世界は賛美の海

我らは踊り

星は跳ね、月は笑い

宇宙は賛美で満ちる

全能神、終わりの日のキリストが地に来て

真理を語り、全ての国と宗教を揺らす

選民は神の声を聞き、立ち返り礼拝する

シオンでは神は宇宙に身を向け

自身の義と聖さを明らかにされた

神の民は喜び、神を永遠に賛美する

神を賛美せよ！ハレルヤ！

賛美せよ！神を、神を賛美せよ

賛美せよ！神を、神を、神を賛美せよ



2

神を愛するため本分を尽くし

神の意志を大切にせよ

兄弟姉妹の心は繋がっている

老若男女、一つになり神を賛美せよ

歌え、踊ろう

あなたの証しに私も加わろう

悪魔のような赤い大きな竜を恥じ入らせ

神の御名を讃え

御業を通し  義なる性質を見た

神の民は輝く御顔を見て、神を愛し

喜ばせ、永遠に忠実であろうとする

神を賛美せよ！ハレルヤ！

賛美せよ！神を、神を賛美せよ

賛美せよ！神を、神を、神を賛美せよ



3

神は地上で栄光を得て  みな喜ぶ

天国での生活は素晴らしい

新しい天地と神の国がある

我らは神のために歌い踊り喜ぶ

知る限り最も美しい歌を歌い

最も美しい踊りで神の栄誉を称え

真心を捧げる、この愛は純粋で誠実

神の民、全被造物は神を永遠に称える

神を賛美せよ！ハレルヤ！

賛美せよ！神を、神を賛美せよ

賛美せよ！神を、神を、神を賛美せよ

シオンよ、何という栄光！

神の住まいは輝く

その栄光の光が全宇宙に注がれる

全能神は御座に座り

宇宙が新しくなったのを見て、微笑む

神を賛美せよ！ハレルヤ！

賛美せよ！神を、神を賛美せよ

賛美せよ！神を、神を、神を賛美せよ

神を賛美せよ！ハレルヤ！

賛美せよ！神を、神を賛美せよ

賛美せよ！神を、神を、神を賛美せよ


40 神に向かって讃美の歌を永遠に歌う

1

受肉された神が中国に現れた。真理を表し人類を裁くために。

私たちは神の声を聞き、神の玉座の前に引き上げられる。

神に対面できるとは夢にも思わなかった。

長年の願いが叶い、われらは救い主の現われを目の当たりにする。

全能神の御言葉は神の全能を示し、万人の心を征服した。

神の民は玉座の前に集い、神の御言葉により牧され、潤される。

御言葉は全て真理であり、私たちに永遠のいのちの道を与える。

神の清めと救いを得て、私たちは神に向かって讃美の歌を永遠に歌う。



2

私たちは日々御言葉を読み、真理について交わり、その裁きと清めを受け入れる。

神の啓きと照らしのもと、私たちは自身を知り、サタンの本性を見抜く。

傲慢でうぬぼれ、わがままで卑しい私たちは自責と後悔の中、神の御前にひざまずく。

肉に背き真理を実践すれば、私たちのいのちの性質は次第に変わる。

裁きを経験すれば、真理を得、神の義と聖さを知る。

私たちは神の愛の全てを賜り、神に讃美の歌を永遠に歌う。

裁きを経験すれば、真理を得、神の義と聖さを知る。

私たちは神の愛の全てを賜り、神に讃美の歌を永遠に歌う。



3

裁きが神の家族から始まった。そして裁きを通じて神の民は清められた。

神は勝利者の一群を作り、サタンを打ち負かし栄光を得られた。

神の全能と知恵が全て明らかにされ、神の聖なる御名は全地に宣べ伝えられている。

神の義は讃美に値し、神の聖なる御名は誉め讃えられるにふさわしい。

神の国が地上に現れ、神の民は踊り新しい歌を歌う。

全ての国々、全ての民が神を讃美し、神に讃美の歌を永遠に歌う。

神の国が地上に現れ、神の民は踊り新しい歌を歌う。

全ての国々、全ての民が神を讃美し、神に讃美の歌を永遠に歌う。


41 全能神への讃美は止むことがない

1

肉なるキリスト、全能神  真理を表し

栄光に満ち溢れ  東に現れた

宇宙と大空全体に神の言葉は輝く

東の稲妻が闇の世界に光をもたらした

兄弟たちよ、来て、見よ

神の国が世に下った

姉妹たちも、来て、聞け

地に溢れる賛美を

神の民は救い主の再来を喜び迎える



2

終わりの日の裁きが神の家から始まった

神が来て永遠のいのちの道をもたらした

神の羊は神の声を聞いて御前に帰り

子羊の婚宴に集い御言葉を楽しんだ

兄弟たちよ、来て、見よ

御国の宴は豊かだ

姉妹たちも、来て、聞け

権威ある御言葉が

何百万もの心を征服した



3

兄弟姉妹たちが喜んで讃美するのはなぜか

それは全能神によりサタンから救われたから

神の裁きの言葉により清め、救われた

御言葉と共にあり

痛みや悲しみも、もはやない

兄弟たちよ、立ち上がれ  神を証ししよう

姉妹たちよ、止まらずに神に心捧げ

神を満足させ全てを捧げ本分を尽くそう

兄弟姉妹たちよ、心ゆくまで踊ろう

栄光を得た全能神を讃えて

神はサタンに打ち勝つ

勝利者たちを作った

私たちは神の勝利を喜び讃える

兄弟たちよ、声高らかに新しい歌を歌え

姉妹たちよ、心の限り讃美に合わせ踊れ

全能神に止むことない讃美の歌を捧げる


42 神の偉大なる働きの完成 を賛美しよう

1

終わりの日　キリストの言葉がすべての人類を裁く

神の国の時代が始まった

今　すべてのものが新しくされる

神が語られる言葉によって。

すべてが美しく新しくなり

すべてのものが再生し　回復し　更新される

私たちは　喜びの中で神を賛美する

私たちの歌と声で　天は張り裂ける

ああ　神を賛美しよう

ああ　歓呼し　歌おう　ああ

神の民は皆　神への賛美にあふれる　ああ



2

神の家から　裁きが始まり

神の義があらわされる

神の民は御前にひれ伏し

神の裁きによって清められる

ああ　神の言葉に導かれて、

私たちは試練を乗り越えられる

神を証しすることで　神の称賛を得ることができる

光栄にも神の委託を受けた私たちは

神の業をたたえて証しする

ああ　神を賛美しよう

ああ　歓呼し　歌おう　ああ

神の民は皆　神への賛美にあふれる　ああ



3

神の働きはすぐに変わり

理解するのが難しいけれど 　我らは確信する

神の言葉はすべてを成し遂げ

種類ごとに人々を分類する

神を愛する者は神に従い

神に背く者は滅ぼされる

神の知恵と全能を　私たちは賛美する

神はあらゆる点で義である

神の性質の麗しさを　私たちは賛美する

ああ　神を賛美しよう

ああ　歓呼し　歌おう　ああ

神の民は皆　神への賛美にあふれる　ああ



4

神の働きの完成を賛美しよう

神は勝利者たちの一団を作られた

神の選民は　神の吟味を受け入れ

それぞれが本分を尽くす

神の御心を果たすため　最善を尽くす

神を愛する人は皆　完全にされる

世界中が

神の義と聖さであふれる

神の国は真に聖なる国

私たちの賛美の歌は　決して終わらない

ああ　神を賛美しよう

ああ　歓呼し　歌おう　ああ

私たちの賛美の歌は　決して終わらない　ああ

そう　決して終わらない


43 シオンに戻って来られる神への讃美

1

栄光ある全能神

受肉して東に来て

真理を述べ、裁き

永遠のいのちをもたらす

御言葉は稲妻のように

西へと閃く

神は地に降りて

人は闇の中で希望を持つ

全能神は御国を得て

地に降りて来た

全能神は御国を得て

偉大な業を為した

世界は歓呼し、みな賛美し

その声は宇宙に響く

栄光を得た神を

シオンに戻った神を賛美せよ

世界は歓呼し、みな賛美し

その声は宇宙に響く

栄光を得た神を賛美せよ

シオンに戻った神を賛美せよ



2

栄光ある全能神

威厳に満ち 義なる神

御言葉には力があり

神の民を清め救う

神は言葉でサタンを倒し

勝利者の一団を作る

我らはひざまずき

神を崇め、声をあげ讃える

全能神は御国を得て

地に降りて来た

全能神は御国を得て

偉大な業を為した

世界は歓呼し、みな賛美し

その声は宇宙に響く

栄光を得た神を

シオンに戻った神を賛美せよ

世界は歓呼し、みな賛美し

その声は宇宙に響く

栄光を得た神を賛美せよ

シオンに戻った神を賛美せよ

栄光ある全能神

御言葉は地を治め

悪人は災いで滅び

御言葉は全てを成し遂げる

世界は歓呼し、みな賛美し

その声は宇宙に響く

栄光を得た神を

シオンに戻った神を賛美せよ

世界は歓呼し、みな賛美し

その声は宇宙に響く

栄光を得た神を賛美せよ

シオンに戻った神を賛美せよ

神を賛美せよ

賛美せよ


45 私たちは共に教会に集う

コーラス

私たちは共に教会に集う

私たちは共に教会に集う



1

それは神を愛する人々の集い。

私たちは神の言葉を飲み食いし、真理について交わり、

私たちの心は甘美さと幸福に満ちている。

過去の記憶から、私たちは悔恨と罪責感を抱いている。

互いを知った今、私たちは神の愛の中で生きる。

偏見も壁も隔たりもなく

私たちは互いを愛する、一つの家族、

私たちの心は互いに絡み合う、親密に、少しの隙間もなく。



コーラス

私たちは共に教会に集う

私たちは共に教会に集う



ブリッジ

私たちは言語は違えど心は結ばれている。

神の言葉の中、同じ目標を持つ。

私たちは神の愛を証しし、お互いの経験を分かち合う。

今や真理を追求し、神の言葉に生きる。

私たちの前途は無限、命と光に満ちている。

私たちはともに努力して働き、全力で前進する。



コーラス

私たちは共に教会に集う

私たちは共に教会に集う



2

しかしやがてみな別々の道を行くことになる。

私たちは神の委託を担い、自らの使命を実行するから。

神を証しするためそれぞれの道を行く。

神の愛は私たちのこの上なく深い忠心を呼び起こす。

共にある時、私たちは笑いに満ちる。

別れている時は互いに勇気づけあう。

自らの強さをより良き明日のために使う。

私たちはキリストに付き随う。神に忠誠を尽くしながら。



コーラス

私たちは共に教会に集う

私たちは共に教会に集う

私たちは共に教会に集う

私たちは共に教会に集う


46 キリストの御国は温かい我が家

1

キリストの御国は温かい我が家

それは神の民全てのもの

キリストは教会で歩み語られ

神の民と暮らしを共にされる

ここには聖霊の働きと同様

御言葉の裁きと刑罰がある

御言葉によって

私達は潤い、満たされ、導かれ

いのちは成長する

これはキリストが支配される御国

それは公平と正義の世界



2

キリストの御国は温かい我が家

それは神の民が慕う場所

御言葉は教会を治めてくれる

私たちは真理によって動く

心の中でキリストを崇める

もう内輪の争いや企みは無く

保身も恐れもいらない

キリストの元に魂は帰り

彷徨わなくてもいい

これは人々が切望する御国

それは人類のよき終着点



3

キリストの御国は温かい我が家

神の民にとって宝物

私たちは裁きと試練を受けて

堕落した性質は清められる

ここに私の歓喜と笑いと

いのちの成長のストーリーがある

密やかに神に語った言葉

消せない思い

神が払われた代価の記録

御国にある全てが心を動かす

その誠実な献身は言い表せない

終わりの日のキリスト、愛するお方

私は永遠に愛し賛美します

『小羊に従って新しい歌を歌おう』より


47 教会生活の何という喜び

1

兄弟姉妹よ、私たちは神の御前に来た

御言葉を飲み食いすることは何という喜び

神は、私たちがどれほど深く真理を理解するかは気にかけず

私たちの真の言葉を喜ばれる

私たちは経験と認識したことを分かち合い

互いに支え合い、手をつないで進む

私たちは真理を理解し、自分自身を顧み

私たちの堕落と欠点を見る

私たちの祈りは私たちが感じること

私たちは心から神に話す

御言葉について交わるほど

私たちは御言葉と真理をより理解する

私たちは神の愛を味わった

教会生活はこんなにも大きな喜びをもたらす

そして、私たちのいのちは少しずつ成長する

キリストの国は実に私たちの家

神を愛する者たちは神をとこしえに賛美する

全能神にすべての栄光があるように！



2

兄弟姉妹よ、私たちは神の御前に来た

御言葉を飲み食いすることは何という喜び

御言葉について交わるとき

体験し認識したことを分かち合い

聖霊から啓きを得る

神の光は私たちの上に輝く

教会生活はこんなにも大きな喜びをもたらす

そして、私たちのいのちは少しずつ成長する

キリストの国は実に私たちの家

神を愛する者たちは神をとこしえに賛美する

全能神にすべての栄光があるように！



3

神は私たちのためにすべてのことを采配し

それらは私たちが完全にされるのに役立つ

今、私たちは神の御旨と心を知る

それはすべて私たちが真理を得るため

神の真理と御言葉を実行することで

より真理と現実を得る

教会生活はこんなにも大きな喜びをもたらす

そして、私たちのいのちは少しずつ成長する

キリストの国は実に私たちの家

神を愛する者たちは神をとこしえに賛美する

全能神にすべての栄光があるように！

そして、私たちのいのちは少しずつ成長する

キリストの国は実に私たちの家

神を愛する者たちは神をとこしえに賛美する

全能神にすべての栄光があるように！

誠意をもって本分を尽くし

神の御心にかなうよう証しよう


48 教生活は真に素晴らしい

1

受肉した全能神よ、

私たちは声を上げてあなたを讃美する。

あなたの言葉は私たちの不足を満たし、私たちを牧し、

新しい生活へと導く。

神の言葉を実行して、

私たちは真理が貴いと知っている。

真理は私たちをあらゆる束縛から自由にし、

私たちの心は喜びで満たされる。



プレコーラス１

私たちは神の言葉に潤され

神の愛を享受する。

私たちは日々神の御前におり、

私たちの心には真（まこと）に甘美さがある。



コーラス

私たちは教会生活が送れて嬉しい。

神がともにおられるとはなんという幸い。

神を愛し神の称賛を得ることで、

私たちはこの上なく幸せに生きる。

教会の生活はかくも素晴らしく、

神は永遠に讃美される。

教会の生活はかくも愛おしく、

神は永遠に讃美される。



2

私たちは神の裁きを受ける栄誉を得て、

自らの深い堕落を知った。

苦痛はあるが、神の愛は実在するとわかる。

私たちは真理の中に入り、神の祝福を見る。



プレコーラス２

私たちは裁かれ、真理を得、新しいいのちを持っている。

私たちのサタンの本性は取り去られ、

私たちは新しい人となる。

真理は私たちに喜びをもたらし、私たちを解放する。



コーラス

私たちは教会生活が送れて嬉しい。

神がともにおられるとはなんという幸い。

神を愛し神の称賛を得ることで、

私たちはこの上なく幸せに生きる。

教会の生活はかくも素晴らしく、

神は永遠に讃美される。

教会の生活はかくも愛おしく、

神は永遠に讃美される。



3

兄弟姉妹たちは協力し合い

神の言葉により調和して生きる。

私たちは互いを愛し支え合い、

私たちの心臓は一つになって鼓動する。



プレコーラス３

私たちは真理を実行する、純粋に、率直に、

そして誠実な人であろうと努める。

私たちは寛大で忍耐強く、

愛に満ち、人間として生きる。



アウトロ

兄弟姉妹肩を寄せ合い、私たちは

働き神を証しし、

神の国の福音を広めるため全力を尽くす。

神の心を喜ばせるため、自らの本分を尽くす。

神の裁きは祝福、私たちを清める。

神の言葉は真理、私たちのいのちとなる。

私たちは心と真理をもって神を崇拝し、光の中で生きる。

キリストの国こそ私たちの美しき家。

キリストの国こそ私たちの美しき家。


49 この空の青さよ

ああ、この空！

この空は全く違う！



1

地は麗しい香りに包まれ

空気は澄みきっている

全能神は肉となり人と住み

真理を表し

終わりの日の裁きを開始される

御言葉が人の堕落の真相を暴く

私達はあらゆる試練と精錬により

清められ救われる

私達は堕落した生活に別れを告げ

身なりを改め

原則に沿った言動をし

御言葉に支配を委ねる

心に神への愛の炎が燃える

私達は御言葉を広め  神を証しし

御国の福音を伝える

神を満足させるため全てを捧げ

どんな苦痛もいとわない

私達の運命を変えて下さった

全能神に感謝する！

私達は新たな生活を送り

新しい明日を迎えます！



2

共に集う兄弟姉妹の顔は幸せに輝く

私達は御言葉を読み  真理を分かち

神の愛によって団結する

純粋で隠し事なく

正直で互いに偏見なく愛しあい

互いの長所から学び短所を正し

真理によって生きる

皆一致して本分を果たし

神に忠誠心を捧げる

御言葉は逆境と苦難の中

御国へと私達を導く

御言葉は神の全能性を示す

勝者たちを征服し  造る

選民達は全ての国から御前に戻る

神の民は神と共に暮らし

永遠に礼拝する

御心が地上で果たされキリストの御国が地上に現れた

神の義と聖さが明らかにされ

天地は新しくなった

御国の民たちは神を畏れ悪を避け

光の中で生きます

ああ、この空！

この空は全く違う！


50 神の愛は私たちを互いに近づける

たとえ無数の海と山に隔てられていても

肌の色　話す言葉が違っても

私たちに国境は無く　私たちは一つの民だ

全能神の言葉が私たちに呼びかけるので

私たちは神の御座の前に引き上げられる



1

たとえ無数の海と山に隔てられていても

肌の色　話す言葉が違っても

私たちに国境は無く　私たちは一つの民だ

全能神の言葉が私たちに呼びかけるので

私たちは神の御座の前に引き上げられる

髪の真っ白な老人もいれば

明るくて　喜び輝く若者もいる

手を取り合って　肩を組み合い

逆境の中でも励まし合い　共に雨風の中を歩む

心を一つにして私たちは本分を尽くす

私たちの心は繋がっており

私たちは心を分かち合う友となる

神の愛は私たちを互いに近づける



2

神の御言葉は生ける水の泉だ

御言葉を楽しむとき　心は甘さに満たされる

神の言葉の刑罰と裁きは

私たちの堕落した性質を清めてくれる

刈り込みと取り扱いによってのみ

私たちは人間の姿を取り戻す

否定的になるとき　弱いとき　私たちは互いに支え合う

私たちは逆境の中でも一緒に

証しし　サタンを打ち負かし

闇から逃れ　光の中で生きる

忠実で従順な私たちは神の栄光の現れだ

私たちは神の義と美しさを知っている

私たちが体験する神の愛は　数え切れぬぐらい多様だ

神の胸に心地よく抱かれ

私たちの地上での生活は天の生活のよう

神がおられるから愛があり

愛があるからこそ家族がある

神を愛するものは皆　一つの家族

神の愛によって私たちは互いに近づく

神の言葉が共にあり、私たちは成長する

美しい御国に住み

全能神をとこしえまでも礼拝する

La la la … La la la … La la la …

La la la … La la la … La la la …

神がおられるから愛があり

愛があるからこそ家族がある

神を愛するものは皆　一つの家族

神の愛によって私たちは互いに近づく

神の言葉が共にあり　私たちは成長する

美しい御国に住み

全能神をとこしえまでも礼拝する

全能神をとこしえまでも礼拝する

全能神をとこしえまでも礼拝する


51 我らの生活は終わりのない喜び

1

兄弟姉妹が教会に集まり

王なる神を讃美する

我らは喜び  歌い  そしてダンスする

神は肉となってこの世界に現れ

我らを救うために真理を表す

神の声を聞き我を忘れて喜びに溢れる

御座の前で我らは祝宴の席に着く！

我らは神の言葉を享受し  御前に生きる

歌って笑い  その喜びに終わりはない！



2

兄弟姉妹といると

言葉では言えないほどの幸せだ

神の言葉で交わり  経験を分かち合う

真理を理解し  霊に喜びが訪れ

儀式も規則もなく解放され自由だ

子羊の婚宴に参加し

神の国の生活は最高だ

神の言葉は我らを裁き  清め  新たにした

御心を満足させるため

熱心に働き本分を尽くす

我らは平安と喜びに満たされる



3

兄弟姉妹よ  さあ  立ち上がれ！

心をひとつにして我ら人類の本分を尽くそう

神の心を満足させるために

福音を伝え神を証ししよう

喜びに溢れて共に讃美の歌を歌おう！

兄弟姉妹よ  大声で歌い讃美しよう！

我らは神の言葉を享受し  御前に生きる

歌って笑い  その喜びに終わりはない！


52 神は私たちの間におられる

私たちは世界中から集まり

神の玉座の前で礼拝する

神の言葉によって施され

子羊の婚宴に列席する



1

終わりの日のキリストは

サタンとの闘いへと私たちを率いる

山あり谷ありの道のりだが

患難に耐える



2

神のことばの導きがあり

神の愛がともにあるなら

闇の勢力をも打ち砕き

前へ突き進む



3

神の力と知恵を見て

信仰を堅くする

私たちは神を証している

神の微笑みを見て心から喜ぶ

神が側らにいて下さるから

神の国の生活は喜び

神の愛に報いるため

重荷を担う

神のことばを全地に広めるため

兄弟姉妹とともに全力で

御心を行う

御心を行う



4

真理を追究し　清められ

神によって完全にされるために

裁きと試練と

神の言葉の精練を受け入れる



5

弱いときは互いに助け合い

励まし合う

聖霊の働きの甘美さと

喜びを分かち合う



6

理解は私たちの魂を結び付ける

もう言葉は要らない

神の愛によって強く結び付けられ

御言葉は私たちの心をひとつにする

神が側らにいて下さるから

神の国の生活は喜び

神の愛に報いるため

重荷を担う

神のことばを全地に広めるため

兄弟姉妹とともに全力で

御心を行う

御心を行う

手を取りあって働き

互いに祈り励まし合う

美しい明日へと神は導く

神を愛することを求め

生きている限り

奮闘し続ける

神からの励ましを心に

忠実な神の証し人となる

神が側らにいて下さるから

神の国の生活は喜び

神の愛に報いるため

重荷を担う

神のことばを全地に広めるため

兄弟姉妹とともに全力で

御心を行う

御心を行う


53 神のもとへ返るのは真の幸福

1

以前、主への信仰において、

私たちはただ貪欲に主の祝福を求めた。

宗教においては観念に縛られ、

私たちは暗闇と苦痛の中にいた。



2

全能神が私たちを光の道へ導き、

私たちは毎日神の言葉を味わう。

真理を知り、私たちの霊は自由になる。

神に救われることは光栄なこと。

神の愛を味わい、

神の御座の前に引き上げられるのは真の幸福。



3

私たちはキリストの御座の前で裁かれ、

堕落が清められる。

私たちは刈り込まれるとき神の真実の愛を感じる。

患難の中での苦痛、それは私たちのための神の宴。

神の愛を味わい、

神の御座の前に引き上げられるのは真の幸福。

私たちは神の義のゆえに神を賛美する。

真理が私たちを堕落から自由にした。

私たちは神の大いなる愛に報いることができるように

本分を尽くすことを願う。

神の裁きと試練、

それが私たちを清め救った。

神の愛を味わい、

神の御座の前に引き上げられるのは真の幸福。


54 この心の憧れ

1

人生の長い旅路

多くの風雨や変化をともなう

延々と続く荒涼とした年月

黒雲が暗い淵を作り出す

サタンによる支配は　残酷

暴君のごとく　思想を制約する



2

誘惑され　人は方向を失い

栄誉や利益を求め　全身傷におおわれ

深く傷つき　人間らしさもない

傷だらけで　身も心も疲れ果てている

闘う力も失せ　落胆し

行く場もなく　痛みの中　戸惑う

真に清らかな地を渇望し

ひらすら探し求め　地を流浪する

憂鬱な想いでいっぱいな私は切に祈る

主が私を悲しみから救われることを願って



3

凄まじい音で　七つの雷鳴がとどろく

終わりの日のキリストが地上に降りてくる

私は神の言葉を聞き　神の前に来る

神の言葉を味わい　真理を知る

神の言葉は私を養い　支え　潤す

神の真の愛を実感する



4

試練　苦痛　精練を通し

いのちは成長し続け　豊かになる

裁かれ　堕落から抜け出し

清めと救いを得る

もう涙も悲しみもない

神の前にひれ伏し　心を露わにする

神は愛により私を選ばれた

神の救いに感謝します

私は闇から抜け出し　神の前に生きる

神に心を捧げ　神の愛に報います


55 神の到来を迎えられて幸いだ

私たちは幸いにも神の到来を迎え、神の御声を聞く

幸いにも神の到来を迎え、小羊の祝宴の席につく

受肉した全能神を知り、その奇しき御業を見る

私たちは人生の奥義を理解する。全能神の御言葉は最も貴い

御言葉を飲み食いし、御前に生き、もう探し回らなくてもいい

神の裁きを経験して苦しむが、清められる

真理と永遠のいのちの道を得て、神を愛することを求め、決して悔いることはない

この人生は実に祝福されている。神を愛する者になれたとは。

この人生は実に祝福されている。神に称賛されるとは。

本分を尽くし、神を証し、真理を求めることは最も意義がある

誰がこれ以上幸いになれるか

誰がこれ以上の祝福を得られるか

神が真理といのちを授けてくださる。私たちは神のために生きなくては

私たちは神のために生きなくては

神の愛に報いるため、真理を得て、神を証する

誰がこれ以上幸いになれるか

誰がこれ以上の祝福を得られるか

神が真理といのちを授けてくださる。私たちは神のために生きなくては

私たちは神のために生きなくては

神の愛に報いるため、真理を得て、神を証する

私たちは神のために生きなくては

神の愛に報いるため、真理を得て、神を証する

神の愛に報いるため、真理を得て、神を証する


56 再臨

1

あなたが降臨する前、私は孤独で、暗黒と苦痛の中で泣いた

あなたが降臨する前、私は傲慢で、泥沼の中でもがいた

あなたが降臨する前、私は貶められ、悪魔と野獣の中で物乞いした

あなたが降臨する前、私は魔王に心を売り、踏みにじられた

絶望の中、メシア、主イエスの再臨を待ち焦がれた

稲妻が東から来て、私はあなたの言葉が真の光の現われだと知り

あなたの声を聞き、御座の前に戻り、新たないのちを得た



2

あなたの言葉は鋭い剣のごとく、私のサタン的本性を裁き、暴く

あなたの本質は聖く、私のひどい穢れを明らかにし、私はもはや独善的ではない

あなたの性質は義であり、私の不義を焼き尽くし、私はもはや抵抗しない

あなたの裁きは愛で、私の堕落した性質をすっかり清める

ああ全能神よ、私が光の中で生きるように闇から救うのはあなた

あなたこそがキリスト、救い主。あなたの言葉は真理、道、いのちである

人類の救いのために働き、永遠のいのちの道をもたらすのはあなた

コーラス

あなたの言葉が私の性質を清め、光ある人生の道に私を連れて行く

ああ全能神よ、あなたの聖よさと義は、人類の永遠の賛美に値する

あなたを信じ、従い、証する。これが我らの為すべき本分

ああ全能神よ、あなたは実に愛らしい。我らは常にあなたを愛し、讃える


57 あなたは私の心の中に

1

私が故郷を離れ  本分を尽くす時

あなたを思い  祈ります

御言葉を読むと

あなたへの信頼は強まり

私の心はなだめられます

あなたを証しするため  大きな苦痛を味わい

あなたの美しさをさらに深く知るのです

あなたに従い  私は最後まで歩き続けます

あなたが御姿を変えられる時

私たちはあなたの再来を歓迎するでしょう

あなたの再来を歓迎するでしょう



2

私を養い 人生を与えるのは

あなたの御言葉です

あなたの愛を思えば  心は喜び

全身に力がみなぎります

私は全てを捨てて

あなたのために尽くします

私を高く上げて下さるのはあなたです

あなたに従い  私は最後まで歩き続けます

あなたが御姿を変えられる時

私たちはあなたの再来を歓迎するでしょう

あなたの再来を歓迎するでしょう



3

困難や旅の続く生活も苦ではありません

あなたが共におられるから

御顔が見えずとも

あなたを愛し  心の中にはあなたがおられます

あなたの愛は私の心にすでに根付きました

私は永久に忠誠を尽くします

あなたに従い  私は最後まで歩き続けます

あなたが御姿を変えられる時

私たちはあなたの再来を歓迎するでしょう

あなたの再来を歓迎するでしょう

ああ、歓迎するでしょう

ああ、歓迎するでしょう


58 家に帰る

1

かつてはこの世界に　

自分の夢があるとばかり思い

一生懸命働き　努力して

素晴らしい人生を勝ち取ろうと　無邪気にも考えた

だが失敗を繰り返すうち

自分の考えは愚かに思えた

悪と策略に満ちたこの世で

私は清純さと善良さを失った



2

私は名誉と富を求め

まるで動物のように生きた

世の冷酷さと冷淡さが

私の心を打ち砕く

人は争い　殺し合い

偽りと暴力に満ち

支援や策略なしには

生き抜く道はない

正しい道を歩んでも

神を信じても

差別され

投獄される

この世は悪と闇に満ちていると

はっきりと分かる

私は無力で　傷つき

心は痛みで満ちている

孤独で　ひたすら探すが

行くべき方向が見つからない

この心が憧れる

美しい家はどこ



3

聞き慣れた声が呼ぶ

神の優しい言葉が　私の心を温める

私に語り扉を叩くのが

人の子だと分かる

神の前に来て　教会が

新たな天地だと知る

ここにいる人びとは純粋で善良

周りの人に誠実だ



4

ここには公平と義がある

神の言葉と真理には強い力がある

それは人生の奥義を現わし

この心を目覚めさせ　人生が明確になる

真理を知ると　

善と悪が分かるようになる

もう名誉や利益は求めず

サタンの罠を逃れるため闘う

今や誠実となり　神に祝福されている

心には平安があり　私は穏やかだ

神を畏れ　悪を避ける

正しい人生の道を歩んでいる

神はとても愛らしい

この心は神を強く慕う

いまは光の中で生きることができ、

永遠に神に従い　神を愛する

神の前に来て　教会は

新たな天地だと知る

ここにいる人びとは純粋で善良

周りの人に誠実だ

ここには公平と義がある

永遠に神に従い　神を愛する


59 真理を受け入れることは賢いおとめであること

1

私は長年信者として

携挙を望み　主の御名にしがみついた

主を信じ　罪が赦されれば

報われると思っていた

恵みによって救われるという妄想を抱き

一歩で空へと舞い上がり

天国に入れることを望んだ

誰も　主イエスの預言の本当の意味を

真に理解していない

人々は　パウロの言葉を基に夢を描いている

主が突然　雲の上に乗って到来するのを

空想し望んでいる

目の前は大災害なのに

それでも主の現れを見ていない

彼らは主イエスの言葉が

ずっと前に成就したことを知らない

愚かなおとめたちは自分の観念にしがみつき

神の声が聞こえない

だから携挙の機会を逃して

この上ない後悔を感じることになるだろう



2

終わりの日のキリストは

人類を清め裁くために真理を表す

賢いおとめたちは神の声を聞き

主の現れを歓迎する

神の言葉を飲み食いして

子羊の婚宴に出席する

彼女たちは裁きを受けた後

神の性質が聖であり義であることを目にする

人々はあまりにも深く堕落し　反抗心に満ちていて

天国に入るにふさわしくない

神の裁きと刑罰を受け入れた時初めて

彼らは清められる

パリサイ人はその偽善ゆえに主に呪われている

誠実で真理を実践する者だけが

神の祝福と称賛を受ける

キリストに付き随い　本分を尽くす者だけが

神に従う

神を真に愛し証しする者だけが

完全にされる


61 神の愛による励まし

1

神の家で本分を尽くし

神の愛を経験する

ここでの兄弟姉妹の心遣いや心配は

両親の愛情を超える

神の愛について皆で話すと

感動で涙が流れる

御言葉について交わり

経験を分かち合い

お互いを支え合う

私が楽しむすべては神の祝福である

神の愛に励まされ

神を愛し満足させる

御言葉を読み

神の前で生きると

心は安らぎ  光に満たされる

私は神を愛し  本分を尽くし

意義ある人生を生きることを求める



2

人間は堕落した性質で

いつも神に反抗する

御言葉の裁きを経験することでのみ

堕落の真相が見える

私は傲慢で・・歪んで・・狡く・・

人間らしさがない

肉を捨て去り  真理を行うことで

堕落した性質は清められる

御言葉は日々水と糧を与えてくれる

御言葉を行いながら

神の真の愛を楽しむ

真理を実行して神に従い

歩けば歩くほど  道は明るくなる

私は神を愛し  本分を尽くし

意義ある人生を生きることを求める



3

中国共産党の迫害により

神に従う私の意志は強くなった

弾圧や逆境にもかかわらず

神の愛が私を駆り立てた

追跡から逃れ神の全能を知った

サタンに背を向け・・

神を愛し・・貢献したい

私は神の愛を感じた！

それはまさに真実・・まさに現実！

神は義であり・・聖く・・

賛美に値する

神を愛し・・従い・・

神の愛に報いたい

私は神を愛し  本分を尽くし

意義ある人生を生きることを求める


62 神の御前で静まる

1

私は神の御前で静まり、

祈り、私の心を神にさらけ出す。

私はただ誠実に自分を開き、

心から話す。

私の困難と欠点を神に託し、

神を仰ぎ見る。

私に神の御心が解かるように、

神が私を啓き照らしますように。



誠実に求めることで、

私の中に聖霊の光を得る。

真理を理解して、

判断力を得て、

実践の道を持つ。

神の導きで私は光の中を生き、

私の心は喜びと甘美さで満ちる。

私は神の御前で静まる



2

神の前で静まり、

神の言葉を思い巡らす。

私は人類の堕落を見、

私たちが人間らしさをなくしたのを見た。

神の言葉の啓示と裁きで、

私は自身を省みる。

動機が私の言葉の陰に潜み、

何度も嘘をつく。



私の本分においては、

真理の原則がなく

私は自分の行動規準にこだわる。

兄弟姉妹への愛に欠け、

傲慢で自己中心。

私はまだ多くの、

神の裁き、試練そして清めを受ける必要がある。

私は神の御前で静まる



3

神の御前で静まり

真理を求め、

私のいのちは少しずつ成長する。

神の御前で静まり

自分を省み、

私は真に悔い改める。

私は常に神の御前で静まり

神と真に交わる。



それにより、私は神を畏れて悪を避け、

神の御前に生きる

すべてのことで私は神の吟味を受ける。

私は光の中に生きる。

清めが私の中で起こり、

私は真の人生を生き抜く。

私は神の御前で静まる



4

常に神の言葉を思い巡らせ、

私は大きな収穫を得た。

聖霊が私を啓き

真理をより解かるようになった。

本分を尽くして、

心が落ち着き　私は喜びを見つける。

神の言葉を実行に移し、

神の祝福と愛を受ける。



誠実に求めることで、

私の中に聖霊の光を得る。

真理を理解して、

判断力を得て、

実践の道を持つ。

神の導きで私は光の中を生き、

私の心は喜びと甘美さで満ち、

神の御前で静まる

私の心は喜びと甘美さで満ち、

神の御前で静まる


63 いつも神の前に静まれ

1

失敗しても、真理を求め

神の御心を知れば、強さがみなぎる

自分に何が欠けているかを神に告げ

常に神の真理について交わろう



2

試練が来たら受け入れ

静かに神の前に座し

御言葉を読み、真理を知り

過ちを正そう

魂は意気揚々で、神を拝する

神の前に静まり、自分を省みなさい

反抗して肉に執着し

神の心を傷つけないように。

神の前に静まれ

真理によって人間として生き

試練の中で証に立ち、神を満足さなさい

神の前に静まれ

神の前に静まり、自分を省みなさい



3

たとえ過ちを犯しても

神への愛を求めよう

悔い改めさえすれば

神の憐れみを受けられる

真理を追い求め

神を証しなければならない

これこそが我らの果たすべき本分

魂は意気揚々とし、我らは神を拝する

神の前では静かに、自分を省みなさい

反抗して肉に執着し

神の心を傷つけないように

神の前に静まれ

真理によって人として生き

試練の中で証に立ち、神を満足させなさい

神の前に静まれ

神の前に静まり、自分を省みなさい

真理によって人として生き

試練の中で証に立ち、神を満足させなさい

神の前に静まれ

神の前に静まり、自分を省みなさい

神の前に静まれ

神の前に静まり、自分を省みなさい


64 神の真の愛

1

（ハレルヤ！ハレルヤ！ハレルヤ！ハレルヤ！）

今日私は再び神の御前に来たり

そして神の見目麗しき御顔を見る (ララララ)

今日私は再び神の御前に来たり

そして彷徨うばかりの過去に別れを告げる(ハレルヤ！)

今日私は再び神の御前に来たり

甘美な神の御言葉により心は喜び満たされます

今日私は再び神の御前に来たり

語りきれないほどの思いが心の中にあふれている

神の優しい言葉は水のように

私を養い、育ててくれる

神の厳しい言葉は私を励まし

倒れた私を再び立ち上がらせる

おお神よ！私たちは讃えます

あなたは私たちを引き上げて下さった！

私たちが今日あなたを誉め讃えられるのは

すべてあなたの祝福と憐みのおかげなのです！

私たちはあなたを愛します　全能なる真の神よ！



2

（ハレルヤ！ハレルヤ！ハレルヤ！ハレルヤ！）

神よ！あなたは私たちをこんなにも愛し

私たちは日々御言葉を楽しみます(ララララ)

神よ！あなたは私たちをこんなにも愛し

日々新しい啓示を与えて下さいます(ハレルヤ！)

神よ！あなたは私たちをこんなにも愛し

神の民に水と食べ物を豊かに与えられるのです

神よ！あなたは私たちをこんなにも愛し

私たちをサタンの勢力から解き放って下さいます

兄弟姉妹たちよ、今、立ち上がれ！

共に私たちの神を讃美しよう

ここに集う私たちは、神に与えられた

良い機会を大切にすべきである

全ての肉の重荷を捨て去り

全能神を心から讃えよ

全身全霊で私たちの使命を果たして

実際の行為をもって神を愛していくのだ！

私たちは永遠にあなたを愛します　全能なる真の神よ！

アーメン！


65 神の愛は私の心を包む

1

義の太陽が東から昇る

神の栄光は天地を満たし

愛しい神の愛が心を包む

真理を求め、神を愛する

朝早く独りで目覚めても

御言葉の黙想は喜びだ

優しい言葉は、愛ある母のよう

裁きの言葉は、父のよう

神の愛は心を包む

全能神は麗しい

私はこの世の何も愛さない

神の愛に包まれ

心から、全能神を愛す

神の愛に包まれ



2

神を愛する者たちを完全にするため

ご意志が示された

活力ある無邪気な人は皆

神への賛美を捧げる

玉座の周りを跳ねまわる

喜びの踊りは美しい

人々は神の声に呼ばれ

方々から帰って来る

神の愛は心を包む

全能神は麗しい

私はこの世の何も愛さない

神の愛に包まれ

心から、全能神を愛す

神の愛に包まれ

いのちの言葉が授けられ

私たちは裁きにより清められ

精錬により愛は強まる

神の愛は何と甘美か

神の愛は心を包む

全能神は麗しい

私はこの世の何も愛さない

神の愛に包まれ

心から、全能神を愛す

神の愛に包まれ

神の愛が心を包む

あなたの愛が包む

愛する神よ、あなたの愛は

心を私の心を包む


66 神の国での新しい生活のために賛美しよう

私たちは神様の御声を聞き

神の家に帰ってきた

私たちは集まって御言葉を食べ飲みし

祝宴に参加する

私たちは、悲しみや混乱に別れを告げ新しい人生を送る

日々御言葉が共にあり

それをいっぱいに浴びる

真理についての交わりで心を開き

私たちの心はとても明るくなる

私たちは御言葉を黙想して

聖霊が私たちを啓く

私たちの障壁や偏見は取り除かれ私たちは神様の愛の中に住む

私たちは真理を理解し自由にされ心は蜜のように甘い

私たちは愛し合い、互いに距離はない

私たちは神様の心を理解しもはや消極的ではない

御言葉の中に生き

私たちは神の麗しさを見る

私たちは人生で光の道を歩んだがこれはすべて神様の導き

私たちは神様への賛美を大声で歌い

踊りまた踊る

私たちは神の国での新しい生活を賛美し

心は真に幸せ

私たちを救ったのは神様で

私たちは神様の民になった

神様の御座の前に引き上げられることは

比類なき楽しさ

御言葉はとても貴く、そのすべてが真理

御言葉の裁きを受け入れて

私たちの堕落が完全に暴かれた

傲慢な性質により

私たちは実に理性に欠けている

御言葉が私たちを刈り込み取り扱い自己を知るようになった

私たち顧み、自己を理解し、真に悔い改める

裁きと刑罰を通して

私たちの堕落は清められる

私たちは堕落した性質を捨て去り

新しい人間になる

私たちは合格できるように本分を尽くし神様の愛に報いる

私たちはそれぞれなすべきことをして神様に忠誠を尽くす

証しに固く立ち、神様の御心を達成する

私たちはそれぞれ自分の光と熱を放ち

神様のために証しを広める

神様への純粋で誠実な愛は幸福で甘い

私たちは神様への賛美を大声で歌い

踊りまた踊る

私たちは神の国での新しい生活を賛美し

心は真に幸せ

私たちを救ったのは神様で

私たちは神様の民になった

神様の御座の前に引き上げられることは

比類なき楽しさ

私たちは、心と手をつなぎ神様を証しする

私たちは、御国の福音を広め

苦難や疲労を決して恐れない

患難や試練を通して

私たちは祈り、神様に頼る

その道は辛く険しいが

神様は道を開いてくださる

御言葉の真理を知ると

私たちの心は力を得る

御言葉は私たちを勇気づけ

私たちは前へと突き進む

私たちは肩を並べて手と手をとりあって

神様のために証し体と心を神様にささげる

苦しみがどんなに大きくても

私たちは心から喜ぶ

御言葉の導きで、私たちはサタンに勝利する

真に神様を愛し、それを決して悔やまない

私たちは赤い大きな竜を完全に見捨てた

私たちは勝利の兵士だ

私たちは、神様を愛する道において証しし

決して引き下がらない

私たちは神様への賛美を大声で歌い

踊りまた踊る

私たちは神の国での新しい生活を賛美し

心は真に幸せ

私たちを救ったのは神様で

私たちは神様の民になった

神様の御座の前に引き上げられることは

比類なき楽しさ

私たちは神様への賛美を大声で歌い

踊りまた踊る

私たちは神の国での新しい生活を賛美し

心は真に幸せ

私たちを救ったのは神様で

私たちは神様の民になった

神様の御座の前に引き上げられることは

比類なき楽しさ


67 歌とダンスで神を讃美せよ

1

終わりの日のキリストは

働き、人を救うために現れた

彼は人に水を与え、養い、導くことで

神の愛をあらわす

神の言葉には温もりと力があり

私たちの心を征服する

私たちは神の言葉を飲み食いし楽しみ

祝宴に参加する

神の言葉を飲み食いし

それらについて熟考し、交わることで

聖霊は私たちに啓示を与え

私たちは真理を理解する

私たちは世のしがらみを振り捨てて

本分を尽くす

神の国へ入ることは

なんという祝福だろうか！

歌とダンスで神を讃美せよ

神を讃美せよ

人生の道に導いてくれた神に感謝せよ

私たちは毎日、神の言葉を楽しみ

神の御前で生きている

神の義を讃美し、証しするのを

決して止めないだろう！



2

神の言葉は剣のようで

私たちの本性をむき出しにする

傲慢、独善、欺瞞が光にさらされる

裁きと刑罰を味わって

自分自身を知るようになる

堕落した性質が清められ

新たな人となる

他人と調和して働き、本分を尽くす

失敗して倒れ、真理を求める

神の言葉と真理はあまりにも貴く

私たちを清めてくれる

サタンの影響から解放され

神の称賛を得る

歌とダンスで神を讃美せよ

神を讃美せよ

人生の道に導いてくれた神に感謝せよ

私たちは毎日、神の言葉を楽しみ

神の御前で生きている

神の義を讃美し、証しするのを

決して止めないだろう！



3

キリストが真理であることを確信し

不屈の決意をもって彼に従う

神を証しするために使命を果たし

神に忠誠を尽くす

どんな嘲笑、中傷、断罪も

私たちを退かせることはできない

本分を尽くして神を満足させ

神の栄光を第一とする

サタンに捕らえられても、おじけずかない

ひどく迫害されても

いつも忠誠を尽くすだろう

試練や患難を通じて、神への愛は強くなる

赤い大きな竜に完全に背き

証しの声を鳴り響かせる

歌とダンスで神を讃美せよ

神を讃美せよ

人生の道に導いてくれた神に感謝せよ

私たちは毎日、神の言葉を楽しみ

神の御前で生きている

神の義を讃美し、証しするのを

決して止めないだろう！

歌とダンスで神を讃美せよ

神を讃美せよ

人生の道に導いてくれた神に感謝せよ

私たちは毎日、神の言葉を楽しみ

神の御前で生きている

神の義を讃美し、証しするのを

決して止めないだろう！


68 カナンの地にある喜び

1

神の家に帰ると

私は喜びと高揚を感じる。

ついに私は幸運にも

実際の全能神を見る。

神の言葉は人々を神の国の時代へと

導き入れる。

神の言葉は私に道を示し、

人として歩むべき道を

私は理解する。



コーラス

カナンの地はキリストの国。

彼に抱く私たちの愛は甘美、

この愛ゆえに、私たちは喜びに踊る。

カナンの地で

神の民は永遠に神を礼拝する。



2

私はもう探し回らない。

天国という私の夢は

ついに実現した。

私は神により潤っている。

生けるいのちの水で。

神と対面するのは喜び。

比類なき喜び。

カナンの美しい地は

神の言葉の世界。



コーラス

カナンの地はキリストの国。

彼に抱く私たちの愛は甘美、

この愛ゆえに、私たちは喜びに踊る。

カナンの地で

神の民は永遠に神を礼拝する。



ブリッジ１

私は子羊の祝宴に参加した。

神の愛の中での生活は喜び。

私はキリストの国の

実践の訓練を受け入れた。

涙の谷を通りはしたが

神の与えた愛はかくも現実的。

私の心は苦難と試練により清められる。

そして神への私の愛は純粋になる。

その愛は日増しに大きくなる。



3

神への愛が私の心を喜びで満たす。

神はかくも信頼に値し義であり、

私を魅了し夢中にさせる。

神の性質とは

なんと愛すべきものであることか。

それは私の心にしっかりと根付いている。

神の聖さと美しさを

私はどんなに強く愛しても愛し足りない。

私の心は神を讃美する歌でいっぱいなのだ。



コーラス

カナンの地はキリストの国。

彼に抱く私たちの愛は甘美、

この愛ゆえに、私たちは喜びに踊る。

カナンの地で

神の民は永遠に神を礼拝する。



4

星々が空から私に微笑みかける。

太陽は全世界を照らす。

露は全てを濡らす。

神の言葉は比べようもなく豊か、

私とともにあって、私が強くなるよう助ける。

私たちの祝宴は信じがたいほど甘美、

神の豊かな糧は私たちに富をもたらす。

地上の生活はまさに天のよう、

神の民はみな神のそばで生きる。



ブリッジ2

カナンの地では

悲しみや涙はない。

それが私たちの永遠に続く生活。

神の御前での生活。

私たちは神から決して離れない。

愛する方よ、あなたの愛らしさは

語りつくせない。

あなたの裁きは義であり聖く

私の心を純粋し清める。



ブリッジ３

あなたの言葉はかくも甘美で

私の心を温め、私の愛をかき立てる。

今や私の生活はかくも素晴らしい。

あなたを愛するがゆえに

私の心は一日中喜びに満ちている。

生涯あなたとともにあれますように。



コーラス

カナンの地はキリストの国。

彼に抱く私たちの愛は甘美、

この愛ゆえに、私たちは喜びに踊る。

カナンの地で

神の民は永遠に神を礼拝する。

カナンの地はキリストの国。

彼に抱く私たちの愛は甘美、

この愛ゆえに、私たちは喜びに踊る。

カナンの地で

神の民は永遠に神を礼拝する。


70 一心に神を賛美しよう

1

ともに集まり神のみことばを飲み食いして楽しみ、私たちは聖霊の働きを得る。

私たちは、神を思い、祈りながらみことばを読み、交わりを持ち、神を黙想し探し求める。

私たちは毎日みことばの中に生き、神のすばらしさを見る。

真理を理解することは、私たちの霊を開放し、私たちはとても現実的な神の愛を味わう。

教会生活は素晴らしく、賛美にはいろいろな形がある。

私は神への賛美の中で大声で歌い踊らずにいられない。

決まりや抑制がなく、心からの賛美が私たちを喜びで満たす。

神の御前に生きることは真の幸せ、私たちは一心に神を賛美する。



2

ともに集まり神のみことばを飲み食いして楽しみ、私たちは聖霊の働きを得る。

真理について交わり、体験を分かちあい、私たちのいのちはともに成長する。

私たちはみな神の国の民、そしてみな真に神を愛する心を持つ。

私たちは心と意志を一つにして本分を尽くし、神の祝福と導きを見る。

裁きは私たちを清め、私たちは神がまことに義なる方であることを見る。

私たちは堕落を捨て去り新しくされ、誠実な人として生きる。

霊とまことで神を礼拝することは、神の国の生活。

神の救いの偉大さを見て、私たちは一心に神を賛美する。



3

兄弟姉妹は共に集う。私たちは多くの浮き沈みを通った。

中国共産党の狂乱の弾圧と迫害は憎むべきもの。

私たちは迫害と逆境に苦しみ、人生が負わせ得るすべてを経験した。

何も私たちの決意を揺るがさなかった。これはすべて神のみことばの導きによるもの。

神が私たちの救いのために払った苦心の代価は測れない。

神は私たちの間に住み、今日まで私たちを導いてくれた。

この素晴らしい時、この素晴らしい生活、忘れることはできない。

私たちはとこしえに神を愛し、従い、一心に神を賛美します。


71 最高の幸福とは神を真に愛すること

1

私たちは遂に神の御声を聞き

御座の前にあげられた

御言葉を飲み食いし  楽しみ

神の光の中で生きている

真理について交わり  経験を分かち合い

私たちの心は喜びで満たされる

神の言葉を経験し  真理を理解し

私たちの霊は解き放たれ

晴れやかな気持ちになる

神の言葉の裁きを経験し

清められて新しい人になり

新たないのちを得るために真理を追い求める

神を真に愛することは最高の幸せだ



2

キリストの御座の前で裁きを経験し

人類の堕落を知る

神の言葉は両刃の剣

私たちの霊と心を貫く

真理を理解し  自分を知り

私たちにはいのちの成長への道がある

サタンのような本性と本質を見通し

私たちは悔い改め新しく始めるよう決意した



3

神を真に愛し  本分を尽くせば

神に祝福されるだろう

私たちが為す全ては神を満足させ

はっきりと証することだ

神の前で志を固め

忠実に生きることを命にかけて誓う

嘲り  中傷  弾圧  または逆境が

私たちの進歩を妨げることは決してないだろう

神の言葉の裁きを経験し

清められて新しい人になり

新たないのちを得るために真理を追い求める

神を真に愛することは最高の幸せだ


72 神への愛の歌を歌うことを止められない

1

我らは神の受肉を歌う

御座の前に上げられたので

もう天を切望しない

全能神は我らと向き合い

そばにいて真理で牧する

それは真実であり

我らは神の言葉を楽しむ

真理を理解するのは甘美であり

御顔を見て

心は愛で満たされる

我らは賛美して歌いそして踊る

神の素晴らしさを言葉で例えることはできない

神への愛の歌を歌うことを止められない

歌えば歌うほど甘美さは増し  より神を愛する



2

我らは神の義の裁きを歌う

神の言葉はサタンのような本性と堕落を露わにし

サタンの性質を清め  救い

我らを新たな人にする

我らはサタンを見捨て

神の愛が真実だと悟る

神の義は素晴らしく

神の聖さは愛らしい

我らは神を十分に愛しきれない

だから神を賛美し

気持ちを抑えられない

何ものも我らと神の間に入ることはできない

神への愛の歌を歌うことを止められない

歌えば歌うほど甘美さは増し  より神を愛する



3

神の言葉は神の国の生活を支配し

我らは光の中で生き

真理を得て自由になり

心から神を崇める

我らは神の心を知る人となり

忠実に仕える

神のために重荷を担い

本分を尽くし

神を愛する道を進む

神を愛し  従い

神のために生きることは最高の喜びだ

あなたを賛美し  永遠に崇める！

神への愛の歌を歌うことを止められない

歌えば歌うほど甘美さは増し  より神を愛する


73 神を立派に証しするのは誰か

1

全能神よ、あなたを愛します。

あなたのために讃美の歌を歌い、

喜びの踊りを踊ります。

全能神よ、毎日それを捧げます。

神に高められ、恵みにより

私たちは神の御座の前に引き上げられる。

神は言葉で私たちの心を征服し、

私たちは神に讃美を捧げる。



コーラス

踊ろう、喜び踊ろう、兄弟たちよ。喜び踊ろう、姉妹たちよ。

喜びにあふれて讃美の歌を歌おう。

神への心からの深い愛ゆえに

私はこうして踊らずにはいられない。



2

今日、私は神の前に来て、

神の言葉を飲み食いし、味わう。

私は神の裁きを受け入れ、清められ、

真の人間として生きることを喜ぶ。

神の裁きは神の真の愛、

試練は神の祝福。

神は私に新しいいのちを与えた。

私は神を永遠に讃美する。



コーラス

踊ろう、喜び踊ろう、兄弟たちよ。喜び踊ろう、姉妹たちよ。

喜びにあふれて讃美の歌を歌おう。

神への心からの深い愛ゆえに

私はこうして踊らずにはいられない。



3

神の言葉には大いなる権威がある。

その言葉は苦難の中で、私たちを導く。

常に私たちに道を示し、私たちを守る。

神は慈しみ深く愛らしいと私たちは感じる。

どんな試練が来ようと、私たちは

いつの日もずっと神を愛し続けて止まない。

私たちの信仰は苦難の中で完全となる。

神は知恵があり全能なのだ。



コーラス

踊ろう、喜び踊ろう、兄弟たちよ。喜び踊ろう、姉妹たちよ。

喜びにあふれて讃美の歌を歌おう。

神への心からの深い愛ゆえに

私はこうして踊らずにはいられない。



4

神の愛はあまりに大きくて言い尽くせない。

私たちは永遠に神を讃美する。

私たちは心を一つにして神を証し、

神の御旨を実行する。

忠実に自身の本分を尽くす。

神の愛に報いられるように。

シオンで神は栄光を得る。

喜びが私たちの心を満たした。



コーラス

踊ろう、喜び踊ろう、兄弟たちよ。喜び踊ろう、姉妹たちよ。

喜びにあふれて讃美の歌を歌おう。

神への心からの深い愛ゆえに

私はこうして踊らずにはいられない。


74 あぁ、私の愛する方よ、私はあなたを求めています

1

愛する方よ、居場所はどこですか？

どんなにお会いしたいか、ご存知ですか？

光なく、苦痛に満ちた、日々

暗闇の中であなたを探します

絶望せず、希望失わず

より強くあなたを求めます

あなたが戻り

この目で御顔を見れる時を待ち焦がれています

神よ、私の愛する方よ

輝かしい月のよう

神よ、愛する方よ

私の心をとらえる

あなた以外、愛せない

この心はあなたのもの



2

私の声聞かれ

あなたはドアをノックし

その声聞いて、ドアを開け

戻られたあなたを迎え入れる

長年の願いが叶い、うれし涙流す

あなたは人に真理をもたらし

真の光が現れるのを見た

神よ、私の愛する方よ

輝かしい月のよう

神よ、愛する方よ

私の心をとらえる

あなた以外、愛せない

この心はあなたのもの



3

あなたと暮らし、祝宴を囲む

日々御言葉、楽しみ、喜び溢れる

あなたの御手で導き

私が遅れないようにしてください

あなたと親しく

側にいたいと強く望んでます

神よ、私の愛する方よ

輝かしい月のよう

神よ、愛する方よ

私の心をとらえる

あなた以外、愛せない

この心はあなたのもの



4

裁きと罰を通し

あなたの聖さと義を知る

み言葉は私を清め

生まれ変われた

命のため真理を与え

あなたの真の愛を楽しんだ

あなたを愛し、仕え

この心はいつもあなたの側にある


75 神の愛は世界中に広がる

1

全能神、聖なる義なる神よ、

あなたの純粋な愛は漂う雪片のよう。

純白で美しく、かすかに香り、私に降りかかって、

一瞬に私のいのちの中へ溶け込む。

聞き慣れたあなたの声が私を覚ます。

私は、あなたのみことばが私の心の扉をたたくのを聞く。

あなたの美しい御顔を見ると、あなたをより慕うようになる。

私たちはあなたのみことばを楽しむことに飢え渇く。

私たちは、あなたと顔を合わせて、あなたのみことばの中に生きる。

真理を理解することは、心に平安と光をもたらす。



2

全能神は、真理、道、いのち。

あなたのみことばはとても貴く、私たちの心はそれを愛す。

裁きと刑罰が私たちの堕落を清める。

真理を理解することによってのみ、あなたの御心を思いやることを知る。

試練と精錬があなたへの愛をより純粋にする。

私たちはあなたの性質を知り、あなたがどれだけ愛すべき方かを見る。

あなたの前に従い賛美するときはいつも、

至福と喜びが私の心を満たす。

あなたを愛するのをやめることはできないし、十分に愛することもできない。

昼も夜も私はあなたと共にいて、決して離れることはない。



3

試練や苦難の中で、私たちはあなたの愛をより深く経験する。

あなたのみことばは、いつも私たちとともにある。

私たちは夜明け前の最も暗い時を経て、

義の太陽が昇るのを喜んで迎える。

神のみことばは地上の支配権を握り

神の愛はどこでも見ることができ、世界中に広がり、

まことに何億もの民の心を温める。

全世界が神への賛美の声で満ちる。

ああ、新しい民、新しい歌、新しい踊り、新しい生活。

私たちの生活は至福に満ち甘美だ。


77 全能神、最も愛らしいお方

1

全能神、実際の神、最も愛らしいお方

天から地上に来て、受肉し

人と共に暮らしたが、誰もあなたを知らなかった

謙って隠れているが、言葉を発し、永遠のいのちの道をもたらす

苦難と屈辱に遭うのも、すべては人の救いのため

あなたは自らのいのちを人に注ぎ、我らはあなたの愛らしさを知る

全能神、最も愛らしいお方

地上において、あなたは最も愛らしいお方。我らはあなたを永久に愛する



2

全能神、実際の神、最も愛らしいお方

あなたの心も愛はこの世を超越する

人を裁いて罰し、あらゆる形で試し、精錬する

あなたの働きと言葉はすべて人を清め、救うためのもの

我らにすべての真理を授け、すべての愛を注いでくれる

あなたの裁きと愛は、我らの心をすっかり征服した

全能神、最も愛らしいお方

地上において、あなたは最も愛らしいお方。我らはあなたを永久に愛する



3

全能神、実際の神、最も愛らしいお方

あなたの裁きにより、我らの堕落は清められる

我らはあなたの知恵と全能を悟り、あなたの義と聖さを知る

あなたの愛を経験する。最も真なる現実の愛を

我らを救うために、あなたは苦痛の代価を払う

これほど多くの点で愛らしいあなたとの別れを憎まずにいられようか

全能神、最も愛らしいお方

地上において、あなたは最も愛らしいお方。我らはあなたを永久に愛する


78 私たちの最愛の方

1

全能神、終わりの日のキリスト、

神のすべての民に愛される方。

彼は多くの屈辱を受けながら、

へりくだって人間を救うために来られる。



2

神は真理と永遠のいのちの道をもたらし、

暗い世界に光が現れる。

神の言葉は真理で大いなる力を備えているから、

数百万もの心が征服される。



3

神の声を聞き、私たちは神の前に引き上げられ、

神とともに祝宴につく。

私たちは神の言葉を楽しみ、真理を学び、

心は光と喜びで満ちる。



神には愛すべきことがとてもたくさんあり、

神はすでに私たちの心を引きつけた。

真理を追い求めることで、

神を喜ばせるために私たちは最善を尽くす。

真理を実践することで、

真の人間らしく生き、

神の祝福と愛を受ける。

私たちはいつも神を喜ばせようとする。



4

全能神、終わりの日のキリスト、

そのすべての民に愛される方。

神〔彼〕の厳しい言葉は人の本性をあらわにし、

柔和な言葉が人の心を動かす。



5

神の性質は愛と憐み、

そして威厳ある義の裁き。

裁き清めるために神の言葉が使われる。

神こそが私たちが最も愛する方。



6

裁きと刑罰を通して、

私たちは、神が愛されるに値すると知る。

そして、私たちは心の底から、

心の底から神を愛する。



神には愛すべきことがとてもたくさんあり、

神はすでに私たちの心を引きつけた。

真理を追い求めることで、

神を喜ばせるために私たちは最善を尽くす。

真理を実践することで、

真の人間らしく生き、

神の祝福と愛を受ける。

私たちはいつも神を喜ばせようとする。



私たちは持っているものをすべて神に捧げ、

神を喜ばせるために本分を尽くす。

キリストは真理、いのち、そして道、

ご自身の言葉とともに神は救うために来る。

神の国へ私たちは導かれ、

救いゆえに私たちは感謝する。



神には愛すべきことがとてもたくさんあり、

神はすでに私たちの心を引きつけた。

真理を追い求めることで、

神を喜ばせるために私たちは最善を尽くす。

真理を実践することで、

真の人間らしく生き、

神の祝福と愛を受ける。

私たちはいつも神を喜ばせようとする。


79 全能神 私たちの最愛の方

1

誰の言葉が暗闇にいる者を照らし

私たちを導き 神に立ち返らせるのか？

いつも泉のように流れて 滋養を与え

心を潤すのは誰の言葉なのか？

全能神 最愛の方

あなたは帰ってきた救い主 人の子

あなたは働き人に真理と光をもたらすだろう



2

貴い真理と命で堕落を清め

私たちを変えるのは誰の言葉なのか？

義なる剣のように心を征服し

神に服従させるのは誰の言葉なのか？

全能神 最愛の方

言葉で裁き 永遠の命をもたらす

あなたは私たちを清め 新たな民にするだろう



3

あらゆる所に広まるのは誰の聖い名？

民を征服し 神の御座の前に来させるのは

私たちの心を繋ぐのは誰の言葉？

あらゆる国と民族は神に忠誠を尽くす

全能神 最愛の方

民は愛の歌であなたを賛美する

いつもあなたを証しし 従い愛するだろう


80 神の愛に報いることと神の証人となること

1

人類を救うため

神は謙って肉となり

各段階を導き  教会の間を歩み

真理を表し  丹念に水を注ぎ

人を清め完全にする

私は試練の苦みを味わい

神の裁きを受けた

苦みの後には甘みが訪れ

堕落は清められた

私は神の愛に報いるため

心と体を捧げる



2

神は幾度となく春夏秋冬を見てきた

苦み・甘みどちらも共に味わいながら

神は後悔などせず全てを犠牲にし

自身を無にし愛を与えた

私は試練の苦みを味わい

神の裁きを受けた

苦みの後には甘みが訪れ

堕落は清められた

私は神の愛に報いるため

心と体を捧げる



3

愛する人々は私を捨て 他の人々は中傷したが

私の神への愛は最後まで揺るがない

私はひたむきに神の御心に従う

迫害や苦難に耐え

人生の浮き沈みを経験する

私がそれに耐え

人生が苦みに満ちているのは重要ではない

神に従い神を証ししないといけない

私は試練の苦みを味わい

神の裁きを受けた

苦みの後には甘みが訪れ

堕落は清められた

私は神の愛に報いるため

心と体を捧げる


81 ああ神様、あなたなしではいられない

1

あなたの声が私を御前に導き、

あなたの言葉は私の心を征服する

あなたの温かい愛、いのちの言葉が

私の心をしっかりつかんで、あなたを愛するようにさせる

あなたはいつも私の思いの中に、ああ、いつも私の思いの中にいる。



2

あなたの言葉は、あなたへの私の愛を深める

言い表せないこの愛を。

あなたの美しい御顔が恋を目覚めさせ、あなたの優しい言葉に人々は心を奮い起こす

刈り込みと取り扱いと啓きで、私はあなたの愛を味わう

あなたの愛は私の心を満たす。ああ、あなたなしではいられない



3

あなたの性質は義であり、聖く、とても美しく、

その知恵と奇しさに魅了されてしまう

今日、私は試練を受けたが、苦痛は私の心を精錬する

御言葉はいつも私と共にあり、わたしはできるかぎりあなたを愛したい

あなたの指揮に不満はない。ああ、あなたの指揮に不満はない



4

あなたの人類への愛は真実であり実在する

あなたを満足させるためなら喜んで全力を尽くす

試練と精錬は厳しいが、御言葉の導きのおかげで、

あなたを完全に信頼している。あなたを愛し証しできるなら、

どんなに多くの試練にもくじけない。ああ、あなたへの愛は決して変わらない


82 私は神を愛することを追求する

1

あなたが表した全ての真理から

あなたが愛であることを知った

あなたは常に私の愛する方　

あなたと生きたい

いつもあなたの御心を思いやり

親しい友でいたい

決して離れず　

寄り添っていたい



2

初めてあなたの声を聞いてから　

生涯あなたを忘れられない

あなたの声は心地よく　

その言葉には権威と力がある

あなたの語る言葉はどれも真理

私のいのちに必要なもの

あなたの言葉はこの心を引き寄せた

全てを捨ててあなたに従う

あなたの言うことする事全てが愛　私を清め救うため

本分を尽くして　あなたの愛に包まれ

ためらわずに　あなたを愛することを追求する

あなたは人間の愛を受けるに相応しい

あなたの愛は深過ぎて人には測れない

常にあなたに付き従い

あなたの愛を証しする



3

あなたの言葉が真理で　

あなたの性質はとても尊いと知った

あなたの聖い愛は賞讃を呼ぶ　

あなたの義ゆえにあなたを讃える

堕落に満ちた私はあなたを愛したいけれど　

自分を制御できない

裁き　試練　精練を通し　

あなたの優しい意図を理解した



あなたの言うことする事全てが愛　私を清め救うため

本分を尽くして　あなたの愛に包まれ

ためらわずに　あなたを愛することを追求する

あなたは人間の愛を受けるに相応しい

あなたの愛は深過ぎて人には測れない

常にあなたに付き従い

あなたの愛を証しする



苦しい時は　あなたの言葉が慰めてくれ、

失敗しても　躓いても　あなたは助けてくださる

あなたは助けてくださる　あなたは助けてくださる

決して私を捨てず

常に配慮し守って下さった

あなたは助けてくださる　あなたは助けてくださる　あなたは助けてくださる



あなたの言うことする事全てが愛　私を清め救うため

本分を尽くして　あなたの愛に包まれ

ためらわずに　あなたを愛することを追求する

あなたは人間の愛を受けるに相応しい

あなたの愛は深過ぎて人には測れない

常にあなたに付き従い

あなたの愛を証しする


83 神の愛

1

この人の海の中で

神が終わりの日に肉となるのを

誰が知っていようか

神は教会を巡って話し

神の働きをされる

静かに真理を表しながら

神は謙り隠れている

神は大きな屈辱に耐える

ああ神よ　あなたは肉となられ

人類を救うため

多くの苦難を味わわれた

なぜ人類は

あなたを否定し拒絶するのでしょうか？

ああ神よ

あなたの真理は永遠のいのちの道

あなたの言葉は真理であり　道であり

いのちであり

人類への愛と祝福である

裁きと大きな苦難を経験して清められた私たちは

真の人間らしく生きる

神の裁きは救いであり

それは神の祝福

神は人類の愛と永遠の賛美を受けるにふさわしい

あなたの愛に感謝します

あなたの愛に感謝します

あなたの愛に感謝します　ああ神よ



2

この人の海の中では

私たちはまるで

誰も気に留めない砂粒のよう

私たちは罪の中で生き

苦しみもがいていた

暗闇の中で

方向も分からず手探りして

私たちに気付いてくれたのは神であり

神が私たちを引き上げてくれた

私たちはサタンにより

芯まで堕落させられ

塵やごみのように汚れていた

それでも神は私たちを見捨てず

代わりに裁き　罰し　清めることで

麻痺した私たちの心を目覚めさせてくれた

神の親しさと愛らしさを深く感じられるように

裁きと大きな苦難を経験して清められた私たちは

真の人間らしく生きる

神の裁きは救いであり

それは神の祝福

神は人類の愛と永遠の賛美を受けるにふさわしい

あなたの愛に感謝します

あなたの愛に感謝します

あなたの愛に感謝します　ああ神よ



3

神の言葉の裁きの中で

私は人類の深い堕落を見る

彼らは皆　真の神の到来を否定する

神に敵対し　真理を憎んでいる

神の言葉は真の光であり

暗黒の世界を照らす

私たちは人生の光と救いの希望を見た

裁きと大きな苦難を経験して清められた私たちは

真の人間らしく生きる

神の裁きは救いであり

それは神の祝福

神は人類の愛と永遠の賛美を受けるにふさわしい

あなたの愛に感謝します

あなたの愛に感謝します

あなたの愛に感謝します　ああ神よ


84 私はより深く神を愛したい

1

神の愛は心を融かし　誤った考えを取り去る

神の心と愛を理解している

これから決して不平は言わない

全ての失われた愛が戻ったのだから

神は愛によって好意を寄せる　私も神に命を捧げたい

心から神を愛している　決して離れないと誓う

神の愛は平凡ではない

たとえ全てを捨てても神の愛には値しない

私は神をより深く愛したい



2

神の愛は無限であり

私の愛には限りがある

神は汚れ引き裂かれた世に入った

神の愛は貴重で素晴らしい

心と知性を尽くし我々を完全にする

神は愛によって好意を寄せる　私も神に命を捧げたい

心から神を愛している　決して離れないと誓う

神の愛は平凡ではない

たとえ全てを捨てても神の愛には値しない

神をより深く愛したい



3

自分のものとした神を　もう決して失いたくない

目を離したら再び神を見つけられるのか

神のやさしさと愛にしがみつき

神の委ねたものに集中する

苦難と試練も平気

苦しみが増しても喜んで受ける

祝福がなくても神を愛する

苦しみがなければ真の愛もない

心から神を愛している　決して離れないと誓う

神の愛は平凡ではない

たとえ全てを捨てても神の愛には値しない

神をより深く愛したい


85 この道が果てるまであなたと共に

1

世界中を漂い、さまよって、私は心底途方にくれた

あなたの温かい言葉に目が覚め、真の光が見えた

私の心を明るくする御言葉は、すべて真理であり、まさに現実だ

自分の行いを省みて、堕落した性質が露わにされたことを実感した

倒れて、悔恨にさいなまれつつ、悔い改めて新たな人になりたいと思う

あなたの裁きは、私の堕落の根深さを明かし、あなたは一歩一歩私を導いてくれた

私が遠く離れているときは、私に呼びかけ、誘惑から導き出してくれる

私が反抗すると、あなたは姿を隠し、私は悲しみと苦痛に陥る

私の心があなたに立ち返るとき、あなたは微笑み、抱きしめてくれる

サタンに惑わされ、害されたとき、あなたがすぐに救い、傷を癒してくれる

悪魔の牢獄に落ちても、あなたがともにいてくれて、私は孤独を感じない

そして暁の光が現れることを私は知っている。空は前のように青くなる



2

あなたの言葉と働きに、私は導かれ、あなたの愛に引き付けられ、従うようになる

私は毎日御言葉を味わい、あなたはいつも私と共にいる

消極的で弱いとき、御言葉が私の糧であり、強さであり

挫折と失敗に苦しんでも、御言葉が私を起き上がらせ

サタンに追い詰められたときは、御言葉が勇気と知恵を与えてくれる

試練と精錬に遭っても、御言葉の導きで、私は証に立つ　

あなたの言葉は私に伴ない、導いてくれ、私の心は温まり、安らぐ

あなたの愛はまさに現実だ。私の心は感謝に満ちる

私はあなたへの賛美を声高らかに歌う。あなたは私をサタンの危害から救ってくれた

私はあなたに声の限り歌う。あなたは私を清め救ってくれた

あなたの裁きがなければ、私は今ここにいないだろう

ああ、肉となった実際の神、あなたは人類を救った

全能神、私たちはいつもあなたを愛する。あなたはまことに人の愛に値する


86 私を愛しているのは全能神

1

私を愛し玉座の前に引き上げてくださるのは全能神

子羊の婚宴に出席する私は　神の言葉を楽しむ

神の美しい御顔を見て喜びに心躍る

救い主の再来を歓迎するのは素晴らしいこと

ああ　神は私を愛しておられる　神の裁きは私を清める

ああ　神は私を愛しておられる　神の言葉は私を征服した

ああ　神は私を愛しておられる　神の真理が私を自由にした

ああ　神は私を愛しておられる　私を愛しているのは全能神



2

私を愛しているのは全能神　神の言葉は私を清め変える

神の語る言葉ひとつひとつが　心の奥底まで入る

神の言葉の裁きを受け入れ　自分のひどい堕落を憎む

真理を実践し　誠実に振る舞い、幸せだ。

ああ　神は私を愛しておられる　神の裁きは私を清める

ああ　神は私を愛しておられる　私は祝福も困難も受け入れる

ああ　神は私を愛しておられる　神の愛が私の心をとりこにした

ああ　神は私を愛しておられる　私を愛しているのは全能神



3

私を愛しているのは全能神　御言葉はいつも私を導く

神の言葉は真理　それは私のいのちとなった

何があっても　どれほど道が険しくても　神は導いて下さる

後戻りすることなく　しっかりと神に従う

ああ　神は私を愛しておられる　神の裁きは私を清める

ああ　神は私を愛しておられる　私は本分を尽くし　神の心を満足させる

ああ　神は私を愛しておられる　私は生涯神を愛することを求める

ああ　神は私を愛しておられる　私を愛しているのは全能神

真心から私の心を神に捧げ　神の主権に服従する

御旨を行い　神の業を証しすることが　一生の本分

ああ　神は私を愛しておられる　真理を生きれば神は喜ばれる

ああ　神は私を愛しておられる　私を愛しているのは全能神


87 神の愛は世界に満ちあふれる

1

2000年前、あなたは栄光のうちにユダヤを去り

終わりの日の今

あなたは謙り、密かに中国に来た

そして真理を表し、御業で人類を裁き清める

御言葉は全能を示し

会衆を征服し、完全にした

あなたは人類を救うため

あらゆる代価を払い、全てのものを捧げた



2

御言葉による裁きと刑罰は

あなたの義と聖さを明かし

深く堕ちた人類は

厳しい精練を通して清められる

気高く誉れあるあなたは

人の子として働くために謙る

傲慢者は征服され

あなたの前で服従する

あなたの刑罰と裁きは人々にとって愛と祝福だ



3

働くために肉となり、大きな屈辱に耐え

人の断罪と冒涜に苦しみ

この時代に拒まれた

苦難の年月を経て

ひたすら人を救うために

血と汗と涙を流し、語り働き

人の回心を待つ

あなたは義と忠実さにより

百万もの人の心を征服した



4

あなたが謙り自身を隠すのを見ると

敬愛感に満たされ

義と聖さを見ると

畏れと服従心に満たされる

言葉は御業を証しするには不十分である

我らの心に感謝と愛が深く根付いている

このささやかな力の全てを

忠実に本分を尽くすことに捧げる


88 神の愛に感謝

1

真理を表し

神の愛を示し

希望を見せてくれるのは誰

終わりの日の裁きの業を行い

永遠のいのちの道をもたらすのは誰

受肉した神の業は

全世界を揺るがす

私たちは神の御座の前に引き上げられ

子羊の祝宴に出席する

神の愛はまさに現実

私たちが神の裁きを受けられるは

全て神の恵みによる

与えられた真理といのちゆえに

感謝と讃美を捧げます

真理を求め　本分を尽くし

神の愛に報います



2

私たちは神の言葉を楽しみ

多くの真理を得る

神の言葉を経験し

言葉による裁きを経験し

人類の堕落をはっきりと見る

私たちは裁きと試練を通り

堕落が清められた

真理を得　いのちを得

新たな人として生きる

神の愛はまさに現実

私たちが神の裁きを受けられるは

全て神の恵みによる

与えられた真理といのちゆえに

感謝と讃美を捧げます

真理を求め　本分を尽くし

神の愛に報います

私たちの側らを歩き

苦難の時も導くのは誰

言葉により導き　サタンを打ち倒し

赤い大きな竜を倒すのは誰

全能神の言葉は力を与え

患難の中でも立つ事ができる

神と共に勝利することができる



3

神の言葉により　

サタンの鎖を打ち砕く

そして神の言葉の権威を

身をもって感じた

その比類なき力を

神の愛しさを知って

我らは神を愛し　証しする

危険をも恐れず

神の国の福音を伝える

神の愛はまさに現実

私たちが神の裁きを受けられるは

全て神の恵みによる

与えられた真理といのちゆえに

感謝と讃美を捧げます

真理を求め　本分を尽くし

神の愛に報います


89 神の御業はまことに奇しい

1

山を取り巻く雲は

まだ離れようとしない。

神の話す言葉は何万もの情熱的な心を揺さぶり

私たちを神に近づける。

神は真理を表すことにより私たちを完全に征服した。

私たちは神の愛に浴し、

神の言葉は私たちの堕落を清める。

神の言葉は今や私たちのいのちとなった。



コーラス１

神の言葉は真理でありいのちであり、

雨風の中、私たちを導く。

苦難と試練は神を愛する私たちの心を強くする。

神の愛らしさは常に私の心にあり

神の御業はまことに奇しい



2

白い帆を揚げた船が、追い風に乗って進む。

そして神の民は成熟する。そう、私たちは浪風の中で成熟する。

あらゆる苦難の中で神は私たちを導く。

良き時代は私たちの心に残っている。

堕落は神の言葉の裁きと焼き尽くす火と刑罰により清められていく。

美しい生活が始まる。



コーラス２

それは神の国で始まり、私たちはよみがえり新しい人となる。

かくも生気に満ち活発になる。

私たちはカナンの豊かさを享受し、

天国にいるかのように生活する。

神の御業はまことに奇しい

神の民は神とともにある。なんと幸福で甘美なことか。

神の民は神とともにある。私たちの喜びは永遠。

神の民は神とともにある。なんと幸福で甘美なことか。

神の民は神とともにある。私たちの喜びは永遠。

神の民は神とともにある。なんと幸福で甘美なことか。

神の民は神とともにある。私たちの喜びは永遠。


90 神の我らへの愛は最も真実なもの

1

愛しい私の子よ

ママはあなたの幸せを想って生きる

時には勉強しろと叱る

前途有望で秀でて欲しくて



2

ママ、愛してくれるのは分かるけど

私への要求が多すぎて

とても出来ない

大きなストレスで心が痛み

逃げるため死にたくなってしまう



3

ママは分かってあげられなくて

あなたを傷つけてしまう

気持ちは分かる

でもなぜ？こんな風に生きなくてはいけないの？

今御言葉を読んで

私は真理を知った

どんなに人が堕落しているかを

人は名利や地位、快楽を求め

神による運命の支配に気付かない

御言葉のおかげで私は目覚めた

名利や地位のため生きるのは空しい

御言葉は人生を導き

人生は真理を理解してのみ得られる

これから御言葉を楽しみ

御前で本分を尽くし

御言葉の光に生き

神といるのは喜びだ

肉、運命と将来を捨て

解放され、幸せだ

神の真理といのちを受ける

御国は素敵な住まい

これから御言葉を楽しみ

御前で本分を尽くし

御言葉の光に生き

神といるのは喜びだ

肉、運命と将来を捨て

解放され、幸せだ

神の真理といのちを受ける

御国は素敵な住まい


92 我らが愛する全能神

1

人類を救うために身を卑しくして最も低い所に下りてくる、この至高の尊い方は誰か。

その言葉の全てが真理で、人と並んで話すのは誰か。

おお、それは我らが親愛なる全能神、私たちが最も愛する御方。

あなたは私たちの間で話し、働き、私たちを神の国の時代へと導く。

あなたは私たちと寝食をともにし、一緒に暮らす。あなたは朝夕私たちとともにいる。

あなたの言葉は私たちの観念を消し去り、私たちの心はあなたに近づく。

あなたは謙り隠れている。それは愛らしく、あなたの性質は美しく善良だ。

あなたは、取るに足りない傲慢な人類が、どこにも顔向けできないほど恥じ入らせる。

あなたには愛すべき点がたくさんあり、私たちの心はあなたへの愛と敬慕で溢れんばかり。



2

人類にすべての愛を注ぎ、世の苦渋を味わうのは誰か。

人類のために日夜労し、幾年もあらゆる逆境に立ち向かって働きを行うのは誰か。

おお、それは我らが親愛なる全能神、私たちが最も愛する御方。

あなたは多くの屈辱、中傷、冒涜、多くの噂や批判に苦しんできたが、

言葉を表し人類を救いたいというあなたの願いは決して変わらなかった。

あなたは絶えず私たちを案じ心を砕き、幾度となく眠れぬ夜を過ごしてきた。

寝食を忘れて私たちのために労苦を惜しまず、ご自身の苦しみは一切考えもしない。

私たちの成長の一歩一歩にあなたの心血が払われている。

あなたには愛すべき点がたくさんあり、私たちの心はあなたへの愛と敬慕で溢れんばかり。



3

闇の勢力から人類を救うため全力を尽くすのは誰か。

人類を裁き救うため何百万もの言葉を表すのは誰か。

おお、それは我らが親愛なる全能神、私たちが最も愛する御方。

あなたは私たちの堕落を案じ、私たちの弱さに気を揉みながら常にそこにいる。

あなたの裁き、啓示、懲らしめ、鍛錬はみな、私たちを清めるために行われる。

私たちが精錬と苦痛を受ける時、あなたの愛が私たちとともにあり、御言葉が私たちを慰め、道を示す。

繰り返し裁かれ、罰せられ、打たれ、鍛錬されることで、私たちは変わることができる。

今日私たちが清めを得ることができるのも、一重にあなたの愛と救いのおかげ。

あなたには愛すべき点がたくさんあり、私たちの心はあなたへの愛と敬慕で溢れんばかり。


93 なぜ真の愛はこの世では見つけにくいのだろうか

1

神よ、あなたに会いたい

もうあなたと離れたくはない

全てを治める創造主

だがいつも共にはいられない

あなたは恥辱に耐え

堕落した者を救っているのだ

あなたは血と涙の道を旅し

長年苦しみに耐えながら

全ての愛を注がれた

人びとと苦難を分かち合った

孤独で見捨てられても

誰があなたを思い遣れるだろう

あなたは呼びかけ、日々期待する

人の愛を得るため、全てを捧げる

誰一人あなたを慰められない

なぜ真実の愛はこの世では見つけにくいのだろうか



2

御前に伏し、悲しみに暮れる

後悔と反省にしがみつきながら

自分のしたことを悔やんでいる

御心を無視したことを悔やんでいる

あなたは私の堕落に失望した

どうすれば過ちを償えるだろう？

あなたは呼びかけ、日々期待する

人の愛を得るため、全てを捧げる

誰一人あなたを慰められない

なぜ真実の愛はこの世では見つけにくいのだろうか

あなたは呼びかけ、日々期待する

人の愛を得るため、全てを捧げる

誰一人あなたを慰められない

なぜ真実の愛はこの世では見つけにくいのだろうか

あなたの真理は人を救う

燃える愛をこの世に残し

あなたからの任務は心に深く刻まれる

あなたに永遠に忠実であることだけを願っている


95 愛の献身

1

ああ全能神よ、あなたは尊く、実に善良で、美しい

あなたは父の御旨に従い、この世に来て

肉をまとい、真理を表し、裁きをもたらした

あなたは義と威厳に満ち、人の背きを許さない

人類を救うため、何の不満もなくあらゆる苦痛を受けた

来る日も来る日も、毎年のように

世の人からの実に多くの中傷、迫害、苦難に耐える

病と苦痛の中、神の選民に施しと潤しを与え、

私たちの中に真理といのちを形成する

ああ神よ、これはあなたの真情を表しています

それは、あなたがいのちを捧げること、あなたの全ての愛の体現

あなたの愛は実に偉大で、あなたの性質は比類なく尊い

私たちはどうして喜び踊りあなたへの賛美を歌わずにいられよう



2

ああ全能神よ、あなたは尊く、実に善良で、美しい

あなたは諸教会を巡り、御言葉を発する

御言葉は毎日私たちを導き、

私たちの堕落した性質を裁き、清める

試練と精錬を通して、私たちはあなたの真の愛を見る

来る日も来る日も、毎年のように

あなたは私たちの抵抗、反逆、誤解、不満を忍ぶ

たゆまぬ忍耐をもって、私たちの必要を満たされる

私たちは真理を得て、新たないのちをもった

ああ神よ、あなたの働きを経験して、あなたの愛を知る

あなたの愛、憐れみ、義と聖さを目の当たりにした

喜んであなたに心を、我らのすべてを捧げよう

私たちの心の願いは、永遠にあなたを愛し、証すること


96 神は多大な代価を払った

1

終わりの日に神は肉となり、謙って人の間に隠れた。

人を救うために真理を表し、何も怨むことなく全力を尽くした。

神の心はやさしいが、ご自身は冷たい目で見られる。

神は多大な代価を払ったが、誰が微笑んで神を迎えたか。

神は人を救うためどんな努力もしてきた。

なぜ人は神の心を理解しないのか。



2

神は言葉で私に呼びかけ、御座の前に私を引き上げる。

私は無知で愚かだが、神は私を啓く。私は悲しく弱いが、神は私を慰める。

私がうぬぼれ、独りよがりで反抗的な時は、神の裁きと刑罰が私を律する。

神は私の堕落が清められるまで、決して私から離れないだろう。

神がどれほどの愛を与えたかわかったから、

私は神を満足させるため自分の全てを捧げよう。



3

神は私たちとともに生活し、苦難も甘さも苦さも分かち合う

神は私を神の国への道へと導き、私は神の愛をこんなに沢山受けてきた。

神はシオンに戻られる。せめてもっと長く私たちが集えたら。

いつ再会できるのかわからず、私は悲しみとやるせなさでいっぱいだ。

私は神の恩と忘れがたい過去の光景を思い出す。

神は親しみやすく、敬い愛すべき方だと深く感じている。

神の大きな愛は私の心に刻まれている。

私はいつでも迷わずに神に従う。

神を愛し、神の愛に私の一生を捧げ報いよう。


97 神は今まで働いてきたのに、あなたは何故わからないのか

1

真の神は地上で働き、肉の姿を見せた。それは人に自身を知らせ

人の心、人の愛を勝ち取るため

だがあなたはこれをまったく知らず、かたくなに奇跡を探す

ああ、どうして神の御心がわからない　

神が風と共に来て、雨と共に去るのは誰のため

ああ、神は今まで働いてきたのに、なぜわからない

どれほどの愛を神は人に与えたか。それでも人は気づかない



2

受肉した神を信じると言いつつ、人は漠然とした神を求める

神の言葉がいかに成就するかを想像し、高き神を見ることを待ち望む

だが神の言葉の精錬で初めて、人は実際の神を知る

ああ、今までの求めはすべて空しかったのだ

神が語り、働く形は実に多い

ああ、神は今まで働いてきたのに、なぜわからない

神の働きを知らずに、何が完全にされると言うのだ



3

人は従順と愛の欠片もなく、自分の観念をもっていつも神に要求する。

これほど実践的な神の働きが、どうして人の想像と一致するのか

自分の観念にしがみつき、無理な要求をする。それでは駄目だ。

ああ、神の愛を忘れてはならない

神の心と意志をわかろうとしなさい

ああ、神は今まで働いてきたのに、なぜわからない

無情になってはならない。神の心を気遣うべきだ



4

愛するなら、真剣に愛せよ。中途半端では意味がない

何が真で何が偽りかをごまかせば、無駄に年月を過ごすだろう

神が語った数々の言葉の一つ一つが、人を完全にする

ああ、なぜ神の心がわからない

なぜ真理を求めず、常に神に逆らうのだ

ああ、神は今まで働いてきたのに、なぜわからない

自分のいのちをなるべく早く変えようとし、神の心を慰めなさい


98 神の愛は永遠に讃えられる

1

あなたは多くの屈辱に耐えながら

何を求めているのですか？

あなたは誰のために苦労し

心を悩ませているのですか？

急いで神の意志を成し遂げることしか考えず

虎穴の中で  人を救うため真理を述べ

静かに拒絶と中傷に耐える



2

あなたは謙り  隠れて  語り  働き

決して自分自身のことを見せびらかしたりしない

人々の模範として

あなたは傍らで共に苦しみ

愚痴も後悔もなく

人々の間で苦痛を味わう

あなたは人々に永遠の命への道を与え

あなたの言葉と働きは愛を・・愛を明らかにする

あなたの愛は永遠に讃えられる



3

あなたは人々を清め救うために

あらゆる苦痛を耐え忍び

全ての代価を払って

人間界の苦難を経験する

あなたは心が粉々になるまで苦しみ悩み続ける

そしてあなたは時代に見捨てられ

ひどい屈辱を受ける

人を救うため極度の困難に耐えても

人は傲慢で反抗し

いつもあなたを傷つける

忍耐と寛容をもって

人を救うために力を尽くし

枕する場所もなく

それでもあなたは人を思いやる

あなたの言葉が人を養い

何度も訓戒するのは

人が命を得て良い終わりを迎えるためである

あなたの愛は永遠に讃えられる


99 人の間の真の愛

1

あなたは真理を表し

人に永遠のいのちの道を与え

拒絶される痛みに耐えながら

人と苦難を分かち合う

あなたは教会の間を歩き

自らが選んだ民を牧し

人々と共に暮らしながら

彼らと一緒に労苦する

あなたは何十年もの苦痛に耐え

人の心を勝ち取るために

すべての愛を注ぐ

あなたの厳しい言葉には

真の愛があふれている

あなたは人を裁き  清め  試し

そして精錬する

人を完全にするため

あなたは新しい御言葉を語る

あなたの裁きを受けて

私は堕落から清められる

あなたの愛を経験して

私の心はあなたに帰る



2

あなたを長年信じてきたが

私はあなたを全く知らず

間違った考えに満ち

恵みを乞うことしか知らなかった

あなたの働きを受け入れたが

あなたを愛したことはなく

理性を失い

人間と呼ばれる価値さえなかった

あなたは憐みと寛大さを示し

最善を尽くし  私を救った

裁きと精錬は愛であり

裁きによって  私はあなたの義を知る

新しい人のように生き

あなたへの愛はより純粋になる

あなたの素晴らしさを見て

私の心はあなたのものとなる

後悔や不満なく

私はあなたの指揮に従う

あなたを愛し  証しして

生涯あなたに忠誠を尽くす


100 愛は見守り続ける

あなたは肉となり　人類を救うために真理を表される

あなたの言葉は全て真理であり　人の心を目覚めさせる

あなたは雨の日も風の日も共にいて　

昼夜を問わず私たちを見守ってくださる

人類が救われるように　心血を注がれた

不平も後悔もなく　私たちの反逆や誤解に耐えられる

それなのに　どれだけの人があなたの心を理解しているでしょうか

どれだけの人が目覚め　あなたに心を捧げているでしょうか

あなたは多くの心配と不安を抱え　ため息をつかれる

多くの困難と苦しみを　全てご自身の身に背負われる

あなたの言葉は人々を裁き、暴露し、あなたの愛を明らかにします

あなたは人類を救うため　ひどい屈辱を受けられた

幾年見守り　何年待たれているのですか

それはただ　あなたを真に愛する人たちの一団を獲得するため

あなたの善意と誠実な愛が

私の麻痺した心を甦らせてくれた

もう二度と反抗などできやしない

もう二度と気落ちしたり退いたりできやしない

あなたはもうすでに　長い間望み続け　待ち続けられた

これ以上あなたを待たせて、更に傷付けることが　どうしてできるでしょうか

この最後の道のりで　私は決して歩みを止めず　あなたに付き随いたい

真理といのちを得るために　全力を尽くして真理を追求していきたい

迫害や困難がどんなにひどく大きくても　 あなたに付き随うと堅く決意している

あなたを愛し　良い証人になることこそ　この人生で私が心から願うこと


101 もし神によって救われなかったら

1

もし神によって救われなかったら、私は今もなおこの世を漂い、

罪の中でもがき苦しみ、何の希望もなく生きているだろう。

もし神によって救われなかったら、今もなお悪魔たちに踏みつけられ、

罪の快楽に耽り、人間が生きる道がどこにあるのか知らずにいるだろう。



2

全能神は私に憐み深く、神の言葉は私に呼びかける。

神は私に御声を聞かせ、私を御座の前に引き上げる。

私は日々神の言葉を食べ飲みし、聖霊の働きを楽しむ。

私には分かる。人類の堕落は余りに深いから、我々はほんとうに神の救いを必要とする。



3

神の真理は私を清め、私を救う。

私は何度も裁かれ、精錬され、わたしのサタン的性質から清められる。

神が義であり、聖なる方であることを知れば、神の素晴らしさを理解するようになる。

神を畏れ、悪を避けることができ、私の命の性質は変えられる。



4

私は神と顔と顔を合わせ、神のまことの愛を味わった。

私には分かる。真理はほんとうに貴く、それは神が人に与えるいのちである。

神に従い、自分の本分を尽くと、私の心は安らぎ平安を見出し、私は喜びに満たされる。

神の裁きと刑罰の後に、私は終わりの日の神の救いを受ける。



5

人生の明るい道を歩めば、私の人生には意味がある。

神の最大の救いを受け、私の心は尽きることのない感謝に満たされる。

神はこんなにも近く、愛らしく、私は喜んで我が身と魂を神に捧げる。

私は生涯神に従い、神を愛し、忠誠を尽くして神に報いる。


102 神が私達の霊を再び動かして下さるように

1

おお神よ！

地の人々にあなたの恵みが注がれますように

私の心が完全にあなたに向き

私の霊が動かされますように

私の霊と心で

あなたの素晴らしさを見ることができ

皆があなたの麗しさを見ることができますように

おお神よ！

あなたの霊が私達の霊を再び動かして下さいますように

そうすれば、私達の愛は長らえ

決して変わることはない

そう、私達をもう一度動かして下さい

おお、私達をもう一度動かして下さい



2

おお神よ！

まず神は私達の心を試される

私達が神に心を注ぐ時

神は私達の霊を動かされる

霊においてのみ、神の偉大さを知る

神は素晴らしく、いと高きお方だ

これは人の中にある聖霊の道

おお神よ

あなたの霊が私達の霊を再び動かして下さいますように

そうすれば、私達の愛は長らえ

決して変わることはない

そう、私達をもう一度動かして下さい

おお私達をもう一度動かして下さい


103 新しい生活をほめたたえよ

ハレルヤ！全能神よ！私たちは感謝と讃美を捧げます。

ハレルヤ！全能神よ！私たちは永久にあなたを崇めます。

終わりの日のキリストが現れ、言葉によって私たちを裁き、清め、変えます。

人生の正しい道へ導かれます。私は神を愛する新しい生活を得ました。

真理を理解することは素晴らしい。私は堕落を捨て、自由になりました。

私の間違った観念は消え、もう反抗の性質はありません。

もはやさまよわず、苦しまず、

私の霊は解かれました。ゆえに私は神を讃美し歌います。

私は神を讃美し歌います。

神の愛は本物でとても貴い、私たちを人生の正しい道へ導かれる。

私は甘美な愛を味わい、永遠に神を愛します。

兄弟姉妹たちよ、共に集おう。私たちは壁も距離もなく、

心と精神を一つにして神に仕え、讃美を歌います。

心の中の愛情を表明しない者があるだろうか。心の中の愛を表明しない者があるだろうか。

神をたたえるためにあなたは踊り、私は傍らで手を叩く。

私は傍らで手を叩く。

私たちの歌は神への愛でいっぱいです。

全能神は私たちを新しく造り変えて、新しい人にされた。

堕落した古い生活は過ぎ去り、御前に生きることは喜びです。

真理の実践は我らを自由にする。本分を尽くして神に栄光を帰そう。

神の民は新しい生活を楽しみます。我らは神を愛し光の中で生きます。

私たちは世や家族や肉の束縛を超越しました。

互いを愛することは、何と甘美なことでしょう！

互いを愛することは、何と甘美なことでしょう！

『小羊に従って新しい歌を歌おう』より


104 私は神の御前で生きる

1

日々神の御前で　静かに黙想し　神の言葉を思い巡らす

自分を省み　思いと言葉において堕落が多く残っていることを知る

人に一目置かれたくて、いつも見せびらかすために語り行動する

いつも他人に勝ろうとし　独善的で傲慢で　人間らしさのかけらもない

神の言葉の裁きと暴露に遭い　深く恥じる

良く振る舞っているようでも　私の性質は変わっていない

現実性のない私は傲慢で　長い間神に忌み嫌われた

これほど深く堕落した自分を憎む　そして神の裁きを受け入れたい



2

神の御前に静まり　全てのことに御心を求める　御言葉の中で神と交わり

真理を理解し　心が明るくなる

人や物事に直面して誤解する私には、現実性がないことが明らかになった

不平ばかり言い　自分は罪がないと主張し言い訳し　従順からほど遠い

真理を理解し　神の清めの働きが現実だと知る

それが自分の観念と相容れないほど　更に求めるべき真理がある

神の言葉を経験し　現実において成長することは　神と対面すること

混乱も束縛もなく　神の愛を経験する



3

神の臨在の中に生き　つねに神の吟味を受け入れる

私の思いも行動も　神の言葉による裁きと清めを次々受け入れる

聖霊による働きと導きにより　この心は平安で穏やか

私は心から神を敬い　神は私を守られる　もう二度と　神に背くことはしない

常に神の御前に静まり　この心は神を畏れ悪を避ける

神の言葉を実践し　真理に従って振る舞い　神を愛し　神に従う

神の言葉は私を導き　神への信仰の正しい道を歩き始める

真理を得て堕落が清められ　この心は神を讃える


105 神の前に生きる私は幸せ

兄弟姉妹は神の言葉を享受し

神の御前で幸せに生きる



1

神の言葉について交わり

真理の認識が現実的になる

宗教的観念は取り除かれ

神の言葉は真理であると知る

子羊の婚宴に列席し

心は比類なき喜びに満ちる

神の裁きを経験した私たちは

清められ　実践の神を知っている

私たちは宗教儀式だけに従い　信仰は曖昧だった

終わりの日のキリストが今　言葉を語る

それによって私たちは施され　牧された　それは現実だ

真理を知って　自由になり　神の御前に生きる

兄弟姉妹は神の言葉を享受し

神の御前で幸せに生きる



2

私たちは真理について交わって　自分が傲慢で

偽りで　人間らしくないと知った

自分が嫌になり　肉に背く

真理を実践して神を喜ばせようと決意する

誠実になり　言行を一致させる

ああ　心に感じる　何という甘美さ

サタンの哲学も　偽りもない

ひとつになって　真理に従い　神の言葉において成長する

互いに愛し助け合い　真理に則して振る舞う

神への愛を実践し　しっかり本分を尽くす

私たちは人間らしく生き

神の栄光をたたえ　証しする

兄弟姉妹は神の言葉を享受し

神の御前で幸せに生きる



3

神の言葉は苦難や試練の中で我らを導く。

残忍な赤い大きな竜は神の引き立て役

神の全能と知恵を知った私たちは

いつも堅く信仰に立って従う

あらゆる試練と苦難を通して

神を知り　救われた

キリストの苦しみ　神の国と忍耐に

あずかれることは　神の優しさ

神の民が成熟するにつれ

赤い大きな竜は更に崩れる

神の言葉は全うされ

キリストの国が地上にある　私たちは神をいつも讃美する

兄弟姉妹は神の言葉を享受し

神の御前で幸せに生きる


106 神の愛を得てまことに幸せだ

1

終わりの日のキリストが地上に現れ、永遠のいのちの道をもたらす

神の言葉の真理が解かり、私は人生に方向をもつ

以前は主を信じても、悪の束縛から抜けられなかった

今や御言葉の裁きを経験し、自らを知った

神の試練と精錬に従い、いのちの性質が変わる

神の裁きに清められ、神の真の愛が見える

今や人間らしく生きて、ついに神の救いを得る

ああ神よ、あなたの愛は真実であり、美しい

あなたは私の心を征服し、私はあなたを深く愛する



2

私の心は軽く、霊は喜び、神の言葉に励まされる

御言葉を読み、真理について交わり、心ときめく

真理を悟り、御言葉を行い、万事において歩むべき道がある

サタンの影響からすっかり逃れ、私の心は自由になる

神の愛を得てまことに幸せだ

神の愛を楽しめてほんとうに嬉しい

心は神の愛に満たされ、この上なく幸いだ

神がすぐに慰められるように、人間の本分を忠実に尽くす。

真理によって自由になり、生涯神の前で生きる

神を愛する者はこの上なく幸いな人だ

全能神よ

あなたに喜びあふれる人生を与えられ

かつての堕落、退廃、虚無の生活を私は抜け出した

真理を得て、御言葉によって生きられれて幸いだ

心から神を愛し、畏敬し、常に光の中に生きる

あなたの救いは実に大きく、筆舌に尽くせない

親愛なる全能神よ、私は永久にあなたを愛する

あなたの愛が私の心を征服した。ただ真心であなたを愛したい

あなたの愛は常に私の心の中に留まり、私の心はすべてあなたのもの

永久にあなたを愛し、賛美します


108 神を信じることは何という喜び

(朗読)

かつて我らは堕落し退廃的な世代で

親を悩ませ教師を困らせた



サビ

今は神を信じ従い　正しい道を歩む

真理を求め神の言葉を実践し我らは光り輝く

我ら新しい世代は神に愛され・・祝福され・・喜び溢れる！

祝福され・・喜び溢れる！



1

ナイトクラブの魅惑に惹かれることもなく

流行や富も名誉も追わない

肉の快楽のために競うことも

金銭に振り回され ゲームにのめり込むこともない

愚かな恋愛を追い 肉の欲に生きることも

偽りの知識を求め 気ままになることもなく

神の声を聞き 神の前に戻った



2

神の言葉の真理で心は明るくなり

何が美しくて醜いか 善いか堕落しているかが分かる

神の言葉は我らを清め 悪から守る

神の真理を受け入れ 正しい道を行く

日々神の言葉を読み 真理を分かち合い

教会生活を送っている

成長する我らには 裁きと神の言葉による

取り扱いと刈り込みがある

涙を流し 悲しみ 失敗し 躓いたが

時に適った神の言葉に啓かれ

言葉の光で真理を理解し 自由になった



3

歓声と笑いで神を讃美する

神と生き 語る幸せ・・

誠実で神に愛されようとする我らは

悪意がなく活気に満ち 悩みもない

神を宣べ伝え証しする 我らは幸せで自由だ！

神と向き合い愛を感じ

真理は貴く 人生に新たな目的を与えてくれる

ああ 全能神に感謝する！

真理 道 いのちを与えてくれた

全能神より愛しい方はいない

我らは神を讃美する！


109 新しい人の生活

私たちは神の声を聞き、神の前に引き上げられる。

神の言葉を通して私たちの心は明るくなる。

私たちの観念と誤解は消え、

実践の神をはっきり見る。

真理によって本分を尽くし、新しい生活を始める。

互いに愛し助け合うことで祝福される。

私たちは神の吟味を受け入れ、心を捧げる。

この心は誠実で神を畏れ、我らは自分の意志に従わずに行動する

私たちは神の言葉を実践し、

いのちを得て、光の中で生きる。

忠実に本分を尽くし、

心に喜びがある！

神の采配に従いつつ、

私たちは神の奇しさを見る。

神への愛が私たちを喜びに満たす。

私たちは新しい人として生きる。

真理の原則により仕える。

神を愛し、御心に気を配る。

神の言葉を生き抜く私たちは自由だ。

心から従い、私たちは神に認められる。

神の裁きを受けるほど、

神の愛らしさをより感じる。

堕落した性質は清められ、

私たちは神を愛しても愛しきれない。

真理を自分のいのちとして備え、

私たちは人間らしさを得る。

真理を得ることは易しくないが、

苦みの後には甘みが来る。

私たちは神の言葉を実践し、

いのちを得て、光の中で生きる。

忠実に本分を尽くし、

心に喜びがある！

神の采配に従いつつ、

私たちは神の奇しさを見る。

神への愛が私たちを喜びに満たす。

私たちは新しい人として生きる。

試練を通して証しする

私たちはキリストの精鋭兵士。

真理を得るために苦しみを受け、

私たちは意味ある生き方をする。

苦しみと精錬が

義人を完全にする。

私たちは神に従い神を証しし

真の人生を生きる。

私たちは神の言葉を実践し、

いのちを得て、光の中で生きる。

忠実に本分を尽くし、

心に喜びがある！

神の采配に従いつつ、

私たちは神の奇しさを見る。

神への愛が私たちを喜びに満たす。

私たちは新しい人として生きる。


110 人生の正しい道を歩む

1

神の言葉は真理

読むほどに心は明るくなる

神の言葉は人生の奥義を現わす

突然私は光を見る

私の全ては神から来る

全ては神の恵みによる

キリストに従い　真理といのちを追求する

私は人生の正しい道を歩む

キリストに従い　神の業を経験する

進むにつれ　道は明るくなる

進むにつれ　道は明るくなる



2

神の言葉の裁きと暴露によって　私は人の堕落を知る

かつて私はサタンにならい　肉のために生きていた

動物のように罪の快楽を愛した

名誉や地位を貪欲に求め

堕落の苦さを味わった

神の言葉が私を目覚めさせ　

暗闇にいた私は　光を見た

キリストに従い　真理といのちを追求する

私は人生の正しい道を歩む

キリストに従い　神の業を経験する

進むにつれ　道は明るくなる

進むにつれ　道は明るくなる

神の言葉の裁きにより　自分の堕落を知った

真理を知り　清められた　真理は何と貴いのだろう

真理を実践し　本分を尽くし

私の心は穏やかで平安

試練や精練の中　私は証しに立つ

神の配慮と守りに感謝します

患難の中　神の愛らしさを味わい

私の心は永遠に神を愛する

私はもう迷わない　神の言葉が私を導く

神の裁きが私を救った　私の心は永遠に神を讃える

キリストに従い　真理といのちを追求する

私は人生の正しい道を歩む

キリストに従い　神の業を経験する

進むにつれ　道は明るくなる

進むにつれ　道は明るくなる


111 私は御国への道を歩んでいます

1

御国へと歩み

御言葉を読みながら、神を見上げる

何て意味深い言葉だろう！

それを真剣に心に刻む

神よ、あなたは

私がサタンに騙され、砕かれると心配される

御言葉は私を導き

真の人生を与えこの道に置いてくれた



2

御業と御言葉を通して

この世の悪と闇を見た

私は堕落し

悪の誘惑に打ちのめされていた

私は世をさまよい

希望を失い、心は闇に覆われた

その時あなたに救われた！

御言葉に包まれ、私は良くなり強くなった



3

御言葉は真実で

私の堕落や卑劣さを明らかにする

利己的で、欲張りで高慢で、嘘つきで

もはや人とは言えない！

神にひれ伏し

後悔に満たされ、神の裁きに服従する

真理を求めると決意し

新たにされ、神に心配をかけない



4

御国へと歩み

私は福音を分かち合い、幸せだ

何と厳しい道だろう！

迫害が日々大きくなる

私はもう歩けない

御言葉は私を導き、信仰と勇気を与える

最後まで神に従いぬき

神に認められたら、私は死んでも本望だ


112 創られた者の心の声

1

叫びたくても  相応しい場所がなかった

歌いたくても  歌いたい歌がなかった

創られた者として愛を表したかった

至る所を捜しても  言葉は見つからなかった

言うことができたのは私の気持ちだけだ

現実的で真実なる神よ

私の心の内なる愛よ

私は両手を上げてあなたを賛美して

あなたがこの世に来たことを喜ぶ



2

神は人を創造した

神は再び肉となる程人を愛している

よい時も悪い時も  逆境と悲しみに絶えて

私たちを救い 美しい場所へ導いた

だからいつも感謝する　

現実的で真実なる神よ

私の心の内なる愛よ

堕落してしまった私をあなたは救ってくれた

あなたを礼拝せずにはいられない



3

被造物は神を崇める  それが使命だ

サタンは笑い  安逸に祝福をする

しかし私は嫌悪し

サタンの支配の中で

この世・肉・安逸や快楽を渇望するより

神を愛するために裁きの中で生きたい

現実的で真実なる神よ

私の心の内なる愛よ　　

土で作られた私でもあなたを愛してる

これこそが最高の祝福なのである


113 私の心は神の言葉を貴ぶ

1

私を前進させるために、あなたは語り、私の生活には今光がある

私はあなたの刑罰に怖気つき、あなたの御心がわからなかった　

あなたの厳しい言葉に本性を暴かれたが、あなたを疑い傷つけた

あなたの言葉がいのちであることを知らず、愚かだった

ここまで来ることができたのは御言葉のおかげ。それを懸命に実践しよう

御言葉を離れたら、性質を変えることも、ましてやあなたに認められることもできない

あなたのいのちの言葉、あなたの優しさが私を動かす

キリストが真理、道、いのちだと私は今知る。キリストは私の唯一のお方



2

あなたの言葉は人を清め、いのちを与える。あなただけが称えられるに値する

苦痛、患難、弾圧、逮捕も、すべて御言葉で乗り越えられる

肉に苦痛があるときも、私はあなたに見守られ、あなたの現実の愛を体験する

この先の道は険しく、苦悩に満ちているが、私は常に御言葉によって生きる

あなたの恵みによって、真理がわかり、性質が変わり始める

御言葉による裁きと試練を経て、真理といのちが得られる

あなたの裁き、刑罰、試練、精錬が私を清め、変える

キリストが真理、道、いのちだと私は今知る。キリストは私の唯一のお方



3

あなたは真理、道、いのち。あなたの言葉はすべてを含む

あなたは救い主。あなたが表す言葉を全人類が必要とする

私が今日堕落を捨てて光の中に生きることができるのは、御言葉の救いの故

あなたは肉となることで、深く、力強い愛を見せてくれる。御言葉は実に貴い

どれほど試練が大きく、苦難が激しくても、私は御言葉を忘れない

御言葉は真理、いのちであり、あなたの全能と知恵を明かす

愛はあなたの本質。義こそあなたの性質。私はあなたを永久に讃える

キリストが真理、道、いのちだと私は今知る。キリストは私の唯一のお方


114 神の民の祈り

神の民が御座の前に戻る

我らは神に祈りを捧げる



1

神の現れを待ちわびる者すべてに、神の祝福あれ

彼らがみな早く御声を聞くように、神の祝福あれ

神が予め選んだ者がみな

小羊の足跡をたどるように

探し求める者たちに神の啓きあれ

目を覚まして待つ者たちに神の啓きあれ

彼らがみな贖い主を

その再臨と真理を見ることができるように

神の民が御座の前に戻る

我らは神に祈りを捧げる



2

人類が観念の束縛を打ち破り

真の道を求めて学ぶように

人類が御言葉による糧を得て

二度と霊が飢え渇かぬように

人類が見極めることを学び

二度とサタンの嘘に惑わされぬように

神の導きにより、我らが福音を宣べ伝え、神を証し

常に神の愛の中で生きる民であるように

神の民が御座の前に戻る

我らは神に祈りを捧げる



3

神の啓きにより、我らが認識を得て

御言葉、御心を悟るように

すべての人が御言葉を貴び、それによって生きるように

神の裁きと訓練により、我らが本分を尽くせるように

神の更なる試練により、我らの性質が変わるように

すべての人が善悪を分別し

真理を実践し

すべての要求に従うように



4

悪人はみな神の罰を受け

教会生活が掻き乱されないように

多くの人が神により完全にされ

神と心を一つにするように

真の麗しき神に人が真実の愛を捧げるように

神に立ち返る者に神の祝福あれ

我らがみな光の中に生きるように

神の民が御座の前に戻る

我らは神に祈りを捧げる

我らは神に祈りを捧げる


115 神の言葉の真理は貴い

1

神は地に来て人の間に住み　真理を語る

もう迷わない　御言葉が私を導き

御言葉を読んで　御前に生き

いのちが成長する

裁きと試練は　堕落した私を清める

サタンの勢力から逃れ

神の裁きにより　救われた

御言葉を読むほど　神のうるわしさを感じる

もう神からはなれはしない



2

真理を理解し　御言葉に生き

肉の束縛から　解き放たれた

本分を尽くし　御言葉を実行し　正常な人間性を持って生きる

神を愛すること　それが何より意味深い



サタンの勢力から逃れ

神の裁きにより　救われた

御言葉を読むほど　神のうるわしさを感じる

もう神からはなれはしない



3

私の信仰は大いに強まった

御言葉に導かれ　試練も困難も恐れない

神を畏れ悪を避け　御言葉に生きる　私の前途は明るい

忠実に従い　微笑む神の御顔を仰ぐ



サタンの勢力から逃れ

神の裁きにより　救われた

御言葉を読むほど　神のうるわしさを感じる

もう神からはなれはしない

サタンの勢力から逃れ

神の裁きにより　救われた



もう神からはなれはしない

もう神からはなれはしない

もう神からはなれはしない


116 正直な人々だけが人間の姿を持つ

1

名利を求め  行動基準を棄て

私は厚かましくも、欺瞞により生きた

良心も道徳も誠実も尊厳もなく

ただ欲望と貪欲を満たそうとした

不安の中、罪の沼にもがき

無限の闇から逃れるすべはなかった

生活の富と  はかない快楽は

空しさと痛みを覆うことはない

なぜ誠実であることは難しいのか

人はなぜ狡猾で邪悪なのか

何という世界か  誰が救うのか

何という世界か  誰が救うのか



2

私は御声を聞き、御前に戻った

日々御言葉を読み、多くの益を得る

多くの真理を知り、振る舞いの原則を得た

神の示した真理は私の堕落を清める

裁きと罰の言葉は生活に伴う

神の吟味を受け入れると  心は安らぐ

欺瞞も偽りもなく  私は光に生きる

心を開き、正直で  やっと人らしくなれる

試練と精錬を受け、御顔を見た

そして御言葉の中に私は命を得る

詐欺と欺瞞を棄てて、今正直になれた

神の愛と救いに永久に感謝します

全能神に感謝します  ずっと、永遠に


117 心から神を愛する者は皆誠実である

幼子のように純粋で、誠実で

心が清く、生き生きとし

若い力に溢れ

彼らはこの世界に降りてきた天使のようだ

偽りも、詐欺もごまかしもなく

心開いた誠実なその生き方には尊厳がある

彼らは心を神に明け渡し

神は彼らを信頼する

彼らは神が愛する誠実な人達

真理を愛する者はみな誠実な心を持つ

誠実な人々は真理の実践を喜び

神に従う心には平安がある

彼らは神を畏れ、悪を避けて

神の言葉によって生きる

彼らは神の言葉によって生き

解き放たれて自由だ

彼らは神に心の内を探ってもらい

神の前に生きる

神を愛することは幸せで、喜びに満ちる

ねえみんな

私たちは小さいころから神様を信じて来たわ

みんな幸せ？

幸せさ

僕も幸せだ

愛なる神様、私の心は平安で喜びがあります

神の言葉を行う時、私の人生は穏やか

私の心にあるのはただ神と真理

神の言葉は私のいのちとなった

日々神の言葉に導かれて過ごす私は

神に祝福されている

御霊が導いてくれる

私は神に心の内を探ってもらい

神の前に生きる

心から神を愛することは

幸せで、喜びに満ちる

日々神の言葉に導かれて過ごす私は

神に祝福されている

御霊が導いて下さる

キリストの国は誠実な人にとって天国

そしてそれは美しい家庭


118 天の御国の民

御言葉は言う

「天国が近づいた、みな悔い改めよ」

神は終わりの日に現れ

御国は私たちのうちに

つまりキリストの国が地に来た



1

賢い乙女は神の声を聞き

御座の前に来て

御言葉を読み、真理を認め

子羊の婚礼に参加する

裁きと啓示は私の本性を完全に暴く

虚偽に満ち、人間性に欠け

御前で生きるにふさわしくない

キリストの御座の前で裁かれ

堕落から清められ

神に心を開き、障壁も誤解もない

神を愛し、本分を尽くし

神の吟味を受け入れる

この信仰はただ真理を得て

ついに人間らしく生きるためだ

神を真に愛する誠実な人は天の御国の民だ

御国はキリストの国、誠実な人の家

私は神を永遠に愛する

神を永遠に愛する！



2

自分のため祝福を求めるのは卑劣で恥知らず

心から公明正大な人は高潔で正直な人

彼らは神の愛に報いるため

全てを捧げ自身を費やす

真理を実践する誠実な人は本当に悔い改める

彼らは神の意志を行うために生き

不満や後悔はなく

神を畏れ悪を避け、神の御前で生きる

迫害、困難、そして試練を通し

圧倒的な証しをして神に栄光を帰する

神を真に愛する誠実な人は

天の御国の民だ

御国はキリストの国、誠実な人の家

私は神を永遠に愛する

神を永遠に愛する！


119 正直者になれてとても嬉しい！

1

真理を知ると霊が放たれ人は幸福になる

私は神の言葉を信じて、疑いはない

悲観せず退かず決して絶望しない

全力で使命を守り　肉のことは気にとめない

私の器は小さいが、正直者だ

御心を満たすよう全てにおいて忠誠を尽くす

幸福な人たちよ、神を讃え歌おう

幸福な人たちよ、神を讃え踊ろう



2

真理を実行し、神に従い、正直になろう

光の中で生き、秘密も偽りもない

正直者よ、さあ心から話そう

神を愛する皆よ。友として団結しよう

幸福な人たちよ、神を讃え歌おう

幸福な人たちよ、神を讃え踊ろう



3

真理を愛する者は皆、兄弟だ

神を愛する皆よ。友として団結しよう

幸福な人たちよ、神を讃え歌おう

幸福な人たちよ、神を讃え踊ろう

幸福な人たちよ、神を讃え歌おう

幸福な人たちよ、神を讃え踊ろう

幸福な人たちよ、幸福な人たちよ

神を讃えて　歌い踊ろう


120 神の愛は常に私たちの間にある

1

私たちは神の御前に引き上げられ

神の前に集い 神の愛を享受する

時代を超えて私たちは導かれ

患難や苦痛に耐えてここまで来た

天も地も神の到来を歓迎する

万物は喜び神を讃美する

この日を大切にする

私たちは互いに愛し合い結ばれている

神の愛は常に私たちの間にある



2

私たちは神の国の時代に導かれ

神の言葉により互いに愛し合う

神の愛は今私たちを結び付け

御言葉に生きる霊は繋がれる

沈黙は多くの言葉に優り

静かな愛は私たちの心を近づける

この日を大切にする

私たちは互いに愛し合い結ばれている

神の愛は常に私たちの間にある

同じ目標のために心を捧げ

神の委託を全うする

私たちは愛の中で

心ふれあい手を取りあう

神の言葉によって

私たちは勇敢に前進する

観念や先入観 宗教儀式を棄て去り

過去の全てに別れを告げた



3

私たちはみな家族  兄弟姉妹

そして時代を超えた先駆者である

今日の再会は苦労の末に得たもので

明日の再会のために別の道を行く

温かい涙が流れ 友情は広く高い

情熱が湧き 熱意は声となる

この日を大切にする

私たちは互いに愛し合い結ばれている

神の愛は常に私たちの間にある


121 神を愛する者の姿

リフレイン部

神を愛する者は本分を忠実に尽くし、神に最も祝福される

神を愛する者は誠実で、神に愛される

神を愛する者は神に従い、御心を行う

神を愛する者だけが、裁きと刑罰を通して完全にされる資格を持つ



1

神を愛する者は正直で、その心は誠実で純粋

疑いもためらいもなく心からキリストに従う

神を真に愛する者は、義に飢え義を渇望する

真理を愛し、神の言葉に依り頼んで生き、神から離れられない



2

神を愛する者は神に従い、心優しく人間性がある　

本分をおざなりにせず、すべてのことにおいて神の御心に気を配る

神を真に愛する者は、神の思いと憂いを分かち合う

忠心を尽くし、不平を言わず苦難に耐え、見返りを求めない



3

神を愛する者は神を畏れ、真理を知ると実践する

全てにおいて神の吟味を受け入れ、秘密を持たず光の中で生きる

神を真に愛する者は、全てにおいて神の御心を探し求める

その言葉や行動は原則に基づき、真理の現実を生きる



4

神を愛する者は神に尽くし、試練の中で証しをする

神を裏切るくらいなら、むしろ命を捧げる

神を真に愛する者は、神を知ることに心を注ぐ

不平なく神の指揮に従う。神への愛は決して変わらない


122 神を愛し、光の中で生きよ

1

この世は暗く、危険だ

終わりの日の御言葉は真の光

それを飲み食いして私は真理を得

この世で真の道を見る

私は御言葉を経験し光を見て

真理が実際的だと知る

御言葉は人のいのち

真理を得て神をたたえる

霊と真によって神に従い

よく本分を尽くし証しする

神への愛には深い意義があり

私は永遠に光に生きる



2

裁きと刑罰はとても貴い

私は刈り込みと取扱いがなければ何もできず

試練と精錬に人は暴かれ

苦しんで変わる

真理の実践が根本

つまり、神への愛が最も実際的

神を愛さぬ心は神を裏切り

真の愛は神に称えられる

霊と真によって神に従い

よく本分を尽くし証しする

神への愛には深い意義があり

私は永遠に光に生きる

信仰に頼って試練を味わい

真理に依って証しを立てる

苦難と試練は真の心を明かし

真理がなければ全ては徒労だ

霊と真によって神に従い

よく本分を尽くし証しする

神への愛には深い意義があり

私は永遠に光に生きる

永遠に光に生きる


123 神を愛する者は真に幸いである

1

神を愛する我らは幸いである。偉大な神を尊敬し、ひれ伏して礼拝する

神の言葉を読んで真理を知り、御前で生きるのは喜びだ

肉を捨て世俗から脱け出せば、我らの霊は解放され、ほんとうに自由になる

御心を思いやり、本分をよく尽くせば、心が安らぎ楽しくなる

神を愛する我らは幸いである。裁きを受け入れ、清められる

神を愛する我らは幸いである。真理を実践し神に従う

神を愛する我らは幸いである。天職として神のみ旨を実行する　

神を愛する我らは幸いである。神を畏れ光の中で生き、神を愛することは真に幸いだ

伴唱：神を愛する我らは幸いである。神を愛する我らは幸いである。



2

神を愛する我らは幸いである。真理を追求し神を知る

試練や苦難の中でも、神が共にいれば、支えとなり心は安らぐ

裁きと刑罰をとおして清められ、神への愛はより純粋になる

神と心を同じくし、永遠に神をあがめ証しする

神を愛する我らは幸いである。最後まで忠実に神に従う

神を愛する我らは幸いである。神のためだけに生涯を費す

神を愛する我らは幸いである。神と心かよわせる人になれる

神を愛する我らは幸いである。神の約束と祝福を受け継ぐ。神を愛する我らは幸いだ。

伴唱：神を愛する我らは幸いである。神を愛する我らは幸いである。


124 神を愛する者は祝福される

1

神を愛する者は神に従い

神の前に生きる

御言葉の導きにより

平安と喜びを得る

神を愛する者は誠実で

真理を実践する

神の意志を心に留め

本分を尽くし神を満足させる

神を愛する者には原則があり

見解や行動に真理を用いる

規則も足かせもなく

彼らは真理を理解し自由になった

神を愛する者はみな祝福される

裁きと刑罰はともにあり

真理を求め光を受け

堕落が清められる

裁きにより救われ幸福になる

神の御言葉は彼らのいのちとなり

御顔は彼らの上に輝く



2

神を愛する者は神を畏れ

神の吟味を受け入れる

互いに調和して奉仕し

現実を生き証しする

神を愛する者は神に忠実で

試練の中にあっても信仰は堅い

将来も運命も手放し

全能神を一心に愛する

神を愛する者は神を礼拝し

神の義と聖を賛美する

神を愛する者には真理があり

神を証しし栄光を帰す

神を愛する者はみな祝福される

裁きと刑罰はともにあり

真理を求め光を受け

堕落が清められる

裁きにより救われ幸福になる

神のみ言葉は彼らのいのちとなり

御顔は彼らの上に輝く

御顔は彼らの上に輝く


125 私は神の愛を見た

1

全能神よ、私を愛してくれるのはあなたです

汚れた世界から私を選んでくれました

だから、私はあなたの前に来ました

そう、あなたの前に来ました

教会生活を送り

御言葉を毎日楽しみながら

あなたが私を引き上げてくれるので

そんな祝福を持つことができます

全能神よ、私はあなたの愛を見ました

望むことはただあなたの愛に報いることです

望むことはただあなたに私の本分を尽くすことです

私はあなたの愛を見

そしてあなたの愛に報います

望むことはそれだけです



2

全能神よ、あなたは教会の間を歩み

私たちの堕落した性質の真理を表しました

あなたは私たちを刈り込み取り扱う

そう、あなたは私たちを刈り込み取り扱う

私たちの反逆と抵抗のすべてを

あなたは私たちを清めるために

私たちのサタン的性質を裁く

全能神よ、私はあなたの愛を見ました

望むことはただあなたの愛に報いることです

望むことはただあなたに私の本分を尽くすことです

私はあなたの愛を見

そしてあなたの愛に報います

望むことはそれだけです

全能神よ、あなたは私たちを救ってくれました

あなたは日ごと御言葉を語り

私たちに糧と水をくださいます

私の苦難と苦しみの中で

私のすべての苦難と苦しみの中で

あなたの御言葉はいつも私に伴いました

あなたの御言葉の中に生き

私のいのちは成長しました

全能神よ、私はあなたの愛を見ました

望むことはただあなたの愛に報いることです

望むことはただあなたに私の本分を尽くすことです

私はあなたの愛を見

そしてあなたの愛に報います

望むことはそれだけです


126 神を愛する者は光の中に生きる

1

神の裁きは人を清め、堕落から救う

我らは光に生き

御言葉を楽しみ、賛美する

だから、踊ろう

声をあげ歌おう

神に従い歩き続けよう

振り向かずに

誠実で献身的に

御心を思い、神を愛すべき

御国はそうする人のもの

そう、彼らは光の中で

光りの中で生きる



2

神を愛し、喜び、幸せだ

御心を思い  満たす時、祝福される

真理を実践し

霊は自由になり

この心はより神を愛する

誠実で献身的に

御心を思い、神を愛すべき

御国はそうする人のもの

そう、彼らは光の中で

光りの中で生きる

神を愛し、喜び、幸せだ

いのちの道は紆余曲折

だが後戻りはしない

険しい道を進み

忠誠を全うする

神を愛し、祝福され

永遠に光の中に生きる

誠実で献身的に

御心を思い、神を愛すべき

御国はそうする人の者

そう、彼らは光の中で

そう、彼らは光の中で

光の中で生きる


127 神の心を知る友でありたい

1

おお神よ。私の心はあなたに会いたいと切望する。

あなたの御顔は見えなくとも、

私の心はいつもあなたに祈り、あなたに近づき、

私は日々あなたの言葉に啓かれる。

あなたの言葉が真理で貴いものだと、

御前に生きることが私にとって最大の祝福だと知っている。

あなたの義と聖さはとても素晴らしい。

おお神よ。私はあなたの心を知る友でありたい。



2

おお神よ。あなたの言葉だけが私を変えられる。

あなたの言葉は人類がかくもひどく堕落していること、

かくも傲慢かつ独りよがり、サタン的性質に満ちていることを明らかにする。

あなたの義を知った私は、ひれ伏して、あなたを崇拝する。

私を救ったのはあなたの裁きと刑罰。

サタンの哲学に従って生きることは二度としない。

あなたの裁きは祝福であり愛。

私は真理を得て、心の底からあなたを愛する。



コーラス

おお神よ。私を清め救うのはあなた。

私はかくも反抗的で堕落している。

今日あなたに証しでき、あなたに仕えられ、私は幸いだ。

それはあなたの途方もない恵みと愛。

私は心からあなたを愛し、あなたの心を知る友でありたい。

あなたを永遠に高く挙げ、あなたに証しし、生涯あなたに仕えるために。


128 私の心は神を恋慕う

1

神が離れる時 涙が溢れる

神は微笑み 手を振る

言いたいことがたくさんあるのに

今この時 言葉にならない

神との時を振り返る 歓声と笑いの場面を

救うために神がどれほど与えたか

忘れられない

真摯な戒めは希望をもたらし

心に刻まれた言葉が私を前進させる

全能神を思う時

心に甘美さを感じる

いつになれば、いつになれば

神にまた会えるのか

全能神を思う時

心に甘美さを感じる

いつになれば、いつになれば

神にまた会えるのか



2

神が離れる時 未練が残る

神は振り向き 手を振る

ここにいて欲しいと言えなくて

心にこんなに痛みを覚える

日々、教えが私を前進させ

固く心に宿り

神に従うよう私を導く

日々言葉を経験し

神の愛に報いるため本分を尽くそう

全能神を思う時

心に甘美さを感じる

いつになれば、いつになれば

神にまた会えるのか

全能神を思う時

心に甘美さを感じる

いつになれば、いつになれば

神にまた会えるのか


129 私は心の全てを言い表せない

1

あなたの声を聞き、あなたに会えて幸いだ

あなたの言葉の豊かさを楽しんだ

あなたの心は本当に善良で美しい。あなたの愛は私を虜にする

あなたそのものとあなたの持つものはとても貴い

全能神がどれほど麗しいかを私は語り尽くせない

あなたは人の間で生活し、あらゆる形で模範を示す

あなたの愛は今日まで私と共にあった

あなたの言葉の導きと施しのおかげで、私いのちは徐々に成長できた

あなたは私の心を精錬し、私の愛を清める

御言葉の裁きを経験して、私は苦しんだが、甘美な喜びを感じる



2

苦難に苦しんだことで、私の心はあなたを更に慕う

私の堕落を清めるのはあなたの裁きと刑罰

苦難と精錬を通して、私は服従を学んだ

もはや消極的でも反抗的でもなく、あなたの御心を理解した

御言葉だけが真理であり、人にいのちを施せる

あなたの心こそ最も善良。あなたは人を救うために自分のすべてを与える

あなたの真の愛を体験して、私は心の全てを言い表せない

あなたは私を清め、私はあなたのもの。あなたを永久に愛する

私は心の全てを言い表せない　あなたの愛を尽きることなく永久に語れるだろう

私は本分を尽くし、あなたを証したい。あなたを永久に愛するだろう


130 神の恵みは海のように深い

1

神の恵みを思い私は涙します

口を結び、喉の奥でむせび泣きます

あなたはわたしが飢え、無力な時

最上の糧を下さいました

私が傷つき、落胆し

非難され、捨てられた時

あなたの手が私の頬の涙をぬぐい

あなたが私を慰めて下さいました

あぁ、神よ！私が寒さで震えていた時

あぁ、神よ！あなたが暖められた

耐えがたい苦難に見舞われた時

あなたは私を憐れまれた



2

私が独り迷った時にはあなたの優しい

言葉が私を鎮め、慰めてくれました

病に倒れれば、あなたは

私への癒しを見せてくれました

私が奢り、うぬぼれた時

あなたの罰は容赦なく

私が虐げられ、ひどい扱いを受けた時

あなたの模範が励ましてくれました

あぁ、神よ！闇の中で希望を失っても

あぁ、神よ！御言葉の光が注がれました

私に行くべき道はなかったが

あなたが行き先を照らされました



3

あなたは海に呑まれた私に対して

船からみ腕を伸ばしてくださいました

サタンに囚われていた時

あなたの剣が自由にしてくれました

私はあなたと共に勝ち誇り

あなたも微笑んで下さいました

多くの言葉で満ちた私の心は

あなたのもとから迷い出ようもありません

あぁ、神よ！神の恵みは山のように重く

あぁ、神よ！私の命のすべてをかけても

あなたに報えるはずはありません

あなたの恵みは深く、言葉に出来ません


131 後悔する心

神の言葉を両手に持ち、言いようのない後悔の念に苛まれる。

御言葉はすべて真理なのに、真剣に追い求めなかった自分を悔やむ。

かつて、神を愛する私の心は決して変わらないと固く誓った。

サタンに追われ、濡れ衣を着せられ、心が震え逃げ出してしまった。

試練に直面すると動揺して倒れたが、

まだ私は自分の前途と運命への思いにしがみついたまま。

かつての熱意は風で霧散し、失望して自暴自棄になった。

醜い姿、

悲しみに暮れた目、落胆した顔、

一体どうしてこんなことになったのか。



神の言葉に照らして自己反省すると、ようやく私の心は真理に目覚める。

すべてを犠牲にして神に尽くしたのは、ただ祝福を受け天国へ入るため。

神を愛していると言いながら、神に自分の真心を捧げることなく、

いつも神と取引しようとしてきた。

私には良心も理知もなく、どれほど堕落しているのかを知る。

すべての祈りで神をごまかし、神を畏れる心がなかった。

恥ずかしくて神に顔向けできない。神の心を傷つけた自分を悔やむ。

永遠の罪責と悔恨だけが残る。

耐え難い記憶が心の奥底に埋もれている。

心から悔い改め、負債を清算したい。



神の裁きの御言葉を受け入れ、堕落したありのままの自分を知る。

御言葉は私を裁き、罰し、試練の中で祝福への欲求を取り除く。

堕落した私を救い清めてくれるのは神の裁き。

悔恨に満たされて神の前にひれ伏し、今人としての生き方を知る。

神は真理を表し人類を救うため、屈辱と痛みを耐え忍ぶ。

しかし私には何もお返しできず、焦燥に駆られる。

どうして神を待たせ続けられようか。

本分を尽くし、心と体を神に捧げると決意する。使命を果たし、私は神を証しする。

神は真理を表し人類を救うため、屈辱と痛みを耐え忍ぶ。

しかし私には何もお返しできず、焦燥に駆られる。

どうして神を待たせ続けられようか。

本分を尽くし、心と体を神に捧げると決意する。使命を果たし、私は神を証しする。

本分を尽くし、心と体を神に捧げると決意する。使命を果たし、私は神を証しする。


132 名残惜しい別れ

1

神と過ごした時を振り返ってみると

そこには笑い声と痛みの涙があった

神と共に過ごした日々はなんて幸福だったろう

私たちはその思い出を　いつまでも忘れないでしょう

ああ神よ　幾年も共に集い

あなたの真理は私たちの堕落を清めてくれた

真理を理解した今　私たちは新しい人へと生まれ変わった

とても純粋なあなたの愛は　私たちの心に深く根付いている

御言葉は私たちの信仰となり愛となった

あなたへの思いは深く　あなたから離れるのは耐え難い

でも今日　あなたは私たちの元を離れようとしている

どうして惜しまずにいられるでしょうか



2

あなたは朝夕私たちと共に生活された

日々真理を表し　私たちを潤された

私たちのひどい堕落が露わになり　あなたを傷つけた

あなたは寛容で忍耐強く　私たちを導き続けた

ああ神よ　あなたは私たちを救うため　多くの痛みを受けられた　

あなたは私たちの背丈の未熟さを見て

心配し案じられた

忍耐強く真理について交わり

私たちを支え　養ってくださった

試練と患難の中　私たちと共にいてくださった

あなたに啓かれた私たちは

真理を理解し　あなたを証しする

私たちの裁きと清めは　全くあなたの恵み

あなたの愛をこんなにたくさん受け　

どうしてあなたを愛さずにいられるでしょうか

あなたの愛は私たちを激励する

あなたを愛することを後悔することなど決してない



3

御業は完成し　あなたはじきにシオンに戻られる

あなたが去るのを見てはいられない

あなたが私たちを一歩一歩導いてくださった年月を回想した,

過去の出来事が目の前に現れた

あなたは私たちを裁き　堕落した性質を清めてくださった

私たちを救い　赤い大きな竜の迫害から連れ出してくださった

私たちは御言葉に導かれて

しっかりと証しに立つことができた

苦難と試練に耐えた後

私たちのいのちが成長した

あなたの愛は大きく

あなたの麗しさは溢れんばかり

あなたは人類の賛美と礼拝にふさわしい

あなたの救いの恵みは　私たちの心に深くに刻まれている

私は本分を尽くし　美しく力強く証ししていこうと決意する

あなたの愛は私の心に永遠にとどまるでしょう

そして私は　常にあなたを愛し　大切にするでしょう


133 私たちはいつの日かまた必ず再会する

1

神とともにいる時、私たちは笑い、微笑み、それはとても甘美だ。

あなたは私たちを潤し、牧するために話し、働き、私たちに真理を授ける。

あなたの言葉は私たちの心に刻まれ、私たちはとても深い愛情をあなたと分かち合う

あなたの働きは終わろうとしており、あなたはまもなく私たちから去る。

私はまだ、あなたのやさしさと愛に報いていない。

おお神よ。全能神よ。おお神よ。全能神よ。

あなたが去ろうとしている今、どうして悲しまずにいられよう。



2

過去の負い目を思うと、私の心は刀で切られたように痛む。

私はだらしなく反抗的で、あなたをたいへん傷つけた。私はそれを永遠に後悔するだろう。

あなたは何度も私を罰し、懲らしめ、私の麻痺した心を目覚めさせた。

裁きと刑罰が私の堕落を取り除き、私は人間らしく生きる。

私は今あなたの清めと救いを得て、あなたを慕う気持ちは強まる。

おお神よ。全能神よ。おお神よ。全能神よ。

あなたは去ろうとしている。私はこの長年の感情を忘れられない。



3

あなたはシオンに帰られる。私たちはあなたに再会できるのを心待ちにする。

あなたは天に、私たちは地にいて、遠く離れているが、

私たちはいつの日かまた必ず再会する

あなたの言葉は私たちとともにあり、私たちはあなたの愛を切望する。

あなたの性質は聖く義であり、讃美に値する。

私たちは永遠にあなたの委託を守り、あなたのために証ししなければならない。

おお神よ。全能神よ。おお神よ。全能神よ。

あなたの愛は私たちの心に刻まれ、私たちはあなたを永遠に愛する。


134 永久に神と共に

1

あなたはもうすぐシオンに帰られる。私の心は実に悲しい

あなたに言いたい言葉が心の中に沢山あるけれど、どこから始めるべきかわからない

あなたに返していない負債がまだ沢山あるのに、あなたは去ってしまう

時がこんなに早く過ぎるとは、誰が知ろう。後悔の涙が止め処なく溢れる

私はあなたの恵みを大いに楽しむ。まだあなたに報いていないため心が痛む

ああ神よ、あなたはもう去ってしまう。どうして喜んで見送れるだろう



2

誰が過去の出来事を忘れ、過去への慕情を棄てられるだろう

数年来、あなたはいつも私たちと集った。

あなたの御言葉が常に潤し、施してくれた

私たちは傲慢、頑固、反抗をさらけ出し、

あなたの刈り込みと取り扱い、鞭と懲らしめを受ける

何度もあなたの厳しい裁きと刑罰を受け、私たちの堕落は清められる

あなたがこれほど高い代価を払ってくれても、

私はまだ真理を求めず、本分もろくに尽くさない

時間を巻き戻して、あなたに忠心を尽くし、

あなたを満足させられたらとどんなに願っていることか



3

涙が静かに私の頬を流れる。

あなたを引き止められないとわかりきっているから

報いられぬ悔いが残り、心は痛みと後悔に満たされる

ともに過ごした時間は短いけれど、

あなたの顔と声は私の心に刻まれている

私はあなたの声を想い、あなたの愛を慕う。

あなたの人間への愛は深く強い

美しい過去が記憶に変わった。

どうしてそこに留まらずにおられよう

あなたのひたむきな教えをどうして忘れられよう。

あなたを慕うこの思いは心の奥に埋めるしかない

いつまたあなたに会えるかわからない。

永久にあなたと共にいたいと願う


135 私の心は神を恋慕う

1

神が私から離れる時 涙が溢れる

神は微笑み 手を振る

言いたいことがたくさんあるのに

今この時 言葉にならない

神との時間を思い起こす 　歓声と笑いの場面を

神が私たちを救うためどれほど与えたか、忘れられない

（神の）真摯な戒めは希望をもたらす

心に刻まれた言葉が 私を前進させる

全能神を思う時

心にこんなに甘美さを感じる

いつになったら、いつになったら

神にまた会えるのか

全能神を思う時

心にこんなに甘美さを感じる

いつになったら、いつになったら

神にまた会えるのか



2

神が私から離れる時 神に留まってほしい

神は振り向き 手を振る

ここにいて欲しいと言えなくて

心にこんなに痛みを覚える

日々、神の教えが私を前進させ、

固く心に宿り神に従うよう私を導く

日々神の言葉を経験し、

神の愛に報いるため 本分を尽くそう

全能神を思う時

心にこんなに甘美さを感じる

いつになったら、いつになったら

神にまた会えるのか

全能神を思う時

心にこんなに甘美さを感じる

いつになったら、いつになったら

神にまた会えるのか


136 神と毎日共にいられたら

私たちが神と別れた日、御顔には笑みが浮かんでいた。

振り向き、手を振る神が去るのを、私たちは静かに涙ぐんで見送った。

諸教会に必要とされた神だから、引き留めることはできなかった。

遠くまで歩く神の背中を見て、私はその勧告を心に留める。

弱い時はいつも、神が払ってくれた代価を思う。

人を思いやる神の愛と神の力強い言葉が

心を激励し、温め、私は大きな負い目を感じる。

肉に執着した自分が憎く、御前に生きるに値しないと思う。

神の愛を思う度、心は一層励まされる。

神の愛に報いるために本分を尽くしたい。また自分の背丈の小ささを痛感する。

私はいつになったら神を証しし神に仕えられる人間に成長するのか。

いのちが早く成長するように、御言葉の実践を決意する。

神のかたわらにいて、多くのことを打ち明けたいとどんなに願っているか。

ともにいた光景を思い出し、私の心は甘美な幸福に満たされる。

神は人の間で謙って生き、真理といのちを施す。

私たちは心から神を仰ぎ、毎日共にいたいと切に願う。

神のかたわらにいて、多くのことを打ち明けたいとどんなに願っているか。

ともにいた光景を思い出し、私の心は甘美な幸福に満たされる。

神は人の間で謙って生き、真理といのちを施す。

私たちは心から神を仰ぎ、毎日共にいたいと切に願う。

私たちは心から神を仰ぎ、毎日共にいたいと切に願う。


137 神を永遠に愛する

1

ああ神よ。あなたの言葉は私をあなたの前に呼び戻す

私は神の国で日夜鍛錬を受ける

何度も、弱く消極的になった私を、御言葉は慰め、支え

何度も、誘惑に屈した私を、あなたは不思議な方法で救い、導いてくれた

何度も、中共に追われ、迫害された私に

大きな力を授け、ひそかに守ってくれたのはあなた

多くの困難と危険の中を導き、苦痛と患難の中で、ともにいてくれた

あなたが私を愛してくれたことを今知った



2

ああ神よ、裁きを経験して、私はあなたの真の愛を知り

あなたの義なる性質が実に美しいことを知った

何度も、地位のためだけに働いた私を、あなたは刈り込み、取り扱い、

何度も、傲慢でうぬぼれた私を、あなたは懲らしめ、鞭打った

試練と精錬を通して、私はあなたへの従順を学んだ

御言葉の中で成長し、人間らしく生きる

ああ神よ、祝福されても、呪われても、私は永久にあなたを愛する。

あなたの主権と采配に従い

あなたに真の愛を捧げ、あなたを待たせはしない

あなたに純粋な愛を捧げ、楽しませたい

私の愛をすべて捧げ、あなたに受け取ってもらいたい

私は永久にあなたを愛する。あなたを満足させるのが私の願い


138 あなたがどこへ行こうと私はあなたについて行く

1

私はあなたに心捧げる

あなたの他に愛すべき方はない

最愛の方よ あなたへの愛は川のよう

生涯あなたについて行くと

私は厳粛に誓う

威厳ある言葉に征服され

苦しい鍛錬に私の心は痛んだ

あなたの義を見て

私はあなたが畏敬に値すると知る

あなたに厳しく当たられ

何度も忍び泣き

やっとあなたが最も美しいと知った

私はあなた以外何も望まない

あなたへの愛に生涯を捧げ

最後まであなたを愛し

永遠にあなたと共にいる



2

私の心は内で燃えている

切望するのはより早く成長し

純粋にあなたを愛し全てを捧げること

私は激しく泣き 祈る

あなたを失望させたくない

私は不純なものを捨て

あなたと宴の席に着くべきだ

どんなにあなたに会いたいだろう

二度と離れたくない

御言葉が言い尽くせない苦しみを慰める

私は喜んで中傷と拒絶に耐えよう

あなたは祈りの中に燃える愛を聞かれる

私は昼夜あなたを思う

苦難の日々は愛を強め

いつ会えるかと心の奥で泣く



3

誰があなたを愛せないだろう

あなたはとても美しいお方

あなたに対する私の愛は忠実で

何にも妨げられない

川辺に根差した木のように

暑さを恐れず 日照りに耐え

あなたへの愛ゆえ苦しんでも

明日を思い患わない

嵐にも立ち向かう

証しのため恥を忍び

あなたの大きな愛に報いるために

私は全てを捧げる

苦痛を受けサタンから攻められても

あなたへの愛を悔やまない

そう、全てを捧げついて行く

あなたとまた共にいたいから


139 ああ神よ、私はどれほどあなたを慕っているか

1

私は心からあなたを慕い、あなたの再臨を待ちわびる

あなたの顔が見えず、私の心は案じるばかり

実に長く暗い夜。いつ光が見えるのだろう

やがてあなたにまた会える日をもどかしく待つ

ああ神よ、私が待ちわびていることはご承知だろう

どうか私を見捨てないでください。あなたなしではいられない



2

あなたの声を聞き、私は胸を躍らせる

あなたと宴をともにし、あなたの言葉を味わう

自分のすべてを捧げようと静かに決意し

ただあなたの御心を満たすために、御言葉を広め、証する

ああ神よ、どうか私の愛を待って

心と精神を尽くしてあなたを満足させる。あなたなしではいられない



3

あなたの裁きを受けて、痛み、悲しんだが

肉は弱くても、私はあなたを忘れなかった

肉を疎んじ、サタンを更に憎む

すぐにでもサタンから逃れるために、喜んで裁きを受ける

あなたの心の望みを叶えずには、死んでも死にきれない

あなたの笑みを見るとき、私は実に慰められるだろう



4

あなたの言葉がともにあり、信仰と強さを与えてくれる

私はもう消極的になることなく、真にあなたを愛する

試練で多くの苦痛を受けて、堕落が清められた

どれだけ多くの困難に遭っても、あなたを愛し、証しよう

新たな人になって、あなたに認められるのが楽しみ

あなたに純粋な愛を捧げ、決して離れない


140 おお神よ、あなたを恋しく思います

1

私は黙し、無言であなたを恋しく思います。

あなたの言葉を読み、大いなる悔恨を感じています。

目に涙を溜め、早くまたあなたとともにありたいと望みます。

私の頑なな心はあなたをたびたび傷つけ、

正すことのできない過ちは数多い。

あなたの御顔を見られないと私の心は痛み、

春夏秋冬あなたを待っています。

自責の念に満たされて昼夜を過ごします。

罪の涙が私の顔を流れ落ち、私は悔恨に満ちています。

過去の過ちを取り消したくてたまらず、

あなたに私の心の内を明かしたいと切望しています。



2

幸せな日々を思い郷愁の念でいっぱいです。

たびたびあなたの御顔と微笑を思います。

あなたの笑い声が耳の中で響いています。

生きている限りあのお声を忘れません。

この長い歳月は私に苦悩をもたらし、

孤独に彷徨うのは耐え難いほどです。

時間を巻き戻せればと夢見て、

本当にあなたとともにあることを切望しています。

どこにおられるのです、愛する方よ。

私の心はあなたの御顔を見たくて、

あなたに抱擁されたくてしかたがありません。

私の心はいつもあなたの御心と調和し、

美しい愛の歌を生み出すでしょう。


141 全能神に想い焦がれて

1

ああ神よ　ああ神よ

私たちはあなたに想い焦がれる

あなたは肉となり、人の子となり

教会を巡り歩く

あなたの言葉は私たちを潤して満たし

あなたは時に適って私たちを導いて支える

あなたの言葉を毎日味わう私たちは

御前で生きる時　心が和み安らぐ

ああ神よ　ああ神よ

我らが最愛の全能神よ

あなたの言葉の裁きと啓示のおかげで

世界がはっきりと見えるようになり

サタンの危害から逃れて

人生の正しい道に踏み出すことができる

あなたの救いの恵みは心に刻まれており

忘れることはできない

私たちはあなたに想い焦がれる



2

ああ神よ　ああ神よ

私たちはあなたに想い焦がれる

あなたは毎日

私たちの間で言葉を発して働かれる

言葉を使って私たちに思い起こさせ　忠告し

私たちを厳しく裁いて露わにされる

自らの堕落が深すぎることを見た私たちは

後悔のあまり　隠れる場所もない

あなたへの畏れは増すばかり

ああ神よ　ああ神よ

我らが最愛の全能神よ

私たちがいのちの中で成長できるよう

あなたは全ての言葉を語り尽くし

心を尽くして働かれた

私たちが救われ　あなたの全ての愛を得られるよう

あなたは私たちを裁き清められる

これは私たちの幸福であり

ますますあなたに惹き付けられていく



3

ああ神よ　ああ神よ

私たちはあなたに想い焦がれる

中共から迫害を受ける時

あなたはいつも私たちと一緒だった

あなたの言葉は時に適って

私たちを導いてくれる

あなたの言葉の権威と力を味わった私たちは

もう臆病になったり怖がったりしない

苦しみの中で堂々と力強く立ち上がり

あなたを証ししてあなたの栄光を讃える

ああ神よ　ああ神よ

我らが最愛の全能神よ

あなたの言葉は

敵サタンを打ち負かすよう私たちを導く

苦難と試練の中で　あなたの愛を感じ

心があなたに近づいていく

あなたの聖さと義

あなたの全能と知恵を見た私たちは

永遠にあなたを賛美する



4

ああ神よ　ああ神よ

私たちはあなたに想い焦がれる

あなたは長い間　働きながら

私たちの傍らで共に生きている

笑い声と歓声にあふれた美しい思い出が残っている

あなたの真の愛を忘れることなどできない

ずっと前から　私たちの心は

あなたへの愛で満たされている

永遠にあなたに忠実であり続けると決意した

ああ神よ　ああ神よ

我らが最愛の全能神よ

あなたの忠告を心に留め

あなたの言葉を実践する

献身的に本分を尽くし

あなたを証しして賛美する

この地で永遠に　あなたに従って崇拝していく

常にあなたと密接に結びついた私たちは

決してあなたから離れられない


142 常に神の愛を心に

1

あなたは肉となって働き

苦痛と屈辱を受けられた

世の人に中傷され、嘲りを受け

宗教界に咎められ、罪を着せられ

赤い竜に追われ

この時代から蔑みを受けられた

あなたが静かに耐え  真理を表し

全てを行われるのは人を救うためだ

無辜なのに咎めと反抗に耐え

聖いのに罪人を救うため共におられる

あなたは惜しげなく真理といのちを与える

御言葉を飲み食いし私達は真理を知る

世の腐敗と悪の根源を知り

真理の大切さを理解し

苦しみながら真理を得る

終わりの日の救いはあなたの恵み

神よ、心から愛しています

あなたの愛を永遠に心に留めます



2

あなたは諸教会の間を歩まれ

人と生活される

私達の反逆に傷つき、悲しみ

この幼い背丈のため夜も眠れない

早く救うため全てを語り一心に働かれる

御言葉は耳に厳しく聞こえるかもしれないが

自分がどういう人になったか分かる

裁きと試練は人の堕落を清める

あなたの裁きは祝福、そして愛だ

御言葉の裁きと刑罰を通し

私達は真理とあなたの義と聖さを知る

古い性質は変わり

あなたの愛を感じる

ああ神よ、あなたはとても麗しい

そのいのちの言葉は永遠に心に残る

私達はあなたの要求を覚え

神の国の福音を証しし

本分を尽くし

素晴らしく大いなる証をするだろう

神よ、心から愛しています

あなたの愛を永遠に心に留めます


143 ああ神よ　私の心は永遠にあなたを慕う

1

あなたは人類を救うために真理を表した

これはあなたの大いなる愛である

あなたの言葉は全て真理であり　私の心を征服した

私はサタンにひどく堕落させられている

それでもあなたは私を見捨てず

救いをもたらすために最善を尽くす

私は時に失敗して倒れ　時に弱いけれども

あなたはいつも私を潤して養い

しっかり立つたための強さを与えてくれる

あなたの言葉は私を人生の光の道へと導く

あなたに従い

私の心は平安と喜びに満たされる

全能神よ　私の心は永遠にあなたを慕う



2

あなたは私を塵の中から引き揚げ

本分を尽くすように私を高く上げて下さった

でも　私はその機会を大切にせず

素振りだけを見せて　何度もあなたをだました

あなたは言葉によって私を裁いて露わにし

反省し己を知るようにされた

あなたの言葉は私の心を貫き

私はそれを完全に受け入れた

あなたの善意を理解し　後悔の念に満たされる

あなたの前にひれ伏し

進んであなたの裁きと清めを受け入れる

あなたの裁きを受けて あなたの愛を味わった

全能神よ 私の心は永遠にあなたを慕う



3

あなたは人類を救うため

あらゆる苦難に耐えてきた

私たちと共に嵐を乗り越えてきた

私が逮捕され迫害された時

あなたの言葉が私を導いた

あなたは私と苦難を共にし

あなたの言葉が私の魂を慰めた

あなたの言葉の中には権威と力が見え、

私はあなたを賛美します

あなたが私たちと共に苦しむこと

それはさらに大きなあなたの愛の表現である

患難や迫害の中で

あなたへの私の愛はさらに強まっていく

あなたのために証しし

サタンに屈辱を与えることを誓う

全能神よ　私の心は永遠にあなたを慕う



4

あなたの言葉は私に新しいいのちをもたらし

人生をやり直させてくれる

あなたの裁きが私を清め

堕落した性質を変えてくれる

あなたの愛と言葉は

私の心に深く根付いている

目の前の道がどんなに険しくても

あなたが真理でありいのちであることを知る私は

最後まであなたに従い抜くと決意する

いつどこであろうとも　私はあなたの御業を証しする

あなたを愛し証しできることは最大の栄誉

全能神よ　私の心は永遠にあなたを慕う


144 私の心からの願いは神を愛すること

1

広い世に生きながら、真理が何かを知らなかった

全能神の言葉を読んで初めて、いのちの意義を見出した

真の光が世に現れた。キリストは真理、道、いのち

御言葉の潤しと養いを受け、私は永遠のいのちの道を見出した

御言葉を実践し、経験し、ゆっくりと私のいのちが成長する

真理を貴び、神の言葉を貴ぶ

キリストは実際の神。私は賛美と感謝を捧げる

神を愛することが私の心からの願い。ハレルヤ



2

人の深い堕落の真相と根源を、神の言葉は露わにする

人は傲慢、自分勝手、不実で、良心と理知に欠ける

キリストの御座の前で裁きを受けて、私は神の義と威厳に満ちた性質を味わった

神への畏れと愛を身につけ、真に御前に従う

塵から来た私は、貧しく哀れで、何も持ってない

御言葉に清められ、今や人間らしく生きられる

キリストは実際の神、人の愛に値する

神を愛することが私の心からの願い。ハレルヤ



3

キリストはすべての真理を表し、私には人生の光が見える

御言葉の裁きと清めを受けて、性質が変わった

神が真理をいのちとして授けてくださり、私は神に相応しい者になれる

御言葉はすべて真理であり、私の心の中に根づいている

御言葉を実践して経験し、真理がいのちであり、実に貴いことをついに知る

私を変えて、新たないのちを与えたのは神の言葉

キリストは実際の神、私の願いは神を永久に愛すること

神を愛することが私の心からの願い。ハレルヤ


145 風雨の中をあなたと共に進む

1

ああ神よ、私はあなたに心を捧げた。 実際の神、あなたは実に愛らしい

あなたは肉となり自らを低くして、私たちの間を歩んでいる

人類を救うため、真理を表し、根気よく私たちを養い、育て、潤す

静かに拒絶と中傷に堪え、どんなときも人に手本を示す

あなたの導きで、私の心は満たされる。あなたの言葉は前途を照らす

私はしっかりあなたの歩みについてゆく。風雨の中もあなたと共に進もう



2

ああ神よ、私はあなたに心を捧げた。 実際の神、あなたは実に愛らしい

あなたの裁きと刑罰はあなたの愛のすべてを明らかにする

私たちはあなたに清められ、変えられ、新たな人となる

あなたの義と聖さはとても美しく、あなたは私の心を虜にする

あなたの言葉が私たちを完全にした。私たちはあなたと心を一つにし、あなたに親しくなる。

私はしっかりあなたの歩みについてゆく。風雨の中もあなたと共に進もう



3

ああ神よ、私はあなたに心を捧げた。 実際の神、あなたは実に愛らしい

私たちは大きな苦難と迫害に遭ってきたが、愛を伴なうあなたの言葉が私たちを導く

私たちが苦難の中で信仰と強さを持ち、あなたを証しするように

私たちは永久にあなたを愛し、あなたの愛に報い、真理を広め、あなたを証する

長年ともにいて、愛し合い、私たちの愛は強風と大雨の中で深まった

私はしっかりあなたの歩みについてゆく。風雨の中もあなたと共に進もう


146 風と雨の中も共にいて、死に至るとも忠心を尽くす

1

あなたは肉に隠れ、天から地に来られ

人の間で働き、幾年の嵐をものともせず

険しい道をたどりつつ、新たな時代を開いた

全人類を裁いて徹底的に救うため、真理を表した

長年、苦難に耐え、人に拒まれる苦痛に遭った

謙って隠れ、今日まで耐えてきた



2

私は裁きの痛みを受け、心の中の苦悶は大きい

懲らしめられ、鍛えられ、生死の境をさまよう

あなたの思いやりを思い出し、一層あなたを慕う

過去を振り返ると、心は後悔に満たされる

多くの試練と精錬を経て、あなたへの愛はより純粋になった　

風と雨の中もあなたとともにいて、死に至るとも忠心を尽くす



3

あなたは憐れみを示し、私の弱さに同情される

怒りを示し、私の反抗を呪う

あなたの憐れみは広く、怒りは深い

私はあなたの威厳を目にし、あなたの知恵を味わう

多くの刈り込みと取り扱いを経て、私のあなたへの愛はより純粋になった

風と雨の中もあなたとともにいて、死に至るとも忠心を尽くす



4

あなたは語り、働き、勝利者たちの一群を作る

つらい精錬はすべてあなたが定めた

私はあなたの働きを味わい、あなたの優しさを感じた

苦さと甘さを思い起こし、悲しみと喜びが何度も入れ替わる

多くの裁きと刑罰を経て、私のあなたへの愛はより純粋になった

風と雨の中もあなたとともにいて、死に至るとも忠心を尽くす



5

あなたの御心のために身らを犠牲にすることが私の望み

試練を前にして、私の決意は固まる

あなたへの愛は深まるばかりで、苦痛の中に甘美さを見出す

あなたの言葉がともにあり、私の生活は光に満ちる

何度も打たれ、砕かれた末、あなたへの愛はより純粋になった

風と雨の中もあなたとともにいて、死に至るとも忠心を尽くす



6

私は大きな重荷を担い、もうこれ以上遅らせたくない

背丈は小さいけれど、あなたの愛を受ける

あなたの委託を成し遂げ、このいのちを完全にしてもらう

あなたの御心を果たし、真の人間らしく生きよう

長年の風と雨、人生の道は波乱万丈

苦み、喜び、死、どんなときも不満はない

長年の風と雨の中、あなたの愛が共にあり、私は前進する

あなたに忠心を尽くし、死んでも悔いはない


147 心のふれあいの歌

1

ここにいる一人は肉に宿る神

彼が言うこと為すことその全てが真理

彼の知恵と義  その全てを愛する

神に会い、神を持ち

私はほんとうに幸いだ

神の心と愛が私を勝ち取った

もう探さず駆け足で神についてゆく

私は神を愛する

苦しんでも心は甘美だ

もう私の愛する神を失えない



2

心を神に捧げ私は幸せだ

全身全霊神のため生きるのが人生

神を愛し仕えるのは最高の名誉

望むものは他に何もなく

それだけで充分だ

神の心・思い・心配を思いやる

神が喜び満足することを願う

神の家で仕える  自分の使命を果たして

神を笑顔で迎え、記念を捧げる

神の心と愛が私を勝ち取った

もう探さず駆け足で神についてゆく

私は神を愛する  苦しみを受けても心は甘美だ

神を我がものとし  神のために生き

永遠に神を愛する


148 神を愛する時代に入る

1

受肉した神、人の子がいる

愛で何百万の人の心を覚ます

神の民全ての最愛の方

彼を真に愛したいと思わぬのは誰か？



2

彼は天国への道を人のため整え

キリストの御国が地にやって来た

皆、終わりの日のキリストを礼拝するために来る

全能神の愛に我々は皆喜ぶ

神は語り、人を導く

御言葉によって、人を清める

もう悲しみも涙もない

人は神の国の時代に入る

神を愛する時代へ



3

真理を得たいなら、御言葉を読み

心から神を愛し、真心と全てを捧げ

しっかりと本分を尽くせ

これら全て、神を満足させるためにせよ

神は語り、人を導く

御言葉によって、人を清める

もう悲しみも涙もない

人は神の国の時代に入る

神を愛する時代へ

神を愛するため

御心を思い 完全に献身するべきだ

真理の現実性と真の人間らしさを生きれば

神の愛と祝福を受けれる

神は語り、人を導く

御言葉によって、人を清める

もう悲しみも涙もない

人は神の国の時代に入る

神を愛する時代へ


149 あなたが私の前に現われる時　あなたの笑顔を歓迎します

1

聞き覚えのある声が　時折私を呼ぶ

霊を呼び覚まし　長い闇から目覚めさせる

霧の中にあなたの笑顔を見る

神の御顔を見るなど　夢にも思わなかった

私は何の栄誉もない堕落した人間　

だが最も栄光と威厳に満ちた王が私の方へ来られる

あなたの言葉は私を引き寄せ　心は喜びに酔いしれる

日々あなたの前に生きることは甘美さと至福



2

御前に静まり　御言葉を聞く

あなたの言葉は暖かく力強い

あなたの裁きと刑罰にある愛が私の心を目覚めさせた

御言葉は真理でとても貴いのが分かる

あなたの愛は真摯で　美しく

私の心を満たし　私の愛を呼び起こす

あなたには愛すべきものが多く　どれも私の心に刻まれている

この心と愛を捧げることが私の願い



3

愛しい方　あなたは今どこにいるのです

あなたの愛に焦がれ　眠れぬ夜は長い

私を愛しているのなら　なぜ姿を隠されるのです

あなたの顔を見られないと私は心もとない

苦難と試練の中　私はあなたを呼び求め　仰ぐ

あなたの言葉が私を導くと　まるで御顔を見ているよう

心を尽くしてあなたを愛し　あなたの歩みに遅れずついてゆくと　私の信仰は強まる

あなたの言葉に生きると平安があり　心安らぐ

あなたの言葉は真理　私の心をとりこにする

あなたの言葉によって生きることは至福

あなたを愛し　証しし　生涯あなたに従う

私の証しを終え　あなたが私の前に現われる時あなたの笑顔を歓迎します


150 全能神よ  私の心は貴方のもの

1

最も甘美で  霊を養うのは誰の言葉？

最も美しく  心を虜にするのは誰の愛？

最も素晴らしく  人の腐敗を清めるのは誰の業？

救いを与え  私を神の御座に連れていくのは誰？

人を救うため真理を表すのは誰？

再び私に光を見せるのは？

最も愛すべき人とは誰のこと？

私がいつも思いを寄せるのは誰なの？

全能神  私の愛する方

貴方は私の心の中に

全能神  私の愛する方

私の心は貴方のもの



2

貴方は六千年  人を経営してきたが

今  人を得るためまた肉となった

貴方は全ての人を天から見て

人のひどい悪に深く溜息をつく

あなたは人の間を歩み  人と交わり

この世の苦難を経験している

貴方は語り  働き  心血を捧げ

貴方を真に愛する人を完全にする

全能神  私の愛する方

貴方は私の心の中に

全能神  私の愛する方

私の心は貴方のもの



3

人は神への信仰から何を得るべきか？

それは神についての認識と真理

最も耐えるに値する苦難は？

それは人の性質を変えてしまう苦難

どの道が成功をもたらすか？

それは神を愛するペテロの道

神への真の愛とは？

それは心から神を思いやること

神は人が神に変えられ

神のものとなることを望んでいる

私は神を満足させ

神の心をなだめるよう尽くす

全能神  私の愛する方

貴方は私の心の中に

全能神  私の愛する方

私の心は貴方のもの


151 シオンに集う

1

全能なる真の神は東方の地に現れた

全ての人々が

ひざまずいて神を礼拝し

全ての声が讃美を歌う

宇宙は新たにされ

全地は神への讃美と

神の義で一杯に満たされる

それは神の天地であるからだ

あぁ、シオンよ、シオンよ

神が住まう、美しい幸せの場所

共に集うことは何と喜ばしいことか！

家族として無限の喜びを楽しみなさい



2

神の御顔は春のように明るく微笑む

神の日が来たのだ

白雲はみな迎える

勝利して戻られる神を

神の心は喜びに満ち

安らぎ、深く感動している

神は住まいに戻られ

また家族の温かさを味わわれる

あぁ、シオンよ、シオンよ

神が住まう、美しい幸せの場所

共に集うことは何と喜ばしいことか！

家族として無限の喜びを楽しみなさい



3

神の栄光が現れ、輝き

山は喜び  海や川は笑う

太陽や月、そして星々は並んで神を迎える

六千年の計画は遂げられ

神は勝利のうちに戻られた

私たちは歓呼し喜び跳ねる

神は全地を治め支配される

あぁ、シオンよ、シオンよ

神が住まう、美しい幸せの場所

共に集うことは何と喜ばしいことか！

家族として無限の喜びを楽しみなさい


152 甘美なる愛の歌

1

私の心の奥深くあなたの愛が宿っている

何と甘美なることか！私はあなたに近づく

あなたのことを思いやるのは私の心に何と甘美なことか

心を尽くしてあなたに仕え

私の心を導くのはあなたの愛

私はあなたの愛の足跡をたどる　

私はあなたの眼差しを追って従う

あなたの愛は心に喜びを伝える

あなたの愛は心に喜びを伝える

今、私は別世界に生きている

私と共にいるのは、唯一あなただけ

あなたは私を愛し、私はあなたを愛する

私を悩ます嘆き悲しみはもうない

私を悩ます嘆き悲しみはもうない

つらかった思い出は過ぎ去る　

つらかった思い出は過ぎ去る



2

愛の中で私はあなたを追い慕い、あなたから離れない

幸せがあなたと私を満たす

あなたの御心をはっきり知り、ひたすら、あなたに従う

あなたに背きたくない

私は今にもまして神の御前で生きて行きたい

私はもう二度とあなたから離れない

あなたの御言葉を思いめぐらし、味わい

あなたの持つものと、あなたそのものを愛します

あなたの持つものと、あなたそのものを愛します

あなたが私のいのちとなることを望む

私はあなたに私の心を取らせる

あー、あなたを愛しています。愛しています

あなたの愛に征服されてしまいました

だから、あなたの心を満足させるために

完全にされた私は幸せだ　（倒装语序）

ハレルヤ！　ハレルヤ！　神をたたえよ！

ハレルヤ！　ハレルヤ！　神をたたえよ！

ハレルヤ！　ハレルヤ！　神をたたえよ！

ハレルヤ！　ハレルヤ！　神をたたえよ！


153 神に救われる我らの喜び

歌い踊り喜びに満ちている！



1

自分を奮い立たせ

真理を求め

もう消極的ではなく

心と霊には自由があり

リズムにのって心を開く

手を取り 心を寄せ合って

我らの喜びを感じてほしい

もうあなたを悲しませたくない

心を開き 両手を上げて踊る

歌い踊り喜びに満ちている！

あなたの救いを受け入れ

我らの心を捧げる

声高く賛美し

喜びに満ちて踊る



2

何が心を動かし

なぜ涙を流すのか

裁きが我らを清め

それが涙と感動をもたらす両手を広げ

希望を歓迎する

あなたを愛し あなたの為に生きたい

悲しみは去った

あなたは憐み 愛の種を蒔き

塵と泥から人々は美しい実となる

堕落した人は厚意を受け

救われて喜び感じる

歌い踊り喜びに満ちている！

あなたの救いを受け入れ

我らの心を捧げる

声高く賛美し

喜びに満ちて踊る



3

全能神よ！あなたは我らを愛する

試練は苦痛をもたらすが

あなたの愛と共に最後まで従う

命ある限り尽くす

真理を実践し 忠実に従い

あなたの為にこの一生を生き

あなたを悩ませたくはない

あなたの為に素晴らしい歌を歌い喜び踊る

歌い踊り喜びに満ちている！

あなたの救いを受け入れ

我らの心を捧げる

声高く賛美し

喜びに満ちて踊る

歌い踊り喜びに満ちている！


155 すべての国々があなたの光のもとへ来る

1

あなたは大きく腕を広げて下さり

呻く人類を優しく抱かれる

力と思いやりの腕を差し伸べ

瞳は微笑み、明るく輝く

私たちはあなたの愛と憐れみに抱かれ

栄光の御顔は再び現れる

長らく堕落したこの世界に

今あなたの光が届いた

この世は邪悪で堕落しており

救い主の再来を求めて泣き叫ぶ

あなたは全人類に希望を与え

待ち続けた二千年の時に終止符を打たれる



2

あなたは大きく腕を広げて下さり

呻く人類を優しく抱かれる

力と思いやりの腕を差し伸べ

瞳は微笑み、明るく輝く

この世は邪悪で堕落しており

救い主の再来を求めて泣き叫ぶ

あなたは全人類に希望を与え

待ち続けた二千年の時に終止符を打たれる

すべての国々があなたの光のもとへ来る

邪悪な者の支配と闇から解かれ

私たちはより自由になり、叫ぶ

「聖なる御名が永遠に讃えられますように！」


156 神に対する私の愛は決して変わらない

1

神は卑しい肉となって辛抱強く働かれるが

人の愛は得にくい

一体誰に分かるだろう

生涯苦しみ風雨の中を彷徨われる神の苦しみが

神は多くの言葉を語られ

心が張り裂けるほど案じ

何十年も人を救うため尽力された

どんな大きな試練や患難があっても

神を愛することは最も意義がある

御言葉は私の心を征服した

神に従う決意は揺らがない

御言葉に清められ

神への私の愛は決して変わらない



2

御言葉を通し私は真理を理解し

人としてどうあるべきか知る

御言葉によって私はあらゆることを見抜いてきた

神の真理は最も貴重で

値をつけることなどできない

私はいつ神の心と愛を理解し

少しでも慰められるようになるのか？

どんな大きな試練や患難があっても

神を愛することは最も意義がある

御言葉は私の心を征服した

神に従う決意は揺らがない

御言葉に清められ

神への私の愛は決して変わらない



3

私は心の全てを捧げ

神の愛に報い

息ある限り忠誠を誓う

私は忠実に本分を尽くし

神を証しし、栄光を讃えるため

最後の苦痛にも耐えよう

どんな大きな試練や患難があっても

神を愛することは最も意義がある

御言葉は私の心を征服した

神に従う決意は揺らがない

御言葉に清められ

神への私の愛は決して変わらない


157 そうした人々の一群がある

1

我らはさいわいにも神の声を聞き、天国の祝宴の席につく

神の言葉を飲み食いし、真理について交わり、教会生活は比類なく楽しい

真理を悟り、自由になり、歌い踊り、心を尽くして神を賛美する

天の聖なる都がこの世に降りて来て、我らは幸福のゆりかごの中で生きる



2

警察のサイレンが遠くで鳴り、赤い大きな竜の兵たちが戸を突き破る

銃声が鳴り、全員に「止まれ」と指示するが、我らは皆四方に必死に逃げる

後でいつものように集い、御言葉を飲み食いし、臆病者は恐れに肝をつぶす

神を真に欲する者は危険の中でも前進し、この狭い道をあえて歩む者がいる



3

効力者たちの試練により、我らは心を砕かれ、精錬により、涙が川のように流れる

最後まで効力するという忠心の誓いを立て、絶望を通して神の手を見る

我らが進んで効力するとき、神は我らを神の民に変える。たとえ死を求められても、神のためにはどんなこともする

神への愛というこの暖かい流れの中、我らは皆、神を真に愛すると決意する



4

御言葉の一つひとつが雨のように注がれ、我らを裁き、鋭い剣のように心を突き刺す

我らは皆、地上で征服され、ひれ伏し、言葉にできない苦痛の中で生きる

我らは青ざめ、恥を知る。堕落の真相がすっかり明かされた

真理を悟り、自らを知り、不満なく神の指揮をすべて受け入れる



5

我らは試練と患難を経験し、救いを得て、神の言葉に征服され、神の民となった

より実践的な、真の信仰を持ち、神の全能と知恵を賛美する

全能神の言葉はすべて真理。彼は実践的な神の受肉。

私は真の道を離れることはできない。効力者は私の良き友となった



6

私は新たな人となる決意を固めた。良心と理知が人らしさのしるし

悪を行う者は暴かれ、取り除かれ、真理を行う者は神に認められる

試練と患難は勝利者たちの一群を作り、我らは最後までキリストに従うと固く決意した

我らは真理を追い求め、皆美しい証しを持ち、誠実な者は神の祝福を得る


158 誰が神様の心を思いやるのか？

1

暗闇が大地を覆い、悪魔たちはどう猛だ。

神様が現れ、働き、人に追われ罪に定められる。

神様は真理を表すが、その時代に拒絶される。

枕するところもなく、ひどい屈辱を受けた。

宗教の敵対勢力が神様を裁き中傷する。

イエス様の逆境は今日再現される。

神様を知らずに、彼らは再び十字架にかける。

彼らは残虐で、邪悪で、イエス様の時代よりもひどい。

神様はすばらしい働きをしているが、誰も理解しない。

神様の心はとても悲しんでいる。誰が神様の心を思いやるのか？

人間はとても反抗的だ。天災が来ようとしている。

神の御言葉はすべて成就し、サタンは滅びるだろう。



2

信じる者は多いが、神様を知る者はほとんどいない。

私たちはどこへでも行くが、証しをすることは難しい。

神様の現れを証しすることは災難が伴なう。

人の家から追い出され、ナイフや棒で私たちは追われる。

涙が私たちの目からあふれ、私たちの心は悲しみで張り裂ける。

十字架の道は険しく、血と涙が混じる。

偶像は溢れ、悪しきしもべは他の人たちを傷つける。

その人たちは神を信じていると言いながら、偽の牧者に従う。

神様はすばらしい働きをしているが、誰も理解しない。

神様の心はとても悲しんでいる。誰が神様の心を思いやるのか？

人間はとても反抗的だ。天災が来ようとしている。

神の御言葉はすべて成就し、サタンは滅びるだろう。

だから、神様を愛する者たちはどこに？求める者はどこにいるの？

神様は呼び、ドアをノックするが、ドアは固く閉じられている。

神様は、人を救うために血と汗と涙を流した。

神様は何年も働き、愛を人の間に広めてきた。

神様はすばらしい働きをしているが、誰も理解しない。

神様の心はとても悲しんでいる。誰が神様の心を思いやるのか？

人間はとても反抗的だ。天災が来ようとしている。

神の御言葉はすべて成就し、サタンは滅びるだろう。


161 クリスチャンの心の中の言葉

1

中国で神を信じて神を証しすることはなぜこんなにも困難なのか

なぜ中共は神とクリスチャンにこれほど極度の憎しみを抱くのか

憲法が信仰の自由を規定しているのに、なぜ中共はクリスチャンを迫害し、捕らえるのだ

実に多くの兄弟姉妹が警察の追跡と監視に遭い

多くが投獄され、死ぬまで拷問され

多くが故郷を去ることを強いられた

神への信仰は明らかに正しい人生の道だが、誹謗と中傷を受けている

天国が降臨し、クリスチャンは悔い改めを実践するが、捕らわれ、迫害される

二、三人が神への信仰を語れば、違法な集会を開いていると断罪される（～と罪に定められる）

集まって御言葉を読むと、公の秩序を乱したと非難される

監視カメラがどの通りにも巷にもあり、私服警官やスパイがいたるところに潜み

神を信じる者はわずかな不注意で逮捕されて投獄される恐れがある

いつになったら私たちは心配せずに集まって御言葉を読めるのだろう。私の心は泣いている

神を信じ、キリストにつき従い、証しすることは正しいことだ

私はクリスチャンであり、自由の世界を待ち焦がれる



2

中共は神に容赦ない敵意を見せ、家庭教会を取り締まり

ネットのメディアを駆使してキリスト教徒を中傷し

警察を動員して狂ったようにクリスチャンを追い回し

その網を広く張り巡らす。クリスチャンを密告、監視するように大衆に促し

あの手この手でキリストを追い、キリストが根絶されるまで満足しない

教会を包囲し、クリスチャンに居場所を与えない

私たちが神を信じてキリストに付き従うことには、なにも不条理なことも違法なこともない。

中共はなぜクリスチャンを迫害し、生きる権利を奪うのだ

キリストが人類を救うために真理を表されるのをなぜ罪に定め、弾圧するのだ

なぜ人々が真理を探求し、キリストに従い、人生の正しい道を歩むのを止めるのだ

救い主が人のもとに到来（降臨）したと説いて証しすることをなぜ禁じるのだ

これを国の政府と呼ぶのか。法と天の原則はどこにあるのだ

人権はどこにあり、自由はどこにあるのだ

中国は悪魔の牢獄だ

神を信じ、キリストにつき従い、証しすることは正しいことだ

私はクリスチャンであり、人生の道を選ぶことは私の権利だ


162 光の道へ向かって走る

1

世の惨めさを見よ。サタンがこれほど無残に人類を堕落させた

苦痛と暗闇の中で手探りし、もがく人類。どうしたら明るい人生の道を見出せるのだろう

幸い、全能神が真理を表した。私はその声を聞き、御前に立ち返った

終わりの日のキリストの現れと働きを証するが、中国政府の追跡と迫害に遭う

しばしば暗い夜に祈り、神の言葉が信仰と強さを与えてくれる

人類を救うため、神は大きな屈辱に耐える。キリストとともに苦しむのは実に名誉なこと

神の発する言葉を聞けて私は幸いだ。真理を得ずに神を信じることは実に残念なこと

この先どれほどの危険と困難があっても、すべてを捧げ、最後までキリストについて行く



2

中国の暗くて恐ろしい牢獄で、私は拷問を受け、生死をさまよった

絶望の中、御言葉が私に慰めと励ましを与えてくれた

神の愛を感じ、涙が溢れた

神の絶え間ない配慮と加護を見て、御言葉の権威と力を知った

悪魔の牢獄は地獄のようで、私は苦痛の中にあったが、もっと神に近づいた

迫害、苦難、試練を通して、やっと中共のサタンのような素顔を見た

魔王は権力を握り、嘘をつき、だまし、人を堕落へと誘う

終わりの日のキリストが現れて働き、人類に光と真理をもたらした

心と霊のある者は真理と正義を選ばねばならない。たとえ自分の命を棄てることになっても

キリストは真理、道、いのちであると固く信じて、私は光の道へ向かって走る


163 歴代の聖徒達は復活する

歴代の聖徒達は復活する

歴代の聖徒達は復活する



1

我らは歴代の聖徒達が

耐えたあらゆる苦難や投獄を考えると

涙が流れる

彼らは踏みにじられ  中傷され

迫害され  悩まされ

苦痛と屈辱と多くの鞭を受けた

彼らは石打ちにされ  殺され

打ちのめされ  拷問を受け

長年闇の中で過ごし

日の目を見ることがなかった

我らは神の救いを得て

死から甦った

全能神に救われ

我らは再び生まれた



2

義の太陽が東から昇って

宇宙の果てまで照らし

全てを変化させ

新たな雰囲気が広がる

幸福の地で喜びに溢れ

新鮮な香りが満ちて

心に流れ込み

第三の天にいるようだ

我らは神の優しさと暖かさを味わい

心は常に神のもので

神は我らの心の王である

我らは神の救いを得て

死から甦った

全能神に救われ

我らは再び生まれた



3

終わりの日のキリストは真理を表し

永遠の命への道をもたらした

神の言葉は我らを裁き

精錬し  清め  変えてくれる

我らは多くの試練と精錬に苦しみ

苦痛の中に甘美さを見出した

神の言葉はいのちであり

我らは新たないのちを生きる

神によって清められ

サタンの堕落から解放され

我らの心はずっと自由になった

自由になった！

我らは神の救いを得て

死から甦った

全能神に救われ

我らは再び生まれた


164 患難を通して神への愛が強まる

1

悪魔的な中共の牢屋に入れられた私は　

残忍凶悪な警察の顔を目の当たりにした

残虐な拷問に耐えられるか分からず　怯え弱気になった

教会生活を送り本分を尽くせる日が再び訪れるかどうか分からなかった

また兄弟姉妹たちと一緒に働き　

神に仕えて証しできるかどうか分からなかった

サタンの罠からの救いを求めて　この心は切に神を呼び求めた

サタンは残忍凶悪だが　私の運命は神の手の中にあった

真理を理解して神への信仰を見つけた私は　

もう彼らの残虐な拷問を恐れなかった

死のうと生きようと　私は神の采配に従い　

命を失う危険を冒しても　神のために力強く証ししていく



2

悪魔的な中共は残忍で忌まわしく　飴と鞭を使って　私に神を裏切らせようとする

全身に電流が流された時　私はすぐに窒息してしまうだろうと感じた

指に針が刺された時　鋭い痛みに　生きているより死んだ方がましだと思えた

その苦痛の中で神の言葉は　全てに立ち向かう信仰と強さと勇気を与えてくれた

以前の神への愛がいかに誠実でなかったか　私は多くの後悔と共に思い知った

その時　私は神に心を捧げることだけを願った

神が私を受け入れてくれるなら　この心は軽くなり安らぐはず

中共にどんな拷問を受けようとも　私は神を愛し　証しするだろう

私に明日があれば　必ず全力で真理を追求し　さらに深く神を愛するだろう



3

瀕死の状態になるまで悪魔どもが私を傷つけたが　

神は最悪の危害から密かに私を守ってくれた

患難は私の心を神に近づけた 神がそばにいれば　苦みも甘みに変わった

窮地の中で神と対面し　清められて救われた

中共の残虐な拷問を受けた私は　サタンの醜い顔をはっきりと見た

正義と悪を見分けられるようになり　神だけが愛であることをさらに理解した

今では赤い大きな竜をさらに憎んでいる　

屈服するくらいなら死を選ぶだろう 鉄の意志で神に付き随う

天国への道はつらく険しく　誘惑と危険に満ちている

私は神の言葉に導かれて　ずっと神に寄り添い、

神への愛が決して変わらないことを願う


165 誠実な人になろうと志す

以前、主に対する私の信仰はただ、深遠な聖書の理論を理解したいがためだった。

私たちに誠実な人であれという主の要求を実践したり始めたりしようとは、気にもとめなかった。

神を欺いたり神に抵抗したりするようなことをしたが、それでも私は麻痺して無感覚だった。

たびたび祈り讃美するのはただ祝福を引き出したいがためだった。

神を愛すると誓ったのに、試練が降りかかると誤解し不平を言った。

主のために頑張って働いたのは、冠や見返りを得るためだけだった。

謙虚で忍耐強いふりをしたが、私の心は傲慢と欺瞞に満ちていた。

聖書の知識をたくさん理解していたが、私はまだ罪に縛られていた。

私はパリサイ人の道を歩きながら天国に引き上げられることを猛烈に願っていた。

今になって、私は神の言葉による裁きと刑罰を受けて初めて自分の過ちに気づいた。

自分の不正と欺瞞を、自分には人間性の欠片もないことを、はっきりと知った。

私は理論にばかり気を取られ、真理を実践せず、我が道を行った。

神の裁きと清めにより、私は正直な人の似姿を生きられる。

神の言葉の一つ一つが真理であり、何より私にとって人間の在り方の土台なのだ。

真理に依って振る舞うのが尊厳のある人生であり、私の霊は落ち着き安らかになる。

神の本質は信実であり、神は誠実な者を好み嘘つきを嫌う。

誠実な者だけが真理を愛し、神に最も祝福されるのだ。

誠実な者は神を愛し神に従い、誠実な者だけが天国に入れるのだ。


166 神の美しさを我々が知りますように

1 私達全員が神の愛しさを認識し、心の深淵から神を愛し、神に対して抱いている愛を様々な立場から表現できるよう、神が私達を啓くように。神を真摯に愛する揺るぎない心を私達に授けるように。これが私の望みである。この穢れた地に住む我らは、赤い大きな竜にひどく迫害され、皆その犠牲者である。それゆえ赤い大きな竜に対する嫌悪を覚えるようになった。その竜は神に対する私達の愛を妨げ、将来の見通しに対して私達を強欲にさせる。その竜は私達をそそのかして好ましくない状態にし、神を拒否させる。私達が心から神の愛に報いることが出来なくなるまで私達を今日まで騙し、堕落させ、略奪してきたのは、赤い大きな竜である。私達の心には勢いがあるが、それに反して私達は無力である。

2 この穢れた地に住む我らは、赤い大きな竜にひどく迫害され、皆その犠牲者である。心の底から赤い竜を憎み、

神が竜を滅ぼすのを待つしかない。我らは神の意志を行うよう決心すべきだ。それこそが神を愛すること。それは我らの歩むべき道。これこそが我らの人生の送り方である。私の人生の目的は、神の旨を行うことで有意義で光に満ちた生涯を送ることだからである。これにより私は何も後悔せずに、満足して安らかに死ぬことが出来るであろう。私達全員が神の愛しさを認識し、心の深淵から神を愛し、神に対して抱いている愛を様々な立場から表現できるよう、神が私達を啓くように。神を真摯に愛する揺るぎない心を私達に授けるように。


167 神の愛があるから、恐れない

1

誰がクリスチャンを迫害し、捕らえ、拷問と苦痛を加え

私たちがキリストの足跡をたどるのを止めようという妄想を抱くのか

誰が私の体じゅうを殴打し傷付け、虫の息にし

必死に私の肉も信仰も消し去ろうとするのだ

そして誰が私を脅し、買収して兄弟姉妹を売り渡させようとし

私が神を裏切り、ユダになって神の救いを失うようにするのか

苦境の中、神の優しい御言葉が私の耳の中に響き

私の霊と肉の痛みを和らげてくれる

傍らに神を見る。いつも慰め、励ましてくださる神を

私の心はもう孤独ではない。証しに立つ信仰と強さがある



2

誰が密告者に私の居所を監視させ

私の個人の自由を制限し、私を事実上自宅監禁にするのか

誰が頻繁に私の家に来て、ただの訪問を装って、私の動きをすべて見張り

録音機をもって、私に「集会に行っているか。神の言葉を読んでいるか」と尋問するのか

そして誰のせいで私は、拷問の場面が何度も脳裏に再生され

恐怖で眠りから覚めるのか

中国は本当に悪魔の監獄だと私の心は叫ぶ

自由はなく、無理やり洗脳され、言論さえも彼らの支配下

信仰の自由など、中共が世界の目をごまかすための偽りに過ぎない

おおっぴら行なわれる殺戮で、中共の悪の本性が暴かれる

キリストが真理、道、いのちであると私は確信する

中共にどんな迫害を受けても、最後までキリストに付き随う決意がある

我が命さえ犠牲にすることも、私が立てるべき証し

この絶え間ない夜はいつまで続くかわからないが

神の愛に導かれ、御言葉に励まされているのだから、何も恐れない


168 悔いのない選択

サタンによるクリスチャンの逮捕と迫害がますます野蛮になるとき、

街が暗い恐怖に満ち、私がどこでも逃げられる所へ逃げるとき、

自由が陰気な牢獄に投げ込まれるとき、

私に伴なうのは長い苦痛の夜だけであるとき、

私の神への信仰は揺るがない。

私の主、私の神を決して裏切らない。

全能なる真の神、私の心はあなたのもの。

監禁は私の体しか支配できない。

あなたに付き随う私の歩みは止められない。

あなたに付き随う私の歩みは止められない。

つらい苦しみ、でこぼこの道、

あなたの言葉の導きがあり、私の心には恐れがない。

あなたの愛がともにあり、私の心は満たされる。

あなたの愛がともにあり、私の心は満たされる。

悪魔サタンの残酷な拷問が酷さを増すとき、

焼きつくような痛みが何度も私を襲うとき、

肉の苦痛が絶頂に達するとき、

最後に私の命も奪われようとするとき、

それでも私は赤い大きな竜に決して屈しない。

決してユダには、神への恥辱の印にはならない。

全能なる真の神、私は死に至るまであなたに忠実でいる。

サタンは私の肉体を苦しめ傷付けることはできるが、

あなたへの私の信仰と愛に触れることはできない。

あなたへの私の信仰と愛に触れることはできない。

生も死も永遠にあなたの支配下にある。

私はすべてを棄ててあなたを証しする。

あなたを証し、サタンに恥辱をもたらすためなら、死んでも悔いはない。

あなたを証し、サタンに恥辱をもたらすためなら、死んでも悔いはない。

今生でキリストに付き随い、神を愛することを追い求めるのは何と光栄だろう。

心と魂をもって、私は神に報いる。

神を証しするために、喜んで一切を投げ出す。

自分の全存在を神に捧げることは、

この生涯で決して悔いることのない選択だ。

この生涯で決して悔いることのない選択だ。

この生涯で決して悔いることのない選択だ。


170 いのちの証し

1

いつか私は神を証ししたことで迫害されるだろうが

私は知っている

それが義の為だということを

たとえこの命が瞬きほどのものでも

キリストに従い、証しできることを誇りに思う

御国の福音が広まるのを目にすることがなくても

心の底から願う

御国の実現を見られなくても

今日、サタンを辱めることができるから

私の心は、喜びと平安に満たされる

御言葉は世界中に広がり

人の間に光が現れた

キリストの国が興り、逆境の中で建て上げられる

暗闇は過ぎ去ろうとしている、義の夜明けだ

時間と現実は神への証しを携える



2

いつか私が殉教すれば

神への証しは出来ないが

多くの聖徒により

福音は炎のように広がる

険しい道をどこまで行けるか知らないが

神のために証しし、神を愛する心を捧げる



3

神の意志を為し

キリストの出現と業を証しすることを願う

キリストのことを証しするため

献身することは光栄なことだ

困難を恐れず、炉の中の純金のように

サタンの支配下に勝利し

兵士が生まれる

御言葉は世界中に広がり

人の間に光が現れた

キリストの国が興り、逆境の中で建て上げられる

暗闇は過ぎ去ろうとしている、義の夜明けだ

時間と現実は神への証しを携える


171 魂の呼びかけ

1

中共が支配する中国本土で暮らしながら、神を信じることはどんなに困難だろう

私たちは普通に集まれないばかりか、福音を広めると逮捕に遭う

いつになれば、私の家が我が家として、私たちが普通に集まり、

神に祈ることができる場所になるのだろう

いつになれば、逮捕を恐れずに福音を広め、神を証しすることができるのだろう

いつになれば、逃げることを止めて、両親、家族と共にいられるようになるのだろう

いつになれば、信仰の自由、人権、民主主義が嘘でなくなるのだろう

ああ、早く姉妹たちが監獄から解放されるように

ああ、殉教した兄弟たちに正義がもたらされるように

悪魔どもの支配するこの国は何と邪悪なのだろう。人生の光はどこにある

どんなに困難が大きくても、私はキリストに付き随い、力強く神を証しする



2

迫害と苦しみを通して、私は中共がサタンの権化であることを知る

それはキリストを追い、クリスチャンを迫害し殺める。 その悪意は際限がない

中共が権力を握っているかぎり、中国で信仰の自由はありえない

キリストに付き随い、真理といのちを追い求める私に、

どうして自分のいのちを案じることができよう

キリストの言葉はすべて真理であり、私の心に深く刻み込まれている

どんなに狂っていようと、中共は神の民を完全にするための奉仕をしている

神の民が成熟すればするほど、サタンは更に打ち負かされる。神の言葉は必ず成就される

神は神を証しする勝利者の一群をすでに作られた

最後の段階になって、どんなに苦難が大きくても、私は神を宣べ伝え、証しする

キリストが真理、道、いのちであることを認め、鋼の心で神に付き随う


172 使命を果たそう

1

私たちは地上に住み、人の生死、災害や運命は神が支配し、誰もそれを逃れられない

成功も失敗も、平凡も富も名声も、喜びも悲しみも全てむなしい

終わりの日のキリストが現れて働き、真理を授けて永遠のいのちをもたらす

神の言葉で潤された私たちは世を見透し、神に従い、人生の正しい道を歩む

神の言葉を体験し真理を理解することによってのみ、神を愛することが最も有意義であることが分かる。

神の愛を享受する私たちは、終わりの日の神の救いの言葉を広めることで神に報いるべき

神の御心を思いやり、使命をになう。神の言葉は私たちを導き、私たちは死に至るまで忠誠を尽くす

肌の色や国籍は違えども、神の愛は私たちを互いに結びつける（直訳・～を互いへの愛で結びつける）

兄弟姉妹が1つとなって働き、本分を尽くして神の心を満足させる

一致団結して、神の愛に報い創造主の御業を証しする

世界のどこにいても全力で使命を果たして神に尽くす



2

悪魔の地、中国には人権がない。キリストを証しをすることで迫害を受ける。

残酷な拷問や苦痛に打ちのめされ、悪魔の醜い真相を目にする

私たちは卑劣で残忍なサタンを見下し、キリストが権威をふるうのを心待ちにする

神の国への道は荒く険しいけれど、神の言葉を頼りに着実に前進する

嘲笑われても中傷されても、拒絶されても避けられても、神を慰められる限り私たちの心は満たされる

信仰に満たされ、神の愛を証しすることで、私たちの任務と使命は果たされる

私たちは世界各国から集まり、神の国の福音が全宇宙に広がっていく

全ての宗教が国境を越えて一つになり、神を愛する人々が神の御前に戻る

キリストを証しし、神の御名に栄光を帰して、神に感謝と賛美を捧げよう

不幸や苦難は全て過去のもの。義の曙が現われた

神を賛美し、終わりの日のキリストが王として君臨すると歌おう


173 私の決意は迫害によって強まる

1

サタンは権力を握り、天に対抗する。それは道義に反し、無法で神をも畏れない

キリストを憎み、真理を罪に定め、人民を残忍に弾圧し、全土が暗雲に覆われる

キリストに付き随っていのちを求めることは、危険と困難の多い、険しい道

いつになれば、安心して集まり御言葉について交わることができ、隠れずにすむのだろう

いつになれば、スパイや私服警官から身を守らなくても本分を尽くせるのだろう

いつになれば、福音を説いて神を証しても、逮捕と投獄に遭わなくなるのだろう

いつになれば、追われている兄弟姉妹は逃亡生活をしなくてもよくなるのだろう

私は何度もそのような憤りを感じ、叫ばずにいられない

なぜサタンは私たちから信じる自由を奪い、クリスチャンを一掃しようとするのか

なぜ事実を覆い隠して、世の人々を惑わし、欺くのだ

苦痛の中、私は神に願い、神を仰ぐ。信仰と強さを与えてくださいと。

迫害と患難がどんなに大きくても、決してサタンに屈しない



2

投獄、拷問、責苦を通して、神の言葉に導かれ、私の心はもう恐れない

真理を理解し、悪魔の醜い素顔を見透し、赤い大きな竜を更に憎む

苦痛に見舞われても、私の信仰は強まる。

何を愛し、何を憎むべきかを知り、神の愛しさを更に感じる

拷問と責苦に耐えられなくなっても、神の言葉が私の信仰を堅固にする

命が危険にあるとき、神がひそかに危害から守ってくださる

サタンの試みに囲まれたとき、御言葉が勇気と知恵を与えてくれる

神が傍にいてくださるから、もう絶え間なく長い夜も孤独に感じない

ああ神よ、御言葉がこれまで私を導き、守ってくださった

大いなる権威と超越的な力のある御言葉を私は体験した

患難の中であなたの臨在を感じる。肉が苦しんでも、心はこんなに甘美さを感じる

神と共に苦しめるのは光栄だ。サタンとの決戦を最後まで命をかけて戦おう

私は力強い証しで、神に栄光を帰し、神を証しする決意を堅める。


174 しっかり神につき従う

1

夜は深く、静か。外では犬が吼え、サイレンが鳴る

私の心は恐れる。いつでも逮捕され、投獄されかねない

家から逃げるが、どこに避難できるか見当もつかない

人権を奪われ、大変な迫害と患難に苦しむ

この悪魔どもの要塞ではサタンが力を握る。実に暗い場所だ

光と真理は人の間では禁じられている

赤い大きな竜は人を支配しようと妄想を抱き

人が真の神を拝んで正しき道を歩むのを止めようとする

「信仰の自由」が嘘に過ぎないことを私は憤る

キリストの国が早く来ますように



2

暗黒の夜、神の言葉が私たちを一歩一歩導く

迫害の苦しみの中で、私たちの信仰は完全にされ、

精錬の中で、私たちの堕落した性質は清められ

大患難の中で、勝利者の一群が作られる

神の民は、何を愛し、何を憎むべきかを知り、神につき従う

未信者はただ命を惜しみ、真理を捨てる

臆病で自分の品格と尊厳を失った

神を愛する者は、真理を得るために命を捧げる

赤い大きな竜は神に仕える道具に過ぎない

野蛮だが、最後には神に滅ぼされる



コーラス

神の言葉は、苦難の中、私と共にある。

神の恵みを思うと、私は神が一層愛しく感じられる

険しい道で、義のゆえに迫害されても、

苦渋の中に甘美さがあり、私は栄光を感じる

私はキリストが真理、道、いのちであると信じ、

命をかけてキリストに忠心を尽くし、しっかりつき従う


178 別れの時

1

兄弟姉妹たちが共に集まり

喜んで神の言葉について交わる

でも　中共の迫害により

私たちはいつ捕まるかもしれない危険の中にいる

私たちは見つかるのを恐れて

注意しながら歌い踊る

神の言葉を読んで　数行について交わった後

急いで祈り　集会を終わらせる

別れの時　また会える機会があるのか

誰にも分からない

兄弟姉妹よ　各地を回って本分を尽くす時は

いつも以上に神に祈り依り頼め

どんなに道が険しくとも　神は共にいてくださる

私たちは独りじゃない

迫害や困難や精錬を経験するが

神が傍にいてくださることはとても貴重だ



2

この悪の世界で神を証しする時は

くれぐれも気を付けて

いつも神の言葉に伴なわれ

私たちは真理を理解して強さを得る

私たちはサタンの邪悪な本質を見抜き

赤い大きな竜をひどく憎んでいる

真に神を愛し　神に従えるよう

完全にサタンに背きなさい（に背を向けなさい）

神に依り頼んで暗闇の影響から抜け出せば

目の前で夜が明けていく

互いのために祈り　互いを愛すれば心が安らぐ

神の国が実現した時に　また会えるのが楽しみだ

その時は永遠に共に生きていく

神の国が実現した時に　また会えるのが楽しみだ

その時は永遠に共に生きていく


179 闇と弾圧のただ中で立ち上がる

1

私は強い意志で、悪のおたけびに立ち向かう

険しい道中で、心は揺るぎなく強くなる

真の光に導かれ、私はついてゆく

人間は残酷だ　どこに神の場所はあるのか

人間らしく、真の神を信じるのはとても難しい

私はゆるぎない心で、神に従う

心から神を愛し、光と熱を放ち

最後まで忠実に、神の栄光のために証しする

神がどう私を精錬しようが

私は証しに立ち、神を満足させる



2

サタンに追いたてられ、私の家はどこにもない

神への奉仕は天命で、地の原則である

サタンは私を弾圧し、私の怒りは溢れる

サタンのたくらみは悪質で、軽蔑すべきもの

サタンに屈服し、価値のない生き方は決してしない

全ての屈辱に耐え、暗い夜を生き抜こう

私は完全勝利の中で証しし

神の心を慰め、賞賛を得るのだ

心から神を愛し、光と熱を放ち

最後まで忠実に、神の栄光のために証しする

神がどう私を精錬しようが

私は証しに立ち、神を満足させる



3

夜明け前に義が　現れようとしている

断末魔の中、悪魔が神に仕えようとくる

神は栄光を得て、勝利者をつくった

神の知恵と義を賛美する

なにより、神の御心を思いやり

できる限り神の家族に仕える

心から神を愛し、光と熱を放ち

最後まで忠実に、神の栄光のために証しする

神がどう私を精錬しようが

私は証しに立ち、神を満足させる

私は神を満足させるのだ


180 死を賭して忠心を尽くし神に従う

1

私は福音を広め、神を証ししたため、中共に逮捕された

悪魔の巣窟に閉じ込められ、冷たい床によこたわる

彼らはあらゆる器具を用い、この衰えた身体（からだ）をさいなむ

悪魔に辱しめられて、死んだ方がましだと思われ

何度も弱気になり、苦痛にすすり泣き

何度も虐げられ、痛みにうめく

絶望と恐怖に取り囲まれ、心は泣いている

この拷問と責め苦がいつ終わるのか見当もつかず

真っ暗な夜中に神に何度も祈る

神の言葉が私に信仰を与え、しっかりと立たせてくれる



2

私は神と共に過ごした素晴らしい時を想う。

その幸福な時のことが心に浮かぶ

サタンを辱める勝利の証しをするという

あの時の誓いをどうして忘れられようか

たとえこの痛みがまだ取り去られず続いても

たとえ強風が吹き続け、暴風雨が突然襲ってきても

目を覚ました後で死んでも

私の生死は神の手の中にあると固く信じる

いかにサタンに苦しめられても決して屈せず

力強く証しして神に栄光を帰すと誓う



3

試練と患難を通して、私はついに目覚めた

サタンの卑劣さ、残虐さ、邪悪さがわかり

怒りの炎が心の中で燃え立つ

死を賭して赤い大きな竜に背き、神を証しすると誓う

いま終わりの日のキリストに従うことができるのは光栄

神に裁かれ、真理を得ることは最大の祝福

神の言葉が共にあるから、もはや孤独も恐れも感じない

神が患難を通して導いてくれるから、落ち着いて歩み続ける

試練と患難を通して、私は信仰に満ち

死を賭して最後までキリストに従う


181 私は神に従うことを心に固く決めた

1

今日まで神を信じ

やっと光が見えてきた

迫害と苦難の険しい道を歩み

世から捨てられ  友に避けられ

幾夜眠れず  祈ったろう

苦楽を味わい  涙で服も濡れ

安息の地はなく  私は日々彷徨った

自由など名ばかり  人権はどこにあるのか

私はどんなにサタンを憎むことか

キリストが権力を得る日が待ち遠しい

世の闇と悪を見ると

人生に光を求めずにはいられない

キリストは真理  道  そして命

私は最後までキリストに従い通そう



2

神が羊飼いを打つと

私達は大きな試練を通る

暗雲が立ち込め  恐怖が満ちる

私は何度も虎の穴に落ち

辛うじて死を免れた

御言葉に慰められ  心は強くなり

多くの苦悩を経て  神は愛だと深く知った

神は全てを治めるが  人の信仰は哀れだ

人が試練の火から得るものは多い

私はサタンを見抜き  赤い大きな竜を憎む

卑劣で残虐な竜は

多くの魂を堕落させ呑み込んだ

真理と命を得るのは難しい

何倍も神を愛しその心をなだめるべきだ



3

神の業に思いを馳せ

神に深い親しみを感じる

裁きを受け入れ  私の性質は変わる

精錬と刑罰が辛いからこそ

深く神を認識できる

全能神を信じることができ

本当に光栄だ

真の神への献身により  心は安らぎ

本分に忠実なら

苦難の時にも喜びがある

人生は短いが

神を愛することは最高の幸せだ

神に仕え  心は満たされる

全能神が私を救い

真の人生を与えて下さった

私の一番大切な夢が叶った

私は明日へ突き進んで行こう


182 聖徒たちは勝利する

1

終わりの日のキリストは真理を表し、人類を裁き、清める

我らは神の声を聞き、御前に立ち返る

神の言葉は神の全能を示し、我らを目覚めさせ、征服する

サタンの悪しき勢力がいかに妨げ、阻み、攻めて来ても

キリストは真理、いのちだと我らは確信し、毅然として神につき従う



2

悪魔の暗い巣窟の中で、我らは身も心も苛まれ、血と涙を流す。

生と死の境目で、神を呼び求めると、御言葉が困難の中、導いてくれる

神のいのちの力の偉大さ、非凡さを知り、神をより堅く愛する

いのちを捧げても神に忠心を尽くし、ユダのごとくサタンに屈することはない

試練と精錬を経て、我らは神のために力強く良い証をする



3

神は勝利者たちの一群を作り、サタンを負かし、完全に栄光を手にした

大いなる働きを成し遂げ、災いを降らせ、赤い大きな竜を滅ぼす

義なる神は善に報い、悪を罰し、神の性質が完全に明かされる

聖徒たちが勝ち、キリストの国が世に現れ、真理が力を握る

我らは神の義と全能を賛美する。全能神の聖なる御名への称賛は永遠である


183 神が栄光を得る日を見ることを望む

1

今日　神のために苦難に耐える

明日は神の祝福を受け継ぐ

神が栄光を得る日を見るために

私の青春と一生を捧げる

ああ神の愛は私の心を魅了する！

もう神から離れない

私は苦い杯を飲み干し

苦しみの中で生きていく方がよい

辱められようが、不当に扱われようが

私は生涯神の愛に報いるつもりだ



2

神には最も甘美なものを与え、最も苦いものは私が受ける

私は神を証しすると心に決めた

その決心を変えるものは何もない

サタンに対して私は決して屈服しない

私はむしろこの命を捧げる

神の民の一人として、自分の尊厳を捨てないつもりだ

神の嘱託を心に留めて

私はあの古いサタンを恥じ入らせるつもりだ　

心に涙をためて、私は屈辱に耐えることを選ぶ

神を再び心配させたくない



3

神の愛は私の心の中に情熱を吹き込み

神に従うための大きな力を与えて下さる　

私は決して振り返らない。私は絶対に後悔しない

喜んで磨かれ、清められるつもりだ

心ゆくまで神をほめたたえる

新しい歌を歌い、新しい踊りを踊る

私の内なる愛を神に注ぎ、真心を捧げる

私の心は神を慕う

神が栄光を得る時、私たちは神の御座の周りで踊る

そして新しい天と地で永遠に安息する

心ゆくまで神をほめたたえる

新しい歌を歌い、新しい踊りを踊る

私の内なる愛を神に注ぎ、真心を捧げる

私の心は神を慕う

神が栄光を得る時、私たちは神の御座の周りで踊る

そして新しい天と地で永遠に安息する


184 神の国

1

神の国はキリストの国　聖徒たちの街

ここに神の富と栄光が顕される　

稲妻が東から来て　西へ光る

真の光がここにある　神の言葉が肉となって現れた

白い雲に乗って　救い主が戻って来た

聖徒たちは今日玉座の前に立って神を礼拝する

終わりの日に　過去の聖徒たちが甦り　堅く立つ

彼らは悪魔の家である中国で酷く虐げられた



2

６千年以上もの間　聖徒たちは血と涙を流し

家に帰れず　休む場もなく　さまよった

苦悩の闇の淵で　サタンの軍団が踊る

戦いと　血と涙が　神の国の到来を迎え入れる

私たちは神の声を聞き　神の玉座の前に引き上げられる

私たちはキリストの裁きを経験し

子羊の婚礼の席に着く

我らは神の言葉によって清められ　神が義であり聖いことを見る

神の言葉により征服され　完全にされ　神により救われた

神により救われた

私は全能神の驚くべき（奇しき）業をたたえ　賛美する

とこしえに　神の義なる性質を賛美する

神が謙り隠されていることを愛する

神の全能と知恵に歓喜し　跳び上がる

神の全能と知恵に　



3

神の愛に報いられず　私の心は罪責感と痛みを感じる

私には心　霊があるのに　なぜ神を愛せないのか

神は私の支え　なぜ恐れよう　最後までサタンと戦う

神は私たちを引き上げる　だから全てを捨てて　キリストを証しするよう奮闘しよう

神は必ず地上で旨を行う

私の愛　忠誠　献身を神に捧げる

栄光の中に神が戻られる時　私は神の帰りを歓迎する

キリストの国が実現する時　私は神に再会する

私は神に再会する



4

キリストは戦うために肉の人となって地上に来て

聖徒たちの涙を拭い　サタンから救う

私たちは神の憎き敵である悪魔を嫌う

悪魔の残忍な犯罪は数え切れず　記憶に鮮明だ

我らは激しい憎しみに満ち　怒りを抑えられない

サタンを糾弾し　サタンが裁かれ罰されるよう祈る

妥協はなく　最後まで戦うことを誓う

サタンの国の破滅のみが憎しみを解く

サタンの国の破滅のみが憎しみを解く



5

多くの勝利した立派な兵士たちが患難を通ってくる

神とともに勝利し　私たちは神の証しとなった

全ての民は　神の光の中を歩いてこの山へ集まる

神が栄光を受ける日を見よ　その日は近い

神の国の素晴らしい輝きは世界中に示されなくてはならない（示されるにちがいない）

神の国の未来は明るく魅力的だ

神自身が世に来て権力を握る

過去の聖徒たちは甦り　とこしえの祝福を楽しむ

神は真理を表し　人を裁き

その義を示す　義を示す

災害がサタンの世を終わらせ

神の国が地上にある

神の国はキリストの国　

聖徒たちの街

ここに神の富と栄光が

顕される

ここに神の富と栄光が顕される


185 私は神を見た

1

私は神の声を聞き、御前に出た

まるで自分の母のもとへ帰るかのように、神の名を叫んだ。

神は私の心の痛みと、私が本当に渇望したものを知っていた。

神の言葉は私の渇いた心を養い

私は御言葉の甘美さと神の家の温かさを味わった

神の言葉の裁きは、人の悪と堕落の真相を露わにする

自分がサタンの性質に満たされ、

ただ肉のために生きていることを私はやっと悟った

主を信じてきたのは、単に祝福、名声、富を求めるためだったと

人間としての良心を私はとうに失っていた

神の裁きが私を救い、真の人間として生きさせてくれた

キリストが真理であり、いのちであることを知って、

神に従うために私はすべてを捨てた



2

私は神の言葉の裁きを通して多くの収穫を得た

御言葉は真理であり、いのち。私はこれを心の奥で知っている

御言葉は私の堕落を清め、すべてを与えてくれる

神は謙り隠れている。私はその麗しさを見た

神の裁きはすべて人の救いのため。 神の心は最も優しい

神の義なる性質は侵害を許さない

私は心から神を畏れ、従う

神の裁きを経験して、私の堕落は清められ、私は神に対面した

私は日々御言葉を味わい、神の御前に生きる。心は喜びと平安に満ちている

神の愛はとても真実であり、現実である、神は人の賛美に値する

私は神を愛し、証して、いつも神の傍にいたい


186 最も美しく善良な神の心を見た

1

神の御前に引き上げられ、御言葉を楽しんで、心は甘美な喜びに満たされる

神の祝宴の席について私は本当に楽しむ。それはまことに神の最大の祝福

神の裁きの言葉は、鋭い剣のように、私の悪しき魂を切り開いて暴く

私は神の祝福を得るためだけに身を費やし、良心も理知もない

自分の堕落の深さを悟った。私には一片の人間らしさもない

後悔に満たされながら、神の御前で悔い改め、赦しと憐れみを請う

神は私を過ちに応じて扱わず、私が神のもとへ立ち返るのを静かに待つ

神の性質が義であり、聖いことを経験して、私の心は神を畏れ神に従う



2

私は神の御前に静まって真理を求め、神の善意を理解する

神が裁くのも罰するのも、すべて人を清め、救うため

御言葉の裁きを受け入れ、試練と精錬を経験した

多くの苦痛を受けたが、私の堕落は清められた。 これはすべて神の救い

神の性質はとても麗しく、神の心は最も美しく善良だと私は知る

神の御前にひれ伏すことをいとわず、私の心は甘美な喜びにあふれる

誠実な人になり、真理を実践することで、神に祝福される

神に栄光を帰すために、真理を得て、神に救われ、人間らしく生きたい


187 私は神の愛に報いよう

1

長年にわたり私は　世界の　海原を漂ってきた

私は心の底から堕落し

魂は汚れに満ちている

しかし神は恵みの手を差し伸べ

憐れみをもって私を救った

今、私は感謝に溢れ

全能神の家に戻っていく

たとえ今、神に救われていても

私は自分の性質を変えていくべきだ

鍛錬や苦痛が伴うとしても

私は神の愛に報いよう



2

神の裁きと懲らしめは私の

素顔を明らかにする

私はサタンに魂を損なわれ

人間らしさはもはやない

私たちは闇が人を取り囲む

邪悪な時代に生きている

罪の中でもがく人々は

救いの暁を見られない

たとえ今、神に救われていても

私は自分の性質を変えていくべきだ

鍛錬や苦痛が伴うとしても

私は神の愛に報いよう



3

立ち上がろうともがく人々に

サタンの爪は残酷だ

彼らは良心も理性も失い

サタンに支配されている

人々は今、汚れた鬼となり

サタンの性質を帯びている

今、私は神の家に戻り

人間らしい生き方を取り戻した

たとえ今、神に救われていても

私は自分の性質を変えていくべきだ

鍛錬や苦痛が伴うとしても

私は神の愛に報いよう


188 神に忠誠を尽くす志し

1

サタンは私を完全に堕落させ荒廃させた。私は富と名声を求め、罪の中に生きていた

「自分の身は自分で守れ。さもなくば天地に滅ぼされよう」私は良心や道徳などどうでもよかった

そんな私を神は憐れんで立ち直らせ、悪の世界から救ってくれた

神の裁きと啓示の言葉により、私は世界の堕落の根源を知った

サタンに誘惑され、深く堕落した者はみな闇の底に陥る

神の裁きの言葉で目覚めた私は、人生の光明を得た

名声、富、地位や家族の幸せは実にむなしい。私はもうそれらを求めない

神に従い、神の心を思いやり、本分を尽くすことが天と地の真の原則

真理を求め、神を知り、神を愛する者になるために、最善を尽くそう



2

神は私たちに呼び掛ける。私たちは立ち上がって神の委託を担うべきだ

神のために費やすことは素晴らしい

逆境の中では、御言葉による導きが、私の心を強くする

手をすきにかけてから、うしろを見てはならない（直訳・を見ることはできない）

神の国の訓練を受け、完全にされる、この稀な機会を逃すわけにはいかない

神を失望させたら、一生後悔するだろう

神に背を向けたら、歴史によって裁かれるだろう

本分をよく尽くして神の愛に報いなければ、どうして神の御前に生きられようか

私の心は真理を大切にし、神に忠誠を尽くす。二度と神に逆らって神を悲しませたりしない

神を愛し、神に忠誠を尽くし続けるよう志し、誰も私を止められない

どんな試練や苦難に遭っても、神を賛美する証しを立てていこう

真理を得て、神に完全にされ、有意義な人生を送ろう


189 裁きを通して目覚める

1

何年も主を信じながら　聖書の理論を説くことだけに集中した

主の言葉と戒めに従ったことは一度もなかった

懸命に働いたのは　ただ地位と報いのため

私は罪の中で生きていたけれど

主が到来して天国に引き上げてくださることを望んだ

神の言葉の裁きを経験して　私は夢から目覚めた

自分が醜く　卑劣で　あまりに堕落しているのが分かる

どこでも立派な教義を語り　自分を誇示する

自分を教義で飾り　他人と自分を欺く

神の言葉の現実を生きず　人間らしさがまったくない

パリサイ人の道を歩きながらも　自分は忠実だと思っている

神の言葉の裁きで目覚めたのは　何と幸いなことだろう

終わりの日のキリストの裁きを受け入れなければ　私は神に会うに値しない



2

神の裁きのおかげで　人類の堕落の真相がはっきり見える

神についての観念と想像に満ち　いつでも神を裏切ってしまう

それを暴く試練がなければ　自分の本性ははっきり見えない

人類はあまりに深く堕落していて　裁きを経なければ清められない

神の義なる性質は　神の裁きに完全に顕れる

真理があるかどうかに従って　神は人の結末を決める

どんなに苦しもうと　真理を得ていなければ意味はない

裁きを経て真理を得て　人は初めて本当の人生を送れる

神が裁きと刑罰を用いて人を救うのは　大いに有意義なこと

神の義と聖さを知るのは　何と名誉なことか

私を救って心を目覚めさせるのは　神の裁き

真理を求めて現実を生き　神を証しして栄光を帰すことを決意する


190 裁きが心を目覚めさせた

1

信仰では何を求めるべきか

私は今、目覚めた

祝福のためだけに主を信じて

神の恵みをむさぼった

祈ることは立派だったが

行いは自分勝手だった

私が神のためにしていたことは

自分の将来と運命のためだった

真理を実践せず、宗教儀式に生き

神を崇めたけれど

心は空虚で満たされなかった

堕落した性質が清められず

どうして御心を行えるのか



2

キリストの御座の前で裁かれ

私の心は目覚めた

信仰において神の恵みを受けたが

いのちを得たわけではない

真理がなければ

現実を生きられず

神を愛すると言ったのはただの嘘

どれだけ敬虔そうに、善い行いを積もうと

私はただの偽善者だ

本分を尽くしつつ、神と取引し

実は神を騙し、抗っていた

自分の堕落の深さが分かった

私は神の裁きと清めが必要

御言葉は諸刃の剣

私の心と霊を貫く

試練と精錬によって苦しみ

堕落は清められた

神の愛を味わって

真理を求め、得ると決意する

忠実に本分を尽くし

神の愛に報い真の証しをする


191 神の言葉が私の心を目覚めさせた

1

長年神を信じ　集会によく参加して神の言葉を読んだけれど

御言葉の裁きを受け入れて　自分を分析して省みることはなかった

自分の堕落を認めるだけで　自分の本性も本質も知らなかった

少し教義を理解して自慢し　それが現実だと思っていた

働き説教したが　神の言葉を実践し　経験することは気に留めなかった

パウロのように　評判と地位のために働くことしか知らなかった

仰ぎ見られて崇拝されることを喜び　心は恐れを知らなかった

自分のやり方にこだわりながら　自惚れていて何も悟らなかった



2

失敗と挫折を経験して初めて　自分の本当の背丈がはっきり見えた

神の言葉の裁きと刑罰に直面しても　反論して弁解するだけだった

真理は人のいのちに有益だと知っていたけれど　受け入れられず服従もできず

真理の原則をもたずに本分を尽くし　欲望のままに振る舞った

小さな挫折に遭遇すると　消極的で弱くなり　自分をこうだと決めつけた

試練を経て自分の背丈の未熟さを知り　貧しく哀れだとわかった

自分を知らずに　自己顕示したのは恥ずかしいこと

事実を突きつけられて恥ずかしくなり　高ぶっていた頭を下げた



3

神の裁きと試練と暴露を経験して　いまは自分を知っている

外からは立派に振る舞っているように見えるが　心には神への畏れがない

心の中では神の働きについての観念にしがみつき　本当に服従できないでいる

サタンの性質に満ちた私は　いまだ偽善的に振る舞って神を騙し　神に抵抗する

何年も信じてきたのに真理もいのちも得ていないのは　まったく恥ずかしいことだ

真理を追求しないでいるのは時間の浪費であることを　ようやく理解した

神様の裁きと刑罰がなければ　真に悔い改めることはできない

もっと私を裁き　罰し　試し　精錬してくださるよう神に願う

サタンの性質が清められ　人間らしく生きて神に栄光を帰すことができるように


192 神の裁きは私を罪から救う

1

すべてを捨てて主に従うと　何度も誓ったのに

富と名声の誘惑から自由になれなかった

福音を広め　主を証しするために苦しむのは　栄誉あることだと実感していたのに

弾圧や苦難に出会うと　屈辱と恥を感じた

主の戒めを守って　己を愛するように人を愛すると　たびたび決意したのに

地位のために企んで同労者と競い　罪の中で生きていた

主の御前で何度も断食して祈り　切に呼び求めた

ああ主よ　いつお戻りになって　私を罪の淵から救ってくださるのですか

私はいつ清められて　あなたと天国に入れるのですか



2

茫然としながら　心の扉を叩く全能神の声を聞いた

その御言葉はどれも　鋭い剣のように心を突き刺し　堕落の真相を暴く

私が主を信じていたのは　ただ祝福を得て天国に入るため

主と取引していただけ

主の恵みを享受していたが　主の愛に報いることを考えなかった　良心や理知がどこにあるのか

主を証しすることを口にしながら　地位のために働いていた

私は主を騙した

善い行いを積んだおかげで　自分は本当に変わったと思い込んでいた

試練に遭遇すると　証しをしていると信じながらも　心の中では不満を言った

罪の中に生き　毎日罪を犯して告白するのに　それでも天国に入ることを切望した

神の義と聖さを見て　恥ずかしさを隠せずひれ伏した



3

神の裁きと刑罰を経るのは　火の池で精錬されるよう

私はいつも傲慢で反抗的だった

神は私を厳しく懲らしめ鍛えた

自分のやり方にこだわると　聖霊は離れてしまい　私は闇の中で生きる

私は何度も頑固で反抗的になり　いつも神の裁きから逃れたがった

御言葉が私を啓いて導き　神の働きを理解させた

神の裁きが人にあらわすのは　全て真理と義

神を信じながらも裁きに従わないなら　どうして神を知り真理を得られるだろう

真理を追い求めすに　どうしてサタンの影響から逃れられるだろう

試練を通して　裁きと刑罰がまことに神の愛だと知った

神の裁きが私を救い　私は真の人間らしく生きる


193 神の憐みが私を甦らせた

1

私は何年も主を信じていたが、いまだに罪の中にいた。

よく嘘をつき、だまし、神を畏れる心もなかった。

終わりの日の神の救いが私におとずれた。

無知で盲目な私は、その救いを求めることも、調べることもしなかった。

神はその言葉を用いて私の心の門を叩いたが、それでも私は彼を裁き、拒否した。

私は神の臨在を失い、暗闇に陥った。

良心が責められて、生よりも死を望んだ。

その時初めて、良心の平安がこんなにも喜ばしいものかと悟った。

神の憐みと救いがなかったら、どうやって今日まで神に従うことができただろうか。

私の行動によれば、もっと前に死んでいたはずだし、私にとっては死さえも良過ぎるものだった。

私は、神の忍耐によって、今もこうして呼吸している。

私は本当に、神の偉大な愛を享受するに値しない。



2

私が本分を尽くせるよう神は私を高めてくれたが、私は真理を追求せず、地位の祝福を貪欲にいつも求めていた。

贅沢な要求でいっぱいになって、神の意志を全く考慮せず、

神に反抗していることに気付かなかった。

神はいつも私に与え、私を牧したが、私はそれを大切にしなかった。

私は裁きと刑罰を避け、頑なに神に反抗した。

私は神の心を傷つけた。

完全にされるチャンスを何度も逃した。

本当に、神の骨折れる苦労に報いていなかった。

私の命を神にささげたとしても、どうやって、神の心を傷つけたことの埋め合わせをすることができるだろうか。

神よ、全能神よ、私は新たな人になり、

始めからやり直したい。



3

神のいのちの言葉は私の心に影響を及ぼす。

神の訓戒は私に限りない力を与え、

失敗と挫折のただ中で、私をもう一度立ち上がらせる。

今では、いのちの価値を知り、自分が創造された理由を知っている。

神の要求に直面するとき、どうしてまた逃げ隠れることができようか。

私の忠誠と従順をもって、神が払ってくれた代価に報いたい。

真理を実践して神の言葉にしたがって生き、二度と神に心配をかけない。

祝福を受けるにしても、災いに遭うにしても、神を満足させることだけを求める。

私の真心を神に捧げたい。

たとえ終着点がなかったとしても、一生をかけて神に奉仕したい。

過去のすべての負債の埋め合わせをして、神の心を慰めよう。


194 神の言葉に清められる

1

何年も主を信じて立派に振る舞い　自分は変わったと思った

ささやかな働きをして神の祝福を求め　それは全く正当なことだと思った

神学の知識や理論を説くだけで　自分には真理があると思っていた

神の言葉に裁かれ罰せられ　私は初めて悟った

真理とは　いのちとは何か　私はこれっぽっちも知らなかった

働き　苦しみ　代価を払ったのは　代わりに天国の祝福を得たかったから

私は主の言葉を実践せず　経験もしていなかった

それなのに主のお褒めにあずかりたがった

しかしいま　観念と想像で盲目になっていたことを悟った

神の裁きと救いがなければ　いまも闇の中で生きているはず



2

全能神の言葉はすべて真理　それは心の奥に突き刺さる

神の裁きと啓示はすべて真実　恥ずかしくて顔を上げられない

私の本性は貪欲でわがまま　主を信じたのは単に報いを受けるため

どんなに主を愛しているか語りながら　心はこの世と肉の快楽を愛していた

振る舞いは立派に見えても　心はサタンの性質で一杯だった

働いて教えを説いたのは　単に地位を得るため　神を畏れる心はなかった

どの言動も　宗教儀式を行なうこと　真理とは関係なかった

こんなに堕落した私が　裁きと清めなしに　どうして天国へ入るに価するだろう

神の裁きと刑罰は私の救いなのだと　いま気付いた



3

神は万物を支配し　すべての環境を指揮される　毎日学ぶことがたくさんある

御前で心を静め御言葉を読んで　日々神の御前に生きる

本分を尽くして御言葉を実践すると　多くのものが欠けていると分かる

自分の堕落を省みると　人間として正常に生きていないと気付く

裁きと試練　刈り込みと取り扱いを通して　神の愛を味わう

御言葉を現実の生活に取り入れ　何事においても真理を求める

実際の経験から　神の一言一句は真理だと分かる

御言葉によって振る舞うと　堕落した性質がゆっくり清められてゆく

神を畏れ悪を避けることで　ようやく神のお褒めにあずかれる


195 万事において神の指揮に従う

1

神よ、あなたは終わりの日の救いのため真理を示す

私はあなたの声で御前に導かれた

裁きと清めにより

あなたの真の愛が分かる

全ては清めと救いのため

苦しんでもあなたの良い意図が分かる

あなたの裁きは愛と祝福

だからその指揮と采配に従う

神よ、御心を理解します

裁きも  刑罰も  大いなる恵みも

あなたが為す全てのことは人を救うため

神よ、愛すべき方

一心に従うと決意しています

どんな苦しみに遭ったとしても

ただ真理といのちを得るために生きる



2

御言葉の裁きに清められ

あなたの愛と祝福を見る

裁きと罰と試練の時

あなたは側にいてくれる

苦しむ時は共にいて

慰め、導いてくれる

人や物事を用い私を完全にし

真理と神を知らせる

あなたの裁きは愛と祝福

それは全能と知恵を表す

神よ、御心を理解します

裁きも  刑罰も  大いなる恵みも

あなたが為す全てのことは人を救うため

神よ、愛すべき方

一心に従うと決意しています

どんな苦しみに遭ったとしても

ただ真理といのちを得るために生きる



3

たとえサタンの権力に引き渡されても

私はなお証しをし、神に栄光を帰す

神は義で、聖なる方

永遠に賛美しよう

神よ、御心を理解します

裁きも  刑罰も  大いなる恵みも

あなたが為す全てのことは、人を救うため

神よ、愛すべき方

一心に従うと決意しています

どんな苦しみに遭ったとしても

ただ真理といのちを得るために生きる

真理といのちを…


196 神を愛することに後悔や不満はない

1

ああ神よ　この人生であなたに会い

あなたの言葉を自分のいのちとして受け入れることは幸いだ

あなたの言うこと全て、

言葉の一つひとつが私の心に触れる

私のいのちを気にかけるのはあなただけ

あなたの言ったことが私に真理を理解させた

あなたの言葉が

私の堕落と反抗心を裁いて露わにする

私は完全に確信し　あなたの前にひれ伏す

あなたは試練を通じて

私の堕落した性質を暴いて清める

私はあなたの真剣な意図を理解する

あなたはまた刈り込み、

信仰から祝福を得ようとする私の動機を取り扱う

私はついにどのように神を信じればよいか知る

あなたの言葉から多くを得

あなたの働きを受けて変化を遂げた

あなたのために

私は進んで全てを諦めて自分を費やし

あなたの愛に報いるため本分を尽くしていく



2

ああ神よ　あなたは謙って隠れて地上に到来し

人類に真理といのちをもたらす言葉を表す

世の人による中傷や

中共からの追跡や迫害にあなたは苦しみ

さらには私たちの誤解や不平にも苦しむ

あなたの心を誰が本当に理解できようか

あなたの悲しみと喜びを誰が分かち合えようか

あなたは黙って多くの屈辱に耐えながら

なおも語り　働かれる

人類を救うために全てのことをされる

あなたの愛が私の麻痺した心を溶かしてくれた

再び反抗したり消極的になったりすることなど

できようか

私にはまだ多くの欠点があるけれど

全力を尽くしてあなたの御名を広め

あなたを証ししなければならない

あなたを愛し　生涯をあなたに捧げる

あなたに栄光を帰すために　あなたの御旨を行っていく

生涯あなたを愛すことに後悔や不満はない

あなたの心が慰められることを望んでいる


197 ペテロの例に倣って神を愛することを追い求める

1

すべてを捨てて神のために働くことが

神を愛することだと思っていた

中共に追われても　決して尻込みしなかった

家族は私を拒み　世は私を中傷したけれど

不満も後悔もなく　青春の年月を喜んで神に捧げた

天国に引き上げられ報われる限り

どんな苦しみや涙も価値があった

試練に遭って自分の醜さが暴かれた時

消極的で弱くなり　苦い涙を流した

神への信仰の道を振り返った私はついに悟った

真理を追い求めなければ　最後には倒れてしまうと



2

神の言葉は人類の堕落の本質を暴く

それによってのみ私は自分がいかに堕落しているかを知った

神を愛すると言ったが、

それはただ祝福と報いを得るためだけだった

労苦も働きも　神から見返りを得るためだった

私は良心と理知と人間性を本当に失ってしまったけれど

それでも神は言葉によって私を裁き清めてくれた

自分の行いを後悔した私は御前にひざまずく

私は神の愛を受けるに値しない

私は神を愛し　満足させようと決意した

もう自分の将来や運命について

計画を立てたり考えたりしない



3

試練と苦難を経験することで　私の信仰は完成する

試練の訪れは　まさに神の祝福だと知る

肉は苦しむけれど　私は神の愛を味わうことができる

真理を実践することで　私の堕落した性質は変わっていく

ペテロの例に倣って　力の限り神を愛し　死ぬまで神に従っていく

今　神を愛し　証しできる私は幸いだ

キリストが真理であり　道であり　いのちであると確信している

真理を理解し神を知れば　この生は無駄にはならない

神の采配に従えば　誤りはあり得ない

神への永遠の愛と服従が　私の本分だ


198 真理を理解し自由になれ

1

長年主を信じる中で

私はただ言葉や教義だけを語り

規則だけにこだわって　ただ宗教儀式をしてきた

どの祈りも空しい自慢話だった

心の中で神に語りかけたことは一度もなく

御言葉を読む時に真理を求めたこともない

私は神の御心を熟考できなった

聖書の有名な節や句を覚えれば

真理の現実を持っていることになると思っていた

嘘さえつかないように注意すれば

誠実な人間になれると思っていた

たゆまず喜んで長年労苦すれば

天国に入り報いを得られると思っていた

全能神の言葉に呼び掛けられたのはなんと幸いなことか

私は神の声を聞き　神の下に戻った

私は御言葉から多くの真理を理解し

神の現れと働きを見た



2

神の裁きの言葉が不意に私を目覚めさせた

真理を求めることは神の御心に適っている

神を信じていても　刑罰や裁きを受けなければ

私の堕落した性質は変えようがない

神を知らず　神を畏れなければ

善い行いも偽物に過ぎない

人は神の義なる性質に背くことはできず

詐欺師が神の国に行きたいと願うのは夢に過ぎない

私は神の言葉を実践して経験し

真理を得て堕落から抜け出そうと決意した

何事にも真理を求め　真理を実践すれば

心は落ち着き安らぐ

私は忠実に本分を尽くし　喜んで神に奉仕する

祝福ではなく　ただ神を愛することを求める

真理を理解した今　もう規則にこだわらない

神の前で生きる私は　自由になった


199 もうろうとした中で目覚めて

1

言葉が肉において現れ

神が天と地を一新したのが見える

六千年にわたる苦難と休みなき日々に終止符が打たれる

受肉した神は真理を表し

人類に光をもたらす

人を完全にする神の働きは

一生に一度の機会

私はとても幸運だ

神の言葉が人の堕落した性質を

明らかにし　裁き　罰し　露わにする

サタンの堕落によって人間が良心をなくしていたことを

私はついに知る

道徳について軽薄に語る聖人ぶった者たちは

実はもうずっと前に人間性をなくしている

富と名声のために　互いに策をめぐらして争っている

彼らが生きているのは罪の中



2

人間の邪悪な心は　堕落しすぎて目も当てられない

わざと堕落し自身を穢す彼らには

自己愛など全くない

彼らの人格と尊厳の最後のかけらは

どこに行ったのだろうか

人の心は曲がっていてずるい

神の前に来る価値もない

混乱した心で恐れ悲しみながら

私は神の前に自分の全てを明け渡す

私がため息をつくのは

今ではもう人間であることの難しさを知っているから

私は堕落しすぎており

裁きと清めを受けなければ救われない

もうろうとした中で目覚めた私は

恥ずかしくて神の顔を見上げることができない

裁きによって啓かれた私は

すぐさま人としての在り方を知る

真理といのちは簡単ではない

全ては神の思いやりによるものだ

神の素晴らしさを知って

神への愛はさらに掻き立てられた

神を真に愛し満足させるため

私は精錬を受け　清められたい


200 神の言葉は光

1

東方からの雷光に目覚めさせられ

私は神の言葉が肉となり現れるのを見た

今や裁きと刑罰の言葉に

私は征服され救われた

失敗と試練と患難に引き裂かれ

私の堕落はあらわになり

傲慢な私は頭を垂れた

汚れの中で自分の無価値さを知った

この境遇と過去の負い目を思えば

卑しく堕落したこの私が

神に仕えるに値するだろうか？

つまずきと失敗が私を正しい信仰の道へ導く

打撃と精錬と患難は私の贖いの鎖

私を神の愛にしっかり結びつける

神の義なる性質を知ることは祝福だ

神の言葉に私は清められ、救われ

真の人生を生きられるようになった

私は神を知り、証し人となって

永遠に神を愛し、仕えよう



2

肉なる神、救い主は再来される

私は裁きと患難、試練により神と対面した

救いを味わい、実際の神を知り

暗闇の生き地獄を通して

何を憎み、愛すべきか私は知った

御言葉により啓示を得て

人生の奥義を理解した

堕落した人類の肉はサタンの化身だ

私が神を愛し、証しできるのは

神からの格別な称賛だ

私は神の愛に報いたい

裁きと刑罰には意味があり

神の愛を明らかにする

神を畏れつつ従い愛することは私の本分

証し人となり  神に忠実になるべきだ

自分を神の御心と栄光のため捧げよう

神の言葉に私は清められ、救われ

真の人生を生きられるようになった

私は神を知り、証し人となって

永遠に神を愛し、仕えよう


201 真理の追求には大きな意義がある

1

人はあまりにも深くサタンに堕落させられ、すっかり人間らしさを失っている

傲慢、欺瞞、利己心、卑劣さ、これらはすべてサタンの素顔

人はサタンの本性をもつ以上、神の裁きを受け入れねばならない

真理といのちを得て初めて、人の性質に変化が生じる

神を信じ、神の働きに従うことは天の法則、地の道理だ

真理を愛することは、いのちに入るための鍵

現実に入るには真理を理解し、実践するしかない

神を信じるとき、神を愛せること、従えることが大切だ



2

キリストが表した言葉はすべて真理であり、いのち

御言葉の実践と経験は、神への信仰の土台

御言葉の裁きを経験することで、私は自らを知る

裁き、試練、精錬が私の堕落を清める

神が善に報い、悪を罰することで、神の義と聖さが明らかにされる

真理の現実に欠ければ、災いの犠牲となる

御言葉の裁きを受け入れないのは、何と愚かで盲目だろうか

罰せられ死ぬ間際に気づいてからでは遅過ぎる



3

終わりの日のキリストは、永遠のいのちの道をもたらす

真理の価値と意義は誰にも測り知れない

神の裁きと刑罰なくして、いのちを得ることはできない

意義ある人生とは神を信じ、真理といのちを追い求めることから来る

真の人生を生きるには真理を得るしかない

真理を持っているかどうかに基づいて、神は人の結末を定める

神の業はまったく義であり、人は疑うべきではない

大災害がサタンのものすべてを滅ぼし

真理を得た者は皆、永遠に神の国に留まる


202 神の愛が私の魂を目覚めさせる

1

サタンが私を堕落させ

奢り高ぶり うぬぼれた

毒された　私の思い

あなたをただ　愛したいのに それに届かない

あなたの言葉の　裁きで知る　自分のことを

自らの堕落を知り　良心も　思慮も　尊厳も

何も残っていない

救いがなければ　死んだように生きるだろう

あなたは我々を　裁き　鍛錬し　呼ぶために危険を冒し

堕落した　魂を新たにし　生きる意味をもたらす

わたしは苦しむべき　苦しみに耐え

最後まで　尽くすだろう

そして　正直になり　欲しがることもない



2

私は祝福されている

使命を果たせるように　高めてくれた

あなたに　背き逆らっていた

あなたに暴かれた本性と

悪の性質を　言葉で認めても　心はまだ逆らっている

人間の堕落を見て　あなたは彼らを憂慮するが

良心がない私には　あなたをなだめることができない

あなたの裁きと鍛錬を受け

救いの偉大さを目にし

あなたの忍耐のおかげで　あなたの愛に報いられるが

気付くのが遅すぎる　私の負債はあまりに大きい

あなたは我々を　裁き　鍛錬し　呼ぶために危険を冒し

堕落した　魂を新たにし　生きる意味をもたらす

わたしは苦しむべき　苦しみに耐え

最後まで　尽くすだろう

そして　正直になり　欲しがることもない


204 ご機嫌取りの目覚め

1

かつての私はご機嫌取りで

サタンの人生哲学を追い求めていた

何よりも大切にしたのは調和と忍耐

議論することなど一度もなかった

人と何かをしたり交わったりする時には

自分の虚栄心や自尊心や地位を守った

事実に対して目をつむり

見たことをはっきりとは口にしなかった

自分に関わらないことなら

自分の原則を捨て　見て見ぬふりをした

自身を守り　誰も不快にさせないようにして

自分の良心を裏切っていた

逆境に甘んじ

恥ずべき人生を送って人間性を失っていた

人格や尊厳がない私は人間に値しなかった



2

神の言葉の裁きを経験して

私はすぐさま目覚めた

真理を理解して

人類の邪悪さと堕落の真相がはっきりと見えた

神の前にひれ伏し

後悔の念を心に抱いた

自分の身勝手さや卑劣さを憎み

人格と尊厳をなくした自分を憎んだ

ご機嫌取りがついにむき出しにされた

他人を傷つけ自分を傷つけてきた私を神は嫌っていた

口が巧みで　ずるい偽善者だった私は

神の裁きから逃れられない

神の言葉は真理であり　いのちに関する最高の格言だ

誠実な人は神に従い　心を開いて正直に振る舞う

真理を実践し　神の承認〔日中訳・神の称賛〕を得て光の中で生きる

私は誠実な人間となり　神の言葉によって生きようと決意した

曲がったことやずるさを捨て去り

神を畏れて悪を避けると決意した

忠実に本分を尽くし

真の人間らしく生きて神に栄光を帰す


205 足かせ

1

私が本当に気にするのは

他人の心の中での自分の地位

他人から尊敬されるのが好きで

高く評価されることを喜ぶ

私が屈辱に耐え真面目に働くのは

傑出して他人の上に立ちたいため

これが私の足かせとなり

私を常に縛っている



2

長い間　神を信じているが

それでも他人よりも秀でることを求め　目立ちたいと思う

情熱的に霊的理論を説いて

他人を縛り惑わしている

偽善者のように　もうずっと神の性質に背き

神は私を嫌い捨てた

私は暗闇に落ち込み

富と名声に縛られる苦痛を深く味わった



3

神の言葉が鋭い両刃の剣のように

私の心に突き刺さる

私の本性をさらけ出し

魂の醜さを切り開いて見せる

傲慢、自尊心、権力欲が

私の本性になっているのが分かる

手段を選ばずに地位を奪い合い

私は良心と理知を失った



4

キリストは高貴で気高いが

謙り、決してそれを見せつけたりしない

私は塵に過ぎず　卑小だが

うぬぼれて独善的だ

神の性質は義であり　聖であり　愛らしい

私の恥を隠す場所はどこにもない

自分の堕落のひどさを深く感じる

私には人間らしさのかけらもない



5

神の言葉の裁きを経験し

私は神の前に倒れた

真理を求め　新しい人間となり

神の心を慰めようと決意した

自分の肉に背き真理を実践することで

私のサタン的な性質は清められる

神の裁きと刑罰に私は救われた

神よ　感謝し賛美します！


206 二度と神から離れない

1

神を信じてからも、金と富を追い求め、神に背を向けて外の世界に戻った時もあった

日々、肉を求めて駆け回り、心身ともに疲れ果てた

神のいない日々は苦痛の日々だった

暗闇の中に陥り、心は恐怖に満ちていた

神の厳しい鞭と懲らしめを経て、初めて自らを省みた

私は神に心から従わず、神の言葉を貴んだこともなく

信仰に背を向け、義を捨てたとき、神の心を傷つけた。「私の良心はどこにある？」と自問した

神を畏れず、神の性質に背いていながら、気づかずにいた



2

神の裁きと刑罰に救われて、神に背く性質を初めて自覚した

心が罪悪感と自責の念にさいなまれ、神の前にひれ伏し、悔い改めた

私の頑固さと反抗は神の心を傷つけた。この恥ずべき行いをどうして消せるだろうか

神の憐れみと慈愛に、悔い改めの機会を与えられ

神の家に戻り、もう一度本分を尽くすことができた

神の真の愛を感じ、心の中で神への負い目が増し

神の性質には憐れみと慈愛だけでなく義と威厳があると感じ

新たな目標を立てた。一から出直し、神の愛に報い、神を証ししようと


207 これからは心に後悔を残さない

1

長年　主を信じてきたけれど

真理を追い求めることを知らなった

宗教的な儀式に執着しながら

神への信仰はあいまいで抽象的だった

聖書を少し理解しただけで

神について知っているつもりになっていた

主のために自分を費やし苦労してきたのは

見返りと冠を受けるためだった

神についての観念と想像が

私の心に満ちていた

神の恵みを受け祝福されることを

私の心は切望していた

受肉した人の子が話すのを見た時

私は聖書の言葉を使って神の働きを測っていた

宗教的な観念にしがみつき

それが主に忠誠を尽くすことだと考えた

私の行いは　パリサイ人と何が違うだろうか



2

神の言葉の裁きを受けた時は

まるで夢から覚めたようだった

自分の神に対する態度が

どれほど不当で理不尽だったかを知った

私はたびたび　真理ではなく

観念と想像力で神を測っていた

そしてキリストを

普通の人間だと判断して否定していた

神の言葉によって征服された時初めて

神の現れを見た

神を知るにはあまりにも傲慢で盲目だった自分を憎んだ

不従順で反抗的だった昔の自分を想うと

後悔に満たされた

神の前にひれ伏して　激しく悔いた

私は真理を追い求め

人間らしく生きようと決意した

真理を得るまで休むことなく

神に従うと心に決めた


208 神の裁きは祝福である

1

ああ神よ　あなたは真理を表して人類を裁き清め

あなたの愛を明らかにされる

あなたが厳しい言葉で人間の本性をさらけ出した時

私にはあなたの御心が理解できなかった

あなたを誤解し疑って警戒してしまい

それがあなたの心を傷つけてしまった

私はあまりにも愚かで無知で

あなたの言葉の中にある

いのちの貴さを知らなかった

私が弱り消極的になった時には

あなたの言葉が　何度も私に自信と強さを与えてくれた

私が失敗して躓いた時には

あなたの言葉が　何度も私を奮い立たせてくれた

私が傲慢で不従順な時には

あなたの言葉が　何度も私を裁いて心を目覚めさせてくれた

私は今になってやっと

あなたの貴い言葉が　私のいのちの糧だと知った



2

あなたは言葉を発し

人類に真理と道といのちを与えられる

人々がいのちを得られるよう

裁きを行って人類を清められる

これは全てあなたの祝福

真理を理解し堕落から抜け出せば

私たちは光の中で生きられる

あなたの言葉に依り頼みながら

迫害や苦難や試練や精錬中でも堅く立つ

失敗して躓き　涙を流す時も

御言葉が私たちを慰め　導いてくれる

あなたに従って

苦難や試練に耐えることは苦しかったけれど

真理を手にすることができた

全てはあなたの恵みのおかげで

私たちの性質はわずかに変化し

人間らしく生きられる

あなたのいのちの言葉は

いつでも私たちの存在の基盤となるでしょう



3

真理であり　道であり　いのちであるあなたは

全てを包み全てを満たす

あなたの言葉は全て真理であり

それら全てが私たちのいのちに欠かせない

私たちを清めて完全にするため

あなたはどんな犠牲をも払う

あなたは人類に紛れて

謙って　密かに働きをされる

人類へのあなたの愛はとても深い

あなたの裁きは祝福であり

私たちはこれを深く味わっている

私たちが受けたあなたの愛はあまりに大きく

決して報いることはできない

あなたに従うことには苦しみが伴うけれど

私たちは多くのものを得ることができた

あなたから真理といのちを得ることができた

私たちは永遠にあなたを愛し　証ししていくでしょう


209 裁きを経験して後悔する

1

キリストの裁きを経験して、心は感情に圧倒される

神の御言葉はすべて真理であり、人類の堕落の実態を明かす

自分の行いとふるまいを振り返り、心は後悔に満たされる

傲慢で、うぬぼれ、利己的で、卑劣で、人間らしさがない

神の裁きがなければ、いまだに自分が善だと信じていただろう

神の御言葉が私を警告する。 なぜ目を覚まさないのか

神は何度も私を諫める。その愛は母の愛をも超える

神はすべての人が御言葉を実践し、神に従うことを願う



2

神は実に多くの言葉を語り、御心が完全に明かされた

人類への神の愛はとても大きく、現実であるのを私は見る

自分の行いとふるまいを省みて、心は後悔に満たされる

幾度も頑なになって逆らい、神の心を痛めている

私たちが歩んだ道は、神の血と涙から成っている

神は私たちの性質がすぐに変わることを願う

神の裁きが来ても、私はもはや逃げない

清められ、完全にされるために、裁きと刑罰を喜んで受け入れよう

神は私たちにそれほどの期待をかけている

人々が心を捧げるのを待っている

私は人類への神の切なる期待を知った

神の苦心の尽力に応えなければ

永久に神を愛し、御心を慰めよう


210 心から悔い改めたい

1

刻一刻と神の栄光の日が近づくのを見て

私の心は悲しみ  心配ばかりが募る

神に背き逆らってきたことを振り返り

私の心に自責と不安  負い目が湧いてくる

神が私を選んだから

私は神に立ち返り 神の国の祝宴に出た

私が進み守るべき道を神は教えてくれた

神は何度も勧告するが

私は心に留めず真理を得ていないので

神に顔を向ける資格など私にはない



2

何年も神を信じながら教義を現実とし

懸命に働くことが真理の実践だと思っていた

本分でも忠心に欠け散漫で欺瞞だった

刈り込まれ取り扱われると自分を正当化した

神は私が完全になり真理を得るよう

人々と物事を采配したが

私は従わず

まして真理を求めることもなかった

私はパリサイ人の道を頑なに歩み続け

立ち返ることを知らず

神に憎まれ 死よりもひどい闇の中で生きていた



3

神の裁きの言葉が私の心を揺さぶる

麻痺していた心は今目覚め

真理を求めなかった自分を憎む

この日まで生きてきたのは

サタンの性質だけだった

神の働きの終わりは近く

神はもうすぐシオンに戻る

シオンに戻る

信仰がありながら神を満足させないのは

実に恥ずべきことである

御言葉を味わう資格はなく

神に負債を負っている

この最後の時に神に忠心を捧げられるのは

稀有な賜物であり

真理を求め神の恵みに報いると決意する


211 私の心の奥の痛み

1

私の心の奥には痛みがあり

過去を思う度

心にナイフをねじ込まれるようだ

かつてはキリストに抵抗し冒瀆した

神を信じながらも神を知らず抵抗し

キリストが真理を表すのを見ても

キリストを否定した

私はパリサイ人と少しも変わらない

血で書かれたこの教訓を私は決して忘れない

終わることのない良心の呵責と後悔が残る



2

何年も主を信じながら真理を求めず

自分を誇示するためだけに

聖書の知識を身に付けた

他人が私を称えるよう神学を語った

祝福と報酬を受けるため働いたが

自分勝手で卑劣な私は神の心を気に掛けなかった

神を満足させると言ったが

真理を実践せず

神への忠誠を誓ったが

本分を尽くさなかった

うわべは敬虔だったが

神に従うことはなかった



3

神の裁きと刑罰により地にひれ伏し

神の義なる性質を見て怖れに震える

私の根深い堕落と乏しい人間性を憎む

私は多くの咎を犯し

神を傷つけた

行いを省みると

ずっと前に滅ぼされていたはずなのに

神は忍耐強く寛容で悔い改める機会をくれた

神の救いを見ると心は後悔で満たされる

真理を実践し人間のあるべき姿を生きよう！

この人生を神のために費やし

神の愛に報いる

永遠に神に従い

神を礼拝する


212 心からの悔い改め

1

眠れぬ夜　たくさんの記憶が脳裏に浮かぶ

長年信者であった私は

それでも世界の流行を追っていた

自分の罪は赦されていたが

それでも肉の欲望のままに任せていた

一生懸命に働きさえすれば

主から見捨てられないと思っていた

神の声を聞き　主が現れたことを知った私は

神の前に引き上げられ

天国に与ることができると思っていた

私は決して神の言葉の裁きと啓示を受け入れず

自分を省みることはなかった

欲望に従い　意のままに振る舞い

神の言葉を見くびってきた

神の言葉についての交わりでは

教義を口にするだけで、自分はよくやったと感じていた

刈り込みと取り扱いの時には　抵抗し言い訳をした

試練に悩まされた時には　いつも逃げ出したかった

私は神の救いを知らなかった

今では自分が真理をまったく求めていなかったことが分かる

神の言葉から遠く道を外れ

無限の闇に落ちていた

神の臨在を感じられない私は

心に恐れと不安を抱く

神を失いたくない気持ちに恐れ震えながら

私は神の前にひれ伏す

神の心が変わるのを待ち望みながら

神の言葉を読み　神に祈る



2

ああ神よ　悔い改める私の心の叫びが聞こえるでしょうか

あなたの臨在を失うことは

なんと暗く苦しいことでしょう

心にあなたの言葉がなければ

何の光もありません

私は堕落した性質の中で生き

サタンが私をもてあそぶ

ああ神よ　私は悔い改め　一からやり直したい

もっと裁きと刑罰を与えてくださるよう願います

たとえより厳しい試練や精錬が訪れても

あなたの前で生きられる限り

私はどんな苦痛にも耐えられる

こんなに深く堕落した私は

あなたの裁きなしには清められません

私をサタンから救ってくれるのは裁きだけ

ああ神よ　私は裁きと刑罰が愛であることを体験しました

あなたの言葉は真理であり

道であり　いのちです

最後まで　あなたの足跡に付き随います

目の前の道がどんなに険しくとも

断固として付き随い

生涯あなたに奉仕します


213 心から悔い改めたい



1-A  

刻一刻と神の栄光の日が近づくのを見て

私の心は悲しみ　心配ばかりが募る



1-B  

神に背き　逆らってきたことを振り返り

私の心に自責と不安・・負い目が湧いてくる



1-C  

神が私を選んだから　私は神に立ち返り　神の国の祝宴に出た

神は私が進み　守るべき道を教えてくれた



1-C’ 

神は何度も勧告するが　私は心に留めず

真理を得ていないので　神に顔を向ける資格など私にはない



2-A  

何年も神を信じながら　教義を現実とし

懸命に働くことが　真理の実践だと思っていた



2-B  

本分でも忠心に欠け　散漫で欺瞞だった

刈り込まれ取り扱われると　自分を正当化した



2-C  

神は私が完全になり　真理を得るよう　人々と物事を采配したが

私は従わず　（まして）真理を求めることなどなかった



2-C’ 

私はパリサイ人の道を　頑なに歩み続け　立ち返ることを知らなかった

神に憎まれ暗闇で　死よりもひどい生活を送った



3-D（大サビ）

神の裁きの言葉が　私の心を揺さぶる

麻痺していた心は今目覚め　真理を求めなかった自分を憎む　



3-D’ 

この日まで生きてきたのは　サタンの性質だけだった

神の働きの終わりは近く　神はもうすぐシオンに戻る

(転調) ・・シオンに戻る



3-C  

信仰がありながら　神を満足させないのは　実に恥ずべきことである

御言葉を味わう資格はなく　神に負債を負っている



3-C’ 

この最後の時に神に忠心を捧げられるのは　稀有な賜物である

真理を求め　神の恵みに報いることを決意する


214 神様に仕えることは私たちの幸運

1

今、御声を聞き

神の姿と働きを確証できる

実践の神に会い  幸せで

主の再来を迎え祝福される

ああ、神と祝宴にいて

天国に引き上げられる

今から御言葉を飲食し楽しむ

神といてとても幸せだ

ああ、神のため進んで励み

その計画と采配に従い

一生、心から仕えよう

神の義をいつも賛美しながら、神の義を



2

祝福を望んで御言葉の暴露と裁きを直視する

我らは心を神の剣で深く刺され

こんなに痛み、苦しむ

我らは堕落し

神に会う価値はない

なぜならこの信仰は神に祝福され

天国に入れるためだけだから

長年の熱望は去り、失意し

我らは苦しみ衰える

御言葉は征服し

我らは確信し恥じて地に伏す



3

御言葉の裁きを通してのみ

自分の堕落が分かる

意図を抱き、祝福を求め

我らの堕落は清められていない

天国に入るに不適だが

神の恵みにより奉仕する

奉仕をいとわず、幸せに思う

これは神の最大の愛と祝福だ

ああ、神のため進んで励み

その計画と采配に従い

一生、心から仕えよう

神の義をいつも賛美しながら

今日、相応しくないと感じても

祝福も滅びも、最期も心配せず仕える

神は全ての言葉でサタンを負かし

我らを闇から救う


215 モアブの子孫の神への賛美

1

モアブの子孫が苦悩に嘆く

悲しい泣き顔で

御言葉の裁きに恐怖で震える

涙ながら 肉は裁きの火にさらされる

モアブの子孫が苦悩に嘆く

厳しい裁きで地獄へ送られ

苦痛と罰が降りかかる

試練と絶望の中 あなたを求め

より自らを憎む

あなたを信じてもあなたに属さないなら悲劇だ

自責の念に涙し 胸を叩く

火の試練に苦しみながら

モアブの子孫が苦悩に嘆く

祝福を望みつつ

神の裁きの中で消滅し

堕落は刑罰により除かれ

悔恨から奮起し 神を愛する決意をする

モアブの子孫は賛美を捧げる

神は愛すべき方  ずっと神を愛する



2

あなたを信じても喜ばせない

人と呼ばれる価値はない

良心があれば 立ち上がり証しする

あなたが忌み嫌おうと

恥じずにあなたを愛するだろう

モアブの子だが

あなたへの愛は変わらない

大勢があなたの意志を求め

あなたを十分に愛したい

また満足させたいと証しを整え

あなたの愛に報いようと命を捧げる

モアブの子孫が苦悩に嘆く

祝福を望みつつ

神の裁きの中で消滅し

堕落は刑罰により除かれ

悔恨から奮起し  神を愛する決意をする

モアブの子孫は賛美を捧げる

神は愛すべき方  ずっと神を愛する


216 おお、神よ、私は貴方を離れられない

1

御言葉の導きがないと

浮草のように漂い

神が居ないと

辛く  空しい

心に神はおらず

祈りでは神を欺く

真理を棄て

ただ名利を追う私は

神に嫌われ

闇に落ち  苦しみ

心は悔恨で溢れる

嘆願しても

神は戻っては来ない

神を畏れる心なしでは

神の前で生きる価値がない

神の優しさを数え反省し

神に大きな負い目を感じる



2

裁きを通し

自分の堕落の事実を知る

傲慢で独善的で

心は曲がり

偽りに満ち

神と取引さえした

自分の本分にもずさんで

神の御心に配慮せず

自分の観念にしがみ付き

悲劇が生まれた

多くの精錬を受けて

神の義の性質は

侵害を許さないと悟った

心は神を畏れて

私は自分自身を忌み嫌い

真に悔い改める

神の裁きは全て愛と救いだ

真理を実践し

神に報いるために

本分を尽くす決意をする

神の憐みを取り戻し

神が戻って来るよう

私は心から神を愛する


217 この心の深い後悔

1

神がシオンに戻ると聞き

私はどう感じるべきか

長年神を信じてきたが

本分をきちんと尽くしてこなかった

心に深い後悔を感じる

神の愛を多く味わったが

お返しできず

実践する機会をもらってもいい加減に接した

それより一心に地位と富と名誉を求め

将来の計画を立てた

私はとても反抗的で恥知らずで

多くの時間を無駄にした

そして今  神は私達から去ろうとしている

私はとても後悔している



2

たくさんの神の言葉を読んだが

私はなぜ真理が分からないのか

自身を省みると

真理の現実をまったく持っていないと知る

我が本性と本質を見て

真理を愛していないと気づく

どうすれば過去を取り戻せるか

神は私を見捨てたのかと恐れる

私はとても後悔している

なぜ神の性質が義だと気づかなかったのか

改心したのが遅すぎたのか分からない

私はとても後悔している

神がまたチャンスをくれるか分からない

私はとても後悔している


218 帰って来た放蕩息子の歌

1

長年神を信じたあなたがなぜいまだにこうなのだ

キリストの裁きの座の前に立っても、

あなたはまったく気にしていないようだ

あなたの退廃的な顔は無関心な態度をあらわす

不当な扱いを受け、神に従う心をなくしたかのように

堕落した放蕩息子よ、あなたはそんなに頑なにどこに向かっている

あなたは神の指揮に従い、自分で選択していないように見える

岐路でぶらつき、初めの「信仰」を失っている

毅然として死に直面し、芒洋とした未来へと進む



2

もやの中で、あなたは「大きな信仰」を持っているようだ

神に捨てられいないから、好きなようにし続ける

途方もない欲望があなたの主観的な努力に取って代わる

消極性の重荷に耐え切れず、それをまだ取り除いてもいない

あなたの良心と理知はどこに行った。

いまだにあなたは目覚めていない

あなたは本当に役立たずで無能だ

自分の高尚な人格は神聖不可侵だと思っている

肉となった神でさえ謙っているが、堕落した人には尊厳がない



3

あなたが自分をまったく知らないことは悲劇だ

その堂々たる外見の中には卑しい悪人が潜んでいる

神があなたを不当に扱ったからか、

それとも真理がないことを恥じているからか

堕落した性質が少しも変わっていないのに、

本分を尽くしているとどうして言える

神の裁きはあなたにどんな効果を与えたのだ

遅かれ早かれ、風がすべての籾殻を吹き飛ばし

その時あなたは後悔しても遅く、泣いて歯軋りするだろう

だから今、気をしっかり持って真理を求め、賢くなるのだ


219 ああ神よ　私は本当にあなたの愛に値しない

1

思い出すに堪えないことを数多くしてきた

無駄な時間をたくさん過ごしてきた

心に込み上げるのは大きな後悔と負い目の気持ち

神のために自分を費やして苦労した時

私はいつも見返りを求めた

祝福を受けたいという望みが打ち砕かれた時

私は神から離れようと思った

それでも神の愛は心に鮮明で

忘れられなかった

神の言葉が私の胸を打ち

私を導いて　後退と消極性から一歩ずつ遠ざける

患難に威された時

私は恐れ臆病になって怯えた

私は弱く否定的になり

また神から離れようと思った

鋭い両刃の剣のような神の言葉が私の心を引き裂く

この恥を隠せる場所など　どこにもない



2

私はかつて富や名声や地位を求めて奔走していた

サタンの誘惑に逆らえず

何度も不安なってためらい　人生に方向を失った

引き返すことも知らず

罪の中でもがき苦しんだ

ああ神よ　これが私です！これが私です！

こんなに堕落した私はまことにあなたの救いに値しない

ああ神よ　あなたの言葉はいつも道を示し私を導いてくれた

それがなければ誘惑に陥り

一歩踏み出すことさえ困難なはず

ああ神よ　私は二度と消極的になったり退いたりしない

私を見捨てないで　あなたなしでは生きられない

ああ神よ　どうか刑罰と裁きと精錬を与え給へ

堕落から清められるように

人間らしく生きられるように


220 昔の生き方に戻って再び神を傷つけるのは嫌だ

神の日は刻一刻と近づく

神の裁きによって、私はどれだけ多くの真理を本当に得たのか

真剣に反省しなくては

昔の生き方に戻り、また神を悲しませるだろう

神の言葉はまったく明らかに語られる

神を知らずに、どうして真に愛することができるのか

神を心から畏れずに、どうして従えるのだろう

無知で盲目な者は神について常に観念を抱き

素質に欠ける者は常に神の心を誤解する

裁きと刑罰は神の愛と祝福

神の厚意を私は二度と裏切ってはならない

どれほど困難でも、神を愛することを求める

神は心を尽くして働き、人類のためにすべての言葉を発した

神への真の愛とは神の御心に気を配ること。

御言葉を読まない者は、真理を愛さない野獣に過ぎず

信仰にも神の家に留まるにも価しない

神の義なる性質は全部人に示された

神を真に愛する者は神を証する

人間らしさに欠ける者は、神に暴かれ、取り除かれた

神の偉大な働きは成し遂げられ、神は栄光を得られた

悔い改めない者は災いに陥る

神の日は刻一刻と近づく

神の裁きによって、私はどれだけの真理を本当に得たのか

真剣に反省しなくては

昔の自分の道に戻り、神を悲しませるだろう


221 新たな人となる

1

かつての自分の信仰のことを思うと、心にひどい負い目を感じる

真理を求めなかったため、実に多くの悔いが残る

本分を尽くすように神に高く上げられても、

神の御心を思いやらなかった

働き、説教したのはただ自分を人と比べるためだった

人に仰がれ、尊敬されるのを喜び

神に仕えるといいながら実は自分を立てていた

神は何度も注意し、警告したが、私は聞く耳を持たなかった

執拗に報酬と冠を求めて奔走し

名声と地位のために奮闘した。神には実に厭わしいことだ



2

神が御顔を隠し、私は闇に落ち、行くべき道がなかった

歩く屍のように生き、日々が年月のように感じた

試練の中、自分の行ない、ふるまいを省みると

神の愛をたくさん受けながらも、

それに報いることは考えていなかった

本分を尽くす機会は、自慢のために利用していた

私の本性は大天使のように神に呪われるべきもの

恐怖で震え、後悔の中、私は神の前にひれ伏した

ここまで神に背き抵抗していながら、

どうして人間と呼ばれるに値するだろう

神の裁きを受け入れて、性質を変えようと願う



3

神の裁きを経験して、私は神の性質が義であることを知り、

心から神を畏れ、従い、ある程度は人間らしく生きるようになった

性質が変わらなければ、神に仕える資格がないと今初めて知った

時に適って神の裁きによって守られたことを感謝する

今や神の愛を味わった。真なる現実の愛を

ああ神よ、私は二度とあなたに逆らい、あなたを悲しませない

ただこの最後の時を惜しみ、新たな人になろうと願う

人の評価は求めず、ただあなたの心を満足させ

万事において、あなたの言葉で生き、あなたを高く上げ証しようと


222 私は神の麗しさを見た

1

なじみのある声に何度か呼ばれるのを聞き

私は夢から覚まされたように、誰が呼んでいるのか確かめた

声は柔和だが厳しく、実に美しい姿だった

御言葉は鋭い剣のごとく、私の心と霊を貫いた

堕落の真相を御言葉に暴かれ、私はどこにも隠れられず

苦痛と嫌悪の中、今までの行いを振り返った

サタンに深く堕落させられ、実に卑しくなっていた

悪しき者の思想に染まり毒され、人間らしさをすっかり失っていた

神と地位を争った私の下劣さが露わにされた

結局、神は神で人は人。私は本当に理知がなかった

傲慢で、愚かで、無知で、自分を知っていなかった

恥を知らず、みっともないことをして、心は後悔に満ちる

深く堕落し、人間性の欠片もないことが明らかになった

堕落した性質を取り除かなければ、私の奉仕は無駄になる

観念に満ち、神を知らないで、どうして神に抵抗せずにいられるのか

神の裁きと刑罰で清められ、救われたからのは、すべて神のおかげ



2

打たれて、大きな痛みを味わったが、そこには愛の手があって、私を優しくなでてくれる

私の反抗と不義の故に、神は私を裁く

長年主を信じていながら神を知らなかった自分を私は憎む

神が真に義と聖さを見て、私は完全に従う

裁きと刑罰は神の愛、神の祝福

私にこの日があるのは、ひとえに神の裁きによる救いのおかげ

神の現実と全能が完全に人に明かされる

光の中に生き、私は神を知り、その麗しさを見る

神は実に麗しい。私は心から神を愛し、永久に証する


223 かけがえのない人生

1

果てしない空は雄大・荘厳で素晴らしい

地上で生きる者が従い礼拝すべきは誰か？

神による創造と万物の統治は奥義に満ち

その業の不思議をどこにでも見ることができる

宇宙の万物の動きは全て神の手中にあり

人の運命の禍福は思いもよらず

神の支配から逃れられない

人生は一瞬なので

魂に悔いがないようにしなければならない

神を知り愛する時だけ

人生には意義がある



2

長く神を信じ

真理を理解し  神の意図を知る

御言葉で生きる時だけ魂に平安が来る

互いに愛し合い

生活は豊かになり

霊とまことで礼拝することは

喜びと活力をもたらす

御言葉を読み真理を理解することが

神を知ることになる

私は酷く堕落し

人間と呼ばれるに値しない

神が表した真理が

私の人生の道を示してくれる

真に神を愛することで

有意義な人生を生きる



3

神が肉となり働くことは千載一遇である

困難により完全にされることは光栄である

御言葉を実践し

神の啓きと真理といのちを得る

神のために費やし

真理を追うことで祝福を得る

被造物として神に従い

礼拝することが果たすべき責務である

本分を尽くし

神から糧をいただくことが高められること

神の裁きを受けて清められ人間らしく生きる

神に認められ神のものとされるなら悔いはない


224 忠実に神を満足させることを決意する

1

神が栄光を手にする日が　近づいているのが見える

私は過去を思い出し　心が後悔で満たされる

神に対して反抗的だった私には

耐え難い記憶が残っている

目覚めるのがこんなに遅いなんて　自分が嫌になる

神の愛に報いることができず　罪責感を感じる

私の行いはどれも　神の御心に適っていなかった

それでどうやって　心に安らぎと喜びが得られようか

神が受肉されたのは　この世界で働きをされるため

人と一緒に生き　苦しみを分け合うため

人にとって神を愛することはとても意義深い

私はただ　自分の良心と理知のなさが嫌になる

誠実に神を愛さなかったことで　神に負い目を感じてしまう



2

私は神の愛をたくさん味わい

すぐにでも神に報いたいと心に望んでいる

でも　私の本性は逆らい

真理を実践せず　完全にされる多くの機会を逃してきた

私に残っているのは自責の念と後悔だけ

いっそう自分が忌まわしく嫌になる

私に真理の現実がないのは分かっている

いまだに身を入れて本分を尽くすこともできない

私の心は焦り　苦い涙が流れ

神に対面できないと深く感じた

神の恵みを注意深く数え上げることで

どんなに神が善良で愛らしいかを知った

神は私を救うため　大きな代価を払う

それなのに私は　どうして神の愛に報いられないのだろうか

私は堕落から完全には抜け出していないけれど

真理の追求に最善を尽くしていく

道の最後まで　忠実に神を満足させていきたい


225 神に愛を捧げる

1

神は働くために肉となって現われたとき、大きな屈辱を味わった

謙って隠れ、ただ人を救うために真理を表した

神の声を聞いたとき、わたしは神を認められず、長老と牧師に倣って、神の働きを否定し、決めつけた

神は私の過ちを罰さず、私の不服従を許し、私の戸を叩いた

神の憐れみを知り、たえがたいほど恥ずかしかった。私は神の愛を受けるにまったく相応しくない



2

神の言葉は鋭い剣のごとく、私の心を貫き

私は自分の傲慢さのせいで、理知と人間らしさをすっかり失ったことを知った

観念や想像で神の現れと働きを罪に定め、多くの信者の救いを阻んだことを知った

神に逆らい、神を裁いた私は何と罪深いことか

神の愛にまったく値せず、神の前に生きる資格などない

神の裁きを受けて、私は目覚め、心は悔恨に満ちる

やり直して、真理を求め、神を満足させようと決意する

神は実に優しく、私の硬い心を溶かす

私は神に愛を捧げ、神の心が慰められることを願うばかり

どれほど迫害と苦難が大きくても、最後まで忠実でいよう

力強く神を証して、神に栄光を帰そうと決意する


226 神を信じる人が求めるべきもの

1

何年も神を信じ  福音を宣べ伝えたが

未だに神の証し人となることできない

神の恵みを喜ぶことしか証しできず

神についての真の理解は話せなかった

それなのに私は主が再臨した時

引き上げられて

天国に入ることを切望していたとは

何と呆れたことだろう！

キリストの御座の前で裁きを経験し

私は後悔し恥ずかしくなった

神を信じることで何を得られるのか

分かっていないことが明らかになったからだ

私は熱心に働いたが

神の心を思いやらなかった

私はパウロのように

報いと栄誉を得ることだけを目的としていた

神を信じてきたのに

自分の性質が変わっていないことが

心の底から恥ずかしい

神が人類を救うことは

私たちがいのちを得るためなのだ



2

神の裁きによって神の愛と祝福を知り

神の言葉はサタンのような性質を露わにし

傲慢な本性を取り扱った

私はひどく堕落し

人間のあるべき姿はほとんどないことを悟った

本分を尽くすときは神への真の愛もなく

何とか切り抜けているだけだ

神の証し人となりその愛に報いたいが

私には力がない

真理を追求するために働かないなら

神を辱めることになるだろう

真理を得るまでは休まないことを

私は志し  強く心に誓おう！

真理を得るためには

どんなに苦しんでも決して諦めはしない


227 神を信じて真理を得ることは貴重である

1

私は数年間　主を信じ　熱心に働いて苦労し奔走してきた

私は天国に携挙され　報われて祝福されるだろうと思っていた

神の言葉による裁きを受けて　私は自分の堕落の深さを知った

私が苦しみ努力してきたのは祝福を得るため　

それは神と取引をしていたということ

毎日　罪を犯しては告白してきたが　それでもなお　

いつも嘘をつき　神をだまそうとしている

サタンの性質に満ちた私が　どうして神の国に入るに値しようか

神の裁きを受けて　私はついにゆすり起された

真理といのちを得ることが信仰において一番大切だと理解した

これからは決して自分の将来や終着点のために努力したりはしない

真理を追い求め　神の言葉に基づいて生きていこうと決意する



2

信仰の中で　たくさんの苦難や浮き沈みを経験したけれど　

神の言葉が試練の中で導いてくれた

肉において苦しみを味わったけれど　

サタンのような私の性質は変わった

今や神に従順な私は　もう傲慢でも反抗的でもない

神の働きを経験して　多くの真理を理解することができた

世界の闇の根源がサタンであることを　はっきりと見た

神の選民を迫害する赤い大きな竜は　神の敵

私はサタンを心から憎み　赤い大きな竜に完全に背く

喜んで全てを捨て　キリストに付き随うと固く決心した

本分を尽くし真理を獲得できれば　この生は無駄にはならない


228 過去が剣のように私を刺しとおす

1

かつての主への信仰を思い出すと　自分の行ないが悔やまれる

終わりの日の神の働きを拒んでしまい　永遠の悔いが残っている

毎日主の再臨を夢見て

天国に引き上げられるのをひたすら心待ちにしていたのに

主が扉を叩いて終わりの日の救いが現われたとき　私はそれを受け入れなかった

神を信じることは聖書を信じることだと考え

聖書の中に神を閉じ込めた

求める心がないまま　わめき散らして勝手に神の働きを判断した

必死に教会を封鎖して　信者が真の道を求めて調べるのを阻んだ

自分の名誉と地位を守るため　信者を手中に閉じ込めた

何年も神に仕えたのに、神に抵抗する張本人になるなんて想像もしなかった

消えない罪がいつまでも私を苛む



2

私はとても反抗的だったのに　神は私を憐れみ何とか救おうとした

神は御言葉で何度も心の扉を叩き　私の頑なな心を振り向かせた

私は御言葉の裁きと刑罰を受け入れ　自分がいかに愚かで盲目かを知った

神がもつものと神そのものの豊かさは　人には決して理解できない（測り知れない）

神の働きはどんな規則にも縛られず　常に前進する

なのに私は神の働きを聖書の言葉に閉じ込め　途方もなく傲慢だった

私が邪魔したせいで　多くの信者が救いの機会を失った

神を信じていながら　地位を巡って神と張り合い　まさに現代のパリサイ人だった

呪われるべき行ないなのに　神は悔い改めの機会をくださった

神の真の愛を知って　大きな恩を感じている

ああ神よ　あなたを信じていながらあなたを知らず　抵抗して裁いてしまった

私は実にサタンと同類だ　あなたの憐れみと救いに価しない

ああ神よ　悔い改めてあなたの裁きを受け入れます

何としても真理を求め　本分を尽くしてあなたの愛に報います


229 自分を省みれば行くべき道が開ける

1

今日までずっと神に従ってきて、私は神が愛であると分かる。

多くの失敗と苦しみの中、神の言葉が私に慰めをもたらした。

御言葉を通して自身を省みるときだけ、自分の堕落の深さに気がつく。

サタンのような私の性質は根深く、そのため私は罪の中に生きている。

傲慢でうぬぼれていて、嘘つきで欺瞞に満ちた私には、人間の姿が少しもない。

自分の意のままにふるまい、真理を実践することはめったにない。

私の行動には何の原則もなく、それでも自分には真理が実在すると信じている。

私はただの偽善者にすぎず、神に従っていない。

地位や名声を追求することに集中し、いのちに入るのがとても浅い。

注意深くペテロの精神を観察すれば、自分は遠く及ばないと知り、言葉なく恥じる。



2

苦難と試練によって明らかになったのは私には神への忠誠心もそして愛さえもないということだ。

私は肉のための前途は決して忘れないが、神の心を思いやることがない。

私は中国共産党によって逮捕され、拷問に耐えかねてユダのようになるかもしれないと恐れている。

死を恐れ、今日まで惨めな自分を引きずって来た。

事実によって暴かれた自分の本当の霊的背丈を知る。

真理の実在がなければ、私は必ず神を裏切ってしまうだろう。

心の中に神への愛がないなら、どうして真の従順と忠誠を尽くせるだろう？

私は長年の信仰が真理の追求のためではなかったことを後悔している。

迫害、苦難、試練を通して得た啓示により、自分の不安定な状態が分かる。

真理の実在なしに、どうやって響き渡るような証しができるだろう？



3

試練、精練、刈り込み、そして取り扱いが私を露わにした。

私は教理を説明し、自分を守るために多くの言い訳を使う。

私は心の中にこんなに多くの嘘と偽りをかかえて、どうして誠実な人になれよう？

自らを省みると、長年の信仰を経ても自分の性質があまり変わっていないのが分かる。

私は真理を追求せずに祝福され、御国に入ることを望んでいる。あぁ、私は何と愚かだろう！

神の性質は忠実さと義であり、真理なしでは私は神に投げ捨てられるにちがいない。

私には非常に多くのものが欠けており、堕落した性質がまだ清められていないことが分かる。

長年神を信じてきたが、真理を追求しなかったのでとても惨めだ。

反省なくして、自分がパウロの道を歩いていることをどうして知り得よう？

私はペテロのように、神を愛し神の御心を果たすよう決意する。


230 神の言葉から離れると行き詰まる

1

私は神の言葉を熟考し、真に自分を省みる。

神は私を訓練するため、本分を尽くすよう私を高く上げた。

しかし私はその機会を自己顕示に使った。

私の働きが少し実を結ぶと、私は歩き方や話し方を変えさえする。

神にすべての栄光を捧げると豪語しながら自分の貢献を数え上げる。

私は自分の賜物を常に信じているが、神に心から祈りはしない。

あらゆる物事の中に真理を探すでもなく、壁にぶつかってばかり。

暗闇に落ちて初めて、自分がいかに哀れで困窮しているかを知った。

おお神よ、私はあなた無しでは何もできないと、ようやく知りました。



2

私は物事に対処する際、原則の重要性が解かっていなかった。

賜物を使えば何事も為しうると、ずっと思っていた。

今は神の言葉から離れると行き詰まるしかないのだと思い知った。

働いても真理を求めず、賜物に頼ってばかりいると、必ずや失敗する。

神への服従と愛なしでは、本分を尽くしても何にもならない。

私は恥知らずにも良心に背き、神から栄光を盗んだ。

見せびらかしたり気取って歩いたりさえした。これのどこが神を畏敬する心なのか。

真理を追求せず、自分のやり方に固執していたら、つまずかずにいられようか。

おお神よ。あなたの裁きにより私はあなたの義なる性質を知りました。



3

かくも反抗的な私を、神はそれでも啓き、導く。

神の愛と憐みを目の当たりにし、私はたいへんな後悔と負い目を感じる。

私はかくも下劣で卑しい、小さなちりにすぎない。

被造物としての本分を尽くすことができるとき、私は神に報いなければならない。

かつて真理を求めないまま本分を尽くしていたことが悔やまれる。

完全にされる機会をあれほど失ったことは神の御心を本当に傷つけた。

すっかり苦渋に包まれて初めて、真理はなんという宝かと知った。

神による刈り込みと取り扱いの後、ようやく自分がいかに深く堕落しているかを知った。

私は喜んで真理の追求に全力を尽くし、神の裁きを受け入れ、清められる。

神の御心を慰めるために、私は自分の全てを捧げて私の本分を尽くす。


231 真理を追い求めなければ必ず失敗する

1

私は集会に出て、神の言葉を読んだが、真理を実践することに関心がなかった

本分を尽くせたとき、自分には真理の現実があると思った

私は神に祈ったが、神と真に交わったことはない

本分で何らかの成果を上げることで、手柄を立てたと

自分に満足し、神は報いを与えてくれるはずだと思っていた

御言葉による裁きと刑罰を経験することで、私はすぐに目を覚ました

何年も神を信じていたが、神を知らず、神と取引していた。

神を信じていながら真理を追い求めないことが最大の失敗だと今初めて知る



2

神は完全に人を清め救うために真理を表す

しかし私にはこの厚意がまったくわからなかった

本分を尽くす機会を利用して、地位と名声を求めた

働きや説教では、いつも虚勢を張って自慢した。

自分は霊の理論を説けるから、真理の現実があると思っていた

ただ自分の熱意に頼って働き、真理を実践せず、我流で物事を行なった

パリサイ人のように偽善でありながら、自分は霊的だと思いこんだ

神の裁きがなければ、どこまで落ちていたかわからない



3

神の裁きと試練を何度も経て、やっと悟った。

真理を求めず熱意だけで働くのはすべて徒労だと

自分の行いとふるまいを省みると、神への真の従順がないと自覚する

言動には歪みと偽りがあり、誠実な者ではない

どんなに行いが良くても、それは性質の変化ではない

神の国は聖い。堕落した人がどうして入れるだろう

神への抵抗という真相を偽善は覆い隠せない

真理の現実がなければ、神の称賛は決して得られず

大患難の中で証に立つ者だけが、神への信仰で成功する


232 神は長い間待っていた

人類があなたの元に戻るのを

あなたがどれほど長く待っていたか

誰が知っているだろう

そして人のために

あなたがどれほど多くの労苦の代価を払ってきたか

誰が知っているだろう

あなたの憐みがどれほど大きいか

誰が知っているだろう

そしてあなたの心がどれほど美しくて善良か

誰が理解できるだろう



1

私は長年あなたを信じてきたけれど

一度も真理を求めなかった

あなたに付き随っていたように見えても

私の心はあなたのものではなかった

祈りの時にはいつもあなたを騙し

あなたへの賛美は口先だけだった

少しの働きをしたことで満足し

全ての称賛を自分のものにした

あなたの前に立ちながらも　あなたを知らず

真理やいのちを知ることも決してなかった

教義を身につけることだけに関心を示し

一度もあなたの言葉を実践したり経験したりしたことはなかった

わずかな文字や教義を理解して

自分をすごいと思っていた



2

あなたの愛は静かにやって来て

私を叱り　鍛え　刈り込み　取り扱った

あなたの言葉の裁きが

私の偽善の仮面を取り払った

私が苦しんだり自分を費やしたりしていたのは

神の愛に報いるためではなく

ただ自分の行く末　自分の終着点のためだけ

自分がどれほど堕落し

どれほどずるく卑劣だったかを理解した

試練の中で自分が露わにされた時　私はあなたを誤解し

苦しみの中で泣き　絶望した

あなたの善意を理解したことはなく

良心も理知もなかった

これほど反抗的な私が

人間と呼ばれるに値しようか



3

あなたの愛は

私の頑なな心を溶かす暖かな流れのようだった

試練と精錬は苦しかったけれど

それは私の堕落を清めるため

あなたの御心を理解した今

私は回心し後悔の涙を流す

反抗的で無知で

あなたの御心を気に留めなかった自分が嫌になる

でも　あなたはいつも私を見守って待ち続け

私を救うために最大限のことをしてくれた

あなたの心はとても善良で美しい

私は真理を追い求め　現実に入りたいと願う

人間らしく振る舞い

あなたの心を慰めるために本分を尽くそうと決意する

あなたがどれほど親しみやすく愛らしいのかを

私は見てきた

あなたこそが人間の愛にふさわしい

あなたをもう待たせたりはしない

私の真心をあなたに捧げよう

これ以上後悔しないためにも

心からあなたを愛することだけを望む

心からあなたを愛し

あなたの御心に適うことだけを望む


233 最後の瞬間を惜しむ

1

時間は瞬く間に経ってしまう。私は気付かないうちに、

もうこんなに長い年月神を信じてきたのか。

神の働きが終わろうとしているのを見て

私は真理といのちを得たか省みる

私は途方に暮れ　神にどう説明したらよいか分からない

何度も神の言葉を読んだのに　深く考えずに動作だけ繰り返してきた

何度も刈り込みと取り扱いを受けたのに　真理を求めてこなかった

長年自分を捧げて費やしたのに　自分は神に忠実だと思い込んだ

動機を慎重に吟味してみると　それは全て名声と地位の追求だった

神は多くの言葉を発されたけれど　私は何の真理も理解しなかった

多くの試練　多くの精錬を経たけれど　私の性質は変わっていない

神が去ろうとしているいま　私の麻痺した心が突然目覚める

真理を求めなかったせいで　完全にされる多くの機会を失った



2

神はいまシオンに戻り　大災害が降りかかろうとしている

神は未だに　私たちのいのちの未熟さを嘆く

一刻も早く真理を求めよと　神は熱心に忠告する

何度も何度も　裁きと刑罰が私の麻痺した心を目覚めさせる

神の心からの言葉に出会って　私は涙を流す

人類を救うため　神はかくも大きな代価を払った

本当に理知と良心があるなら　どうして反抗して神を傷つけられるだろう

未だに真理を求めないなら　私には人間性がなく　生きるに価しない

神の性質は義にして聖く　人間の背きを許さない

働き奉仕するだけで　真理を得ないなら　どうして私が救われよう

過ぎ去った事から多くの後悔が残って　心は後悔でいっぱい

最後の瞬間を惜しんで真理を求め　人間らしく生きて　神に満足していただこう


234 新しい人となり神の心を慰めよ

1

私はサタンによって深く堕落しており、自分にあるものすべてに傲慢になる。

働きと説教では自慢し、自分はすごいと思う。

あまりに独善的で尊大で、人間らしさがない。

あまりに下劣で賎しい。 人間らしさのかけらも見当たらない。

常に偽装し、誠実なふりをする私に、 どうしてあなたが悲しまずにおられよう。

あなたは私の心を見通した。御言葉が露わにしたことを私は恥じる。

恥ずかしくてあなたの顔を見れず、この痛みは言い表し難く、心は打ちひしがれる。

私はあなたに長い間従ってきたが、あなたの御心を思いやらなかった。

文字と教義を身につけているが、性質は変わっていない。

あなたの言葉はすべてを明瞭にしてくれた。私が一心に求めなかっただけだ。



2

あなたの言葉の裁きと刑罰を経験して、私はついに目覚めた。

もうあなたに反抗しない。二度と良心を失わない。

人類を救うために、あなたは自らを卑しくして肉となった。

汚らわしく下劣な私に、どんな名誉があるのか。

傲慢さによって人間らしさと理知を失い、人間と呼ばれるに値しない。

あなたの言葉が私の心の琴線に触れて、私を奮い立たせた。

あなたの大きな愛が私の心を征服した。私は二度と名声や利益を求めない。

ただあなたの愛に報いるため、本分を尽くすことを願う。

あなたのために自らを費やし、新しい人となって、あなたの心を慰めよう。

真理を実践し、あなたの言葉で生き、人生の光の道を歩もう。


235 悔い改め新たにやり直す

1

なぜ目覚めなかったのだろうか

私はただ　地位と名声を求めることに全てを注いだ

働きと説教を重んじるだけで　神の言葉を実践も経験もしなかった

なぜ目覚めなかったのだろうか

私は見返りのためだけに労苦して働いた

贅沢な願いと要求を抱いていた私は　とてもわがままで卑劣だった

神の言葉が何度も私に呼び掛けたのに　私は心を頑なにし　見て見ぬふりをした

心が私欲でいっぱいの私が　どうして神の忠告に気付くことができようか

ああ　神よ 私の行いがあなたを深く傷つけた

あなたの愛に与りながら御前で生きることなど恥ずかしくてできない

全てが反抗的で醜くかった　過去のことを振り返ることなんてできない

傲慢で　尊大で　不埒で軽率だった私は　サタンの性質に身を任せていた

過ちを犯したことに良心が苛まれ　私は告白しては泣きわめく

なくした時間をどうやって取り戻せばいいのだろうか



2

裁きだけが　自分が偽善者であることを見せてくれた

私は何度も不滅の愛を誓いながら　試練に耐えられなかった

何度も悔い改めては祈り　新しい人間に生まれ変わったと言いながら　それは嘘だった

真理を実践しなければ　いずれ暴かれることをはっきりと見せてくれたのは裁きだけ

試練を通して深く悔い改めた私は　自分の深い堕落と人間性のなさを忌み嫌うようになった

後悔の念にあふれ、私は神の前にひざまずく 新しい人になって神の心を慰めよう

ああ　神よ 私の行いがあなたを深く傷つけた

あなたの愛に与りながら御前で生きることなど恥ずかしくてできない

本分を良く尽くすために心を注ぐことだけを願う

あなたの手に身を委ね　あなたの采配と支配に従うことを願う

目の前の道がどんなに険しくとも　　　　　　　

真理を実践することを志し、

最後まで　あなたに付き随うと決意する


236 人間らしく生きる

1

世の影響に深く染まり、私は偽りと見せかけの人生を歩んでいた。

人に対しとても用心深く慎重で、気軽に本音を言ったことなどない。

自分を高尚だと信じながらも、裏では人生哲学に頼って行動していた。

自分の虚栄心を満足させたが、心の中の恐怖を隠せはしなかった。

神の言葉は人類のサタン的本性を裁き露わにする。

夢から覚めたかのごとく、私は人間らしく生きていなかったと悟った。

嘘をつき、不正をし、騙すことが私のいのちそのものになっていた。

誠実、善良な心なくして、そこにどんな尊厳や人格があるのか。

ずるい人々は、神によって取り除かれ棄てられるべき悪魔どもだ。

私は人間性に欠けた自分を憎み、新たな人になろうと決意する。



2

神は本質が信実で義であり、すべてを吟味する。

人の欺瞞は神の目を逃れられず、最後には暴かれる。

誠実な人は真理を愛し、神の祝福と守りを得る。

私は真理を理解し、偽装を脱ぎ捨て、誠実な人間になろうと思う。

ありのままに、率直に、自分を分析し露わにする。笑われることを恐れない。

感情に頼らず、不純な動機を持たず正直に話す。

神の前でごまかさず、心を捧げる。

見返りを求めず、ただ神を満足させるために、忠実に本分を尽くす。

真理に従って行動すると、心は軽くなり楽しい。

誠実な人であること、光の中で生きることこそ、真の人生。

神を尊び神の言葉によって生きることで、私には今や人格と尊厳がある。

神の言葉は私を清め、私は人間らしく生きることができるようになる


237 神の愛らしさをいつも思っている

1

ああ神よ　あなたは謙り　肉のうちに隠れている

あなたは人から罪に定められ中傷に苦しみ

全ての屈辱に耐える

それでも人類を救うために真理を表し続ける

あなたの全ての愛を人に与えるため

心の血を注ぎ出す

あなたの言葉は全て真理でありいのちであり

一日も欠かさずに私たちを清めて変化させる

あなたの言葉を経験する時

多大なるあなたの愛が見える

ああ神よ　あなたの愛らしさをいつも思っている



2

あなたの裁きを受けることで

あなたの愛を味わった

あなたの裁の言葉はどれも

鋭い剣のように私の本性を切り開き

私に隠れる場所はない

サタン的性質で満たされた私に人間性はない

私はついに　自分自身の真の顔を見た

あなたの義なる性質が私に明らかにされた

今や私は自分を憎み　本当に悔い改めた

ああ神よ　あなたの愛らしさをいつも思っている



3

私を救ってくれたのはあなたの裁き

あなたの言葉の厳しさは

あなたの真剣な意図を覆い隠している

自分の観念にしがみつく私は

少しも従順でない

自暴自棄になり

あなたを誤解し　不平を言うことさえある

あなたの言葉は何度も私を慰め励まして

消極さと弱さから私を立ち直らせてくれた

あなたの性質が

どれほど善良で美しいものかを私は見た

ああ神よ　あなたの愛らしさをいつも思っている



4

全ての患難の中であなたの言葉が私を導いてくれる

悪魔に捕まることは日常的な脅威だけど、

あなたが悲しみの涙をふき取ってくれ

そうした苦しい夜は　もうそれほど長くはない

あなたの愛を伴侶とすれば

私の信仰はより強くなる

試練と精錬を通して

私は死んで復活した

真理を理解し　サタンの影響から抜け出した

ああ神よ　あなたの愛らしさをいつも思っている

永遠にあなたを愛し　いつでもあなたの傍にいます


238 真理の貴さを知った

1

何年か信仰して、霊的教義を多少理解し

自分は真理を理解し、その現実を得たと思った

本分を多少尽くし、いつもひけらかし

夢中で名声と地位を求め、いつも自分を人と比べた

苦労して自分を費やしながら働いたのは、すべて人によく思われるため

屈辱の中、懸命に働いたのは、面目〔体面〕と地位とのため。それでも自分は神に忠実であると思った

表向きは謙虚で忍耐強いが、本性は傲慢で独善

神の裁きと刑罰を受けた今、ようやく目を覚まされた

何年も信仰していながら、いのちの性質は変わらず、まだサタンに属している



2

試練と精錬を通して、自分がどんなに反抗的かを自覚する

私は虫のように卑しく、いまだに地位と名声のためにすべてを賭ける

いつも人からの評価を楽しむために努力する

指導者になって、神の選民を支配したいといつも思う

私は本当に理知がない

神の言葉は人類の堕落と悪を裁き、神の義を明らかにする

神は人類の堕落の真相を一つも残さず露わにする

私はついに世の闇、悪、堕落の根源を知った

人類はサタンによってあまりに深く堕落しているため、人間らしさのかけらもない

私は神の裁きに清められ、救われ、とても幸いだ

神の愛がどれほど現実かを知った



3

神の言葉を経験することで、ついに御心を理解した

御言葉の裁き、試練、精錬はすべて人類を清めるため

神が表す真理はすべて、人類へのいのちの贈り物

御言葉による照しと裁きを得て、私は自分の堕落をさらに忌み嫌う

真理が本当にどれほど貴いかを知った

それは人を清め、完全にすることができる

真理を求めて得て、新たな自分になるためなら、すべてを投げ出したい

どれほど苦痛や精錬が大きくても、最後までキリストに従う

どんなに苦しんでも、命の限り、本分を尽くして神の栄光を讃える

神の愛だけが現実だ。私はいつも心から神に感謝し、賛美する


239 私を救ってくださったのは神

1

あなたは受肉して人間となり　あまたの風雨に耐えながら

謙って人間のあいだに隠れ　誰一人あなたを知らない

あなたは人類の深い堕落を裁いて暴く

私の不義と反抗を罰する

こうした苦しみと精錬を受けたけれど　私の堕落した性質は清められた

かつて私は傲慢で　独善に満ち　あなたと取引していた　それは本当に自己本位で卑劣なこと

努力や苦しみと引き換えに　いつも天国の祝福を受けたがった

どんな良心や理知がそこにあるのか

わずかな善い行いを積めば　あなたの御心にかなうと思っていた

天国に入ることさえ夢見て

私は深く堕落して　サタンの性質でいっぱいだ

あなたの裁きを受けなかったら　どんな結末になっただろう



2

あなたの裁きが私を清め　あなたの働きが私を変えて本当の人生を与えてくれた

心から感謝せずにいられない

いまもまだ　多くの反抗と不義を　清めてもらう必要があるけれど

あなたがどれだけ愛らしいかを知った

どれほど大きな試練だろうと　絶対あなたから離れない

かつて私は　何をしても自分のためで　あなたを愛していなかった

あなたを傷つけ苦しめ　あなたが流した涙の数は誰も知らない

あなたの愛を想うと　自分の堕落した性質がもっと憎くなる

真理を追い求めて　あなたの心を慰めたい

私を救ってくれたのはあなた　あなたの裁きがなければ　私はいまここにいないはず

あなたの並外れた恵みに浴したのは　まことにあなたの愛と憐れみのおかげ

ああ神よ　私を救ってくれたのはあなた

あなたの性質が義だと知って　心からあなたを愛する

ああ神よ　私を救ってくれたのはあなた

あなたの愛にいつまでも感謝と賛美を捧げます


240 神の愛は私に救いを与えてくれる

1

長年主を信じてきたが

私はただ教義に生き

観念と想像の中に生きてきた

長年主を信じてきたが

主の言葉を実践することも

経験することも知らず

主に従うことも知らなかった



2

真理を知っていると信じ

いつも神の祝福を望み

自分を費やしながら神と取引し

欺瞞に満ち卑怯だった

真理を愛したことも

闇の力を振り払う勇気もなく

この醜い顔が暴露された

堕落からの救いは

受肉した神による

また偉大な真理による

神の愛は私を救ってくれた



3

私を一歩ずつ導いてくれるのは全能神

神の刑罰と裁きが私を今日の姿に変えた

御言葉により心は醒めて

今はサタン的本性を憎む

真理を実践するよう決意し

肉を捨てようと努める



4

終わりの日に神に救われた

終わりの日に救われた

我らは災いを生き抜き

神の栄光の日を見る

神の約束を受け

神の国の祝福を享受する

これが我らに注がれる神の愛

今日、私は神の義なる性質と神の愛を経験し

神の偉大な救いを得た

今日、私は神の愛を経験し

清めを受けた

私のような堕落した者を

私のような堕落した者を

引き上げて下さった

神に感謝せずにいられようか

堕落からの救いは

受肉した神による

また偉大な真理による

神の愛は私を救ってくれた

全能神に感謝し賛美しよう

神の愛が最も純真だ

神の愛に感謝せずには

神の愛に感謝せずにはいられない


241 神の愛はいつも私の心の中にある

1

神に従う旅路で神の愛を楽しんだ

神の言葉と要求は神の守りと愛である

私が弱り果て泣く時

言葉が励ましてくれる

私が失望すると

いつも言葉が立ち上がらせてくれる

神よ  あなたの愛は尊く後悔がない

私はあなたの愛を強く感じる

全能神よ  あなたは本当に麗しい

私はあなたの愛を呼び覚ます



2

神の人への愛は活気があり現実的

神の裁きと試練は私を浄め完全にする

神の鍛錬で成長する

神は私を導くため苦しみ

いつもそばにいてくれた

不平と誤解も神は忍んだ

神よ  あなたの愛は尊く後悔がない

私はあなたの愛を強く感じる

全能神よ  あなたは本当に麗しい

私はあなたの愛を呼び覚ます



3

私欲のない神の愛は救いと引き替えになった

神が授けた真理に私は真の人生を得た

神の愛はいつも私の心の中に

私は神を永遠に愛す

どんなに堕落し  扱いにくくても

神は信じられないほど忍耐強く

常に食べ物と水を与えてくれる

迫害、挫折、失敗を通して

神の言葉は私を励ましてくれた

神の愛は最も美しく真実で

私は永遠に語り尽くせない

神よ  あなたの愛は尊く後悔がない

私はあなたの愛を強く感じる

全能神よ  あなたは本当に麗しい

私はあなたの愛を呼び覚ます


242 私は神の愛を大いに楽しんだ

1

私はサタンの性質に満ちた堕落した人

あなたの言葉の裁きと暴きに私は恥ずかしくなる

自分の堕落のあまりの深さを知った。人間らしさが少しもない

それに真理の現実が欠けており、それが心を悲しませる

私は辛くて静かに泣く。 どうしてあなたを満足させられないのか

御言葉がすべて真理だと知り、私はもはや迷いも絶望もしない

あなたの愛は私の心を砕き、私の涙は雨のように流れる

あなたの愛に心を征服され、私はあなたをこんなにも愛する

あなたに従うことで真理を手にした。あなただけが実に麗しい



2

あなたの言葉の裁きを受けて、私は自分の堕落の真相をはっきり見た。

私には人間らしさも理知もないのに、いまだに傲慢で独善的

常にサタンの性質で生きながら、自分には良い人間性があると思う

自分の堕落があまりに深く、あなたの清めと救いが必要だと知った

あなたの裁きの言葉はすべて、私の堕落の根源を暴く

私は悔い改め、ひれ伏し、あなたの義を見た

堕落した人類が裁きと清めを得るのは、あなたの愛に他ならない

今日あなたの御前に生きることはすべてあなたの救い

私はあなたの救いの恵みを得る、あなたへの私の愛はより純粋になる



3

試練の中にあっても、私の心はあなたの愛を感じる

精錬の中で、御言葉は私の慰めであり、あなたが私を完全にしているのがわかる

あなたの清めと救いを受けることは本当にあなたの恵み

あなたの裁きと刑罰の中にどんなに大きな愛がこめられているかを私は見た

あなたを愛せるだけで私は喜びを感じる。あなたへの賛美を抑えられない

あなたの愛はとても大きく、とても真実で、とても美しい。私の喜びは無限

私の心は完全にあなたのもの。私は常にあなたを高く上げ、証する

あなたが私の愛を得るように、私は生涯あなたを愛したい

あなたは私にこんなに多くの愛を与えてくれた。あなたを永遠（とわ）に愛したい


243 私の心は他に何も求めない

1

神は肉となり、真理を表し、人にいのちを授けた

人類を救うためにあらゆる屈辱と苦しみに耐え、この時代に捨てられた

神の愛はとても大きくて、とても現実で、私の心にしっかりと根付いている

私に心と霊があるのなら、どうしてまた消極的、反抗的になり、神を傷つけることなどできようか

私はかつて未熟で、愚かで、無知で、神の御心を心に留めたことなどなかった

本分を果たしたものの、真理がなく、少しも神を証することができなかった

神が人類を救うためにこれほど大きな代価を払ったことを今、私は知った

真理を追い求め、神を満足させ、本分を尽くすことに全力を尽くしたい



2

裁きと刑罰は神の祝福であり、神は私に多くを授けてくれた

何度も弱く消極的になった私を、神の言葉が導き、慰めてくれた

何度もつまずいて倒れた私を、御言葉が立ち上がらせてくれた

長年の精錬の中で、神から与えられた愛はすべて大きく、忘れられない

神の裁きを受け入れ、自分の堕落した性質を知った

困難の中で、従うことを学び、性質が変わった

神が用意してくれた祝宴の素晴らしさを味わった

今日少しでも人間らしく生きることができるのは、すべて神の救いのおかげ



3

神の裁きと刑罰は私を清めた。私は神の愛に報いる決意をした

神を知ることができてとても幸いだ。それは本当に人生最高の祝福

神は私を明るい人生の正しい道へと一歩一歩導いてくれた

神の裁きと刑罰を受けるという幸いは最も価値あること

神の義と聖さは賛美に値する。私はそれらを愛そうとしても愛し切れない

私は神の義をもっと楽しみたい。神に仕える一生の間、この義が共にあるように

神の裁きにより、私は救いを得られ、人間らしさのある者になれた

私は真の人生を送り、いつも神の愛に感謝する。


244 神による人の救いはまさに現実的

1

キリストの言葉による裁きを受けた後、私の心はついに目覚めた。

自分がいかに甚だしく堕落していたかを、そして自分がサタンの末裔なのだとわかった。

神の言葉に征服されていなければ、神の裁きは極めて受け入れ難いだろう。

自分の行動や思いがどれほどサタン的性質に満ちていたかを私は反省する。

私は名声と地位だけを追い求め、王のように権力を振るいたがっていた。

私は観念と想像だけで生きていたが、それでも真理を有していると空想していた。

頑張って働き苦しんだ見返りとして、神の祝福を受けられるものと思っていた。

神の裁きが私に下ったのはなんという幸いか。この時初めて私は真に悔い改めたのだ。



2

神の厳しい言葉は私の魂の深い所を貫く。痛みに苦しんだものの、

神の言葉は真理だと心の中ではわかっている。

誠実な人になるには、真理を受け入れ神に従うことを学ばなければならないのだ。

真理の裁きを受け入れなければ、私は人間たるにふさわしくない。

それでもなお逆らおうとするなら、私は神の性質に背くことになる。

私は故意に神に反抗し、良心と分別を失う。本当に人間のくずだ。

神の裁きにより私は悔い改め、神の御前にひれ伏す。

裁きと刑罰は神の救い。私の心は神を讃美する。



3

御言葉による裁きを受けた後、私は多くの真理を理解した。

世の闇や悪はサタンが権力を持っているからだとわかった。

サタン的性質は、人が悪事を働き罪を犯し神に反抗するよう仕向ける。

人類はサタン的性質に満ちている。人間らしさを失って久しい。

神の裁きと刑罰だけが、人類を清め救うことができる。

神の裁きを受け入れられたのは、神の恵みと神が高く上げてくださったおかげ。

神の言葉を飲み食いし味わうのが、私の人生で最大の祝福。

神はとても愛らしい。私は永遠に神を讃美し神に感謝しよう。


245 生涯神を愛することだけを求める

1

長年主を信じてきたが、その恵みを享受することしか知らず、

神を真に愛したことは一度もなかった

ただ仕事と苦労の引き換えに、天の御国の祝福を受けたいと思っていた

でも、キリストの御座の前の裁きを受けなければ、真理に目覚めることはできない

神は、真理を表して人を救い堕落から清める

神の御前で生きれるよう、彼らに真理を理解させ、実践させる

でも私はサタンに深く堕落させられて、良心も理性もなくしていた

欲したのは神の恵みだけで、御言葉は全く実践しなかった

ただ仕事と苦労 の引き換えに、天の御国の祝福と永遠のいのちだけを求めた

神の御心を思いやることもなく、神の言葉の現実に生きることもなく

私は神を信じつつも神と取引をして、実際は神を騙し神に逆らっていた。



2

神の言葉の裁きと啓示だけが、己の堕落の真相をはっきり見せる

傲慢で、うぬぼれ、ひねくれて、欺瞞的で、わがままで卑劣な私には、人間らしさのかけらもない

これだけ堕落していれば、神の裁きを受けずに、どうして神を知り神に従うだろう？

神を知らずに、神を畏れずに、どうして神の御前で生きるに値しようか？

裁きと試練と精錬をとおして、私は神の愛が真実であるのを体験した

多くの痛みに苦しんだが、私の堕落した性質はやっと清められた

神の義と聖さを知り、自分の中に神を畏れる心が生じた

真理を実践し、神を愛し、従うことでのみ、今の私は人間らしく生きている

神の裁きのおかげで真理を得ることができ、神を知ることによって再び生きることができる

神の大いなる救いを得た私は、生涯神を愛することだけを求める


246 真理を追求して初めていのちを得られる

真理といのちを得　性質を変えるには

裁きと刑罰を受け入れなくてはならない

誠実になり　いいかげんに本分を尽くすのでなく

喜んで刈り込みを受け入れなくてはならない

真理の現実に入り　神の賞讃を得るには、

全てにおいて真理を実践すべきだ

完全にされ　キリストに相応しい者となるには、

多くの試練の苦しみを受けなければならない



1

過去の失敗を通して　私は学ぶ

過去の過ちを修正したい

挫折や失敗はあるけれど

真理を追求し続ける

試練と精練を通し　神の愛を味わい

神への愛が更に純粋になる

神よ　あなたに寄り添って従いたい

いのちを得るため　止むことなく真理を追求する

あなたのいのちの道と助言を守り

力強くあなたを証しする

真理といのちを得　性質を変えるには

裁きと刑罰を受け入れなくてはならない

誠実になり　いいかげんに本分を尽くすのでなく

喜んで刈り込みを受け入れなくてはならない

真理の現実に入り　神の賞讃を得るには、

全てにおいて真理を実践すべきだ

完全にされ　キリストに相応しい者となるには、

多くの試練の苦しみを受けなければならない



2

神の裁きにより　堕落した性質が変えられた

本分をしっかり尽くす私は　真の人間

神の采配に従うことを願う

どれほど試練や苦しみが大きくても

真理を得て証しに立つ

神を愛し証しする

神よ　あなたに寄り添って従いたい

いのちを得るため　止むことなく真理を追求する

更に裁かれ　清められたい

真理を得て救われることは　光栄なこと

真理といのちを得　性質を変えるには

裁きと刑罰を受け入れなくてはならない

誠実になり　いいかげんに本分を尽くすのでなく

喜んで刈り込みを受け入れなくてはならない

真理の現実に入り　神の賞讃を得るには、

全てにおいて真理を実践すべきだ

完全にされ　キリストに相応しい者となるには、

多くの試練の苦しみを受けなければならない

真理といのちを得　性質を変えるには

裁きと刑罰を受け入れなくてはならない


247 ああ神よ、私の心はすでにあなたのものです

1

神よ、御言葉は全て真理です

その啓示により己を知れる

私が神へ愛を叫び、献身し

全てを捨てたのは

みな祝福と栄冠を求めてだったと今日知った

私は心から悔いている

あなたと取引するなど何と卑しい

刑罰と精錬は私を清め

愛の不純物を除くためにある

神よ！常に心から愛しています

今あなたの義なる性質を知る

その優しい言葉を心に刻み

あなたを永遠に愛したい



2

神よ、御言葉は全て真理です

私の命の礎だ

迫害、困難、試練と精錬を通し

常に御言葉と共にある

長年の苦痛と困難は良い思い出

あなたの麗しさはいつも心にある

御言葉に信仰を完全にされ

私は二度と希望を失ったり

意気消沈したりしない

神よ！常に心から愛しています

あなたの義は真に素晴らしい

その優しい言葉を心に刻み

あなたを永遠に愛したい



3

神よ、御言葉は全て真理です

御言葉は私を清め、救う

御言葉はとても貴く

私の命となり  心を満たした

御言葉は成し遂げられ、成就し

あなたの聖さと義が地に現れた

神よ！私の心はあなたのもの

私はあなたに伝えたい

愛をいっぱいに持っている

神よ！常に心から愛しています

あなただけが最も正しく美しい

その優しい言葉を心に刻み

あなたを永遠に愛したい


248 神の真実の愛

1

何度も、私は名声と地位を失ったため、消極的になり泣いた

何度も、私は自分の前途しか気にかけないことを試練によって明かされ、悲しみに押しつぶされた

何度も、頑固で反抗的で、神の裁きから抜け出そうとし、良心の咎めもなかった

何度も、悔い改める決意をしたが、故意に悪事を犯し、自分の中に罪をのさばらせた

ああ神よ、御言葉の裁きで、私の醜い魂が暴かれ

私の堕落の真相をはっきり見て、恥ずかしくて逃げ隠れできる場所もない



2

自分は救いようがないと決め付けていたが、御言葉でその思い違いが晴れる

何度も、サタンの試みに陥ったが、あなたはひそかに私を見守った

何度も、私は観念を抱き、あなたに背いたが、あなたは常に寛大さと忍耐を見せた

私の数々の過ちを気にも留めず、悔い改める機会を与えてくれた

ああ神よ、私は取るに足らず卑しい。それでもあなたは常に気遣ってくれる

それでもあなたの愛に報いられなければ、どうして人と呼ぶに値しようか



3

あなたの裁き、試練、叱責、訓練を経て、私はついにあなたの愛を知る

精錬の大きな苦痛を受けたが、私の性質は清められている

真理を実践し、あなたに従い、御前に生き、私は落ち着き、平安を得る

神を畏れて悪を避ける誠実な者となり、私は実に幸せだ

ああ神よ、あなたの裁きは愛で、そのおかげで私はあなたの大きな救いを得られた

あなたの真実の愛を体験した。永遠にあなたを愛し、従いたい


249 あぁ神よ、あなたは私をこんなにも愛して下さる

あぁ神よ、あなたの裁きは真実で義であり、神聖です。

あなたの言葉は人の邪悪を露わにする光です。

私はかつて信じていましたが、私の反抗がどれだけあなたを悲しませたのか、知りませんでした。

私はあなたの恩を受け、恥じ、後悔しています。ああ、今はそれが分かる。

幾度となく、私は自分が歩んできた道を振り返った。

わたしにとって、あなたの裁きと刑罰は祝福です。

私は真理を理解し、あなたへのより純粋な愛に到達するつもりです。

たとえ苦しむとしても、私は決意しています。あぁ、神よ。

あなたの裁きが私を目覚めさせたので、あなたの愛が真実であることが見えます。

あなたの義を知ることによってのみ、私は自分の堕落に気がつきます。

振り返ってみれば、あなたは幾度となく私の導き手となり、

私の歩みの一歩一歩を守って下さった。

私を救うためにあなたが払って下さった代価を私は知っている。そのすべてはあなたの愛。

幾度となく、私は自分が歩んできた道を振り返った。

わたしにとって、あなたの裁きと刑罰は祝福です。

私は真理を理解し、あなたへのより純粋な愛に到達するつもりです。

たとえ苦しむとしても、私は決意しています。

たとえ苦しむとしても、神よ、私は決意しています。

たとえもっと苦しむとしても、私は決意しています。

あぁ神よ。あぁ神よ。

神よ、あなたの真実なる愛の前に、私は感謝と負い目を感じる。

あなたの裁きなくしては、私は変わることが出来ない。

あなたの御業こそ私を救い、変えるのです。

あぁ、あなたの御言葉を実行し、その真理を体験しながら、

私の心は、尽きることのない喜びで満たされている。

あなたの言葉が真理であり命であることを知り、私はおくれずあなたについて行きます。

私はあなたを愛し、あなたを知ることを求めます。それは人生で最高の祝福です。

幾度となく、私は自分が歩んできた道を振り返った。

わたしにとって、あなたの裁きと刑罰は祝福です。

私は真理を理解し、あなたへのより純粋な愛に到達するつもりです。

たとえ苦しむとしても、私は決意しています。

たとえ苦しむとしても、主よ、私は決意しています。

たとえもっと苦しむとしても、私は決意しています。

あぁ神よ！


250 神の愛はとても現実的

1

ああ神よ、あなたは人類を救うため、肉となり、謙り隠れて真理を表した

だが人類はあなたを知らず、逆らい裁きさえし、あなたの心を深く傷つける

ああ神よ、誰のためにあなたは泣く。誰にあなたの悲しみが感じられるだろう

ああ神よ、誰のためにあなたは嘆く。誰にあなたの御心が理解できるだろう

あなたは独り、人類の仕打ちに耐えるが、人知れず黙って私たちを救うことをやめない

あなたの心は私たちの反抗に打ちひしがれ、私たちの冷淡さに傷つく

ああ、なぜ私たちはあなたを信じながら、逆らい、脇に追いやるのだろう

ああ、なぜ私たちはあなたに従いながらも、あなたを愛さず、

あなたの恵みばかり掴み取ろうとするのだろう

裁きを経験して初めて私たちは目覚めた。実に盲目で、あなたを知らない

幸いにもあなたの裁きを受けたのは、あなたの大いなる救い



2

ああ神よ、御言葉による裁きと刑罰はすべて私たちを清めるため

それでも私たちは御心がわからず、あなたを誤解し、責める

ああ神よ、誰のためにあなたは、寝食惜しまず労苦するのだろう

ああ神よ、あなたは誰のことで心配し、ひたすら語るのだろう

私たちがサタンに害され、踏みにじられるのを、あなたは目にし、心に留める

裁きと刑罰の言葉をもって、私たちの救いを遂行する

ああ、私たちは塵に過ぎないのに、どうしてあなたの恩寵と配慮に値する

ああ、私たちは泥のように卑しい。どうしてあなたに高められ、愛されるに値する

自分の深い堕落が忌まわしい。あなたの麗しさと慈愛が見えない

今やあなたから清めと救いを得られる。永遠にあなたを愛し、忠実でいよう


251 神を愛する機会を大切に

1

時はとても速く過ぎていく。長い時間の川に消えていきながら。

私は急に過去を振り返り思い出すが、残るのはため息だけ。

私は神の愛をたくさん受けたが、その愛に報いたことはなく、ひどい罪悪感を抱いている。

神への私の愛はただ口先だけで、私の心は利己的な欲望でいっぱいなのだ。

神の愛に報いると誓ったが、試練の試しに耐えられないでいる。

幾度も、私は頑なに、反抗的になった。幾度も、自分の道を正すことを拒んだ。

神の前に立っているが、心は神から遠く離れている。

私は真心を神に捧げたことがなく、神のために重荷を担ったことがない。

私は誠意がなく私の言葉は空虚で、ただ神から祝福をだまし取りたいだけなのだ。

過ぎ去る時は耐え難い記憶に満ちている。



2

私は幾度となく裁かれ罰せられ、たくさんの試練と精錬を経験した。

神の愛はいつも私とともにあり、神の言葉は私を啓き、道を示し、導く。

私の頑なで麻痺した心は、ようやく目覚め立ち返り始める。

今日までずっと神について来れたのは一重に神の愛と配慮ゆえ。

神の憐みと救いなくして、どうして今日の私がありえようか。

目覚めるのがこんなにも遅かったこと、貴重な時間をたくさん失ったことが悔やまれる。

神は私を救うためにこれほど骨の折れる代価を払った。

神の愛と救いに出会い、どうして再び逆らえようか。

真理を追求し、神を愛し、神を満足させることでのみ、人は後悔せずに生きられる。

苛酷な試練や苦難に苦しむ時も、私は神に報いるため本分を尽くす。

生涯の最後の日々を大切にし、神に純粋な愛を捧げる。


252 神に真心を捧げる

1

祝福され神の国に入るため　私は神の家に身を寄せた

私は本分を尽くしていたけれど　

そこには取引するような態度が混ざっていた

神の言葉の裁きと啓示だけが　

自分の堕落の真相をはっきりと見せてくれた

わがままで嘘つきな私は　とっくに良心と理知をなくしていた

神は　私の堕落した性質がじきに変わることを願い　

ひたすら御言葉で教えてくださる

息子の帰りを待つ母親のように　神は待ち続け　望み続ける

神の恵みを思い起こすと　この心は悔恨の念であふれる

あんなに神に反抗し　神を欺くべきではなかった

自分の深い堕落がほんとうに嫌になる

真理を求めないことで　神の心を深く傷つけてきた

完全にされる多くの機会を逃してきた

多くの好機が失われた

反抗して神を傷つけ続けることなどできようか

これからは進んで真理を求め　人間らしく生きていく



2

真理を得られるように、努力して神の言葉を実践する

多くの堕落が露わになるが　

神の言葉が私を裁き　刑罰を与えてくれる

苦難や苦痛はあるけれど　

神の言葉が常に私と共にある

神の聖さと義についていくぶん認識を得た私の心に　

神への畏れが芽生えた

私は快楽を貪った自分を嫌悪し　

神の心を思いやり真理を実践しようと決意する

過去を振り返り　神の恵みを思い起こすと　

神だけが愛であることが分かる

絶え間ない刈り込み、取り扱い、試練、精錬が　

常に私と共にあったおかげで　私は変わった

甚大な神の恵みに私は報いていなかった

罪責感に満たされて　神の顔を見ることができない

神の恵みを得て　心から感謝している

残りの日々をより大切にしようと思う

今度こそ　神のために生き　

神に栄光を帰し神を証しする誠実な人になりたいと願う

誠実な心を神に捧げ　

神の愛に報いるために本分を尽くしていこうと思う


253 私は神が満足されることだけを求めます

1

長年  神を信じてきたが

真理を追求したことはなかった

私の心は後悔だらけ

完全にされる機会を逃し続け

神の心を傷つけた

幾度も、神は寛容で憐れみ深く

悔い改めの機会を与えて下さった

裁きと刑罰と懲らしめは

麻痺した心を覚ましてくれた

真理を理解することにより

私は神の愛を経験し

神の御前で生きられる

神の慈愛は偉大だが

私は何もお返しできず

恥ずかしくて顔向けできない

真理を求め、生まれ変わり

愛に報いることだけ心から願う



2

神から受けた使命を果たすため

私は神の訓戒を肝に銘じる

毎日、御心を満足させるため

真理を実践し本分を尽くす

聖なる計画と支配により試練に立ち向かう

どうして私は諦めたり

隠れようとしたりできるだろうか

神の栄光こそが第一だ

逆境の中で私は御言葉に導かれ

信仰は完全にされる

私は死も恐れず完全に献身する

御心は一切に勝り

前途や損得より神の満足を求める

神の栄光のため圧倒的な証しをし

サタンを辱める

神の愛に報いようと命を懸け誓い

心で絶えず神を賛美する

義の太陽が見える

真理は地の万物を支配する

神の聖なる義の性質は賛美に値する

私の心は永遠に全能神を愛する


254 悔い改め

1

正しい意図と終わりの日の忠告は

人を深い眠りから目覚めさせる

辛い思い出  今も残る中傷は

私の良心を苛む

私は当惑し怖れながら祈る

胸に手を置き悔やみながら

あなたはとても優しいのに

私は偽りの愛で欺いた

邪悪な魂は後悔もなかった

恐れを知らず罪の中で生き

あなたの気持ちを思い遣ることもなく

不安と自己憐憫の中　あなたの恵みだけを望んで

悪いと思いながらやめられない

自己欺瞞は隠せない



2

私はあなたの誠実さを知らず

逃れる道を夢中で探した

一度あなたの働きがなされたら

誰があなたを引きとめられるか

残るのはため息と後悔だけ

罪と堕落の中で生き  罪責感が込み上げる

真剣な言葉がまだ聞こえる

自分のこれまでの卑劣さを憎む

何も持たずあなたの言葉に出会う

あまりの恥ずかしさにあなたを見られない

あまりの恥ずかしさにあなたを見られない


255 いつも神の愛を切望する

1

神の裁きの言葉で目覚めた時　

初めて私は神を自分の観念で信じていたことに気付いた

神の言葉を無視し　

神の御心を思いやることがなかった私の心には　

後悔の念が残った

何度も取り扱われ　刈り込まれ　鍛えられるたびに　

私は不平を漏らし　心の中で文句を言った

何度も試され　精錬されるたびに　

私は逃げ出し神から離れようとした

これほど深く堕落して、神の苦心に応えられない自分が嫌になる

ああ　神よ

あなたの裁きと啓示の言葉が　私を夢から覚ましてくれた



2

長年　神を信じても真理を理解できず

多くの時間を無駄にしてきた

目の前をよぎる過去の全ては　

抵抗と反逆に他ならない

神を信じていながら　

裁きや刑罰を受けなかったことを

今さら後悔しても　もう遅い

自分の性質が変わっていないのも無理はない

私は本分をあまり良く尽くさなかった

私の心は後悔でいっぱいで　

神に大きな負債を感じる

神の愛を切望し　自分の薄情さがさらに嫌になる

神の裁きは人々にいのちをもたらす

私は立ち上がり目的を持って追求しよう　

もうあてもなくさまよったりしない

真理を追い求めていのちを獲得しよう　

本分を良く尽くして神の愛に応えていこう


256 失われた救いをどうやって取り戻せばいいのでしょうか

1

あなたはいつまでついてゆくのかと尋ねた

私は青春を捧げ付き添うと言った

心の底の呟きは

地を震わせ山を揺るがした

涙に濡れた顔で誓ったが

自らの偽善を知らなかった

時は過ぎ変化で  感情は薄れ

あなたへの誓いは嘘となった

私は少ししか捧げていないと知った

あなたに報いようとする空しい言葉

夢から覚め  自らを心配する

失われた救いをどう取り戻せばいいのか



2

出会った時  私はあなたに逆らった

私はそんな昔を思い出したくない

忠誠のない献身は

あなたを更に苦しめた

若い頃働いてくれたあなたに

私は何の感謝もしなかった

時は過ぎ  私は何も得なかった

この後悔を誰に話せるか

私は少ししか捧げていないと知った

あなたに報いようとする空しい言葉

夢から覚め  自らを心配する

失われた救いをどう取り戻せばいいのか

あちこちへと急ぎ

あなたの心とつながれなかった

一度偶然出会っているのに

私はあなたに気づけず

更に後悔が残った


257 神の心はまだなだめられていない

1

肉による堕落の苦さをすべて味わい、

私はサタンを更に忌み嫌う

神の言葉が私を厳しく暴いて裁き、

私は自分の堕落の真相をはっきりと自覚する

神の裁きと精練を受け入れることで、私は清めを得て、

初めて人が人生で真理を求めねばならないことを知る

人を救うための神の働きは容易でない。

良心と理知をもって、私は神に従うべきだ

神は人のために大いに苦む。いまだに人の心を得ていない

私の心に罪責と自責の念を抱く。

神の愛に報いなければ、人間と呼ばれるに値しない

神は人が悔い改めるのを待っている。

私はもう自分を貶め、空しい人生を送ってはならない

私は真理を得ておらず、人間らしく生きてもいない。

どうして間単にあきらめられよう



2

神の働きは終わりに近づいているが、

私の性質はあまり変わっていない

真理の現実なくして、どうしてしっかりと立てようか。

どうして神を安心させ、神の信頼を得ることができるのだ

私は神の要求からはほど遠い。

真理を実践せず、どうして神を満足させられようか

神の心はまだなだめられていない。

その優しさに報いるため、私は神のために生きるべきだ

神の心を満足させるためなら、どんな痛みも味わおう

もし神を失望させたら、生涯悔やみ、

恥ずかしくて神に顔向けできないだろう

人間として、私は全力を尽くすべきで、

もはや神に逆らい神を悲しませてはならない

常に義に向かって、永遠に神を愛し、忠誠を尽くすことを望む。

真理をもって初めて、私は人間と呼ばれるに値する


258 私は神を愛すると決心する

1 ああ神よ。 私はあなたの義と聖の麗しさを見ました。私は真理を追求することを志します。私は意を決してあなたを愛します。あなたが私の霊の眼を開き、あなたの霊が私の心に触れますように。私は自分の心の全てをあなたの前に曝け出します。そうして私の全存在があなたの前に捧げられますように。また、あなたが私を思いのままに試すことができますように。今私は自分の将来性を考えることも、死に縛られることもありません。私は、あなたを愛する心で、いのちの道を求めることを望みます。

2 あらゆる物事があなたの掌中にあり、また私の運命もあなたの手の中にあります。それどころか、私の一生はあなたの御手によって支配されています。今、私はあなたを愛することを追い求め、私があなたを愛することを、あなたがお許しになるかどうかを問わず、また、サタンがいかにして邪魔しようと、私は意を決してあなたを愛します。私自身は、神を追い求め、神に従う意欲がある。今神は私を見捨てようとしているが、それでもなお私は神に従いたい。神が私を求めていようがいまいが、私はなおも神を愛し、最終的には神を得なければならない。私は神に自分の心を捧げ、神が何をしようと、私は生涯を通して神に従うつもりだ。何があろうと、私は神を愛し、神を得なければならない。私は神を得るまで休まないつもりだ。


259 私は取るに足りない被造物

1

神よ！私に地位があろうとなかろうと

私は今自分を理解している

私の地位が高ければ

それは貴方が私を高めたおかげで

逆に低ければそれは貴方の定めだ

神よ！私に選択の余地はなく不平もない

全てが貴方の手中にある

貴方は私をこの国の民として生まれることを定めた

貴方の権威のもと従順であるべきだ

私は創造主に命を与えられた

ちっぽけな被造物にすぎない

貴方は私を造り

今  私は貴方のなすがままになり

喜んで道具と引き立て役になる

なぜなら貴方はそれを定め

誰も変えることはできないから

万物は貴方の手中にある



2

神よ！私は地位を気に留めたりしない

私は被造物の一つに過ぎない

もし貴方が私を

火と硫黄の池・底なしの穴に落としても

私は被造物に他ならないのだ

貴方が私を用いるなら私は被造物

完全にされても  私は創造物で

完全にされなくても

私は貴方を愛するだろう

なぜなら私は被造物に過ぎないから

私は創造主に命を与えられた

ちっぽけな被造物にすぎない

貴方は私を造り

今  私は貴方のなすがままになり

喜んで道具と引き立て役になる

なぜなら貴方はそれを定め

誰も変えることはできないから

万物は貴方の手中にある


260 私が求めるのは心の中で神を愛することだけ

ああ神よ　私は自分に対する他人の寛容さや良い扱いを求めたりしない

私への理解や承認も求めたりしない

私が求めるのは

心の中であなたを愛することだけ

心に平安を得、良心が潔白であることだけ

私は他人からの称賛や尊敬を求めたりしない

私が求めるのは

心からあなたを満足させることだけ

私が望むのは　あなたを満足させるため

真理を実行に移すことだけ

私は完全な忠心をもって本分を尽くす

私は愚かで素質に乏しいけど

あなたの愛らしさは知っており

自分の全てをあなたに捧げたい

私の唯一の願いは　あなたを愛する心に基づいて行動すること

私が求めるのは　真心と真理であなたに奉仕することだけ

私はただ生涯をかけてあなたのみ旨を行うことを求める

そしてあなたの御心に従って　全てのことを行う


261 私は一生涯を神に捧げたい

1

時に、神と過ごし

時に離れたが

神は誰より愛して下さる

神よ、私は反抗して

何度もあなたを悲しませた

どうして忘れられよう

私の中のあなたの業と託されたことを心に留め

御業によって最善を尽くしてきた

神は私に出来ることをご存知だ

私は生涯をあなたに捧げたい

何も求めず、希望も計画もない

ただあなたの計画に沿いたい

御心を為し、苦い盃を飲む

私はあなたのもの、命ずるままに



2

神よ、あなたが願い  命ずるままに

全てを捧げよう

神は私に何が出来るか

私の役割をご存知だ

全てを神に任せよう

私は生涯をあなたに捧げたい

何も求めず、希望も計画もない

ただあなたの計画に沿いたい

御心を為し、苦い盃を飲む

私はあなたのもの、命ずるままに



3

私はサタンに幾度も騙され

あなたに反抗して悲しませたが

あなたはそれらの過ちを覚えず

それらで私を評価しません

私は生涯をあなたに捧げたい

何も求めず、希望も計画もない

ただあなたの計画に沿いたい

御心を為し、苦い盃を飲む

私はあなたのもの、命ずるままに


262 神の刑罰と裁きから私は非常に多くのものを得ます

1

神が私をやさしく扱う時

慰めと喜びを感じ

神が私を罰する時

喜びと慰めは倍になります

私は弱く  苦痛に耐えて

涙を流し悲しむけれど

それが弱さと不従順から来ることを

あなたは知ってます

あなたの意志や望みに答えられず

悲しみ後悔します

だけど私はあなたを喜ばせ

この境地に達するために

出来る限りのことをしていくつもりです

私はあなたの刑罰に守られています

それは最高の救いです

裁きは忍耐に勝り

そのおかげで憐みを味わえるのです



2

今日私はあなたの愛が天を超え

全てに勝ると知るでしょう

あなたの愛はただの憐みではなく

刑罰と裁きです

両者は私に多くを与え

それなしでは誰も清められず

誰も創造主の愛を体験しません

私はあなたの刑罰に守られています

それは最高の救いです

裁きは忍耐に勝り

そのおかげで憐みを味わえるのです


263 刑罰と裁きに神の愛を見た

1

神よ、私は何百もの試練に耐え

死にそうなことさえありましたが

そうしてあなたを本当に知り

最高の救いを得られました

もしあなたの裁きと懲らしめと刑罰が

私から去ったなら

私は闇の中で生き

サタンの支配下にいるでしょう

神よ、お願いです

最大の慰めを取らないで

わずかな慰めの言葉でもいい

あなたの愛を味わい

もう離れられない

どうしてあなたを愛さずにいられようか



2

人の肉に何の益があるだろうか

刑罰が私から離れてしまうなら

あなたの霊に見捨てられたも同然です

あなたが共にいないかのようです

もしあなたに自由を取られ、病を与えられても

私はこのまま生きていけます

裁きが私から離れてしまうなら

私は生きていく道がありません

神よ、お願いです

最大の慰めを取らないで

わずかな慰めの言葉でもいい

あなたの愛を味わい

もう離れられない

どうしてあなたを愛さずにいられようか



3

あなたの刑罰がなければ

あなたの愛は私から漂い去ったことでしょう

それは言い表せません

この愛はあまりに深いのです

あなたの愛なくしては

サタンの支配下に倒れ

あなたの栄光ある御顔を見れないでしょう

私はどうして生き続けられるでしょう？

この暗い暮らしに耐えられません

あなたの臨在とはあなたを見ることです

どうして離れられるでしょう？

神よ、お願いです

最大の慰めを取らないで

わずかな慰めの言葉でもいい

あなたの愛を味わい

もう離れられない

どうしてあなたを愛さずにいられようか



4

あなたの愛ゆえに悲しみ、泣いたが

この暮らしには深い意味があり

私を豊かにし、変え

持つべき真理を得させる

神よ、お願いです

最大の慰めを取らないで

わずかな慰めの言葉でもいい

あなたの愛を味わい

もう離れられない

どうしてあなたを愛さずにいられようか


264 神の刑罰と裁きがなければ生きていけない

1

神の裁きなしに神を愛せずに

サタンの領域で支配され

指図され生きているだろう

神の心を満足させられず

自分の全てを捧げられず

真の人間になれないだろう



2

たとえ神の祝福、平安や喜びがなく

燃えるような痛みを感じ

安らぎがなくても、嬉しい

それはいつも神の刑罰と裁きがあり

義なる性質が見えるから

それが人生の価値と意味

私を救ってくれたのは

神の刑罰と裁きだ

刑罰と裁きなしには

私は生きていけない



3

神の配慮と守りが

裁き、呪い  鞭になっても喜ぶ

清められ神に近づくから

神への愛が清められ

被造物の本分を尽くすことができ

サタンから逃れもう仕えない



4

地上での生活は

サタンの支配下にあり

神の裁きなく

意味ある人生は生きられない

裁きが常にあれば清められ

神の厳しい言葉と義の性質が光に導き

神に祝福され守られる

私を救ってくれたのは

神の刑罰と裁きだ

刑罰と裁きなしには

私は生きていけない

サタンから解放され、清められ

神の支配下で生きる

それこそが今日ある人生最高の祝福だ

私を救ってくれたのは

神の刑罰と裁きだ

刑罰と裁きなしには

私は生きていけない


265 私は神の裁きと刑罰とともに一生を過ごす

1 神よ、あなたの愛は極めて貴く、美しいものです。どうしてわたしが悪い者の手の中で生きることを望むことが出来ましょうか。わたしはあなたに造られたのではありませんか。どうしてわたしがサタンの領域下で生きられるでしょうか。わたしは、自分の全存在があなたの刑罰の中で生きる方がよいと思います。わたしは悪い者の領域下で生きることを望みません。わたしが清くされて、自らの全てをあなたに捧げることが可能であるならば、わたしは進んで自分の身体と心を、全てあなたの裁きと刑罰に捧げます。なぜなら、わたしはサタンを忌み嫌い、サタンの領域下で生きることを望まないからです。わたしに対する裁きを通して、あなたはご自身の義なる性質を示されます。わたしは幸せであり、不満は一切ありません。わたしが創造物としての本分を尽くせるのであれば、わたしの全人生にあなたの裁きが伴うことを喜びます。それを通して、わたしはあなたの義なるご性質を知り、悪い者の影響から脱することができるでしょう。

2 わたしはあなたの刑罰と裁きのただ中で生きていますが、それに伴う苦難に関わらず、わたしはサタンの領域下で生き、サタンの策略に陥ることを望みません。わたしはあなたの呪いの中で生きることを喜び、サタンの祝福の中で生きることに痛みを感じます。わたしは、あなたの裁きの中で生きている時、あなたを愛し、それが自分に大いなる喜びをもたらします。あなたの刑罰と裁きは義であり、聖なるものです。それらはわたしを清め、またそれ以上に、わたしを救うためのものです。わたしは生涯をあなたの裁きの中で過ごし、あなたに見守られた方が良いと思います。わたしは一瞬たりともサタンの支配の下で生きることを望みません。わたしはあなたによって清められることを望み、たとえ苦難を受けるとしても、サタンに利用され、欺かれることは望みません。

3 被造物であるわたしは、あなたにより用いられ、所有され、裁かれ、刑罰を与えられるべきです。わたしは、あなたにより呪われるべきでさえあります。あなたがわたしを祝福することを望むとき、わたしの心は喜びます。なぜなら、わたしはあなたの愛を見たからです。あなたは創造主であられ、わたしは被造物です。わたしはあなたを裏切ってサタンの領域で生きるべきでも、サタンに利用されるべきでもありません。わたしは、サタンのために生きるよりも、あなたの馬となり、牛となるべきです。わたしはむしろ物質的な悦楽なしに、あなたの刑罰の中で生きることの方が良く、たとえあなたからの恵みを失ったとしても、そうして生きることがわたしに喜びをもたらすでしょう。たとえあなたの恵みがなくても、わたしはあなたの刑罰と裁きを受けることを喜びます。それは、あなたの最高の祝福であり、最大の恵みです。


266 神に対するペテロの愛

1 神よ、時間や場所に関わらず、わたしが常にあなたのことを覚えていることを、あなたは知っておられます。時間や場所に関わらず、わたしがあなたを愛したいことを、あなたは知っておられます。しかし、わたしの霊的背丈は小さすぎて、わたしは弱く無力過ぎるので、わたしの愛は余りにも限られていて、あなたに対するわたしの誠実さは乏し過ぎます。あなたの愛に比べると、わたしはまったく生きることに不適です。わたしがただ望むのは、わたしの人生が無駄にならないこと、そしてあなたの愛に報いるだけでなく、さらには、自分にあるものをすべてあなたに捧げられることです。わたしがあなたを満足させることができるなら、創造物としてわたしは心安らぎ、それ以上何も求めないでしょう。今のわたしは弱く無力ですが、あなたの訓戒と愛を忘れることはないでしょう。

2 神よ、あなたは、わたしの霊的背丈が小さいこと、わたしの愛が乏し過ぎる事をご存じです。わたしはこのような環境の中で、どうすれば最善を尽くせるでしょうか。わたしがあなたに捧げるための清い愛を一層備えることができ、自分の持っている全てをもっとあなたに捧げられるように、あなたがわたしに強さと確信を与えられるよう願います。そうすれば、わたしはあなたの愛に報いることができるだけでなく、あなたの刑罰、裁き、試練、そして一層厳しい呪いをもっと経験することができるでしょう。あなたの愛、刑罰、そして裁き、これらのすべてによって、わたしはあなたのことを知るようになりましたが、それでもなおわたしはあなたの愛に応えることができないと感じています。なぜなら、あなたは極めて偉大であられるからです。わたしは、どうすれば自分の持てる全てを創造主に捧げられるでしょうか。

3 神よ、人間は霊的背丈が幼く、人間の良心は弱く、わたしが達成できるのは、あなたの愛に報いることだけです。現在、どのようにしてあなたの心を満足させればよいのかわたしには分りません。だからわたしが唯一願うのは、自分のできる限りを行い、自分の持てる全てをあなたに捧げ、自分の持てる全てをあなたのために費やすことです。あなたの裁きや刑罰に関わらず、あなたがわたしに授けられること、わたしから奪われることに関わらず、あなたに対する不平がわたしに一切ありませんように。あなたがわたしを罰し、裁かれた時、わたしは愚痴をこぼし、清さを実現することも、あなたの願いを果たすこともできないことが、何度もありました。あなたの愛にわたしが報いようとしたのは、強制によって生まれたものであり、その時、わたしは自分を一層憎みました。

4 今日、わたしは、自分の良心であなたの愛に報いること、また、わたしがあなたにお返しする愛の多さに満足するべきではありません。なぜなら、わたしの思いは堕落し過ぎており、あなたを創造主として見ることができないからです。わたしはいまだにあなたを愛するに不適であるため、わたしは自分の持っている全てを、自ら進んであなたに捧げる能力を実現しなければなりません。あなたがわたしを通して大いなる栄光を得られるように、わたしは、あなたが行なった全てのことを知るべきであり、わたしには選択の余地はなく、またあなたの愛を見て、あなたを讃美することを話し、あなたの聖なる御名を讃えることができるようにならなければなりません。わたしはあなたのために、喜んでこの証しに堅く立ちます。


267 神の裁きは神を愛する私の心を更に清純にした

1 神よ、私の肉は不従順で、あなたは私を罰し、裁かれます。私はあなたの刑罰と裁きの中で喜び、たとえあなたが私を求められなくとも、私はあなたの裁きの中に、あなたの聖なる義のご性質を目の当たりにします。あなたの裁きの中に他の人たちがあなたの義なるご性質を目にすることができるように、あなたが私を裁かれる時、私は満足です。

2 私の唯一の願いは、あなたのご性質が示され、あらゆる創造物があなたの義なるご性質を見ることができるようになり、あなたの裁きをとおして私がもっと純粋にあなたを愛することができるようになり、義なる者の姿に達することができることです。あなたの裁きは良いものです。なぜなら、それがあなたの恵み深い御心だからです。

3 自分には未だに反抗的な部分が多く、わたしはあなたの御前に出るに相応しくないことを知っています。過酷な環境や大いなる患難を通して、あなたが私を一層裁かれることを望みます。あなたが何をなさろうとも、私にとってそれは貴いものです。あなたの愛は非常に深遠なので、私は一切不平を言わずに進んで自らをあなたの憐れみに委ねます。


268 私は喜んで神の働きに服従する

1

ああ、神よ！私に裁きの働きを為し

私を清め、変え

あらゆる事においてあなたの意志を理解し

従えるよう願います

あなたが私を救われたことには

あなたの絶大な愛とあなたの意志があります

あなたが私を救われたことには

あなたの絶大な愛とあなたの意志があります

私は反抗的で、堕落した性質を持っていて

私の本性は背信だが

私は人を救うというあなたの意志を理解しています

あなたが更に多くの試練と苦痛を私に与え

そのような苦しみの中で

あなたの手と、あなたの業を見ることができるよう私は願います



2

あなたは私を試し、精錬されるけれども

私はこれがあなたの愛であることを知っています

私の背丈に応じて与えて下さい

そうすれば、たとえどんな試練や苦痛があっても

私はあなたの意志を理解し

あなたを裏切ったり、不平を言ったりしません

そして、あなたに完全に服従し

あなたを満足させるでしょう

あなたを満足させるでしょう


269 十字架にかけられたペテロの祈り

1 神よ、ついにあなたの時が来ました。あなたがわたしのために用意された時が来ました。わたしはあなたのために十字架に架けられ、この証しをしなければなりません。わたしの愛があなたの要求を満たし、一層清くなることを願います。今日あなたのために死ねること、あなたのために十字架に架けられることは、わたしにとって慰めとなり、励みとなります。なぜなら、あなたのために十字架に釘付けにされ、あなたの望みを満たし、自らをあなたに捧げ、わたしの命をあなたに捧げることができることはこの上ない喜びだからです。

2 神よ、あなたはほんとうに愛しいお方です。もしわたしが生きることをあなたが許されるならば、わたしは一層あなたを愛することを望むでしょう。生きている限り、わたしはあなたを愛するでしょう。わたしは、あなたを一層深く愛することを望みます。あなたはわたしを裁かれ、刑罰を与えられ、わたしを試されます。なぜならわたしが不義であり、罪を犯したからです。そして、あなたの義なるご性質がわたしには一層明らかになります。それはわたしにとって祝福です。なぜなら、わたしはあなたを一層深く愛することができ、あなたがわたしを愛されなかったとしても、わたしはあなたをこうして愛することを望むからです。わたしはあなたの義なるご性質を見ることを望みます。なぜなら、そうすることにより、わたしは有意義な人生を実際に生きることができるようになるからです。

3 わたしの人生は今より有意義であると感じます。なぜなら、わたしがあなたのために十字架に架けられ、あなたのために死ぬことは意味のあることだからです。しかしながら、わたしはまだ満足していません。なぜなら、わたしはあなたのことをほとんどほんの少ししか知らず、わたしはあなたの望みを完全に満たせず、あなたにほとんどほんの僅かしか報いなかったからです。わたしは人生においてわたしのすべてをあなたに報いることができずにおり、それには遠く及びません。今、振り返ってみると、わたしはあなたに大きな負債があり、自分のすべての過ちと、わたしがあなたに報いなかった全ての愛を償うために、わたしにはこの瞬間しかありません。


270 神様への忠実な心

1

神様にとって私の命は重要でないかもしれませんが

私が命を捧げたいと願うのはあなただけ

人はあなたを愛するに値せず

人の愛と心には結局価値がないかもしれないが

あなたは人の親切心がわかる

人の肉はあなたの水準に合わないが

私の心を受け入れてくださるよう願う

私は塵よりはるかに小さいから

この忠実な心を捧げることしかできない

神様 あなたに



2

神様にとって私の命は重要でないかもしれませんが

私の心の全てを捧げるのはあなたです

あなたのために何もできないけれど

私は自分を捧げます

あなたを忠実に満足させるため

あなたが心を見守っている

あなたは私の心を見守っている

人生何もいらないが

真の望みは

あなたを愛する思いが受け入れられることです

私は塵よりはるかに小さいから

この忠実な心を捧げることしかできない

神様  あなたに



3

神様にとって私の命は重要でないかもしれませんが

私が命を捧げたいと願うのはあなただけ

私はあなたと長く共にいても

あなたを知りませんでした

あなたを一度も愛さなかったことは

私の最大の負い目です

私は陰で悪口さえ言いました

あなたに言うべきではない言葉を

おお  神様

このようなことであなたに永遠の負い目を感じます

私は塵よりはるかに小さいから

この忠実な心を捧げることしかできない

神様  あなたに


271 私は奮起して立ち上がる

1

神の義なる性質を知って

神への愛が根付いた

私が祝福されるも問題にぶつかるも

全ては神の定め

裁きも刑罰も試練も

私の愛を純化するため

人間の失敗は普通のこと

驚くことではない

神の厳しい言葉は剣のように刺し通すが

神の心はいつも優しい

いのちのための苦い薬を

どうして私は拒めよう？

神の刑罰と裁きにより

神の真の愛を感じた

人を救う神の業は現実

私の心は神を讃美する

この心は神を讃美する



2

人間は傲慢で欺瞞に満ち

躓き倒れるのが定め

私は神に仕えていながら　神に抵抗する

神の刑罰に耐えるべきだ

裁きに大きな痛みが伴っても

それは私のいのちが必要なもの

神が義であると確信がある

だから心から讃美する

神に裁かれ　刑罰を受けることは

神が下さる栄誉

不平を言ったり争ったりするなら

神の愛には相応しくない

堕落した人間に真理はなく

サタンの性質に満ちている

今このいのちがあるのは

神の時に適った救いのおかげ

神の時に適った救いのおかげ



3

ペテロの精神は

人の振る舞いの根本

人が神を愛することはなんと奥深いことか

私は神を深く愛することを求める

祝福が欲しくて　神と取引するなら

結局人は躓き倒れるだけ

真理を理解し　清められ

私の心には平安がある

神を信じ　愛し　神に従う

これが人の真の本分

刑罰と裁きを受けることは

神への愛を強める

神がどう私を取り扱っても

私は神の義を讃える

神を知るようになることが私の夢

それ以上望むことはない

それ以上望むことはない



4

裁きを通り

神の愛を味わい　再び立ち上がる

神に合わせる顔はないけれど

再び奮闘する

私は御心を理解し

神の愛が私を前進させる

試練や困難がどれほど大きくても

力強い証しをする

祝福か禍かは問題ではない

神の栄光が全て

ペテロのように　神に最高の愛を捧げる

そして死ぬ時は平安のうちに眠る

選り好みせず　神の業に従う

神を満足させることが鍵

神を愛し　御心を行うことは

人間にとって最高の栄誉

人間にとって最高の栄誉


272 生きるために人は真理を持たなければならない

1

神を信じる者はつまらない人生を避けるため

神の言葉を持たなければならない

神の言葉からは光が射し

神の言葉なしでは

私は自分が誰なのか分からない

私たちの心を神の近くに保つには

神の言葉を読み  真理と交わらなければならない

神から承認を得るには

真理を求めなければならない

いのちの道は私の足元でより素晴らしくなる

私の性質の変化は神に賞賛されるだろう

私はこれからも頑張って働き  進み続けてゆく

成功が私を呼んでいる



2

問題に直面する時

私たちは祈り  神を求めるべきだ

聖霊と共にいることは実に喜ばしいことだ！

キリストの導きと道を示す言葉で

真理を得ることができる

キリストを強く信じて

真理の原則を固持し

私は後悔しない！



3

意味ある人生を生きるには真理を持つべきだ

真理がないと苦悩の人生になる

運命を信じることでは問題は解決せず

真理を得ることでのみ

いのちの現実を持てる

神の業は義であること知りなさい

どんなに巧妙な者でも神を騙すことはできない

神から承認を得るには

真理を求めなければならない

いのちの道は私の足元でより素晴らしくなる

私の性質の変化は神に賞賛されるだろう

私はこれからも頑張って働き  進み続けてゆく

成功が私を呼んでいる


273 真理を得るまで私は休まない

キリストは真理、道、いのちであると私は確信する。

神を知るまで私は休まない

耐えるべき苦しみに耐えられなければ、私は人と呼ばれる価値はない。

神の愛に報いられなければ、私は神に顔を向けられないだろう



1

肉において現れる言葉は神自身。終わりの日に受肉した実際の神

時が始まる前、神は終わりの日に私の誕生を予め定めた。

私を征服し、救うことで、神は私にいのちを授けた

神は人類の罪深い本性を裁いた。

人類のもつ醜き邪悪なサタンの顔を暴いた

私は辱められ、どこにも隠れられず、まったく恥ずかしいい。

自分が一握りの土にすぎないことを知っている

自慢できることは何もない。地にひれ伏し、私の心は征服された



2

神の義と聖さは私の不従順をあばき、

私は自分の卑劣さとあくどさを更に憎む

神のいのちこそが真理。

私の心は真理を渇望し、前に進むよう努める

神を知ると、私は励まされ、いのちを求める。

神の言葉によって生きることは、本当に大きな祝福

神の働きを通して自分を知った。

自分は堕落が深く、神に仕える価値がないことを悟る

何としても神に従い、犠牲を払い、静かに神を愛したい。

神を証することができて満足する


274 キリストが永遠に真理であることを認める

1

以前、主を信じたとき、私は真理の現実を知らず

真の指導者、偽の指導者、反キリストを区別できなかった

聖書の理論を解き明かせる者なら誰でも敬い、崇め、ついて行った

教会のために働き、大変苦労する者は誰でも良き指導者だと思った

その人たちについて行けば天国に入れるという甘い考えだった



2

裁きを経験して初めて、自分の考えの愚かさ、ばからしさを知った

人を真理ではなく常に観念と想像で判断していたのだ

指導者の言うことは何でもし、それで神に従っていると思った

地位と権力を崇めていた。心に神の居場所はまったくなく

今日初めて、自分の信仰の見当違いなあり方に気づく



3

今日私は、神を信じる上で真理といのちを得ることの難しさを実感する

神の裁きを経験し、真理を実践して初めて、真に神を知ることができる

神を知らなければ、いかに良い行いでも偽善でしかない

いかに良い観念や想像でも、それらは誤謬であり真理とは相容れない

神の言葉のみが真理であり、人を清め、救うことができる



4

神を信じるとき、私たちはキリストが真理であると信じるべきであり、人につき従ってはならない

真理を理解し、神を知るとき、異なる種類の人を自ずと判別できる

神を信じるとき、神の言葉の真理のみに従い、人には用心せねばならない

真理がなく、判別する力がなければ、惑わされ、我が身に滅びをもたらすことになる

キリストが永遠に真理であると認めて初めて、最後まで忠実につき従える


275 優しい警告の歌

1

朗読：キリストは勝利を得られた。キリストは勝利を得られた。

神に従い、真理を得ることで、あなたはいのちの道を歩む

神学を求め、理論を説いていては、他人も自分も傷つける

教義を説き、規則にこだわっているなら、あなたには真理の現実がない

何も実践せずスローガンを叫ぶのは、明らかに神を欺くことだ

地位を争って目立とうとすることは傲慢で独善的だ

自分の欲望に従い、真理に背くなら、あなたは神に逆らう

観念を抱き、心の中で神に抵抗するのは、神に敵対すること

分別をもたず、誰の話しでも聞くのは、まったくの愚か者

人を崇め、人に従うのは、未信者のすること

自分の賜物や自分に頼っていては、何も達成できない

神を畏れ、悪を避けることでのみ、あなたは賢くなり

原則をもって本分を尽くすことで、神の称賛を得る

ああ、キリストは永久に真理

ああ、キリストは永久に真理



2

朗読：キリストは勝利を得られた。キリストは勝利を得られた。

誠実な者は本分で手を抜くことがない

ずるい人は多少努力はしても、忠誠心がない

良い心をもって善行を積むなら、神は必ずあなたを救ってくださる

悪の心、悪い人間性をもつなら、神は必ずあなたを暴くだろう

恵みを求め、裁きを拒んでいては、本当は神を裏切っている

御言葉を実践し、現実を身につけるなら、神は必ずあなたを祝福する

人を分裂させ、惑わすのはサタンのなせる業

自分を奉り、人を従せるのは、非常に傲慢なこと

他人を罠にかけ、自分の王国を建てるなら、あなたは悪魔、反キリストとなる

神に従い、御言葉に生きるなら、本当に賢くなり

神を証し、神を高めることは真の奉仕

神を愛し、真理を実践することが、ペテロの成功の道

ああ、キリストは永久に真理

ああ、キリストは永久に真理


276 常に神に従う

私は神の声を聞き

神のみもとに戻る

御言葉の潤しを受け入れる

裁きと試練を経験し

大きな苦しみを受けて　清められた

挫折と失敗

苦痛を通し

何度も鍛えられ

神への愛が強くなる

神はまさに義であり

その心は善良

私は心の中で神を敬い

神から離れることはできない

私たちは神に従う

いつも従う

裁きを受け入れ

前進し続け　変えられることを求める

堕落を捨て去り

性質が変えられ

人間らしく生きる

神の裁きは愛

神の大いなる救い

神の大いなる救いは愛

人は塵にすぎず　小さくて卑しいが

神の救いを受けた

我らは人間の尊厳をもって生き

性質が変えられた

裁きと刑罰により

神の愛が私たちと共にある

神は自ら働き

私たちを完全にし　変える

私たちは神に従う

いつも従う

豪奢な欲望も

不純な取引もない

本分を尽くし

任務を果たし

神の心を満足させる

神は慰められ

私たちの霊は

喜びを感じる

神の恵みを楽しむだけでは

いのちはない

真理を得なければ

結局全てはむなしい

人生はとても短く

神を愛することは至高

神の証しとなるなら

人生に悔いはない

私たちは神に従う

いつも従う

神の国への道が

どれほど険しくても

迫害や困難があっても

後戻りしない

御言葉が導き　信仰を与えてくれる

神の足跡を辿り

懸命に前進する

私たちは神を愛し　後戻りしない

私たちは神に従う

いつも従う

人類を救うため

神は全てを捧げる

神の愛は私たちの心を虜にする

私たちは決して後戻りしない

常に神に従う


277 神に従う決意

1

サタンによって深く堕落した私は、人間らしさをほとんど失っていた

神の言葉の厳しい啓示から、自分の堕落の醜さを見た

傲慢でサタンのような性質に満ちた私は、神の御前で生きるに値しない

神の憐みと救いがなければ、今の私はない

私を救ったのは神の裁き。私には神に従う決意がある



2

深く根付いたサタンのような本性のせいで、何度も神に背いてしまう

私はもはや自分の肉のいいなり。なんと悲惨であわれなことか。

本当に自由になれるように、私は真理を実践するよう決意する

私は生きる者として、肉を超越してほんとうの自分を取り戻すべき

私を救ったのは神の裁き。私には神に従う決意がある



3

人生の道を示す神の言葉により、今なら人間らしさが分かる

サタンと肉に背を向け、真理を実践しなければ、人間性は取り戻せない

自らを神のために費やし従うことで、私は神の祝福を見た

人類を愛するのは神の心だけ。神は人類の賛美に値する

私を救ったのは神の裁き。私には神に従う決意がある



4

私は霊の世界の戦いを目にした。神の受肉が人の本性を暴く

人の子は、人類を救うために真理を表す。大きな屈辱に耐えながら

神の愛はまさに真実。神を愛さずにはいられない

真理を得た私は、神を証ししてその愛に報いる

私を救ったのは神の裁き。私には神に従う決意がある



5

神の働きの方法は全て人を清め完全にするため

私の未来と運命は全て神の手の中。神が義であると信じている

キリストが真理であると確信した私は、最後まで神に従おう

命に懸けて神のために証しすると誓い、絶対に神を裏切ることはない

私を救ったのは神の裁き。私には神に従う決意がある


278 我々は自分自身の道を選ばなければならない

キリストは真理を表し

終りの日に義を明らかにする

彼は真理であり

全ての人に対して正しく

真理を追求しなければ取り除かれる

人の結末はその人が真理を持っているかによる



1

見かけのよい行為だけでは

命を持っているとは言えず

良い行いや真理がなければ

神は顔をそむける

神の性質は聖にして義であり

侵害を許さない

邪悪なことをしたり神に逆らえば罰せられる

我々は自分自身の道を選ばなければならない

誰かが代わりに我々の道を選ぶことはできない

真理に従い正直な人だけが人間性を持つ

真理を実行し現実を生き抜く

それのみが神から称賛を受ける



2

信仰において神の賞賛を得るには

神を愛し  従う必要がある

清められるために

神の裁きと刑罰を受け入れる者だけが賢い

地位や名声  利益を求めることに価値も意味もない

真理を説くだけでは空しく

本分を尽くし真理を実践する者だけが

神に従う人である

神を愛し  良い証しをすれば

真の人生を送れる

裁きと刑罰と刈り込みは神の愛である

試練と精練の時の証しは神に栄光を与える

試練により人に真理の現実があるかが示される

真理を得て神を知る時だけ

神を証しすることができる

真理を求めて性質を変える時

遂に我々は成功するのだ！


279 私はあなたに創られ、あなたのものです

1

山あり谷あり変化して

雨風の中  あなたの後を追う

危険や苦難は真の愛  真情の炉

打たれた心は不滅の愛であなたを慕う

何度冬は春になっただろう！

苦きも甘きも味わってきた

秋風は絶え  春の花を歓迎する

気まぐれな戦士の生活！

あなたの思いが分かる

あなたは謙虚に世に来られたが

雨風に打たれて苦しむあなたに

誰も情けをかけない

群衆に拒まれた痛みは言葉にできないが

願いは御言葉に見ることができる

あなたのいのちの言葉は心を潤す

心は良くなりあなたを慕う

心が一つになるのはいつだろう？

あなたに創られた私はあなたのもの

信仰を断つのは永遠の罪

あなたの涙を私は拭う

あなたの願いを叶えるために心を捧げる



2

あなたは去り  いつ戻るか分からず

辛い別れに涙を流す

去るのが嫌で残ったが心は切り裂かれ

眼を凝らしてあなたが戻るのを切望する

私のすさんだ心を隠せず

自責の念が心を貫抜く

海に隔てられても

友人のようなあなたに捧げ物を贈る

再会すれば微笑みかけてくれる

あなたのいのちの言葉は心を潤す

心は良くなり  あなたを慕う

心が一つになるのはいつだろう？

あなたに創られた私はあなたのもの

信仰を断つのは永遠の罪

あなたの涙を私は拭う

あなたの願いを叶えるために心を捧げる


280 あなたは私の真のいのち

1

私は青ざめ、髪を振り乱し

孤独で落胆していました

私たちは互いを知らず

み前にいても距離がありました

慈しみ溢れるみ顔は

威光を放っています

あなたの心は高貴で優しく

無限のあなたを表す言葉はありません

み業の全てを皆が知る訳ではないのです



2

あなたにいのちの息吹を授けられ

私はみことばで満たされました

この心は真の感謝に満ち

私の全ては新たにされました

あなたの全ては私にとって

かけがえがありません

いかなる山や道のりがあろうと

私は決してあきらめずに進みます

この思いは私の心の秘密です

あなたは私の真のいのち、唯一の方

みことばは私の生存の基礎です

あなたは真理、道、そしていのちであり

他に救いはありません

あなたは私の真のいのちです



3

凍てつく夜もあなたの愛を思い

私の心は暖かです

今、生活は活気に溢れ

私は新たな人生を迎えています

長年の触れ合いから私は

あなたの貴さを知りました

この世にあなたに及ぶ者はおらず

あなたは人類にとって唯一の方です

この思いは私の心の秘密です

あなたは私の真のいのち、唯一の方

みことばは私の生存の基礎です

あなたは真理、道、そしていのちであり

他に救いはありません

あなたは私の真のいのちです


281 時

1

孤独な魂が遠くから旅だち

未来をさぐり、過去を求め

労苦しながら夢を追い求める

どこから来てどこへ行くか知らず

涙のうちに生まれ

絶望のうちに消える

踏まれても、頑張りぬく

あなたの到来で辛い人生の漂流は終わる

希望を見出し、夜明けを喜び迎える

靄にかすんだ先に

あなたの姿を見る

それはあなたの御顔の輝き



2

昨日は異郷に彷徨ったが

今日は家へ帰る道を見つけた

傷つき人間性を失い

人生は夢だと嘆く

あなたの到来で辛い人生の漂流は終わる

もう迷った者でも、さまよう者でもない

今、自分の家で白い衣を見る

それはあなたの御顔の輝き

何度も生まれ変わり

幾年も待ちわび

全能者が今来た

孤独な魂は自分の道を見つけ

悲しいことはもうない

それは千年の夢

『小羊に従って新しい歌を歌おう』より


282 神への信仰の格言

1

神への信仰の根本的な基礎は

毎日御言葉を読むことであり

信仰の日課は

神に祈り  自らを省みることだ

信仰の焦点は真理を実践して

行動に原則を持つことであり

持つべき良心は忠実に本分を尽くし

神の委託を遂げることだ

救いの道は真理を求め

神の働きに従うことで

信仰の基本的な課程は

裁きと刑罰  刈り込みと取り扱いを

受け入れることだ

神を愛することだけが真の信仰であり

神を愛する人は誠実で高潔である

神を愛し神に尽くせば

後悔することはない

神を愛する人だけが

神を礼拝し証しすることができる

神を愛することよりも大きな祝福はなく

有意義なことはない



2

神への信仰の根本的な現実は

真理の現実に入り  誠実になることで

最高の実践原則は

真理に従うことを使命にすることだ

信仰の失敗は人に従い  人を崇め

人の支配下に陥ることであり

信者は神を裏切ったり抵抗しないということを

覚えておくべきだ

神への信仰における生涯の道は

神を畏れ悪を避けることであり

最終的な目標は神を知り証しすることだ

神を愛することだけが真の信仰であり

神を愛する人は誠実で高潔である

神を愛し神に尽くせば

後悔することはない

神を愛する人だけが

神を礼拝し証しすることができる

神を愛することよりも大きな祝福はなく

有意義なことはない


283 私はやっと神を愛することができる

1

真摯で清純なあなたの愛。優しく正直な心をもち、あなたは人類を救うために肉となられた

あなたが謙り身を隠すことがとても麗しく、あなたがどれほど量り知れないかを私は知る

恐れおののきながらも、しっかりあなたに従う。 あなたの言葉は私を慰めてくれる

苦難の中、あなたは私とともに立ち、御言葉が私を導き、救い、完全にする

私はやっとあなたを愛することができる。日夜あなたとともにいて、御心を理解する

あなたの麗しさがますますわかり、全能神、あなたを知るようになる

あなたがともにいてくれて、私は実に多くを得え、いつもうれしい驚きを見い出す。

あなたにすべての愛を与えられ、あなたと過ごす時間はとても貴い



2

あなたの愛は私を目覚めさせ、わたしの心を励ました。私はあなたを愛し、忠実でいたい。

あなたは言葉で私を裁き清め、サタンの影響から救ってくれた

私はあなたの愛を大いに享受し、真理を理解し、あなたに忠実であることを知る

苦痛と精錬を通して、私はあなたに近づく。死を賭しても、美しい証をしてあなたに栄光を帰す。

この日まであなたについて来て、あなたから真理の糧を得て、道はますます明るくなる

あなたの限りなき愛を体験して、全能神、あなたを知るようになる

私が今日清められ、救われるのはあなたの恵みのおかげ。どう感謝していいのかわからない

あなたの導きで、私は光の中に生きる。今後もあなたを愛することを求めて、一層努力しよう


284 神を愛する道を邁進する

1

神を信じる道がどれほど険しくても構わない

私はただ神の御心を自分の使命として果たすだけだ

祝福を受けようが不幸に遭ったとしても気にしない

神を愛すると決意した今

最後まで忠誠を尽くすつもりだ

どんな危険や苦難が待ち伏せても

私の最後がどうなろうとも

神の栄光の日を迎えるためには

私は神の足跡を辿って前進する



2

神がとても心配しているのが私には分かる

神と重荷を分かち合うために

どのように本分を尽くすべきか？

神の国の福音を広める道は長く困難である

我らが神を愛するならば

神を証しするために苦しむべきだ

私は神を愛することを選んだので

自らを神に捧げるべきだ

神の心を慰めるためならば私は喜んで

どんなことでも神のために耐えよう

神は人類を救うため

大変な屈辱に耐える

我らが神を愛するなら

神の御心を気遣うべきだ

神は我らが本当に神を愛しているか試している

我らが真理を理解するなら

証しするために闘うべきだ

どんなに迫害や試練  苦難がひどくても

神を愛し神の御心を行うことが第一であり

我らは神の称賛を勝ち取らなければならない


285 悔いなく神を愛する歌

1

神の国への道は

起伏が激しい。

生と死のはざま、

責苦と涙の中で私はさまよう。

神の守りなしでは

誰が今日まで歩んで来られただろうか。

終わりの日に私たちが誕生することを神は予め定めした。

私たちはキリストに従えて幸いだ。

神は身を卑しくして人間になり、

大変な屈辱を忍ばれた。

私は神を愛さずして、どうして人間でいられようか。

私は永遠に悔いなく神を愛する。



2

いかなる試練の中であれ、

神の言葉は道を示す。

私の心は挫折に嘆くが

神は愛すべき方だと私は知っている。

苦しみがどんなにひどくても

精錬がどんなに深くても

私には後悔も不平もない。

人に対する神の愛は無限で

神の真理は私たちのいのちになる。

神の言葉は貴く、

神の性質は愛に満ちている。

私は永遠に悔いなく神を愛する。



ブリッジ1

神を愛するからには、神に従い証しすることを悔いはしない。

私は弱く消極的だが

涙の中でも神を愛する。

私は苦しみ、神へ愛を捧げる。

神を決して悲しませないように。

試練で鍛えられるのは

黄金が火によって試されるよう。

私の心は黄金のように鍛えられる。

どうして神に心を捧げずにいられようか。

天国への道は険しく

たくさん涙を流すだろうが

私は永遠に悔いなく神を愛する。



3

神の裁きと刑罰を経て

私の心は征服された。

裁かれ精錬されたが、

私はいのちを得た。

肉となられた神の働きは現実。

真理を追求し神を愛そうとすれば

最後まで神に従えるに違いない。

神は人のために苦痛を受け、

私は生涯神に報いながら生きる。

私は精錬され神を愛したい。

神を知れば、私は死んでもいい。

私は永遠に悔いなく神を愛する。



4

私が誠実で、神を愛そうとするなら、

私は神に相応しい者になれる。

神を愛し畏れれば、

神の称賛を得られるに違いない。

神の言葉の真理を実践すれば、

神は私を導き祝福してくださるだろう。

苦難と試練をとおして

私の堕落は清められつつある。

報われなくとも神を愛し、

神を満足させようと心がける。

神を知り、真理といのちを得れば、

私の人生は無駄ではない。

私は永遠に悔いなく神を愛する。



ブリッジ2

神の働きを通して私は神の業を知る。

私の心は本当に楽しい。

終わりの日に私は神を見て、

一生神に仕える。

神に従うためすべてを棄てよう。

自分の命でさえも。

神を喜ばせるためなら拒絶にも甘んじよう。

神を愛し、神を証しすることは

真の光栄だ。

私は永遠に悔いなく神を愛する。

私は永遠に悔いなく神を愛する。


286 神を愛する道で勇敢になりなさい

1

でこぼこ道は愛を　純粋にする

神の裁きの御言葉はいつも共にある

神の義は　私の心を燃やし

自分がどれだけ堕落したかわかる

神の裁きは反抗心を消し

苦しみは従うことを教えた

神への愛は私を神により近づける

神への証しが私の願い

裁きは神の祝福と今わかる

真理を得るために多くの苦痛に耐えよう

怠け者、臆病者、卑怯者は

決して神を証しすることはできないから

神を満たすためにさらに苦しみを望む

迫害は神への愛を強める

神と心を一つに全てを尽くしなさい

神を愛し、御心に従い、願いを満たすよう努めなさい

100倍の意志と信仰を持ち

真の人生を目差して進む　成功が私を呼んでる



2

終わりの日キリストは　道をもたらす

永遠の命への道を　素晴らしい救いを

なんという祝福　御心を見れるとは

神の誠の愛すべてを得たい

厳しい裁きは私の益になる

裁きによってのみ神を知ることができる

最後の苦痛はさらなる神の愛

私は神に忠実になり愛に報いる

神を満たすためにさらに苦しみを望む

迫害は神への愛を強める

神と心を一つに全てを尽くしなさい

神を愛し、御心に従い、願いを満たすよう努めなさい

100倍の意志と信仰を持ち

真の人生を目差して進む　成功が私を呼んでる


287 私たちは終わりの日のキリストの証し人

1

何千年にも渡り  人間は堕落し

酷すぎて見るに堪えない

名声と富を追いかけて

罪の中に生き  人間性と良心を失った

私たちは幸運にも終わりの日に生まれ

救い主の再臨を迎える

御言葉の一つ一つが真理なのを見て

私たちの心は征服された

裁きと刑罰を通して堕落が清められる

神が真理だと固く信じ

その足跡にしっかりと従う

御言葉はひどい迫害や困難の中で

私たちを導いてくれる

神の愛を経験し

私たちは鉄の意志で神に従う

苦難を通して新しいいのちが与えられて

勝利の証しをする

義の太陽が現れた！

私たちはみな神の証し人だ！



2

神は人を救うために肉となり

そして酷い屈辱を受け苦しんだ

神は拒絶されたが

不平も言わず後悔もせず誤解に耐えられる

塵のような私たちが神に引き上げられることは

真に幸運である

私たちが得る真理といのちは

神の大いなるやさしさによるものだ

私たちは神に寄り添い

神とともに歩む

誠実であることを実践し

必ず神の承認を受ける

道の終わりまで

私たちは本分を尽くし  神を満足させる

困難と痛みの中でも

不平を言わず神への真の愛を求める

真の愛を求める

苦難を通して新しいいのちが与えられて

勝利の証しをする

義の太陽が現れた！

私たちはみな神の証し人だ！


288 神は今なお私たちを愛している

1

受肉した神は人類のところに来て、長い間謙って隠れて働き、

人間の苦しみを自ら体験し、世の苦みも甘みも味わった。

神は数えきれない春夏秋冬を経て教会を巡り歩いてきた。

私たちを清めサタンから救うために真理を表してきた。

キリストに対面した今、ようやく私たちは神こそが真理であるのを見た。

私たちの心は神により呼び覚まされ、自分たちがいかに深く堕落しているかを知った。

この救いの機会を得られたのは神の忍耐強さと寛大さのおかげ。

私たちは神の救いの偉大さを体験する。神は真に私たちの愛と讃美に値する。



2

人類に救いをもたらすため、神はあらゆる種類の苦痛を受け、血と汗と涙を流された。

過去の光景は忘れ難く、人に対する神の愛は測り知れない。

弱った時、神は私を支えた。心が痛む時、御言葉は私に慰めをもたらした。

傲慢になった時、神は私を懲らしめて律し、今日にいたるまで一歩ずつ私を導いた。

神は何度も威厳に満ちた裁きを下し、私たちを刈り込み取り扱い、

堕落した私たちを清めた。真の人間として生きられるようにと。

私たちは試練と苦難を経験したが、神が私たちとともにあり、寄り添い導いた。

神とともに私たちはサタンに打ち勝った。神の大いなる救いに感謝あれ。

神は今なお私たちを愛している。どうして神の期待を裏切ることができようか。

私は神の忠告を忘れず、神の心を慰めるため最善を尽くして本分を尽くそう。

あらゆる試練と苦痛に進んで耐えて、神のために力強く証ししながら。

神を愛する道は落とし穴や罠だらけで、悲観に陥るかもしれないが、私はまた立ち上がる。

どんなに大きな挫折に遭おうと、私は一切不平も後悔もなく、いつも神を愛する。


289 神はずっと人を見守ってきた

1

時は何千年と流れ、あなたは人類をずっと見守ってきた

何年もの変転の後、人類を救うというあなたの決意は変わらない

かつてあなたは迫害され、十字架に付けられ、人類の救いのために血を流し

命の代価を払って人の罪を贖った

あなたは終わりの日に人のもとに戻り、肉において現れた

風雨の中も人と共に苦しみ、眠れぬ夜も多く

血の汗を流し、心を尽くして働き、何千語もの言葉を表す

人類に貴い真理を授け、万人の心を征服する



2

人を罰し、裁くあなたの義なる性質に、我らは畏敬の念を抱く

あなたの言葉は慰めと励ましをもたらし、あなたの憐れみと寛容は敬慕の念を起こさせる

我らはサタンによりあまりに深く堕落しており、傲慢で反抗的な性質にあなたは心を痛める

我らはとうに人間らしさを失い、獣のように罪に落ちた

あなたの言葉による暴露と裁きで、我らは己を知る

苦難、試練、患難により、我らのサタン的性質は清められた

あなたの裁きと刑罰は我らを清め、救ってくれる愛

あなたの愛を大いに味わい、心からあなたを慕う

神よ！あなたは日夜人を案じ、そばにいて見守ってくれる

人に真理といのちを与え、我らに救いをもたらす

あなたの愛は最も美しく、最も純粋で、人の賛美にふさわしい

我らは心から愛をあなたに与え、永遠（とわ）にあなたを証しする


291 最も純粋な全能神の愛

1

神よ！あなたは肉となり

人類を救うため一切を投げ打たれた

人の中で温もりを感じたことも

人の心を獲得したこともない

あなたは世界の辛苦を全て味わい

何十年も静かに働いておられる

発された御言葉は全て真理で

人に永遠の命への道をもたらす

しかし人はそれを知らず

あなたを罪に定め中傷し

あなたの救いを拒否する

あなたは屈辱に耐え

それでもなお愛を通して人の心を動かし

人間を最大限まで救われた

神よ！あなたは無私の心で

その愛の全てを人に与えてくださった

あなただけが天地で愛なるお方

全能神の愛が最も純粋だ



2

神よ！裁きと罰のため示される真理は

みな人を救うためだ

御言葉は人の本質を露わにし

困難と試練は堕落を清める

神は私たちが真理を理解するよう

人びとや出来事や物を用意される

それでも私達は御心を理解せず

観念を抱きその采配に従えない

私たちは裁きを避け、頑なに逆らい

理性に欠け、御心を深く傷つけた

あなたはいつも寛大で辛抱強く

私たちを養い、水を与える

この麻痺した心は今目覚める

神よ！あなたは心血注いで

私たちを救い、命の代価を払われた

あなただけが天地で愛なる方

全能神の愛が最も純粋だ

全能神よ！

あなたは人の愛を受けるに最もふさわしく

私たちはいつもあなたを愛し

あなたを証しする


292 神の愛が私の心を溶かした

1

おお神よ。あなたの声を聞き私はあなたの前に戻ってきた。

あなたの言葉は私を露わにし、裁き、そして私は自分がいかに深く堕落していたかを知った。

私はただ報われるためにだけ主を信じ、天国の祝福を見返りに苦しんだ。

私は幾度もあなたの救いを拒んだ。あなたについて判断したり反抗したりさえした。

それでもあなたは私を赦したが、私はあなたに多くの痛みをもたらした。

私の心がいかに頑なだったか、いかに人間性に欠けていたかを私は嫌悪した。



2

おお神よ。あなたの言葉による裁きは私の心を目覚めさせた。

あなたの愛に触れ、私の心は幾度も痛みと後悔でいっぱいになった。

私の刑罰の間、あなたは私のそばにいる。私の精錬の間、あなたは私のために心を痛める。

あなたの言葉は私に欠けているものを与える。悲しい時、あなたの言葉は私を慰める。

私はかくも汚れ堕落している。そしてあなたの愛にふさわしくないと深く自覚している。

かくも不従順で反抗的な私は、あなたの裁きと清めをよりいっそう受け入れるべきなのだ。



3

おお神よ。あなたの受肉によりあなたの愛は明らかになる。

人類を救うため、あなたは大きな屈辱に耐える。

人類の拒絶という痛みに苦しむが、荒涼とした世を恨むことは決してない。

あらゆる種類の迫害に耐え、枕する所もないまま、あなたは話し、働く。

あなたは家族の喜びを味わったことはない。あなたにほんの少しでも温かさを与えようという者はいない。

自らを卑しくして隠れ、あなたはただ人を清め、得るために真理を表す。



4

おお神よ。あなたは人の悔い改めるのを忍耐強く待っている。私はこれ以上どうして遅れていられようか。

あなたの愛を体験した今、私はあなたの御心を思いやろう。

進んで試練と精錬に耐え、あなたを満足させるため証しに立とう。

あなたの愛は私の心を溶かした。私は心からあなたを愛し、あなたのために生きよう。

真理を追求し、あなたの言葉に従って生きることを志す。

永遠にあなたを愛し、あなたについて行き、あなたのために証ししよう。


293 神のみが最善のお方

1

神の言葉は全て真理であり

神が語り為すことは全て義である

人の観念に合わないことに遭遇する時

私たちは真理を求める

堕落した人類は

神の裁きと刑罰を受け入れるべきだ

御心を満足させるため

神の言葉を経験し

真理の現実の中に入る

悲しみを捨て

神を仰ぎ真理を実践しよう！

ペテロに倣い志を固め

はっきりと証ししよう！

声高らかに  さあ歌おう！

「神のみが最善のお方！」

私たちは神の聖さと義を永遠に賛美する！



2

神の言葉の裁きにより

サタンに深く堕落させられていることが分かった

私は傲慢でひねくれ  狡猾で

本当に人間性が全くない

裁きを受け入れて自らを理解した後

私は改心した

神の計り知れない愛が

神の裁きと刑罰の裏に隠されている

侵害を容赦しない神の性質を味わい

心から神を畏敬する

肉に背き真理を実践し

より神と親しくなった

迫害  苦難  試練が来ようと

神の栄光を讃え  証ししなければならない

生きようと死のうと

被造物は神の支配に従うべきだ



3

苦難を経験し  サタンをより憎む

神のみが素晴らしい

サタンを辱めるためには

命の危険を冒して勝利の証人となりなさい

はかなく軽い苦悩は真理といのちで報われる

神が為す全ては人への愛

疑うことなく信じよう！

声高らかに  さあ歌おう！

「神のみが最善のお方！」

私たちは神の聖さと義を永遠に賛美する！


294 あなただけが私を救うことができる

1

あなたはへりくだり、ひそかに

苦しむ人々に寄り添い

永遠のいのちへの道を与えます

御自分の血や肉のように

人々を深く愛されるあなたは

また愛されるべき方です

あなたはあえて苦しみを選び

人が恩恵を受けるようにされ

いのちの雨を降らせます

あなたは真に美しいみ心を持たれ

人の讃美に値する義なる方です

私はみ言葉に征服され

あなたの裁きによって清められます

私を救えるのはあなただけです

私を刈り込み、扱い、試み、精錬し

完全にできるのはあなただけです



2

あなたの愛により私は

試練の道から連れ出され

そして甘美さを味わいます

あなたは人の弱さを理解し

人を思い遣ることができます

あなたを忘れるなどできるでしょうか？

あなたは人々と共に暮らし

一人一人の人間を支え

導き、そして誰よりも

先に苦しみ、完全な手本を示されました

あなたの愛は人々の間にあります

あなたの愛は貴く何より美しく

あなたは真心を人の間に残されました

たとえあなたを信じていても

自分の心を全て捧げなければ

私は生涯悔やむことでしょう

たとえあなたを信じていても、忠実でないなら

どうして人間でいられるでしょう？

あなたの愛は貴く何より美しく

あなたは真心を人の間に残されました

私を救えるのはあなただけです

私を完全にできるのはあなただけです


295 親友達を探して

1

あなたはずっと園で働き

愛を深くに植えられた

あらゆる代価を払い

親友を探された

長いこと探し続け

真の愛を多く費やされ

その苦悩を誰が知るだろう

誰もあなたを慰めない

心からあなたを愛したい

そして私はペテロの志に倣う

私は生涯、あなたの御心のまま行い

心からあなたに従う



2

あなたの日が迫っている

だから私達は全力を尽くす

私達は風雨の中でも

あなたの親友になりたい

もうすぐ主人は園を去り

しもべ達の心は引き裂かれる

ほんの僅かでさえも

そのような負債は返せない

心からあなたを愛したい

そして私はペテロの志に倣う

私は生涯、あなたの御心のまま行い

心からあなたに従う



3

あなたの心にまだ慰めはなく

みな不安でいっぱいだ

あなたを深く愛せていないと恐れ

私は怠惰にならぬようにする

心からあなたを愛したい

そして私はペテロの志に倣う

私は生涯、あなたの御心のまま行い

心からあなたに従う

心からあなたに従う


296 神の心より良い心はない

1

神を愛することを選んだ私は、神に何を取り上げられても従う

多少の痛みはあるが、不満は一言も言わない

堕落した性質があるため、人は裁きと刑罰を受けるべきだ

神の言葉は真理。御心を誤解してはならない

自分を省みると、あまりにも多くの不純を見出す

努力しなければ、完全にされることはありえない

今日、苦難は多いけれど、神の愛を享受することは栄誉だ

苦難を通して服従を学ぶ。

神の心より良い心はない



2

日夜神とともにあり、神の麗しさを私は知る

神の言葉の啓示と裁きを通して、自分の堕落の真相を見る

神の吟味を通して、自分にどれだけ多くのものが欠けているかを痛感する

心を開いて交わり、真理をはっきりと理解する

神の性質を侵害していると思う身震いし

二度と反抗して、神をこれ以上傷つけないように自分に言い聞かせる

神を愛することを選んだが、その愛には自分の考えが混じっている

ペテロのような精神を得るため、努力しなければならない

私の愛を神がどう受け取っても

私の望みは神を満足させることだけ

今日、苦難は多いけれど、神の愛を享受することは栄誉だ

苦難を通して服従を学ぶ。神の心より良い心はない


297 悲惨な世界への哀歌

1

時の中を漂い、一生が過ぎていく。月年がひとつの夢のようにめぐる。

名声や富のために奔走し

肉のもののために命を費やし、真理のためには何も為されなかった。

毎日、毎月、毎年、このように時が過ぎていく。

神自身の苦しみや、神の大いなる素晴らしさなど考えたこともない。

ただ虚しい日々を無為に過ごすだけ。たった１日さえ神のために生きたこともない。

神の口に笑みを浮かばせることも一度もなく、空虚で、これといって何もない。

誰が神の心を理解したのだろう？

誰が神と生と死を分かち合えるのだろう？

誰が神の全ての言葉を大切にしただろう？

誰が自分の全てを神に捧げただろう？

春の花がいつ咲くことを止めるだろうか？

真の愛はここに、この世界にある。

喜びや悲み。上がったり下がったり。季節はめぐる。ずっとずっと。

来る年も来る年も神は見捨てられている。何と悲惨な世界だ！



2

人には家がある。憩いの場所がある。しかし神には枕する所もない。

自分を捧げたのはいったい幾人だろう？神はもう十分寒さや　

全世界の苦しみに耐えられた。理解への険しい道に。

神は、人のために心配し、彼らの間でせわしく、たゆまず働き続ける。

季節は移り変わるが、神は全てを人間のために捧げ尽くす。

誰が神の御心を理解するのだろう？誰が神に慰めの言葉をかけただろう？

人は神に要求ばかりする！一度も神の御心のことを思わない。

楽しく家族と過ごすが、なぜ神に涙させるのだろう？

春の花がいつ咲くことを止めるだろうか？

真の愛はここに、この世界にある。

喜びや悲み。上がったり下がったり。季節はめぐる。ずっとずっと。

来る年も来る年も神は見捨てられている。何と悲惨な世界だ！


298 誰が神の悲しみを理解できようか？

1

あなたの心の中に神はいますか？

神の意志や人への望みを考えたことはありますか？

苦痛と恥を受けた神を、誰も理解しない

人の心は偽りに満ち、利己的で邪悪

誰が神を理解できるだろうか？

誰がかつて神について考えたことがあるだろうか？

誰が神に慰めをもたらすだろうか？

あなたの心はどこにあるだろうか？

なぜ、あぁ、なぜあなたは神に冷たくするのか？

あなたが目覚める時

神は既にいなくなっている



2

誰が神に慰めをもたらせますか？

誰が神の悲しみを理解できますか？

年を重ねるごと

神は人の悪にうんざりする

神を信じているが、真理を求めない

どうしたら神の心を理解できようか？

ただ名声と利益求め

神の喜びと悲しみを思いやれようか？

誰が神を理解できるだろうか？

誰がかつて神について考えたことがあるだろうか？

誰が神に慰めをもたらすだろうか？

あなたの心はどこにあるだろうか？

なぜ、あぁ、なぜあなたは神に冷たくするのか？

あなたが目覚める時

神は既にいなくなっている

神にあなたの心の全てを捧げよ

真の愛を捧げよ

神は独りで

神を真に愛する人を待っている


299 神の良い知らせを待ち望みます

1

切なるまなざしで、あなたは急に呼ばれる

残酷な人類に直面し、あなたは御心を語る

ただ一つの願いのため、ひどい扱いを受けた

希望と心の血を注ぎ出しながら

あなたは決して多くを求めず、全てを与え

苦痛や迫害を知り尽くす

ああ、聖なるお方

誰があなたの美しさに勝るだろう？

あなたの大いなる御業は永久に称えられる

自由を探し求めるために

どうして私があなたを見捨てられるだろう？

むしろあなたの嘆きや悲しみを和らげるために苦しみたい

自由を探し求めるために

どうして私があなたを見捨てられるだろう？

花が再び咲く時

あなたの良き知らせを聞くだろう



2

罪の中に私は陥ったが、光の中で生き返る

あなたが引き上げて下さり

とても感謝しています

受肉の神が苦しまれた

まして私はどんなに苦しむべきか？

もし私が暗闇に屈したら

どうやって神を見るだろう？



3

御言葉について考えると

あなたを切望するようになる

御顔を見るたび

罪悪感の中、敬意を表します

自由を探し求めるために

どうして私があなたを見捨てられるだろう？

むしろあなたの嘆きや悲しみを和らげるために苦しみたい

自由を探し求めるために

どうして私があなたを見捨てられるだろう？

花が再び咲く時

あなたの良き知らせを聞くだろう


301 いつも私の心に宿るあなた

1

あなたは春夏秋冬私に伴われる

あなたの寂しそうな顔を見ると私は悲しくなる

私はこれまであなたの悲しみを和らげたこともなく

孤独を思いやったこともない

何度真剣な言葉に直面しても　私は頑ななままである

私はいつもあなたを悲しませ失望させる

懲らしめられた後だけほんの少し悟りを得る

あなたの傍にいるのにその重荷を背負えない

私は分別がなくあなたの苦難を理解できない



2

欲望と肉のため真理と道徳を忘れた

後悔してもずっと前からあなたを失望させてきた

あなたが悲哀の果てにいても悲しみすら感じられない

堕落の中で苦しみながら　私は貪欲な手で乞い願った

あなたの悩みを分かち合う

良心と理知ある者はいるか？

あなたの心は優しく愛は真実で尊い

あなた以上に美しく気高い人はいるだろうか

私は永遠にあなたの傍を離れない

喜びと楽しみがあなたの顔に表れますように

あなたがいつも私の心に宿りますように

いつも私の心に宿りますように


302 神の御業は測り知れない

1

我々はあなたのご威光が天高くそびえるのを見ます。

我々は畏敬の念なしには御前に出られません。

誰があなたの御心を知り、あえて御怒りを感じることが出来るでしょうか？

誰があなたのご威光を望み、それはいつ訪れるのでしょうか。

我々はここに伏し、あなたの御手の中で憩い、

あなたの怒りは我々を恐れさせますが、

母の愛のようなあなたの愛の中にひたっています。

あぁ、あなたは我々がお慕いする母であり、

我々が愛し、尊敬する父です。

我々の心はあなたから隠れますが、遠く離れる勇気はありません。

そして、あぁ、我々は心の中であなたを身近に感じます。

我々はあなたをとても近くに感じます。

知らないうちに我々はあなたが測り知れない方であることを感じ取ります。

すると我々は遠くからあなたを畏敬することしか出来ません。

我々は遠くからあなたを畏敬するしかありません。



2

我々の心はあなたを愛しますが、それなのに我々はまだあなたを恐れています。

言葉が何の役に立つでしょうか？

人間の感情がどうしてこのような気持ちを表現出来るでしょうか？

我々に出来ることは空っぽの手で、あなたの御前に出て、

子どものように恐れながら、あなたに懇願するしかないのです。

あなたは何であれ、我々の必要を満たして下さる。

尽きることのない賛美が我々の喜びの心から湧き上がる。

あぁ、あなたは何の要求も不満もなく、無私無欲で全てを与えて下さった。

あなたの御顔を見ることは、めったにないのに、我々はすでにあなたから全てを得ました。

あぁ、我々自身のうちには不純なものたくさんあるが、

あなたはずっと昔から我々の全存在を得ておられます。

あぁ、どうして肉の目が、ずっと昔に完成された真理を見ることが出来るでしょう。

あなたがずっと昔の日に完成された真理を。
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はるか昔から、世界の隅々まで

全ての事があなたの目には露わにされています。

我々は沈黙し、あなたに勝る者は誰ひとりいない。

なぜなら、あなたの御言葉は尽きることなく、常に流れ続けるから。

又、あなたの富がどんなに膨大か、言える者はいない。

あなたのこの上ない素晴らしさを簡単な言葉で称えられる者がいましょうか？

又、あなたの柔和さを軽々しく歌える者がいましょうか？

あぁ、あなたはある時は我々から遠ざかり、次の瞬間には我々の只中におられ、

遠のいたり、寄り添ったり、ある時は遠くに、又ある時は近くにいらっしゃる。

あぁ、あなたの足跡も、影さえ見た者もいません。

我々に残ったのは、楽しい思い出だけ。

あぁ、甘い。何と甘いことか！いつまでも続くこの味は！

あぁ、何と甘いことか！いつまでも続くあなたの臨在の味は！
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あなたは天と地を張り巡らされる。

誰があなたの御業の広大さを知っているでしょうか。

我々には砂浜の砂のたった一粒しか見えず、

あなたの仰せをただ静かに待ちます。

蟻のように取るに足らない我々を

どうしていと高きあなたと比較できるでしょうか。

あぁ、あなたが我々を精錬されるのは、何と豊かな憐みでしょうか。

ああ、我々はあなたの憐みの中に義が隠されているのを見る。

あぁ、あなたの聖なるご威光の中に隠された義、

それが、あなたの愛と御業の中に隠されているのを見ます。

あぁ、誰があなたの御業を数えられるでしょうか。それはあまりにも多すぎます。

あぁ、誰がそれらを数えられるでしょうか。それは実に多いのです。

あぁ、誰があなたの御業を数えられるでしょうか。それはあまりにも多すぎます。

あぁ、誰がそれらを数えられるでしょうか。それは実に多いのです。
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YouTube: hitps:/I.kingdomsalvation.org/jp/video
Facebook: https://l.kingdomsalvation.org/jp/facebook

Email: contact.jp@kingdomsalvation.org
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